伊沢 蘭 軒 


森鷗外 


その 一 

頼 山陽 は 寛 政 十一 一年 十 一 月 三日に、 安藝 国 広 島国 泰 

すぎの きこ うぢ 

寺 裏門 前 杉 木 小路の 父 春 水の 屋敷で、 囲の 中に 入れら 

れ、 享和 三年 十二月 六日まで 屛禁 せられて 居り、 文化 

つかまつらせた きだん 

二 年 五月 九日に 至って、 「門外 も 為 仕度 段、 存寄之 通 

つかまつらるべく そろ  しげあき ら 

可 被 仕 候」 と 云 ふ 浅 野 安藝 守 重晟が 月番の 達しに 

依って 釈 された。 山陽が 二十 一歳から 二十 六 歳に 至る 

ちう せき 

間の 事で ある。 疇 昔より 山陽の 伝 を 作る もの は、 皆此 

くるし 

幽屛の 前後に 亘る 情実 を 知る に 困んだ。 森 田 思 軒 も 

亦 明治 二十 六 七 年の 交 「頼 山陽 及 其 時代」 を 草した 時、 


同一 の 難関に 出逢った ので ある。 

さきだ 

然るに これに 先つ こと 数年、 思 軒の 友 高 橋 太 華が 

くわん ちゃ ざん  いさ はたん ふ 

若干 通の 古手 紙 を 買った。 それ は 菅茶山 が 伊沢 澹父 

と 云 ふ ものに 与へ たもので あって、 其 中の 一通 は 山陽 

幽屛 問題に 解決 を 与 ふるに 足る 程 有力な ものであった。 

思 軒は此 手紙に 日附 があった か 否か を 言 はない。 し 

まさ ゎづ か 

かし 「手紙 は 山陽が 方に 纔に茶 山の 塾 を 去りて 京都 

に鐵を 下せる 時 書かれた る 者」 だと 云って あるに 過ぎ 

ぬから、 恐く は 日附は 無かった ので あらう。 

山陽 は 文化 六 年 十二月 二十 七日に 広 島 を 立って、 二 

やすな ごほリ かんなべ れんじゅく  うる ふ 

十九 日に 備後国 安那 郡 神 辺の 廉塾 に 著き、 八 年閏ニ 


月 八日に 神 辺 を 去って、 十五 日に 大坂西 区 両国 町の 檁 

崎 小 竹 方に 著き、 数日の 後 小 竹の 紹介状 を 得て 大坂を 

げんず ゐ 

立ち、 二十日 頃に 小石 元瑞を 京都に 訪ひ、 元瑞の 世話 

で 新 町に 家塾 を 開い た 。 思 軒 は 茶 山 の 手紙 を 以 て 此頃 

に 書かれた ものと 判断して ゐ たので ある。 

茶 山の 此 手紙 を 書いた 目的 をば、 思 軒が 下の 如くに 

解した。 「其の 言 ふ 所 は、 此 たび 杏 坪が 江戸に 上れる 

次、 君側の 人に 請うて 山陽の 事 を 執りな し、 京都より 

帰りて 再び 之 を 茶 山の 塾に 托せむ と 欲する 計画 ありと 

か 伝聞し、 山陽の 旧 過 を 列挙し、 己れ が 山陽に 倦みた 

る 所以 を陳 じて 以て 澹 父の 杏 坪の 計画に 反対せ むこと 


を 望みた るな り」 と 云 ふので ある。 計画と は 山陽の 父 

春 水 等の 計画 を 謂 ふ。 春 水 等 は 山陽の 叔父 杏 坪 をして 

浅 野 家の 執政に 説かし め、 山陽の 京都より 広 島に 帰る 

こと を 許さし めむ として ゐる。 さて 広 島に 帰った 上 は 

山陽 は 再び 廉 塾に 託せられる であらう。 しかし 茶 山 は 

さまた 

既に 山陽に 倦んで ゐて、 澹父 をして 杏 坪 を 阻げ しめ 

むと 欲する の だと 云 ふので ある。 

なに ひと 

此 伊沢 澹 父と は 何人で あるか。 思 軒 はかう 云った。 

「澹 父の 何人なる や は 未だ 考 へずと 雖も、 書中の 言に 

よりて 推量す るに、 蓋備後 辺の 人の 江戸に 住みて、 

げいはん て 、. 

藝 藩邸に は 至密の 関係 ありし 者なる べし」 と 云った。 


思 軒の 「頼 山陽 及 其 時代」 が 出てから 十九 年の 後、 

きざ ん 

大正 二 年に 坂本箕 山の 「頼 山陽」 が 出た。 箕山は 同一 

の 茶 山の手 紙 を 引いて、 手紙の 宛名の 人 を 伊沢 蘭 軒 だ 

と 云って ゐる。 わたくし は 太 華が 買った と 云 ふ 茶 山の 

手紙の 行方 を 知らない。 推す るに、 此 手紙 は どこかに 

存在して ゐて、 箕 山さん もこれ を 見る こと を 得た ので 

はなから うか。 

わたくし は 伊沢 蘭 軒の 事蹟 を 書かう とする に 当って、 

せきじ つ 

最初に 昔日 高 橋 太 華の 掘り出した 古手 紙の 事 を 語った。 

これ は 蘭 軒の 名が 一 時い かに 深く 埋没 せられて ゐ たか 

を 示さむ がた めで ある。 


その 二 

わたくしの 知る 所 を 以てすれば、 蘭 軒の 事蹟の 今に 

至る まで 記述 を 経た もの は、 坂本箕 山さん の 「藝備 偉 

人伝」 中の 小伝と、 頃日 図書館 雑誌に 載せられた 和 田 

万吉 さんの 「集 書家 伊沢 蘭 軒 翁 略伝」 との 二つが ある 

のみで ある。 

しかし 既に 此 等の 記述が あるのに、 わたくしが 遅れ 

て 出て、 新に 蘭 軒の 伝 を 書かう とする に は、 わたくし 

は 先づ白 己の 態度 を 極めなくて はならない。 わたくし 


が 今 蘭 軒 を 伝 ふることの 難き は、 前に 渋 江 抽斎を 伝 ふ 

る ことの 難 かりし 比で は 無い。 抽 斎と 雖、 人名辞書が 

くが かつなん 

これ を 載せ、 陸羯 南が 一 たび これが 伝 を 立てた ことが 

か い ほぎ よそん 

あった。 只 彼 人名辞書 の 記載 は 海 保 漁村 の 墓誌 の 外に 

出で ず、 羯 南の 文 も 亦 経籍訪 古志の 序跋を 参酌した に 

過ぎぬ に、 わたくし は 嗣子 保さん の 手から 新に 材料 を 

得た。 これに 反して 蘭 軒の 曾孫 徳 さんと、 其 宗家の 

当主 信 平さん との 手より 得べき 主なる 材料 は、 和 田 さ 

なかんづく 

んが 既に 用ゐ尽 して ゐる。 就中 徳 さんの 輯録した 所 

の 材料に は、 「右 蘭 軒 略伝 一部 帝国 図書館 依嘱に 応じ 

謹 写し 納む。 大正 四 年 四月 八日」 と 云 ふ 奥 書が ある。 


わたくし は 和 田さん が 材を此 納本に 取った こと を 疑 は 

ない。 わたくしの 新に 伊沢 氏に 就いて、 求め 得べき 材 

料 は、 此 納本に 漏れた 選 屑に 過ぎない。 縦し や 其 選 屑 

の 中には、 大正 五 年に 八十 二 歳の 齢 を 重ねて 健存 せる 

まごむすめ  きん ふんぎよ くせ つ 

蘭 軒の 孫 女お そのさん の 談片の 如き、 金粉 玉 屑が あ 

るに しても。 

蘭 軒 を 伝 ふること が 抽斎を 伝 ふるより 難いに は、 猶 

一 の 軽視すべからざる 理由が ある。 それ は 渋 江 氏に は 

「泰平 千代 鑑」 と 題す る クロ ォ ニックが あって、 帝室、 

幕府、 津軽 氏、 渋 江 氏の 四 欄 を 分った 年表 を 形づくつ 

てゐ るのに、 伊沢 氏に は 編 年の 記載が 少 いと 云 ふ 一事 


である。 強 ひて 此 欠陥 を 補 ふべき 材料 を 求 むれば、 蘭 

つとめむき 

軒に は 文化 七 年 二月より 文政 九 年 三月に 至る 「勤 向 

覚書」 が あり、 其 嗣子 榛 軒に は 嘉永五 年 十月 二十 一 日 

より 十一 月 十九 日に 至る 終焉の 記が あるの みで ある。 

独リ榛 軒の 養嗣子 棠軒 は、 嘉永五 年 十 一 月 四日より 明 

治 四 年 四月 十 一 日に 至る 稍 詳密なる 「棠軒 公私 略」 を 

遺し、 僅に 中間 明治 元年 三月 中旬より 二 年 六月 上旬に 

至る 落丁が あるに 過ぎぬ が、 其 文に は 取って 蘭 軒榛軒 

一 一代の 事跡 を 補 ふべき ものが 殆 無い。 

わたくし は 自己の 態度 を 極めたい と 云った。 しかし 

熟 これ を 思へば、 自己の 態度 を 極める ことが 不可能 


ではない かと 疑 ふ。 わたくし は少 くも これ だけの 事 を 

自認す る。 若し わたくしが 年月に 繫 くるに 事実 を 以て 

しょうと したならば、 わたくしの 稿本 は 空白の 多き に 

堪 へぬ であらう。 徳 さんの 作った 蘭 軒 略伝が 既に 編 年 

の 行状で は 無い。 その 蘭 軒 前後に 亘 つた 「歴世 略伝」 

も 亦 同じで ある。 徳 さんの 記載に 本づ いたらし い 和 田 

さんの 略伝 も 亦 編 年で は 無い。 藝備 偉人 伝 は、 蘭 軒 を 

載せた 下巻が わたくしの 手許に 無い が、 同じ 著者の 「頼 

山陽」 に 引いた 文 を 見れば、 亦復編 年で は 無 ささう で 

もと 

ある。 おその さんの 談話の 如き は、 固より 年月日 を 

つまびら か  いかに 

詳 にすべき ものに 乏しい。 わたくし は 奈何して 編 


年の 記述 をな すべき か を 知らない。 

その 三 

わたくし はかう 云 ふ 態度に 出づ るより 外 無い と 思 ふ。 

めぐむ 

先づ 根本 材料 は 伊沢 徳 さんの 蘭 軒 略伝 乃至 歴世 略伝 

に 拠る とする。 これ は已 むこと を 得ない。 和 田さん と 

同じ 源 を 酌まなくて はならない。 しかし 其 材料の 扱 方 

に 於て、 素人 歴史家た る わたくし は 我儘 勝手な 道 を 行 

- J  き は 

くこと、 する。 路に 迷っても 好い。 若し 進退 維れ 谷 ま 

いは ゆる 

つたら、 わたくし は そこに 筆を棄 てよう。 所謂 行 当ば 


つたり である。 これ を 無 態度の 態度と 謂 ふ。 

無 態度の 態度 は、 傍 より 看れば 其 道が 険悪で も あ 

リ危^lでもぁらぅ。 しかし 素人 歴史家 は 楽天家で ある。 

意に 任せて 縦に 行き 横に 走る 間に、 いっか 豁然と して 

道が 開けて、 予期せ ざる 広大なる ペル スぺ クチ ィゥが 

得られようかと、 わたくし は 想像す る。 そこで わたく 

し は 蘇 子の 語 を 借り 来って、 自ら 前途 を 祝福す る。 日 

く 水 到りて 渠成 ると。 

系譜 を 按ずる に、 伊沢 氏に 四 家が ある。 其 一は 旗本 

しばら 

伊沢で ある。 わたくし は 姑く 「総 宗家」 と 名 づける。 

其 一 一は 総 宗家 四 世 正久の 庶子に して 蘭 軒の 高祖父た る 


有 信の 立てた 家で、 今 麻布 鳥居 坂 町の 信 平さん が 当主 

になって ゐる。 徳 さんの 謂 ふ 「宗家」 である。 其 三 は 

宗家 四 世 信 階が 一 旦 宗家 を 継いだ 後に 分立した もので、 

蘭 軒 信 恬は此 信 階の 子で ある。 徳 さんの 謂 ふ 「分家」 

で、 今 牛 込巿が 谷富久 町に 住んで ゐる徳 さんが 其 当主 

のぶみ ち 

である。 其 四 は 蘭 軒の 子 柏 軒 信 道が 分立した 家で、 徳 

さんの 謂 ふ 「又 分家」 である。 当主 は 赤 坂 氷 川 町の 清 

水 夏 雲さん 方に 寓 して ゐる信 治さんで ある。 

総 宗家の 系図に は、 わたくし は 手 を 触れようと はし 

な い。 其 初 世 吉兵衛 正 重 は 遠く 新羅 三郎義 光より 出で 

てゐ る。 此に徳 さんの 補修 を 経た 有形の 儘に、 単に 歴 


代の 名 を 数 ふれば、 義 光よ リ義 清、 清 光、 信義、 信 光、 

信 政、 信 時、 時 綱、 言 家、 |n 武、 11! 成、 信 春、 言満、 

信 重、 信 守、 信昌、 信 綱、 信 虎 を 経て 晴 信に 至る。 晴 

|11 は 機 山言玄 である。 晴 言より 言繁、 言 綱、 言 実、 信 

俊、 信 雄、 信忠を 経て 正 重に 至る。 正 重 を 旗本 伊沢の 

初 世と する。 要するに 旗本 伊沢 は武田 氏の 裔で、 いさ 

はの 名 は 倭 名抄に 見えて ゐる 甲斐 国&禾 に本づ いて ゐ 

るら しい。 

総 宗家 旗本 伊沢より 宗家 伊沢が 出で たの は、 初 世 正 

重、 二世 正 信、 三世 正 岸 を 経て、 四 世 正久に 至った 後 

である。 系図 を閲 する に、 伊沢 氏 は 「幕 之紋三 菅笠、 


家之紋 蔦、 替紋 拍子木」 と 氏の 下に 註して ある。 初 世 

吉兵衛 正 重 は 天文 十 年に 参 河 国で 生れ、 慶長 十二 年 二 

月 二日に 六十 七 歳で 歿した。 鉄砲 組 足軽 四十 人 を預っ 

て、 千 五 百 五十 三 石 を 食んだ。 二世 隼 人 正正 信 は 東 福 

ゆげた  ぢ よせい 

門院 附弓気 多 摂津守 昌吉の 次男で、 正 重の 女婿で ある。 

正 信 は 文禄四 年に 生れ、 寛 文 十 年 十二月 二日に 七十 六 

歳で 歿した。 わたくしの 所蔵の 正 保 二 年の 江戸 屋敷 附 

に 「伊沢 隼 人 殿、 本 御鷹 匠 町」 と 記して ある。 肩に は 

役が 記して 無い。 三世の 名は闕 けて ゐる。 只 元 和 七 年 

に 生れ、 延宝ニ 年 六月 十六 日に 五十 四 歳で 残した とし 

て ある。 然るに 徳川 実記に 拠れば、 隼 人 正正 信の 子 は 


もん どの かみ まさしげ 

主 水 正 政 成で ある。 延宝 中の 江戸 鑑 小姓 組 番頭 中に 

「伊沢 主 水 正、 三千 八 百 石、 鼠穴、 父 主 水 正」 が ある。 

即ち 此人 であらう。 

系図に 政 成が 闕 けて ゐて稍 不明で あるが、 要するに 

旗本 伊沢 は 正 保 中には 鷹匠 町、 延宝 以後に は 鼠穴に 住 

んでゐ て、 千 五 百 五十 三 石より 三千 八 百 石に 至った。 

その 四 

蘭 軒の 高祖 有 信が 旗本 伊沢の 家から 分れて 出た 時の 

事 は、 蘭 軒の 姉 幾 勢の 話 を、 蘭 軒の 外 舅 飯 田 休 庵が 聞 


いた ものと して 伝 へられて ゐる。 それ はかう である。 

有 信 は 旗本 伊沢の 家に 妾腹の 子と して 生れた。 然るに 

父の 正室が 妾 を嫉ん で、 害 を 赤子に 加へ ようとした。 

にゅうぼ おそ  ちゃう こくじ 

有 信の 乳母が 懼れ て、 幼い 有 信 を 抱いて 麻布 長 谷 寺に 

逃げ 匿れ た。 当時 長 谷 寺に は 乳母の 叔父が 住持 をして 

ゐ たの だと 云 ふ。 乳母の 戒名 は 妙 輪 院清芳 光桂大 姉で 

ある。 

有 信の 生れた の は 天 和 元年 だと 伝 へられて ゐる。 此 

時 旗本 伊沢の 家 は 奈何なる 状況の 下に あつたか。 

当主 は 初代 正 重より 四 代 目の 吉兵 衛正久 であった。 

江戸 鑑を検 する に、 襲 家の 後 寄 合に なって、 三千 八 百 


石 を 食み、 鼠穴に 住んで ゐた。 有 信が 鼠穴 住 寄 合 伊沢 

主 水 正の 家に 生れた こと は 確実で ある。 

有 信が 生れた 時、 父 正久が 何歳に なって ゐ たかと 云 

ふこと は、 幸に 系図に 正久 の生歿 年が 載せて あるから、 

推算す る ことが 出来る。 正 久は万 治 二 年に 生れ、 寛 保 

元年に 八十 三 歳で 歿した から、 天 和 元年に は 二十 三 歳 

であった。 

さいぐ さ  よしな ほ ぢょ 

正久の 正室 は 書院 番頭 三 枝 土 佐 守 恵 直の 女で ある。 

これが 庶子に 害 を 加へ ようかと 疑 はれた 夫人で ある。 

別に 歴世 略伝に 有 信の 父と 云 ふ ものが 載せて あるが、 

これ は 正 久とは 別人でなくて はならない。 又 有 信の 実 


父で あり やうがない。 其 文 はかう である。 「初代 有 信、 

通称 徳兵 衛、 父 流 芳院春 応道円 居士、 元禄 四 年 辛 未 五 

月 十八 日、 二十 二 歳」 と 云 ふので ある。 若し 流 芳院を 

正久 だとす ると、 此 年齢より 推せば、 寛 文 十 年に 生れ、 

天 和 元年に 十二 歳で 有 信 を 挙げた こと、 なる。 按ずる 

に 流 芳院は 有 信の 実父で は あるまい。 若し 有 信の 実父 

だとす ると、 年月日 若く は 年齢に 錯誤が あるで あらう。 

わたくし は 長 谷 寺に 潜んで ゐる 幼い 有 信の 行末 を 問 

ふに 先だって、 有 信 を 逸した 旗本 伊沢、 即総 宗家の な 

リ ゆきを 一 瞥 して 置きたい。 それ は 旗本 伊沢の 子孫が 

所謂 宗家、 分家、 又 分家の 子孫と は 絶て 交渉せ ぬので、 


後に 立ち戻って 語るべき 機会が 得難い からで ある。 

その 五 

有 信の 父 旗本 伊沢 四 世吉兵 衛正久 は、 武鑑 を検 する 

に、 元禄 二 年より 書院 番組 頭、 十四 年 新 番頭、 十五 年 

より 小姓 組 番頭、 宝 永 四 年より 書院 番頭 を 勤め、 叙爵 

せられて 播磨 守と 云 ひ、 享保 十七 年に は 寄 合に なって 

ゐた。 邸宅 は 鼠穴から 永 田 馬場に 移された。 正 久は系 

図に 拠る に 万 治 二年生で、 寛 保 元年に 八十 三 歳で 歿し 

た。 


五世 吉兵衛 方釓は 系図に 拠る に、 享保 元年 生で、 明 

和 七 年に 五十 五 歳で 歿した。 宝 暦 十 年の 武鑑 を検 する 

に、 方 貞も亦 父に 同じく 播磨 守に せられ、 書院 番頭に 

進んで ゐた。 邸宅 は 旧に 依って 永 田 馬場であった。 

ないき はう しゅ 

六 世 内 記 方 守 は 系図に 拠る に、 明 和 四 年 正月 二十 七 

さ き て 

日に 生れた。 又 武鑑に 拠る に、 寛 政 六 年 十月より 先手 

鉄砲 頭 を 勤めて ゐた。 文化の 初の 写本 千 石 以上 分限 帳 

に、 「伊沢 内 記、 三千 二百 五十石、 三 川你」 として ある。 

此後は 維新 前に 至る まで、 旗本 伊沢 は 赤 坂 参 河 台に 住 

んでゐ た。 

七 世 主 水 は 文化 三年より 火事場 見廻り、 文化 九 年よ 


り 使番を 勤めた。 此 役が 十二 年に 至る まで 続いて ゐて、 

十三 年に は 次の 代の 吉次郎 が 寄 合に 出て ゐる。 浅 草 新 

もん ど みなもとの まさたけ  ゑ 

光明寺に 「先祖 代々 之 墓、 伊沢 主 水源 政武」 と 彫つ 

た 墓石が ある。 此主 水の 建てた もので はなから うか。 

八 世 吉次郎 は 文化 十三 年の 武鑑に 始めて 見えて ゐる。 

「伊沢 吉 次郎、 父 主 水 三千 二百 五十石、 三 川 だい」 と 寄 

合の 部に 記して あるの が是 である。 此 より 後 文政 三年 

に 至る までの 五 年間 は、 武鑑の 記載に 変更が 無い。 文 

政 四 年に は 寄 合の 部の 同じ 所に、 次の 代の 助 三 郎が見 

えて ゐる。 

九 世 助 三 郎政義 は 文政 四 年の 武鑑 寄 合の 部に、 「伊 


沢 助 三郎、 父吉 次郎、 三千 二百 五十石、 三 川 だい」 と 

記して ある。 此 役が 天 保 二 年に 至る まで 続いて、 三年 

に は中奧 小姓に なって ゐる。 六 年に は 叙爵 せられて 摂 

みま さかの かみ 

津 守と 称し、 猶 同じ 職に ゐる。 九 年に は 美 作 守に 転 

じて 小 普請 支配に なって ゐる。 sl^ で 政 義は十 年 三月に 

浦賀 奉行に なって、 役 料 千 石 を 受けた。 十三 年 三月に 

更に 長 崎 奉行に 遷 されて、 役 料 四千 四百 二 俵 を 受けた。 

そして 弘化ニ 年に 至る まで は此 職に ゐた。 弘化 三年の 

たま/、  か 

武鑑が 偶 手元に 闕 けて ゐ るが、 四 年より 嘉永五 年に 

至る まで、 政 義は寄 合の 中に 入って ゐる。 嘉永六 年 十 

二月に 政義は 再び 浦賀 奉行と なり、 安政 一 一年 八月に 普 


おほめつ け ぶく きリ やう ぶんげん ちゃう あらため 

請 奉行と なり、 三年 九月に 大目 附服忌 令 分限 帳改 

となり、 四 年 十二月に 江戸 町奉行と なり、 五 年 十月に 

大目 附 宗門 改 となり、 文久 三年 九月に 留守居と なり、 

元 治 元年 七月 十六 日に 此職を 以て 残した。 法 誼して 徳 

源 院譲誉 礼 仕政義 居士と 云 ふ。 墓 は 新 光明寺に あって、 

「明治 三十 五 年 七月 建 伊沢 家 施主 八幡 祐観」 と 彫って 

ある。 

徳 さん は 嘗て 「正弘 公 懐旧 紀事」 を閲 して、 安政 元 

年に 来 使との 談判に 成った 条約の 連署 中に、 伊沢 美 作 

守の 名が あるの を 見た と 云 ふ。 これ は 頃日 公に せられ 

た 大日 本 古文書に 見えて ゐる米 使 アダム ス との 交渉で、 


武鑑に 政 義の名 を 再び 浦賀 奉行と して 記して ゐる 間の 

事で ある。 文書に 拠れば、 政 義の職 は 下田 奉行で、 安 

政 元年 十二月 十八 日の 談判 中に、 「美 作 守 杯 は 当 春よ 

り 取扱 居、 馴染 之 儀に も 有 之」 云々 と 自ら 語って ゐる。 

十 世 助三郎 は慶応 武鑑の 寄 合の 部に、 「伊沢 力 之 助、 

父 美 作 守、 三千 二百 五十石、 三 河 だい」 と 記して ある。 

新 光明寺に 顕享院 秀誉覚 真 政 達 居士の 法諡を 彫つ た 墓 

石が あって、 建立の 年月 も 施主の 氏名 も 政義の 墓と 同 

じで ある。 或は 政 達が 即ち 力 之 助の 諱 ではな からう 


その 六 

わたくし は 或 日 旗本 伊沢の 墓 を 尋ねに、 新 光明寺へ 

往 つた。 浅 草 広徳寺 前の 電車 道 を 南に 折れて 東側に あ 

る 寺で ある。 

六十 歳ば かりの 寺男に 問 ふに、 伊沢と 云 ふ 檀家 は 知 

げんぎよ  ぢゾ 

ら ぬと 云った。 其 言語に は 東北の 訛が ある。 此爺を 連 

れて 本堂の 北方に ある 墓地に 入って、 街に 近い 西の 端 

から 捜し はじめた。 西北 隅 は 隣 地面の 人が 何やら 工事 

を 起して、 土 を 掘り 上げて ゐる 最中で ある。 爺が 「こ、 

に 伊の 字が あります」 と 云 ふ。 「どれく」 と 云って、 


進み 近づいて 見れば、 今 掘って ゐる 所に 接して、 一の 

大 墓石が 半ば 傾いて 立って ゐる。 台石 は 掘り 上げた 

土に 埋もれて ゐる。 

「これ は 伊奈 熊 蔵の 墓 だ、 何代目 だか 知らぬ が、 これ 

も 二 千 石 近く 取った お 旗本 だ」 とわたく しが 云った。 

爺 は 「へえ」 と 云って 少し 頭 を 傾けた。 「誰も 詣る人 は 

ないかい」 と 云 ふと、 「え、、 一 人 も ございません」 と 

答へ た。 

伊沢の 墓 はな かく 見附ける ことが 出来なかった。 

暫くして から、 独り 東の 方 を 捜して ゐた 爺が、 「これで 

は ございませ ぬか」 と 呼んだ。 往 つて 見れば 前に 云つ 


た 「先祖 代々 之 墓、 伊沢 主 水源 政武」 と 彫った 墓で あ 

もん ど 

る。 政 武は七 世 主 水で あらう と 前に 云った が、 系譜 一 

本に 拠れば 一 旦永井 氏に 養 はれ たかとも 思 はれる。 墓 

地の 東南 隅に あつたの だから、 我々 は 丁度 対角の 方向 

から 捜し はじめた のであった。 

此大 墓石の 傍 に 小い 墓が 二 基 ある。 戒名の 院の下 

でん  いかめ 

に は 殿の 字 を 添へ、 居士の 上に は 大の字 を 添へ た 厳 

しさが、 粗末な 小さい 石に 調和せ ぬので、 異様に 感ぜ 

られ る。 想 ふに 八幡 某 は 旗本 伊沢に 旧誼の ある もので、 

維新 後 三十 五 年に して これ を 建てた ので あらう。 一 一基 

は 即ち 政義、 政 達 二人の 墓で ある。 


二人の 中で 伊沢 政義 は、 下田 奉行と して アダム スと 

かく 

談判した 一 人で ある。 盛 世に あって は 此の 如き 衝に当 

る もの は、 容易に 侯と なり 伯と なる。 当時と 雖、 芙蓉 

間 詰 五千石 高の 江戸 城 留守居 は 重職であった。 殊に 政 

義が 最後に 勤めて ゐた時 は、 同僚が 四 人あって、 其 世 

かった リ  まさよし 

禄は平 賀勝足 四百 石、 戸川 安清 五百石、 佐 野 政 美 六 百 

やすさと 

石、 大沢康 哲ニ千 六 百 石であった から、 三千 二百 五十 

石の 政義は 筆頭であった。 其 政義が この 戒名に 調和せ 

ぬ 小さい 墓の 主で ある。 「此 墓に も 詣る人 は 無い か」 と、 

わたくし は 爺に 問うた。 

「い、 え、 これに は詣る 方が あります。 わたくし は 何 


と 云 ふお 名前 だか 知らなかった のです。 なんでも 年に 

一 度 位 はお 比丘さん が 来られます。 それから どうかす 

ると 書生さん の やうな 方で、 参詣な さるの があります _ 

住持 様は識 つて ゐ なさる かも 知れません が、 今日はお 

留守です。」 

「さう かい。 わたし は此 墓に 由縁 は 無い が、 少し わけ 

せんかう 

があって 詣 つたの だ。 どうぞ 綫 香と 華と を 上げて おく 

れ。 それから 名札 をお 前に 頼んで 置く から、 住持さん 

が 内に ゐ なさる 時 見せて、 此 墓に ま ゐる 人の 名前と 所 

と を 葉書で わたしに 知らせて 下さる やうに、 さう 云 つ 

ておくれ。」 


爺が 苔 を 掃って 香華 を 供へ る を 待って、 わたくし は 

墓 を 拝した。 そして 爺に 名刺 を 託して 還った。 しかし 

新 光明寺の 住職 は 其 後 未だ わたくしに f 首 信 を 通じてく 

れ ない。 

その 七 

ちゃう こくじ かく 

麻布の 長 谷 寺に 匿れ てゐた 旗本 伊沢の 庶子 は、 徳兵 

衛と 称し、 人と なって 有 信と 名告 つた。 有 信 は 貨殖 を 

志し、 質 店 を 深 川に 開いた。 既にして 家業 漸く 盛なる 

に 至り、 有 信 は 附近の 地所 を 買った。 後に は 其 地が 伊 


沢 町と 呼ばれた。 永代 橋 を 東へ 渡 リ富吉 町 を 経て 又 福 

島 橋 を 渡り、 南に 折れて 坂 田 橋に 至る。 此福島 橋 坂 田 

橋 間の 西に 面する 河岸と、 其 中 通と が 即ち 伊沢 町で あ 

つたと 云 ふ。 按ずる に 後の 中島 町で あらう。 

つまびら か  はふし 

有 信の 妻 は 氏名 を 詳 にしない。 法諡は 貞寿院 

環 林晃珠 禅尼で ある。 其 出の 一 男子 は 早世した。 浄 

智禅 童子が 是 である。 

有 信 は 遠 江 国の 人 小 野 田 八左衛 門の 子 を 養って 嗣と 

なした。 此 養子が 良 椿 信 政で ある。 惟 ふに 享保 中の 

頃で あらう。 仮に 享保 元年と すると、 有 信が 三十 六 歳、 

信 政が 四 歳、 又享保 十八 年と すると、 有 信が 五十 三 歳、 


信 政が 二十 一歳で ある。 信 政の 父 八 左 衛門は 法諡を 

大 音柏樹 居士と 云 ひ、 母 は※ 相寿樣 〔# 「女+  (而 \大)」、 

7 巻， 16- 下 大 姉と 云 ふ。 

有 信 は 此の 如く 志 を 遂げて、 能く 一  家の 基 を 成し 

たが、 其 「弟」 に 長左衛 門と 云 ふ ものが あった。 遊惰 

にして 財を糜 し、 屢 謀 書 謀 判の 科 を 犯し、 兄 有 信 を 

して 賠償せ しめた。 総 宗家の 弟 は 有 信が 深 川の 家に 来 

り 寄るべき ではない から、 長 左 衛門は 妻 党の 人で、 正 

しく 謂へば 甥で あらう か。 

有 信 は 長左衛 門の ために 産 を 傾け、 深 川の 地所 を 

売って、 麻布 鳥居 坂に 遷 つた。 今 伊沢 信 平さん の 住ん 


でゐる 邸が 是 である。 

享保 十八 年 十月 十八 日に 有 信 は 五十 三 歳で 歿し、 

長 谷 寺に 葬られた。 即ち 幼く して，. 乳媼 と共に 匿れ て 

ゐた 寺で、 此 寺が 後々 まで も 宗家 以下の 菩提 所と なる 

ので ある。 有 信 は 法 諡を好 信 軒 一道 円 了 居士と 云 ふ。 

此 人が 即ち 宗家 伊沢の 始祖で ある。 

二世 良 椿 信 政 は 二十 一歳に して 家 を 継いだ。 信 政 は 

町医者であった。 伊沢 氏が 医家で あり、 又 読書人 を 出 

す こと は此 人から 始まった。 

もん どもと たね  むすめ い さ  めと 

信 政 は 幕府の 菓子 師大久 保 主 水 元 苗の 女 伊佐 を娶 

つた。 菓子 師大久 保 主 水 は 徳川家の 世 臣大久 保 氏の 支 


流で ある。 しかし 大久保 氏の 家 世 は 諸 書記 載 を 異にし 

てゐ て、 今遽に 論定し 難い。 

大久保 系図に 拠れば、 粟田 関白 道 兼 十 世の 孫景 綱よ 

り、 泰宗、 時 綱、 泰藤、 常 意、 道 意、 道昌、 常 善、 忠 

与 を 経て 忠 茂に 至って ゐる。 他 書に は 道 意を泰 道と し、 

道昌 を泰昌 とし、 常 善 を昌忠 とし、 忠 与を忠 興と し、 

忠茂 を忠武 として ゐる。 此 中には 道 号と 名乗との 混同 

も あり、 文字の 錯誤 も あるで あらう。 初め 宇津宮 氏で 

あつたのに、 道 意 若く は 道昌に 至って 宇津と 称した。 

忠 茂に 五子が あった。 長忠 俊、 ニ忠 次、 三忠 員、 四 

忠久、 以上 四 人の 名 は 略 一定して ゐる らしい。 始て大 


久 保と 称した の は、 忠茂 若く は忠俊 だと 云 ふ。 世に 謂 

ふ 大久保 彦左衛 門 忠教は 忠 俊の 子 だと も 云 ひ、 忠 員の 

子 だと も 云 ふ。 忠 茂の 第五 子に 至って は、 或は 忠 平に 

作り、 或は 忠 行に 作る。 伝説の 菓子 師は 此忠行 を祖と 

して ゐ るので ある。 

忠 行が 主 水と 称し、 菓子 師と なった 来歴 は、 姑く 君 

臣 略伝の 記載に 従 ふに、 下に 説く 所の 如くで ある。 

その 八 

大久保 忠行は 参 河の 一 向宗 一 揆の 時、 上 和 田 を 守つ 


て 功が あつたと 云 ふ。 恐らく は 永 禄六七 年の 交の 事で 

あらう。 徳川家 康 はこれ に 三百 石 を 給して ゐた。 家康 

は 平生 餅 菓子 を 食はなかった。 それ は 人の 或は 毒 を 置 

かむ こと を懼れ たからで ある。 偶 忠行は 餅 菓子 を 製 

する こと を 善くした ので、 或 日 その 製す る 所 を 家康に 

献 じた。 家康は 喜び 瞰 つて、 此 より 時々 忠行 をして 製 

せしめた。 天 正 十八 年 八月に 家康は 江戸に 入って、 用 

水の 匱し きを 憂へ、 忠 行に 諮った。 忠行 乃ち 仁 治 中 北 

条泰 時の 故智 を 襲いで、 多摩川の 水 を 引く こと を 策し 

た。 今の 多摩川 上水が 是 である。 此時家 康は忠 行に 主 

水の 称 を 与へ たと 云 ふこと である。 以上 は 君臣 略伝の 


伝 ふる 所で ある。 

此ょリ 後 主 水忠行 はどうな つた か、 文献に は 所見が 

まごむすめ  そ の 

無い。 然るに 蘭 軒の 孫 女の 曾 能さん の 聞く 所に 従へ 

ば、 忠 行が 引水の 策を献 じた 後 十 年、 慶長五 年に 関が 

原の 戦が あった。 忠 行は此 役に 参加して 膝頭に 鉄砲 創 

を 受け、 廃人と なった。 そこで 事 平ぐ 後家 康の許 を 

蒙って 菓子 師 となった さう である。 

わたくし は 此説を 聞いて、 さも あるべき 事と 思った- 

素 大久保 氏に は 世 経済の 才 があった。 大永四 年に 家康 

の 祖父 岡 崎 次郎三 郎清康 が 、 忠行 の 父忠茂 の 謀 を 用ゐ 

て、 松 平 弾 正左衛 門信貞 入道 昌 安の 兵 を 破り、 昌 安の 


女婿と なって 岡 崎 城に 入った 時、 忠茂は 岡 崎巿の 

小物 成 を 申し受け、 さて 毫釐 も徴 求せ ずに ゐた。 これ 

が 岡 崎 の 殷富 を 致した 基 だと 云 ふ。 忠 茂の 血と 倶に 忠 

茂 の 経済 思想 を 承け た忠 行が 、 曾て 引水の 策を献 じ、 

終に 商賈 となった の は、 繇 つて 来る 所が あると 謂って 

好から う。 

忠 行の 子孫 は、 今 川 橋の 南 を 東に 折れた 本 白銀 町 

四 丁目に 菓子 店 を 開いて ゐて、 江戸 城に 菓子 を 調進し 

た。 今 川 橋の 南より 東へ 延びて ゐる 河岸 通に、 主 水 河 

岸の 称が あるの は、 此家 あるが ためで ある。 後年 武鑑 

に 用達 商人の 名 を 載せ はじめてより 以来、 山形の 徽章 


の 下に 大久保 主 水の 名 は 曾て 闕 けて ゐた ことが 無い。 

宗家 伊沢の 二世 信 政の 外 舅と なった 主 水 元 苗 は、 忠 

つまびら か 

行より 第 幾 世に 当る か、 わたくし は 今 これ を 詳 に 

しない。 しかし 既に 真 志屋西 村、 金 沢屋増 田の 系譜 を 

見る こと を 得た 如くに、 他日 或は 大久保 主 水の 家 世 を 

知る 機会 を 得る かも 知れない。 

信 政の 妻 大久保 氏 伊佐の 腹に 二子 一女が あった。 二 

子 は 信 栄と云 ひ、 金 十 郎と云 ふ。 一 女の 名 は 曾 能で あ 

る。 

信 政の 嫡男 信栄は 年齢 を詳 にせぬ が、 前後の 事情よ 

り 推す るに、 信 政 は 早く 隠居して、 家 を 信栄に 譲った 


らしい。 仮に 信 政が 五十 歳で 隠居した とすると、 信栄 

の 家督相続 は 宝 暦 十 一 年でなくて はならない。 

三世 信栄は 短命であった らしい。 明 和 五 年 八月 二十 

さきだ 

八日に 父 信 政に 先って 残し、 長 谷 寺に 葬られた。 

法 諡を万 昌軒久 山常栄 信士と 云 ふ。 信 政 は 時に 年 五十 

七であった。 

信栄 は合智 氏を娶 つて、 二子 を 生ませた。 長が 信 美、 

あざな  き 

字 は 文 誠、 法名 称 仙 軒、 季 が鎌吉 である。 信栄の 歿し 

た 時、 信 美は猶 幼 かった ので、 信 美の 祖父 信 政 は 信 

栄の妹 曾 能に 婿 を 取り、 所謂 中継と して 信 栄の後 を 承 

けしめ た。 此 女婿が 信 階で ある。 


その 九 

宗家 伊沢の 四 世 は 信 階で ある。 字は大 升、 別号 は隆 

升 軒、 小字 は 門 次郎、 長 じて 元 安と 称し、 後長 安と 改 

めた。 門 次 郎は近 江 国の 人、 武蔵国 埼玉郡 越 谷 住 井出 

権 蔵の 子で ある。 権 蔵 は 法諡を 四時 軒 自性如 春 居士と 

云って、 天明 四 年 正月 十一 日に 歿した。 其 妻即信 階の 

母 は 善 室 英証大 姉と 云って、 明 和 五 年 五月 十三 日に 歿 

した。 信栄の 死に 先つ こと 僅に 百 零 三日で ある。 

先代 信栄の 歿した 時、 嫡子 信 美が 幼 かった ので、 


隠居 信 政 は 井出 氏 門 次郎を 養って 子と した。 信 政 は 門 

次郎に 妻 する に 信 栄の妹 曾 能 を 以てしよ うとして、 

こ 、 ろ ひそか 

心 私に これ を 憚った。 曾 能の 容貌が 美しくなかった 

たま/ ヽ 

からで ある。 偶識る 所の 家に 美少女が あつたので、 

信 政 は 門次郎 にこれ を娶ら むこと を 勧めた。 門 次郎は 

容を 改めて 云った。 「わたくし を 当家の 御 養子と なさ 

れ たの は 伊沢の 祀 を 絶たぬ やうに との 思 召で ござり 

ませう。 それに はせ めて 女子の 血統な りと も 続く やう 

に、 お 取 計な さりたい と 存じます。 わたくし は 美女 を 

妻に 迎 へようと は 存じ も 寄り ませぬ」 と 云った。 此時 

信 階 は 二十 五 歳、 曾 能 は 十九 歳であった。 曾 能 は 遂に 


信 階の 妻と なった。 

おも 

惟 ふに 信 階 は 修養 あり 操 持 ある 人物であった らしい。 

伝 ふる 所に 拠れば、 信 階 は武于 竜の 門人で あつたと 云 

ふ。 わたくし は武于 竜と 云 ふ 儒家 を 知らない。 或は 

武梅 竜で はなから うか。 

ゐ がく 

武梅竜 初の 名 は篠田 維嶽、 美 濃の 人で ある。 しかし 

つまびら か 

其 郷里の 詳 なる を 知らない。 後藤 松 陰が 「或 云 高 

須人、 或 云 竹 鼻 人」 と 記して ゐる。 伊藤東涯の 門人で 

ある。 享保 元年 生の 維嶽が 二十 一 歳に なった 元 文 元年 

に、 東涯は 歿した。 そこで 維 嶽は宇 野 明 霞の 門に 入リ、 

名 を亮、 字を士 明と 改めた。 既にして 亮が 三十 歳に 


なった 延享ニ 年に、 又 明 霞が 歿した。 亮は 後名 を 欽繇、 

字を聖 護と 改めて 自ら 梅 竜と 号した。 その 武と云 ふ は 

祖先が 武田 氏であった からで ある。 梅 竜 は 妙法 院堯恭 

法 親王の 侍読に せられた。 

梅 竜 は 仁 斎 学派より 明 霞の 折衷 学派に 入り、 同く 明 

霞に 学んだ 赤松 国鸞 が、 「不唯 典 刑 之存、 其 言 之 似 夫子、 

使 人 感喜交 併」 と 云った 如く、 其師の 感化 を受 くる こ 

と 太 だ 深かった ものと 見える。 明 霞の 生涯 妻妾 を 置 

かなかった 気象が、 梅 竜 を 経て 美 妻 を 斥けた 信 階に 

伝 へられた とも 考 へられよう。 

梅 竜 は 明 和 三年に 五十一 歳で 残した。 信 階 は 此時ニ 


十三 歳で、 中 一年 を 隔てて 伊沢 氏の 養子と なった ので 

ある。 信 階が 武 氏に 学んだ 時、 同門に 豊後 国大 野 郡 岡 

の 城主 中 川 修理 大夫 久貞の 医師 飯 田 休 庵 信 方が ゐた。 

休 庵 は 信 階の 同 出の 姉 井出 氏を娶 つたが、 井出 氏 は 

明 和 七 年 七月 三日に 歿した ので、 水 越 氏 民 を 終れて 継 

室と した。 休 庵 は 後に 蘭 軒の 外 舅になる ので ある。 

信 階の 家督相続 は猶摂 主の 如き ものであった。 先代 

信 栄の子 信 美が 長ず るに 及んで、 信 階 はこれ に 家 を 譲 

つた。 此 更迭 は 何年で あつたか 記載 を闕 いで ゐ るが、 

安永 六 年 前であった こと は 明で ある。 何故と 云 ふに、 

此 年に は 信 階の 長子 蘭 軒が 生れて ゐる。 そして その 生 


れた家 は 今の 本郷 真砂 町で あつたと 云 ふ。 本郷 真砂 町 

は 信 階が 宗家 を 信 美に 譲った 後に、 分家して 住んだ 処 

だからで ある。 仮に 宗家の 更迭と 分家の 創立との 年 を 

其 前年、 即 安永 五 年 だとす ると、 当時 隠居 信 政 は 六十 

五 歳、 信 階 は 三十 三 歳であった。 

その 十 

伊沢 信 階が 宗家 を 養父 亡 信栄の 実子 信 美に 譲 つた 年 

を、 わたくし は 仮に 安永 五 年と した。 此時信 階の 創立 

した 分家 は 今の 本郷 真砂 町 桜 木 天神 附近の 地 を 居所と 


し、 信 階 はこの 新しい 家の 鼻祖と なった ので ある。 

きょ ご 

わたくし は 例に 依って、 信 階 去 後の 伊沢 宗家の なり 

ゆきを、 此に插 叙して 置きたい。 信 階 は 宗家 四 世の 主 

であった。 五世 信 美 は 歯医者と なり、 信 階の 女、 蘭 軒 

はる ゆき 

の 姉に して、 豊前国 福 岡の 城主 松 平 筑前守 治 之の 夫人 

き せ 

に 仕へ て ゐた幾 勢に 推薦 せられて、 黒 田家に 召し 抱へ 

られ、 文政 二 年 四月 二十 二日に 歿した。 法 諡を称 仙 軒 

徳山 居士と 云 ふ。 此 より 後 宗家 伊沢 は 世 黒 田家の 歯 医 

者であった。 六 世 信 全 は 桃 酔 軒と 号した。 天明 三年に 

うる ，父 

生れ、 文久 ニ年閏 八月 十八 日に 八十 一歳で 残した。 

七 世 信 崇は巌 松院道 盛と 号した。 天 保 十 一 年に 生れ、 


明治 二十 九 年 一月 十三 日に 五十 七 歳で 歿した。 その 生 

れ たの は 信 全が 五十八 歳の 時で ある。 八 世が 今の 信 平 

さんで ある。 

分家 伊沢の 初 世 信 階 は 本郷に 徒った 後、 安永 六 年 十 

一月 十一 日に 一 子 辞 安 を 挙げた。 即ち 蘭 軒で ある。 蘭 

軒 は 信 階の 最初の 子ではなかった。 蘭 軒に は 姉 幾 勢が 

あって、 既に 七 歳に なって ゐた。 推す るに 早く 鳥居 坂 

にあった 時に 生れた ので あらう。 此 子等の 母 は 家附の 

むすめ そ の 

女 曾 能で ある。 蘭 軒の 生れた 時、 父 信 階 は 年 三十 四、 

母 曾 能 は 二十 八、 家系 上の 曾祖父に して 実は 外祖父な 

る 信 政 は 年 六十 六であった。 


安永 七 年に 信 階の 長女 幾 勢 は、 八 歳に して 松 平 治 之 

さちこ 

の 夫人に 仕 ふること になった。 夫人 名 は 亀 子、 後 幸 子 

ぢょ 

と改 む、 越後 国 高 田の 城主 榊 原 式部 大輔政 永の 女で、 

当時 二十 一歳であった。 治 之 は 筑前守 継 高の 養子で、 

明 和 六 年 十二月 十日に 家 を 継いだ ので ある。 

天明 二 年に 幾 勢の 仕へ て ゐる黒 田家に 二度まで 

だいが はり 

代替が あった。 天明 元年 十一月 二十 一日に 治 之が 歿 

はるた か 

し、 此年 二月 二日に 養子 又 八が 家 を 継いで 筑前守 治 高 

と 名 告リ、 十月 二十四日に 病んで 卒し、 十二月 十九 日 

に 養子 雅之 助が 又 家 を 継いだ ので ある。 雅之助 は後筑 

なりたか 

前 守 斉隆と 云った。 


幾 勢の 事蹟 は、 家 乗の 云 ふ 所が 頗る 明なら ぬので、 

わたくし はこれ がた めに 黒 田 侯爵 を 驚かし、 中島 利 一 

郎 さん を 労して 此の 如くに 記した。 中島さん の 言に 拠 

るに、 墓に 刻んで ある 幾 勢の 俗名 は 世代で ある。 後に 

更 めた 名で あらう か。 又 家 乗が 誤り 伝へ てゐ るので あ 

らう か。 

天明 四 年に 信 階 は 養 祖父 を 喪った。 隠居 信 政が 此年 

十月 七日に 七十 三 歳で 歿した ので ある。 法諡を 幽林 院 

た い をう リゃ うちん  せんえい 

岱翁良 椿 居士と 云 ふ。 長 谷 寺の 先塋に 葬られた。 新 

しい 分家に は 四十 一歳の 養 孫 信 階、 三十 五 歳の 其 妻、 

八 歳の 蘭 軒 を 遺した。 又 宗家に 於て は 孫 信 美が 己に 二 


歳の 曾孫 信 全 を 設けて ゐた。 

信 政の 妻 大久保 氏 伊佐 は又貞 光の 名が ある。 按ず 

るに 晩年 剃髪した 後の 称で あらう。 伊佐 は享和 三年 七 

月 二十 八日に 歿した。 法 諡を寿 山 院湖月 貞輝大 姉と 云 

しょせい  さきだ 

ふ。 伊佐の 所 生に は 親に 先った 信栄、 信 階の 妻會能 

の 外、 猶ー 子 金十郎 があった。 

ちょうし 

信 階 は 冢子蘭 軒の ために 早く 良師 を 求めた。 蘭 軒が 

幼時の 師を榊 原 辰兮と 云った。 蘭 軒の 「訳 女 戒跋」 に、 

「翁 氏 榊 原、 姓 藤 原、 名忠 寛、 字 子宥、 為 東都 書院 郎、 

致仕 号巵兮 云」 と 云って ある。 跋は享 和 甲子 即 文化 紀 

元の 作で、 「翁 残 十 有 三年 於茲」 と 云って あるから、 巵 


兮は寛 政 四 年に 歿した と 見える。 蘭 軒 は 尋で経 を泉豊 

洲に 受けた。 按ずる に 彼 は 天明の 初、 此は 天明の 末 か 

ら寛 政に 亘 つての 事で あらう。 

あざな はくえ い  よ、 

泉 豊洲、 名 は 長 達、 字 は伯盈 である。 其 家 世 江戸に 

さ き て 

住した。 先手 与力 泉 斧 太 郎が此 人の 公辺に 通った 称で 

ある。 豊洲は 宝 暦 八 年 三月 二十 六日に 茅場 町に 生れ、 

文化 六 年 五月七日に 五十二 歳で 歿した。 父 は 名が 智高、 

通称が 数 馬、 母 は片山 氏で ある。 

なほみち  ゐ くだ 

豊洲は 中年に して 与力の 職 を 弟 直 道に 譲り、 椎を下 

し 徒に 授けた と 云 ふ。 墓誌に 徴す るに、 与力 を 勤む る 

こと、 なつてから 本郷に 住んだ。 致仕の 後に は 「下帷 


郷南授 徒」 と 書して ある。 伊沢 氏の 家 乗に 森 川 宿と あ 

いは ゆるき やうなん 

るの は、 恐く は 与力 斧 太郎が 家で あらう。 所謂 郷南 

の 何処なる か は 未だ 考 へない。 天明 寛 政の 間に 豊洲は 

一 一十 四 歳より 四十 三 歳に 至った ので ある。 

なんぐうたい しう 

豊洲は 南 宫大湫 の 門人で ある。 一 一十 一 歳に して 師大 

揪の 喪に 遭って、 此 より 細 井 平洲に 従って 学び、 終に 

平洲の 女婿と なった。 要するに 所謂 叢 桂 社の 末流で あ 

る。 

その 十 一 


わたくし は 単に 蘭 軒が 豊洲 を師 としたと 云 ふより し 

て、 わざ/ \ 溯洄 して 叢 桂 社に 至り、 特に これ を 細説 

する ことの 愚なる べき を 思 ふ。 しかし 蘭 軒の 初に 入つ 

た 学統を 明に せむ がた めに、 敢て此 に 人の 記憶 を 呼び 

醒 すに 足る だけの エスキス を 插 むこと とする。 

参 河 国 加 茂郡挙 母に 福尾荘 右衛門と 云 ふ ものが あつ 

た。 其 妻 奥 平氏が 一 子 曾 七郎を 生んだ。 荘 右衛門が 尾 

張 中 納言継 友に 仕へ て、 芋生の 竹 腰 志 摩 守の 部下に 属 

する に 及んで、 曾 七 郎は竹 腰 氏の 家老 中 西 曾 兵 衛の養 

子に せられた。 中 西 氏 は 本 氏 秋 元で ある。 そこで 中 西 

曾 七 郎が元 氏、 名 は 維 寧、 字 は 文 邦、 淡 淵と 号す と 云 


ふこと になった。 淡 淵が 芋生に あって 徒に 授けて ゐた 

しょう みなしご 

時、 竹 腰 氏の 家来 井上 勝の 孤 弥 六が 教を 受けた。 

時に 元 文 五 年で、 師が 三十 二 歳、 弟子が 十三 歳で あつ 

なんぐう  がく 

た。 弥六は 後 京都に あって 南宮 氏と 称し、 名 は 岳、 字 

は喬 卿、 号 は大揪 となった。 延享 中に 淡 淵 は 年 四十に 

なんなん 

垂 として 芋生から 名 古 屋に遷 つた。 此時又 一 人の 

わかもの  ひらし ま 

壮者が 来て 従 学した。 これ は 尾 張 国平洲 村の 豪 士細井 

甚十郎 の 次男 甚三郎 であった。 甚三郎 は 偶 大湫と 生 

年 を 同じう して ゐて、 当時 二十に 近かった。 遠祖が 

紀長谷 雄で あつたと 云 ふので、 紀氏、 名は徳 民、 字 は 

世馨、 号 は平洲 とした。 後に 一 種の 性行 を 養 ひ 得て、 


所謂 「廟堂 之 器」 となった のが 此人 である。 

寛延 三年に 淡 淵が 四十 一 一歳 を 以て 先づ 江戸に 入った。 

その 芝 三 島 町に 起した 家塾が 則ち 叢 桂 社で ある。 翌年 

は 宝 暦 元年で、 平洲が 二十 四 歳 を 以て 江戸に 入り、 同 

じく 三 島 町に 寓 した。 二 年に 淡 淵が 四十 四 歳で 歿して、 

生徒 は 皆 平洲に 帰した。 明 和 四 年に 大湫が 四十 歳を以 

くれ まさち やう 

て 江戸に 入り、 榑正 町に 寓 した。 大湫は 未だ 居 を 卜 

せざる 時、 平洲と 同居した。 「平洲 為之 称 有疾、 謝 来客、 

息 講業十 余日、 無 朝 無暮、 語 言 一 室、 若 引緖抽 繭、 縷々 

不尽」 であった。 明 和 八 年に 八 町 堀 牛 草 橋の 晴雪楼 が 

落せられ た。 大湫の 家塾で ある。 


泉 豊洲が 晴雪楼 に 投じた の は、 恐く は 安永の 初で あ 

らう。 安永 七 年より 以後、 豊洲は 転じて 平 洲に従 遊し、 

平 洲は女 を 以て これに 妻した。 

叢 桂 社の 学 は 徳行 を 以て 先と なした。 淡 淵 は 「其講 

経不拘 漢宋、 而別新 古、 従 人 所 求、 或 用漢唐 伝疏、 或 

用宋明 註解」 平洲の 如き も、 「講説 経義、 不 拘拘于 字句、 

据古 註疏 為 解、 不好 参考 宋元明 清 諸家」 と 云 ふので あ 

る。 要するに、 折衷に 満足して 考証に 沈潜し ない。 学 

問 を 学問と して 研窮 せずに、 其 応用に 重き を 置く。 即 

ち 尋常 為政者の 喜ぶ 所と なる ベ き 学風で ある。 

蘭 軒が 豊洲の 手 を 経て、 此学統 より 伝へ 得た 所 は 何 


物で あらう か。 窃 に 思 ふに 只 蘭 軒 をして 能く 拘 儒た 

る こと を 免れし めた だけが、 即ち 此学統 のせ めても の 

たまもの 

費 ではなかった だら うか。 

その 十一 一 

蘭 軒が 泉 豊洲の 門下に あった 時、 同窓の 友に は 狩 谷 

えき さい  ぶんか  げ でう じゅせん 

被 斎、 木 村 文 河、 植村士 明、 下条寿 仙、 春泰の 兄弟、 

まごむすめ 

横 山辰弥 等が あった。 被 斎の 孫 女 は 後に 蘭 軒の 子 柏 

軒に 嫁し、 柏 軒の 女が 又 被 斎の 養孫矩 之に 嫁して、 伊 

沢 狩 谷の 二 氏 は 姻戚の 関係 を 重ねた。 


木 村 文 河、 名は定 良、 字 は駿 卿、 通称 は駿 蔵、 一 に 

き やう ん  さきてよ リき  ちかげ 

欞 園と 号した。 身分 は 先手 与力であった。 橘 千 蔭、 

村 田 春 海 等と 交り、 草 野 和歌 集 を 撰んだ 人で ある。 

植村士 明、 名 は 貞皎、 号 を 知らない。 士明は 字 であ 

る。 江戸の 人で、 蘭 軒と 親しかった。 

下条寿 仙、 名 は 成 玉 、 字 は 叔琢 である。 信 濃国筑 

摩 郡 松 本の 城主 松 平 丹 波 守 光行の 医官に なった。 寿 仙 

の 弟 春泰、 名 は 世簡、 字は季 父で ある。 横 山の 事 は 未 

つまびら か 

だ 詳 にしない。 

蘭 軒が 医学の 師は目 黒 道琢、 武田叔 安で あつたと 云 

ふ。 目 黒 道 球、 名 は 某、 字は恕 卿で ある。 寛 政の 末の 


武鑑に 目 見 医師の 部に 載せて、 「日 比 谷 御門 内 今 大路 

一 所」 と 註して ある。 浅 田 栗 園の 皇朝 医史 には此 人の 

ために 伝が 立てて ある さう であるが、 今 其 書が 手元に 

無い。 

武田叔 安 は 天明 中より 武鑑 寄 合 医師の 部に 載せて、 

「四百 俵、 愛宕 下」 と 註して ある。 文化の 末より 法眼と 

してあって、 持 高と 住所と は 旧に 依って ゐる。 武田氏 

は 由緒 ある 家と おぼしく、 家に 後水尾 天皇の 宸翰 二通、 

後小松 天皇の 宸翰 一 通 を 蔵して ゐ たさう である。 

蘭 軒が 本草の 師は太 田 大洲、 赤 荻 由 儀で あつたと 云 

ふ。 太 田 大洲、 名 は 澄 元、 字 は 子 通で ある。 又 崇広堂 


の 号が ある。 享保六 年に 生れ、 寛 政 七 年 十月 十二 日に 

七十 五 歳で 歿した。 按ずる に 蘭 軒 は 其 古稀 以後の 弟，. 子 

であらう。 

赤 荻 由 儀 はわた くし は 其 人を詳 にしない。 只 富士川 

游 さんの 所蔵の 蘭 軒 雑記に、 「千 屈 菜、 和名み そ はぎ、 

みそかみ そぎ  さき そむ  わが 

六月 晦日 御祓の 頃より 咲 初る 心なら むと 余考 也、 赤 荻 

先生に も 問し かば、 先生 さも あらむ と 答ら れき」 と 記 

して ある だけで ある。 手元に ある 諸 書 を 一 わた リ 捜索 

して、 最後に 白 井 光太郎 さんの 日本 博物学 年表 を 通覧 

したが、 此 人の 名 は 遂に 見出す ことが 出来なかった。 

年表に は 動 植の両 索引と 書名 索引と があって、 人名 索 


引が 無い。 事の 序に 白 井さん に、 改 板の 期に 至って、 

人名 索引 を附 せられむ こと を 望む。 わたくし は 又 赤 荻 

由 儀に 就いて 見る 所が あったら、 一報 を 煩したい と 云 

ふこと を 白 井さん に 頼んで 置いた。 

お ほむ 

蘭 軒が 師事した 所の 儒家 医家 は 概ね 此の 如きに 過 

ぎない。 わたくし は 蘭 軒の 師家より 得た 所の ものに は 

余り 重き を 置きたくない。 蘭 軒 は 恐く は 主として ォォ 

トヂ ダクトと して 其 学 を 成就した もので はなから うか- 

蘭 軒 は 後に 詩 を 善くし 書 を 善くした。 しかし 其師承 

を詳 にしない。 只 詩 は菅茶 山に 就いて 正 を 乞うた こ 

と を 知る のみで ある。 蘭 軒が 始て詩 筒 を 寄せた の は、 


推す るに 福 山 侯 阿部 正 倫が 林述 斎の 言 を 聞いて、 茶 山 

に 五 人 扶持 を 給した 寛 政 四 年よ リ 後の 事で あらう。 

その 十三 

信 階 は 寛 政 六 年 十月 二十 八日に 五十一 歳で、 備後国 

深 津郡福 山の 城主 阿部 伊勢 守 正 倫に 召し 抱 へられて 侍 

医と なった。 菅茶 山が 見出された 二 年の 後で、 蘭 軒が 

十八 歳の 時で ある。 阿部 家 は 宝 永 七年閏 八月 十五 日 

まさくに  うつ 

に、 正 倫の 曾祖父 備中守 正 邦が 下野 国 宇都 宫 より 徒 さ 

れて、 福 山を領 した。 菅茶山 集中に、 「福 山 藩 先主 長生 


公、 以宝永 七 年 庚 寅、 自下毛 移此」 と 書して あるの が 

是 である。 当主 正 倫 は、 父 伊予 守 正 右が 明 和 六 年 七月 

十二 日 宿老の 職に ゐて 卒した ので、 八月 二十 九日に 其 

後 を 襲いだ。 伊沢 氏の 召し 抱 へられる 二十 五 年 前の 事 

である。 

ぢょ き せ 

寛 政 七 年に は、 十八 年来、 信 階の 女 幾 勢が 仕へ てゐ 

る 黒 田家に 又 代替が あった。 八月 二十四日に 筑前守 

斉隆が 卒して、 十月 六日に 嫡子 官兵 衛斉 清が 襲 封した 

はる ゆき 

ので ある。 治 之 夫人 幸 子が 三十 八 歳、 幾 勢が 二十 五 歳 

の 時で ある。 同じ 十月の 十二 日に、 蘭 軒の 本草の 師太 

田 大洲が 七十 五 歳で 残した。 時に 蘭 軒 は 十九 歳で あつ 


た。 

寛 政 九 年 は 伊沢の 家に 嘉客 を迎へ た 年で あるら しい。 

それ は 頼 山陽で ある。 

世に 伝 ふる 所 を 以てすれば、 山陽が 修行の ために 江 

戸に 往 くこと を、 浅 野 家に 許された の は、 正月 二十 一 

しゅくふ き やう へ い  しげあきら 

日であった。 恰も好し 叔父 杏 坪が 当主 重晟の 嫡子 

斉 賢の 侍読と なって 入府す るので、 山陽 は附 いて 広 島 

を 立った。 山陽 は 正月 以来 広 島 城内 二の 屋敷に ある 学 

問 所に 寄宿して ゐ たが、 江戸 行の 事が 定まって から、 

すぎの きこ うぢ 

一旦 杉 木 小路の 屋敷に 帰って、 そこから 立った ので あ 

る。 


山陽が 江戸に 着いた の は 四月 十一 日で ある。 山陽の 

曾孫 古梅さん が 枕屏風の 下貼に なって ゐ たの を 見出し 

たと 云 ふ 日記に、 「十一 日、 自川崎 入江 戸、 息 大木 戸、 

(中略) 大人 則 至 本邸、 (中略) 使 襄随空 轎而入 西 邸、 

(中略) 須臾 大人 至 堀 子 之 邸 舎」 と 書いて ある。 

浅 野 家の 屋敷 は 当時 霞が関 を 上 邸、 永 田 馬場 を 中 邸、 

赤阪 青山 及 築地 を 下 邸と して ゐた。 本邸 は 上 邸、 西 邸 

と は 中 邸で ある。 

山陽が 江戸に 著いた 時、 杏 坪 は轎を 下って 霞が関へ 

往 つた。 山陽 は 空 轎に附 いて 永 田 馬場へ 往 つた。 次で 

杏 坪 も 上 邸 を 退いて 永 田 馬場へ 来たので あらう。 「堀 


子」 と は 年寄 堀江 典 膳で あらう か。 

これより 後山 陽 は 何処に ゐ たか。 山陽 は 自ら 「遊 江 

戸、 住 尾 藤 博士 塾」 と 書して ゐる。 ニ洲の 官舎 は 初め 

かま へ うち 

聖堂の 構内に あって、 後に 者岐 坂に 邸 を 賜 はった と 

云 ふ。 山陽の 寓 したの は此 官舎で あらう。 ニ洲は 山陽 

の 父 春 水の 友で、 妻 猪 川 氏 を 喪った 時、 春 水が 妻 飯 岡 

なほ  ぞくげん 

氏 静の妹 直 をして 続紋 せしめた。 即ち ニ洲は 山陽の 

じゅう ぼ ふ 

従 母 夫で ある。 

山陽 は ニ洲の 家に ゐた 間に、 誰の 家 を 訪問した か。 

世に 伝 ふる 所 を 以てすれば、 山陽 は 柴野栗 山 を 駿河台 

きじば し  ほと リ 

に訪 うた。 又 古 賀精里 を 小川 町 雉子 橋の 畔 に訪 うた。 


これ は 諸 書の 皆 載す る 所で ある。 

さて 山陽 は 翌年 寛 政 十 年 四月 中に、 杏 坪と 共に 江戸 

を 立って、 五月 十三 日に 広 島 御 多 門に ある 杏 坪の 屋敷 

に 著き、 それより 杉 木 小路の 父の 家に 還った と 云 ふ。 

世の 伝 ふる 所 を 以てすれば、 江戸に 於け る 山陽の 動静 

かく 

は 此の 如きに 過ぎない。 

然るに 伊沢 氏の 口碑に は 一 の 異聞が 伝 へられて ゐる。 

山陽 は 江戸に ある 間に 伊沢 氏に 寓し、 又 狩谷掖 斎の 家 

にも 寓 したと 云 ふので ある。 

その 十四 


伊沢 氏の 口碑の 伝 ふる 所 はかう である。 蘭 軒 は 頼 春 

なかんづく 

水と も菅茶 山と も 交 は つ た。 就中 茶 山 は 同じく 阿部 

は  まじ はり 

家の 俸 を 食む 身の上で あるので、 其 交 が 殊に 深 かつ 

た。 それ ゆ ゑ 山陽 は 江戸に 来たと き、 本郷 真砂 町の 伊 

わら ぢ 

沢の 家で 草鞋 を 脱いだ。 其 頃 伊沢 で は 病 源 候 論 を 写 し 

てゐ たので、 山陽 は 写字の 手伝 をした。 さて 暫くして 

から、 蘭 軒 は 同窓の 友なる 狩谷掖 斎に 山陽 を 紹介して、 

掖 斎の 家に 寓せ しむる こと、 したと 云 ふので ある。 

まな ま  け、 て、 

此説は 世の 伝 ふる 所と 太 だ 逕庭が ある。 世の 伝 ふ 

る 所 は 一 見 いかにも 自然ら しく、 これ を 前後の 事情に 


照す に、 しっくりと※ 合 〔# 「月 +  (勿 \ 口)」、 7 巻- 29- 

下る〕 する。 叔父 杏 坪と 共に 出て 来た 山陽が、 聖堂で 

学ばう として ゐ たこと は 勿論で ある。 其 聖堂に は、 六 

年 前に 幕府に 召し出されて、 伏 見 両替 町から 江戸へ 引 

き 越し、 「以其 足 不良、 特給 官舎 於 昌平 黌内」 と 云 ふこ 

じゅう ぼせい  びとう リゃ うさ 

とに なった 従 母 婿の 二 洲尾藤 良 佐が 住んで ゐた。 山陽 

が此ー ー洲の 官舎に 解 装して、 聖堂に 学ぶ の は 好都合で 

あつたで あらう。 尾 藤 博士の 塾に あつたと は、 山陽の 

自ら 云 ふ 所で ある。 又 茶 山の 詩 題に も 「頼久 太郎、 寓 

いは ゆる 

尾 藤 博士 塾 二 年」 と 書して ある。 二 年と は 所謂 足掛の 

算法に 従った ものである。 さて 山陽 は 寛 政 九 年の 四月 


より 十 年の 四月に 至る まで 江戸に ゐて、 それから 杏 坪 

等と 共に、 木 曾路を 南へ 帰った。 此 経過に は 何の 疑の 

さしはさ 

挾 みやう も 無い。 

しかし 口碑な どと 云 ふ もの は、 固より 軽 しく 信ず 

ベ き では 無い が、 されば とて 又妄 に 疑 ふ ベ きで も 無い。 

若し 通 途の説 を 以て 動す ベ からざる ものと なして、 

直に 伊沢 氏の 伝 ふる 所 を排し 去ったなら、 それ は 

太 早計で はなから うか。 

伊沢 氏で お 曾 能さん が 生れた 天 保 六 年 は、 蘭 軒の 歿 

した 六 年の 後で ある。 又お 曾 能さん の 父 榛軒も 山陽が 

江戸 を 去って から 六 年の 後、 文化 元年に 生れた。 しか 


し 山陽が 江戸に ゐた時 二十 七 八 歳であった 蘭 軒の 姉 

幾 勢 は、 お 曾 能さん が 十七 歳に なった 嘉永四 年に 至る 

まで 生存して ゐた。 此 家庭に 於て、 曾て 山陽が 寄寓せ 

ぬのに、 強て 山陽が 寄寓した と 云 ふ 無根の 説 を 捏造し 

たと は 信ぜられない。 且 伊沢 氏 は 又 何 を 苦んで か 此の 

ひょうく う 

如き 説 を 憑 空 構成しょう ぞ。 

徳 さんの 言 ふ 所に 拠れば、 当時 山陽が 伊沢 氏の 家 

に 留めた 筆蹟が、 近年に 至る まで 儲 蔵せられ てあつた 

さう である。 惜 むらく は 伊沢 氏 は 今 これ を 失った。 

わたくし は 山陽が 伊沢 氏に 寓し たこと を 信ずる。 そ 

して 下に 云 ふ 如くに 推測す る。 


山陽が 江戸に あっての 生活 は、 恐く は 世の 伝 ふる 所 

の 如く 平穏ではなかった だら う。 山陽が その 自ら 云 ふ 

如くに、 又 茶 山の 云 ふ 如くに、 ニ洲の 塾に ゐ たこと は 

確で ある。 しかし 後に 神 辺の 茶 山が 塾に あって 風波 を 

起した 山陽 は、 江戸の ニ洲が 塾に あっても 亦 風波 を 起 

した ものと 見える。 風波 を 起して 塾 を 去った ものと 見 

える。 去って 何処へ 住った か。 恐く は 伊沢に 住き、 狩 

谷に 往 つたで あらう。 伊沢 氏の 口碑に 草鞋 を 脱いだ と 

云 ふの は、 必ずしも 字 の 如くに 読む べきで はな か らう。 

その 十五 


山陽 は 尾 藤 ニ洲の 塾に 入った 後、 能く 自ら 検束して 

はゐ なかった らしい。 山陽が 尾 藤の 家の 女中に 戯れて 

譴責せられ たのが、 出奔の 原因で あつたと 云 ふ 説 は、 

森 田 思 軒が 早く 挙げて ゐる。 唯 思 軒 は 山陽の 奔 つたの 

を、 江戸 を奔 つたこと、 解して ゐる。 しかし これ は 尾 

藤の 家 を 去った ので、 江戸 を 去った ので は 無かった で 

あらう。 

ニ洲が 此の 如き 小 疵瑕の 故 を 以て 山陽 を逐 つたので 

ま  よ  はげし 

ない こと は 言を須 たない。 又 縦し や ニ洲の 怒が 劇 か 

なほ 

つたと しても、 其 妻 直 は 必ずや 姉の 愛児の ために 調停 


した こと を 疑 はない。 しかし 山陽 は 「例の 肝へ き」 を 

出して 自ら 奔 つ た ので あらう。 

わたくし は此 事の あつたの を 何時 だと も 云 ふこと が 

出来ない。 寛 政 九 年 四月より 十 年 四月に 至る 満 一箇年 

のうち、 山陽が おとなし くして 尾 藤 方に ゐ たの は 幾 月 

であった か 知らない。 しかし 推す るに ニ洲の 讓責は 

「物 ごとに うたが ひふかき」 山陽の 感情 を 害して、 山陽 

は 聖堂の 尾 藤が 官舎 を 走り出て、 湯 島の 通 を 北へ、 本 

郷の 伊沢へ 駆け込ん だので あらう。 山陽が 伊沢の 門で 

脱いだ のが、 草鞋でなくて 草履であった としても、 固 

より 事に 妨は 無い。 


世の 伝 ふる 所の 寛 政 十 年 三月 廿ー 日に 山陽が 江戸で 

書いて、 広 島の 父 春 水に 寄せた 手紙が ある。 わたくし 

は此 手紙が、 或は 山陽の 江戸に 於け る 後半期の 居所 を 

以て、 尾 藤 塾に あらず とする 証拠に なり はせ ぬかと 思 

ふ。 しかし 文書 を 読む こと は 容易で は 無い。 比較的に 

近き 寛 政 中の 文と 雖亦 然リ である。 文書 を 読む に 慣れ 

あやま 

ぬしろう との わたくしで あるから、 錯り 読み 錯り解 

する かも 知れぬ が、 若し そんな 事が あったら、 識者の 

是正 を 仰ぎたい。 

手紙の 原本 はわた くしの 曾て 見ぬ 所で ある。 わたく 

きざき かう しゃう 

しの 始て此 手紙 を 読んだ の は、 木 崎 好尚さん がその 著 


す 所の 「家庭の 頼 山陽」 を 贈って くれた 時で ある。 此 

す. しも 

手紙の 末に 下の 如き 追記が ある。 「猶々 昌平 辺 先生へ 

も 一 日参 上 仕 候 而御暇 乞 等 を も 可 申 上 存居申 候、 何分 

加 藤 先生 御 著の 上 も 十日 ほど も 可 有 之 由に 御 坐 候 故、 

左様の 儀 も 出来 不申 かと 存候、 以上」 と 云 ふので ある。 

加 藤 先生と は 加 藤定爇 である。 定斎は 寛 政 十 年 三月 廿 

二日に 江戸に 入る 害で、 山陽 は 其 前夜に 此書を 裁した。 

十日 程 もこれ あるべし と は、 山陽が 猶 江戸に 淹留 すべ 

き 期日で あらう。 寛 政 十 年の 三月 は 陰暦の 大 であった 

から、 山陽 は 四月 三日 頃に 江戸 を 立つべき 予定 をして 

ゐ たので ある。 山陽の 発 程は此 予定より 早くな つた か 


遅くな つた かわからない。 山陽の 江戸 を 発した 日 は 記 

載せられて をらぬ からで ある。 

わたくしの しろうと 考を 以てする に、 先づ此 追記に 

は 誤謬が あるら しく 見える。 誤読 か 誤写 か、 乃至 排印 

に 当っての 誤植 か 知らぬ が、 兎に角 誤謬が あるら しく 

見える。 わたくし は 此の 如く 思 ふが 故に、 手紙の 原本 

を 見ざる を憾 む。 元来 わたくしの 所謂 誤謬 は 余り あか 

ら さまに 露呈して ゐて、 人の 心附 かぬ 害 は 無い。 然る 

に 何故に 人が 疑 を 其 間に 挾 まぬ であらう か。 わたく 

し は 頗る これ を怪 む。 そして 却って 自己の しろうと 考 

- ある。 


その 十六 

寛 政 十 年 三月 二十 一日の 夜、 山陽が 父 春 水に 寄せた 

書の 追記 は、 口語体に 訳 するとき はかうな る。 「昌平 

辺の 先生の 所へ も 一 度往 つて 暇 乞 を 言 はう と 思って ゐ 

る、 何に せよ 加 藤 先生が 著いて から も 十日 程 は ある だ 

らうと 云 ふこと だから、 そんな 事 も 出来ぬ かと 思 ふ」 

となる。 何と 云 ふ 不合理な 句で あらう。 暇が ありさう 

だから 往 かれまい と 云 ふの は 不合理で はなから うか。 

これ はどうしても 暇が ありさう だから 往 かれよう とな 


くて はならない。 原文 は 「左様の 義も 出来 可 申 かと 存 

候」 と あるべき ではなから うか。 只 「不」 を 改めて 「可」 

とすれば、 文義は 乃ち 通ず るので ある。 

わたくしの 此 手紙 を 読んだ 始は 「家庭の 頼 山陽」 が 

出た 時であった。 即ち 明治 三十 八 年であった。 それ か 

ら八 年の 後、 大正 二 年に 箕山 さんの 「頼 山陽」 が 出た。 

同じ 手紙が 載せて あって、 旧に 依って 「左様の 義も出 

来不申 かと 存候」 として ある。 箕 山さん は 果して 原本 

を 見た ので あらう か。 若し さう だとす ると、 誤写 も 誤 

植も あり やうが なくなる。 原本の 字体が 不明で、 誰が 

見ても 誤り 読む ので あらう か。 しかし 此の 如くに 云 ふ 


の は、 誤 譲が あると 認めた 上の 事で ある。 誤謬 は 初よ 

リ 無い かも 知れない。 そして わたくしが 誤解して ゐる 

のか も 知れない。 

追記の 文意の 合理 不合理の 問題 は 上の 如くで ある。 

しかし わたくしの 此 追記に 就いて 言 はむ と 欲する 所 は 

別に 有る。 わたくし は 試に 問 ひたい。 追記に 所謂 「昌 

平 辺 先生」 と は 抑 誰 を 斥して 言った もので あらう か 

と 問 ひたい。 

姑く 前人の 断定した 如くに、 山陽 は 江戸に ある 間、 

始終 聖堂の 尾 藤の 家に ゐた とする。 そして 尾 藤の 家 か 

ら広 島へ 立った とする。 さう すると 此 手紙 も 尾 藤の 家 


にあって 書いた ものと しなくて はなるまい。 そこで 前 

人の 意中 を 忖度す るに、 下の 如くで あらう。 昌平 辺 先 

生と は 昌平 黌の祭 酒 博士 を 謂 ふ。 即ち 林 祭酒述 斎を始 

として、 柴野栗 山、 古 賀精里 等の 諸 博士で ある。 その 

ニ洲 でない こと は 明で ある。 ニ洲の 家に ある ものが、 

ことさらに 二 洲を訪 ふべき では 無い からで ある。 前人 

の 意中 はかう であらう。 

独り わたくしの 思索 は敢て 別路 を 行く。 山陽が 江戸 

にあった 時、 初め ニ洲の 家に ゐ たこと は 世の 云 ふ 所の 

如くで あらう。 しかし 後に は ニ洲の 家に はゐ なかった 

らしい。 少 くも 此 手紙 は ニ洲の 家に あって 書いた もの 


ではな ささう である。 「昌平 辺」 の 三 字 は、 昌平 黌の構 

内に ゐて 書く に は、 いかにも 似附か はしくない 文字で 

ある。 外に あ つて 昌平 黌と云 ふ 所 を 斥す ベ き 文字で あ 

る。 

わたくし は敢て かう 云 ふ 想像 を さへ して 見る。 「昌 

平 辺 先生」 は、 とりもな ほさず ニ洲 ではなから うかと 

云 ふ 想像で ある。 二 洲は瓜 葛の 親と は、 思 軒 以来の 套 

語で あるが、 縦し や 山陽 は 一 時の 不平の ために 其 家 を 

去った としても、 全く 母の 妹の 家と 絶った のでない こ 

ま  ちと 

と は 言を須 たない。 しかし 少 くも 山陽 は些 のブゥ ドリ 

ィを 作して 不沙汰 をして ゐ たので はなから うか。 すね 


て往 かずに ゐ たので はなから うか。 そして 「江戸 を 立 

つまでに は 暇が ありさう だから、 例の 昌平 辺の 先生の 

所へ も往 かれよう」 と 云った ので はなから うか。 これ 

は 山陽が 二 洲の家 を 去った こと は、 広 島へ も 聞えずに 

ゐ なかった ものと 仮定して 言 ふので ある。 

その 十七 

わたくし は 寛 政 九 年 四月 中旬 以後に、 月日 は 確に 知 

る ことが 出来ぬ が、 山陽が 伊沢の 家に 投じた ものと 見 

た い 。 蘭 軒が 頼 氏 の 人々 並に 菅茶 山と 極て 親しく 交つ 


たこと は、 後に 挙 ぐる 如く 確 拠が あるが、 山陽の 父 春 

水と 比べても、 茶 山と 比べても、 蘭 軒 はこれ を 友と す 

るに 余り 年が 少 過ぎる。 寛 政 九 年に は 春 水 五十二、 茶 

山 五十で、 蘭 軒 は 僅に 二十 一 である。 わたくし は 初め 

春 水、 茶 山 等 は 蘭 軒の 父 隆升軒 信 階の 友で はなから 

うかと 疑った。 信 階 は此年 五十 四 歳で、 春 水よ リ 長ず 

る こと 二 歳、 茶 山より 長ず る こと 四 歳 だからで ある。 

しかし 信 階が 此人々 と 交った 形迹は 絶無で ある。 それ 

ゆ ゑ 山陽の 来リ 投じた の は、 当主 信 階 をた よって 来た 

ので はなく、 嫡子 蘭 軒 をた よって 来たの だと 見る より 

外 無くなる ので ある。 此年 二十 一歳の 蘭 軒 は、 十八 歳 


の 山陽に 較べて、 三つの 年上で ある。 

わたくし は 蘭 軒が 初め 奈何して 頼菅ニ 氏に 交 を协 

つまびら か  うらみ 

れ たかを 詳 にす る こと 能 はざる を憾 とする。 わた 

くし は 現に 未整理の 材料 を も 有して ゐ るが、 今の 知る 

所 を 以てすれば、 蘭 軒が 春 水と 始て相 見た の は、 後に 

蘭 軒が 広 島 に 住った 時で ある。 又 茶 山と 交通した 最も 

古い ダ アト は、 文化 元年の 春 茶 山が 小川 町の 阿部 邸に 

病臥して ゐた 時、 蘭 軒が 菜の 花 を 贈った 事で ある。 わ 

たくし は 今 これより 古い 事実 を 捜して ゐる。 若し 幸に 

して これ を 獲たならば、 山陽が 来り 投じた 時の 事情 を 

も、 稍 細に 推測す る ことが 出来る であらう。 


山陽 は 伊沢に 来て、 病 源 候 論 を 写す 手伝 を させられ 

たさう である。 果して 山陽の ig 頁 を か 手写した 病 源 候 

論が、 何処かに 存在して ゐる かも 知れぬ とすると、 そ 

れは 世の 書籍 を 骨董 視 する 人々 の朶睡 すべき 珍羞 であ 

らう。 

病 源 候 論が 伊沢 氏 で 書写 せられた 顛末 は 明で 無い。 

又 其 写本の 行方 も 明で 無い。 素 わたくし は 支那の 古 医 

書の 事に は懵 いが、 此に些 の 註 脚 を 加へ て、 遼豕の 誚 

を 甘受す る ことと しょう。 病 源 候 論 は 隋の煬 帝の 大業 

六 年の 撰で ある。 作者 は 或は 巣 元方 だと も 云 ひ、 或は 

呉景 だと も 云 ふ。 呉の 名 は 一に 景 賢に 作って ある。 四 


庫 全書 総 目に、 此 書は官 撰で あるから、 巣 も 舆も其 事 

ぁづか 

に 与った の だら うと 云って ある。 玉 海に 拠れば、 宋 

の 仁宗の 天聖五 年に 此 書が 摹印 頒行 せられた。 降って 

南宋の 世と なって、 天聖 本が 重刻 せられた。 伊沢の 

蔵本 即酌源 堂 本 は、 此 南宋 版であって、 全部 五十 巻 目 

録 一巻の 中、 目録、 一、 一一、 十四、 十五、 十六、 十七、 

十八、 十九、 計 九 巻が 闕 けて ゐた。 然るに 別に 同 板の 

もの 一部が あった。 それ は 懐仙閣 本で ある。 此事は 経 

籍訪 古志に 見えて ゐ るが、 訪 古志 はわた くしの ために 

馴染が 猶 浅い 故、 少しく 疑 はしい 処が ある。 訪 古志に 

懐仙楼 蔵と 記す る 諸 本が、 皆 曲直 瀬の 所蔵で ある こと 


は 明で ある。 然るに 訪 古志 補遺に は 懐仙閣 蔵の 書が 累 

見して ゐる。 わたくし は 懐 仙 閣も亦 曲直 瀬 かと 推す る。 

しかし その 当れ リゃ 否や を 知らない。 さて 懐仙閣 本の 

病 源 候 論 も 亦 完璧ではなくて、 四十、 四十 一、 四十 二、 

四十 三、 計 四 巻が 闕 けて ゐた。 両本は 恰も好し # 無 相 

補 ふので あった。 

伊沢 氏で 寛 政 九 年に 病 源 候 論 を 写した とすると、 そ 

れは自 蔵本の 副本 を 作った のか。 それとも 懐 仙 閣本を 

借りて 補 写した のか。 恐く は此 二者の 外に は 出で ぬで 

あらう。 そして 山陽が 手伝った と 謂 ふの は、 此 謄写の 

業で あらう。 


その 十八 

山陽が 寓 して ゐた 時の 伊沢 氏の 雰囲気 は、 病 源 候 論 

を 写して ゐ たと 云 ふ を 見て 想像す る ことが 出来る。 五 

リ ゆうしよ うけんの ぶしな 

十四 歳の 隆升軒 信 階が 膝下で、 二十 一歳の 蘭 軒 は 他 

年の 考証 家の 気風 を 養 はれて ゐた であらう。 蘭 軒が 歿 

ちんてい 

した 後に、 山 田 椿 庭 は 其 遺稿に 題す るに 七 古 一 篇を以 

てした。 中に 「平生 不喜苟 著述、 二 巻 随筆 身 後 伝」 の 

語が ある。 これが 蘭 軒の 面目で ある。 

そこへ 闖入し 来った 十八 歳の 山陽 は 何者で あるか。 


三 四 年 前に 蘇 子の 論策 を 見て、 「天地 間 有 如 此可喜 者 

乎」 と 叫び、 壁に 貼って 日 ごとに 観た 人で ある。 又 数 

年の 後に 云 ふ 所 を 聞けば、 「凌雲 冲霄」 が 其 志で ある。 

二度 大処へ 出で、 当世の 才 俊と 被 呼 候 者 共と 勝負 を 

決し 申 度」 と 云 ひ、 「四方 を 靡せ 申 度」 と 云って ゐる。 

そして 山陽 は 能く 初志 を 遂げ、 文名 身 後に 伝 はり、 天 

下 其 名 を識ら ざるな きに 至った。 これが 山陽の 面目で 

ある。 

少ぃ彼 蘭 軒が 少ぃ此 山陽 をして、 首 を 俯して 筆耕 

を 事と せしめた とすると、 わたくし は 運命の イロ  ニイ 

に詫異 せざる こと を 得ない。 わたくし は 当時の 山陽の 


顔が 見たくて ならない。 

山陽 は尋で 伊沢 氏から 狩 谷 氏へ 移った さう である。 

尾 藤から 伊沢へ 移った 月日が 不明で ある 如くに、 伊沢 

から 狩 谷へ 移った 月日 も 亦 不明で ある。 要するに 伊沢 

に ゐた間 は 短く、 狩 谷に ゐた間 は 長かった と 伝 へられ 

てゐ る。 わたくし は此初 遷再遷 を、 共に 寛 政 九 年中の 

事であった かと 推す る。 

わたくし は 伊沢の 家の 雰囲気 を 云々 した。 山陽 は 本 

郷の 医者の 家から、 転じて 湯 島の 商人の 家に 住って、 

又 同一 の 雰囲気 中に 身を寘 いた ことで あらう。 掖斎は 

当時の 称 賢次郎 であった。 年 は 二十 三 歳で、 山陽に は 


五つの 兄であった。 そして 蘭 軒の 長 安信 階に 於け るが 

はう こ  つか 

如く、 掖斎も 亦 養父 三 右衛門 保 古に 事へ てゐ たこと で 

あらう。 墓誌に は掖 斎が 生家 高 橋 氏 を 去って、 狩 谷 氏 

を嗣 いだの は、 二十 五 歳の 時 だとして ある。 即ち 山陽 

を 舎した 二 年の 後で ある。 わたくし は 墓誌の 記す る 所 

を 以て 家督相続 をな し、 三 右衛門と 称した 日 だとす る 

ので ある。 掖 斎の 少時^ 何に 保 古に 遇せられ たかは、 

つまびら か 

わたくしの 詳 にせざる 所で あるが、 想 ふに 保 古 は 

掖 斎の 学 を 好む のに 掣肘 を 加へ はしなかった であらう。 

掖斎は 保 古の 下にあって 商業 を 見習 ひっつ も、 早く 已 

に 校 勘の 業に 染 指して ゐた であらう。 それ ゆ ゑに わた 


くし は、 山陽が 同一 の 雰囲気 中に 入った ものと 見る の 

である。 

あまだれ 

洋 人の 請に 「雨から 霤 へ」 と 云 ふ ことがある。 山 

陽 はどうしても 古本の 麈を 蒙る こと を 免れなかった。 

そうざん ぼん 

わたくし は 山陽が 又 何 かの 宋槧本 を 写させられ はしな 

かった かと 猜 する。 そして 運命の 反復して 人に 戯る、 

を か 

を 可笑しく おも ふ。 

その 十九 

寛 政 十 年 四月に 山陽 は 江戸 を 去った。 其 日時 は 不明 


である。 山陽が 三日 頃に 立つ こと を 期して ゐた 証拠 は、 

父に 寄せた 書に 見えて ゐる。 又 其 発 程が 二十 五日より 

前であった こと は、 二 洲が姨 夫 春 水に 与へ た 書に 徴し 

えん リ うき 

て 知る ことが 出来る。 わたくし は 山陽が 淹留 期の 後半 

を 狩 谷 氏に 寓 して 過した かとお も ひ、 又 彼の 父に 寄す 

る 書 を 狩 谷 氏の 許に あ つ て 裁した かとお も ふ。 

ついたち  くわう とん 

此年 九月 朔 に吉田 篁墩が 歿した。 其 年歯に は 諸 

いとま 

書に 異同が あるが わたくし は 未だ 考 ふるに 遑が なか 

つた。 わたくしが 篁 墩の死 を此に 註す るの は、 考証 家 

らんたい 

として 蘭 軒の 先駆者で あるから である。 井上 蘭 台の 門 

きんが 

に 井上 金峨を 出し、 金峨の 門に 此篁墩 を 出した。 蘭 軒 


は師 承の 系統 を 殊にして はゐ るが、 其 学風 は 帰す る 所 

ぼうさい  とも 

を 同じう して ゐる。 且 亀田鵬 斎の 如く、 篁墩と 偕に 金 

蛾の 門に 出で、 蘭 軒と 親善に、 又 蘭 軒の 師友た る 茶 山 

と 傾 蓋 故き が 如くであった 人 も ある。 わたくしの 今 こ 

れに 言及す る 所以で ある。 蘭 台 は 幕府の 医官 井上 通 翁 

の 子で ある。 金 峨は笠 間の 医官 井上 観 斎の 子で ある。 

篁墩は 父祖 以来 医 を 以て 水 戸に 仕へ、 自己 も 亦 一た び 

家業 を 継いで 吉田林 庵と 称した。 此の 如く 医に して 儒 

なる ものが、 多く 考証 家と なった の は、 恐く は 偶然で 

は あるまい。 

此 年の暮れむ とする 十二月 二十 五日に、 広 島で は 春 


みその  ぢょ じゅん  よ め 

水が 御園 道英 の女淳 を 子婦に 取る こと を 許された。 

不幸なる 最初の 山陽が 妻で ある。 

此年蘭 軒 は 二十 二 歳、 其 父 信 階 は 五十 五 歳であった。 

寛 政 十一 年に 狩 谷 氏で 被 斎が 家を嗣 いだ。 わたくし 

は 既に 云った やうに、 掖 斎は此 より 先に 実家 高 橋 氏 を 

去って 保 古が 湯 島の 店 津軽屋 に 来て をり、 此時 家督 相 

続 をして 保 古の 称 三 右衛門 を 襲いだ かとお も ふ。 

被 斎の 家 世に は 不明な 事が 頗る 多い。 被 斎の 生 父 高 

かう ぴん  よそう じ  ばくう 

橋 高敏は 通称 与 総 次であった。 そして 別号 を 麦 雨と 云 

つた。 これ は 蘭 軒の 子で 所謂 「又 分家」 の祖 となった 

柏 軒の 備忘録に 見えて ゐる。 高敏の 妻、 被 斎の 生母 佐 


藤氏 は 武蔵国 葛 飾 郡 小 松 川 村の 医師の 女 であった。 

これ も 亦 同じ 備忘録に 見えて ゐる。 

高敏の 家業 は、 曾孫 三巿 さんの 聞いて ゐる 所に 従へ 

ば、 古著屋 であった と 云 ふ。 しかし 伊沢 宗家の 伝 ふる 

所 を 以てすれば 小さい 書肆で あつたと 云 ふ。 これ は両 

ぜ  ふるぎ 

説皆是 であるか も 知れない。 古 衣 を 売った こと も ぁリ、 

書籍、 事に よったら 古本 を 売った こと も あるか も 知れ 

ない。 わたくし は 高敏の 事跡 を 知らむ がた めに、 曾て 

浅 草 源 空 寺に 住って、 高 橋 氏の 諸 墓 を 歴訪した。 手許 

しばら 

に は 当時の 記録が あるが、 姑く 書かずに 置く。 三巿 

さんが 今 猶探窮 して 己まぬ からで ある。 


掖 斎の 保 古に 養 はれた の は、 女婿と して 養 はれた の 

である。 三巿 さん は掖 斎の 妻 は 保 古の 三女で あつたと 

聞いて ゐる。 柏 軒の 備忘録に 此 女の 法号が 蓮 法 院と記 

して ある。 

此年 二月 二十 二日に 御園 氏淳が 山陽に 嫁した。 後 

一年なら ずして 離別 せられた 不幸なる 妻で ある。 十二 

月 七日の 春 水の 日記 「久児 夜 帰 太 遅、 戒 禁足」 の 文が、 

まこと  へいきん 

家庭の 頼 山陽に 引いて ある。 山陽が 後 真に 屛禁 せら 

れる 一 年 前の 事で ある。 

此年蘭 軒 は 二十 三 歳、 父 信 階 は 五十六 歳であった。 


その 二十 

つまびら か 

寛 政 十二 年 は 信 階 父子の 家に ダ アト を 詳 にす ベ 

き 事の 無かった 年で ある。 此 年に 山陽 は屛禁 せられた。 

わたくし は 蘭 軒 を 伝 ふるに 当って、 時に 山陽 を 一顧せ 

ざる こと を 得ない。 現に 伊沢 氏の 子孫 も 毎に 曾て 山陽 

やど 

を 舎した こと を 語り 出で て、 古い 記念 を 喚び 覚 して ゐ 

る。 譬 へば 逆旅の 主人が 過客 中の 貴人 を 数 ふるが 如く 

かく  す， 

である。 これ は晦れ たる 蘭 軒の 裔が 顕れ たる 山陽に 対 

する 当然の 情で あらう。 

これに 似て 非なる は、 わたくしが 渋江抽 斎の ために 


長文 を 書いた の を 見て、 無用の 人 を 伝した と 云 ひ、 こ 

れを 老人が 骨董 を 掘り出す に 比した 学者で ある。 此の 

如き 人 は 蘭 軒 伝 を 見ても、 只 山陽 茶 山の 側面観 をのみ 

其 中に 求む るで あらう。 わたくし は 敢て成 心と して こ 

れを 斥ける。 わたくしの 目 中の 抽斎ゃ 其 師蘭軒 は、 

必ずしも 山陽 茶 山の 下に は 居らぬ ので ある。 

山陽が 広 島 杉 木 小路の 家を奔 つたの は 九月 五日で あ 

る。 豊田郡 竹 原で 山陽の 祖父 又十郎 惟清の 弟 伝 五郎 

惟宣が 歿した ので、 梅，. 颸は 山陽 をく やみに 遣った。 山 

陽 は従祖 祖父の 家 へ 住かずに 途中から 逃げた ので ある。 

竹 原 は 山陽の 高祖父 総 兵衛正 茂の 始て 来り 住した 地で 


ある。 素 正 茂 は 小 早 川 隆景に 仕へ て備後 国に 居った。 

みつき ごほリ 

そして 隆景の 歿後、 御調 郡 三 原の 西なる 頼 兼 村から 隣 

郡 安藝 国 豊田郡 竹 原に 遷 つた。 当時の 正 茂が 職業 を、 

春 水 は 「造 海舶、 販運為 業」 と 書して ゐる。 しかし 長 

井 金 風さん の 獲た 春 水の 「万 松 院雅集 贈 梧屋道 人」 七 

絶の 養に 裏書が ある。 文中 「頼弥 太郎、 抑 紺屋 之 産 也」 

と 云つ て ある。 此語は 金 風さん が 嘗て 広 島に あ つ て 江 

木 鰐 水の 門人 河 野 某に 聞いた 所と 符合す る。 河 野 は 

まの あた 

面 り 未亡人と しての 梅 颸をも 見た 人であった さう で 

ある。 これ も 亦 彼の 被 斎が 生家の 職業と 同じく 或は 二 

説皆是 であるか も 知れない。 


山陽 は 京都の 福 井新 九郎が 家から 引き戻されて、 十 

一月 三日に 広 島の 家に 著き、 屛禁 せられた。 時に 年 二 

十 一 であった。 

此年蘭 軒 は 二十 四 歳、 父 信 階 は 五十 七 歳に なった。 

次の 年 は享和 元年で ある。 記して 此に 至れば、 一 事 

の わたくし のために 喜ぶべき ものが ある。 それ は 蘭 軒 

かんさい 

の 遺した 所の※ 斎 〔# 「くさかんむり \ 姦」、 7 巻- 40- 下 w〕 

詩集が、 年次 を逐 つて 輯録 せられて ゐて、 此 年の 干支 

辛 酉が 最初に 書中に 註せられ てゐる 事で ある。 蘭 軒の 

事蹟 は、 彼の 文化 七 年後の 勤 向 覚書 を 除く 外、 絶て 編 

のぼ  たま/ \ 

年の 記載に 上って をらぬ のに、 此 詩集が 偶 存 して ゐ 


て、 わたくしに 暗中 燈 を 得た 念 をな さしむ るので あ 

る。 

詩集 は 蘭 軒の 自筆 本で、 半紙 百 零 三 頁の 一 巻 をな し 

としょく  ざう きょし や 

てゐ る。 蠹蝕は 極て 少ぃ。 蔵※ 者 〔# 「去 \ 升」、 7 巻- 

41- 上 „?〕 は 富士川 游 さんで ある。 

巻首 第 一 行に※ 〔# 「くさかんむり \ 姦」、 7 巻- 41- 上 0?u 

斎 詩集、 伊沢 信恬」 と 題して あって、 「伊沢 氏 酌 源 堂 図 

きゑん 

書記」 「森 氏」 の 二 朱印が ある。 森 氏は枳 園で ある。 毎 

半 葉 十 行、 行 二十 二字で ある。 

集に 批 圏と 欄外 評と が ある。 欄外 評 は 初 頁より 二十 

七 頁に 至る まで、 享和 元年より 後一 一年に して 家 を嗣ぃ 


そうけん まさきよ  まゝ 

だ 阿部 侯 稷軒正 精の 朱書で ある。 間菅茶 山の 評の ある 

もの は、 茶 字を署 して 別って ある。 二十 八 頁 以下の 欄 

外に は往々 「伊沢 信 重 書」、 「渋 江 全 善書」、 「森 立 夫 書」 

等 補 写 者の 名が 墨書して ある。 評語に は 「茶 山 曰」 と 

書して ある。 

その 二十 一 

わたくし は此に 少しく 蘭 軒の 名字に 就いて 插記 する 

ことと する。 それ は 引く 所の 詩集に※ 〔# 「くさかん む 

リ\ 姦」、 7 巻- 41- 下 4U の 僻 字が 題して あるた めに、 わ 


たくし は 既に 剞劂氏 を 煩し、 又 読者 を 驚した からで あ 

る。 

リ よくしん あざな くんて い  しんてん 

蘭 軒 は 初め 名 は 力 信 字 は 君悌、 後名 は 信 恬字は 

儋甫と 云った。 信恬は 「のぶ さ だ」 と訓 ませた ので あ 

る。 後の 名字 は 素 問 上古 天真 論の 「恬擔 虚無、 真 気 従 

之、 精神 内 守、 病 従 安来」 より 出で てゐ る。 稷軒 阿部 

侯 正 精の 此 十六 字 を 書した 幅が 分家 伊沢に 伝 は つ てゐ 

る。 

擔甫 の擔は 心に 従 ふ。 しかし 又澹 父に も 作ったら し 

い。 森 田 思 軒の 引いた 菅茶山 の 柬牘に は 水に 従 ふ 澹が 

書して あった さう である。 現に わたくしの 饗庭篁 村 さ 


んに 借りて ゐる茶 山の 柬牘 にも、 同じく 澹に 作って あ 

る。 啻に 柬牘 のみで は 無い。 わたくしの 検 した 所 を以 

て すれば、 黄葉 夕陽 村 舎 詩に 蘭 軒に 言及した 処が 凡そ 

十 箇所あって、 其中澹 父と 書した ものが 四 箇所、 儋父 

と 書した ものが 一 箇所、 蘭 軒と 書した ものが 二箇所、 

都 梁と 書した ものが 二箇所、 辞 安と 書した ものが 一 箇 

所 ある。 要するに 澹 父と 書した ものが 最多い。 坂 本 

きざん  かくわん 

箕 山さん が 其藝備 偉人 伝 の 下巻に 引いて ゐる 「尾 道 贈 

伊沢 澹父」 の 詩 題 は 其 一 である。 此 書の 下巻 は 未刊行 

の もの ださう で、 頃日 箕 山さん は 蘭 軒 の 伝 を 稿本 中よ 

リ 抄出して わたくしに 寄 示して くれたの である。 


かんさ い 

別号 は 蘭 軒 を 除く 外、 ※斎 〔# 「くさかん む リ\ 間」、 

せう せん 

7 巻- 42- 上^〕 と 云 ひ、 都 梁と 云 ひ、 笑 僭と 云 ひ、 又 

藐 姑射 山人と 云った。 ※ 〔# 「くさかんむり \ 間」、 7 巻 

-42-上^：^〕 一  に※ 〔# 「くさかんむり \ 姦」、 7巻-42-上^^〕 

に 作って ある。 詩集の 名の 如きが 即是 である。 又※ 

てんいん 

〔# 「くさかんむり \ 姦」、 7 巻- 42- 上 羽〕 斎の 篆印も ある- 

※ 〔# 「くさかんむり \ 閑」、 7 巻， 42- 上せ に 作った もの 

は、 わたくし は 未だ 曾て 見ない。 

》 〔# 「くさかんむり \ 間」、 7 巻- 42- 上 は 詩の 鄭風 

に 「溱与 箱、 方澳 澳兮、 士与 女、 方秉※ 〔# 「くさかん 

む リ\ 間」、 7 巻- 42- 上^ U 兮」 と あ つ て、 伝に ^※ 〔# 「く 


さかんむ リ\ 間」、 7巻-42-上^^〕 蘭也」 と 云って ある。 ※ 

〔# 「くさかんむり \ 姦」、 7 巻， 42- 上 は 山海 経に 「eA ハ林 

之 山、 其 中 多※ 〔# 「くさかんむり \ 姦」、 7 巻- 42- 下刁〕 

草」 とあって、 又※ 〔# 「くさかんむり \ 姦」、 7 巻- 42- 下 

4U 山※ 〔# 「くさかんむり \ 姦」、 7 巻- 42- 下ュ 水の 地名 

が 見えて ゐる。 一 切 経 音 義に声 類 を 引いて 「》 〔# 「く 

さかんむ リ\ 姦」、 7 巻 _42- 下 七 U 蘭 也」 と 云 ひ、 又 ^※ 〔# 

「くさかん む リ\ 姦」、 7 巻- 42- 下 七 r 字 童曰 与※ 〔# 「くさ か 

せつもん 

んむリ \ 間」、 7 巻- 42- 下 七 U 同」 とも 云って ある。 説 文 

校録 にも 亦 「鄭 風秉※ 〔# 「くさかんむり \ 間」、 7 巻- 42- 

下 4r 字 当 同※ 〔# 「くさかんむり \ 姦」、 7 巻- 42- 下 4〕、 


左 氏昭ー 一十一 一年 大蒐 於昌 間、 公 羊 作 昌姦、 此※ 〔# 「く 

さかんむ リ\ 姦」、 7 巻- 42- 下る U 与※ 〔# 「くさかん む リ\ 

間」、 7 巻- 42- 下る U 同 之 証」 と 云って ある。 説 文に※ 〔# 

「くさかんむり \ 姦」、 7 巻- 42- 下. i を 載せて※ 〔# 「くさ 

かんむ リ\ 間」、 7 巻- 42- 下. i を 載せぬ の は 許 慎が※ 〔# 

「くさかんむり \ 姦」、 7 巻- 42- 下. r〕 を 正字と したためで 

あらう。 ※ 〔# 「くさかん む リ\ 閑」、 7 巻- 42- 下々〕 は 字 

彙 正字 通 並に※ 〔# 「くさかんむり \ 間」、 7 巻- 42- 下 „?〕 

の 俗字 だとして ゐる。 字典 は 広 韻 を 引いて 「与※ 〔# 

「くさかんむり \ 姦」、 7 巻- 42- 下 《9〕 同」 として ゐる。 説 

文義 証に は 「広 韻、 ※ 〔# 「くさかんむり \ 姦」、 7 巻- 42- 


下ぶ u 与※ 〔# 「くさかんむり \ 閑」、 7 巻- 42- 下习 U 同、 ※ 

〔# 「くさかん む リ\ 閑」、 7 巻- 42- 下？〕 当 作※ 〔# 「くさ 

かんむ リ\ 間」、 7 巻 _42- 下 Mu」 と 云って ある。 ※ 〔# 「く 

さかんむ リ\ 姦」、 7 巻- 42- 下 ※ 〔# 「くさかんむり \ 

間」、 7 巻， 42- 下 》 〔# 「くさかんむり \ 閑」、 7 巻- 42- 下 

w〕 三 字の 考証 は 池 田 四 郎次郎 さん を 煩 はした。 都 梁 

は 荊 州 記に 「都 梁 県有 山、 山 下 有 水 清泚、 其 中 多 蘭 草、 

名 都 梁 香」 と ある。 蘭 軒の 蘭 字の 事 は 後に 別に 記す る 

ことと しょう。 笑 僭 は 笑 癖 あるが ために 自ら 調した も 

ので あらう。 藐 姑射 山人 は荘 子から 出て ゐる こと 論 を 

待たない。 


居る 所 を 酌 源 堂と 云 ひ、 三 養 堂と 云 ひ、 芳桜 書院と 

云 ふ。 

酌 源 は 班 固の 典 引の 「斟酌 道徳 之 淵源、 肴竅 仁義 之 

そしき 

林 藪」 から 出て ゐる。 三 養 は 蘇軾の 「安 分以養 福、 寛 

胃以養 気、 省 費以養 財」 から 出て ゐる。 芳桜 書院の 芳 

桜の 事 は 後に 別に 記す る ことと しょう。 

通称 は 辞 安で ある。 

名字の 説 は此に 止まる。 己に 云った 如くに、 わたく 

しの 富士川 游 さんに 借りて ゐる※ 〔# 「くさかん む リ\ 

姦」、 7 巻- 43- 上. 9〕 斎 詩集に、 先づ 見えて ゐる 干支 は、 

此年享 和 紀元の 辛 酉で ある。 わたくし は 此詩暦 を 得て 


大いに 心強 さ を 覚える。 わたくし は此 より 此詩暦 を 

呆 とし 路傍 猴 として、 ゆくての 道 をた どらう とお も ふ。 

その 二士 一 

蘭 軒 は 此年享 和 元年の 元日に 七 律 を 作った。 ※ 〔# 

「くさかんむり \ 姦」、 7 巻- 43- 上ゼ U 斎 詩集の 「辛 酉 元日 

口号」 が是 である。 首 句に 分家 伊沢の 当時の 居所が 入 

つて ゐる のが、 先づ わたくしの 注意 を惹 く。 「昌平 橋 

ほんごう き やう  よ 

北 本 江郷」 と 云って ある。 本 江の 郷と訓 ませる 積で 

あつたの だら う。 


次に 蘭 軒 生涯の 大厄た る脚疾 が、 早く 此 頃に 萌して 

ゐ たらしい。 詩集 は 前に 云った 元日の 作の 後に、 文化 

元年の 作に 至る までの 間、 春季の 詩 六篇を 載せて ゐる 

のみで ある。 わたくし は 姑く 此詩 中に 云 ふ 所 を此年 

もと  か 

の 下に 繫 ける。 蘭 軒 は 二月の 頃に 「野 遊」 に 出た。 「数 

試 春 衣 二月 天」 の 句が ある。 此野 遊の 題の 下に、 七 絶 

二、 七 律 一、 五 律 一 が録存 してあって、 

しば， （^しゅん い を こ . ^ろみる ぐ わつ のてん 

数 試 春 衣 二月 天 は 七 律の 起句で ある。 然るに 

これに 次ぐ に 「頓忘 病脚自 盤旋」 の 句 を 以てした の を 

見れば、 わたくし は 酸鼻に 堪 へない。 蘭 軒 は 今 僅に 二 

十三 歳に して 既に 幾分 か 其 痼疾に 悩まされて ゐ たので 


ある。 

此年 六月 二十 九日に は 蘭 軒の 師泉 豊洲 が、 其師 にし 

て 岳父た る 細 井 平洲を 喪った。 七十 四 歳 を 以て 「外 山 

なりと も 

邸 舎」 に 歿した と 云 ふから、 尾 張 中将 斉 朝の 巿谷 門外 

えき さく  ぁづ か 

の 上屋敷が 其 易簀の 所で あらう。 諸侯の 国政 を 与り 

聴いた 平洲は 平生 「書牘 来、 読了 多 手 火 之」 と 云 ふ 習 

慣を 有して ゐた。 「及 其 病 革、 書牘 数十 通、 猶在 篋笥、 

門人 泉 長 達 神 保簡受 遺言、 尽返之 各 主。」 長 達 は 豊洲の 

かう かん 

名で ある。 神 保簡は 恐く は 続 近世 叢 語の 行簡、 宇 は 子 

廉 であらう。 蘭 室と 号した の は此人 か。 蘭 軒の 師豊洲 

は 時に 年 四十 四であった。 


此 年に は 猶多紀 氏 で 蘭 軒 の 友 柳 沿歷庭 の 祖父 藍渓が 

きまん  ふくぎう 

歿し、 後に 蘭 軒の 門人た る森枳 園の 祖父 伏 牛が 歿して 

ゐる。 蘭 軒の 父 信 階 は 五十八 歳に なった。 

享和ー 一年に は 二月 一 一十 九日に 蘭 軒が 向島へ 花見に 往 

つたら しい。 蘭 軒 雑記に かう 云って ある。 「吉 田仲禎 

ちゃう たっとが うす 

(名 祥、 号 長 達、 東都 医官)、 木村駿 卿、 狩 野 卿 雲、 

此四人 は 余 常 汝爾之 交 を 為す 友 也。 享和之 ニニ 月廿九 

日仲禎 君と 素 問 合 読な すと てゐ たりし に、 卿 雲お も は 

ずも訪 ひき。 (此時 仲 禎卿雲 初見) 余が 今日は 美 日な 

れば、 今より 駿卿 へいひ やりて 墨 田の 春色 賞す る は 

她 何と 問ぬ。 二人 そ もよ かるべし と、 三人して 手紙 


認 し 折から、 駿卿来 かかりぬ。 まことにめ づ らしき 

ひる いひ 

会な りと、 午の 飯た うべ などして、 上野の 桜 を 見つつ、 

中 田圃より 待 乳 山に のぼりて しばし ながめつ。 山 をお 

りなん とせし 程に、 卿 雲の したしき 泉屋 忠兵衛 といへ 

る くるわの 茶屋に 遇 ひぬ。 其 男け ふ は 余が 家居に 立ち 

より 給へ と 云 ふ。 余 等い なみて わかれぬ。 それより 隅 

田の 渡 わたりて、 隅 田 村、 寺 島、 牛 島の 辺、 縦に 横に 

歩みぬ。 さてつ、 みより 梅 堀 をす ぎ、 浅 草の 観音に 詣 

で、 中 田圃よ リ 直なる 道 を ゆきて 家に 帰りぬ。」 此文は 

年月日の 書き ざまが 異様で、 疑 はしい 所がない でもな 

いが、 わたくし は且く 「享和 之 ニニ 月」 と 読んで 置く。 


とうか  はくみん 

秋に 入って 七月 十五 日に、 蘭 軒 は 渡 辺 東 河、 清水 泊 民、 

ぎよら い 

狩谷掖 斎、 赤 尾 魚 来の 四 人と、 墨 田 川で 舟 遊 をした。 

蘭 軒に 七 絶 四 首が あつたが、 集に 載せない。 只 其 題が 

はう あざな 

蘭 軒 雑記に 見えて ゐる のみで ある。 東 河、 名 は彭、 字 

ふつせ き  げん 

は 文 平、 一 号 は 払 石で ある。 書 を 源 東 江に 学んだ。 泊 

民 名 は 逸、 碩 翁と 号した。 亦 書 を 善くした。 魚 来 は 未 

だ考 へない。 

享和 三年に は 蘭 軒が 二月 二日に 吉 田仲禎 狩谷掖 斎と 

石 浜 村へ 郊 行した。 仲禎、 名 は祥、 通称 は 長 達で ある。 

幕府の 医官 を 勤めて ゐた。 次で 十九 日に 又 大久保 五岳、 

うち ごし  ちゅうぎ 

島根 近路、 打 越 古 琴と 墨 田 川に 遊んだ。 五岳、 名 は 忠宜、 


当時の 菓子 商 主 水で ある。 近路 古 琴の 二人の 事 は 未だ 

考 へない。 此ニ遊 は 蘭 軒 雑記に 「享 和閏 正月」 と 記し、 

下 三 字 を 塗抹して 「二月」 と 改めて ある。 享和 中閏正 

月の あつたの は 三年で ある。 故に 姑く 此に繫 ける。 

墨 田 川の 遊 は、 雑記に 「甚俗 興き はまれり」 と 註して 

ある。 

此年 七月 二十 八日に、 蘭 軒の 父 信 階の 養母 大久保 氏 

伊佐が 歿した。 戒名 は 寿 山 院湖月 貞輝大 姉で ある。 

「又 分家」 の 先 霊 名 録には 寿 山 院が寿 山 室に 作って ある。 

年 は 八十 四であった。 

蘭 軒 雑記に 拠れば、 所謂 浅 草太郎 稲荷の 流行 は此七 


月の 頃始て 盛に なった さう である。 社の 在る 所 は 浅 草 

田圃で、 立 花 左 近 将監鑑 寿の 中 屋敷であった。 大田南 

畝が 当時 奥 祐筆 所 詰 を 勤めて ゐた屋 代 輪 池 を、 神 田 明 

神 下の 宅に 訪 うて 一 聯を 題し、 「屋 代太郎 非太郎 社、 立 

花 左 近 疑 左 近 橘」 と 云った のは此 時で ある。 

その 二十 三 

此年享 和 三年 十月 七日に、 蘭 軒が 渡 辺 東 河を訪 うて、 

始 て伴榮 堂に 会った ことが、 蘭 軒 雑記に 見えて ゐる。 

榮堂、 通称 は 平 蔵で ある。 煎茶 を嗜 み、 蒙 刻 を 善くし 


た。 此日 十月 七日 は 西北に 鳴動 を 聞き、 夜 灰が 降った 

と 雑記に 註して ある。 試に 武江 年表 を閲 する に 降 灰，' 

の 事 を 載せない。 

蘭 軒の 結婚 は 家 乗に 其 年月 を 載せぬ が、 遅く も此年 

でなくて はならない。 それ は 翌年 文化 元年の 八月に は 

長男 榛 軒が 生れた からで ある。 蘭 軒に は榛 軒に 先 つ 

て 生れた 子が あつたか 否か、 わたくし は 知らない。 し 

かし 少 くも 男子 は 無かった らしい。 分家 伊沢の 人々 の 

語る 所に 依れば、 蘭 軒に は 嫡出 六 人、 庶出 六 人、 計 十 

二人の 子が あった さう である。 歴世 略伝に ある 六 人 は、 

て つ ちゃう じゅん 

男子が 榛軒常 三郎柏 軒、 女子が 天津 長 順で ある。 常 


三 郎は榛 軒に 後る、 こと 一年、 柏 軒 は 六 年に して 生れ 

た。 名録 には猶 一人 庶子 良吉 があって、 文化 十五 年即 

ち 文政 元年 正月 二日に 歿して ゐ るが、 これ も榛 軒の 兄 

ではな ささう である。 わたくしが 少 くも 先って 生れた 

男子 は 無かったら しいと 云 ふの は、 これが ためで ある。 

略伝の 女子 天津 長 順 三人の 中、 分家の 人々 の 言に 従 

へば、 只 一人 長 育した と 云 ふ。 即ち 名録の 井戸 応助妻 

かんさい 

であらう。 応助 は※ 斎 〔# 「くさかんむり \ 姦」、 7 巻， 46- 

下 詩集に 拠る に、 翁 助の 誤らし い。 翁 助 妻 は名録 

に 文化 十一 年に 生れた 第三 女 だとして ある。 名 録に又 

「芳桜 軒 第一 一女、 生 七日 許 終、 時文 化 九 年 壬 申 正月 八日」 


として、 智貌 童子の 戒名が 見えて ゐる。 童子 は 童女の 

誤で あらう。 しかし 天津、 長、 順 を いづれ に 配当して 

好い か、 わからない。 若し 長女に して 榛 軒に 先って 生 

れた とすると、 蘭 軒が 妻を娶 つた 年 は 繰り上げられる 

かも 知れない。 

上に 記した 外、 名 録には 尚 庶出の 女 二人が ある。 文 

ま ち 

政 六 年に 歿した 順、 十 一 年に 残した 万 知で ある。 然ら 

ば 略伝 は 庶子 中より 独り 順の み を 挙げて ゐ るので あら 

う。 

蘭 軒の 娶 つた 妻 は 飯 田 休 庵の 二 女で ある。 初め 蘭 軒 

の 父 信階即 井出 門 次郎の 妹が 休 庵に 嫁した が、 此 井出 


氏 は 早く 歿して、 水 越 氏 民が 継室と なった。 休 庵の 二 

女 は 此水越 氏の 出で ある。 それ ゆ ゑ 蘭 軒の 妻 は 

小 母 婿の 子で は ある。 姑 夫 女で は ある。 しかし 小 母の 

女で は 無い。 姑 女で は 無い。 

蘭 軒の 妻 は 名 を 益と 云った。 天明 三年の 生で ある。 

即ち 明 和 七 年に 小 母が 死んで から、 十三 年 目に 纔に 

生れた ので ある。 蘭 軒より 少 きこと 六 歳で、 若し 推定 

の 如くに 享和 三年に 婚 嫁した とすると、 夫 蘭 軒 は 二十 

七 歳、 妻 益 は 二十 一 歳であった。 

なほ 力た  もと 力す 

此 年に 蘭 軒の 友 小島 春 庵 尚 質の 父 春 庵 根 一 が 残した。 

尚 質 は 蘭 軒と 古書 を 愛する 嗜好 を 同じう した 小島 宝 素 


である。 広 島の 頼 山陽 は此年 十二月 六日に 囲から 出さ 

れて、 家に あって 謹慎す る こと を 命ぜられた。 

その 二十 四 

此年享 和 三年に 蘭 軒の 父 信 階の 仕へ てゐる 阿部 家に 

まさと も 

代替が あった。 伊勢 守 正 倫が 十月 六日に 病に 依って 致 

かぞへ のかみ まさきよ 

仕し 子 主計 頭 正 精が 家 を 継いだ ので ある。 正 倫 は 安永 

六 年より 天明 七 年に 至る まで 初め 寺社 奉行 見習、 後 寺 

社 奉行 を 勤め、 天明 七 八 年の 両 年間 宿老に 列して ゐた。 

致仕 後 二 年、 文化 二 年に 六十 一歳で 歿した。 継嗣 正 精 


は 学 を 好み 詩 を 善くし、 棕 軒と 号した。 世子たり し 日 

ょリ、 蘭 軒 を 遇する こと 友人の 如くであった。 

文化 元年に は 蘭 軒が 「甲子 元旦」 の 五 律 を 作った。 

其 後半が 分家 伊沢 の 当時の 生活 状態 を 知る に 宜しい か 

ら、 此に全 首 を 挙げる。 「陽 和 新 布令。 懶 性掃柴 門。 

梅 傍 辛 盤 発。 鳥 求 喬木 飛。 樽 猶余臘 酒。 禄足製 春 衣。 

賀客来 無迎。 姓名 題簿 帰。」 伊沢 氏 は 俸 銭 糈銭を 併せ 

たと ころで、 手 一 ぱいの くらしであった だら う。 所謂 

不自由の 無い せたいで ある。 五六の ー聯が 善く これ を 

状して ゐる。 結 二 句 は 隆升軒 父子の 坦率を 見る。 

正月に 新に 封 を 襲いだ 正 精が 菅茶山 を 江戸に 召した。 


頼 山陽の 撰んだ 行状に、 「正月 召 之 東」 と 書して ある。 

茶 山 は 江戸に 著 いて、 微恙 のために 阿部 家 の 小川 町の 

上屋敷に 困 臥し、 紙鳶の 上がる の を 眺めて ゐた。 茶 山 

の 集に 「江戸 邸 舎 臥 病」 の 二 絶が ある。 「養 病 邸 舎未尋 

芳。 聊買 瓶花插 臥床。 遙想 山陽 春 二月。 手 栽 桃李 満園 

香。 閑 窓 日 対 薬 炉烟。 不那韶 華 病 裡遷。 都 門 楽 事 春 多 

少。 時 見 風箏拆 半天。」 「春 二月」 の 三 字に ダ アトが 点 

出せられ てゐ る。 蘭 軒の 集に は 又 「春 日郊 行。 途中 蔽 

菜 花 盛 開。 先是菅 先生 有 養 癎邸舎 未 尋芳之 句、 乃 剪 数 

茎 奉 贈、 係以 詩」 と 云 ふ 詩が ある。 「桃李 雖然 一様 新。 

担 頭 売 過巿※ 〔# 「「纏の つく リ+ おお ざと」、 7 巻- 48- 上 


麈。 贈 君 野菜 花 千朶。 昨日 携帰 郊甸 春。」 菜の 花に 

蔽字 を用ゐ たの は、 医家 だけに 本草 綱目に 拠った ので 

ほうぞう 

ある。 先生と 云 ひ、 奉 贈と 云 ふ を 見れば、 茶 山と 蘭 軒 

との 年歯の 懸隔が 想 はれる。 茶 山が 神 辺の 菅波久 助の 

ひゃくす け 

悴百 助であった こと は、 行状に も 見えて ゐ るが、 頼の 

頼 兼 を 知った 人 も、 往々 菅の菅 波 を 知らない。 寛延元 

年の 生で、 此年 五十 七 歳、 蘭 軒 は 二十 八 歳であった。 

推す るに 蘭 軒 は 殆ど 師 として 茶 山 を 待って ゐ たので あ 

らう。 

三月に なって 茶 山 は 病が 参え た。 十九 日に 犬塚ぽ 南、 

今川槐 庵、 蘭 軒の 三人と 一し よに、 お茶の水から 舟に 


乗って、 墨 田 川に 遊んだ。 狩 谷 掖斎も 同行の 約が あつ 

たが、 用事に 阻 げられ て果 さなかった。 舟 中で 四 人が 

聯句 をした。 蘭 軒 雑記に 「聯句 別に 記す」 と 云って あ 

るが、 今 知る ことが 出来ない。 

そん あざな 

印南、 名 は 遜、 字 は 退 翁、 通称 は 唯 助、 一 号 は 

もく わう ゑん 

木 王 園で ある。 寛延 三年に 播磨国 姫路の 城主 酒 井 

うたの かみた ゾ とも 

雅楽 頭忠 知の 重臣 犬 塚 純 則の 六 男に 生れ、 同藩 青木 某 

の 女婿と なり、 江戸に 来て 昌平 黌の員 長に 推された。 

つい  ほんし  くわう しょく 

尋で本 氏に 復し、 黌職を 辞し、 本郷に 家塾 を 設けた。 

寛 政 の 末 だ と 云 ふから、 印南が 五十 前後 の 頃で ある。 

はんかう 

印南 は 汎交を 避け、 好んで 書 を 読んだ。 講書の ために 


上野 国 高 崎の 城主 松 平 右京亮 輝延の 屋敷と、 輪 王 寺 

こうちょう はふ しんのう 

公 澄 法 親王の 座所と へ 伺候す る 外、 折々 酒 井 雅楽 頭 

たゾ みち 

忠 道の 屋敷の 宴席に 招かれる のみであった。 印南 は 雷 

ちょき  たい  た， V ち 

て 蘭 軒に 猪 牙 舟の 対 を 求められて、 直に 蛇 目 傘と 答 

へたと 蘭 軒 雑記に 見えて ゐ るから、 必ずや 詩 を も 善く 

した ことで あらう。 

その 二十 五 

印南、 茶 山、 蘭 軒と 倶に、 墨 田 川に 花見 舟を泛 ベた 

今 川槐庵 は、 名 は※ 〔# 「穀」 の 「禾」 に 代えて 「  一 \ 豕」、 


7 巻- 49- 上 字は剛 侯で ある。 わたくし は※ 〔# 「穀」 

の 「禾」 に 代えて 二  \ 豕」、 7 巻- 49- 上^ U は毅 ではない 

かと 疑 ふが、 

しばら かんさい 

第く※ 斎 〔# 「くさかんむり \ 姦」、 7 巻- 49- 上ヌ U 詩集の 

録 する 所に 従って 置く。 

山陽の 撰んだ 茶 山の 行状 は、 「正月 召 之 東」 の 句に 接 

する に、 「遂告 暇 遊 常 州」 の 句 を 以てして ある。 茶 山の 

じ やういう き 

著述 目録の 中に、 常 遊 記 一巻と あるの が、 恐く は此行 

を紀 した もので あらう。 しかし わたくし は 未だ 其 書 を 

見ない。 姑く 集中の 詩に 就て 検す るに、 常 遊 雑 詩 十 

九 首が あって、 中に 太 田と 註した 一 絶が ある。 其 転 結 


に 「五月 久慈 川上 路、 女児 相 喚采紅 藍」 と 云って ある。 

久慈 川に 近い 太 田 は、 久慈郡 太 田で あらう。 五月の 二 

字から 推せば、 さみだれの 頃の 旅であった だら う。 蘭 

ばいてん だんば い  おの/ \ 

軒の 集に は 其 頃 梅 天 断 梅の 絶句 各 二 首が ある。 梅 天 

の 一 に 「山 妻 欲 助梅范 味、 手 摘 紫蘇 歩 小 園」 の 句が あ 

リ、 断 梅の 一に 「也 有閑 中 公事 急、 擬除 軒下 曝 家書」 

そせ つもん  ばい そ 

の 句が ある。 范は説 文に 「酢 菜 也」 と ある。 梅范も 

梅※ 〔# 「「銮 \u」、 7 巻- 49- 下 《?〕 も梅漬 である。 茶 山 

ます 

が 常 陸 巡 をして ゐる 間、 蘭 軒 はお 益さん が 梅 潰の 料に 

菜園の 紫蘇 を 摘む の を 見たり、 蔵書の 虫 干 を させたり 

して ゐ たと 見える。 頼 氏の 修史が 山陽 一代の 業で 無い 


と 同じく、 伊沢 氏の 集 書 も 亦 蘭 軒 一代の 業で は 無 いら 

しい。 

秋に 入って から 七月 九日に、 茶 山 蘭 軒 等 は 又 墨 田 川 

に 舟を泛 ベて 花火 を 観た。 一行の 先輩 は 茶 山と 印南と 

の 二人であった。 

げん はき やう  ぶんか  くしろ うん せん 

同行に は 源 波 響、 木 村 文 河、 釧雲 泉、 今川槐 庵が あ 

つた。 

かき ざき  くわう ねん  せいこ  せいこ 

源 波 響 は蠣崎 氏、 名 は 広 年、 字 は 世詁、 一 に 名 は 世祐、 

字 は 維 年に 作る。 通称 は将監 である。 画 を 紫 石応挙 

の 二 家に 学んだ。 明 和 六 年生 だから、 此年 三十 五 歳で 

あった。 釧雲 泉、 名 は 就、 字 は 仲孚、 肥 前 国 島 原の 人 


である。 竹 田が 称して 吾 国の 黄大瘦 だと 云った。 宝 暦 

九 年生 だから、 此年 四十 六 歳であった。 五 年の 後に 越 

ぼうさい 

後 国 出 雲 崎で 残した。 其 墓に 銘し たもの は 亀田鵬 斎で 

ある。 文河槐 庵の 事 は 上に 見えて ゐる。 

茶 山の 集に は 「同 犬冢 印南 今 川剛侯 伊沢 辞 安、 泛墨 

田川即 事」 として、 七 絶 七 律 各 一 首が ある。 律の 

頷聯 「杯 来 好 境巡須 速、 句 対 名家 成 転 遅」 は 印南に 対 

する 謙 語で あらう。 蘭 軒の 集に は 「七夕 後 二日、 陪印 

南 茶 山 二 先生、 泛 舟墨陀 河、 与 源 波 響 木 文 河 釧雲泉 川 

槐庵 同賦」 として 七 律 二 首が ある。 初 首の 七 八 「誰識 

女 牛 相 会 後、 徳星復 此競霊 輝」 は 印南 茶 山に 対する 辞 


令で あらう。 後 首の 両聯に 花火が 点 出して ある。 「千 

舫磨 舷搶作 響。 万燈 対岸 爛争 光。 竹 枝 桃 葉 絃歌 湧。 星 

彩 天花 烟火 楊。」 わたくし は 大胆な 記 実 を 喜ぶ。 茶 山 

は 詩の 卑俗に 陥らむ こと を 恐れた もの か、 一 語 も 花火 

に 及ばなかった。 蘭 軒の 題に ダ アトの あつたの も わた 

くしの ために は うれしかった。 

その 二十 六 

蘭 軒が 茶 山 を 連れて 不忍池 へ 住って 馳走 をした の 

も、 此 頃の 事で あらう。 茶 山の 集に 「都 梁 觴余蓮 池」 


として 一 絶が ある。 「庭 梅 未 落 正 辞 家。 半 歳 東都 天 一 

涯。 此日 秋風 故人 酒。 小 西 湖上 看 荷 花。」 わたくし は 

転 句に 注目す る。 蓮 は 今少し 早く も 看られよ うが、 

秋風の 字 を 下した の を 見れば、 七月であった だら う。 

又 故人と 云 ふの を 見れば、 文化 元年が 茶 山 蘭 軒の 始て 

交った 年で ない ことが 明で ある。 

蘭 軒と 掖 斎と は 又 今 一 人 誰 やら を，. 誘 つて、 不忍池 

へ往 つて 一日 書 を 校し、 画工に 命じて 画 を か、 せ、 茶 

山に 題 詩 を 求めた。 集に 「卿 雲 都 梁 及 某、 読書 蓮 池 終 

日、 命 工作 図、 需余題 詩」 として 一 絶が ある。 「東 山 佳 

麗冠江 都。 最是 芙蓉 花拆 初。 誰 信 旗亭 糸 肉 裏。 三人 聚 


首 校 生 書。」 結句 は 伊狩 二 家の 本領 を 道破し 得て 妙で 

ある。 

八月 十六 日に 茶 山 は 蘭 軒 を 真砂 町 附近の 家に 訪 うた。 

さきだ 

わたくし は此 会合 を 説く に 先って 一 事の 記すべき も 

あへば くわう そん 

のが ある。 饗庭篁 村さん は此 稿の 片端より 公に せられ 

かんどく 

るの を 見て、 わたくしに 茶 山の 簡牘 二十 一通 を 貸して 

くれた。 大半 は 蘭 軒に 与へ たもので、 中には 第三者に 

与へ て 意 を 蘭 軒に 致さし めた もの も ある。 第三者 は 其 

全文 若く は截り 取った 一 節 を 蘭 軒に 寄 示した ので ある。 

要するに 簡牘は 皆 分家 伊沢より 出で たもので、 彼の 太 

華の 手から 思 軒の 手に わたった 一 通 も 亦 此コレ クシ ョ 


ンの片 割であった だら う。 今 八月 十六 日の 会合 を 説く 

に は 此簡牘 の 一 通 を 引く 必要が ある。 

茶 山の 書 は 次年 八月 十三 日に 裁した もので、 此に由 

つて 此 文化 紀元 八月 中旬の 四日 間の 連続した 事実 を 知 

る ことが 出来る。 其 文 はかう である。 「今日は 八月 十 

三日 也、 去年 今夜 長屋へ 鵜 川 携具来 飲、 明日 平 井黒 沢 

来訪、 十五 日 舟 遊、 十六 日 黄昏 貴家へ 参、 備 前人 同道、 

夫より 若 橋々 下 茶店に て 待 月、 却而逢 雨て かへ り 候」 

あざな しじゅん 

と 云 ふので ある。 鵜 川 名 は 某、 字 は 子醇、 その 人と な 

つ まびら か 

リを 詳 にせぬ が、 十三 日の 夜 酒肴 を齎 して 茶 山 を 

小川 町の 阿部 邸に 訪 うたと 見える。 平 井は澹 所、 黒 沢 


くしろ うん せん  どうかう 

は 雪 堂で あらう。 澹所 は釧雲 泉と 同 庚で 四十 六 歳、 

雪 堂 は 一 つ 上の 四十 七 歳、 並に 皆 昌平 黌の 出身で ある。 

雪 堂は猶 校に 留ま つて 番員長 を 勤めて ゐた 害で ある。 

たそがれ 

さて 十六 日の 黄昏に 茶 山 は 蘭 軒の 家に 来た。 二人が 

第三者 を 交へ ずに、 差 向で 語った こと は、 此 より 前に 

もあった か 知らぬ が、 ダ アトの 明白な のは是 日で ある。 

やど 

初め わたくし は、 六 七 年 前に 伊沢 氏に 来て 舎った 山陽 

の 事 も、 定めて 此 日の 話頭に 上った だら うと 推測した。 

すぎの きこ うぢ 

そして 広 島 杉 木 小路の 父の 家に 謹慎 させられて ゐた山 

ゆ ふべ くさめ 

陽 は、 此夕嚏 を 幾つかし ただら うと さへ 思った。 し 

かんどく 

かしわた くし は 後に 茶 山の 柬牘を 読む こと 漸く 多き に 


さと 

至って、 その 必ずしも さう でなかった こと を 暁った。 

後に 伊沢 信 平さん の 所蔵の 書牘を 見る と、 茶 山 は 神 辺 

ひさたら う 

に 来り 寓 して ゐる頼 久太郎 の 事 を 蘭 軒に 報ずる に、 恰 

も 蘭 軒 未知の 人 を 紹介す るが 如くで ある。 或は 想 ふに、 

蘭 軒 は 当時 猶 山陽 を 視て春 水 不肖の 子と なし、 歯牙に 

のぼ  や 

だに 上さずに 罷ん だので はなから うか。 

その 二十 七 

蘭 軒の 家で は、 文化 紀元 八月 十六 日の 晩に 茶 山が お 

リ ゆうしよ うけんの ぶしな なほ すこやか 

とづれ た 時、 蘭 軒の 父 隆升軒 信 階が 猶 健 であった 


から、 定て 客と 語 を 交へ たこと であらう。 蘭 軒の 妻 益 

は 臨月の 腹 を 抱へ てゐ たから、 出で、 客 を 拝した かど 

うだかわ からない。 或は 座敷の なるべく 暗い 隅の 方へ 

うち そば 

ゐ ざり でて、 打 側みて 会釈した かも 知れない。 益 は 時 

に 年 一 一十 二であった。 

蘭 軒 は 茶 山 を 伴って 家 を 出た。 そして お茶の水に 往 

うす ださ いさ 

つて 月 を 看た。 そこへ 臼田才 佐と 云 ふ ものが 来掛かつ 

いざな  ちゃ てん 

たので、 それ を も 誘 つて、 三人で 茶店に 入って 酒 を 命 

よなか 

じた。 三人が 夜半まで 月 を 看て ゐ ると、 雨が 降り出し 

おの/ \ 

た。 それから 各 別れて 家に 還った。 

蘭 軒 はかう 書いて ゐる。 「中秋 後一 夕、 陪茶山 先生、 


歩 月 若渓、 途値 臼田才 佐、 遂同到 礫 川、 賞咏至 夜半」 

と 云 ふので ある。 

しょ どく 

臼 田 才佐は 茶 山書牘 中の 備 前人で ある。 備 前人で 臼 

田 氏 だとす ると、 畏 斎の 子孫で はなから うか。 当時 畏 

斎が 歿した 百 十五 年の 後であった。 茶店の 在る 所 を、 

茶 山 は I 名 橋々 下と 書し、 蘭 軒 は 礫 川と 書して ゐる。 今 

はっきり どの辺 だと も考へ 定め 難い。 

蘭 軒の 集に 此 夕の 七 律 二 首が ある。 初の 作 はお 茶 

の 水で 月 を 看た こと を 言 ひ、 後の 作 は 茶店で 酒 を 飲ん 

だ こと を 言 ふ。 彼の 七 八に 「手 掃 蒼 苔踞石 上、 松陰徐 

下棹郎 歌」 と 云って ある。 当時の お茶の水に は 多少の 


野趣が あったら しい。 此の 頷聯に 「旗亭 敲戸携 樽 至、 

茶店 臨 川移榻 来」 と 云って ある。 料理屋で 酒肴 を 買 ひ 

調へ て、 川端の 茶店に 持って 住って 飲んだ ので はな か 

らう か。 

蘭 軒が 茶 山と お茶の水で 月 を 看た 後 九日に して、 八 

しんけん  を さな、 た-つす け 

月 二十 五日に 蘭 軒の 嫡子 榛 軒が 生れた。 小字 は棠 助で 

しんこう あざな 

ある。 後 良 安、 一 安、 長 安と 改めた。 名 は 信 厚、 字 は 

朴甫 となった。 

こうぼく 

分家 伊沢の 伝 ふる 所に 従へば、 榛軒は 厚朴 を 愛した 

ので、 名字 号 皆 義を此 木に 取った の だと 云 ふ。 厚朴の 

きふし ゆ へん がんし こ 

木 を 榛と云 ふこと は 本草 別録に 見え、 又 急 就 篇顔師 古 


の 註に も ある。 又 門人の 記す る 所に、 「植 厚朴、 参 川口 

善 光寺、 途看于 花 戸、 其 翌日 持来植 之」 とも 云って あ 

る。 しかし わたくしの 考 ふる 所 を 以てすれば、 蘭 軒 は 

子に 名づ くるに 厚 を 以てし 重 を 以てした。 これ は 初 

め 必ずしも 木の 名ではなかった であらう。 紀異録 に 

r 既懐 厚朴 之才、 宜典 従容 之 職」 と 云って ある。 名字 は 

或は 此ょリ 出で たので はなから うか。 さて 木 名に 厚朴 

が あるので、 此木は 愛木と なり、 又榛 軒の 号 も 出来た 

かも 知れない。 厚朴 は植 学名 マグノ リア 和名 ほほの 木 

又 ほほが し はで、 その 白い 大輪の 花 は 固より 美しい。 

榛軒は 父 蘭 軒が 二十 八 歳、 母 飯 田 氏 益が 二十 二 歳の 時 


の 子で ある。 

茶 山 は 其 後 九月 中 江戸に ゐて、 十月 十三 日に 帰途に 

さきだ 

上った。 帰る に 先って 諸家に 招かれた 中に 古 賀精里 

の 新に 賜った 屋敷へ、 富士を 見に 往 つたな どが、 最も 

記念すべき 佳 会であった だら う。 精 里の 此 邸宅 は 今の 

麴町 富士見 町で、 陸軍 軍医学校の ある 処 である。 地名 

ふ くげ ん 

かへ る 原 を 取って、 精 里 は 其楼を 復原と 名 づけた。 茶 

山 は 江戸に ゐた 間、 梅雨 を 中に 挾んで、 曇 勝な 日に の 

み 逢って ゐ たので、 此 日に 始て富 土の 全景 を 看た。 「博 

士新賜 宅。 起楼 向※ 〔# 「厂 + 垂」、 7 巻， 54- 上. i ※ 〔# 

「厂+ 義」、 7 巻- 54- 上"？ r 亦 恨 落成 後。 未 逢 雲 雨披。 忽 


爾飛 折簡。 置 酒招朋 儕。 新 晴無繊 翳。 秋 空 浄瑠璃。 芙 

蓉立其 中。 勢 欲 入 座 来。 (中略。) 我留 過半 載。 此観得 

已 稀。」 茶 山の 喜 想 ふべき である。 

まさ さよ  こず ゐ 

十月 十三 日に 茶 山 は 阿部 正 精に 扈随 して 江戸 を 発し 

た。 「朝 従 熊 軾発城 東。 海 旭 添 輝 儀仗 雄。 十月 牢晴春 

意 早。 懸知封 管 待 和風。」 これが 「晨出 都 邸」 の 絶句で 

ある。 十一 月 五日に 備 中国の 境に 入って、 「入 境」 の 作 

が ある。 此篇と 前後 相 呼応して ゐる。 「熊 車 露 冕入郊 

関。 児女 扶携 挾路 看。 兵衛 一 行 千 騎粛。 和風 満地 万人 

歓 」 


その 二十 八 

文化 二 年に は 蘭 軒の 集に 「乙 丑 元日」 の 七 律が ある。 

両聯は 措いて 問 はない。 起 二 句に 「素 琴 黄 卷未全 貧、 

朝 掃 小斎 迎 早春」 と 云って ある。 未だ 全く 貧なら ず は 

正直な 告白で、 とにもかくにも 平穏な 新年 を迎へ 得た 

ものと 見られる。 結 二 句に は 二十 九 歳に なった 蘭 軒が 

よは ひ 

自己の 齢 を 点 出して ゐる。 「歓笑 優 遊 期 百 歳、 先 過 二 

十九 年 身」 と 云 ふので ある。 

七月 十五 日に 蘭 軒 は 木 村 文 河と 倶に、 お茶の水から 

舟に 乗って、 小石 川 を 溯った。 此 等の 河流 も 今の 如き 


どぶで は 無かった だら う。 三 絶句の 一 に、 「墨 水 納涼 

人 縢 有、 礫 川 吾輩 独 能 来」 と 云って ある。 墨 水の 俗 を 

避け、 礫 川の 雅に 就いた ので ある。 

茶 山の 事 は 蘭 軒の 懐に 往来して ゐ たと 見えて、 「秋 

日 寄懐菅 先生」 の 七 律が ある。 「去年 深 秋 君 未 回。 賞 

遊 吾 毎 侍 含 杯。 菅 公祠畔 随行 野。 羅漢 寺 中共 上 台。 飛 

雁 遙書雖 易 達。 畳 雲 愁思奈 難 開。 機 中 錦 字 若 無惜。 幸 

織満村 黄葉 来。」 蘭 軒 は 前年 茶 山の 江戸に ゐた 間、 始終 

附 いて 歩いて 少 酌の 相手をし たと 見える。 詩 は 題して 

置かなかった が、 亀 井戸の 天満 宮に詣 でた。 本 所の 五 

百 羅漢 をも訪 うたので ある。 結で は 黄葉 夕陽 村 舎の 


主人に 手紙の 催促が して ある。 

然るに 蘭 軒の 催促す るを須 たず、 茶 山 は 丁度 此頃手 

紙 を 書いた。 即ち 八月 十三 日の 書で、 前に 引いた 所の 

ものが 是 である。 「私 も 秋へ なり、 蠢々 とうごき 出 候 

而状 ども 認候、 御内 上様、 おさよ どのへ 宜奉願 上 候、 

(中略) 江戸 は 今年 気候 不順に 御 坐 候よ し、 御 病気い 

か、 V 御 案じ 申 候。」 此に 前年 を 追懐した 数 句が あって、 

末に かう 云って ある。 「今年 は 水辺へ 出 可 申 心がけ 候 

処、 昨日より 荊妻 手足 痛 (病気で なければ よいと 申 候) 

小児 菅 三 狂 出候而 どこへ も ゆかれぬ 様子 也、 うき 世 

は 困りた る 物 也、 前書 委 候へば 略し 候、 以上。」 


茶 山が コム プリ マン を 託した 御内 上様が 飯 田 氏 益で 

ある こと は 明で ある。 「おさよ どの」 の 事 は 注目に 値 

する。 二十 余 通の 茶 山の 書に 一として おさよ どのに 宜 

しく を 忘れた の は 無い。 後年の 書に は 「おさよ どのに 

申 候、 (中略) 御 すこやかに 御せ わな さるべく 候」 とも 

云って ある。 

さよ は 蘭 軒の 側室で ある。 分家 伊沢の 家 乗に は、 蘭 

軒に 庶出の 子女の あった ことが 載せて あるの みで、 側 

ぢょ 

室の 誰なる か は 記して 無い。 只 先 霊名録 の 蘭軒庶 子女 

の 下に 母 佐 藤氏と 註して ある だけで ある。 武蔵国 葛 飾 

郡 小 松 川 村の 医師 佐 藤氏 の 女が 既に 狩 谷掖斎 の 生 父に 


嫁し、 後 又 同家の 女が 蘭 軒の 二子 柏 軒の 妾と なる。 此 

蘭 軒の 妾 も 亦 同じ 家から 出た ので はなから うか。 其 名 

かんどく 

のさよ をば、 わたくし は 茶 山の 簡牘 中より 始て 見出し 

た。 要するに 側室 は 佐 藤氏 さよと 云った ので ある。 

既に 云った 如くに、 茶 山の 蘭 軒との 交 は、 前年 文 

化 紀元より は 古さう であるが、 さよ を識 つて ゐ たこと 

も 亦 頗る 古さう である。 想 ふに 早く 足疾 ある 蘭 軒 は 介 

抱 人がなくて はかなはなかった ので あらう。 此 年の 如 

きも 詩集に 一 病 字 を だに 留めぬ のに、 茶 山 は 病気み ま 

ひ を 言って ゐる。 上に 引いた 文の 前に、 猶 「春 以来 御 

入湯い か、. -」 の 句 も ある。 後年の 自記に、 阿部 家に 願 


やくた う  めぐ リ まかりこす 

つて、 「湯 島 天神 下薬 湯へ 三廻罷 越」 と 云 ふこと が 

度々 ある。 此 入湯の 習慣 さへ 既に 此 時より あった もの 

ゆる i ん 

と 見える。 介抱 人がなくて はならなかった 所以で あら 

う。 

しゅそく つう  もん でん 

書中の 手足 痛に 悩む 「荊妻」 は、 茶 山の 継室 門 田 氏、 

ゐ じょう 

菅三は 仲弟猶 右衛門の 子 要 助の 子 三 郎維繩 で、 茶 山の 

養嗣子で ある。 

その 二十 九 

此年 文化 二 年 十月 二十四日に、 蘭 軒 は 孝経 一部 を 手 


写した。 二子 常 三郎の 生れた のは此 日で ある。 孝経の 

すゑ しも 

末に 下の 文が ある。 「文化 乙 丑 小春 廿 四日、 据毛本 鈔矣、 

斯日巳 刻 児 生、 其 外祖父 飯 田 翁 (自註、 名 信 方、 字 休 

さきだ 

庵) 与 名 日常 三郎、 恬。」 常 三 郎は後 父に 先 つ こと 四 

十五 日に して 早世す る、 不幸なる 子で ある。 

頼 家に 於て 山陽が 謹慎 を 免され、 門外に 出る こと S 

なった の は、 此年 五月 九日で ある。 

此年蘭 軒 は 二十 九 歳、 妻 益 は 二十 三 歳であった。 蘭 

軒の 二親 六十 二 歳の 信 階、 五十六 歳の 曾 能 も 猶倶に 生 

存 して ゐ たので ある。 

文化 三年 は 蘭 軒が 長 崎へ 住った 年で ある。 蘭 軒が 能 


く 此旅を 思 ひ 立った の を 見れば、 当時 足 疾は猶 軽微で 

かんさい 

あった ものと 察せられる。 ※斎 〔# 「くさかんむり \ 姦」、 

7 巻- 56- 下 詩集に 往路の 作 六十 三 首 を 載せて ゐる 外、 

集中に 併せ 収めて ある 「客 崎 詩稿」 の 詩 三十 六 首が あ 

る。 又 別に 「長 崎 紀行、 伊沢 信恬 撰」 と 題した 自筆 本 

一 巻が ある。 墨附 三十 四 枚の 大半 紙 写本で、 「伊沢 氏 

酌 源 堂 図書 記」 「森 氏」 の 二 朱印が ある。 格 内 毎 半 葉 十 

二 行、 行 十八 字 乃至 二十 二字で ある。 此書も 亦、 彼 詩 

集と 同じく、 富士川 游 さんの 儲 蔵す る 所と なって ゐる。 

蘭 軒の 長 崎 行 は、 長 崎 奉行の 赴任す る 時に 随行した 

ので ある。 長 崎 奉行 は 千 石高で、 役 料 四千 四百 二 俵 を 


給せられ た。 寛 永 前 は 一 人 を 置かれた が、 後 二人と な 

り 三人と なり 四 人となり、 文化 頃に は 二人と 定められ 

てゐ た。 文化 二 年に 職に ゐ たの は、 肥 田 豊後守 頼 常、 

いなばの かみ まさ さ だ 

成 瀬 因幡 守正定 であった。 然るに 肥 田 頼 常が 文化 三年 

まが リ ぶち いづみの かみけ いろ 

正月に 小 普請 奉行に 転じ、 三月に 曲 淵 和 泉守景 露が こ 

れに 代った。 蘭 軒は此 曲淵景 露の 随員と なって 途に上 

つたので ある。 序に 云 ふが、 徳川 実記 は 初め 諸 奉行の 

更迭 を 書して ゐ たのに、 経済 雑誌 社 本の 謂 続 徳川実 

記に 至って は、 幕府 末 造の 編纂に 係る 未定稿で あるか 

ら、 記載 極て 粗に して、 肥 田 曲 淵の 交代 は 全く 闕 けて 

ゐる。 今 武鑑に 従って 記す る ことにした。 


蘭 軒 略伝 に は 蘭 軒 は 榊 原 主計 頭に 随 つて 長 崎に 往っ 

たと 云って ある。 文化 中の 分限 帳を閲 する に、 「榊 原 

主計、 三百 石、 かがやし き」 として ある。 しかし 文化 

三年の 役人 武鑑 はこれ を 載せない。 按ずる に 榊 原 主計 

は 当時 無職の 旗本であった であらう。 此榊 原が 曲 淵の 

一 行中に 加 はって ゐ たか どうか は 不明で ある。 

蘭 軒 は 五月 十九 日に 江戸 を 発した。 紀行に 曰く。 

「文化 丙 寅 五月 十九 日、 長 崎 撫院和 泉 守 曲 淵 公に 従て 

こやす み  かたいじん 

東都 を 発す。 巳 時 板 橋に 到て 公 小 休す。 家 大人 ここに 

せう ちゃ てん  らいし ぜん 

来て 謁見せ り。 余 小 茶店に あり。 頼 子 善 送て 此に 到る。 

午後 駅 を 出て 小豆 沢 村に いたる。 小 民 勘左衛 門の 園 中 


きょ ねの めぐ リ 

一 根 八 竿の 竹 あり。 高 八 尺 許、 根 囲八寸 許の 新 竹 也。 

二 里 八丁 蕨 駅、 一里 八丁 浦 和 駅、 十一 里 十二 丁大宫 駅。 

亀 松屋 弥太郎 の 家に 宿す。 此 日暑甚 し。 行程 八 里 許。」 

蘭 軒の 父 信 階 は 板 橋で 曲 淵 を 待ち受けて 謁見した も 

のと 見える。 

頼 子 善、 名 は遷、 竹 里と 号した。 蘭 軒 を 板 橋 迄 見送 

つた。 富士川さん は 「子 善 は 蘭 軒の 家に 寓 して ゐ たの 

ではなから うか」 と 云 ふ。 或は さう かも 知れない。 此 

人の 山陽の 親戚で ある こと は 略 察せられ るが、 其詳な 

る こと は 知れて ゐ ない。 

わたくし はこれ を 頼 家の 事に 明い 人々 に 質した。 


きざき かう しゃう 

木 崎 好尚さん は 頼 遷は即 頼公遷 であらう と 云 ふ。 公遷 

これきよ 

号 は 養 堂、 通称 は 千 蔵で ある。 山陽の 祖父 又十郎 惟清 

これの ぶ  きざん  らいかう 

の 弟 伝 五郎 惟宣の 子で ある。 坂本箕 山さん も 亦、 頼 綱 

しじ やう  リっ さい 

の 族で あらう と 云 ふ。 綱、 字 は 子 常、 号 は 立 斎、 通称 

は 常 太で、 公遷の 子で ある。 

しほう 

幸に して わたくしの 近隣に は、 山陽の 二子 支 峰の 孫 

かね ゆき 

久 一 郎 さんの 姻戚 熊 谷 兼行さん が 住んで ゐ るから、 頼 

家に 質して 貰 ふこと にして 置いた が、 未だ 其 答に 接せ 

ない。 

※ 〔# 「くさかんむり \ 姦」、 7 巻- 58- 下 斎 詩集に は 

「到 板 橋 駅 作」 が ある。 「生来 未歴 旅程 遐。 此日 真堪向 


客 誇。 三百 里 余 環 浦 道。 従 今不復 井中 蛙。」 

その 三十 

旅行の 第二 日 は 文化 三年 五月 二十日で ある。 紀行に 

曰く。 「廿日 卯 時に 発す。 二 里 八丁 上 尾 駅、 一 里 桶 川 駅、 

一 里 卅町鴻 の 巣 駅。 午 時 吹 上 堤 を 過ぐ。 左 は 林 近く 

田野 も甚 ひろから ず。 荒 川の 流 遠くより 来る。 右 は 山 

林 遠く 田野 至て 濶く、 溝渠 縦横 忍城樹 間に 隠顕して、 

遠 黛 城 背に 連続す。 四 里 八丁 熊 谷 駅。 絹屋新 平の 家に 

れんしゃ うざん ゆうこく じ いた  じふ もつ 

投宿す。 時 正に 申な り。 蓮 生 山 熊 谷 寺に 詣リ、 什物 を 


ゆるさず 

看む こと を 乞ふ不 許。 碑 図 末に 附す。 此日 炎暑 昨日よ 

きょ  し ち 

リ甚 し。 行程 九 里 許。」 吹 上 堤 を 過ぐ の 下に、 「吹 上 堤 

一 に 熊 谷 堤と もい ふ」 と 註して ある。 

詩集に 「熊 谷 堤」 三 首が ある。 其 一 。 「熊 谷 長 堤行且 

休。 荒 川 遠出 鬱林 流。 漁 歌 一 曲蒹葭 底。 只 見 篙尖不 見 

舟。」 其 二。 「十 里 青田 平 似 筵。 濃 烟淡靄 共 蒼然。 遠 村 

尽処 山城 見。 粉楳樹 間断 又 連。」 其 三。 「無数 連山 映 夕 

陽。 如 浪起来 如 黛 長。 轎夫顧 我揚節 指。 西 是秩峰 北 日 

光。」 

第三 日 は 五月 二十 一日で ある。 紀行に 曰く。 「廿ー 

日 卯 時に 発す。 二 里 卅丁深 谷 駅。 駅 を 出て 普 済 寺に 詣 


る。 二 里廿九 町本荘 駅な り。 釧雲泉 を訪。 前 月 信 濃 

善 光寺へ 行き、 遇 はず。 二 里 新 町 駅。 これより 上野な 

り。 神 奈川を 渡る。 川 広 六 七 町 なれ ども、 砂 石の みあ 

むなし  いけう  かせる 

りて 水な し。 空く 圯橋を 架と ころ あり。 又 少く行 烏 

川 を 渡る。 川 広 一 町 余、 あさし。 砂 石 底 を 見るべし。 

ぴ ご  くも リ  へいえん 

時 正に 未 後。 西方の 秩父 山に はかに 陰て、 暗雲 蔽掩 

し疾電 いるが ごとし。 しかれ ども 北方 日光の 山辺 は 炎 

きょ  ます/、 

日赫 々なり。 川 を 渡て 行 こと 半里 許、 天 増 陰り、 墨 

雲弥堅 迅雷 驟雨 ありて、 廻 風轎を 揺せ り。 倉 野 駅に 

到て 漸く 霽る。 乃 日暮 なり。 林屋留 八の 家に 宿す。 

行程 九 里 許。」 釧雲 泉の 家 は 当時 今の 児 玉 郡本荘 町に 


あつたと 見える。 

集に 「渡 烏 川 値 雨」 の 詩が ある。 「溶々 還 濺々。 方舟 

渡 広 河。 村 吏尋灘 浅。 棹 郎訴石 多。 奇峰※ 〔# 「山 \ 類」、 

7 巻- 59- 下. i 作 雨。 澄 鏡暗揚 波。 蓑 笠無遑 著。 漫趨数 

里 坡。」 

第 四日。 「廿 二日 卯 時に 発す。 一里 十九 丁 高 崎 駅な 

リ。 郊に 出て 顧 望 するとき は 高 崎 城 を 見る。 小 嶺に拠 

て 築け リ。 此郊 甚 平坦に して、 野 川 清 浅、 砂 籠 岸 を 

護し 長 堤 村を繞 る。 或 渠流を 引いて 水 碓を設 く。 幽事 

喜ぶべし。 時 正に 巳。 豊岡村 を 過ぐ。 路傍の 化 僧 一 

木 偶 を 案 上に 安んじて 銭 を 乞 ふ。 閻王 なりと いふ。 其 


状 鎧 を 被り 幞頭を 冠し 手に 笏を 持る、 顔貌 も甚厳 

ならず。 造作の 様 頗る 古色 ぁリ。 豊岡 八幡の 社に 詣る。 

境 中 狭 けれども 一 茂林な り。 茅 茨の 鐘楼 あり。 一 里 丹 

丁 板 鼻 駅、 二 里 十六 丁 松 井田 駅な リ。 時 正に 未。 円 山 

坂に 到る。 茶釜 石と いふ 者 あり。 大さ 三尺 許り。 形 

れんく わ  せきり 

蓮 花の ごとし。 叩く とき は 声 を 発す。 石 理及其 声 

きんけい せき  うす ひの せき  ふ 

金 磐石な リ。 碓氷関 を 経。 二 里 坂 本 駅。 信濃屋 新兵 衛 

の 家に 宿す。 暑 不甚。 行程 八 里 余。」 

詩が 三 首 ある。 「早 発 高 崎 過豊岡 村。 駅巿連 荒径。 

村駄犢 雑駑。 繅車桑 下 舎。 水碓澗 辺途。 遠 岳 朝 雲 隠。 

新 秩昨雨 蘇。 未知 行旅 恨。 探勝 費 工夫。 経 琵琶 渓到碓 


冰関 作。 琵琶 渓上 路。 曲々 繞 崔嵬。 山 破 層雲 起。 水衝 

奇 石洄。 拠 高 孤 駅 在。 守険 大関 開。 詩 就 叩 岩 額。 金 声 

忽発 来。 宿 阪本駅 聞 杜鵑。 五更 雲 裏 杜鵑 飛。 遠近 啼過 

幾 翠微。 此去 探幽今 作始。 遮 渠不道 不如帰。」 

その 三十 一 

第五 日 は 文化 三年 五月 二十 三日で ある。 「廿 三日 卯 

時に 発す。 駅 を 出れば 直に 碓氷峠の はね 石 坂な り。 上 

る こと 廿四 丁、 蟠廻 屈曲して 山腹 岩角 を 行く。 石塊 

※※ 〔# 「山 \ 元」、 7 巻- 60- 下 〔# 「山 \ 元」、 7 巻- 60- 


下 大さ 牛の ごとくなる もの 幾 百と なく 路に 横り 崖 

に欹 つ。 時已卯 後、 残月 光曜し 山気 冷然と して 膚 

に 透れ り。 撫院を はじめ 諸士 歩行せ し 故、 路険に 労し 

しふく  すな はち  きぬ ひとつ 

て 背 汗檝檝 たり。 乃 撫院衣 一 ぬぎたり。 忽ち 岩 頭 

ころも か へ 

に 芭蕉の 句 碑 ぁリ。 一つ 脱で 背中に 負ぬ 衣更 とい ふ 

句な り。 古人の 実 境 を 詠ず る 百 歳の 後 合する 所 あり。 

四 軒 茶屋 あり。 (此 まで 廿四丁 也。) 蕨 粉 餅 を 売る、 妙 

きょ 

なり。 又 上る こと 一里 許、 山少く おもむろに 石 も亦少 

し。 路傍 は草莽 にて、 巔 は 禿せ り。 北 五味 子 (此地 

しゃじん  つりがね さう しょうま はくく わ ひつ 

方言 牛 葡萄) 砂 参 (鐘 草) 升 麻 (白 花 筆 様の もの) 

り う き ど 

劉 寄 奴 (おとぎり さう) 蘭 草 (ふぢば かま、 東都 は 秋 


中 花 盛 なれ ども、 此地は 此節花 盛な り、 蘭の 幽谷に 生 

ずる 語 証と すべし、 世人 は 幽蘭を もって 真 蘭と す、 幽 

蘭い かで かかくの，) J とき 地に 生ずべ けん) の 類 至て 多 

やまな か  へきた リ  とうろ がいこく 

し。 山中と いふ 所に いたる。 経 来し 磁路崖 谷み な 眼下 

指頭に あり。 東南の 方 ひらけて 武蔵 下野 上野、 筑波日 

光の 諸 山 を 望む。 今春 江戸の 回禄 せし とき も 火光 を 淡 

紅に あら はせ りと、 茶店の 老婦 語れり。 日本 紀に 

倭 武 尊 あづま を 望れ し 事 あり。 此所 ならん。 又 山 

を紆縈 して 上る。 大 仁王の 社に いたる。 喬木 数 株 あ 

り。 一 坂 こ ゆれば 熊 野 社な り。 社 庭に 正応五 年の 鐘 あ 

せきし やりん  わたり 

リ。 社 前に 石 車輪 一 隻を 造れり。 径 一 尺 五六 寸 なり。 


往年 此 村長 社 前の 石 階 を 造りて なれり。 名 を 後世に 

すな はち 

のこさん こと を 欲して この もの を 造りお けり。 乃 其 

家の 紋 なりと 社主 かたる。 門前に 上野 信 濃 国 界の碑 あ 

り。 半里 下山して 軽 沢の 駅に いたる。 薷麦 店に 入りて 

喫する に 其清奇 いふべ からず。 しかれ ども 豆漿 渋 苦 

借むべし。 一里 五 丁沓掛 駅。 浅 間 岳 を 間近く 望む。 此 

とき 巔に 雲掩 翳して 烟 見えず。 一 里 三 丁 追分 駅。 一 里 

十 丁 小 田 井 駅。 一 里 七 丁 岩 村 田な り。 駒 形 明 神に 謝る _ 

駒 形 石 全く 鈴杜烏 石の 類な り。 一 里 半塩灘 駅。 大黒 屋 

義左衛 門の 家に 宿す。 主人 少く学 を 好む。 頃 佐 藤 一 

斎の※ 〔# 「にんべん + 至」、 7 卷 -61- 下 佐 一 滕梅坡 とい 


ふ もの 此に 来て 教授す。 天 民 大窪酔 客 も 亦 来遊す とい 

ふ。 此日 天赫々 なれ ども、 山間の 駅 ゆ ゑ瘴気 冷然たり。 

きょ 

行程 八 里 許。」 碓氷峠の 天産 植物に 言及して ゐ るの は、 

蘭 軒の 本色で ある。 北 五味 子 は 南 五味 子の びなん かづ 

らと 区別す る 称で ある。 砂 参 は 鐘 草と あるが、 今 はつ 

りが ね にんじんと 云 ふ。 桔梗 科で ある。 つりがね さう 

まう こん 

は 次の 升 麻と 同じく 毛茛 科に 属して、 くさ ぼたんと も 

云 ふ。 劉 寄 奴 は 今 菊 科の はんごん さう に 当てられ、 お 

とぎり さう は 金糸 桃 科の 小 連翹に 当てられて ゐる。 蘭 

軒 は 前者 を 斥して ゐ るので あらう。 

詩が 二 首 ある。 「碓 氷嶺。 碓氷 危険 復幽 深。 五月 山 


嵐 寒 透 襟。 蘿掛 額般途 九折。 雲 生 脚 底 谷 千尋。 顧 看 来 

路人如 豆。 仰望 前巔樹 似簪。 欲訪 赤松 応不 遠。 群羊 化 

石 石 成 林。 望 浅 間 岳。 信 陽 第 一 浅 間 山。 劣 与 芙蓉 伯仲 

間。 岳 勢 肥豊不 危険。 焰烟 日日 上天※ 〔# 「門 < 環の つ 

くり」、 7 巻- 61- 下 s^u。」 

第 六日。 「廿 四日 卯 時に 発し、 朝霧 はれん とするとき、 

のぼ 

筑摩 川の 橋 を 渡る。 此 より 浅 間 岳 を 望む。 烟の 升る 

焰 々たり。 此川大 なれ ども 水 至て 浅し。 礫 砂 至て 多 

し。 万 葉 新 続 古今 雪玉 集み なさ、 V れ石 をよ みたり。 古 

来よりの 礫 川と 覚ゅ。 廿七町 八幡 駅。 卅ニ町 望月 駅。 

城 光 院に詣 る。 一 里 八丁 蘆 田 駅。 一 里 半長 窪 駅 也。 下 


和 田に 至て 若宮 八幡の 社 あり。 此社 前に 小渠 ありて 

さよ 

九 尺 許の 橋 を 架たり。 其 上に 屋根 を ふき 欄干 をつ けた 

り。 世人 和田義 盛の 墳 なりと いふ 碑に 天 正 十九 年の 字 

しんちゃ うじ 

あり。 実は 大 井信 定の墓 なり。 上 和 田 駅 風 越 山 信定寺 

まちる 

とい ふ 禅寺の 守と ころに して、 寺 後に 信定 の城墟 あり、 

石 塁 今に 存と いふ。 二 里 上 和 田の 駅。 比 野屋又 右衛門 

の 家に 宿す。 (信定 のこと 主人の 話な り。 寺 は 余 IJ^ て 

かや  はなはだ しからず 

見る。) 此地 蚊な し。 蟵を設 ず。 暑 亦 不甚。 行程 

六 里 許。」 信 定は武 石 大和 守 信 広の 二 男で、 始て和 田 氏 

を 称した。 武石氏 も 和 田 氏 も、 皆 所謂 大井 党の 支流で 

あった。 和 田 氏 は 武田晴 11115 に滅 された。 蘭 軒は晴 信の 


裔 であった ので、 特に 信定の 菩提 所 をも訪 うたので あ 

らう。 

その 三十 一 一 

第 七日 は 文化 三年 五月 二十 五日で ある。 「廿 五日 卯 

時に 発す。 和 田 峠 を 過ぐ。 山気 至て 冷な り。 水晶 花 

ししう きう  さいしん 

(卯の花) 紫繡毬 (ぁぢ さゐ) 蘭 草花 開たり。 細 辛 (加 

茂 葵) 杜衡 (ひきの ひた ひ 草) 多して 上品な り。 就中 

夏枯草 (うつぼ 草、 全く 漢 種の ごとし) 萱草 (わすれ 

まじ 

草、 深 黄色 甚 多し) 最多し。 満山に 紫 黄 相 雑り て 奇麗 


繁華 限な し。 喬木 一 株 もな く 亦 鳥 雀な し。 (これより 

まへ 碓氷峠 その外 木 曾路の 山中 鳥 雀いた つて まれな り。 

王 安 石 一 鳥不鳴 山更幽 の句覚 妙。) 谷お ほく ありて 

山形 甚 円く 仮 山の ごとし。 下 誠 訪春宮 に 詣リ、 五 里 八 

丁 下 誠訪の 駅に 到る。 温泉 あり。 綿の 湯と いふ。 

上中下 を 分て いる。 上の 湯 は清灑 にして 臭気な し。 

これ を 飲めば 酸味 あり。 上の 湯の 流 あまり を 溜る を 中 

とい ひ、 又 それに 次 を 下と いふ。 轎夫駄 児の 類 浴す る 

くわいだ く 

故穢 濁な り。 此湯疝 ある 人 浴して よく 治す とい ヘリ。 

〔此辺 温泉お ほし。 小 湯と いふ あり。 小瘡 によし。 た 

んぐ わの 湯と いふ あり。 性 熱な リ。 小 瘡を患 ふるもの 


小 湯に 入 まさに 治ん とするとき 此湯 にいる。 又 上娵訪 

山中に 渋の 湯と いふ あり。 はなはだ 温なら ず。 しかれ 

リ うわう  たちまち 

ども 硫黄の 気強して 性 熱な リ。 一 口の むと き は 忽 

瀉 利す。 松 本 城下に 浅 間の 湯と いふ あり。 綿の 湯と 同 

じ。 疝を 治す。 山辺の 湯と いふ あり。 疝癩の 腹痛に よ 

し。 至て ぬるし とい ふ。〕 下の 誠訪秋 宫に詣 り、 田 間の 

せいた う  せき せん 

狭路 をす ぐ。 青 稲 脚 を 掩ひ鬱 茂せ リ。 石 川 あり。 急流 

淨々 として 湖に 通ず。 誠訪 湖水 面漾 々たり。 塩 尻 峠 を 

越え、 三 里 塩 尻 駅。 堺屋彦 兵衛の 家に 投宿す。 下条兄 

せいぎょく あざな はしゅく たく じゅせん とがう す  せいかん 

弟迎 飲す。 (兄 名 成 玉、 字叔 球、 号 寿 仙、 弟 名 世簡、 

き ふ しゅんた いとが うす 

字季 父、 号 春 泰、 松 本 侯臣、 兄弟 共 泉豊洲 門人な り。) 


家居 頗富。 書楼薬 庫山 池 泉石 尤 具す。 薬方 両三 を 伝。 

きょ 

歓話 夜半に 及て かへ る。 此日 暑甚。 行程 八 里 半 許。」 

細 辛 は アサ ルムの 数 種に 通ず る 名 だから、 此文 はか も 

あふひの 双葉 細 辛 を 斥して ゐ るので あらう。 杜衡 はか 

ん あふひ か。 うつぼぐ さは 滌州 夏枯草 か。 

詩。 「和 田嶺。 一 渓渓 尽復巌 阿。 路自 白雲 深処 過。 

薬 艸如春 花 幾 種。 黄 萱最是 満山 多。 誠訪 湖。 琉璃 鏡面 

漾 新晴。 粉 蝶 浮沈 高 島 城。 遙樹如 薺 波 欲 浸。 低 田 接 渚 

緑 方 平。 漁船 数 点分烟 影。 駅 馬 一 行争晚 程。 繚繞湖 辺 

千万 嶺。 芙蓉 雪 色 独 崢嶸。 宿 塩 尻 駅下条 兄弟 迎飲。 雷 

結若渓 社。 今 来 塩 里廬。 山 泉宜煮 薬。 岩 洞 可 蔵書。 爽 


籟涼 生処。 旧 遊談熟 初。 暑 氛与客 恨。 酔 倒 一時 虚。」 

第 八日。 「廿 六日 卯 時に 発す。 一 里 三十 丁、 洗 馬 駅。 

くわう くわ い 

三十 丁 本山 駅な り。 此 駅前 月 火災 ありて 荒穢 なり。 

これより 木曾路 にか かる。 此 辺に 喬木お ほし。 ゆく 先 

も 同じ。 崖路を 経堺橋 をす ぎて 二 里 熱 川 駅。 一里 半奈 

良 井 駅。 午後 鳥居 峠に いたる。 御嶽山 近く 見 ゆ。 白雪 

いた ヾき  けう ふ  いは ゆる 

巔 を 覆 ふ。 轎夫 いふ。 御嶽山 上に 塩 ありと。 所謂 崖 

塩なる べし。 一里 半 藪 原 駅。 二 里宮越 駅。 若 松屋 善 兵 

やどる 

衛の 家に 宿。 此 日暑甚 し。 三更のと き 雨 降。 眠 中し 

きょ 

らず。 行程 九 里 許。」 


その 三十 三 

第 九日 は 文化 三年 五月 二十 七日で ある。 「廿 七日 卯 

てうむ  ちゃ てん 

時に 発す。 朝霧 深し。 郊辺小 沢と いふ 所 茶店 (泉屋 善 

助) の 傍 に 小 樹籬を 囲て 作土 幹の 墓 ぁリ。 墓表 隸 

くせき せき 

字に て 駒 石 石 先生 之 墓と 題す。 碑文 紀平洲 撰せ リ。 一 

里 半 福 島 駅に いたる。 関 庁 荘厳な り。 桟道の 旧跡 を 経 

て 新 茶屋と いふに 到る。 屋後 に 行き て 初て 厠籌を 見た 

リ。 竹 篦には あらず。 広 一 寸弱長 四 五 寸の片 木な リ。 

あげ まつ  りんせん  けうば くてんかん 

二 里 半 上 松 駅に いたる。 臨 川 寺 は 駅路 養 麦 店 間よ リニ 

きょ 

丁 許の 坂 を 下りて いる。 此 書院に 古画 幅を掛 たり。 広 


一尺 二 一寸 長 三尺 許 装潢も ふるし。 一 人物 巾 を 頂き 裘 

き 

を 衣たり。 舟に 坐して 柳 下に 釣る。 欸 なし。 筆 迹松花 

うらし まが こ かた 

堂 様の 少く 重き もの 也。 寺 僧 浦 島 子の 象な りと いふ。 

全く 厳 子 陵の 図な り。 庭 上に 碑 あり。 碑 表 は石牀 先生 

あざな はき こん 

之 墓と 題す。 三 村 三 益、 字季崐 とい ふ 木 曾 人の 碑な り。 

ゆうじょし ようゆう  をのた きみ  こやす み 

熊 耳 余承裕 撰す ると ころな り。 小 野 滝 看の 茶屋に 小 休 

して 三 里 九丁須 原の 駅。 大島屋 唯 右衛門 家に 投宿す。 

時已未 後な り。 此辺酸 棗 木 (小な つめ) 蔓 生の 黄耆 (や 

はら 草) 多し。 民家に 藜 蘆 (棕櫚 草) を 栽る もの 数軒 

お ほよ そ 

を 見る。 凡 信濃路 水車お ほし。 此辺尤 多し。 又 一 種 

すゐ しょ  せう おく  お  ながえぎ ね 

水杵 あり。 岩 下 或は 渓間に 一 小屋 を 構 臼 を 安き 長柄 杵 


(大 坂踏杵 也) を 設け、 人の ふむべき 処に凹 をな して 

たちまち 

屋外に 出す。 泉 落て 凹処 降る 故、 忽 水 こぼる。 こぼ 

しょとう  つ 

れて 空しければ 杵頭 降りて 米穀※ 〔# 「てへ ん+ 春」、 7 

巻 ，64- 下 ける 也。 常勝 寺に いたる。 義清 奉納の 大鼓 

あり。 (図 後に 出す。) 此 日暑甚 し。 行程 八 里 半 許。」 

小 沢に 葬られた 石 作 駒 石 は 名 を貞、 字を士 幹と 云 ふ。 

通称 は貞 一郎で ある。 尾 張 家の 附庸 山村 氏に 仕へ た。 

山村 氏 は 福 島を領 して 所謂 木 曾の 番所の 関守であった。 

駒 石 は 明 和の 初に、 伊勢 国 桑 名で 南 宫大湫 に 従 学した。 

即ち 蘭 軒の 師泉 豊洲の あにでし である。 寛 政 八 年 正月 

十四日に 五十 七 歳で 残した。 時に 大湫の 残 後 十八 年で、 


豊洲は 三十 九 歳に なって ゐた。 駒 石 は晚年 山村 氏の た 

いふせい つかさど 

めに 邑政を 掌 つて、 頗る 治績が あった。 その ニ宫尊 

徳に 似た 手段 は 先哲 叢談 続編に 見えて ゐる。 序に 云 ふ。 

あざ な 

叢談に 此 人の 字 を 子 幹に 作った ために、 世に 誤が 伝 

へられて ゐた。 蘭 軒 は 平洲の 墓誌銘 を目睹 して、 士幹 

と 書して ゐる。 士幹を 正と なすべき であらう。 

ぼく  きこん 

三 村 三 益、 名 は撲、 字 は 季崐、 一 に 道 益と 称した。 

山 脇 東洋の 門人に して 山村 氏の 医官で ある。 木 曾の 薬 

草 は 始て此 人に よって 採集 せられた。 宝 暦 十一 年に 六 

十二 歳で 歿した。 三 益 は 採 薬に 土民 を 役した から、 藜 

蘆を植 うる 俗の 如き も、 或は 此 人の 時に 始 つたので は 


な 力ら う 力 

臨 川 寺の 僧が 厳 子 陵の 図 を 浦 島が 子と なした の は、 

木 曾の 寝覚の 床に 浦 島が 子の 釣 台が あると 云 ふ 伝説に 

拠 つて 言った ので あらう。 

紀行の 此 辺より 下に は往々 欄外 書が ある。 中には 狩 

きゑん 

谷掖斎 森枳園 等の 考証 も ある。 惜 むらく は 製本の ため 

に 行 首  一 二字 を截り 去られた 所が ある。 枳 園の 筆迹と 

覚 しき 水杵の 考証の 如き も 其 一で ある。 纔に 読み 得 

らる、 所に 従へば、 水杵は 中国の 方 言 に そ うづ か ら う 

すと 云 ふ、 西渓叢 語の 泉 春の 類 だと 云 ふので ある。 

村上義 清が 常勝 寺に 寄附した と 云 ふ 大鼓 は、 図 後に 


出す と 註して あって、 其 図は闕 けて ゐる。 前の 蓮 生 寺 

の 碑 以下 皆 さう である。 これに 反して 水杵の 図が 格 上 

に 貼って あって、 方言 どったり と 記して ある。 

詩。 「早 発 宫腰駅 到 須原駅 宿。 其 一 。 朝来 旅 服染青 

嵐。 山 似 重 螺水似 藍。 途莫敢 経※ 〔# 「石 + 干」、 7 巻- 

66- 上- 犬 谷。 底 何 可 測 斬 蛇潭。 関門 厳粛 松 千 鎖。 岳 

脊昂低 雪 一 担。 忽捨肩 輿 誇 勝 具。 ※ 〔# 「ェ +  p」、 7 巻 

-66- 上 萊 叱馭且 休談。 其 二。 険路 絶 将懸桟 通。 灘深 

滝 急激 声 雄。 臨 川 古寺 僧迎 客。 看瀑孤 亭嫗喚 童。 家畜 

猪熊郷 自異。 樹遮 日月 影将 空。 偶 与 帰 樵 行 相 語。 自是 

葛 天 淳朴 風。 其 三。 小憩 茅檐問 里程。 吹 烟管歛 竹筒 行。 


蚕簾斉 曬横斜 架。 泉 杵時聞 伊 軋 声。 碧蘚 開花 岩 脚遍。 

黄 蓍作蔓 石頭 生。 晚陰 投宿 山中 駅。 蠅子為 群縈菜 羹。」 

その 三十 四 

第 十日 は 文化 三年 五月 二十 八日で ある。 「廿 八日 卯 

せきがん えい ざんこう 

時 発。 一 里 三十 丁 野 尻 駅。 木曾川 石 岩に 映 山 紅 盛に 開 

く。 矮蟠 する こと 栽る がごと し。 和合 酒 を 買 ふ。 (酒 

店 和合 屋 木工 右衛門と 名く。)  二 里 半 三 富 野 駅。 一里 

半 妻 籠 駅。 二 里 馬 籠 駅。 扇屋 兵次郎 家に 宿す。 苦熱た 

きょ 

へがた し。 行程 七 里 半 許。」 映 山 紅 はやまつ つじで ある。 


花木 考に 「山躑躅 一名 映 山 紅」 と 云って ある。 

詩。 「野 尻 駅 至 三 富 野 途中。 谷 裏 孤村 雲 裏荘。 僻郷 

却是似 仙郷。 餻搏粉 蕨 甘 兼 滑。 酒 醸 流 泉清且 香。 板屋 

畏 風多鎮 石。 桑園 防 獣 為 囲墙。 詩吟 未満 奚囊 底。 已厭 

山程 数日 長。 雌雄 瀑布。 瀑泉遙 下 翠嵐 中。 迸 勢 争 分 雌 

与 雄。 誰 是ェ裁 長 素 練。 十 尋双掛 石 屏風。」 

とまが リ 

第 十 一 日。 「廿 九日 卯 時に 発す。 十 曲 峠 をす ぐ。 美 

濃 信 濃の 国境な リ。 一 里 五 丁 落 合 駅。 与 坂の 府関 あり 

て 一 里 五 丁 中津川 駅な り。 此 駅に 一 老翁の 石 をうる あ 

り。 白黒 石英の 類な リ。 其 いづる 所 を 問へば、 此国苗 

きょ 

木 城 西 二 里 許 水晶が 根と いふ 山より とり 来る とい ふ。 


二 里 半大井 駅。 十三 峠 をの ぼる。 此嶺 はなはだ 険 なら 

ず、 渓 なく 谷 あり。 石 も 少して 赤埴 土な り。 木曾路 

の ごとく 山腹の 崖路 にあらず、 山 頭の 道な リ。 松 至て 

多く 幽鬱の 山な り。 三 里 半大揪 駅。 小 松屋 善 七の 家に 

宿す。 午後 風 あり 涼し。 雷なる。 雨 ふらず。 行程 八 里 

半 余。」 

詩。 「巻 金 村。 離 信已来 濃。 行 行少峻 峰。 望 原莎径 

坦。 臨 谷 稲田 重。 五瀬 雲 辺嶺。 七 株山畔 松。 炊烟 人語 

近。 半睡 聴 村 春。」 五瀬 はいせ である。 「此地 遠望 勢 州 

之 諸 山、 翠黛於 雲 辺」 と 註して ある。 

第 十二 日。 「六月 朔日卯 発。 琵琶 嶺を すぎ 山 を 下れ 


ば 松林 あり。 右方に 入海の さまに て 水滔々 たり。 諸 山 

の 影う つる。 海の 名を轎 夫に 問へば 谷間の 朝霧な りと 

答 ふ。 はじめて 此時仙 台 政 宗の歌 を 解 得たり。 (仙 台 

政宗の 歌に、 山 あ ひの 霧 はさながら 海に 似て 波 かとき 

ほそくて  のみ 

けば 松風の 声。) 一 里 三十 丁 細久手 駅。 此近 村に 一 呑 

いうえん つまびら か  いはや 

の 清水と いふ あり。 由縁 詳 ならず。 然 ども 鬼の 窟、 

鬼の 首 塚 等の 名 あれば、 好事 者 鬼と いふより 伊勢 もの 

語に ひきあて、 つけし 名な らん か。 三 里 御嶽 駅。 一里 

五 丁 伏 見 駅。 太 田 川 を 渡 リニ 里 太 田 駅。 芳野屋 庄左衛 

門の 家に 宿す。 熱甚。 しかれ ども 風 あり。 此 駅に 到て 

蠅大に 少し。 蚊 は 多し。 此夜 蟵を設 く。 行程 七 里 許。」 


第 十三 日。 「二日 卯 発し 駅 を いづれば、 渓水浅 流の 

太 田 川に ながれ 入る 所 あり。 方 一尺 許の 石塊 をなら ベ 

て その 浅 流 を 渡る。 直にの ぼる 山 乃 勝 山な り。 一 山 

みな 岩石 也。 斫て 坂と なし 坦路 となし、 もの あり。 窟 

の 観音に 詣る。 佳境 絶妙な り。 河 幅 至て ひろく、 水心 

に 岩石 秀聳 し、 蟠 松矯樹 ううる がごと く 生ず。 水勢 

の 石に 激 する 所 あり。 淵 をな して 蒼々 然 たる 所 あり。 

浅 流 底 砂 を 見る 所 あり。 美 濃 山中の 勝地な らん。 二 里 

鵜 沼 駅に いたる。 犬 山の 城 見 ゆる。 四 里 八丁 加納 駅。 

一 里 半 河 渡 駅。 塗師屋 久左衛 門の 家に 宿す。 気候 前日 

の ごとし。 行程 七 里 半 余。」 


詩。 「観音 阪。 観音 山畔 望。 渓水濶 且奇。 源自 東西 

会。 瀬 因 深浅 移。 小 航ェ避 石。 壊 岸 却 成逵。 只 見宜玄 

対。 愧余未 忘 詩。」 

その 三十 五 

第 十四日 は 文化 三年 六月 三日で ある。 「三日、 此日 

は南宫 山に 詣 らんと して 未明 撫院に 先 つて 発せり。 

一 貫 川 を 経て 一 里 六 丁 美 江 寺 駅に 到る。 呂久川 を 渡り 

よぎ 

大垣堤 を 過る とき、 旭日 初て 明に 養老 山 望 前に 見 ゆ。 

二 里 八丁 赤 坂の 駅に 到る。 青 野原の 傍 を 経て 垂井駅 


なり。 駅 中に 南宫ー の 鳥居 あり。 七 八丁 入り 社 人 若 山 

みちびき 

八兵衛 とい ふ もの を 導 として 境内 を 歴覧す。 空 也 上 

人 建る ところの 石塔み かげ 石 字な し。 図 巻末に 出す。 

ずゐ じんもん 

仏師 春 日の 造る 拍犬は 随身 門の 後に あり。 古色 朴 実に 

して 猛勢 怖るべき がごと し。 左方の 拍犬玉 眼 一隻 破た 

り。 本社の 内に も拍犬 あれ ども 新造の ものにして 観る 

に 足らず。 全く 春 日の 作 を 摸す る ものと 思 はる。 鐘 あ 

リ。 銅 緑 を 一 面に 生じて 古色な り。 銘 なし。 社 旁に 五 

重の 石塔 婆あり。 高さ 三尺 七 八 寸苔蘚 厚 重して 銘か つ 

てよ めず。 (籬 島よ くも 見たり。) 図 後に 出す。 鉄塔 あ 

り。 古色 実に 五 百年 前の もの 也。 銘 よみ うれ ども 鉄 衣 


あっき 故摺 得ず、 やう やく 年号の みすり たり。 往年 は 

屋前も 作らず ありし を 中 川 飛驛守 (勘定 奉行たり しと 

き) 検 巡のと き 命じて 作らし むと いふ。 好古の 意見つ 

べし。 銘は 板に 書し 屋上に 掲 たり。 此 より 山中 奥の院 

は 十八 丁 ありと いふ 故不 行して 駅へ 帰りければ 撫院已 

に 駅長の 家に 来れり。 一里 半 関が 原の 駅に いたる。 駅 

を さ  ひらい  ゆく/ \ 

長の 家に 神祖 陣営の 図 を 蔵む。 駅長 図 を 披 て 行行委 

細に とけり。 駅 中に 土神 八幡の 祠 あり。 これ は 昔年よ 

り ありし を慶 長の 乱に 西 軍 これ を 焼けり。 後 元 和 中越 

前 侯忠直 二 白) 再 脩せ リ。 此所 神祖御 榻の迹 なり。 

土人の 説に 此ょリ 北国 道へ 少し 入りて 松 間な りと いふ。 


旧 図に 不合。 当時 石 田の 意 は 青 野原に て 決戦と 謀し を、 

神袓 不意に 此処に 出て 三方の 山に 軍陣 を 列し、 関が 原 

へ 西 軍 を 包が ごとく 謀りし 故 西 軍犬に 敗せ りと いふ。 

首 塚ニ堆 あり。 数 里に して 不破 関の 迹 なり。 今に 土中 

ましう  こぐ わ  こうのう 

より 麻 皺の 古 瓦 いづると い ヘリ。 江 濃 両国 境 を 経 一里 

柏 原 駅。 一 里 半醒井 駅。 虎屋 藤 兵衛の 家に 宿す。 暑尤 

きょ 

甚し。 行程 九 里 許」 

空 也 上人の 建てた 石塔 も、 五重の 石塔 婆 も、 後に 図 

を 出 だすと 云って あるが、 其 図 は 佚 亡して しまった。 

中 川 勘三郎 忠英、 叙爵して 飛驛 守と 云 ふ。 寛 政 九 年 二 

月 十 一 一日に 長 崎 奉行より 転じて 勘定 奉行と なり、 


国 用 方 を 命ぜられた。 曲 淵 甲斐 守 景漸の 後 を 襲いだ 

ので ある。 尋で 六月 六日に 忠英は 関東の 郡 代 を 兼ねた。 

此年 正月に 至って、 大目 附指物 帳 鉄砲 改に 転じた。 南 

宮山古 鐘の ために 屋舎を 作ら しめたの は 此忠英 である。 

詩。 「関 原 駅。 村長 披来 御陣 図。 平原 指 点 説 須臾。 

転 知 黎庶帰 明主。 遂是奸 雄 成 独 夫。 首馘 千年※ 〔# 「隻 

+ 隻」、 7 巻- 69- 上 塚 在。 禝氛 万里 一 塵 無。 行 行 今 拝 

山河 去。 酒店 茶亭満 駅途。 不破関 古址。 関門 陳迹旧 藤 

河。 此境 先賢 佳句 多。 林 裏 荒 簷三両 戸。 昇 平 今 不復誰 

何。 江 濃界。 落日 村 墟涼似 秋。 農 人相 伴 過 青 疇。 帰 家 

仍 隔疎籬 語。 便 是江濃 分 二 州。」 


第 十五 日。 「四日 卯 時に 発し 一 里番場 駅。 蓮華 寺に 

詣リ、 午後 磨 針 嶺望湖 堂に 小 休す。 数日 木 曾 山道の 幽 

あき  きた リ  うつく わい 

邃に 厭し 故此に 来 湖面 滔漫を 遠望して 胸中の 鬱穢 一 

つきので さき 

時消尽 せり。 時に 天 曇り 月 出 崎 竹 生 島 模糊と して 雨 色 

を 見れ ども、 雨足 過 行て 比 良 山 を 陰翳し 竹 生 島 実に 画 

様な リ。 (人 ありい はく。 琵琶湖 は 沢と いふべ し。 湖 

あんずる に 

にあらず。 余 按 震 沢 を 太 湖と 称する とき は 湖と い 

ふも妨 なし。) 一 里 六 丁 鳥居 本 駅。 此 辺に 床の 山 あり。 

(往年 朝 妻 舟の 賛に 床の 山 を 詠 ぜしは 所ち かき 故 入れ 

しなり。 此に 到て 初て しる。) 一 里 半高宮 駅。 二 里 

愛智川 駅な り。 松原 あり。 片 山と いふ 山 を 望む。 二 里 


半武佐 駅。 仙 台屋平 六の 家に 宿す。 此日 午前 後晴。 晚 

あめ ふらず かみ 

密雲 不雨。 雷なる。 暑甚 し。 行程 八 里 許。」 

此 日の 記事 中 深 艸元政 を 引いた 一節が あつたが、 掖 

斎が 其 誤 を指撾 して ゐ るから 削った。 掖斎 は 又 蘭 軒が 

蓮 花 寺弘安 年間の 古 鐘 を 見なかった の を 憾 として ゐ 

る。 

詩。 「磨 針嶺。 磨嶺 旗亭 巌壑 阿。 望 湖 堂上 観尤 多。 

漁村 浦 遠 疑 無路。 洲寺巿 通 還 有坡。 一 掃 雲 従 仙 島 起。 

暫時 雨 逐布帆 飛。 西 行 瓊浦逢 清 客。 欲 問 洞 庭 囲 幾何。」 

その 三十 六 


第 十六 日 は 文化 三年 六月 五日で ある。 「五日 五更に 

発す。 三 里 半 守 山 駅。 守 山寺 を尋 ぬ。 一 里 半草津 駅。 

獮母餅 茶店に 小 休す。 勢 田 橋 西 茶店に て 吉田大 夫に 逢 

ふ。 三 里 半 六 丁大津 駅。 牧野 屋熊吉 の 家に 宿す。 駅長 

の 家に して 淀 侯の 侍医 留川周 伯と いふ 者に 逢 ふ。 森 養 

しょし さ  きょ 

竹の 所識 なりと いふ。 此 日熱甚 し。 行程 八 里 半 許。」 

詩。 「粟津原。 戦場 陳迹望 湖山。 荒 冢碑存 田 稲 間。 

十 里 松原 途 曲直。 柳 箱布幞 旅人 還。」 松原と 云 ひ、 柳 箱 

と 云 ふ、 用ゐ 来って 必ずしも 眼を礙 せず。 

第 十七 日。 「六日 寅 時に 発し 四の 宫川橋 十 禅寺 橋 を 


経過す。 みな 小 橋な リ。 十 禅寺 門前 を 過ぎ 追分に 到る。 

(柳 緑 花 紅 碑 を尋。 夜い まだ あけざる 故尋不 得。) 矢 

弓 茶店 (奴 茶屋と いふ、 片岡流 射 術の 祖 家な り) に 小 

休す。 数 里 行て 夜 正 あけたり。 姥が 懐 より 日の 岡 

峠に いたる。 崗 高から ず。 踢揚 茶店に 休す。 白 川 橋 三 

条大橋 三 条小橋 を 経て 押 小路 柳 馬場 島 本 三 郎九郎 の 家 

に 至る。 (長 崎 宿と いうて 江戸の 長 崎屋源 右衛門 大阪 

の 為川 辰吉 みな 同じ。) 日 正 辰 時な り。 撫院は 朝せ り。 

余 は 寺 町 御池 下る 町 銭 屋総四 郎を訪 ふ。 (姓 鵜鶬、 名 

しゅん かう ちく はう ろうとが うす 

春 行、 号 竹 苞楼。 ) 主人 家に 在て 応対 歓晤 はなはだ 

愜り。 古物 数 種 を 出して 観し む。 所蔵の 大 般若 第五 


十三 巻 零 本 巻 子な り。 神 亀 五 年の 古鈔 跋文 中に 長 王の 

二字 あり。 又 古鈔零 本玉篇 一本 辺 格 上 短 下 長、 (延喜 

式 図書 令の 度な リ) その 裏 を装修 せし も古鈔 本の 仏経 

なり。 「治安 元年 八月 廿 八日 以石泉 御 本 写 之已了 

康平六 年 七月 於 平等 院 奉 受此経 仏 子 快算」 と あ 

リ。 右 件の 年号に て玉篇 の古鈔 知べ し。 古鈔 孝経 七 

八 種 あり。 みな 古文な リ。 一 部 後宇多 帝の 花押 あり。 

尤珍 貴と すべし。 又 類 編 群 書画 一 元 亀 丁 部卷之 二十 一 

の 古 鈔零本 金 沢 文庫の 印 ある もの あり。 唐 代 所 著の も 

の と 見 ゆ。 又 白 氏 文集 巻 子 零 本 一 一 一 卷会昌 口 年鈔 僧慧萼 

将来に よりて 書す る 本 あり。 亦 金 沢 文庫の 印 あり。 又 


太子 伝 全 本 「永 万 元年 六月 十九 日 書 借 住 円舜」 と あ 

はるす ゑ 

リ。 又 今 出 川 内大臣 晴季公 (秀頼 同 代人) 帯す る 所の 

木魚 刀 一 あり。 皆 古 香 龍 郁た る ものな り。 且語 次に い 

ふ 所の 書 数 種な り。 新撰 六 旬 集 占 病 占 夢の 書な り。 跋 

文に 「斯依 滋兵川 人貞観 十三 年 奉 勅撰 進 爾甲撰 進 之」 

と あり。 又 三 帰 翁 十 巻と いふ もの あり。 其 書 ありと い 

へ ども 百味 作 字の 一 巻 無と き は 薬 名考べ からず と い へ 

リ。 又 弘法 大師 将来の 五 嶽真形 図 ぁリ。 普通の 図と 異 

なり。 又 篁 公 書す る 所の 仏書 あり。 無 仏 斎藤貞 幹の 蔵 

する もの 也。 其 古物 珍 貴 しるべし。 又 日本 国 現在 書目 

すゑに いはく 

ありと いふ。 又 医書 一巻 元 亀の 古鈔 本に て 末 云 「耆 


婆宮 内大輔 施薬 大医正 五位 上 国 撰」 と あり。 日 已未時 _ 

さりて 智恩院 に 行き 祇園 の 茶店 中 村屋に 至 て 休す。 

あ ぢはひ  ざっかう  くだす 

(豆腐 味 尤 よし。 他 雑 肴 箸 を 下 ベから ず。) 樹陰 清 

涼大に 佳な り。 此日 祭神 日の 前 一日な り。 しかれ ども 

甚雑暄 ならず。 八 坂に 行 塔 下 を 経て 三年 坂 を 上る。 

はんそく  えう こ  ふんで う 

坂 側みな 窯 戸な り。 烟 影紛※ 〔# 「褒」 の 「保」 に 代えて 

うば だ う 

「馬」、 7 巻- 71- 下 せり。 嫗堂 経書 堂の 前 をす ぎ 清水 

寺 門前の 町に 至る。 酒店 多し。 みな 提燈に 酒肴の 名 を 

書して 竿 上に 掲ぐ。 清水寺 中を歴 観し 台 上に 休して か 

へる。 蓮 花王 院方広 寺に 行く。 大仏殿 災後 いまだ 経営 

なし。 只洪 鐘の み存 ぜリ。 耳 塚 を 経て 寺 門前 茶店に 至 


て 撫院を 待。 正 申 後な り。 薄暮 撫院 来る。 遂に 従て 

行く。 伏 見 街道に 至れば 己に 夜な り。 三 峰 稲荷 、藤杜 

の 前 をす ぎ 墨染深 草の 里 を 経、 初更 後伏見 布屋 七兵衛 

の 家に 宿す。 伏 見の 境 は 東都 江戸 橋 四日 市の 地と 家居 

地勢 頗 同じ。 此 日暑甚 しからず。 旅 家 女 商 来る。 煩暄 

蠅の ごとし。 行程 九 里 許。」 

その 三十 七 

是 日に 蘭 軒 は 京に 入り 京 を 出で た。 一 行は敢 て淹留 

する こと をな さなかつ たので ある。 奴 茶屋の 条に、 片 


岡 流 射 術の 祖と 云って あるの は、 片岡平 右衛門 家 次の 

一 族 を 謂った もので あらう か。 その 詳 なること は 

わたくしの 知らざる 所で ある。 

蘭 軒が 京都 銭屋総 四郎の 許で 閲 した 古書の 中に、 治 

安中の 鈔本 玉篇が ある。 蘭 軒 は 其 裏 を装修 する に古鈔 

仏経 を 以てして あると 云った。 然るに 狩谷掖 斎が 欄外 

に 下の 如くに 書して ゐる。 「望 之 云。 背面の 仏経 は 玉 

篇の零 本 を 料紙に して 写した る ものな り。 巻 子 儒 書の 

背に 仏書 ある もの 皆 これ 也。 仏書の 故紙 を 以て 装修せ 

しに は あらず。」 

同じ 銭屋の 蔵本の 中に 又 画一 元 亀の 零 本が あった。 


蘭 軒 は それ を 「唐 代 所 著の ものと 見 ゆ」 と 云った。 掖 

斎は此 にも 筆 を 加へ て、 「画一 元 亀 は 趙宋の 書に して 

唐 代の ものに は あらず」 と 云って ゐる。 画一 元 亀 は 多 

く 舶載せられ なかった 書で ある。 徳川家 康が 嘗て 僧 某 

のこれ を 引いた の を 聞いて 林羅 山に 質した。 羅山は そ 

んな書 は 無い と 云った さう である。 いかに 博識で も、 

そんな 書 は 無い などと 云 ふこと は、 うかと 云 はれぬ も 

ので ある。 

きん ひこ 

今 出 川 内大臣 晴季は 左大臣 公彦の 子で、 豊臣 秀吉の 

密友 になった。 秀吉 をして 関白 を 奏請せ しめたの は此 

人で ある。 永 禄四年 女婿 秀 次の 事に 坐して 北国に 謫せ 


られ、 慶長 元年 赦 されて 還り、 元 和 三年 七十 九 歳で 薨 

じた。 

詩 は 七 律 一、 五 律 二、 七 絶 一が 集に 載せて ある。 今 

其 七 律を録 する。 「入京。 家々 櫛比 且 豊饒。 千載 皇京 

属聖 朝。 仙署客 鳴珠履 過。 青雲 路向紫 宸遙。 東西※ 

〔# 「隻+ 隻」、 7 巻- 73- 上.？〕 寺 金銀 閣。 上下 長 橋 三 五条 _ 

観 得 都人 風化 好。 陌頭来 往不相 驕。」 

第 十八 日 は 文化 三年 六月 七日で ある。 「七日 卯 時 伏 

てうむ 

見 舟 場より 乗船、 撫院に 侍す。 淀の 小 橋 をす ぐ。 朝霧 

いまだ はれず。 水車の 処に舟 をよ せて 観たり。 行々 て 

右 淀の 大橋を 見、 左に 桂 川の 落 口 を 見て 宫の 渡の 辺に 


到て、 霧霽 日光 あきらかに 八幡の 山 平瀉の 民家 一覧に 

入て 画が ける がごと し。 淀川 十 里の 間 あし 茅の 深き 処、 

浅瀬の 船底 石に 摩る 処、 深淵の 蒼み たると ころ、 堤に 

柳 ありて 直 曲なる 処、 野 渡の せば き処、 遠き 山 見る と 

ころ、 近き 村 ある 処、 彼此 観望す る 間、 未 後 大坂城 を 

くわしよ まち 

前に 望て、 遂に 過 所 町の 河岸に 著く。 撫院は 為川 辰吉 

の 家に 入る。 余 は 伏 見 屋庄兵 衛の楼 上に 寓す。 此楼下 

てんま 

は 大河に 臨み、 舟に 乗 来し 処、 天満橋 天神 橋 難 波 橋よ 

リ西は 淀 屋橋辺 を 望て、 遊 船 商 ※ 〔# 「舟+ 皇」、 7 巻 

-73- 下- 日夜 喧嘩な り。 夜に 入ば 烟火戯 光映 照 波 絃歌 

ぶんよう 

相 和。 ことに 涼風 満楼 蚊蠅 絶てな し。 数日 旅程の 暑 炎 


鬱蒸 盪瀉し 尽 せり。 此日天 晴。」 

詩。 「暁 下 淀 河。 其 一 。 舟 舷置棹 順 流行。 離岸 茫々 

傷 客 情。 数 叫 杜鵑 何処 去。 暁 雲 深 籠 淀 河 城。 其 二。 疎 

鐘 渡 水 報 清晨。 山 翠雲晴 濃淡 新。 雞犬声 聞 蘆 荻 外。 先 

知 村 巿近河 浜。 其 三。 波 光 泛日霧 初 消。 次第 行 過大 小 

橋。 猶有篷 舟泊洲 渚。 折 来 枯柳 作 薪 焼。 浪華。 其 一 。 

豊公旧 築 浪華 城。 都会 繁華 勝 帝京。 民俗 猶余 雄壮 気。 

路傍 攘臂動 相 争。 其 二。 縦横 廛巿夾 河流。 商 舸来従 数 

十 州。 大賈 因能処 奇貨。 驕奢 時有擬 公侯。」 

第 十九 二十の 両日 は、 蘭 軒が 大阪に 留まって ゐた。 

「八日 土 佐 堀の 藩邸に 到る。 中 根 五右衛門 を訪。 帰路 


に 心 斎 橋 街に 行き 書肆 を閲 す。 凡 三 四 町 書肆 櫛比す。 

塩屋平 助、 秋 田屋太 右衛門の 店に て 購数種 書。 伏 見 宇 

兵衛 来て 秋 田屋に 家居せ り。 両 本願 寺へ 行き 道 頓堀を 

経過して 日暮 かへ る。 此日 晴。」 

「九日 田 沼 玄仙雲 林院玄 仲を訪 不遇。 日 薄暮 玄仲 来。 

年 六十 二。 謙遜 野なら ず。 此 日暑甚 し。」 

その 三十 八 

第二 十一 日 は 文化 三年 六月 十日で ある。 「十日 辰 後 

てんま  いた 

に 客舎 を 発し、 難 波 橋 を 渡り 天満の 天神へ 詣り、 巳 時 


十※ 〔# 「隻+ 隻」、 7 巻- 74 上？〕 村に 到る。 此 地平 遠に 

して 青田 広濶 なり。 隴 畝の 中数 処に桔 槔井を 施て 灌漑 

の 用 をな す。 十※ 〔# 「隻 + 隻」、 7 巻- 74- 上 川 を 渡り 

尼 崎 城下 をす ぐ。 此地巿 街 城 をめ ぐり 二十 余 町人 家み 

な 瓦屋に して 商賈 多く 万 器 乏しき 事な し。 人暄 都下の 

郭 外に 似たり。 五 里西宮 駅。 上田 屋平 兵衛の 家に 宿す。 

ひつじ  かみ を はいす 

時い まだ 未なら ず。 西宫に 到りて 拝 神。 世人 

蛭 児 尊 を 称すれ ども 祭神 中央 は 天 照 太 神宮に して 左 

素盡嗚 尊、 右 蛭 児 尊な り。 拾 玉 集 慈鎮の 歌に て 只 蛭 児 

を 称する のみ。 下馬 碑 あり。 関東み な 牌な リ。 此 碑と 

なす 亦奇 也。 宝 多 山六湛 寺を尋 ぬ。 康永中 虎関 禅師の 


開基な り。 古 鐘 あり。 銘曰。 「摂津 国 西 成 郡 舳淵荘 盛 

福 寺 鐘 文 永 十 一 年 甲 戌 四月 九日 錡。」 いづれ の 頃此寺 

に 移しし か 寺 僧に 問 ども 不知。 あま リ大 鐘に あらず。 

わた リ  きょ 

径 一 尺八 寸七分 許 厚二 寸許緑 衣 生ぜり。 此日寺 中 書 

画 を 曝す 日に て 蔵 画 を 見たり。 大 横幅 著 色 寿老人 一 

くわい  てう でんす  ゑが く 

掛寺僧 兆 殿 司の 画と ころな りと いへ ども 新 様に して 

疑 ふべ し。 しかれ ども 図式 は頗 奇異な り。 全 摸写の 

ものな らん。 名識 印章 並に なし。 竪 幅ニ掛 一対 墨画 十 

六 羅漢 明 兆 画と ありて 印な し。 飛 動気 韻 ありて 且古香 

可 掬。 殿 司の 真迹 疑べ からず。 駅長の 家 烏 山 侯 霞 崖 

の 書せ る 安穏 二字 を榜 す。 此 日暑甚 し。 行程 五 里 許。」 


詩。 「已発 浪華 将就 山陽 道 到 十※ 〔# 「隻+ 隻」、 7 巻 

-74- 下 村 作。 其 一 。 朝 嵐 欲霽半 蒼茫。 村巿 人声 未 散 

場。 菜 畝 千※ 〔# 「勝」 の 「力」 に 代えて 「土」、 7 巻- 74- 

下 青 似 海。 桔槔 数十 賽帆 檣。 其 二。 六月 凌霄花 政 

開。 暑 炎 如燬起 塵埃。 行程 未 半 西遊 道。 已是 離郷 廿日 

来。」 

第廿 二日。 「十一 日 卯 時に 発す。 駅 を 離れて 郊路な 

り。 菟原 住吉祠 に詣り 海辺の 田圃 を 経る。 村 中 醸 家お 

もく けんきょく ちょく 

ほし。 木筧 曲直して 水 を 引 こと 遠き よりす。 一望の 

中 武庫 摩 耶の諸 山 近し。 生 田 祠に詣 る。 此日祠 堂 落成 

遷 神す。 社 前の 小 流 生 田 川と 名く。 (古今 六帖に 出。) 


荷 花 盛に 開く。 門 を 出 桜の 馬場の 半より 左 曲す。 坂 本 

村 田圃 を 過。 楠 公 碑 を 拝し 湊川 をす ぐ。 水な し。 五 里 

まさに ご 

兵 庫 駅。 六 軒屋定 兵衛の 家に 休す。 日 正午な リ。 尻 

た ひらのと も あきらの はか けんもつより かたの はか 

池 村 をす ぎ 平 知 章 墓 監物頼 賢 墓 平 通 盛 墓 を 看る。 

かる も 

莉藻 川の 小 流 を 経て 東須 磨に 到る。 いなば 薬師に 詣り 

西須磨 をす ぐ。 西須 磨の 家 毎 軒 竹 簾を垂 る。 平家 内裏 

を遷 しし 時の 遺風な リ といへ り。 此近村 大手 村、 桂 尾 

山 勝 福 寺と いふ 寺に 文 翰 詞林三 巻 零 本 ありと 鹪鵪春 行 

かたりたり。 此日尋 る こと を不得 遺憾と いふべ し。 須 

磨 寺に いたる。 上野 山福祥 寺と いふ。 此亦 下馬 碑 あり。 

さう こうてん ぼく 

蔵 物 を 観る。 辨慶の 書 は、 双鉤塡 墨の もの、 ごとし。 


せん ぢ やくし ふ  にた 

源 空の 書 は 東都 屋代輪 池 蔵す る 選択 集 の 筆跡に 似る 

がごと し。 敦 盛の 像 及 甲胄 古色 可 掬。 大小 二 笛 高麗 笛 

古色な リ。 寺の 後山  一 二三 谷 をす ぎ 海浜に 出て 敦盛 

塔 を 看。 二 説 平 軍 戦死 合 墓な りと いふ。) 五輪 石塔 

なかば うづ もれ  まんけ いし 

半 埋 たるな り。 此 海浜 山上 蔓荊子 多し。 花 盛に ひ 

らく。 界 川に 到る。 是摂播 二 国の 界 なり。 垂 水の 神祠 

ちつ ぼの を か 

を 拝し 遊女 冢を すぎ 千壺 岡に 上って 看る。 烏 崎 舞子 浜 

山 田 をす ぎ 五 里 大蔵 谷 駅。 樽 屋四郎 兵衛の 家に 宿す。 

此日暑 尤も 甚し。 此夜 月明に して 一 点の 雲な し。 兼 松 

弥次と 荒木 一 次と を拉 して 人 麿祠の 岡に 上る。 路に 

た- V のりの はか  かみ 

忠度墓 あり。 上に 一大 松 あり。 田 間の 小路より 上る 


とき は 大海 千里 如 銀 岡 上の 松 間 清 月光 を 砕く。 石 階 を 

下る こと 三 四 町に して 数 町の 松 堤 あり。 堤に 上りて 下 

れば即 海辺の 石 砂 平 遠な り。 都て 是赤 石の 浦と いふ。 

石 上に 坐す るに 都て 土 塵な し。 波濤 来りて 人 を 追が ご 

とし。 海面 一 仮 山の ごとき もの は 淡路島な リ。 夜帆往 

来して 島陰より 出る もの は微火 揺々 たり。 島 前 をす ぐ 

る は 掌中に 見る がごと し。 数十 日 炎暑 旅情 風月に 奪 ひ 

去らる。 夜半に 及で 帰る。 行程 十 里 許。」 

此 日の 詩に は 楠 公 墓の 七 律 一、 須 磨の 五 律 二、 舞子 

の 五 律 一、 赤 石の 五 律 一が ある。 今須磨 舞子 赤 石の 五 

律 各 一 を録 する。 「須磨 浦。 石磯迂 曲路。 行 避 怒濤 


涵。 嶺続 東西 北。 谷 分  一 二三。 古書 尋寺 看。 往事 向 僧 

談。 恃険知 非 策。 平軍遂 不戡。 舞子 浜。 数 里 千 松翠。 

奇枝歴 幾年。 雨 過 藍 島霽。 濤洗雪 砂旋。 曬 網張斜 日。 

飛 帆 没 遠 天。 不妨村 酒 苦。 一 酌即 醺然。 宿 大蔵 谷駅溽 

暑 至 夜猶甚 納涼 海 磯 乃 赤 石 浦 也。 駅廬 炎暑 甚。 乗 月 到 

長 湾。 銀 界明天 末。 竜 鱗動浪 間。 連 檣遮漢 影。 一 島 犯 

星 班。 涼 歩 多 舟 子。 斉歌欸 乃 還。」 

その 三十 九 

第二 十三 日 は 文化 三年 六月 十二 日で ある。 「十二 日 


卯 時に 発す。 赤 石 総門 を 出て 赤 石 川 を 渡り 皇子 村 を 経 

て 一里 半 大久保 駅、 三 里 半 加 古川 駅に いたる。 一 商家 

な はせ い あざな はゐ いん えいきと がう す 

に 小 休す。 駅 吏 中 谷 三助 (名 清 字 惟寅、 号 詠 帰、 頼 

き やう へ い  いぎよ 

春 水の 門人な り) 来訪、 頼 杏 坪 の 書 を 達す。 此駅鰊 魚 

あじ は ひ ぴ 

味 美な リ。 方言 牛の 舌と いひ 又 略して 舌と いふ。 加 

古川 を 渡り 阿弥陀 宿 村 をす ぎ六騎 武者 塚 (里 俗 喧嘩 塚) 

ごちゃく 

とい ふ を 経て 三 里 御 著 駅に 至り 一 里姫路 城下 本 町表屋 

九 兵衛の 家に 宿す。 庭 中より 城楼直 起す るが ごとし。 

ひと かまびすしく 

人 暄 器用 甚備。 町 数 八十 ありと いふ。 此 日暑甚 し。 

きょ  いは ゆる 

夜 微風 あり。 行程 九 里 許。」 所謂 鰊 魚 は リノ プラグ シ 

ァ であらう か。 


レ 力る 力 

第二 十四日。 「十三 日 早朝 発す。 斑鳩に 到て 休。 

はんきう 

斑鳩 寺 あり 不尋。 三 里 半 正条。 半里 片島 駅。 藤 城屋六 

兵衛の 家に 休。 日 正午 也。 鶴 亀 村 をす ぎ 宇根 川 を 渡り 

二 里 宇根 駅、 紙屋 林 蔵の 家に 宿す。 此 日暑甚 からず。 

行程 六 里 許。」 

第二 十五 日。 「十四日 卯 時に 発す。 大山 峠 を 経て 三 

みついし 

里 三 石 駅。 中 屋弥ニ 郎兵衛 の 家に 休す。 是 より 備 前な 

リ。 二 里片上 駅。 京屋庄 右衛門の 家に 宿し、 夜 兼松弥 

ひる このし  しかして 

次 助と 海浜 蛭 子祠に 納涼す。 此地山 廻て 海 入る。 而 

山み な草卉 にして 木な し。 形 円に して 複 重す。 山際 を 

すぎて 洋に 出れば 三 里 ありと いふ。 真の 入り海な リ。 


すべ  えんぼう 

都て これ 仮 山水の ごとし。 延袤ニ 里 許 あり。 土人 小舟 

にて 竜 鬚 菜 をと る もの 多し。 又 海 船の 来り 泊す る あ 

り。 忽 舟に 乗じて 来る もの あり。 歌謡 東都 様な り。 之 

を みれば 山村 九 右衛門 樋 口 小兵 衛 なり。 因て 四 人 同舟 

して 山腹の 日 国 寺に 詣る。 寺 北 斗 を 祭て 雩す。 燈火昼 

の ごとし。 村人 群 来す。 雑暄 不堪 また 舟に のぼり 逍遙 

漕して かへ る。 時 正に 二更 後な リ。 此日 苦熱 不可 忍。 

この 納涼に 因て 除 掃す。 行程 五 里 許。」 

詩。 「宿 片上駅 買 舟 納涼。 藻※ 〔# 「くさかんむり/俎」、 

7 巻- 77- 下- 魚羹侑 杜醅。 買 舟 暫遶水 村 回。 岡 頭燈火 

人 如巿。 道 是星祠 祈 雨 来。」 


第二 十六 日。 「十五 日 卯 時 発す。 長 舟 村 を経吉 井川 

を 渡り 四 里 藤 井 駅。 豆腐屋 又 六の 家に 休す。 いんべ を 

経る。 陶器 をうる 家 あり。 此辺 みな 瓶 器 破 余 を もって 

石に かふ。 或は 堤 を 護す。 二 里 岡 山城 下 五 里 板 倉 駅。 

古手 屋九 兵衛の 家に 宿す。 まさに 此駅 にいらん として 

備前備 中の 国界碑 あり。 吉 備神祠 ぁリ。 此日 暑尤甚 し。 

行程 八 里 半。」 欄外に 「陶器 は 伊部 也、 片 上の 少し 西 也、 

それより 香 登 それより 長船吉 井川 也」 と 註して ある。 

第二 十七 日。 「十六 日 卯 時 発す。 三 里 川辺 駅。 三 里 

矢掛 駅。 (三 里の 内 七十 二 町 一里、 五十 町 一里 ありと 

いふ。) 吉備寺 あり。 吉備 公の 墓 あり。 甲奴屋 兵右衛 


門の 家に 休す。 時 正に 午後 陰 雲 起て 雷雨 灑 来 数日に 

いやす  は 

して 乾渴を 愈が ごとし。 未 後に いたりて 霽る。 江 原 

をす ぐ。 此地広 遠に して 見る ところの 山 はなはだ 不高。 

長 堤 数 里 砂 川に 傍 ふ。 牧童 三人 許り 来て 雨 余の 濁水 を 

伺て 魚 を 捕す。 牛み な 草 を 喰て 遅々 として 水 を 渡り 去 

る。 牧童 捕 魚に 耽て 不知、 忽然と して 大に 驚き 牛を尋 

ね 去る。 田野の 一 佳景と いふべ し。 三 里 七日 巿。 藤本 

作 次郎の 家に 宿す。 此家 戸外に 吉備宫 の 神符 を 貼す。 

符云。 「寒 言 神 尊 利根 陀見」 と。 熟 察する に 八卦な リ。 

抱 腹 噴飯す。 此日雨 を 得 少しく 涼し。 夜尤清 輝。 初更 

菅茶山 来訪 歓晤徹 暁して 去る。 行程 九 里 許。」 欄外に 


「七十 二 町の 一 里 土人 旅人の 云と ころ なれ ども 実はし 

からず」 と 註して ある。 

詩。 「江 原。 軽 雷雨 霽暑 初微。 数 輩 牧童 行 浅 磯。 昏 

暮捕 魚猶未 去。 不知 牛 犢已先 帰。 宿 七日 巿駅菅 先生 自 

神 辺 駅 来訪 有 詩 次 韻 賦呈。 昔年 自嘗賦 分離。 何 料 今宵 

有此 期。 尤喜詞 壇 一 盟主。 儼 然不改 旧 霜 髭。」 次 韻の 

絶句 引 首 「訪」 の 字の 傍に、 茶 山が 「迎か 要 か」 と 註 

して ゐる。 茶 山が 境 を 越えて 蘭 軒 を 七日 巿に訪 うたの 

は、 蘭 軒 を 神 辺の 家に 立ち寄らせよ うとして、 案内の 

ために 来たの だとい ふこと が、 此 推敲の 跡に 徴 して 知 

られ る。 当時 茶 山が 蘭 軒に 贈った 原唱は 集に 載せない。 


その 四十 

第二 十八 日 は 文化 三年 六月 十七 日で、 蘭 軒は此 日に 

茶 山を訪 うた。 「十七 日 卯 時 発す。 一里 十二 町た かや 

やすな  こせき あなの くに 

駅。 すでに 備 後な リ。 安那 郡に 属す。 (古昔 穴 国 

あなの わたりあな のうみ やまと だけの みこと 

穴 済 穴 海和武 尊 悪神 を 殺戮す るの 地な り。 日本 

紀 景行紀 によるに 此辺 みな 海 也。) 一本 稷上 御領 村 下 

御領 村 平野 村 を 経て 一 里 廿七町 神 辺 駅。 菅茶山 を訪。 

路横井 敬 蔵に 逢 ひ 駅長の 家に して 細 井 磯五郎に 逢。 

みな 撫院の 応接に いづると なり。 茶 山の 廬 駅に 面して 


柴門 あり。 門に 入て 数 歩流渠 あり。 圯橋を 架て 柳樹茂 

密 その上 を蔽 ふ。 茅屋 瀟灑 夕陽 黄葉 村 舎の 横 額 あり。 

堂上より 望と き は 駅 を 隔て 黄葉 山 園 中に 来が ごとし。 

園 を 渉 て屋 後の 堤 上に 到れば 茶臼 山より 西 連山 翠色 

淡 濃 村 園 寺 観す ベ て 一 図画な リ。 堤 下 川 あり。 茶 山 春 

川 釣魚の 図に 題す る 詩 を 天下の 韻士 にもと む。 即此川 

なり。 屋 傍に 池 あり。 荷 花 盛に 開く。 渠を 隔て 塾 あり。 

槐 寮と いふ。 学生 十数 人 案に 対して 書 を 読む。 茶 山 堂 

上酒 肴 を 具。 その 妻 及 男 養 助 歓待 恰も 一 親族の 家の 

ごとし。 墨 水 詩巻 対 岳 堂 詩巻 を 展覧す。 福 山 志 を 観る。 

三 浦 安藤 岩 野三大 夫より 酒肴 を 贈る。 庄兵衛 (茶 山に 


まみ 

従て 東都に ありし 僕な リ) 来り 見 ゆ。 午前より 来て 未 

後に いたり 大に撫 院の駕 に 後る。 辞して さる。 横 尾 を 

すぐ。 鶴 橋 あり。 あした 川の 下流 を 渡り 山手 村 かや 村 

赤 坂 村 神 村 をす ぐ。 此辺堤 上より 福 山城 を 松 山の 間に 

望む。 城楼 は林標 に突兀 たり。 四 里今津 駅な リ。 高洲 

をへ て 膀示嶺 にいた る。 二に 坊 寺と いひ 一に 牡牛と 

いふ。) 一 本稷ょ リ此に 至て 我 藩 知に 属す。 土地 清灑 

田野 開闢 溝渠 相 達して 今年の 旱 に 逢 ふといへ ども 田 

水乏 きこと なし。 嶺を 下て 二 里 尾 道 駅な り。 此駅 海に 

浜して 商賈 富有 諸 州の 船舸 来て 輻湊 する 地。 人物 家 俗 

浪華の 小なる もの 也。 今夜 観音 寺に 詣拝 する も の 雑暄 


我 本郷真 光寺 薬師 詣 拝の 人の ごとし。 駅長の 家 は豊太 

閣薩摩 をせ むる とき 留 宿の 家な りと いふ。 上段の 画 壁 

彩色 金銀 を 用 ふ 綺麗に して 古色な リ。 (細 川幽斎 九州 

道の 記に 備 後の 津 公儀 御座所に 参上して 十八 日朝 辆ま 

で こし 侍る と あり。 すな はち 此 尾の 道に 太 閣の留 宿す 

る をい ふなるべし。) 余 升屋半 兵衛の 家に 宿す。 初更 

後 茶 山 神 辺より 来リ其 門人 油屋元 助の 家に 迎 へ て歓飲 

な はせ き あざな げんじよ 

す。 家居 頗大 一 豪富賈 なり。 主人 名 藉字は 元 助嘉樹 

堂と いふ。 好学て 雅致な り。 品 坐 劇談 暁に いたりて 

二人に 別る。 此日甚 暑に あらず。 行程 九 里 許。」 

此所 にも 亦 欄外に 三 件の 考証が あるが、 其 一は 文字 


を截り 去られて 読むべからざる に 至って ゐる。 余の 二 

件 は高屋 駅と 律との 事に 就いて 誤 を 正した ものである。 

本文に は高屋 駅を備 後の 地 だとして あるのに、 欄外に 

はかう 云って ある。 「高屋 駅 は備中 也。 この 西に 一本 

稷 あり。 これ 中 後の 界 也。」 本文に は又備 後の 律の 公 

儀 御座所 を豊 公の 宿 だとして あるのに、 欄外に はかう 

云って ある。 「備 後の 津 公儀 御座所と いふ は義昭 将軍 

をい ふ 也。 律と いふ は 今の 律の 郷村 也。」 筆跡に 依つ 

きゑん 

て 推す るに、 此 考証 は森枳 園の 手に 出で たもの らしい。 

穴 海 は 景行紀 二十 七 年 十二月の 条に 出で てゐ る。 

「到 於 熊 襲 国 (中略)。 既而従 海路 還 倭。 到 吉備以 渡 穴 


海。」 穴 済 は 又 其 二十 八 年 二月の 条に 出で てゐ る。 

「日本 武尊奏 平 熊 襲 之 状 曰。 (中略) 唯 吉備穴 済 神 及 難 

波 柏 済 神。 (中略) 並 為 禍害 之 藪。 故 悉殺其 悪神。」 穴 

国 は 国 造本 紀に 「吉備 穴 国 造」 が ある。 亦景行 帝の 時 

置く 所で ある。 

その 四十 一 

蘭 軒が 黄葉 夕陽 村 舎を訪 うた 記事 は、 山陽の 文と 併 

せ 読んで 興味が ある。 「後 就 其 家 東北 河 堤 竹林 下 築 村 

塾。 帯 流 種樹。 対面 之 山 名 黄葉。 因 曰 黄葉 夕陽 村 舎。 


舎背隔 野望 連阜。 有 茶臼 山。 因 自号茶 山。」 此 対面の 

山 は 初め もみ ぢ やまと 呼ばれて ゐ たが、 茶 山に 由って 

世に 聞え、 今 はくわう え ふ ざん と 音読 せられて ゐる。 

もと  あきまる やま 

茶 山が 号の 本づく 所の 茶臼 山 は、 原の 名 秋 円 山で ある。 

みちのう へ 

道 之 上 城址の 在る ところで、 形より 茶臼の 称 を 得た。 

茶 山が 当時の 身分 は、 前に 江戸に 客たり し 時より 俸 

禄が 倍加 せられて ゐる。 茶 山 は 寛 政 四 年に 五 人 扶持 を 

給せられ、 享和 元年に 儒官に 準ぜられ、 文化 二 年に 五 

人 扶持 を 増して 十 人 扶持に せられた。 即ち 蘭 軒の 来訪 

した 前年で ある。 これより 後 茶 山 は 十 人 扶持 づ つの 増 

俸 を 二度 受けて 三十 人 扶持に なり、 大目 附に 準ぜられ 


て 終った。 

蘭 軒を欵 待した 家族 は 紀行に 「その 妻 及 男 養 助」 と 

もん でん 

記して ある。 妻 は 継室 門 田 氏で あらう。 養 助 は 要 助の 

じょ へん  ばんねん あざな 

誤で、 茶 山の 弟猶 右衛門 汝 榧の 子 要 助、 名 は 万年、 字 

こうじゅ  しばし やう じょ  へんなん よしやう 

は 公寿で ある。 汝 鞭の 襥は司 馬 相 如の 賦に 鞭南予 章と 

あって、 南国 香木の 名で ある。 

酒肴 を 贈って 来た 「三大 夫」 の 中、 三 浦 は 当時の 家 

老に平 十郎、 勘 解 由、 軍記な どが あって、 どの 人と も 

定め 難い。 安藤 は 内蔵で あらう。 岩 野 は 与 三 右衛門で 

あらう。 

茶 山 は 既に 蘭 軒 を 七日 巿に迎 へた やうに、 又 蘭 軒 を 


尾の 道に 送った。 即ち 油 屋元助 方の 徹宵の 宴 飲で ある。 

尾 の 道観 音 寺 の 参詣人 を 見 て 、 蘭 軒が これ を 江戸の 

真 光寺のに ぎ は ひに 比して ゐる のが 面白い。 これ は 本 

郷桜木 天神の 傍 に 住んだ 蘭 軒でなくて は 想 ひ 到らぬ 

事で ある。 真 光寺の 縁日 は、 寺 門が 電車の 交叉点に 向 

つて 開いて ゐる 今日 も、 猶 相応に 賑 しい。 しかし 既に 

昔日の 雑邀の 面影 をば 留めない。 明治の 初年に わたく 

し は 桜 木 天神の 神楽 殿に 並んだ 裏 一 一階に 下宿して ゐた 

が、 当時の 薬師の 縁日 は猶頗 殷盛であった。 わたくし 

は 大蛇の 見せ もの、 河童の 見せ もの を視 いて 見た こと 

を 記憶して ゐる。 彼の 三尺帯 三本 を 竿に 懸けて 孔雀 だ 


と 云って 見せた 類で、 極て 原始的な 詐 偽であった。 そ 

くびす 

して それに 銭 を 捨てて 入る ものが 踵 を 接した もので 

ある。 

※斎 〔# 「くさかんむり \ 姦」、 7 巻- 81- 下ぶ U 詩集に 

かんなべ 

神 辺で 蘭 軒が 茶 山に 贈った 一 絶が ある。 「過 神 辺 駅、 

訪菅 先生 夕陽 黄葉 村 舎、 柴門 茅屋、 茂 園 清流、 入 其 室 

則 窓 明 軒爽、 対 山 望 田、 甚瀟 灑矣、 先生 有 詩、 次韻賦 

呈。 田 稲 池 蓮美且 都。 柳 陰 風柝架 頭書。 鳥啼山 客猶眠 

熟。 便 是輞川 摩 詰 廬。」 原作 は 茶 山の 集に 載せない。 

蘭 軒の 詩の 転 句 は 頼 千秋の 書した 黄葉 夕陽 村 舎の 襖の 

文字 ださう である。 


茶 山 は 尾の 道の 油 屋で蘭 軒に 詩 を 贈った。 即ち 集中 

の 「尾 道 贈 伊沢 澹父」 の 七 絶で ある。 「松 間 明月 故人 杯。 

此会 他年 能 幾 回。 記 取 牡牛 関 下 駅。 遙輿脚 疾送君 来。」 

転 句の 牡牛 関 は 即ち 膀示 3 衝 であらう。 結句の 言 ふ 所 は 

蘭 軒の 脚疾 ではなくて、 東 道主 人の 脚疾 である。 蘭 軒 

のこれに 酬いた 詩が 其 集に ある。 「宿 尾 道 駅、 菅 先生 

追送 至此、 迎飲于 其 門人 油 元 助 家、 先生 有 詩、 次韻賦 

呈。 擲了郷 心不擲 杯。 七 分 蘸甲通 千 回。 謝君迎 送能扶 

疾。 昨夜 今宵 越境 来。」 

その 四十 二 


蘭 軒が 旅行の 第一 一十 九日 は 文化 三年 六月 十八 日で あ 

る。 「十八 日 卯 時 発す。 駅 を 離 るれば 海辺な り。 磯 は 

たの 路 にして 海上 島々 連続せ リ。 海の かたち 大 川の ご 

みなもと のさ だよ 

とし。 源貞世 豊臣勝 俊の 紀行に も 地形 を 賞した る 文 

見 ゆ。 海辺に 八幡の 社 あり。 松 数 株 ありて 此地第 一 の 

眺望な り。 三 原 城 も 見 ゆ。 三 里 三 原 駅 一 商家に 休す。 

青木 屋新 四郎 を訪。 主人 讚 州へ 行て 不在。 その 弟吉衛 

に 逢うて 去る。 備後 安藝の 国界は 駅路の 山上に あり。 

二 里 半ぬ た本郷 駅。 松 下 屋木會 右衛門の 家に 宿す。 駅 

長の 屋 後に 山 あり。 雀が 嶽と いふ。 小 早 川 隆景の 城址 


なり。 今の 三 原 城 こ、 より 遷移す と 土人い ヘリ。 此日 

暑甚 しからず。 曇る。 行程 五 里 半 許。」 

い つ くし ままう で 

貞 世の 道 ゆきぶ り、 厳 島詣の 記、 勝 俊の 九州 道の 

記、 いづれ も 原文が 引いて あるが、 詞多 きを 以て 此に 

載せない。 

第三 十日。 「十九 日 卯 時 発。 沼田 川 を 渡り 入 野 山中 

を 経 小 野 篁 の郷 なり。 辰 後一 里 半田 万 i 巿。 堀 内 

庄兵衛 の 家に 休す。 主人み づ から 扇 箱と 号す。 常に 広 

島 城市に 入て 骨董 器 を 売る。 頼 兄弟 及 竹 里み な識 とこ 

ろな リ。 山中 を 出て 松原 あり。 未 前 二 里 半西条 駅。 

やど 

二 名西条 四日 巿。) 小 竹屋庄 兵衛の 家に 次る。 此駅小 


吏 余輩 を迎 ふるに 小 紙 幟 上 姓名 を 書して 持来轎 前に 在 

て 先導す。 駅 東 三 四 町 国分寺 あり。 行尋 ぬ。 当 光山 金 

岳 寺と いふ。 真言 宗 なり。 旧年 災 にか かりて 古物 存 

する ものな し。 茅葺 仁王門 あり。 金剛 力士 は 雲 慶の作 

みさ..' ぎ 

とい ふ。 松 五本 ありて 五輪 塔存 す。 これ 聖武の 陵 な 

りと いふ。 此 日暑甚 し。 晚間霎 雨 あり。 暑少 減ず。 夜 

三更 青木 新 四 郎使を 来らし む。 僕 林 助と いふ。 行程 四 

里 許。 其 二 里 は 五十 町 一 里 也。」 

小 野 篁の 郷の条 に、 蘭 軒 は又貞 世の 道 ゆきぶ リを引 

いて ゐる。 「此 ところ はむかし 小 野の 篁の 故郷と ぞ、 

やがて たかむら ともをの とも 申 侍る とか や」 の 語が あ 


る。 

第三 十 一 日 は 蘭 軒が 広 島の 頼 氏を訪 うた 日で ある。 

「廿日 卯 時 発。 半里 許 ゆきて 大山 峠な り。 上下 二 里 許 

なり。 山中 をな ほ 行 こと 二 里 許、 瀬の 尾と いふ 里 あり 

て 上中下に 分る。 (瀬の 尾 又 瀬 野と いふ。) 山中 松樹老 

かいきん さ  さみせん くず 

古に して 渓 辺に 海 金砂お ほし。 (海 金砂 方言 三 線 葛。) 

平地 漸く 近して 砂 川 緩 流 広 四 五 間な り。 此に 至て 山尽 

く。 勝景。 貞世 紀行 妙 を 得たり。 八 里 半 海 田 駅。 根 石 

屋十 五郎の 家に 休す。 午後な リ。 駅 を 出れば すな はち 

海浜な リ。 坂 を 上下して 田 間の 路に 就く。 青 稲漠々 と 

して 海面の 蒼々 たるに 連る。 行 こと 遠して 海い よ/^ 


隔 遠す。 岩 鼻と いふ 所に いたる。 北の 山延 続し 此に至 

て尽 るな り。 岩石 吃 立して 古松 千尋 天を衝 く。 攀 縁し 

て 登と き は 上 稍 平な リ。 方丈 許 席の ごとき 石 あり。 其 

つ ら なる 

上に 坐して 望めば 南海に 至り 西 広 島 城下に 連 。 万里 

こうのえん か 

蒼 波 ー鬨烟 家み な 掌中に あり。 又 本途に 就き 遂に 二 里 

やど  ゑんこう ばし 

広 島 城下 藤屋 一郎 兵衛の 家に 次る。 市に 入て 猿 猴橋京 

橋 を 過 来る。 繁暄は 三 都に 次ぐ。 此 日朝 涼、 午 時より 

甚暑 不堪。 夜風 あり。 頼 春 水の 松 雨 山 房 を訪。 (国泰 

寺の 側 なり。) 春 水，. 在家て 歓晤。 男子 賛亦 助談。 子 

のぼる  ひさたら う  あ はず 

賛 名襄、 俗称 久太郎 なり。 次子 竹 原へ 行て 不遇。 談 

のぼり 

笑 夜半に すぐ。 月 升て かへ る。 (春 水 年 五十 九、 子賛 


二十 六。) 行程 十 里 許。」 

瀬の 尾の 条に は又貞 世の 道 ゆきぶ りが 引いて ある。 

中に 「もみ ぢ ばの あけの まがき にしる きかな お ほや ま 

ひめの あきのみ ゃゐ は」 の 歌が ある。 

蘭 軒と 春 水と は 此日広 島で 初対面 をした ので ある。 

その 四十 三 

謂 松 雨 山 房 は 春 水が 寛 政 元年に 浅 野 家から 賜 つ た 

杉 木 小路の 邸宅で ある。 是 より 先 春 水 は 浅 野 家の 世，. 子 

侍読と して 屡 江戸に 往来した。 寛 政 十 一年 八月に 至 


つて、 世子 は 江戸に 於て 襲 封した。 世子と は 安藝 守 

なリ かた  しげあきら 

斉賢 である。 備後守 重晟が 致仕して 斉 賢が 嗣 いだの 

である。 十二 年に 春 水 は 又 召されて 江戸に 入り、 享和 

元年に 主 侯と 共に 国に 返った。 次で 二 年に も 亦 江戸に 

扈随 し、 三年に 帰国した。 然るに 文化 元年の 冬 病 を 獲、 

二 年に 治してから は 広 島に 家居して ゐる。 山陽の 撰ぶ 

所の 行状に 「甲子 冬 獲疾、 明年 漸復、 自是不 復有東 命」 

と 書して ある。 蘭 軒 は 江戸に 於て 春 水と 会見す る 機会 

を 得なかった ので、 此 日に 始て 往訪した ので ある。 即 

ち 春 水の 病の 治した 翌年で ある。 

春 水 は 天明 元年の 冬 重晟に 召し出された。 状に 「天 


明 元年 辛 丑 冬、 本 藩 有司 伝 命、 擢為儒 員、 食 俸 三十 口」 

と 云って あるの が即是 である。 其 後天 明 八 年 戊 申と 寛 

政 十一 年 己 未と に 列 次 を 進め 俸禄 を 加 へられた。 状に 

「戊 申 進 班近士  (奥 詰)、 己 未 更賜禄 百 五十石、 班 侍臣 

列 (側 詰)」 と 云って ある。 蘭 軒が 往訪した 時の 春 水の 

身分 は、 百 五十石の 側 詰であった。 其 後 文化 四 年 丁 卯 

と 十 年 癸 酉と に 春 水 は 又 待遇 を 改められた。 状に 「丁 

卯 加禄 卅石、 十 年 癸 酉 進 徒 士将領 (歩行 頭) 之 列、 職 

禄百 二十 石、 幷旧禄 為三 百 石」 と 云って ある。 春 水 は 

三百 石の 歩行 頭 を 以て 終った ので ある。 

山陽の 事が 紀行に 「子 賛」 と 書し 又 其 齢が 「子賛 二 


十六」 と 書して ある。 山陽の 字 は 子 成であった。 或は 

少時 子 賛と云 ひ、 後 子 成と 改めた ので あらう か。 二十 

六 は 二十 七の 誤 又 春 水の 五十 九 は 六十 一 の 誤で ある。 

会見の 日、 六十 一歳の 春 水 は 三十 歳の 蘭 軒 を 座に 延 

いて 欵 待し、 二十 七 歳の 山陽が 出で て談を 助けた。 

※斎 〔# 「くさかんむり \ 姦」、 7 巻- 85- 上. i 詩集に 「宿 

広 島、 訪春水 頼 先生 松 雨 山 房、 歓飲至 夜半」 として 一 

絶が ある。 「抽身 騮隊叩 間 扉。 雨後 園 松翠湿 衣。 月下 

問 奇宵已 半。 艸玄亭 上 酔 忘 帰。」 

わたくし は此 会見が 春 水 蘭 軒の 初対面 だと 云 ふ。 こ 

かくき 

れは確 拠が あ つて 言 ふ ので ある。 客 崎 詩稿に 蘭 軒が 春 


水の 弟 春風に 逢った 詩が あって、 其 引 首と 自註と を抄 

すれば 下の 如くで ある。 「安藝 頼 千 齢 (名 惟疆) 西遊 来 

長 崎、 訪余 居、 (以下 自註、) 其 兄 春 水、 余 去年 訪其家 

而 初謁、 其 弟 杏 坪 旧 相識 于 東都、 千 齢 今日 方始面 云」 

き やうへ い 

と 云 ふので ある。 是に 由って 観れば、 春 水 春風 杏 坪 

の 三 兄弟の 中で、 蘭 軒が 旧く 江戸に 於て 相識った の は 

杏 坪 だけで ある。 只 其 時日が 山陽の 伊沢 氏に 来り 投じ 

いづれ  つまびら か 

たのと 孰 か 先 孰 か 後なる を 詳 にす る ことが 出来な 

い。 次で 蘭 軒 は 文化 三年に 春 水 を 広 島の 邸宅に 往訪し、 

最後に 四 年に 春風 を 長 崎の 客舎に 引見した ので ある。 

春風の 九州 行 は 春 水が 「嗟 吾 志 未 死、 同 遊 与 夢 謀、 到 


処能 報道、 頼 生已白 頭」 の 句 を 贈った 旅で ある。 

しかし これ は 蘭 軒と 頼 氏 長仲季 との 会見の 時日で 

ある。 その 書信 を 通じた 前後 遅速 は 未だ 審 にす る 

ことが 出来ない。 

松 雨 山 房の 夜 飲の 時、 蘭 軒の 春 水に 於け る は 初見で 

あるが、 山陽 は 再会でなくて はならない。 わたくし は 

初め 卒に 紀行の 此段を 読んで、 又微 しく 伊沢 氏が 曾 

て 山陽 を 舎した と 云 ふ 説 を 疑 はう とした。 それ は 「男 

子賛亦 助談、 子賛 名襄、 俗称 久太郎 なり」 の 数 句が、 

故人 を 叙す る 語に 似ぬ やうに 覚えた からで ある。 しか 

し 更に 盡 6 に 思へば、 必ずしも さう ではな からう。 春 


水との 初見 も、 特に 初見と して 叙 出して は 無い。 春 水 

も 山陽 も、 此 紀行に あって は始て 出づる 人物で ある。 

父 は已に 顕れた 人物 だから 名字 を録 する こと を 須ゐな 

い 。 子 は猶暗 い 人物 だから 名字 を 録せざ る ， j と を 得な 

い。 此の 如くに 思惟 すれば、 此疑 は釈け 得る ので ある。 

且 山陽の 伊沢 氏と 狩 谷 氏と に 寄った の は、 山陽の 経 

歴中 暗黒面に 属する。 品 坐の 主客 は 各 心中に 昔年の 

事 を 憶 ひっつ も、 一人と して これ を 口に 出さずに しま 

つたと 云 ふこと も、 亦 想像し 得られぬ こと は 無い。 

わたくし は 既に 述べた 諸事 実と、 後に 引くべき 茶 山 

の手柬 とに 徴 して 思 ふ。 伊沢 氏と 頼菅ニ 氏と は、 縦 ひ 


いかに 旧く 音信 を 通じて ゐた としても、 山陽が 本郷の 

伊沢 氏に 投じた の は、 春 水 兄弟 や 茶 山に 委託 せられた 

ので は 無から う。 山陽 自己が ィニ チア チイ ヴを 把握し 

たので あらう。 そして 身 を 伊狩の 二 家に 寄せた 山陽の • 

寓 公と なり 筆生と なった 生活 は、 よしや 数 月の 久しき 

に亘 つたに しても、 後年に 至る まで 関係者の 間に 一種 

の 秘密と して 取り扱 はれて ゐ たので あらう。 

たまく 

蘭 軒が 春 水を訪 うた 日に、 偶 竹 原に 住って ゐて坐 

げんてい 

に 列せ なかった 「次子」 は、 春 水の 養子 権 次郎元 鼎で 

ある。 


その 四十 四 

蘭 軒が 旅行の 第三 十二 日 は 文化 三年 六月 一 一十 一 日で 

ある。 「廿 一 日 五更 発す。 城下 巿街 をす ぐるに 数 橋 を 

経たり。 みな 砂 川の 犬なる に 架す。 田路に 至て 海浜に 

て う せ き 

出づ。 一 小山 あり。 轎夫脚 を 愛して 海中 潮 斥の 処を行 

く。 又 松樹千 株の 海浜 山上 を 経て 二 里 廿日 巿。 宇佐川 

文 好の 家に 休す。 主人 痛風 截瘧の 二方 を 伝 ふ。 駅に 

山 ぁリ。 屈曲 盤 回して 上る。 海上 宫島を 望 こと 至て 

近が ごとし。 此山を 桜 尾と 名く。 又篠尾 山と 名く。 

菅神祠 あり。 山伏 正覚 院と いふ もの 居住す。 文 好 云。 


寿 永年間 桜 尾 周 防 守 (周 防 国 桜 尾 城主) 近 実と いふ 者 

まつる  ひさし-つ 

天神 七 代を此 山に 祀。 年歴 久 して 天 満天 神の 祠と 

なすの み。 時 正 巳な り。 上 村 源 太夫 鈴 木 順 平 藤 林藤吉 

石 川 五郎治 及 余 五 人 舟に て宫 島に いたる。 海上 二 里 間 

風な く 波面 席の ごとし。 午後 宫 島に いたる。 祭事 後 故 

のぼつ 

に 巿商甚 盛な り。 千 畳 敷 二 畳に 上て 酒肴 を 喫。 勝景、 

ちゃうせ きす ゐ  つまびら か 

源貞 世、 近来 水 府長赤 水 説 こと 甚 詳 なり。 已未 後。 

船に 乗じて 海上 一 里久波 駅。 醸 家 沢 本屋 吉兵衛 の 家に 

次る。 主人 池田瑞 仙と 知己な りと いふ。 駅長の 園 臥竜 

松長延 十三 四 間なる あり。 此 日暑甚 し。 夜 海中の 塩 火 

きょ 

を 見る。 行程 六 里 許。」 


宫 島の 事 は 蘭 軒 自ら 記せず して、 貞 世の 道 ゆきぶ り 

と 赤 水の 長 崎 紀行と を 引いて ゐる。 道 ゆきぶ りの 文に 

は あたと と 云 ふ 地名の 下に 歌が ある。 「島守に いざ こ 

とと はむ 誰が ためにな にの あたと と 名に しおひけ む。」 

長 赤 水 は 長久 保 氏、 名 は 玄珠、 字 は 子玄、 通称 は 源 

五兵衛で ある。 著書 中に 長 崎 紀行と 長 崎 行 役 日記と が 

ある。 長 崎 紀行に 日本の 三大巿 とい ふ ことがある。 六 

月 十七 日 安藝 宫 島の 市、 三月 二十四日 下の 関 阿弥陀寺 

の巿、 八月 十五 日豊後 浜の 巿 である。 「中に も 此宫島 

第一な りと ぞ」 と 云って ある。 又 童謡が 載せて ある。 

「安藝の 宫島 めぐれば 七 里 浦が 七 浦 七え びす。」 七 浦 は 


杉 野、 腰 細、 青海苔、 山 白、 洲屋、 御床、 網で ある。 

七え びす は 昔 佐 伯 部の 祀 つた 神 ださう である。 

池 田 瑞仙は 初代 錦 橋で あらう。 此年 七十 二 歳で あつ 

た。 

詩。 「厳 島。 棹 子 占 風告艤 船。 張 帆 数里忽 飛然。 廻 

廊曲院 蒼 波 浸。 尖塔 危楼 翠樹 連。 華表 一 ※〔甘っ隻+隻」、 

7卷_87-下^^〕 離岸 立。 燈籠 百八繞 簷懸。 治承姦 相修斯 

宇。 土俗 于今却 説 賢。 又。 厳 島 延回七 里 強。 浦 居 蟹 戸 

巿居 商。 豈知 波浪 無辺 地。 別 有人 烟如 此郷。 呦鹿馴 童 

眠 石 岸。 吟猿送 客 下 松 岡。 昔年 帝 裂蓬萊 半。 封 得 霊 姫 

鎮 一方。」 


第三 十三 日。 「廿 二日 卯 時 発。 駅 を 出る 所 昔の 黒 河 

なり。 一 山路 を さけて 潮 斥の 処を 行く。 漁家 両三 軒 あ 

りて 山 下 海岸に 倚る。 海面 朝靄 蒼茫と して 宫島 あたた 

しま 壁 島 隠見す。 小 瀬 川 を 渡る。 周 防の 国界 なり。 国 

史に大 竹 川 を 分て 周 防 国と すと ある は此川 をい ふ歟。 

川 を 渡る ところ 木 柱 一 株 をた つ。 書して 云。 「自小 瀬 

至 赤 間 三十 六 里」 と。 此国毎 里に 程 を 記す る ことかく 

の ごとし。 関 戸の 山路に 入 リ三里 関 戸 駅。 (山中の 村 

なり。) 中屋重 五郎の 家に 休す。 一 山 をす ぐれば 多 田 

とい ふ 所 あり。 少く坦 道 を 経て 御庄 川 を 渡る。 里人に 

岩 国 山 をと へば 此川 南の 松 山に して 今 城 山と いふ 所な 


りと 答 ふ。 柱 野 をす ぎ 入 山の 山路に いる。 渓谷 相 分れ 

て 坂 梯甚嶮 なり。 すべて 雑樹 なし。 老松 多して 鬱 葱た 

り。 谷間の 道甚 長し。 土人 一 に 馬鹿 谷と いふ。 城主よ 

り 撫院迎 接の 為に 山上に 茶亭を 作る。 皆 松 枝 青葉 を 

束て 樊籬屋 店 を 作る。 欽明寺 坂 を 下りて 四 里 久賀本 

郷 駅な り。 駅の 南に 嵯峨 として 聳 たる 嶺見 ゆ。 夫 木 集 

中に 詠ず る冰 室な らん か。 土人 冰 室が 嶽と いふ。 (夫 

木 集に、 周 防 氷室 池 詠 人 不知、 こほりに し 氷室の 山 を 

冬ながら こち ふく 風に 解き やし ぬらむ。) 半里 高 森 駅。 

愛宕 屋与 三郎の 家に 宿す。 此日 午後 驟雨 微涼。 晚間暑 

はなはだし。 夜尤甚 し。 行程 七 里 半 許。」 


さ だよ 

黒 河、 小 瀬 川 及 岩 国 山の 下に 貞 世の 道 ゆきぶ りが 引 

いて ある。 岩 国 山の 歌が 三 首 ある。 「とまるべき 宿 だ 

になき を 駒な づむ いはくに 山に け ふや くらさむ。 たち 

か へ リ 見る 世 も あらば 人なら ぬ 岩 国 山 を 我 友に せむ。 

たらち ねのお やに つげば や あらして ふい は 国 山 をけ ふ 

はこえぬ と。」 小 瀬 川 一 名大 竹 川の 所に 所謂 国史 は 続 

日本 紀 である。 

その 四十 五 

第三 十四日 は 文化 三年 六月 二十 三日で ある。 「廿三 


日 卯 時 発す。 二 里今巿 駅。 呼坂 を 経る に 人家 街衢 をな 

す。 撫院 河内 屋藤 右衛門と いふ ものの 家に 小 休す。 薬 

舗な り。 蔵書 数千 卷を 曝す。 主人 他に 行 故 を もって 閲 

する こと を不 許。 呼坂 は 蓋し 昔に いふと ころの 海老 坂 

なり。 松 山 峠 を 経 二 里 久保田 駅 ニ名久 保巿) なり。 

二十 八 町 花 岡 駅。 山 崎屋和 兵衛の 家に 休す。 主人 手み 

づ から 比 目 魚 を 裁 切して 藝葉 酢に 浸し 食せ しむ。 味 

最 妙な り。 山路 を 経る に 田 畝 望 尽て海 漸く 見る。 廿 

五町 久来 駅。 廿四町 遠 駅な り。 右の 岡 上 八幡の 祠ぁ 

リ。 又 市中 影 向 石と いふ もの あり。 大 石な り。 上に 馬 

きた つ 

蹄痕 あり。 土人の 説に 古昔 宇佐 八幡の 神 飛び 来て 此 


石 上に と > まるな りと い ヘリ。 貞世 紀行に は此石 海中 

にある 文 見 ゆ。 桑田 碧 海の 歎お も ふべ し。 人家の 所尽 

て 松原な り。 青田 瀰 望また 列 松 数千 株め ぐれり。 松 外 

は 大海 雲晴 遠島 飛 帆 その 間に 隠見す。 半里 野 上 駅。 す 

な はち 徳山 城下な リ。 鶴屋新 四郎の 家に 小 休す。 城此 

を はなる、 こと 十 町 許な リ。 浅 井 金蔵 谷祐八 (金蔵 

あざな は 

字 子 文 祐八字 子哲徳 山の 臣 なり) のこと を 物色す る 

に、 みな 安寧な りと い ヘリ。 海面に 佐 島 大山 島 を 望。 

一 里 十二 町 富 田 駅に いたる。 駅 は 山の 半 腹な り。 山 東 

南に 面して 海中に 出る がごと し。 海面 は 遠山 延繚 して 

中断し 水 天 一 色な リ。 海に 傍 ひたる 坂 を めぐりく だる 


とき、 已 夕陽 紅 を 遠 波に しきたり。 やち 川 を 渡り 十九 

町 福 川 駅。 米屋 七 五郎の 家に 宿す。 此 駅より 海面に 

島々 見 ゆる 中に、 せん 島 黒髪 山 島尤大 なり。 此 日暑甚 

しけれ ども 風 あり。 此日 立秋な り。 行程 八 里 廿四町 

1 一 11 口 」 

貞 世の 道 ゆきぶ り を 引く もの 凡そ 三 箇所で ある。 呼 

坂、 遠 石、 富 田が 是 である。 呼坂 は貞 世が 海老 坂と 書 

いて ゐる。 遠 石の 馬蹄 を 印した 石 は、 貞 世が 過ぎた 時 

まだ 「浜の 汐干 のかた 遙 なる 沖に」 あった。 富 田の 浦 

から 見える 島々 の 中に、 厳 島と いふ 島 もあった と、 貞 

世 は 記して ゐる。 


詩。 「宿 福 川 駅、 此日 立秋。 涼 飇水国 早 知 秋。 聒耳 

驚濤鳴 枕頭。 櫓 響 暗 帰 漁 浦 岸。 燈 光未寐 酒家 楼。 短 宵 

強 半 眠 難 熟。 遠 旅 多 般疾是 憂。 我 已倦兮 僕 其※ 〔# 「や 

まい だれ + 甫」、 7 巻- 90- 上.？ r 経過 十 有 二三 州。」 旅疲 

が 詩の 後半に 見えて ゐる。 「疾是 憂」 と は 云っても、 猶 

幸に 疾 むに は 至らなかった らしい。 

第三 十五 日。 「廿 四日 卯 時 発。 一 里 矢 地 駅。 一 里 半 

とのみ  とみ  つきて 

富 海 (一 名 戸の 海) 駅な リ。 駅尽 山路に かかる。 

浮野嶢 とい ふ。 すべる 所、 望む 所、 貞 世紀 行尽 せり。 

山陽 道中 第 一 の 勝景と 覚ゅ。 一 里 浮 野 駅。 一 里宫巿 駅。 

三 倉屋甚 兵衛の 家に 休す。 佐南嶢 とい ふ 所 をす ぐ。 山 


海 園 村の 勝尤 よし。 富 海山 道に 比する に路 短し とす。 

金 坂 峠 岩 淵 犬とう 村 末 村 をへ て 四 里 半 小 郡 駅。 麻屋弥 

右衛門の 家に 宿す。 居 北に 山 を 望 南 田 畝 平 遠な り。 庭 

前 蓮 池 あり。 荷葉 傘 の ごとく 花は径 八九寸 許。 白 

花 多して 玉の ごとし。 此 日暑甚 しからず。 行程 八 里 

許。」 

浮 野 峠の 下に 又貞 世の 道 ゆき 振が 引いて ある。 橘 坂 

桑の 山の 歌 各 一 首が ある。 「あら 磯の みちより もな 

ほ 足曳の やま 立 花の 坂 ぞくる しき。 花す、 きます ほの 

糸 をみ だす かな 賤 がか ふこの 桑の 山風。」 欄外に 森 

枳 園の 筆と 覚 しき 書 入が ある。 「此 あたりに 佳境 あり 


てむかし より 詩歌に も 人口に も あら はれ ざり し を、 

近 比 江戸 人 見出して 絶景な りと し、 はるかに 大田南 畝 

などに 詩 をつ くらしむ。 それより 土人 もしり て 詩 を 諸 

方に 乞 ふ。 此に 引と ころ を 見れば 近世す でに 賞せられ 

しと 見えたり。 あるひ は 別に 一 嶺の佳 処ぁリ や。」 此 

に 引く ところと は 道 ゆきぶ りの 語 を 謂 ふので ある。 

詩。 「富 海 途中。 天 容海色 望 悠々。 浮 碧 一桁 豊後 州。 

曲 岸 吾 過東畔 去。 前人 已在水 西 頭。 小 郡 駅 逆旅、 池 蓮 

盛 開、 花 葉 頗大、 都下 所 未見、 応 主人 需賦。 芙※ 〔# 

「くさかんむり \ 渠」、 7 巻- 90- 下 清 沼遍。 香気 帯 秋 寒 _ 

葉 是青羅 傘。 花 為 白玉 盤。 飜風声 策々。 経 雨露 溥々。 


剰 有 新 肥藕。 採 来 供 晩餐。」 

その 四十 六 

第三 十六 日 は 文化 三年 六月 二十 五日で ある。 「廿五 

日 卯 時 発す。 山路 を 経る に 周 防 長 門 国 界の碑 あり。 二 

里 半 山中 駅な り。 二 又 川 を 渡り 二 里 半 舟 木 駅。 櫛屋太 

くし をうる い へ 

助の 家に 休す。 売 櫛 家 多し。 土人 説に 上古 此 地に 大 

くすのき 

なる 樟木 あり。 神 功 皇后の 三韓 を征 する 時 艨艟 四十 八 

艘を 一木に て 造れり。 因て 船 木と 名く。 其 枝の 延し所 

す > き  こず ゑ 

を 涼 木と いひ (船 木より 四 里) 木末の 倒し 所 を 木の 末 


とい ふ。 (船 木より 六 里。) 此近 地より 出る 石炭 は古樟 

きょす ゑ 

の 木片なる べし。 木の 末 今 は 清 末と あやまる とい ふ。 

船 木 川 を 渡り、 くしめ 坂 を 越え 一 里 半浅巿 駅。 福 田よ 

リ 蓮台に いたる 間 美田 長し。 朝野 弥太郎 の 千 町 田と い 

ふ。 一 里廿八 町吉田 駅。 山城 屋重 兵衛の 家に 宿。 此日 

きょ 

暑 不甚。 行程 八 里 許。」 船 木の 伝説 は 諸 書に 見えて ゐる。 

宗祇の 道の 記に も ある。 

第三 十七 日。 「廿 六日 卯 時 発す。 豊浦を 経 (豊浦 は 

長 府に神 功 皇后の 廟 ある 故 蓋 名く る 也) 海辺の 松原 

をす ぎ 一 里 卯月 駅な り。 稷 松原 をす ぐれば 海上に 干珠 

満珠島 見 ゆ。 一 里 半長 府。 松屋 養 助の 家に 休す。 蓮藕 


を 食せ しむ。 味 尤妙 なり。 しかれ ども 関東の 柔 滑と 

自 異なり。 神 功 皇后 廟 あり。 頗荘麗 なり。 左に 武内宿 

かふら たま たれの かみ 

禰を祀 り 右に 甲 良玉垂 神を祀 る。 小祠甚 多し。 西に 面 

し 海 を 望て 建つ。 側に 大樹 松。 囲 三人 抱 余な り。 皇 

后 征韓の 時 手 栽て、 もし 凱陣 ならば 蒼栄 すべし、 し 

からず んば枯 亡せ よと い ヘリ。 その 松な りと 土人の 説 

なり。 貞 世の 説と 異なり。 舞台 も あり。 (余 童子のと 

き 匠 人 金 次と いふ もの 長府侯 江戸の 邸 第 補修のと き 長 

府 二の 宮 舞台の はふの ごとく なれと 好の よし 語れり。 

今 目の あたり 見る こと を 得たり。) 此宮は 長府の 二の 

宮 にて 一 の 宫は此 より 一 里 北に 住 吉の神 を まつる と 也。 


よしたか  ふるみ や 

大 内義隆 造作の 古宫 なりと いへ り。 竜宮より 奉る 鐘 あ 

リ といへ り。 又 神 功 寺 (真言 宗) とい ふ 寺 二の 宫の鳥 

居の 側に あり。 是 亦義隆 創立な りしが 旧年 火 ありて 今 

は 一 小 寺な り。 前 田と いへ る 山 崖の 海浜 をす ぐ。 松樹 

万 株 連り て雑樹 なし。 図 後に 附す。 壇の 浦に 至る。 豊 

前の 山々 一 眼に ありて 甚 近が ごとし。 漁家 千 戸 道路 狭 

し。 阿弥陀寺に 詣る。 寺 僧 先導して 観し む。 安徳 帝の 

陵 上に 廟を 造て 帝の 木像 を 立。 十年已 前まで は 素質な 

る を 近年 彩色 を 加 ふとい ふ。 左右の 障子に 二位 女 公 内 

へ いせき 

侍より 以下 平 戚の像 を 画く。 古法 眼 元 信の 筆蹟な リ。 

又 廟廡金 紙 壁に 平氏 西 敗の 図 あり。 土 佐 光信の 筆蹟な 


じゅす ゐへ いせき 

り。 後山に 入水 平 戚の塔 あり。 此寺 古昔 大内義 降の 

所 造な り。 しかる を 近年 修補せ り。 寺 を 出て 亀 山 八 

幡に詣 る。 一 小 岡に して 海に 臨 涼風 灑が ごとし。 土 

人の 説に 聖武 帝の 貞観 元年に 宇佐より 此 地に 移し 祀と 

いへ り。 是亦大 内 義隆の 所 造な り。 舞台 上より 望と き 

は 小 倉 内裏よ リ長 府の洋 面に 至まで 一 矚の 中に あり。 

遂に 二 里 下の 関 川 崎屋久 助の 家に 宿。 地形 は貞 世の 紀 

行尽 せり。 大 坂よ リ已来 尾の 道 大輻湊 の 地 なれ ども 赤 

馬 関 は 勝る こと 万々 ならん。 此 日暑甚 しからず。 行程 

五 里 許。」 

神 功 皇后 廟と馬 関との 下に 又貞 世の 道 ゆきぶ りが 引 


いて ある。 皇后 手 栽の 松 を 記す る 本文に 接して、 r 貞 

世の 説と 異なり」 と 云って あるが、 道 ゆきぶ りに は 松 

の 事 は 言 つて 無い。 貞 世の 文中 皇 后征韓 の 事に 関する 

もの は 下の 如くで ある。 「壇の うらと いふ 事 は 皇后の 

ひとの 国う ち 給 ひし 御と き 祈の ために 壇 を たてさせ 給 

ひたりけ るよりか く 名け ける とか や 申 也。 其 時の 壇の 

石に て 侍る とて 御社の 前の みちの 辺に しめ 引 ま はした 

る 石 あり。 此 御社 は あなと 豊 浦の 都の 大 内の 跡に て 侍 

とか や。」 馬 関の 条は貞 世の 文が 長いから、 此に 省く。 

大要 はかう である。 昔 馬 関と 門 司が 関との 間に は 山が 

あって、 其 山に 「潮の 満干の 道ば かり」 の 穴が あった。 


皇后が 艤 せ させ 給うた 後、 一 夜の 程に 山が 裂けて 

速辆 のせと となった と 云 ふので ある。 此 伝説と 穴 門の 

語と が 後人の 議論に 上った こと は 人の 知る 所で ある。 

詩。 「赤 馬 関。 瀕海 商船 会。 既庶而 且豊。 寺存 安徳 

廟。 山古応 神宮。 蟹 甲成奇 鬼。 硯材如 紫 銅。 数 家 娼妓 

在。 漫学 浪華 風。」 

その 四十 七 

第三 十八 日 は 文化 三年 六月 二十 七日で ある。 「廿七 

日 暁より 雨大に 降る。 風亦甚 し。 因て なほ 川崎屋 にあ 


り。 一 商人 平家 蟹 を携て 余に かはん こと をす、 む。 

すな はち ゆし リ やう かいふ  じんめんの ごと 

乃 庾子亮 蟹譜に 載す る 蟹 殻 如 人面き もの ありと 称 

を さまり はる 

する ものな リ。 午後 風 収 雨霽。 すな はち 撫院の 船に 

陪乗す。 船大さ 十四 間 幅 五六 間。 挖ェ 三十 余人。 一 堂 

に 坐す る ごとし。 少も 動揺 をお ぼえず。 撃 鼓 唱歌して 

船 を 出す。 巌竜島 を 経て 内裏の 岸に つき 撫院 舟よ リ 

のぼつ  を はリき たつ 

上て 公事 あり。 畢 来て 船 を 出す。 日久島 をす ぐ。 

石 上に 与 次兵衛 とい ふ ものの 碑 あり。 豊臣 太閤 征韓の 

とき 船 此洲に 膠して 甚危 かりし 故 船頭 与 次兵衛 自殺せ 

しとな り。 北方 は玄海 灘渺々 然として 飛 帆 鳥の ごとく 

う. しろの しま 

後 島 はみ な盃の ごとし。 壮雄 限な し。 日已申 時。 ま 


た 大雨 遽 来り 海面 暗 々たり。 しかれ ども 風な し。 遂 

三 里 豊前小 倉の 三門に 著 船す。 余 船主に 乞て 唱歌 を 書 

せし む。 黄 帝と いふ 曲な り。 小 倉 伊賀屋 平 兵衛の 家に 

宿す。 主人 一書 巻 を 展覧せ しむ。 黄 檗福巌 鉄 文と いふ 

元禄 年中の 僧の 書な り。 遒勁 運動 看る に 足れり。 此地 

亦 一 湊会 なれ ども 遠く 赤 馬 関に 不及。 此日 雨に よりて 

きょ 

涼し。 海上 三 里 許。」 

くわうて い  くわて き 

註に 所謂 黄 帝の 曲が 載せて ある。 貨狄と 云 ふ もの 

が 蜘蛛の 木 葉に 乗る を 見て 舟 を 造り、 黄 帝に 献 じたと 

み つまた 

云 ふ 伝説 を 叙した ものである。 詞の 初に 三叉、 駒 形、 

待 乳 山の 地名 を 挙げ、 「見れば 心 もす み 田 川 流に 浮ぶ 


一葉の 舟の 昔 は」 と 云って、 舟の 由来に 入る。 末に 「此 

外に 数 曲 ありと いへ り、 撫院の 云、 文中に 東都の 地名 

あれば 東都 御舟 歌な らんと、 定て然 らん」 と 云って あ 

る。 

詩。 「赤 馬 渡海、 海雨驟 至。 長 州 絶海 是豊 州。 撃 鼓 

楊 帆進鶬 頭。 玄海北 連 千万 里。 宝珠 東 現 一 ※ 〔# 「隻 

+ 隻」、 7 巻- 94- 上る〕 洲。 風迎 驟雨 瀟々 至。 潮 浸 低雲 

闇々 流。 縦 得 呉 児 能 踏浪。 駆 来 許 怒 水神 不。」 ※洲 〔# 

「隻 + 隻」、 7 巻- 94- 上.. ru は 干 珠満珠 の 二 島で ある。 

第三 十九 日。 「廿 八日 卯 時 発す。 豊筑の 界及純 素の 

城墟を 経て 海の 入る 処 あり。 くきの 浦と いふ。 ニ里卅 


一丁 黒 崎 駅。 植 松屋 三 郎兵衛 の 家に 休す。 二 里 卅四丁 

木屋の 瀬。 三輪 屋久 兵衛の 家に 宿す。 此日 午後 風 あり 

て 小雨 降。 大に 涼し。 行程 六 里 許。」 純 素の 城 墟は未 

だ考 へない。 

第 四十 日。 「廿 九日 卯 時 発す。 能 方 川 を 渡り 岩 はな 

ゑんし やう 

堤 を 経て 小 竹 堤 を 行く。 望と ころ 連山 垣墙の ごとく 

とつ こつ  か はら やま  よむ 

東南に 突兀 たる 山 あり。 香 春 山と いふ。 (春 はらと 訓 

はるた 

又 同国に 原 田と いふ 所 あり、 原 を はると 訓す、 ゆ ゑ 

いまだつ まびら かならず  つ げ 

未 詳。) 一山み な 黄楊の みとい ヘリ。 五 里 飯 塚 

駅。 伊勢屋 藤 次郎の 家に 休す。 此駅 天満宫 及納祖 八幡 

の祠 あり。 此日 祇園祭 事 ありて 大幟 をた つ。 「神道 以 


祈禱為 先、 冥加 以 正直 為本」 の 十四 字 を 大書せ り。 亦 

一 奇 なり。 未 時雨 大来。 泥濘 を 衝て三 里 半 内野 駅。 青 

山元 貞の 家に 宿。 此日 涼し。 行程 八 里 許。」 

詩。 「内野 駅 田家。 茅 茨 半 破竹 扉斜。 雨滴 籬笆 豌豆 

花。 野 犢随童 過 曲径。 村 雞驚客 去 隣家。」 

その 四十 八 

第 四十 一 日 は 文化 三年 七月 朔 である。 「七月 朔日 

ひやみ づ 

四 更に 発す。 冷水 峠を越る に 風雨 甚し。 轎中唯 脚 夫の 

節 を 石 道に 鳴す を 聞の み。 夜 明て 雨 やむ。 顧 望に 木 


曾の 碓冰 にも 劣らぬ 山形な り。 六 里 山家 駅。 一 商家 

(来 家 五兵衛) に 休。 日 午な リ。 駅 中に 石 を 刻して 

ひる この かみ 

蛭 子 神 を 造りて 街頭に 立つ る あり。 (宰府 辺に いたる 

まで 往々 有り。) 駅 を 離れて 六本 松の 捷径 を 取り 

せう れきせん そう  はふまん ざん 

小 礫 川に 傍て 行く。 右の 方に 魏然 たる もの は 法 満山な 

かまど やま 

リ。 古歌に 詠ず る 所筑前 第一 の 高山な リ。 古名 竈 山 

とい ふ。 寺院 廿五房 ありと もい ヘリ。 天 正 年間に は 高 

き は 

橋 某 城 を 築け リ。 細川幽 斎の 紀行に 見 ゆ。 芝 山の 際の 

狭路 をす ぎて 二 里 大宰府 にいた る。 染川 をす ぎて 境内 

に 入る。 染川 まことに 小 流な り。 天 正 年間 すらす でに 

しかり。 況ゃ 今にいた りて を や。 境内に 入る とき は 石 


鳥居、 石橋、 二王門、 別殿、 東西 法 華 堂、 薬師 堂、 浮 堂、 

中 門、 回廊、 本社、 神楽 堂、 鐘楼、 文庫 等 及 末社お ほ 

あんぎゃ うそ うづ 

し。 此祠は 延喜五 年 八月 十九 日 安行 僧都に 勅定 ありて 

造営 あり。 数百 年 を 経て 兵火の ために 炎 失す。 今の 神 

殿 は 天 正 年中 小 早 川 隆景筑 前 国主た ると き 境内 東西 五 

十三 間 南北 百 七十 間に 定め、 本殿 は 長 九 間 横 七 間にし 

て 南面せ リ。 後年 黒 田 長政此 国主た るに よりて 中 門 回 

廊諸堂 末社の 廃絶 を 継 興す。 (信恬 按ずる に 兵火の た 

めに 炎 失せし は 天 正 八 年に 当れ リ。) 飛 梅 社 前の 右に 

あり。 博 多 画 瓢坊の 説に、 明 応七年 兵！ I 火に かかりて 枯 

し を 社僧 祠 官等 歌よ みて 奉り たれば 再び 栄 生せ りと い 


ヘリ。 其 後天 正の 兵燹に も 焚し こと 幽斎 紀行に 見 ゆ。 

左に 一 株の 松 あり。 みな 柵 を 以て 囲む。 池 は 心の 字の 

形な り。 雁 鴨瀵※ 〔# 「勅 + 鳥」、 7 巻- 95- 下 群集し 鯉 

鮒 游泳して 人の 足 声 を 聞て 浮み 出づ。 島 ありて 雁の 巣 

ありと いふ。 三 橋 を 架す。 社 地 は 古の 安楽寺の 地な リ。 

延寿 王院 (神宮 寺と いふ) に 入りて 菅公 真蹟 を 拝観す。 

双竪 幅。 「離 家 三 四 年。 落涙 百 千 行。 万事 皆 如 夢。 

得々 仰 彼 蒼。」 〔此詩 は杜子 美の 詩に して、 誤て 文 草に 

入れた る 論 林羅山 文集に 見えたり。 此等は 公の 古人の 

詩 を かかせ 給へ る を 見て、 後人 しらず して 編集せ しな 

り。 賈 至の 詩 を 山 谷 集に 入れし 類な らん か。〕 毎 幅 二 


いうけ いせう しゃ 

行 字 三 四寸大 にして 遵 勁瀟灑 たる 行書な り。 又 

せう かいふ もん ぼん  じのお ほき さ  ばか リ 

小 楷普門 品 毎 行 十七 字に して 字 大 五分 許 楷法 厳正 

なり。 日已未 後に して 寺 を 出で 五 里 原 田 駅な り。 筑肥 

界を すぎ 二 里 田 代 駅。 難 波 屋喜平 次の 家に 宿す。 夜已 

ちくへ いきょ 

初更な リ。 駅 吏 竹 秉炬を 持て 迎る こと 里 余。 俗 尤野隨 

さよ 

とす。 此日 午後 快晴。 犬に 秋風 あり。 行程 十二 里 許。」 

竈 山の 条 に 清 原 元輔の 連歌と 細川幽 斎の 九州 道の 

記と が 引いて ある。 元輔 連歌。 「春 はもえ 秋 はこが 

る、 かまど 山 霞 も 霧 も 烟とぞ なる。」 幽 斎は此 山の 沿 

革 を 説いて ゐる。 初め 山に 竈 門 山 宝 重 寺と 云 ふ 寺が あ 

つて、 山伏が 住んで ゐた。 そこへ 高 橋 某が 城 を 築いた。 


後島 津 氏が 岩屋の 城 を 陥れた 時、 高 橋 も 城を棄 てて 去 

リ、 山伏が 又帰リ 来った と 云 ふので ある。 「立 つづく 

雲 を 千里の けぶりに てに ぎ はふ 民の かまど 山 かな。」 

染 川の 条には 歌が 四 首 引いて ある。 古歌。 「染川 を 

渡らむ 人の いかで か は 色になる て ふことの なから む。」 

又 「染 川に 宿 かる 波の 早ければ なき 名 立つ とも 今 は 恨 

み じ。」 家隆。 「山風のお ろす もみ ぢの紅 を またい くし 

ほか 染 川の 浪。」 藤 孝。 「老の 波む かしに か へれ 染川ゃ 

色になる て ふ 心ば かり も。」 幽 斎の 記に も 「思 ひしに は 

か はりた る 小 河の あさき 流な リ」 と 云 ひ、 長 嘯 子の 記 

にも 「水 さへ かれはて て 昔の あとと いふば かりなり」 


と 云って ある を 引いて、 其 末に 蘭 軒 は 記した。 「信恬 

按ずる に、 此両 記幽斎 紀行 は 天 正 十五 年 勝 俊 は 天 正 末 

つ 方 也。」 

菅廟 の 条には 蘭 軒が 幽 斎の 文 を 引いて 炎上の 年を考 

へて ゐる。 「幽斎 九州 紀行 は 天 正 十五 年 豊太閣 島津義 

久を 討伐せ しとき したが ひて 九州に 下りし 紀行な り。 

其 文中に 宰府は 天神の 住 給 ひし 所と 聞 及し まま 見物の 

ため まかりけ る。 彼 寺 は 七と せば かりさき 炎上して か 

たばかりなる 仮殿な りと 書きた リ。 すな はち 炎上 は 天 

正 八 年に 当れ り。」 

飛 梅の 条 にも 亦 幽 斎の 文が 引いて ある。 「幽斎 九州 


道の 記、 飛 梅 も 古木 は 焼て きりけ るに 若ば えの 生 出て 

有 を 見て、 鶯の はね を やと ひて 飛 梅の かごに はいかで 

のらで 来に けむ。」 

詩。 「太宰府 菅廟。 行々 筑紫旧 山河。 更向菅 公祠廟 

過。 一 樹飛梅 遺愛 古。 数 般享祭 歴年 多。 官途 事業 兼 編 

史。 謫地 風光 入 詠歌。 天道 是非 無奈 得。 聖賢 従 昔易蹉 

跎。」 

その 四十 九 

第 四十 二日 は 文化 三年 七月 二日で ある。 「二日 五更 


と > ろき  なか はる 

発す。 一里 轟 駅。 一 里 半 中原 駅。 二 里 神 崎 駅。 小 淵 

清 右衛門の 家に 休す。 駅 中 櫛田大 明神祠 ぁリ。 頗大な 

り。 一里 解 原 駅に いたる。 無量 寿 山浄覚 寺と いへ る 

一 向宗の 境内に 高麗 烏 あり。 常の 烏より 小に して 羽 

翼 端 半白し。 声 鶉に 似たり。 一に 徒 烏と 名づ く。 

きじゃく 

此辺往 々ありと いへ り。 形状 全く 喜鵲 と覚。 一里 半 佐 

賀 城下。 古河 新 内の 家に 宿す。 晩餐の 肴に あげまきと 

いふ 貝 を 供す。 長さ 一 寸 五分 許 横 五六 分。 味 烏賊 魚 

に 似たり。 佐賀 侯より 金 三方 を 賜 ふ。 此日暑 不甚。 行 

程 六 里 半 許。」 わたくし は 九州に 居る こと 三年、 又 其 前 

後に 北 支那に 従征 して、 高麗 烏の 鵲 たる こと 蘭 軒の 


説の 如くなる を 知った。 

第 四十 三日。 「三日 卯 時 発す。 田 間 を 過る に 西南に 

たらが たけ 

多羅 嶽、 南に 温泉 嶽 (又 雲 仙と 書) 東南に 柳 川の 諸 山、 

東に 久留 来の 山、 西南 間 川上 山、 北に 阿弥 嶽、 筑 前の 

ち ふりやま  さい くわいれ ぅぜ う 

千振 山 等 四面に 崔 嵬繚繞 して 雲間に 秀 突せ リ。 二 里 

くすのき 

牛津 駅。 二 里 小 田 駅な り。 駅 中道 北に 巨大の 樟木 あり。 

くわつ ぼく  はんかん 

活 木な リ。 就て 馬頭観音 を 彫刻せ り。 半 幹 也。 堂 を 

構て 梢 葉 その上 を蔽 庇す。 堂の 大さニ 間 余に して 観音 

の 像 中に 満 るの 大 さなり。 樹の大 なること しるべし。 

二 里 成 瀬 駅。 (五十 丁 一里。) 二 里 塚 崎 駅。 一 商家に 休 

あ ぢはひ 

す。 駅長の 家の 温泉に 浴す。 清潔に して 味 淡し。 脚 


いやす  うれしの 

気、 疝気を 愈と いへ り。 三 里 (五十 丁 一  里) 嬉野 駅。 

茶屋 正兵 衛に 宿す。 此駅毎 戸 茶 商な リ。 温泉 ぁリ。 此 

日 秋 暑尤甚 し。 行程 九 里 許。」 

詩。 「嬉 野。 羿 輿何趨 歩。 駅 程将晚 時。 山 痩 多 見 骨。 

松 老尽蟠 枝。 芳 I 名 連 家 売。 温泉 一 洞奇。 村人 秉竹 火。 

迎我立 荒 岐。」 

第 四十 四日。 「四日 卯 時 発す。 三の 瀬 村の 猴に十 

ゐき よの  くうきう  し 

囲 許樟木 あり。 中空 朽の処 六 七 畳 席 を 布くべし。 九州 

たいしゃう  かくの  いまだみ ず 

地方 大樟尤 多し といへ ども 此 ごとき は 未見。 江戸 

を 発して 已来 道中 第一 の 大木な り。 三 里 蘭 木 駅 ( 一 に 

そのき 

彼杵と 書) なり。 駅に 出ん とする 路甚 勝景な り。 図 巻 


末に 附。 鶴屋又 兵衛の 家に 休す。 三 里 松原 駅。 海辺 路 

を 経て 桜の 馬場と いふ 処 あり。 桜 樹三四 丁の 列樹 なり。 

花時お も ふべ し。 又 松林 平にして 海 を 環る 二 里 大村城 

かぶらき うんたん 

下。 荒物屋 三 郎兵衛 の 家に 宿す。 鏑 木雲潭 (名祥 胤、 

あざな はさんき つ  かせい や 

字 三吉、 河 西 野の 次子) 大村 侯の 命に よりて 今春よ 

あかつきに および 

りこ、 に 家居して 此夜 来訪す。 歓晤及 暁て かへ る。 

此 日暑甚 し。 行程 八 里 許。」 

き ん 

欄外に 森枳 園の 樟の 大木の 考証が ある。 樟の 木の 最 

大 なる もの は 伊予 国 越 智郡大 三 島に あると 云 ふので あ 

る。 「樟の 大樹い よの 大三 島に ある もの 大さ廿 八 人 囲 

を 第一 とす。 次 は廿ー 人 囲、 次 は 十八 人 囲、 この類 は 


極て 多し。 第一 の もの は今枯 たりと 云。」 蘭 木 駅の 図 

も 例の 如く 闕 けて ゐる。 

鏑木 雲潭、 名字 は 本文 自註に 見えて ゐる。 「河 西 野 

の 次子」 と 云って ある。 

河 西 野 は 巿河寛 斎で、 其 長子が 米 庵 三 亥、 次子が 雲 

潭祥 胤で ある。 出で て鏑木 梅渓の 養子と なった。 梅渓、 

名 は 世 息、 字 は君胄 である。 長 崎の 人で 江戸に 居った。 

梅 渓は享 和 三年 二月 四日に 五十 五 歳 を 以て 終った。 当 

時 雲 潭を肥 前 国に 召致して ゐ たの は 大村上 総 介 純昌で 

ある。 

詩。 「大村 駅舎 逢鏑 雲潭。 松原 連 古 駅。 残 日照 汀洲。 


忽値 同郷 客。 却 添 思 国愁。 図 成 真 海嶽。 趣 合 旧風 流。 

何 把 東都 酒。 共 談此遠 遊。」 

その 五十 

第 四十 五日 は 文化 三年 七月 五日で ある。 「五日 卯 時 

発す。 三里諫 早。 四 里 矢 上 駅。 一 商家に 宿す。 海浜の 

駅に して 蟹尤 多し。 家に 入り 席に 上る。 此 辺よ リ婦 

人老 にいた るまで 眉 あり。 此 日暑甚 し。 晚雨 あり。 行 

程 七 里 許。」 

欄外に 女子の 眉 を 剃らざる 風俗の 事が 追記して ある _ 


二 一十 年 前 長 崎の 徳見 某の 妻 京に ゆく とて 神 辺 駅に 宿 

す。 四十 許の 婦人 眉 ある を 見ん とて、 四 五 人 其 宿に 

ゆき 窓に 穴して 見た るに、 眉 はなく して 他国の 人に こ 

とならず。 後に きけば 上方に ゆく もの はしば らく 剃お 

とすと 云。」 蘭 軒が 菅茶 山な どの 話 を 思 ひ 出で て枳園 

に 命じて 記せし めた もの か。 

蘭 軒の 長 崎に 著いた 旅行の 第 四十 六日 は、 即ち 文化 

三年 七月 六日で ある。 「六日 卯 時 発。 一 里 日 見 峠な リ。 

険路に して 天下の 跋渉 家 九州の 箱 根と 名く。 山 を 下る 

とき 撫院 を迎 ふるもの 満路、 余が 輩に いたりても 名刺 

を 通じて 迎 もの 百 有余 人な り。 無縁 堂 一 の 瀬 八幡 を 


すぎ 長 崎 村 桜の 馬場 新 大工 町 馬 町 勝 山 町 八百屋 町 を 経 

て 立山 庁 邸に いたり、 午後 寓 舎に 入る。 此 日暑甚 し。 

行程 三 里 許。」 

長 崎 奉行の 役所 は 初め 本 博 多 町の 寺 沢 志 摩 守 広 高が 

勤番 屋敷 址 にあった。 これ を 森 崎に 移した のが 寛 永 十 

いは はらが う 

年で ある。 寛 文 十一 年に 至って、 岩原郷 立山に 地 を 賜 

はり、 延宝 元年に 新 庁が 造られた。 これより 立山 を 東 

まがりぶ ち 

役所、 森 崎 を 西 役所と 云 ふ。 曲 淵は此 立山 庁 邸に 入 

つたので ある。 東 役所 址は 今の 誠訪 公園の 南 麓 県立 女 

子 師範学校の 辺に 当る。 

長 崎 紀行 は此に 終る。 末に 伊沢 蘭 軒の 自署と 印ニ顆 


のぶ さ だ  あざな はたん ふ 

とが ある。 白文 は 伊沢 信 恬朱文 は字澹 父で、 澹は水 

に 従 ふ 字 を 用ゐて ある。 

詩集に は 長 崎に 到った 時の 作と して、 長 崎 一 一 絶、 港 営、 

しんしゃ うくわん 

清 商館、 蘭 商 舘各ー 絶が ある。 長 崎の 一 首と 清 商館 

の 作と を 此に録 する。 「長 崎。 隔歳 分知両 鎮台。 満郷 

人 戸 有余 財。 繁華 不滅 三 都会。 都 頼 年々 舶商 来。 清 商 

館。 入門 如 到 一 殊郷。 比屋通 街居舶 商。 西土 休 誇 文物 

美。 逸書 多 在 我 東方。」 鎮台 は 奉行で ある。 逸書の 七 

字 は 蘭 軒の 手に 成って 殊に 妙 を 覚える。 

此 より 以下 客 崎 詩稿 中に 就いて 月日 を 明に すべ きも 

の を 拾って 行く こと、 する。 


八月 十四日に 江戸 御茶の 水の 料理店で、 大田南 畝が 

月 を 看て 詩 を 作り、 蘭 軒に 寄せ 示した。 南 畝 は 長 崎の 

出 役 を 命ぜられ たのが 二 年 前で あるから、 丁度 蘭 軒と 

交代した やうな ものである。 書中に は 定めて 前年の 所 

見 を 説いて、 少ぃ 友人の ために 便宜 を 謀った ことで あ 

らう。 蘭 軒が 長 崎に あって これに 和した 詩 は、 「風 露 

清涼 秋 半天」 云々 の 七 律で ある。 当時 南 畝が 五十八 歳、 

蘭 軒が 三十 歳であった。 

十五 日に は 蘭 軒が 「中秋 思郷」 の 七 絶 を 作った。 「各 

処歓 歌風 裏 伝。 雲 収幽岫 月 皎然。 一 千里 外 家 山 遠。 応 

照 団藥内 集 筵。」 


十七 日に は 月 前に 詩を賦 して 江戸の 友人に 寄せた。 

「八月 十七 夜、 対 月 寄 懐 木 駿卿柴 担 人、 去年 此夜与 両生 

同 遊 皇子 村、 駿卿有 秋風 一 路稲 花香 句。 村 店 浦 笛 夜 清 

涼。 窓 竹 翻 風月 満房。 去 歳 今宵 君 記 否。 酔 帰 郊路稲 花 

香。」 駿卿 t は 木村定 良で 前に も 見えて ゐる。 担 人 は 未 

だ考 へない。 

九月の 初に 蘭 軒 は 病の ために 酒 を 断って ゐ たらしい。 

「九日。 病 余 休 酒 怯 秋風。 佳節 登高 興 政 空。 想 得萱堂 

抱穉 子。 買 花乱插 小瓶 中。」 蘭 軒の 想像した 家庭で は、 

五十 七 歳の 母 曾 能が 二 歳の 常 三郎を 抱いて 菊 を 活けて 

ゐた。 しかし 曾 能 は 或は 既に 病褥 にあった かも 知れな 


い。 後 二月に して 客 遊 中の 子 を 見る こと 能 はずして 残 

したから である。 

その 五十 一 

蘭 軒が 長 崎に 来た 文化 三年の 九月 十三 日 は 後の 月が 

好かった。 「十三夜 偶成。 環 浦 山 環海 似 盤。 参 差 帆 外 

月輪 寒。 半宵 偏 倚 南 軒 柱。 抛 却 許 多郷思 看。」 郷思は 

容易に 抛ち 得て 尽きなかった らしい。 

十三夜の 詩の 次に 石 崎 鳳 嶺に次 韻した 作が ある。 鳳 

嶺は 千秋 亭 観月の 詩 を 扇に 題して、 持って来て 見せた。 


月日 は 詳 にす る ことが 出来ぬ が、 後の 月より は更 

に 後の 事であった だら う。 「石 崎 士整与 諸子 同 千秋 亭 

賞 月、 題 詩 扇 面、 携来見 示、 即次 韻。 黄壚秋 醸熟盈 瓶。 

乗 月 諸賢 叩 野扃。 恰好 清談親 対朗。 更教妙 画 酔 通 霊。 

曲 渓泉響 添 幽趣。 叢 桂 花 開 送 遠馨。 扇 面 写 来 良夜 興。 

新 詩 標格自 亭亭。」 士 is の 下に 「名融 思、 号 鳳嶺、 

くわん ぐ わのり しぐ わ をよ くす  かたはら 

観 画 吏 、 善 詩 画 」 と 註し、 又 観 画 吏の 傍 に 

唐 画 目 利と 朱書して ある。 

鳳 嶺の事 は 田 能 村 竹 田の 竹田荘 師友 画 録及竹 田荘詩 

話に 見えて ゐる。 画録に 云く。 「石融 思。 鎮之老 画師 

也。 予 相識 最旧。 与 渡 辺 鶴洲。 為 書画 目 利 職。 掌 検閲 


清 舶所齎 古今 書画。 辨 真贋 定価 直 事。 又 鎮台 有 絵 事。 

則必 与焉。 如 中 川 侯 之 清俗紀 聞、 遠山 侯 之 全 象 活眼 此 

也。 旁 善 西洋画。 其子融 済。 亦 善 画。 不墜 家声 矣。」 

詩 話に は士 整が 「士 斉」 に 作って ある。 そして 「詩 非 

其 所長、 故 不録」 と 云って ある。 竹 田 は 鳳 嶺の画 を 取 

つて 其 詩 を 取らなかった ものと 見える。 しかし 猶 これ 

を 待つ に 読書家 を 以てする を吝 まなかつ たこと は、 「贈 

環 浦 石 崎 君」 の 作に 徴 して 知られる。 「聞 君 踪跡不 尋常。 

杜絶 柴門読 老荘。 三尺 枯桐焦 有 韻。 千年 古 柏朽生 香。 

松 花 院静落 鋪径。 ※ 〔# 「題」 の 「頁」 に 代えて 「鳥」、 7 

巻- 102 上 i 鵠簾 低声 入 堂。 相思 魚 箋題句 了。 已看簷 


隙満蟾 光。」 

の  もと 

画録に 載す る 所の 鳳嶺が 同僚 渡 辺 鶴 洲は本 小 原 氏、 

京都より 長 崎に 徒った 小原慶 山の 後 だと、 同じ 画録に 

とせき さ 、ろく 

見えて ゐる。 しかし 屠 赤瑣々 録 には慶 山の 子 は 勘 八、 

す 

其裔は 書物 目 利 役 某で、 鶴 洲は只 長 照 寺の 慶 山の 墓 を 

祭って ゐ るの だと 云って ある。 前者 は 天 保 四 年に 成り、 

後者 は 早く 文政 二 年に 集録した もの だと 云 ふから、 晚 

出の 画 録に従 ふべき であらう。 しかし 長 崎の 人の 記載 

に、 「小 原慶 山、 又渓 山に 作る、 字 は 霞 光、 丹 波の 人、 

元禄 中 長 崎 絵師 兼 唐 絵 目 利に 任官、 其 子 小 原 勘 八、 名 

は 克紹、 巴 山と 号す、 聖堂 書記 役な り」 と 云って ある。 


屠 赤瑣々 録の文 も遽に 排斥すべき では 無い。 竹 田 は 小 

原、 大 原と 二様に 書して ゐ るが、 小 原が 正しい らしい。 

なが か はせいち やう 

これ も 九月 中の 事で あらう。 蘭 軒 は 長 川 正 長の 菊 

あざな  ほじん 

の 詩に 次 韻した。 正 長、 字 は 補 仁、 親書の 吏で ある。 

「六月 拾遺 菊 於 街 上。 植之園 中。 培養 得 功。 遂至季 秋。 

著 花 黄白 両種。 香満籬 笆。」 正 長 は 七 絶 三 首 を 作リ、 蘭 

軒 はこれ に 和した ので ある。 詩 は 略す る。 

ぶん ひつ ほう 

十月 三日に 蘭 軒 は 文筆 峰に 登った。 「十月 三日 登 文 

筆 峰、 帰路 過 茂 樹六松 蓼 原 諸 村」 として 七 絶 三 首が あ 

る。 今 其 一 を録 する。 「登臨 文筆 最高 巔。 勝景 来 供 岩 

壑前。 鏡 様 蒼 溟拳様 島。 卸 帆 閩浙数 州 船。」 茶 山の 集 


に 「次 韻 伊沢 澹父登 文筆 峰」 として 二 絶が 見えて ゐる。 

「尋石 聴禽到 絶巔。 忽驚 大観 落 尊 前。 雲 濤北擁 三韓 地。 

帆 席 西 来百粵 船。」 「酔 対空 洋踞 絶巔。 風 帆 直 欲 到 尊 前。 

傍人 相 指 還 相 問。 底是 M ハ船是 越 船。」 

十一月 二十 二日に 江戸で 蘭 軒の 母が 歿した。 隆升軒 

いは ゆる  むすめ 

信 階の 妻 伊沢 氏 曾 能で、 所謂 家附の 女で ある。 年 は 

五十 七 歳であった。 法諡を 快楽 院是参 貞如大 姉と 云 ふ。 

先 霊 名 録には 快楽 院が 快楽 室に 作って ある。 伊沢 分家 

の 古い 法諡 に、 軒と 云 ひ 室と 云って、 ことさらに 院字 

を 避けたら しい 形迹の あるの は、 伊藤東涯の 「本 天子 

脱屣之 後、 居于 其院、 故 崩 後仍称 之、 臣下 貴 者 亦 或 称、 


今 斗筲之 人、 父母 既残、 必称曰 某院、 尤不 可也、 蓋 所 

謂 窃礼之 不中者 也、 有志 者 忍 以此称 其 親 也 哉」 と 云つ 

た 如く 俗 を 匡す に 意が あつたので はなから うか。 

曾 能 は 歴世 略伝に 拠る に、 一子 二 女 を 生んだ。 蘭 軒 

きせ  あさ 

と 幾 勢、 安佐の 二 女と である。 幾 勢 は 蘭 軒の 姉で ある 

が、 安佐 は 其 序次 を詳 にす る ことが 出来ない。 只 安佐 

の 生れた のが 幾 勢より 後れて ゐ たこと だけ は 明で ある。 

先 霊 名録に 「知 遊 童女、 隆升軒 末女 安佐、 安永 八 年 己 

亥十 一月」 として 十日の 条に 載せて ある。 安永 八 年に 

は 幾 勢 は 九 歳、 蘭 軒 は 三 歳であった。 末女と あるから 

幾 勢より 穉 かった こと は 知られる が、 蘭 軒と 孰 か 長 


孰 か 幼なる を 知る ことが 出来ない。 

曾 能の 臨終に は、 定て 三十 六 歳の 幾 勢が 黒 田家に 暇 

を 請うて 来り 侍して ゐた であらう。 これに 反して 三十 

歳の 蘭 軒 は 三百 里 外にあって、 母の 死 を 夢に だに 知ら 

ずに ゐた。 

その 五十二 

文化 四 年の 元旦 は 蘭 軒が 長 崎の 寓居で 迎 へた。 此官 

舎 は 立山の 邸内に あって、 井の 水が 長 崎 水 品の 第一と 

とくみ じんだ う 

称せられて ゐ たと 云 ふこと が、 徳見訪 堂 を 接待した 時 


の 詩の 註に 見えて ゐる。 

此 年の 最初の 出来事に して 月日 を 明に すべき もの は 

明 倫 堂の 釈奠 である。 明 倫 堂と 云 ふ 学校 は 金 沢、 名 古 

屋、 小 諸、 高 鍋 等に も あるが、 長 崎に も此 名の 学校が 

あった。 山 口、 倉敷の 学校 は 同じく 明 倫と 名け たが、 

堂と 云 はずして 館と 云った。 わたくし は※ 斎 〔# 「く 

さかんむ リ\ 姦」、 7 巻- 103- 下 詩集に 於て 明 倫 堂の 名 

を 見て、 获野由 之さん に 質し、 始て 諸国に 同名の 黌舎 

があった こと を 知った。 

もと 

長 崎の 明 倫 堂 は 素 立山に あつたが、 正徳 元年 中島 

銕銭 座址に 移された。 当時 祭 酒 を 向井 元 仲と 云って、 


此 年に 堂宇 を 重修 する ことにな つて ゐた。 

蘭 軒 は 恰も好し 春の 釈奠の 日に 会して、 向井 祭 酒 を 

見、 又 高 松 南 陵の 講書 を 聴いた。 

蘭 軒の 釈奠の 詩 は 二 首あって、 丙 寅の 冬 「聞 雪」 の 

はさ 

作と、 丁 卯の 春 徳見訪 堂に 訪 はれた 作との 間に 介 まつ 

てゐ る。 そこで わたくし はこれ を 春の 釈奠と 定めた。 

しゃうて い 

釈奠は 春 二月と 秋 八月と に 行 ふ もので、 上 丁の 日に 

於て する。 萩 野さん に 質す に、 朝廷の 例が 上 丁で ある 

ゆ ゑ、 武家 はこれ を 避けて 中 丁と した。 しかし 往々 上 

丁 を 以てした こと も ある さう である。 わたくし は 姑 

く 長 崎 明 倫 堂の 丁 卯 春の 釈奠は 中 丁 を 以てした ものと 


定める。 

さて 暦 を 繰って 見れば、 文化 四 年 二月の 丁 日 は 五日、 

十五 日、 二十 五日であった。 中 丁 は 即ち 二月 十五 日で 

ある。 

蘭 軒 は 二月 十五 日に 明 倫 堂に 上って 釈奠の 儀に 列し 

た。 「明 倫 堂釈菜 席上 贈 祭 酒 向井 元 仲。 瓦屋 石 階祀聖 

堂。 百年 経歴 鎮斯 郷。 遺言 総是 乾坤 則。 明徳 長懸 日月 

光。 匏竹迎 神声粛 調。 粢盛在 器 気 馨香。 更忻世 業 君 能 

継。 今 歳 重 修数仞 墙。」 向井 元 仲の 下に 「名 富、 

あざな はたい らい 

字 大賫」 と 註し、 又 第 八の 下に 「今年 有 堂宇 重修之 

挙、 故 云」 と 註して ある。 


向井 元 仲 は 霊 蘭の 裔 である。 霊 蘭 元 升 は 肥 前 神 崎 郡 

酒 村の 人 向井 兼義の 孫であった。 兼義の 次男が 由右衛 

ちはつ 

門 兼 秀で、 兼秀の 次男が 霊 蘭であった。 霊 蘭は薙 髪し 

て 医 を 業と して ゐ たが、 万 治 元年に 京都に 徒り、 伊勢 

大神宮に 詣 でて 髪 を 束ねた。 霊 蘭に 五子 四 女が あった。 

長子 仁 焉子元 端 は 一に 雲 軒と 号し、 医 を 以て 朝に 仕へ、 

益 寿院と 称した。 長女 春 は 早世した。 二子 義焉子 元 淵、 

を さなな 

名 は 兼 時、 小字 は 平 ニ郎、 後 俳人 落 柿 舎 去来と なった。 

二 女 佐 世 は 宇 野 氏に 嫁した。 三 子 礼 焉子元 成 は 一 に 

魯 町と 号して 儒と なった。 通称 は 小 源 太であった。 四 

子 智焉子 利 文、 通称 は 七 郎左衛 門、 出で て久来 氏を嗣 


いだ。 三女 千代 は 清水 氏に 嫁した。 田 能 村 竹 田の 記に 

霊 蘭の 女 千 子が 俳諧 を 善くした と 云 ふの は此人 か。 五 

子 信 焉子兼 之 は 通称 城 右衛門であった。 四 女 は 八重と 

云った。 元 成 は 延宝七 年に 長 崎に 還り、 陸沉軒 南部 草 

寿の 後 を 襲いで、 立山の 学 職に 補せられ た。 元 成より 

兼 命 元欽を 経て 兼般元 仲に 至リ、 元 仲の 後 兼 美、 兼哲、 

兼 通、 兼 雄 を 経て 今の 向井 兼 孝さん に 至った の ださう 

である。 

蘭 軒が 元 仲に 贈った 詩の 後に、 又 七 律 一首が ある。 

「同前 席上 呈南陵 高 松 先生、 是日 先生 説 書。 久聞瓊 浦 

旧 儒宗。 今日 明 倫 堂上 逢。 霽月 光風 存 徳望。 霜 鬚 仙 眼 


見 奇容。 詩 書 講義 人函 丈。 音韻 闡微誰 比 縦。 桃李 君 門 

春 定遍。 此身覊 粋奈難 従。」 南 陵 高 松 先生の 下に 「先生 

名文 熙、 字季績 、 於 音韻学 尤 精究、 釈文雄 以来 一 人 

也」 と 註して ある。 

竹 田 詩 話に 「余 遊鎮、 留僅 一 旬、 所 知 唯 四 人、 曰迂 

斎、 東渓、 南 陵、 石 崎 士斉、 而南陵 未 及 読 其 作」 と 云 

つて ある。 迂斎 は吉村 正隆、 東渓は 松浦陶 である。 南 

陵 は此高 松文熙 であらう か。 

蘭 軒 は 南 陵 を 以て 文 雄 以来の 一 人 だとして ゐる。 文 

雄の 事 は 細説 を須 たぬ であらう。 磨 光 韻 鏡 等の 著者で、 

京都の 了 蓮 寺、 大 坂の 伝 光寺に 住して ゐた。 字 は 豁然、 


しゃう けいだ う 

蓮 社と 号し、 又 了 蓮 寺が 錦 町に あつたので、 尚 綱 堂と 

号した。 多く 無 相の 名 を 以て 行 はれて ゐる。 

その 五十 三 

なにごと  な 

此年 文化 四 年に 蘭 軒 は 長 崎に あ つ て 底 事 を 做した か、 

つま ひらか  かんさい 

わたくし はこれ を 詳 にす る ことが 出来ない。 ※斎 

〔# 「くさかんむり \ 姦」、 7 巻- 105- 下 詩集 を検 する に、 

じんだ う  リ うむた く 

その 交った 人々 に は 徳見訪 堂が あり、 劉 夢 沢が ぁリ、 

しゅんぷうら ぃゐき やう 

長 川 某が ある。 又 春風 頼 惟疆の 来リ訪 ふに 会した。 

清 人に して 蘭 軒と 遊んだ ものに は、 先づ 伊沢 信 平さん 


の 所蔵の 蘭 軒 文集に 見えて ゐる張 秋 琴が ある。 次に 

程 赤 城が あり、 胡 兆 新が あると、 歴世 略伝に 見えて ゐ 

る。 又 わたくしが 嘗て 伊沢 良 子 刀自 を訪 うて 検し 得た 

文書の 中に、 陸 秋 実と いふ ものの 蘭 軒に 次 韻した 詩が 

あり、 柏 軒 門の 松 田 道 夫さん の 話に は 江 芸閣も 亦 蘭 軒 

と 交った さう である。 

徳見訪 堂、 名は昌 である。 「長 崎 宿老」 と 註して あ 

る。 「春 日 徳見訪 堂 来訪、 手 携都籃 煮 茶、 賦謝」 として 

七 絶 一首が 集に 載せて ある。 蘭 軒の 寓 舎の 井水が 長 崎 

水 品の 第一 だと 云 ふこと は、 此 詩の 註に 見えて ゐる。 

劉 夢 沢 は 長 崎 崇福寺 の 墓に 山陽の 撰んだ 碑 陰の 記が 


ある。 「諱大 基。 字 君 美。 号 夢 沢。 通称 仁左衛 門。 家 

系 出 於 彭城之 劉。 因氏彭 城。 世 為 訳 吏。 君 独 棄宦。 下 

帷授 徒。 多 従 学者。 文政 三年 庚 辰 十月 廿 九日 病歿。 享 

年 四十 三。 友人 藝国頼 襄惜其 有志 而無年 也。 為 識其墓 

如 此。」 蘭 軒の 集に は、 「劉 君 美 春 夜 酔 後 過 丸 山 花街、 

忽見 一 園 中 花 盛 開、 遂攀樹 折 花、 誤墜園 中、 有 嫖子数 

人 来 叱、 看 之 即熟人 也、 君 美 謝罪 而去 云、 詩以調 之」 

として 七 絶が 二 首 ある。 其 一 に 「謾被 誰何 君 莫怪、 仙 

姝 旧自識 劉郎」 の 句が ある。 

長 川 某との 応酬に は、 「賦 蘭、 寿 長 川 翁」 の 五 律が あ 

る。 上に 見えた 長 川 正 長と 同人 か 異人 かを詳 にしな 


レ 

張 秋 琴に は 二月に 面晤 した。 蘭 軒が これに 与 ふる 書 

にかう 云って ある。 「今年 二月 詣館中 也。 訳司陳 惟賢 

引 僕 見 先生。 僕 層々 喜 可 知。 当日 戯曲 設場。 観 者 群暄。 

故 不得尽 其 辞。 (中略。) 夫 説 書 之 業。 漢儒専 於 訓詁。 

宋儒長 於 論説。 而晋唐 者漢之 末流。 元 明 者宋之 余波 也。 

至 貴 朝。 則 一 大信古 考拠之 学。 涌然 振起。 注 一 古書。 

必謦異 於 数 本。 考証 於 群籍。 以僕寡 見。 且猶 所閲。 有 

山海 経 新 校正。 爾雅 正義。 明 道板 国語 札 記。 大戴礼 補 

註。 古 列 女 伝 考証。 呂覧墨 子晏子 春秋 等 校注。 是皆不 

以臆次 刪定 一 字。 而謦異 考証。 所至尽 也。 不似 朱明澆 


薄 之 世。 妄加殺 青。 古書 日 益 疵瑕 也。 只怪 未見 古 医書 

之 有 考証 者。 近年 有 楓橋周 錫 瓚所刻 華氏 中 蔵 経。 全 拠 

宋本。 而其 脱文 処。 由 呉 氏 本 補 入。 毎 下 一 按字以 別 之。 

不敢 混淆。 雖未 得考拠 之備。 蓋 信 古 者 也。 其 他似斯 者。 

亦 無 見矣。 謹 問 貴 邦 当時 医家 者 流。 於 信 古 考証 之 学。 

其 人 其 書。 有 何等 者 數。」 わたくし は 張の 奈何に 答へ 

たかを 知らない。 蘭 軒 を 張に 紹介した 陳 惟賢 も 或は 清 

客 か。 

程 霞 生 赤 城、 一字 は相塘 である。 屢長 崎に 来 去 

して 国語 を 解し 請 文を識 つて ゐた。 「こりず まに 書く 

ゃ此 仮名文字 まじり 人 は 笑へ ど 書く ゃ此 仮名」 とか 云 


ふ 歌 を さへ 作った。 程の 筆迹は 今猶存 して ゐて、 往々 

見る ことがある さう である。 

胡 振、 字 は 兆 新、 号 は 星 池で ある。 医に して 書 を 善 

くした。 江戸の 人 秦星池 は 胡の 書法 を 伝へ て 名 を 成し 

たの だと 云 ふ。 「星 池秦 其馨、 書法 遒逸、 名声 日 興、 旧 

嘗遊 崎陽、 私淑 呉人 胡 兆 新、 遂能伝 其訣、 独 喜 使羊毫 

りく じょき ん 

筆」 と 五山 堂 詩 話に 見えて ゐる。 山陽と 陸 如 金と 云 ふ 

ものとの 筆 話に 胡に 言及し、 「施薬 市上」 と 云って ある。 

陸 秋 実の 詩 養 は、 わたくし は 一読 過して 鈔 写す るに 

及ばなかった。 

江 稼圃、 芸閣の 兄弟 は 清 商 中 善 詩 善 画 を 以て 聞え て 


ゐ たと 云 ふ。 松 田 道 夫さん の 話に、 蘭 軒が 筆 話の 序に、 

国自慢の 詩 を 書して 示す と、 程で あつたか 江であった 

か、 「江戸っ子 ちゅうつ 腹」 と 連呼した と 云 ふこと であ 

る。 恐く は 彼 「西土 休 誇 文物 美、 逸書 多 在 我 東方」 の 

一 絶で あらう。 以上の 数人の 長 崎に 来 去した 年月 は、 

必ずや 記載 を 経て ゐる であらう。 願 はく は それ を 見て 

伝聞の 確な リゃ 否や を 知りたい ものである。 

頼 春風 は 蘭 軒 を 立山の 寓 舎に 訪 うた。 「安藝 頼 千 齢 

西遊 来 長 崎、 訪余客 居、 喜賦。 遊 跡遙経 千万 峰。 尋余 

客舎 暫停 I 邛。 対 君 今日 称 奇遇。 兄弟 三人 三処 逢。」 長 

春 水 惟 完を広 島に 見、 仲春 風 惟 疆を長 崎に 見、 季杏坪 


惟柔を 江戸に 見た ので ある。 

えん リぅ 

蘭 軒 は此年 何月に 至る まで 長 崎に 淹留 した か、 今 こ 

れを 知る ことが 出来ない。 その 長 崎 を 去った 日 も、 江 

戸に 還った 日 も、 並に 皆 不明で ある。 しかし わたくし 

は此年 八月 十九 日に 蘭 軒が まだ 江戸に ゐ なかった こと 

を 知って ゐる。 それ は 後に 云 ふ 所の 留守中の 出来事が、 

分明に 八月 十九 日の 事た るを徴 すべ きで あるから であ 

る。 

既 に 蘭 軒が 八月 十九 日に 未だ 家に 還ら なかった こと 

のぶし な 

を 知れば、 其 父 信 階が 留守中に 死んだ こと も 亦 疑を容 

れ ない。 


蘭 軒の 父 隆升軒 信 階 は此年 五月 一 一十 八日 を 以て 本郷 

の 家に 残した。 其 妻に 後る、 こと 半年であった。 寿 を 

得る こと 六十 四、 法諡 して 隆升軒 興 安信 階 居士と 云つ 

た。 蘭 軒 は 足掛ニ 年の 旅の 間に、 怙恃 併せ 喪った ので 

ある。 

信 階の 肖像 は 阿部 家の 画師 村 片相覧 の 作る 所で、 今 

富士川 游 さんの 手に 帰して ゐる。 わたくし は 良 子 刀自 

の 蔵す る 所の 摸 本 を 見た。 広い 顙の 隆起した、 峻厳 

な 面貌であった やうで ある。 村 片は古 疇と 号して、 狂 

歌 狂句 を も 善くした ことが、 伊沢 分家 所蔵の 荏 薇 贈答 

に 見えて ゐる。 


わたくし は此に 上に 云った 八月 十九 日の 出来事 を 記 

す ことと する。 分家 伊沢の 人々 は 下の 如くに 語リ 伝へ 

てゐ る。 蘭 軒の 長 崎へ 住った 留守中に 深 川 八幡宮の 祭 

礼が あって、 榛 軒の 乳母の 夫が 近在から 参詣に 来た。 

蘭 軒の 妻 益 は 乳母に、 榛軒を 背に 負うて 夫と 倶に深 川 

に往 くこと を 許した。 然るに 榛軒は 何故か 急に 泣き出 

して、 いかに 慰めても 罷 めなかった。 乳母 はこれ がた 

め に 参詣 を 思 ひ 留まり、 夫 も 昼 四時 前に 本郷を 出る こ 

と を 得なかった。 これが 永代 橋の 墜 ちた 時の 事 だと 云 

ふので ある。 


その 五十 四 

此年 文化 四 年の 深 川の 八幡宮の 祭 は 八月 十五 日と 定 

めら れてゐ た。 隔年に 行 はるべき 祭が 氏子の 争論の た 

めに 十二 年間 中絶して ゐ たので、 此 年の 前景気 は 非常 

に 盛であった。 然るに 予定の 日から 雨が 降り出して、 

祭が 十九 日に 延びた。 当日 は 「至って 快晴」 と 明 和 誌 

に 云って ある。 江戸の 住民 はいふ もさら なり、 近在の 

ねりもの 

人 も 競って 祭の 練 物 を 看に 出た。 「昼 四時 霊巌 島の 出 

へんてん 

し 練 物 永代 橋の 東 詰まで 来りし 時、 橋 上の 往来 駢闐群 

集の 頃、 真中より 深 川の 方へ よりたる 所 三 間 許 を 踏 


崩したり。 次第に 崩れて、 跡より 来る もの もい かにと 

もす る 事なら ず、 いやが 上に 重りて 落掛り 水に 溺 る。」 

を さな しんけん 

伊沢 氏の 乳母と 夫と は、 穉 ぃ榛 軒が 泣いた ために、 此 

たうす け 

難 を 免れた ので ある。 当時 伊沢 氏の 子供 は榛 軒の 棠助 

が 四 歳、 常 三 郎が三 歳であった。 益 は 棠助を 乳母に 託 

して、 自ら 常 三郎を 養育して ゐ たので あらう か。 

蘭 軒 は 長 崎から 還った。 其 日 は 八月 二十日より 後で 

あった。 此 時に 当って 蘭 軒 を 薦めて 幕府の 医官たら し 

めようと した ものが あった。 しかし 蘭 軒 は 阿部 家 を 辞 

する に 忍びぬ と 云って 応ぜなかった。 

かんさい 

※斎 〔# 「くさかんむり \ 姦」、 7 巻- 109- 下！ 詩集に は 


客 崎 詩稿の 次に、 森枳 園の 手 迹と覚 しき 文字で 文化 四 

年 丁 卯 以後と 朱書して ある。 此処に 秋 冬の 詩が 三 首 あ 

つて、 此 より 春の 詩に 移る。 春の 詩の 中には 戊辰の 干 

しば ら 

支 を 記した ものが ある。 わたくし は 姑く 右の 秋 冬の 

詩 を此年 文化 四 年帰府 後の 作と して 視る。 

蘭 軒 は 八 九月の 交に 病んで、 次で 病の 痊 ゆるに 及ん 

で、 どこか 田舎へ 養生に 往 つて ゐ たかと 思 はれる。 「山 

園 雑 興」 の 七 律に、 「病 余 只苦此 涼秋」 の 句が ある。 

季 冬に は 蘭 軒が 全く 本復して ゐた。 十二月 十六 日 は 

立春で、 友人の 来たの を 引き留めて 酒 を 供した。 r 此 

日源士 明、 木駿 卿、 頼 子 善 来 話。 昨 来 凝 雪 尚 堆蹊。 不 


惜 故人 踏 作 泥。 壚酒交 濃 忘 味 薄。 瓶 梅 春 早見 花斉。 欲 

添 炭火 呼 家婢。 更覔菜 羹問野 妻。 品 定吾徒 詩 格罷。 也 

評 痴態 没昂 低。」 

源士晚 は植村 氏、 名 は 貞皎、 通称 は彦 一、 江戸の 人 

である。 駿卿は 木村定 良、 子 善 は頼遷 で、 並に 前に 出 

てゐ る。 

蘭 軒 雑記に 士 明の 名が 見えて ゐる。 それ は 或 俚 請の 

来歴 を 語って ゐ るので ある。 「源士 明い はく。 俗に 藪 

の 中 香々 とい ふ 事 あり。 人 熱 田 之 事 を ひけ ども さに あ 

らず。 傭 中 之佼々 とい ふ 語の 転音なら む」 と 云 ふので 

ある。 やぶの なかの こうのものと 云 ふ 語 は、 古来 随筆 


家聚訟 の資 となって ゐる。 わたくし は 今 ことさらに 

これ を 是非す る こと を 欲せない。 しかし 士 明の 説の 如 

き は、 要するに 彼 徂徠の 南 留倍志 系に 属する。 此系は 

今猶 連綿と して 絶えない。 最近 松 村 任 三さん の 語源 類 

げん ゐ 

解の 如き も、 亦 此源委 の 一線 上に 占 位すべき 著述で あ 

る。 

頼 家で は 此年春 水が 禄 三十 石 を 増されて 百 五十石 取 

になった。 

文化 五 年に は先づ 「春 遊 翌日 贈 狩 谷 卿 雲」 の 二 絶が 

ある。 想 ふに 同行 翌日の 応酬で あらう。 近郊の 花 を 看 

て、 帰途 柳 橋 辺で 飲んだ もの かと 推せられ る。 但 近郊 


が 向島でなかった こと は 後に 其 証が ある。 「籬落 春風 

黄鳥 声。 淡 烟含雨 未 酣晴。 日長 踏 遍千花 海。 晚向 垂楊 

深 巷 行。」 「解語 新 花 奪 酔 魂。 翠裳紅 袖映芳 尊。 朝来 総 

似 春宵 夢。 贏 得 軽 衫飜酒 痕。」 

三月 中に 蘭 軒 は 居 を 移した。 伊沢 分家の 口碑に は、 

此 遷移の 事が 伝 へられて ゐ ない。 集に 載す る 二 律に 

「戊辰 季春 移 居 巷 西」 と 題して あり、 又 「巷 西 雜地忽 移 

家」 の 句 も ある。 新居 は 旧居の 西に 当って ゐ たが、 相 

距る こと 遠からず、 或は 町名 だに 変らなかった 位の 事 

であらう。 敷地 は 借地であった。 「借地 開園 方 十 歩」 

の 句が これ を 証す る。 家 は 前より 広くな つたが、 随っ 


て 相応に 費用 も かかった。 「今 歳 掃 空 強 半禄、 書斎 薬 

室得微 寛」 の 句が これ を 証す る。 

その 五十 五 

此年 文化 五 年の 夏 蘭 軒 は 墨 田 川に 納涼 舟 を泛べ た。 

「夏日 墨 水 舟 中。 抽身 忙裏恰 逢晴。 潮満 長江 舟 脚 軽。 

西土 帰来 猶 健在。 復 尋鷗鷺 旧時 盟。 又。 回 風 小 艇自横 

斜。 夏 月 遊宜在 水涯。 蘆 岸 柳 堤 行 欲尽。 一 村開遍 合歓 

花。」 自註に 云く。 「余 在 西 崎 二 年。 帰後已 一年。 此日 

始来此 地。 顧 思 前 遊。 有 如 隔世。 故 云。」 蘭 軒の 長 崎 


行 は 住った 時が 記して あって、 反った 時が 記して ない。 

蘭 軒 は 文化 三年 五月 十九 日に 江戸 を 発し、 七月 六日に 

長 崎に 著いた。 そして その 江戸に 帰った の は 四 年 八月 

二十日 後であった らしい。 さう して 見れば 蘭 軒 は 十五 

箇月 以上 江戸 を 離れて ゐた。 十二 箇月 以上 長 崎に 留ま 

つて ゐた。 此 期間が 余り 延びなかった こと は、 帰府後 

の 秋の 詩が あるの を 見て 知られる。 今 「在 西 崎 二 年」 

いは ゆる 

と 云って あるの は、 所謂 足掛の 算法で ある。 又 「帰 後 

已 一年」 と 云って あるの も、 十二 箇月に 満ちた 一年と 

は 看做されない。 したがって 切 角の 自註が 考拠 上に 

お ほい  さき 

大 なる 用 をば なさぬ ので ある。 只 前に 狩谷掖 斎に 贈 


つた 此 年の 春 遊の 詩が、 向島の 遊 を 謂 ふので なかった 

ことのみ は、 此に 拠って 証せられ る。 

夏の 詩の 後、 秋の 詩の 前に、 植村貞 皎の大 坂に 之く 

を 送る 詩が ある。 「源 士明将 之 浪華、 臨 別 詩以為 贈。 

瀕海 浪華 卑湿 郷。 為君将 道避痫 方。 酒 宜微飲 魚 無飽。 

食 飼 案 頭不撤 姜。」 医家の 手に 成った 摂生の 詩で ある。 

秋に 詩が 四 首 ある。 「秋晴」 の 五 律の 自註 を 見る に、 

此秋は 雨の ために 酒の 舟が 入らなかった。 「今 歳 夏 秋 

之 際、 霖雨数 月、 酒 舸不漕 港、 以故 都下 酒価頗 貴」 と 

云 ふので ある。 武江 年表 を検 する に、 閏 六月より 八 

月に 至る まで 雨が 多く、 七月 二十 五日の 下に 「酒 船 入 


津 絶えて 巿中 酒な し」 と 書して ある。 

ふぢば かま 

「秋 園 詠 所見」 の 詩の 中に 藤 袴 の 一 絶が ある。 「蘭 草。 

世上 栽 蘭 各自 誇。 蜂 英菖葉 映 窓紗。 要 知 楚畹真 香 物。 

請 看 簇生 浅 紫 花。」 蘭 軒 は 後 文政 四 年に 長子 榛 軒と 倶 

に 再び 蘭 草 を 詠 じた。 「蘭 花。 元是 清高楚 畹芳。 細 花 

尖 葉 露 讓々。 奈何 幽致黄 山 谷。 不賞真 香 賞 贋 香。」 此 

詩の 下に 自註が ある。 「世 以幽 蘭。 誤 為真 蘭。 西土 已 

然。 真 蘭 俗名 布 知 波 加 末者是 也。 白 楽天 詩。 蘭 衰花始 

白。 孟蜀韓 保 昇 云。 生 下 湿地。 葉 似 沢 蘭。 尖 長 有岐。 

花 紅白 色而 香。 即是合 所謂 布 知 波 加 末 者。 而山谷 云。 

一 幹 一 花 為 蘭。 是今 所謂 幽蘭 也。 世人 襲 誤。 真 蘭 遂晦。 


但朱子 楚辞辨 証 云。 古 之 香草。 必 花葉倶 香。 而 燥湿不 

変。 故 可 刈 佩。 今 之 蘭蕙。 但 花香。 而葉乃 無 気。 質 弱 

易 萎。 不可 刈 佩。 必非 古人 所 指。 陳間斎 亦 云。 今人 所 

種 如 麦 門 冬 者。 名幽 蘭。 非 真 蘭 也。 朱陳ニ 説。 可 謂 為 

真蘭禦 侮矣。 今 余 詩聊寓 復古 之 意 云。」 蘭 軒と 同じく 

此 復古 を 謀った ものに は 狩谷掖 斎が ある。 「楚 辞に い 

ふらに は 今 云 ふ 藤ば かま 今い ふ 蘭 は 何とい ふらむ」 の 

三十 一字 は、 その 嘗て 人に 答へ た 作で ある。 しかし 此 

の 如く 古の 蘭 草の ために 冤 を 洗 ふこと は、 蘭 軒 掖斎等 

に 始まった ので は 無い。 単に わたくしの 記憶す る 所 を 

以てしても、 貝 原 益 軒の 如き は 夙く 蘭の 藤 袴なる こと 


を 言って ゐた。 

蘭 軒 は 道 号に 蘭 蘭 等の 字 を用ゐ たので、 特に 蘭 草の 

ために 多く 詞を 費す こと を 厭 はな か つたので ある。 

むら かた あう み  じへ い 

村 片相覧 の 作った 蘭 軒の 画像に は、 背後の 磁 瓶に ふぢ 

のぶし なのぶ さ だ 

ばか まの 花が 插 して ある。 村 片は信 階信恬 二世の 像 を 

作った。 蘭 軒の 像の 事 は 重て 後に 言 ふこと とする。 

かんさい 

わたくし は※ 斎 〔# 「くさかんむり \ 姦」、 7 巻- 113- 上 

そ-つけん 

詩集に 阿部 侯棕 軒の 評語 批 圏の ある こと を 言った 

が、 侯の 閲を 経た 迹は此 年の 秋の 詩に 至る まで 追尋す 

る ことが 出来る。 是 より 以下に は菅茶 山の 評点が 多い。 

冬の 詩 は 五 首 ある、 十月に は 蘭 軒が 病に 臥して ゐた。 


「病中 雑 詠。 空 負看楓 約。 抱痫 過小 春。 酒 罌誰発 蓋。 

薬 鼎自吹 薪。 業 是兼旬 廃。 家 方 一 段 貧。 南 窓 炙 背 坐。 

独 有 野禽 親。」 業 を 廃し 糈を 失った と 云 ふ を 見れば、 病 

は 稍 重かった であらう。 

蘭 軒の 病 は 十一月 後に & えて ゐた。 冬の 詩の 中には 

「雪中 探 梅」 の 作 も ある。 

此年蘭 軒の 家庭 は 主人 三十 二 歳、 妻 益 二十 六 歳、 嫡 

たうす け 

子 棠助五 歳、 次子 常 三郎四 歳の 四 人から 成って ゐた。 

その 五十六 


文化 六 年の 春の 初に は、 前年の 暮に又 病んで ゐた蘭 

軒が 回復した らしい。 「早春 登楼」 の 詩に 「蘇 暄身漸 健、 

楼上試 攀躋」 と 云って ある。 蘭 軒 は 此の 如く 忽ち 病み 

忽ち 瘥 ゆる を 常と して ゐ たが、 その 病める 間 も 大抵 学 

業 を 廃せ ず往々 公事 を も 執行して ゐた。 次年 以下の 勤 

向 覚書 を検 すれば、 此 間の 消息 を 知る ことが 出来る。 

ぐ わい きう 

二三 月の 交で あらう。 蘭 軒の 外 舅 飯 田 休 庵が 七十 

の賀 をした。 「歌 詠 学 成仙府 調、 薬 丹 伝 得 杏林 方」 は 蘭 

軒が 贈った 詩の 頷聯 である。 わたくし は 休 庵が 事迹の 

徴 すべき ものが あるた めに、 故に 此ニ 句を録 する。 

歌 詠の 句の 下に 蘭 軒 は 「翁嘗 学 国歌 于亜相 冷泉 公」 と 


註して ゐる。 休 庵 信 方の 師は 恐く は 冷泉 為泰 であらう。 

祝 髪 後等覚 と 云った 人で ある。 

三月 十三 日に 蘭 軒 は 詩 会 を 家に 催した。 「三月 十三 

日 草堂 小 集」 の 七 律が ある。 「会 者 七 人。 犬 塚 印南、 頼 

杏 坪、 石 田 梧堂、 鈴木暘 谷、 諸 葛 某、 木 村 文 河、 頼 竹 

里 也。」 

いんなん き やうへ い ぶんか  ちく リ  かみ 

印南、 杏 坪、 文 河、 竹 里 は 既に 上に 見えて ゐる。 文 

河は定 良、 竹 里は遷 である。 

石 田 梧堂、 名 は 道、 字 は 士道と 註して ある。 秋 田の 

人で あらう。 茶 山 集 甲子の 詩に 「題 文 晁画山 為石 子 道」 

の 七 律、 丁 丑の 詩に 「次 梧堂 見 寄 詩 韻 兼 呈混外 上人」 


の 七 絶、 庚 辰の 詩に 「題 石 子 道 蔵 松 島 図」 の 七 古が あ 

る。 家 は不忍 池の 畔 にあった らしい。 

鈴 木 暘谷は 名 は 文、 字 は 良知と 註して ある。 皇国 名 

医 伝に は 名 は 素行と 云って ある。 博学の 人で、 殊に 本 

草に 精し かった。 読書の ために 目疾を 獲た と 伝 へられ 

てゐ る。 

諸 葛 某 は 或は 琴 台で はなから うか。 手近に ある 二三 

の 書を検 する に、 琴 台の 歿年は 文化 四 年、 七 年、 十 年 

等と 記して ある。 七 年 を 正と すべきが 如くで ある。 果 

して 然り とすると、 此 筵に 列す る 後一 年に して 終った 

ので ある。 


此春蘭 軒が 柴山謙 斎の 家の 詩 会に 液んで 作った 詩が 

つまびら か 

ある。 謙 斎 は 其 人 を 詳 にしない。 蘭 軒の 交る 所に 

前に 柴担 人が ある。 人物の 同異 未詳で ある。 

夏の 初と 覚 しき 頃、 蘭 軒 は 又 家 を 移した。 しかし 此 

わた ましの 事 も 亦 伊沢 分家の 口碑に は 伝 はって ゐ ない。 

「移 家 湖上。 択勝 構成 湖上 家。 雨 奇晴好 向 人 誇。 緑 

田々 是新 荷葉。 白慘々 為嫩柳 花。 烟艇載 歌 帰 遠 浦。 暮 

禽連影 落 平沙。 童孫采 得※ 〔# 「くさかんむり \ 純」、 7 

巻- 114- 下 糸 滑。 菜 品 盤 中 一 雋 加。」 時 は 蓮 葉の 開い 

て 水面に 浮び 初む る 比、 所 は 其 蓮の 生ずる 湖の 辺 で 

ある。 或は 此家は 所謂 「湯 島 天神 下薬 湯」 の 家 かと も 


疑 はれる。 しかし 蘭 軒の 語に 分明に 「移 家」 と 云 ひ、 

「構成 湖上 家」 と 云 ふ を 見れば、 どうも 薬湯の 家と は認 

しばら 

め 難い。 わたくし は 姑く 蘭 軒が 一時 不 忍の 池の 辺に 

移住した ものと 看做して 置きたい。 但蘭軒 は 久しく 此 

に 居らずに、 又 本郷に 還ったら しい。 

五月七日に 蘭 軒の 師泉 豊洲が 残した。 年 は 五十二 歳、 

さきてよ りき  き  ぢ よ 

身分 は 幕府 先手 与力の 隠居であった。 先妻 紀平洲 の 女 

さきだ 

は 夫に 先って 歿し、 跡に は 継室 麻 田 氏が 遺った。 紀 

氏 は 一男 一女 を 生んで、 男 は 夭し、 麻 田 氏 は 子が なか 

つた。 

豊洲は 浅 草 新 光明寺 に 葬ら れた。 伊沢 総 宗家 の 墓 の 


ある 寺で ある。 豊洲の 墓 は 墓地の 中央 本堂に 近い 処に 

かばし ませき リ やう 

ある。 同門の 友人 樺 島 石 梁が これに 銘し、 阿部 侯 

稷 軒が 其 面に 題した。 碑 陰に 書した もの は 黒 川 敬 之で 

ある。 豊洲の 墓 は 幸に して 猶 存じて ゐ るが、 既に 久し 

く 無縁と 看做されて ゐる。 久しく 此 寺に 居る 老僕の 言 

ふ 所に よれば、 従来 豊洲の 墓に 香華 を 供した もの はわ 

たくし 一 人 ださう である。 

あざな  せいぎ 

樺 島 石 梁、 名 は 公 礼、 字 は 世 儀、 通称 は 勇 七で ある。 

豊洲が 墓に は 「友人 久留米 府学明 善 堂 教授 樺 島 公 礼銘」 

と署 して ゐる。 


その 五十 七 

はくけ い 

此夏、 文化 六 年の 夏、 蘭 軒 は 石 坂 白 卿と 石 田 士道と 

の 家に 会して 詩を賦 した。 士道 は 上に 見えた 梧堂で あ 

るが、 白 卿 は 未だ 考 へない。 梧堂の 居る 所 は 小 西湖亭 

と 名 づけ、 蘭 軒の 詩に も 「門 蹊欲転 小 天台、 窓歛 湖光 

ほと リ 

三面 開」 と 云って あるから、 不忍 池の 上 であった だら 

う。 若し 蘭 軒の 新に 移り 来った 湖上の 家が 同じく 不忍 

ほと リ  さ 

池の 畔 であったなら、 両家 は 相距る こと 遠くな かつ 

たか も 知れない。 蘭 軒が 詩の 一 に は 「酔歩 重 来 君 許否、 

観 蓮 時節 趁 馨香」 の 句 も ある。 梧堂 は 恐く は 蘭 軒と 同 


嗜の 人であった だら う。 わたくし は 「箇裏 何 唯 佳景 富、 

茶 香 酒美貯 書堆」 と 云 ふより 此の 如く 推す るので ある。 

茶 山の 集に は此 秋に 成った 「寄 蘭 軒」 と 題した 作が 

ある。 二 輪 明月 万 家楼。 此夜誰 辺 作 半 秋。 若水 茶 山 

二 千里。 無人 相 看 説 曾遊。」 

秋 冬の 蘭 軒が 詩に は 立 伝の 資料に 供すべき ものが 絶 

て 無い。 しかし 次年 二月に 筆 を 起して ある 勤 向 覚書に 

徴す るに、 蘭 軒 は此年 十二月 下旬より 痼疾の 足 痛 を 患 

げんみん 

へて、 医師 谷 村 玄珉の 治療 を 受けた。 谷 村 は 伊予 国大 

やすずみ 

洲の 城主 加 藤 遠 江守泰 済の 家来であった。 或はお も ふ 

に 谷 村 は 蘭 軒が 名義 上の 主治医と して 願 届に 書した 人 


名に 過ぎぬ かも 知れない。 

頼菅ニ 家に 於て、 山陽に 神 辺の 塾 を 襲が せようと す 

る 計画が、 漸く 萌し 漸く 熟した の は、 此 年の 秋 以来の 

事で ある。 頼 氏の 願書が 浅 野 家に 呈 せられた のが 十二 

月 八日、 浅 野 家が これ を 許可した のが 二十 一日、 山陽 

が 広 島 を 立った のが 二十 七日で ある。 「回 頭 故国 白雲 

下。 寄 跡 夕陽 黄葉 村。」 

ます  しんけんの ぶあつ 

此年蘭 軒 は 年 三十 三、 妻 益 は 二十 七、 嫡子 榛軒信 厚 

は 六つ、 次子 常 三郎は 五つであった。 

文化 七 年 は 蘭 軒が ために 詩の 収穫の 乏しかった 年で 

ある。 集に 僅に 七 絶 三 首が 載せて あって、 其 二 は 春、 


其 一 は 夏で ある。 皆考 拠に 資する に は 物 足らぬ 作で あ 

いは ゆる 

る。 これに 反して 所謂 勤 向 覚書が 此 年の 二月に 起 藁せ 

ら れてゐ て、 蘭 軒の 公生涯 を 知るべき ギ イドと なる。 

正月 十日に 蘭 軒の 三男 柏 軒が 生れた。 母 は 嫡室 飯 田 

を さなな 

氏 益で ある。 小字 は 鉄 三郎と 云った。 

二月 七日に 蘭 軒 は 湯 島 天神 下薬 湯へ 湯治に 往 つた。 

「私儀 去 十二月 下旬より 足 痛 相 煩 引 込罷在 候而、 加 藤 

遠 江 守 様 御 医師 谷 村 玄珉薬 服用 仕、 段々 快方に は 候 得 

共、 未 聢と不 仕、 此上 薬湯え 罷越候 は > 可然旨 玄珉申 

聞 候、 依 之 月 代 仕、 湯 島 天神 下薬 湯え 三 廻り 罷越申 度 

段 奉 願 上 候 所、 即刻 願 之 通 山 岡 衛士殿 被 仰 渡 候。」 これ 


が 二月 七日 附の 文書で ある。 

蘭 軒 は 二十 三日に 至って 病 I でえ 事 を視る こと を 得た。 

「私儀 足 痛 全快 仕 候に 付、 薬湯 中には 御座 候 得 共、 明廿 

三日より 出勤 仕 候 段 御 達 申 上 候。」 これが 二十 二日 附 

しも 

である。 下に 「翌廿 三日 出 勤番 入 仕 候」 と 書き足して 

ある。 今 届と 云 ふ 代に、 当時 達と 云った ものと 見える。 

すこやか 

夏 は 蘭 軒が 健 に 過した こと だけが 知れて ゐる。 

「夏日 過 両国 橋。 涼 歩 其 如熱閙 何。 満川強 半妓船 多。 

関東 第 一 絃歌 海。 吾 亦 昔年 漫踏 過。」 素直に 聞けば、 余 

りに 早く 老いた のを怪 みたくなる。 しかし 素直に 聞か 

ずに は 置きに くい 詩で ある。 三十 四 歳の 蘭 軒 をして 此 


語 をな さしめ たもの は、 恐く は 其足疾 であらう か。 

秋に なって 八月の 末に、 菅茶 山が 蘭 軒に 長い 手紙 を 

かんどく 

寄せた。 此簡牘 は 伊沢 信 平さん がわた くしに 借して く 

れた 二通の 中の 一 つで、 他の 一 っは此 より 後 十四 年、 

文政 八 年 十二月 十一 日に 裁せられ たもので ある。 わた 

くし は此 二通 を 借り受けた 時、 些の 遅疑す る こと もな 

く 其 年次 を考 ふること を 得て、 大いに これ を 快と し、 

直に 記して 信 平さん に 報じて 置いた。 今 先 づ此年 八月 

一 一十 八日の 書 を 下に 写し出す ことと しょう。 

その 五十八 


茶 山が 文化 七 年 八月 二十 八日に 蘭 軒に 与へ た 書 は 下 

の 如くで ある。 

「御 病気い かが。 死なぬ 病と 承 候 故、 念 慮に も 不掛と 

申 程に 御座 候 ひき。 今 比 は 御 全快 奉 察 候。」 

「中秋 は 十四日より 雨ふり、 十五 日夜 九つ 過に は 雨 や 

み 候へ ども、 月の 顔 は 見えず、 十六 日 は 快晴 也。 然る 

に 中秋 半夜の 後 松 永 尾 道 は 清 光 無 翳と 申 程に 候よ し。 

松 永 は 纔四里 許の 所 也。 さほどの 違 はいかなる 事に 

や。 蘇 子 由 は 中秋 万里 同 陰晴な ど 申 候。 むかしより 試 

もいた さぬ 物に 候。 此 中秋 (承 候 処周防 長 門 清 光) 松 


永 四 里之処 にて は 余り 之 違に 御座 候。 (其 後 承 候に 半 

夜より 清 光に は 違な し。 奇と 云べ し。) 海 東 二 千里 

定而又 か はり 候 事と 奉存 候。 御 賞 詠い か、 X、 高 作 等 承 

度 候。」 

もく わう, 5 ん  かき ざき 

「木 王 園 主人 時々 御 陪遊被 成 候 哉。 石 田 巳 之 介 蠣崎君 

などい かが、 御 出会 被 成 候 はば 宜奉願 上 候。」 

「特筆。」 

「津 軽屋 如何。 春 来 は 不快と やら 承 候。 これ も 死なぬ 

やま ひ  さ ふらふらむ 

疾に もや 候 覧。 何様 宜奉願 上 候。 巿野 翁い かが。」 

「去年 申 上 候 墙書之 事大 事 之 事 也。 ねが はく は 御 帰 城 

之 便に 二三 卷宛四 五 人へ 御託し 被 下 候 糙に届 可 申 候。 


必々 奉 願 上 候。」 

「長 崎 徳見茂 四 郎西湖 之 柳 を 約束いた し 候。 必々 無 間 

違 贈 候 様、 それよりも 御 声が かり 奉 願 上 候。」 

「此 辺な にも か はりな く 候。 あぶら や 本 介 も 同様 也。 

久しく 逢不申 候。 福 山 辺 長 崎へ 参 候 輩 も 皆々 無事 也。 

やすへい 

其う ち 保 平と 申 は 悼 亡の いたみ 御座 候。 玄間は 御 医者 

になり 威焰 赫々。 私 方 養 介 も 二 年 煩 ひ、 去年 漸 起立、 

豊 後へ 入湯 道中に て 落馬、 やう やく 生て 還 候。 かくて 

は 志 も 不遂、 医になる と 申 候。」 

「私 方へ 頼 久太郎 と 申 を、 寺の 後 住と 申 やうなる もの、 

養子 にても なしに 引う け 候。 文章 は 無※ 〔# 「隻+ 隻」、 


ひととな リ 

7 巻- 118- 下 也。 為人 は 千 蔵よ く 存ゐ申 候。 年す で 

に 三十 一、 すこし 流行に おくれた をの こ、 廿 前後の 人 

の 様に 候。 はやく 年 よれ かしと 奉存候 事に 候。」 

「庄兵 衛も店 を 出し 油 かみな どうり 候。 妻 をむ かへ 子 

このち ゆう 

も 出来 申 候。 此中も 逢 候へば 辞 安 様 はいかが と申ゐ 

候。」 

ばう へいてい 

「詩 を 板に させぬ かと 書物 屋乞候 故、 亡※ 弟 〔# 「敝 \ 

犬」、 7 巻- 118- 下 が 集 一 巻 あまり あり、 これ を そ へ て 

ほらば ほらせん と 申 候 所、 いかにも そへ て ほらん と 申 

候 故、 ほらせ 候 積に 御座 候。 幽霊 はくら がりに おかね 

ばなら ぬ もの、 あかりへ 出したら ば 醜態 呈露ー 笑の 資 


と存 候。 銭 一 文 も いらず 本 仕 立 は 望 次第と 申 候 故 許し 

候。 さても 可 申 上 こと 多し。 これにて 書と どめ 申 候。 

恐惶 謹言。 八月 廿 八日 菅 太中晋 帥。 伊沢 辞 安 様。」 

「まちまちし 秋の 半 も 杉の 門 を ぐらき そらに 山風 ぞふ 

く。 これ は 旧作 也。 此 比の 事 ゆ ゑ 書 候。」 

以上が 長さ 三尺 許 の 黄色 を 帯びた 半紙の 卷 紙に 書 

いた 手紙の 全文で ある。 此 手紙の 内容 は頗 豊富で ある。 

そして それが 種々 の 方面に 光明 を 投射す る。 わたくし 

と ゐ 

は その 全文 を 公に する ことの 徒 為に あらざる を 信ずる。 

最初に 茶 山 は 地の 相距る こと 遠からずして、 気象の 

相殊 なる 例 を 挙げて ゐる。 此 年の 中秋に は、 神 辺 は 


初 雨後 陰であった。 松 永 尾の 道 は 半夜 後晴 であった。 

周 防 長 門も晴 であった。 松 永 は 神 辺 を距る こと 四 里に 

過ぎぬ に、 早く 既に 陰晴 を 殊にして ゐた。 茶 山 は宋人 

の 中秋の 月 四海 陰晴 を 同じく すと 云 ふ 説 を 反駁した の 

である。 茶 山 は 後 六 年 文化 十三 年 丙 子に 至って、 此庚 

午の 観察 を 反復し、 その 得た る 所 を 「筆の す さび」 に 

記した。 丙 子の 中秋 は 備中神 辺は晴 であった。 備 前の 

中で 尻 海 は 陰であった。 岡 山 は 初晴後 陰、 北方 は 初 陰 

後晴 であった。 讃岐は 陰、 筑 前は晴 であった。 播磨は 

陰、 摂津 (須 磨) は晴、 山城 (京都) は 陰、 大和 (吉 

野) は 大風、 伊勢 は 風雨、 参 河 (岡 崎) は 雨であった。 


観察の 範囲 は 一 層 拡大 せられて、 旧説の 妄は 愈 明に 

なった。 「常 年 も かかる ベ けれども、 今年 はじめて 心 

づきて しるすな り」 と、 茶 山 は 書して ゐる。 しかし 茶 

山 は 丙 子の 年に 始て 心づ いたので はない。 五六 年間 心 

に 掛けて ゐて 反復 観察し、 丙 子の 年に 至って 始 てこれ 

を 書に 筆した ので ある。 わたくし は 少時 井沢 長秀の 

俗説 辨を 愛して、 九州に ゐた時 其 墓を訪 うた ことがあ 

る。 茶 山の 此 説の 如き も、 亦 俗説 辨を補 ふべき もので 

ある。 

その 五十 九 


わう しう  せき どく 

庚午旺 秋の 茶 山の 尺 牘には 種々 の 人の 名が 見えて ゐ 

る。 皆 蘭 軒の 識る 所に して 又 茶 山の 識る 所で ある。 

もく わう,^ ん  かみ  いんなん 

其 一は 木 王 園 主人で ある。 上に 云った 犬 塚 印南で、 

此年 六十 一歳、 蘭 軒 は 長者と して 遇して ゐた。 茶 山 も 

つまびら か  ばいじ  このごろ 

これ を 詳 にして ゐて、 一 陪字を 下して ゐる。 頃日 

巿河三 陽さん が 印南の 事 は 「雲 室 随筆」 を 参照す るが 

好い と教 へて くれた。 

しゃく うんしつ 

釈雲 室の 記す る 所 を 見れば、 印南が いかなる 時に 

籍を 昌平 黌に 置い た か と 云 ふ ことが わかる。 祭 酒 林 家 

は羅 山より 鵞峰、 鳳 岡、 央堂、 鳳 谷、 竜潭、 鳳 I* の 七 


世に して 血脈が 絶えた。 八 世 錦 峰 信 敬 は 富 田 能 登 守 の 

二 男で、 始て林 家へ 養子に はいった。 巿河寛 斎 は 林 家 

せきしょう そう 

の 旧 学 頭 関 松牕の 門人に して、 又 新 祭 酒 錦 峰の 師で 

あつたので、 学 頭に 挙げられた。 聖堂 は 寛 斎、 

八 代 巣 河岸 は 松 牕を学 頭と する ことと なった ので ある。 

うたの かみた > ざね 

印南 は此 時代に 酒 井 雅楽 頭忠以 浪人 結 城 唯 助と して 入 

との もの かみおき とも 

塾した。 これが 田 沼 主 殿 頭 意知 執政 の 間の 聖堂で ある。 

松牕は 意知に 信任 せられて 聖堂の 実権 を 握って ゐた。 

錦 峰の 実家 富 田 氏 は 柳 原 松 井町に 住んで ゐた七 千 石の 

旗下であった。 

尋で田 沼 意知が 死ん で 、 楽 翁 公 松 平 越 中 守定信 の 執 


政の 世と なった。 柴野栗 山、 岡 田 寒 泉が 擢 用せられ、 

松牕は 免職 離 門の 上 虎の 門外に 住み、 寛 斎 も 亦 罷官の 

上 浅 草に 住んだ。 聖堂 は 安原 三 吾、 八 代 巣 河岸 は 平 沢 

旭山が 預 つた。 然るに 未だ 幾 ならず して 祭 酒 錦 峰が 

歿し、 美 濃 国 岩 村の 城主 松 平 能 登 守 乗 保の 子 熊 蔵が 養 

子に せられた。 所謂 蕉隠 公子で、 これが 林 家 九 世述斎 

乗衡 となった。 安原 平 沢両学 頭は罷 めら れて、 安原 は 

向 柳 原 の 藤 堂 佐 渡 守 高矗が 屋敷に 移り、 平 沢 はお 玉が 

池に 移った。 聖堂 は 平井澹 所と 印南と に 預けられ、 八 

代 巣 河岸 は 鈴 木 作 右衛門に 預けられた。 後 聖堂 八 代 巣 

河岸、 皆 学 頭 を 置く こと を 廃め られて 新に 簡抜 せら れ 


た 尾 藤 一 ー洲、 古賀精 里が 聖堂に あって 事を視 たと 云 ふ 

ので ある。 

安原 三 吾と 鈴 木 作 右衛門と は 稍晦ぃ 人物で ある。 巿 

きそう  せいしゅく  かみ 

河 三 陽さん は 寛斎漫 稿の 安原 希 曾、 安原 省叔 及 上に 

あざな 

見えた 三 吾 を 同一人と すると、 名 は 希 曾、 字 は 省叔、 

通称 は 三 吾と なる 害 だと 云って ゐる。 又 同書の 鈴 木 

とく ほ 

徳輔は 或は 即作 右衛門で はなから うかと 云って ゐる。 

鈴 木が 後に 片瀬 氏に 更め たこと は 雲 室 随筆に 註して あ 

る。 

此に 由って 観れば 印南 は 犬 塚、 青木、 結 城、 犬 塚と 

四た び 其 氏を更 めた と 見える。 又 昌平 黌に 於け る 進退 


出 処も略 窺 ひ 知る ことが 出来る。 官を罷 めた 後の 生活 

は 前に 云った とほり である。 

其 二 は 石 田 巳 之 助で ある。 茶 山 蘭 軒 二 家の 集に 石 田 

道、 字 は 士道、 別号 は 梧堂と 云って あるの は、 或は 此 

人で はなから うか。 

かき ざき  いは ゆるげん はき や う 

其 三 は蠣崎 氏で、 所謂 源 波 響で ある。 此年 四十 一 歳 

であった。 

其 四の 津軽屋 は 狩谷掖 斎で ある。 「春 来 不快と やら」 

と 云って ある。 此年 三十 六 歳であった。 

其 五の 巿野翁 は 迷 庵で ある。 此年 四十 六 歳であった。 

はな は  ほき 

其 六の 墒は保 己一で ある。 此年 六十 五 歳であった。 


茶 山 は 群 書類 従の 配附を 受けて ゐ たと 見える。 阿部 侯 

「御 帰 城の 便に 二三 卷宛四 五 人へ 御託し 被 下 候 はば 糙 

に 届 可 申 候」 と 云って ゐる。 

其 七の 徳見茂 四郎は 或は 訪堂 若く は 其 族 人で はな か 

らう か。 長 崎に ある 津田繁 二さん は徳見 氏の t 土 域ニ箇 

所 を 歴訪した が、 名字 号 等 を 彫らず、 皆 単に 宗淳、 伝 

助 等の 称 を 彫って あるので、 これ を詳 にす る ことが 出 

来なかった。 只 天 保 十二 年に 残した 昌八郎 光芳と 云 ふ 

た ま /\  いみな 

ものが あって、 偶 節 堂の 諱を 通称と して ゐ たのみ 

である。 徳見茂 四 郎は長 崎から 西 湖の 柳 を 茶 山に 送る 

こと を 約して 置きながら、 久しく 約を果 さなかった。 


そこで 蘭 軒に、 長 崎へ 文通 するとき 催促して くれい と 

頼んだ ので ある。 

ゆげん じょ 

其 八の 「あぶら や 本 介」 は 即ち 油 元 助で ある。 其 九 

其 十の 保 平、 玄間は 未だ 考 へない。 保 平 はこと さらに 

「やすへい」 と 傍訓が 施して ある。 妻な ど を 喪った も 

のか。 未だ 其 人を考 へない。 玄間は 三 沢 氏で 阿部 家の 

医官であった。 「御 医者」 になって 息張る と 云 ふの は、 

町 医から 阿部 家に 召し 抱 へられた もの か。 

其 十 一 の 「養 介」 は 茶 山の 行状に 所謂 要 助 万年で あ 

らう。 わたくし は 蘭 軒が 紀行に 養 助と 書した の を 見て、 

誤で あらう と 云った。 しかし 茶 山 も 自ら 養に 作って ゐ 


る。 既に 油 屋の元 助 を 本 介に 作って ゐる 如く、 拘せざ 

るの 致す 所で ある。 容易に 是非 を 説くべき では 無い。 

果して 伯父 茶 山の 言 ふ 所の 如くならば、 万年の 否運 は 

笑止千万であった。 

茶 山の 書 牘は此 より 山陽の 噂に 入る ので ある。 

その 六十 

菅茶 山が 蘭 軒に 与へ た 庚 午の 書に は、 人物の 其 十一 一 

として 山陽が 出て ゐる。 

茶 山は此 書に 於て 神 辺に 来た 山陽 を 説いて ゐる。 彼 


の 神 辺 を 去った 山陽 を 説いた 同じ 人の 書 は、 嘗て 森 田 

思 軒の 引用す る 所と なって、 今 所在 を 知らぬ ので ある _ 

二 書 は 皆 蘭 軒に 向って 説いた ものであるが、 初の 書 は 

猶 伊沢 氏 宗家 の 筐 中に 留まり、 後の 書 は 曾て 高 橋 太 華 

の 手 を 経て 一 たび 思 軒の 有に 帰した ので ある。 

此 書に 於け る 茶 山の 口気 は、 恰も 蘭 軒に 未知の 人 を 

紹介す る もの、 如くで ある。 「頼 久太郎 と 申 を」 の 句 は • 

人 をして 曾て 山陽の 名が 茶 山 蘭 軒 一 一家の 話頭に 上らな 

しばん，^ 

かった こと を 想 はしむ るので ある。 蘭 軒 は 屢 茶 山に 

逢 ひながら、 何故に 一 語の 夙 縁 ある 山陽に 及ぶ もの 

が 無かった だら うか。 これ は 前に も 云った 如く、 蘭 軒 


が 未だ 山陽に 重き を 置かなかった 故 だと も考 へられ、 

又 江戸に 於け る 山陽の 倫 落 的 生活が、 好意 を 以て 隠蔽 

せられた 故 だと も考 へられる。 

神 辺に 於け る 山陽の 資格 は 「寺の 後 住と 申 やうなる 

もの」 と 云って ある。 茶 山が 春 水に 交渉した 書に は 

リょ じゅく 

「閭塾 附属」 と 云 ひ、 春 水が 浅 野 家に 呈 した 覚書に は 

「稽古場 教授 相 讓申度 趣」 と 云って あるが、 後 住の 語 は 

しば/ \ 

当時 數 茶 山の 口にし 筆に した 所であって、 山陽 自己 

つきやま ほうえい 

も糙 にこれ を 聞いて ゐた。 それ は 山陽が 築山 捧盈に 与 

へた 書に、 「学統 相続と 申て 寺の 後 住の 様の ものと 申 

事」 と 云って あるのに 徴 して 知られる。 


又 「養子 にても なしに」 の 句 も 等 間 看過す ベから ざ 

る 句で ある。 前に 云った 春 水の 覚書に も 「尤 先方 家 続 

養子に 相 成、 他姓 名乗 様の 儀に は 無 之」 とこと わって 

ある。 

要するに 家塾 を 譲る と 云 ふこと と、 菅氏を 名乗らせ 

て 阿部 家に 仕へ させる と 云 ふこと との 間に は、 初より 

しゃべ つ 

劃然と した 差別が しであった。 後に 至って 山陽の 「上 

菅茶山 先生 書」 に 見えた やうな 問題の 起った の は、 福 

山側の 望蜀の 念に 本づ く。 

茶 山が 山陽 を 如何に 観て ゐ たかと 云 ふこと は、 事 新 

もち 

しく 言 ふこと を 須ゐな い。 此書は 既に 提供 せられた 


きょた 

許 多の 証の 上に、 更に 一の 証 を 添へ たに 過ぎない。 「文 

章 は 無※ 〔# 「隻+ 隻」、 7 巻- 123- 下. i 也」 の 一 句 は 茶 

山が 傾倒の 情 を 言ひ尽 して ゐる。 傾倒の 情 愈 深く し 

しび やう あきたら 

て、 其疵 病に 慊 ぬ 感も愈 切ならざる を 得ない。 「年 

すでに 三十 一、 すこし 流行に おくれた る をの こ、 廿前 

後の 人の 様に 候、 はやく 年 よれ かしと 奉存候 事に 候。」 

其 才には 牽引せられ、 其 迹には 反撥 せられて ゐる茶 山 

の 心理状態が 遺憾な く 数 句の 中に 籠 めら れてゐ て、 人 

こと  な 

をして 親しく 老茶 山の 言 を 聴く が 如き 念 を 作 さしむ る 

ので ある。 

わたくし は此書 を細検 して、 疑問の 人物 頼 遷が稍 明 


に 姿 を 現し 来った かと 思 ふ。 それ は 「為人 は 千 蔵よ く 

存ゐ申 候」 の 句 を 獲た るが 故で ある。 千 蔵 は 山陽 を 熟 

知して ゐる 人でなくて はならず、 又 江戸に ゐて蘭 軒の 

問に 応じ 得る 人でなくて はならない。 わたくし は 其 人 

かんさ い 

を 求めて、 直に 遷に想 ひ 到った。 即ち※ 斎 〔# 「くさ か 

んむリ \ 姦」、 7 巻- 124- 上.？〕 詩集 及 長 崎 紀行に 所謂 頼遷、 

字 は 子 善、 別号 は 竹 里で ある。 

然るに 載 籍に考 ふるに、 千 蔵 は 頼 公遷の 通称で ある。 

公遷、 通称 は 千 蔵 別号 は 養 堂と して 記載 せられて ゐる。 

是に 於て 遷即 公遷 であらう と 云 ふ 木 崎 好尚さん の 説 

の 正しい ことが、 略 決定した やうに 思惟 せられる。 わ 


たくし は 必ずしも 頼 氏の 裔 孫の 答 を 待たなくても 好 さ 

さう である。 

わたくし は 姑く 下の 如くに 湊 合して 見る。 「頼 公遷、 

あざな 

省いて 遷 とも 云 ふ、 字 は 子 善、 通称 は 千 蔵、 別号 は 竹 

里、 又 養 堂。」 

その 六十 一 

菅茶 山の 書中に は猶其 十三 庄兵衛 と 云 ふ 人物が 出て 

ゐる。 庄兵衛 は 茶 山の 旧 僕で ある。 茶 山の 供 をして 江 

戸に 住って 蘭 軒に 識られ 、蘭 軒が 神 辺に 立ち寄った 日 


にも、 主人に 呼ばれて 挨拶に 出た。 書牘 は、 殆ど 作物 

語の 瑣 細な 人物の 落 著 を も 忘れぬ 如くに、 此庄 兵衛の 

家 を 成し 業 を 営む に 至った さま を も 記して ゐる。 

其 十四と して 茶 山の 言 は 所謂 「亡 弊 弟」 に 及んで ゐ 

る。 即ち 茶 山の 季弟恥 庵 晋宝信 卿、 通称 は圭 二で ある。 

茶 山の 行状 等に は晋 宝が 「普 葆」 に 作って ある。 

茶 山 は 書肆に 詩 を 刻す る こと を 許す とき、 恥 庵の 遺 

稿 を 附録と する こと を 条件と した。 小 原 業 夫の 序に も 

同じ 事が 言って ある。 「先生 曰。 我欲 刻 亡 弟 信 卿 遺稿。 

因循 未果。 彼 若 成 我 之 志。 則 我 亦 従 彼 之 乞。 書肆 喜而 

諾。 乃 斯集遂 上 木。 附以信 卿 遺稿。」 大抵 詩 を 刻す る 


もの は 自ら 貲を投 ずる を 例と する。 古今東西 皆 さう で 

ある。 然るに 茶 山 は 条件 を附 けて 刻せ しめた。 「銭 一 

文 も いらず、 本 仕 立 御望 次第と 申 候 故 許し 候」 と 云つ 

て ある。 其 喜 は 「京師 書肆 河南 儀 平 損金 刊余 詩、 戯贈」 

の 詩に も 見えて ゐる。 「曾 聞 書賈黠 無比。 怪見 南翁特 

地痴。 伝奇 出 像 人 争購。 却 損 家 貲刻悪 詩。」 小説の 善 

く售れ るに 比して あるの は 妙で ある。 小 原 も 亦 云って 

ゐる。 「余 嘗聞袁 中 郎自刻 其 集。 幾 売却 柳 湖荘。 街 技 

求售。 誰 昔 然矣。 先生 之 撰則異 之。 不 自欲而 書肆 乞 之- 

乞 之 不已。 則 知 世望斯 集。 不翅 余輩。」 誰 昔 然矣は 

ちんぷう ぼ もん  じ が 

陳風墓 門の 章から そっくり 取った 句で ある。 爾雅に 


「誰 昔昔 也」 と 云って ある。 

黄葉 夕陽 村 舎 詩が 附録 恥 庵 詩文 草と 共に 刻 成せられ 

たの は 文化 九 年 三月で ある。 此 手紙 は 「ほらせ 候 積に 

御座 候」 と 云って あると ほり、 上 木に 決意した 当時 書 

かれた もので、 小 原の 序 もま だ 出来て はゐ なかった の 

である。 

狩 谷 氏で は此年 文化 七 年に 掖 斎の 女 俊 が 生れた。 

後に 同 齢の 柏 軒に 嫁す る 女で ある。 伊沢 分家の 人々 は、 

此 女の 名 は 初めた かと 云って、 後 しゅんと 更め たと 云 

つて ゐる。 俊 は 峻と相 通ず る 字で、 初めた かと 訓 ませ 

たが、 人 は 音読す るので、 終に 人の 呼ぶ に 任せた のか 


も 知れない。 

多紀 氏で は此年 十二月 二日に 桂 山が 残した。 二子の 

リ うはん  さいてい 

中 柳 沿 は 宗家 を 継ぎ、 茵庭は 分家 を 創した。 後に 伊沢 

氏と 親交 あるに 至った の は此菌 庭で ある。 

しんけんた うすけ 

此年蘭 軒 は 年 三十 四、 妻 益 は 二十 八、 三 子 榛軒棠 助、 

常 三郎、 柏 軒 鉄 三郎は 長が 七つ、 仲が 六つ、 季が 当歳 

であった。 

文化 八 年 は 蘭 軒に やすらかな 春を齎 した。 「辛 未 早 

春。 除却 旧 病身 健 強。 窓 風 軽 暖送梅 香。 日長 添 得譬書 

課。 亦奈尋 紅拾翠 忙。」 斗 柄 転じ 風物 改まっても、 蘭 軒 

かう しう 

は 依然として 校 譬の業 を 続けて ゐる。 


此 年に は※ 〔# 「くさかんむり \ 姦」、 7 巻- 125- 下せ 斎 

詩集に、 前の 早春の 作 を 併せて、 只 二 首の 詩が 存 して 

ゐる のみで ある。 わたくし は 余の 一 首の 詩 を 見て、 堀 

江 だと 云 ふ ものが 江戸から 二 本 松へ 赴任した こと を 知 

る。 允、 字 は周輔 で、 蘭 軒 は 餞す るに 七 律 ー篇を 以て 

した。 頷聯に 「駅 馬 行駄細 布帙、 書 堂 新下絳 紗椎」 と 

云 ふより 推せば、 堀江 は聘 せられて 学校に 往 つたので 

あらう。 七 八 は 「祖席 詞章 尽 神品、 一 天 竜 雨灑途 時」 

と 云 ふので ある。 茶 山が 「一 結 難解」 と批 して ゐる。 

此句 はわた くしに もよ く は 解せられ ぬが、 雨 は 恐く は 

夏の 雨で あらう か。 果して 然 らば 堀江の 江戸 を 発した 


の も 夏であった だら う。 

わたくし は 又 詩集の 文化 十三 年 丙 子の 作 を 見て、 蘭 

軒が 釈混 外と 交を訂 したの は此 年で あらう と 推す る。 

丙 子の 作 は 始て混 外 を 見た 時の 詩で、 其 引に かう 云つ 

て ある。 「余 与 混 外 上人 相 知 五六 年 於 t ぬ。 而以病 脚 在 

家。 未嘗 面謁。 丙 子 秋 与 石 田 士道、 成 田 成 章、 太 田 農 

人、 皆川叔 茂同詣 寺。 得 初謁。 乃賦 一 律。」 此 によって 

逆算す るに、 若し 二人が 此 年に 相識った とすると、 辛 

未より 丙 子まで 数へ て、 丙 子 は 第 六 年と なる ので ある _ 

い -っき ん 

混 外、 名 は 宥欣、 王子 金輪 寺の 住職で ある。 「上人 詩 

素湛 深、 称今寥 可」 と、 五山 堂 詩 話に 云って ある。 


その 六十 一 一 

頼 氏で は此年 文化 八 年の 春、 山陽が 三十 二 歳で 神 辺 

の 塾 を 逃げ、 上方へ 奔 つた。 閏 二月 十五 日に 大坂篠 

崎 小 竹の 家に 著き、 其 紹介状 を 貰 つて 小石 元瑞を 京都 

に訪 うた。 次で 山陽 は 椎を新 町に 下して、 京都に 土 著 

した。 嘗て 森 田 思 軒の 引 いた 菅茶 山の 蘭 軒に 与 ふ る 書 

は、 此比 裁せられ たもので あらう。 当時の 状況 を 察す 

ゑんたい  もち 

れば、 書に 怨 慰の 語 多き は怪 むこと を須ゐ ない。 しか 

し 山陽の 諸 友 は 逃亡の 善後策 を 講じて、 略遺算 なき こ 


と を 得た。 五月に は 叔父 春風が 京都の 新居 を 見に 往っ 

た。 山陽が 歳暮の 詩に 二 出郷 国 歳 再 除」 と 云った の 

は、 庚 午の 除夜 を 神 辺で、 辛 未の 除夜 を 京都で 過す と 

云 ふ 意で ある。 二 出郷 国 歳 再 除。 慈 親 消息 定何 如。 

京 城 風雪 無人 伴。 独 剔 寒燈夜 読書。 」 

わたくし は此年 十二月 十日に 尾 藤 一 一 洲が病 を 以て 昌 

平黌の 職を罷 めた こと を 記して 置きたい。 当時 頼 春 水 

の 寄せた 詩に、 「移住 林 泉 新 賜 第、 擬成猿 鶴 旧棲 山」 の 

ー聯が ある。 賜錚は 害岐 坂に あった。 これ は 次年の 菅 

茶 山の手 紙の 考証に 資せむ がた めに 記して 置く ので あ 

る。 


此年蘭 軒 は 三十 五 歳、 妻 益 は 二十 九 歳、 榛軒は 八 歳、 

常 三 郎は七 歳、 柏 軒 は 二 歳であった。 

文化 九 年 は 蘭 軒が ために 何 か 例に 違った 事の あった 

かんさい 

らしい 年で ある。 何故かと 云 ふに、 ※斎 〔# 「くさかん 

む リ\ 姦」、 7 巻- 127- 上 s^u 詩集に 壬 申の 詩が 一 首 だに 載 

せて 無い。 

わたくし は 先づ蘭 軒が 病んだ ので はない かと 疑った。 

しかし 勤 向 覚書 を 見る に、 春より 夏に 至る まで、 阿部 

家に 於け る 職務 をば 闕ぃ てゐ なかった らしい。 わたく 

しばら 

し は 姑 く 未解決の ままに 此 疑問 を 保留して 置く。 

正月 二日に 蘭 軒の 二 女が 生れて、 八日に 夭した。 先 


霊 名録に 第一 一女と して 智貌 童子の 戒名が 書して ある。 

童子が 童女の 誤で あるべき こと は 既に 云った。 頃日 聞 

く 所に 拠れば、 夭折した 長女 は 天津で、 次が 此女 であ 

つた さう である。 

勤 向 覚書に 此 一件の 記事が ある。 「正月 二日 卯 上刻 

妻 出産 仕、 女子 出生 仕 候 間、 御 定式 之 通、 血 忌 引 仕 候 

段 御 達 申 上 候。 同月 四日 血 忌 引 御免被 仰 付 候 旨、 山 岡 

治 左 衛門殿 被 仰 渡 候。 翌 五日 御 番入仕 候。 同月 八日 此 

間 出生 仕 候 娘 病気 之処、 養生 不相叶 申 上刻 死去 仕 候、 

七 歳 未満に 付、 御 定式 之 通、 三日 之 遠慮 引 仕 候 段 御 達 

申 上 候。 同月 十一 日 卸 番入仕 候。」 


五月に 蘭 軒が 阿部 家の 職に 服して ゐた 証に 充 つべき 

覚書の 文 は 下の 如くで ある。 「五月 九日 永井栄 安、 成 

田玄 良、 岡 西 栄玄、 私、 右 四 人 丸 山 御殿え 夜分 一 人づ 、 

泊り 被 仰 付 候 段、 御用 番町野 平 助 殿 被 仰 渡 候。」 蘭 軒の 

門人 録に成 田 良 純、 後 竜玄が ある。 玄良は 其 父 か。 岡 

西 栄玄は 蘭 軒 の 門人 玄亭と 渋 江抽斎 の妻徳 との 父で あ 

る。 

秋に 入って 七月 十一 日に 飯 田 休 庵 信 方が 歿した。 先 

霊 名録に 「寂 照 軒 勇 機 鉄心 居士、 (中略) 墓 在 西 窪 青 竜 

寺」 と 記して ある。 即ち 蘭 軒の 外 舅で ある。 家 は 杏 

庵が 襲いだ。 伊勢 国薦 野の 人、 黒 沢 退蔵の 子で、 休 庵 


の 長女の 婿と なった。 蘭 軒の 妻 益 は 休 庵の 二 女で あつ 

た。 

休 庵 は豊後 国大 野 郡 岡の 城主 中 川 修理 大夫久 貴の 侍 

医であった。 平生 歌道 を 好んで、 教を 冷泉 家に 受けた。 

ためやす にふだう とうが く 

上に も 云った 如く、 恐く は為泰 入道 等覚の 門人で あつ 

たの だら う。 伊沢 分家 所蔵の 源氏物語に 下の 如き 奥 書 

が ある。 「右 源氏物語 三十 冊、 外祖父 寂 照 軒 翁 之 冷泉 

家 之 御 伝 授受、 書 入れ 給 之 本 也、 伊沢 氏。」 

頼 氏で は 此年春 水が 六十 七 歳に なった。 「明君 能憐 

我、 ※ 〔# 「月+ 無」、 7 巻- 128- 下 養 上 仙 班、 (中略) 

如此 二十 載、 光陰 指 一 弾」 の 二十 は 恐く は 三十で はな 


からう か。 安永 九 年に 浅 野 家に 召し出されてから 三十 

三年、 広 島の 邸 を 賜って から 二十 四 年に なって ゐる害 

である。 

此年蘭 軒 は 年 三十 六、 妻 益 は 三十、 長子 榛軒は 九つ、 

常 三郎は 八つ、 柏 軒 は 三つであった。 

その 六十 三 

文化 十 年に は 蘭 軒が 正月に 頭 風 を 患へ たこと が 勤 向 

覚書に 見えて ゐる。 「正月 十日 私儀 頭 風 相 煩 候に 付、 

引 込 保養 仕 候 段 御 達 申 上 候」 と 云って ある。 


しかし 病 は 甚だ 重く はなかった らしい。 詩集に 「癸 

酉 早春、 飜刻宋 本国 策、 新 帰 架 蔵、 喜賦」 として 二 絶 

が 載せて ある。 奇書 を 獲た 喜が 楮 表に 溢れて ゐて、 其 

意気の 旺 なること 病禱 中の 人の 如くで は 無い。 「宏格 

濶欄養 潔白。 学 顔 字画 勢遒 超。 M (門 好事 黄 薨圃。 一 様 

影 摸紹興 雕。」 「世間 謾道善 蔵書。 纔入巿 門 得 五 車。 我 

輩 架 頭 半 奇籍。 窃思秘 閣近何 如。」 茶 山の 評に 「寇準 

事々 欲抗 朕」 と 云って ある。 句々 蘭 軒に あらで は 言 ふ 

こと 能 はざる 所で、 茶 山の 一 謔も亦 頗る 妙で ある。 

経籍訪 古志に 「戦国 策 三十 三 巻、 清 刊覆宋 本、 漢高 

誘 註、 清 嘉慶中 黄丕烈 依宋木 重刊、 末附 考異」 として 


ある。 或は 此本 であらう か。 しかし 酌 源 堂 蔵の 註を闕 

いで ゐる。 

二月に 入っても、 蘭 軒は猶 病後の 人で あつたと 見え 

る。 覚書に かう 云って ある。 「二月 二十 五日 頭 風 追々 

全快 仕 候に 付、 月 代 仕、 薬湯え 三 廻リ罷 越度 段 奉 願 上 

候処、 即刻 願 之 通 被 仰 付 候 段、 山 岡 治 左 衛門殿 被 仰 渡 

さ か やき 

候。」 月 代 はしても 猶 湯治 中で、 職に は 服して をらぬ の 

である。 

然るに 詩集に は 春 游の七 律が あって、 其 起に は 「東 

風 送 歩 到 江塘、 翠浪 白砂 花 亦 香」 と 云って ある。 又 「上 

巳 与 余 語觚庵 犬冢吉 人、 有 泛舟之 約、 雨 不果、 賦贈」 


の 七 絶 さへ ある。 「雨 不果」 と 云って、 「病 不果」 と は 

云 はない。 春 游の詩 は 実 を 記した ので 無い とも 見られ 

ようが、 舟を泛 ぶる 約 は 必ずあった ので あらう。 或は 

想 ふに、 当時 養 病中の 外游 など は甚 しく 忌まなかった 

もので あらう か。 

余 語 氏 は 世 古 庵の 号 を 襲いだ ものである。 古 庵 一 に 

觚庵 にも 作った か。 当時の 武鑑に は、 「五百石、 奥 詰 御 

医師、 余 語 良 仙、 本郷弓 町」 として 載せて ある。 

犬 冢吉人 は 印南 か、 又は 其 族 人 か。 印南 は此年 文化 

十 年 十一月 十二 日に 歿した と、 老樗 軒の 墓所 一覧に 云 

つて ある。 若し 舟 遊の 約 をした のが 印南 だとす ると、 


それ は 冬 死ぬべき 年の 春の 事であった。 序に 云 ふ。 老 

樗軒 はわた くし は 「らうち よけん」 と訓 んでゐ たが、 

今 これ を 筆に する に 当って 疑 を 生じ、 手近な 字典 を 見、 

せつもん  くわ 

更に 説 文 を も 出して 見た。 説 文に 樗は 「从 木雩 声、 読 

若 華」、 》 〔# 「木+ 罅の つくり」、 7 巻- 130- 上 は 「从 

もと 

木 庫 声」 と 云って ある。 字典 は樗の 下に 集 韻 を 引いて 

「又 作※ 〔# 「木へ ん+ 罅の つくり」、 7 巻- 130- 上 七 r 丑 居 

切」 と 云 ひ、 》 〔# 「木+ 罅の つくり」、 7 巻- 130- 上 七 U の 

下に は 只 「同 樗」 と 云って ゐる。 文字 を 知った 人の 教 

を 受けたい。 

かく  ていご 

覚書と 詩集と に は 此の 如き 牴牾が あるが、 蘭 軒が 病 


なくして 病と称した のでない こと は 明で ある。 集に 

「病中 偶成」 の 五 律が ある。 「時節 頃 来 好。 抱癎倦 日長。 

晴 山鳩 穀々。 春 社 鼓 鏜々。 盃酒将 忘 味。 薬湯 頻換 方。 

花期 看自 過。 昏夢繞 池 塘。」 茶 山 は 「医 人 之 病、 往々 如 

此、 詩 則 妙」 と 評して ゐる。 

春の 詩の 後に 白 氏 文集の 善 本 を 獲た 時の 作が ある。 

「余 蔵 白 氏 集 活字 版本、 旧年 売却、 頃 書肆 英平 吉携来 一 

本、 即旧架 物 也、 購得記 喜。 物 帰 所 好不関 貧。 得失 従 

来 如 有 神。 富 子 蔵書 都 記 印。 奇書 自属 愛書 人。」 経籍 

訪 古志に、 「白 氏 文集 七十 一 巻、 元 和 戊 午 那波道 円 活字 

刊本」 と 云って あるの は是 か。 訪吉志 は 「戊 午」 を 「戊 


半」 と 誤って ゐ るが、 後 文に 「戊 午 七月」 と 云って あ 

る。 此 にも 酌 源 堂 蔵と は 註して 無い。 

わたくし は 前の 戦国 策と 云 ひ、 此白氏 文集と 云 ひ、 

ざ うきよ 

伊沢 氏 酌 源 堂の 蔵※ 〔# 「去 \ 升」、 7 巻- 130- 下.？〕 と覚 

しきものが、 皆 其 所在の 記 註を闕 いで ゐ るの を 見て、 

心 これ を怪 まざる こと を 得ない。 和 田万吉 さん は 「集 

書家 伊沢 蘭 軒 翁 略伝」 にかう 云って ゐる。 「経 籍訪古 

志 本文 中 酌 源 堂の 蔵 儲 を 採録せ る は 僅に 六 七 種に 過ぎ 

ず、 之 を 求 古楼、 崇蘭 館、 宝 素 堂 等の 所蔵に 比べて、 

珍本 良書の 数量 上に 著き 遜色 あるが 如く 見 ゆる は怪む 

おも  と 

べし」 と 云って ゐる。 惟 ふに わたくしの 彼 疑が 釈 けた 


ら、 随 つて 和 田さん の此 疑も釈 ける ので はなから うか。 

多く 古書の 聚散 遷移の 迹を識 つて ゐる 人の 教を乞 ひた 

ヽ 0 
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その 六十 四 

わたくし は 前年 文化 九 年に 蘭 軒が 詩 を 作らなかった 

こと を怪ん だ。 然るに 此年 文化 十 年に も亦怪 むべき 事 

が ある。 上に 引いた 春の 詩 数 首 は 茶 山の 批閲を 経た も 

のが 多い。 批閲は 後に 加へ たもので ある。 これに 反し 

て 茶 山 は 春 以来 屢 書 を 蘭 軒に 寄せた のに、 蘭 軒は久 


しく これに 答へ なかった。 蘭 軒 は 病んで はゐ たが、 其 

病 は 書 を 裁す る こと を 礙 ぐる 程の もので はな か つた 

らしい。 前年 吟哦を 絶って ゐた 故が 不審で ある 如く、 

此 年に 不沙汰 をした 故 も 亦 不審で ある。 

茶 山 は 六月 十二 日に 今川槐 庵に 書 を 与へ た。 これ は 

槐庵 をして 蘭 軒の 報復 を 促さし めようと したので ある。 

此書 はわた くしが 饗庭篁 村さん に 借りた 茶 山手 柬の中 

の 一 通で ある。 

わたくし は 茶 山の 書の 全文 を 此に写 出す る。 

「大暑の 候 愈 御 安祥 御 勤 被 成 候 由、 奥様に も 定而御 

安祥、 恐悦 奉賀 候。 先頃 は 新 様 封 皮 沢山に 御 恵 被 下、 


恭奉存 候。 御蔵 版に 御座 候而 又も 可 被 下 旨、 別而 雀躍 

仕 候。 近 比 は 御 多事に 御座 候 由、 御 推察 申 上 候。」 

「伊沢い く 度 状 遣 候 も、 一 字 隻言之 返事 もな く 候。 此 

人 今 は 壮健 之 由可賀 候。」 

「蘇 州 府の柳 を囉、 庭前に さしおき、 活し申 候。 大 

になり、 枝 を きられ 候 時に 至 候 はば 進上 可 致 候 やと 御 

伝へ 可 被 下 候。 柳 は 早き 物に 候。 来年 あたり は 被 贈 可 

申 候。 徳見 茂四郎 より 囉申 候。」 

「伊沢 正月 金子 入 書状 之 返事 も 無 御座 候而、 頼 遣し 候 

こと も、 なしと も 礫と も 無 之 候。 これらの ことち と 

御 尋被下 度 奉 希 候。 御 忙劇之 中へ かかる こと 申 上 候、 


これ も 伊沢 返事な き 故 也。 這漢を 御し かり 可 被 下 候。」 

「先達 而 伊沢 話に、 津軽屋 へ 便 御座 候 家、 大坂 筑前屋 

と 申に 御座 候 由、 某 島と やら 承候而 忘れ 申 候。 只今 

も 其 家より 便 御座 候 はば、 伊沢より 被 申 下 候 様 御 頼 可 

被 下 候。 近 比 御 便 すくなく、 ちと 犬なる 封な どはいた 

しかたなく 候。 筑前 あき 長 門 等 之 御 参 勤 を まち 候へ ど 

も、 儀衛 中に 知 音 無 之と き は 夫 も 出来 不申 こまり 申 候。 

御 面倒 之 御 事 伊沢と 御 一 緒に 御覧、 彼方より 申 参 候 様 

くわん たいち ゆうしんす ゐ 

御 頼 可 被 下 候。 恐惶 謹言。 六月 十二 日。 菅 太中晋 帥。 

今 川 剛八様 侍史。 筑前屋 より 津軽屋 へ 之 便 一年に いく 

たび 御座 候 やい つ 比 御座 候 や も 奉 願 上 候。」 


此書を 読めば 、 蘭 軒が 数回の 茶 山の 書に 答へ ずに ゐ 

なかんづく 

たこと が 知られる。 就中 正月に 発した 金子 入の 書 は、 

茶 山が 必ず 報復 を 得る こと を 期して ゐ たのに、 蘭 軒 は 

これに さへ 答へ ずに ゐた。 蘭 軒が かくまで 通信 を 怠つ 

てゐ たの は 何故か 不審で ある。 

茶 山が 徳 見に 託して 西 湖の 柳 を 取り寄せよ うとして 

ゐ たこと は 前に も 見えて ゐた。 茶 山 は 柳の 来る を 待ち 

兼ねて、 蘭 軒 をして 徳 見に 書 を 遣って 督促せ しめよう 

としたの である。 此書を 見る に、 柳 は 既に 来た。 そし 

て 茶 山 は 蘭 軒に 其 枝 を 分た うと 云って ゐる。 山 田 方 谷 

が 茶 山の 家の 此柳を 詠んだ 和歌が ある。 「西 湖柳。 も 


ろ こしの たねと しきけ ど 日の 本の 屈に もな びく 糸 やな 

ぎ かな。」 当時 長 崎から 柳 を 得た もの は、 独り 茶 山の み 

ではなかった と 見えて、 石 原 某の 如き もこれ を 栽 ゑて 

柳 庵と 号し、 頼 春 水に 詩 を 索め た。 「石 原 柳 庵 得 西 湖柳、 

以名其 庵、 索 詩。 分 得 西 湖 堤 上翠。 併烟 移植 読書 樟。 

春風 応引蘇 公 夢。 万里 来遊 日本 東。」 

当時 福 山と 江戸との 間の 運輸 通信が いかに 難渋で あ 

つ たかは、 此 書に 由って 知られる。 茶 山が 蘭 軒に 不満 

であった の も、 此 難渋に 堪 へずして 焦燥した 余の 事で 

ある。 そして 茶 山が 其 不満 を 説いて 露骨 を 嫌 はず、 

このかん  たま/ \ 

「這漢 を 御し かり 可 被 下 候」 と 云 ふに 至った の は、 iS 


以て 二人の 交の 甚 深かった こと を 証す るに 足る ので あ 

る。 

その 六十 五 

茶 山 は 書を槐 庵に 与へ た 後、 又 一 箇月の 間 忍んで 蘭 

ま 

軒の 信書 を俟 つて ゐた。 気の毒な 事に は それ は そら だ 

たま，/^ 

のめであった。 然るに 此年 文化 十 年 七月 下旬に 偶 江 

戸への 便が あつたので、 茶 山 は 更に 直接に 書 を 蘭 軒に 

寄せた。 即ち 七月 二十 二日 附の 書で、 亦 わたくしが 

あへば くわう そん  せき どく 

饗庭篁 村さん に 借りた 一 括の 尺牘の 中に ある。 わたく 


し はこれ を も 省略せ ずに 此に 挙げる。 

「春 来 一再 書状 差 上 候へ 共、 漠然として 御 返事 もな し。 

如何と 人に 尋 候へば、 辞 安 も 今 は 尋常 的の 医に なりし 

故、 儒者め ける ものの 文通な ど は 面倒に 思候覧 などと 

てい  ござ ある まじく  おこな ひ 

申 候。 我 辞 安 其 体に は 有 御座 間 布、 大 かたは 医 を 行 

いそがしき 事なら むと 奉存 候。 しかした とひ 閙 敷と 

こ ひねが ひたて まつ リ 

も、 折節 寸札御 返事 は 奉 希 候。 只今に て は 江戸 

之 時事 一向にし れ不 申、 隔世 之 様に 被 思 候。 これ は 万 

四郎 などと いふ ものの 往来な く、 倉 成 善 司 (奥 平家 儒 

官) 卒去、 尾 藤 先生 老衰 隠 去と 申 様 之 事に て 候。 しか 

る を 我 辞 安 行路 之 人の ごとくに て は、 外に 手蔓 無 之 ザ J 


まり 申 候。 何分 今度 は 御 返事 可 被 下 候。 こりても こり 

ず 又々 用事 申 上 候。」 

「用事。 一、 御 腰に 下げられ 候 巾 著、 わたくしへ も 十 

年 前 御 買 被 下 候との ゐ ものの 形な リ。 価 十 匁と 申 を 

九つ か 十 か 御 こし 被 下 度 候。 これ は 人に たのまれ 候。 

皆 心 やすき 人 也。 金子 は 此度之 便 遣し がた く 候。 よき 

便の 時 さし 上 可 申 候。 直 段少々 上り 而も 不苦 候。 必々 

奉 願 上 候。」 

「私 詩集 東都へ 参 申 候 哉。 書物 屋 うりいそぎ をいた し、 

校正せ ぬ さきにす り 出し 候 も 有 之 候。 もし 御覧 被 下 候 

まっせう とう  よろしく 

はば、 末梢 頭に 五 言 古詩の 長き 作 入 候 本 宜 候。 


(登々 庵武元 質と 申 人の 跋の 心に いれた る 詩 也。) これ 

のな き 方 はは じめ 之 本に 候。」 

「津 軽屋へ 出入 候 筑前船 之 便に 而、 津軽屋 へ 頼 遣 候へ 

ば、 糙に届 申 候 由、 前年 御 書中に 被 仰 下 候大阪 えびす 

じ ま 筑前屋 新兵 衛 とやら、 糙には 無 之 覚ゐ申 候。 向後 

頼 候 而も 不苦候 哉。 只今 は 星 移 物 換候事 也。 此事も 

承 はり 度奉存 候。 此御 返事 早く 奉 願 候。」 

「一、 墒 へ 之 頼 之本少 々のこり 候 品、 何卒 可 相 成 候 は 

ば 早く 御 越 奉 願 上 候。 これ も 熱の さめぬ うちに 非 ざ れ 

ば 出来 不申候 もの 也。」 

かき ざき しゃう げん 

「一、 前年 蠣 崎将監 殿 へ 遣 候 書状 御 頼 申 候。 其 後 は 


便所 も 出来 候 事に 御座 候 哉。 又々 書状 遣 度 候へ 共、 よ 

き 便所 を 得不申 候。 犬 塚 翁な どへ、 通路 も 御座 候 や 御 

聞 合 可 被 下 候。 是亦奉 願 上 候。」 

r 得意 ざ き へ 物 買に 行) J とく、 用事 計 申 上 候 事、 思 召 

よん どころ なく 

も 恥 入 候。 然 ども 外に はいたし かた 無 之、 無 拠 御 

ごふ  わき まへ 

頼 申 上 候。 これ また 前世より 之 業な どと 思 召、 御 辨 

被 下 度 奉 願 上 候。」 

「御内 上様へ 次に 宜奉願 上 候。 敬白。 七月 廿 二日。 

くわん たいち ゆうしんす ゐ  わたくしよ リ 

菅 太中晋 帥。 伊沢 辞 安 様 侍史。 猶々 妻 も 自私宜 申 

ま をした くし 

上 候へ と 申托 候。」 

茶 山 は 蘭 軒の 返信 を 促す に、 一 たび 間接の 手段 を 取 


つて、 書 を 今川槐 庵に 与へ たが、 又 故の 直接の 手段に 

立ち戻 つて 此書を 蘭 軒に 寄せた。 神 辺に あ つて 江戸の 

消息 を 知る に は、 蘭 軒に 頼る 外に 途が 無かった ので あ 

る。 

き やう へ い 

茶 山 は 頼 杏 坪が 江戸に 往来し なくなった リ、 倉 成 

りゅうしよ 

竜 渚が 死んだり、 尾 藤 ニ洲が 引退したり したと 云 ふ 

やうな 江戸の 時事が 知れぬ のに 困る と 云って ゐる。 要 

する に 茶 山の 知らむ と 欲する は 騒 壇の 消息であって、 

遺憾な くこれ を 茶 山に 報ずる こと を 得る もの は、 蘭 軒 

を 除いて は 其 人 を 得難かった ので あらう。 江戸の 騒 壇 

は 暫く 顧みずに ゐ ると、 人 をして 隔世の 想 をな さしめ 


さう ふ 

る。 これ を 知らぬ もの は傖 夫に なって しま ふ。 これ は 

茶 山の 忍ぶ こと 能 はざる 所であった。 そこで 「儒者め 

ける ものの 文通 は 面倒に 思 候覧」 と 人が 云 ふと 云 ひ、 

「行路 之 人の ごとく」 に なられて は 困る と 云って、 不平 

を 漏らした ので ある。 

その 六十 六 

き や-つ へ い 

頼 杏 坪 は此年 文化 十 年に 五十八 歳に な つて ゐた害 

である。 わたくし は 特に 杏 坪の 事 を しらべて をらぬ が、 

これ は 天 保 五 年に 七十 九 歳で 残した として 逆算した の 


である。 しかし 竹 田 は 文政 九 年 丙 戌に 七十 二 歳 だと 書 

して ゐる。 若し 竹 田に 従 ふと 一歳 を 加へ なくて はなら 

ない。 わたくしが 通途の 説に 従 ふの は、 蘭 軒が 春 水 父 

子の 齢 を 誤った 如く、 竹 田 も 杏 坪の 齢 を 誤った かと 疑 

ふからで ある。 

杏 坪が 江戸に 往 反しな くな つたの は 何故で あらう か。 

こほりぶ ぎ やう 

郡 奉行 にせられ たのが 此 年の 七月 ださう だから、 早 

く 年初 若く は 前年より 東 遊せ ずに ゐ たので あらう か。 

頼 氏の 事に 明るい 人の 教を 受けたい。 

倉 成 竜 渚 の 歿した の は 前年 文化 九 年 十二月 十日で、 

齢 は 六十 五であった。 名 は 室であった らしい。 鉛 字の 


かう  まち /\ 

世と なつてから、 経と 書し 茎と 書し、 諸 書 区々 になつ 

あざな 

てゐ る。 字 は 善 卿、 通称 は 善 司であった。 豊前 国字 

佐 郡の 人で、 同国 中 律の 城主 奥 平大膳 大夫昌 高に 仕へ 

せいし まさのぶ 

た。 初め 京都に 入って 古義 堂を敲 き、 後世 子 昌暢の 侍 

読と なって 江戸に 来り、 紀平洲 等と 交った。 寛 政 八 年 

藩校 進 脩 館の 興る に 当って、 竜 渚 はこれ が 教授と なつ 

た。 諸 書に 見えて ゐる此 人の 伝 は、 主に 樺 島 石 梁の 墓 

表に 本づ いて ゐる らしい。 

尾 藤 二 洲の病 免 は 前々 年 文化 八 年 十二月 十日で、 当 

時 六十 七 歳であった。 春 水 遺稿の 詩 引に ぎ 謂 「製 小 車 

逍遙」 も暫 しの 間の 事で、 此 手紙に 書かれた 年の 十二 


月 四日に は、 六十 九 歳で 歿した ので ある。 

はじめ 

手紙の 「用事」 と 題した 箇条書の 首 に、 巾着の 註文 

が ある。 そして 此 巾着 はわた くしに 重要な 事を教 へる。 

はや 

わたくし は 蚤く 蘭 軒と 茶 山との 交通 はいつ 始まった か 

と 云 ふ 問 を 発した。 此 交通 は 寛 政 四 年に 茶 山が 阿部 家 

に 召し 抱 へられた 後に 始まった だら うと は、 わたくし 

の 第一 の 断案であった。 次で わたくし は 文化 元年 二月 

に 小川 町の 阿部 邸に 病臥して ゐる茶 山の 許へ、 蘭 軒が 

菜の 花 を 送った 事実 を 見出だし、 これ を 認めて 「記載 

せられた る 最初の 交通」 となし、 二人の 相 待つ に 故人 

を 以てして ゐ たこと を 明に した。 これ を 第二の 断案と 


する。 さて 今此 巾着の 註文 を 見る に、 「十 年 前 御 買 被 

下 候との ゐ もの、 形な り」 と 云って ある。 文化 十 年よ 

リ 溯って 十 年 前と すれば、 享和 三年で ある。 蘭 軒は享 

和 三年に 巾着 を 買って 茶 山に 送った ので ある。 蘭 軒と 

茶 山との 間に は、 既に 亨和 三年に 親交が あつたの であ 

る。 享和 三年 は 文化 紀元に 先 だっこと 僅に 一年で は あ 

るが、 わたくしが ために は此小 発見 も 亦 重要で ある。 

次 に 黄葉 夕陽 村 舎 集が 始て 発行 せられた 時の 事が 言 

つて ある。 当初 此 集に 悪 本と 善 本と が 市に 上った。 悪 

本 は 「書物 屋 うりいそぎ をいた し 校正せ ぬ さきにう り 

出し 候」 と 云 ふ 本で ある。 後に 校正 済の 善 本が 出た。 


わたくし はこれ を 読んで 独り 自ら 笑った。 文化の 昔 も 

大正の 今 も、 学者 は 学者、 商人 は 商人で ある。 世態 人 

情 古今 同 帰で ある。 茶 山 は 蘭 軒に 善悪 一 一本 を 鑑別す る 

と う /ヽ あ ん 

法 を 授けた。 それ は 巻尾に 登々 庵の 五 古 を 載せた もの 

が 善 本 だと 云 ふので ある。 「読 恥 庵 集 書感」 の 詩で、 「垂 

老空搔 首、 人間 鎮寥 閬」 を 以て 結んで あるの が 即是で 

ある。 

えき さい  はな は ほき 

次 は 狩谷掖 斎の 店 津軽屋 と筑前 船との 事、 墒保 己一 

かき ざき はき やう 

から 取り寄せる 書籍の 残の 事、 蠣崎波 響へ 文通の 事で 

ある。 初 わたくし は 前に 引いた 書に 波 響 だけが 「君」 

と 書して ぁリ、 又此 書に も 「殿」 と 書して あるの を 何 


故 かと 疑った。 既にして 詩集の 「蠣崎 公子」 「蠣 公子」 

「波 響 公子」 等の 称呼に 想 ひ 及んで、 わたくしの 疑 は 一 

層の 深き を 加へ た。 そこで 五山 堂 詩 話を検 すると、 波 

響 は 「松 前 侯 族」 だとして ある。 又 茶 山 自家の 文中 「題 

六 如上 人手 写 詩巻 首」 にも 「公子 従政于 国」 と 云って 

あきひろ 

ある。 わたくし は此に 至って 波 響が 松 前 若 狭 守 章 広の 

親戚で ある こと を 知った。 わたくし は 進んで どう 云 ふ 

筋の 親戚 かと 云 ふこと を も 知りた くな つた。 数日の 後 

の 事で ある。 偶然 六 如の 詩集 を飜 して 見て ゐ ると、 「寄 

もと 

題 波 響楼」 の 長 古が 目に 触れた。 題の 下に はかう 云 ふ 

自註が ある。 「松 前人 源 広 年。 字 世祐。 別号 波 響。 今 


藩主 親 弟。 出 嗣大夫 家。 冒 姓蠣崎 氏。 (中略。) 所 居 有 

楼。 前 臨 大洋。 名以波 響。 因 亦自号 焉。」 是に 由って 

観れば、 波 響 広 年 は 美 作 守 道 広の 弟で あつたと 見える。 

わたくし は始て 釈然と した。 茶 山 書 牘の波 響の 条には 

猶犬塚 印南の 名 も 出て ゐる。 印南 も亦此 書に 名 を 列し 

た 文化 十 年の 十一月 十二 日に 残した。 茶 山の 友人 は 次 

第に 凋落して 行く のであった。 

その 六十 七 

此年 文化 十 年の 秋に 入って から、 集中に 詩 十二 首が 


あって、 其 七 首 は 「晚秋 病中 雑 詠」 である。 爾余 は 野 

遊の 七 律 一 、 菊と 楓 との 七 絶 各 一 、 柳 橋 を 過ぐ る 七 絶 

一 、 木村定 良に 訪 はれた 五 律 一 である。 

菊の 詩 は 巣 鴨の 造 菊 を 嘲った ものである。 武江年 

表に 拠れば、 巣 鴨の 造 菊 は 前年 文化 九 年 九月に 始まつ 

て、 十三 年に 至る まで 行 はれた。 「巣 鴨 村有 藝戸 数十、 

毎 戸 栽 菊、 培養 頗精、 有 高 丈 許、 枝 亦 数 尺 者、 繊竹構 

》 〔# 「木 + 宣」、 7 巻- 137- 下ぶ r 巧 造 人物 禽獣 山水 楼閣 

舟 車 之 状、 至 花時、 都人 看 者 為 群、 漫賦 一 絶。 菊花 種 

法 戸 争 新。 銜世 巧粧妙 入神。 不奈 逸然 彭沢 令。 強 為郷 

里 折 腰 人。」 茶 山の 評に 云く。 「十一 年 前 余 在 都下。 菊 


月歴 観諸藝 戸。 未見 奇巧 如此 者。 人 巧 日 競。 天真 漸微。 

読 此詩亦 発 一 慨。」 序に 楓の詩 をも録 する。 「看 楓。 菊 

花 看尽又 看楓。 村路吟 行暖似 供。 猶是秋 光 有 深浅。 半 

渓未 染半渓 紅。」 看 楓の地 は 滝の 川 か。 「野 遊」 の 律 も 

亦 恐く は 同じ 時の 作で あらう。 「黄葉 林間 茶店 榻、 黄 

蘆 岸 上酒 家 旗」 の聯が ある。 

柳 橋 を 過ぐ る 詩と 檯 園に 訪 はれた 詩と に は、 稍 衰残 

の 気象が 見える。 「過 柳 橋。 嘗酔江 辺 春 酒楼。 如 今 袖 

手 過 橋 頭。 杜娘 何去韋 娘老。 岸 柳条々 餞 暮秋。」 茶 山 

の 評に 云く。 「昨日 少年 今 白 頭。」 檯 園に 訪 はれた 詩に 

は、 蘭 軒が 自ら 白髪 を 語って ゐる。 「秋日 木駿卿 来訪、 


閑談 至 夕。 竹 門 風 政柝。 熟客不 驚禽。 新 醸香猶 浅。 旧 

歓談 自深。 数 茎 看 白髪。 十 載 想 青 衿。 開口 宜共 笑。 天 

公定 有心。」 三 四の 下に 茶 山が 「字 法」 の 二字 を 著け て 

ゐる。 

此 秋の 蘭 軒が 病 は 例の 足疾 であった。 勤 向 覚書に 下 

の 如き 記事が ある。 「九月 十九 日足 痛 相 煩 候に 付、 引 

込 保養 仕 候 段 御 達 申 上 候。 」 

「晩秋 病中 雑 詠」 七 首の 中、 わたくし は 此に其 二 を 採 

録 する。 「琴 尊 已廃復 休 茶。 薬 鼎 風 炉病子 家。 新得奇 

書 三 両種。 幽忻猶 且向人 誇。」 「禍福 自然 応有 時。 風 花 

雲 月 各 相宜。 古人 言尽 人間 事。 推 枕 軒 中 聴 雨 詩。」 前 


詩 を 見れば 蘭 軒 は 翅に酒 を 廃す るの みならず、 又 茶 を 

廃したら しい。 しかし 猶 奇書 を 獲て 自ら 慰めて ゐる。 

後 詩 は 元 人の 「人間 万事 塞 翁 馬、 推 枕 軒 中 聴 雨 眠」 を 

用 ゐてゐ る。 後に 冢子榛 軒は此 語より 推 枕 軒の 号 を 取 

つた。 

此冬は 集に 十 首の 詩が ある。 皆 病中の 消 遣 若く は応 

画の 作で ある。 病が 漸く 重く、 戸外に 出る ことが 出来 

なかった ので あらう。 

十月の 小春 日向に、 先づ 「愛 閑」 の 五 律が ある。 其 

一 二 は 「五 風将 十雨、 暖日 小春 天、」 五六 は 「文章 元戯 

楽、 安逸 是 因縁」 である。 「冬 晴」 二 絶の 一 は 例の 愛書 


の 癖 を 忘れない。 「新 霜 頃日 染幽 叢。 橘 柚 金 黄楓錦 紅。 

童子 亦 遭 乃公 役。 拾 銀杏 葉 挾 書中。」 覚書に はかう 云 

つて ある。 「十月 二十 三日 足 痛 追々 快方に は 御座 候 得 

共、 未 聢と不 仕、 且月代 仕度 段 奉 願 上 候処、 即刻 願 之 

通 被 仰 付 候。」 謂 快方 は 痛が 退いて 心が 爽 になった 

ので、 足疾が 愈え たのではなかった らしい。 

蘭 軒は此 冬より して 漸く 起 行す る ことが 難渋に なつ 

た。 蹵 になり かかった ので ある。 其 証拠 をば わたく 

しが 三年 後の 詩 引 中より 見出だした。 文化 十三 年の 歳 

首の 詩の 引に、 「丙 子 元日 作、 余 今年 四十、 以脚疾 不能 

起坐已 三年」 云々 と 云って ある。 


蘭 軒 は 医で ある。 自ら プロ グノ ジスの 隻眼 を 具して 

やま ひ 

ゐる。 嘗て 茶 山に 「死なぬ 疾」 を 報じた やうに、 今 又 

起 行の 期し 難き を 暁った であらう。 其 胸臆 を 忖度 すれ 

ば、 真に 愍む べきで ある。 「病中 口占。 丈夫 居 世 当 雄飛。 

多病 近来 心事 違。 五十 生涯 三十 七。 数年 贏 得 亦 何 為。」 

その 六十 八 

尋で此 年 文化 十 年の 冬の 詩 中に、 二三の 留意す ベ き 

応酬が ある。 其 一つ は 「酬真 野 冬 旭 見 贈 之作賡 韻」 の 

七 律で ある。 頷聯の 「元 知 郢国音 難 和、 況復鳳 雛 毛 有 


文」 に 父子が 称へ てあつて、 三 は 冬 旭の 詩 を 言 ひ、 四 

は 其 子の 書 を 言 ふ。 「其 男 善書、 甫九 歳」 と 自註して あ 

る。 頸聯の 「竜 土 烟霞連 海気、 神 田 草 樹映城 雲」 は、 

わたくし をして 冬 旭が 麻布 竜 土 町 辺に 住んで ゐ たかを 

思 はしめ るが、 さる にても 神 田 は 何故に 点 出せられ て 

ゐる だら うか。 

次に 「茶 山菅 先生 之 在 江戸、 一 日犬冢 印南、 今川槐 

庵、 及恬、 同陪 先生、 為 墨 水 舟 遊、 先生 帰郷、 十 年 於 

此、 而今 年犬冢 今川倶 逝、 頃 先生 集 刻 成、 至 読 其詩慨 

然」 として、 七 絶が 載せて ある。 「吟船 尋柳更 聴鶯。 二 

客已為 泉下 行。 往事 欲 談君只 在。 黄 薇 二百 里 余程。」 


茶 山 は 「感 愴」 と 云って ゐる。 

いぬ づ かいんなん 

犬冢 印南 は此年 十一 月 十二 日に 残した。 今川槐 庵が 

此 年に 歿した こと は 蘭 軒の 詩に 由って 知られる のみで、 

其 終焉の 月日 は 未詳で ある。 二人の 相 踵いで 木に 就い 

た 時、 蘭 軒 は始て 黄葉 夕陽 村 舎 詩の 刻本 を 手に する こ 

と を 得、 甲子の 旧 遊 を 想起して 此を賦 したので ある。 

次に 「雪 日 余 語 古 庵、 木 村 文 河、 小山 吉人 来訪」 の 

七 絶が ある。 「雪花 一 日満園 春。 修竹 無風 伏復 伸。 回 

艇戴門 交 素 薄。 笠 簑訪我 客 三人。」 余 語、 木 村 は 前に 見 

きつじん 

えて ゐる。 小山 吉人は 初出で あるが、 未だ 考 へない。 

きふ もんじん めいろく  リゃ うさい 

蘭 軒の 及 門 人名録に 小山 良 哉が ある。 吉人は 或は 良 


哉 若く は 其 族 人 か。 

勤 向 覚書 を 見る に、 蘭 軒 は 十二月 十一 日に 例の 湯 島 

の 薬湯に 往 つた。 「十二月 十一 日足 痛 追々 全快に は 御 

座 候 得 共、 未 聢と不 仕 候 間、 湯 島 天神 下薬 湯え 三 廻り 

罷 越度 奉 願 上 候処、 即刻 願 之 通 被 仰 付 候。」 余 語 等 三人 

を 引見した の は、 自宅に 於て したら しく も 聞え るが、 

或は 天神 下に 舎った 後の 事であった かも 知れない。 

蘭 軒 は此年 病の 為に 困窮に 陥って、 蔵書 を さへ 沽ら 

なくて はならぬ 程であった。 そこで 知友が 胥 謀って、 

頼母子講 様の 社 を 結んで 救った。 彼の 茶 山に 疎 懶を怪 

まれた の も、 勝手の 不如意が 一 因 をな して ゐ たので は 


なから うか。 「癸 酉 終 歳 臥 病、 家貲 頗乏、 数人 為結義 社、 

仮 与 金 若干、 記 喜。 経 年 常 負債。 一 歳 総 投痫。 窮鬼難 

駆逐。 儲 書将典 過。 東西 人 倶眷。 黄白 術 相 和。 政是逢 

江激。 轍 魚 帰 海 波。」 蘭 軒が ために は 「儲 書将典 過」 が、 

シャイ ロックに 心の 臓 を 刳り 取られる より 苦しかった 

であらう。 

蘭 軒 は 此の 如く 病と 貧と に 苦め られ て、 感慨な きこ 

と 能 はず、 歳暮に 「自責」 の 詩 を 作った。 「官路 幸 過疎 

放 身。 一 家 暖飽十 余人。 従来 無手 労 耕 織。 不説 君恩 却 

説 貧。」 

此年尾 藤 ニ洲、 犬冢 印南、 今川槐 庵の 亡くなつ たこ 


と は 上に 云 ふ 所の 如くで ある。 

しょ-つと ラ 

頼 氏で は 此年春 水が 陞等 加禄の 喜に 遇った が、 冬 

より 「水 飲 病」 を 得て、 終身 全 愈す るに 至らなかった。 

山陽 は 一 たび 父 を 京都の 家に 舎す こと を 得て、 此に亡 

命 事件の 落 著 を 見た。 春 水 は 山陽 を訪 ふとき、 養嗣子 

いつ あん  みその  げんけ ふ 

聿庵を 伴って 往 つた。 即ち 山陽の 実子 御園 氏の 出 元 協 

である。 

此年蘭 軒 は 三十 七 歳、 妻 益 三十 一歳、 三 児 中 榛軒十 

歳、 常 三郎九 歳、 柏 軒 四 歳であった。 

文化 十 一 年の 元旦 は 臘月 願 済の 湯治 日限の 内で あつ 

た。 これ は 前年の 十二月が 大 であった こと を 顧慮して 


算 しても、 亦 同じで ある。 しかし 一日 を 遅くす る こと 

が 養 病に 利が ある わけで もない から、 除夜に は 蘭 軒 は 

家に 帰って ゐた であらう。 

「甲 戌 早春。 囊棄掃 空餞臘 来。 辛 盤 椒酒是 余財。 逢暄 

び やうこう 

脚疾漸 除却。 杖 屨遍尋 郊野 梅。」 当時 蘭 軒の 病 候に は 

消長が あって、 時に 或は 起 行 を 試みた こと は、 記載の 

徴 すべき ものが ある。 しかし 「杖屨 遍尋」 は 恐く は 誇 

張 を 免れぬ であらう。 

その 六十 九 


甲 戌 早春の 詩の 後に、 羽 子、 追 羽 子の 二 絶が ある。 

亦此 正月の 作で ある。 わたくし は 其 引の 叙事 を 読んで 

奇 とし、 此に 採録す る ことと した。 二 絶の 引 は 素 分割 

して 書して あつたが、 今 写し出す に 臨んで 連接せ しめ 

る。 「初春 小 女 輩。 取 穂 子 一頼。 植鳥羽 三 四 葉於顆 上。 

以 一 小 板。 従 下 逆 撃 上 之。 降 則 又 撃。 升 降 数十。 久不 

落地 者 為 巧。 名 曰 羽 子戯。 蓋 清 俗見 踢之 類。 又 数 伴 交 

互 撃 一 羽 子。 一 人 至 数 撃 者 為 勝。 失 手 而落者 為 負。 名 

曰 逐羽子 戯。」 其 詩 はかう である。 「街頭 日夕 淡烟 通。 

何処 梅 香 月影 朧。 嬉笑 女郎 三両 伴。 数 声 羽 子 競 春風。」 

「春 意 一 場 娘子軍。 羽 児 争 打 各 成 群。 女 兄 失 算因含 態。 


小 妹 軽 僳却立 勲。」 

正月の 末に 足の 痛が 少しく 治した ので、 蘭 軒 は 又 出 

でて 事を視 ようとし たと 見える。 そこで 二十 三日に 歩 

行 願と 云 ふ もの を呈 した。 勤 向 覚書に 云く。 「文化 十 

一 年 甲 戌 正月 二十 三日 足 痛 追々 全快に は 御座 候 得 共、 

未 聢と不 仕 候 間、 歩行 仕度 奉 願 上 候 所、 即刻 願 之 通 被 

仰 付 候。」 次で 二月 三日に、 蘭 軒 は 出で て 事を視 た。 覚 

書に 云く。 「二月 二日、 明 三日より 出勤 御 番入仕 候 段 

御 届 申 上 候。」 

蘭 軒 は 此の 如く 猶時々 起 行 を 試みた。 そして 起 行し 

得る 毎に 公事に 服した。 後に 至 つて 両脚 全く 廃した が、 


蘭 軒 は 職を罷 めら れ なかった。 或は 匐 行して 主に 謁し、 

或は 舁 かれて 庁に 上った ので ある。 

まさとち 

二月 一 一十 一 日に 阿部 正 倫の 未亡人 津軽氏 比 佐 子が 六 

十一 歳で、 蘭 軒の 治 を 受けて 卒した。 比 佐 子の 父は津 

のぶやす 

軽 越 中 守 信 寧であった。 勤 向 覚書に 「廿 五日 霊 台院様 

御霊前え 献備物 願 置 候 所、 勝手次第と 被 仰 付 候」 と 記 

して ある。 霊 台 院は即 比 佐 子で ある。 

※斎 〔# 「くさかんむり \ 姦」、 7 巻- 142- 下 4U 詩集に 剰 

す 所の 春の 詩 数 首が ある。 わたくし は 其 中に 就いて 神 

童 水田 某 を 褒めた 作と、 児に 示した 作と を 取る。 

水田 某 は 幼い 詩人であった。 「水田 氏神 童善賦 詩、 


格調 流暢、 日 進 可 想、 聊記 一 賞。 撥 除 竹馬 紙 鳶嬉。 筆 

硯間銷 春 日 遅。 可 識鳳雛 毛 五彩。 驚 人時 発 一声 奇。」 

蘭 軒が 児に 示す 詩 は 病中 偶作の 詩の 後に 附 して ある。 

「病中 偶作。 上 寿 長生 莫漫 求。 百年 畢竟 一 春秋。 彭蕩 

雖異為 何事。 花 月 笑 歌風 雨 愁。」 「同前 示 二 児。 富貴 功 

名 不可 論。 只 要 文 種 永 相存。 能 教誦読 声 無断。 便是吾 

家 好 子孫。」 

此詩 題に 二 児と 云って ある は 注目すべき 事で ある。 

当時 蘭 軒 三十 八 歳、 妻 益 三十 二 歳で、 子供 は榛 軒の 棠 

助 十一 歳、 常 三郎十 歳、 柏 軒の 鉄 三郎五 歳であった。 

わたくし は 初め 読んだ とき、 二 児と は 稍 長 じて ゐた棠 


助、 常 三郎を 斥して 言った ので、 幼い 鉄 三郎は 第く 措 

いて 問はなかった の だら うとお もった。 既にして 伊沢 

分家の 人々 の 常 三郎が 事跡 を 語る を 聞いて、 憮然た る 

こと 久しかった。 

い く はく 

常 三郎は 生れて 幾 も あらぬ に 失明した。 しかの み 

もの まなび 

ならず 虚弱に して 物 学 も 出来なかった。 それ ゆ ゑ 常 

に怏々 として 楽まず、 動もすれば 日夜 悲 泣して 息 まな 

それ  お ほつ ごも リ  おこ 

かった。 某の 年の 大 晦に常 三郎の 心疾が 作って、 母 

やらん 

益 は 慰撫の ために 琴 を 弾 じて 夜闌に 及んだ こと さへ あ 

る さう である。 

詩に 謂 ふ 二 児 は、 即ち 十一 歳の 榛 軒と 五 歳の 柏 軒と 


で、 常 三郎は 与らなかった ので ある。 

夏に 入って 四月 八日に、 蘭 軒の 三女が 生れた。 頃日 

伊沢 分家に 質して 知り 得た る 所に 従へば、 蘭 軒の 長女 

は 天津で、 文化 二 年に 夭した。 其 生年 月 を 詳 にし 

ない。 二 女智貌 童女 は 文化 九 年中 生れて 七日に して 夭 

した。 三女 は 今生れ たもの が即是 である。 名 を 長と 

云 ふ。 以上 皆 嫡出で ある。 そして 長が 独リ長 育す る こ 

と を 得た。 勤 向 覚書に 云く。 「四月 八日 妻 安産 仕、 女 

子 出生 仕 候、 依 之 御 定式 之 血 忌 引 仕 候 段 御 達 申 上 候、 

同月 十 一 日 血 忌 引 御免被 仰 付 候、 明 十二 日 御 番入仕 候 

段 御 達 申 上 候。」 


此月 二十 一日 蘭 軒に 金 三百 疋を 賜った。 「霊 台院様 

御 病中 出精 相 勤 候に 付」 と 云 ふ 賞 賜で ある。 上に 云つ 

た 如く、 霊台院 殿信誉 自然 現 成 大姉は 津軽氏 比 佐 子で、 

よしあき 

墓 は 浅 草 西 福 寺に ある。 比 佐 子 夫人の 事 は 岡 田 吉顕さ 

んに 請うて 阿部 家の 記録 を検 して もらった。 

その 七十 

此年 文化 十 一 年 五月に 菅茶 山が 又 東 役の 命 を 受けた。 

行状に 「十一 年 甲 戌 五月 又 召 赴 東都」 と 書して ある。 

いは ゆる 

所謂 「七十 老翁 欲 何 求、 復載沉 癎向武 州」 の 旅で ある。 


紀行な ども あるか 知らぬ が、 わたくしの 手元に は 只 詩 

集が あるの みで ある。 五月に なつてから 命 を 承け たの 

では あるが、 「午 日 諸子 来 餞」 の 午 日 は 四日の 初 午で あ 

らう。 「梅 天初霽 石榴 紅、 何 限 離 情 一 酔 中」 の 句に、 節 

物が 点 出せられ てゐ る。 

茶 山 は 岡 山、 伊部、 舞子、 尼 崎、 石 場、 勢 田、 石 部、 

桜 川、 大野、 関、 木曾川、 万場、 油井、 薩陀 峠、 箱 根 

山、 六郷、 大森 等に 鴻 爪の 痕を 留めて 東す る。 伊部 を 

過ぎて は 「白髪 満頭非 故 我、 記 不当 日 旧 牛 医」 と 云 ひ、 

尼 崎 を 過ぎて は 「輦下 故人 零落 尽、 蘭 交 唯 有 旧 青山」 

と 云 ひ、 又 富士を 望んで は 「但為 奇雲群 在 側、 使人頻 


拭老眸 看」 と 云 ふ。 到処 今昔の 感に堪 へぬ のであった。 

きうぎ つい  あやま 

旧 牛 医 は 嘗て 牛 医と 錯 リ 認められた ことがあ つたの 

を 謂 ふ。 此間 江戸に ある 蘭 軒 は 病の ため 引 込 保養 をし 

てゐ た。 「六月 廿日 疝積相 煩 候 所、 兎角 不相勝 候に 付、 

明日より 引 込 保養 仕 候 段 御 達 申 上 候」 と、 勤 向 覚書に 

云って ある。 足疾 のために 消化 を 害せられて ゐ たので 

あらう。 

いた ころ ほひ  せんしゃく 

茶 山が 江戸に 抵る 比 に は、 蘭 軒の 疝 積も 稍お こ 

たって ゐた。 「扶病 歩 園。 従来 遊戯 作 生涯。 酔歩 吟行 

少 在家。 病 脚 連 旬堪自 笑。 扶 I 邓纔看 薬 欄 花。」 園に 

さ るす ベ リ 

百日紅が さいて ゐ たので、 蘭 軒 は 折らせて 阿部 邸の 茶 


山が 許に 送った。 「園 中 紫 薇 花 盛 開、 乃 折 数 枝、 贈菅先 

生。 紫 薇 花 発 横 斜影。 寄贈 満枝 朝露 多。 百日紅 葩能得 

称。 輸君終 歳 酔顔 酡。」 

さかやき 

七月に 蘭 軒 は 病中ながら 月 代 をした。 「七月 九日 疝 

積 追々 快方に は 御座 候 得 共、 未 聢と不 仕 候 間、 月 代 仕 

度 奉 願 上 候 所、 早速 願 之 趣 被 仰 付 候」 と、 覚書に 云つ 

て ある。 

茶 山は此 月に 鵜 川 子 醇等を 伴って、 不忍 池へ 蓮 を 看 

に 住って、 帰途に 蘭 軒の 病 牀を訪 うた。 前に わたくし 

は 蘭 軒が 家 を 湖上に 移した こと を 言った が、 それ は 一 

時の 仮寓で あつたと 見えて、 此時は 又 本 郷にゐ たらし 


い。 鵜 川 子醇、 通称 は 純 二、 茶 山の 旧 相識で ある。 前 

度 文化 紀元の 在 府中に 茶 山が 此人 のために 詩 を 作った 

ことがある。 「関 帝、 応鵜川 純 ニ需」 の 七 絶が 即是 であ 

る。 「茶 山菅 先生 携鵜川 子醇及 諸子、 看 荷 花於篠 池、 帰 

路訪 余、 余 時 臥 病、 喜 而賦ー 絶、 昔年 余 亦 従 二君 同 看、 

今已為 隔世 之 想 云。 十 歳 重携旧 酒徒、 荷 花時 節 小 西 湖。 

酔 帰猶有 芳情 在。 満袖清 香 襲 病 夫。」 

次 韻 は 茶 山の 集中 江戸に 於け る 最初の 詩で ある。 

「七月 看 小 西 湖 荷 花、 帰路 訪 伊沢 擔父、 余 与 儋父狩 谷 卿 

雲 諸子、 曾作此 賞、 距今十 一 年矣、 儋夫有 詩、 次韻以 

答。 此間 佳麗 世間 無。 十 里 芙蓉 花満 湖。 不料 旗亭 雲 錦 


裏。 尊 前 重 著 旧 樵 夫。」 

嘗 て 茶 山が 蘭 軒の 疎濶を 責めた 後、 わたくし は 二人 

の 間にい かなる 書信の 往復が あつたか を 知らない。 茶 

山と 江戸に あった 井上 四 明との 応酬に 徴す るに、 茶 山 

の 東 命 は 期せず して 至ったら しいから、 必ずや 茶 山 は 

相 見る 日 を 待たず して 屡 報復 を 促し、 蘭 軒 は 遂に 一 

たび 断え たコ レス ポン ダンスの 緒 を 継 いだ ことで あら 

う。 

此初 度の 訪問 は 何日で あつたか 知らぬ が、 少 くも 十 

四日より は 早かった らしい。 次で 雨の 日が 続いた。 蘭 

軒に 「秋霖」 の 二 絶が ある。 此間 勤番 暮 しの 茶 山 は、 


衣食 何くれとなく 不自由な 事が ある 毎に、 救 を 蘭 軒に 

求めた。 就中 茶 山 は菜蔬 を嗜ん だので、 其 買 入 を 伊 

沢の 家に 託した。 本郷の 伊沢の 家と、 神 田の 阿部 邸と 

の 間に は、 始終 使の 往 反が 絶えなかった ので ある。 

その 七十 一 

此秋 文化 十 一 年の 雨の 中元に、 蘭 軒 は 菅茶山 を 家に 

招いた。 当時 宴 を 張って 茶 山 を 請ず る もの は甚多 かつ 

たので、 茶 山 はこれ がた めに 忙殺 せられて ゐ たが、 遠 

慮の いらぬ 故人の 案内に 応ずる の は 苦に はなら なかつ 


たで あらう。 

たま-/^ 

茶 山が 此 案内 を 受けた 時の 返事が、 偶 わたくしの 

あへば くわう そん  しょ どく 

饗庭篁 村さん に 借りた 一 束の 書牘の 中に 遺って ゐた。 

これ を 見て 茶 山と 蘭 軒との 間の 隔 なき 交の さまが 窺 は 

れる。 

「盆 前と て！^ 謂 書 出して ふ 物 被 遣、 帖面 なしの かけ 

取な ど 御 使に わたし 申 候。 此 中の のこり を さへ に御受 

取 可 被 下 候。」 

「十六 日 辱奉存 候。 外にす こし 約束 ありかけ 候 其方 を 

のべさせ 可 申 候。 只今 状 かき 初 申 候。 のべ 候 はば 参 可 

申 候。 いづれ これより 可 申 上 候。」 


「八百屋 物の 代 銭 百 文 先 さき 金に 奥様へ 御 わたし 申 候 _ 

あと は 追々 さし 上 可 申 候。 御 買お き 可 被 下 候。 部屋 番 

とりに さし 上 可 申 候。 其 品 は いも なすび ふぢ 豆 

の 類な ににて もよ し か いわり 菜 (備 後方 言 まびき 菜) 

外 名 を しらず きら ひもの たうな す さつまいも 

ぼうふら (南瓜) 太 中。 辞 安 様。」 

十六 曰の 請 待 は 延びて 十七 曰と なった。 そして 此日 

に 幸に 雨が 霽れた。 茶 山の 詩の 自註に かう 云って ある _ 

「十五夜 圃公舟 遊。 十六夜 卿 雲 別業 集。 並 阻 雨 不果。 

是日 訪儋父 病。」 圃公は 中村圃 公で ある。 茶 山が 蘭 軒 

に 招かれた 故 を 以て、 会期 を延す こと を 交渉した 相手 


が 狩谷掖 斎で あつたの は 意外で ある。 掖 斎の 催 を 蘭 軒 

の 知らなかった の は 意外で ある。 しかし 掖斎は 会期 を 

病褥 にある 蘭 軒に 告げなかった ので あらう。 

茶 山 は 蘭 軒を訪 うた 帰途 「若 渓即 事」 の 二 絶 を 得た。 

これ は 蘭 軒の 本 郷にゐ た 証に 充 つべき であらう。 「中 

元 時節 雨 霏霏。 両夜遊 期各処 違。 此日無 端 問 人 病。 長 

橋 独 踏 月光 帰。」 「林 頭 月 走 夜 雲忙。 数 店 燈毬閃 閃光。 

若水 橋 辺 行 客少。 満街風 露 進 新 涼。 」 

茶 山の 集 を繙閲 すれば、 宴 飲の 盛なる こと は 秋 冬の 

交が 尤甚 しかった。 此 時に 当って 淀び た 衣の 繕 、 朝 

夕の 飲饌の 世話な ど は、 蘭 軒の 家が 主として これに 当 


つて ゐ たらしい。 伊沢 氏は詞 場に 酣 戦して ゐる茶 山が 

ために 兵站の 用 をな して ゐ たらしい。 

てんとう 

菜 蔬は蘭 軒の 妻が 常に 店頭の 物 を 買って 送った が、 

或 日 それに 自 園の 大根 を 雑へ て、 蘭 軒の 詩 を 添へ て 遣 

つた。 「園 蔬頗 肥、 贈菅 先生、 誇 其 美 云。 学園 近来 術不 

疎。 肥※ 〔# 「酉 + 農」、 7 巻- 147- 上 自愛 満畦 蔬。 贈 

君 萊菔尤 佳味。 却 勝 市門 店 上 魚。」 

十 一 月に は 茶 山の 官事が 稍 忙しくな つたら し い。 

「霜月 廿 九日」 とした 手紙に、 「此 頃府誌 いそがしく 他 

出む づ かしく 候」 と 云って ある。 府 誌と は 福 山地 志 か。 

たてまつ 

此書は 文化 六 年に 成って 上 つた ものである。 更に 筆 


削な ど を 命ぜられ たもので あらう か。 

同じ 書に 「御 姉 様より めづ らしき 御茶 碗 御 恵 被 下、 

私 かねて 望 候 物、 別而難 有奉存 候」 と 云 ひ、 又 「下 著 

御 仕た て 被 下、 奥方 様 へ 御世 話の 御礼 宜御申 可 被 下 候」 

と 云って ある。 「御 姉 様」 は 黒 田家に 仕へ て ゐた蘭 軒 

き せ  ます 

の 姉 幾 勢 か。 幾 勢に は 茶碗の 礼、 益に は 下 著の 礼が 言 

つ て ある。 

その 七十 一 一 

此冬 文化 十 一 年の 冬の 間に、 菅茶山 は 幾度 蘭 軒 をお 


とづれ たか 不明で ある。 しかし 前に 引いた 十一月 二十 

九日の 書に も 「其 内 偸 間 可 申 候」 と 云って ある。 

十二月 六日に 至って、 茶 山 は 果して 夕方に 蘭 軒を訪 

うた。 蘭 軒 夫妻 は 厚く もてなし、 主客の 間に は 種々 の 

打 明 話 も 交換 せら れ た 。 茶 山 は 襦拌が 薄く て 寒さ に 耐 

へぬ と 云って、 益に 繕 ふこと を 頼んだ。 又 部屋の 鹿 厨 

の 不行届 を 話した ので、 蘭 軒 夫妻 は 下物 飯 菜の 幾 種 か 

を貽 つた。 茶 山 は 夜更けて、 其 品々 を 持ち、 提灯 を 借 

りて 神 田の 阿部 邸に 還った。 

翌 七日に 茶 山の 蘭 軒に 寄せた 書 も、 亦 饗庭篁 村さん 

の 所蔵の 中に ある。 下に 其 全文 を 写す。 


「夜前の 襦袢 もたせ 上申 候。 袖 は 少し やぶれ 絹 をつ け 

て もよ し、 あたたか にさへ あれば 宜候。 奥様 まかせに 

可 仕 候。 鳕 かへ ると 草々 たべ 申 候。 潔 味 私が 口に 適 候 

而悦申 候。 いれもの 重箱 やきもの 提燈御 かへ し 申 候。 

みそと くし こ 入 候 はと、 めお き 申 候。 早々。 十二月 七 

日。 太 中。 辞 安 様。 枯髏ー 塊 下 三 字 急に 出不申 候。 

出 候 はば 可 申 上 候。 詩集 二つ 懸御目 申 候。」 

文中 「くし こ」 は 串 海鼠で あらう か。 「枯髏 一 塊」 云 

云 はわた くし はかう 考 へる。 当時 大森 某と 云 ふ ものが 

あって、 所蔵の 髑髏の 図の ために 題 詩 を 諸家に 求めた。 

茶 山 は 早く 既に 一 絶 を 作って 与へ た。 「題 髑髏 図、 応 


大森子 索。 古来 誰 信 死生 同。 只 笑 荘叟弄 筆ェ。 至竟狐 

狸猶不 顧。 饒然百 歳坐枯 蓬。」 蘭 軒 も 亦嘱を 受けて 構 

思して ゐ ると、 茶 山の 来る に 会した。 そこで 枯髏 一塊 

の 下 三 字 を 求めた ので ある。 しかし 蘭 軒 は 後に 枯髏ー 

塊の 句 を 抛棄して、 別に 一 首 を 成した。 「髑髏 図。 枯 

骨 長 依 狐 兎逕。 誰 知 昔日 辱 与栄。 寄 言 世 計 営々 客。 不 

若 別 求 身 後名。」 二 詩 は 二 家の 集に ある。 

きょが い 

此 冬山 本 去 害と 云 ふ ものが 江戸 を 立 つ て 小 田 原に 往 

つた。 蘭 軒の これ を 送った 五 律が ある。 尋で去 害が 小 

田 原から 七 律 を 寄せた ので、 蘭 軒 は 又 次 韻して 答 へ た。 

去 害 は 巿河三 陽さん の 考証に 拠る に、 伊豆の 三 島の 人 


山 本 井蛙の 子で ある。 井蛙、 名は義 質、 字は孺 礼、 甚 

兵衛と 称した。 商家に して 屋号 を 丸屋と 云った。 其 子 

あざな  とよす け 

が 順、 字 は 去 害、 通称 は豊輔 である。 享和 三年 九月 三 

日に、 巿河来 庵が 吉 原に 宿った とき、 去 害が 三 島から 

送って 来て ゐ たこと が 西遊 日記に 見えて ゐる。 蘭 軒の 

「君 家 清 尚 襲 箕裘」 の 句に、 「其 先人 亦 脱俗 韻士、 遊 賞 

没 世」 と 註して あるの を 見れば、 丸 屋は芸 香 ある 家で 

あった。 去 害が 医師に して 古書 を 好んだ こと は、 蘭 軒 

に似て ゐた。 「学 医術 将仙」 と 云 ひ、 「玉笥 蔵書 古」 と 

云 ふ を 見て これ を 知る。 年 は 既に 老いて ゐた。 「似 僧 

頭已 禿」 と 云 ふ を 見て これ を 知る。 小 田 原 行 は 遊 賞の 


ためで、 仕宦 のた めではなかった。 「応識 間中 官爵 貴、 

探幽 使者 酔郷 侯」 と 云 ふ を 見て これ を 知る。 

同時の 茶 山の 応酬 は、 交遊の 範囲が 頗る 広くて、 一 

一挙ぐ るに 勝へ ぬが、 此に其 人の 境遇に 変 易 を 見た も 

のの み を 記して 置く。 其 一は 井上 四 明で ある。 四 明 

初 戸口 氏、 名 は 潜、 字 は 仲 竜、 居る 所 を 佩 弦 堂と 云つ 

た。 井上 蘭 台の 後 を 承け て、 備 前の 文学に なって ゐた 

が、 此冬 致仕して 町ず まひの 身と なった。 茶 山 は 「四 

明 先生 告老、 藩主 加賜以 金、 燕 喜 之 辰、 余 亦 与 会、 賦 

此 奉呈」 として 七 律 を 作った。 其 一 二に 「賜金 不必買 

青山、 心静城 居即竹 関」 と 云って ある。 藩主 は 松 平 上 


総介斉 政で ある。 

其 二 は 大田南 畝で ある。 南 畝 は 文化 七 年に 幕府の 職 

を 辞して、 閑散の 身と なって ゐた。 茶 山の 此 冬の 作に、 

「蜀 山人 移 家 于学宫 対岸、 扁曰緇 林、 命 余 詩 之」 とした 

七 絶が ある。 「杏 壇 相対 是緇 林。 吏 隠 風流 寓旨 深。 毎 

唱ー 歌人 競 賞。 有 誰 聴取 濯纓 心。」 学宫 対岸の 家は即 

ち 駿河台 紅梅 坂 大田姫 稲荷前の 家で あらう。 南 畝 は 小 

石 川 小 日向 金剛 寺 坂から 此に移 つ た ので あらう。 

その 七十 三 


頼 氏で は此年 文化 十 一 年に 春 水が 六十 九 歳に なった。 

「累霑 位 禄愧逢 衣。 霜鬢 明朝 忽 古稀。」 京都で は 山陽が 

後妻 を娶 つた。 小石 元瑞の 養女、 近 江 国 仁 正 寺の 人 某 

氏の 女 里 恵で ある。 後藤 松 陰 は 脩して 梨 影と 書した。 

通途の 説に は、 此婚 嫁が 翌年 乙 亥の 事 だとな つて ゐる 

やうで ある。 しかし 天 保 三年 閏 十一 月 二十 五日に、 

新に 夫 を 喪った 里 恵が 赤 馬 関の 広 江 秋水の 妻に 与 へ た 

書に かう 云って ある。 「わたくし も 十九 年が 間 そばに 

をり 候。 誠に ふ つづか 不 てう はふに 候へ とも、 あとの 

所、 ゅゐ ごん、 何も/ \ 私に いたし 置 くれられ、 私に 

おきまして、 誠に ありがたく、 十九 年の 間に 候へ ども、 


あの くら ゐな人 を をつ とに もち、 其 所存な かく 出来 

ぬ 事と 有りが たく 存 候。」 女が 夫 を 持った 年 を 誤る と 

云 ふこと は 殆ど 無から う。 山陽の 九月に 残した 天 保 三 

年 を 一 年と 算し、 十八 年 溯れば、 文化 十 一 年と なる。 

田 能 村 竹 田 は 秋水が 此書を 出して 示した 時の 事 を 記 

して、 「去年 壬 辰 九月 廿 三日に 頼 山陽 物故す、 此 年の 閏 

十一月に 内 人 (りゑと いふ) より 秋水の 夫人に おくら 

れ たる 書 を、 秋水 出しし めす」 と 云って ゐる。 率に 読 

めば 「去年」 と 「此 年」 と は 別 年の 如くに も 見える。 

若し 別 年と するとき は、 里 恵が 書 を 裁して 寄せた の は 

天 保 四 年 癸 巳で ある。 癸 巳より 算 する 十九 年間 は 文化 


十二 年 乙 亥に 始まる。 即ち 通途の 説に 合する。 

しかし 果して 此の 如しと すると、 「十九 年が 間 そば 

に をり 候」 と は 云 はれぬ 害で ある。 かく 云 ふに は 天 保 

三年 壬 辰より 算 せざる こと を 得ない。 且 所謂 「此 年」 

は 即ち 前の 「去年 壬 辰」 を 斥して 云った もので、 秋水 

が 書 を 出し 示した 四 年 癸 巳より 見れば 去年 も 此年も 均 

しく 一年 前でなくて はならない。 何故と 云 ふに、 里 恵 

の 書に は 単に 「閏月 廿 五日」 として あるが、 天 保 四 年 

癸 巳に は 閏月 は 無く、 閏月の ある は 只 三年 壬 辰の 十一 

月の みだから である。 

里 恵の 墓 は 松 陰が 其 文 を 撰んだ が、 但 「頼 山陽 先生 


入京、 娶為 継室」 と 書して、 婚 嫁の 年 を 言 はない。 山 

陽 自家の 詩文 を検 する に、 只 文政 三年 庚 辰の 詩 引に 「余 

娶婦、 未 幾 丁艱」 と 云って あるの みで ある。 「丁 艱」 と 

は 文化 十三 年 二月 十九 日に 父 春 水 を 喪った こと を 斥す 

いまだい くばく ならず 

語で ある。 未 幾 は 一年と も 見られ、 二 年と も 見 

られ る。 此 故に わたくし は 里 恵の 云 ふ 所 を 以て 拠る ベ 

しとす る。 

此年蘭 軒 は 三十 八 歳であった。 「歳晩 偶成」 の 七 律 

が 「歳 華 卅八属 駒馳、 筆 硯仍慚 立 策 遅」 を 以て 起して 

ある。 此語を 味へば 初より 著述 はせ ぬと 意 を 決して ゐ 

たので はない かも 知れない。 妻 益 は 三十 二 歳、 榛軒十 


一 歳、 柏 軒 五 歳、 長 一 歳であった。 

文化 十一 一年の 元旦に は、 茶 山が 猶 江戸に 留まって ゐ 

たので、 蘭 軒 茶 山 二人の 集に 江戸の 新年の 作が 並び 存 

して ゐる。 

蘭 軒の 七 絶 二 首の 中、 其 一 を 此に録 する。 「夏 葛 冬 

裘 君寵 光。 痴夫身 計 不知 忙。 更将 長物 誇 人道。 梅 有 新 

香 書 古 香。」 先づ 梅花と 共に 念頭に 浮ぶ もの は、 旧に 依 

ちょしょ 

つて 儲 書の 富で ある。 茶 山の 七 律 は 頷聯に 「蒲柳 幸将 

齢 七十、 扮楡 猶且路 三千」 と 云 ひ、 七 八に 「自笑 樵 夫 

寓朱 邸、 謾班 群彦拝 新年」 と 云って ある。 

蘭 軒 は 元旦の 詩に 梅と 書と を 点 出した。 わたくし は 


其 梅の 詩 を 今一 つ 写し出して 置きたい。 それ は 前年の 

暮に新 井 白 石の 容奇の 詩に 倣って 作った ものである。 

「詠 梅、 傚 白 石 容奇詩 体。 陽春 自入難 波 調。 已与 桜花 

兄弟分。 枝 古 瑤箏絃 上 曲。 色 濃 彤管卷 中 文。 嬌娘拒 詔 

安禽 宿。 壮士 飛英立 戦勲。 尤美菅 公 遺愛 樹。 追随 千里 

護芳 芬。」 

自註 は 煩 を 憚って 省く。 一は 王 仁、 四 は 紫 式部、 五 

は紀 内侍、 六 は梶原 影季、 七 八 は 菅原道 真で ある。 

その 七十 四 


此春、 文化 十二 年の 春と なつてから、 菅茶 山が 初て 

蘭 軒を訪 うたの は、 伊沢 家に 於て 例と して 客 を 会す る 

豆 日 草堂 集の 日であった らしい。 「豆 日 草堂 集、 茶 山 

先生 来、 服 栗 陰 長 嘯 絶妙、 前聯及 之。 野 鶯呼客 到 茅 堂。 

忽使病 夫 起臥 牀。 錦 里 先生 詩 調 逸。 蘇 門 高士 嘯 声揚。 

一 窓 麗日疎 梅 影。 半 嶺流霞 過 雁行。 自愧畦 蔬村酒 薄。 

難訓 満室 友情 芳。 」 

錦 里 先生 は 茶 山 を 斥し、 蘇 門の 高士 は 栗 陰 を 斥した 

ので ある。 服 は 服 部 だとして、 服 部 栗 陰の 何人なる か 

は 未だ 考 へない。 蘇 門 服 天 遊に 嘯 翁の 号が あり、 嘯 台 

余 響、 嘯 台 遺 響の 著述 さへ あつたから、 善 嘯の 栗 陰 を 


以て これに 擬 したので あらう。 天 遊 は 明 和 六 年に 歿し 

た 人で ある。 扨 栗 陰と は 誰か。 栗 斎服 保 は 号に 栗 字が 

あるが、 寛 政 十二 年に 歿して ゐる。 蘭 軒の 門人に 服 部 

良 醇がゐ るが、 此客 ではな からう。 

二月 六日に 茶 山 は 又 招かれて 蘭 軒の 家に 来た。 「二 

月 六日 菅茶 山、 大田南 畝、 久保筑 水、 狩谷掖 斎、 石 田 

梧堂 集 於 草堂、 時 河原 林 春塘携 酒。 簷外鵲 飛報 喜 声。 

恰迎 佳客 値 新晴。 林 風稍定 衣裳 暖。 泥路初 晞杖屨 軽。 

席上 珍 多 詩 好 句。 尊 中 酒満友 芳情。 酔 来春 昼猶無 永。 

夕月 到 窓 梅 影 横。」 

茶 山の 相伴と して 招かれた 客の 中で 南 畝、 掖斎、 梧 


堂の 三人 は既 出の 人物で ある。 そして 南 畝が 蘭 軒の 家 

に 来た こと は、 始て此 に 記載 せられて ゐる。 

あざな 

新に 出た 人物 は筑 水と 春塘 とで ある。 久保 愛、 字 

は 君 節、 筑 水と 号した。 通称 は 荘左衛 門であった。 荀 

子 増 註の 序、 標注准 南 子の 序 等の 自署に 拠る に、 信 濃 

の 人で、 一説に 安藝の 人 だとす る は 疑 はしい。 天 保 六 

年閏 七月 十三 日に 歿した とすると、 此時 五十 七 歳で 

あった 害で ある。 序に 云 ふ。 青柳 東 里の 続 諸家 人物 

誌に は 村 卜 総の 次に 此人を 載せて ゐ ながら、 目次に 脱 

か はらば やし 

逸して ゐる。 河原 林 春塘は 未だ 考 へない。 

茶 山は此 月の 中に 帰途に 上った。 行状に 「十二 年 乙 


亥 在 東 邸、 増俸 十 口、  二月 帰国」 と 書して ある。 「簡合 

春 川」 の 詩に 「漸迫 帰 程発軔 期、 江 城 梅 落 鳥 鳴 時」 と 

云 ひ、 「留別 真 野 先生」 の 詩に 「帰 期已及 百花 辰、 恨 負 

都 門 行楽 春」 と 云って ある。 「釣 伯 園 集」 は 茶 山の ため 

に 設けた 別宴で あらう。 其 詩に は 「名墅 清遊 二月 春、 

島 声 花 影午晴 新」 と 云って ある。 わたくし は 只 茶 山の 

江戸 を 去った 時の 二月なる を 知って、 何日なる を 知ら 

ない。 「真 野 先生」 は 或は 真 野 冬 旭 か。 

茶 山の 此 旅に は少 くも 同行者の 紀行が あった 害で あ 

る。 一 行の 中には 豊 後の 甲 原玄 寿が あり、 讚岐 の臼杵 

き つき 

直 卿が あった。 玄寿、 名 は義、 漁荘と 号した。 杵築吉 


広 村の 医玄 易の 子で ある。 直 卿、 名 は 古 愚、 通称 は 唯 

助、 黙 庵と 号した。 後牧 氏に 更 めた。 此甲原 臼杵ニ 

氏の 外に、 又 伊勢の 河 崎 良 佐が あった。 所謂 「驥※ 〔# 

「亡 \ 虫」、 7 巻- 153- 上 日記」 を 著した 人で ある。 後 

に 茶 山が これに 序した。 大意 はかう である。 河 崎は自 

ら※ 〔# 「亡 \ 虫」、 7 巻- 153- 上ぷ U に 比して、 我 を驥に 

した。 敢て 当らぬ が、 主客の 辞と なして 視れば 差 支な 

からう。 しかし 河 崎が ために は此路 は熟路 である。 我 

は 既に 曾遊の 跡 を 忘れて ゐる。 「則 其尋 名勝、 訪 故迹、 

問奇 石、 看異 木、 唯 良 佐 之 尾 是視、 則 良 佐 固驥、 而余 

之 為※ 〔# 「亡 \ 虫」、 7 巻- 153- 下 也 再矣」 と 云 ふの 


である。 此記 にして 有らば、 茶 山の 江戸 を 発した 日 を 

知る ことが 出来よう。 わたくし は 未だ 其 書 を 見る に 及 

ばない。 

茶 山が 江戸に ある 間、 諸侯の 宴 を 張って 饗した もの 

が 多かった 中に、 白 川 楽 翁 公 は 酒 間 梅 を 折って 賜 はつ 

た。 茶 山 は 阿部 邸に 帰った 後、 棄駝師 をして 盆 梅に 接 

木せ しめた。 枝 は 幸に して 生きた。 茶 山 は纔に 生き 

た 接 木の、 途次に 傷ら れ むこと を 恐れて、 此 盆栽の 梅 

を 石 田 梧堂に 託した。 梧堂 は 後三年に して 文政 紀元に、 

茶 山が 京都に 客た る 時、 小 野 梅 舎 をして 梅 を 茶 山に 還 

さしめ た。 茶 山 は 下の 如く 記して ゐる。 「歳 乙 亥、 余 


※ 〔# 「禾 +砥 のつ くり」、 7 巻- 153- 下 役 江戸 邸、 一 日 

趨白川 老公 招 飲、 酒 間 公 手 親 折 梅 一 枝、 又 作 和歌 幷以 

賜 余、 余 捧持 而退、 置于几 上、 翌日 隣 舎郎来 云、 賢 侯 

之 賜、 宜接換 移 栽 故 園、 不 容徒委 萎※ 〔# 「くさかん む 

リ\ 爾」、 7 巻- 153- 下 余 従 其 言、 及 帰留托 友人 石 子 

道、 以 佗日郵 致、 越 戊 寅 春、 余 在京、 会 備中人 小 野 梅 

舎至自 江戸、 訪余僑 居、 携ー 盆卉、 視之乃 曩所留 者 也、 

余驚且 喜、 梅 舎 与 余、 無 半面 之識、 而 千里 帯 来、 其 意 

一 何 厚也、 既帰欲 遺 一 物以表 謝意、 至 今 未果、 頃 友人 

泉 蔵 来 話 及 其 事、 意似譴 魯皐、 因 先賦此 詩。 以充 乗韋、 

附 泉蔵往 之。 穉梅 知是帯 栄光。 特地駄 来 千里 強。 縦 使 


盆栽 難 耐久。 斯情百 歳鎮芬 芳。」 当時の 白 川 侯 は 松 平 

越 中守定 永であった ので、 楽 翁 公定 信 を 老公と 書して 

れ きをう 

ある。 泉 蔵は備 中国 長 尾 村の 人 小野櫟 翁の 弟で ある。 

その 七十 五 

蘭 軒に は 「送 茶山菅 先生 還 神 辺」 の 七 絶 五 首が ある。 

此に其 三を録 する。 「其 一。 新 誌 編成 三十 多。 収毫帰 

去 旧 山 阿。 賢 侯 恩遇尤 優渥。 放 使烟霞 養老 痫。 其 二。 

西遊 昔日 過 君 園。 翠柳蔭 池 山 映 軒。 佳境 十 年猶在 目。 

方 知 帰 計 値 春繁。 其 三。 詞壇 赤幟鎮 山陽。 藝頼 已降筑 


亀惶。 騮騎 一 千時満 巷。 門徒 七十 日 升 堂。」 第三の 

げ いらい  ちくき 

藝頼は 安藝の 頼 春 水、 筑 亀は筑 前の 亀 井 南溟で ある。 

此 一 首 は 頗る 大家の 気象に 乏しく、 蘭 軒 は その 好む 所 

おもね 

に 阿って、 語に 分寸 ある こと 能 はざる に 至った と 見 

える。 わたくしが ことさらに 此詩を 取る の は、 蘭 軒の 

はな は  うと 

菅に 太 だ 親しく 頼に 稍 疎かった こと を 知るべき 資料 

たるが 故で ある。 

蘭 軒 は 又 茶 山に 花 1 を 贈った。 前 詩の 次に 「同前 贈 

一 花瓶」 として 一 絶が ある。 「天涯 別後 奈 相思。 駅 使 

梅花 有 謝 期。 今日 贈 君 小瓶 子。 插芳幾 歳侍吟 擔。」 

蘭 軒 は 既に 茶 山 を 送る に 詩 を 以てして 足らず、 恵 は 


更に 其 同行者に も 及んだ。 「送 臼 仵直卿 甲 原 元 寿従菅 

先生 帰。 追 師負笈 促 帰 行。 不遠 山河 千里 程。 幾 歳 琢磨 

一 ※〔甘 「隻 + 隻」、 7 巻- 154- 下 2?〕 璞。 底 為 照 乗 底 連 城。」 

茶 山 は 文化 十二 年 二月 某日 昧爽 に、 小川 町の 阿部 第 

を 発した。 友人 等 は 送って 品 川の 料理店に 至って 別 を 

告げた。 茶 山の 留別の 詞に 「長 相思 ニ闋が ある。 「風 

軽軽。 雨 軽軽。 雨 歇風恬 鳥 乱 鳴。 此 朝発武 城。 人 含 情。 

我 含 情。 再会 何年 笑 相迎。 撫 躬更自 驚。」 これが 其 一 

である。 

東海道 中の 諸 作 は 具に 集に 載せて ある。 河 崎 良 佐 

は 始終 轎を 並べて 行った。 二人が 抉 を 分った の は 四日 


巿 である。 二 発 東都 幾日 程。 与 君 毎 並 竹 輿 行。」 驥※ 

〔# 「亡 \ 虫」、 7 巻- 155- 上.？〕 日記 は 恐く は 品 川より 四 

日巿に 至る 間の 事 を 叙した もので あらう。 

つまびら か 

東海道 を 行った 間、 月日 を 詳 にすべき もの は、 先 

づ 三月 二日に 竜 華 寺の 対岸 を 過ぎた ことで ある。 「岡 

本 醒廬勧 余 過 竜 華 寺 曰。 風景 為 東海道 第一。 三月 二日 

過 其 対岸。 而 風雨 晦冥。 遂不果 遊。」 

三日に は大 井川 を 渡り、 佐 夜の 中 山 を 過ぎ、 菊 川で 

良 佐と 小 酌した。 集に 「上巳 渉 大猪水 作、 懐 伊勢 藤 子 

文」 の 長 古が ある。 「帰 程 忽及大 猪 水、 水 阻 始通灘 猶駛、 

渉 夫 出没 如 鳧鵞、 須臾 出険免 万死」 の 初 四 句 は、 当時 


渉 河の 光景 を 写し出して、 広 重の 図 巻を展 ぶる が 如く 

まっかい 

である。 末 解 はかう である。 「吾 願 造 觴大如 舟。 盛以 

鵞黄泛 前頭。 乗此酔 中絶 洋海。 直 到 李 九 門前 流。」 佐 

藤 子 文 は 伊勢 国 五十鈴川の 上に 住んで ゐた。 遠 江 国 

と は 海 を 隔てて 相対して ゐ たので、 此の 如く 著 想した 

ので ある。 

良 佐 は 茶 山への 附 合に、 舟 を 同じう して 佐屋 川に 

さ を さ  かみ 

棹した。 「数 派 春 流 一 短篷。 喜 君 迂路 此相 同。」 上に 

云った とほり、 訣別した の は 四日 巿 である。 

茶 山は大 坂に 著いて 蘭 軒に 書 を 寄せた。 其 書 は 今 伝 

はって ゐ ない。 只 添へ てあつた 片 紙が 響 庭 篁 村さん の 


蔵 儲 中に 遺 つて ゐる。 

「三月 三日 道中に て。 け ふとい へば 心に うかぶ すみ だ 

川 わがお も ふ 人 やなが す さか づき。 大 井川 を わたりて。 

大 井川な がる、 花を盃 とみな して わたるけ ふに も ある 

かな。 このたび は 花見て こえぬ これ も 又い のちな りけ 

リ さやの 中 山。 池 田の 宿に て ゆやが 事 をお も ひ 出しと 

き 江戸の 人に 文つ か はすこと ありし その はしに。 古塚 

を もる 人 あらば まつち 山 まつらむ 友に わかれ はてめ や。 

さく 花 をな どよ そに 見む われ も はた 今 を さかりと おも 

ふ 身なら ば。 かかる 事 どもい うて かへ り 候。 此 次に 

はまお み 

おも ひ 出 侯。 浜臣 のうた 卿 雲に 約し 侯。 おそき つぐの 


ひに たんと もら ひたく 候。 御 取 もち 可 被 下 候。」 

茶 山 は 清水 浜 臣に歌 を 書いて 貰 ふこと を、 狩 谷掖斎 

に 頼んで 置いた。 掖 斎が 久しく 約を果 さぬ から、 怠 状 

の 代に は 多く 書かせて 貰 ひたいと 云 ふので ある。 浜臣 

は此年 四十 歳であった。 

その 七十 六 

菅茶山 は 京都で 嵐 山の 花 を 看、 雨中に 高瀬 川 を 下つ 

た。 大坂 では 篠崎小 竹、 中 井 履 軒を訪 うた。 就中 「訪 

履 軒先 生、 既辞 賦此」 の 五 古 は、 茶 山と 履 軒との 平生 


の 交を徴 する に 足る ものである。 「毎 過 浪華 府。 無不 

酔 君 堂。 此度君 在蓐。 亦 能 共 伝觴。 (中略。) 我 齢垂古 

稀。 君 則 八 旬 強。 明日 復修 程。 後期 信茫 茫。」 履 軒 は 

当時 八十 歳、 兄 竹 山 を 喪って から 十一 年 を 経て ゐた。 

茶 山 は 六十 八 歳であった。 

茶 山 は 神 辺に 還った 後、 「帰 後 入城 途上」 の 作が ある。 

「官駅 三十 五日 程。 鶯花 随処 逐春 晴。 今朝 微雨 家 林路。 

筍※ 〔# 「竹かん む リ\ 擧」、 7 巻 _156- 下 =?〕 徐穿 暗緑 行。」 

頃 は 三月の 末 か 四月の 初であった だら う。 

蘭 軒 は 夏の 初に 長 崎の 劉 夢 沢が ために、 其 母の 六十 

を 寿す る 詩 を 作った。 「時節 南 薫 好、 開 筵 鶴 浦 干」 云々 


あざな くんび 

の 五 律で ある。 夢 沢、 名は大 基、 字 は 君 美、 既 出の 人 

物で ある。 長 崎 通 司に して 劉 姓なる ものに は、 猶田能 

村 竹 田の 文政 九 年に 弔した 劉 梅 泉と 云 ふ ものが ある。 

「時 梅 泉 残 後 経 数 歳、 有母仍 在」 と 記して ある。 わたく 

し は 母 を 寿した 夢 沢と 母に 先だって 死んだ 梅 泉と を較 

ベて 思って 見た。 わたくし は此 等の 諸 劉の 上 を 知らむ 

こと を 願って ゐる。 長 崎 舌 人の 事跡に 精し い 人の 教を 

得たい。 

此年 文化 十二 年 五月に 入って、 伊沢 分家に は 又 移 居 

の 事が 起った。 これ は 蘭 軒 一族の 存活 上に、 頗る 重大 

なる 意義が あったら しい。 


勤 向 覚書に かう 云って ある。 「文化 十二 年 乙 亥 五月 

七日、 私儀 是迄外 宅 仕 罷在候 所、 去 六月 中よ リ疝 積、 

其 上足 痛 相 煩、 引込罷 在、 種々 療治 仕 候 得 共、 兎角 聢 

と不 仕、 兼而 難渋 之 上、 久々 不相 勝、 別 而物入 多に 而、 

此上取 続 無覚束 奉存候 間、 何卒 御 長屋 拝借 仕度 奉存候 

得 共、 病気 引 込 中 奉 願 上 候 も 奉 恐 入 候、 依而 仲間 共 一 

統奉顧 上 候 所、 願 之 通 被 仰 付 候。」 移転 は 町 住 ひ を 去つ 

て 屋敷 住 ひに 就く ので ある。 阿部 家に 請うて 本 郷丸山 

の 中 屋敷 内に 邸宅 を 賜る ことにな つたので ある。 按ず 

るに 願書に 謂 ふところの 難渋 は、 必ずしも 字の 如くに 

読むべき では あるまい。 しかし 当時 伊沢 分家が 家政 整 


理を 行った ものと 見たならば、 過誤な きに 庶幾から う。 

覚書に は 次で 下の 三条の 記事が 載せて ある。 「同月 

廿ー 日。 丸 山 御屋敷に 而御 長屋 拝借 被 仰 付 候」 と 云 ふ 

のが 其 一 である。 「六月 十六 日、 拝借 御 長屋 附之 品々、 

御 払 直 段に 而 頂戴 仕度 段 奉 願 上 候 所、 同月 十九 日 願 之 

通 被 仰 付 候」 と 云 ふの が 其 二で ある。 又 七月の 記事 中 

に、 「同月 廿 二日、 丸 山 御屋敷 拝借 御 長屋え 今日 引 移 申 

候 段 御 達 申 上 候」 と 云 ふの が 其 三で ある。 

蘭 軒の 一 家 は 七月 二十 二日に、 本郷 真砂 町 桜 木 天神 

附近の 住 ひから、 本 郷丸山 阿部 家中 屋敷の 住 ひに 徒つ 


旧宅 は 人に 売った ので ある。 「売 家。 天下 猶非 一人 

有。 売 過 何 惜小園 林。 担 頭 挑 得 図書 去。 此是 凡夫 執著 

心。」 蘭 軒の わた ましが 主に 書籍の わた ましであった 

こと は 想像す るに 余が ある。 「同前 呈後 主人。 構 得 軒 

窓雖不 優。 却 宜酔月 詠 花 遊。 竟来貧 至 兌 銭 去。 在 後 主 

人莫効 尤。」 わたくし は此 首に 於て 蘭 軒の 善謔を 見る。 

たまく  いか 

偶 来って 蘭 軒の 故 宅 を 買 ふ ものが、 争で か 蘭 軒の 徳 

風に 式 る こと を 得よう。 

その 七十 七 


「君恩 優渥 満 家財。 況賜 新居 爽※ 〔# 「土 へん + 豈」、 7 

巻- 158 上. ru 開。 公宴不 陪朝不 坐。 沈 癎却作 偸 間 媒。」 

これ は 蘭 軒が 「移 居 於 丸 山 邸 中」 の 詩で ある。 謂 丸 

山 邸 は 即ち 今の 本 郷西片 町 十 番地の 阿部 邸で ある。 蘭 

軒の 一 家 は 一 たび 此に 移されて より、 文久ー 一年 三月に 

至る まで 此 邸内に 居った。 

「公 宴不 陪朝不 坐」 の 句 は 大いに 意義が ある。 阿部 侯 

おもむ 

が 宴 を 設けて 群臣 を 召しても、 独り 蘭 軒は趨 くこと 

を 要せなかった。 わたくし はこれ を 読んで ビスマルク 

の 事 を 憶 ひ 起す。 渠は 一 切の 燕 席に 列せ ざる こと を 得 

た。 わたくし は 彼 国に 居った が、 いかなる 公会に 蔽ん 


でも、 鉄血 宰相の 面 を 見る こと を 得なかった。 これ 

を 見む と 欲すれば、 議院に 往 くより 外 無かった ので あ 

る。 渠は 此の 如くに して 燹理の 任 を 全うした。 蘭 軒 は 

同一 の 自由 を 允され てゐ て、 此に 由って 校譬の 業に 

専 にした。 人 は 或は 此言を 聞いて、 比擬の 当らざる 

を嗤 ふで あらう。 しかし 新 邦の 興隆 を 謀る の も 人間の 

一 事業で ある。 古典の 保存 を 謀る の も 亦 人間の 一 事業 

である。 ホォ ヘンツ ォ ルレ ルン 家の 名 相に 同情す る も、 

阿部 家の 蹵 儒に 同情す る も、 固より わたくしの 自由で 

ある。 

「朝 不坐」 も 亦 阿部 侯の 蘭 軒に 与へ た 特典で ある。 初 


め 蘭 軒 は 病後に 館に 上った 時、 玄関から 匍匐して 進ん 

てぐるま 

だ。 既にして 輦 に 乗る こと を 許された。 後に は 蘭 軒 

の轎が 玄関に 到る と、 侍 数人が 轎の 前に 集り、 円い 座 

こ ざ  ふとん ごめ  てがき 

布団の 上に 胡 坐して ゐる蘭 軒 を、 布団 籠に 手舁 にして 

君 前に 進み、 そこに 安置した。 此の 如くに して 蘭 軒 は 

或は 侯の 病 を 診し、 或は 侯の ために 書 を 講じた。 蘭 軒 

は 平生よ リ襌を 著く る こと を 嫌った。 そして 久しく 侯 

そうかい  さと 

の 前にあって、 時に 衣の 鬆 開した の を 暁らずに ゐた。 

侯 は 特に 一 種の 膝 を 裁せ しめて 与へ たさう である。 

座布団と 蔽 膝との 事 は 曾 能 子 刀自の 語る 所に 従って 記 

す。 


蘭 軒 は 阿部 邸に 徒る ために、 長屋 を 借る こと を 願つ 

いは ゆる こくど リ 

た。 しかし 阿部 家で は 所謂 石 取の 臣を 真の 長屋に は 居 

かなかった。 此 年に 伊沢 氏の 移った 家 も 儼 乎た る 一 

かまへ 

構 をな して ゐ たらしい。 伊沢 分家の 人々 は 後に 文久 

中に 至る まで 住んだ 家が 即ち 当時の 家 だと 云って ゐる 

が、 勤 向 覚書 を閲 する に、 文化 十四 年に 蘭 軒 は 同 邸内 

の 他の 家に 移った。 高木 氏の 故 宅と 云 ふの がそれ であ 

る。 今 分家に 平面図 を 蔵して ゐる 家屋 は、 恐く は 彼 高 

木 氏の 故 宅で あらう。 平面図の 事は猶 後に 記さう とお 

も ふ。 兎に角 丸 山 邸内に 於け る 初の 居所 は、 二 年後に 

徒った 後の 居所に 比すれば、 幾分 か 狭隘で あつたの だ 


らう。 蘭 軒の 高木 氏の 故 宅に 移った の は、 特に 請うて 

移った ので ある。 

菅茶山 は此年 文化 十一 一年 二月に 江戸 を 発して、 三月 

の 末 若く は 四月の 初に 神 辺に 帰った。 途中で 大 坂から 

蘭 軒に 書 を 寄せた が、 其 書 は 佚 亡して しまって、 只大 

井川 其 他の 歌 を 記した 紙片が 遺って ゐる。 次で 茶 山 は 

秋の 半に 至る まで 消息 を 絶って ゐた。 

大 坂よ リ 送った 書に は、 江戸 を 発して 伊勢に 抵るま 

での 旅 況が細 叙して あった 害で ある。 茶 山 は 秋に is つ 

て 又 筆 を 把った 時、 最早 伊勢よ リ備 後に 至る 間の 旅況 

を 叙す る ことの 煩 はしき に堪 へなかった。 そこで 旅 物 


語 を 廃め てし まった。 此 間の 事情 は 八月 二日に 茶 山の 

蘭 軒に 与へ た 書に 就いて 悉す ことが 出来る。 これ も 亦 

饗庭篁 村さん の 所蔵で ある。 

その 七十 八 

茶 山が 此年 文化 十一 一年 秋の 半に 蘭 軒に 与へ た 書 はか 

うで ある。 

「大 坂より 一 書い せ 迄の ひざく りげ 申 上 候。 相 達 可 申 

候。 其 後 御 病気い かが、 入湯い かが、 御 案じ 申 候。 物 

かくに 御難 義 ならば、 卿 雲 見え 候 節 代筆 御た のみ 御容 


子 御 申 こし 可 被 下 候。 小山 にても よし。 扨 帰 後 早速に 

何 か 可 申 上 候処、 私 も 病気 こ、 かしこ あしくな リ、 

漸 此比把 筆 出来 候 仕 合、 延引 御 断 も 無 御 坐 候。」 

「事 ふり 候へば 道中 はいせ 限に て やめ 可 申 候。 帰 後 は 

を かしき 咄も きかず、 曰々 東 望いた し、 あはれ、 江戸 

が備中 あたりに なれば よいとの み痴 想いた し 候。 滞留 

中 何かと 御 懇意 は 申つ くしが たく、 これ はい はぬ はい 

ふに まさると 思 召 可 被 下 候。 定て卿 雲、 巿野、 古 庵 様、 

服 部、 小山、 巿川 あたり、 日日 聚話可 有 之、 御 羨 敷 奉 

1 子矣。 - 

「扨 私宅に 志 摩 人 北 条讓四 郎と申 もの 留守 をた のみお 


き 候。 此人 よくよ み 候 故、 私 女 姪 二十 六 七に なり 候 寡 

婦御坐 候に め あはせ、 菅 三と 申 姪 孫 生長 迄の 中継に 

しばらく 

いたし 候 積、 姑 思案 仕 候。」 

いえず 

「私 は 歯痛 今以 不瘳、 豆腐ば かりく ひ 申 候。 酒 は少々 

いけ 候へ ども、 老境 御 垂憐可 被 下 候。 姉御 様 も 御 障な 

く 御 勤 被 成 候覧。 御 餞 之 御礼つ どく 御 申 可 被 下 候。 

きんい う  いんが ふ 

金 柚 は 時々 匀合 (此七 字 不明) 一興 を そへ 申 候。 此ょ 

しも 御 申った へ 可 被 下 候。 何ぞ さし 上申 度 候へ 共な し。 

豊が絵 御 入用 候 はばまた さし 上 可 申と 御 伝 可 被 下 候。 

豊は尾 道 女画史 也。 花 生 は 日々 坐 右に おき、 いまに 草 

花た えずい け 申 候。 活花は 袁中郎 が瓶史 により 候。 


御 一笑 可 被 下 候。 これよりも 又備前 やき 陶尊ー つ 進 申 

あん さ 

候。 これ また 案 左に て 御 插可被 下 候。 山陽 近 邦 何の か 

はり 候 事 もな く 候。 ことし も 豊年と 見え 候。」 

「扨 去年の 月 はすみ だ 川、 ことしの 花 は あらし 山、 無 

此上 候。 此秋 はいかが いたし 可 申 哉。 独酌む し を 聞 候 

外いた しかたなく 候。 御 憐察可 被 下 候。 花 生 は 舟に て 

廻し 候へば 遅 かるべし。 帰路 詩歌 少し 御 坐 候へ 共、 ど 

う もえうつ させ 不申 候。 いつにて もさし 上 可 申 候。 先 

書状 延引 御 断 旁 早々 申 上 残 候。 恐惶 謹言。 八月 二日 _ 

くわん たいち ゆうしんす ゐ 

菅 太中晋 帥。 伊沢 辞 安 様。」 

れいら う  おひた ち 

「令郎 様 追々 御 生 立 想像 仕 候。 たんと 御 叱 被 成 まじく 


候。 あまり はやく 成就いた さぬ 様に 御した て 可 被 成 候。 

くれ，^ も 吾 兄 御 近状 にても 御 もらし 可 被 下 候。」 

「又。」 

「さて 御い とま 乞に 参 候せ つ 御 目に かか リ不申 今に 心 

あしく 候。 辞 安 様 追々 御 こ、 ろよ く 御 坐 候 哉。 せっか 

く 御いた はりな さるべく 候。 まことにた いりう 中 はか 

ぎりな く 御せ わなし 下され、 わすれが たく ぞんじ 上 候。 

只々 御 目に かからず 帰 候 こと 御の こり 多く 御 坐 候。 ず 

ゐ ぶん 御身 御よう 心 御ゎづ らひ なさらず 候へ かしと い 

のり 申 候。 かしこ。 右 御 おくさま。 太 中。」 

「おさよ どのへ 申 候。 たびく 参 候て いろく さしつ 


かひ 候 御せ わの だん 申つ くしが たく 候。 ずゐ ぶん 御す 

こや かに 御せ わな さるべく 候。」 

「又。」 

「麻布 令兄 御 女子 御両処 へ 宜奉願 上 候。 」 

「又。」 

「古 庵 様、 卿 雲、 巿野、 服 部、 小山 諸君へ 御 会合 之 度 

に 宜御申 可 被 下 候。 巿川は 別に 一 書 あり。」 

以上 長 四 尺 許 の 半紙の 巻紙に 書いた 書牘の 全文で 

ある。 蠹 蝕の 処が少 しある が、 幸に 文字 を 損ず る こと 

甚 しきに 至って ゐ ない。 


その 七十 九 

此 書牘、 文化 乙 亥の 茶 山の 第 一書に、 主要なる 人物 

あたか 

として 北条譲 四郎の 出て 来たの は、 恰も 庚 午の 書に 

頼 久太郎 の 出て 来たと 同じで ある。 わたくし は 第一 書 

と 云 ふ。 これ は此 歳の 初冬に は 茶 山が 更に 第一 一書 を 蘭 

軒に 寄せた からで ある。 

あざな しじ やう 

北 条讓、 字 は 子 譲又景 陽、 霞亭、 天 放 等の 号が ある- 

まと や  リ つけい 

志 摩 国 的屋の 医師 道 有の 子に 生れた。 弟 立 敬に 父の 業 

を 襲が せて 儒と なった。 乙 亥に は 三十 六 歳に なって ゐ 

た。 


茶 山が 前年の 夏より 此 年の 春に 至る まで、 江戸に 旅 

寝 をした 間、 北 条を神 辺の 留守居に 置いた こと は、 黄 

せんろう  ろく こく 

葉 夕陽 村 舎 詩に も 見えて ゐる。 百 川 楼に勝 田 鹿 谷の 寿 

筵が あった。 茶 山 は 遅く 住った。 すると 途上で 楼を出 

て 来た 男が 茶 山を捉 へて、 「お前さん は菅 茶山ぢ やな 

ぼうさい  かつ 

いか、 わし は 亀 田鵬斎 だ」 と 云った。 二人 は 曾て 相 見 

たこと はない ので ある。 鵬斎は 茶 山 を 伴って、 再び 楼 

に 登った。 茶 山 は 留守居の 北 条が鵬 斎を識 つて ゐ るの 

で、 自ら 鵬 斎に 贈る 詩を賦 し、 鵬 斎の 詩 を も 索め て、 

北条に 併せ 送った。 「陌 上憧々 人馬 間。 瞥見 知 余定何 

縁。 明鑑却 勝楮季 野。 歴相 始得孟 万年。 拏手入 筵誇奇 


遇。 満堂 属目 共 歓然。 儒 俠之名 旧 在 耳。 草卒深 忻遂宿 

攀。 吾郷 有 客 与 君 善。 遙知思 我復思 君。 余将 一 書報斯 

事。 空函乞 君附瑤 篇。」 拏手 筵に 入る の 十四 字、 儒俠文 

左衛 門の 面目が 躍如と して ゐる。 読んで 快と 呼ぶ もの 

は、 独り 此詩筒 を 得た 留守居の 北条 のみで は あるまい。 

つ うく じ やう 

鵬 斎が 茶 山 を通衢 上に 捉 へて 放さなかった 如く、 茶 

山 は 霞 亭を諸 生 間に 抜いて 縦つまい とした。 「わたく 

し 女 姪 二十 六 七に なりし 寡婦 御 坐 候に め あはせ、 菅三 

と 申 姪 孫 生長 迄の 中継に いたし 候 積」 と 云って ある。 

行状 を 参照 すれば、 「二 弟曰汝 鞭、 (中略) 曰 晋葆、 (中 

略) 無 後、 汝鞭亦 夭、 有 子 曰 万年、 (中略) 亦 夭、 有 子 


曰 惟繩、 称 三郎、 於 先生 為 姪 孫、 今嗣菅 氏、 (中略) 又 

延志摩 人 北 条讓、 為廉塾 都講、 以妹女 井上 氏 妻焉」 と 

. ちょて つ  め あは 

云って ある。 茶 山 は 女 姪 井上 氏 を 以て 霞亭に 妻せ、 

徐に菅 三 万年の 長ず る を 待た うとした。 即ち 「中継」 

である。 

さき  ごぢ ゆう 

茶 山 は 前に 久太郎 を 抑止しょう とした 時 は 後 住と 云 

ひ、 今 譲 四 郎を拘 si しょうと する 時 は 仲継と 云 ふ。 そ 

の 俗簡を 作る に 臨んでも、 字 を 下す こと 的確 動す ベ か 

ら ざる ものが ある。 わたくし は 其 印象の 鮮明に して、 

ぜに  ぼ 

銭の 新に 模を 出で たるが 如くなる を 見て、 いまさらの 

やうに 茶 山の 天成の 文人であった こと を 思 ふので ある。 


北 条霞亭 よりして 外、 茶 山の 此書は 今一 人の 新人 物 

を 蘭 軒に 紹介して ゐる。 それ は 女で ある。 「尾 道 女 画 

史」 豊 である。 

き せ  はなむけ 

蘭 軒の 姉、 黒 田家の 奥 女中 幾 勢 は 茶 山に 餞 をした。 

所謂 餞 は 前に 引いた 短簡に 見えて ゐる 茶碗 かも 知れな 

い。 わたくし は 此餞を 云々 した 条の 下に、 不明な 七 

字が あると 云った。 此 所に は 蠹蝕は 無い。 読み難いの 

は 茶 山の 艸体 である。 蘭 軒の 姉 は 彼 餞 以外に 別に 何物 

を か 茶 山に 贈った。 茶 山 は 帰 後 時々 それ を 用って 興 を 

添へ ると 云って ゐる。 其 物 は 「金 柚」 と 書して ある 如 

きついう 

くで ある。 柚 は 橘 柚 か。 果して 然 らば 疑問 は 本草の 疑 


問で ある。 兎に角 茶 山は此 種々 の 贈 遺に 酬いむ と 欲し 

た。 茶 山 は 嘗て 豊が絵 を 幾 勢に 与へ た ことがある。 そ 

こで 「御 入用 候 はばまた さし 上 可 申」 と 云 ふので ある。 

その 八十 

菅茶 山は嘗 て 蘭 軒 の 姉 幾 勢 に 尾 道の 女 画 史豊が 画 を 

贈った ことがあって、 今 又 重て 贈るべし や 否や を 問う 

てゐ る。 豊とは 何人で あらう か。 

わたくし は豊は 玉蘊 の 名で はない かと 推測した。 

竹田荘 師友 画録 にかう 云って ある。 「玉 蕴。 平 田 氏。 


尾路 人。 売 画 養 其 母。 名聞 于時。 居処 多種 鉄蕉。 扁其 

屋曰 鳳尾蕉 軒。 画 出 於 京 派。 専 写生 翎毛 花卉。 用筆 設 

色倶 妍麗。 又 画人 物。 観 関壮穆 像。 頗 雄偉。 女史 阿箏 

語予 曰。 玉蘊 容姿 裊娜。 其指繊 而秀。 如 削 玉肪。 其 画 

之妙宜 哉。 常 愛 古 鏡。 襲 蔵 十数 枚。 茶 山 杏 坪 諸 老及山 

陽 各 有 題 贈。」 竹 田 は 氏 を 書して 名 を 書せ ない。 しか 

し 茶 山 集に 「玉蘊 女 画史」 と 称して ゐ るの を 見て、 

柬牘の 尾 道 女画史 にお も ひくら ベ、 玉蕴の 平田豊 なる 

べき を 推測した ので ある。 

わたくし は 師友 画録を 読んで、 今一 つ 推測 を 逞しう 

した。 それ は 玉蘊は 或は 草香孟 慎の 族で はなから うか 


と 云 ふこと である。 竹 田の 記す る 所に 拠れば、 玉蘊は 

居る 所に 匾 して 鳳尾蕉 軒と 曰った さう である。 然るに 

頼 春 水の 集 壬 子の 詩に、 「春 尽過尾 路題草 香 生 鳳尾蕉 

軒」 の 絶句が ある。 玉 蕴と孟 慎と は、 同じく 尾 道の 人 

であって、 皆 鳳尾蕉 軒に 棲んで ゐた。 若し 居る 所が 

偶 其 名 を 同じう する のでない とすると、 二人の 間に 

縁故が あると も 看られる ので ある。 

此段を 書し 畢 つた 後に、 わたくし は 林 中将 太郎 さん 

の 蔵す る 玉蘊の 画幅に 「平 田 氏 之 女豊」 の 印が ある こ 

と を 聞いた。 玉 蘊の名 は 果して 豊 であった。 次で わた 

くし は 茶 山 集中に 「草 香孟慎 墓」 の 五 律が あるの を 見 


出した。 其 七 八に 「遺 編托女 甥、 猶足慰 竜鍾」 と ある。 

ぢ よせい 

女 甥は豊 ではなから うか。 

茶 山 は 此書を 作る に 当って、 蘭 軒の 親族の ために 

一 々言 ふ 所があった。 

先づ榛 軒が ために は、 父 蘭 軒に 子を教 ふる 法 を 説い 

てゐ る。 「たんと 御 牝被成 まじく 候。 あまり はやく 成 

就いた さぬ 様に 御した て 可 被 成 候。」 至言で ある。 茶 

山 は 十一 一歳の 棠助 のために これ を 発した。 

ます  こんくわん 

飯 田 氏 益に 対して は、 茶 山 は 謝辞 を 反復して 悃欺 

を尽 して ゐる。 江戸 を 発する 前に、 まのあたり 告別す 

る こと を 得な か つたと 見える。 


側室 さよに 対して は、 「さしつ かひ 候 御せ わ」 を 謝し、 

又 「御 すこやかに 御せ わな さるべく」 と嘱 して ゐる。 

前の世 話 は 客を欽 待す る 謂、 後の世 話 は 善く 主人 を視 

る 謂で ある。 「さしつ かひ 候」 は 耳に 疎い 感が ある。 

或は 当時の 語 か。 

「麻布 令兄 様 御 女子 御 両処へ 宜奉願 上 候。」 此句を 見 

てわたく し は 少く惑 ふ。 しかし 麻布 は 鳥居 坂の 伊沢 宗 

さ  しんび 

家 を 斥して 言った ので あらう。 令兄 は 信 美で あらう。 

蘭 軒の 父 信 階の 養父 信栄の 実子が 即ち 信 美で ある。 家 

系 上より 言 へ ば 蘭 軒 の 叔父に 当る。 蘭 軒に は 姉が あつ 

て 兄が 無かった 箬 である。 わたくし は 姑く 茶 山が 信 


ぢょ 

美と 其 女と を識 つて ゐ たものと 看る。 

以上 は 茶 山が 蘭 軒の 家眷 宗族の ために 言 つたので あ 

る。 次に 蘭 軒の 交る 所の 人々 の 中、 茶 山の 筆に 上った 

ものが 六 人 ある。 

余 語 古 庵 をば 特に 「古 庵 様」 と 称して ある。 大府の 

御 医師と して 尊敬した もの か。 「卿 雲」 は 狩谷掖 斎、 「巿 

野」 は 迷 庵、 「服 部」 は 栗 陰 〔# ルビの 「リ ついん」 は 底 

きつじん 

本で は 「リ つりん 匕、 「小山」 は吉人 か。 中に も 卿 雲吉人 

しょ どく 

に は、 茶 山が 蘭 軒に 代 つ て 書 牘を作 つて 貰 はう とした。 

独り 稍 不明な の は 書中に 所謂 「巿 川」 である。 

わたくし は巿 川は巿 河で あらう かと 推す る。 寛 斎 若 


く は 来 庵で あらう かと 推す る。 巿 河を巿 川に 作った 例 

は、 現に 刻本 山陽 遺稿 中に も あるので ある。 此年寛 斎 

は 六十 七 歳、 米 庵 は 三十 七 歳であった。 

その 八十 一 

たま/ \ 

菅茶 山と 巿河寛 斎 父子との 交 は、 偶 茶 山 集中に 父 

子との 応酬 を 載せぬ が、 之れ を 菊 池 五山、 大窪天 民と 

の 交に 比して、 決して 薄く はなかった らしい。 茶 山の 

五山との 伊勢の 邂追 は、 五山が 自ら 説いて ゐる。 その 

五山 及 天 民との 応酬 は 多く 集に 載せて ある。 山陽の 所 


謂 「同 功一 体」 の 三人 中、 茶 山が 独り 寛 斎に 薄かった 

ものと はお も はれない。 巿河三 陽さん の 云 ふ を 聞く に、 

文化 元年に 茶 山の 江戸に 来た 時、 米 庵 は 長 崎に ゐた。 

帰途 頼 春 水を訪 うて、 山陽と 初て 相 見た 時の 事で ある。 

来 庵 は 神 辺に 茶 山の 留守 を訪 うた。 此年 文化 十 一 年の 

しょ どく 

事 は巿河 氏の 書牘 にかう 云って ある。 「這 次 は 寛 斎 崎 

に祗 役して 帰途 茶 山の 留守に 一 泊、 山陽と 邂追致 申 候。 

茶 山 未 去、 江戸に 帰来して、 三人 一 坐に 歓候 事、 寛 斎 

遺稿の 茶 山 序 中に 見え 居候。」 蘭 軒に 至って は、 既に 

かぶらき うんたん 

鏑木 雲潭と 親善であった。 多分 其 兄 米 庵 を も、 其 父 寛 

斎 をも識 つて ゐ たこと であらう。 


老いた る 茶 山 は 神 辺に 住み、 豆腐 を 下物に して 月下 

に 小 酌し、 耳 を 夜 叢の 鳴 虫に 傾け、 遙に 江戸に 於け る 

諸 友 聚談の 状 をお も ひやり つ、、 「あはれ、 江戸が 備中 

あたりに なれば よい」 とつぶ やいた。 しかし 此年 文化 

十二 年 八月 既望の 小 酌 は、 書 を 裁した 十四日 前に 予測 

した 如き 「独酌」 に はならなかった。 「十五夜 分 得 韻 侵。 

去 載 方舟 墨 水潯。 今宵 開 閣緑峰 陰。 浮生 不怪浪 遊迹。 

到 処還忻 同 賞 心。 両度 秋期 無片 翳。 孤村 社伴此 聯吟。 

明年 知 与 誰 人玩。 松 影斜々 露径 深。」 幸に 此社 伴の 聯 

吟 があって、 稍 以て 自ら 慰む るに 足った であらう。 

九月に は 茶 山の 詩 中に 臥蓐の 語が ある。 しかし 客 


至れば 酒 を 飲んだ。 「斯客 斯時能 臥蓐。 勿 笑 破 禁酒 頻 

傾。」 啻に 然るの みで はない。 往々 此の 如き もの 連夜 

であった。 「月下 琴 尊 動 至 朝。 十三 十四 一 宵 宵。」 

十月に 入って 茶 山 は 蘭 軒の 書 を 獲た。 これ は 丸 山に 

徒った こと を 報ずる 書で、 茶 山の 八月の 書と 行き 違つ 

たもので ある。 十日に 茶 山 は 答 書 を 作った。 亦 

あへば くわう そん 

饗庭篁 村さん の 蔵 儲 中に 存 して ゐる。 

めづ らしく  の み 

「御手 教珍敷 拝見 仕 候。 御 気色 之 事而已 案じ ゐ申候 

処、 足 はたた ね ど 御 気分 はよ く 候 由、 先々 安心 仕 候。 

円 山へ 御 移 之 由、 これ は 御 安堵 御 事、 御内 室 様 もお さ 

よも 少々 間 を 得られ 可 申と 奉存 候。 六 右衛門、 古 庵 様 


など 折 ふし 御 出 之 由、 かくべ つ 寂寥に も あら ざめ りと 

悦申 候。 高 作 ども 御 見せ、 感吟 仕 候。 売 家の 詩 は妙甚 

候。 拙 和 ども 呈申度 候へ 共、 急に 副し 不申 候。 とく 

に 一書 さし 出 候へ ども、 いまだ 届不申 候よ し、 元来 帰 

国 早々 可 申 上 候処、 日々 来客、 そのうちに 不快 (此ー 

すぐれず 

字 不明) にな リ、 夏中不 勝、 又 秋冷に こまり 申 候而延 

引 如 此に御 坐 候。 花瓶 は 日々 坐 右に おき、 今日は 

杜若 二 りんい けゐ申 候。 四季 ざき 也。」 

「巿翁 麦飯 学者 之 説、 歎 服いた し 候。 麦飯 にても 学者 

あれば よけれ ど、 麦飯 学者 もな く 候。 日々 生徒 講釈な 

どこ まり 申 陵。」 


「伊勢 之 川 崎 良 佐、 帰路 同道、 江戸へ 二十 度 も ゆき、 

初 両三 度 はは やくいにたい くとの みおも ひ 候。 近年 

にて は 今し ばらく もゐ たし、 住居しても よしと 思 候と 

物が たり 候。 私 もまた 参たら ば、 其 気になり 可 申 やと 

存 候へ 共、 何 さま 七十に 二ったら ず、 生来 病 客、 いか 

ん ともす ベ からず 候。」 

「帰路 之 詩 も少々 有 候へ 共、 人に 見せお き、 此便 間に 

合不申 候。 あとより さし 上 可 申 候。 先便 少々 はさし 上 

候 やと も覚申 候が、 しかと 不覚 候。」 

「狐 は 時々 見え 候 や 承 度 候。 千 蔵が いふきつ ね 也。 千 

蔵 も 広 島に 小店 を かり 教授と やら 申 ことに 侯。 帰 後 は 


なしと も 礫と も 不承 候。 源 十 直 卿 仍旧 候。 源 十 軽 

浮、 時々 うそ をい ふこと 自若。 直 卿 依 旧 候。 主計 は 

とうく 矢 代 君へ 御た のみ 被 下 候よ し、 恭奉存 候。 八 

月に は 帰る と 申 こと。 舟に て 沖 をのり、 もはや 柳 里 (此 

二字 又 不明) へ 落 著と 奉存 候。 服 部 子い かが。 これ こ 

そ もとより しげく 参らるべし。 御 次に 六 右衛門、 古 

庵 様な どへ、 一同 宜奉願 上 候。 近作 二三 醜悪 なれ ども 

近況 を 申 あぐる ため うつさせ 候。 小山 西遊 はいかが。 

くわん たいち ゆうしんす ゐ 

十月 十日。 菅 太中晋 帥。 伊沢 辞 安 様。」 

「歯痛 段 々おもり、 今 は 豆腐の 外い け不申 候。 酒 は あ 

とが あし けれど、 無聊 を 医し 候た め 時々 用 候。」 


その 八十 一 一 

菅茶 山の 乙 亥 八月 十月の 二 書 は、 これ を 作った 日時 

が 隔絶して をらぬ ので、 文中の 境遇 も 感情 も 殆ど 全く 

変化して ゐ ない。 それ ゆ ゑ此ニ 書に は 重複 を 免れぬ 処 

が ある。 紀行の 詩 を 云云す るが 如きに 至って は、 自ら 

前牘の 字句 を さへ 踏襲して ゐる。 

茶 山 は 旧に 依って 江戸 を 夢み てゐ る。 前牘に 「備中 

あたりに なれば よい」 と 云った 江戸で ある。 茶 山 は 端 

なく、 漸く 江戸に 馴れて 移住しても よいと 云 ふ 河 崎 


リゃ うさ  なや 

良 佐と、 猶 江戸 を 畏れつ、 往 反に 艱む老 を 歎く 自己と 

を 比較して 見た。 そして 到底 奈何と もすべからず と 云 

を は 

ふに 畢 つた。 

わたくし は此に 少しく 河 崎の 事 を 追記したい。 これ 

は 同時に 茶 山 西 帰の 行程 を 追記した いので ある。 河 崎 

きばう 

に驥※ 〔# 「亡 \ 虫」、 7 巻- 168- 下.？〕 日記の 著が あった 

こと は 既に 言った。 しかし わたくし は 未だ 其 書 を 見る 

に 及ばなかった。 

このごろ 

頃日 わたくし は 彼 書 を 蔵す る もの 一 一人 ある こと を 聞 

おと を 

いた。 一は 京都の 藤 井 乙 男さん で、 一は 東京の 三 村 清 

ゆる 

三郎 さんで ある。 そして 二 氏 皆 わたくしに 借 抄を允 さ 


うとい ふ 好意が あって、 藤 井 氏 は 家 弟 潤三郎 に、 三 村 

たま/ \ 

氏 は 竹 柏 園 主に これ を 語った。 偶 藤 井 氏の 蔵本が 先 

づ 至った ので、 わたくし は此に 由って 驥※ 〔# 「亡 \ 虫」、 

7 巻 二 68- 下 w〕 日記の いかなる 書なる か を 知った。 

藤 井本 は 半紙の 写本で、 序跋を 併せて 二十 七 頁で あ 

る。 首に は 亀田鵬 斎の 叙と 既に 引いた 茶 山の 叙と が あ 

る。 末に は 北 条霞亭 と 立原翠 軒との 題 贈が ある。 彼 は 

七 絶 二、 此は七 絶 七で ある。 最後の 半 頁 は 著者の 嗣子 

しょ-つ  うづ 

松 の跋が これ を塡 めて ゐる。 

本文の 初に 「伊勢 河 崎 敬 軒先 生 著、 友人 韓坯聯 玉 校」 

と署 して ある。 河 崎 良 佐が 敬 軒と 号した ことが 知られ 


る。 又 敬 軒の 文政 二 年 己 卯 五月 二十 七日に 歿した こと 

は、 子 松の 跋に 見えて ゐる。 韓玨は 山 ロ覚大 夫、 号 

凹 巷で、 著者 校 者 並に 伊勢の 人で ある。 

わたくしの 日記に 期待した 所の もの は、 主に 茶 山 西 

帰の 行程で ある。 それ ゆ ゑ先づ これ を 抄出す る。 

「乙 亥 二月 二十 六日。 雨。 発 東都。 聞 都下 送 者 觴茶山 

先生 於 品 川楼。 予与竹 田器甫 先発。 宿 程 谷 駅。」 発軔 

の 日 は 二十 六日であった。 河 崎 竹 田は祖 筵に 陪せ ずし 

て 先発した。 竹 田 器 甫は茶 山 集に も 見えて ゐて、 筑前 

の 人で ある。 

r 廿 七日。 巳 後先 生 至。 江 原 与 平 及 門人 豊後甲 原玄寿 


讚 岐臼杵 直 卿 従。 発 装 及 申。 宿 戸塚 駅。」 敬 軒 等 は 茶 

ほどが や 

山 を 程 谷に 待ち受け、 此 より 同行した。 茶 山 は 二十 六 

日の 夜 を 川 崎に 過した ので ある。 「云 昨 留于川 崎 駅」 

と 書して ある。 江 原 与 平 は 茶 山の 族 人で ある。 

r 廿 八日。 放晴。 鎌 倉 之 遊 得 遂矣。 経 七 里 浜。 至 絵 島 _ 

しゅくやく 

宿 藤 沢 駅。 」 鎌 倉 行 は 夙 約が あつ た。 

r 廿 九日。 宿 小 田 原 駅。」 

「晦。 S 函山。 畑 駅 以西。 残雪 尺 許。 宿 三 島 駅。」 

ほんえ き 

「三月 朔。 好晴。 宿 本 駅。」 本 駅 はもと じゅく か。 

「二日。 天 陰。 興津 駅雨大 至。 比 至 阿陪川 放晴。 宿 岡 

部 駅。」 


「三日。 済大猪 川。 宿懸川 駅。」 

「五日。 済 荒 井 湖。 宿 藤 川 駅。」 

「六日。 宿 熱 田 駅。」 

「七日。 極霽。 至佐屋 駅。 下岐蘇 川。 宿 四日 巿。 明日 

将 別。」 

「八日。 遂別。 宿洞津 城。」 

「九日。 未 牌 帰 家。」 

以上が 肉 を 去り 骨を存 した 紀行で ある。 わたくし は 

全篇 を 読んで、 記すべき 事 二 件 を 見出だした。 一は 敬 

軒が 谷 文晃に 「茶 山鵬 斎日 本 橋邂追 図」 を 作らせ、 鵬 

斎に 詩 を 題せ しめて 持ち帰つ たこと である。 「身是 関 


東 酔 学生。 公 是西備 茶 山 翁。 日本 橋 上 笑 相 見。 共 指 天 

外 芙蓉峰。 都下 閧伝 為奇 事。 便 入 写 山 画 図 中。」 一 は 

茶 山 自家が 日記 を 作って ゐ たこと である。 「先生 客 中 

日記。 名 東征 暦。」 知らず、 東征 暦 は猶存 せり や、 あら 

ず や。 

その 八十 三 

蘭 軒 は菅茶 山に 告 ぐるに、 巿野三 右衛門、 狩 谷 三 右 

衛門、 余 語 古 庵の 時々 来り 訪 ふこと を 以てした。 茶 山 

は 蘭 軒の これによ つて 寂寥 を 免る、 を 喜び、 乙 亥十 月 


の 書牘に 「六 右衛門、 古 庵 様な どへ 一 同宜」 しくと 云 

つて ゐる。 

蘭 軒 は 又 茶 山に 迷 庵 三 右衛門の 麦飯 学者の 説と 云 ふ 

もの を 伝へ た。 わたくし は その #何 なる 説なる か を 知 

ら ぬが、 茶 山 は 「歎 服いた し 候」 と 挨拶して ゐる。 世 

間に 若し 此説を 見聞した 人が あるなら、 わたくし は 其 

人に 垂教 を 乞 ひたい。 

茶 山の 此書を 読んで、 わたくし は 頼 竹 里が 此年 文化 

十二 年に 江戸より 広 島へ 帰り、 僦 居して 徒に 授けた こ 

と を 知る。 頃日 わたくしに 無名の 葉書 を 投じた 人が あ 

る。 消印の 模糊た るが ために、 わたくし は 発信 者の 居 


処を だに 知る ことが 出来ない。 葉書 は 単に 鉛筆 を 用て 

頼 氏の 略 系 を 写し出した ものである。 此に竹 里の 直接 

尊卑 属を挙 ぐれば、 「伝 五郎 惟宣、 千 蔵 公遷、 常 太 綱」 

であって、 諸 書の 載す る 所と 何の 異なる 所 も 無い。 し 

もと  おの- (\  ゐ せん 

かし 此 三人の 下に は 各 道 号が 註して ある。 即ち 惟宣 

は 融巌、 公 遷は竹 里、 綱 は 立 斎で ある。 思 ふに わたく 

しに 竹 里の 公遷 たる こと を教 へむ と 欲した もので あら 

うか。 惜 むらく は 無名氏の わたくしに 捷径 を 示した の 

は、 わたくしが 迂路に 疲れた 後であった。 

茶 山の 書に は猶 数人の 名が 見えて ゐる。 直 卿 は 初め 

うす さ 

臼杵 氏、 後牧 氏、 讚岐の 人で、 茶 山の 集に 見えて ゐる。 


其 他 軽浮に して 「時々 うそ をい ふ」 源 十、 矢 代 某に 世 

話 を 頼んで もらった 主計、 次に 竹 里に 狐の 渾名 をつ け 

られた 某で ある。 此等源 十 以下の 人々 は 皆 輙く考 ふ 

る ことが 出来ない。 

此年 十二月 十九 日に、 蘭 軒 は 阿部 正 精に 請 ふに 間 職 

に 就く こと を 以てし、 二十 五日に 奥 医師より 表 医師に 

遷 された。 「十二月 十九 日、 私儀 去 六月 下旬より 疝積 

其 上足 痛 相 煩 引 込罷在 候而、 急に 出勤 可 仕 体 無 御 坐 候 

に 付、 御機嫌 之 程 奉 恐 入 候、 依 之此上 之以御 慈悲、 御 

番勤 御免被 下、 尚又 保養 仕度 奉 願 候 所、 同月 廿 五日 此 

度 願 之 趣 無 拠 義被思 召、 御 表 医師 被 仰 付 候。」 これが 勤 


向 覚書の 記す る 所で ある。 

奥 医師より 表 医師に 遷るは 左遷で ある。 阿部 侯 は 蘭 

軒の 請に よって 已 むこと を 得ず して 裁可した。 しかし 

蘭 軒 を 遇する こと は 旧に 依って 渥かった ので ある。 翌 

年 元旦の 詩の 引に、 蘭 軒 はかう 書いて ゐる。 「乙 亥十 

二月 請 免 侍医。 即聴補 外 医。 藩 人 凡以病 免職 者。 俸 有 

減 制。 余 特有 恩命。 而免減 制 云。」 

また 

此 年の 募る、 に 至る まで、 蘭 軒 は 復詩を 作らな かつ 

た。 茶 山に は 数 首の 作が あって、 其 中に 古賀精 里に 寄 

ぢ よせき 

する 畳韻の 七 律 三 首 等が あり、 又 除 夕の 五 古が ある。 

二 堂蠟梅 気、 環 坐 到 天明」 は 後者 末 解の 二 句で ある。 


頼 氏の 此 年の 事 は、 春 水 遺稿の 干支の 下に 最も 簡明 

に 註せられ てゐ る。 「乙 亥 元 鼎 夭。 以孫元 協 代嗣。 君 

ゐき やう 

時 七十。」 夭した の は 春風 惟疆の 長子で、 養 はれて 春 水 

げんていしん ほ 

の 嗣子と なって ゐた権 次 郎元鼎 新甫で ある。 これに 代 

げんけ ふしょうちよ 

つたの は 山陽が 前 妻 御園 氏に 生ませた 余 一 元 協 承 緒、 

いつ あん 

号は聿 庵で ある。 春 水 は 病衰の 身で あるが、 其 病 は 小 

康の状 をな して ゐた。 除 夕 五 律の 五六に かう 云って あ 

る。 「奇薬 春 回 早。 虚名 棺闔 遅。」 

此年蘭 軒 は 年 三十 九、 妻 益 は 三十 三、 榛軒は 十二、 

常 三郎は 十一、 柏 軒 は 六つ、 長 は 二つ、 黒 田家に 仕へ 

て ゐる蘭 軒の 姉 幾 勢 は 四十 七で ある。 


その 八十 四 

文化 十三 年に は、 蘭 軒 は 新に 賜 はった 丸 山の 邸宅に 

また 

あって 平穏な 春を迎 へた。 表 医師に 転じ、 復 宿直の 順 

番に名 を 列す る こ ともなく、 心 やすくな つたこと であ 

らう。 「丙 子 元日 作。 朝賀 人声 侵 暁 寒。 病 夫 眠 寤日三 

竿。 常 慚難報 君恩 渥。 却 是強年 乞 散 官。」 題の 下に 自 

へ きゐ 

註して 甓痿の 事 を 言 ひ、 遷 任の 事 を 言って ゐ るが、 既 

に 引いて あるから 省く。 

茶 山 も 亦 同じ 歳 首の 詩に 同じ 間中の 趣 を 語って ゐる。 


年歯の 差は殆 三十 年を算 したので あるが、 足疾 のた め 

に 早く 老いた 伊沢の 感情 は、 将に 古稀に 達せむ とする 

菅の 感情と 相 近似す る こと を 得た ので ある。 「元日。 

彩画 屛前 碧澗 阿。 新 禧両歳 境 如何。 暁趨路 寝栄堪 恋。 

夜会 郷親興 亦 多。」 江戸に あ つて 阿部 侯に 謁した 前年と、 

神 辺に ある 今年と を 較べた ので ある。 

尋で蘭 軒に 「豆 日 草堂 集」 の 詩が あれば、 茶 山に 「人 

日 同 諸子 賦」 の 詩が ある。 わたくし は 此に蘭 軒の 五 律 

きん はう 

の 三 四 だけ を抄 する。 それ は 千金 方 を 講じた ことに 言 

及して ゐ るからで ある。 「恰迎 蘭 薫 客。 倶披 華表 経。」 

二月 十九 日に 広 島で 頼 春 水が 歿した。 年 七十 一 であ 


る。 前年の 暮 から 悪 候が 退いて、 春 水 自身 も 此の 如 

く 急に 世 を 辞す る こと をば 期せなかった らしい。 歳 首 

に 作った 五 絶 数 首の 中に、 「春風 病 将痊、 今年 七十 一、 

皇天 又 何 心、 馬齢 開 八秩」 と 云 ふの もあった。 山陽が 

三十 七 歳の 時の 事で ある。 茶 山に 「聞 千秋 訃」 の 作が 

ある。 「時 賢 相 継 北 邙麈。 知己 乾坤 余 一 人。 玉樹 今朝 

又 零落。 此身雖 在 有 誰 親。」 山陽が 「読 至此、 廃 巻 累日」 

と 云って ゐる。 

三月 十三 日に 蘭 軒 は 又 薬湯の 願を呈 して、 即刻 三 週 

の 暇 を 賜 はった。 文 は 例の 如くで あるから 省く。 病名 

は 「疝積 足 痛」 と 称して ある。 丙 子の 三月 は 小で あつ 


たから、 三 週の 賜暇 は 四月 四日に 終った。 勤 向 覚書 を 

おひね が ひ 

検す るに、 四月 六日に 二 週の 追 願が して ある。 此再 

度の 賜暇 は 十八 日に 終った。 覚書に は 十八 日より 引 込 

保養が 願って ある。 

わたくし は此 年の 事迹 を考 へて、 当時の 吏 風が 病 休 

中の 外遊 を 妨げなかった こと を 知った。 蘭 軒 は 三月 二 

きくたん 

十四日に 吉田 菊潭の 家の 詩 会に 赴いた。 「穀雨 前 一 日、 

与 木村駿 卿、 狩 谷 卿 雲、 及 諸 公、 同 集 菊 潭吉田 医官 堂、 

話 旧」 として 七 絶 二 首が ある。 其 一。 「書 堂 往昔 数 相陪。 

一 月 行 過 四十 回。 已是 三年 空 病 脚。 籃輿 今日 僅尋 来。」 

自註に 「往年 信 恬数詣 公夫 人。 試 計 至 一 月 四十 回 云」 


と 云って ある。 穀雨は 三月 二十 五日であった。 菊潭医 

官は 誰で あらう か。 わたくし は 未だ 確証 を 得ぬ が、 吉 

田仲禎 ではなから うかと おも ふ。 「仲 禎、 名祥、 号 長 達、 

東都 医官」 と 蘭 軒 雑記に 記して ある。 且 雑記に は享和 

中 掖斎長 達 の 二人が 蘭 軒 の 心 友であった こと を 言 ひ、 

一 面に は掖 斎と 蘭 軒と 他の 一 面に は 長 達と 蘭 軒と は 早 

く 相識って ゐて、 被 斎と 長 達と は享和 三年 二月 二十 九 

日に 至って 始て相 見た こと を 言って ある。 菊潭は 或は 

此人 ではなから うか。 しかし 当時 文化 十三 年の 武鑑に 

き じ 

は 雉子 橋の 吉田法 印、 本郷菊 坂の 吉田 長禎、 両国 若松 

町の 吉田快 庵、 お 玉が 池の 吉田秀 伯、 三番 町の 吉田貞 


順、 五番 町の 吉田策 庵が あるが、 吉田 仲禎が 無い。 或 

は 思 ふに 仲 禎は長 禎の族 か。 

蘭 軒 は足疾 はあって も、 心気 爽快で あつたと 見え、 

初夏より 引き続いて 出 遊す る ことが 頻 であった。 「会 

業 日、 苦 雨 新晴、 乃 廃業、 与 余 語 天 錫、 山本恭 庭、 木 

村 駿卿同 遊 石 浜 墨 陀諸村 途中 作、 時 服 部 負 約」 の 五 律 

五 首、 「首 夏 与 余 語 天 錫、 山本恭 庭、 木 村 駿卿同 集 石 田 

子 道 宅」 の 七 絶 三 首、 「初夏 過 太 田孟昌 宅」 の 七 絶 二 首、 

「再 過 太 田孟昌 宅、 与 余 語、 山 本 一 一 医官 及 木 村駿卿 同賦」 

の 七 律 一首 等が ある。 余 語、 木 村、 服 部、 石 田、 皆既 

てんせき  こ あん  あざな 

出の 人物で ある。 天 錫 は 恐く は觚 庵の 字で あらう。 


太 田 孟昌は 茶 山の 集中に 見えて ゐる。 文化 九 年 壬 申 

の 除夜に も、 文化 十一 年 甲 戌の 元旦に も、 孟昌は 神 辺 

に 於て 茶 山の 詩 会に 列って ゐて、 茶 山 は 「江 都 太田孟 

昌」 と 称して ゐる。 孟昌、 名 は 周、 通称 は 昌太郎 であ 

る。 父 名 は 経 方、 省いて 方と も 云 ふ。 字は叔 亀、 通称 

は 八郎、 全 斎と 号した。 阿部 家に 仕へ て 文政 十二 年 六 

月 七十 一歳に して 歿した。 孟昌は 家 を弟武 群、 通称 信 

助、 後 又 太郎に 譲って 分家した。 孟昌が 事 は 浜 野 知 三 

か はめち よく 

郎 さんが 阿部 家 所蔵の 太 田家 由緒 書と 川 目 直の 校註 韓 

詩 外伝 題言と に 拠って 考証した ものである。 山 本恭庭 

は 蘭 軒が 時に 「恭庭 公子」 とも 称して ゐる。 恐く は 永 


春 院の子 法眼 宗英 であらう か。 当時 小川 町 住の 奥 医師 

であった。 此夏病 蘭 軒 を 乗せた 「籃 輿」 は 頗る，^ 忙 し 

かった と 見える。 

その 八十 五 

此夏 文化 十三 年 夏の 詩 凡て 十四 首 を 読過して、 わた 

くし は 少し 句 を 摘んで 見る。 固よ リ 佳句 を 拾 ふので は 

無い。 稍 誇張の 嫌 は あるが、 歴史上に 意義 ある 句 を 取 

るので ある。 

浜 墨陀の 遊は謦 書の 業 を 廃して なした ので ある。 


「好 擲謦書 課。 政 謀携酒 行。」 蘭 軒 は 病中の 悶を 遣らむ 

がた めに 思 ひ 立った。 「連 歳沈痫 子。 微 吟足自 寛。」 当 

時 今 戸の 渡 舟 は 只 一 人の 船頭が 漕いで 往 反して ゐた。 

蘭 軒 は 其 人を識 つて ゐ たのに、 今 舟 を 行る もの は 別人 

であった。 「渡 口 呼 舟 至。 棹郎非 旧知。」 自註に 「墨 水 

津 人文 五、 与 余 旧 相識、 前年 已逝」 と 云って ある。 

石 田 梧堂の 詩 会で 主人に 贈った 作が ある。 「贈 子 道。 

駒 子 村 南 径路 斜。 碧 叢 連 圃棄駝 家。 柳 翁 別 有 栽培 術。 

常 発 文 園 錦 様 花。」 駒 込 村の 南の 細逕 で、 門 並 植木屋が 

あつたと 云 ふから、 梧堂 は 藪 下 辺に 住んで ゐ たので は 

なから うか。 わたくし は 今の 清大 園の 近所に 「石 田 巳 


之 介」 と 云 ふ 門札が 懸けて あった やう に 想像す る。 「壁 

上掛 茶山菅 先生 家 園 図 幅、 聊賦 一 律。 謾訪 王家 竹 里 館 _ 

偶 観 陶令園 中 図。 双槐影 映謦書 案。 六 柳 陰迎恣 酒徒。 

池 引 川 流 清 可 掬。 軒収 山色翠 将濡。 如 今 脚 疾君休 笑。 

真 境 曾遊 唯是 吾。」 座 上 まのあたり 黄葉 夕陽 村 舎 を 見 

たもの は 「唯是 吾」 である。 

太 田 孟昌の 家 をば 二度まで 蘭 軒が 訪 うた。 「初夏 過 

太 田孟昌 宅」 二 絶の 一。 「喬松 独立 十 余尋。 落々 臨 崖 

翠影 深。 下 有 陶然 高士 臥。 平生 相対 歳 寒心。」 次で 「再 

過 太 田孟昌 宅」 七 律に、 「籬連 僧寺 杉 陰老、 砌接山 崖 苔 

色 多」 の 一 聯が ある。 i に 臨み 寺に 隣して、 松の 大木 


が 立って ゐる。 「樹陰 泉 井 一 泓清」 の 句 も あるから、 松 

の 下に は 井 もあった。 いづれ 江戸の 下町で はない が、 

はっきり 何 所と も 定め 難い。 

五月 六日に 蘭 軒 は 阿部 家に 轎に 乗る 許 を 乞うた。 勤 

向 覚書に かう 云って ある。 「五月 六日、 足 痛 年月 を 重 

候 得 共 全快 之 程 不相見 候に 付、 御屋敷 内 又は 他所より 

急病人 等 申 越 候 はば 駕籠に て罷越 療治 仕 遣 度、 仲間 共 

一 統奉願 上 候 所、 同月 十三 日 無 拠 病 用 之 節 は 罷越可 申 

旨 被 仰 付 候。」 所謂 屋敷 内 は 丸 山 邸内で ある。 

六月 十 一 日に 蘭 軒が 妻 益の 姉 夫 飯 田 杏 庵が 歿した。 

杏 庵、 名 は 履 信で ある。 先 霊 名録に 従へば、 伊勢 国薦 


野の 人 黒 沢 退蔵の 子であった。 しかし 飯 田 氏 系譜に 従 

へば、 杏 庵 は 本 立 田 氏で ある。 父 は 信 濃 国 松 代の 城主 

真田 右 京大 夫 幸弘の 医官 立田玄 杏で、 杏 庵 は 其 四 男に 

生れた。 按ずる に 立 田 玄杏は 仮親で あらう か。 杏 庵 は 

蘭 軒の 外 舅 飯 田休菴 〔# 「休 菴」 は 「休 庵」 の 誤記 か U に 

養 はれて、 長女の 婿と なり、 飯 田 氏を嗣 いだ。 杏 庵の 

後 を 承け て 豊後国 岡の 城主 中 川 修理 大夫 久教に 仕へ た 

の は、 休甫信 謀で ある。 杏 庵 は 妻 飯 田 氏に 子が なかつ 

たので、 田 辺 玄樹の 弟 休甫を 養って 子と し、 蘆 沢 氏の 

ぢょ  いは ゆる とりこと リ よめ 

女を迎 へて これに 配した。 所謂 取 子取婦 である。 

秋に 入って から 勤 向 覚書に 二 件の 記事が ある。 一は 


蘭 軒が 神 田の 阿部 家 上屋敷へ も轎に 乗って 往 くこと を 

許された 事で ある。 一 は 蘭 軒が 医術 申 合 会頭の 職に 就 

いた 事で ある。 此職は 山 田 玄瑞と 云 ふ ものの 後 を 襲い 

だのであった。 「八月 七日、 下 宫三郎 右衛門 殿 療治 仕 

候に 付、 御上 屋敷 内 駕籠に て 出入 御免被 仰 付 候。 閏八 

月 十六 日、 医術 申 合 会頭 是迄山 田 玄瑞仕 来 候 所、 此度 

私え 相 譲 候 段 御 達 申 上 候。」 

此秋蘭 軒 は 始て釈 混 外 を 王子 金輪 寺に 訪 うた。 「余 

与 金輪 寺 混 外 上人 相 知 五六 年 於茲、 而以病 脚 在家、 未 

嘗 面謁、 丙 子 秋、 与 石 田 士道、 成 田 成 章、 太 田 農 人、 

皆川叔 茂同詣 寺、 得 初謁、 乃賦 一 律。 山 擎梵宫 渓繞山 _ 


桂 香 先認異 塵寰。 青松 凝 色 懸崖 畔。 白水 有声 奔石 間。 

自覚 罪 根 能 已滅。 漫扶 病脚此 相攀。 陶潜不 飲 遠 公 酔。 

蓮 社 本来 無 著 関。」 自註に、 「余病 来 止 酒、 而 上人 尤為 

大戸」 と 云って ある。 茶 山 は 更に、 「病 前 亦 不能 多 喫」 

と 添加して ゐる。 果して 然 らば 蘭 軒 は 生来の 下戸で、 

混 外 はこれ に反して 大いに 別 腸 を 具して ゐ たので あら 

う。 

その 八十 六 

蘭 軒 は 既に 云った 如くに、 文化 八 年の 頃より 混 外と 


まさ 

音信 を 通じて ゐて、 此年 十三 年の 秋 方に 纔に 王子 金輪 

寺を訪 うたので ある。 わたくし は此 五六 年間に 蘭 軒と 

混 外との 交が 漸く 親密に なって、 遂に 相 見る ことの 已 

むべ か らざ るに 至った やう に 推測す る。 此年 の 歳旦に 

混 外が 蘭 軒に 与へ た 小 束が ある。 「拙衲 は 第一、 其 外 

世界 困窮 仕 候 間、 元日 之 口号 誠に 御 一笑 奉 願 候。 丙午 

元旦 口号。 藁 索 疎 簾 松 竹 門。 家々 来 往祝三 元。 寒巌 

処々 猶冰 雪。 無復 人間 衣 裏 温。 北郊 貧 道 混 外 子。」 

かんどく  せつな ふ 

簡牘の 散文が 詩よりも 妙で ある。 拙 衲は第 一 、 其 外 世 

界 困窮の 数 語、 何等の 警抜 ぞ。 わたくし は 乙 亥の 冬 か 

ら丙 子の 春 へ 掛けて、 江戸 市中 不景気と 云 ふが 如き 記 


事 はない かとお もって、 武江 年表 を検 したが、 見当ら 

なかった。 此小柬 は 書 估 文 淵 堂 主人が 所蔵の 「花 天 月 

地」 と 題す る 巻 子 二 軸の 中に ある。 収 むる 所 は 皆 諸家 

の 蘭 軒榛軒 父子 等に 寄せた 書 牘詩筒 である。 

此年蘭 軒に 「歳晚 偶成」 の 作が ある。 「富 人 競 富殆将 

顚。 貧 子 憂 貧 亦 可憐。 有 食 有 衣 何 所 慕。 書中 楽 地 送 流 

年。」 菅茶 山に は 歳晩の 詩がなかった。 

此年 幕府の 蘭 方 医官 大槻磐 水が 六十 歳に なった ので、 

茶 山が 寿 詩 を 贈った。 詩 は 蘭人 短命と 云 ふ 処ょリ 立 意 

した ものであった。 「大 槻玄沢 六十 寿 言。 君不見 西洋 

諸国 奇術 多。 神 医往々 出 華柁。 又不見 紅毛 之 人乏老 寿。 


得 及 五十 比 彭祖。 我 聞 上古 淳樸 時。 人 無 貴賤 夭 札 稀。 

(中略。) 智巧原 来 非 天意。 纔 鑿七竅 渾沌 死。 先生 医学 

出 西洋。 自医医 人並 康強。 不亀手 方非異 薬。 運用 在 心 

人 誰 度。 吾 願 先生 寿 不騫。 益鍊其 術弘其 伝。 青藍 若 能 

播諸 域。 紅毛 亦得享 長年。」 然るに 磐 水 は 此篇を 得て 

喜ばなかった。 次の 年に 茶 山が 蘭 軒に 寄せた 書牘 に、 

蘭人の 事 を 言った 紙片が 添へ てあつた。 紙片 は 今 

饗庭篁 村さん の 蔵※ 〔# 「去 \ 升」、 7 巻- 177- 下 中に 

ある。 其 書 牘は文 淵 堂 蔵の 花 天 月 地中に 存 する ものが 

或は 是 であらう か。 書牘の 事は猶 後に 記さう とお も ふ。 

茶 山 はかう 云って ゐる。 「去年 カピタンが 携 来り 


し 妻 は 世に 稀なる 美人に て、 日本人が 見ても えならず 

見え、 両婢 ともに うつくし きこと 限な しと、 みな 人 申 

候。 此頃 絵す がた 来リ しに、 聞し にか はりて うつくし 

むすめ 

からず 候。 先 下女 はマタ ルスの 女 かと 見えて 鼠色 也。 

都下へ はさ だめて 似づら のよ きが 参 可 申と 存 さし 上不 

申 候。 去年 大槻 玄琢老 に寿詞 をた のまれ、 つくり 進 じ 

候処、 気に入 不申 候よ し、 わたくしが 蘭人 短命より 趣 

向いた し 候処、 短命 は 舟に のる 人ば かりにて、 本国 は 

長寿の よし 也。 吾 兄 長 崎に ひさし、 いかが や 覧。」 

欧洲 人 を 美なら ずと なし、 短命な リ となす 如き 菅氏 

の 観察 乃至 判断が、 大槻 氏に 喜ばれなかった の は怪む 


に 足らない。 美醜の 沙汰 は 姑く 置く。 欧洲 人の 平均 

命数の 延長した の は 十九 世紀 間の 事で ある。 文化 中の 

欧洲 人 は 短命と は 称し 難いまで も、 必ずしも 長寿で は 

なかった であらう。 欧洲 人 を 以て 智 巧に 偏す となした 

の は、 固よ リ錯 つて ゐた。 偏頗 は 彼の 心に 存せ ずして、 

我の 目に 存 して ゐた。 

此年 九月 六日に 池 田 錦 橋が 歿し、 十一月 二十 九日に 

小島 宝 素が 妻を娶 つた。 

その 八十 七 


まごむすめ 

池 田 錦 橋 は 後に 一 たび 蘭 軒の 孫 女 の 婿と なる 全 安 

の 祖父で ある。 錦 橋の 子が 京 水、 京 水の 子が 全 安で あ 

る。 此 故に わたくし は 今少しく 錦 橋の 事蹟 を 補 叙して 

さき 

置きたい。 その 補 叙と 云 ふ は、 前に 渋江抽 斎の 伝 を 草 

した 時、 既に 一 たび 錦 橋を插 叙した ことがあ るからで 

ある。 

錦 橋 は始て 公認 せられた 痘 科の 医で ある。 本 生 田 氏、 

周 防 国玖珂 郡通津 浦の 人で ある。 明の 遺 民 戴 笠、 字 

まんこう 

は曼 公が 国 を 去って 長 崎に 来リ、 後 暫く 岩 国に 寓 した 

時、 錦 橋の 曾祖父 嵩 山が 笠を師 として 痘科を 受けた。 

錦 橋 は 宝 暦 十二 年に 広 島に 徒り、 安永 六 年に 大 坂に 


徒り、 寛 政 四 年に 京都に 上り、 八 年に 徳川家 斉の聘 を 

受け、 九 年に 江戸に 入った。 

錦 橋 は 初め 京 水 を 以て 嗣子と なして ゐて、 後に これ 

を 廃し、 門人 村 岡 善次郎 をして 家 を 襲が しめた。 京 水 

は 分家して 町医者と なった。 

錦 橋と 其 末裔との 事に は 許 多の 疑問が ある。 疑問 は 

いんめつ 

史料の 湮滅した るより 生ずる ので ある。 わたくし は抽 

斎 伝 中に 池 田 氏の 事 を 叙す るに 当って、 下の 史料 を 引 

用す る こと を 得た。 一、 二世 池 田 瑞仙直 卿の 撰んだ 

錦 橋の 行状。 直 卿 は 即村岡 善次郎 である。 瑞仙は 錦 橋 

の 通称で、 後 これ を 世襲した。 二、 池 田 氏 過去 帖。 こ 


れは 三世 池 田 瑞仙直 温の 自筆 本で、 池 田 氏の 菩提 所 

向島 嶺松 寺に 納めて あった ものである。 わたくし は 向 

島 弘福寺 主に 請うて 借閲 し、 副本 を 作って 置いた。 三、 

富士川 氏の 手帳 並 日本 医学史。 手帳 は 富士川 游 さんが 

嶺松 寺の 墓誌銘に 就いて 抄録した ものである。 日本 医 

学史 には此 抄録が 用ゐて ある。 

以上の 史料の 載す る 所 は 頗る 不完全であった。 それ 

ゆ ゑ わたくし は嶺松 寺の 墓石の 行方 を 捜索した。 墓誌 

の 全文 を 見む がた めで ある。 しかし それ は 徒労に 帰し 

た。 嶺松 寺の 廃 寺と なる に 当って、 墓石 は 処分せられ 

た。 此 墓石の 処分と いふ こと は、 明治 以後 盛に 東京 府 


下に 行れ、 今に 至って 猶熄 むこと なく、 金石文 字 は 日々 

湮滅して 行く ので ある。 わたくしに 此 重大なる 事実 を 

知る 機会 を 与へ たもの は、 彼 捜索で ある。 

抽斎伝 を 草し 畢 つた 後、 わたくし は 池 田 宗家の 末裔 

と 相識る こと を 得た。 三世 瑞仙直 温 は 明治 八 年に 歿し、 

むすめけ い 

直 温の 妻 窪 田 清 三 郎の女 啓が 後 を 襲いだ。 これが 瑞 

仙の 家の 第 四 世 池 田 啓で ある。 啓の 後 は 啓の 仲兄 笠 原 

鐘三郎 の 子 鑑三郎 が 襲いだ。 これが 瑞 仙の 家の 第五 

世 池 田 鑑三郎 さんで ある。 

或 日 鑑三郎 は 現住所 福 島巿大 町から 上京して、 

再従兄 窪 田 寛さん と共に わたくしの 家を訪 うた。 啓 


の 父 清 三郎の 子が 主 水、 主 水の 子が 即 寛で、 現に 

したやな かかち まち 

下 谷 仲徒士 町に 住して ゐる。 

わたくし は 鑑三郎 に 問うて、 池 田 宗家 累世の 墓が 儼 

存 して ゐる こと を 知った。 嶺松 寺が 廃 寺と なった 後、 

明治 三十 年に 鑑三郎 は 合 墓 を 谷 中 墓地に 建てた。 合 墓 

に は 七 人の 戒名が 刻して ある。 養 真院殿 元活瑞 仙大居 

士は 初代 瑞仙錦 橋で ある。 芳松院 殿 縁 峰 貞操 大姉は 錦 

橋の 妻菱谷 氏で ある。 善勝院 殿霧渓 瑞翁大 居士 は 二世 

瑞仙直 卿で ある。 秋 林 浄桂大 姉 は 直 卿の 妾で ある。 養 

寿 院殿本 如 瑞仙大 居士 は 三世 瑞仙直 温で ある。 保寿院 

殿 浄如貞 松 大姉は 直 温の 妻に して 瑞 仙の 家 第 四 世の 女 


主 啓、 窪 田 氏で ある。 以上の 六諡は 正面に 彫って ある。 

梅 嶽真英 童子 は 直 温の 子洪之 助で ある。 此ー 諡 だけ は 

左側 面に 彫って ある。 

改葬に は 二つの 方法が ある。 古 墓石 を 有形の 儘に 移 

す こと も あり、 又 別に 合 墓 を 立つ る こと も ある。 森 

き *s ん 

枳園 一 族の 墓が 目白より 池 袋に 遷 された 如き は 前 法の 

例と すべく、 池 田 宗家の 墓が 向島より 谷 中に 遷 された 

如き は 後 法の 例と すべきで ある。 彼の 此に 優る こと は 

ま 

論を須 たぬ が、 事 は 地積に 関し 費用に 関する から、 已 

む を 得ず して 後 法に 従 ふこと も ある 害で ある。 わたく 

し は 池 田 宗家の 諸 墓が 全く 痕跡な きに 至らなかった の 


を 喜ぶ と 同時に、 其 墓 誌銘 の 佚 亡 を 借んで 己まぬ ので 

ある。 

池 田 宗家の 墓が 谷 中に 徒され た 時、 分家 京 水の 一 族 

の 墓 は 廃絶して しまった らしい。 

その 八十 八 

池 田 氏 宗家の 末裔 鑑三郎 さん は、 独り わたくしに 宗 

家の 墓の 現在地 を教 へたの みで はない。 又 わたくしに 

重要なる 史料 を※ 〔# 「目+ 示」、 7 巻- 180- 下 した。 

かみ  ちょくけ い 

わたくし は 上に 云った 如く、 直 卿 の 撰んだ 錦 橋の 行状、 


直 温の 撰んだ 過去 帖、 富士川 氏の 記載、 以上 三つの も 

の を 使用す る こと を 得た に 過ぎなかった。 然るに わた 

くし は 鑑三郎 と 相識る に 至って、 窪 田 寛さん の 所蔵 

の 池 田 氏 系図 並に 先祖 書 を 借る こと を 得た。 これが 新 

に 加 はった 第 四の 材料で ある。 

わたくし は此新 史料 を 獲て、 最初に 京 水 廃嫡の 顛末 

を検 した。 先祖 書に 云く。 「善 卿 総領 池 田 瑞英善 直、 

母 は 家 女、 病気に 而末々 御 奉公 可 相 勤 体 無 御座 候に 付、 

総領 除 奉 願 候処、 享和三 亥年 八月 十二 日 願 之 通 被 仰 付 

候。 然る 処年を 経 追々 丈夫に 罷成 医業 出精 仕 候に 付、 

文政 三 辰年 三月 療治 為 修行 別宅 為 致 度 段 奉 顧 候処、 願 


之 通 被 仰 付 別宅 仕罷在 候処、 天 保 七 申年 十 一 月 十四日 

病死 仕 候。」 

あざな 

善 卿 は 初代 瑞 仙の 字 である。 先祖 書に は 何故か 知 

ら ぬが、 世々 字 を 以て 名乗と して ある。 瑞英善 直の 京 

水た る こと は、 過去 帖の宗 経 軒 京 水瑞英 居士と 歿 年月 

日 を 同じく して ゐ るの を 見れば 明で ある。 

是に 由って 観れば、 錦 橋 行状の 庶子 善 直が 即京 水で 

あった こと は、 復疑 ふべ からざる ことと なった。 行状 

に 云く。 「君 (錦 橋) 在于 京師 時。 娶佐井 氏。 而無 子。 

嘗游 于藝華 時、 妾挙 一男 二 女。 男 曰 善 直。 多病 不能 継 

業。 二 女 皆 夭。」 


京 水 は 錦 橋の 庶子であった。 先祖 書の 文が 行状の 文 

と殆 全く 相符 して ゐて、 唯 先祖 書に 「母 は 家 女」 と 書 

して あるの は、 公辺に 向っての 矯飾であった だら う。 

そして 直 卿 は 行状 を 撰ぶ に 当って、 信 を 後世に 伝へ む 

がた めに、 此 矯飾 を 除き 去った ので あらう。 

現存す る 所の 先祖 書 は、 元 治 元年に 三世 瑞仙直 温の 

官府に 呈し たもので ある。 しかし 其 記事 は 先々 代 乃至 

かきあげ 

先代の 書 上と 一致せ しめざる こと を 得ない。 他家の 書 

上の 例を考 ふるに、 若し これ を 変 易 するとき は、 一 々 

拠る ところ を 註せ なくて はならない。 此 故に 直 温の 文 

中 錦 橋の 履歴 は 錦 橋の 自 撰と 看 故す こと を 得べ く、 又 


霧 渓直卿 の 履歴 は 霧 渓の自 撰と 看做す こと を 得べき で 

ある。 

官府に 上 る 先祖 書に は、 錦 橋 は 京 水 を 以て 実子と 

なした。 霧 渓も亦 京 水 を 以て 養父 錦 橋の 実子と なした。 

但霧渓 は 養父 の 行状 を 撰ぶ に 当って、 京 水の 嫡出に あ 

ら ざる こと を 言明した に過ぎない。 要するに 一 一世 瑞仙 

霧渓の 時に 至る まで は、 京 水が 錦 橋の 実子た る ことに 

異議 を 挾 む ものはなかった ので ある。 

降って 三世 瑞仙直 温の 時に 及んで、 始て 異説が 筆に 

上せられた。 それ は 過去 帖の 「宗経 軒 京 水瑞英 居士、 

五十 一 歳、 初代 瑞仙 長男、 実 玄俊信 卿 男、 天 保 七 丙 申 


十一月 十四日」 とい ふ 文で ある。 然 らば 京 水の 実父 玄 

俊と は 何人 ぞ。 同じ 過去 帖に 云く。 「憐 山院粛 徳玄俊 

居士、 信 卿、 瑞仙 弟、 京 水 父、 同 (寛 政) 九 丁 巳 八月 

二日、 寺 町 宗仙寺 墓 あり、 六十 歳。 光嶽林 明大 姉、 同 

人妻、 京 水母、 宇 野 氏、 天明 六 丙午、 三十 六 歳。」 即ち 

京 水 を 以て 錦 橋の 弟 玄俊信 卿の 子、 宇 野 氏の 出と な 

すので ある。 

わたくし は此 より 進んで 議論す る こと を 欲せない。 

言 ふところの 臆測に 墜ち むこと を 恐る、 からで ある。 

しばら 

わたくしの 京 水 研究 は 且く此 に 停止す る。 今 わたく 

しの 知り 得た 所 を 約 記 すれば 下の 如き 文と なる。 


「池 田 京 水、 初の 名 は 善 直、 後名 は※ 〔# 「大 \ 淵」、 7 

巻- 182- 下 .n、 字 は 河 澄、 瑞英と 称す。 父 は 錦 橋 独 美 

善 卿、 母 は 錦 橋の 側室 某氏な リ。 天明 六 年 大坂西 堀江 

隆平橋 南の 家に 生る。 享和 三年 八月 十二 日 十八 歳に し 

て 廃嫡 せらる。 文政 三年 三月 三十 五 歳に して 分家す。 

天 保 七 年 十 一 月 十四日 病 残す。 年 五十 一 。 一 説に 京 水 

は 錦 橋の 弟 玄俊信 卿の 子な り。 母 は 宇 野 氏。 錦 橋に 養 

はれて 嗣子と なり、 後 廃 せらる。」 

その 八十 九 


わたくし は此年 文化 十三 年に 池 田 錦 橋の 残した こと 

を 書く 次に、 曾て 池 田 氏の 事蹟 を 探 討した 経過 を 語 

つた。 既に 先祖 書 を 得た 今、 わたくし は 未だ これ を 得 

なかった 昔に 比 ぶれば、 暗中に 一 穂の 火 を 点し 得た 心 

あまた 

地が して ゐる。 しかし 許 多の 疑問 はな かく 解決す る 

に 至らない。 前に 挙げた 京 水 出自の 事の 如き は 其 一 で 

ある。 

錦 橋は此 年に 歿した。 しかし その 歿した 時の 年齢が 

不明で ある。 わたくし は 渋江抽 斎の 伝に 於て、 霧渓所 

撰の 錦 橋 行状に 年齢の 齟齬 を 見る こと を 言った。 そし 

て 生年よ リ順算 して 推定 を 下さう とした。 今 先祖 書 を 


得た 上 はこれ を覆竅 して 見なくて はならない。 

行状 を 見る に、 錦 橋 は 「以享 保 乙 卯 五月 一 一十 二日 生」 

として ある。 享保 二十 年 錦 橋 生れて 一歳と なる。 次に 

「宝 暦 壬 午 春、 携 母遊于 安藝 厳 島、 時 年 二十 八」 として 

ある。 宝 暦 十二 年 二十 八 歳と なる。 次に 「安永 丁酉 冬、 

(中略) 抵于 浪華、 (中略) 年 四十」 として ある。 安永 

六 年 四十 三 歳で あるべき に、 四十 歳と 書して ある。 齟 

齬は此 辺より 始まる。 次に 「寛 政 壬 子 秋、 游于 京師、 

(中略) 年 五十 五」 として ある。 寛 政 四 年 五十八 歳で あ 

るべき に、 五十 五 歳と 書して ある。 次に 「丁 巳 正月 来 

于 東都、 年 六十 四」 として ある。 寛 政 九 年 六十 三 歳で 


あるべき に、 六十 四 歳と 書して ある。 最後に 「文化 丙 

子 九月 六日 病卒、 享年 八十 有 三」 として ある。 文化 十 

三年 八十 一 一歳で あるべき に、 八十 三 歳と 書して ある。 

要する に 安永 中よ リ寛政 の 初に 至る 間 三 歳 を 減じ、 寛 

政の 末より 一 歳 を 加へ、 遂に 歿 年に 一 歳 を 加 ふるに 至 

つたので ある。 そこで わたくし は 幹 枝と 年歯との 符合 

する もの を 重視し、 生年に 本づ いて 順算 する こと、 し 

た。 即ち 歿年は 八十 三に あらず して 八十 二と なる ので 

ある。 

然 らば 直 温 所 撰の 過去 帖は 奈何。 過去 帖は錦 橋の 父 

よは ひ つぶさ 

母 妻子の 齢 を 具に 載せながら、 独り 錦 橋の 齢 を 載せ 


ない。 直 温 は 夙く 旧記の 矛盾に 心 付いた ので、 疑 はし 

きを 闕 いで 置いた ので はなから うか。 

新に 得た る 直 温 所 撰の 先祖 書 は 奈何。 先祖 書に は、 

年次 若く は 干支と 年齢と を 併せ 載せた 処が 僅に 二箇所 

あるの みで ある。 「八 歳 之 時 父 (錦 橋 父) 正 明 病死 仕 候」 

と 云 ひ、 「池 田 杏仙 正 明、 寛 保 二 戌年 正月 十六 日 病死」 

と 云 ふの がー つで ある。 「同年 (文化 十三 子年) 十月 晦 

日 病死 仕 候、 年 八十 三 歳」 と 云 ふの が 二つで ある。 残 

した 月日の 行状と 異 つて ゐ るの は、 官府に 呈 する 文書 

に は 届出の 月日 を 記した ためで あらう。 

唯 二箇所で ある。 而 して 年次 若く は 干支と 年齢との 


齟齬 は、 その 二つの ものの 間に さへ 存 して ゐる。 これ 

は 直 卿 撰の 行状に 影響した 或 物が、 早く 善 卿 撰の 先祖 

書に 影響し、 延 いて 直 温 撰の 先祖 書に も 及んだ ので あ 

らう。 先祖 書の 寛 保 一 一年 錦 橋 八 歳 は 享保ー 一十 年 乙 卯 生 

に 符合して ゐる。 これが 安永 前の 記事で ある。 文化 十 

三年 八十 三 歳 は 生年より 推算して 一 歳の 過多 を 見る。 

これが 安永 以後の 記事で ある。 先祖 書 を 受理す る 幕府 

刀筆の吏 も、 一 々年次と 年齢と を 験す るた めに 算盤 を 

弾き はしなかった と 見える。 

以上 記す る 所に 就いて 考 ふるに、 錦 橋が 年齢の 牴牾 

は、 どうも 錦 橋 自己より 出で てゐ るら しい。 錦 橋 は 江 


つね  よは ひ 

戸に 来た 比から、 毎に 其 齢に 一 歳 を 加へ て 人に 告げた。 

それが 自ら 作った 先祖 書に 上り、 養子 霧渓の 撰んだ 行 

状に も 入った ので あらう。 

その 九十 

わたくし は 池 田 錦 橋の 死 を 語り、 又 錦 橋 並に 其 一族 

の 事蹟に 幾多 未解決の 疑問の ある こと を も 言った。 そ 

の 主なる もの は 錦 橋の 年齢、 其 廃嫡 子 京 水の 出自 等で 

ある。 

錦 橋の 末裔 鑑三郎 さんと 姻戚 窪 田 寛さん との、 わた 


くしに 借覧 を 許した 先祖 書 は、 此 家の 事を徴 する に 足 

る 重要 文書た る こと は 勿論で ある。 しかし わたくし は 

此に 由って 一 の 難路 を 通過した 後、 又 前面に 一 の 難路 

の 横 はって ゐ るの を 望見す るが 如き 感を なして ゐる。 

向島 嶺松 寺の 池 田 氏の 諸 墓に は、 誌銘が 刻して あつ 

たさう である。 推す るに 錦 橋の 墓誌 は今存 する 所の 行 

状と 大差な からう。 これに 反して わたくしの 切に 見む 

こと を 願 ふ もの は 京 水の 墓誌で ある。 曾て 富士川 游さ 

んは其 一部 を抄 写した が、 わたくし は 其 全文 を 見む こ 

と を 欲する。 且 何人が 撰んだ か を 知らむ こと を 欲する- 

然るに 其 碑 碼は今 亡くなって しまったの である。 


錦 橋の 墓 は嶺松 寺に あった ものが 既に 滅びても、 其 

名 は 鑑三郎 の 建てた 合 墓に 刻まれて ゐる。 又黄蘗 山に 

も 墓碑 を存 して ゐる さう である。 疇 昔の 日 無名氏が あ 

つて、 わたくしに 門 司 新報の 切 抜 を 寄せて くれた。 文 

は 何人の 草す る 所なる を 知らぬ が、 想 ふに 檗山紀 勝の 

一 節で あらう。 「独立の 塔に 隣り て 池 田 錦 橋の 墓 あり。 

この 人 は 別に 檗 山に 関係 ある ものに あらね ど、 氏の 祖 

父 は 周 防 国砍珂 郡通津 浦の 人に して、 岩 国に 於て 独立 

に 就いて 痘 科の 秘訣 を 伝へ て 家学と し、 氏に 至りて 幕 

府の 医官たり。 独立 化 後 その 塔 は 多分 氏の 建立せ しも 

げんし  ぶんあん 

のなら む。 氏の 墓 は 門人 近藤玄 之、 佐 井 聞 庵、 竹 中 


文 輔の同 建に かかる。 氏の 門人 録 によれば、 近 藤 は 下 

総の 人に して、 佐 井 竹 中の 両氏 は録 中に その 名 を 見ず、 

晩年の 門人なら むと おも はる。」 檗山錦 橋の 碑に は、 建 

立 者 三人の 氏名 を 除いて は、 何も 彫って ない ので あら 

うか。 わたくし は それが 知りたい。 わたくし は此 記の 

誰が 手に 成れる か を 知らぬ が、 其 人 は 既に 錦 橋の 門人 

録を閲 して ゐる。 贄を 執る ものに 血判せ しめた 錦 橋の 

門人 録は、 或は 珍奇なる 文書で はなから うか。 其 人 は 

或は 池 田 氏の 事に 精し い 人で はなから うか。 

嶺松寺 の 廃せられ た 後、 遺迹の 全く 亡びた の は 京 水 

である。 わたくし は 最も 京 水の 墓の 処分せられ、 其 誌 


銘の佚 亡に 至った こと を惜 む。 

爰に吉 永 卯三郎 さんと 云 ふ 人が ある。 わたくしに 書 

を 寄せて かう 云 ふこと を 報じて くれた。 「嶺松 寺 及 池 

田 氏 墓誌銘 は 江戸 黄蘗禅 剎記卷 第五に 記載 有 之 候。 右 

書 は 帝国 図書館に 所蔵 有 之 候。 其方 差 支 有 之 候 はば、 

小生 も 一 本 を 持 居候。 池 田 錦 橋 氏の 墓 は 山城 宇治 黄蘗 

山 万 松 岡 独立 墓の 側に も 一 基 有 之 候。」 想 ふに 禅剎記 

に は 必ず 錦 橋 の 墓 誌が 載せて あるで あらう。 若し 京 水 

の もの も 併せ 載せて あったなら、 それ は 予期せ ざる 幸 

たま/、 

であらう。 若し 富士川 氏の 手抄に 偶 一 節 を 保存 せら 

れた 文の 全篇が 載せて あったなら、 それ は 予期せ ざる 


幸で あらう。 

わたくし は 蔵書の 乏しい 癖に、 図書館に は 疎遠で あ 

る。 吉永 氏の 書 を 得た 後、 未だ 一 訪す るに 及ばない。 

識る 所の 書 估の 云 ふ を 聞く に、 江戸 黄 蘗禅剎 記 は, 謂 

珍本 ださう である。 買 ひ 求む る こと はむ づか しさう で 

ある。 或は わたくし も早晚 遂に 図書館に 趨ら ざる こと 

を 得ぬ かも 知れない。 

その 九十 一 

小島 春 庵 尚 質が 初て 妻を娶 つたの も、 此年 文化 十三 


年 十 一 月 二十 九日で ある。 春 庵 尚 質 は 春 庵 根 一 の 子で、 

所謂 宝 素で ある。 長 井 金 風さん の 言に 拠れば、 曾て 

やう じ やう ぜん  たいそけ い 

楊 上 善の 大素経 を 獲て、 自ら 宝 素と 号した の ださう 

リ やうた くよ みす むすめ 

である。 尚 質の 母 は 蘭学 者 前 野 良 沢 憙 の 女 である。 

憙 は 老後 根 岸の 隠 宅から 小島の 家に 引き取られて 終つ 

た。 尚 質の 初の 妻 は 山 本 宗英の 女で ある。 春 祈 を 生ん 

だの は此 女で はない。 此 女の 歿した 後に 来た 後妻で あ 

る。 

此年蘭 軒 は 四十 歳、 妻 益 は 三十 四 歳、 子女 は 榛軒十 

三 歳、 常三郎 十二 歳、 柏 軒 七 歳、 長 三 歳であった。 

文化 十四 年に は 蘭 軒が 「丁 丑 新 歳 作」 と 題す る 七 律 


を 遺して ゐる。 「君恩 未 報 抱 沉癎。 暖飽逸 居 頭 稍※ 〔# 

「白+ 番」、 7 巻- 186- 下ゼ r 梅 発 暄風香 戸牖。 靄 含 春色 

澹山 阿。 好 文化 遍家 吟誦。 奏雅 声調 人暢 和。 新 歳不登 

公館 去。 椒樽 相対 ー酣 歌。」  一 二 七の 三 句が あって 病 

蘭 軒の 詩た るに 負かない。 「頭 稍※ 〔# 「白 + 番」、 7 巻 

-187- 上 七〕」 は 恐く は 実 を 記した もので あらう。 頸聯に 

は 自註が ある。 「註 云。 我 公 好学 多年。 群臣 亦大 化。 

他 諸侯 之 国。 如 我 藩 者 絶 少矣。 去年 来 公 又以暇 日。 時 

或 習 古楽。 有 侍臣 数人 亦 学 之 者。 邸 中※ 〔# 「瓜 +炮の 

つくり」、 7 巻- 187- 上. i 竹 之 声。 頗使人 融雍。 故 五六 及 

まさ さよ 

之。」 阿部 侯 正 精 は 丙 子の 年から 雅楽 を 習 ひ はじめた 


と 見える。 

菅茶山 は此年 正月 一 一十 一 日に 蘭 軒に 与 ふる 書 を 作つ 

た。 此書も 亦 饗庭篁 村さん の 蔵 儲 中に ある。 

「新禧 弥 御 安祥 御 迎可被 成 遙賀仕 候。 晋 帥病懶 依然 

御 放念 可 被 下 候。 去年 下 宫大夫 臥 病の 節 は 御上 屋敷 迄 

も 御 出 之 由、 忙程之 事 出来 候へば 大慶 也。 追々 脚力 も 

復し可 申 やと 奉存 候。 只 私が ごとくよりに よりたる 年 

浪は立 帰る 期な し。 御 憐察可 被 下 候。」 

ふるす だれ 

「扨 津軽屋 へ 約束いた し 候 院之荘 之 古 簾、 旧冬 や 

う/^ と 得 候 故、 船 廻し に而進 候。 御 届 可 被 下 候。 

それがし 

後醍醐 帝 御旅館 某 が 家に、 今 簾 を かけ 候。 これ は須 


あんざいしょ 

磨な どに 行 在処の 跡と てかけ 候 を 見 及た る や。 即備後 

さくし うつやまよ リ  ぱかリ 

三 郎が詩 を 題せ し 所 也。 作 州 津山四 五 里 許 有 之 所の 

よし、 院之荘 は 其 地名 也。 これ は 十四 年 前 備前之 人 を 

頼 置 候。 度々 催促 すれ ども 得が たしく と申而 居候 故、 

もはや くれぬ 事 かと 思 切ゐ申 候処、 去 冬 忽然と 寄 来 候。 

作 州より 三十 里 川 舟に て 岡 山へ 参、 夫より 洋舟 にて 三 

十 里、 児 島 を 廻る 故 遠し、 笠 岡て ふ 所へ 参、 そこより 

三 里 私宅へ 参 候へば、 物 は 軽く 候へ ども、 世話 は 世話 

也。 銭 は 一 文 も いらず 候。 此 世話 計 を かの 十符の 

菅菰之 礼と 被 仰 可 被 下 候。」 

「扨 巿野 など 不相替 会合 可 有 之 遙想仕 候。 梧堂 はいか 


が。 杳然 せう そこなし。 其 外存候 人へ 御 致 声 宜奉願 上 

候。 別而 御内 政 様お さよ どのへ 御 祝詞 奉 願 上 候。 此次 

状 多した ため 腕 疲候而 やめ 申 候。 春寒 御 自玉 可 被 成 候。 

くわん たいち ゆうしんす ゐ 

恐惶 謹言。 正月 廿 一日。 菅 太中晋 帥。 伊沢 辞 安 様。 

去年 詩 画 騒動 之 詩、 尺牘 とも 見 申 候。 番付 未 参 候、 あ 

らば 御 こし 可 被 下 候。 詩 御 一笑 可 被 下 候。 うつさせて 

梧堂へ 御 見せ 可 被 下 候。」 

「尚々 卿 雲へ こたび 書状な し。 宜御申 可 被 下 候。 た 

いは ゆる 

びく 問屋の やう 御 頼、 所謂 口銭 もな し。 御 面倒 奉 察 


その 九十 一 一 

此丁丑正月の菅茶山の書に所謂「下宮大夫臥病ヒ1^々 

は、 前に 引いた 勤 向 覚書に 見えて ゐる 往診の 事で ある _ 

大夫 下宫、 通称 は三郎 右衛門、 神 田に ある 阿部 家の 上 

屋敷に ゐて 病に 罹った ので、 蘭 軒 は 丸 山の 中 屋敷から 

往診した。 此 機会に 蘭 軒 は轎に 乗って 上屋敷に 出入す 

る 許可 を 受けた ので ある。 

院之荘 の 簾 の 事 は 興 ある 逸話で ある。 狩 谷 掖斎は 

茶 山に 十符の 菅薦を 贈った。 茶 山 は 其 報 t に 院之荘 の 

簾 を 遺る こと を 約した。 それ を 遷延して 果 さなかった 


のに、 今やう く 求め 得て 送った ので ある。 

なにごと 

「去年 詩 画 騒動」 と は 底 事 か 未だ 考 へない。 当時 寛 斎、 

天 民、 五山、 柳 湾の 詩、 文晃、 抱 一、 南嶺、 雪 旦の画 

等が 並び 行 はれて ゐ たので、 「番 附」 などが 出来、 其 序 

次が 公平でなかった ために 騒動が 起った とで も 云 ふ 事 

かんさい 

か。 「詩 尺牘 とも」 見た と、 茶 山 は 云って ゐ るが、 ※斎 

〔# 「くさかんむり \ 姦」、 7 巻- 188- 下^〕 詩集に は それ か 

と 思 はるる 詩 も 見えな い。 

慣例の コ ンプ リマン は 簾 を 得て 書 を 得ざる 掖斎、 茶 

山の 詩 を 見せても らふ 石 田 梧堂の 外、 蘭 軒の 妻妾に 宛 

てて ある。 


蘭 軒の 集中に は此年 元旦の 作の 後に、 春季の 詩 七 首 

が ある。 此に その 作者の 出入 起居 を 窺 ふべき もの を 摘 

取す る ことと する。 蘭 軒の 例と して 催す 「豆 日 草堂 集」 

は、 恰も好し、 雪の 新に 霽れた 日であった。 「竹 裏 数 

声 黄鳥 啼。 漫呼 杖屨到 幽棲。 恰忻春 雪 朝来 霽。 麗日暄 

風晞路 泥。」 又 「春 日即 事」 の 詩に 「春 困 奈斯睡 味 加、 

筑炉薩 罐煮芳 芽」 の 句が ある。 筑炉の 下に は 「家 姉 之 

所 贈」 と 註し、 薩罐の 下に は 「家兄 之 所 贈」 と 註して 

ある。 家 姉の 幾 勢た る は 論な く、 家兄 は 蘭 軒の 宗家 伊 

沢 信 美 を 呼ぶ 語であった ことが、 此に 由って 考 へられ 

る。 菅茶 山が 「麻布 令兄」 と 書した 所以で あらう。 此 


春 蘭 軒 は轎に 乗って 上野の 花 を も 見に 住った。 「東 敷 

山 看 花」 の 絶句に、 「劉 郎不復 曾遊 態、 扶病漫 追芳候 来」 

の 句が ある。 

長 崎に 真 野 遜 斎と 云 ふ ものが あって、 六十の 寿 筵が 

開かれた のも此 春で ある。 蘭 軒の 「遙寿 長 崎 遜 斎 真 野 

翁 六十」 の 詩に、 「囊中 碧籙伝 三世、 局 裏金 丹 恵 衆 民」 

の頷聯 があって、 其 下に 「老人 為 施薬 所 主 司」 と 註し 

て ある。 

僧 混 外が 蘭 軒に 芭蕉 を 贈った のも此 春で ある。 「清 

音 閣主混 外 上人 見 贈 芭蕉 数 根、 賦謝」 として 七 絶が あ 

る。 「懐 師方外 辱 交情。 寄贈 芭蕉 数 本 清。 従此 孤吟 風 


雨 夕。 応思 香閣聴 渓声。」 宥快は 居る 所の 室 を 清音 閣 

と 云って、 其 清音 は 滝の 川の 水 声 を 謂った ものと 見え 

る。 

きしん 

其 他此春 少壮 官医 中に 蘭 軒 の 規箴を 受けた も のが あ 

るら しい。 わたくし は 「戯呈 山 本萊園 小島 尚古 二 公子」 

の 詩 を 読んで 是の 如くに 解す る。 「方 怕芳縁 相 結 得、 

鮮 花香 裡 不帰 来」 は、 戯 と 称すと 雖も、 実は 規 であ 

らう。 

萊 園の 誰なる か は、 わたくし は 知らない。 或は 法眼 

宗英の 家の 子弟で はなから うか。 尚古 も 亦 未詳で ある。 

海 保 漁村の 経籍訪 古志の 序に、 小島 宝 素の 事 を 謂って、 


「宝 素 小島 君 学 古」 となして ある。 尚 質の 字 は 学 古と 

も 尚古と も 云った ので はなから うか。 尚 質 は此年 二十 

一 歳であった。 

わたくし は 只 蘭 軒が 何故に 菅茶 山の ために 寿 詞を作 

ら なかつ たかを 怪む。 茶 山の 七十の 寿 筵が 其 誕辰に 開 

かれた とすると、 此年 二月 二日であった 害で ある。 寛 

延 元年 二月 二日に 菅波 喜太郎 として 生れた からで ある。 

その 九十 三 

菅茶 山の 七十の 誕辰 は、 行状に 「十四 年 (文化) 丁 


丑、 先生 年 七十、 賜金 寿 之」 と 書して ある。 阿部 家 か 

ら金を 賜 はった ことで ある。 其 日の 七 律の 七 八に r 展 

観 寿 頌堆牀 上、 且喜諸 公 未 我捐」 と 云って ある。 詩集 

の 載す る 所の み を 以てしても、 楽 翁 白 川 老侯は 「寿 歌 

寿 杯」 を 賜 はった。 谷 文晁は 「磘機 跪 餌 図」 を 作って 

贈った。 茶 山 も 幸に して 病に 悩され ずに、 快く 辰 を 

挙げたと 見える。 「不知 身上 残 齢 減。 猶且欣 々把 寿 

盾。」 前に も 云った やうに、 わたくし は 蘭 軒の 寿 詞の闕 

けて ゐ るの を憾 とする。 

茶 山の 家で は 夏に 入って から 後 も、 祝賀の 余波が 未 

だ 絶えなかった。 「誕辰 後 諸君 持 詩 来 集」 の 七 律に、 「新 


荷嫩 筍回塘 夕、 微暑軽 寒 熟 麦 時」 の 頸聯が ある。 祝賀 

むぎあき 

は 麦秋の 頃に さへ 及んだ ので ある。 

此 年の 夏 以後、 蘭 軒の 集中に は 僅に 四 首の 詩 を存し 

てゐ て、 しかも 其 一は 題が あって 詩が 無い。 人の ため 

に 画に 題す る 詩の 中で、 吉田周 斎が ためにす る もの は 

詩が あって、 門人 秦玄 民が ためにす る もの は 詩がない 

ので ある。 玄民は 書家 星 池の 弟で、 後に 飯 田 氏 を 冒し 

たもので ある。 

旺 秋に 入って から、 茶 山の 蘭 軒に 寄せた 書牘が 遺 つ 

てゐ る。 是ょリ 先 七月に 茶 山 は 蘭 軒の 書 を 得て これに 

答へ た。 次で 蘭 軒の 再度の 書が 来て、 茶 山 は 八月 七日 


に 此書牘 を 作った ので ある。 これ は 文 淵 堂 所蔵の 

花 天 月 地中に 収められて ゐる。 

せんだって 

「先達 而御寸 札なら びに 論語 到来、 其 御 返事 先月 廿日 

ごろ 

比いた し、 大坂 便に さし 出 候。 今度 御 書に 而は、 右 本 

御 恵 賜 被 下 候 由 扨々 忝奉存 候。 いよいよ 珍蔵 可 仕 候。 

掖斎 翁へ も (隠居 故 翁と 書たり) 宜 御礼 奉 願 上 候。 御 

状 も 来 候へ ども、 此便 急に 而御 返事 期 他日 候。」 

「今年 御 地 寒 熱 之 事 被 仰 下、 いづかた も 同様 也。 先 去 

冬甚 あたたかに、 三冬 雪 を 見ず、 夫に して は 春寒な が 

も つ ての ほか 

く 候 ひき。 土用 中以 外 ひややかに、 初秋に なり あつ 

く 候。 秋 はきの ふたち ぬと きけ ど 中々 にあつ さぞ まさ 


る 麻の さ ごろ もな どと つぶやき 候。 此比又 冷気 多く 候 

処、 今日より 熱つ よく 候。 いかなる 気候に 候 や。 生 

来 不覚 位の 事 也。 先 冬 あたたかに 雪な く、 夏 涼しくて 

雷な く、 凌ぎよ き 年 也。 ことに 豊年 也。 世の中 も此通 

ならば 旨き 物 也。 諺に 夏 は あつく 冬 はさむ きがよ いと 

申せば さ 様に も 無 之 や。 御 地 土用 見廻 之 人 冷気 之 見廻 

を 申 候よ し、 因 而憶出 候。 廿 五六 年 前 一 年 京に ゐ候 時、 

暑甚 しく、 重陽な どこと にあつ し。 今 枝 某と いふ 一 医 

生 礼に きたり、 いつも 端午が 寒ければ、 わたいれの 上 

に 帷子 を 著す、 今日は 椎 子の 上に わたいれ を 著して 可 

然 などと 申 候。」 


「落 合 敬 助 太 田 同居に てた び/ \ 御 逢 被 成 候よ し、 如 

仰 好人物 也。 詩文 はよ く 候へ ども 富 麗に過 候。 最早 あ 

の 位に 出来 候へば、 取き めて 冗 雑なら ぬ 様に 被 致 か 

しと 奉存 候。 この こと 被 仰 可 被 下 候。」 

「長 崎游竜 見え 候 時、 不快に 而其 宿へ 得 参不申 候。 門 

人 か慊か 見え 候 故、 しばらく 話し 申 候。 寝て ゐる 程の 

事に も あらず 候。 這 漢学 問 も あり 画 もよ く 候。 逢不申 

残念に 御 坐 候。 私 気色 は 春より いろく あしく 候。 然 

ども 浪食 もとの ごとくに 候。 今年 七十に 候へば、 元来 

の 病人 衰旄は 其 所 也。」 

「金輪 上人 度々 御 逢 被 成 候よ し、 御 次に 宜奉願 上 候。 


三 瑕 之 内 美 僧 はう けがた く 候。 梧堂って にて 御 逢 被 成 

候 ひしゃ。 其 外 岡 本忠次 郎君、 田 内 (か 川) 主税、 土 

屋七郎 など も 参 候よ し、 みな 私 知 音 之 人、 金輪へ 参 候 

時 何の 沙汰 もな く 残念に 候。」 

その 九十 四 

此年 文化 十四 年 八月 七日に、 菅茶 山の 蘭 軒に 与へ た 

書 は、 文 長く して 未だ 尽きざる ゆ ゑ、 此に 写し 続ぐ。 

「牽牛 花大に はやり 候よ し、 近年 上方 にても はやり 候。 

去年 大坂 にて 之 番附坐 下に 有 之、 懸御目 申 候。 ことし 


の も 参 候へ ども 此頃 見え 不申 候。 江戸 書画 角力 は 相識 

かほ  あさが ほす まふ 

の貌も あり、 此舞 角力 は 名のり を 見ても しらぬ 花に 

て を かしから ず 候。 前年 御 話 申 候 や、 わたくし 家に 久 

しく 漳州 だね の 牽牛花 あり。 もと 長 崎 土宜に 人が く 

れ候。 ※ 〔# 「「冊」 にさら に 縦 棒 を 一 本 付け加える」、 7 巻 

-192- 上ぷ U 年 前 也。 花 犬に 色 ふかく、 陰りた る 日は晚 

レ. ま 

ま で も 萎まず。 あさが ほの 名に- J そた てれ 此花は 露の 

ひるま もし をれ ざり けりと よみ 候。 其た ねった へて 

かげき 

景樹 とい ふうた よみの 処に ゆき たれば、 かかる たね あ 

る こと 知らで 朝顔 を はかなき ものと おも ひける かなと 

よみ 陵よ し。 私 はしる 人に あらず、 伝へ ゆきし なり。 


これ は 三十 年 前の こと 也。 さて 其た ね 牽牛花 はやるに 

つき 段々 人に もら はれ、 めったに やり たれば、 此年は 

其た ねっきたり。 はやらぬ 時 はあり。 はやる 時 はなし。 

し ん すゐ こつ さう のじ ゆん 

晋帥 骨相 之 屯 もお も ふべ し。 呵々。 扨 高 作 は 妙 也。 申 

分な し。 段々 上達 可 思 也。 曾てき く。 上方に はやる こ 

と、 大抵 十五 六 年して 江戸へ ゆき、 江戸に はやる こと 

あさが ほ 

亦 十五 六 年して 上方へ 来る と 云。 この 舞 は両地 一 度 

也。 いかなる 事 や。 重厚 之 風 段々 減じ、 軽薄 之 俗 次第 

に 長ず るに は あらず や。 何 さま 昌平 之 化 可 仰可感 候。」 

「梧堂より 両度 書状、 今以 返事いた さず、 畳表 之 便 を 

まち 申 候。 其 内先此 一首に て、 王子と 両方への 御 断 也。 


御 届け 可 被 下 候。」 

「被 斎 隠居 之譚 とくより 承 候。 あたらしく 被 仰 下候而 

物 わすれ は 老人の みに あらず と、 差 彊人意 候。 書中 

に 御 坐 候。 松 崎 ほめ 候へ 共、 簾 はい まだ 知 音 を 不得候 

よし 申 参 候。 千載の 知己 を まつの 外せん すべな かるべ 

し。 この 松 崎 は 旧 知識 也。 在 都 中 不逢候 を 遺恨に 覚え 

候。 御 逢 被 成 候 はば 宜御 つたへ 被 下よ と、 御 申 可 被 下 

候。 被 斎 西遊 之 志 御 坐 候よ し、 これ は 何卒 晋 帥が 墓に 

ならぬ うちに 被 成よ と、 御 申 可 被 下 候。 長 崎 は 一 とほ 

リ見 てお きたき 所 也。 私 も 志 ありし かど も 縁な し。 何 

卒御 すすめ 可 被 下 候。 巿 野の わる 口 は 前書に あり。 


こ 、 にせいせ ず  べっして 

此 不贅。 八月 七日。 是日別 而暑甚 し。 これまで は 涼 

しきに こまりたり。 菅 太中晋 帥。 伊沢 辞 安 様。 落 合 敬 

介 漂流のう ち、 ここ かしこ、 いづく も わたくし 相 しれ 

る 所へ 参られ 候は奇 也。 別而 宜しく 御 伝 可 被 下 候。 御 

地 久しく 雨 ふらず 候よ し、 ※ 〔# 「敝 \ 犬」、 7 巻- 193- 上 

^〕 郷も亦 同じ。 五六 日 ふりしの ち此 比まで ふらず、 

此比 三度 少し宛 ふり たれ ども、 地 をな すに いたらず。 

然れ ども 此上 ふりて はまた あしし。 これにて よき 程 也。 

これ は※ 〔# 「敝 \ 犬」、 7 巻- 193- 上 郷に 宜 。 土地に 

よるべ し。」 

「尚々 古 庵 様、 服 部 氏、 巿川 先生、 凡 私 を存候 人々 へ 


宜奉願 上 候。 別而 御内 政 様、 両令郎 は 勿論、 おさよ ど 

のまで 不残奉 願 上 候。 ふしぎ は 今年 蛇 蚊 蛙 すくなく、 

しゅんせい もも くれな ゐ 

燕 はいつ も 春 晴桃紅 に 梅雨 柳 くらき 比 軒ば に 来り、 

呢喃 かまびすし きに、 ことし は 三日に 一 度、 五日に 一 

度く らゐ 稀に 見 申 候。 此比虫 語 常 年の ごとし。」 

此 手紙 は 長さ 五 尺 許 の 半紙の 巻紙に 細字で 書いて 

ある。 分 註 あり 行間の 書 入 あり、 原本の ままに は 写し 

にくい ので、 文意 を 害せざる 限 は、 本文に つづけて し 

まった。 但 「被 斎 翁」 の 下に ある 塡 註の みは 括弧 内に 

入れた。 


その 九十 五 

あまた  かみ 

菅茶 山の 書 牘に許 多 の 人名の 見え てゐる こと は、 上 

に 写し出した 此年 文化 十四 年 八月 七日の 書に 於ても 亦 

同じで ある。 

狩 谷掖斎 は此比 隠居した。 恐く は此年 隠居した と 云 

つても 好から う。 わたくし は 世に 掖斎 詳伝の あり やな 

しゃ を 知らない。 わたくしの 知る 所 は 只 松崎慊 堂の 

墓碣 鋭の みで ある。 慊堂 はかう 云って ゐる。 「翁 年 四 

十 余。 謂 曰。 児已 長。 能 治 家。 我将 休矣。 遂卜築 浅 草 

以居。 扁 日常 関 書院。 署其室 曰 実 事求是 書屋。 又号蟫 


翁。 皆 表 其 志 也。」 所謂 「年 四十 余」 は 年 四十 三に 作つ 

て 可なる ことが、 此書 牘に徴 して 知られる ので ある。 

掖 斎の 退 隠の 年 を 明に すると 云 ふこと は、 わたくしの 

以て 大に 意義 ありと なす 所で ある。 若し 別に 詳伝が な 

いとする と、 これ も 亦 一の 発見で ある。 

くわいし  あざな  せ-つけい 

湯 島の 狩 谷の 店に は 懐 之、 字は少 卿が 津軽屋 三 右 

衛 門の 称 を 襲いです わった ので あらう。 慊 堂が 「風 度 

気象 能 肖 父」 と 云って ゐ るから、 立派な 若 主人で あつ 

たかと おも ふ。 しかし 年 は 僅に 十四であった。 安政 三 

年に 五十 三 歳で 歿した 人 だからで ある。 

書 牘には 論語 を 送られた 礼を掖 斎に も 伝へ て くれと 


云って ある。 論語 は 巿野迷 庵の 覆刻した 論語 集 解で あ 

らう。 迷 庵の 所謂 「六 朝 経書、 其 伝 者 世 無 幾」 もので 

あらう。 蘭 軒 は 初め 短い 手紙 を 添へ て 茶 山に 此本を 見 

せに 遣った。 尋で 「あれ は 献上す る」 と 云って 遣った。 

茶 山 は 蘭 軒に 其 礼 を 言 つて、 同時に 掖斎 にも 礼 を 言 つ 

て くれと 云って おこせた ので ある。 わたくし は此 間の 

消息 を 明に する ために、 覆刻 本の 序跋を 読んで 見た く 

おも ふ。 しかし 其 書 を 有せない。 わたくし は巿野 

光孝さん の 許で 其 書 を繙閲 して、 刻本の 字体 を 記憶 

して ゐる のみで ある。 想 ふに これ も 亦 所謂 珍本に 属す 

る もので あらう。 


今一 つ 注目すべき は掖 斎の 辛 巳 西遊の 端緒が、 早く 

此年 文化 十四 年に 於て 見れ てゐる 事で ある。 茶 山 は 

「晋 帥が 墓に ならぬ うちに 被 成よ」 と 云って 催促して 

ゐる。 此ょリ 後 四 年に して 掖斎は 始て志 を 遂げ、 茶 山 

を 神 辺に 訪 ふこと を 得た。 

次に 松崎慊 堂の 名が 茶 山の 此書牘 に 見えて ゐる。 し 

かも 其 事は掖 斎に 連繋して ゐる。 此 所の 文 は 少し 晦渋 

である。 「書中に 御 坐 候。 松 崎 ほめ 候へ 共、 簾 はい ま 

だ 知 音 を 得ず 候よ し 申 参 候。 千載の 知己 を まつの 外せ 

むすべな かるべし。」 茶 山は掖 斎に 院之荘 の 簾 を 贈った。 

掖 斎の 書中に 此 簾の 事が 言って ある。 掖斎は 簾 を 


実 事 求 是書屋 に 懸けて 客に 誇示して ゐる。 しかし 慊堂 

一 人が これ を 歎美した のみで、 簾 は 人の 称 讚 を 得ない 

しち 

と 云って ある。 然 らば 簾 は 知己 を 千載の 下に 待つ 外 あ 

るまい。 わたくし は 読んで 是の 如くに 解す る。 

香 川景樹 と菅茶 山との 関係 も 亦 此書牘 に 由って 知ら 

れる。 寧 関係の 無い ことが 知られる と 云った 方が 当つ 

てゐ るか も 知れない。 頼 氏に は 深く 交った 景樹 も、 菅 

ひる 

氏と は 相識らなかった ので ある。 茶 山 は 四十 年 前に 午 

し を  けんぎう くわ 

萎れぬ 漳州 産の 牽牛花 を 栽培して ゐた。 景樹が 三十 年 

前に 其 種子 を 得て 植ゑ、 歌 を 詠んだ。 茶 山 は 「私 はし 

る 人に あらず、 伝へ ゆきし なり」 と 云って ゐる。 


茶 山が 此 逸事 を 筆に 上せた の は、 蘭 軒が 江戸に 於け 

る 朝顔の 流行 を 報じた からで ある。 蘭 軒 はこれ を 報ず 

るに 当って、 詩 を 寄 示した。 集に 載す る 所の 「都下 盛 

翫賞牽 牛 花、 一 絶 以紀 其 事」 の 作で ある。 「牽牛 奇種家 

相 競。 不譲魏 姚分紫 黄。 請 看 東都 富栄 盛。 万 銭 購得ー 

朝 芳。」 

文化 十四 年より 三十 年 前 は 天明 七 年で ある。 朝顔の 

種子が 菅 氏から 香 川 氏に 伝 はった 時、 文字の 如く 解す 

れば、 茶 山が 四十 歳、 景樹が 僅に 二十歳であった 害で 

ある。 しかし わたくし は此 推定に 甘ん ぜ ずに、 更に 討 

究 して 見ようと おも ひ 立った。 


その 九十 六 

菅茶 山の 書牘 中に ある 香 川 景樹の 朝顔の 歌 は、 わた 

くしの 素人目 を 以てしても、 分明に 桂 園 調で、 しかも 

第五 句の 例の 「ける かな」 さへ 用ゐて ある。 わたくし 

は 景樹の 集に 就いて 此歌を 捜さう とお もった。 然るに 

竹 柏 園 主の 家が 遠く もない 処 にある。 多く 古今の 歌 を 

記憶して ゐる 人で ある。 或は ことさらに 搜 すまで もな 

く此 歌が 其 記憶 中に あり はせ ぬかと おもった。 

わたくし は 茶 山と 景樹 との 歌 を 書いて、 出典 は 文化 


せう そこ 

十四 年の 茶 山の 消息と 註し、 「景樹 の 此歌他 書に 見え 

候 ものに は 無 之 候 や」 と 問うた。 此歌は 園 主の 記憶 中 

に は 無かった。 後に おもへば 目に 立つべき 歌で はな か 

つたから、 園 主の 記せざる は尤の 事であった。 園 主 は 

出典の 文化 十四 年と 云 ふに 注目して、 文化 十 年 以後の 

景樹の 歌 を 綿密に 検 したが、 尋 ぬる 歌 は 見えなかった。 

なに はび と  た ね 

只 文化 十四 年に 景樹が 難 波 人 峰 岸 某から 朝顔の 種子 を 

得た 歌 を 見出した のみであった。 そして それ は 勿論 

ことうた 

異 歌であった。 

これ はわた くしの 問 ざまが 悪かった ので ある。 書牘 

は 文化 十四 年の 書牘だ が、 茶 山 は 昔 語 をして ゐ たので 


ある。 園 主に 徒労 を させた の は、 問 ふ ものの ことばが 

足らなかった ためで ある。 

書 牘の云 ふ 所に 拠る に、 茶 山 は 四十 年 前に 漳州 

けんぎう くわ 

牽牛 花の 種子 を 獲た さう である。 文化 十四 年 丁 丑より 

四十 年 前 は 安永 六 年 丁酉で、 茶 山 は 二十 九 歳、 景樹は 

十 歳で ある。 かくて 三十 年 前に 至って、 種子 は 神 辺の 

茶 山の 家よ リ景樹 の 許に 伝 はった と 云 ふ。 三十 年 前 は 

天明 七 年 丁 未で ある。 茶 山 四十 歳、 景樹 二十歳の 時で 

ある。 鬼に 角 景樹は 既に 京都に 上って ゐる。 わたくし 

はこれ を 竹 柏 園 主に 告げて、 再び 探 討の 労 を 取らむ こ 

しも 

と を 請うた。 園 主の 答 は 下の 如くであった。 


「拝見。 文化 十 年 以後 をず つと 調べ 候 ひしに 無 之、 唯 

今の 御 状に より 更に 始の方 を 調べ 候に、 享和ニ 年 戌 

まの けいしょう 

四月 十六 日と 十八 日との 中間に 真 野 敬 勝ぬ し漳 州の 牽 

牛 花の 種 を 給 ひける、 こ はやまと のと はこと にて、 夕 

しぼ 

方まで も 萎まで 花 もい とよろ しと 也、 かかる 種子 ある 

ことしら で 朝顔 を はかなき ものと おも ひける かなと 有 

之 候 を 見出、 まことに 喜ばしく 候。 茶 山のう たは 無論 

無 之 候。 御 状の 景樹ー 一十 歳 位と ある は 必ず 誤と 存じ 候 

事に て、 三十 年 前 は 何 か 手紙の 御よ みちが へに は 無 之 

やと 存 候。」 

問題 は此に 遺憾な く 解決 せられた。 菅 氏の 牽牛 花の 


もと 

種子 は 真 野 敬 勝の 手 を 経て 景樹の 許に 到った。 時は享 

和 二 年 壬 戌であった。 文化 十四 年より 算 すれば 十五 年 

前で、 三十 年 前で は 無い。 茶 山 は 五十 五 歳、 景樹は 三 

十五 歳の 時で ある。 

しかし 茶 山が 書牘の 「※ 〔# 「「せ にさら に 縦 棒 を 一 

本 付け加える」、 7 巻- 197- 上ゼ U 年 前」 「三十 年 前」 は、 二 

箇所 共に 字画 鮮明で ある。 わたくしの 読み あやまりで 

はない。 三十 年 前 は 分明に 老茶 山の 記憶の 誤で ある。 

たゾ  ことごと 

啻に 書の 尽 く 信ずべ からざる のみで はない。 古文書 

と雖、 尽く 信ずる こと は 出来ない。 漳 州の 牽牛 花の 種 

さまたげ 

子 は 何年に 誰から 誰に 伝 はっても 事に 妨 は 無い。 わ 


たくしの 如き 間 人の 間 事業が 偶 これ を追窮 する に 過 

ぎない。 し かし 史家 の 史料 の 採択 を 慎ま ざ るべ か らざ 

る こと は、 此に 由っても 知るべき である。 

さき 

わたくし は 前に 山陽の 未亡人 里 恵の 書牘に 拠って、 

山陽 再 娶の年 を 定めた。 しかし 女子が 己の 人に 嫁した 

る S んき しゅし 

年 を 記す ると、 老人が 園卉 種子の 授受 を 記す ると は、 

其 間に 逕庭が あらう とお も ふ。 

その 九十 七 

菅茶山 の 朝 貌の話 は、 流暢な 語気が 殆ど トリ ヰァ ル 


に 近い 所まで 到って ゐる。 想 ふに 茶 山 は 平素 語 を 

しょうはん  のぼ 

秤 盤に 上せて 後に、 口に 発する 如き 人ではなかった 

だら う。 其 坐 談には 諧謔 を 交 ふること を も 嫌 はな か つ 

たのむ らちく でん  せう だん 

ただら う。 わたくし は 田 能 村 竹 田が 茶 山 の笑談 として 

き やう へ い 

記して ゐた事 をお も ひ 出す。 それ は 頼 杏 坪 を 評した 

語であった。 「万 四郎は 馬鹿にて ござる。 此頃は 蚊の 

歌 百 首 を 作る。 又此頃 はいつ ものむ づ かしき 詩 を 寄せ 

示す。 其 中には 三ず ゐに 糞と 云 ふ 字 ま で も 作りて，、 - J ざ 

る。」 糞 は 独 リ糞穢 のみで は 無い。 張 華 は 「三尺 以上 

為 糞、 三尺 以下 為 地」 とも 云って ゐる。 ※ 〔# 「さんず 

ぃ+ 糞」、 7 巻- 198- 上 も 亦 爾雅に 「※ 〔# 「さんず ぃ+ 


糞」、 7 巻- 198- 上. ru 大出尾 下」 と 云って ある。 註疏 を検 

すれば、 刑 鼻 は 「尾猶 底 也」 「其 源 深 出 於 底 下 者 名※ 〔# 

「さんず い + 糞」、 7 巻- 198- 上习 r ※ 〔# 「さんず ぃ+ 糞」、 

7 巻- 198- 上 习〕 猶灑散 也」 などと 云って ゐる。 今 謂 ふ 地 

くわく ぼく 

底 水で あらう。 郭凑は 「人 壅 其流以 為陂、 種 稲、 呼 其 

本 出処、 為※ 〔# 「さんず い + 糞」、 7 巻- 198- 上^ U 魁」 と 

云って ゐる。 即ち 水源の 謂で、 ゐの かしらな どの 語と 

相 類して ゐる。 要するに 必ずしも 避く べき 字で は 無い。 

けぎ やく 

茶 山 は戯謔 したに 過ぎない。 

茶 山 は 朝顔の 奇品を 栽培して ゐ たが、 人に 種子 を 与 

へて 借まなかった ので、 種子が 遂に 罄 きた。 「はやら 


ぬ 時 はあり。 はやる 時 はなし。 晋帥 骨相 之 屯 もお も ふ 

べし。」 これ は 六 三の 「即 鹿无 虞」 あたりから 屯に 説 

き 到った ので あらう。 

江戸の 流行 は 十五 六 年に して 京都に 及び、 京都の 流 

行 は 十五 六 年に して 江戸に 及ぶ。 「この 舞 は 両地共 

一度 也。 いかなる こと や。」 こ、 まで は猶 可で ある。 

重厚の 風 減じ、 軽薄の 俗 長ず。 「何 さま 昌平 之 化、 可 仰 

可感 候。」 これ は 余りに 廉価なる イロ ニイで ある。 

こんげ 

僧 混 外 も 亦 茶 山の 此書牘 に 見えて ゐて、 石 田、 岡 本、 

田 内、 土 屋の四 人の 名が これに 連繋して 出て ゐる。 こ 

れは 前年 丙 子の 秋 以来 蘭 軒が 混 外と 往来す るに 至った 


事 を 指して 言った ものである。 蘭 軒が 混 外 を 評した 中 

に 僧の 三 瑕と 云 ふこと があった。 其 一 の 「美 僧 はう け 

がた く 候」 と 茶 山が 答へ た。 蘭 軒が 混 外と 相 会した 時、 

石 田 梧堂が これ を 介したら しい。 それ ゆ ゑ 茶 山 は 「梧 

堂って にて 御 逢 被 成し や」 と 云って ゐる。 蘭 軒 は 前年 

初見の 時の 同行者と して、 梧堂 を 除く 外、 成 田 成 章、 

大田農 人、 皆 川 叔茂を 挙げて ゐて、 岡 本、 田 内、 土屋 

ぁづか 

は 与らなかった。 或は 再三 往訪した 時の つれ か。 茶 

とも  こん りんじ 

山 は 岡 本 以下の 知人が 蘭 軒と 偕に 金輪 寺を訪 うたのに、 

あきたら 

それ を 報ぜなかった こと を 慊 ずおもった。 「皆 私 知 

音 之 人、 金輪へ 参 候 時 何 之 沙汰 もな く 残念に 候。」 


岡 本 忠次郎 、名 は 成、 字 は 子 省で ある。 本 近 江から 

まさた ね 

出た 家で、 父 政 苗が 幕府の 勘定 方 を 勤む るに 至った 後 

の 子で ある。 忠次郎 は 南 宮大湫 に 学んだ。 韓 使の ため 

に 客 館が 対 馬に 造られた 時、 忠次郎 は董ェ のために 往 

つて ゐて、 文化 八 年に 江戸に 還った。 茶 山の手 紙に 書 

かれた 時 は 職を罷 める 前年で、 五十 歳に なって ゐた。 

安中 侯 節 山 板 倉 勝 明 撰の 墓碑銘に、 忠次郎 の 道 号と 

して、 豊洲、 花亭、 醒翁、 詩 凝、 又 括囊道 人が 挙げて 

ある。 此 中で 豊洲、 花亭、 醒 翁の 号が 茶 山の 集に 見え 

てゐ る。 既に 老後 醒 翁と 号した とすれば、 茶 山の ため 

に 竜 華 寺の 勝 を 説いた 岡 本 醒廬も 或は 同人で はなから 


うか。 

その 九十 八 

菅茶 山の 蘭 軒に 与へ た 丁 丑 八月 七日の 書牘 に、 王子 

金輪 寺の 混 外が 事に 連繋して 出て ゐる 人物の 中、 わた 

くし は 既に 石 田 梧堂と 岡 本 豊洲と を 挙げた。 剰す 所 は 

田 内 主 税と土 屋七郎 とで ある。 

田 内 は 茶 山が 書 を 裁す るに 当って、 はっきり 其 氏 を 

おも ひ 浮べる ことが 出来なかった と 見えて、 「か 川」 の 

傍註が 施して ある。 田 内 か 田 川 かとお も ひまどつ たの 


である。 しかし 田 内の 事 は 茶 山 集に も 山陽 集に も、 詩 

はな は うと 

題 詩 註に 散見して ゐる。 始終 茶 山と 太 だ 疎く は 無 か 

つたので ある。 一説に 田 内 は 「でんない」 と 呼ぶべき 

であらう と 云 ふ。 しかし 茶 山が 田 内 か 田 川 かとお も ひ 

まどった とすると、 当時 少 くも 茶 山 はでん ない と は 呼 

んでゐ なかった らしい。 

然 らば 菅頼ー 一家の 集 は 何事 を 載せて ゐ るかと 云 ふに、 

それ は 殆ど 云 ふに 足らない。 田 内 主税、 名 は輔、 月 堂 

と 号す、 会 津の人 だと 云 ふの みで ある。 わたくし は嘗 

て 正 堂の 一 号 を も 見た ことがある。 巿河三 陽さん に 聞 

あざな 

けば、 輔は 親輔の 省で、 字 は 子 友で あつたと 云 ふ。 


幼 い 時から 白 川 楽 翁 侯に 近侍して ゐた 人で ある。 南 

天 荘主は 頃日 田 内の 裏書の ある 楽 翁 侯の 歌の 掛，. 幅 を 

獲た さう である。 

土 屋七郎 は 殆ど 他 書に 見えぬ やうで ある。 唯一 つ 頼 

げんてい 

元 鼎の 新甫 遺 詩の 中に、 「要 江戸 土 屋七郎 会 牛 山 園亭」 

と 云 ふ 詩が ある。 「雨 過 新 樹蔵山 骨。 燕 子 銜来泥 尚 滑。 

何 計 同人 于野 同。 深欣発 夕履予 発。 四海 弟 兄此邀 君。 

三春 風物 纔 半月。 地 偏 無物充 供給。 独 有 隣 翁 分 紫 蕨。」 

土屋が 江戸の 人で 安藝に 往 つて ゐ たこと は、 これに 由 

つて 知られる。 後に わたくし は 偶然 此 人の 残 年 を 知る 

こと を 得た が、 それ は 他日 書き足す ことと する。 以上 


が 混 外に 連繋した 人物で ある。 

茶 山の 書牘 に又游 竜の 名が 見えて ゐる。 游竜は 神 辺 

に 来て 旅 宿に ゐ たので、 茶 山が 訪は うとお もった。 此 

人の 学殖が あって、 画 を 善くす るの を 知って ゐ たから 

である。 しかるに 茶 山 は 病臥して ゐて果 さなかった。 

游竜は 門人 か 従者 か をして 茶 山を訪 はしめ た。 茶 山 は 

お ほよ そかく 

これ を 引見して 語 を 交へ た。 書 牘の云 ふ 所 は、 凡 此 

の 如くで ある。 

茶 山 は 単に 「長 崎游 竜」 と 記して ゐる。 山陽、 霞亭 

等の 事 を 言 ふ 時と 違って、 恰も 蘭 軒が 既に 其 名 を 聞い 

てゐる こと を 期した るが 如くに 見える。 


わたくし は游 竜の 誰なる を 知らなかった ので、 大村 

西 崖さん に 問 ひに 遣った。 そして かう 云 ふ 答 を 得た。 

「御 問 合の 游竜は 続 長 崎 画人 伝に 見 ゆ。 長 崎の 人なる 

つまびら かならず いみな  あざな 

べし。 姓不 詳。 諱 は 俊 良、 字 は 基昌、 梅 泉又浣 

かほこう たいらい 

花道 人と も 号す。 通称 彦ニ 郎。 来 舶清人 稼 圃江大 来に 

学び、 親しく 其 法 を 伝 ふ。 歿年闕 く。 右 不取敢 御 返事 

申 上 候。」 

梅 泉の 一 号が 忽ち わたくしの 目を惹 いた。 長 崎の 梅 

泉 は 竹田荘 師友 画録 にも 五山 堂 詩 話 補遺に も 見えて ゐ 

て、 わたくし は 其 人を詳 にせむ と 欲して ゐ たからで あ 

る。 若し 三 書の 謂 ふ 所の 梅 泉が 同一 の 人なら ば、 游竜 


は 劉 氏で あらう。 長 崎の 劉 氏 は 多く は大通 事彭城 氏の 

族で ある。 游竜は 彭城彦 ニ郎と 称して ゐ たもので はな 

力ら ラカ 

さて 游 竜の 歿 年で あるが、 果して 游 竜が 劉 梅 泉 だと 

すると、 多少の 手がかりがない でもない。 竹 田 は 「丙 

戌 冬 到 崎、 時 梅 泉 歿後 経 数 歳」 と 云って ゐる。 即ち 文 

政 九 年より 数年 前に 歿した ので ある。 

わたくし は 此の 如くに 思量して、 長 崎の 津田繁 二 さ 

んに問 ひに 遣った。 津 田さん は 長 崎の 劉 氏の 事 を 探ら 

むがた めに、 既に 一 たび 崇福 寺の 彭城 氏の 墓地 を訪ぅ 

たことの ある 人で ある。 


書 は 既に 発した。 わたくし は 巿河三 陽さん の 書の 忽 

ち 到る に 会した。 「劉 梅 泉 は 彭城彦 ニ郎、 游竜 彦ニ郎 

とも 称し 候。 頼 杏 坪と も 会 面した る 旨、 寛 斎 宛 同人 

書翰に 見え 居候。 彭城東 閣の裔 かと 愚考 仕 候。」 

わたくしの 推測 は あまり 正鵠 を はづれ てはゐ なかつ 

たらしい。 東 閣は彭 城 仁左衛 門宣義 である。 「万 治 二 

亥年 十月 大通事 被 仰 付、 元禄 八 亥年 九月 十九 日 御 暇 御 

免、 同 九月 二十 一 日 病死、 行年 六十 三。」 津 田さん は嘗 

てわたく しのた めに 墓碑の 文字 を も 写して くれた。 

「正面。 故 考広福 院殿道 詮徳明 劉 府君之 墓。 向 左。 元 

禄八年 歳次 乙 亥季秋 吉旦。 孝 男 巿郎左 衛門恒 道。 継 右 


衛門善 聡同百 拝 立。 向 右。 訳士 俗名 彭城仁 左 衛門宣 

義。」 

その 九十 九 

長 崎の 津田繁 二さん はわた くしの 書 を 得て、 直に 諸 

し ち 

書 を渉獵 し、 又崇福 寺の 墓を訪 うて 答へ た。 大要 は 下 

の 如くで ある。 

さかき 

彦次郎 の 実父 を 彭城仁 兵衛と 云った。 文書に 「享和 

せう つ うじな み 

三 亥年 二月 十日 小 通 事 並 被 仰 付」 と あり、 又 「文化 二 

丑年 五月 十六 日より 銀 四 貫目」 と ある。 仁 兵衛に 二子 


があって、 長 を 儀 十 郎と云 ひ、 次 を 彦次郎 と 云った。 

儀 十 郎が家 を 継いだ。 「文化 十五 寅年 六月 十二 日 小 通 

事 並 被 仰 付」 と ある。 

次男 彦次郎 は 出で て 游竜巿 兵 衛の後 を 襲いだ。 巿兵 

衛は素 林 氏であった。 昔 林道 栄が官 梅 を 氏と した 故事 

に 傚って 游竜を 氏と し、 役 向 其 他に もこれ を 称した。 

長 崎の 人 は游を 促音に 唱 へて、 「ゆりう」 と 云 ふ。 しか 

し 巿兵衛 の 本姓 は 劉で あるので、 安永 四 年に 名 を 梅 卿 

と 改めてから は、 劉 梅 卿と も 称して ゐた。 

彦次郎 の 官歴は 下の 如くで ある。 「享和 元 酉年 七月 

廿 七日 稽古 通 事 被 仰 付。 文化 七 午年 十二月 十二 日 小 通 


事 末席 被 仰 付。 文政 二 卯年 四月 二十 七日 小 通 事 並 被 仰 

付。」 

墓 は崇福 寺に ある。 「正面。 吟香院 浣花梅 泉 劉 公 居 

士、 翠雲院 蘭 室 至誠 貞順大 姉。 向 右。 天明 六 年 丙午 八 

月 廿日 誕、 文政 二 年 己 卯 八月 初 四日 逝、 游竜彦 次郎俊 

良、 行年 三十 四 歳。 向 左。 文化 九 年 壬 申 十月 廿 五日 逝、 

游竜彦 次郎妻 俗名 須 美。」 

是に 由って 観れば、 彦次郎 は 天明 六 年に 生れ、 享和 

元年に 十六 歳で 稽古 通 事に なり、 文化 七 年に 二十 五 歳 

で 小 通 事 末席に なり、 九 年に 二十 七 歳で 妻 を 喪 ひ、 文 

政 二 年に 三十 四 歳で 小 通 事 並に なり、 其 年に 歿した。 


神 辺に 宿って ゐて菅 茶 山の 筆に 上せられ たの は 三十 一 一 

歳 即残前 二 載、 田 能 村 竹 田に 老母 を訪 はれた の は 歿後 

七 載であった。 竹 田が 「年殆 四十、 忽然 有 省、 折節 読 

つまびら か 

書」 と 云って ゐ るの は、 語って 詳 ならざる ものが あ 

からし まえん せい 

る。 職を罷 めて 辛 島 塩 井に 従 学しょう と 思って ゐ なが 

ら、 病に 罹って 死んだ の は 事実で あらう。 

茶 山の 書牘に 拠る に、 梅 泉 は 神 辺に 住った 時、 茶 山 

を訪 はなかった。 そして 「門人 か慊 か」 と 見える 漢子 

を 差遣した。 茶 山 はこれ を 引見して 話 を 聞いた。 そし 

て 我より 往 いて 訪 ふべき では あつたが、 病の ために 果 

さなかつ たと 云って ゐる。 


茶 山 は 梅 泉の 学問 を も 技 藝をも 認めて ゐた。 然るに 

其 人が 神 辺に ゐて 来リ訪 はぬ ので ある。 茶 山が いかに 

温藉の 人であった としても、 自ら 屈して 其 旅 舎に 候 

ふべき では あるまい。 茶 山の 会見 を果 さなかつ たの は、 

啻に 病の 故の みで は あるまい。 

わたくし は 梅 泉が 頗る 据 傲であった ので はない かと 

疑 ふ。 竹 田の 社友に 聞いた 所の 如き も、 わたくしの 此 

疑 を 散ず るに は 足らぬ ので ある。 「蓋 其 人才 気英 発。 

風趣 横 生。 超 出物 外。 不可 拘束。 非 尋常 庸碌之 徒 也。 

聞 平日 所 居。 房樟華 潔。 簾 幕 深邃。 衣服 清楚。 飲食 豊 

盛。 異書 万巻。 及 名人 書画。 陳列 左右。 坐 則 煮若插 花。 


出 則 照 鏡 薫 衣。 置 梅 泉荘於 南渓。 挾 粉 白。 擁黛 緑。 日 

会 諸 友。 大張宴 楽。 糸竹 争 発。 猜拳賭 酒。 既酔則 倒置 

冠 履。 ※ 〔# 「にんべん + 差」、 7 巻- 203- 下. ru 々起 舞。」 

要するに 才を恃 み 気 を 負 ふ もので、 此 種の 人 は 必ずし 

も 長者 を 敬 重す る もので はない。 

梅 泉 は 江戸に も 来た ことがある。 それ は 五山 堂 詩 話 

に 見えて ゐる。 補遺の 巻 一 である。 中井董 堂が 五山 

に 語った 董 堂と 江 芸閣と の 応酬の 事が 即是 で、 梅 泉が 

其 間に 立 つ て 介 者と なって ゐ るので ある。 

その 百 


菊 池 五山 はかう 云って ゐる。 「董堂 来 語 云。 崎陽 舌 

官劉梅 泉 者 客 歳 以事出 都。 書画 風流。 一 見 如 旧。 臨 去 

飲 餞 蕊雲楼 上。 酒 間 贈 別 云。 水拍 欄干 明鏡 光。 荷亭月 

浄浴 清涼。 離 歌 一 曲 人 千里。 間 却 鴛鴦 夢 裏 香。 今春 劉 

寄書 至。 書中 云。 前年 見 贈 高 作。 伝 示 之 芸閣。 芸閣 云。 

董堂 先生。 書法 遒美。 神逼 玄宰。 余 亦学董 者。 雖阻万 

里。 猶是 同社。 我 当 和韵以 贈。 乃 援筆書 絹 上。 今此奉 

呈。 其 詩 云。 亭々 波 影悦容 光。 占 得 暁 風 一味 涼。 曾潑 

鴛鴦 翻 細雨。 十分 廉潔 十分 香。 末署 十二 瑶台 使者 江芸 

閣 稿。」 


詩 話に ぎ 謂 「客 歳」 と は 何れの 年で あらう か。 同じ 

補遺の 巻 一 に 女 詩人 大崎氏 小 窓の 死 を 記して、 「女子 

文姫以 今年 戊 寅 病 亡」 と 云って ある。 五山が 此巻を 草 

したの は 恐く は 文政 元年で あらう。 果して 然 らば 劉 梅 

泉の 江戸に 来たの は 文化 十四 年 丁 丑で、 神 辺に 宿した 

のと 同じ年で あらう。 

詩 話の 文に 拠れば、 梅 泉 は 江戸に 来て、 其 年に 又 江 

ずゐ- つんら-つ 

戸 を 去った。 蕊雲楼 の 祖筵は 其 月日 を 載せぬ が、 「水 

拍 欄干 明鏡 光、 荷 亭月浄 浴 清涼」 の 句 は、 叙す る 所の 

景が夏 秋の 交なる こと を 示して ゐる。 祖 筵の 所 も 亦 文 

飾の ために 知り 難くな つて ゐ るが、 必ずや 池の 端 あた 


りで あらう。 

次に 梅 泉が 神 辺に 宿した の は 何時で あらう か。 菅茶 

山の 書牘を 見る に、 事 は 書 を 裁した 年に あって、 書 を 

裁した 日の 前に あると 知られる のみで ある。 即ち 文化 

十四 年の 初よ リ 八月 七日に 至る までの 間に、 梅 泉 は 神 

辺に 来て 泊った ので ある。 若し 夏 秋の 交に 江戸 を 去つ 

たと すると、 春 夏の 月日 をば 長 崎より 江戸に 至る 往路 ■ 

江戸に 於け る 淹留に 費した としなくて はならない。 わ 

たくし は 梅 泉が 丁 丑の 初に 江戸に 来り、 夏 秋の 交に 江 

戸 を 去り、 帰途 神 辺に 宿した ものと 見て、 大過な から 

うとお も ふ。 


わたくし は 既に 梅 泉の 生 歿年を 明に し、 又 略 その 江 

すゐ たく 

戸に 来 去した 月日 を 推 度した。 わたくし は 猶此に 梅 泉 

の 画 を 江 稼圃に 学んだ 年に 就いて 附記して 置きたい。 

梅 泉 は 長 崎の 人で ある。 稼 園が 来り 航 した 時、 恐く 

きょしょ 

は 多く 居 諸 を 過す ことなく 従 学した であらう。 田 能 村 

竹 田の 山中 人 饒舌に 「己巳 歳 江大来 稼圃者 至」 と 書し 

て ある。 己巳 は 文化 六 年で ある。 梅 泉 は 恐く は 文化 六 

年に 二十 四 歳で 稼圃の 門人と なった ので あらう。 

然るに 此に 一 異説が ある。 それ は 稼 圃の長 崎に 来た 

こと 

の を 聞いて 直に 入門した と 云 ふ 人の 言 を 伝へ たもので 

ある。 森敬浩 さん は 川 村雨 谷を識 つて ゐた。 雨 谷の 師 


は 木 下 逸 雲で ある。 雨 谷 は 毎に 云った。 逸 雲と 僧 鉄 翁 

との 江が 門に 入った の は、 逸 雲が 十八 歳の 時であった 

と 云った。 逸 雲 は 慶応ー 一年に 江戸より 長 崎に 帰る 途次、 

難船して 歿した。 年 は 六十 七 歳であった。 此 より 推せ 

ば、 逸 雲 は 寛 政 十二 年生で、 其 十八 歳 は 文化 十四 年で 

あった。 逸 雲と 鉄 翁と の 江が 門に 入った 年が 果し て 江 

の 来た 年 だとす ると、 江 は 文化 十四 年に 至って 纔に 

来航した ことと なる ので ある。 

あ ひもと 

しかし 此両説 は 相 悖らぬ かも 知れない。 何故と 云 ふ 

しん ひと 

に 長 崎に ゐた清 人 は 来 去 数度に 及んだ 例が ある。 文化 

を さな 

六 年に 江が 初て 来た 時 は、 逸 雲 は猶穉 かった。 それ 


ゆ ゑ 十四 年に 江が 再び 至る を俟 つて 始て従 遊した かも 

知れない。 只 わたくし は 江の 幾た び 来 去し たかを 

つまびら か  もと 

詳 にしない。 或は 津田繁 二さん の 許に はこれ を徴 

する に 足る 文書が あらう か。 

わたくし は 此の 如く 記し 畢 つた 時、 巿河 氏の 書 を 得 

た。 梅 泉の 巿河米 庵に 与 ふる 書、 並に 大田南 畝の 長 崎 

にあって 人に 与へ た 書に 拠れば、 稼 圃が初 度の 来航 は 

文化 元年 甲子の 冬であった さう である。 梅 泉が 其 時 従 

学した とすると、 年 正に 十九であった。 

その 百 一 


劉 梅 泉が 文政 二 年の 八月に 残してから 七 年 経て、 九 

年の 冬 田 能 村 竹 田 は 長 崎に 住った。 そして 梅 泉の 母に 

逢った。 「有 母仍 在。 為予説 平生。 且道。 毎 口 予名弗 

措。 説 未畢。 老涙双 下。」 

按ずる に 母 は 游竜巿 兵衛の 妻ではなくて、 彭城仁 兵 

衛の 妻で あらう。 養母ではなくて 実母で あらう。 そし 

て 若し 更に 墓石に 就いて 検 したなら、 実母の 名、 其歿 

年、 その 竹 田と 語った 時の 齢 を も 知る ことが 出来る 

であらう。 

竹 田と 梅 泉と は 恐く は 未見の 友であった だら う。 竹 


田 は 「屢蒙 寄贈、 且促予 遊 崎」 と 云って ゐる。 わたく 

しは此 「屡 蒙 寄贈」 の 四 字から、 梅 泉が 竹 田に 好 を 通 

いんもん ぞう ゐ 

じて、 音 問 贈 遺 をな しながら、 未だ 相 見る に 及ばな か 

つた ものと 推す るので ある。 二人 は 未見の 友であった 

だら う。 そして 菅茶 山が 神 辺に あって 狩 谷掖斎 の 江戸 

より 至る を 待った 如くに、 梅 泉 は 長 崎に あって 竹 田の 

竹 田より 至る を 待った ものと 見える。 しかし 茶 山 はな 

がらへ てゐ て、 掖斎を 黄葉 夕陽 村 舎に 留めて 宿せし む 

る こと を 得、 梅 泉 は 早く 歿して、 竹 田の 至った 時 泉下 

の 人と なって ゐた。 

竹 田 は 梅 泉の 母に 逢って 亡友の 平生 を 問 ひ、 又 諸 友 


つまびら か  たヾ 

に 就いて 其 行事の 詳 なる を 質した。 竹 田た る もの 

感慨な きこと を 得な か つたで あらう。 

或 日 竹 田 は 郊外に 遊んで、 偶 南渓に 至り、 謂 梅 

泉荘の 遺址 を 見た。 梅 泉の 壮時、 「挾 粉 白、 擁黛 緑、 日 

会 諸 友、 大張宴 楽」 の処が 即此荘 であった。 屋 舎の 名 

は吟香 館で、 江 稼 圃と大 田 南 畝との 題匾が 現に 野 口 孝 

太郎 さんの 許に 存 して ゐる。 竹 田の これ を 記した 文 は 

人 をして 読み 去って 惻然 たらしむ る ものが ある。 

r 予与秋 琴。 一 日郊 遊。 晚過 一 廃園。 垣墙 破壊。 門扃 

欹側。 満池 荒涼。 只 見 瓦礫 数堆 耳。 秋 琴 乃 指 曰。 昔 之 

梅 泉荘是 也。 予愴然 顧視。 老梅数 株。 朽余 僅存。 有 寒 


泉 一 条。 潺々 従樹 下流 出。 其 声 嗚咽。 似 泣 而訴怨 者。 

植杖 移晷。 眉 月 方挂。 如 視梅泉 之 精爽。 髮髴 現出 于前 

也。 躊躇 久之。 冷 風 襲 衣。 仍不忍 去。」 

竹 田が 倶に 郊外に 遊んだ 秋 琴と は 誰か。 恐く は 熊 秋 

ゆう あざな はんけい もろく ま 

琴で あらう。 名 は 勇、 字 は 半圭、 諸 熊 氏、 通称 は作大 

夫で ある。 長 崎の 波止場に 近い 処に 支那 風の 家 を 構へ 

て 住んで ゐた。 竹 田 は 長 崎に ゐた 一 年 足らずの 月日 を、 

多く 熊の 家に 過した さう である。 「出入 相伴、 同遊莫 

逆」 とも 云って ゐる。 

秋 琴 も 亦、 木 下 逸 雲、 僧 鉄 翁と 同じく、 江 稼 園の 門 

人であった。 又 梅 泉が 梅 泉荘を 有して ゐた 如くに、 秋 


琴 は 睡紅園 を 有して ゐた。 

別に 清 客 張 秋 琴が あって、 蘭 軒が これに 書 を 与へ て 

清朝 考証の 学 を 論じた こと は 上に 云った が、 これ は 文 

みそか 

化 三年 十一月 晦に長 崎に 来て、 蘭 軒 は 翌年 二月に こ 

れと 会見した ので ある。 想 ふに 竹 田の 長 崎に 遊んだ 頃 

は 既に 去って ゐ たこと であらう。 

その 百 一 一 

菅茶 山の 丁 丑 八月 七日の 書に は、 猶落合 敬 介と 一 14 ふ 

人が 見えて ゐる。 敬 助 は 諸国 を 遍歴して、 偶然 茶 山の 


曾遊の 跡 を 踏んで 行った。 そして 毎に 茶 山 去 後に 其 地 

に 到った。 蘭 軒 は 茶 山に、 その 現に 江戸に あって、 大 

しば/ \ 

田と 同居し、 数 己を訪 ふこと を 報じた。 敬 助 は 文章 

を 善くした。 茶 山 は 評して 富麗に 過ぐ と 云 ひ、 蘭 軒 を 

して その 冗 を 去 リ簡に 就く こと を 勧めし めむ として ゐ 

る。 

かう あざな  はじめ 

落 合賡、 字 は 子 載、 初 鉄 五郎、 後 敬 助と 称し、 ※ 

〔# 「隻 + 隻」、 7 巻- 2 ミ-下 石と 号した。 日向 国飫肥 

の 人で ある。 》 〔# 「隻 + 隻」、 7 巻- 207- 下 石の 事 は 

三 村 清 三郎、 井上通泰、 日 高 無 外、 清水 右衛門七の 諸 

家の 教に 拠って 記す。 


まさきよ  いは ゆる 

此年 文化 十四 年 八月 二十 五日に、 阿部 正 精 は 所謂 加 

判の 列に 入った。 富士川 游 さんの 所蔵の 蘭 軒 随筆 二 巻 

きゑん 

が ある。 これ は 後明 治 七 年に 森枳 園が 蘭 軒 遺 藁 一 巻と 

して 印行した ものの 原本で ある。 此 随筆 中 「洗 浴 発汗」 

と 云 ふ条を 書き さして、 蘭 軒 は 突然 下の 如く 大書した。 

「今日 殿様 被 蒙 仰 御 老中 恐悦 至極な リ。 文化 十四 年 八 

月 一 一十 五日 記。」 

十二月に 至って、 蘭 軒 は 阿部 家に 移転 を 願った。 丸 

山 邸内に 於け る 移転で ある。 勤 向 覚書に かう 云って あ 

る。 「文化 十四 年 丁 丑 十二月 九日、 高木 轍 跡 屋敷 御用 

にも 無 卸 座 陵 はば、 拝領 仕度 奉 願 上 候。 同月 十七 日、 


前文 願 之 通 被 仰 付 候。 同 十七 日、 願 之 通 屋敷 拝領 被 仰 

付 候に 付、 並 之 通 拝借 金 被 成 下 候。 同月 廿日、 拝領 屋 

敷え 引 移 申 候 段 御 達 申 上 候。」 即ち 移転の 日 は 二十日 

であった。 

わたくしの 考 ふる 所 を 以てすれば、 伊沢 分家が 後 文 

久ニ 年に 至る まで 住んで ゐ たの は此家 であらう。 此高 

木 某の 故 宅で あらう。 伊沢 徳 さん は 現に 此 家の 平面 

お ほよ そし も 

図 を 蔵して ゐる。 其 間 取 は 大凡 下の 如くで ある。 「玄 

関 三 畳。 薬 室 六 畳。 座敷 九 畳。 書斎 四畳半。 茶室 四 畳 

半。 居間 六 畳。 婦人 控室 四畳半。 食堂 二 畳。 浄楽院 部 

屋 四畳半。 幼年 生 室 二箇所 各 二 畳。 女中 部屋 二 畳。 下 


男 部屋 二 畳。 裁縫 室 二 畳。 塾生 室 二十 五 畳。 浴室 一箇 

所。 別 構 正宗 院 部屋 二箇所 四 畳 五 畳。 浴室 一箇所。 土 

蔵 一 棟。 薪炭 置 場 一 箇所。」 此 部屋 割 は 後年の 記に 係 

るので、 榛 軒の 継室 浄楽院 飯 田 氏の 名が ある。 又 

正宗 院は蘭 軒の 姉 幾 勢で ある。 しかし 房 数 席 数 は 初 

より 此の 如くであった かとお も はれる。 

まう しあ はせ くわいとう 

一 一十三 日に 蘭 軒 は 医術 申 合 会 頭 たる を 以て 賞 を 

受けた。 勤 向 覚書に 云く。 「廿 三日 御談 御用 御座 候 所、 

長 病に 付 名代 山 田 玄升差 出 候。 医術 申 合 会頭 出精 仕 候 

為 御 褒美 金 五 百 疋被成 下 候 旨、 関 半 左 衛門殿 被 仰 渡 


そちん リゃ うはう 

冬至の 日に 蘭 軒 は 蘇 沈 良 方の 跋を 書いた。 蘇 沈 良 方 

は 古本が 佚 亡した。 そして 当時 三種の 本が あった。 一 

は 皇国 旧 伝 本で 寛 政 中 伊良子 光 通の 刻す る 所で ある。 

ごせいらん  げいかい しゅ ぢん 

一 は 舆省蘭 本で 嘉慶 中に 藝海珠 麈に収 刻せられ た。 一 

はうて いはく  ち ふそく さい 

は 鮑廷博 本で 乾隆 中に 知 不足 斎 叢書に 収 刻せられ た。 

鮑 本 は 程 永 培 本 を 底本と なし、 館 本 を 以て 補足した。 

皇国 本 は 程 本と 一致して、 間 これに 優って ゐる。 呉本 

いは ゆる 

は 鮑の 所謂 館 本で ある。 蘭 軒 は 三本 を 比較して、 皇国 

本 第一、 呉本 第二、 鮑 本 第三と 品定 した。 

蘭 軒 は 一 々証拠 を 挙げて 論じて ゐ るが、 わたくし は 

かう じゅさん くだり 

此に蘭 軒が 鮑 本香薷 散の 条を 論ずる 一 節 を 抄出す る。 


「香薷 散 犬が 飜 して 雲の 峰。」 これ は 世俗の 知る 所の 薬 

名 だからで ある。 「神聖 香薷 散。 注 (鮑 本 注) 云。 程 本 

作 香 茸。 方 中 同。 疑 誤。 今遵館 本。 按。 (蘭 軒 按。) 図 

経 本草 曰。 香薷 一 作 香※ 〔# 「くさかんむり \矛\ 木」、 

7 巻， 209- 上ゼ r 俗 呼 香葺。 程 本 茸。 即葺之 訛。 宋 板書 

中。 有 作 香 茸 者。 其 訛 体 亦 従来 已久。 則 改作 薷者。 妄 

断 耳。」 所謂 宋 板の 書 は 宋板百 川 学 海、 又 本草 綱目 引く 

所の 食療 本草で、 皆 茸に 作って ある。 蘭 軒 は 鮑廷博 

の妄に 古書 を改 むる に 慊 ぬので ある。 蘭 軒の 跋は下 

の 如く 結んで ある。 「嗚呼 無 皇国 本。 則 不能 見 其 旧式。 

無 呉本。 則 不能 校 其 字句。 無 鮑 本。 則 不能 知 二 家 之 別- 


三本 各 成 其 用。 無復 遺憾 也。 宜矣 蔵書 所以 貴 多 也。 古 

人 日。 天下 無粋 白 之 狐。 而有粋 白 之裘。 余 於 此書亦 

云。」 

此年蘭 軒 は 四十 一歳、 妻 益 は 三十 五 歳、 子女 は榛軒 

十四、 常三郎 十三、 柏 軒 八つ、 長 四つであった。 

その 百 三 

文政 元年の 元旦 は 立春の 節であった。 菅茶 山が 「閑 

叟更 加※ 〔# 「聴の つくり」、 7 巻- 209- 下お 劇 事、 一時 迎 

たま 

歳 又 迎春」 と 云った 日で ある。 蘭 軒 は 偶 心身 爽快 を 


覚えて 酒 を 飲んだ。 「戊 寅 元旦 作」 二 首の 一に かう 云 

つて ある。 「君恩 常覚 官途 坦。 園 趣 方 添 吟味 滋。 椒酒 

ー醺歌 一曲。 三年 独 醒笑吾 痴。」 自註に 「余病 後 休 酒 三 

年、 此日初 把 杯、 故 末 句 及 之」 と 云って ある。 

正月 二日に 蘭 軒の 庶子 良吉が 夭した。 先 霊名録 二日 

もと 

の 下に、 「馨烈 童子、 芳桜軒 妾腹 之 男 也、 名 良吉、 母 佐 

藤氏、 墓 在 本 郷栄福 寺、 文化 十五 年 戊 寅 正月」 と 記し 

て ある。 即ち 側室 さよの 生んだ 子で ある。 生 日 はわ か 

ら ぬが、 恐く は 生後 直に 夭した ので あらう。 

人 日に 蘭 軒 は 自ら 医範 一 部 を 写した。 医 範は素 蘭 軒 

のぶし なた いしょう  きん はう 

の 父 信階大 升が 嘗て 千金 方より 鈔 出した ものである。 


蘭 軒 手写の 本 は 現に 伊沢 徳 さんが 蔵して ゐる。 又此 

手写 本に 就いて 門人 鼓 常時 の 複写した もの は 富士川 

游 さんが 蔵して ゐる。 

医範九 章の 末に 下の 文が ある。 「右 医範九 章。 家大 

人 所 撮 写 千金 方 中。 毎旦 誦読以 自戒 也。 夫 孫 真人 世以 

為 仙 医。 固 応無所 拘束。 而 有如斯 戒律。 則 凡 為 医者。 

豈可 不謹慎 勉励 邪。 家 大人 直 取以為 我家 医範。 其 有 旨 

哉。 恬今 手鈔。 以 与信 厚信 重 二 児。 爾輩謹 守 之。 文化 

十五 年 戊 寅 人 日、 伊沢 信恬 記。」 富士川 本に は此 下に、 

「文政 十 一 年 三月 念 九日 鼓 常時 謹 写」 と 書して ある。 

按ずる に 孫 思 邀は旧 新 唐 書に 伝が ある。 旧 害 書に 拠る 


に、 歿年 は高宗 の永淳 元年 だとして ある。 そして 年齢 

が 載せて ない。 癸 酉の 歳に 廬照 隣と 云 ふ ものが 孫の 家 

に寓 して ゐた。 癸 酉 は 高宗の 咸享四 年で あらう。 廬の 

聞いた 所が かう 記して ある。 「思 邀自 曰。 開 帝 辛 酉 歳 

生。 至 今年 九十 三 矣。」 試に 癸 酉から 九十 三年 溯って 

見る と隋 の開皇 元年 辛 丑と なる らしい。 そして 永淳元 

年に は 百 零 二 歳であった 害で ある。 しかし 「経 月 余、 

顔貌 不改、 挙屍就 木、 猶空 衣」 と 云 ふ を 見れば、 奇蹟 

である。 年齢の 知リ 難いの も怪 むに 足らない。 蘭 軒 も 

亦 「世 以為仙 医」 と 書して ゐる。 

此春蘭 軒 は 大田南 畝の 七十 を 寿した。 恐く は 三月 三 


日の 誕辰に 於て した ことで あらう。 「寿 南 畝大田 先生 

七十。 避 世 金 門 一 老仙。 却 将文史 被 人伝。 詼諧亦 比 東 

方朔。 甲子 三千 政 有 縁。」 詩 は 梅 を 詠ず る 作と 瞿麦を 

詠ず る 作との 間に 介 まって ゐる。 

次で 夏より 秋に 至って、 詩 八 首が ある。 其 中 人名の 

ある もの を 摘記す る ことと する。 原来此 種の 記載 は 無 

用に 属する かも 知れぬ が、 或は 他 書 を 併せ 考 ふるに 及 

んで、 有用の ものと なる かも 知れない。 わたくし は此 

の 如き 楽天 観に 住して、 甘んじて 点簿の 労に 服す る。 

さき とうきょく  ぜんしょ 

先づ 真 野 父 子が ある。 前に 冬 旭 とその 善書 の 子と 

があった が、 今 又 竹亭松 宇の 父子 を 見る。 居る 所を陶 


後 園と 云 ふ。 松 宇 は 当時 官吏であった。 蘭 軒の 集に 此 

家の 瞿 麦と 菊との 詩が ある。 「真 野 松 宇 宅 集、 園中瞿 

麦 花 盛 開、 云是 先人 竹亭 先生 遺愛 之 種、 因賦 一 絶 為 贈。 

種藝 従来 向 客 誇。 山 園 開 遍洛陽 花。 渾為千 片斑爛 錦。 

遺愛 芳滋 孝子 家。 又。 真 野 松 宇 陶後園 菊花 盛 開、 贈 主 

人。 菊花 満圃気 清 高。 堪償 栽培 一 歳 労。 幽 事不妨 官事 

劇。 君 家 隠 趣大於 陶。」 

次に 福 山の 人 小野士 遠が ある。 蘭 軒 は 五 律 を 作って 

その 郷に 帰る を 送った。 「送 小 野 士遠還 福 山」 として、 

其 五六に 「祗役 添 詩興、 躋勝酬 素 情」 と 云って ある。 


その 百 四 

次に 戊 寅 夏 秋の 詩に 出て ゐる 人物 は 長 谷川 雪旦 であ 

る。 雪旦、 名 は 宗秀、 又 厳嶽、 一 陽 庵 等の 号が ある。 

との もの かみな がま さ 

此年 四十 一歳で、 肥 前 国 唐 律の 城主 小 笠 原 主 殿 頭長昌 

に聘 せられて 九州に 住った。 「送 画師 長 谷川 雪 旦従駕 

之 唐津。 移 封 初 臨瀕海 城。 騮騎隊 裏 虎頭 行。 大藩 如是 

編 新 誌。 佳境 総 依 彩 筆 成。 又。 使 君 五 馬経瑤 浦。 揮 筆 

応 誇清舶 商。 為 説 画家 唐宋 法。 真 伝 存在 我 東方。」 小 

笠 原 長昌は 前年 九月 十四日に 陸 奥 国 棚 倉より 徒され た。 

それ ゆ ゑ 「移 封 初 臨」 と 云って ある。 此移封 は 井上 河 


内 守 正甫の 貶黜に 附帯して 起った。 正甫は 奏者 番を 

勤めて ゐて、 四 谷 附近の 農婦 を 姦した。 これに 依って 

職 を 免じ、 遠 江 国 浜 松より 棚 倉へ 徒され た。 水 野 左 近 

将監忠 邦 は 唐 律より 来 つ て 其 後 を 襲ぎ、 長昌は 又忠邦 

の 後 を 襲いだ。 活版本 続徳川 実記に 左 近 将監忠 邦の 

傍 に 「恐 和 泉 守 之 誤」 と 註して ある。 しかし 和 泉 守 

忠 光は忠 邦の 父で、 忠邦は 部屋 住の 時 式部と 云 ひ、 叙 

爵 せられて 左 近 将監と 云った。 傍註が 誤で あらう。 長 

谷川 雪旦 は長昌 が唐津 城に 赴く 時、 驄騎隊  1 裏の 「虎頭」 

となって、 筆 を 載せて 行った ので ある。 

次に 松 石 双 古堂の 詩が ある。 これ は 蘭 軒が 狩 谷掖斎 


に 代って 作った ものである。 「遙寄 題 松 石 双 古堂。 拝 

石 詞臣已 作顚。 愛 松 隠士 漸将 仙。 高 園 双 種殊堪 賞。 鎮 

壌 凌雲 二百 年。」 「遙寄 題」 と 云 ふから、 園 は 江戸で は 

無かった だら う。 園の 主人の 誰なる を 知らない。 

冬に 入って は 十月 十八 日に 「雪 日」 の 七 絶 二 首が あ 

るの みで ある。 わたくし は 詩集 以外に 於て、 十二月 二 

十三 日に 蘭 軒が 医術 申 合 会頭た る 故を以 て 、 例年の 賞 

を 受けた こと を 見出した。 集に は 歳杪の 作が 無い。 こ 

れ に反して 菅茶山 は 吉村大 夫の 遠く 白 河 関の 図 を 寄す 

るに 会した。 「歳 杪得吉 村 大夫寄 恵 白 河 関 図、 賦此以 

謝」 の 七 律に、 「七十 一 齢 年 欲尽、 三千 余 里 夢 還 新」 の 


せんいう 

一 聯が ある。 吉村 氏、 名 は 宣猷、 又 右衛門と 称した。 

白 川の 大夫 である。 

此年戊 寅 は 茶 山の 京阪に 遊んだ 年で ある。 吉 野から 

江戸の 岡 本 花 亭に詩 を 寄せた。 「誰 知当此 夜。 身在此 

山中。 想 君亦尋 花。 歩 月 墨 水 東。 月自照 両処。 花香 不 

相 通。 恰如心 相思。 遊迹 不可 同。」 何ぞ 料ら む、 これ は 

花 亭が書 を 上 つて 職を罷 めた 三月であった。 

頼 氏で は此年 山陽が 西遊 稿 を 留めた。 茶 山と 山陽と 

とうとう あんた け もとし つ 

の 友 登 々 庵武元 質が 二月 二十四日に 残した。 これ は 茶 

山の 輙ち 信ずる こと を 欲せざる 凶報であった。 「遠郷 

恐 有 伝言 誤。 将就 親朋看 訃音。」 


此年蘭 軒 は 四十 二 歳、 妻 益 は 三十 六 歳、 子女 は榛軒 

十五、 常三郎 十四、 柏 軒 九つ、 長 五つであった。 

文政 二 年の 元旦に は、 蘭 軒 は 江戸に あって、 子弟 門 

生の 集って 笑 語す る を 楽み、 茶 山 は 神 辺に あって、 閭 

里 故旧の 漸く 稀に なり 行く を悲ん だ。 蘭 軒の 「己 卯 元 

日」 はかう である。 「山 靄初晴 旭日 紅。 纔掛椒 酒 意 和融。 

未聞 黄鳥 新 歌曲。 春色 已生 人語 中。」 茶 山の ニ兀 日ロ 号」 

はかう である。 「村 閭相慶 往来 頻。 老眼 偏 驚少識 人。 

政 爾陽和 帰 四 野。 誰 回 身上 旧 青春。」 

や、 あた、 か 

九日 は 江戸の 気候が 稍 暖 であった もの か。 蘭 軒の 

「草堂 小 集」 に は 「梅 発 初 蘇 凍 縮 身」、 「数 曲鶯 歌在翠 箱」 


等の 句が ある。 茶 山の 「人 日」 は 錯愕の 語 を 作して あ 

る。 「無 端 玉 暦 入 青春。 宿 雪 終 風未覚 新。 七 種 菜羹香 

迸 案。 計 来 今日 已 為人。」 第 四の 韻脚 は 「限 韻」 の 註 を 

得て 首肯 せられる。 更にお も ふに 蘭 軒の 梅花 鶯語 は必 

ずし も 実に 拠らなかった かも 知れない。 「花 朝」 の 詩 

に は、 「閏年 寒 威奈難 消、 一 半 春光 属 寂寥」 とも 云って 

あるから である。 己 卯に は閏 四月が あった。 

春の 詩と 夏の 詩との 間に、 「奉 寿 養安院 曲直 瀬 先生 

七十、 代 山本恭 庭」 の 七 絶が ある。 武鑑 を検 すれば、 

奥 医師に 「養 安院法 印、 千 九 百 石、 きじ はし 通 小川 町」 

が あり、 奥 詰 医師に 「曲直 瀬 正隆、 父 養 安院、 二十 人 


扶持、 きじ はし 通」 が ある。 若し 前に 云った 如く 恭庭 

即宗 英法 眼 だとす ると、 恭庭は 同僚 を 寿せ むがた めに 

蘭 軒の 作 を 索め たので ある。 

その 百 五 

蘭 軒の 集に は、 此年己 卯に 夏の 詩が 二 首あって、 其 

末に 題画が 一首 ある。 並に 人名 地名 を 載せない。 次に 

秋の 詩が 六 首あって、 其 中に 詠史が 一首 入って ゐる。 

史上の 人物 は 和気 清 麿で、 蘭 軒は此 公に 慊 ざる もの 

があった やうで ある。 「奉 神 忽破托 神 策。 何 知 従来 不 


巧 機。」 

秋の 詩の 中に 蘭 軒が 旧友 西脇棠 園と いふ ものに 訪は 

れた七 律が ある。 詩の 引に は 「中秋 前 一 日 雨、 草堂 小 

集、 時 棠園西 脇 翁 過訪、 余 与 翁不相 見、 十 余 年 於此、 

故 詩 中 及 之」 と 云って ある。 「冷雨 凄 風 林 葉 鳴、 笠簑相 

伴訪柴 荊」 の 句が ある。 棠園、 名 は簡、 通称 は 総右衛 

門、 此年 五十 七 歳であった。 十 余 年 前の 相識と 云 ふか 

らは、 文化 初年の 友であった だら う。 西 脇 は 多く 聞か 

ぬ 氏族で ある。 わたくし は 五山 堂 詩 話中に 於て 唯一 の 

西 脇 薪 斎 を 見出した。 薪 斎 は 福 島の 士 である。 薪 斎と 

棠 園との 縁故 あり や 否 を 知らない。 


中秋に は 余 語 天 錫の 家に 詩 会が あって、 蘭 軒 はこれ 

に 液んだ。 其 夜 は 月蝕が あつたので、 「幸 将丹竈 君 家 術、 

理取嫦 娥病裏 顔」 の 句が ある。 菅茶 山に も 亦 「中秋 有 

食」 の 詩が あった。 「去 歳 既被雲 陰 厄、 今年 又逢此 虫食」 

は 其 七 古 中の 一 解で ある。 

次に 冬の 詩が 四 首 あるが、 其 中には 伝記に 補 入す ベ 

きもの を 見ない。 わたくし は 詩巻 を掩 うて 勤 向 覚書 を 

繙く。 そして そこに 蘭 軒の 身上に 重要なる 事の ある 

の を 見出す。 

阿部 侯 正 精 は此年 文政 二 年 十一月 二十 七日に、 遂に 

蘭 軒 をして 儒に して 医 を 兼ぬ る ものたら しめたの であ 


る。 「十 一 月廿 六日 私儀 明廿 七日 被 為 召 候 所、 足 痛に 

付 名代 皆 川 周 安 差 出 候 段 御 届 申 上 候。 廿 七日、 前文 之 

通 周 安 差 出 候 所、 私儀 御 儒者 被 仰 付 候、 医業 只今 迄 之 

通と 被 仰 付 候。 月並 御 講釈、 学 文 所 出席 は 御 用捨 被 成 

下 候。」 一 旦表 医師と なって 雌伏した 蘭 軒が、 今や 儒官 

となって 雄飛す るに 至った。 慣例 を 重んずる 当時に あ 

つて は、 異数と 謂はなくて はなるまい。 

十二月 一 一十三 日に 蘭 軒 は 例に 依って 医術 申 合 会頭と 

しての 賞 を 受けた。 

此年 伊沢 宗家の 主人 信 美が 残した。 伊沢 徳 さんの 

繕 写す る 所の 系図に は、 四月 二十 一日 歿すと して ある。 


蘭 軒 手記の 勤 向 覚書に は、 閏 四月 六日に 伊沢 玄 安が 

歿した ために 忌 引 をす ると 云って ある。 玄安は 信 美の 

通称で、 その 終焉の 日 を 殊にす る は、 分家が 阿部 家に 

届けた 日と、 宗家が 黒 田家に 届けた 日との 差で はな か 

らう か。 

わたくし は 伊沢 信 平さん に 請うて 宗家の 過去帳 を検 

して もらった。 「御 申 越しに より 過去帳 取調 候処、 左 

之 通に 御座 候。 五代 目玄 安、 称 仙 軒 徳山信 美 居士、 文 

政 一 一年 己 卯年 四月 廿 二日 卒。」 名 は 信 美、 通称 は玄 安で、 

歿日は 四月 一 一十一 一日と する ものに 従 ふべ きで あらう。 

小島 氏で は 此年宝 素 尚 質の 妻 山 本 氏が 六月 十九 日に 


歿した。 尋で尚 質の 納れた 継室が 一 色 氏で、 即ち 春 }^ 

の 母で ある。 

頼 氏で は 山陽が 四十 歳に なった。 「平 頭 四十 驚 吾老、 

何況 明朝 又 一 年」 は 其 除夜の 詩句で ある。 田 能 村 竹 田 

が此秋 江戸に 来た。 

此年蘭 軒 四十 三 歳、 妻 益 三十 七 歳、 榛軒 十六 歳、 常 

三郎 十五 歳、 柏 軒 十 歳、 長 六 歳であった。 

その 百 六 

文政 三年 春 は 江戸が 特に 暖で あったら しい。 前年の 


十二月 中 雪が 一度 も 降らなかった ことが、 蘭 軒の 「庚 

辰 元旦」 の 詩に 見えて ゐる。 「三冬 無雪自 軽暄。 今 歳 

元旦 春色 繁。 計 得 出遊宜 火急。 梅 荘恐没 一 花 存。」 雪 

は 正月の 初に 降った。 元旦と 人 日との 詩の 間に、 「雪 

はさ 

日 偶成」 の 作が 介 まって ゐる。 神 辺の 元旦 はこれ に 反 

して 雪 後であった。 茶 山の 律詩に 叙景の 聯が ある。 

「流 漸汨々 野渠 漲。 残雪 輝々 林 日 斜。」 

此 年の 初に は 蘭 軒 は 殆 戸外に 出で ずに ゐ たらしい _ 

「豆 日 草堂 小 集」 の 詩に、 「春 至 未 趨城巿 間、 梅花 鳥瞎 

一身 閑、 那知雪 後 泥濘 路、 吟杖相 聯訪竹 関」 と 云って 

ある。 此の 如く 城市の 間に 趨 かずに ゐ たの は、 多く 筆 


ちゃう じゅうせ い  じゅもん じしん 

硯に 親んだ からで ある。 張 従 正が 儒 門 事 親の 跋文、 

「庚 辰 人 日、 記 於 三 養 書屋燈 下」 と 書した る ものの 如き 

も、 その 作為す る 所の 一 である。 儒 門 事 親 は 京都の 伊 

良 子 氏が 元 板 を 蔵して ゐた。 経籍訪 古志 補遺に 「太 医 

張子 和 先生 儒 門 事 親 三卷」 と 記して ある ものが 即是で 

ある。 多紀桂 山が これ を 借りて 影 写し、 これに 考証 を 

附 した。 医賸に 載せて ある ものが 其 全文で、 訪 古志に 

は 節 略して 取って ある。 蘭 軒 は 高 島 信 章 をして 多紀本 

を 影 写せし め、 自ら 跋 して 家に 蔵した。 

漢医 方に は 温和なる ものと 峻烈なる ものと があった。 

所謂 補瀉の 別で ある。 峻烈 手段に は 汗 吐 下の 三 法が あ 


るが、 其 一隅 を 挙げて 瀉と云 ふので ある。 張 従 正は瀉 

もと  ちゃうち ゆうけい 

を用ゐ た。 素 汗 吐 下の 三 法 は 張 仲景に 至って 備 はつ 

まさ 

たから、 従 正 は 当に 仲 景を祖 とすべき である。 然るに 

此に 出で ずして、 溯って 素 問 を 引いた。 且つ 従 正は瀉 

ぜ うわう くわち ゆう 

を用ゐ るに、 殆 所謂 撓枉過 中 に 至つ て 顧みず、 瀉を以 

て 補と なすと 云った。 これ は 世 医の 補に 偏す る を排せ 

むと 欲して 立言した ものである。 蘭 軒 はかう 云って ゐ 

る。 「素 問 者 論 医 之 源。 其 道 也大。 可以比 老子。 仲景 

者 定医之 法。 其 言 也 正。 可以比 孔子。 金 張 従 正 者究医 

之 術。 其 説 也 権。 可 以比韓 非 矣。」 従 正の 素 問 を 引い 

たの は、 韓 非の 老子 を 引いた のと 似て ゐる。 姦吏法 を 


舞し、 隱民令 を 欺く 時代に は、 韓 非の 書 も 済 世の 用 を 

な す。 諸 葛亮が 蜀の後 主に 勧めて これ を 読まし めた 所 

以 である。 偏 補の 俗習 盛んに 行 はるれば、 従 正 終に 廃 

すべ からず と 云 ふので ある。 

あざな  し わ すゐ しう 

張 従 正、 字 は 子 和、 唯州考 城の 人、 金 大定明 昌の間 

医 を 以て 聞え、 興 定中太 医に 補せられ た。 我 源平の 末、 

鎌 倉の 初に 当る。 其 書 を 儒 門 事 親と 名 づけた の は、 「惟 

儒者 能明辨 之、 而事親 者、 不可 以 不知」 と 云 ふに ある。 

蘭 軒の 集に は 人 日 後 春季の 詩が 五 首 ある。 わたくし 

は此に 「三月 尽」 の 一 絶を抄 する。 蘭 軒が いかに 此春 

を 過し たかを 知る 便と なる もの だからで ある。 「従来 


風雨 祟 花時。 梅 塢桃村 緑 稍滋。 纔是出 遊 両三 度。 今朝 

徒 賦送春 詩。」 蘭 軒は少 くも 両三 度の 出 遊 を 作す こと 

を 得た と 見える。 

夏に 入って 四月 十二 日に 蘭 軒の 妾 佐 藤氏 さよが 一 女 

子 を 挙げた。 名 は 順と 命ぜられた。 饗庭篁 村さん の 所 

蔵 に 菅茶 山尺牘 の 断片が ある。 茶 山が 順の 生れた こと 

を 聞いて 書いた ものである。 

「特筆。」 

ささ ころ 

「先 比 は 吾 兄 医 はもとの ごとく、 別に 儒者 被 仰 付 候 由 

奉賀 候。 御 格 禄も殊 なり 候よ し、 これ も 被 仰 下 度 候。 

又 御 女子 御 出来 被 成 候よ し 奉賀 候。 王 百穀が 七十に て 


男子 を まう けし 時、 袁中郎 が 書に 老勇可 想と かきたる 

を以 みれば、 吾 兄 は 病 勇可畏 などと 申 上べき や。 これ 

ら の語掖 斎へ は 御 談可被 下 候。 尊 内 人、 令 郎君、 おさ 

よの 方へ も 宜奉願 上 候。 晋 帥。」 

前年 己 卯 十 一 月の 儒者の 任命と、 此年 孟夏の 女子の 

誕生と を 聞知した 時の 書で ある。 断片に は 日 附が闕 け 

てゐ る。 毎に 「おさよ どの」 と 云 ひ、 又 単に 「おさよ」 

とも 云った 茶 山が 今 「おさよ の 方」 と 書した。 亦 諧謔 

の 語で ある。 

その 百 七 


此年 文政 三年の 五月、 蘭 軒 は 医 心 方の 跋を 作った。 

医 心 方の 影 写 は 文化 十四 年 丁 丑に 始まり、 此年 三月に 

終った。 即殆 三年 を 費した 事業で ある。 

やすより 

丹 波 康頼は 後 漢の霊 帝 十三 世の 孫で ある。 康頼八 世 

ひくまの こほり 

の祖が 日本に 帰化して 大和 国檜隈 郡に 居った。 六 世 

の祖に 至って 丹 波 国 矢 田 郡に 分れ 住んだ。 康 頼に 至つ 

て 丹 波 宿 禰の姓 を 賜 はった。 これが 世 系の 略で ある。 

此康 頼が 円融 天皇の 天 元 五 年に 医 心 方 三十 巻 を 撰び、 

永 観 二 年 十一月 二十 八日に これ を 上 つた。 

医 心 方 は 世 秘府に 蔵 儲せられ てゐ た。 そして 全書の 


世間に 伝 はった のが 安政 元年 十 一 月 十三 日であった こ 

と は、 嘗て 渋江抽 斎の 伝に 記した 如くで ある。 是ょリ 

なから ゐずゐ さく 

先 正 親 町 天皇の 時、 典薬 頭 半井瑞 策が 秘府 より 受けて 

えいそん ひろあき 

家に 蔵す る ことと なり、 其 裔孫広 明に 至って 出して 徳 

川 氏に 呈 したので ある。 

然るに 安政の 「医 心 方 出現」 に 先だって、 別に 仁 和 

寺 本と 称する 一本が あった。 そして その 秘 して 人に 示 

さぬ こと は、 半 井本と 殊 なること がなかった。 寛 政 三 

せいじゅくわん 

年、 即多紀 氏の 躋寿 館が 私立より 官設に 移された 年に、 

躋寿館 は 此仁和 寺 本 を 影 写して 蔵す る - 」 と を 得た。 

仁 和 寺 本 は 残 脱の 書であって、 後に 出で た 半 井本に 


比すべき ではなかった が、 当時の 学者 はこれ だに 容易 

に は 窺 ふこと を 得なかった ので ある。 そして その 偶 

鈔写 する こと を 得た もの は、 至宝と して 人に 誇った。 

それ は 下の 如き わけで ある。 

六 朝から 李 唐に 至る 間、 医書の 猶存 する もの は 指 を 

》 〔# 「てへ ん+ 婁」、 7 巻- 218- 下る U ふるに 過ぎない。 

然るに 隋 唐経籍 志に 就いて 検 すれば、 佚 亡の 書の 甚多 

いこと が 知られる。 それ ゆ ゑせ めて は 間接に 此 時代の 

事 を 知らう とい ふ 願望が 生ずる。 これ は 独り 医家 を然 

りと する のみで は 無い。 考古学者と 雖亦 同じで ある。 

ぐ わいたい ひえう  わうた う 

幸に 外台秘 要と 云 ふ 書が ある。 唐の 王燾の 著す 所で 


ある。 燾は挂 の 孫で、 新 唐 書 王珪の 伝の 末に 数 行の 記 

載が ある。 此書は 引用す る 所が 頗 広い ので、 文献の 

闕を補 ふに 足る ものである。 只憾 むらく は宋 代の 校定 

を 経 来り、 所々 字句 を 改易 せられて ゐる。 新 唐 書に 拠 

れば、 「討繹 精 明、 世 宝焉」 と 云って あって、 当時 既に 

貴重の 書であった。 宋 人の 妄に 変改 を 加へ たの は 

おもんぱか リ 

慮 の 足らなかった ものである。 題号の 外 台 は、 徐 

春甫が 「天 宝 中 出守大 寧、 故 以外 台名 其 書」 と 云った。 

これ は 朝野 類 要の 「安撫 転 運、 提刑 提挙、 実 分 御史之 

権、 亦 似 漢繡衣 之義、 而代 天子 巡狩 也、 故 曰 外 台」 と 

云 ふと 同じく、 外 台 を 以て 地方 官の義 となした ので あ 


る。 しかし 燾は 自序に、 「両拝 東掖、 便繁 台閣 二十 余 歳、 

久知弘 文 館 図書 方 書 等、 絲是覩 奥 升 堂、 皆 探秘要 云」 

と 云って ある。 是に 由って 観れば、 魏 志王粛 伝の 註に 

薛 夏の 語 を 引いて、 「蘭 台 為 外 台、 秘書 為 内閣、 台閣 一 

也」 と 云 ふが 如く、 所謂 外 台は即 台閣で はなから うか。 

これ は 多紀桂 山の 考証で ある。 

外台秘 要が 既に 旧 面目 を存 せぬ とすると、 学者 は 何 

に 縁って 李 唐 以上の 事 を 窮めよう ぞ。 只 一 の 医 心 方 あ 

るの みで ある。 蘭 軒 はかう 云って ゐる。 「康 頼編此 書。 

其 所 引用 百 余 家。 皆 六 朝 及 唐 代 之 書。 而且有 経 籍志不 

録者。 王 氏 書 不載者 数十 家。 而其 見存之 書。 亦 体裁 字 


句。 間 有 大異。 按皇朝 往昔。 通信 使 於 唐 国。 留学 之 徒。 

相継不 絶。 二百 有余 年。 而所齎 来 載籍。 即 当時 之 鈔本。 

所 直 得 於 宫庫或 学士。 非 如 趙宋而 降。 仮 ェ賈之 手。 以 

成帙者 也。 康頼 蓋資用 於此。 故皆是 原書 之 旧。 而 所以 

異於 見存者 也。」 

その 百 八 

蘭 軒 は 医 心 方 を 影 写す るに、 島 武と云 ふ ものの 手 を 

倩った。 そして 自ら これに 訓点 を 施した。 島武は 或は 

彼の 儒 門 事 親 を 写した 高 島 信 章と 同人で はなから うか。 


跋 にかう 云って ある。 「右 丹 波 康頼医 心方廿 本。 借 之 

多 紀氏聿 脩 堂。 友人 島 武為余 影鈔。 如 其旁訓 朱点。 乃 

余手鈔 写焉。 以青 筆者。 桂 山 先生 之 標記 也。 以 朱筆 抹 

旁 者。 余自便 於捜閲 人名 与 書目 也。」 わたくし はこれ 

ちく 

を 読んで、 蘭 軒に 「集 書家」 の 目 を 与 ふることの 或は 

妥 ならざる べき を 思 ふ。 蘭 軒 は 書 を 集む る を 以て 能 

事畢 ると なした もので はない。 その 校譬に 労す る こと 

此の 如くであった。 しかも 所謂 校謦は 意義 ある 校譬で 

あった。 又 其 書 を 活用せ むがた めの 校謦 であった。 

此年 文政 三年の 夏、 集中に 詩 四 首が 載せて あって、 

す > きけいす け 

其 二 は 福 山に 還る 人 を 送る 作で ある。 一は 鈴 木 圭輔、 


一 は 馬屋 原 伯 孝で ある。 

「送 鈴 木 先生 圭輔還 福 山」 の 詩 はかう である。 「分 手 

不須歎 索 居。 帰 程 行 装寵栄 余。 芸窓占 静校新 誌。 華 館 

侍 閑講尚 書。 月 朗鴨川 涼 夜色。 濤高榛 海 素 秋 初。 到来 

応是推 儒 吏。 恰似倪 寛 得 美 誉。」 圭輔が 儒 を 以て 阿部 

家に 仕へ たもので ある こと は、 詩が 既に 自ら 語って ゐ 

る。 

しかし わたくし は 圭輔の 事 を 今少し 精し く 知りた く 

思った。 菅茶 山の 集に は 鈴 圭輔と 書して ある。 渡辺修 

まさきよ 

次郎 さんの 阿部 正弘 事蹟に は、 「正 精の 時、 村 上 清 次郎、 

菅太 仲、 鈴 木 圭輔、 北条 讓四郎 (中略) 皆 藩の 儒 員た 


り」 と 記して ある。 只 それだけ である。 わたくし は 浜 

野 知三郎 さん を 煩 はして 検 して もらった。 

あざな くんへ き ぎ ざん 

鈴 木圭、 字 は 君璧、 宜 山と 号した。 通称 は 初め 圭雲、 

中 ごろ 圭輔、 後徳輔 である。 天明 八 年 「儒 医 之 場へ 被 

召 出、 弘道館 学術 世話 取 並 御 屋形御 講釈、」 寛 政 一 一年 「御 

医師 本科、」 七 年 「眼科 兼、」 十 年 「儒 医、」 享和ニ 年 

かみしも かく 

「上下 格 御 儒者、」 文化 六 年 「奥 詰、」 十 年 「御 使番 格、」 

文政 二 年 「江戸 在 番、」 三年 「大御 目 付 被 仰 付、 奥 詰 並 

御 家中 学問 世話 是迄之 通、」 七 年 「御 儒者、」 十 年 「奥 

詰、」 天 保 二 年 「江戸 在 番、」 以上が 官歴の 略で ある。 

圭輔の 召し出され たの は 天明 八 年、 茶 山 は 寛 政 四 年 


である。 府 志の 編纂、 阿部 神社の 造営 は、 二人が 共に 

勤めた。 

圭輔は 江戸 在番を 命ぜら るる こと 二度であった。 初 

は 文政 二 年に 入府し、 三年に 大目 附 にせられて 在番を 

免ぜられた。 「六月 十七 日 帰郷 之 御 目 見」 と 云って ある。 

これが 蘭 軒の 詩 を 贈った 時で ある。 後の 入府 は 天 保 二 

年で、 三年に 帰った。 

圭輔は 天 保 五 年 九月 二十 六日に、 六十 三 歳で 歿した。 

墓 は 東 町 洞 林 寺に あって、 篠崎小 竹が 銘 して ゐる、 子 

卓 介が 後 を 襲いだ。 後秉之 助と 云 ふ。 名 は秉、 字 は 

師揚、 号 は 篁 翁 、 小 竹の 門人で ある。 明治 十七 年 一 月 


十二 日に 歿した。 

次に 「馬屋 原 伯 孝 将還福 山、 因 示 一 絶」 の 詩 はかう 

である。 「読書 万巻 一 要醇。 学不如 斯医不 神。 斗 火 盤 

冰方是 癖。 勝 於 岐路 逐羊 人。」 馬屋 原 伯 孝の 何人なる 

か は、 わたくし は 毫も 知らぬ ので、 これ も 亦 浜 野 氏に 

質した。 そして 伯 孝の 蘭 軒の 門人で あるべき ことが 略 

明なる に 至った。 蘭 軒が 贈る に 訓誨の 語 を 以てした 所 

以 であらう。 

その 百 九 


此年 文政 三年の 夏、 鈴木宜 山に 次いで、 江戸から 福 

山へ 帰った ものに、 馬屋 原 伯 孝が あって、 蘭 軒が これ 

にも 贈 言した こと は、 前に 云った 如くで ある。 

わたくし は 手許に ある 文書 を検 した。 そして 蘭 軒の 

門人 録にー の 馬屋 原 周迪が ある こと を 発見した。 伯 孝 

ひと 

と 周 迪とは 均しく 馬屋 原 を 氏と して、 均しく 蘭 軒に 接 

触した 人で ある。 しかも 伯 孝 は 福 山に 帰った 人で、 周 

迪の 名の 下に も 福 山と 註して ある。 わたくし は その 或 

は 同一 の 人物なる べき を 推した。 

しかし わたくし は 既に 羹 に 懲りて ゐる。 曩 にわた 

くし は 太 田 孟昌の 名 を 蘭 軒の 集中に 見、 又 伊沢 氏の 口 


はう  あやま 

碑に 太 田 方の 狩谷掖 斎の 門人なる こと を 錯リ 伝へ て 

ゐ るの を 聞いて、 二者の 或は 同一人物 なるべき を 思つ 

あざな しゅくき 

た。 然るに 方、 字 は 叔亀は 父で、 周、 字 は 孟昌は 子で 

あった。 それ ゆ ゑ わたくし は 過を武 びせ ざら むがた 

めに、 浜 野 知三郎 さん を 労す るに 至った。 浜 野 氏の わ 

たくしに 教 ふる 所 は 下の 如くであった。 

菅茶山 等 の 編した 福 山 志 料 第 十 一 一 巻 神農廟 の条 にか 

う 云 ふ 記事が ある。 「福 山の 町 医 馬屋 原玄 益なる もの、 

享保廿 一年 神 農の 像 を 彫刻し、 封 内の 医師 五十人と 相 

はかり 再建し 侍り。」 これが 医師 馬屋 原 氏の 書籍に 記 

載せられた 始 である。 


阿部 家の 医官 馬屋 原 氏 は世玄 益と 称した。 初代が 玄 

益 寧 成、 二 代が 玄益順 成、 三代が 玄益成 美で ある。 寧 

成 は 安永 十 年に 表 医師に 召し出 だされ、 寛 政 元年に 残 

した。 福 山 志 料の 町 医 玄益は 此寧成 か、 或は 其 父 かで 

あらう。 順 成 は 其 後 を 襲いで 表 医師と なり、 文化 九 年 

奥 医師に 進み、 文政 十 一 年に 残した。 成 美 は 文政 元年 

に 出仕 を 命ぜられ、 四 年に 表 医師と なり、 十 年に 医学 

世話 を 命ぜられ、 十一 年に 順 成の 後 を 襲ぎ、 十二 年に 

奥 医師と なった。 

然るに 二世 順 成に は 弟が あって、 一旦 順 成の 養嗣子 

となった が、 早く 文化 元年に 歿した。 其 名が 周 山 世 成 


であった。 三世 成 美 は 叔父の 死んだ ために 家 を 継ぐ こ 

ととな つた。 其 初の 名 は 周迪成 美で あつたと 云 ふので 

ある。 

是に 於て 蘭 軒の 門人 周迪が 三世 玄益成 美 だと 云 ふこ 

とが 明に なった。 按ずる に 成 美 は 出仕 を 命ぜられた 後 

に、 江戸へ 修業に 来て 文政 三年の 夏 福 山に 還り、 四 年 

に 表 医師 を 拝した ので あらう。 

また 

果して 然 らば 周迪成 美の 伯 孝た る こと は、 復疑 ふこ 

と を須ゐ ぬで あらう。 馬屋 原 成 美、 字 は 伯 孝、 初め 周 

迪と 称し、 後恕 庵と 改め、 又 父祖の 称 玄益を 襲いだ。 

医 を 蘭 軒に 学んで、 福 山に 於て 医学 世話 を 命ぜられた 


たまもの 

ので ある。 わたくしの 此 証左 を 得た の は 浜 野 氏の 費 

である。 

此年庚 辰の 秋 は、 蘭 軒の 集に 詩 六 首が ある。 八月 は 

十三 日に 雨が 降った。 蘭 軒 は 友と 湯 島の 酒楼に 会し、 

韻 を 分って 詩を賦 した。 「八月 十三 日 雨、 飲 湯 島 某楼、 

分 韻 得 麻」 の 七 律が ある。 十五 日は晴 であった。 「中 

秋」 の 七 絶に 「夜色 冷 凄 軽 靄収、 満城 明月 好 中秋」 の 

句が ある。 茶 山の 集に は 此日詩 三 首が ある。 暦が 社 日 

に 当って ゐ たこと、 隣郷に 放生会が あって、 神 辺の 街 

が賑 つたこと、 木星が 月に 入った こと 等が 知られる。 

「忽覩 一星 排戸 入。 得 非 后 羿覓妻 来。」 一星 は 木星で あ 


る。 九月に は 蘭 軒に 唯一 詩の 録 すべき ものが ある。 そ 

れは 月日 を徴 すべき 作で、 しかも 其 事が 頗る 奇 である。 

「九月 七日 即事。 吟味 値 秋 方 覚奇。 菊花 香 浅 点 疎籬。 

忽然 有 客 来 催 債。 想 得満城 風雨 詩。」 

その 百 十 

き せ 

此年 文政 三年 冬の 半に、 蘭 軒の 姉 幾 勢が 記念す ベ き 

事に 遭遇した。 仕 ふる 所の 黒 田家 未亡人 幸 子が、 十 一 

月 二十四日に 六十 三 歳で 歿した ので ある。 既に 云った 

如く、 此 主従の 関係 は 中島 利 一郎さん の 手 を 煩 はして 


纔 に 明に する こと を 得た ものである。 

幸 子、 初め 亀 子と 云った。 越後 国 高 田の 城主 榊 原 式 

- ちょ  はる ゆき 

部 大輔政 永の 女、 黒 田 筑前守 治 之の 室で ある。 治 之 は 

是ょリ 先天 明 六 年 十一 月 二十 一 日に 福 岡で 卒し、 崇福 

寺に 葬られた。 

伊沢 分家の 伝 ふる 所に 拠れば、 幾 勢 は 八 歳に して 夫 

人に 仕へ たさう である。 然 らば 安永 七 年 幸 子 二十 一 歳 

いとま 

の 時で ある。 次で 十八 歳に して 一た び 暇 を 乞 ひ、 旗 

本 坪 田 三代 三 郎と云 ふ ものに 嫁して 子 を も 生んだ さう 

である。 然 らば その 暇 を 乞うた の は 天明 八 年で、 幸 子 

の 夫 治 之が 卒した 後 二 年で ある。 既にして 幾 勢 は 再び 


黒 田家の 奥に 入り、 前の 主に 仕へ、 祐筆 を 勤め、 又 京 

- つまれ  とも 

都 産の 女中 二人と 偕に、 常に 夫人の 詠歌の 相手に 召 

された さう である。 然 らば 幾 勢 の 再勤 は 早くて も 寛 政 

二 年 幸 子 三十 三 歳の 頃で ある。 幾 勢 は 当時 二十歳に な 

つて ゐた 害で ある。 伊沢 良 子 刀自 は 幾 勢が 晩年の 手紙 

一 通 を 蔵して ゐる。 「正宗 院」 と署 し、 宛名 を 「伊沢 磐 

安殿 御う もじ 殿」 として ある。 年次 は 不明で あるが、 

歳暮の 祝儀が 言って ある。 「う もじ」 は 内歟。 即柏軒 

しゅん こ 

の 妻 狩 谷 氏 俊 子で あらう。 わたくし は此 手紙に 由って 

幾 勢の 能書であった こと を 知った。 祐筆 を 勤めた と 云 

ふ 口碑 がげ にもと 頷かれる。 


幾 勢 は 主の 喪に 逢った 時、 正に 五十 歳に なって ゐた。 

榊 原 氏 幸 子 は 天明 六 年よ リ三 十五 年間 寡婦 生活 をな し 

てゐ たもので、 そのうち 少 くも 三十 一年間 は 幾 勢が こ 

れと 苦楽 を 共に したので ある。 

幸 子 は 既に 卒して、 法諡を 瑤津院 殿瓊山 妙瑩大 禅尼 

と 云 ひ、 祥雲 寺に 葬られた。 幾 勢 は 再び 仕 ふるに 当つ 

て、 所謂 一生 奉公 を 為し遂げ むこと を 期して ゐ たので、 

此 時に 至って 暇 を 乞 ふこと を 欲せなかった。 そこで 彼 

京都 産の 女中 一 一人と 共に 剃髪して 黒 田家に 留まり、 瑤 

津院の 木 位に 侍する ことと なった。 

黒 田家で は 三人の ために 一 軒の 家 を 三 室に しき リ、 


正宗 院等 三人の 尼 を 住 はせ た。 正宗 院は幾 勢が 薙染後 

の 名で ある。 因に 云 ふ。 幾 勢の 墓に は 俗名 世代と 彫 

つて ある。 世代 は 恐く は 黒 田家の 奥に 仕へ た 時の 呼名 

であった だら う。 当時 市人 は 正宗 院 等の 家 をお 玉が 池 

の 比丘尼 長屋と 称した。 

此冬蘭 軒の 集に 詩 四 首が ある。 其 中 歳晩に 無名氏の 

詩 を 読んで 作った と 云 ふ 七 絶が ある。 無名氏の 詩に 曰 

く。 「節 臘都城 人語 囂。 何 知 貧富 似 風潮。 近来 一 事尤 

堪怪。 斗 来 三 銭 歎 歳 饒。」 蘭 軒の 詩に 曰く。 「四十 余 年 

戯楽 中。 老来 猶喜 迎春 風。 請 看 恵 政 方 優渥。 一 邸 不知 

歳歉 豊。」 前 詩 は年豊 にして 来賤 きを 歎じ、 後 詩 は 年 


の 豊凶と 米価の 昂低 とに 無頓着で ある ものと 聞え る。 

頼 氏で は此年 山陽の 次男 辰 蔵が 生れた。 一 に 辰 之 助 

い つ あん 

とも 云って ある。 聿 庵の 弟、 支 峰の 兄で、 里 恵の 始て 

生んだ 男児で ある。 山陽 は 喜んで 母に 報じた。 「家書 

新 有 承 歓処。 報 向 天涯 獲 一 孫。」 しかし 辰 蔵 は 後 僅に 

えう さ つ 

六 歳に して 夭 札した。 宗家 を嗣 いだ 聿庵 は此年 戸田 氏 

を娶 つた。 

その 百 十 一 

菅茶山 は此年 文政 三年に 書 を 某に 与へ て、 蘭 軒に 


言伝 をした が、 某の 名 も 知れず、 書 を 作った 月日 も 知 

れ ない。 饗庭篁 村さん の 所蔵の 此書牘 の 断片 は 下の 如 

きもので ある。 「歳旦の 詩 二 首、 去年の 作 一首、 辞 安へ 

必ず 御 見せ 可 被 下 候。 これ もよ ほど 快く 候よ し、 病 は 

すこしい ゆるに 加 はると 申 こと、 かの 性悪 先生 之 語 也。 

きっと 御 慎 被 成よ と、 御 申 可 被 下 候。 これ は 書状に 申 

遣 候 害 なれ ども、 人 を 媒 にして 申が 却而 こたへ 宜候 

哉。 私 詩 を ほらせ くれよ と 書肆 のぞみ 候。 しかし 詩 は 

前の 集よりも 人ず き あしくな り 候覧、 心 は あがり 候へ 

ども 人の 好みに は 遠くな り候覧 と奉存 候。 辞 安 開 板せ 

よと す、 め 候へ ども 二の足 を ふみ ゐ申 候。 また/ \ 御 


商量 可 被 下 候。 つがる や 市の や 両三 右衛門 時 々 御 逢 被 

おんつ いで 

成 候 哉、 いづれ も おもしろき 人物に 候。 御 次 も あら 

ば宜 御った へ 可 被 下 候。 土 屋七郎 相果候 由、 おも ひも 

よらぬ 事に 候。」 

はさみ 

断片 は 剪刀で 截リ 取った ものである。 某が 截リ 取つ 

て 蘭 軒に 示した ので あらう。 その 此 年の 書牘 たる こと 

は、 「新年の 詩 二 首」 と 云 ふ を 以て これ を 知る。 前年 己 

卯に は 元日に 七 絶 一首 を 作り、 次年 辛 巳に は 五 古 一首 

を 作った のに、 独り 此年庚 辰に は 七 律 二 首 を 作って ゐ 

るからで ある。 書 を 裁した 月日 は 知れぬ が、 歳 首の 詩 

を 添へ たと すれば、 春の 初であった だら う。 刊行せ し 


めむ として 「二の足 を ふみ ゐ申 候」 と 云 ふ 詩集 は、 黄 

葉 夕陽 村 舎 詩 後編で ある。 これ は 次年 十二月に 至って 

刻 成せられ た。 わたくし は 茶 山の 自ら 評した 語 を 見て、 

其 藝術的 良心 を 尊重す る。 此 年の 「雪 日」 七 律の 七 八 

を 参照すべき である。 「衰 老但 知詩胆 小。 一 聯慚踏 古 

人 蹤。」 蘭 軒と 共に 混 外を訪 ひ、 又 曾て 頼 春甫に 交った 

土 屋七郎 の 死が 此 断片に 由って 知られる。 茶 山の これ 

を 書いた のが 此 年の 初春 だとす ると、 七郎は 前年 己 卯 

に 残した ことで あらう。 

まな ま 

文政 四 年の 元旦に は、 蘭 軒の 詩に 生計の 太 だ裕で 

はなかった 痕が 見える。 「辛 巳 元日 作。 昨 来 家計 説輸 


贏。 纔迎 新年 心自 平。 椒酒 酔余 逢 客 至。 先 評 花信 品鶯 

声。」 人生 は 猶瘧の ごとくで ある。 熱 来れば 呻吟し、 

熱 去れば 笑 歌す る。 わたくし は 去って 菅茶山 のこれに 

処 する 奈何 を 顧みる。 「元日。 一 年始 今日。 転 瞬已昏 

鵠。 三百 六十 日。 例 当如此 過。 吾 年 七十 四。 所 余 知 幾 

多。 不如決 我 策。 閑 行 日 酔 歌。」 貧が 蘭 軒の 心に 藥繞 

する 如くに、 老が茶 山の 心 を 擾乱す る。 偶 節 物の 改 

まるに 逢って、 二人 は 排除の 力に 一策 励 を 加へ てゐた 

ので ある。 

例年の 「豆 日 草堂 集」 に は、 其 前日に 高束応 助と 云 

ふ ものが 梅花 を 贈った ので、 それ を 瓶に 插 した。 「佳 


賓 満堂 供 何物。 独 有 梅花 信 不達。」 高束応 助と は 誰で 

あらう か。 後に 蘭 軒の 女 長の 嫁す る 先手 与力 井戸 翁 

助と 云 ふ ものが ある。 蘭 軒 は 翁 助と 書して ゐ るが、 親 

類書に は応 助に 作って ある。 その 或は 同人なる べき を 

おもって、 徳 さんに 質した。 しかし 異人であった。 

集中の 春の 詩 は 以上 二 首の みで ある。 

まさきよ 

三月に は 蘭 軒の 二子が 阿部 侯 正 精の 賞詞 を 受けた。 

勤 向 覚書に 曰く。 「三月 十一 日 悴良安 医学 出精 仕、 御 

満足 被 思 召 候 御意 奉 蒙 候。 同日 次男 盤 安 去年 中 文学 出 

精 之 段 達 御 聴 御 満足 思 召 候 段 奉 蒙 御意 候。」 良 安は榛 

軒 信 厚、 盤 安 は 柏 軒 信 重で、 彼 は 十八 歳、 此は 十二 歳 


である。 

その 百 十一 一 

蘭 軒の 二子 榛軒柏 軒 は、 上に 云った 如く、 此年 文政 

四 年 三月 十 一 日に 阿部 侯 正 精の 賞詞 を 受けた。 

歴世 略伝に 拠る に、 是ょリ 先 榛軒は 狩谷掖 斎、 松 崎 

慊 堂に 就いて 経 を 受け、 父 蘭 軒、 多紀茵 庭、 辻本磁 庵、 

田 村 元 雄に 就いて 医学 諸 科 を 修めた。 柏 軒が 経学の 師 

も亦掖 斎で ある。 

掖斎も 慊堂も 既に 退 隠 後年 を 経て ゐた。 その 蘭 軒の 


二子に 教 へたの は、 皆 退 隠 後の 事で あらう。 被 斎が 文 

じ やうく わん 

化 十四 年に 四十 三 歳で 浅 草の 常 関 書屋に 移り、 湯 島 

の 店 を 十四 歳の 懐 之に 譲った こと は、 上に 云った 如く 

である。 慊 堂の 事 はわた くし は 未だ 深く 究めて ゐ ない。 

しほの やた ういん 

しかし 塩 谷宕陰 撰の 行状に 拠る に、 慊堂は 明 和 八 年 辛 

卯の 生で ある。 その 掛 川に 仕へ たのが 享和ニ 年 三十 二 

歳の 時で ある。 その 肥 後の 聘を 却け て 骸骨 を 乞うた 

時、 「吾 帰 于此十 年、 所 天 三 喪、 不可 以移 矣」 と 云って 

ゐる。 享和ニ 年より 十 年と すると、 文化 八 年で、 慊堂 

はね ざ は 

は 四十 一歳で ある。 慊 堂が 羽 沢の 石 経 山 房に 入った の 

は即此 年で あらう。 所謂 「所 天 三 喪」 は、 太 田 備中守 


資愛、 摂 津守資 順、 備 後守資 言で あらう。 資言は 文化 

七 年 八月 十一 日に 卒し、 嗣子が 無かった ので、 宫 川の 

堀 田家から 養子 丈 三 郎が迎 へられた ので ある。 行状に 

「其嗣 公之 自宫川 来 続 也、 先生 密疏言 事、 事秘不 伝」 と 

書して ある。 

わたくし は榛 軒が 何歳 を 以て 就学した か 知らない。 

権に 十四 歳 を 以てした とすると、 恰も好し 掖 斎が 常 関 

書屋に 隠れた 時で ある。 榛軒は 新に 湯 島の 店の 主人と 

なった 掖 斎の 子 懐 之と 同 庚であった。 

柏 軒の 鉄 三 郎が掖 斎 退 隠 後の 弟子た る こと は、 疑 を 

容れ ない。 幼年の 間 鉄 三郎は 恐く は 父に 句読 を 受けて 


ゐた であらう。 しかし その 文学 出精と 云 ふ を 以て、 夙 

く 十一 一歳に して 正 精の 賞詞 を 受けた こと を 思へば、 少 

くも  一 二 年 前から 師を 外に 求めて ゐた であらう。 そし 

て 其師は 即ち 掖 斎であった。 

榛 軒と 慊 堂と は、 わたくし は 何時 始て相 見た か 知ら 

ない。 姑く 棒 軒は掖 斎に 従 学す ると 同時に、 慊 堂に 

も 従 学した とすると、 当時 掖斎は 四十 三 歳、 慊堂は 四 

十七 歳であった。 慊堂は 羽 沢に ある こと 既に 七 年に な 

つて ゐた。 

此 年の 夏の 初に は、 狩谷掖 斎が 京都に 住って ゐた。 

これ は 被 斎が 初 度の 西遊で は 無い。 しかし わたくし は 


い-つし よ-つ 

是 より 先 其 遊蹤を 尋ねよう として ゐ ながら、 遂に 何 

の 得る 所 も 無かった。 そこで 三 村 清三郎 さんに 問うた。 

一 一 一 村 氏 は 古 京 遺文 に 被 斎が 仏 足 石 の 事 を 言 つて、 京 遊 

云々 の 語 をな した こと を 記憶して ゐて、 わたくしに 告 

もと 

げ、 又 好古 小録、 好古 日録に 就いて 索め たなら、 其 形 

跡が 得られようと 云った。 

わたくし は 再び 書 を 三 村 氏に 寄せて、 掖 斎の 自ら 語 

つまびら か 

つた 京 遊 云々 の 事 を 詳 にしよう とした。 三 村 氏 は 

わたくし のために 書を検 する 労 を 辞せなかった。 わた 

くし は 此に其 復柬中 考証に 係る もの を節録 する。 

「既に 古 京 遺文 仏 足 石の 条 にも、 余 親 至 西 京、 経 七日 


之久、 精撫 一本 云々 と 御座 候。 遺文 は 文政 元年 之 序 候 

へど、 (再校 之 節 補 入と 疑へば ともかく、 普通に て は) 

是れ 以前 之 西遊 を 証せられ 申 候。 扨 好古 小 日録 之塡註 

を 精査 候処、 大分 詳細に 相 成 候 間、 左に 申 上 候。」 

書牘 はこれ より 無 仏 斎が 二 著の 抄録に 入る。 

その 百 十三 

狩谷掖 斎の 西遊に して、 此年辛 巳 以前に 係る もの は、 

もと  しも 

これ を 三 村 氏の 抄録 中に 索む るに、 下の 如くで ある。 

「好古 日録 永 仁 古文 孝経の 条に掖 斎 云。 寛 政 二 年 京師 


ちく はう ろう  みる 

書肆 竹苞楼 にて 観。」 

「同 春秋 左 氏 伝の 条に掖 斎 云。 寛 政 二 年 山 田 以文の 家 

にて 観る。 押 小路 外史の 家蔵 也。」 

「好古 小 録鴨毛 屏風の 条に掖 斎 云。 寛 政 九 年 三月 観。」 

「同 薬師 寺 魚養大 般若 経、 大安 寺 縁起、 志 義山毘 沙門 

縁起、 来迎 寺 所蔵 十界 図の 条に掖 斎 云。 文政 二 年 四月 

観。」 

「同 覚融勝 画の 条に掖 斎 云。 文政 二 年 四月 京師の 商家 

にて 観。」 

「同 仏 鬼 軍の 条に掖 斎 云。 京 寺 町 十 念 寺 蔵 文政 二 年 五 

月 観。 (下略。)」 


以上 寛 政 二 年、 九 年、 文政 二 年の 三度、 掖斎は 京都 

に 住ったら しく 見える。 即ち 十六 歳、 二十 三 歳、 四十 

五 歳の 時で ある。 

此にー の 留意すべき 事が ある。 それ は 第三 次 文政 二 

年の 入京で ある。 果して 掖 斎が 此旅を なした とすると、 

それ は 余程 遽 だしい 旅で あつたと 見なくて はなら な 

ヽ 0 

レ 

何故に さう 云 ふかと 云 ふに、 菅茶山 は 文化 十四 年に 

「掖斎 西遊 之 志 御 坐 候よ し、 これ は 何卒 普 帥が 墓に な 

らぬ うちに 被 成よ と 御 申 可 被 下 候」 と、 蘭 軒に 嘱 した。 

越えて 文政 二 年に 掖斎は 入京した。 そして 茶 山が 神 辺 


にあって 待って ゐる にも拘らず、 往ぃ てこれ を訪 ふこ 

くびす 

となし に、 京都から 踵を旋 した ことと なる。 己 卯に 

は 被 斎の 神 辺に 住った 形迹が 絶無 だからで ある。 

是 より わたくし は 此年辛 巳の 旅 を 記さう とお も ふ。 

掖斎は 文政 四 年に 江戸より 木 曾路を 経て 京都に 入った。 

入京の 日 は 四月 八日であった。 

十五 年 前に 蘭 軒 は 同じ 街道 を 京都に 往 つた。 そして 

その 京に 著いた の は 発 程 第 十七 日であった。 仮に 被 斎 

が 同じ 日数 を 同じ 道中に 費した ものと すると、 掖 斎の 

江戸 を 発した 日 も、 略 推知す る ことが 出来る。 暦を閲 

する に 文政 四 年に は 三月が 大、 四月が 小であった。 今 


四月 八日 を 以て 第 十七 日と するとき は、 溯って 第一 日 

に 至って 三月 一 一十一 一日 を 得る。 掖斎は 概ね 三月 一 一十 日 

頃に 江戸 を 立った ものと 見て 大過な からう。 

つまびら か 

掖 斎の 江戸より 京都に 至る 間、 月日の 詳 にす ベ 

きものが 只 一 一 つ ある。 其 一 は 三月 一 一十 六日に 和 田 駅 を 

過ぎた ことで ある。 其 二 は 四月 朔 に 見 戸野々 尻 を 過 

ぎた ことで ある。 

蘭 軒 は 旅行の 第 六日に 上 和 田 下 和 田 を 過ぎた。 被 斎 

しゃ-つと 

が 二十日に 上途 したと すると、 二十 六日 は 第 七日と な 

る。 次の 「見 戸野々 尻」 は 三 富 野、 野 尻で あらう。 蘭 

軒 は 第 十日に 野 尻 を 経た。 掖 斎の 旅の 四月 朔は第 十一 


日と なる。 日程 は 大抵 符合す る やうで ある。 

掖斎は 京都に 着いて、 福井榕 亭を訪 ひ、 稲荷 祭、 御 

蔭 祭 を 観て、 十四日に 書 を 蘭 軒に 寄せた。 此書牘 が 文 

淵 堂 所蔵の 花 天 月 地中に 収めて ある。 わたくし は 下に 

其 全文 を 写し出さ うとお も ふ。 

その 百 十四 

狩谷掖 斎が 此年辛 巳 四月 十四日に 京都から 蘭 軒に 寄 

せた 書牘 はかう である。 

ます/ \ 

「追 日向 暑、 倍 起居 御 安和 可 被 成 御座 奉 恭賀 候。 京 


都総而 静謐、 僕 等 本 月 八日 入京 仕 候。 途中 雨少 にて、 

僅 一両日 微雨に 逢 候 而已、 只 入京 之 日 半日 雨 降 申 候。」 

「上 州 長 尾 春 斎 (草屋の 弟子) 世話に て、 神 亀 之 古 碑 

共 一 覧、 其 後 多 胡 碑 も 観 申 候。 」 

やまぶき 

「木 曾 桜 酴醣殊 妙、 其 外 花 盛に 御座 候 而驚目 申 候。 総 

而木曾 之 山水、 豚児 輩 感心 仕 候。 僕 も 一 昨年より 増り 

候 様に 覚申 候。 御 紀行 毎夕 読 候而御 同行 仕 候 様に 奉存 

候。 乍 去 余程 涼気に て、 日限 延引 を 却 而悦申 候。 和 田 

駅 (三月 廿 六日) など 綿 衣 四 襲 位 之 事に 御座 候。 乍然 

暑中より は 歩行 致 能 御座 候。 尤 一 人 も 駕籠 馬の 力 を 借 

リ不申 候。 (日程 七 八 里 故。) 朔日 (四月) 見 戸野々 尻 


辺花猶 盛に 而 珍しく、 歌 あり。 花の香 を をし むの みか 

は 谷風に ころも かへ うき 木 曾の 山道。 御 笑 可 被 下 候。 

今朝 抜た 綿で はない か 谷 ざ くら。 松 宇 君へ 御った へ 可 

下, _ 

「福 井へ 尋申 候。 甚 よく 遇せられ、 昨年 断 被 申 候事途 

中 之 間違の よし 等 被 申 候。 何よ リ以 家屋 園 池 之 結構、 

小 障子 一枚と いへ ども、 一草 一 礫と いへ 共、 みなく 

心 を 用 ひ、 額 聯之数 は黄檗 山より 多く、 すきま/ \ は 

アン ヘラに て はりつめ、 中々 千金 二 千金 之 用途に て 作 

り 候 物に 無 之、 露台、 庭の 檻、 朱 緑 間錯、 釣 燈籠凡 三 

百に あまり 申 侯。 実に 田舎 漢の 京の 門跡 を 始而見 候よ 


リ驚申 候。 但し ェ ときたな 細工と を以組 詰た る もの 

にて、 僕な ど 三日 も 右 之 家に 居候 ものなら ば、 大病に 

相 成 候 事相 違 有 之 まじく 被存 候。 此後 数度 参候而 珍蔵 

乞 可 申 所存に 候へ ども、 但右之 一儀に 迷惑いた し 居 申 

候。」 

「稲荷 祭。」 

「御蔭 祭。」 

おもしろ 

「古雅 結構、 面 き 事に 御座 候。 (森 云。 面の 下 原文 

白 字 を 脱す。) 土 佐 画の 画工 等、 或は 社頭の 式 を 観 をみ 

る 人 あり。 (森 云。 をみ 二字 衍文。) 或は 路中行 装 を 観 

もの 有、 洛東 にて 騎馬 音楽 有 之、 此 所へ 来りみ る もの 


有。 御蔭 森 御旅 所に て、 音楽 神 供 を 観す る もの 有。 江 

戸 人と 違心 を 用 候 事 感心いた し 候。」 

「右 之 帰路 小 野 毛 人 墓へ 参り 申 候。 石槨 ふた 土 上に 現 

れ出 (八 尺に 五 尺 ほど) 有 之、 内に は 右 之 蓋 石 取 除 見 

候へば、 小 礫 を 以てつ め 有 之 候。 果して 右 之 内に 墓 志 

有 之 事と 被存 候。 八 瀬 小 原 辺に て甚 幽邃なる 山上に 御 

座 候。」 

「此日 御蔭 山 (これ さへ 此度 はじめて 参りし 也) より 

廻りし 所、 茶屋 等 一 向 無 之、 饑甚 し。 人窮 する 時 驚 人 

之 句 あり。 肥し 身の 我大 はら も ひだる さに やせ 行 やう 

にお も ひける かな。 此 一 条皆 川へ 御 話 可 被 下 候。」 


「今日 迄 両三 輩づ. '朝夕 書林 も 参 候 所、 手に 取て みる 

様なる 本 者 一 冊と いへ 共 無 之 候。」 

r 一  切 経 音 義は頼 申 候。 義疏と 内 経 はい まだ 見当り 不 

申 候。 明日 坂 本山 王 祭、 明々 後日 葵祭 拝見 候て、 南都 

へ 一 先 罷越可 申と 存 居候。 猶 後便 可 申 上 候。 頓首。 四 

月 十四日。 狩 谷 望 之。 蘭 軒先 生 御前。」 

その 百 十五 

此辛巳 四月 十四日の 狩谷掖 斎の 書 を 読んで、 最初に 

わたくしの 目 を 留めた の は、 木 曾の 景を 叙して、 「 一 昨 


年より 増り 候 様に 覚申 候」 と 云って ある 事で ある。 三 

かくはう 

村 氏の 考証した 文政 一 一年の 旅が 此 句に 由って 確保 せら 

れる。 掖斎は 二 年 己 卯に 京都へ 住った。 しかも その 木 

曾路を 経て 西した こと さへ 知る ことが 出来る。 掖斎は 

己 卯に 京まで は往 つたが、 更に 南下して 菅茶山 を 神 辺 

に訪 ふこと をば せずに 己んだ ので ある。 茶 山は掖 斎の 

しょ-つよう 

西遊 を 您慂 して、 「長 崎 は 一 とほり 見て おきた き処 也」 

と 云った。 想 ふに 掖斎は 入京 数度に 及びながら、 京よ 

リ して 南下す るに は 及ばなかった ので あらう。 少 くも 

丁 丑 前に は 九州の 地 をば 踏まなかった ことが 明で ある。 

掖斎は 木 曾路を 行く のに、 十五 年 前の 蘭 軒の 紀行 を 


携 へて ゐて、 且 読み 且 行った。 「御 紀行 毎夕 読 候而御 

同行 仕 候 様に 奉存 候」 と 云って ある。 或は 二 年 前の 旅 

にも 持って行き、 此 度の 旅に も 持って行って、 反覆 翫 

味した かも 知れない。 紀行の 繕 写せられ たの は、 己 卯 

より は 早かった 害 だからで ある。 

被 斎の 此書牘 に は、 千載の 後に 墓を訪 はれた 小 野 妹 

子の 子、 毛 野の 父 毛 人より して 外、 五 人の 人物が 出て 

ゐる。 第一 は掖 斎の 子 懐 之で ある。 

掖 斎は此 旅に 悴懐之 を 連れて行った。 「総而 木 曾の 

山水 豚児 輩 感心 仕 候」 と 云って ある。 「豚児」 懐 之は此 

年 十八 歳であった。 被 斎の 始て 京に 上った のが 寛 政 二 


年 十六 歳であった とすると、 懐 之の 初 旅 は 遅る る こと 

一 一歳であった。 

第一 一は 掖 斎に 神 亀の 古 碑 を 見せた 上野の 人 長 尾 春 斎 

である。 「草屋の 弟子」 と 註して ある。 世間 若し 草屋 

春 斎の 師弟 を 知った 人が あるなら、 敢て教 を 請 ふ。 

あざな くわう かう 

第三 は 福 井榕亭 である。 名 は需、 字 は 光亨、 一の 

しゅうきつ  いりつ 

字 は 終吉、 楓亭の 子に して 衣笠の 兄で ある。 榕亭は 

前年 庚 辰に 被 斎が 何事 を か 交渉した 時、 すげ ない 返事 

をした。 しかし 今 親く 訪 はれて は、 厚遇せ ざる こと を 

得なかった。 そして 前年の 事 をば 「途中 之 間違」 とし 

て 謝した。 掖 斎の 書 牘には 榕亭 の 第 宅 庭園が 細 叙して 


ある。 その 結構に は 詩人の 所謂 堆垛の 病が ある。 「僕 

など 三日 も 右 之 家に 居候 ものなら ば、 大病に 相 成 候 事 

相違 有 之 まじく 被存 候。」 説き 得て 痛切 を 極めて ゐる。 

わたくしな ども 此 種の 家に 住んで ゐる人 二三 を 知って 

ゐる。 それ ゅゑ掖 斎の 書 を 読んで、 わたくしの 胸 は 直 

ちに レゾナンス を 起す ので ある。 兎に角 掖 斎の 筆に 由 

つて、 福 井 丹 波 守の 懐かしくない 一面が 伝 へられた の 

は、 笑止で ある。 

第 四は掖 斎が 木 曾の 俳句 「今朝 抜た 綿で はない か 谷 

ざ くら」 を 見せよう とした 松 宇で ある。 蘭 軒 集中に 出 

て ゐる真 野 松 宇で あらう。 第五 は 被 斎が 八 瀬 小 原の 狂 


歌 を 見せよう とした 皆 川で ある。 蘭 軒 集中に 出て ゐる 

しゅく も  よ 

皆川叔 茂で あらう。 此に藉 つて 松 宇に は 俳 趣味、 叔茂 

に は 狂歌 趣味の あった ことが 推せられ る。 わたくし は 

此に 今一 つ 言って 置きたい 事が ある。 それ は 八 瀬 小 原 

の 狂歌が わたくしに 被 斎の 相貌 を教 へた ことで ある。 

此 歌より 推せば、 掖斎は 一箇の 胖大漢 で 便々 たる 腹 を 

有して ゐ たらしい。 しかし 三 村 清三郎 さん は 被 斎が 美 

丈夫で あつたと 云 ふこと を 聞き 伝へ てゐる さう である。 

然 らば 所謂 かっぷくの 好い 立派な 男で あつたの だら う。 

その 百 十六 


狩 谷 掖斎は 辛 巳 西遊の 途上、 木 曾で 桜の 句 を 得て、 

これ を 蘭 軒に 与 ふる 書中に 記し、 松 宇に 伝へ 示さむ こ 

とを嘱 した。 

わたくし は※ 斎 〔# 「くさかんむり \ 姦」、 7 巻- 234- 上 

詩集の 戊 寅の 作 中、 蘭 軒が 真 野 松 宇の 庭の 瞿麦を 

賞した こと を 憶 ひ 出した。 そして 掖 斎の 謂 ふ 松 宇は此 

真 野 松 宇で あらう と 云 ひ、 又掖 斎が 特に 其 俳句 を 示さ 

うとした ことより 推して、 松 宇 は 俳 趣味の ある 人で あ 

つた だら うと 云った。 

わたくしが 前記の 文 稿 を 郵便に 附し 去った 時、 忽ち 


一 の 生 客が あって 剌を 通じた。 刺に は 「真 野 幸 作、 下 

谷 区 簞笥町 一番 地」 と 題して ある。 わたくし は 奇異の 

おも ひ 

念 をな して 引見した。 幸 作さん は 松 宇の 孫で、 わた 

くしに 家 乗の 一 端 を 語った。 

かん ひつ あざな 

幸 作さん の 高祖父 を 鼎 斎と 云った。 名 は 甘 匹、 字 

は 子 由、 一 に 西 巷と 号した。 鼎 斎の 子 竹亭、 名 は 茂 竜、 

まさすけ 

字 は 子 群、 通称 は 徳弥が 阿部 侯 正 右に 仕へ た。 即ち 幸 

作の 曾祖父で ある。 

竹 亭は元 文 四 年に 生れ、 寛延 三年 十一 一歳に して 元服 

し、 宝 暦 五 年に、 十七 歳に して 正 右の 儒者に せられた。 

わたくし は此に 先づ正 右の 世に 於け る 竹亭の 履歴 を 摘 


記す る。 宝 暦 九 年 二十 一歳、 大目 付 触 流。 十二 年 二十 

四 歳、 群 右衛門と 改称した。 

まさと ち 

明 和 六 年に 阿部 家に 代替が あった。 以下 は 正 倫の 世 

に 於け る 履歴で ある。 安永 元年 冬、 竹亭は 三十 四 歳に 

して 江戸 勤 を 命ぜられ、 十一月 十五 日に 福 山 を 発した。 

九 年 四十 二 歳、 世子 正 精 侍読。 天明 七 年 四十 九 歳、 十 

一 月 奥 勤。 八 年 五十 歳、 世子 四書 五経 素読 畢業。 寛 政 

元年 五十一 歳、 伊勢 奉幣 代参。 二 年 五十二 歳、 大目 付 

格。 系図 調に 付 金 三百 疋 下賜。 四 年 五十 四 歳、 世子 四 

書 講釈 畢業。 享和ニ 年 六十 四 歳、 門人 柴山乙 五郎 召 出、 

儒者 見習。 


享和 三年に は 又 代替が あった。 以下 は 正 精の 世に 於 

ける 履歴で ある。 文化 元年、 竹亭 六十 六 歳、 読書 御用。 

きとく ゐん せきく わくがい リて うぶん さく じ 

二 年 六十 七 歳、 熙徳院 石槨 蓋 裏 雕文作 字。 熙徳院 は 正 

倫の 法諡 である。 六 年 七十 一歳、 四月 二十日 出精に 付 

金 五 百疋。 十 一 年 七十 六 歳、 霊台院 石槨 蓋 裏 雕文作 字。 

霊 台院は 上に 云った 如く、 正 倫の 継室 津 軽信 寧の 女、 

比 左 子で ある。 十四 年 四月 十二 日、 竹亭は 七十 九 歳に 

して 歿した。 

竹亭の 遺した 無 題簽の 一 小冊子が ある。 中に 菅茶 山、 

太 田 全 斎、 頼 杏 坪 等と 交った 跡が ある。 竹亭は 彼漳州 

牽牛子 を も 茶 山の手から 受けた。 「菅太 中 遙贈牽 牛 子 


種。 謂 此漳州 所産。 花 到 日 午猶不 萎。 乃 蒔 見 花。 信 如 

所 聞。 遂賦 一 絶 寄 謝。 牽牛 異種 異邦 来。 駅 使 寄 投手 自 

栽。 紅 日中 天花 未 酔。 籬 頭猶擎 琉璃 杯。」 甲子の 歳に 

茶 山の 江戸に 来た 時、 竹 亭は公 退の 途次 其 病床 を訪ぅ 

た。 蘭 軒が 菜 花 を 贈った 比の 事で ある。 其 席に は 杏 坪 

が 来て ゐた。 「甲子 二月 下 直、 過 菅太中 僑 居 問疾、 邂追 

于藝藩 頼 千祺、 観 其 餞 辛 島 伯 彝還西 肥 之 作、 席上 賡韻 

示 千棋、 用 進退 韻。 相 遇 還 歎 相 遇 遅。 風 騒 如 涌 筆 如 飛 _ 

青年 令聞 徒翹 慕。 白 首 仰 顔 交 喜悲。 退 食 過 門 朝 問疾。 

高談 前 席※ 〔# 「曰+ 干」、 7 巻- 235- 下 „?〕 忘 帰。 寄書 伯 

氏 為 伝 語。 官脚広 陵 報 信 時。 自註、 伯 氏 弥太郎 也、 頼 


惟 寛、 字 千秋、 其 仲 頼 惟疆、 字 千 齢。」 太 田 全 斎の ため 

に は、 竹 亭が詩 を 其 日本 輿地 図に 題した。 「題 太 田 方 

日本 輿地 図。 一 摺輿図 万里 程。 東漸 西被属 文明。 五畿 

七道 存 胸臆。 六十 八州 接 眼睛。 彩色 辨疆如 錦繡。 針 盤 

記 度 似 棋枰。 越都歴 険無糧 費。 看 愛 臥 遊楽 太平。」 宛 

然 たる 明治 大正 詩人の 口吻で ある。 

竹 亭の子 松 宇 は 名 を 頼 寛 と 云って、 俳諧 を嗜ん だ。 

松 宇の 子 兵 助 は 喜 多七大 夫の 門に 入って、 能師 となつ 

た。 兵 助の 子が 即ち 我 客 幸 作さん である。 

その 百 十七 


蘭 軒 は 京に 往く 狩谷掖 斎に 書 を 買 ふこと を 託した の 

で、 掖斎は 此辛巳 四月 十四日の 簡牘の 末に 訪 書の 消息 

を 語って ゐる。 蘭 軒の あつら へた 書 は 一切経 音義、 論 

語義 疏及黄 帝 内 経 であった らしい。 

三 書 はいかに も 蘭 軒が 掖斎 にあ つらへ さうな 書で あ 

る。 若し 小説家が 此書牘 を擬作 するとしたら、 やはり 

のぼ 

此 種の 書 を 筆に 上す る ことと なる だら う。 そして 批評 

家 は 云 ふだら う。 そんな 本 は 蘭 軒は疾 くに 備 へて ゐた 

害で ある。 作者の 用意 は 未だ 至らない と 云 ふだら う。 

わたくし は此に 少しく 三 書の 事 を 言 ひたい。 しかし 


わたくし は 此方 面の 知識に 乏しい。 殆ど 支那の 文献に 

くちばし 

喙 を容 る、 資格 だに 闕 けて ゐる。 それ ゆ ゑ わたくし 

の 言 ふ 所に は定て 誤が あら う。 ど ぅぞ 世間 匿 好 の士に 

其 誤 を指撾 して もら ひたい。 

一 切 経 音義と 云へば 玄応の 書か、 慧琳の 書かと 疑 は 

れ るが、 わたくし は 蘭 軒が 前者 を 求めた ものと 解す る。 

何故と 云 ふに 今 流布し て ゐる慧 琳音義 は 元 文 二 年に 既 

に 刊行 せられて ゐて、 此本 以外に 善 本 を 坊間に 獲む こ 

と は 殆ど 望む ベ からざる 事であった 害 だからで ある。 

且蘭 軒の 徒なる 渋江抽 斎、 森枳 園の 後に 撰ん だ訪 古志 

もと 

にも、 玄応 音義の 下に は 特に 「尤有 補 小学 焉」 と 註し 


て ある 如く、 当時 蘭 軒 一派の 学者が 此書を 尊重して ゐ 

て、 現に 被 斎 自家 も 玄応音 義の和 刻本に、 校謦を 加へ 

て 蔵して ゐ たからで ある。 掖 斎の 識語の ある 此本は 後 

枳 園の 子 約 之の 手に 帰し、 今 は 浜 野 知三郎 さんの 庫 中 

にある。 

文献 史上に 於け る 音義諸 書の 顕晦 存亡 は、 其迹 小説 

よりも 奇 である。 今は定 てこれ に関する 新 研究 も あら 

うが、 わたくしの 此に言 ふ 所 は 単に 流布本の 序跋 等に 

見えて ゐる限 を 反復す るに 過ぎない。 それの みで も既 

に 人 をして 其奇に 驚かしむ るに 足る であらう。 

玄応が 音義を 著した の は 唐の 初で ある。 「貞観 末 暦」 


と 云って あるから、 猶太 宗の 世であった。 即ち 七 世紀 

の 書で ある。 初 二十 五 巻であった のが、 二十 六 巻と な 

り、 清の 乾隆に 至って 旧に 復 せられた。 これが わたく 

しの 蘭 軒の 捜して ゐた本 だら うと 推す る 書で ある。 五 

号 活字の 弘教 書院 蔵に も、 四 号の 蔵 経 書院 蔵に も 載せ 

て ある。 しかし 善 本 を 求めたら、 今 も 獲 難から う。 

顕晦 の尤奇 なの は、 此書 では 無い。 慧琳 の音義 であ 

る。 裴氏 慧琳が 音義ー 百卷を 著した の は、 「以建 中 末 

年 瓶 製」 とも 云って あり、 又 「起 貞元四 年」 とも 云つ 

て ある。 要するに 唐の 徳宗の 世であった。 その 成った 

の は、 「至 元 和 ニ祀方 就」、 「迄 元 和 五 載」、 「元 和 十二 年 


二月 二十日 絶筆 於 西 明 寺焉」 等 記載 区々 になって ゐる。 

要するに 憲宗の 世であった。 慧琳は 元 和 十五 年 庚 午に 

八十 四 歳で 卒した から、 十二 年に 筆 を 絶った とすると、 

入寂 三年 前に 至る まで 著述に 従事した ことになる。 そ 

の 蔵に 入れられ たの は 大中五 年 だと 云 ふから、 既に 宣 

宗の 世と なって ゐた。 即ち 慧琳音 義は九 世紀に 成った 

書で ある。 

然るに 此書は 支那に 亡くなった。 「高麗 国 (中略) 周 

顕徳中 遣使齎 金、 入 浙中求 慧琳経 音義、 時無此 本」 と 

云って ある。 後 周の 世宗の 時で ある。 即ち 十 世紀に は 

早く 既に 亡びて ゐた。 後 高麗 国 は 異邦に 求めて これ を 


得た。 「応是 契 丹 蔵本」 と 云って ある。 そして 慧琳音 

義は 朝鮮 海 印 寺の 蔵 中に 入った。 

足 利 義満が 経 を 朝鮮に 求め、 義 政が これ を 得た 時、 

とも 

慧琳 音義が 蔵 中に あって 倶に 来た。 これが 洛東建 仁 寺 

の 本で ある。 元 文 板に は 「朝鮮 海 印 蔵版、 近古 罹 兵燹 

而散 亡」 と 云って あるが、 徳富蘇 峰さん の 語る 所に 従 

へば、 麗蔵は 今 猶完存 して ゐて、 慧琳の 音 義も亦 其 中 

にある さう である。 

その 百 十八 


きつたん 

わたくし は慧琳 音義が 唐に 成り 後 周に 亡び、 契 丹よ 

リ 朝鮮に 入り、 朝鮮より 日本に 来た こと を 語った。 さ 

て此 書の 刊布は 忍澂 に 企てられ、 其 弟子の 手に 成った。 

それが 元 文 二 年で、 徳川 吉宗の 時で ある。 支那に 於て 

十 世紀に 亡びた 書が、 日本に 於て 十八 世紀に 刊行 せら 

れ たので ある。 慧 琳音義 は弘教 書院 蔵に 有って、 蔵 経 

書院 蔵に 無い。 しかし 元 文 版 は 今 も 容易に 得られる。 

玄 応慧琳 の音義 よりして 外、 蔵 経 書院 蔵に 収められ 

てゐる 慧苑の 華厳経 音義、 処 観の 紹興蔵 音、 弘教 書院 

蔵に 収められて ゐる可 洪の随 函録、 希 麟の続 経 音義等 

しばら  しょじ やく 

が ある。 しかし 此等は 姑く 措いて、 わたくし は 書籍 


の 運命の 奇を 説く 次に、 行瑶の 大蔵経 音 疏五百 巻の 

事を附 加したい。 これ は 「慨郭 迻音義 疎略、 慧 琳音義 

不伝、 遂述 大蔵経 音 疏五百 許 巻」 と 云って ある。 郭逢 

の 音 義とは 所謂 一 切 経 類音で ある。 類音の 疎略に して、 

慧 琳音義 の 伝 はら ざ るを慨 いて 作った ので ある。 然る 

に此行 培の 書 も 亦 亡びて、 未だ その 発見せられ たこと 

を 聞かない。 行瑶は 恐く は 己が 書の 亡びて、 慧琳の 書 

の 再び 出づる こと をば、 夢に だに 想はなかった であら 

う。 

わたくし は 経音義 のために 余りに 多くの 辞 を 費し 

た。 論 語義 疏と内 経との 事 は 省略に 従が ふこと とした 


い。 掖 斎の 書 牘には 単に 「義 疏」 と 云って ある。 それ 

を 皇侃 の 論語 義疏と 解す るの は、 嘗て 寛 延板が 邢 I 丙 

なら  あきたら 

本に 仿 つて 変改して あるのに 慊 ぬた め、 当時の 学者 

は 古 鈔本を 捜す ことにな つて ゐ たからで ある。 黄 帝 内 

経 は 素 問と 霊柩と である。 これ も 当時 尚古 版本 若く は 

古 抄本 を 得べ き 望が 多少 あ つたこと であらう。 

以上が 掖 斎の 蘭 軒に 与へ た 書の 註 脚で ある。 掖斎は 

文政 四 年 四月 十四日に、 其 子 懐 之と 共に 京都に あって 

此書を 裁し、 其 後 どうした か。 

十五 日に は、 書牘に 拠る に、 坂 本の 山 王 祭 を 観た 害 

である。 


十七 日に は奈良 へ 立つ た 害で ある。 

此ょリ 後 五月 十八 日に 至る 三十日 間の 行 住の 迹は、 

さしあたり 尋 ぬる こと を 得ない。 五月 十九 日に は掖斎 

父子が 福 山に 宿した。 

一 一十 日の 朝 父子 は 菅茶山 を 神 辺に 訪ひ、 其 家に 宿し 

た。 

二十 一 日に は 父子が 猶 黄葉 夕陽 村 舎に 留まって ゐた。 

二十 二日に 二人 は 神 辺 を 発し、 三 原に 向った。 

此 五月 十九 日よ リニ 十二 日に 至る 四日 間の 旅程 は、 

茶 山が 江戸に ある 北 条霞亭 に 与 へ た 書に 由って 証す る 

ことが 出来る。 


茶 山の 霞亭に 与へ た 書 は 断片で ある。 霞亭 はこれ を 

剪り 取って 蘭 軒に 示した。 この 剪刀の 痕を存 した 断片 

は 饗庭篁 村さん の 蔵 儲 中に ある。 「扨 津軽屋 三 右衛門 

父子 今月 廿日 朝来り 候。 ふく やまに 一 泊いた され 候よ 

し 也。 其 夜と 其翌夜 滞留、 廿 二日 三 原 を さして 発 程 也。 

今す こし 留めた く 候へ ども、 宫島迄 も 参、 京 祇園 会に 

必 かへ ると 申 こと、 日数な く 候 故、 乍 残念 かへ し 候。 

八幡に て 古 経 を 見、 宮じ まに て 古 経 古器 を 見る と 申 こ 

と、 中々 祇園 会に 間に 逢 かね 候覧。 ふたりとも 連 を 羨 

しく 候。 此段 伊沢へ 御 はなし 可 被 下 候。 扨 竹 内 森 脇い 

づか たも 無事に 候。 宜御申 可 被 下 候。 右 用事の み 草々 


申 上 残 候。 御 道中 道 ゆきぶ り は 追 而可被 仰 遣 候。 先 右 

序文い そぎ 此事 のみ 申 上 候。 恐惶 謹言。 五月 二十 六日。 

菅 太中晋 帥。 北条 讓四郎 様。 伊 十 も 可也に 取つ、 V き 出 

来 申 候覧。 銅 脈 先生 (広 右衛門 こと) は 矢 か はに しば 

らく ゐ申候 由、 いかがい たし 候 や。」 

その 百 十九 

菅茶 山の 北 条霞亭 に 与へ た、 此年 文政 四 年 五月 一 一十 

六日の 書牘の 断片 は、 独り 狩谷掖 斎の 西遊 中 四日 間の 

消息 を 伝へ てゐ るの みで は 無い。 去って 霞亭の 経歴 を 


顧みる に、 此 にも 亦 其 伝記 を 補 ふに 足る ものが あるら 

しい。 それ は 霞亭が 何時 江戸 に 来た かと 云 ふこと であ 

る。 

先づ 山陽 撰の 墓 碣銘を 見る にかう 云って ある。 「歳 

癸 酉遊備 後。 訪菅茶 山 翁。 翁 欲 留掌其 塾。 諮 之 父。 父 

命 勿 辞。 福 山 藩 給 俸 五 口。 時 召 説 書。 尋特召 之 東 邸。 

給 三十 口。 准大 監察。 将孥東 徒。 居 丸 山 邸 舎。 三年 罹 

疾。 不起。 実 文政 癸未 八月 十七 日。 享年 四十 四。 葬 巣 

鴨 真性 寺。 」 

霞 亭が備 後 に往 つたと 云 ふ 癸 酉 は 文化 十 年で、 茶 山 

の 甲 戌 東 役 の 前年で ある。 茶 山 は 霞 亭に廉 塾 の 留守 を 


させて 置いて 江戸に 来り、 乙 亥に 還って、 彼 八月 二日 

の 書 を 以て これ を 蘭 軒に 紹介した。 

まさ ま いぢよ 

茶 山の 蘭 軒に 与へ た 書に は、 茶 山が 将に妹 女 井上 氏 

め あは 

を 以て 霞亭に 妻せ むとして ゐる ことが 見えて ゐ た。 

茶 山 は 遂に 妹 女 をして 嫁せ しめ、 後 霞亭を 阿部 家 に 薦 

めた。 しかし 霞 亭の此 婚姻 は 何時で あつたか。 又此仕 

宦は 何時で あつたか。 これ は 東 遊の 時 を 問 ふに 先 だつ 

て 問 ふべき 件々 である。 

わたくし は 多く 霞亭 の 詩歌 文章 を 読まない。 しかし 

曾て 読んだ だけの 詩に 就いて 言 はむ に、 茶 山が 霞亭を 

蘭 軒に 紹介した 乙 亥の 翌年 丙 子の 秋 以前に、 霞 亭が既 


に 井上 氏 を 終れて ゐ たこと は 確で ある。 

今 わたくしの 許に 帰省 詩 囊と云 ふ 小冊子が ある。 こ 

れは浜 野 知三郎 さんに 借りて ゐる 書で ある。 霞 亭の門 

人 井 達 夫 等 は 嘗て 貲を捐 て、 霞 亭の薇 山 三 観 を 刻して 

知友に 貽 つた。 然るに これ を 受けた ものが 多く 紙価 を 

寄せて これに 報いた。 達 夫 等 は 刻 費 を 償って 余財 を 

獲、 霞 亭に呈 した。 霞 亭は受 くる こと を 肯ぜ なかった。 

そこで 達 夫 等 はこれ を 帰省 詩囊を 刻す る資に 充てた の 

ださう である。 これ は 「文化 丁 丑 冬 井 毅識」 と署 した 

序の 略で ある。 

帰省 詩囊は 文化 十 三年 丙 子の 秋、 霞亭が 父 適 斎 道 有 


の 七十の 寿 宴に 侍せむ がた めに、 廉塾を 辞して 志 摩 国 

的屋に 帰った 有 韻の 紀行で ある。 秋の 初に 神 辺 を 立つ 

て、 秋の 末に 又 神 辺に 還ったら しい。 巻首の 「留別 塾 

子」 の 絶句 はかう である。 「雲 山 千里 一 担簦。 暫此会 

文 抛 友朋。 帰 日 相逢須 刮目。 新 涼莫負 読書 燈。」 以て 

発 程が 新 涼の 節に 当って ゐ たこと を 知るべき である。 

巻尾の 「西宫 途上 寄 懐 韓宇ニ 兄」 の 絶句 はかう である。 

「昨 遊 連日 共 提携。 一 別 今朝 独 杖 藜。 断 雁 有声 遙 目送。 

秋 雲漠々 澱 江 西。」 韓 は韓聯 玉、 宇 は 宇清蔚 である。 

詩の 後に 一行 を 隔てて 「右 丙子晚 秋」 と 註して ある。 

以て 此 遊が 晩秋に 終った こと を 知るべき である。 


わたくし は此 帰省 詩囊 中の 詩に、 霞亭が 既に 娶 つて 

ゐた証 を 見出し、 又 これ を 評した 亀田鵬 斎の 語に、 其 

婚姻が しかも 成 後 未だ 久しき を 経なかった 証 を も 見出 

したので ある。 詩 は 書中の 最長 篇で、 一 韻 徹底の 五 古 

である。 引に かう 云って ある。 「閏 八月 念五日。 従嵯 

峨歩経 山 崎 桜 井。 弔 小 侍従 墓。 到芥川 宿。 翌尋 伊勢 寺 _ 

邂追国 常 禅師。 因 過 能 因 旧址 松林 庵。 遂 宿禅師 之院。 

其 翌登金 竜 寺。 下 到 前嶼。 乗 舟 至 浪華。 詩以代 記。」 

辞 長ければ 全篇 を 写し出さずに、 下に 有用の 句 を 摘 

録する f  j ととす る。 


その 百 一 一十 

わたくし は 此年辛 巳 五月 二十 六日に、 菅茶 山の 北条 

霞亭に 与へ た 書の 断片 中より、 既に 当時 西遊 途上に あ 

つた 狩谷掖 斎の 数日間の 行 住 去留を 検出し、 又 受信者 

霞 亭の東 徒の 時 を 推定し ようと 試みた。 霞亭は 京都よ 

リ神 辺へ 住き、 神 辺に 於て 茶 山に 拘留せられ、 其 妹 女 

を娶 つて 阿部 家に 仕へ、 此に東 役の 命を受 くるに 至つ 

たので ある。 霞亭が 「歳 癸 酉、 遊備 後」 の 後、 東 徒に 

至る までに は、 其 婚姻が あって、 これが ために 東徙は 

「将孥 東 徒」 となった ので ある。 わたくし は 東 徒の 時 


を 言 ふに 先 だ つ て、 婚姻の 時 を 言 はむ こと を 欲した。 

そして これが ために 霞亭の 帰省 詩囊を 引く ことと した 

ので ある。 

詩 囊の五 古の 長篇 に、 丙 子の 歳閏 八月 二十 五日よ 

リー 一十 七日に 至る 遭遇 を 叙した ものが ある。 霞 亭はニ 

十六 日に 伊勢 寺 を 尋ねて 僧 国 常に 逢 ひ、 院内に 宿した。 

「為 我 開 法 庫。 芸 香散講 台。 画 軸 多 仙 仏。 妙 筆 縦 離奇。 

経 卷堆牙 織。 繙閲 白日 移。 斗 藪 塵埃 客。 浄境忘 倦疲。 

久 遭妻孥 汚。 転 覚葷羶 非。」 前年 乙 亥に 茶 山が 書 を 蘭 

軒に 寄せた 時には、 霞亭 はま だ 独身であった。 そして 

今 忽ち 「久遭 妻 学 汚」 と 云って ゐる。 乙 亥 八月より 後、 


帰省の 途に 上った 丙 子 初秋より 前に 霞 亭は有 妻 者と な 

つた。 所謂 遭 汚の 間 は 乙 亥の 八月 を も 丙 子の 閏 八月 を 

も 併せ 算 して、 辛うじて 十四 箇月に 達する ので ある。 

婚姻の 日 は 乙 亥 八月より 丙 子 七月 頃に 至る 満 一 年の 間 

にあった 害で ある。 

そこで 亀田鵬 斎が かう 云 ふ 評語 を 下した。 「子 譲 年 

来 高踏。 不羈 麈累。 聞 近 始領妻 学。 而 遽下久 字。 殊可 

陸。」 

わたくし は 前に 茶 山の 善謔を 語った。 是に 由って 観 

れば、 鵬 斎の 善 謔も亦 多く 茶 山に 譲らない らしい。 此 

評 は 分明に 霞亭 をから かって ゐる。 此 からか ひの 妙 は 


まさ ゎづか 

霞 亭の備 後に 往く 前の 生活 を 一 顧して、 方に 纔 に 十 

分に 味 ふこと が 出来る ので ある。 山陽 は 「素 愛 嵐峡山 

水、 就其最 清絶処 縛屋、 挈弟倶 居、 囊硯壺 酒、 蕭然自 

適」 と 云って ゐる。 岡 本 花 亭は霞 亭を村 尾 源 右衛門に 

紹介す るに 当って、 「君子の 才 行器識 あり、 うた もよ み 

候、 曾 而嵯峨 に 隠遁いた し 候 を 茶 山 老人に 招かれ、 備 

後 黄葉 山廉塾 をぁづ かり、 去年 福 山 侯の 聘に 応じ 

か つ をと き 

解褐 候」 と 云って ゐる。 此弟 惟長との 嵯峨の 幽棲が 

あって、 始て鵬 斎の 「年来 高踏、 不覊 塵累」 が活 きる 

ので ある。 花 亭の文 は 竹 柏 園の 蔵 儲に 係る 尺牘 で、 九 

月 四日の 日附が ある。 そして それが 文政 五 年 九月 四日 


だと 云 ふこと は、 霞亭の 齢 が 四十 三と して ある を以 

て 知る ことが 出来る。 

わたくし は 語って 此に 至って、 霞亭の 容貌 を 想 ひ 浮 

ベる。 山陽 は 「君 為人 癯而 晳、 隆準、 眼 有 光」 と 云つ 

てゐ る。 又 「風神 灑脱」 とも 云って ゐる。 これが 嵯峨 

いほり あるじ  いかん 

の 庵の 主人であった。 そして その 口にする 所 は 奈何。 

「跌 蕩不量 分。 功業 妄自 期。 意 謂身顕 達。 竹帛 名 可 

垂。」 そして 此 主人に 侍して ゐ たもの は 誰か。 少ぃ弟 

惟長 只 一 人であった。 

想 ふに 霞亭は 所謂 一 筋繩 では 行かぬ 男であった。 茶 

山 はこれ を捉 へる までに は、 余程 骨 を 折った ことで あ 


らう。 

その 百 一 一十 一 

わたくし は 北 条霞亭 の 東徙を 語る に 先だって、 霞亭 

は 何時 娶っ たか、 何時 仕へ たかと 問うた。 

何時 娶っ たかの 問題 は、 帰省 詩囊 中の 霞 亭の詩 を 得 

て 稍 解決に 近づ いた。 霞亭は 文化 十一 一年の 後半 若しく 

は 十三 年の 前半に 娶 つたので ある。 

次 は 何時 仕へ たかの 問題で ある。 わたくし は 前に 岡 

本花亭 の 霞亭を 評した 語 を 挙げた。 それ は 花亭 の 書牘 


に 見えて ゐる ものであった。 此書牘 は、 既に 云った 如 

くに、 文政 五 年 九月 四日に 作られた ものである。 そし 

て 霞 亭が仕 宦の時 を 知る にも、 亦 上の 語が 用 立つ ので 

ある。 

書 牘には 「去年 福 山 侯の 聘に 応じ 解褐 候」 と 云って 

ある。 即ち 霞亭の 仕へ たの は 文政 四 年で ある。 

霞 亭は備 後に 住った 文化 十 年 癸 酉から 算 して、 第三 

年の 末 若しくは 第 四 年の 初に 娶 つた。 此 間は頗 短い。 

次で 第 九 年に 仕へ た。 此間は 稍 長い。 

彼 詩 囊を齎 して 塾に 返った 帰省 は、 霞亭が 既に 娶 

つて 未だ 仕へ ざる 間にある。 それ ゆ ゑ 「家 大人 適 斎 先 


生 七十 寿 宴 恭賦」 と 題した 詩に も、 不遇 を 歎ずる 語が 

見えて ゐる。 「疎 拙不合 世。 蹉跎何 所為。 棲々 十 余 載。 

置 身 無 立錐。 郷党 是非 起。 到処遭 罵嗤。 哀々 吾 父母。 

愚衷深 見知。 在 此羞辱 際。 恩愛 終不 移。 遂住 千里 外。 

終 年 苦 乖離。 帰来 雖云 楽。 一 物無献 遺。 窃向 弟妹 歎。 

包羞汗 淋漓。」 霞 亭が福 山 侯の 聘を 受けた の は、 此寿宴 

の 後 五 年であった。 

わたくし は 此ょリ 霞 亭東徙 の 事 を 言 はう と 思 ふ。 山 

陽 は 霞 亭が備 後に 仕宦 する までの 事 を 叙して、 其 間に 

時 を 指定す る 語 を 下さなかった。 しかし 仕 宦は備 後に 

往 つてからの 第 九 年に 於いてし たので ある。 次に 山陽 


は 仕 宦と東 役と を 叙して 其 間に 一 の 「尋」 の 字 を 下し、 

「尋特 召 東 邸」 と 云って ゐる。 しかし 仕 宦と東 役と は 

同年の 事であった。 上に 写し出した 茶 山の 書が これ を 

証す る。 

茶 山 は此年 文政 四 年 五月 一 一十 六日に、 書 を 霞 亭に与 

へて、 「御 道中 道 ゆきぶ り は 追 而可被 仰 遣 候」 と 云って 

ゐる。 これ は 未だ 霞 亭東徙 後 の 書 を 得 ざ る 時の 語で あ 

る。 少 くも 未だ 其覊 旅の 状況 を悉 さざる 時の 語で ある。 

霞亭 の 将學 東徙は 恐く は 春の 末、 夏の 初であった だら 

う。 

約め て 言へば 下の 如くになる。 霞亭は 文化 十 年 三十 


四 歳で 備 後に 住った。 十一 年 三十 五 歳で 廉塾 を監 した。 

十二 年 三十 六 歳 若しくは 十三 年 三十 七 歳で 妻を娶 つた。 

文政 四 年 四十 二 歳で 福 山に 仕へ、 直ちに 召されて 江戸 

しゅんせ う かしょ 

に 至った。 此年辛 巳の 春杪夏 初に は、 狩谷掖 斎が 子 

ど ひ きゐ 

を携 へて 江戸 を 発し、 霞 亭が學 を 将 て 江戸に 入った 

ので ある。 

被 斎 はわた くし は 其 詳伝の 有無 を 知らない。 市人で 

あつたので、 由緒 書の 如き もの も 獲 難から う。 現に 相 

識の 曾孫 三巿 さんの 家に は、 此の 如き もの を存 して ゐ 

ない。 これに 反して 霞亭に 至って は、 必ずや 記録の 現 

存 して ゐる ものが あらう。 しかし 此の 如き 側面より す 


る 立証 も、 全く 無価値で は あるまい。 何故と 云 ふに 表 

かきあげ 

向の 書 上 は 必ずしも 事実 そ のま、 では 無い。 往々 旁 証 

の コ ン トロ オル を 待って 始て信 を 伝 ふるに 足る ことが 

あるから である。 

その 百 一 一十一 一 

北 条霞亭 は此年 文政 四 年に 家 を 挙げて 江戸に 徒った- 

わたくしの 推測す る 所に 従へば、 春杪夏 初の 頃で あつ 

たらしい。 山陽 は 「居 丸 山 邸 舎」 と 記して ゐる。 しか 

つまびら か 

しこれに は 語って 詳 ならざる ものが あるら しい。 


霞亭に 「囊里 移 居 詩」 

て ある。 「我 生 本 散誕。 

中 実 濫竽。 賢主 不棄 物。 

茅 命 僕誅。 幾日 経営 畢。 

載 只 一車。 家人 駆 我懶。 

来 問 所須。 掃 窓 先安 置。 

異在 郊墟。 素性 慣 野趣。 

処蒔 冬蔬。 東 巿沽薄 酒。 

欒対妻 学。 居室 雖儉 陋。 

称 匪 良 図。 燕 安 思 懿戒。 

学理 荒 蕪。 雨 余 残暑 退。 


があって、 此 時の 状況が 悉し 

山 沢 一 癯儒。 承乏厠 教職。 衆 

恩 礼 養 迂愚。 囊里新 賜 地。 草 

徙居入 秋 初。 貧家 無 長物。 梱 

身 具 各 提扶。 隣 里 新 旧識。 交 

筆 硯与琴 書。 門 巷頗幽 僻。 不 

早 已把擎 鋤。 圃畦種 晚茄。 隙 

西 巿買枯 魚。 相賀命 一 酌。 団 

條然已 有余。 大 厦豈不 好。 弗 

苟完慕 遺模。 唯 当 安 一 席。 旧 

摧頹病 骨 蘇。 燈火宜 清 夜。 涼 


風 動 高 梧。 一 枕 酔 眠穏。 君恩 何処 無。 」 

此詩を 見る に、 霞 亭は只 丸 山 邸内の 一 戸 を 賜 はって 

これに 住んだ ので はなく、 或は 空地 を 賜 はって 家 を 建 

てた ので は 無い かと 疑 はれる。 わたくし は 「囊里 新 賜 

地、 草 茅 命 僕誅、 幾日 経営 畢、 徙居入 秋 初」 の 四 句 を 

読んで しか 云 ふので ある。 

「賜 地」 と 云へば とて 必ず 家が 無かった と は 解せられ 

ない。 「経営」 と 云へば とて 必らず 家 を 建てた と は 解 

せられない。 「草 茅 命 僕誅」 も 掃除 をした に 過ぎぬ と 

も 云 はれよう。 しかし 霞亭が 江戸に 来たの は、 夏の 初 

より 後れなかった ものと すると、 その 家に 入る までに 


余り 多くの 日数が 掛かって ゐる。 「徒 居 入 秋 初。」 江戸 

に 来てから 家に 入る までの 間に、 少 くも 五月 六月の 二 

箇月が 介 まって ゐ たので ある。 

霞亭の 新居に は 今一 つの 疑問が ある。 それ は囊 里と 

は 何処かと 云 ふこと である。 丸 山の 阿部 家の 地所 だと 

もと 

云 ふこと は 明で あるが、 修辞して 囊 里と 云った、 原の 

ことば  ふくろち ゆきと まリ 

詞は 何で あらう か。 袋 地 即行 止 の 地所で あらう か。 

それが 今の 西 片町十 番地の どの辺で あらう か。 兎に角 

寂しい 所ではあった らしい。 「門 巷頗幽 僻。 不 異在郊 

前に 引いた 岡 本花亭 の 書牘 に 、 霞亭が 聘に 応じた 時 


の 歌と 云 ふ ものが 二 首 載せて ある。 其 一。 「山 かげの 

落葉が くれの いさ さ 水 世に ながれて はすみ やかね な 

む。」 其 二。 「かげう すき 秋の みか 月 出る より はや 山の 

はに 入む とぞ おも ふ。」 書 牘には 後の 歌 を 見て、 田 内 

ちから 

主税の 詠んだ 歌が 併せ 記して ある。 「月の 入る 山の は 

もな きむ さしのに 千世 もと どめむ 清き ひかり を。」 田 

内の 歌 は 霞 亭が囊 里に 住んで から 後の 作で あらう。 

霞 亭の囊 里に 住んだ 歳月 は 短かった。 徙リ 来った 年 

の 翌年 壬 午が 僅に 事な く 過ぎて、 癸未の 八月 十七 日に 

霞亭は 四十 四 歳で 歿した。 墓誌に 「患 東 邸 士習駁 雑、 

授 小学 書、 欲徐導 之、 未遂 而没」 と 云って ある。 その 


未だ 遂げず と 云 ふの は、 訓導の 目的 を 遂げなかった と 

云 ふ 意で ある。 小学の 書 は 早く 成って 人に 頒 たれた。 

しんて-つ 

花亭 の書牘 に、 「この 北条 小学 纂註を 蔵 板に 新雕 い た 

し 候、 所望の 人 も 候 はば、 何 部な リ とも 可 被 仰 下 候、 

よき 本に 而 御座 候」 と 云って ある。 

その 百 一 一十三 

わたくし は此年 文政 四 年 五月 一 一十 六日の 菅茶 山の 書 

牘の 断片 を 写し出して、 狩谷掖 斎の 游蹤 を、 五月 二十 

二日に 神 辺 を 発して 三 原に 向 ふまで 追尋 した。 そして 


其 断片が 北 条霞亭 に 与 へ た 書であった がた めに、 霞亭 

が 被 斎の 江戸 を 出で たと 殆ど 同時に 江戸に 入った と 云 

ふこと に 語り 及んだ。 

茶 山 は 此書牘 中に 掖斎 父子の 事 を 叙して、 さて 末に 

「ふたりとも 連 を 羨し く 候、 此段 伊沢へ 御 はなし 可 被 

しち 

下 候」 と 書いた。 羨し くの 下に は存を 添へ て 読むべき 

つね おのれ 

である。 茶 山 は 毎に 己に 子の 無い こと を 歎いて ゐた。 

それ ゅゑ掖 斎が 懐 之 を 連れて ゐ たの を 羨ましく 思った。 

そして これ を 榛軒柏 軒 を 左右に 侍せし めて ゐる蘭 軒に 

告げようと したので ある。 

饗庭篁 村さん の 所蔵の 茶 山簡牘 中に も、 これに 類し 


た 一通が あって、 茶 山 は 蘭 軒の 子 を 連れて 向島へ 住つ 

たこと を 羨んで 書いて ゐる。 此書は 或は 後に 引く かも 

知れない。 

かみ 

猶 上に 引いた 五月 二十 六日の 書 牘には 解し 難い こと 

も ある。 所謂 「序文」 の 如きが 即是 である。 按ずる に 

此 語の 指す 所が 何の 序文 だと 云 ふこと は、 剪り 去られ 

た 書牘の 前半に 見えて ゐ たので あらう。 

其 他 書中に は掖斎 父子と 蘭 軒と の 外に 一 一 三の 人名が 

出で、 ゐて、 それが 生憎 わたくしの 識らぬ 名のみ であ 

る。 第一 の 竹 内、 第二の 森 脇 は、 茶 山が 「いづかた も 

無事に 候、 宜御申 可 被 下 候」 と 云って ゐる。 恐く は 並 


びに 是れ福 山 藩士で 東 役 中の 身の上であった だら う。 

そ の 無事 だ と 云 ふの は 福 山の 留守宅で あらう。 第三の 

伊 十 は 或は 伊七なら む も 測り 難いが、 わたくし は 姑 

く 「十」 と 読んで 置いた。 茶 山が 「可也に 取つ づき 出 

来 候覧」 と 半信半疑の 語 をな して ゐる。 江戸に ある 知 

人で 覚束ない 生活 をして ゐ たものと 察せられる。 第 四 

の 銅 脈 先生 は 世の 知る 所の 畠 中 観 斎 に 非ざる こと は 

論を須 たない。 観 斎 は 夙く 享和 元年に 残した からで あ 

る。 書 牘には 銅 脈 先生の 四 字の 下に 「広 右衛門 こと」 

の 註が ある。 但し 此広 右衛門 も亦艸 体が 頗る 読み難い。 

或は 誤読なら む も 測り 難い。 その 銅 脈 先生が 暫く 寓し 


てゐ ると 云 ふ 第五の 「矢 か は」 も 「は」 文字が 読み 難 

い。 わたくし は此に 疑を存 して 置く。 総括して 言へば、 

竹 内 某、 森 脇 某、 某氏 伊 十、 某氏 広 右衛門、 矢 川 某の 

五 人が 茶 山の 此書牘 に 出で てゐる 不明の 人物で ある。 

茶 山の 蘭 軒に 与 ふる 書に は 多く 聞 人の 名が 出で、 そ 

の 霞 亭に与 ふる 書に はこれ に反して 此の 如く 無名の 人 

が 畳 出す るの は、 茶 山と 霞亭 とが 姻戚 関係 を 有して 

ゐ たからで あらう。 

掖斎 父子が 此年 五月 一 一十 日に 黄葉 夕陽 村 舎に 著き、 

其 夜と 二十 一日の 夜と を此に 過し、 二十 二日に 辞し 去 

つたと 云 ふ 事実 は、 独り 右の 茶 山の 書 牘に其 跡 を 留め 


てゐ るの みで は 無い。 茶 山の 集中に 「狩 谷掖斎 父子 来 

訪」 と 題した 絶句が ある。 「時人 久已棄 荘樗。 老去隣 

翁亦自 疎。 豈意 東都 千里 客。 穿 来 蘆 葦覓吾 廬。」 

その 百 一 一十 四 

狩 谷掖斎 父子 は此年 文政 四 年 五月 二十 二日に、 三 原 

を さして 神 辺 を 発した 後、 いづれ の 地 を 経歴した か、 

つまびら か 

今 わたくしの 手許に はこれ を 詳 にすべき 材料が 無 

い。 菅茶山 は 「八幡に て 古 経 を 見、 宮島 にて 古 経 古器 

を 見る と 申 こと」 と 云って ゐる。 しかし 液 斎が 能く こ 


れを果 した かどう か 不明で ある。 兎に角 茶 山が 「京祇 

園 会に 必 かへ ると 申 こと」 と 云って ゐ るより 推せば、 

兼て 茶 山の 勧めて ゐた長 崎 行は此 旅の 計画 中に 入つ て 

ゐ なかった ものと 見るべき であらう。 

祇園 会 は 六月 七日で ある。 掖斎 父子 は 果して 此 日に 

京都まで 引き返して ゐ たか どうか、 これ を 知る ことが 

出来ない。 辛 巳の 歳の 五月 は大 であった から、 其 二十 

一 一日より 六月 七日に 至る 総 日数 は 十六 日間であった。 

茶 山が 「間に 逢 かね 候覧」 と 云って 危ん だの も 無理 は 

無い。 

掖斎 父子の 此 漫遊 中、 右の 五月 二十 二日 以後に 月日 


の 明なる ものが 只 一 つ ある。 それ は 六月 二十 五日に 法 

さい をん ゐん 

隆寺西 園 院にゐ たと 云 ふこと である。 即ち 神 辺 を 立つ 

てから 第三 十 一 日で ある。 

わたくしの 三 村 氏 を 煩 はして 検 して もらった 好古 小 

録の塡 註に、 既に 引いた ものの 外、 猶 左の 数 箇条が あ 

る。 

「好古 小 録法隆 寺上宫 太子 画像。 被 斎 曰。 文政 四 年 六 

月 観。」 

「同 施 法 隆寺物 数 書。 被 斎日。 文政 四 年 六月 二十 五日 

法隆寺 西園院 にて 観。」 

「同 円光 大師 絵詞。 被 斎 曰。 文政 四 年 七月 観。」 


最後の 一 条を 見れば、 掖斎 父子が 秋に 入って 猶奈良 

に 留まって ゐ たこと が 知られる。 此ょリ 後 父子の 江戸 

に 還った のが、 まだ 冬に ならぬ 前であった 証跡 は、 ※ 

〔# 「くさかんむり \ 姦」、 7 巻- 249- 下 斎 詩集に 見えて 

ゐ るが、 それ は 後に 記す。 

わたくし は 此ょリ 蘭 軒の 事蹟に 立ち 帰って、 夏より 

後の 詩集 を検 する。 此 時に 当って わたくし は先づ 一 事 

を 記して 置きたい。 それ は 富士川 氏 蔵の 詩集 は 蘭軒自 

筆 本で あるのに、 所々 に 榛軒柏 軒の 二子 及 渋江抽 斎、 

森枳 園の 二 弟子の、 蘭 軒に 代って 浄写した 詩が 夾 雑し 

なかば 

てゐる 事で ある。 そして 此年辛 巳の 夏より 秋の 半に 


至る 詩は抽 斎の 書す る 所の 小楷 である。 

抽斎は 是ょリ 先 文化 十 一 年 十 歳に して 蘭 軒の 門に 入 

つて ゐた。 若し 詩の 浄写が 其 製作 当時に 於て せられた 

ものと すると、 是は抽 斎 十七 歳の 時の 書で ある。 蘭 軒 

も 自筆、 棕軒 侯、 茶 山の 評 も 皆 其 自筆なる より 推せば、 

わたくし は抽 斎の これ を 書した 年の 多く 辛 巳より 遅れ 

なかった こと を 想 ふ。 只 後年の 補 写で 無い と 云 ふ 確証 

を 有せぬ だけで ある。 

辛 巳の 夏の 詩 は 二 首で ある。 初の 「菖節 小 集」 の 絶 

句 は 蘭 軒が 五月 五日に 友 を 会し 詩を賦 した こと を 証す 

る。 「満座 忻 無独醒 客。 榴花那 若 酔顔 紅。」 


後の 「夏日 偶成」 の 七 律 は 此頃黒 沢 雪 堂が 蘭 軒 を 招 

いたのに、 蘭 軒が 辞した こと を 証す る。 詩の 頷聯 に、 

「病 脚 不趨官 路険、 微量 難敵 酒 軍長」 と 云って、 「此日 

不応雪 堂 招 飲、 故 第 四 及 之」 と 題 下に 自註して ある。 

ゐ ちょく あざな  せいほ  しゃう すけ 

黒 沢 雪 堂、 名 は 惟直、 字 は 正甫、 正 助と 称した。 

ちかう  つ 

武蔵国 児 玉 郡の 人で、 父 雉 岡の 後 を 襲ぎ、 田 安家に 仕 

しく わ 

へた。 当 蒔 六十 四 歳に なって、 昌平 黌の 司貨を 職と し 

てゐ た。 

その 百 一 一十 五 


此年 文政 四 年の 秋に 入って、 蘭 軒の 冢子榛 軒が 初て 

阿部 正 精に 謁した。 勤 向 覚書の 文 は 下の 如くで ある。 

「七月 廿 三日、 左 之 願書 相 触 流 新 井 仁 助 を 以差出 候処、 

御 受取 被 置 候 旨。 口上 之覚。 私悴良 安儀 御 序 之 節 御 目 

見 被 仰 付 被 下 置 候 様 奉 願 上 候。 右 之 趣 不苦思 召 候ば、 

御 年寄 御 衆 中 迄 宜被仰 達 可 被 下 候 以上。 七月 廿 三日。 

伊沢 辞 安。 大目 付 衆 御中。 同日、 前条に 付 左 之 年齢 書 

指 出す。 覚。 伊沢 良 安、 当 巳 十八 歳。 右 之 通 年齢に て 

御座 候 以上。 七月 廿 三日。 伊沢 辞 安。 但糊入 半切に 認、 

上 包 半紙 半分 折懸、 上に 年齢 書、 下に 名。 同月 廿 七日、 

悴良 安明 廿 八日 初 而御目 見 被 相 請 候に 付 私 召 連 可罷出 


処、 足 痛に 付難罷 出、 左 之 通 及 御 達 候。 口上 之覚。 私 

悴良 安儀 明廿 八日 初 而御目 見 被 為 請 候に 付 召 連 可罷出 

処、 足 痛に 付 名代 新 井 仁 助 差 出 申 候、 此段御 達 申 上 候 

以上。 七月 廿 七日。 伊沢 辞 安。 同月 廿 八日、 悴良 安儀 

初 而御目 見 被 仰 付 候。」 初 謁の日 は 七月 二十 八日で あ 

つた。 其 請謁の 形式 は、 父 蘭 軒に 足疾 があって 替人を 

して 榛軒を 伴ひ往 かしめ たために、 幾分の 煩し さ を 加 

へたので は あるが、 縦ひ替 人の 事 を 除外して 見る とし 

て も、 実に 鄭重 を 極めた ものである。 わたくし は 当時 

の 諸侯が 威儀 を 重んじた 一 例と して、 ことさらに 全文 

を此に 写し出した。 


八月 十二 日に 蘭 軒 は 岸 本 由 豆 流に 請 待 せられて、 

墨 田 川の 舟 遊 をした。 相客 は 余 語 古 庵と 万岌堂 主人と 

であった。 詩集に は此 秋の 詩 十四 首が あって、 此遊を 

叙す る 七 律 三が 即其 第二、 第三、 第 四で ある。 わたく 

し は 此に其 引を抄 する に 止めて 詩 を 略す る。 「八月 十 

二日 祐 園 岸 本 君 泛舟迎 飲 余 於 墨 田 川。 与 古 庵 余 語 君 万 

笈兄 同賦以 謝。」 祐園は 岸 本 由 豆 流、 此年 三十 三 歳で あ 

はなぶ さ うぢ 

つた。 万 笈は英 氏、 通称 は平吉 である。 

此舟 遊の 七 律と 「戯呈 余 語 先生」 の 絶句と を 以て、 

抽斎 浄写の 詩が 畢る。 余 語に 戯 るる 語 は、 其 妻妾の 事 

に関する ものの 如くで ある。 「何識 仙人 伴嫦 蛾。 涼秋 


已覓 合歓 裘。」 

前記の 詩の 次、 秋 行の 詩の 前に 「懐 狩谷掖 斎」 の 一 

絶が ある。 「故人 半 歳 在 天涯。 別後 心 同 未 別時。 漸近 

帰期才 数日。 杳然方 覚思君 滋。」 

わたくし は 上に 西遊 中の 掖 斎の 最後の 消息と して、 

その 七月に 奈 良に ゐ たこと を 挙げた。 そして 今 此に蘭 

軒が 其 帰 期の 迫 つ た - 」 と を 言 ふ 詩 を 見る。 其 詩 は 八月 

十二 日の 作の 後に あって、 秋 行の 作の 前に ある。 八月 

十二 日に 掖 斎の 未だ 江戸に 帰って ゐ なかった こと は 明 

で、 其 帰 期 は 未だ 冬に 至らぬ 前に 既に 迫って ゐ たので 

ある。 想 ふに 掖斎は 春の 末に 江戸 を 去って、 秋の 末に 


は 帰り 来った ので あらう。 「故人 半 歳 在 天涯。」 留守 は 

丁度 半年の 間であった。 

序 にわた くし は此 「秋 行」 の 絶句の 本草 家 蘭 軒の 詩 

そむ  せきさん 

たるに 負かぬ こと を 附記して 置く。 それ は 石 蒜が 珍ら 

しく 詩に 入って ゐる ことで ある。 「荒 径雨過 滑 緑 苔。 

花 紅 石 蒜 幾 茎 開。 」 詩歌 の 石 蒜 を 詠ず る も の はわた く 

しの 記憶に 殆 無い。 桑 名の 儒官 某の 集に 七 絶 一首が あ 

リ、 又 昔年 池辺義 象さんの 紀行に 歌 一首が あつたかと 

おも ふが、 今 は 忘れた。 わたくし は 大正 五 年の 文部省 

展覧会の 洋画 を 監査して 家に 還り、 其夜燈 下に 此文を 

草す る。 昼間 観た 油 画に 児童が 石 蒜 数 茎 を 摘んで 帰る 


図が あって、 心に これ を奇 とした。 そして 夜 蘭 軒の 詩 

を閲 して、 又此 花に 逢った ので ある。 石 蒜 は 和名した 

しびとば な 

まがり、 死人 花、 幽霊 花 等の 方言が あって、 邦人に 忌 

まれて ゐる。 しかし 英国人 は 其 根 を 伝へ て 栽培し、 一 

あた ひ  ポンド のぼ 

盆の 価往々 数磅に 上って ゐる。 

その 百 一 一十 六 

此年 文政 四 年 秋の 蘭 軒の 詩 は、 上に 云 ふ 所の 外、 猶 

まのと-つ さよく 

八 首 ある。 其 中に 嫡子 榛 軒と 真 野 冬 旭との 名が 見えて 

ゐる。 


榛軒は 或 日 友 を 会して 詩を賦 した。 此時父 蘭 軒が 秋 

の 七草 を 詠 じた。 わたくし は此に その 「秋郊 詠 所見 七 

首」 の 引 を 抄出す る。 「古昔 寧 楽 朝 山上 憶 良 詠 秋 野 花 

草 七 種。 載 在 万葉集。 其 所 詠 皆 是清淡 蕭灑。 可愛 之 種。 

実 足 想 韻士之 胸襟 也。 近時 人間 或 栽而為 賞。 画而為 観。 

秋 七草 之 称。 於 是乎為 盛矣。 抑 亦 古学 之 所 風靡。 而好 

事 之 所 波及 也歟。 一 日 児 厚 会 詩友 数 輩。 以秋郊 詠 所見 

為 題。 余 因 賦秋野 花 草 七 種 詩。」 所謂 七 種 は 胡 枝 花、 芒、 

くず をみ なへ し ふぢば かま あさが ほ なでしこ 

葛、 敗醬 花、 蘭 草、 牽牛 花及瞿 麦で ある。 わたくしの 

嘗て 引いた 蘭の 詩 二 首の 一 は此七 種の 詩 中より 取った 

ものである。 


真 野 冬 旭 は 或 日向 島の 百花 園に 遊んで 詩を賦 し、 こ 

れを蘭 軒に 示した。 蘭 軒の 「次 韻 真 野 冬 旭 題 墨 田 川 百 

花園 詩」 の 作 はかう である。 「久 無病 脚訪江 干。 勝 事 

索然 奈老 残。 何 料 花園 四時 富。 佳 詩 写 得 与 余 看。」 当 

時 百花 園 は 尚 開発 者 菊塢の 時代であった。 菊 塢は北 平 

うまれ 

と 呼ばれて 陸 奥 国の 産であった。 人に 道 号 を 求めて 

帰 空 と 命ぜ られ、 其 文字 を 忌んで 菊塢に 作った の だと 

云 ふ。 此菊塢 が 百花 園 を多賀 屋敷 址に 開いた の は、 享 

和 年間で、 園 主 は 天 保の 初に 至る までながら へて ゐた 

ので ある。 

冬が 来てから は、 只 「冬至 前 一 日 余 語 君 天 錫 宅 集」 


の 七 絶 一首が 集に 見えて ゐる。 此日余 語の 家に は、 瓶 

に 梅 菊が 插 してあった ので、 それが 蘭 軒の 詩に 入った _ 

歳晩に 近づいて は、 詩集 は 事を紀 せず して、 勤 向 覚書 

が 僅に 例年の 医術 申 合 会頭の 賞 を 得た こと を 伝へ てゐ 

る。 歳晩の 詩 は 此年も 蘭 軒 集中に 見えない。 

まさ やす まさきよ 

阿部 家で は此年 三男 寛 三郎正 寧が 正 精の 嗣子に せら 

まさただ 

れて、 将軍家 斉に 謁見した。 これ は 嫡男 正 粋が 病を以 

て罷 めら れ、 次男が 夭 札した からで ある。 勤 向 覚書に 

下の 文が ある。 「十一月 十三 日、 寛 三 郎様御 嫡子 御 願 

之 通 被 為 蒙 仰 候、 依 之 為 祝儀 若殿 様え 組合 目録 を以御 

肴 一 種 奉 差 上 候。 同月 廿 九日、 悴良 安、 此度 若殿 様 御 


目 見 被 仰 上 候 為 御 祝儀 御 家中 一 統へ 御酒 御 吸物 被 成 下 

候に 付、 右 同様 被 成 下 候 旨、 大目 付 海 塩 忠左衛 門 殿御 

談被成 候 間、 御酒 御 吸物 頂戴 仕 候。 同年 十二月 朔日、 

若殿 様 御 目 見 被 仰 上 候 為 御 祝儀、 殿様 若殿 様に 組合 目 

録を以 御 肴 一 種 宛 奉 差 上 候。」 

菅氏 では 此年茶 山が 七十 四 歳に なって ゐた。 詩集 を 

閲す るに、 茶 山 は 春の 半に 北 条霞亭 の 志 摩に 帰省す る 

と-つ- んキ J 

を 送って ゐる。 これ は 東 役の 前に 故郷に 還って、 別 を 

たま/、 

親戚に 告げた ので あらう。 同日 偶 山県貞 三と 云 ふ も 

ぎょくさん 

の は 平 戸に、 僧 玉 産と 云 ふ もの は 近 江に 往 つたので、 

祖 筵の 詩に 「花 前 一日 一尊 酒、 春 半 三人 三処 行」 の 句 


が ある。 又 茶 山 集中の 五 律に 「蛇 年 今夜 尽、 鶴 髪 幾 齢 

存」 の 句の あつたの が、 此 年の 暮 である。 

頼 氏で は 山陽が 此 年木屋 町の 居 を 営んだ。 「吾 儂怕 

折 看 山 福。 翻 把 琴 書 移入 城。」 

なほ 力た 

小島 氏で は 此年尚 質が 番 医師に せられ、 森 氏で は 

きゑん リ つし  きょうちゅう 

枳園立 之の 父 恭忠が 歿した。 後に 小島 氏の 姻戚と な 

る墙 氏で は 保 己 一 が 歿した。 

此年蘭 軒 は 四十 五 歳、 妻 益 は 三十 九 歳、 子女 は榛軒 

十八、 常三郎 十七、 柏 軒 十二、 長 八つ、 順 二つで あつ 

た。 


その 百 一 一十 七 

文政 五 年の 元日に は 江戸 は 雪が 降って、 夕に 至つ 

て 霽れた。 蘭 軒 は 例に 依って 詩 を 遺して ゐる。 「壬 午 

元日 雪、 将晡 新霽、 天気 和煦、 即 欣然 而作。 梅花 未発 

雪花 妍。 方 喜 新年 兆 有 年。 不似 三冬 寒気 沍。 瑶台 玉樹 

自春 烟。」 尋で 「豆 日艸堂 集」 も 亦 雪の 日であった。 五 

律の 前半に、 「入 春纔 九日、 白雪 再 霏々、 未 使 花香 放、 

奈何 鶯語 稀」 と 云って ある。 

菅茶 山の 集に は 歳 首の 詩が 闕 けて ゐる。 七日に 至つ 

て 「初春 逢 置閏、 四 野 未 浮 陽」、 又 「誰 家 挑 菜 女、 載 雪 


満 傾篋」 の 句が ある。 これ は 「人 日 雪」 と 題す る 五 律 

の 三 四 七 八で ある。 第三 は此 年に 閏 正月の あった こ 

と を 斥す ので ある。 此 春の 初 は 神 辺 も 亦 寒かった もの 

と 見える。 

勤 向 覚書 を 見る に、 「二月 廿 五日、 次男 盤 安 去年 中 文 

学 出精に 付 奉 蒙 御意 候」 の 文が ある。 柏 軒 は 辛 巳 中 例 

の 如く 勉学 を 怠らなかった ので ある。 

三月 四日に 蘭 軒 は 向島へ 花見に 往 つた。 「上巳 後一 

日 早 行、 墨 田 川 看 花、 帰 時日 景猶 午、 与 横 田 万年 同賦」 

として 五 絶が ある。 横 田 万年 は 門人 宗禎 であらう か。 

又は 其父宗 春で あらう か。 門人 録横田 氏の 下に は 十の 


字 内 藤と 註して ある。 十の 字 内 藤と は 信 濃 国 高遠の 城 

主たる 内 藤氏で、 当時の 当主 は 大和 守 頼 寧であった。 

初め わたくし は 十の 字 内 藤の 何れの 家なる を 知らな か 

つたが、 牛 込の 秋荘 さんが 手書して 教 へて くれた。 詩 

は此に 末の 一 首を録 する。 「看 花宜在 早朝 清。 露 未 全 

晞麈未 生。 一 賞 吾 将帰艇 去。 俗人 漸々 幾 群 行。」 

茶 山 は此歳 首に 書 を 蘭 軒に 寄せずに、 三月 九日に 至 

つて 始て問 安した。 其 書 は 文 淵 堂 所蔵の 花 天 月 地中に 

収められて ゐる。 

「今 歳 は 歳 始の書 もい まだ 差 上不申 哉。 老衰 こ、 に 至 

り 候。 御 憐察可 被 下 候。 又 御 一 笑 可 被 下 候。 吾 兄 愈 御 


達者、 合 家 御 清祥 は 時々 承 候。 拙 家 も 無事に 御座 候。 

御 放念 可 被 下 候。 ことしの 春 も 昔の 如くに 過 候。 かく 

て 七十 五に も 相 成 候。 前路 おも ふべ し。」 

「巿野 篤実 北条を 動かし 候 由、 奇と可 申 候。 狩 谷 は 

けうし  きうに ょリ そろら む 

橋 梓と もに さだめて 依 旧 候覧。 ことし は 西遊 はなき 

や。 御 次に 宜奉願 上 候。 去年 宮 島より いづかた いか 

なる 遊びに 候 ひしゃ 承 度 候。 さて 御 次に 古 庵 様 巿川子 

成 田 鵜 川 (近 得 一書 未 報) 諸君へ 宜奉願 上 候。 梧堂 は 

えう ぜん すん ばう 

杳 然寸耗 なし。 いまだ 東都に 候 哉。 もはや 帰郷に 候 哉 _ 

もし ゐられ 候 はば 宜御申 可 被 下 候。 松 島の 画題 は 届 候 

哉。 種々 旧 遊 憶 出候而 御な つかしく 奉存 候。 御内 上様 


おさよ どのへ も 御 次に 宜奉願 上 候。 妻 も宜申 上よ と 申 

きかん 

候。 恐惶 謹言。 三月 九日。 (正月 二日 祁寒、 硯に 

こほり をし やうず  くわて う ぜん 

生 冰 。 そのの ち 尋常。 花 朝 前 一 夕 雷雨め づ らしく、 

二月 廿 三日 小 地震、 三月 八日 亦 小 地震。 其 外な にごと 

もな し。) 菅 太中晋 帥。 伊沢 辞 安 様。」 

「令 郎様高 作 驚 目 申 候。 実 底 に 御 読書 あ れ かしと 奉存 

候。 才子 は浮躁 なりやす きものに 候。」 

その 百 一 一十 八 

菅茶 山が 「かくて 七十 五に も 相 成 候」 と 書した 此年 


壬 午 三月 九日の 書牘 にも、 例の 如く 許 多の 人名が 見え 

てゐ る。 しかし 此度は 新しい 名字 は 無い。 

巿野迷 庵の 質愨が 能く 北 条霞亭 を 感動せ しめたと は 

何事 を 斥して 言った か、 知りたい ものである。 しかし 

わたくし は 未だ これ を窮 むる よすが を 得ない。 

狩 谷の 橋 梓 即望之 懐 之が 辛 巳 西遊 中、 宮 島に 住った 

後 「いづかた いかなる 遊」 をな した か、 茶 山 は 聞きた 

いと 云って ゐる。 わたくし も 今 茶 山と 願 を 同じう して 

ゐる。 しかし 既に 云った 如く、 わたくし は 只 父子が 奈 

良に 遊んだ こと を 知る のみで ある。 茶 山の 口※ 〔# 「月 

+  (勿 \ 口)」、 7 巻- 256- 上 によって 考 へて 見れば、 掖 


斎 父子の 宫 島の 遊 は 計画の みに 止まった ので はな いら 

しい。 書牘の 文が 茶 山 は 既に 宫 島までの 事を 知って ゐ 

て、 其 後の 旅程 を 問 ふやう に 聞き取られ るからで ある。 

茶 山の 存問を 受けた 古 庵 は 余 語 氏で ある。 巿川は 恐 

くは巿 河で あらう。 若し 然り とすると、 来 庵でなくて 

はならない。 何故と いふに 寛 斎 は 既に 二 年 前に 残して 

ゐ るからで ある。 成 田 氏 は 成 章、 鵜 川 氏 は子醇 である。 

梧堂 は 石 田 道で ある。 鵜 川 は 茶 山に 書 を 寄せた ことが、 

し はう 

原本の 氏 旁に 朱書して ある。 今 これ を 括弧 内に 収めた。 

これに 反して 石 田 は 茶 山に 無沙汰 をして ゐる。 「杳然 

寸耗 なし」 である。 


蘭 軒 は 十九 歳に なった 榛 軒の 詩 を 茶 山に 寄 示した。 

榛 軒詩存 はわた くし は 未だ 細検 せぬ が、 弘化 三年 以前 

の 作 を 載せぬ もの かとお も はれる。 それ ゆ ゑ 茶 山の 目 

を 驚かした 詩 は 何の 篇 たる を 知らない。 茶 山 は 又 蘭 軒 

の 正 側室の 安 を 問うて ゐる。 「おさよ の 方」 は 故の 称 

呼 「おさよ どの」 に復 して ある。 

「松 島の 画題」 云々 は 何事なる を 知らない。 月日の 下 

の 括弧 内 数 行 は 原本に 朱書して ある。 

詩集に ある 春の 作 は 既に 引いた 七 首の 外、 猶六 首が 

あって、 わたくし は 此に其 中の 二 を 挙げる こと 、する- 

それ は 病める 蘭 軒の 情 懐 を 窺 ふに 足る ものと、 榛軒柏 


軒 一 一人の 講余 のす さび を 知る ベ きものと である。 

「余 平常 好自掃 園、 病 脚 数年、 不復 得然、 即令家 僮 朝 

掃、 時 或 不能 如意、 偶賦 一 絶。 脚疾久 忘官路 煩。 山※ 

〔# 「譽」 の 「言」 に 代えて 「車」、 7 巻- 257- 上. i 江 艇興猶 

繁。 但於閑 事 有 遺恨。 宪箒 不能 手 掃 園。」 自ら 園 を 掃 

あ き た ら 

くに 慣れた 蘭 軒 は 人の 掃く に 慊 なかった ので ある。 

「偶成。 元識 読書 属戯 嬉。 両児猶 是好無 移。 剰 鋤 菜園 

多 栽 薬。 方 比 乃 翁 増 一 痴。」 薬艸を 栽培す る こと は 蘭 

軒が 為さなかった のに、 榛軒柏 軒が これに 手 を 下した _ 

嘉賞の 意が 嘲笑の 語の 中に 蔵して ある。 

二 詩の 外猶 「賀 阿波 某氏 大孺人 百 歳」 の 一 絶が ある- 


しかし 其 女子の 氏名 を 載せない。 且其 辞に もこと さ 

らに録 すべき ものが 無い。 

夏の 詩 は 五 首 あるが、 抄出すべき もの を 見ない。 唯 

「夏日」 に 「愛 看 色 蕉長丈 許、 翠陰濃 映 架 頭書」 の 句が 

ある。 他人に あって は 何の 奇も無 かるべき 語であって、 

蘭 軒に あって は 人 をして 羨望して 已 まざらし むる もの 

が ある。 

秋の 詩 も 亦 五 首あって、 末の 三 首に 冬の 詩 を 連ねて 

森枳 園が 浄写して ゐる。 わたくし は 渋 江抽斎 伝に 枳園 

が 癸未の 年に 始て蘭 軒に 従 学した こと を 言った。 今 そ 

の 写す 所の 師の詩 はこれ に 先 つ こと 一 年の 作に 係る。 


詩集の 此 頁 は 後年の 補 写と 見るべき であらう か。 或 

は抽 斎と 親善であった 枳園 は、 未だ 贄を 執ら ざ る 時、 

既に 蘭 軒の 家に 出入して 筆生の 務に 服した ものと 看る 

べきで あらう か。 此年枳 園 は 十六 歳であった。 

その 百 一 一十 九 

此年 文政 五 年の 秋の 蘭 軒の 詩 は、 末の 三 首が 森枳園 

の 手写す る 所で あると、 わたくし は 上に 云った。 其 前 

に 等 間に 看過す ことの 出来ぬ 一首が ある。 「七月 十三 

日 作。 奈何 家計 太 寒 酸。 付与 天 公強自 寛。 千万 謝 言 求 


債 客。 窃来窓 下 把 書 看。」 蘭 軒 は此日 債鬼に 肉薄 せら 

れ たので ある。 千万 謝 言の 後、 架上の 書 を 柚いて 読ん 

だと 云 ふ、 その 灑々 たる 風 度が、 沟に 愛すべき である。 

枳 園の 書した 最初の 詩 は 「熊 板 君 実 将帰東 奥、 臨 別 

贈以 一律。」 と 題して ある。 「君 家 先 世 称 雄武。 遺訓 守 

淳猶混 農。 賑卹郷 隣経卖 葉。 優游 翰墨 托高 踪。 自言真 

隠 名 何 隠。 人 喚 素 封徳可 封。 遙想東 帰秋爽 日。 恢然拄 

笏対 群峰。 」 

熊 板 は 或は 熊 坂 の 誤で はなから うか。 これ はわた く 

しの 手抄に 係る 五山 堂 詩 話の 文に 依って 言 ふので ある。 

わたくし は 偶 その 何 巻なる を 註せ なかった ので、 今 


遽に刊 本の 詩 話を検 する こと を 得ない。 其 文 はかう 

である。 「東 奥 熊 坂秀。 字 君 実。 号 磐 谷。 家資 巨万。 

累世 好 施。 大父覇 陵 山人 頗喜 禅理。 好 誦蘇黄 詩。 至 乃 

翁 台 州。 嗜学益 深。 蔵書 殆 万巻。 自称 邑中文 不識。 海 

内 知名 之士。 無 不交投 縞竚。 磐 谷 能 継 箕裘。 家声 赫 

著。」 蘭 軒の 贈 言 を 得た 人 は 其 字 を 同じう し、 其郷を 

同じう して ゐて、 氏に 熊 字が ある。 且 詩の 云 ふ 所が、 

菊 池 五山の 叙す る 所と 概ね 符合して ゐる。 二者の 同一 

人物た る こと、 殆ど 疑 を容れ ない。 

五山の 言 は 磐 谷の 大 父まで 溯って ゐて、 三世 以上に 

及ばない。 しかし 蘭 軒の 「君 家 先 世 称 雄武、 遺訓 守淳 


猶混 農」 と 云 ふより 推せば、 磐 谷の 祖先 は 武士で あつ 

ただら う。 さて 蘭 軒の 「賑卹 郷隣経 奕 葉」 と 云 ふ は、 

五山の 所謂 「累世 好 施」 である。 その 「優游 翰墨 托高 

踪」 と 云 ふ は、 五山の 挙 ぐる 所の 禅 を 修め 詩 を 誦した 

祖父 覇 陵と、 学 を 好み 書 を 蔵した 父 台 州と である。 わ 

たくし はこれ を 符合と 看る ので ある。 想 ふに 磐 谷 は 江 

戸に ある 間、 五山と 交った 如くに、 又 蘭 軒と も 交った 

ので あらう。 

かう ぼう 

磐 谷に 別る る 詩の 次に は、 高 某 を 弔す る 詩が ある。 

「壬 午 九月 十 有 二日、 為 亡友 高 君子 融小祥 期矣、 同社 諸 

彦賦感 秋 詩、 述思旧 之 情、 余亦賦 一 律 以奠。 秋 光 何事 


偏愴 心。 駒 隙 一 年 成 古今。 嘉穀秀 苗 嗟 不実。 素 琴 清 調 

失 知 音。 朱 黄 課 減 書 堂上。 鷗鷺盟 寒 墨 水潯。 自慚驢 鳴 

呈 醜態。 難訓 歳月 友情 深。」 第五の 下に 「余 校 書 之 際、 

君 時 助 対謦」 と 註し、 第 六の 下に 「嘗与 君 約 墨 水 舟 遊、 

而遂 不果」 と 註して ある。 

あざな  いづれ ところ 

高 某、 字 は 子融、 何の 許 の 人なる を 知らない。 蘭 

軒と 文字の 交を訂 し、 時に 其 校 謦の業 を 助けた。 文政 

四 年 九月 十二 日に 歿した。 頼菅ニ 家の 集に 高孺 皮、 

かう しひん かう しゅくよう  かう こうすう かう しょせん 

高 子彬、 高叔 鷹が あり、 五山の 詩 話に 高 公嵩、 高 初暹、 

かう ぼんて う かう しゅんみん かう せいたん かう せきき よ かう ぶん ほう 

高 凡 鳥、 高 俊 民、 高 聖誕、 高 石 居、 高 文 鳳が あり、 竹 

かう すうこく かう やう こく かう すん でん 

田の 集に 高 嵩 谷、 高 陽 谷、 高寸 田が ある。 しかし 字 を 


子 融と云 ふ もの を 見ない。 原 来 氏 を 高と 修 する ものが 

必ずしも 同姓で はない の だから、 捜索 は 容易で 無 い 。 

冬に 入って 蘭 軒の 嫡 子榛 軒が 阿部 正 精に 召されて 何 

事 を か 命ぜられた。 勤 向 覚書に 下の 文が ある。 「十月 

廿 九日、 明 朔日悴 良 安 御用 之 儀 御 坐 候 間、 私 召 連 四時 

御 坐 敷え 可 罷出旨 御 達 書 到来に 付、 奉 畏候旨 及 御請 候。 

前条に 付 私 召 連可罷 出処、 足 痛に 付 難 召 連 候 間、 御 医 

師成田 玄琳を 以左之 通 及 御 達 候。 口上 之覚。 私 悴良安 

儀 明朔日 御用 之 儀 御座 候に 付 召 連可罷 出処、 足 痛に 付 

皆 川 周 安 差 出 申 候、 此段御 達 申 上 候 以上。 十月 廿 九日。 

伊沢 辭安。 」 


その 百 三十 

蘭 軒の 動向 覚書に 拠る に、 其 嫡子 榛軒 は此年 文政 五 

年 十月 二十 九日に 阿部 侯 正 精の 召状 を 受けた。 そし 

て翌 十一 月 朔 に 医官 成 田 玄琳に 率 ゐられ て 登庁した 

害で ある。 然るに 榛軒は 其 日に 何事 を 命ぜられ たか、 

覚書に 記載 を闕 いて ゐる。 

按ずる に 歴世 略伝 榛 軒の 部に、 「文政 四 年 七月 二十 

八日 備中守 阿部 正 精 公 侍医」 と 記して ある。 しかし 覚 

書に 徴す るに、 辛 巳 七月 二十 八日 は 初謁の 日で ある。 


或は 榛軒は 初謁と 同時に 任官した かも 知れぬ が、 わた 

くし は 辛 巳の 紀 事に 疑 を 存じて 筆せ ずに 置いた。 そし 

て 窃に榛 軒が 辛 巳 七月 二十 八日に 初 謁し、 壬 午 十一月 

朔に 任官した ので はない かと 思って ゐる。 

十二月 一 一十 一 日に は 蘭 軒の 季子 柏 軒が 藩の 子弟に 素 

読 を 授け、 且 これ をして 復習せ しめたと 云 ふ を 以て、 

阿部 侯 の 賞 を 受けた。 勤 向 覚書 の 文 は 下の 如くで ある。 

「十二月 廿ー 日 次男 盤 安 学問 所え 月に 八 九 度 出席 五経 

之 素読 教遣、 其 上 宅に て 淡いた し 遣 候に 付、 金 二百 疋 

被 成 下 候。」 柏 軒 は 時に 年甫て 十三であった。 

一 一十三 日に 蘭 軒 は 例の 如く 医術 申 合 会頭た る 故を以 


て 金 を 賜 はった。 覚書の 文 は 略す る。 

冬の 詩 は 集に 載す る もの 凡 四 首で ある。 中に 「病 

中 偶成」 の 作が ある。 蘭 軒の 起居 を 知らむ がた めに 此 

に 抄出す る。 「遊 事 久無問 酔醒。 兼 旬 臥 病 寂 山扃。 更 

恐 飲 膳 多 成 祟。 欹枕 時時 検食 経。」 最後に 「閑 中 書 事」 

の 五 律 二 首が ある。 其 前なる は尚枳 園の 書で あるに、 

後なる は 蘭 軒の 自筆に 復 つて ゐる。 前者の 三 四 は 「壁 

挂唐碑 幅、 架蔵宋 板書」 である。 病める 蘭 軒 を 慰む る 

もの は、 此古搨 本古槧 本であった だら う。 

菅氏 では 此年茶 山が 七十 五に なった。 わたくし は そ 

の 一 載 間の 詩 を 読んで、 事の 間接に 蘭 軒に 関する もの 


ある を 見出した。 それ は 文化 甲子 七月 九日の 墨 田 川 

ふなあそび 

舟 遊 の 記 を 補 ふべき 事で ある。 

舟 遊に は 犬冢 印南 と 茶 山との 両 先輩の 下に、 

かき ざき はき やう  ぶんか  くしろ うん せん 

蠣崎波 響、 木 村 文 河、 釧雲 泉、 今 川 槐庵及 蘭 軒が 来り 

集った。 しかし 誰が 何時 此遊を 企てた か 未詳であった。 

然るに 此 遊の 発端が 茶 山の 「憶 昔 三 章 呈蠣崎 公子」 の 

詩 中に 詳 叙せられ てゐ る。 

此詩は 茶 山と 波 響との 交 を 知る 好 資料であって、 啻 

に 甲子 舟 遊の 発端 を 見るべき のみでな く、 寛 政より 文 

政に 至る 間の 二三 聞 人の 聚散の 蹤が これに 由って 明め 

られ る。 


ゐ めい  ぼくば い 

京都の 相 国 寺に 維 明と いふ 僧が ゐて、 墨 梅 を 画く こ 

と を 善くした。 名 は 周圭、 字 は 羽 山と 云った のは此 

人で ある。 茶 山と 波 響と は 始て維 明が 庵室に 於て 相 見 

リ くによ  どんき やう 

た。 其 席に は 僧 六 如と 大原呑 響と が 居 合せた。 「憶 昔 

与 君始相 逢。 維 明 道 人 読書 樟。 座 有 六 如 及 呑 響。 主客 

並 称 詩 画 雄。」 此 会合 は 寛 政 五 年であった らしい。 何 

故と 云 ふに、 後に 甲子の 舟 遊 を 叙す るに 及んで、 茶 山 

は 「君 道 平安 分 手 時、 不期 生前 首 重聚、 十 一 年後 忽此 

歓、 安知 他年 不再 晤」 と 云って ゐ るからで ある。 わた 

くし は 草卒に 推算した から 誤が あるか も 知れぬ が、 当 

時 六十 三 歳の 主人 維 明の 許で、 四十 六 歳の 茶 山と 二十 


四 歳の 波 響と が 相識に なった ので ある。 

甲子の 歳に 茶 山 は 江戸に 来て、 柴野栗 山の 家で 波 響 

と 再会した。 それ は 雷雨の 日であった。 「憶 昔 与 君 会 

東武。 栗 山 堂上 正 雷雨。」 次で 二人 は 又犬冢 印南の 家 

で 落ち合った。 そして 舟 遊の 計画が 此に 胚胎した ので 

ある。 

その 百 三十 一 

わたくし は菅茶 山の 此年 文政 五 年に 蠣崎波 響に 贈つ 

た 詩に 拠って、 蘭 軒 等の 甲子 舟 遊の 端緒 を 究めようと 


した。 詩の 云 ふ 所 はかう である。 茶 山 は 甲子の 歳に 江 

戸に 来て、 波 響と 一 たび 柴野栗 山の 家に 会し、 再び 犬 

冢 印南の 家に 会した。 犬冢の 家で 二人 は 夜の 更ける ま 

む 力し がた リ 

で 昔 語 をして、 さて 主人と 三人 川 開の 日に 墨 田 川に 

舟を泛 ベて 遊ぶ こと を 約した。 蘭 軒 は 誘 はれて これに 

加 はった ので ある。 「更集 冢翁木 王 園。 夜半 忘 帰 泣 道 

故。 坐 上刻 日 謀 舟 遊。 新旧 相 結尽仙 侶。 拆到 綾瀬 出 塵 

囂。 叢 葦 覆 岸烟生 午。 沿 下 柳 橋入笙 歌。 万 燈映波 夜 無 

えんく わき 

暑。」 わたくし は 嘗て 当時 茶 山の 詩が 烟火戯 を 言 はぬ 

ことに 注目した が、 此詩を 作る に 至っても、 茶 山 は 尚 

飽くまで これ を 言 ふこと を 避けて ゐる。 


甲 戌の 歳に 茶 山が 再び 江戸に 来た 時には、 波 響蠣崎 

あきひろ 

将監の 宗家の 当主 松 前 若 狭 守 章 広が 陸 奥 国 伊達 郡 梁 川 

の 城主に なって ゐて、 波 響 は 章 広に 従って 梁 川に 住つ 

てゐ た。 「憶 昔東武 再遊 時。 君 従 移 封 阿武 媚。 両地比 

旧 差 為近。 卸 鞍 先 報 我 新来。 阿武 東武猶 千里。 君 云 相 

告何太 遅。 置郵 時時 説 近況。 十 書 一 面 非 可 比。 我 去 君 

来 如 相 避。 秋 鴻春燕 巧 参 差。」 阿武 は 阿武隈川 である。 

茶 山の 詩 は 往迹を 説き 畢 つて 現状に 入った。 此年壬 

午の 状況に 入った。 「近 聞 朝 旨 新 賜 環。 簞壺争 迎旧君 

帰。 巨 鎮懸海 拠 要衝。 近接 蝦夷 遠 赤 夷。 非 是故封 恩 信 

洽。 北門 鎖 鑰守者 誰。 万人 歓喜 独 我 恨。 我 恨 音信 更応 


稀。」 環 を 賜 ふは荀 子の 「絶 人 以玦、 反絶以 環」 を用ゐ 

たもので、 松 前 家が 一た び 松 前の 封 を 失って、 又 これ 

を復 した こと を 謂 ふ。 幕府が 章 広に 蝦夷の 地 を 還付し 

たの は 前年 辛 巳の 十二月 七日であった。 

頼 氏で は此年 山陽が 三本 木の 水 西 荘に遷 つた。 「棲 

いつ あん げんけ ふ 

息 有 如此。 足 以愜素 情。」 聿庵元 協が 寺 川 氏を娶 つた。 

此年蘭 軒 は 四十 六 歳、 妻 益 四十 歳、 子女 は榛軒 十九、 

常三郎 十八、 長 九つ、 順 三つであった。 

文政 六 年 は 蘭 軒の 家に 於て 平穏に 迎 へられた。 「癸 

未 元日。 忘老 rt; 忻復値 春。 城烟 山靄自 清新。 纔因椒 酒 

成微 酔。 蘇 得 三冬 凍 縮 身。」 茶 山は此 「元日」 に 神 辺 一 


郷の 最長 者と なった の ださう である。 「鶴 髪※ 〔# 「白 

+ 番」、 7 巻- 262- 下 々映 羽觴。 屠蘇 憶昨最 先嘗。 酔 

聞 童子 談書 旧。 驚 殺 吾 齢 長 一郷。」 

せつ ご 

「豆 日 草堂 小 集」 は 雪 後であった。 「雪 融烟淡 鳥 相 呼」 

の 句が ある。 

二十 二日に 蘭 軒 は 元 板 千金 方の 跋を 書した。 著して 

「文政 癸未 孟春 廿 二日 伊沢 信 恬識」 と 云って ある。 跋 

の 後に 更に 数 行の 識語 を 著け て、 「信恬 又識」 と 再署し 

て ある。 

かみ 

千金 方 は、 上の 医 範の条 に 云った 如くに、 唐の 

そんしば く 

孫 思邀の 撰に 係る。 「思 邈嘗 謂。 人命 至 重。 貴 於 千金。 


一 方 済 之。 徳躋 於此。 故 所 著 方書以 千金 名。」 孫の 遺 

す 所の 書は此 千金 方 三十 巻と 脈 経 一 巻と であった。 

然るに 千金 方の 唐 代の 真を存 して ゐる もの は、 和気 

氏 所 伝の 古 抄本 一巻が あるの みで ある。 即 三十 巻 中の 

第 一 巻で、 「処士 孫思邀 撰」 と 題して ある。 此本は 後に 

躋寿 館に 帰し、 蘭 軒 も 亦 別に 一 本 を 影 写した。 

そうさん  けんざん 

次に 三十 巻 全備の 本に 宋槧 と元槧 とが ある。 彼 は 北 

条顕 時が 求め 得て 金 沢 文庫に 蔵して ゐ たもので、 北宋 

所刊の ものた る 証迹が 明で ある。 蘭 軒 はこれ を 見る に 

及ばなかった。 後 嘉永ニ 年に 至って、 幕府が 躋寿 館に 

たき さいてい 

命じて これ を 覆刻した。 そして 多 紀菌庭 等が 校定の 事 


に 当った。 

その 元 槧本は 則ち 蘭 軒の 跋 する 所の ものである。 

その 百 三十 一 一 

蘭 軒が 此年 文政 六 年に 跋 した 千金 方の 元槧本 は、 後 

年 世に出で た宋槧 本に は 劣って ゐて も、 蘭 軒の 時に あ 

つて は、 三十 巻の 全 本 中 最善 本と して 推すべき もので 

あった。 

支那に 於て は、 清の 康凝雍 正の 頃に 至る まで、 猶善 

せんそう  どくしょ びんき うき  ちゃうろ 

本を存 して ゐた 証が ある。 銭 曾の 読書 敏求 記、 張 職の 


千金 方衍義 の 云 ふ 所の 如きが 是 である。 既にして 乾隆 

中 四 庫 全書 提要の 成った 時には、 三十 卷の善 本 は 既に 

佚して ゐた。 降って 嘉慶に 至って、 銭 恫も亦 崇文総 目 

に 於て 乾隆の 旧に 依って ゐる。 

然 らば 善 本に 代って 支那に 行 はれた の は、 いかなる 

本 か。 それ は 所謂 道 蔵本と 道 蔵本に 変改 を 加へ たもの 

とで ある。 蘭 軒 はかう 云って ゐる。 「道家 者 流。 要抗 

仏 蔵 之 浩瀚。 自嫌其 書 寡少。 妄析其 巻。 虚張其 目。 如 

他 素 問。 素廿四 巻。 分 為 五十 巻。 玄珠 密語 十 巻。 分 十 

七卷之 類。」 

千金 方の 道 蔵本 は 即ち 九十 三 巻の 嘉靖 本で、 四 庫 全 


書の 収 むる 所で ある。 

嘉靖本 は 我国に 於ても 亦飜 刻せられ た。 これが 万 治 

本で ある。 普通 本 は 舶載 嘉靖 本と 万 治 本と である。 

猶 我国に は 天明 本が ある。 これ は 嘉靖本 を 変改して 

三十 巻と し、 題して 元板飜 刻と 云 ひ、 京都に 於て 刊行 

した。 

此の 如く 千金 方 は、 支那に 於ても 我国に 於ても、 偽 

本のみ 行 はれて ゐる こと、 なった。 それ ゆ ゑ 金 沢 文庫 

の 零 本 第一 巻の 貴い こと は 論な く、 次に 三十 巻 全備の 

書と して は、 北宋槧 本の 未だ 世に出で ざる 間 は、 元槧 

本 を 以て 第一 に 推さなくて はならなかった ので ある。 


只 蘭 軒の 時には 猶 明の 正 徳 中の 刻本が あって、 これ 

は元槧 本の 旧に 依った もので あつたが、 それ だに 容易 

に は 獲られなかった。 蘭 軒 は 「巻 数 体裁、 与 元 板 同、 

世不多 有、 而 字形 隨拙、 刻様蟲 悪、 蓋為坊 本」 と 云つ 

てゐ る。 

元槧本 はこれ に反して、 頗る 意 を 校 刻に 用ゐ たもの 

であった。 蘭 軒 は 「此 本章 句 方法、 彰々 全 整、 而 筆勢 

生動、 盈満 行界、 銭 氏 所謂 原書 是也、 可 謂 希世 之 本 哉」 

せんじ ゆん わう 

と 云って ゐる。 銭 氏と は 読書 敏求記 を 著した 銭遵王 

である。 

蘭 軒 は 元 板 千金 方 を 狩谷掖 斎に 獲た。 被 斎 はこれ を 


まんき ふだう 

万笈 堂に 獲た。 これ は亨和 中の 事であった。 此年 癸未 

に 蘭 軒 は関定 能と 云 ふ もの をして 装釘せ しめて、 自ら 

これに 跋 した。 「此本 二十 年 前。 友人 狩 谷 卿 雲 為余購 

得 之 於 書賈英 平吉。 簡編蠹 蝕。 古色 可愛。 不欲繕 修改 

旧。 但 平生 披閲。 怕愈就 壊爛。 頃日 倩関定 能。 背 装 綴 

緝。 跋以数 語。 吁余与 卿 雲。 今倶為 頒白 翁。 而 尚孜々 

読書。 不異 少年 之 態。 則 其 迂濶於 世。 固不復 疑。 毎 相 

ていしょ 

対嗤 耳。 信恬又 識。」 これが 跋の 後に 低 書せられ た識 

語の 全文で ある。 二人の 頒白 翁 は 四十 七 歳の 蘭 軒と、 

四十 九 歳の 被 斎と であった。 

蘭 軒 は 又 自ら その 蔵す る 所の 金 沢 文庫 零 本 千金 方に 


も跋 して ゐる。 しかし これ を 書した 年月 を 詳 にし 

ない。 「近日 倩 友人 清 川吉人 摹抄」 と 云 ふより 推せば、 

きょか はげんだ うがい 

これ を 写した もの は 門人 清 川 玄道愷 であらう。 

その 百 三十 三 

此歳 文政 六 年 二月 十三 日に は、 蘭 軒が 友 を 会して 詩 

を賦 した。 宿題 は 「看 梅」 であった。 十七 日に は 蘭 軒 

の 季子 柏 軒が 前年 間 文学に 励精した と 云 ふ を 以て、 阿 

部 正 精の 賞詞 を 受けた。 事 は 勤 向 覚書に 見えて ゐる。 

同 二月 十八 日に、 菅茶山 は 神 辺に あって、 蘭 軒に 寄 


する 書に 追加した かとお も はれる。 本書 は 前日に 作つ 

たもので、 それ は 今 伝 はらない。 饗庭篁 村さん の 所蔵 

はじめ  っゐ しょ 

の書牘 中に、 首に 「追 書」 と 記した 断 簡が是 である。 

茶 山の 文 は 末に 「春 社」 と 記して ある。 そして 大田 

南 畝の 病の 事が 書いて ある。 南 畝 は 中 一 月 を 隔てて 歿 

した。 わたくし は 暦 道に 懵 いが、 南 畝が 歿した 年の 二 

月 中に 八日、 十八 日、 二十 八日の 戊 日の ある こと を 推 

算し 得た。 そこで 十八 日 を 以て 春 社と なした。 

「追 書。 」 

お ほくら けんすけ 

「前日の 書に 申の こし 候 こと 申 上 候。 先 大蔵 謙 介 (牛 

ごみの 南 御徒 士町 とやら 承 候) 下地 御と > け 被 下 陵 


賜 も あり。 宜奉願 上 候。 下地と いへば 江戸に ては薷 

麦の 汁な ど を 申 候。 備後 にて は 由来 をい ふ。 笑 申 候。」 

「華 御座 は 届 申 候 哉。 これ は 山 南と 申処 にて か 来。 神 

辺 を さる こと 五 里。 (日本 里程。) かの 方に しる 人 有 之 • 

宜く たのむ と 申 遣し 候。 ( 凡 たたみ 類の 事 あちら は 

黒人 也。 こちら はしらず 候 ゆ ゑ 也。) 勿論 浦郷 にて 便 

も 宜候故 也。 私 添書 どもな きを あやしむ ことな かれ。」 

「矢 代 太 郎様御 安祥に 被 遊 御座 候 哉。 乍 憚 宜奉願 上 候- 

去年 か 御 伝言 被 下 候 御礼 も 奉 頼 上 候。 豊 後人 田 辺 主計 

と 申 ものへ 御 書 通、 私へ も宜 と 被 仰 下 候 由、 其方よ 

リ申来 候。 前年 さし 上 候うた は 御 届 被 下候覧 と奉存 


「去年 長 崎 名 村 新 八 て ふ をの こ 参 候。 于今 滞留に 候 は 

ば 御 次に 宜奉願 上 候。 之 子い かなる 用事に 候 哉。」 

「此余 申 上べき 事な し。 大田之 御 病人 様い かが。 

御 左右 承 度 候。 恐惶 謹言。 春 社。 菅 太中晋 帥。 伊沢 辭 

安 様。」 

「去年 狂詩 被 遣、 人に はなし を かしがら せ 候。 あんな 

も の 又 出 候 はば 御 こ し 可 被 下 候。 」 

「蜀 山人 先生 御 病気の よし 御 次に 宜奉願 上 候。 御 病状 

も 承 度 候。 衰老は 同病 也。 失礼ながら 相憐候 かた 也。 

敬白。」 


大蔵 謙 介 はわた くし は 其 人 を 詳 にせぬ が、 その 

茶 山 集に 見えて ゐる 大蔵 謙甫と 同人なる こと は 明で あ 

る。 茶 山が 甲 戌に 江戸に 再遊した 時、 謙甫は 重陽に 牛 

込の 家に 招 飲した。 此書を 裁す る 前年 壬 午 「九日 独酌」 

の 詩に 自註が ある。 「甲 戌是 日。 同 黒 沢 正甫、 立原翠 軒、 

平 井 可大。 飲 大蔵 謙 甫牛門 宅。 主客 今 並 無恙。 独可大 

不在。」 此会は 好 記念で あつたと 見えて、 其 詩に 「老来 

佳節 幾歓 場、 最憶牛 門 九日 觴」 と 云って ある。 翠軒は 

甲 戌に 七十 一 歳で 小石 川の 水 戸 邸内 杏 所 甚 五郎の 許 

にゐ た。 壬 午 重陽に は 七十 九 歳で あつたが、 茶 山の 此 

書 を 裁す る 四日 前に 八十 歳で 歿した。 詩 中 「年年 縦 継 


藍 田 会、 無復 当時 杜少 陵」 は 可大を 悼んだ ので ある。 

牛 込 を 「うし ごみ」 と 書した 例 は 当時の 文に 多く 見え 

てゐ る。 

大蔵 は 嘗て 茶 山に 何物 を か 贈った ことがある。 所謂 

「下地 御と どけ 被 下 候 賜」 である。 

次に 謂 ふ 華 蓮 は 茶 山が 大蔵に 贈った もの か、 或は 蘭 

軒に 贈った もの か、 不明で ある。 何故と 云 ふに、 此条 

と 前の 下地の 条 との 間 に は 空白 を存ぜ ず、 只 行 を更め 

て あるの みで、 次の 矢 代 太 郎の事 は 特に 行 を 隔てて 記 

して あるから である。 

ぬまく まご ほリ さんな  み つき ご ほり 

華 蓮の 産地 は 沼 隈郡山 南で ある。 此 郡と 御調 郡と が 


御荘 蓮 を 産す る。 所謂 備後表で ある。 茶 山 は 山 南の 地 

名に 特に 傍訓 を附 して ゐる。 

その 百 三十 四 

ひろ かた 

屋代弘 賢 は此年 癸未の 武鑑に 「奥 祐筆 所 詰、 勘定 格、 

百 五十 俵 高、 神 田 明 神 下、 屋代 太郎」 と 記して ある。 

年 は 六十 六であった。 弘賢は 前年 壬 午に 豊 後の 人 田 辺 

主計に 書 を 与へ た 時、 田 辺 をして 菅茶 山の 起居 を 問 は 

しめた。 又 同じ年に 茶 山 は 歌を弘 賢に 贈った。 茶 山の 

書 牘には 「去年 か」 と 書し、 又 「前年」 と 書して あつ 


て、 思 ひ 出づる まに/ \ 筆 を 下した 痕が 見える。 茶 山 

は 屋代を 矢 代に 作って ゐる。 

名 村 新 八 は 長 崎の 人で、 壬 午に 神 辺 を 経て 江戸に 来 

た。 此 人が 江戸に あって 何事 をな し たかは、 書 を 作つ 

た 茶 山 も 知らなかった。 「之 子い かなる 用事に 候 哉」 

と 疑って ある。 

最後に 茶 山の 書 牘には 大田南 畝が 出で てゐ る。 既に 

「大田 之 御 病人 様い かが、 御 左右 承 度 候」 と 書し、 又 「蜀 

山人 先生 御 病気の よし (中略) 御 病状 も 承 度 候」 と 書 

して ある。 わたくし は猝に 見て、 大 田の 病人と 蜀山 

人と は 別人で はない かと 疑った。 しかし 熟 おもへば 


同人で あらう。 僅に 数 行 を 隔てて 同じ 事 を 反復して ゐ 

るの は、 忌憚な く 言へば、 老茶 山の 健忘の ため かと 推 

せられる。 

ぢょ じゅん 

三月 二十 五日に 蘭 軒の 女 順が、 生れて 四 歳に して 

て つ  うしな 

夭折した。 蘭 軒 は 既に 文化 二 年に 長女 天津 を 喪 ひ、 

九 年に 二 女智貌 童女 を 喪 ひ、 今 又 四 女 順 を 喪った。 剰 

す 所 は 三女 長の みで ある。 勤 向 覚書に かう 云って ある。 

ニニ 月廿 六日 末女 病気 之処 養生 不相叶 今暁 丑 中 刻 病死 

仕 候処、 七 歳 未満に 付 三日 之 遠慮 引 仕 候 旨、 合 御 触 流 

を 以及御 達 候。」 此に 二十 六日と 云って あるの は 届出 

の 日で ある。 先 霊 名 録には 実 を 伝へ て かう 云って ある。 


ニー 十五 日。 花 影 禅 童女。 名 阿 順。 芳桜軒 妾腹 之 女 也。 

母 佐 藤氏。 文政 六 年 癸未 三月 歿。」 

春夏の交に 阿部 侯 正 精 は 病気 届 をした かとお も はれ 

る。 次の 年の 蘭 軒の 詩 引に、 「客 歳 春 夏 之 際、 吾 公嬰疾 

辞職」 云云と 云って あるから である。 正 精 は 文化 元年 

に 奏者 番 にせられ、 三年に 寺社 奉行 を 兼ね、 十四 年に 

老中に 列した。 渡 辺 修ニ郎 さん はかう 云って ゐる。 

「正 精閣老 たる こと 殆ど 七 年、 公正 廉潔 を 以て 聞 ゆ。 

時に 同僚 水 野忠成 君寵 を 得、 権威 を 振 ひ、 専ら 事 を 用 

せいたく こうかう 

ゐ、 請託 公行す。 正精忠 成が 行 ふ 所 を 見て これ を是と 

力な 

せず、 意見 相 協 はず、 因て 病と称して 職 を 辞す。」 忠成 


は 沼 律の 城主 水 野 出 羽 守で ある。 正 精 は 病と称し たと 

は 云って あるが、 事実上に も 身体に 多少の 違例が あつ 

たこと は、 下に 記す 如くで ある。 正 精の 解綬は 冬の 初 

に 至って 纔に 裁可 せられた。 

八月 朔 の 蘭 軒が 覚書に 阿部 侯の 病の 事が 記して あ 

る。 「八月 朔日、 殿様 御 不快 中 拝 診 被 仰 付 候に 付、 爰元 

御門 並 丸 山 表 御門 刻限 過 出入 共 定御移 被 下 候 様、 岡 西 

玄亭を 以及御 達 候処、 勝手次第と 被 仰 聞 候。」 爰 元は 西 

丸 下の 老中 屋敷、 丸 山 は 中 屋敷で ある。 尋で 十月 十 一 

日に 正 精 は 老中 を 免ぜられた。 蘭 軒の 詩 引に は 「至 冬 

大痊」 と 云って ある。 正 精の 違例 は 甚だ 重く はな かつ 


たと 見える。 

詩 引に 「幕府 下 特恩之 命、 賜 邸 於 小川 街、 而邸未 幾 

重修之 功、 公 来 居 丸 山荘、 荘園 鉅大 深邃、 渓山之 趣 為 

不 乏矣、 公 日 行 渉 為娯」 と 云って ある。 江戸 図 を検す 

れば、 神 田の 阿部 邸 は 正 精の 未だ 老中に ならなかった 

前と、 その 既に 老中 を罷 めた 後と、 同じく 猿 楽 町の 西 

側に ある。 蘭 軒が 「賜 邸」 と 書した の は 故 ある 事で あ 

らうが、 福 山 藩の 人に 質さなくて はわから ない。 それ 

はと まれ かくまれ、 正 精 は 西 丸 下より 小川 町に 移る 中 

間に、 一た び 丸 山 邸に 入った ので ある。 


その 百 三十 五 

まさ 

阿部 正 精 は将に 老中の 職を罷 めむ とする 時 詩 を賦し 

た。 「癸未 以病辞 相、 短述攄 懐」 として 七 律 一首、 又 「同 

す，^ 5 

前 七 絶 八 首」 として 聯 作の 絶句が ある。 末に は 「文政 

六 年 歳次 癸未 秋 九月 下擀、 阿 正 精 藁」 と 著して ある。 

此詩は 正 精が 自ら 書して 古山 静 斎に 与へ た。 後 正 精 

の 六 男正弘 は、 静 斎の 子 善 一 郎 のために、 「牆 羹」 の 二 

字 を 巻首に 題した。 後 漢書の 「昔 堯殂之 後、 舜仰慕 三 

年、 坐 則見堯 於牆、 食 則覩堯 於羹」 に 取った ので ある。 

七 律に 云く。 「半 歳 寥寥 久抱 痫。 一 朝 解綬意 蹉跎。 


欲 抛 人世 栄名 累。 難奈 君恩 眷寵 多。 庭 際 霜 寒飄老 葉。 

池 頭 秋 晚倒枯 荷。 回 思 二十 年間 夢。 浩歎匇 匇駒隙 過。」 

第 七の 下に 「甲子 蒙 典謁之 命、 丙 寅兼領 祠曹、 丁丑陞 

相 位、 通 前後 廿年」 と 註して ある。 二十 三 字の 官歴で 

ある。 

絶句に 云く。 「抛擲 世 紛半歳 余。 繩床ー 臥 愛 間 居。 

解 官猶在 城門 内。 無 復邸前 停 客車。」 第 一 は 蘭 軒の 「春 

夏 之 際」 と 書した 文と 符 する。 免罷の 未だ 発表せられ 

にし まるした 

ぬに、 門前 客が 絶えた。 九月に は 猶西丸 下に ゐ たので 

ある。 「又。 陸 雲 之 癖 癖 做 病。 一 擲 功名 此挂 冠。 憶 得 

春秋 五十 夢。 猶疑身 是在邯 鄲。」 正 精 は 四十 九 歳で あ 


つた。 第三 ある 所以で ある。 「做 病」 は 或は 「為 癉」 の 

誤で はなから うか。 「又。 一 年 沈 痼 尚 難痊。 避 位避官 

本 任 天。 縁是 君恩 深 到 骨。 未 能 采薬去 従 仙。 又。 菊 砕 

蘭摧各 一 時。 人間 変態 総 如此。 尚存 憂国 愛 君 意。 毎 使 

夢 魂 夜夜 馳。」 「此」 は 「斯」 に 作るべき である。 「又。 

七 年 相 位 夢 初醒。 解 緩 一 朝意自 寧。 遮 莫斯身 辞 眷寵。 

儘将 風月 送 余齢。 又。 病 軀却喜 出 塵寰。 得告 一 朝 免 綴 

班。 門外 雀羅 設猶 未。 南 窓 翻 帙領清 間。 又。 陸 癖作痫 

十月 余。 翻将 翰墨 付 間 居。 看 他 多少 男児 輩。 何事 営営 

索 世誉。 又。 春秋 已届五 旬 齢。 病 鶴 離 群 似 鏃翊。 疇 昔 

飛 鳴 九天 上。 夢 魂 時復到 朝廷。」 


茶 山の 集に 「恭次 公 製 辞 相短述 一律 八 絶句 瑤韻」 の 

作が ある。 七 律。 「中 歳 抽簪為 病癎。 七 年 重較豈 蹉跎。 

官途 憂 思 随時 在。 人世 歓場 到処 多。 自 有名 園 開 緑野。 

不関初 服 製 青 荷。 久将 恩沢 流寰 宇。 非是 光陰 徒爾 過。」 

絶句 其 一 。 「苑在 城 中 十 頃 余。 紅塵 不染似 山 居。 尋涼 

月 径試間 歩。 愛 暖花陰 停 小 車。」 其 二。 「明 時 賢哲 晦終 

難。 赤 帝 何 曾称褐 冠。 伯 予宜重 位 山岳。 呂翁漫 説夢邯 

鄲。」 其 三。 「賜 休 半 載 病 初痊。 行 薬 東 橋 二月 天。 晴院 

嬌鶯鳴 哈哈。 午 階 狂 蝶舞撂 撂。」 第 一 は 蘭 軒の 「至 冬大 

痊」 の 文と 符 する。 其 四。 「芹 宮憶昔 息 遊 時。 東魯多 

賢 乃 取斯。 不怪 他年 枢要 路。 王 良 特地範 駆 馳。」 其 五。 


「捧誦 瑤篇愁 始醒。 緩 声忻見 体中 寧。 祈 君 不改台 池 楽。 

延寿 能 同 亀 鶴 齢。」 其 六。 「隠棲 何必水 雲寰。 貴 爵仍従 

鴛鷺 班。 碑帖庫 添新卷 第。 琴 詩 客 会 旧 遊 間。」 其 七。 

「投間 始得事 三 余。 却 見 臣僚警 逸 居。 都下 日 伝輿誦 美。 

公 偏 百計 避 声誉。」 其 八。 「暫辞 鳳 穴未頹 齢。 寧 比仙禽 

老 鏵 翎。 看取 分 憂 勤 所 職。 藩 城 非是小 朝廷。」 

蘭 軒 は 此時次 韻の 作が 無かった。 それ ゆ ゑ 正 精の 丸 

山 邸に 居る に 及んで、 次年 元日の 詩に 和して、 其 引に 

くわいく わん 

侯の 桂冠 の 事 を 追記した。 

その 百 三十 六 


此年 文政 六 年 十 一 月 一 一十三 日に、 菅茶 山が 書 を 蘭 軒 

に 与へ た。 書中に は 多く 北 条霞亭 の 歿後 の 事が 言 つ て 

ある。 霞 亭は是 より 先 八月 十七 日に 囊 里の 家に 歿した。 

墓表に 「居 丸 山 邸 舎 三年、 罹疾 不起、 実 文政 癸未 八月 

十七 日、 享年 四十 四、 葬 巣 鴨 真性 寺」 と 書して ある。 

茶 山の 此書は 文 淵 堂 蔵の 花 天 月 地中に 収めて ある。 

r 一  筆 啓上 仕 候。 時節 寒冷 催 候。 愈 御 安祥 御座 被 成 候 

哉 承 度奉存 候。 北条事 最早 可 申 こと も 無 御座 候。 何 さ 

ま 家内 無事に 大坂迄 著、 明廿 四日に は大 かた 帰宅 可 仕 

やと 書状に て 申 こし 折角 待ゐ申 候。 始終 段々 御世 話 難 


申尽 候。 これ は 後 信に も 可 申 上 候。 其 内 急 便、 先 帰宅 

明日に あり 候 事 を 申 上 候。」 

「これ も 途中い ろく 事 有 之 候。 先 箱 根に て 御 書付と 

髪の 結ぶ り 違 候と て 引付られ、 半日 余 も かかり 候 由。 

(金 三 歩 出し 候 由。) 又 被 指 添 候 足軽 池 鯉 鮒 之 駅に て 吐 

血 急 症、 近隣 近郷 之 医 を 招 候 由。 (これ は三両 余の 入 

用と 申す こと。) しかし 箱 根 もす み、 池 鯉 鮒 も 翌日 発足 

いたす 位に なりし 由、 不幸 中 之 幸なる べし。 明日 帰り 

て 委細 不承 候 内 は、 往来 上下 人足の 沙汰 計、 書状 も瑩々 

とわけ きこえ かね 候 故、 確然 は 得 信 可 申 上 候。」 

「何様 始終 之 御 邪魔 御 面倒 可謝詞 もな く 候。 先 大坂迄 


帰 著の 処申上 候。 鵜 川 段々 世話いた し くれられ 候 由、 

此事御 申 伝 尚 御た のみ 可 被 下 奉 願 上 候。 御内 公令郎 

至お さよ、 どのまで、 宜 御礼 奉 願 上 候。 恐惶 謹言。 十 

一 月廿 三日。 菅 太中晋 帥。 伊沢 辞 安 様。」 

「北 条妻は 私が 姪 女 也。 ことさらの 鈍物、 御世 話 奉 察 

候。 初め 東行 仕 候 時、 (去々 年 也) 心に 落着いた さず つ 

らき 事、 何 ごと も 必辞安 先生に 申 上よ と 申 遣 候。 いか 

が 候 や 覧。」 

「用事。」 

「北条 事に 付 これ はかくせ よ、 かれはい か、 V せよ と 被 

仰 下た く 候。」 


まきた ゾ すけ  うすきち よくけ い 

「牧唯 助 (むかしの 臼 杵直卿 也) 松 平 冠 山 様 之 以状御 

たのみの 事 申 遣 候。 うんと も すん とも 返事 無 之 候。 御 

先方 貴人に 候へば はやく 承 度 候。 御き き 可 被 下 候。」 

「余に 一 も 申 上べき 事な し。 春 以来 大旱 雨な し。 雷 は 

一 年 一 声 もき かず 候。 或 云。 遙雷 はなり たれ ども 老聾 

きこえざる なりと。 筑前は 十月 廿 四日 大雷 大雨と 申 こ 

と。 雨 は 八月に 少々 ふり、 其 後 まだ ふらず、 冬 之大旱 

也。 御 地 は 雨し げく 候よ し、 ふる も ふらぬ もさ だめな 

き 世の中 也。」 

霞 亭の妻 井上 氏 は、 頃日 福 田 禄太郎 さん を 介して、 

黒 瀬 格 一 さんに 検 して もらった 所に 徴す るに、 名 は 


敬で ある。 菅波久 助の 次女、 茶 山の 妹、 井上 源 右衛門 

の 妻に ちょと 云 ふ ものが あった。 此 ちょの 三女が 敬で 

ある。 

久 助の 次男、 茶 山の 弟猶 右衛門 汝 鞭に、 一 子 長 作 万 

年が あった。 万年 は 初め 井上 源 右衛門の 次女 さほ を娶 

リ、 さほの 歿後に 其 妹 敬 を納れ た。 万年が 歿して、 敬 

が 寡居して ゐ たの を、 茶 山が 霞亭に 妻 せた。 

敬が 霞亭 に随 つて 江戸に 向 ふとき、 茶 山 は 何事 を も 

蘭 軒に 相談せ よと 言 ひ 含めた。 茶 山 は 所謂 「鈍物」 の 

上 を 気遣って 蘭 軒に 託した のであった。 浜 野 知 三郎さ 

んの 語る 所に 拠れば、 辛 巳の 歳に 霞亭は 一 たび 江戸に 


来て、 尋で神 辺へ 敬を迎 へに 帰った さう である。 しか 

さきだ 

し 敬が 囊 里の 家の 落成に 先って 来て ゐ たこと は、 移 

居の 詩に 「家人 駆 我懶」 と 云 ひ、 「団欒 対 妻 学」 と 云つ 

て ある を 見て 知られる。 

その 百 三十 七 

北 条霞亭 と 其 妻 敬と が 辛 巳の 歳に 江戸に 来てから、 

此年 癸未に 至る まで、 足掛 三年の 間、 蘭 軒の 家と 往来 

して ゐ たこと は 明で ある。 霞亭が 菅茶山 の 書牘を 剪り 

断って 蘭 軒に 示した こと は、 上に 云った 如くで ある。 


をし 

しかし 敬が 果して、 茶 山の 誨 へた 如くに、 蘭 軒を視 

る こと 尊属に 同じく、 これに 内事 を 諮つ たかは 疑 はし 

い。 少 くも 此の 如き 証跡 は 一 も存 して ゐ ない。 

さて 此年 八月 十七 日に 霞亭は 病死した。 主家 阿部 氏 

まさきよ 

に 於て は、 正 精が 病と称して 事を視 ざるに 至ってから、 

四 五箇 月の 月日が 立って ゐる。 霞亭 は解褐 以来 未だ 

いくばく 

幾 ならぬ に 死んだ。 しかも 主家に 事 ある 日に 死んだ。 

其 臨終の 情 懐 を 想へば、 憐 むべき ものが ある。 

わたくし は 霞亭に 痼疾の あった こと を 聞かない。 其 

死 を 致した 病 は 恐く は 急 劇の 症であった だら う。 わた 

くし は 唯 霞 亭が酒 を 嗜んだ こと を 知って ゐる。 酒を嗜 


む もの は 病に 抗 する 力 を 殺 がれて ゐる ものである。 急 

病に 於て 殊に さう である。 

霞 亭の酒 を 嗜んだ こと は、 何に 縁って 知った か。 わ 

たくし は 頃日 浜 野 知三郎 さんに 就いて、 霞亭の 著す 所 

の 書 数 種 を 借る こと を 得た。 霞 亭渉筆 は 其 一 である。 

渉 筆に 左の ニ条が ある。 

r 予性 疎慢。 一 切 之 物。 寡 所 嗜好。 唯 有 酒癖。 習以成 

性。 欲 止 未 能。 然 年歯 漸長。 節而飲 之。 亦 似不甚 害。 

要 之 在 人。 不在 酒 也。 毎 誦汪遵 詩。 九 醞松醪 一 曲 歌。 

本 図 間 放 養 天 和。 後人 不識 前賢 意。 破 国 亡 家事 甚多。 

深以 為知 言。」 


「蜀志 諸 葛 孔明戒 子 曰。 夫 酒 之設。 合 礼 致 情。 適 体 帰 

性。 礼終而 退。 此和之 至。 主意 未禪。 賓 有余 豪。 可以 

至 酔。 無 致 於 乱。 此言可 謂 唯 酒 無量 不及乱 好 註 脚。」 

わたくし は 酒が 必ず 霞 亭に祟 をな したと は 云 はない。 

しかし 霞 亭の酒 を 説く を 見る に、 自ら 嘲る 中に 自ら 解 

する 意 を 含んで ゐる。 わたくし は此を 除いて は、 霞亭 

の 健康 を 害すべ き 所以の もの を 知らぬ から、 これに 言 

及した。 

霞亭は 残して、 跡に 未亡人 敬が 遺った。 子 は 山陽が 

「生 二 女、 皆 夭」 と 云って ゐ るから、 恐く は 既に 亡 かつ 

ただら う。 霞 亭の父 適 斎 道 有 は、 霞 亭の弟 惟長 をして 


家を嗣 がしめ、 霞亭に 分家せ しめて ゐ たから、 敬に は 

仕 ふべき 舅姑 は 無い。 的屋に は 敬の 帰る ベ き 家 は 無 い 。 

山陽 は 「考以 次子 立 敬 承 家」 と 書して ゐる。 立 敬 は 惟 

長で ある。 

そこで 敬 は 神 辺の 里方へ 帰る ことと なった。 敬 は 江 

戸 を 立って 東海道に さし 掛かった。 然るに 江戸より 神 

辺に 至る 途中に、 茶 山の 書 牘に云 ふ 如く、  二三の 厄難 

があった。 

敬 は 箱 根の 関に 半日 余 抑留 せられた。 それ は 髪の 

結 振が 書付と 符せ ぬが 故で あ つ た。 或は 後家ら しい 髪 

が 途上 却って 人の 目に 附くを 憚って、 常体に 改めて ゐ 


たので あらう か。 関の 役人 は 金 三 歩 を 受けて、 纔に 

敬 を 放って 去らし めた。 当時の 吏の 収賄で ある。 わた 

くし は此汚 吏の 長官の 誰なる かを検 して 見た。 此 年の 

役人 武鑑に 箱 根の 関所 番 として 載せて あるの は、 相模 

国 小 田 原の 城主 大久保 加 賀守忠 真であった。 或はお も 

ふに 当時の 吏 は 例と して 此の 如き 金 を 受け、 その 収賄 

たるに 心 付かずに ゐ たので はなから うか。 

その 百 三十 八 

北 条霞亭 の 未亡人 敬 は 僅に 箱 根の 関を踰 ゆる こと を 


許されて、 池 鯉 鮒の 駅まで 来る と、 又 一 の 障礙に 遭つ 

た。 それ は 江戸から 供 をして 来た 足軽が 重病 を 発した 

しょ-つこう 

ので ある。 証 候 は 喀血 若く は 吐血であった。 敬の 一 

行 は 医を延 いて 治 を 求め、 留宿 一日、 費 金 三 両で此 難 

を も 脱する y  j と を 得た。 

敬 等は大 坂に 著いた。 菅茶山 は 神 辺に あって これ を 

聞いた。 そして 書 を 裁して 蘭 軒に 報じた ので ある。 茶 

山 は 敬 等が 此年 文政 六 年 十 一 月 一 一十 四日に 神 辺に 帰り 

著く こと を 期して ゐた。 

「ばう 

江戸に は 未亡人 敬の 帰り 去った 後、 猶 亡霞亭 のた め 

に 処理す ベ き 事が あ つたと 見える。 茶 山 は 蘭 軒に、 「北 


条 事に 付 これ はかくせ よ、 かれはい かがせよ と 被 仰 下 

たく 候」 と 委嘱して ゐる。 霞亭の 葬られた 寺の 事、 北 

条 氏の 継嗣の 事 等であった だら う。 巣 鴨の 真性 寺に、 

ぼけつ 

頼 山陽の 銘を 刻した 墓碣の 立てられ たの は、 此ょリ 後 

九 年であった。 浜 野 知三郎 さんの 言に 拠る に、 「北条 

子 譲 墓 碣銘」 は 山陽の 作った 最後の 金石文で あらう と 

云 ふこと である。 霞 亭の家 は 養子 退が 襲いだ。 山陽 は 

「河 村 氏子 退 為嗣、 即進 之」 と 云 ひ、 「其 子 進之寓 昌平 

学」 と 云って ゐる。 所謂 河 村 氏 は 嘗て 文部省に 仕へ た 

河 村 重 固と 云 ふ 人の 家で、 重 固の 女が 今の 帝国 劇場の 

女優 河 村 菊 枝 だ さう である。 


霞亭の 遺事 は 他日 浜 野 氏が 編述 し、 併て 其 遺稿 を も 

刊行す る 害 ださう である。 わたくし は 上に 云った 如く、 

浜 野 氏に 就いて 既刊の 霞 亭の書 二三 種 を 借り 得た から、 

読過の 間に わたくしの 目に留まった 事 ども を 此に插 記 

しょうと おも ふ。 人 若し その 道聴途 説の 陋を咎 むる こ 

となく ば 幸で ある。 

山陽 は 霞亭の 祖先 を 説いて、 「其 先 出 於 早 雲 氏」 と 云 

つた。 霞 亭も亦 自ら 其 家系 を 語って ゐる。 渉 筆に 云く。 

「昔 吾 家宗瑞 入道。 嘗召 一 講師 読 七 書。 首 聴 三 略 主将 

之 法務 攬 英雄 之 心 句。 断然 曰。 吾已領 略。 其 他 不欲聞 

之。 英豪之 気象。 千載 如 生。 而斯語 也。 実名 言 也。 為 


将帥 者 不可 不 服膺。」 軼事は 今人の 皆 知る 所で ある。 

わたくしの 此に 引いた の は、 その 霞亭の 筆に 上った た 

めで ある。 

次に 山陽 は 「後 仕 内 藤 侯、 侯国 除」 と 云って ゐる。 

そして 「志 摩 的屋 人」 の 句 は 先祖 を 説く に 先だって 下 

して ある。 文が 頗る 解し 難い。 所謂 「内 藤 侯」 の 何人 

や 、 

なる か は、 稍史に 通ず る ものと 雖、 容易に 知る ことが 

出来ぬ であらう。 わたくし は 山陽が 強て 人の 解す る こ 

と を 求めなかった ので はない かと 疑 ふ。 

渉 筆に 西 村 維祺の 文が 載せて ある。 霞亭の 曾祖父 道 

れぅふ  き 

益の 弟 僧 了 普の 事を紀 した ものである。 了 普の 伝 は 僧 


真栄の 伝と 混淆して、 二人の 同異 を辨じ 難い。 西 村 は 

「子 譲 初 欲 自書 栄 公事、 顧 命予其 撰」 と 云って ゐる。 西 

きばう  しさん 

村 維棋は 或は 驥蝱 日記の 西 村子賛 ではなから うか。 此 

篇 は 霞亭 の 世 系 を 説く こと、 墓誌に 比すれば 稍詳 であ 

る。 わたくし はこれ を 読んで、 始て内 藤 侯と は 或は 此 

人で はなから うかと 云 ふ、 微 なる 手がかり を 得た。 

その 百 三十 九 

西 村 維 棋は北 条霞亭 の 曾祖父 道 益の 弟 僧 了 普が 事 を 

さ 

紀 する 文に かう 云って ゐる。 「予友 北 条子譲 先。 嘗事 


鳥 羽 内 藤 侯。 及 侯 亡。 提 家隠于 的屋。」 此 句の 下に、 「時 

北 条省為 北 氏、 或 称 喜 多」 と 註して ある。 

霞亭の 遠祖の 主家 内 藤 某 は 鳥 羽に 封せられ て ゐた。 

内 藤氏の 城池の ある 鳥 羽と は 何処か。 角 利 助さん の 説 

く を 聞く に、 鳥 羽 は 的屋より 程遠から ぬ 志 摩 国鳥 羽で、 

封 を 除かれた 内 藤氏 は 延宝八 年 六月 一 一十 七日に 死 を 賜 

はった 内 藤 和 泉守忠 勝で ある。 

北条 氏の 的屋に 住んだ の は、 内 藤氏の 亡びた 後で あ 

る。 此時 一旦 北条を 改めて 北と 云 ひ、 又 喜 多と も 書し 

た。 山陽 は 「曾祖 道 益、 祖道 可、 考道 有、 皆 隠 医 本邑」 

と 書して ゐる。 要するに 曾祖 以後 は 皆 的屋の 医で あつ 


せい-つん あん 

た。 道 益の 弟 僧 了 普 は 三 箇所 村 棲 雲 庵に 住んで、 寛 保 

三年 某月 二十 六日に 寂した。 然るに 此了 普と 僧 真栄と 

の 事蹟が 混淆して 辨じ 難くな つて ゐる。 西 村 は 「栄普 

二 公、 其 跡 迷 離」 と 云って ゐる。 唯 真 栄は享 保 七 年 九 

月 七日に 寂して、 北 岡に 碑が あり、 了 普 は 棲 雲 庵に 碑 

が ある。 西 村 は 「的是 両人」 と 断 じ、 「或 疑 了 普 学 書 於 

真栄、 以其 善書、 世 亦 直 称 無量 寺 也歟」 と 追記して ゐ 

る。 越 坂の 無量 寺 は真栄 終焉の 地で ある。 

霞 亭の父 道 有 は 適 斎と 号した。 山陽 は 「娶中 村 氏、 

生 六 男 四 女」 と 云って ゐる。 帰省 詩囊を 見れば、 適 斎 

は 文化 十三 年 丙 子に 七十の 寿 宴 を 開いた。 神 辺から 帰 


つて 宴に 列った 霞亭 は、 「三 弟 及 一 妹、 次第 侍 厳 慈」 と 

云って ゐる。 寿を献 じた もの は 長子 霞亭 以下の 男子 四 

人と 女子 一人と であった。 霞亭の 弟の 中 維 長 立 敬 は 適 

斎の 継嗣で ある。 山陽 は 「以 次子 立 敬 承 家」 と 云って 

ゐる。 

霞亭は 安永 九 年に 生れた。 適 斎が 三十 四 歳に して ま 

うけた 嫡男で ある。 

霞亭は 幼 かった 時の 家庭の 一 小事 を 記憶して ゐて、 

のぼ 

後に これ を 筆に 上せた。 それ は 天明 八 年に 霞 亭が九 歳 

であった 時の 事で ある。 霞亭 に、 惟長で ない 今一 人の 

弟が あって、 名 は彦、 字 は 子彦、 通称 は 内蔵 太 郎と云 


つた。 彦は 天明 四 年生で、 此年五 歳であった。 霞亭が 

文化 戊辰に 著した 文の 渉 筆 中に 収められ たもの はかう 

である。 「記 二十 年 前 一 冬 多 雪。 予 時髫齓 喜甚。 乃 与 

穉 弟彦。 就庭砌 団雪塑 一 箇 布袋 和尚。 坐 之 盆 内。 愛翫 

竟日。 旋復移 置 寝処。 褥臥視 之。 其 翌起問 布袋 和尚 所 

在。 已消釈 尽矣。 弟 涕泣求 再塑之 不已。 而雪 不可 得。 

母 氏 慰諭而 止。 後 十 余 年。 彦罹疾 没。 爾来 毎 雪下。 追 

憶 当時 之 事。 其 声音 笑貌。 垂髦之 葳義。 線 衣 之 斑爛。 

宛然 在 耳目。 併感及 平生 之 志 行。 未嘗不 愴然悲 苗而不 

秀 矣。」 

霞 亭が志 を 立てて 郷を 出で たの は、 寛 政 九 年 十八 歳 


の 時であった らしい。 詩囊に 「跌 蕩不量 分、 功業 妄自 

期」 と 云 ひ、 「不事 家人 産、 遠 与 膝下 辞」 と 云った 時で 

ある。 適 斎 は 子 を 愛する がた めに 廃嫡した。 山陽 は 

「以 次子 立 敬 承 家、 聴 君 遊学」 と 云って ゐる。 此 事が 霞 

亭 十八 歳の 時に 於て せられた 証 は、 渉 筆に 自ら 「予年 

十八 遊 京師」 と 云 ひ、 又 嵯峨樵 歌の 首に 載せて ある 五 

古に 韓凹 巷が、 「発憤 年 十八、 何必守 弓箕、 負 笈不辞 遠、 

就師欲 孜々」 と 云 ふに 見て 知られる。 樵 歌 も 亦 わたく 

しの 浜 野 氏に 借りた 書の 一 である。 

その 百 四十 


北 条霞亭 は 寛 政 九 年に 十八 歳に して 的屋 を 出で、 先 

づ 京都に 往 つた。 わたくしの 狭い 見聞 を 以てする に、 

文学の 師に 皆川淇 園が あり、 医学の 師に広 岡 文 台が あ 

つたこと は 明で ある。 霞亭は 「不事 家人 産」 と は 云つ 

てゐ るが、 初猶 伝家の 医学 を 廃せ ずに ゐ たので ある。 

淇園は 人の 皆 知る 所 なれば 姑く 置く。 文 台、 名 は 元、 

あざな  しちやう 

字 は 子 長、 伊賀の 人で ある。 渉 筆に 霞亭の 自記と、 

韓凹 巷の 文と があって、 此 人の 事が 悉 して ある。 霞亭 

は 文 台の 平生 を 叙して、 「受学 赤松 槍洲 翁、 蚤 歳 継 先人 

之 志、 潜心 長 沙氏之 書、 日夜 研究、 手不釈 巻、 三十 年 


如 一 日矣、 終 大有所 発揮、 為之 註釈、 家 刻 傷 寒論是 也」 

と 云 ひ、 凹 巷 は 「聞 先生 終身 坎※ 〔# 「土へ ん+ 稟」、 7 

巻- 278- 下 数十 年 所 読、 唯 一 部 傷 寒 論、 其 所 発明、 

註 成 六 巻、 既梓行 世」 と 云って ゐる。 

文 台 は 霞亭の 初て 従 遊した 時 四十 三 歳であった。 そ 

れは 十八 歳の 霞亭が 「長予 二十 五 歳」 と 云って ゐ るの 

で 知られる。 霞亭の 云く。 「予年 十八 遊 京師。 初見 先 

生。 時時 就 質 傷 寒 論 之 疑義。 先生 長予 二十 五 歳。 折 輩 

行 交予。 遇我甚 厚。 毎 語 人 曰。 夫人 雖少。 志気 不凡。 

必当 有為。」 霞亭 のために は、 文 台 は 獲 易から ざる 知 音 

であった。 


霞亭は 京都に 学んだ 頃、 心 友 韓凹巷 を 獲、 又 長孺、 

仲 Ii、 遠 恥の 三人と 交った。 長 孺は堀 見克： ？！ さんの 言 

に 従へば、 清水 氏、 号 は 雷 首、 通称 は 平 八 ださう であ 

る。 遠 恥、 名 は恭、 号 は 小 蓮、 鈴 木 氏、 修 して 木と 云 

ぼく  * やよう  いばらそね 

つた。 所謂 木 芙蓉の 子で ある。 仲彝は 越後 国茨會 根の 

人 関 根 氏で あるら しい。 長孺、 仲 彝の事 は 凹 巷の 五 古 

に、 「幸 為 同門 友、 一朝 接 清規、 (中略、) 有 時 過 我廬、 

吟興黙 支頤、 (中略、) 憶 曾長孺 宅、 邀君 奏墳※ 〔# 「た 

けかん む リ\ 「虎」 の 「儿」 に 代えて 「几」」、 7 巻- 279- 上 

豪爽 人倶 逝、 長孺及 仲彝」 と 云って ある。 遠 恥の 事 は 

渉 筆に、 「弱冠 負笈 西遊、 予時在 京師、 相見定 交、 同筆 


硯殆 半年」 と 云って ある。 若し その 霞亭 との 交が、 早 

く 霞亭京 遊の 第一 年に 於て せられた とすると、 正に 十 

九 歳に なって ゐた。 

のぼ 

霞亭は 京に 上った 年の 暮に 一 たび 帰省した。 渉 筆に 

云く。 「寛 政 丁 巳 十二月。 予 出京 赴郷。 会 天 陰 風粛。 

比 過 山 科 村。 微雪 飄瞥。 点綴 翠竹碧 松 之 梢。 寒 景蕭散 

可愛。 須臾 愁雲四 合。 雪大如 拳。 積 素 満径。 幾 欲 没 腰。 

顛倒 踉蹌。 走 就 鶴 浜 茶店。 卸担踞 竈。 以嫁湿 衣。 少焉 

風 止 雲朗。 予推窓 試 観。 則 天台 比 良 三 上 諸 峰。 如 白玉 

削 成。 園 城 寺 之 仏 観 法 塔。 如 瓊宇瑤 台。 涌 出 霄漢之 間。 

湖面 一 帯。 倒暎 揺蕩。 宛 若 銀 竜矯矯 盤旋。 令 人 心胆 澄 


徹。 坐 作 登仙 之 想。 真 奇観 也。 至 今 一 念 其 境。 恍如身 

在 其 中。 雖 盛夏 酷暑。 煩悶 之 苦 堪頓忘 矣。」 

霞亭が 京都に 遊学して ゐた 第二 年、 寛 政 十 年に 霞亭 

の 弟彦が 的屋から 出て 来た。 そして 霞亭の 友源玫 瑰，' 

と 云 ふ ものに 師事した。 渉 筆に 彦の事 を 叙して、 「寛 

政 戊 午 遊学 京師、 師事 友人 玫瑰源 先生」 と 云って ある。 

わたくし は 未だ 北条 氏の 系譜 を 見ぬ から、 彦と 惟長と 

孰 長、 孰 幼なる を 知らない。 しかし 霞亭は 自ら 彦を 

称して 「予次 弟」 と 云って ゐる。 これ は 直 次の 弟と 解 

すべきで はなから うか。 此 見解 は 山陽が 「考 (適 斎) 

以 次子 立 敬 承 家」 と 書した のと 或は 合 はぬ かと 疑 はれ 


る。 但し 山陽 は 後に 既成の 迹 より 見て 筆 を 下した かも 

知れない。 霞亭が 遊学した のと、 適 斎が 霞 亭の嫡 を 廃 

し、 代 ふるに 惟長 立 敬 を 以てした のと は、 必ずしも 同 

時で はない かも 知れない。 山陽 は彦が 既に 早世して ゐ 

たので、 其 次の 惟長 を 次子と 称した かも 知れない。 源 

玫瑰は 未だ 考 へない。 要するに 彦は、 歿 年より 推す に、 

十五 歳に して 京都に 来り、 十九 歳の 兄 霞亭と 同居した 

ものと おも はれる。 

その 百 四十 一 


北 条霞亭 が 京都に 遊学した 第一 一年、 寛 政 十 年に は猶 

霞亭の 筆に 上った 一条の 軼 事が ある。 それ は 皆 川淇園 

が 歿してから 一 年の 後、 文化 五 年 戊辰 十 一 月に 記して、 

後 渉 筆 中に 収めた ものである。 「十 年 前。 余 在 京師。 

一 日 従 先師 淇園 先生 遊 東 山。 路由京 極 御門。 過 一 縉紳 

家門。 先生 乃 指示 曰。 此 万里 小路 氏 也。 又 指示 其 西北 

隅 之 門 曰。 建武 中。 中 納言避 世。 遁 北山。 微服 従此 出。 

其 家 哀慕 其 人。 不忍 出入 其 門。 関 鑰不肯 啓。 雖第邸 変 

徒。 旧制 尚存。 即此。 余聞 之。 恍爾 想像 当時 之艱。 吁 

嗟 不能 已。 爾後 毎 過 其 側。 未 曾 不粛爾 起 敬矣。 按 太平 

記。 藤 房 既知 諌之 不可 行。 特詣 内廷 拝 帝。 比 退 朝。 直 


赴 北山。 是或 一 伝 也。」 

霞 亭は藤 房 を 以て 我国 宋 儒の 最初の 一 人と して 尊崇 

して ゐた。 通途の 説に 従へば、 始て朱 註の 四書 を 講じ 

げんや ハ 

たもの は 僧玄慧 で、 花園、 後 醒醐両 朝の 時で ある。 然 

るに 霞亭は 首唱の 功 を 藤 房の 師垂水 氏に 帰して ゐる。 

つまびら か 

わたくし は垂水 氏の 事 を 詳 にせぬ が、 往古 唐通詞 

の 家であった らしい。 霞亭は 「四書 集註、 初 伝播 我 邦、 

垂水広 信 崇信読 之、 藤 房 従而受 業、 或 云、 玄慧 法師 始 

講之、 藤 房玄慧 同時 与 交、 則 其 授受 固 当 相 通」 と 云つ 

てゐ る。 

遁世 後の 藤 房に 就いては、 霞 亭は妙 心 寺六祖 伝の 僧 


宗弼を 以て 藤 房と する 説 を 取って ゐ ない。 即ち 今の 史 

家の 説に 合して ゐる。 霞亭は 一 家の 想像 説 を 立てて、 

藤 房 は 北山より 近 江 国 三 雲に 往き、 其 後 越 前 国 鷹 巣 山 

に 入り、 其 後 土 佐 国に 渡らむ として 溺れた やうに 以為 

つて ゐる。 其 文 はかう である。 「今 以臆推 之。 三 雲 之 

棲。 当 在 出 北山 之 初。 何以知 之。 以 地相 近。 且 従者 尚 

在 也。 鷹 巣 之 事。 在 三 雲 之 後。 土 佐 之 行。 又 在 鷹 巣 之 

後。 何以知 之。 以 拾遺 (吉野 拾遺) 所 言 也。」 

霞亭の 二十歳に なった 寛 政 十 一 年の 夏、 弟彦は 京都 

より 的屋に 帰って、 其 秋 十六 歳で 早世した。 渉 筆に、 

「翌年 (戊 午 翌年) 夏、 帰省 在家、 九月 十九 日没、 年 十 


六 歳」 と 云って ある。 

霞亭は 京都 を 去って 江戸に 来た。 わたくし は 未だ 其 

年月 を 知らない。 山陽 は此 間の 事 を、 「入京 及 江戸」 の 

五 字 中に 収めて ゐる。 或は 「及 江戸」 の 三 字 中と 云つ 

た 方が 当って ゐる だら う。 凹 巷 も 亦 「飄忽 君 東 去、 去 

舟汎不 維」 と 云って ゐる だけで ある。 しかし 京 を 去つ 

た 年 は 或は 享和ニ 年で はなから うか。 後 庚 午の 年に、 

再び 広 岡文ム 5 を訪 うて 其 死に 驚く 紀 事に、 「凡 経 八 年 

南 帰」 と 云って あるから である。 

霞亭の 確に 江戸に ゐた年 は、 享和 三年で ある。 其 二 

十四 歳の 時で ある。 此年 七月に は 或は 既に 入府して ゐ 


たやう にお も はれ、 十二月に は 確に 在府 した ことが、 

その 自ら 語る 所に 徴 して 知られる。 

七月 は 霞 亭の友 鈴 木 小 蓮の 歿した 月で ある。 渉 筆に、 

「遠 恥 東 帰、 開業 授徒、 享和癸 亥 七月、 病 麻疹 而没、 年 

纔ニ 十五、 府下 識与 不識、 莫 不悼惜 者、 親友 輯其 遺稿 

若干 篇上 木、 予亦跋 其 後、 小 蓮 残香 集是 也」 と 云って 

ある。 先づ 「府下」 の 字 を 下し、 次で 「親友」 の 字 を 

下し、 後に 「予 亦」 の 字 を 以て 承け てゐ る。 わたくし 

をして その 在府 者の 語た る を 想 はしむ るので ある。 

十二月に は 霞 亭が舟 を 柳 橋に 倩うて、 墨 田 川に 遊ん 

だ。 同 遊 者に は 河 崎 敬 軒が あった。 又 池 隣 # と 云 ふ も 


のがあった。 河 崎 は 十二 年の 後、 菅茶 山と 共に 西 帰し 

きばう 

て、 驥蝱 日記 を 著した 人で ある。 池 は 十三 年の 後、 霞 

亭が廉 塾から 的屋に 帰った 時 家に あって、 霞亭 と 弟 惟 

長と に訪 はれた 人で ある。 

その 百 四十 一 一 

北 条霞亭 が 二十 四 歳の 時、 歳晩に 舟 を 墨 田 川に 泛べ 

た 記 は 渉 筆に 見えて ゐる。 「予嘗 居 江戸 数年。 享和癸 

亥 歳晩。 河 良 佐 池 隣 哉 来 在 府下。 一 日 快 雪 初霽。 予与 

二子。 乗 興 出 遊。 遂到柳 橋。 命 舟 泛於墨 水。 両岸 人家- 


白玉 合成。 銀 閣瑤楼 出 其 上。 左右 映 帯。 一棹 悠々。 挙 

酒賦 詩。 楽甚。 隣 哉 出 所齎香 爇炉。 一 縷烟 出窓 外。 真 

如 坐 画 図 中 舟。 幽遠 清澹之 趣。 迴与麈 凡隔。 実 一 時 之 

のぼ 

勝 事 也。」 亨和 中の 諸 生 は 香 を 懐に して 舟に 上った。 

当時の 支那 文化 は 大正の 西洋 文化に 優って ゐ たやう で 

ある。 

霞亭は 江戸 にあって 学業 成就した。 そして 某 藩の 聘 

を 避けむ がた めに、 奥州に 赴いた。 偶 韓凹 巷が 伊勢 

国から 来て 此行を 偕に した。 山陽 は 「学 成、 一 藩侯 欲 

聘致 之、 会 聯玉来 偕 遊 奥、 以避 之」 と 云って ゐる。 

此北 遊の 年月 はわた くしの 未だ 知らざる 所で ある。 


しかし 或は 文化 元年 甲子 一 一十 五 歳の 時ではなかった だ 

らう か。 凹 巷 はかう 云って ゐる。 「松 島 偶 同 遊。 柳 橋 

訂此 期。 独 奈河良 佐。 客 中 臨 路岐。 适々 彼 遠道。 共 指 

天 之涯。 下 毛路向 東。 十月 朔風 吹。 (中略。) 帯 月 発 荒 

駅。 衝雨尋 古 碑。 塩 浦 過 群嶼。 宛 如 局 上棋。 有 楼収全 

境。 眼中 無 蔽虧。 富 山 又 石 港。 探勝 路逶 進。」 わたく 

し は先づ 「柳 橋訂此 期」 の 句と、 敬 軒の 別れ 去った こ 

と を 叙す る 数 句と に 注目す る。 

しばら みだ リ しも 

わたくし は此 詩句 を 取って、 姑く 妄に 下の 如くに 

解す る。 霞亭の 学術 は 前年 癸 亥に 略 成った。 歳晩の 舟 

き あが きょうがう 

遊 は、 その 新に 卒業して 気 楊り 興 豪なる 時に 於て せ 


ふなよ そ ほひ 

られ た。 柳 橋の 船宿で 艤 を 待つ 間に、 霞 亭は敬 軒 

と 松 島に 遊ぶ こと を 約した。 即ち 「柳 橋訂此 期」 であ 

る。 然るに かねて 契った 敬 軒 は 官事に 覊 せられて 別 を 

たま/ \ 

告げ、 偶 来った 凹 巷が 郷 人に 代って 行 を 同じく した。 

即ち 「松 島 偶 同 遊、 柳 橋訂此 期、 独 奈河良 佐、 客 中 臨 

路岐」 である。 柳 橋の 約 は その 訂 せられた 日より、 そ 

の 果たされた 日に 至る まで、 多少の 遷延 を 蒙った。 甲 

子の 春が 過ぎ、 夏 秋が 過ぎた。 霞 亭と凹 巷と が 江戸 を 

しもつ けの くに 

離れて 下野 国 に 入リ、 路を 転じて 東に 向った とき、 十 

月の 風が 客 衣を飜 した。 「下 毛路向 東。 十月 朔風 吹。」 

その 東に 向った の は、 宇都 宫 附近より した ことで あら 


う 

二人 は 奥州 街道 を 北へ 進んで、 仙 台 附近より 又 東に 

折れ、 多賀 城の 碑 を 観た。 其 日 は 途中から 雨に なった。 

とみや ま 

「帯 月 発 荒 駅。 衝雨尋 古 碑。」 此ょリ 塩 釜に 遊び、 富 山 

に 上り、 石の 巻に 出た。 「塩 浦 過 群嶼。 宛 如 局 上棋。 

(中略。) 富 山 又 石 港。 探勝 路逶 進。」 

壮 遊の 興 は此に 至って 未だ 尽きなかった。 わたくし 

あいこん  っゐ じん 

は 凹 巷の 詩に 就いて、 二人の 鞋痕を 印した 道 を 追尋す 

る ことと する。 詩に はかう 云って ある。 「更 登高 館墟。 

長吁歎 文治。 (中略。) 唯 余 中尊 寺。 遺構 纔未 隳。 北 対 

琵琶 城。 衣川 長 渺瀰。 吹雪 一 関 風。 風 刀 劈 面皮。 帰途 


海浜 険。 魂 断 足 胼胝。」 

二人 は 北上 川に 沿うて 北し、 文治の 故 蹟を高 館に 訪 

ころもが は 

うて 判官 義経を 弔し、 中尊 寺に 詣で、 衣川 を 隔てて 琵 

あと  まさ  ゎづか  くびす 

琶の 柵の 址を 尋ね、 一の 関に 至って 方に 纔に踵 を 

めぐら 

回した。 琵琶の 柵 は 泉の 城の 別名で ある。 

帰路 は 海に 沿うて 南し、 常 陸の # 来に 遊んだ。 服 部 

ほん 

南 郭の昔 俗謡 を 翻した 所で、 当時 猶狭斜 の 盛 を 見る こ 

とが 出来た であらう。 後 安井 息 軒が 東 遊の 日に 至って 

ぎくわん をく しゃう 

さへ、 妓館屋 牆の麗 が 旧に 依って 存 して ゐ たと 云 ふ 

からで ある。 凹 巷の 詩に は 「絃※ 〔# 「鼓 \ 兆」、 7 巻- 

283- 下山〕 潮 来 夕、 弛 棹 水中 坻」 と 云って ある。 


江戸に 還 つてから、 霞亭は 雨中 凹 巷 を 品 川に 送 つ た。 

凹 巷の 詩に 「最 記対烟 雨、 品 川 泣 別離、 (中略、) 一別 

茫如 夢、 爾来 歳月 移」 と 云って ある。 

その 百 四十 三 

北 条霞亭 は 北 遊より 江戸に 還って、 韓凹 巷の 西 帰 を 

品 川に 送った が、 其 後，. 幾 ならぬ に 江戸 を 去って、 相 

模に往 き、 房 総に 住った。 凹 巷の 詩に かう 云って ある。 

「聞 君 去 江戸。 浪迹又 何 之。 (中略) 房 山 与 相 海。 孤往 

愁可 知。 (中略) 慨然 懐 往昔。 寄 我鴻台 詩。」 


此 等の 小 旅行の 月日 は、 わたくし は 今 これ を 審 

にせぬ が、 北 遊の 翌年、 文化 二 年の 歳の 募に、 霞亭が 

今の 上 総 国 君 津郡貞 元 村の 湯 江に ゐ たこと は 明で ある。 

渉 筆に かう 云って ある。 「文化 乙 丑 十二月。 予遊南 総。 

寓湯 江村 法 岸 精舎 十 余日。 予与主 僧 二人 而已。 幽僻荒 

涼。 除 読書 外 無 一 事。 一 日 天 寒 雪 飛。 林岫 皓然。 予緩 

歩遶 庭園。 俄 而主僧 温 濁酒 一 瓶。 摘 蔬為羹 侑予。 予喜 

而謝。 細 酌 間吟。 頗得 風致 焉。 蓋 主 僧憐予 at 寂。 倩 村 

童 遠※ 〔# 「貝+  (やね \ 示)」、 7 巻- 284- 上せ 得 也。 一 

枯禅山 僧。 能 解 人 意 如此。 亦 可 嘉。」 法 岸 寺と 云 ふ 寺 

は 今猶湯 江に あるか、 どう だか。 


相 模房総 の 遊 後に、 霞亭は 再び 北し て 越後に 入った。 

山陽の 墓誌に は 「又寓 越後」 の 四 字が 下して ある。 凹 

巷の 詩に はかう 云って ある。 「去 此客于 越。 章 甫未必 

悲。 越人虚 席迎。 敬 待 物 如 儀。 (中略) 游賞渉 春 夏。 

新潟沟 所宜。 (中略) 山水 待 君顕。 文章 敵 七 奇。」 

霞亭の 越後に 寓 したの が、 某 年の 春 夏であった こと 

は、 此凹 巷の 語に 由って 知られる。 そして 某 年 は 必ず 

文化 四 年でなくて はならない。 何 を 以て 謂 ふか。 渉 筆 

に 載せて ある 戊辰の 記に 下の 一 段が あるから である。 

「去年 仲春。 主 茨 曾 根 関 根 氏。 一 夕 与 主人 飲于斎 中。 

大杯 満酌。 頹然酔 倒。 不知 主人 起 去。 夜将半 渴甚。 起 


視 則篝燈 熒々。 寂 無人 声。 啓 戸 窺 庭。 雪 月 争 輝。 満園 

之 樹如爛 銀。 予 不覚 叫奇三 声。 惟 恨 無 同 賞 心 者。 困 憶 

子猷 山陰 之 興。 誦招隠 詩 数回。 取 雪 水煮 茶。 兀坐 達旦。 

いばらそね むら  しろね まち 

其 襟 抱 之 清。 不言 可 知。」 茨 曾 根 村 は 中 蒲 原 郡 白 根 町 

の 南に ある。 丁 卯 三月に 霞 亭は茨 曾 根に ゐた。 此ょリ 

後 夏 を 新 潟に 過した ので あらう。 

此北 越の 遊が 文化 四 年であった こと は、 上の 文 を 草 

し畢 つてから、 凹 巷の 北陸 游稿を 見て これ を 確証す る 

こと を 得た。 此書 はわた くしの 曾て 一 たび 蔵して、 後 

これ を 失 ひ、 今 又 一書 估の 齎し 来る に 会って 購ひ求 

めた ものである。 游 稿の 序 は 亀田鵬 斎が 撰んで ゐる。 


其 文に かう 云って ある。 「友人 志 州 北条子 譲。 丁 卯 歳 

先 我游于 信越 之 間。 為 北 游摘稿 数十 篇。 上梓 以問 世。」 

た  >  のぼ 

此に 由って 観れば 霞 亭の游 は 啻に 筆に 上せられ たのみ 

ぁづ さ 

ならず、 又 梓に も 上せられて ゐ るので ある。 

記して 此に 至って、 わたくし は 再び 霞亭南 帰の 問題 

たうち やく 

に撞 著す る。 霞亭は 越後よ リ南 帰して、 伊勢 国 

わたら ひご ぼリ  と > 

度 会 郡 林 崎に 駐 まった。 此 間の 事 を 叙す るに、 山陽 

の 筆 は 唯 空間 を 記して 時間に 及ばない。 

凹 巷の 詩に は 此事を 叙して かう 云って ある。 「異郷 

雖可 楽。 故国 有 厳 慈。 学 成 勝 衣 錦。 菽水想 怡々。 信 中 

攀 桟道。 帰 思 日夜 馳。 別 来已八 年。 訪我顧 茅 茨。 (中 


略。) 経過 従此 数。 尺寓林 崎。」 わたくし は 初め 「別 

来已八 年」 の 句 を 下の 「訪 我」 に 連ねて 読んだ。 しか 

し 霞 亭と凹 巷と が 奥州より 帰って 品 川で 袂を 分った 文 

化 甲子の 後 八 年 は、 霞亭 が嵯峨 幽棲の 後と なる。 別 来 

の 句 は 上に 連ねて 読まなくて はならない。 即ち 厳 慈に 

別れて より 八 年で ある。 

此八 年と 云 ふこと は、 凹 巷が 他所に 於ても 亦 云って 

ゐる。 霞 亭と其 医学の 師広岡 文 台と は、 別後 久しき を 

経て 再会すべき であった に、 文 台 は 期に 先だって 歿し 

た。 凹 巷の 所謂 「訪我 顧 茅 茨」 の 日 は、 霞 亭が此 恨事 

を閲 する 直前と 直後と にあった。 そして 此事 のあった 


の は、 霞亭が 外に ある こと 八 年に して 南 帰した 時で あ 

つたと 云 ふので ある。 

その 百 四十 四 

かん あ ふこう 

韓凹 巷の 記す る 所に 拠る に、 北 条霞亭 の 南 帰 は、 父 

適 斎に 別れて より 後 八 年、 其 医学の 師広岡 文 台に 別れ 

てより 後 十三 年であった。 適 斎 は 始終 志 摩 国 的屋に を 

リ、 文 台 は 初め 京都に をって 後 伊賀に 帰って ゐた。 霞 

亭は寛 政 九 年に 京に 入って、 享和ー 一年に 京 を 去ったら 

しい。 京に ある 間 は 毎 歳 帰省す る を 例と して ゐて、 享 


和 一 一年に も 亦 父 を 見て 後に 遠 遊の 途に 上った ので あら 

う。 享和ニ 年の 後 八 年 は 文化 七 年で ある。 

霞 亭は寛 政 九 年に 京に 入って、 直に 文 台に 従 学した。 

霞亭は 「居 無 幾、 先生 帰 伊 州、 予亦雲 遊 四方、 数歳而 

帰郷、 (中略) 遂 往訪 則 云、 先生 以本 月朔 病歿、 今已六 

日、 実 文化 七 年 三月 也、 夫 知己 相 待 之殷、 以 十三 年睽 

離 之久、 期 一見 於 二百 里 外、 豈意 其人既 亡、 臨 之 後事、 

即 俾予此 行、 纔在 数日 前、 尚 及 其 目 未 瞑 也」 と 云って 

ゐる。 文 台 は 文化 七 年 三月 朔 に 五十六 歳で 歿した の 

である。 此渉 筆の 文より 推せば、 所謂 十三 年 前 は 寛 政 

九 年で、 文 台 は 霞 亭と始 て 相識った 年に、 早く 既に 京 


を 去ったら しい。 所謂 「居 無 幾」 は 一 載に だに 満たぬ 

月日であった。 

霞亭は 文化 七 年 三月 六日に、 伊賀の 広 岡の 家 を訪ぅ 

た。 そして これ は 郷里 的屋に 帰って 若干 日 を 経た 後 

であった。 上に 略した 文に、 「数 歳而 帰郷、 爾来 簡牘往 

来、 比々 不絶、 先生 数促予 命駕、 予亦佇 望 已久」 と 云 

つて ある。 霞 亭は七 年の 春 早く 的屋に 帰った かとお も 

はれる。 

し ち 

凹 巷が 文 台の 事 を 叙した 文 は 下の 如くで ある。 其 中 

に は 霞 亭が郷 を 離れて 後 八 年に して 帰った と 云 ふこと 

と、 師に 別れて 後 十三 年に して 帰った と 云 ふこと と、 


両 つながら 見えて ゐる。 「広 岡 文 台 先生 伊 州 人 也。 嘗 

在 京洛。 以医為 業。 鬱々 不得 志。 久之 帰郷。 吾 友北条 

子譲寓 都下 之 日。 一 見即 為知 己。 其 後 子 譲浪遊 四方。 

凡 経 八 年 南 帰。 先生 数寄 書 慰問。 率無虚 月。 今 茲庚午 

三月 子 譲 往訪 先生。 視履交 其 門。 以 為延 客 宴 集。 既通 

姓名。 出迎 者愀然 云。 先生 罹疾奄 逝。 今已 六日 矣。 子 

讓初聞 為妄為 夢。 終乃悲 而慟。 蓋 相 別 十 有 三年。 訪之 

不遠 二百 里。 欲 一把 臂吐其 胸臆。 而 幽明 無 由 再 見。 豈 

不悲 乎。 子 譲 此行本 期 前 月。 余 因 事 泥 之。 子 譲 亦 遷延 

不発。 卒致此 死別。 遺憾 其 謂 之 何。」 

以上 引く 所に 従へば、 霞亭南 帰の 時 は 略 推定す る こ 


とが 出来る やうで ある。 

霞亭は 文化 七 年 三十 一歳に して 的屋に 帰った。 その 

たけな は 

家に 到り 著いた の は、 春 未だ 闌 ならざる 頃であった 

だら う。 郷を 離れて より 八 年の 後であった。 

次で 霞亭は 一 たび 凹 巷 を 伊勢に 訪ひ、 留まる こと 数 

日の 後、 医学の 師広岡 文 台 を 伊賀 国に 訪 うた。 其 日 は 

三月 六日で、 文 台 は 歿して 己に 六日であった。 別後 十 

三年の 事で ある。 

霞亭は 伊賀より 伊勢に 住いて、 又 凹 巷の 家を訪 うた。 

霞亭は 自ら 「恨 歎弥 日、 帰来 過 山 ロ聯玉 家、 説 其 故」 

と 云 ひ、 凹 巷 は 「悵然 帰来、 過 予告 故」 と 云って ゐる。 


「故」 と は 文 台が 旧 弟子に 再会す るに 及ばず して 歿し 

たこと を 謂 ふので ある。 後者の 詩に、 「訪我 顧 茅 茨」 と 

云って あるの は、 初 度の 訪問 を 斥して 言った もので あ 

らう。 

霞亭は 暫く 伊勢に 留まった。 そして 林 崎 文庫の 公吏 

となった らしい。 山陽 は 「為 勢 林 崎 院長」 と 書し、 凹 

巷の 詩に は 「経過 従此 数、 尺寓林 崎」 と 云って ある。 

その 百 四十 五 

北 条霞亭 は 文化 七 年 庚 午 三月 六日に、 伊賀の 広 岡 文 


台の 家を訪 うて 其 死 を 聞いた。 次年 八 年 辛 未 二月 二十 

一 日に は 嵯峨の 竹 里の 家が 出来た。 霞 亭の林 崎 生活 は 

此 間にあった 害で ある。 即ち 晩春より 次年 仲春に 至る 

一 年の 間で ある。 

然るに 韓凹 巷の 詩の 此 間の 事 を 叙す る を 見る に、 少 

しく 疑 ふべき 所が ある。 「経過 従此 数。 尺寓林 崎。 

(中略。) 紅葉 添 秋 興。 翠嵐 和晚 炊。 (中略。) 中間 又 何 

楽。 伴我游 洛師。 台嶽共 登臨。 淡 雲 湖 色披。 (中略。) 

朝尋西 塔路。 山 靄 帯 軽※ 〔# 「雨かん む リ\ 斯」、 7 巻- 

288- 上. Tr 下嶽 過大 原。 奇縁 遇浄 尼。 (中略。) 采薇弔 

平 后。 題 石悲侍 姫。 岩 倉又訪 花。 林 曙 聴 黄鶸。 上 舟航 


浪華。 雨 湿篷不 推。 勢 南春尽 帰。 花 謝 緑陰 滋。」 林 崎 

生活の 中間に 洛師の 遊が 介 まって ゐて、 それが 春游で 

あった。 遊び 畢 つて 伊勢に 帰った のが 新緑の 時で あつ 

た。 此春は 庚 午の 春でなくて はならない。 辛 未の 春よ 

リ 初夏に 至る まで は、 霞 亭が已 に 竹 里に ゐ たからで あ 

る。 

霞 亭は庚 午の 三月 六日に 広 岡の 家で 旧師の 死 を 聞い 

て、 後事 を 営んだ。 此 間に 多少の 日子 を 費した こと は、 

「恨 歎弥 日」 と 書した の を 見て 推せられ る。 

此 より 伊勢の 山 口の 家に 来たの だから、 其 時 は 早く 

て も 三月 中旬で あらう。 そして 此 より 初夏に 入る まで 


に、 霞 亭は籍 を 林 崎に 置き、 洛師の 遊 を 作した 害で あ 

る。 果して 然 らば 「紅葉 添 秋 興」 の 事 は、 詩に 於て は 

さきだ 

中間の 遊に 先って 写して あっても、 実は 中間の 遊に 

後れて ゐ なくて はならない。 此秋は 洛師遊 後の 秋で な 

くて はならない。 

リん きゐん ちゃう 

想 ふに 林 崎 院長 は 職に 就いた 直後に、 凹 巷を拉 して 

京都に 遊んだ ので あらう。 此 遊の 顛末 は、 上に 引いた 

詩句 を 除いて は、 別に 見る 所が 無い。 わたくし は 唯 其 

中に 見えて ゐる 一の 人物 を抽き 出して、 此に 註して 置 

く。 即ち 「奇縁 遇浄 尼」 の 句 中の 浄尼 である。 

比丘尼、 名 は 松珠、 紀伊 国人であった。 霞亭凹 巷の 


二人が 大 原に 遊んだ 時、 松 珠は寂 光 院内の 寂 如 軒に 

住んで ゐた。 そして 二人 を 留めて 軒 中に 宿せし めた。 

浜 野 知三郎 さんの わたくしに 借した 書の 中に、 「芳野 

游藁」 一 巻が ある。 是は此 遊に 遅る る こと 三年、 癸 酉 

とも 

の 春、 凹 巷が 河 崎 敬 軒、 佐 藤 子 文 及 霞亭と 偕に 芳 野に 

たいま でら 

遊んだ 時の 詩巻で ある。 凹 巷 等が 当 麻 寺に 於て 松珠に 

再会した こと は 載せて 巻 中に ある。 

はやし ざき 

霞 亭は庚 午の 夏より 冬に 至る まで、 林 崎に あって 

文庫の 書 を 渉 猫し、 諸 生を聚 めて 経 を 講じ、 又 述作に 

従事した。 山陽 は 「院 蔵書 万巻、 因 益 致 深 博」 と 云つ 

てゐ る。 凹 巷 は 「堂上 散 書帙、 聚徒垂 絳椎」 と 云って 


ゐる。 渉 筆の 一書の 如き も亦此 間に 成った。 首に 題し 

て かう 云って ある。 「予 読書 之 次。 異聞 嘉話。 苟有会 

於 心。 随即録 之。 間 或附ー 二 管 見。 (中略。) 頃 消 暑 之 

暇。 省覧 一 過。 因抄 若干 条其 中。 裒為 冊子。」 末に 「文 

化 庚 午 夏日」 と 記して ある。 渉 筆 は 秋に 至って 刊行せ 

られ た。 林 崎 書院の 蔵 板で ある。 

霞亭は 文化 八 年 二月に 林 崎 を 去って 嵯峨に 入った。 

嵯峨樵 歌 は 其 隠遁 生活の 記録で ある。 隠遁 生活 は霞亭 

の 久しく 願 ふ 所であった。 「勝地 居 新 卜、 此 期吾自 夙」 

と 云 ひ、 「峨阜 棲 期自早 齢、 幽居 先 夢 竹 間扃」 と 云って 

ゐる。 わたくし は 此ょリ 樵 歌の 叙す る 所に 就いて、 霞 


亭が 幽棲の 蹟を 討ね る。 

その 百 四十 六 

北 条霞亭 の嵯峨 生活 は 自ら 三 期に 分れる。 霞 亭は初 

期 は 竹 里に、 中期 は 任 有 inf に、 後期 は 梅 陽 軒に 居った。 

僧 月 江 撰の 嵯峨樵 歌の 跋は 此の 三 期 を 列記して 頗 明 

晰 である。 「余 近 与 霞 亭北条 君。 結 交 於 方 外。 君 勢 南 

人。 性 好 山水。 客歳携 令弟 立 敬 来 嵯峨。 初 寓止竹 里。 

中 居 任 有亭。 後 又 移 梅 陽 軒。 任 有亭者 吾院之 所有。 是 

以 朝夕 相 見。 交日以 親焉。 君深究 経史。 旁 通 群 書。 若 


詩 若 文。 其 所 自適。 信 口 命 筆。 自竹里 之始。 至 梅 陽 之 

終。 其 間 一 朞年。 所 獲詩殆 二百 首。 題 曰 嵯峨樵 歌。」 

月 江、 名 は 承宣、 所謂 「吾 院」 は 三秀院 である。 文 は 

文化 九 年 七月に 草した もので、 「客 歳」 は 八 年 を 謂 ふ。 

かん あ ふこう 

霞 亭は林 崎 院長 を 辞して、 京都に 入った。 韓凹巷 は 

「依然 旧 書院、 長 謂 君 在茲、 鸞鳳辞 荊棘、 烏 鳶如有 疑」 

と 云って ゐる。 山陽 は 「素 愛嵐峡 山水、 就其最 清絶処 

縛屋」 と 云って ゐる。 

その 林 崎 を 去った 時 は 文化 八 年 二月で ある。 樵 歌に 

「辛 未 二月 予将 卜居 峨阜、 留別 社友 諸君」 の 詩が ある。 

霞 亭は林 崎に あって 匿 心 社 を 結んで ゐた。 社友と は此 


恒心 社の 同人 を 謂 ふ。 発 程の 前に は 暫く 宇 清蔚の 家に 

やど 

舎って ゐ たらしい。 「予将 西 発 前日 石 田 生 過 訪予於 宇 

氏寓 館」 と 云 ふ 語が ある。 発 程の 日に は 凹 巷が 送って 

宫 川の 下流、 大湊の 辺まで 来た。 「卜居 択其 勝、 相送宫 

水湄、 大淀松 陰 雨、 霑衣分 手 遅」 と 云って ゐる。 

京に 入る とき 弟 惟長が 同行した。 そして 宇 清 蔚が来 

て 新居 を 嵯峨に 経営す る こと を 助けた。 此間井 達 夫 も 

来て 泊って ゐた。 惟長の 事 は、 山陽 も 「挈 弟」 と 云 ひ、 

月 江 も 「携 令弟」 と 云って ゐる。 移 居 当時の 事 は、 樵 

歌に 「予 卜居 峨阜、 宇 清 蔚偕来 助 事、 適 井 達 夫 在 都、 

亦 来訪、 留宿 三日、 二月 念 一日、 修営 粗 了」 と 云って 


ある。 想 ふに 早く 二月 中旬の 某日に 行李 を 卸して、 二 

十 一 日に 屋舎を 修繕し 畢 つたので あらう。 

霞亭の 卜する 所の 宅 は、 所謂 竹 里の 居で、 西に 竹林 

い そ  ゆれん 

を控 へて ゐた。 林間の 遺 礎 は 僧 涌 蓮が 故 居の 址 である。 

樵 歌に 「宅 西 竹林、 偶 見 有 遺 礎、 問 之 土人、 云是師 (涌 

蓮) 故 居、 廃已 久矣」 と 云って ある。 涌 蓮、 名 は 達 空、 

伊勢 国 一身田の 人で ある。 嘗て 江戸に 住し、 後嵯峨に 

隠れて、 獅子 巌集を 遺して 終った。 

いうく わう しょ をく 

霞亭の 居る 所の 草堂 を 幽 篁書屋 と 云 ふ。 「脩竹 掩幽 

籬」 と 云 ひ、 「隣 寺 暮春 静」 と 云 ふ、 並に 凹 巷が 詩 中の 

句で ある。 「竹 裏 成村纔 両隣」 と 云 ひ、 「隣 是樵家 兼 仏 


寺」 と 云 ふ、 皆 霞 亭が書 屋雑詠 中の 句で ある。 堂の 一 

しへい  にしよ リ せいさい 

隅に 前 主人の 遺す 所の 紙屛 一張が ある。 西 依 成 斎が 

しゅ げんく わ い 

朱 元晦の 「酔 下 祝融峰 作」 を 題した ものである。 「我 

来 万里 駕長 風。 絶壑 層雲 許 還 胸。 濁酒 三 杯 豪気 発。 朗 

せいこ  しうかう あざな 

吟飛 下祝融 峰。」 成 斎、 初の 名 は 正 固、 後 周 行、 字 は 

潭明、 通称 は 儀 夢、 肥 後の 人で 京都に 居った。 樵 歌に 

は 「祝」 が 「※ 〔# 「示+ 「會」 の 「酉」 に 代えて 「允」」、 

7 巻- 291- 上"？〕」 又 「》 〔# 「木 + 「齒」 の 「酉」 に 代えて 

「允」」、 7 巻- 291- 上 „i」 に 作って ある。 字書に※ 〔# 「示 

せつ  まう  し P くやつ. 

+ 兌」、 7 巻- 291- 上. i、 税の字 は あるが、 峰の 名 は 祝融 

であらう。 霞 亭は朱 子に 次 韻した。 「勃々 豪 情欲 起 風。 


銀杯 一 掉灑書 胸。 胸中 韜得 乾坤 大。 何 屑祝融 千万 峰。」 

堂に 書幌が 垂れて ある。 恒心 社 同人の 贈る 所で、 

「冢不 騫写大 梅、 韓君聯 玉 題 詩 其 上」 と 云って ある。 

ちょうふ けん  じゅ  あざな  なかご ほり 

冢 不騫、 名 は 寿、 大塚 氏、 不騫は 其 字 、 信 濃 国 奈賀郡 

こまば えき 

駒 場 駅の 人で ある。 

移 居 当時の 客 宇 清蔚が 辞し 去った 時、 霞亭は 送って 

京の 客舎に 至った。 「可 想 今宵 君 去 後。 不堪 孤 寂 守 青 

燈。」 

中の 閏 二月 を 隔てて、 三月 二十 八日に 凹 巷が 伊勢 

から 来た。 凹 巷 は 「命駕 我欲 西、 好 侶況相 追、 君 亦 出 

都 門、 望々 幾 翹跌」 と 云って ゐる。 霞亭は 粟田口の 茶 


屋 まで 出迎 へたので ある。 「痴坐 亭中晚 未 回。 先虚ー 

榻預陳 杯。 眼 穿 青 樹林 陰路。 杖 響 時 疑 君 出来。」 

でん はくやう そん まう しゃく  かりやう さ  ちき はく 

所謂 好 侶 は 田 伯 養、 孫 孟綽、 河 良 佐、 池 希 白で ある。 

樵 歌に 云く。 「韓聯 玉 曾 有 訪予幽 篁 書屋之 約。 田 伯 養、 

孫 孟綽従 其 行。 適 河 良 佐、 池 希 白 役 越後。 抂程 亦偕聯 

玉 輩。 一斉 入京。」 霞 亭が此 日の 詩に、 「壮遊 人 五 傑、 

快 意 酒 千鍾」 の 句が ある。 所謂 五 傑 中、 韓凹 巷、 

河 敬 軒の 二人 を 除いて、 他の 三人 はわた くしの ために 

は 未知の 人で ある。 只 田の 名 は 光和、 孫の 名 は 公裕で、 

孫 は 自ら 凹 巷の 内 姪と 称して ゐる。 


その 百 四十 七 

ちく リ  かん あ ふこう 

北 条霞亭 の 竹 里の 家に 宿った 韓凹巷 等 五 人の 客 は、 

翌日 辛 未 三月 一 一十 九日に、 主人と 共に 嵐 山に 遊んだ。 

せう か 

樵 歌に 「春尽 与 諸君 遊 嵐峡」 の 詩が ある。 辛 未の 三月 

は 小であった ので、 二十 九日が 春尽 になって ゐた。 

四月 三日に 主客 は 嵯峨を 出で て 天 橋 立に 遊んだ。 五 

かリ やう さ  ちき はく  つぬ がの つ 

客の 中 河 良 佐と 池 希 白と は、 途上 角 鹿 律に 於て 別れ 去 

でん はくやう そん まう しゃく 

つた。 霞亭、 凹 巷 並に 田 伯 養、 孫 孟綽の 四 人が 若 狭よ 

り 丹 後に 入り、 天 橋 立 を 看、 大 江山 を躐 えて 帰った。 

竹 里に 還った の は 四月 十七 日であった だら う。 「初夏 


三日、 与 諸君 取 道 湖西、 抵越前 角 鹿津、 与 河 池 二君 別、 

余輩 経 若 狭、 入 丹 後、 観 天 橋、 踰大 江山 帰、 往来 十 有 

かんしょう 

五日」 と、 樵 歌に 記して ある。 伊勢の 看 松が 杖 を霞亭 

に 贈って、 凹 巷 は それ を 持って来 たので、 霞 亭は携 へ 

ろち くぢ やう 

て 天 橋 立に 遊んだ。 所謂 蘆 竹 杖で ある。 諸 友の 句 を 題 

した 中に、 「昔游 観 物最難 忘、 想 倚 天 橋 松 影 碧」 と 云 ふ 

のが ある。 これ は 凹 巷の 七 律の 七 八で ある。 凹 巷と 田 

孫 一 一人と が 辞し 去る 時、 霞亭 はこれ を 勢 田の 橋に 近い 

茶店まで 送った。 「長 橋 短 橋 多少 恨。 満湖 風雨 送 君 

帚。 」 

霞亭は 六月に 至る まで 竹 里に 居った。 次で 事が あつ 


て、 京の 街に 住む こと 二十 余日に して、 又 嵯峨に 帰つ 

いうく わう しょ をく 

た。 そして 再び 幽篁 書屋に 入る こと をな さずに、 

任 有亭に 寄寓した。 嵯峨 生活の 中期 は此に 始まる。 樵 

歌に 「予因 事徙居 都下 二 旬余、 不堪 擾雑、 復返 西峨、 

寓任 有亭、 翌 賦呈宣 上人」 の 詩が ある。 宣 上人 は 僧 月 

江で ある。 後に 「予 在任 有亭宛 百日、 初冬 八日 将移林 

東 梅 陽 軒」 と 云 ふ を 見れば、 任 有亭に 入った の は 六月 

二十 八日で あらう。 これ は 前後の わた ましの 日 をも算 

入して 百日と なした ので ある。 

任 有 亭は享 保 中 僧 似 雲 の 住んだ 故 跡で ある。 霞亭に 

「任 有 亭漫詠 十五 首」 が あり、 又 「題 任 有亭」 「題 似 雲 


師 肖像」 の 作が ある。 「聯結 得 一 庵。 斗大劣 容躬。 (中 

略。) 嵐 山 当 戸牖。 堰水遶 庭 叢。 (中略。) 心 跡 何 所 似。 

人称 今 西 公。 (中略。) 吾 夙 慕 高概。 隠 迹行将 同。 何 彼 

名利 客。 区々 在樊 籠。 斯 人今不 見。 目送 冥々 鴻。」 こ 

れは 「題 任 有亭」 の 五 古 中より 意に 任せて 摘み 来った 

数 句で ある。 「人称 今 西 公」 と は 当時の 似 雲 を 以て 

古 の 西 行に 比した ので ある。 

任有亭 にゐた 間の 霞亭の 境遇に は、 特に 記すべき 事 

が少 い。 九月 上旬に は 少しく 疾 むだ。 「九日 有 登七老 

山 之 期、 臥 病 不果、 口占。 望 山不得 登。 対酒不 思嘗。 

枕辺 如 欠 菊。 何以 過重 陽。」 十九 日に は 亡 弟彦の 法要 


を 営んだ。 此時僧 月 江が 「薦北 条子彦 君 霊」 の 詩 を 作 

つた。 わたくし は此 詩の 一句に 由って 三 兄弟の 長幼 順 

序 を 知る こと を 得た。 三人の 最長 者の 霞亭 なること は 

勿論で あるが、 次が 夭折した 彦、 又 次が 惟長であった。 

月 江 は 「阿兄 阿 弟 我 相 知」 と 云って ゐる。 死者の 阿兄 

が 霞亭 で 、 其 阿 弟が 惟長 だ と 云 ふこと になる ので ある。 

わたくし は 系譜 を 見る こと を須ゐ ずして これ を 知る こ 

と を 得た。 十月 四日に は 入江 若水の 墓 を 弔した。 若水、 

名 は 兼 通、 字 は子徹 である。 嘗て 僧 似 雲が 任 有亭に 

ゐた 時、 若水 は櫟 谷に ゐた。 「跡つ けて と はぬ も 深き 

心と は、 雪に 人 待つ 人の 知 るら む」 は、 雪の 日に 似 雲 


の 若水に 贈った 歌で ある。 此日 は享保 十四 年に 若水の 

歿した 忌 辰であった。 

その 百 四十 八 

北 条霞亭 は 辛 未 十月 三日に 任有亭 から 梅 陽 軒に 移つ 

た。 二 年 為 客 四 移蹤。 来 去 自由 無 物 従。」 此ょ リ嵯峨 

生活の 後期に 入る ので ある。 林 崎より 竹 里へ、 竹 里よ 

リ 任有亭 へ、 任有亭 より 梅 陽 軒へ、 以上 三 移で ある。 

四 移と 云 ふ は、 竹 里と 任有亭 との 間に 市中に 住んだ 二 

旬余が あるから であらう。 


く-つ そ-つ ゐん 

梅 陽 軒 は 空 僧院で ある。 「幽寺 無 僧 住。 随縁暫 寄 

身。」 院は 竹林の 中に ある。 「蘿 纏留半 壁。 竹 邃絶比 

隣。」 そして 門前 をば 大 井川の 支流 芹 川が 流れ 過ぎ、 水 

を 隔てて 嵐 山の 櫟谷を 望み 見る。 「櫟 谷寒燈 燈々。 芹 

渠暗水 潺々。 」 前の 四 句 は 「初寓 梅 陽」 の 五 律、 後の 二 

句 は 「梅 陽 雑 興 六 言 三 首」 より 取った ので ある。 

霞 亭は梅 陽 軒に ある 間、 伊勢の 友 三人に 訪 はれた。 

うせいう つ  ちょうふ けん  びかんせ い 

宇 清蔚、 冢 不騫、 尾 間 生で ある。 宇は大 坂へ 住く のに、 

往反 ともに 嵯峨に 立ち寄った。 往路に は 霞亭が 「楓葉 

為麈梅 未開、 非 君 誰肯顧 蒿萊」 と 云って 迎 へた。 又 

へ んろ 

反 路には 「雁 断 江 天 雪、 梅 開洛洒 春、 客 中傷 歳暮、 況 


別 故郷 人」 と 云って 送った。 冢 尾の 二人 は筑 前の 亀 井 

南溟の 塾に 往く 途次に お とづれ た。 「声 名 他日 当 如此、 

持 贈 清 香 梅 一枝」 は、 霞亭が 餞別の 詩の 末 二 句で ある。 

さき  しょく わう  じゅ 

冢は 前に 霞亭 がた めに 梅 を 書幌 に 画いた 大塚 寿で あ 

る。 

霞 亭は猶 梅 陽 軒に あって、 「歳暮」 を賦 し、 「壬 申 元 

旦」 を賦 した。 三十 三 歳の 春を迎 へたので ある。 元旦 

の 詩の 後に は 応酬の 作 二 首、 梅を尋 ぬる 作 一首が あつ 

て、 最後に 歳 寒 堂の 詩が 載せて ある。 歳 寒 堂の 詩の 引 

に はかう 云って ある。 「今茲 壬 申。 因 家君 命。 移 居城 

中。 予於 嵯峨。 已為 一 年 之 寄 客。 瞻恋不 忍 去。 宣 上人 


贈 亀 山 松、 堰汀 梅、 峨野 竹。 院屛有 売 茶 翁 松 梅 竹 三 字。 

併 見 恵 寄。 予栽三 物 於 庭 下。 扁 遺墨 於 堂上。 命日 歳 寒 

堂。 (節 録。 )」 想 ふに 霞 亭は壬 申の 春の 初に 嵯峨を 去 

つたので あらう。 

辛 未 二月よ リ 六月に 至る、 竹 里に 於る 初期、 六月よ 

リ 十月に 至る、 任 有亭に 於る 中期、 十月よ リ壬 申の 春 

初に 至る、 梅 陽 軒に 於る 後期、 霞亭 の嵯峨 生活 は此三 

期 を 合して 約 一 箇 年に 亘 つた。 

此 間の 月日と 日数と は、 若し 二三の 前提 を 仮設す る 

こと を 嫌 はぬならば、 精細に 算出す る ことが 出来る で 

あらう。 前提と は 一 、 宇 清蔚は 霞亭と 偕に 竹 里に 来て、 


其 「留宿 三日」 に は 二月 二十 一 日 を も 含んで ゐる こと ■ 

二、 霞 亭が竹 里 を 去って 巿 中に 住んだ 「二 旬余」 を 二 

十五 日と 算 する こと、 三、 壬 申の 正月 猶梅陽 軒に 留ま 

る こと 一 旬であった とする ことで ある。 

此 前提 を 取る とき は、 嵯峨 生活の 三 期 は 下の 如くに 

なる。 霞 亭は辛 未 二月 十九 日に 竹 里に 来て、 六月 四日 

に 去った。 其 間 百 三十 三日で ある。 四日に 巿に 入って 

二十 八日に 出た。 其 間 二十 五日で ある。 二十 八日に 任 

有亭に 来て、 十月 八日に 去った。 其 間 百日で ある。 八 

日に 梅 陽 軒に 来て、 壬 申 正月 十日に 去った。 其 間 九十 

二日で ある。 嵯峨 生活の 日数 は 通計 三百 五十 日と なる _ 


霞亭 に 由緒 書 等 の 文書が あるべき こと は 既に 云った。 

又仄に 聞けば、 霞亭 の書牘 数百 通 も 其処に 現存して ゐ 

る さう である。 此 仮定に 幾許の 差 誤が あるか、 これ を 

検 する こと を 得る 時 も、 他日 或は 到る かも 知れない。 

その 百 四十 九 

北 条霞亭 は 文化 九 年 三十 三 歳の 春 初の 比、 父 適 斎 の 

命に 因って、 京都の 市中に 移った。 此巿 中の 家が 歳 寒 

堂で ある。 

歳 寒 堂 は 京都の 何 町に あつたか。 わたくし は 今 これ 


を 知らない。 しかし 浜 野 氏の わたくしに 借した 書の 中 

に、 韓凹 巷の 「芳 野游 藁」 が ある。 游 藁の 詩に、 「知 君 

昨 自洛城 西」 の 句が ある。 これ は霞亭 が、 市に 入った 

せきじゅく 

次年の 二月 下旬に、 関 宿に 住って 凹 巷 を 待ち 合せた 

こと を 言った ので ある。 霞 亭が巿 中 生活の 末期に は、 

歳 寒 堂 は 京都市 街の 西部に あった。 

霞 亭は九 年 壬 申の 歳 をい かに 暮し たか。 わたくし は 

せう か 

特に 記すべき 事 を も 有せない。 只 嵯峨樵 歌の 一巻 は此 

年刊 行せられ た。 菅茶 山の 序 は 「壬 申 孟夏」 に 成リ、 

僧 月 江の 跋は 「壬 申 秋 七月」 に 成った。 

そして 月 江の 跋 がわた くしに、 おぼろげながら 巿中 


生活の 内容 を教 へる。 適 斎 は 何故に 其 子 をして 巿 中に 

移らし めた か。 跋の云 ふ 所に 従へば、 霞 亭は徒 を聚め 

て 教授した。 それが 適 斎の 命であった。 適 斎 は 嵯峨生 

あきたら 

活の 徒食に 慊 なかった らしい。 其 文に 云く。 「賢 父 

母 在 堂。 君 (霞 亭) 因 其 命。 今 教授 於 京師。」 

跋が又 わたくしに 霞亭の 母の 事 をも教 へる。 父 適 斎 

は 四 年の 後 七十の 賀筵を 開く 人で、 此年 六十 六 歳で あ 

つた。 しかし 母の 猶堂 にあった こと は、 此 文に 由って 

知る ことが 出来た。 

此年 十二月に 霞 亭は凹 巷の 書 を 得て、 明年 共に 吉野 

に 遊ばむ こと を 約した。 


霞亭は 文化 十 年 二月 二十 三日に 関 宿に 赴いた。 凹 巷 

を迎 へて 共に 吉 野に 遊ばむ がた めで ある。 これが 三十 

四 歳の 春で ある。 備 後に 住く 年の 春で ある。 

吉 野の 遊の 成立 を 明に せむ がた めに、 わたくし は 先 

づ游 稿の 文 を節録 する。 「壬 申 臘月。 河 崎 敬 軒 赴 東府。 

帰 期 及 花時。 因 約 芳野之 遊。 時 北 条霞亭 寓洛。 余 請 明 

年 二月 会 我于関 駅。 癸 酉 二月 十九 日。 余 拉佐藤 子 文 発 _ 

枉路于 北 勢。 廿 二日 到 桑 名 駅。 晡時 敬軒果 至。 廿 三日 

発 桑 名。 宿于亀 山。 廿 四日 到 関 駅。 霞亭 以前 夕 至。」 

凹 巷 は 佐 藤 子 文と 二月 十九 日に 伊勢 を 発し、 二十 二日 

に 桑 名に 於て 敬 軒と 会し、 一 一十 四日に 関 宿に 於て 霞亭 


と 会した。 一行 は 霞亭、 凹 巷、 敬 軒、 子 文の 四 人で あ 

きばう 

る。 子 文 は 茶 山 集、 驥蝱 日記 等に も 見えて ゐる 人で あ 

る。 

わたくし は 此に凹 巷の 記に 依って、 霞亭 参加 後の 

い-つし よ-つ 

游蹤 を追尋 する。 但 原文に は 中間に 一 日づ つ の 誤算 

しち 

が ある。 わたくし はこれ を 正して 下に 註して 置く。 

癸 酉 二月 「廿 四日 発 関 駅。 適 雨 至。 宿 于鹿伏 兎。 是 

夜雨 甚。 有 叩 門 呼 余 (凹 巷) 名 者。 問 之 山 内子亨 也。」 

やまのう ちし かう 

此 より 山 内 子亨が 一 行に 加 はって 五 人に なった。 

「廿 五日 宿于 上野。」 

「翌朝 (二十 六日) 大雪。 過 青 石嶺。 宿于笠 置。」 


r 廿 七日 登 笠 置 山。 下木津 川。 宿于郡 山。」 

「(二十 八日) 発 郡 山。 到法隆 寺。 宿 当 麻 寺 前 民家。」 

「(二十 九日) 訪尼松 珠于当 麻 寺 中 紫雲 庵。 登 畝 旁 山。 

至 岡 寺 」 

「廿 九日 (晦) 発 岡 寺 客舎。 従 桜 井 駅上談 峰。 大雨。 

投山 店。」 

「卅日 (三月 朔) 宿于越 部。」 

「三月 朔 (二日) 発 越 部。 度芳野 川下 流。 到賀名 生。 

訪堀 孫太郎 宅。 宿 其 家。」 

「二日 (三日) 発賀名 生。 投芳野 客舎。」 

「翌日 上巳 (四日) 値 雨。 遊 桜本坊 竹林 院。」 


「四日 (五日) 衝雨尋 諸 勝。 晚観宫 滝。」 

「五日 (六日) 過 蔵 王 堂。 是日宿 雨 初晴。 花 開 七 分。」 

「七日 発 六 田。 霞亭 還洛。 子 亨従送 之。」 此 より 霞亭 

は 山 内 子亨を 伴って 京の 歳 寒 堂に 帰った ので ある。 凹 

あかば ね  すぎた ひら  つる じゅく 

巷 等 は此日 赤墙に 宿し、 八日 杉 平に 宿し、 九日 鶴 宿 

に 宿し、 十日に 凹 巷の 桜 葉 館に 著した。 主人 は 河 崎、 

佐 藤の 二人 を 座に 延 いた。 「故 園 吾 館迎還 好。 桜 葉陰 

濃緑満 扉。 」 

その 百 五十 


わたくし は 浜 野 氏の 蔵書 二三 種 を 借り 得て、 其 中に 

就いて 北 条霞亭 の 履歴 を 求め、 年を逐 うて これ を 記し、 

遂に 文化 十 年 癸 酉、 霞亭 三十 四 歳の 時に 至った。 霞亭 

は此 年の 三月 七日に 吉 野の 遊より 帰って 六 田に 至リ、 

伊勢の 諸 友と 抉 を 分かった。 

然るに 此 三月 七日より 後に は、 年の 暮る、 に 至る ま 

げつじつ つまびら か 

で、 一事の 月日 を 詳 にすべき もの だに 無い。 霞亭 

が 京都 を 去って 備 後に 赴いた の は、 其 生涯の 大事で あ 

る。 そして 此の 如き 大事が、 わたくし のために は猶月 

日 不詳の 暗黒 裏に 埋没 せられて ゐ るので ある。 わたく 

し は 唯 山陽の 「歳 癸 酉、 遊備 後」 の 語 を 知って ゐる。 


強 ひて 時間 を 限 劃しょう としても、 三月 七日の 後、 十 

みそか  うづ 

二月 晦 の 前に は塡 むべ からざる 空隙が ある。 

わたくし は霞亭 に関する 記載の 頗 不完全なる を自 

知しながら、 忍んで 此に筆 を 絶たなくて はならない。 

さき 

何故かと 云 ふに、 癸 酉 以後の 事蹟に は、 前に 一巻の 帰 

なう リ いきょし 

省 詩囊、 一 篇の囊 里 移 居 詩 を借リ 来って、 菅茶 山の 書 

牘に註 脚 を 加へ た 後、 今に 至る まで 何の 得る 所 も 無い 

からで ある。 わたくし は 最後に 「薇 山 三 観」 の 事 を 補 

記して 置く。 これ も 亦 浜 野 氏の 借覧 を 許した 書の 一 で 

ある。 

くわう び  さんな 

霞 亭は黄 薇に 入った 後に、 三 原に 梅 を 観、 山 南に 


漁 を 観、 竹 田に 螢を 観た。 これが 所謂 三 観で ある。 

梅の 詩 は 末に 「右 甲 戌 初春」 と 書して ある。 文化 十 

一年 正月で、 備 後に 来てから の 第二 年で ある。 

漁 は 鯛 網で ある。 其 詩の 末に は 「右 丙 子 初夏」 と 書 

して ある。 螢の 詩の 末に は 「右 丙 子 仲夏」 と 書して あ 

る。 備 後に 来てから の 第 四 年、 文化 十三 年 四月 及 五月 

である。 彼 詩 囊を齎 した 帰省の 「出門」 を 七月で あつ 

くびす 

たと すると、 的屋の 遊 は 踵 を 竹 田の 遊に 接して ゐる。 

わたくしが 霞亭 に関する 以上の 事 を 記した の は、 蘭 

軒 を 伝して 文政 六 年に 至り、 其 年 十一 月 二十 三日に 茶 

山の 蘭 軒に 与へ た 書 を 引いた から 起った ので ある。 当 


時 霞亭は 既に 江戸 囊 里の 家に 歿して より 九十 五日 を 経 

てゐ た。 妻 井上 氏 敬 は 神 辺に 帰る 旅が 殆ど 果てて、 

「帰宅 明日に あり」 と 云 ふこと になって ゐた。 

茶 山の 書牘に は、 敬と これに 随従して ゐた 足軽との 

外、 猶 二人の 名が 出て ゐる。 其 一は 鵜 川 某で ある。 「鵜 

川 段々 世話いた し くれられ 候 由、 此事御 申 伝 尚 御た の 

み 可 被 下 奉 願 上 候。」 鵜 川 は子醇 であらう。 事 は北条 

氏の 不幸に 連繋して ゐる。 

まきた ゾ すけ 

其 二 は牧唯 助で ある。 「むかしの 臼 杵直卿 也」 と 註 

して ある。 五山 堂 詩 話の 牧古愚 字 は 直 卿、 号 は 黙 庵 

うすきち よくけ い 

が、 茶 山 集の 臼杵直 卿と 同人であった ことが、 此 文に 


由って 証せられ る。 茶 山の 言 ふ 所 は霞亭 一家の 事に は 

ぁづか 

与 ら ない。 

牧は 当時 江戸に ゐた。 松 平 冠 山が 何事 を か 茶 山に 託 

したので、 茶 山 はこれ を牧に 伝へ た。 然るに 「うんと 

も すん とも 返事 無 之 候」 であった。 茶 山 は 蘭 軒 をして 

牧に 催促せ しめようと したので ある。 冠 山 は 因幡 国鳥 

ぬひの かみ 

取の 城主 松 平氏の 支 封 松 平 縫 殿 頭 定常で、 実は 池田筑 

前 守 政 重の 弟で ある。 その 茶 山に 託した の は 何事 か、 

今考 へる ことが 出来ない。 

その 百 五十 一 


已に 云った 如くに、 わたくし は 蘭 軒の 事 を 叙して 文 

政 六 年に 至り、 菅茶 山の 十一 月 二十 三日の 書牘を 引い 

た。 此 十一月 二十 三日より 後に は、 年の 尽 るに 至る ま 

で、 蘭 軒の 身上に 一 も 月日 を 明に すべき 事が 無い。 

※斎 〔# 「くさかんむり \ 姦」、 7 巻- 299- 上 詩集 は、 

二月 十三 日に 酌 源 堂に 詩 会 を 催し、 宿題 看 梅に 就い 

て 詩 を 闘 はした 後、 僅に 詩 四 首 を 載せて ゐる のみで あ 

る。 そして それが 皆 季節に 拘束 せられぬ 作で ある。 

はいきょ 

最初に 題画 一首が ある。 わたくし はこれ を擺 去す る。 

次に 「偶成」 「自 笑」 の 二 絶が ある。 人間 不平の 事が 多 


い。 少壮に して 反撥 力の 強い もの は、 これ を 鳴らす に 

激越の 音 を 以てする。 蘭 軒 は 既に 四十 七 歳で ある。 且 

蹇 である。 これに 応ずる にお 辱 を 以てし、 レジ ニァ 

シ ヨン を 以てする より 外 無い。 偶成に 云く。 「金玉 難 

常 保 満盈。 鬼神 猶是妬 高 明。 要航人 海風 濤険。 無若虚 

舟 一葉 軽。」 しかし わたくし 共の 経験す る 所 を 以てす 

きょしう 

れば、 虚 舟と 雖、 触 るれば 必ずしも 人の 怒 を 免れない。 

自 笑に 云く。 「愛 酒 等 間 任 歳 移。 読書 不復解 時宜。 検 

来 四百 四般 病。 最是難 医 我 性 痴。」 一 肚皮は 時宜に 合 

はない。 病 は 治すべく して、 痴は 治す る ことが 出来な 

い。 これ も 亦 レジ ニァシ ヨンの 語で ある。 


最後に こんな 詩が ある。 「近日 児 信 重 儲 古銭 数枚、 

朝夕 翫撫、 頗有似 酒 人 独 酔 之 楽、 因賦 一 詩。 漢唐 貨幣 

貴 於珠。 千歳 彰然証 両銖。 光 潤 方 分 潜水 土。 鏽斑更 愛 

帯 青 朱。 堪想求 古※ 〔# 「勺 < 亡」、 7 巻- 300- 上 児 癖。 

無 受如兄 俗 客 汚、 自笑吾 家痴子 輩。 亦 生 一 種 守銭奴。 

註 云、 乞 児猶乞 古銭、 事 見 蒙 斎 筆談、 謝 在 杭 五 雑 組、 

演 為一 話、 世 多以為 始自謝 氏者陋 矣。」 

蘭 軒の 三 子 柏 軒が 古銭 を 集める こと を 始めた。 狩 谷 

こせんへ き 

被 斎の 古泉 癖 は 世の 知る 所で ある。 「歴代 古泉 貨幾百 

品。 自幼之 時 愛玩 之。 或 遇 清 間 興 適。 攤列※ 〔# 「片 

+ 総の つくり」、 7 巻- 300- 上！ 間 品評 之。」 其子懐^^、 其 


忘年の 友 渋 江 抽斎も 亦 古泉 を 翫 んだ。 現に 同 嗜の人 

津田繁 二さん は 「新 校正 孔方 図鑑」 と 云 ふ 書 を 蔵して 

ゐる。 懐 之の 「文化 十二 年 嘉平月 二日」 の 識語が ある 

はじめ 

さう である。 当時 懐 之 は 年甫て 十二であった。 按ず 

るに 掖斎は 識語 を 作る に 当って 名 を 其 子に 藉 りたので 

はや 

あらう。 しかし 掖 斎が 蚤く 懐 之に 其 古泉 癖 を 伝へ たこ 

とも、 亦 疑 を容れ ない。 此年 十四 歳の 柏 軒が 古泉 を 愛 

する に 至った の は、 恐く は 懐 之 等が 導 誘した ためで あ 

らう。 懐 之 は 柏 軒より 長ず る こと 六 歳であった。 

わたくし は此 詩に 由って 蘭 軒 自己に 古泉 癖が 無 かつ 

たものと 推す る。 「自笑 吾 家痴子 輩。 亦 生 一 種 守 銭 


奴。」 柏 軒の 愛泉 は 伊沢 氏に 於て は 未曾有の 事で あつ 

たらしい。 

此 詩の 自註に、 蘭 軒 は 蒙 斎 筆談 を 引いて、 「乞 児猶乞 

古銭」 と 云 ふ 事の 典拠 を 示して ゐる。 これ は 尋常 人が 

五 雑 組に 出で てゐ ると 謂 ふべき を 慮って、 其 非な 

る こと を 言った ものである。 一 事に 逢 ふ 毎に 考証の 

詳備を 期す るの は、 固より 蘭 軒の 本領で ある。 

わたくし はこれ を 読んで、 乞 児も猶 古銭 を 乞 ふと は 

いかなる 事 を 謂 ふかと 云 ふ 好奇心 を 発した。 

その 百 五十一 一 


わたくし は 蘭 軒 詩 註の 「乞 児猶乞 古銭」 と 云 ふこと 

を 知らん と 欲した。 蘭 軒の 典拠と して 取らぬ 五 雑 組 は 

手近に あるので、 わたくし は 直に その 所謂 「演為 一 話」 

と 云 ふ もの を検 した。 

こぶつ  むしろ 

秦の士 に 古物 を 好む ものが あった。 魯の 哀公の 席 

を 買 はむ がた めに 田 を 売り、 太 王※ 〔# 「分 + おお ざと」、 

7 巻- 301- 上. ru を 去る 時の 策 を 買 はむ がた めに 家資を 

傾け、 舜 の 作る 所の 椀 を 買 はむ が ために 宅 を 売 つ た。 

「於 是披 哀公 之 席。 持 太 王 之 杖。 執舜 所作 之 椀。 行丐 

於巿 曰。 那箇 衣食 父母。 有 太 公九府 銭。 乞 我 一 文。」 


これが 謝 在 杭の 演し 成した 一 話で あるら しい。 

然 らば 此 話の 本 づく所 は 何で あるか。 わたくし は 蒙 

斎 筆談 を 見ん と 欲して 頗る 窮 した。 蒙 斎 筆談と はいか 

なる 書か。 試 に 書目 を検 すれば、 説郛 巻 一 一十 九、 古 

今 説 海の 説 略、 学 海 類 篇の集 余 四 記述、 稗 海 第三 函等 

に 収められて ゐる。 説 郛と学 海類篇 とに は、 著者の 名 

を 宋 鄭景璧 として あり、 古今 説 海と 稗 海と に は 

宋鄭景 望と して ある。 恐く は 同一 の 書で、 璧と 望と 

の 名 を 殊にして ゐ るの は、 一 は是 にして 一 は 非で あら 

う。 

只憾 むらく は、 書 を 蔵す る ことの 少 いわた くし は、 


説郛 以下の 叢書 を 見る に 由な く、 又 性疎懶 にして 図書 

館の 恩 蔭 を 被る ことが 出来ない。 そこで 姑く 捜索の 

念 を 断つ ことと した。 想 ふに 謝 氏の 演し 成す 所の 話が 

僅に 十数 行で あるから、 蒙 斎 筆談の 文 は 二三 行に 過ぎ 

ぬで あらう。 

を は 

以上 書き 畢 つた 時、 弟 潤 三 郎が説 郛を抄 して 寄 示し 

た。 「頃 有 嘲 好古 者 譲 云。 以巿 古物 不計直 破家。 無以 

食。 遂 為丐。 猶持 所有 顔子隨 巷瓢。 号 於 人 曰。 孰 有 太 

公九府 銭。 乞 一 文。 吾 得 無 似 之 耶。」 吾と は 著者 自ら 

謂 ふので ある。 説郛本 は鄭景 壁と 著して あって、 「土」 

に从ふ 「壁」 に 作って ある。 


まさきよ 

蘭 軒 は此年 文政 六 年に 阿部 正 精に 代って 「刻弘 安本 

孝経 跋」 を 草した。 原 来 伊沢の 家で は、 父 信 階の 時よ 

まいたん  しよ-つ 

り、 毎旦 孝経 を 誦する 例に なって ゐ たので、 蘭 軒 は 命 

を 承け て 大いに 喜んだ。 「今 也 公 (正 精) 跋此 書。 儒臣 

不乏於 其 人。 而命 信恬草 之。 寵遇之 渥。 豈可 不恐惶 

乎。」 

阿部 侯の 蔵す る 所の 此 孝経 は弘 安一 一年 九月 十三 日の 

鈔 写に 係る 巻子本で、 「紙質 精 堅、 筆蹟 沈遒」 である。 

侯 はこれ が 刊行 を 企てて、 蘭 軒に 跋文 を 草す る こと を 

命じた。 

然 らば 此 所謂 弘 安本と はいかなる 本 か。 わたくし は 


これ を 説明す るに は、 孝経の ヮリ アン テスの 問題に 足 

を 踏み入れなくて はならない。 その わたくし のために 

難問題た る こと は、 前に 経 音義を 説明す るに 臨んで 言 

つた 如くで ある。 その 過誤 は 好意 ある 人の 教を 待って 

訂正す る 外 無い。 

孝経 は 著者 不詳の 書で ある。 通 途には 孔子の 門人の 

筆す る 所 だとな つて ゐる。 此 書の 一本に 「古文 孝経 孔 

く し  く あんごく 

氏 伝」 が ある。 孔 氏と は孔 安国で、 孔子 十一 世の 孫で 

ある。 此孔 伝が 果して 孔 安国の 手に 成った か 否か は、 

またまた 

亦復 不詳で ある。 孔伝は 梁 末に 一 たび 亡びて、 隋に至 

つて 顕れ たので、 当時 早く 偽 撰と せられた ことがある。 


しかし 隋 唐の 世に は、 此の 如き 異議 ある にも拘らず、 

孔 伝が 鄭 注 と 並び 行 はれた。 鄭は 鄭玄 である。 そ 

れゅ ゑ大宝 元年の 学 令に、 「凡 教授 正業、 周易 鄭玄 王弼 

注、 尚書孔 安国 鄭玄 注、 三 礼 毛 詩鄭玄 注、 左 伝服虔 注、 

孝経 孔 安国 鄭玄 注、 論語 鄭玄 何晏 注」 と 云って ある。 

その 百 五十 三 

まさきよ 

わたくし は 蘭 軒が 此年 文政 六 年に 阿部 正 精に 代って 

弘 安本 孝経に 跋 した 事 を 言った。 そして 所謂 弘 安本の 

古文 孝経 孔伝 である ことに 及んだ。 


孔 伝の 我国に 存 して ゐ たものに は 数 本が ある。 年代 

順に 列記 すれば、 建 保 七 年、 弘 安二 年、 正 安四 年 (乾 

元元 年)、 元亨 元年、 元徳ニ 年、 文明 五 年、 慶長五 年の 

諸鈔 本で ある。 享保 年間に 此 種の 一 本が 清 商の 手に わ 

たって、 鮑廷 博の 有に 帰し、 彼 土に 於て 翻刻 せられた。 

次で 林述 斎は弘 安本 を 活字に 附 して、 * 存 叢書の 中に 

収めた。 

以上が 阿部 侯 校 刻 前の 孔 伝の 沿革で ある。 然 らば 述 

斎の 既に 一 たび 刻した もの を、 棕軒侯 は 何故に 再び 刻 

した か。 「林 祭 酒述斎 先生。 悲其 正本 遂堙 滅。 以弘安 

本 活字 刷 印。 収之於 其 所 輯逸存 叢書 中。 字画 悉依 旧。 


学者 以饜飫 也。 余閲其 本。 自有 叢書 辺 格。 故不 得不換 

旧 裁。 亦不無 遺憾 焉。」 阿部 本 は 林 本の 旧 裁を換 へた 

あきたら 

のに 慊 ぬがた めに 出で たので ある。 

孔伝は 安国に 出で たと 否と を 問 はず、 兎も角も 隋代 

の 古本で ある。 蘭 軒 はこれ を 尊重して、 喜んで 阿部 侯 

に 代って 序文 を 草した。 しかし 蘭 軒 は 孝経 を 読む に孔 

伝 を 取らず して 玄宗注 を 取った。 

わたくし は 上に 伊沢の 家で 毎旦 孝経 を 誦する を 例と 

して ゐ たこと を 言った。 此例は 蘭 軒の 父 信 階より 始っ 

た。 そして 信 階 は 古文 孝経 を 用 ゐてゐ た。 その 玄宗注 

を用ゐ るに 至った の は、 蘭 軒が 敢て 改めた ので ある。 


「先 大人 隆升翁 生存 之 日。 毎 旦読此 経。 終身 不廃。 或 

鈔数 十本。 遺贈 俚 人 令 蔵。 以為鎮 家 之符。 其 言 曰。 人 

読此 経。 苟存於 心。 雖身 不能 行。 不至陥 悪道 矣。 其 厭 

狭 迎祥。 何 術 加 之。 梁 皇侃性 至孝。 日限 誦此経 廿遍。 

以擬 観音 経。 抑有以 哉。 吾輩 豈不 遵奉 耶。 翁 所 読本。 

即用 古文 本。 信 恬自有 私見。 而 従玄宗 注。」 

然 らば 此玄宗 注と はいかなる もの か。 唐 代の 学者 は 

古文 孝経の 偽 撰た る を 論じて、 拠るべからざる ものと 

して ゐ たので、 玄宗は 自ら これ を 註す るに 至った ので 

ある。 事 は 開 元 十 年 六月に ある。 即ち 我 国大 宝の 学 令 

に 遅る る こと 二十 年余で ある。 


次で 天 宝 二 年 五月に 至って、 玄宗は 重て 孝経 を 注し、 

せきた いぼん 

四 年 九月に 石に 大学に 刻せ しめた。 所謂 石 台本で ある。 

ちょうち ゆうせき こく 

此重注 石 刻 は 初の 開 元 注に 遅る る こと 更に 二十 年余 

である。 

是に 於て 彼 土に 於て は 初の 開 元 注 亡びて、 後の 石 台 

本が 行 はれた。 

我国に は 猶開元 注が 存 して ゐた。 逍遙 院実隆 の享禄 

辛 卯 (八 年) の 抄本が 即是 である。 後 寛 政 年間に 

屋代輪 池の 校 刻した 本 は是を 底本と して ゐる。 

そこで 狩 谷掖斎 はかう 云った。 既に 玄宗注 を 取る か 

らは、 玄宗の 重定， 'に 従 ふ を 当然と すべきで あらう。 


「天 宝 四 載 九月。 以重注 本 刻 石 於 大学。 則 今日 授業。 

理宜用 天 宝 重 定本。 而世猶 未 有 刻本。 蒙窃憾 焉。」 幸 

に 北 宋天聖 明 道 間の 刊本 があって 石 刻の 旧 を 伝へ てゐ 

る。 被 斎 はこれ を 取って 校 刻した。 是が 文政 九 年に 成 

つた 「狩 谷 望 之 審定宋 本」 の 「御 注 孝経」 である。 阿 

部 家の 弘 安本 覆刻に 後る る こと 三年に して 刊行せられ 

たので ある。 

その 百 五十 四 

わたくし は 以上 記す る 所 を 以て、 孝経の ヮリ アン テ 


スの 問題に 就いて、 少 くも 其 輪廓 を 画き 得た ものと 信 

し ち 

ずる。 そして 下の 如くに 思量す る。 蘭 軒 は 主君に 代つ 

て、 喜んで 弘 安本 孔 伝に 跋 した。 それ は隋 代の 古書の 

世に 顕 るる こと を 喜んだ ためで ある。 しかし 蘭 軒 は 孝 

経 当 体に 就いては、 玄宗 注の 所謂 孔 伝に 優る こと を 思 

つた。 「自有 私見、 而 従玄宗 注」 と 云って ゐる。 按ずる 

に 蘭 軒と 掖 斎と は 見る 所 を 同じう して ゐ たので あらう- 

菅 氏で は此年 文政 六 年に、 茶 山が 大目 附 にせられ、 

俸禄 も 亦 二十 人 扶持より 三十 人 扶持に 進められた。 

歳 杪の五 律 は 「喜 吾垂 八十、 仍 作楽郊 民」 を 以て 結ん 

である。 梁 川星巌 夫妻の 黄葉 夕陽 村 舎を訪 うたの も 亦 


此年 である。 

ふく あざな  しかう 

頼 氏で は 此年三 子 又 ニ郎が 生れた。 復、 字 は 士剛、 

号 は 支 峰で ある。 里 恵の 生んだ 所の 男子で、 始て 人と 

成る こと を 得た のは此 人で ある。 

其 他森枳 園が 此年蘭 軒の 門に 入った。 年 は 十七 歳で 

ある。 

大田南 畝 は此年 四月 六日に 残した。 茶 山が 書 を 蘭 軒 

に 与へ て、 老衰 は 同病 だと 云 ひ、 失礼ながら 相憐 むと 

云って より、 未だ 幾 ならず して 歿した ので ある。 茶 

山 は 南 畝より 長ず る こと 僅に 一 歳で、 此年 七十 六で あ 

つた。 南 畝 は 七十 五 歳に して 終った。 


此年蘭 軒 は 四十 七 歳、 妻 益 四十 一歳、 子女 は 榛軒ニ 

十、 常三郎 十九、 柏 軒 十四、 長 十、 順 四つであった。 

文政 七 年の 元日 は、 棕軒正 精が 老中の 劇職 を 辞して、 

前年 春杪 以来の 病が 痊 えたので、 丸 山の 阿部 邸に は 一 

べん あんじよ ちゃう 

種 便 安舒暢 の 気象が 満ちて ゐ たかと おも はれる。 

蘭 軒に は 自家の 「甲 申 元旦 作」 よりして 外、 別に r 恭 

奉賡 元日 即事瑤 韻」 の 作が あった。 初の 一 首に 云く。 

「霞 光 旭 影満東 軒。 臘酒初 醒復椒 尊。 春 意 凝々 忘老 至。 

懶身碌 々任 人 論。 烟軽山 色青猶 淡。 節 早 梅花 香 已繁。 

尤喜吾 公 無 疾病。 聞 鶯珠履 渉 林 園。 註 云、 客 歳 春 夏 之 

際、 吾 公嬰疾 辞職、 而至冬 大痊、 幕府 下 特恩之 命、 賜 


邸 於 小川 街、 而邸未 幾重 修之 功、 公 来 居 丸 山荘、 荘園 

矩 大 深邃、 渓山之 趣、 為不 乏矣、 公 日 行 渉 為娯、 故 結 

末 及 之。」 此 詩に は 阿部 侯の 次 韻が あって、 福 山の 田 中 

徳 松さん が 其 書 幅 を 蔵して ゐる。 「和 伊沢 信 恬甲申 元 

日 韻。 芙蓉 積雪 映 西 軒。 恰 是正 元対椒 尊。 荏苒 年光歓 

病瘉。 尋常 薬物 任 医 論。 一 声 青鳥啼 方媚。 幾 点 白梅 花 

已繁。 自値 太平 和楽 日。 間 身 依 杖 歩 林 園。」 是は梅 田 

覚太郎 さんが 写して 贈った ので ある。 蘭 軒 原作の 註 は 

さき  せいひ 

前に 正 精の 請 罷の事 を 言 ふに 当って、 己に 一 たび 節録 

したが、 今此に 全文 を 挙げた。 後の 一 首に 云く。  r 標 

格 高 如 千 丈 松。 儼然 相対 玉 芙蓉。 歌 兼 白雪 添 堂 潔。 毫 


引 瑞烟映 椎彤。 竹 色 経 寒猶勁 直。 梅花 得雨自 温恭。 昇 

平方 是宜 游予。 満囿 春風 供 散 節。」 憾 むらく はわた く 

し は 未だ 阿部 侯の 原唱を 見ない。 

菅茶 山の 歳 首の 詩 は、 一家の 私事の 外に 出で なかつ 

た。 「元日 得 頼千棋 書、 二日 得 漆 谷 老人 詩。 鳥 語嚶々 

柳挂 糸。 春 来 両日 已堪 嬉。 更忻此 歳 多 佳 事。 昨 得韓書 

き  き やう へ い  もち 

今 白 詩。」 千 祺が杏 坪の 字なる は 註す る こと を 須ゐぬ 

であらう。 漆 谷 は 巿河三 陽、 小 野 節 二 家の 説 を 聞く に、 

後藤 氏、 名 は 苟簡、 字 は 子 易、 一 字 は 田夫、 又木 斎と 

号した。 北 条霞亭 の 尺牘に 拠る に、 通称 は弥之 助で あ 

る。 讚岐の 商家に 生れ、 屋号 を 油 屋と云 ふ。 前年 備後 


に 来て、 茶 山と 親善であった こと は、 後者の 癸未 以後 

の 詩に 徴 して 知られる。 

茶 山は此 正月 二日の 詩に 於て、 単に 家事の み を 語つ 

てゐ るが、 別に 新年の 五 律が あって、 「藩 政 俗 差遷」 と 

云 ひ、 又 「救荒 人 忘旱」 とも 云って ゐる。 前年 は備後 

きょうけん 

が 凶歉 であった。 

その 百 五十 五 

蘭 軒 は此年 文政 七 年に 春の 詩 四 首 を 得た。 前に 載せ 

た 元日の 二 首の 次に は 「早春 偶成」 と 例の 「豆 日 草堂 


集」 とが ある。 わたくし は 唯此に 由って 蘭 軒が 甲 申の 

正月 元日に も 又 友 を 会して 詩を賦 した こと を 知る のみ 

である。 

神 辺で は菅茶 山が 人 日に 藩士 数人 を 集へ て 詩 を賦し 

た。 「客迎 英俊 是人 日、 暦 入 春韶徒 馬齢」 の 一 聯が ある。 

茶 山の 春 初の 詩は頗 多い。 前に 出した 阿部 正 精の 辞職 

の 詩に 次 韻した 九 首 も 其 中に ある。 

正月 十九 日に 正 精 は 丸 山より 小川 町の 本邸に 徒った。 

蘭 軒 は 旧に 依って 丸 山に 留まった。 

三月 十六 日に は、 勤 向 覚書に 下の 記事が ある。 「若 

殿様 御 額 直 御 袖 留為御 祝儀、 両 殿様え 組合 目録 を 以て 


まさ やす 

御 肴 一 種づ つ 奉 差 上 候。」 若殿 様 は 寛 三郎正 寧で ある。 

四月に は 「首 夏 近 巷 買 宅、 以代 小墅」 の 詩が ある。 

「巷 東 小 築 別 開園。 樹接隣 叢 緑 影繁。 半日 清 間纔領 得。 

紅塵 場 裏 亦 桃源。」 家計に 些の 余裕が あった もの か。 

まち や 

宅 を 買 ふと 云 ふより 見れば、 阿部 邸の 外の 町家で あら 

う。 

蘭 軒 は此夏 啻に 別宅 を 設けた ばかりでなく、 避暑の 

旅 を もしたら しい。 その 何れの 地に 往っ たかは、 今考 

ふること が 出来ぬ が、 「山 館 避暑」、 「門外 追 涼」 の 二 詩 

は 蘭 軒の 某 山中に あった こと を 証す る。 「山 館 避暑。 

行 追 碧澗入 山逕。 垂柳 門前 有 小 橋。 素 練 一 条懸瀑 水。 


緑 天 十畝植 芭蕉。 竹 窓 安 硯池常 沢。 苔 石 煮 茶鼎忽 潮。 

即是羲 皇人不 遠。 松風 無復点 塵飄。 門外 追 涼。 烟暮山 

光遠。 月 升樹影 長。 新 涼身自 快。 迂路 歩 相 忘。 虫語莎 

叢 寂。 鷺驚荷 沼 香。 時 逢 村 女子。 数 隊踏歌 行。」 門外 

の 山 館 門外なる こと は 疑 を容れ ない。 わたくしの 二 詩 

を 併せ 録 する 所以で ある。 

わたくし は 此ょリ 月日 不詳の 夏の 詩の 遺れ る を 拾 は 

うとお も ふ。 しかし 勤 向 覚書に、 これに 先って 書す 

べき 一 条が ある。 それ は 嫡子 榛 軒が 父に 賜 はった 服 を 

著る こと を 許された 事で ある。 「五月 三日 左 之 願書 付、 

相 触 流玄順 を以、 大御目 付 稲生 伝 右衛門 殿え 差 出 候処、 


今日 角 右衛門 殿 差 出され 候処、 御 受取 被 置、 同 七日 願 

之 通 勝手次第と 被 仰 付 候。 口上 之覚。 私 拝領 仕 候御紋 

付 類、 悴良 安え 著 用 為 仕度 奉 願 上 候 以上。 五月 三日。 

伊沢 辞 安。 但糊入 半切 認、 上 包 半紙 折懸、 上に 名。」 

お ほよ そ 

集中に は 夏の 詩が 凡 六 首 ある。 其 中 別宅の 事 を 言 

ふ 一 首と 避暑の 事 を 言 ふ 二 首と は 既に 上に 見えて ゐる _ 

剰す 所が 猶三首 ある。 

「売冰 図。 堅冰 六月 浄 璃々。 叫 売 歩 過入軟 塵。 応是仙 

霊投砕 玉。 活来熱 閙幾場 人。」 売冰は 何の 国の 風俗で 

あらう か。 当時の 江戸に 冰を 売る ものが あつたか、 

どうか は 不詳で ある。 明治 年間 幾多の 詩人 は識ら ずし 


て 此詩を 踏襲した。 

しょうきんろう  まっきん 

「松 琴 楼題長 谷川 雪 旦画松 魚。」 松琴楼 は 料理店 松 金 

ひかへ やしき 

で、 湯 島 天満宫 境内、 今の 岩 崎氏控 邸の 辺に あった。 

此楼に 上って 雪 旦の松 魚の 画に 詩 を 題した ので あらう。 

詩 は 略す る。 

つゆ ひめ  f 

夏の 詩の 最後の 一 首 は 松 平 露 姫の 事に 繋る。 露 姫 は 

ぬひの かみ さ だつ ね むすめ 

松 平 縫 殿 頭 定常の 女で ある。 幼に して 書画 歌 俳 を 善 

くした。 二 年 前 瘤瘡に 罹リ、 六 歳に して 夭した。 蘭 軒 

は 其 遺墨 拓本 を 得て、 これに 詩 を 題した ので ある。 

その 百 五十六 


蘭 軒の 松 平 露 姫の 遺墨に 題した 詩に は 小引が ある。 

「冠 山 老侯賜 其 令 愛 遺墨 搨本。 令 愛 齢 僅 六 歳。 吟意間 

雅。 筆蹟 婉美。 頗驚 人目。 以文 政 壬 午 十 一 月廿 七日 夭。 

所謂 梅花 早 発。 不覩歳 寒 者 哉。 乃賦 書中 乾 蝴蝶 詩。 謹 

書 其 末 云。」 書中 乾 蝴蝶の 詩 はかう である。 

「蛱蝶 風前 舞不 休。 粉 金 飜翅縦 春 遊。 芳魂忽 入芸牋 裏。 

尚 帯 花香 傍 架 頭。 」 

くわん ざん さ だ つね 

露 姫の 父 冠 山 定常 は 佐 藤 一斎の 門人で ある。 一斎 

の 「愛 日楼 文」 は 冠 山が 稿本 を借鈔 し、 小 泉 侯 遜斎片 

桐貞 信の 抄 する 所の 詩と 与に 合刊 した ものである。 書 


中に 「跋阿 露 君 哀詞 巻」 の 一 篇が ある。 わたくし は此 

に その 叙 実の 段 を 抄出す る。 「冠 山 老侯之 季女阿 露 君。 

生而 聡慧。 四 五 歳 時。 既如 成人。 届 文政 壬 午 十 一 月。 

以 痘殤。 齢 六 歳 也。 検 篋笥。 得 遺蹟。 上 父君 諫飲書 一 

通。 訣 生母 蔵 頭 和歌 一 首。 訣傅女 乳 人 和歌 一 首。 題自 

画 俳詞三 首。 又 得 一 小冊子。 手記 遺戒 数十 百 言。 及 和 

歌 若干 首。 理致 精詣。 似 有 所得者。 至 於 遺戒。 往々 語 

及 家 国事。 亦 誠 可 驚矣。 既而事 稍々 伝播。 聞 之 者無不 

驚異。 而 弔詞 哀章。 陸続 駢至。 老侯 追悼 之 余。 衷而軸 

之。 徴坦為 跋。」 一斎 は此 段に 接する に 議論 を 以てし 

てゐ る。 そして かう 云 ふ 断案 を 下した。 「或 者 宇宙 間 


至 霊 鬼神。 姑 憑 是軀以 洩気機 者。 究之。 与 夫 木石 而能 

言 者 之 不可思議 奚 以異。 而尚可 待 以人而 詰 以理乎 哉。 」 

わたくし はこれ を 読んで、 広 瀬 淡 窓が 神童 を 以て 早 

熟の 瓜と なした こと を 憶 ひ 出した。 若し 同一 の 論理 を 

以て 臨んだなら、 露 姫 は 温室の 花で あらう。 これ は 常 

識の 判断で ある。 

一 斎 はこれ に反して 露 姫の 夙慧 を 「有 物 憑焉」 とな 

した。 わたくし は ペダンチックに 一斎の 迷信 を 責めよ 

うと はしない。 しかし 心に その 可憐の 女児 を 木石 視し 

たる を憾 とする。 若し 文章に 活殺の 権が あると する 

なら、 一 斎の 此文は 箇の好 題目 を 殺 了した と 云 はざる 


こと を 得ない。 

今 わたくしの 手許に 「淡 窓 小品」 が 無い ので、 広 瀬 

の 文 を 引く ことが 出来ぬ が、 広 瀬 は 禅家の 口吻 を 以て 

常識 を 語って ゐた。 然るに 佐 藤 は 道学者の 語 を 以て 怪 

を 志して ゐる。 わたくし は此 対照の 奇に 驚く。 わたく 

し は 早熟の 瓜 を も 取らず、 能 言 の 木石 を も 取らない。 

しばら  かんこて ふ くみ 

わたくし は 姑く 蘭 軒の 乾 蝴蝶に 与して 置かう。 「芳魂 

忽 入芸牋 裏。 尚 帯 花香 傍 架 頭。」 

秋 は※ 斎 〔# 「くさかんむり \ 姦」、 7 巻- 309- 下习 U 集に 

詩 四 首が ある。 「秋 夕 書 事 三 首」 と閏 八月 十五 日に 月 

を 観た 詩 一首と である。 後 詩の 引 を 見る に、 江戸の 中 


秋 は 無月であった。 菅茶 山の 集を閲 すれば、 先づ 十三 

夜に は 雨中に 月が 出た。 「更深 月 出 雨 仍灑。 照 見 銀糸 

くも 

垂 半天。」 十四 夜 は 陰って ゐた。 「秋郊 醸 雨気 熇蒸。 来 

夜 佳 期 雲 幾 層。」 然るに 幸に 十五夜に 至って 晴れた。 

「客逐 秋期 可 共娯。 況 逢新霽 片陰 無。 奈何 天上 団円 影。 

すゑ 

不照牀 頭 一 小 珠。」 末に 「半月 前 喪 姪 孫 女」 と 註して あ 

る。 

所謂 「姪 孫 女」 と は 誰で あらう か。 わたくしの 手許 

に は 福 田 禄太郎 さんが 黒 瀬 格 一 さんに 請うて 写し 得た 

菅 波高 橋 両家の 系図が ある。 又 此年甲 申 八月 十七 日 後 

に 茶 山が 蘭 軒に 寄せた 尺牘が ある。 わたくし は此 系図 


と尺牘 とに 就いて、 姪 孫 女の 誰なる か を 究めて 見よう 

とお も ふ。 原 来 姪 孫 女の 称呼に は 誤解し 易い 処が ある。 

しかし 茶 山の 斥して 言 ふ 所 は 「姪 孫 之 女」 ではなく、 

「姪 之 孫 女」 であるら しい。 

その 百 五十 七 

わたくし は 蘭 軒の 事蹟 を 叙して 此年 文政 七 年の 秋に 

至リ、 八月 十五 日の 夜、 蘭 軒が 江戸に 於て 無月に 遭 ひ、 

菅茶 山が 神 辺に 於て 良夜に 会した こと を 言 つた。 茶 山 

は 良夜に は 会した けれども、 歓 を 成す こと を 得な か 


つた。 それ は 半月 前に 姪 孫 女 を 失った からで ある。 わ 

たくし は 系図と 茶 山の 書牘 とに 由って、 此 女児の 誰な 

るか を検 せようと した。 

わたくし は 便宜上 先づ茶 山の 書牘を 挙げたい。 しか 

し 此書牘 は 月日 を闕 いて ゐて、 只 其 内容より 推して 八 

月 十七 日 後、 少 くも 十数 日 を 経て 書いた ものなる こと 

が 知られる ので ある。 それ ゆ ゑ わたくし は此に 先づ八 

月 十七 日 前の 事 を 略記して 置いて、 然る 後に 茶 山の 書 

牘に 及ぶ こと、 する。 

八月 十六 日 は 蘭 軒が 何事 を も 記して ゐ ない。 茶 山 は 

二 客と 倶に酒 を 飲んだ。 宵闇の 後、 明 近くな つて 月 を 


得た。 「向 暁 門前 笑 語攢。 暄言 明月 現 雲 端。」 

十七 日 は 北 条霞亭 の 一 週 年忌で ある。 江戸で は 蘭 軒 

が 柴山某 等と 共に 墓に 詣 でた。 事 はわた くしの 将に引 

かむ として ゐる茶 山の 書牘 中に ある。 神 辺 では 茶 山が 

明月の 下に 詩を賦 して 哀を 鳴らした。 「十七 夜 当 子 譲 

忌日。 去 歳 今宵 正哭 君。 遠 愁空望 海 東雲。 備西 城上仍 

円 月。 応照江 都 宿 草 墳。」 

し ち 

さて 月日 不詳の 茶 山の 柬牘は 下の 如くで ある。 是も 

亦 饗庭篁 村さん の 蔵す る 所に 係る。 

「御 返事。」 

「公作 御 次 韻 御前へ 出 候 由、 大慶 仕 候。 元来 局 束に 


こまり 候 故、 次 韻 は別而 出来 兼 候。 御覧に も 入 候而、 

おんしょう 

御 称し も 被 下 候 由、 難 有 仕 合に 奉存 候。」 

ま ゐリさ ふら はん 

「拙 集 はよ ほど 前に 大坂 飛脚に 出し 候。 とく 参 候 半 

と被存 候処、 今以 不参 候よ し、 いよく 不参 候 はば 又 

之 便に 御 申 こし 可 被 下 候。 吟味 可 仕 候。」 

「度々 御前へ 御 出 被 成 候よ し 委曲 被 仰 下、 於 私 も 

拍悦の 御 事に 候。」 

ぎ ざん 

「妙々 奇談 珍 敷奉存 候。 一覧 直に 宜 山へ 遣し 候。」 

した を はき 

「御 三男 様 御作 吐 舌 申 候。 被 仰 候 事 を 被 仰 下、 

辞 気藹然 感じ 申 候。 私 方 菅三も 十五に なり 候。 詩 

少しつ くらせ 侯へ 共き こえ 不申 侯。」 


r 鵬斎 ながき 事 有 之 まじく 候 由 気 之 毒に 候。 焚 塩す き 

うけた まはリ  かへ つて 

と 承 、 よき 便 あらば と存 候へ 共、 さ 候へば 却而邪 

魔 ものなる べし。」 

「木駿 卿，. 前 遊に 逢不 申、 今以て 残念に 候。 宜被仰 可 

被 下 候。」 

しば やま 

r 此 比霞亭 一 週忌柴 山な ど 墓参 被 成 下 候 由、 宜 御礼 御 

申 可 被 下 候。」 

「中秋 光景 被 仰 下 恭奉存 候。 備 後の 中秋 有 拙 詩、 うつ 

させ 指 上 候。 悪 作 御 一笑 可 被 下 候。」 

「扨お とら へ よき 物 被 下 恭奉存 候。 然所 流行 痢疾 にて 

八月 三日 相果 候。 (廿 八日より わ づらひ 付 候 は 夜 四つ 


時、 死 候 は 朝 五つ 時、 其 間 三日 計 也。) お 敬 はじめ 哀 

傷 御 憐察可 被 下 候。」 

「玄間 学 屈 原 候 ことい かなる わけに 候 哉。 国に 居候 時 

も 阿堵に 不埒 多き をの こ、 定而其 事なる べし。 しかし 

何処へ 行ても 一 あて は あてる をの こ、 仙 台 か 金 沢へ ゆ 

くもよ かるべき に、 可惜 ことに 候。」 

「梧堂 金輪 時々 おも ひ 出 候。 和尚に 御 逢 被 成 候 はば、 

宜御申 可 被 下 候、 草々。 晋帥拝 白。」 

その 百 五十八 


わたくしの 引いた 所の 菅茶 山の 書牘 が、 此年 文政 七 

年 八月 十七 日の 後少 くも 十数 日 を 経て 作られた と 云 ふ 

こと は、 蘭 軒 等が 北 条霞亭 の 忌 辰に 当って、 其 墓に 詣 

でた のが、 既に 茶 山に 知られて ゐるを 以て 証す る こと 

が 出来る。 蘭 軒と 同じく 墓を訪 うた 柴山 は、 嘗て 蘭 軒 

げんおう おんぎ 

の 集に 見え、 又 狩谷掖 斎の 元 応音義 の跋に 見えて ゐる 

柴担 人で はなから うか。 蘭 軒 は 又 柴山謙 斎と 云 ふ もの 

の 家に 住って 詩 を賦 した ことがある。 謙 斎と 担 人と は 

同人 か 異人 か。 此には 暫く 疑を存 して 置く。 

わたくし は 書牘の 月日 を 推定せ むがた めに、 既に 「霞 

亭ー 周忌」 云々 の 段 を 挙げて、 今 直に これに 接する に 


新に 亡くなった 女児の 事 を 以てする。 是は甲 申 中秋の 

せう じゅ 

月が 照す に 及ばな かった 黄葉 村 舎牀頭 の 小珠 の 何物な 

るか を 究めむ がた めで ある。 

女児 は 名 を 「おとら」 と 云ったら しい。 文中 此 仮名 

の 三 字 は 頗る 読み難い。 わたくし は 字画 をた どって 

「おとら」 と 読んだ。 しかし 「おとう」 とも 「おこう」 

とも 読まれぬ こと は 無い。 

蘭 軒 はおとら に 物 を 贈った。 然るに 物の 到った 時、 

おとら は 既に 死んで ゐた。 七月 二十 八日 亥の刻に 流行 

性病 疾の徴 を 見、 八月 三日 辰の刻に 死んだ ので ある。 

甲 申の 七月 は 小であった から、 発病より 死に 至る まで 


は 陰暦の 五十一 時間で ある。 茶 山 は 約して 「其 間 三日 

許に 候」 と 云って ゐる。 

きばう 

おとらが 死んで から 第 十三 日が 八月 既望で ある。 

「十五夜」 の 詩の 註に は 「半月 前 喪 姪 孫 女」 と 云って あ 

る。 牀 頭の 小 珠が此 おとらで ある こと は 固より 疑を容 

れ ない。 

て つ そん ぢょ 

然 らばお とら は 誰の 子 か。 姪 孫 女と は 茶 山の 同胞の 

はた  むすめ 

子の 娘 か、 将茶 山の 同胞の 孫の 女 か。 わたくし は菅 

ひら  じょ へん しん はう 

波高 橋 両家の 系図 を 彼いて 見た。 茶 山の 弟汝 鞭、 晋宝、 

妹ち よ、 まつに は 皆 子が あり、 其 子に 女が あり、 中に 

夭折した 女が ある。 わたくし は 其 中に 就いて 捜す こと 


とした。 何故と 云 ふに 更に 下る こと 一 代と なると、 年 

たと へ  まんねん 

月が 合はなくなる からで ある。 例 之ば 弟汝 鞭の 子 万年 

の 女 類 は 夭折の 年月 或は 契合すべく、 更に 下って 万年 

の子菅 三の 女 通と なると、 明に 未 生の 人物と なる。 

わたくしの 捜索の 範囲 は 茶 山の 書牘の 一 句に 由って 

頗る 狭められた。 それ は 「お 敬 はじめ 哀傷 御 憐察可 被 

下 候」 の 語で ある。 敬 は 亡くなった 女の 母ら しい。 

男系より 見れば 敬 は 茶 山の 弟汝 鞭の 子 万年に 嫁した 

婦 である。 女系より 見れば 敬 は 茶 山の 妹ち よの 井上 正 

信に 嫁して 生んだ 女で ある。 

しかし 万年と 敬との 間に は 女子が 無い。 系図 は 敬の 


女 を 載せない。 

是に 於て わたくし は、 彼牀 頭の 小 珠が北 条霞亭 の 敬 

に 生ませた 女 だら うと 云 ふこと に 想 ひ 到った。 おとら 

は 山陽の 「生 二 女、 皆 夭」 と 書した 二 女の 一 であるら 

しい。 若し さう だとす ると、 未亡人 敬の 帰郷の 旅 は 幼 

女 を 伴った 旅であった ことと なる。 又 蘭 軒 は 前年 見送 

みなしご 

つて 江戸 を 立た せた 孤 に 物 を 贈った ことと なる。 

その 百 五十 九 

わたくしの 上に 引いた 菅茶山 の 此年 文政 七 年 旺秋後 


の 書牘に は、 直接 間接に 十三 人の 事が 見えて ゐる。 其 

中 わたくし は 既に 第一 故北条 霞亭、 第二 霞亭の 未亡人 

敬、 第三 其 幼女 とら、 第 四 霞亭の 墓に 詣 でた 柴山 某の 

四 人に 関する 書中の 二 節 を 挙げて、 これが 解釈 を 試み 

た。 

第五 は 書の 首に 見えて ゐる棕 軒 侯で ある。 侯 は 茶 

山の 次 韻の 詩 を 見て 称 讚した。 「中 歳 抽簪為 病痫」 の 

七 律と これに 附 した 八 絶と である。 茶 山 は 「御覧に も 

入 候而御 称し も 被 下 候 由、 難 有 仕 合に 奉存 候」 と 云つ 

てゐ る。 茶 山 は 又 蘭 軒が 侯に 親近す る を 聞いて、 友人 

のために 喜んで ゐる。 「度々 御前へ 御 出 被 成 候よ し、 


委曲 被 仰 下、 於 私 も 拍悦之 御 事に 候。」 

第 六 は 侯の 儒臣 鈴木宜 山で ある。 蘭 軒 は 江戸に 於て 

妙 妙 奇談の 発刊 せらる るに 会 ひ、 一 部 を 茶 山に 送致し 

た。 茶 山 は 読み 畢 つて、 これ を宜 山の 許に 遣った。 宜 

山 は 福 山に あって 大目 附を 勤めて ゐ たので ある。 

第 七 は 侯の 医官 三沢玄 間で ある。 書に 「学 屈 原 候 こ 

とい かなる わけに 候 哉」 と 云って ある。 これ はどうし 

たと 云 ふので あらう か。 水に 赴いて 死した ので あらう 

か。 玄間は 俗 医に して 処世の 才饒き 人物で あったらし 

い。 初め 町 医より 召し出された 時、 茶 山 はこれ を 蘭 軒 

に 報じて、 その 人に 傲る 状 を 告げた。 今 其 末路 を 聞く 


に 及んで、 「国に 居候 時 も 阿堵に 不埒 多き をの こ、 定而 

あいきょう- 

其 事なる べし」 と 云って ゐる。 しかし 茶 山が 哀矜の 

情 は、 其 論賛に 仮借の 余地 あらしむ る こと を 得た。 「し 

かし 何処へ 行ても 一 あて は あてる をの こ (中略) 可惜 

ことに 候。」 

第 八 は 亀田鵬 斎で ある。 当時 既に 中風の 諸 証に 悩 さ 

れてゐ た。 「ながき 事 有 之 まじく 候よ し 気 之 毒に 候。」 

たし  たよ リ 

茶 山は鵬 斎の 焼 塩を嗜 むこと を 知って ゐて、 便 を 待 

つて 送らう とお もって ゐた。 しかし 蘭 軒の 病状 を 報ず 

るに 及んで 躊躇した。 「さ 候へば 却而 邪魔 ものなる ベ 

し。」 


想 ふ に 茶 山 は鵬斎 死期の 近 かるべき を 聞いて ゐて、 

妙々 奇談 中 鵬斎を 刺る 段 を 読み、 「気 之 毒」 の 情 は 一 層 

の 深き を 加へ たこと であらう。 譏剌は 立言 者の 免れ ざ 

る 所で ある。 死に 瀕する 日と 雖も、 これ を 免る る こと 

は 出来ない。 

蘭 軒の 予後 は 重きに 失した。 鵬斎は 余命 を 保つ こと 

猶 一年 半 許に して、 丙 戌の 暮春に 終った。 此時 七十 三 

歳で、 歿した 時 は 七十 五 歳であった。 

第 九 は 木村定 良、 第 十 は 石 田 梧堂、 第 十 一 は 

金輪 寺 混 外で、 皆 茶 山が 蘭 軒 をして 語 を 致さし めた 

人々 である。 中に 就いて 木 村 は 茶 山が 甲 戌 乙 亥の 遊に 


相 見る こと を 得なかった ために、 茶 山 は 今に 追る まで 

うらみ 

憾 とすると 云 つて ゐる。 

くわん 

第 十二 第 十三 は 蘭 軒の 三 子 柏 軒と 茶 山の 養嗣子 菅 

ゐ じょ-つ  きし 

三惟繩 とで ある。 蘭 軒 は 柏 軒の 詩 を 茶 山に 寄 示した。 

ほ  たくみ 

茶 山 はこれ を 称め て、 菅 三の 詩の 未だ ェ ならざる こ 

と を 言った。 書に 「菅三 も 十五に なり 候」 と 云って あ 

る。 然 らば 惟繩は 文化 七 年の 生で あらう。 敬 は 霞亭に 

嫁す る 五六 年 前に、 とらと 其 姉妹との 異父 兄 惟 繩を生 

ん だので ある。 

その 百 六十 


菅茶 山の 此年 文政 七 年旺秋 後の 書牘 中、 わたくしの 

註せ むと 欲する 所 は 概ね 既に 云った 如くで ある。 しか 

し猶茶 山の 蘭 軒に 送った 詩集の 事が 遺って ゐる。 「よ 

ほど 前に 大坂 飛脚に 出し 候」 と 云 ふ 詩集が 久しく 蘭 軒 

の 許に 届らなかった。 

按ずる に是は 「黄葉 夕陽 村 舎 詩 後編」 である。 此書 

に は 「庚 辰 孟夏 日」 の 武元君 立の 書 後、 「辛 巳 十二月」 

の 北 条霞亭 の 序が ある。 辛 巳 は 霞亭の 江戸に 入った 年 

である。 わたくし は 前に 辛 巳 五月 一 一十 六日に 茶 山が 霞 

亭に 与へ た 書の 断片 を 引いて、 「先 右 序文い そぎ 此事 


つまびら か 

のみ 申 上 候」 と ある 序文 は 何の 序文なる を 詳 にせ 

ぬと 云った が、 今にして 思へば 茶 山が 詩集 後篇の 序文 

また  もち 

を 霞亭に 求めた こと は、 復疑 ふこと を須ゐ ない。 既に 

して 詩集 後編 は 発行 せられた。 其 奥 附には 「文政 六 年 

歳次 癸未 冬 十一 月 刻 成」 と 記して ある。 校閲 は 庚 辰に 

きけつ 

終り、 序文 は 辛 巳に 成り、 剞劂は 癸未に 終った。 その 

巿に 上った の は 恐く は 甲 申の 春で あらう。 茶 山 は 当時 

直に 一 部 を 蘭 軒に 寄せた のに、 其 書が 久しく 届かず 

にゐ たので ある。 

詩集の 事より して 外、 わたくし は 今一 っ此に 附記し 

て 置きたい。 それ は 茶 山の 病の 事で ある。 行状に 拠る 


に 茶 山 は 「嗝 噎」 を 病んで 残した。 当時 病牀に 侍した 

人の 記録 は、 一 として わたくしの 目に 触れぬ から、 わ 

たくし は 明確に 茶 山の 病名 を 指定す る こと は 出来ない。 

しかし 推す るに 茶 山 は 食道 癌 若く は 胃癌に 罹って 歿し 

たので あらう。 

わたくしの 附記して 置きた いのは、 茶 山の 病が 独り 

せう しょくく わん ようそく すな はち いは ゆる かくえ つ 

此消食 管の 壅 塞 即 所謂 嗝噎 のみではなかった と 云 

ふこと である。 わたくし は 上の 甲 申旺秋 後の 茶 山の 書 

牘を 引く に 当って、 其 全文 を 写し出した。 しかし 彼 書 

牘には 尚 傍註の 一句が あった。 そして それが 括弧 内に 

も 収め 難い ものであった。 茶 山 は 病める 鵬 斎に 焼 塩 を 


送らむ と 欲して、 その 病の 篤き を 聞いて 躊躇した。 「さ 

候へば 却而 邪魔 ものなる べし。」 此 「而」 の 字の 中の 縦 

線 一 一条が 右辺に，. 逸出 して ゐる。 茶 山 は 「而」 の 字より 

横に 一 線 を 劃して 一 句 を 註した。 「この 而 のか 様にな 

リ候 様に 引つ ける 也。」 乃ち 知る、 茶 山 は 上肢に 痙攣 

を 起す ことがあ つたので ある。 是は 恐く は 消 食 管 壅 塞 

の 病に 聯繫 した 徴候で はなから う。 恐く は 別の 病 証で 

あらう。 専門 臨床 家の 説が 叩きたい ものである。 

わたくし は 上に 此 年の 北 条霞亭 一 週 忌の 事 を 言った。 

江戸に 於て は 蘭 軒 や 柴山某 等が 巣 鴨 真性 寺の 墓 に詣 で、 

神 辺に 於て は 茶 山が 月下に 思 を 墓畔の 宿 草 に馳 せた。 


わたくし は 既に 甲 戌に 茶 山の 江戸に 入った こと を 言つ 

て、 其 留守居の 霞亭 なりし ことに 及んだ。 霞亭を 説く 

こと 一 たびで ある。 次に 辛 巳に 霞亭の 江戸に 入った こ 

と を 言った。 霞亭を 説く こと 二た びで ある。 次に 癸未 

に 霞亭の 歿した こと を 言った。 霞亭を 説く こと 三た び 

である。 今 其 一週 忌に 当って、 又 霞 亭の事 を 言 ふ。 即 

ち これ を 説く こと 四た びで ある。 そして 料らず も 其 一 

女の 名 を 発見す る こと を 得た。 

しかし 諸 友 はわた くしの ために 霞亭の 遺事 を 捜索し 

くわん いう 

て 未だ 己まない。 わたくし は 読者に 寛宥を 乞うて、 

しち 

下に 少しく 諸 友の 告 ぐる 所 を 追記し ようとお も ふ。 


その 百 六十 一 

わたくし は此年 文政 七 年の 北 条霞亭 一 週 忌の 事 を 言 

つた。 そして 新に 得た る 史料に 拠って、 霞亭の 遺事 を 

其 後に 追記し ようとお も ふ。 史料と は 何で あるか。 そ 

の 最も 重要なる もの は 第一 、 「北条 讓四郎 由緒 書」 であ 

る。 是は浜 野 知三郎 さんが 阿部 家 の 記録に 就いて 抄写 

して 示した。 次 は 第二、 「楝軒 詩集」 である。 是は福 田 

禄太郎 さんが 写して 贈った。 最後に 第三、 囊 里に 関す 

る 故旧の 談話で ある、 是も亦 浜 野 氏の 教 ふる 所で ある。 


霞 亭解褐 の 年 は、 わたくし は 岡 本花亭 の 尺牘 に 本づ 

いて 辛 巳と なした。 花 亭は壬 午 九月 四日に 「去年 福 山 

侯の 聘に 応じ 解褐 候」 と 云って ゐる。 

つまびら か 

しかし 花 亭の語 は 詳 でなかった。 由緒 書に 徴す 

るに、 「文政 二 卯 四月 十七 日 五 人 扶持 被 下 置、 折々 弘道 

館へ 出席 致 世話 候 様」 と 云って ある。 山陽の 「福 山 藩 

給 俸 五 口、 時 召 説 書」 と 書した のが 是 である。 花亭は 

解褐の 年即東 徒の 年と なして ゐ たが、 実は 解褐 の東徙 

さきだ 

に 先つ こと 二 年であった。 霞 亭は己 卯 四十 歳に して 

既に 阿部 家の 禄を 食んだ。 

次 は 霞亭東 命の 月日で ある。 わたくし は菅茶 山の 辛 


巳 五月 二十 六日の 書柬 に本づ い て、 霞 亭が此 年の 

春杪夏 初に 江戸に 入った ものと した。 

此 推測に は 大過 は 無かった。 由緒 書に 徴す るに、 「同 

(文政) 四 巳 四月 十三 日 御用 出府、 同年 六月 七日 暫御差 

留、 同日 丸 山 学問 所へ 罷出、 講釈 其 外 書生 取 立、 御 儒 

者と 申 合 候 様、 同月 十三 日 三十 人 扶持 被 下 置、 大目 附 

格 御 儒者 被 召 出、 同日 奥 詰 出府 之 所在 番」 と 云って あ 

る。 山陽の 「尋特 召 之 東 邸、 給 三十 口、 准大 監察」 と 

書した のが 是 である。 

按ずる に 四月 十三 日 は 藩の 東 役 を 命じた 日で あらう _ 

そして 六月 七日の 「暫御 差留」 が 入府 直後の 処置で は 


なから うか。 然 らば わたくしの 推定 は 大過 は 無かった 

と 云 ふ ものの、 猶詳 なること を 得なかった。 霞 亭の入 

府は 恐く は 六月の 初であった だら う。 夏 初ではなくて 

季 夏の 初であった だら う。 

霞 亭は夏 初に は猶備 後に ゐ たらしい。 わたくし は 

棟 軒 詩集に 拠って 此の 如くに 断ず る。 楝軒は 浅 川 氏、 

名 は 勝 周、 字 は 士楨、 通称 は 登 治 右衛門、 茶 山の 集 

に累 見せる 「浅 川」 である。 

楝軒 詩集 は五卷 ある。 其 卷四辛 巳の 詩 中に、 「送 霞 

亭北条 先生 応召 赴 東都」 の 七 律が ある。 そして 「特招 

元 有 光輝 在、 莫為啼 鵑思故 園」 は 其 七 八で ある。 此詩 


すゐ しゃう くわ  うのはな 

の 前に は 水晶 花 の 詩が ある。 水晶 花 は 卯 花で あらう。 

ほと.^ ぎす  せっぷつ 

卯 花と 云 ひ、 郭公と 云 ふ は、 皆 夏の 節 物で ある。 霞亭 

は 夏に 入って 猶福 山に ゐ たので ある。 

しかし 此 差は猶 小い。 わたくし は 別に 大いに 誤った 

ことがある。 それ は 霞亭が 東に 召された 時 初より 孥を 

ひ きゐ うつ 

将て 徒った となした 事で ある。 実は 霞亭は 初め 単身 

入府し、 尋で 一 旦帰 藩し、 更に 孥を将 て 東 徒した。 此 

事 は 夙く 浜 野 氏が 親く わたくしに 語った。 若し わたく 

しが 精し く 山陽の 文 を 読んだなら、 此の 如き 誤 をば な 

さなかった であらう。 山陽 は 「尋特 召 之 東 邸、 給 三十 

口、 准大 監察、 将孥東 徒、 居 丸 山 邸 舎」 と 書して ゐる。 


せつ 

東に 召す と 東に 徙 ると は 分明に ニ截 をな して ゐる。 わ 

たくしの 読む ことが 精し くなかった と 謂はなくて はな 

ら ない。 

由緒 書に 徴す るに、 「同年 (文政 四 年 辛 巳) 八月 九日 

江戸 引越」 と 云って ある。 

その 百 六十 一 一 

北 条霞亭 は 辛 巳の 歳に 東に 召された 時、 初 は 単身 入 

ど  ひ きゐ  う つ 

府し、 後 更に 學を将 て 徒った。 前の 江戸 行 は 四月 十 

三日に 命ぜられて、 六月の 初に 江戸に 著したら しい。 


後の 江戸 行 は 由緒 書に 「八月 九日 江戸 引越」 と 記して 

ある。 

所謂 江戸 引越 は 霞亭が 江戸に 留 つて ゐて、 妻 学を備 

後より 迎へ 取った のでな く、 霞亭は 自ら 住いて 妻 学 を 

迎 へたので ある。 其 明 証 は楝軒 詩集に ある。 

浅 川 楝軒は 初め 霞亭が 召されて 東に 之く 時、 上に 引 

いた 七 律 を 作って 其 行 を 送った。 尋で 秋に 入って から、 

詩 を 霞亭に 寄せた。 即ち 「奉 寄北条 先生」 の 七 律で、 

其 第二 句に 「秋気 満庭虫 乱 鳴」 と 云って ある。 霞亭が 

こまか 

妻 奴 子を迎 へに 備 後に 帰った 日、 細に 言へば 帰り 著い 

た 日 は 秋に 入った 後でなくて はならない。 


さて 霞亭が 再び 備後を 発する に 当って、 楝軒は 詩 一 一 

篇を賦 した。 一 は 七 古で、 「奉送 霞 亭北条 先生 携家赴 

東都 邸」 と 題し、 一 は 七 絶で、 「五日 木犀 舎 席上 別霞亭 

先生」 と 題して ある。 

霞亭の 自ら 備 後に 住って 妻 学を迎 へた こと は、 此ー 一 

篇の 存在が 既に これ を 証して ゐる。 しかし 啻に それの 

みで はない。 七 古の 中に 「来携 妻 学乍復 東」 の 句が あ 

る。 又 次の 年 壬 午の 「春 日 書 事、 次霞亭 先生 丸 山 雑 題 

韻 五 首」 の 七 律 第二 首が 「憶 昔両回 馬首 東」 を 以て 起 

つて ゐる。 霞 亭親迎 の 証拠 は 十分 だと 謂って 好から う。 

あきらか 

わたくし は 進んで 江戸 引越の 月日 を 明 にしたい。 


由緒 書に 「八月 九日 引越」 とい ふの は、 何の 日で あら 

うか。 棟 軒の 詩 題に 「五日 木犀 舎 席上 別霞亭 先生」 と 

云 ふの は、 何月 五日で あらう か。 

今 仮に 八月 九日 を 以て、 霞亭 一 家の 江戸に 著した 日 

だとす ると、 木犀 舎祖 筵の 五日 は 辛 巳 七月 五日で なく 

て はならない。 そして 彼 棟 軒が 霞亭に 寄せた 「秋気 満 

庭 虫 乱 鳴」 の 詩 は、 七月 朔 より 五日に 至る 間に 成って 

発送せられ たもので なくて はならない。 木犀 舎 は 山 岡 

氏の 家で、 今の 阿部 伯 の 家令 岡 田吉顕 さんの 姻家だ さ 

うで ある。 

只 此にー の 疑問が ある。 それ は 上の 「来携 妻 学乍復 


東」 の 詩の 題 下に、 「十月 五日」 の 細 註が 下して ある こ 

とで ある。 しかし 上の 仮定が 誤らぬ とすると、 十月 は 

霞 亭の備 後 を 去った 後と なる。 福 田 氏の 抄本 を 見る に、 

「十月」 の 傍に 「原書の まま」 と 註して ある。 按ずる 

に 福 田 氏 も亦此 「十」 字に 疑 を 挾 んでゐ るら しい。 

記して 此に 至った 時、 わたくし は 的 矢の 北条氏 所蔵 

の 霞 亭尺牘 一 篋を 借る こと を 得た。 思 ふに わたくし は 

今より これ を検 して、 他日 幾多の 訂正 をし なくて はな 

るまい。 わたくし は此 に先づ 一 の大 いなる 錯誤 を 匡し 

て 置く。 それ は 偶 篋 中より 抽き 出した 一 通が、 わた 

くし をして 囊里 新居の 壬 午の 歳に 成った こと を 思 はし 


むる 一 事で ある。 霞亭 は妻孥 と共に 一 たび 阿部 邸の 長 

屋に 入り、 居る こと 久しう して 後、 始て囊 里に 移った 

らしい。 囊 里の 詩 中 「移 居 入 秋 初」 の 句 は此に 由って 

始て 矛盾 を 免れる。 そして 八月 九日 は 必ずしも 霞亭ー 

家の 江戸に 著いた 日と はせられ ない。 木犀 舎祖 筵の 月 

は猶 疑を存 して 置かなくて はならない。 

わたくし は 姑く 此に囊 里の トポ グラフ イイ を 記し 

て 置く。 浜 野 氏の 故旧に 聞く 所に 拠れば、 霞 亭が囊 里 

の 家 は 今の 本 郷区駒 込 西 片町十 番地 「ろ 部、 柳 町の 坂 

まへ あたり 

を 上りた る 所、 中 川 謙次郎 氏の 居所の 前 辺より 左に 

ふくろ まち 

入りた る」 袋 町であった さう である。 


その 百 六十 三 

此年 文政 七 年の 冬に 入って より、 蘭 軒 は 十月 十三 曰 

ほん ざう き やう /\ えん 

に 本草 経竟宴 の 詩を賦 した。 竟 宴に は 宿題が あって、 

くわん とう  かんさい 

蘭 軒 は 欽冬を 詠 じた。 其 七 絶 は※ 斎 〔# 「くさかん む 

リ\ 姦」、 7 巻- 321- 上る U 詩集に 見えて ゐ るが、 此には 省 

蘭 軒が 講じた 本草 経と はいかなる 書か。 是は 頗るむ 

づ かしい 問題で ある。 支那の 文献 を 論ずる ことが、 特 

かた  しばく 

にわた くしの 難ん ずる 所なる は、 既に 数 云った 如く 


であるが、 此 問題の 難いの は 独り わたくしの 知識の 足 

ら ざるが ために 難いば かりで はない。 

ま 

本草 経 の 所謂 神 農 本草 経 である こと は 論を須 たない。 

しかし 当時 此 名の 下に 行 はれて ゐて 信頼すべき 書は存 

在して ゐ なかった。 是 故に 上の 問題 を 反復して、 「蘭 

軒が 講じた 神 農 本草 経と はいかなる 本 か」 と 云 ふに 至 

つて、 わたくしの 以て 難しと する 所 は始て 明になる の 

である。 

本草の 書の 始て 成った の は、 その 何れの 時なる を 知 

ら ない。 漢書 は藝文 志に 本草 を 載せず して、 只 平帝紀 

ちゃうく わ くわ だ 

に 其 名が 見えて ゐる。 前人 は 本草の 著 録は張 華華柁 


の 輩の 手に 出で たで あらう と 云って ゐる。 隋書 以下の 

志が 方に 纔に 本草 経 を 載せて ゐる。 その 神 農の 名 を 

冠す る は猶内 経に 黄 帝の 名 を 冠す るが ごとくで ある。 

神 農 本草 経に は三卷 説と 四 巻 説と が ある。 そして 四 

巻 説が 正しい らしい。 即ち 上中下と 序録 一巻と が あつ 

たと 云 ふので ある。 

既にして 後人が 交 起って これ を 増益した。 そして 

原文と 諸家の 文と が 混淆した。 多紀 il 庭 は 「爾後 転輾 

附益非 一 、 而旧経 之 文、 竟 併合 于 諸家 書中、 無 復専本 

せん ほん 

之 能伝于 後矣」 と 云って ゐる。 即ち 専 本が 亡びた ので 

ある。 


諸家の 増益 は 端 を 梁の 武 帝の 時に 成った 陶 隠居の 集 

註に 発き、 次で 唐の 高宗 の顕慶 中に 蘇 敬の 新修 本草が 

成った。 又 唐本 草と も 云 ふ。 是は七 世紀の 書で ある。 

たう しんび  しょうる ゐ ほん ざう 

次に 宋の 宣宗 の元祐 中に 唐 慎微の 撰んだ 証 類本 草 

が ある。 是は十 一 世紀の 書で ある。 

次に 徽宗の 大観 一 一年に 艾晟の 序した 大観 本草が ある- 

又 大全 本草と も 云 ふ。 是が 十二 世紀の 書で ある。 

次に 南宋 神宗 の嘉泰 中に 成った 重修 本草が ある。 

是が 十三 世紀の 書で ある。 

且此 等の 書 は 一 も 原形 を 保存す る こと を 得ず して、 

唐の 書は宋 人に 刪改 せられ、 北 宋の書 は 南宋 人に、 南 


宋の書 は 金 元 明 人に 改刪 せられた。 

明 の 万 暦 丙午に 至 つ て 李 時 珍 の 本草 綱目が 成った。 

是が 十七 世紀の 書で ある。 

凡そ 此 等の 書の 中には、 初め 古 の 本草 経が 包含せ 

ら れてゐ た。 しかし 其 一部分 は妄に 刪ら れて 亡びた。 

唯 他の 一 部分が 蕙 蘭の 雑草 中に 存 ずるが 如くに 存じて 

ゐる。 そして 其 前後の 次第 さへ 転倒 せられて ゐる。 

此 混淆 糅雑は 固より 歴代の 学者が 意識して 敢て 為し 

たので は 無い。 故に 右の 諸 書に は 初め 朱墨の 文が 分つ 

て あり、 後 尚 白墨の 文が 分って あった。 惜 むらく は 其 

赤黒と 白黒と が 互に 錯誤 を 来して、 復辨 ずべ からざる 


に 至った ので ある。 

然るに 唐 以前の 本草の 旧を存 ぜんと 欲し、 乃至 唐以 

前の 本草の 旧に 復 せんと 欲した もの も 亦 絶無で はない。 

わたくしの 談は此 より 古本 草 復活の 問題に 入る ので あ 

る。 

その 百 六十 四 

此年 文政 七 年 十月 十三 日に 蘭 軒 は 本草 経竟 宴の 詩 を 

賦 した。 わたくし は その 講ずる 所の 本草 経の いかなる 

き は  いにしへ 

書なる か を 究めむ と 欲して、 先づ 古 の 本草 経の 


またせん ぼん 

復専本 を 存ぜざ る こと を 言 つた。 それ は 原文が 後人 補 

益の 文と 交錯して 辨 別し 難き に 至った ので ある。 

専本は 既に 亡びた。 しかし 猶唐 以前の 旧 を存ぜ むと 

欲し、 又 唐 以前の 旧に 復せ むと 欲する もの は、 往々 に 

して 有った。 

先 づ宋の 大宗の 太平 興国 八 年に 成った 太平 御覧に 本 

草 経の 文 を 引く ものが 頗 多い。 是は十 世紀の 書で、 

蘇 敬 以後の 文は此 中に 夾 雑して 居らぬ ので ある。 御覧 

に は 由来 善悪 本が ある。 曾て 北宋槧 本に 就いて 本草 経 

の 文 を 抄出し、 「神 農 本草 経」 と 題した もの 一 巻が ある。 

躋寿館 医籍 備考 本草 類の 首に 収めて ある ものが 是 であ 


る。 

しかし 此 所謂 神 農 本草 経 は 完本で は 無い。 引用文 を 

補綴した ものに 過ぎない。 

次に 明の 慮不 遠が 医 種子 中に 収めた 「神 農 本草 経 一 

巻」 が ある。 此書は 我 邦に 於ても、 寛 保 三年と 寛 政 十 

一 年と に飜 刻せられ た。 しかし 慮 は最晚 出の 李 氏 本草 

綱目 中より 白 字 を 摘出した るに 過ぎない。 

次に 清の 嘉慶 中に 孫 伯 衍及鳳 卿の 輯校 する 所の 「神 

農 本草 経」 が ある。 是は唐 氏 証 類本 草に 溯って ゐる。 

しかし 編 次 剪裁の 杜撰 を 免れな い。 

凡そ 古本 草 経に 就いて 存旧 若く は 復旧 を 試た もの は 


以上 数 種の 外に 出で ない。 それ 故 わたくし は 蘭 軒が 何 

れの書 を 講じ たかを 究めむ と 欲して、 大いに 推定の 困 

難 を 感ずる。 蘭 軒の 講ずべき 書を此 中に 求めむ こと は、 

殆ど 不可 得で ある。 

わたくし は 敢て此 に 大胆なる 断案 を 下さう とお も ふ。 

それ はかう である。 

蘭 軒の 講じた 神 農 本草 経 は 既成の 書で は 無い。 諸 友 

人 諸 門人と 倶に 北宋本 太平 御覧、 我国 伝 ふる 所の 千金 

方、 医 心 方 等に 就いて、 その 引く 所の 文 を 摘出し、 自 

ら古 本草 経の ル コンスト リュ クシ ヨン を 試た。 講ずる 

所の 本草 経は此 未定稿 本で ある。 


わたくし は 当時の 稿本の いかなる もので あつたか を 

想像して、 略 後に 森枳 園の 著した 「神 農 本草 経」 に 似 

たもので あった だら うとお も ふ。 是は枳 園 著作の 功 を 

狭めよう とする ので は 無い。 宋本 御覧 や、 千金 方 や、 

医 心 方 や、 其 中に 存 ずる 所の 古本 草 経の 遺文 は 学者の 

共有に 属する。 問題 はいかに これ を 編 次して 唐 以前の 

体裁に 近づかし むる かに 存 ずる。 蘭 軒 は 或は 多く 此に 

力 を 費さなかった かも 知れない。 わたくし は 嘉永七 年 

に 成った 枳園 本の 体裁が、 全く 枳園 自家の 労作に 出で 

たと 云 ふこと に は、 敢て 恣 に 異議 を 挾 まう と は 

しない。 


わたくし は 只※ 斎 〔# 「くさかんむり \ 姦」、 7 巻- 324- 

上^〕 詩集に 見えて ゐる 本草 経が 或は 枳 園の 本草 経に 

似た 未定稿 本であった ので はなから うかと 云 ふの みで 

ある。 わたくし は 蘭 軒が 慮 氏 孫 氏 等の 本 を 取って 講じ 

たと は 信じ 難いが ために、 推理の 階級 を 歴て此 断案に 

到 著した ので ある。 

その 百 六十 五 

此年 文政 七 年の 十二月に は 二つの 記すべき 事が ある。 

まさ やす 

一 は 蘭 軒の 主家に 於て 儲 君 阿部 寛 三 郎正寧 の 叙位 任官 


の 慶 があった ことで ある。 事 は 次年 歳 首の 詩の 註に 

見えて ゐる。 阿部 家に 此慶 のあった ことと、 彼弘 安本 

古文 孝経の 刻 成せられ たこと と は、 蘭 軒の 重要視す る 

所であった ので、 其 詩に も 入った ので あらう。 詩 註に 

云く。 「客 歳 十二月 十六 日。 世子 叙 従 五位 下。 任 朝 散 

大夫。 公 旧蔵 弘安鈔 本 古文 孝経 孔伝。 客 歳 命ェ摹 刻。 

故 詩 中 及 之。」 今一 つ は 二十 三日に 蘭 軒が 医術 申 合 会 

頭た る 故 を 以て、 例年の 賞 を 受けた ことで ある。 勤 向 

覚書の 文 は 略す る。 

※ 〔# 「くさかんむり \ 姦」、 7 巻- 324- 下 斎 詩集に は 

此 年の 冬 詩 四 首が ある。 其 最初なる ものが 上に 云った 


本草 経竟 宴の 詩で、 最後なる ものが 「歳晩 書 懐」 の 絶 

句で ある。 「貧富 人間 何 互嗤。 不知 畢竟 属児 嬉。 春風 

一 促紙鳶 去。 落地 凌霄彼 一 時。」 中間に 「自 笑」 と 題す 

る 一 絶 一 律が ある。 並に 皆 貧に 安んじ 分 を 守って、 流 

ほ 力 

俗の 外に 超 出す る こと、 歳晩の 詩と 相 類して ゐる。 わ 

たくし は 四十 八 歳の 蘭 軒の 襟懐 を 示さむ がた めに、 此 

に 両篇を 採録す る。 七 絶。 「詩句 未 嘗得好 音。 棄囊常 

是絶微 金。 村 醪 独酌 醺然 後。 嶽々 亢顔論 古今。」 七 律。 

「生来 未 歩 是非 関。 身 在 世途 如 在 山。 心 淡 時随茶 讁 後。 

量 微猶混 酒徒 間。 緯紗冬 夜談経 坐。 杜曲 春風 買 笑 還。 

誇 道 我 元無特 操。 優游已 到鬂毛 斑。」 


菅氏 では 茶 山が 此年 七十 七 歳に なった。 頼 山陽が 母 

梅，. 颸を 奉じて 来り 宿した のが 十月 十五 日で、 中の 亥の 

日に 当って ゐた。 「繊糕 祭亥巿 童暄。 只 祝 郷隣産 育繁。 

恰有潘 郎陪母 至。 問 来 独 樹老夫 村。」 茶 山が 山陽の 

ふしゅくく わんき やう じう 

父叔完 疆柔の 三人 を 品 題した のも此 年で ある。 「兄 

弟 三人 並 風流。 ニ随鶯 遷ー鷗 侶。 春 水 春 草扁各 居。 最 

留春 事属誰 所。 衙前 楊柳 路傍 花。 寅 入 酉 退奈厳 何。 興 

来 行楽 倦 則睡。 長留 春風 在 君 家。 伯是儒 宗叔循 吏。 所 

得 終 孰 与 仲 多。」 山陽が 「他日 有人 為三 翁 立 伝、 当収先 

生此 詩於賛 中、 以為 断案」 と 云って ゐる。 歳晩の 茶 山 

すゐ はい 

の 詩に は 絶て 衰憊の 態が 無かった。 「迎春 不必凋 年感、 


且喜椒 盤 対 俊髦。 」 

蘭 軒 は 上に 云った 如く 此年 四十 八 歳であった。 妻 益 

四十 二 歳、 子女 は榛軒 二十 一歳、 常三郎 二十歳、 柏 軒 

十五 歳、 長 十 一 歳で ある。 

文政 八 年 「乙 酉 元日」 は 立春 後 十四日であった。 蘭 

軒の 律詩に は 阿部 家 世子の 慶事と 孝経 刻 成の 事と が 頷 

聯に 用ゐて ある。 「春 入 千 門松 竹 青。 尤忻麗 日照 窓櫺。 

儲 君 初拝顕 官位。 盛事 新 雕旧聖 経。 魚 上 氷 時 憑 檻 看。 

鳥遷喬 処把觴 聴。 優 游常在 恩 光 裏。 不歎徒 添 犬馬 齢。」 

茶 山に は 元日 二日の 五 律 各 一首が ある。 備後は 年の 初 

が 雪 後であった。 「午 道 氷 消潦」 の 句が あり、 又 「残雪 


水 鳴 紅」 の 句が ある。 

九日の 例年 「草堂 集」 に は、 蘭 軒が 「偏 喜 青年 人 進 

学、 休嗤白 首自忘 愚」 の聯を 作った。 自註に 「近日 同 

社 少年 輩 学業 頗進、 故 詩 中 及 之」 と 云って ある。 

十九 日 は 春 社であった。 蘭 軒の 詩に 「小 吹 今年 新 

附 一 、 童 孫 鳴 得 口 琴 児」 の 句が ある。 わたくし は 初め 

榛 軒が 己に 娶り已 に 子 を 挙げて ゐ たかを 疑った が、 こ 

ぁづか 

れは 一 家の 事に 与らぬ らしい。 

その 百 六十 六 


此年 文政 八 年 三月 十三 日に 蘭 軒 は 上野 不忍 池に 詩 会 

を 催した。 ※ 〔# 「くさかんむり \ 姦」、 7巻-326-上^-〕 斎 

詩集に 此 時に 成った 七 絶 五 首が ある。 其 引 はかう であ 

る。 「三月 十三 日。 与 余 語 天 錫、 森 立 夫、 岡 西 君瑤、 高 

橋 静覧、 横 田 万年 叔宗 橘、 酒 井 安清、 多良辨 夫、 及 二 

児 厚 重、 同集篠 池静宜 亭。」 詩 は 此に総 叙の 如き 初の 一 

首 を 取る。 「阻 風妨 雨過芳 辰。 況復世 紛纏此 身。 今日 

忽遭吟 伴 9r 小 西 湖上 問 残 春。」 

不忍 池の 詩 会に 列した 人々 は 皆 少年ら しく 思 はれる。 

蘭 軒 は 二 児榛軒 厚、 柏 軒 重 を 除く 外、 ー悉 く 字を以 

て 称して ゐる。 その 人物の 明白なる もの は 森 立 之、 字 


リっふ  とくえい  くんえ う 

は 立 夫、 岡 西 徳瑛、 字 は 君瑤の 二人に 過ぎない。 立 之 

は 通称 養 竹、 徳瑛は 通称 玄亭 で、 皆 門人 録に 見えて ゐ 

る。 

余 語 氏 は 此年甲 申の 武鑑に、 「余 語 古 庵、 寄 合 御 医師、 

五百石、 本 郷御弓 町」 の 一 人が 見えて ゐる のみで ある。 

此 より 後の 武鑑に は 同名、 同禄、 同 住所の 人が 奥 詰 医 

師 となり、 奥 医師と なって ゐる。 わたくし は此 家の 系 

てんせき  あざな  つまびら か 

譜 伝記 を 見ぬ ので、 天 錫の 誰の 字なる を 詳 にしな 

レ 

弟 潤三郎 はこれ を 読んで、 駒 込 竜 光寺に 余 語 氏の t 土 

域の ある こと を 報じて くれた。 弟 は 第一 「法眼 古 庵 余 


語 先生 墓、 元禄 八 乙 亥年 三月 十九 日卒、 孝子 元 善 建、」 

第二 「現 寿 堂 法眼 瑞善 先生 余 語 君 墓、 享保 二十 年 七月 

十五 日卒、 年 七十 二 歳、」 第三 「天 寧 斎 余 語 古 庵 先生 墓、 

安永 七 年 八月 二十 二日 卒、 七十 歳、」 第 四 「拙存 斎、 文 

化 十一 年 四月 四日 卒去、 六十 二 歳、」 第五 「蔵 修斎前 侍 

医瑞典 法眼 余 語 君 墓、 嘉永元 戊 申 四月 十日」 の 五 墓 を 

見た。 そして 天 錫 は 或は 瑞典 かと 云って ゐる。 弟の 書 

に は 竜 光寺 境内の 図が あって、 余 語の 塋域は 群 墓の 中 

央 にある。 わたくしの 曾て 訪 うた 安井 息 軒の 冢子 朝隆 

と 其 妻との 墓の 辺で ある。 程近い 寺 だから、 直に 住つ 

て 観た。 余 語 氏の 諸 墓 は 果して 安井 夫妻の 墓の 隣に あ 


つた。 しかし 今存 して ゐる もの は 第 四 第五の 二 石の み 

で、 第 四に は 「拙 存斎余 吾良 仙瑞成 先生 墓」 と 題して 

ある。 第 一 第一 一 第三の 三 石 は 既に 除き 去られた ので あ 

しばら 

らう。 天 錫の 事 は 姑く 弟の 説に 従って 置く。 

高 橋 静覧も 亦 不詳で ある。 門人 録に 「高 橋 宗朔、 宗 

春 門人、 岩 城 平」 と 「高 橋 玄貞、 弘前」 との 二人が あ 

る。 宗春は 同書に 「横 田 宗禎、 宗春 子」 と あるより 推 

すに、 或は 横田宗 春で あらう か。 按ずる に静覧 は宗朔 

あざな 

若く は 玄貞の 字 ではなから うか。 

「横 田 万年 叔宗 橘」 の 文 は 句読に 疑が ある。 「万年 之 

叔宗 橘」 一 人 か、 又 「万年 及 其叔宗 橘」 か 決し 難い。 


門人 録には 「横 田宗 橘、 高 通 健、 通渓 早死に 付 跡目」 

と あり、 又 通渓は 「高 通渓、 横 田宗禎 弟、 亀 山」 と あ 

る。 わたくし は此に 門人 録の 原文 を 引く に 止めて 置く。 

此 簡約の 語に 由って 一 の 断案 を 下さむ こと は、 余に 危 

険 だからで ある。 

酒 井 安清 は 全く 他 書に は 見えない。 門人 録はー の 酒 

井 氏 を も 載せな 

たら べん ふ  あざな 

多 良 辨夫は 或は 敬徳の 字で あらう。 門人 録に 「多 

多 良 敬徳、 後 文 達、 江戸」 と 記して ある。 

夏に 入って、 四月 十三 日に 蘭 軒が 再び 静宜亭 に 詩 会 

を 催したら しい。 「山 斎 牡丹、 四月 十三 日 静宜亭 宿題」 


の 七 絶 一首が ある。 其 次に 「夏 意、 席上 分 韻」 の 七 律 

一 首が ある。 席上と は 四月 十三 日の 席上で あらう。 

五月 十三 日に は 三た び 静宜亭 に 会したら しい。 「栽 

竹、 五月 十三 日 静宜亭 宿題」 の 五 律 二 首、 「関 帝 図、 同 

上」 の 七 絶 一 首、 「晨 起、 席上 分 韻」 の 七 絶 二 首が ある。 

六月 十三 日に は 四た び 静宜亭 に 会したら しい。 r 老 

婦歎 鏡、 六月 十三 日 静宜亭 宿題」 「打 魚、 同上」 「観 蓮、 

さんさい のぼたん 

同上」 の 七 絶 各 一首が ある。 山 斎 牡丹 以下 十 首の 詩 は 

省く。 

十四日に は 程近き 長 泉 寺に 遊んだ。 「六月 十四日、 

長 泉 寺 避暑、 寺 在 丸 山、 往昔 元禄 中、 隠士 戸田 茂睡、 


老居此 地、 園植梨 数十 株、 今 有 梨 坂。 梨花 坂 北 有 松 門 _ 

涼 籟吹衣 到 祇園。 清浄 心 他山 翠色。 安 禅 坐是石 苔痕。 

幽禽境 静猶親 客。 炎 日 樹喬不 入 軒。 方識 昔時 高尚 士。 

卜隣此 地避麈 暄。」 

晦 に は 墨 田 川に 遊んだ。 「六月 晦日 墨水即 事」 の 

七 絶が ある。 詩 は 省く。 以上 夏の 詩 十七 首 中、 わたく 

し は 二 首 を 取った。 別に 「即 事」 一 、 「題画」 二の 七 絶 

があって、 並に 製作の 日 を 載せない。 

秋に 入って、 蘭 軒 は 七月 七日に 友 を 家に 会した。 「七 

夕 小 集」 の 七 絶に 「茅 亭亦有 諸彦 会」 の 句が ある。 

八月 十三 日に 蘭 軒 は 五た び 静宜亭 に 会したら しい。 


「友人 園 中 巌桂頗 多、 因 乞 一 株、 八月 十三 日 静宜亭 宿 

題、」 「観 濤、 同上、」 「村 醸 新 熟、 静宜亭 席上」 の 七 絶、 

七 律、 五 律 各 一 が ある。 詩 は 省く。 

その 百 六十 七 

此年 文政 八 年 八月 十五 日に 蘭 軒 は 「中秋 新晴」 の 詩 

を 作った。 「連日 関心 風雨 声。 今宵 忽漫報 新晴。 満園 

露 気 秋 蕭灑。 月 自桂叢 香 裏 生。」 按ずる に 桂と は巌桂 

を 謂 ふので あらう。 二日 前の 静宜亭 の 会に、 友人が 多 

く 巌桂を 栽 ゑて ゐ るので、 其 一 株 を 乞うた と 云 ふ 宿題 


が 出で てゐ た。 わたくし は 此詩を 見て、 彼 題の 蘭 軒の 

出した ものなる を 知り、 又 彼 会の 蘭 軒の 主催に 係る こ 

と を 知る。 来会者に 蘭 軒の 門人 多き 所以で ある。 巌桂 

は 木犀で ある。 蘭 軒は此 中秋に 新に 移植した 木犀の 

木 間の 月 を 賞した ので ある。 

此 中秋 は 備後も 亦新晴 であった。 菅茶 山の 五 古の 引 

はかう である。 「乙 酉 中秋。 霖 後月 殊佳。 数日 前 湯 正 

平至自 江戸。 説蠣崎 公子 在 病蓐。 因賦寄 問。 且告 近況- 

たうせ い へ い なに ひと 

兼 呈花亭 月 堂 一 一 君。」 湯 正 平 は 何人なる を 知らぬ が、 新 

に 神 辺に 来て、 蠣崎波 響の 江戸に 病んで ゐる こと を告 

げた。 波 響 五十 五 歳の 時で ある。 茶 山 は 波 響と 岡 本 花 


亭、 田 内 月 堂の 二人と に 寄 示せむ がた めに 詩 を 作った 

ので ある。 

八月の 初に 備後は 淫雨であった。 「比 来頻苦 雨、 不 

望 半 秋晴。」 十四日に も 雨が 劇しかった が、 午後に 至つ 

て 忽ち 晴れた。 「昨朝 勢 逾猛。 半日 屋建※ 〔# 「令+ 瓦」、 

7 巻- 329- 下 秋 鳩忽数 語。 返照 射 前 楹。」 其 夜 は 北 

風が 雲 を 駆って 奔 らしめ、 明月が 雲の 絶 間に 見えた。 

「昨夜 風自 北。 月 拆走雲 行。 時 当 雲 断処。 光彩 一 倍 

生。」 かくて 十五夜に 至る と、 天 は 全く 晴れて、 些の 

くちり 

翳の 月の 面輪 を 掠む る もの だに 無かった ので、 茶 山 

めぐ  もて あそ 

は 夜もすがら 池を繞 つて 月 を 翫 んだ。 「今夜 無繊 翳。 


不 覩星漢 横。 興 来繞池 歩。 月 在 水心 停。」 

さま 

茶 山 は 花 亭月堂 等が 江戸に あ つて 同じ 月 を 賞す る 状 

を 思 ひ 遣った。 「不知 東 関 外。 得否此 晶瑩。 携酒誰 家 

楼。 泊 舟 何処 汀。 如 見歓笑 態。 宛 聞諷詠 声。」 そして 

病後の 波 響 を憫ん だ。 「近 伝 張 公子。 臥 病 坐 環屛。 新 

起雖怯 冷。 或 能 倚 窓櫺。 憶昔椋 湖泛。 緇素 会 同盟。 如 

今 独 君 在。 余 子尽墳 茔。 孤尊稱 砕璧。 能 不動 旧 情。」 

椋湖は 巨椋の 池で あらう。 茶 山が 波 響と 小 倉 附近に 

遊んだ の は、 恐く は 二人が 始て 京都に 於て 交 を訂し 

た 寛 政 初年の 秋であった だら う。 同じく 舟を椋 湖に 泛 

ベた 緇素と は 誰々 か。 わたくし は 茶 山 集の 初 編 を披ぃ 


て検 した。 寛 政 六 年 甲 寅の 中秋に、 七 絶 三 首が あって、 

引に 「中秋 与 六 如上 人、 蠣崎 公子、 伴 嵩 躍、 橘 恵 風、 

さき 

大原雲 卿、 同 泛舟椋 湖」 と 云って ある。 前に わたくし 

は 壬 午 「憶 昔 三 章」 の 詩 中 「十 一 年後 忽此 歓」 の 句よ 

リ 推して、 波 響 茶 山の 交 を 寛 政 五 年に 始まる となした 

が、 実は 六 年であった。 甲子の 再会 は 十一 年後で はな 

くて、 実は 十 年後であった。 

同 遊 六 人の 僧俗 中先づ 死んだ の は 六 如で ある。 享和 

元年 三月 十日に 寂した から、 二十 四 年 前で ある。 次 は 

所謂 橘 恵 風で ある。 宫川 春暉、 字 は 恵 風、 橘 姓、 南谿 

と 号した。 残 日 文化 二 年 四月 十日 は 二十 年 前で ある。 


次 は 文化 三年 七月 二十 六日に 歿した 伴蒿践 で、 十九 年 

前で ある。 次 は 同 七 年 五月 十八 日に 残した 大原呑 響 

で、 十五 年 前で ある。 「如 今 独 君 在、 余 子尽墳 塋。」 

以上 記し 畢 つた 後、 寛 政 甲 寅の 遊に は猶 二人の 同行 

ベ いしこ  しょうまう しふ 

者が あった こと を 知り 得た。 即ち 米 子 虎、 松孟 執で 

ある。 事 は 文政 戊 寅の 詩 引 及 己 卯の 詩 註に 見えて ゐる。 

是は 上田 芳 一 郎 さんの 示教に 由って 覆検 した。 

その 百 六十 八 

此年乙 酉の 八月 十三 日 上野 不忍 池の 上 なる 静宜亭 


に 催された 例会の 席上の 作と、 中秋の 作との 中間に、 

※斎 〔# 「くさかんむり \ 姦」、 7 巻- 330- 下. TU 詩集 は 「送 

森 島 敦卿還 福 山」 の 七 絶 一首 を 載せて ゐる。 敦 卿の 下 

に 樸忠と 註して ある。 森 島 樸忠、 字は敦 卿で ある。 

た- V  ま：.， 

わたくし は 浜 野 知三郎 さんに 質して、 略此 人の 事 を 

つまびら か 

詳 にす る こと を 得た。 森 島 氏 は樸忠 五世の 祖 

ちゅうしゃう 

忠 上の 時 阿部正次に 仕へ た。 忠上は 延宝八 年に 歿し 

た。 高祖 を 忠久と 曰 ふ。 元禄 十七 年に 残した。 曾祖を 

忠 好と 曰 ふ。 享保八 年に 残した。 祖父 を忠 州と 日 ふ。 

明 和 五 年に 致仕した。 父を忠 寛と 曰 ふ。 寛 政 七 年に 致 

リ つてき 

仕した。 樸 忠は忠 寛の 二子に して 立 嫡の命 を 受けた。 


時に 寛 政 三年 十一月 二十 七日であった。 以上 は 由緒 書 

に 拠る。 

樸忠の 年齢に は 疑が ある。 樸忠の 孫 鶴 岡 耕 雨さん の 

記す る 所を検 する に、 残 日 を 「弘化 二 午 歳 七月 十日」 

と 云って ある。 弘化ニ 年 乙 巳と すべき か、 弘化 三年 丙 

しばら 

午と すべき かに 惑 ふ。 姑く 丙午 を 正しい とする。 さ 

て 歿する 時 樸忠は 年 七十 一 であった と 云 ふ。 

しち 

此 前提より 由緒 書 を 看る とき は、 下の 樸忠の 履歴が 

成り立つ。 樸忠、 字は敦 卿、 通称 は 金十郎 である。 安 

永 五 年に 生れ、 寛 政 三年 十六 歳に して 父忠 寛の 嫡子に 

せられ、 七 年に 二十歳に して 「跡 式 二百 三十 石 広間 番」 


を 拝した。 此 より 後 樸忠は 下の 諸 職 を 命ぜられた。 

「享保 元年 使番。 三年 兼 火事場 目附。 文化 二 年 大目 附 

箱掛。 五 年 仕置 定式 掛。 普請 掛、 除銀納 方掛。 七年韓 

使 来聘時 公儀 役人 通行 用掛。 八 年 者 頭 席。 九年宮 造営 

掛。 十 年 郡 奉行、 兼 寺社 奉行、 兼 大目 附、 兼 収納 方吟 

味掛、 兼宮 用掛、 兼 箱掛。 十 一 年 郡 中大割 吟味 掛、 兼 

町奉行。 十三 年 免 大目 附。 文政 元年 番頭。 五 年 用人 格、 

用人。」 

樸忠は 用人と して 文政 七 年 七月 二十 七日に 「江戸 在 

番」 を仰附 けられ、 十月 五日に 「当暮 若殿 様 御 叙爵に 

まさ やす 

付 御用 掛」 にせられた。 若殿 は 寛 三郎正 寧で ある。 十 


二月 廿 二日 「右 御用 掛無滞 相 勤 候に 付 銀 二 枚 御酒 御 吸 

物 被 下 置、」 同日 「若殿 様へ 干 鯛 一 折 奉 指 上、」 東 役の 

を は  まさ 

任務が 畢 つた。 そこで 八 年 乙 酉 中秋 前後に、 蘭 軒は将 

に 福 山に 還らむ とする 樸忠 がた めに 詩を賦 したので あ 

る。 

蘭 軒の 詩に 云く。 「金言 為 贈 非 吾 事。 彩 筆 壮行 別 有 

人。 偏 想 君経榛 海路。 荻花楓 葉月 明 新。」 此時 樸忠は 

正に 四十 歳であった。 

八月 二十 七日の 由緒 書の 文に、 「帰郷 之 御 目 見 御意 

拝領 物」 と 云って ある。 樸忠は 秋のう ちに 福 山に 帰つ 

たこと であらう。 


福 山に 帰った 後、 樸忠は 「城番 席」 を 勤めて ゐて、 

天 保 八 年 十月 十三 日に 六十 二 歳に して 致仕し、 新 五郎 

忠 同が 家 を 継いだ。 しかし 忠同は 十 年 三月 廿 九日に 父 

さきだ 

に 先って 歿した。 鶴 岡 氏の 記す る 所に 従へば、 樸忠 

わがき やう  よし しづ 

は 我郷の 大国 隆正、 福 羽 美静と 相識って ゐ たと 云 ふ。 

》 〔# 「くさかんむり \ 姦」、 7 巻- 332- 上 „9U 斎 詩集の 此 

秋の 詩 は 凡て 十 一 首 ある。 七夕 一 、 八月 十三 日 静宜亭 

集 宿題 巌桂、 観濤 二、 同席 上 村 醸 新 熟 一、 中秋 一、 

送敦卿 一、 以上 六 首の 末に、 「遊 仙 曲」 一首、 九月 二十 

三日 静宜亭 集の 詩 四 首が ある。 此四首 は 宿題 「塞 下 曲」 

一、 「貴人 郊荘菊 叢 盛 開、 就 偸 一 賞」 二、 席上 「鳴 鹿」 


一 である。 静宜亭 の 詩 会 は此年 四月に 始まって 九月に 

終った。 

その 百 六十 九 

此年 文政 八 年の 秋に は、 蘭 軒の 家に 猶 一 事の 記念す 

べき ものが あった。 それ は吉野 山の 桜 を 園内に 移し 植 

ゑた ことで ある。 蘭 軒の 識る 人に 斎 藤 某と 云 ふ ものが 

あった。 桜 は 本此斎 藤氏の 園 中の 木であった。 蘭 軒 は 

それ を 乞 ひ 得て 移し 植ゑ たので ある。 事 は 次年に 作つ 

た 長 古 「芳桜 歌」 と 其 小引と に 載せて ある。 惜 むらく 


は 其 移植の 月日が 記して ない。 

初め 小さい 桜の 木の 苗 を吉野 山から 齎し 帰って、 こ 

れを 江戸の 邸宅の 園内に 植ゑ たの は、 斎 藤氏の 家の 旧 

主人で ある。 丙 戌より 五十 年 前 だと 云へば、 安永 中の 

事でなくて はならない。 「斎 藤氏 園。 有 一 桜樹。 云 旧 

主人 得 寸株於 芳野而 所 栽。 五十 年 於^。 殆已 合抱。 去 

秋 余 懇切 乞 之。 遂移園 中。」 是が 引の 云 ふ 所で ある。 

五十 年の 星霜 を閲 した 「合抱」 の 木であった から、 

これ を 移す の は 容易な 事ではなかった だら う。 蘭 軒の 

懇望の いかに 切なり しか は、 歌に 「蜀望 荊 州 方 可 想、 

秦求趙 璧亦斯 情」 と 云 ふ を 以て 知られる。 蘭 軒 は 初め 


言 ふこと を 憚った が、 遂に 意 を 決して 乞うた。 「言 偏 

思 巧 未開 口。 策已将 運猶畜 胸。 忽把破 瓶 迸 水勢。 断然 

切 乞 意 方 剛。」 斎 藤 某 は 蘭 軒の 脚疾 ある を 憐んで これ 

を 許した。 「主人 清淡且 仁慈。 莞笑頷 之不敢 辞。 徐説 

愛花 吾 似 子。 但吾 健歩 子 其痿。 満城 花柳 春 如 錦。 子 欲 

行 遊 何 得 為。 割愛 自今 付与 子。 灌培 莫懈期 花時。」 

わたくし は 苗木 を吉 野より 齎し 帰った 風流の 旧主人 

の 其 氏 を だに 伝へ ず、 又 已に長 じた 木 を 蘭 軒に 贈った 

「清 淡且 仁慈」 なる 斎 藤氏の 其 名字 を 留めざる を憾 む。 

浜 野 氏の 故老に 聞く 所に 拠れば、 蘭 軒の 家の 東 隣 は 斎 

藤 貞兵衛 と 云 ふ 士の住 ひで あつたと 云 ふ。 或は 其 人で 


はなから うか。 按ずる に 伊沢 氏の 園内に は 初より 桜が 

多かった。 此吉野 桜 は 其 中に 植ゑ添 へられた ので ある。 

「園樹 従前 桜 最多」 の 句が 歌 中に ある。 

冬に 入って 十月 十三 日に 蘭 軒 は 詩 会 を 家に 催した。 

此 より 静宜亭 集に 代 ふるに 草堂 集 を 以てした らしい。 

推す るに 病める 蘭 軒 は 数 駕を 命ずる ことの 煩 はしき 

に堪 へなかった ので あらう。 十月の 詩 は 「蘆 花、 十月 

十三 日 草堂 宿題」 一 、 「侠客 行、 同上」 一、 「池亭 冬晴、 

同日 席上」 一 である。 

十一月の 草堂 集 は 十六 日に 催された。 「賦得 人跡 板 

橋 霜、 次犬冢 印南 先生 遺稿 之 韻、 十 一 月 十六 日 草堂 宿 


題」 の 七 絶が あって、 次に 「書 懐、 印南 先生 卒後 十三 

年 於 此矣、 十 一 月 十六 日 草堂 小 集、 因賦此 詩」 の 七 律 

が ある。 印南 は 文化 十 年 十一月 十二 日に 残した ので あ 

る。 わたくし は 此に其 伝記 を 補 ふべき 後の 一首 を録す 

る。 

「木 王 園裏老 先生。 一 去 英魂 托両 楹。 享保変 音詩 始 密- 

昌平 督学誌 新 成。 嘗従蓮 社 観 秋水。 更附仙 舟尋晚 桜。 

し ち 

十 載 休 為 離 索 歎。 旧游聊 此不寒 盟。」 第 一 の 下に 「先生 

もく わう ゑん  あづさ 

園 有 梓、 因 名」 と 註して ある。 木 王 園の 木 王 は 梓で あ 

つた。 埤雅に 所謂 「梓 為 百 木 長、 故 呼 梓 為 木 王」 であ 

つた。 第三の 下に 「近来 詩 風 盛宗宋 人、 先生 実為嚆 矢」 


と 註し、 第 四の 下に 「先生 壮年 在 昌平 学、 為 都講、 因 

撰 昌平 志 廿卷献 之、 幕府 大有 恩賜 云」 と 註し、 第五の 

下に 「 一 日 信恬従 先生 避暑 於 墨 水 東 江 寺」 と 註し、 第 

六の 下に 「又 首夏陪 先生 及菅茶 山、 墨水泛 舟」 と 註し 

て ある。 東 江 寺の 遊 は、 蘭 軒に 詩が 無かった ので、 そ 

の 何れの 時なる を 知る ことが 出来ない。 

その 百 七十 

此年 文政 八 年 十二月 十 一 日に 菅茶 山が 書 を 蘭 軒に 与 

へた。 此 書の 初の 数 行 は、 巻紙の 継目より 糊 離が して 


ゐる。 巻紙 は 黄と 赤との 紙 を 交互に 継ぎ合せ たものと 

覚 しく、 茶 山が 此頃 此の 如き 紙 を用ゐ たこと は、 他の 

簡 牘に徴 しても 知られる。 此 一通 は 伊沢 信 平さん の 蔵 

する 所で ある。 

なほ/ \ がき 

書牘の 最初の 三 行 は 所謂 尚々 書で ある。 第 四 行は即 

ち 本文の 第一 行で、 上半 は 後の 黄 紙に、 下半 は 前の 

赤紙に 書かれて ゐる。 今 接合して 読んで 見る。 

しんしょ-つ 

「近 報 御 状 高 作と も 被 下、 御 近状 も審承 大慶 仕 候。 

近 比 は 御酒よ ほどい け 候よ し 奉賀 候。 私 は 限 をた て、 

一 滴 も 過し 不申 候。 とかく 老耄 にこまり 申 候て、 詩歌 

等 も 出来 不申、 咄 かけし 事 を 中途に わすれ 申 候 程の 事 


に 候。 - 

「今年 は 十 一 月 迄 は暖に 候処、 小寒 入より 祁寒、 雪 も 

なくて 只々 さむく 候。 御 地い かが。 皆様 御 あたり も 無 

之 候 哉。 尊 内、 令郎様 方、 おさよ どのへ も 宜奉願 上 候。」 

き やう  わずら ひ 

「私宅 老妻 は 無事、 お 敬と かく 煩 申 候。 夏 も 秋 も 

さむく 候。 此比楊 皮 (蕃名 キヤ キヤと か 申 候) 柴胡鼈 

甲 等 入 候 和解 之 剤た べゐ申 候。 堯佐妻 もと 無病 人、 寒 

邪に 而壮 熱、 其のち 腹痛 等に て 打 臥 候。 右 之 仕 合、 書 

しゃう し つせ ず 

状 も 不詳 悉候。 御免 可 被 下 候。」 

「令 郎様方 風 気 同上、 足下 之 吉祥 善事 莫 過 之 候。」 

「津軽 翁い かが。 西遊 もも はや 四 五 年に なり 候へば、 


長 崎の 行 被 思 召 立 候 様 御す すめ 可 被 下 候。 去年 今年 は 

よき 唐人 来 泊、 朱 柳 橋 はよ ほどの 学者、 沈 綺泉は 和語 

にも 通じ 候。 其 余 十 人 許 もよ き 人 来 候。 江 芸閣陸 品 

三な ど は 底へ 沈み 候よ し。 しかし 時に より 集り 候 こと 

も あり、 又 一人 も 識字の もの ゐぬ時 も 候よ し。 都下へ 

通 事 一人め され 在番 いたし 候よ し、 訳 司 中 之 学者と 承 

候。 私 方へ も 片時 立より 申 候。 いかなる 処に 居候 哉。 

御 逢 も 被 成 候 哉。」 

「種々 可 申 上 こと 多 候。 凍 筆 病 腕 これき リ にやめ 候。 

扨 余りみ じかく 候。 御 保 重 御 迎春 可 被 成 候。 恐惶 謹言。 

嘉平月 十一 日。 菅 太中晋 帥。 伊沢 辞 安 様。」 


「苦寒 一 一首。」 (これ は 書生の 詩 会の 題に て ふとつ くり 

たる 也。) 「東 嶺日方 升。 不聞凍 雀 声。 門前 過 汲婦。 屐 

歯 響※ 〔# 「石 +徑 のつ くり」、 7 巻- 335- 下 ※ 〔# 「石 

+ 徑 のつ くり」、 7 巻- 335- 下 Jr」 「無風 雲 尚 行。 窓 紙 明 

還晦。 童子 欲烹 茶。 渓 冰敲不 砕。」 「御 一笑 可 被 下 候。」 

「古 庵 様 はじめ 奉り 巿野津 軽へ 宜御致 声 可 被 下 候。」 

「服 部 折 ふし 御 見え 候 哉。 これへ も 宜奉願 上 候。」 

「尚々 松 崎 は 作家 也。 吐 舌 申 候。 私 も 一 面識 也。 御 

会合の 序 宜奉願 上 候。 山 名文よ く 出来 候。 これへ も 

宜御致 声 可 被 下 候。」 

此書牘 中 最も 読み難い 文字 は 五 絶 二 首 中前の 詩の 


「雀」 字の 上の 一字で ある。 「手」 に从ふ 字の 如くで あ 

しばら うづ 

る。 「凍」 字 はわた くしが 姑く 塡め たに 過ぎない。 二 

首 共に 遺稿 乙 酉の 詩 中には 見えない。 

「風 気」 は往々 文選 中に 見えて ゐる 語で ある。 「同上」 

じ やうし やう 

の 「上」 は 上 声に 読むべき であらう か。 字 を 識る人 

の 教を乞 ふ。 

その 百 七十 一 

上に 引いた 菅茶 山の 十二月 十一 日の 書牘 が、 此年文 

政 八 年の もの だと 云 ふこと は、 主に 狩谷掖 斎の 「西遊 


もも はや 四 五 年」 になって ゐ ると 云 ふより 推定した。 

掖 斎の 西遊 は 辛 巳であった。 辛 巳よ リ算 すれば 此年乙 

酉 は 第五 年、 西遊の 次年 壬 午より 算 すれば 第 四 年で あ 

る。 

書中に は 七十 八 歳の 茶 山が 自ら 衰況を 語って ゐる。 

「咄 かけし 事 を 中途に わすれ 申 候 程の 事に 候。」 菅氏は 

此頃 多事であった ので、 手紙 を 書く こと も怠リ 勝で あ 

つた。 先 づ茶山 をして 心 を 労せ しむる の は 姪 女 敬の 

病であった。 敬 は 二 年 前に 江戸に 於て 夫 北 条霞亭 を 喪 

ひ、 幼女 とらを 率て 神 辺に 帰り、 前年の 秋に 又 其 幼女 

を さへ 喪った。 「とかく 煩 申 候。 夏 も 秋 もさむ く 候。」 


敬の 服す る 方 剤の 中に 楊 皮と 云 ふ ものが ある。 「蕃名 

キヤ キヤと か 申 候」 と 註して ある。 是は今 謂 ふ 規那皮 

であらう。 本 米国の 土語 キ ナキナ は 樹皮 中の 樹皮の 義 

で、 西班牙 人が 欧洲に 伝へ、 和 蘭人が 我国に 伝へ た。 

キヤ キヤ は 当時の 蘭 名 キン キナの 転訛で あらう。 敬の 

病 は 医家の 規那煎 を用ゐ さうな 病であった。 敬 は 書中 

に 見えた 人物の 第 一 である。 

第二に 「堯佐 妻」 が 書中に 見えて ゐる。 此女も 病に 

臥して ゐた。 わたくし は 門 田 氏の 事 を 詳 にしない。 

浜 野 知 三郎、 福 田 禄太郎 二 家の 言に 拠る に、 茶 山の 継 

室 門 田 伝 内政 峰の 長女に 妹が あって、 備後国 安那 郡 


ももた に  やまて 

百 谷 村の 山手 八 右衛門 重武に 嫁した。 此女は 八 右衛門 

の 歿後に 里方 法 成 寺 村の 門 田 氏に 帰り、 男子 一人 は 

孤 となって 門 田 政 周に 養 はれ、 其 子 儀 右衛門 政 費の 

しげち か あざな げ うすけ 

弟に せられた。 此 男子が 名 は 重 隣、 字は堯 佐、 号は朴 

斎、 小字 は 小 三郎又 正三郎 である。 長ず るに 及んで 字 

を 以て 行 はれた。 朴斎は 幼に して 茶 山の 門に 入り、 既 

にして 其 養子に せられた。 浜 野 氏 所蔵の 「朴斎 詩鈔初 

編」 に 拠る に、 朴斎は 文政 庚 辰より 丁亥に 至る 八 年間、 

菅 氏の 養子に なって ゐた。 茶 山 は 恐らく は朴斎 をして 

菅 三が 長ず るまでの 中継たら しめむ としたの であらう。 

これ をして 頼 山陽、 北 条霞亭 の 後 を 襲が しめむ とした 


ので あらう。 朴斎は 寛 政 九 年 二月 十八 日 生 だから、 此 

年 二十 九 歳に なって ゐた 害で ある。 わたくし は朴 斎が 

妻と 倶に茶 山の 許に ゐ たものと 解す る。 妻は備 中国 

なり は  ぢょ  しんし 

成 羽の 医 岡 伯 庵の 女で、 名 を静と 云った と、 田 辺晋子 

さんが 語った。 

第三の 書中の 人物 は 「津軽 翁」 即狩谷 液 斎で ある。 

茶 山 は 蘭 軒 をして 又掖 斎に 長 崎の 遊 を 勧めし めようと 

した。 茶 山の 言 は 長 崎に ある 新旧の 清 客に 及び、 又 

ぜ つじん 

舌 人に 及んだ。 清 客に は 第 四 江、 第五 陸、 第 六 朱、 第 

七 沈の 四 人の 名が 出で てゐ る。 其 名字 等 は 津田繁 二 さ 

んを煩 はして、 後に 補 入しょう とお も ふ。 当時 江戸に 


めされて ゐた 訳 司 中 の 学者 は そ の 何人なる を 知らな い _ 

「長 崎 年表」 にも 此事は 載せて ない。 

書中の 他の 人物 は、 茶 山が 蘭 軒に 「致 声」 を 托した 

に過ぎない。 第 八 巿野迷 庵、 第 九 余 語 古 庵 は 斥す 所が 

明白で ある。 第 十 服 都 某 は※ 〔# 「くさかんむり \ 姦」、 

7 巻- 337- 下.？〕 斎 集の 栗 陰 か。 第 十 一 松 崎 某 は 茶 山が 

其 詩 を 賞して ゐる。 恐く は慊 堂で あらう。 第 十二 山 名 

某 は 茶 山が その 文 を 善くす る y  J と を 言 つて ゐる。 此人 

は 未詳で ある。 

十二月 一 一十三 日に は 蘭 軒が 医術 申 合 会頭た る 故を以 

て 賞 を 受けた。 勤 向 覚書の 文 は 例に 依って 省く。 


此年 冬の 蘭 軒の 詩 は、 既に 十月 十三 日 詩 会の 宿題 二、 

席上 一、 十一 月 十六 日の 宿題 一 、 同日 作の 懐 印南 一 、 

以上 五 首 ある こと を 言った。 剰す 所 は 「冬日 過 北 堤」、 

「歳 晚即 事」 の 二 首の みで ある。 

歳 晚即事 は 蘭 軒の 履歴に 略す ベ からざる 詩で ある。 

まさきよ 

それ は 阿部 正 精が 蘭 軒に ゴロ フク レンの 服 を 与へ た 事 

を紀 する もの だからで ある。 「今 歳 寒威殊 栗烈。 病 夫 

況復及 衰躬、 rt; 忻 恩賜 防 冬服。 奇暖賽 春 鎖 幅 絨。」 註に 

「鎖 幅絨 西洋 所齎、 称 我 魯扶古 連 者」 と 云って ある。 蘭 

そだ まう じゅう 

語 グロ フ、 グ レン は 粗駝毛 絨の義 ださう である。 


その 百 七十 一 一 

備 後で は此年 文政 八 年の 募に、 菅茶 山が 「歳杪 雑 詩」 

の 五 律 三 首 を 作り、 又 除夜に 始て 雪が ふったので 「除 

夜 雪」 の 五 律 を 作った。 「今年 未 逢 雪、 此日始 模糊。」 

菅 氏に は此年 特に 記す ベ き 事が 無い。 強て 求 むれば 

十月 既望 頼 山陽の 訪問で ある。 即ち 事 は 頼 氏に 連つ 

てゐ る。 頼 氏で は 三月に 山陽の 次男 辰 蔵が 六 歳に して 

夭した。 「幻 華 一 現暫娯 目、 造物戯 人何獪 哉。」 しかし 

み き  みき さぶ らう じゅん 

五月に 至って 四 男 三 木 八が 生れた。 後の 三樹三 郎醇で 

ある。 山陽 は 母 梅颸に 「辰の か はり」 が 出来た と 報じ 


た。 山陽の 子 は 三男 復と 此醇 とが 人と 成った。 九月に 

は 竹 原に ある 叔父 春風が 残した。 辰の 痘を 病んで 死す 

る 時、 京都に 来 合せて ゐ たのが、 叔 姪の 別であった。 

よぎ 

山陽 は 展墓の ために 竹 原に 住って、 帰途に 廉塾を 過つ 

たので ある。 茶 山 は 「南阮 有 喪雖可 悼、 北 堂 無 恙亦堪 

歌」 と 云 ひ、 山陽 は 「吾 曹更誰 望、 父 執 有 君存」 と 云 

つ てゐ る。 

此年蘭 軒 は 四十 九 歳であった。 家族 は 妻 益 四十 三、 

子女 榛軒 二十 二、 柏 軒 十六、 長 十二であった。 

文政 九 年の 元日 は 江戸が 雪の 日であった。 蘭 軒の 詩 

に 「丙 戌 元日 作、 此日 雪」 と 題して ある。 「臘酒 醺然猶 


未 除。 陽春 白雪 愛 吾廬。 銀鈴 竹 裏鏘鏘 響。 玉 杖 柳辺耀 

耀舒。 風 字 硯奇貧 亦 買。 羊 毫筆美 拙 能書。 正 元 尤喜逢 

豊兆。 吟種 今年 定 有余。」 頷聯に 「此日 雪景 頗奇、 銀鈴 

玉 杖 並 実際 所見、 非 倣 銀 海玉楼 之顰」 の 註、 頸聯に 二 一 

物 客 歳 所得、 此日始 試」 の 註が ある。 神 辺は此 日晴暄 

で 雪が 融け かかって ゐた。 「檐角 有声 晴已 滴。 池心不 

凍 午 成 漣。」 是が茶 山の 詩の 三 四で ある。 其 五六 は 「十 

千 美酒 酬三 朔、 八秩 衰骸少 一年」 である。 

茶 山が 元日の 詩に 年歯 を 点 出した 如くに、 九日の 蘭 

軒の 作に 「日々 只宜 開口 笑、 生年 五十 未知 非」 の 句が 

ある。 例の 「豆 日 草堂 集」 の 七 絶の 転 結で ある。 


二月 十三 日に 蘭 軒 は 岸 本 由 豆 流の 向島の 別荘に 招か 

れた。 其 曰 は 薄 曇の 曰であった。 三 絶句の 其 一に 「不 

妨鳩 語頻呼 雨、 恰是軽 陰宜看 梅」 の 句が ある。 蘭 軒 は 

途中 百花 園に 立ち寄って 梅 を 看た。 「白玉 有 瑕 真 可惜、 

俗人 題 句繫枝 頭。」 紙片 を 枝に 繋ぐ 習が 当時 盛に 行 は 

れ たと 見える。 

桜花の 時節に なつてから、 蘭 軒 は 七 古の 「芳桜 歌」 

を 作った。 前年 斎 藤 某に 乞 ひ 得た 木が 花 を 著け たので 

ある。 「二十 四番花 次第。 今年 待 信 異常 年。 時 惟三 月 

一 旬 来。 暁 雨 初 晴無点 埃。 早 起 南 軒攝若 坐。 樹梢 先見 

花 新開。」 歌 行 は 進んで 吉野 桜の 特色 を 称へ てゐ る。 


「此桜 疎 瓣且短 鬚。 仙 姿 潔素自 高標。 是為短 鬚 無 雨 宿。 

更因 疎瓣免 風撩。 盛時 之 永 勝 凡 品。 応識 英名 冠 国 朝。」 

蘭 軒 は 此ょリ 居る 所 を芳桜 書院と 曰った。 後 其 法諡を 

芳桜 軒と 曰った の も、 生前 此花を 愛好した ためで ある。 

蘭 軒は此 花の ために 題詠 を 諸家に 求めた。 茶 山の 詩 

幅 は 今猶徳 さんの 許に ある。 「伊沢 仁 友 移 芳野桜 栽 索 

詩。 一 遊 芳野足 誇 人。 況得移 栽 作 席 珍。 半径 幽香 千嶺 

雪。 一 枝 清 影 万 株 春。 菅晋 帥。」 集に は 「移 栽」 を 「花 

栽」 に 作って ある。 起句に 花木 等の 字面が 無い ので 改 

めた ので あらう。 


その 百 七十 三 

これ も 亦此年 文政 九 年 三月の 初であった だら う。 蘭 

軒 は 井戸 翁 助の 家に 招かれて 桜 を 看た。 井戸 は 後蘭 軒 

の 女婿と なる ベ き 人で ある。 

井戸の 家 は 寛 永 以来の 幕臣であった。 「井戸 翁 助 宅 

看 桜。 其 先 寛 永 中始仕 大府。 賜 宅於此 地。 至 君已六 

世。」 詩 は 七 絶 二 首で ある。 其 後者の 後半に、 「経 年 二 

百 凌 霜雪、 春色 異他 妖艷 叢」 と 云って ある。 

蘭 軒が 詩 会 を 草堂より 余所へ 持ち出す こと は 前年に 

一 たび 歇ん でゐ て、 此 三月に 又 旧に 復 した。 「三月 十 


三日 篠池 清香亭 席上」 の 詩が ある。 題 は 「春 陰」 で、 

体 は 五 律で ある。 

次で 十六 日に 蘭 軒 は 向島に 遊んだ。 「三月 十六 日 与 

狩谷少 卿、 渋 江 子 長、 森 立 夫 及 児 重、 同 遊 墨 水。 途中 

くわいし  しちやう  かねよし 

遇 雨。」 少 卿は掖 斎の 子 懐 之で ある。 子 長 は 抽斎全 善、 

りつ ふ  きゑん りっし  ちょう 

立 夫 は 枳園立 之、 並に 年少の 門人で ある。 重 は 三男 

柏 軒で ある。 五 律の 五六に 「投老 心 雖懶、 逢 春 興 自繁」 

と 云つ て ある。 

十七 日に 蘭 軒 は 夏時 韈を 着く る こと を 乞うて、 十日 

の 後に 允され た。 勤 向 覚書の 文に 曰く。 「同年 三月 十 

七日 左 之 願書 付 差 出 置 候処、 同月 廿 七日 願 之 通 勝手 次 


第と 平 助 殿 被 仰 渡 候。 口上 之覚。 私儀 足 痛 所 御座 候に 

付、 不出来 之 節 は 夏 中 足袋 相 用 申 度 奉 願 上 候。 右 之 趣 

宜敷被 仰 達 可 被 下 候 以上。 三月。 伊沢 辞 安。 但粘入 半 

切 上 包 半紙 折懸 上に 名 計。」 是が 覚書 の 最後の 記載で 

ある。 

覚書の 載す る 所に して、 此に 至る まで わたくしの 全 

く 取らずに 置いた の は、 門人に 関する 事で ある。 所謂 

内弟子の 出入 は 皆 藩主の 認可 を 経た ものである。 覚書 

あんざいれ うえき  げ き 

に は 凡 七 人の 名が 見えて ゐる。 曰 安西 了 益。 父 を 外 記 

と 云 ふ。 豊 前の 人で ある。 曰 中野貞 純。 父 養 庵 は 井 

上 筑後守 正 滝の 医官で ある。 井上 は 下 総 国 高 岡の 城主 


である。 門人 録に純 を 「順」 に 作って あるが、 蘭 軒 は 

純と 書して ゐる。 曰 河 村 元監。 父 を 意作と 云 ふ。 門人 

録に 「藩」 と 註して あるから、 阿部 家の 臣で あらう。 

曰 酒 井 安清。 小川 吉 右衛門の 甥で ある。 小川 は 常 陸 国 

府中の 城主 松 平 播磨守 頼 説の 臣 である。 曰 小林玄 端。 

出 羽 山形の 人で ある。 門人 録に 「後 塩田 楊 庵、 対 州」 

と 註して ある。 又 端が 「瑞」 に 作って ある。 塩田 氏の 

云 ふ を 聞く に、 父が 玄端、 子が 玄瑞 ださう である。 然 

らば 蘭 軒の 誤記で あらう。 曰 多々 良 敬徳。 父を玄 達と 

云 ふ。 四 谷の 住人で ある。 門人 録に 「後 文 達、 江戸」 

あざな べん ふ 

と 註して ある。 字を辨 夫と 云った のが 此人 であらう。 


だう しう  た > よし 

曰 天 野道 周。 遠 江 国 横 須賀の 城主 西 尾 隠岐 守忠 善の 臣 

である。 

夏に 入って 四月 十三 日の 詩 会が 入 谷 村 旭 升亭に 催さ 

れた。 宿題 は 「山中 首 夏」 で、 蘭 軒 は 五 絶 五 首 を 作つ 

た。 席上の 詩 は 「夏日 田園 雑 興」 の 七 絶 二 首であった。 

しんぱく 

此月蘭 軒 は 「呉 刻 中 蔵 経跋」 を 作った。 清 舶載せ 来 

しう せきさん ぼん そんせい えん ぼん 

る 所の 中 蔵 経に、 周錫瓚 本と 孫星衍 本との 二種が ある。 

並に 元 人 抄本に 拠る もので 僅に 一巻 を 成して ゐる。 然 

へ ん じゃく 

るに 宋 代に は 別に 扁鵲 中 蔵 経と 云 ふ ものが あって、 

後人が これ を 上に 云 ふ 所の 中 蔵 経に 併せ、 分て 八 巻 

ごべ ん がく 

となした。 舆 勉学の 刻す る 所の 中 蔵 経が 即是 である。 


その 宋 時の 古文 を 包容して ゐる こと は、 丁 香 散 を 載 

する を 以て 知られる。 丁 香 散 は 朱 肱が 活人 書に、 扁 

鵲中蔵 経 を 引いて 載せ、 周 孫 等 はこれ を 載せない。 蘭 

軒が 呉 氏の 八 巻 本に 取る こと ある 所以で ある。 

その 百 七十 四 

蘭 軒 は 此年丙 戌の 五月 十三 日に 重て 入 谷 村の 旭升亭 

に 会した。 宿題 は 「夏菊」 で、 》 〔# 「くさかんむり \ 

姦」、 7 巻， 341- 下 斎 詩集に は 七 絶 一 首が 載せて ある。 

秋に は 集中 僅に 五 律 一首が あるの みで ある。 「九月 


二日 集 長 泉 寺」 の 作が 是 である。 

九月に 蘭 軒 は 「活人 指 掌 方跋」 を 作った。 按ずる に 

活人指 掌 方と は熊宗 立の 「活人 書 括 指 掌 図 論」 である。 

此書は 宋の李 知 先の 「歌 括 証 論」 と 元の 呉恕の 「指 掌 

図式」 と を 合併した もので、 其 著者 を熊宗 立と 曰 ふ。 

蘭 軒 は 熊の 為す 所 を 喜ばなかった。 「李 為宋乾 道中 人、 

呉 為 元 至 元 中 人、 熊 氏妄混 体裁、 恣換 書名、 遂使 後学 

不能 見 其 原、 復何無 忌憚」 と 云って ゐる。 此 書に 別に 

「大乗 居士 校本」 と 云 ふ ものが ある。 蘭 軒 はこれ を 悪 

むこと 最 甚だしく、 此跋の 末に かう 云って ゐる。 「世 

又 有 一 種 大乗 居士 校本。 据熊氏 本。 間加以 陶節菴 論説。 


去旧弥 遠。 而乱糅 極矣。 不存而 可。」 

冬の 詩 は 集に 二 首 ある。 其 一 は 蘭 軒の 祖父 信 政の 妻 

もん ど 

の 里方、 菓子 商大 久保主 水が 寿 筵の 詩で ある。 「大久 

保 五岳 忠宜。 今 歳 華甲。 仲冬 七日。 開 宴会 客。 諸彦 祝 

以亀寿 鶴 齢 之 章。 其詞 金玉 満堂。 如 余 瓦礫 之 言。 固不 

可 混 其 間。 然 不能 無言。 聊賦 一 絶。 述翁有 松柏 後 彫 之 

質 云。」 此詩引 は 諷刺の 意が 寓 して あるので はない か 

と 疑 ふ。 詩 は 略す る。 其 二 は 「篠池 千賀亭 宿題」 の 詩 

で、 「冬日 朝 起」 を 題と して 居る。 千 賀亭集 は 其 日 を 

つまびら か 
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だいが はリ  そうけん まさきよ 

此年 阿部 家に 代替が あった。 棕軒正 精 は 六月 二十 


まさ やす 

日に 卒して、 子 正 寧が 家 を 継いだ。 菅茶 山の 「除 日」 

の 詩に、 「頑 仙堪 恥亦堪 喜、 及 見 今 公行 部 時」 と 云って 

ある。 是 より 先 茶 山 は 十二月 一 一十 二日に 正 寧に 謁して 

物 を 賜 はった。 次年に 蘭 軒に 与へ た 書に、 「君 公 御 入 

国に 而 一 度め され 候 時 病気に 而御断 申 上 候、 其のち 又 

めされ 御 居間に て 御酒 頂戴、 かへ りに は 御盃、 筆墨 養、 

たばこ 入 をいた だき 候、 十二月 廿 二日 也」 と 云って あ 

る。 詩集に も 亦 一 絶が 見えて ゐる。 「十二月 廿 二日 始 

謁公、 賜 酒 食 及 菓子 諸 文 具 等。 熊 車 行部巿 朝歓。 政見 

江山 瑞気 攢。 敢謂荒 村 樵 父 伴。 近 攀綺席 侍 杯盤。」 

茶 山の 再び 妻 を 喪った の も亦此 年で ある。 行状に 


「配 内海 氏 早 亡、 継室 門 田 氏 有 内助 之 方、 先 残、 年 七十、 

無 子」 と 云って ある。 集に 悼 亡の 詩 三 首が あって、 中 

に 「久托 衰躬只 一 妻、 奈何 老鶴乍 孤 棲」 の 句が ある。 

頼 氏で は 山陽の 妹 十が 此 年に 残した。 「忽得 凶音 読 

たのむ らちく でん  き やう へ い 

復疑。 秋 前 猶有寄 兄 詞。」 田 能 村 竹 田が 杏 坪の 老いて 

益壮 なる 状 を 記した のは此 年で ある。 「先生 今年 年 七 

十二、 神明 不衰、 声容 ますます 壮 なり。 藝藩 にて 四 郡 

の 郡 奉行と なり、 所管 凡 八 万 石 許な リ。 其 旁に 藝州志 

の 纂述を 命ぜられ、 毎 暁 寅の 時に 盥漱 して 端坐し、 辰 

時 迄に 其 日の 公私の 事務 を 計画し、 其 後に 飯して、 夫 

より 終日 出勤し、 役務 を 取 さばき、 少しも 倦 事な し。 


且其 ひまに も 詩 を 作り 歌を咏 じ、 亦 一日 十数 首に 下ら 

ずと 云 ふ。」 

此年 三月に 亀田鵬 斎が 七十 五 歳に して 残し、 八月に 

巿野迷 庵が 六十 二 歳に して 残した。 二人 皆 中風で ある。 

蘭 軒 一家の 此 年の 齢 は 主人 五十、 妻 益 四十 四、 棒 軒 

二十 三、 常三郎 二十 二、 柏 軒 十七、 長 十三であった。 

その 百 七十 五 

文政 十 年の 元旦に は、 ※ 〔# 「くさかんむり \ 姦」、 7 

巻- 343- 下 斎 詩集に 七 絶 一 首が ある。 「丁亥 元日、 客 


歳 冬暖、 園 中 梅 柳、 頗有 春色、 故 詩 中 及 之。 梅 已含香 

柳 帯烟。 杪冬 猶是属 蕭然。 春風 先 自融人 意。 方 道 今朝 

草樹 妍。」 江戸 は 冬 以来 暖 であった と 見える。 菅茶 

山は備 後に あって、 此歳 首に 多く 自己の 身上に 就いて 

語 を 著け てゐ る。 「馬 歯 今朝 八十 盈、 回 首 志 業 一 無 成」 

と 云 ひ、 又 「臥 癎恨欠 拝 新 正、 無 奈衰躬 負 我情」 と 云 

つて ゐる。 皆 人 をして 其 衰況を 想 はしむ る 語で ある。 

九日の 草堂 集に は 蘭 軒が 七 律 一首 を 得た。 題の 下に 

「示 社中 諸子 及 二 児」 と 註して ある。 

後に 引くべき 生 日 後の 尺牘 断片に、 茶 山 はかう 云つ 

てゐ る。 「正月 十 一 日 (阿部 侯 正 寧の 館に) 罷出 候。 御 


手の し 頂戴 は 相す み、 又 御 目 通に 出よ とのこと、 さむ 

さは さむし、 腹 はっかへ る、 御 断 申 帰 候。」 亦 「無 奈衰 

躬負 我情」 の 句の 註 脚と すべき ものである。 

二十 五日に 茶 山 は 蘭 軒に 書 を 寄せた。 書 は 文 淵 堂の 

花 天 月 地中に ある。 本文 は 代筆で、 首尾 両端と 行間と 

に 自筆の 書 入が ある。 本文。 「新年の 御慶 重畳 申収 候。 

尊家 愈 御 安祥 御 迎被成 候覧奉 恭賀 候。 私 無事 越年 仕 候 

乍 憚 御 安 意 可 被 成 下 候。 右 年甫 御 祝辞 申 上 度 如 此に御 

座 候。 恐惶 謹言。 正月 廿 五日。 菅 太仲晋 帥。 伊沢 辞 安 

様 侍史。」 此中 「晋 帥」 の 二字 だけが 茶 山の 自署で ある。 

此ょリ 自筆の 書 入 を 写し出す こと、 する。 「尚々 私 も 


追々 と 老耄、 手 もす こし 宛 かな はぬ やうに なり 候 故、 

本文 代筆に 候。 真平 御免 可 被 下 候。 吾 兄 も 年 よれば か 

くな り 候 を 思 召、 とかく 御 保 重 専一に 候。 必々 耳 をと 

めて 御き き 可 被 下 候。 令郎 がた 次第に 御成 立 推量 仕 候。 

凡 令 内 様令郎 二位へ 宜奉願 上 候。 直 卿 t はなしに て 聞 

けば、 詩 会 連 月 打つ づき、 風流 御 境界 之 由 羨 敷奉存 候。 

さ ふら はむ  おんつ いで 

六 右衛門 古 庵 様 折 ふし 見え 候 半と 推察 仕 候。 御 次に 

宜奉願 上 候。 巿川 はいかが、 折 ふし 参られ 候 哉、 近 比 

杳然に 候。 宜奉願 上 候。 年内つ くり 候 一首、 歳 首 二 章 

汚電 候。 御 一笑 可 被 下 候。 これ は 直 卿 参り 候 はば 御 見 

せ 可 被 下 候。 見せよ と 申 参 候。 石 田 町の 内へ 移 居の よ 


し、 隠者 もさび しきものと 見え 候。 書状 御 届 奉 願 上 候。 

玄間 兄弟へ 宜奉願 上 候。 一 々書状 遣 候ても、 多用の 人 

を擾撩 いたし 候 半と 存 さしひかへ 申 候。 いはぬ はいふ 

に いやまさ ると 申 こと 御った へ 可 被 下 候。 服 部 兄い か 

が、 今 は 劇職の よし、 たび/^ 見え 申 まじく 候。 参ら 

れ候 はば 宜奉願 上 候。 かへ すん \ も 令郎 様へ 宜御申 可 

被 下 候。 月事の 姫へ も。」 

紙上 自筆の 文字 を 見る に、 茶 山 は 未だ 必ずしも 尺牘 

を 作る に 人 を 倩はなくて はならぬ 程衰 へて はゐ なか つ 

た。 只 新年 を賀 する 書 を 作らう とお も ひ 立 つ アン ピ ュ 

ルシ ィゥな 力に 乏しかった ものと 見える。 さて 人に 書 


かせて 見れば、 それに 満足す る こと は 出来なかった。 

茶 山 は 本文に 数倍す る 細 註 を 加 へ た。 

此 書に 添へ た 前年 丙 戌の 詩 は いづれ の 詩なる こと を 

知らない。 歳 首の ニ篇は 集に 「元日 二 首、 丁亥」 と 題 

する 作で、 上に わたくしの 句 を 摘んだ ものと 同じで あ 

る。 

その 百 七十 六 

菅茶 山の 丁亥 歳 首の 書に は、 蘭 軒の 家族 四 人 を 除く 

外 八 人の 名が 見えて ゐる。 茶 山 は 蘭 軒の 妻 益、 其子榛 


軒 柏 軒 を 筆に 上せて、 単に 「宜奉 顧 上 候」 と 云 ふに 過 

ぎぬ が、 其 中榛柏 二子の 名 をば 三た びまで 書して 慇敷 

を 極めて ゐる。 且其 成長の 状 を 想 ふと も 云って ゐる。 

最奇 とすべき は 書中に 所謂 「月事の 姫」 である。 按ず 

るに 是は蘭 軒の 女 長 を 斥して 言った ものである。 父 

蘭 軒 は 前に 書 を 茶 山に 寄せた 時、 何 かの 次に 長が 身 

てんき 

上に 説き及んで、 天 癸の 新に 至った こと を 告げた ので 

あらう。 長 は是年 十四であった。 

まき もく あん 

他の 八 人中 先 出で てゐる もの は 第一、 牧黙 庵の 「直 

卿」 である。 黙 庵 は 当時 江戸に ゐた。 そして 書 を 茶 山 

に 寄せて 丙 戌 以後 蘭 軒が 頻に詩 会 を 催して 少年 子弟 を 


誘掖 する こと を 告げた。 茶 山が 「風流 御 境界 之 由 羨 敷 

奉存 候」 と 云 ふ 所以で ある。 

次の 「六 右衛門」 は 巿野三 右衛門の 迷 庵と 狩 谷 三 右 

衛 門の 被 斎と である。 茶 山 は 蘭 軒が、 時に 此 第二 第三 

の 人物と 相 見る や 否や を 問 ひ、 又 特に 迷 庵の 消息の 絶 

えた こと を 言って ゐる。 茶 山の これ を 書した の は、 実 

に 迷 庵の 死に 先 つ こと 半年で ある。 松崎慊 堂の 碣銘 

に 曰く。 「又 数年 得 風疾。 漸 不能 言。 最後 余 与 狩 谷 卿 

雲往候 之。 君但黙 坐。 聴 所 談論。 啞啞 声涙倶 下。 未 幾 

而 没。」 わたくし は 今 「慊堂 日 暦」 を閲 して、 纔に甲 

申の 歳に 至って ゐる。 知る 所の 最後の 訪問 は 甲 申 二月 


五日で ある。 想 ふに 慊堂は その 迷 庵との 最後の 会見 を 

録 する こと を 忘れぬ であらう。 茶 山と 迷 庵との 音信の 

絶えた の は、 迷 庵 中風の 後で はなから うか。 

書中 第 四の 「古 庵」 は 余 語 氏、 第五の 「石 田」 は 梧 

堂、 第 六の 「服 部」 は 栗 陰で あらう。 第 七 第 八の 「玄 

間 兄弟」 は 屈 平 を 学んだ 人の 二子で あらう か。 伊沢 

めぐむ 

徳 さんの 語る 所に 拠る に、 三 沢 氏は玄 間の 称 を 世襲 

した もので、 徳 の父棠 軒の 同僚に も 一 の 洋医三 沢玄間 

があった さう である。 

わたくし は此 正月に 蘭 軒の 嫡男 榛 軒が 新婦 を迎 へ た 

ちょくしょ 

ものと 推定す る。 これ を 直 書した 文書 は 今一 も存し 


てゐ ない。 わたくしの 推定の 本 づく所 は、 此年 四月 頃 

の 茶 山の 尺牘の 断片と、 次年 戊 子 元旦の 蘭 軒の 詩の 註 

とで ある。 

しち 

前者 尺牘 断片 は 下に 其 全文 を 写し出して、 その 何故 

に此年 四月の 所作なら ざるべ からざる か を 明に する で 

あらう。 蘭 軒 は此年 三月 一 一十 二日に 書 を 茶 山に 寄せ、 

たま/ \ 

茶 山 はこれ に 答へ た。 わたくし は 其 答 書が 偶 断片 を 

世間に 留めた ものと 看る ので ある。 文中 「嫁御 御 祝儀 

はくぶつ  じょう ゐ 

に 有 合 候宫島 楊枝 進 申 候、 薄物に 候、 これ は 乗 韋と可 

被 思 召 候」 と 云って ある。 此語は 先 断片の 三月 二十 二 

日 江戸 発の 書に 答へ たもの なること を 承認した 上で、 


其 前に 伊沢 氏に 婦を迎 へた ことがあ ると 云 ふ 証に 充っ 

あ へばく わう そん 

べき ものた るに 過ぎない。 断片 は 饗庭篁 村さん の 蔵す 

る 所で ある。 

後者 「戊 子 元日 作」 の 自註に は 「客 歳 十二月 元 彫 千 

金 翼 方影鈔 卒業」 と 云 ひ、 次に 「十一 月 児厚挙 女子」 

と 云って ある。 十一 月の 上に は 前 註の 「客 歳」 を 連ね 

て 読むべき である。 客 歳 は此年 丁亥で、 其 十一月に 榛 

軒 信 厚 は 長女 を まう けた。 榛 軒の 婚姻 は少 くも 十 一 月 

の 前 十月に 於て せられた ものと しなくて はならない。 

わたくし は 此の 如くに して、 榛 軒の 婦を迎 へた 時の、 

此年 丁亥 正月なる べき こと を 推定した。 


その 百 七十 七 

わたくし は 蘭 軒の 嫡子 榛 軒が 此年 文政 十 年 正月 中に 

婦を迎 へた こと を 推定した。 是は菅 茶 山の 蘭 軒に 与へ 

た 手柬の 断片と、 》 〔# 「くさかんむり \ 姦」、 7 巻- 347- 上 

4〕 斎 詩集の 自註と に 拠った ものである。 

榛 軒の 妻と は 誰ぞ。 伊沢 分家の 口碑に 拠る に、 榛軒 

は 初め 横 田 氏 を 娶リ、 後 飯 田 氏を娶 つた。 彼 は 名 を 勇 

と 云 ひ、 此は名 を 志 保と 云った。 是に 由って 観れば 丁 

亥に 来り 嫁した 新婦 は 横 田 氏 勇で あらう。 


此年 二月 二日 は菅茶 山の 八十の 誕辰であった。 寿 筵 

は 恐く は此 日に 開かれた ことで あらう。 集に 「八十 諸 

友 来 寿」 の 三 絶句が ある。 しかし 日 を 記さない。 行状 

に は 「賜 章 服 及 魚 寿 之」 と 云って ある。 饗庭篁 村さん 

の 所蔵の 月日 を闕 いた 書牘の 断片に 下の 文が ある。 

おん あかつき おん は をり ざ こ  ちかごろ 

「八十 之 賀には 御 始附御 羽 折 雑魚 数 品 拝領、 其 外 近 比 

八丈島 二 反 御 肴と も 被 下 置 候。 殊遇 特恩 身に あまり 難 

有奉存 候。 桑 楡之景 もはや 可然御 奉公 も 出来 かね、 

只々 恐 入奉存 候。 せめて 時々 御 伺に も 相 出 候へば 宜候 

そろて いかにも すべ からず 

に、 衰耄 それ も 出来 かね 候而、 不可 奈何 候。 扨々 恐 入 

候 御 事に 御 坐 候。 我 兄 迄 感泣 之 万 一 を 申 上 候。 御憐察 


可 被 下 候。 晋 帥。」 此文は 上に 引いた 「君 公 御 入国に 而」 

云々 の 文の 後半で、 末に 宛名が 無い。 しかし 所謂 「我 

兄」 の 蘭 軒た る こと は 疑 を容れ ない。 行状の 書す る 所 

まさ やす  たまもの 

は 阿部 正 寧の 初 度の 賜 で、 「章 服」 は 「御 垢 附御羽 折」 

である。 此賜は 二月 二日の 生 日に 於て せられた ことと 

おも ふ。 

しっこく  みま さか 

寿詞を 贈った ものに は 讚岐の 後藤 漆 谷、 美 作の 

茂誥 大輔、 徳 島の 僧玉澗 等が あった ことが 集に 見えて 

ゐる。 

二月 十三 日に は 蘭 軒が 不忍 池の 仙 駕亭に 会した。 宿 

題 「林 鶯」 の 七 絶、 席上 分 韻 「湖亭 春 望」 の 七 律が あ 


る。 

三月 十三 日に は 再び 仙 駕亭に 会した。 宿題 「花時 遍 

遊 諸 村」 の 七 絶が ある。 

十五 日に は 向島に 月 を 観た。 「三月 既望 墨 水 堤 花 下 

歩 月」 の 七 絶 は 後に 考 拠に 資すべき ものが あるから、 

此に 採録す る。 「万頃 春波漫 夜烟。 花 薫々 処月 妍々。 

古人 品 得 何 廉価。 今夕 将增金 一 千。」 

わたくし は 此月ー 一十 二日に 蘭 軒が 書 を 茶 山に 寄せた 

こと を 知って ゐる。 しかし 其 書 は今存 して ゐ ない。 存 

して ゐる もの は 茶 山の これに 答へ た 書の 断片で ある。 

茶 山の これに 答へ たの は 四月 中の 事で あらう。 此 断片 


も 亦饗庭 氏の 蔵 儲に 係る。 「梅 児冢 あたりへ 之 散 行、 

さてく 羨し く 候。 ことに 弱冠 前後の 俊 髦を携 たる 

を や。 私 は 児な し。 養子 もと かく 相応せ ず。 才子 過て 

傲慢、 こまり 申 候。 狂詩の ごとしと 被 仰 下 候へ ども、 

中々 おもしろく 候。 花 月 何 論 価 高下、 只※ 〔# 「貝 +  (や 

ね \ 示)」、 7 巻- 348- 上 羽〕 美酒 斗 十 千と 次 かけ 候へ 共、 

上の 方 出来 かね 候。 かくうち に は 出来 可 申 か。 高 滝 子 

と金 輪へ 参 候 由、 総 介と は 誰か。 唯 介に て はなき か。 

さ ふら はむ  あう くわせき  そんじ 

梧堂と 一 つに なり 候 半と 存候。 桜花 腊は性 を存、 色 

も あしからず 候。 わたくし がすれば 花 はかれて 色 あし 

くな リ候。 伝授 ひ 法 はなき か。 あらば 卸 伝 可 1 下 g。 


嫁御 御 祝儀に 有 合 候宫島 楊枝 進 申 候。 薄物に 候。 これ 

は 乗 韋と可 被 思 召 候。 右 は 空 海上 人 忌日 形 日 之 書 之 御 

返事 也。 前 二 句 は 花 堤 夜色 淡 生烟。 政 是江波 月 弄妍な 

どか。」 

僧 空 海 は 承 和 二 年 三月 二十 一 日に 寂した。 其 忌日 は 

三月 二十 一 日で ある。 形 日の 「形」 字の 草体 は頗 読み 

たまく  てん はう 

難かった。 偶 今 関天彭 さんが 来て 商 書の 「高宗 形 日」 

であらう と 云った。 茶 山 は 祭の 明日 を 謂った もので あ 

らう。 そこで わたくし は 二十 二日と 推定した。 茶 山 は 

形 日の 旁 に 線 を 加へ て 「八 島 戦 之 後 四日 也」 と 註し 

てゐ る。 しかし 屋 島の 戦 は 二月であった。 然 らば 壇 浦 


の 戦 は^ 何と 云 ふに、 これ は 又 三月 一 一十 二日より 遅れ 

てゐる やうで ある。 恐く は 茶 山の 違算で あらう。 蘭 軒 

の 書が 丁亥の 三月 一 一十 二日の ものであった こと は、 丁 

亥三 月 既望の 詩 を 寄 示した るに 由って 知る ことが 出来 

る。 

その 百 七十 八 

「空 海上 人 忌日 肜日」 の 蘭 軒の 書牘 が、 此年 文政 十 年 

の 三月 一 一十 二日に 作られた こと は、 その 菅茶 山に 寄 示 

した 「万頃 春波漫 夜烟」 の 詩に 由って 知られる。 そし 


て 既に 此 書が 丁亥の 書なる を 知れば、 榛 軒の 星 期が 丁 

亥の 初にあった こと も 亦 自ら 明になる ので ある。 若し 

更に 蘭 軒の 次年 戊 子 元旦の 詩 註 を 取って 合せ 看る とき 

は、 榛 軒の 妻 勇が 来 嫁の 後 未だ 幾 ならず して 懐胎し 

たこと が 知られる であらう。 

右の 蘭 軒の 書に 答 ふる 茶 山の 書の 断片に は、 「花 堤 

夜色 淡 生烟」 云々 の 次 韻の 詩が ある。 茶 山 は 蘭 軒の 此 

遊に 二 児の 提挈 ある を 羨んで 云った。 「私 は 子な し。 

養子 もと かく 相応せ ず、 才子 過て 傲慢、 こまり 申 候。」 

此 養子と は 誰か。 公 に 養子と 称せられ たものに は、 

初め 万年が あった。 万年の 歿後に は菅 三が ある。 しか 


し 此語は 菅三を 斥して 言った もので はなさ さう である。 

然 らば 所謂 中継 か。 今や 北 条霞亭 は 既に 逝いた 後で あ 

もん でん ぼくさ い 

る。 或は 門田朴 斎で はなから うか。 わたくしの 思 ふに 

は、 縦 令 茶 山が 朴斎を 傲慢な りと なした としても、 此 

言 は 必ずしも 朴斎を 傷く る もので は 無い。 前に 茶 山と 

山陽との 間に 融和 を 欠いた 如くに、 後 又 茶 山と 朴 斎と 

の 間に 輯睦を 欠いた かも 知れない。 そして 此 恨事 は 

たま 

偶 以て 朴 斎の 豪邁の 資を 証す るに 足る かも 知れない。 

書中に は 猶高滝 子、 総 介 二人の 名が 見えて ゐる。 そ 

まきた ゾ すけ 

して 茶 山 は 総 介の 黙 庵牧唯 介に あらざる なき か を 疑 ひ、 

又 総 介が 金輪 寺へ 往 くと 聞いて、 「梧堂と 一 つに なり 


しばん \ 

候 半」 と 推 想して ゐる。 高 滝 氏 は 屢 朴斎 集中に 見え 

つねあき 

てゐ て、 名 は 常 明であった らしい。 総 介 はわた くし は 

未だ 考 へない。 

三月 二十 三日に は※ 〔# 「くさかんむり \ 姦」、 7 巻- 

350- 上- 斎 詩集に 「廿 三日 暁 起」 の 七 絶が ある。 蘭 軒 

は 残月の 桜花の 上に 懸れる を 賞した ので ある。 

せう とん 

二十 九日に 蘭 軒 は 天 野 樵墩、 子 柏 軒の 二人と 共に 郊 

こんげ  ちゃ てん 

外 を 歩し、 僧 混 外 を 金輪 寺に 訪 ひて 逢 はず、 茶店に 憩 

しか はま 

うて 鈴木玄 仙に 邂 追し、 遂に 鹿 浜に 到って 帰った。 

集に 「春尽 前 一 日 与 天 野 樵墩、 児 信 重 同 遊 近郊、 遂 

到 鹿浜而 帰」 の 七 絶 七 首が ある。 丁亥の 三月 は大 なる 


が 故に、 「春尽 前 一日」 が 二十 九日と なる。 二十 八日の 

夜 は 雨が ふったのに、 此朝は 晴れて ゐた。 「宵 半 雨声 

嘈撲 扉。 方 恐 拾 翠約空 違。 今朝 天気 開 晴朗。 促 伴 命 輿 

神 欲 飛。」 是が七 首 中の 第一 である。 

王子の 金輪 寺を敲 けば、 寺 僧 混 外 は 出で て 未だ 還ら 

なかった。 「将訪 高僧 掃 世麈。 出 行 何処 現 清 身。」 是が 

七 首 中の 第 七の 前半で ある。 去って 茶店に 憩へば、 

偶 鈴木玄 仙の 来る に 会した。 「籃輿 渓畔空 帰 去。 忽 

漫相逢 旧 社 人。」 是が第 七の 後半で ある。 

樵 墩は蘭 軒 門人 録に 「天 野道 周、 横 須賀」 が ある。 

恐く は 其 人で あらう。 玄仙は 詩に 「旧 社 人」 と 称して 


ある。 或は 曾て 門下に あった 人 か。 門人 録中鈴 木 氏の 

もの は、 唯一 の 「鈴 木 杉渓」 あるの みで ある。 

四月 十三 日に は 蘭 軒が 又 上野 仙 駕亭の 詩 会 を 催した。 

その 作る 所に は 宿題 「朝 起 掃 園」 五 律 一 、 「擬 破戎 凱歌」 

の 七 絶 一、 席上 題 「池亭 雨 望」 の 七 律 一が ある。 想 ふ 

に 十三 日 は 雨の 日であった だら う。 「十 里 池 塘雨色 濃。 

笠 蓑 探 興灘心 胸。」 

リ うじよ  たゾ 

此月蘭 軒に 柳 絮の七 絶 五 首が ある。 丸 山の 家に は啻 

に 桜 を 栽 ゑた のみで はなく、 又 柳 を 栽 ゑた。 柳 は 文政 

五 年に 栽 ゑた ので ある。 「小 園 栽 柳 六 年 過。 未 有 飛 綿 

今 歳 多。」 又。 「四月 園 林 雪 驟飄。 驀然見 晛未曾 消。」 


けんてん 

見晛は 詩の 小雅 より 取った 語で ある。 

その 百 七十 九 

蘭 軒 は此年 文政 十 年 四月に 又 岡 田 華 陽の ために 「脈 

式」 の 序 を 作った。 華 陽 は 典薬 頭 半 井 景雲の 門人で、 

蕨 駅 に 住んで ゐた。 蘭 軒 は 「為人 沈 退 実 著、 愛 間 好学、 

不敢 入城 都」 と 云って、 著す 所の 書 を 列挙して ゐる。 

書名 中に 「薬方 分量 考」 が ある。 日本 医学史の 医書 目 

録に 「続 薬方 分量 考、 岡 田静宅 撰、 一 巻、 文化 十 年」 

が ある。 未だ 人と 書との 同異 を詳 にしない。 脈 式の 序 


は 末に 「文政 丁亥 清 和 月 伊沢 信恬 記」 と署 して ある。 

五月 十三 日に は 詩 会が 上野 仙 駕亭に 催された。 蘭 軒 

に 宿題 「送 人 遊玉函 山」、 「牧牛 図」 の 七 絶 各 一、 席上 

課題 「山荘 茶 宴」 の 七 律 一 が ある。 「春尽 前 一 日」 の 遊 

よ リ此に 至る までの 詩 は、 柏 軒が 浄書して ゐる。 狩 谷 

掖 斎の 養 註 和名 鈔は此 月 五日に 脱稿した。 

六月 十七 日 仙駕亭 会の 宿題 は 「望 岳」、 席上 課題 は 「涼 

歩」 であった。 蘭 軒 は 五 律 各 一 を 作った。 

閏 六月 十三 日同亭 会の 宿題 は 「蓮 池 避暑」 で、 蘭 軒 

に 五 律 一 が ある。 

十四日に は 蘭 軒 は 家に あって 月 を 賞した。 「閏 六十 


四夜即 事」 の 七 絶 一 が ある。 題の 下に 「此 立秋 前 一 夕」 

と 註して ある。 

二十 三日に は 暑 を 丸 山 長 泉 寺に 避けた。 「賦得 夏日 

こ はら あう こく 

一 何 長」 の 五 律が ある。 「夏日 一 何 長」 は 小原鶯 谷の 句 

である。 鶯谷は 曾て 吉 原に 於て 蘭 軒と 相識に なり、 後 

不忍池 清 宜亭の 詩 会に 参した。 「傾 蓋 楊 巷 曲。 闘毫蓮 

さき 

泖 磯。」 さて 前年 六月に 歿した ので、 蘭 軒 は 前に 一 たび 

此 寺の 遊 を 同う した こと を 憶 ひ 起し、 其 詩句 を 以て 題 

となした。 此日 別に 「長 泉 寺 避暑」 の 七 絶 一が あった。 

集に 猶 夏の 詩に して 未だ 挙げざる もの 一 が ある。 そ 

れは 「山中 避暑 図」 の 七 絶で ある。 


七月 十二 日に は 集に 「初秋 十二 夜 偶成」 の 詩が ある。 

「山海 君恩 不棄 吾。 身 間 休 歎棄無 余。 方是 清風 明月 夕。 

漫対ニ 児 論 古書。」 作者の 情 懐に 大に 喜ぶべき ものが 

ある。 これに 次いで 「題 驟雨 孤 雀 図」 の 五 絶 一、 「偶作」 

の 七 律 二、 「夜 坐」 の 五 絶 一が ある。 「偶作」 中に も 亦 

「樗材 居 世不如 愁」、 「伝家 宝 只 有 書 蔵」 等の 句が あって 

わたくしの 目を惹 いた。 

八月 十三 日 は 仙駕亭 例会の 日であった。 宿題 は 「園 

中秋 草花 盛 開」 で、 蘭 軒 は 五 絶の 体 を 以て、 紫苑、 秋 

こうじ あ ふせき さう ぎょくさん くわ ち ゆ  さじん  やきく  しう き 

海棠、 t 紅 児、 鴨跖 草、 玉簪花 、 地楡、 沙参、 野菊、 秋 葵 

の 諸 花 を 詠 じた。 席上 課題 は 「柬 友人 約 中秋 飲」 で、 


蘭 軒に 七 絶 一が あった。 安ん ぞ 知らむ、 此日菅 茶 山 

かんなべ  えき さく 

は 神 辺に あって 易簀 したので あった。 「病 嗝噎、 自春 

及秋漸 篤、 終 不起、 実 八月 十三 日 也」 と、 行状に 書し 

て ある。 

茶 山 は 死に 先って 「読 旧 詩巻」 の 五 古を賦 した。 「老 

来歓 娯少。 長 日 消 得難。 偶 憶 強壮 日。 時 把 旧 詩 看。」 

さて 生涯の 記念 を 数へ て かう 云った。 「酔 花 墨 川隄。 

吟月椋 湖 船。 叉 手 温 生捷。 露 頂 張 旭 顚。」 其 自註 を検 

いんなん  かき ざき はき やう 

すれば、 第一 は 犬 塚 印南、 伊沢 蘭 軒、 第二 は 蠣崎波 響 

〔# ルビの 「かき ざき」 は 底本で は 「かき さき 匕、 僧 六 如、 

と あん 

第三 は 橋 本※ 庵 〔# 「木 \  (虫+ 虫)」、 7 巻- 352- 下る r 第 


くらな リリ ゆうしよ 

四 は 倉 成 竜 渚で ある。 「此等 常 在 胸。 其状更 宛然。 瑣 

事委遺 忘。 忽亦現 目前。」 

まじ はリ 

蘭 軒との 交 が 茶 山の ために 主要なる 記念の 一 であ 

つたこと は、 此に 由って 知られる。 

その 百 八十 

わたくし は 蘭 軒の 一 生 を 叙して 編 日の 記事 をな さむ 

こと を 努め、 此年 文政 十 年 八月 十三 日に 追って、 その 

師友と して 待った 所の 菅茶 山の 死に 撞 著した。 茶 山 集 

の最 尾に 「臨終 訣妹 姪」 の 詩が ある。 「身 殲固信 百 無知- 


那有 浮生 一 念 遺。 目下 除 非存妹 姪。 奈何 歓笑永 参 差。」 

く ぜん 

わたくし は始て 読んで 瞿 然とした。 前半 は 哲学者の 口 

むしろ 

吻と謂 はむ より は、 寧 万有 学者の 口吻と 謂 ふべき で 

ある。 想 ふに 平生 筆 を 行る ことの 極めて 自在なる より、 

期せず して 道 ひ 得た ので あらう。 妹 姪 は 未だ その 誰々 

き や う 

たる か を 知らない。 しかし 井上 氏 敬が 其 中に あった 

こと は 明で ある。 

すみやか 

頼 山陽 は 茶 山の 病 革 なる を 聞いて、 京都より 馳せ 

至った。 しかし 葬儀に だに 会 ふこと を 得なかった。 

「聞 病趨 千里。 中途 得 訃音。 不能 同 執※ 〔# 「糸 + 弗」、 

7 巻- 353- 上 Q?r 顧 悔晚揚 鞭。」 


茶 山 の 後 は 姪 孫菅三 惟繩が 継い だ。 関 藤々 陰の 「菅 

自牧斎 先生 墓 碣銘」 に 「茶 山 先生 以儒 顕、 本 藩 賜爵禄 

優待 之、 比歿、 樗平 君子 孫 独 先生 (自牧 斎 惟繩) 在焉、 

以姪孫 承 其 後、 主郷 校、 藩 給 廩米五 口、 事 在 文政 丁亥」 

と 云って ある。 

九月 十三 日に は 上野 仙 駕亭の 詩 会が 催された。 「秋 

水 網 舫」、 「秋 蝶」 は 其 宿題、 「秋 帆 晴景」 は 其 席上 課題 

であった。 網 舫の詩 は 七 絶、 蝶と 晴景と は 七 律で ある。 

別に 秋の 詩の 間に 「詠史」 七 絶 二が ある。 一は 仁徳 帝、 

一 は 漢の張 良で ある。 

冬に 入って 十一月に 榛 軒が 女子 を 挙げた こと は、 次 


年 戊 子 元日の 詩の 註に 見えて ゐる。 歴世 略伝 を検 する 

に榛 軒の 子 は 柏、 久 利の 二 女 を 載す るの みで ある。 柏 

の 生れた の は 八 年の 後で ある。 久 利の 生年 は 記載して 

なに ひと  つまびら か 

無い。 丁亥に 生れた 女子 は その 何人なる を 詳 にし 

ない。 

わたくし は 特に これ を徳 さんに 質した。 そして 久 

利の 生れた のが 十 年の 後なる こと を 知った。 丁亥に 生 

れた 女子 は 名 を れんと 云った さう である。 然 らば 榛軒 

の 女 は 長 を れんと 云 ひ、 次 を 柏と 云 ひ、 季を久 利と 云 

つて、 独り 柏が 人と 成った ので ある。 

げんざん きんよく はう  を は 

十二月に は元槧 千金 翼 方の 影 写が 功を竣 つた。 是も 


亦 次年 元日の 詩の 註に 見えて ゐる。 原本 は 多紀氏 

い つ しう だう 

聿脩 堂の 蔵す る 所で ある。 蘭 軒が 其 抄本に 跋 したの は 

十二月 三日で ある。 末に 「文政 十 年蜡月 三日、 呵 筆記 

於 三 養 堂、 時 大雪 始晴」 と 書して ある。 

そんしば く 

千金 翼 方 は 千金 方と 同じく 孫 思邀の 撰と 称せられて 

ゐる。 千金 方に は 傷 寒の 治 法を詳 にしなかった ので、 

翼 方 を 作った と 云 ふので ある。 「孫 氏 撰 千金 方。 其 中 

風瘡※ 〔# 「癰 I 隹」、 7 巻- 354- 上 《?r 可 謂 精 至。 而傷 

寒 一門。 (中略。) 疑 未 得 其 詳矣。 又 著 千金 翼 方。 辨論 

方法。 (中略。) 為 十六 篇。 分 上下 両卷。 亦 一時 之 新 意- 

此於 千金 為輔 翼 之 深 者 也。」 


此 書の 元 槧本は 所謂 梅渓 書院 本で ある。 「大徳 丁 未、 

梅渓 書院 梓 行」 と 云って ある。 丁 未 は 元の 世宗の 大徳 

そん キ>  リん おく 

十 一 年で ある。 初に 孫奇、 林 億 等の 校正 表 を 載せ、 末 

に 後 序 を 載せて ある。 皆 後の 刊 本の 刪 除す る 所で ある。 

蘭 軒が これ を 影 抄し畢 つた 時、 躋寿 館に 又 これ を 

影 刻す る議が 起った。 「近頃 医官 諸君。 有 醵金 影刻此 

本 之挙。 正 学 之 余 恵 被 後代。 可 謂 其徳浹 渥。 抑 崇文盛 

化 之 所 致。 豈不欽 仰 邪。 其 如此則 爾後 善 本 之 有 刻。 日 

多 一 日。 余 蔵 多 抄本。 恐 子孫 以 刻本 易 得。 軽視 家蔵。 

因 仔細 記 之。」 

蘭 軒 は 既に 元槧 千金 方 を 有して ゐ たので、 其 影抄翼 


方に 同 一 装釘 を 施して 愛蔵した。 「余 蔵元 板前 方。 今 

装釘 一 依 其 式 様。 以充 聯璧。 」 

当時 世間に 行 はれて ゐた 千金 翼 方 は、 乾隆 癸未 

ちょうし ぼん  わう うた いぼん 

重 梓 本、 王 宇泰本 等で ある。 

その 百 八十 一 

蘭 軒 は此年 文政 十 年 十二月 三日に 影 抄元板 千金 翼 方 

た ま /、  せんたく  ことす こぶる 

に跋 して、 偶 書の 蛭択に 論及した。 其 言 頗 傾聴す 

るに 堪 へたる ものが ある。 

蘭 軒の 曰く。 「蔵書 宜務 蛭択。 始為 有識 見 也。 而姪 


択有ニ 派。 好 逸書。 愛奇 文。 世 所 絶 少者。 雖兎園 稗史。 

必捜得 之。 是 好事 蔵 家 所 ft 択也。 其 所蔵 不過 緊要 必読 

之 書。 然皆古 刻 旧鈔。 審定真 本而蔵 之。 是正 学 蔵 家 所 

ft 択也。 要 之雖有 醇醯之 別。 非 有識 見。 則 不能 為蛭択 

矣。」 

蘭 軒 は 八十 九 年 前に 於て 此言 をな した。 然るに 今の 

蔵 家 を 観る に 二 派は猶 劃然と して 分れて ゐる。 

方今 校 刻の 業 盛に 興って、 某 会 某 社と 称する もの 指 

》 〔# 「てへ ん+ 婁」、 7 巻- 355- 上 .9〕 ふるに 遑 あら ざ 

る 程で ある。 若し 貲を 投じ 盟に加 はって ゐ たら、 立 ど 

ころに 希 覯の書 万巻 を 致さむ こと も、 或は 難き こと を 


必 とせぬ であらう。 

独り 奈何せ む、 彼 諸 会社 は 皆 正 学と 好事と の 二 派 を 

一網打尽せ むと 欲して ゐる。 世間 好事 者の 多い こと は、 

到底 正 学者の 比で はない。 それ故に 会社が 校 刻 書目 を 

蛭択 するとき に、 好事 者の 好に 投 ずる ものが 十の 八 九 

に 居る。 その 甚 しきに 至って は 初め 正 学者の 用 をな す 

もの  一 二部 を 出して、 後 全く 継刊 せざる にさへ 至る。 

洵 に惜 むべき ことの 甚だしき である。 

わたくしの 如き は 戯曲 小説の 善 本 を 相応に 尊重す る 

ものである。 多少の 好事 趣味 を も 解す る ものである。 

しかし 書 を 求む るに は 自ら 緩急が ある。 限 ある 財を以 


て 限な き 書 を 買 ふこと は 出来ない。 矧 や 月 ごとに 数 

十 金を捐 てて 無用の 淫書を 買 ふ は、 わたくしの 能く 耐 

ふる 所でない。 

且 啻に 兎 園 稗 史を排 すべし となす のみで は 無い。 史 

伝 を集刊 すると 称して、 絵 入 軍記 を 収め、 地誌 を彙刻 

すると 称して 名所 図 絵を収 むる が 如き も、 わたくし は 

其 意の 在る 所 を 解す るに 苦む。 書 を 買って 研鑽の 用に 

供せ むと 欲する 少数者 は、 遂に 書 を 買って 娯楽の 具と 

リ ようぎ やく 

なさむ と 欲する 多数 者の 凌 虐に遭 ふこと を 免れぬ の 

であらう か。 

設し此 に 一 会社の 興る あって、 正 学 一 派の ために 校 


刻の 業に 従事し、 毫も 好事 派 を 目 中に 置かなかったら、 

そう ぶんせい くわ よたく まさ ゎづか  ひき ふ 

崇文盛 化の 余沢 は 方に 纔 に 社会に 被 及す るで あらう。 

このごろ 

仄に 聞けば、 頃日 暴 富の 人が あって、 一 博士の 書 を 

刊せ むがた めに 数万 金を捐 てた さう である。 わたくし 

は 其 書の 善悪 を 知らぬ が、 要するに 一 家 言で ある。 こ 

まさ 

れ に反して 経史 子 集の 当に 刻すべく して 未だ 刻せられ 

L,  くばく 

ざる もの は、 その 幾何なる を 知らない。 世に 伝 ふる 所 

かう だう  じ やうし よ 

の 松 崎 慊堂天 保 十三 年の 上書が ある。 安井 息 軒の こ 

れに跋 する を 見れば、 当時 徳川家 斉の 美挙 は 俗吏 賈豎 

の 誤る 所と なったら しい。 「潜 聴 於 四方、 所 刻 率 誤 本 

俗籍。 所謂 盛典。 半 為賈豎 射利 之 挙。」 そして 慊 堂の 


刻せ むと 欲した 五経、 三史、 李 善 註文 選、 杜氏 通 典 だ 

に、 今に 迨 つて 未だ 善 本の 刻 せらる る を 見ぬ ので ある。 

「今 此十余 種 者。 半 蔵 於 秘府。 固 非人 間 所得 窺。 而其 

存於 侯国 及 人家 僧院 者。 地 有 遠近。 人有繁 間。 苟不梓 

而広 之。 其 目 覩之者 能 幾人。 則 雖存猶 亡 爾。」 世遷り 

か は  もみ ぢ やま 

時 易って、 楓山 文庫 は 内閣 文庫と なり、 政府と 自治体 

と 競って 図書館 を 起しても、 巿に善 本な きこと は今猶 

古の ごとくで ある。 

その 百 八十 一 一 


※ 〔# 「くさかんむり \ 姦」、 7 巻- 356- 下 4U 斎 詩集に は 

此年 文政 十 年の 冬 唯 七 絶 二 首が あるの みで ある。 一は 

「篠池 冬 晴」、 一 は 「観 猫」 で、 恐く は 皆 課題の 作で あ 

らう。 

此年蘭 軒 五十一 歳、 妻 益 四十 五、 榛軒 二十 四、 常 三 

郎ニ 十三、 柏 軒 十八、 長 十四であった。 榛 軒の 妻 勇 は 

よは ひ  しょせい 

其 齢を詳 にしない。 勇の 所 生の 幼女 れん は 当歳で あ 

る。 

文政 十 一 年の 蘭 軒 歳 首の 詩 は、 前年 丁亥の 事 を 叙せ 

むがた めに、 上に 其 註 を 引いた が、 今此に 全篇 を録す 

る。 「戊 子 元日 作。 満城晴 雪 映 朝暾。 洽是豊 祥属正 元。 


笑 語熙々 春自 返。 風 烟軟々 意 先暄。 家 貧 猶愛新 增帙。 

身老尤 忻初挙 孫。 別 有 間遊宜 早計。 梅花 香 発遍林 園。 

第五 註、 客 歳 十二月 元 彫 千金 翼 方影鈔 卒業、 第 六 註、 

十 一 月 児厚挙 女子、 第 七 八 註、 臘前 梅花 半開、 信頗異 

於 常 年。 」 

正月 九日の 草堂 集 は 例の 如くであった。 「山荘 春色 

雪 初融。 軽暖軽 寒梅 下風。 何識 佳賓 来満 坐。 新年 勝 事 

属衰 翁。 」 

わたくし は 蘭 軒の 三男 柏 軒 立志の 事 を 松 田 道 夫さん 

に 聞いた。 道 夫さん は 曾て 医 を 柏 軒に 学んだ 人で ある。 

そして わたくし は 聞く 所の 事の 是正 月の 下に 繋くべき 


ものなる を 謂 ふ。 此 に先づ 聞く 所 を 叙す る ことと する- 

それ  たき さいてい 

某の 歳 多紀茵 庭の 発会の 日に、 蘭 軒の 嫡子 榛軒は 酒 

を 被って 人と 争った。 柏 軒 はこれ を 聞いて、 霊枢ー 

巻 を 手に して 兄の 前に 進み、 諫めて 云った。 人に は 気 

血 動く の 年が ある。 霊柩 年忌の 論 は 恰も 我 俗に 所謂 厄 

年と 符 して ゐる。 兄 上 は 今年 其 時に 当って をら れる。 

ゑ ひ 

聞けば 矢の 倉の 発会に 酔に 乗じて 争論せられ たさう で 

ある。 是は気 血 動く の 致す 所で ある。 願 はく は 深く 自 

ら儆 めて 過を武 びせられ ぬ やうに と 云った。 そして 

霊枢を 開いて 「陰陽 二十 五 人篇」 を 読んだ。 

榛軒は 弟の 面 を 凝視す る こと 良久し く、 言 はむ と 欲 


する 所 を 知らざる ものの 如くであった。 それ は 柏 軒に 

して 此言を なすこと を 予期せ なんだから である。 

柏 軒 は 幼時 好学 を 以て 称せられて ゐた。 然るに 漸く 

長 じて 放縦に なり、 学業 を荒棄 し、 父兄の 戒飭を 受け 

て 改めなかった。 榛 軒が 柏 軒に 諫めら るる こと を 予期 

せなん だ 所以で ある。 

既にして 榛軒は 思 ふ 所 あるが 如くに して 云った。 弟、 

善 く 言 つて くれた。 己 は 言 ふ 所の 事の 是非 を 思って、 

これ を 言 ふことの 不可なる に は 思 ひ 到らなかった。 そ 

の 持って来た 霊枢を 己に 譲って くれい。 是は 永く 忠言 

を 記して 忘れぬ ためだ。 己 は 又お 前に 此霊枢 を 贈って 


報と する。 

を は 

言ひ畢 つて 架上の 書 を 取って 柏 軒に 与へ た。 同じく 

是れ 霊柩の 一 書で あるが、 父 蘭 軒の 手 校本で ある。 

柏 軒の 退いた 後、 榛軒 は折簡 して 諸 友 を 招いた。 書 

中には、 僕の 家に 慶事 あり、 諸君と 喜 を 同じう せむ と 

欲す 云云の 語が あった。 

その 百 八十 三 

わたくし は 松 田 氏の 云 ふ 所の 柏 軒 立志の 事 を 以て、 

此年 文政 十一 年 正月の 下に 繋くべき ものと した。 わた 


くし は 先づ柏 軒が 兄 榛軒を 諫めた こと を 語った。 榛軒 

が 多紀茵 庭の 家に 於て、 被 酒して 人と 争った の を 聞き、 

霊枢 年忌の 文 を 引いて 諫めた ので ある。 榛軒は 諌を納 

れ、 弟の 持ち 来った 霊 枢を乞 ひ 得て、 弟に 授 くるに 父 

蘭 軒の 手づ から 校す る 所の 霊枢を 以てした。 

尋で榛 軒 は 諸 友 を 招いて 宴 を 開き、 柏 軒 をして 傍 

に 侍せし め、 衆に 告げて 云った。 今日 諸君の 賁臨を 煩 

はした の は、 弊 堂に 一 の 大いに 喜ぶべき 事が あって、 

諸君に 其慶を 分た むがた めで ある。 家 弟 信 重は此 両三 

年 行に 検束な く、 学業 共に 廃して ゐた。 然るに 今春 わ 

たくしが 鹿 庭先 生の 発会の 日に 当って、 飲酒 量を踰 え、 


無用の 言説 を 弄した。 信 重 は 霊枢を 引いて わたくし を 

諫めて くれた。 わたくし は 其 切 直の 言 を 聞いて、 始て 

信 重が 志操の 疇 昔に 殊 なる を 知った。 之 子の 前途に は 

もはや 憂慮すべき ものが 無い。 わたくし は 諸君と 共に 

刮目して 他年の 成功 を 待た うとお も ふ。 

そ びら とほ 

柏 軒 はこれ を 聞いて、 汗 出で て 背に 浹 つた。 此日 

の 燕 集が 何のた めに 催され たかは、 その 毫も 測り 知ら 

ざる 所であった。 柏 軒 は 此ょリ 節 を 折 つ て 書 を 読んだ 

と 云 ふので ある。 

柏 軒 は 後 屢 人に 語って、 「己 は 少ぃ時 無頼漢で あ 

つた」 と 云った。 志気 豪邁に して 往々 細 節 を 顧みな か 


つたの ださう である。 然るに 一朝 濯 でられて 幕府の 

医官と なり、 法眼に 叙せられ、 閣老 阿部 正弘の 大患に 

罹る に 及んで は、 単身 これが 治療に 任じ、 外 間 謗議の 

げきれい 

衝に 当った。 全く 是れ榛 軒が 激厲の 賜であった。 

此事は 独り 松 田 氏が 聞き 伝へ てゐ るの みで はなく、 

渋 江 保さん の 如き も 母 五 百に 聞いて 知って ゐる。 しか 

いづ  つまびら か 

しその 何れの 年に あつたか を 詳 にしない。 或は 蘭 

軒 歿後の 事 だと も 云 ふ。 わたくし は 敢て其 時 を 推窮し 

て 戊 子の 正月と した。 按ずる に 蘭 軒の 歿前ー 二 年間の 

事 は、 口碑に 往々 伝へ て 残 後の 事と せられて ゐる。 彼 

榛軒 合※ 〔# 「丞 \ 巳」、 7 巻- 359- 上习 U の 時の 如き もさ 


うで ある。 榛 軒が 弟 を激厲 した 時 も亦此 類で はなから 

う 力 

然 らば わたくしが 戊 子と する の は 何に 拠る か。 わた 

くし は 霊柩の 文に 就いて 考 ふるので ある。 柏 軒 は 兄 を 

諫む るに 霊柩の 「陰陽 二十 五 人篇」 を 引いた。 二十 五 

人と は 金 木 水火 土の 五 形 を 立し、 其 五色 を 別って 二十 

五 人と する。 木 形に 上 角、 大角、 左 角、 鈦角、 判 角 あ 

しゃう ちょう  しつ はん 

リ、 火 形に 上 徴、 質徴、 少徴、 右徴、 質 判 ぁリ、 土 

形に 上 宮、 大宫、 加宮、 少宫、 左宮 あり、 金 形に 上 商 、 

鈦商、 左 商、 大商、 少商 あり、 水 形に 上 羽、 大羽、 少 

羽、 衆、 桎が ある。 西洋の 古い 病理に タン ペラ マン を 


分つ 類で ある。 そして 所謂 年忌 は 形と 色との 相応せ 

ざるより 生ずる。 「十六 歳。 二十 五 歳。 三十 四 歳。 四 

十三 歳。 五十二 歳。 六十 一歳。 皆 人 之 太 忌。 不可 不自 

守 也。 感則病 行。 失 則 憂矣。 当此之 時。 無為 姦事。 是 

謂 年忌。」 試に 棒 軒の 年歯 を 以て これに 配す るに、 其 十 

六、 二十 五、 三十 四、 四十 三、 五十二、 六十 一は 文政 

己 卯、 戊 子、 天 保 丁酉、 弘化 丙午と なる。 そして 安政 

乙 卯の 五十二 は 歿後 四 年、 元 治 甲子の 六十 一は 残 後 十 

はじめ 

二 年と なる。 按ずる に 文政 己 卯 は 柏 軒 甫て十 歳で、 

はや 

藩主 の 賞詞 を 蒙 つ た 直前 である。 是は 蚤き に 失する。 

天 保 丁酉 は 柏 軒が 既に 二十 八 歳に なって ゐる。 その 学 


に 志した 時が 二十 前後で あつたと 云 ふに 契 はない。 是 

お It  はげ 

は晚 きに 失する。 柏 軒が 兄 を 諫め、 榛 軒が 弟 を奨 まし 

た 時 は 文政 戊 子なら ざる こと を 得ぬ ので ある。 

榛軒 詩存に 「贈 柏 軒」 の 七 絶が ある。 題 下に 「柏 軒 

来諌過 酒」 と 註して ある。 或は 此 時の 作で はなから う 

か。 詩存は 富士川 游 さんの 所蔵の 写本で ある。 惜 むら 

く は 編 年で ない ので、 「贈 柏 軒」 の 詩の 如き も、 何れの 

年に 成つ たかを 知る ことが 出来ない。 詩 は 思 ふ 所 あつ 

て 略す る。 

その 百 八十 四 


此年 文政 十 一年 二月に は、 詩 会が 上野 仙 駕亭に 催さ 

れた。 其 日 は 十三 日であった。 蘭 軒 は 宿題 「城門 春 望」、 

席上 題 「新闢 小 園」 の 七 律 各 一首、 「席上 次 森 立 夫 韻」 

の 七 絶 一首 を 獲た。 わたくし は 此に其 絶句の み を録す 

る。 「世路 風塵 不耐 多。 池亭 相 値 聴 高歌。 無 端 破 得 胸 

中 悪。 漫把觥 船卷酒 波。」 枳園立 之 は 此年ー 一十一 一歳、 稍 

あら は 

頭角 を 露 した 時であった だら う。 

ころ 

蘭 軒の 門人 等が 「蘭 軒 医 話」 を著録 したの は此 比の 

事であった らしい。 此書は 其筆授 者に 従って 異同が あ 

ちんてい 

る。 山 田 椿 町の 校本に は 「附録 一巻」 があって、 此ニ 


月 十四日の 識語が ある。 椿 町 は 当時 二十 一歳、 枳 園よ 

リ少 きこと 一 歳であった。 椿 町 又 椿 庭に 作る。 名 は 

業 広、 通称 は 昌栄 である。 

詩集に 二月の 詩と 三月の 詩との 間に 「送金 子 正 蔵 帰 

省 加賀」 の 七 律が ある。 加賀の 金子 正 蔵の 事 は 他に 所 

見が 無い。 「征馬 驕春立 柳 辺。 暫時 此別不 悵然。 信 山 

雲擁 羊腸 路。 越 海濤涵 鵬翼 天。 帰 装 頼 将裁錦 巧。 高堂 

兼 作 舞 衣鮮。 重 来 有 約 君 休 背。 新著 期成 書廿 篇。」 末 

句の 下に 「生 註 荀子故 及 之〕 の 註が ある。 題に 帰省と 

云 ひ、 詩に 第 六 句が ある を 見れば、 金子 は 故郷に 親が 

あった。 


三月の 詩 会 は 十九 日に 千駄木 村植緑 園に 催された。 

宿題 は 「題 嵐 山 図」、 席上 題 は 「山村 春晚」 で、 蘭 軒 は 

七 絶 各 二 を 作った。 詩 は 略す る。 

植緑 園の 詩 会の 次に、 集 は 幕府 医官 岡 某の 宴 を 載せ 

てゐ る。 引に 云く。 「清明 前 一 日。 岡 医官 台北 別墅迎 

飲。 余 語 医官 命信恬 陪侍。 臥 病 不能 従。 岡 君 有 詩。 恭 

次芳韻 奉呈。」 岡 某 は 上野の 北に 別荘が あって、 宴 は そ 

こに 開かれた。 蘭 軒 は 余 語 古 庵の 紹介に 由って 招かれ 

たが、 病 を 以て 辞した。 そして 主人の 詩に 次 韻して 贈 

つた。 詩 は 五 律で ある。 今 省く。 

武鑑 を検 する に、 当時 岡 氏 は 父子 共に 西 丸に 勤めて 


ゐた。 父 は 「岡 了 節 法眼、 奥 御 医師 三百 五十石、 本郷 

大根 畑」、 子 は 「岡 了 允 法眼、 父 了 節」 と 記して ある。 

余 語 古 庵の 名 は 寄 合 医師 中に 見えて ゐる。 

四月 六日に は 蘭 軒が 杜鵑 花 を 百々 桜顚の 家に 賞した。 

やまむ ろし げん  はくけ い 

同 遊 者は榛 軒、 柏 軒、 山 室 士彦、 石 坂 白 卿であった。 

とく あざな  けい ほ  しばん、  もん でん 

百々 桜顚、 名 は 篤、 字 は 敬甫、 後年 屡 榛軒、 門田朴 

斎 等と 往来した 形迹が ある。 海内 偉帖に 「福 山 藩 中」 

と 註して ある。 杜鵑 花 は 其 父の 栽 ゑた 木であった。 山 

室 は 茶 山 集の 詩に、 「病中 七夕 山 室 子彦、 河 村士郁 来」 

の 七 律が あって、 其 第 四に 「偶有 台 中二 妙尋」 と 云つ 

て ある。 若し 士彦と 子 彦とを 同じ だとす ると、 此人は 


四 年 前に 備 後に ゐ たこと となる。 石 坂 は 未だ 考 へない。 

「四月 六日、 百々 桜顚宅 集、 園 有 杜鵑 花 数 株、 其 先人 所 

栽、 与 山 室 士彦、 石 坂 白 卿 及 厚 重 二 児賦。 深 園 雨 過 緑 

陰 重。 更見 杜鵑 花 稍穠。 都 是君家 遺愛 樹。 灌培 不改旧 

時 容。」 

よこた せっかう ゑん 

十三 日に 蘭 軒 は 詩 会 を 横 田 雪 耕 園に 催した。 宿題 は 

「題 江 島 石 壁」 席上 題 は 「卯 飲」 で、 蘭 軒の 作 は 彼に 七 

絶 一 、 此に 三が ある。 「卯 飲」 の 一 に 「卯 飲 解酲有 何物、 

売 来 給蜊過 門渓」 の 句が あって、 「売 蛤漢自 行徳浦 来、 

ば い かふし や ぎ やうと く 

毎 在日 未 出時」 と 註して ある。 売 蛤 者の 行徳 より 来 

る こと は、 今も猶 昔の ごとくな り や 否や。 


その 百 八十 五 

此年 文政 十 一 年 五月の 詩 会 は 酌 源 堂 に 於て 催され 

た。 宿題 は 「採 薬」 で、 蘭 軒 は 「倣 薬 名 詩 体」 の 五 律 

を 作った。 「採 薬 遇 天晴。 青 籃掛杖 行。 途平蓬 野濶。 

苔 滑石 橋 横。 林 薄荷 饞入。 池 塘洗艸 清。 吾 家 間 事業。 

てんせい  ちこつ ひ 

不是 学長 生。」 第一 に は 天 精が ある。 天 精 は 地 骨 皮の 

別名で ある。 晴は 精と 通ず る。 第二に は 藍が ある。 籃 

藍 は 相 通で ある。 第三に は萍が ある。 平 は萍と 通ず る。 

第 四に は 滑石が ある。 第五に 薄荷が ある。 第 六に 


※草 〔# 「くさかん む リ\ 倩」、 7 巻- 362- 上ぶ〕 が ある。 洗 

》 〔# 「くさかん む リ\ 倩」、 7 巻- 362- 上 は 相 通で ある。 

第 七に 五加が ある。 五加と 吾 家と は 音 通で ある。 第 八 

き やうく わ つ 

に 長生が ある。 長生 は 鬼 活の 別名で ある。 

五月と 六月との 詩 会の 間に、 「竹 酔 日 草堂 小 集」 の 作 

が ある。 題 は 「梅雨 新晴」 で、 蘭 軒 は 七 律 一 を 作った。 

六月の 詩 会 は 仙 歌亭に 於て 十三 日に 催された。 仙 歌 

亭は 恐く は 上野 仙駕亭 であらう。 宿題 は 無い。 席上 題 

は 「池亭 観 蓮」 で、 蘭 軒に 七 絶 一 が ある。 其 次に 山 室 

士彦を 送る 詩が あって、 「与 諸君 同 池亭 看 蓮、 時 山 室 兄 

将 還郷、 乃 奉呈」 と 題して ある。 想 ふに 仙 歌亭の 宴が 


祖筵を 兼ねて ゐ たので あらう。 「荷 花 万頃 競 嬌嬈。 筆 

硯 杯盤 香気 飄。 詞賦 君 裁 雲 錦 色。 携帰宜 向 故 園 驕。」 

六月と 七月との 詩の 間に、 「賜 題」 と 註した 二 首の 詩 

まさ やす 

が ある。 題 は 「放 螢」、 「摘 枇杷」 で、 阿部 正 寧の 賜 ふ 

所で あらう。 蘭 軒 は 七 絶 各 一 を 作った。 別に 「侍 筵 賜 

題幷 韻」 と 註した 一 首が ある。 題 は 「池 辺 納涼」 で、 

蘭 軒 は 五 絶 一 を 作った。 此三 首の 次に 尚 「題 坡仙赤 壁 

図」 の 七 絶 一 が ある。 

七月 十五 日に 「七月 既望 即事」 の 詩が ある。 「露 蕉風 

竹 影 婆娑。 又 是良宵 病 裏 過。 江上 泛舟看 月 客。 詩 思 飲 

興 百 東坡。 」 


七月と 八月との 詩の 間に、 「送 山村 士彦帰 福 山」、 r 恭 

次 高 韻、 時 駕将帰 藩」 の 二 詩が ある。 

ゐん たうて い 

山村 は 恐く は 山 室の 誤で あらう。 詩 は 一 韻 到底の 五 

古で、 其 中に 就いて 士彦の 身上の 事 二三 を 知る ことが 

出来る。 士彦の 福 山 藩士なる こと は、 独り 題に 「帰 福 

山」 と 云 ふより 推すべき のみで は 無い。 「我 藩士 彦君。 

温性而 雄志。」 士彦は 寛 政 十 一 年生で、 戊 子に は 三十 歳 

であった。 「君 劣卅平 頭。 少 於吾廿 二。」 士彦は 曾て 菅 

と-つぼ-つ 

茶 山の 塾に ゐて、 後に 藤 某の 門に 入った。 その 甲 申の 

かんなべ  また 

歳に 神 辺に ゐた 子彦 なること は復疑 を容れ ない。 藤 某 

は 恐く は 佐 藤 一斎で あらう。 「嘗 居菅子 家。 詞藻 摘 花 


粋。 近 入 藤 翁 門。 道 機披帳 秘。」 士彦 が郷に 帰る の は、 

父の 病める が 故で ある。 そして 其 発軔は 七月 中で あつ 

た。 「節 惟当孟 秋。 忽爾説 帰 思。 非是 想※ 〔# 「くさ か 

んむリ \ 純」、 7 巻- 363- 上"〕 鱸。 昨 逢郷信 寄。 家 翁 報 抱 

痫。 胸臆 真 憂 悸。」 蘭 軒 は 士彦の 父の 病の 瘥 ゆべき を 

説いて これ を 慰め、 その 再び 江戸に 来て 業を畢 へむ こ 

と を 勧めて ゐる。 「椿 堂 元 健 強。 微恙愈 容易。 重 作 東 

来 謀。 偏 期 夙 望遂。 (中略。) 登 躋斯崑 岡。 幸 増 君 腹 

笥。」 

後に 浜 野 福 田 両氏に 聞けば、 山 室 子彦、 名 は 俊、 通 

きふ こ  き やう 

称 は 武左衛 門、 汲 古と 号した。 其 父 名 は恭、 箕 陽と 号 


した。 

阿部 正 寧 に 次 韻した 詩 は 七 絶 である。 正 寧 の 帰 藩 の 

月日 は、 伯爵 家の 記録 を検 して 知る ことが 容易で あら 

う。 「干旄 孑孑 上途 程。 千 騎従行 秋 粛清。 遙想仁 風 吹 

遍処。 満疆 草樹報 歓声。」 

その 百 八十 六 

此年 文政 十 一 年 八月に は、 蘭 軒に 「中秋 無月」 の 七 

絶が ある。 次に 秋季の 詩が 五 首 ある。 「秋日 偶成、 次 

茶山菅 先生 韻」 三 首、 「園 楓殊 紅、 和 多 田 玄順所 贈、 云 


是立田 種」 一首、 並に 七 絶で ある。 茶 山の 集に 就いて 

原唱を 求む るに、 文化 丙 子の 「秋 月 雑 詠 十二 首」 が即 

是で、 蘭 軒 は 其 第二、 第三、 第 六、 第 八に 次 韻した の 

である。 此にニ 家の 最初の 作 を 挙げる。 茶 山。 「鳳 仙 

頗 美冶容 多。 鶏 髻雖妍 色 帯 奢。 此意 吾将問 蝴蝶。 不知 

尤愛在 何 花。」 蘭 軒。 「我 圃秋芳 誇 許 多。 更無 一種 渉驕 

奢。 最堪 愛処知 何是。 高 格 清 香楚畹 花。」 後者の 詠ず 

る 所 は 例の 蘭 草の 藤 袴で ある。 園 楓は和 多田玄 順の 

貽る 所の 種 だと 云って ある。 和 多 田の 名 は 門人 録に見 

えて、 下に 「岡 崎」 と 註して ある。 

十月に 蘭 軒 は 小 旅行 をしたら しい。 集に 「初冬 山 居」 


の 七 絶 二、 「冬日 田園 雑 興」 の 七 絶 一が あって、 就中 

山 居の 一 は 題 を 設けて 作った ものと は 看做し 難い。 

「近日 山村 奢 作 流。 小春 時節 襲 軽裘。 約 期 争 設開炉 宴。 

菟道茶 商 来 滞留。 」 当時 茶の湯の 盛に 行 はれた 山村 は 

何処で あらう か。 

ま ち 

十 一 月 十日に 蘭 軒の 幼女 万 知が 歿した。 母 は 側室 佐 

藤氏で ある。 先 霊 名 録に覚 心 禅 童女 の 法諡が 載せ て あ 

る。 恐く は 生後 幾 ならず して 夭した ので あらう。 

按ずる に 蘭 軒の 女 は 文化 乙 丑に 長女 天津が 夭し、 壬 

申に 二 女智貌 童女が 夭し、 文政 癸未に 四 女 順が 夭し、 

今 又 五 女 万 知が 夭した。 その 僅に 存 する もの は 文化 甲 


戊 生の 三女 長 一 人で ある。 

蘭 軒 は 平素 身辺に 大小 種々 の篋を 置いた。 恐く は 

小 什 具を貯 へ、 又 書 紙 を 蔵む る 用に 供した ので あらう。 

起居 不自由なる 蘭 軒が 篋篚の 便 を藉る ことの 多かった 

の は、 固より 異 むに 足らない。 世の 口さがな きもの は、 

その 数 女児 を 喪 ふ を 見て、 一 の 狂句 を 作った。 「箱 

好が 過ぎて 娘 を 箱に 入れ。」 

十二月 四日に 榛 軒の 長女 れんが 夭した。 法 諡幻光 禅 

童女で ある。 

此年戊 子の 除 日 は 蘭 軒が ために は 最終の 除 日で あつ 

た。 「歳晚 偶作。 臘節都 城閙。 間 窓 足 欠伸。 堅 晴梅蕋 


籠。 奇暖鳥 声 春。 老応居 人後。 楽 何関屋 貧。 近来 頻哭 

友。 徒 寿 笑 吾 身。」 蘭 軒 は 二 年 前に 棕軒 侯を哭 し、 前年 

に 茶 山を哭 した。 落莫の 感な きこと を 得なかった であ 

らう。 「近来 頻哭 友。 徒 寿 笑 吾 身。」 

集中 此 年の 詩 は 大半 柏 軒の 浄書す る 所で ある。 六月 

後に は 蘭 軒 は 一 首 を だに 自書して ゐ ない。 

此年巿 野 氏で は 迷 庵の 子 光寿が 四十 一 歳に なって ゐ 

た。 狩 谷 氏で は 隠居 被 斎が 五十 四 歳、 戸主 懐 どが 二十 

五 歳であった。 多紀 氏で は 矢の 倉の 茵 庭が 三十 四 歳、 

むかう やなぎ はら  リ うはん  げ うこ 

向 柳 原の 宗家 は 前年 柳； 15 が 歿して、 暁 湖の 世に なつ 

てゐ た。 蘭 軒の 門人 中 渋 江 抽斎は 二十 四、 森 枳園は 二 


十二であった。 

頼 氏で は 山陽が 此春水 西荘に 山紫水明 処を 造った。 

「却 向 東南 贅 一 室。 要将 三面 看 梅花。」 

是年蘭 軒 五十二、 妻 益 四十 六、 榛軒 二十 五、 常三郎 

二十 四、 柏 軒 十九、 長 十五であった。 榛 軒の 妻 勇 は 年 

紀 不詳で ある。 

その 百 八十 七 

文政 十二 年 は 蘭 軒 終焉の 年で ある。 「己 丑 元旦」 の 

詩は榛 軒が 浄書して ゐる。 「三冬 無 雪 梅花 早。 一 夜 生 


春 人 意 寛。 卜 得 酔 郷今歳 富。 尊 余 臘酒緑 漫々。 」 語に 

毫も 衰残の 気象 を 認めない。 蘭 軒 は、 脚疾を 除く 外、 

年初に 猶 身体の 康寧 を 保って ゐ たかと おも はれる。 

いとけ な 

二月 二日に 蘭 軒の 次男 常 三郎が 残した。 幼く して 

明 を 失し、 心身 共に 虚弱であった さう である。 常三郎 

さきだ 

は 父に 先つ こと 四十 五日に して 残した ので ある。 文 

化 乙 丑に 生れて、 二十 五 歳に なって ゐた。 

ます  やま ひ 

五日に 蘭 軒の 妻 益が 歿した。 其 病 を 知らない。 曾 

ま-つじ 

て 除夜に 琴 を 奏して 慰めた と 云 ふ 盲 児 常 三郎に 遅る る 

こと 僅に 三日、 夫に 先つ こと 四十 二日に して 残した の 

である。 益 は 天明 三年に 飯 田 休 庵の 女と して 生れ、 年 


を享 くる こと 四十 七 歳であった。 法諡を 

わらく ゐん じゅんじ やうて い をん 

和楽 院潤壌 貞温大 姉と 云 ふ。 

十五 日に 蘭 軒 は 友 を 会して 詩を賦 した。 推す るに 未 

だ 致死の 病に 襲 はれて ゐ なかった やうで ある。 集に 存 

ずる 所の 三 絶句の 一は、 亡妻 を 悼んで 作った ものら し 

い。 「二月 十五 日夜 呼 韻。 風 恬淡 靄 籠 春 園。 遠 巷 誰 家 

笑 語暄。 零尽 梅花 枝 上 月。 把杯漫 欲復芳 魂。」 

三月 十七 日に 蘭 軒 は 歿した。 足疾は 少壮の 時より あ 

つて、 蹇 となって から も 既に 十七 年 を 経て ゐる。 し 

かし 此 人の 性 命 を 奪った の は 何の 病で あらう か。 口碑 

の 伝 ふる 所の もの もな く、 記載の 徴 すべき もの もない _ 


三十 二日 前に 夜 友 を 会して 詩を賦 した こと を 思へば、 

死の 転 帰 を 見るべき 病 は、 当時 猶 未だ 其 徴候 を呈 せな 

かった であらう。 推す るに 蘭 軒の 病 は 急 劇の 証で あつ 

を は  めぐむ  こと 

たと 見える。 以上 書き 畢 つた 後、 徳 さんの 言 を 聞けば、 

蘭 軒 夫妻と 常 三 郎とは 同一 の 熱病に 罹ったら しく、 柏 

軒 も 亦 これに 侵されて 頭髪が 皆 脱した さう である。 此 

に 由って 観れば、 此病を 免れた もの は榛軒 夫婦の みで 

あった。 

蘭 軒 は 安永 六 年 十 一 月 十 一 日に 生れた から、 年を享 

はう あう けんじ あんしん てん 

くる こと 五十 三で ある。 法 誼を芳 桜軒自 安信 恬 居士と 

云 ふ。 


蘭 軒の 墓 は 麻布の 長 谷 寺に ある。 笄坂上 を 巡査 派 

出 所の 傍 より 東に 入って、 左折して 衝き 当れば、 寺 

いう はう  きざん 

門が ある。 門 内の 右方に は 橋本箕 山の 碑が ある。 東京 

の 最大 碑の 一 である。 本堂 前より 左 すれば、 高く 土 を 

封 じた 松 平 正直の 墓が ある。 其 前の 小径の 一 辺に、 蘭 

軒 夫妻の 墓 は、 後に 葬られた 嗣子 榛 軒の 墓と 並んで 立 

つ てゐ る。 

伊沢 分家 の 口碑 は 蘭 軒歿時 の 話 二三 を 伝へ てゐ る。 

蘭 軒の 姉 正宗 院は 溜池より 来て、 弟の 病牀に 侍して 

ゐた。 尋で 弟の 絶息した 後、 来 弔の 客 を 引見した。 蘭 

軒の 門人 某の 父が 来て 痛惜の 情を攄 ベた。 正宗 院は云 


つた。 

「わたくし も 惜しい 事 だと 存じて をり ます。 わたくし 

が 代って 死なれる ものなら 死にたい と 存じ ましたが、 

どうも 致し方が ございません でした。」 

「さやう でございます。 それ は あなたが 先生の 代に お 

死な さったら、 大勢の 諸 生が どの位 喜んだ か 知れ ませ 

ん。」 これが 門人の 父の 答であった。 

だう もく 

正宗 院は 瞠目して 言 ふ 所 を 知らなかった。 しかし 客 

の 去った 後、 其 淳樸を 賞した。 

その 百 八十 八 


蘭 軒が 此年 文政 十二 年 三月 十七 日に 歿した 時、 今一 

つの 話柄が あって、 伊沢 分家の 口碑に 遺って ゐる。 そ 

レ くばく 

れは残 後 幾 もな く 初夏の 季に 入って、 誰 やらが 「大 

声の 耳に 残る や 初 鰹」 の 句 を 作った と 云 ふこと である。 

はな  かど 

蘭 軒 は 平生 大声で 談し、 大声で 笑った。 俗 客の 門に 

来る とき は、 諸 生 をして 不在と #1 はしめ た。 諸 生が 或 

は 躊躇す ると、 蘭 軒 は 奥より 「留守 だと 道へ」 と 叫ん 

だ。 其 声 は往々 客の 耳に も 入った さう である。 

せう せん  たか わら ひ 

嘗て 自ら 笑 仙と 号した の も、 交遊 間に 「蘭 軒の 高 笑 」 

の 語が 行 はれて ゐ たからで ある。 


菅茶山 は 毎に 「 大声 高 笑 」 の 語 を 以て 蘭 軒に 戯れた。 

此に茶 山の 書牘ー 通が あって、 文中に 此 語が 見えて ゐ 

る。 書牘は 文化 丙 寅 六 月 十九 日に 茶 山が 蘭 軒 の 父 信 階 

に 与へ たもので、 文 淵 堂の 花 天 月 地中に 収められて ゐ 

る。 

丙 寅 は 蘭 軒の 長 崎に 住った 年で ある。 茶 山 はこれ を 

七日 巿へ迎 へ、 神 辺に 伴 ひ 帰って 饗応し、 又 尾 道まで 

見送った。 書 牘は此 会見の 状況 を 江戸に ある 蘭 軒の 父 

さき 

に 報じた ものである。 わたくし は 前に 蘭 軒の 長 崎 行 を 

叙した 時、 未だ 花 天 月 地 を 見なかった ので、 此文を 引 

くこと が 出来なかった。 文 は 下の 如くで ある。 


「時下 大暑の 候 御 坐 候。 弥御揃 御 安祥 被 成 御 坐 候覧、 

奉 恭賀 候。 」 

「扨め づ らしく 辞 安 様 御 西遊、 おも ひかけ なく ゆ 

るく 御 めにかかり、 大 によろ こび 申 候。 大 坂より 御 

状 下され、 此 たびの こと 御 申し こしな され、 おどろき 

申 候。 御と まり は 七日 巿と申 所、 わたくし 家 神の ベと 

まゐリ そろて 

申より 東 三 里ば かり 也。 さっそく 参 候而、 一夕 御 はな 

しど も 承 候、 第一 ことのほか 御す くや かなる 御 様子、 

大ご ゑた かわら ひも へいぜいの とほり、 すこしも たび 

の 御つ かれな く、 めづ らしき 山川 ここ かしこ 御 なぐさ 

みお ほく 候よ し。 御 奉行 様 御お ぼえ もめで たく、 あま 


りに したしく なし 下され、 同行の てまへ すこしき の 

どくなる くら ゐに御 坐 候よ し。 さて 六月 十七 日 あさ、 

わたくし 方へ 御いで なされ 候。 御た びかけ のこと、 し 

な，^ 御み やげ 等 下され、 いたみ 入 かたじけなく 奉存 

候。 妻 姪 ども もま かり 出、 御 めにかかり 候。 九つ時 分 

御 立な され、 御い とま ご ひ 申 候へ ども、 とかく 御名 ご 

り をし く、 尾 道と 申まで、 西南 六 里、 御 あとより 追 か 

け 候而、 また 一 夜 御 はなし 申 候。 御 しょくじな どもよ 

くな され 候。 これ は少々 御 ひかへ なされと 申 候 ほどの 

ことに 候。」 

「右 御 様子 申 上 度、 且又 御 状 一 通 御 届 申 候た め、 一 筆 


啓上 仕 候。 暑 甚御坐 候。 御 保護 専 一 奉 祈 候。 恐惶 謹言。 

六月 十九 日、 菅太 中。 伊沢 長 安 様。」 

「十七 日 一夜 をのみ ちに て 御 はなし 承、 早朝 御 立に て 

御 坐 候。 わたくし は 其 日す こし 休息いた し 帰宅 仕 候。 

十八 日夜 也。」 

おんつ いで おんう ちう へ  ごない せい 

「尚々 御 次 御内 上様、 辞 安 様 御内 政 様へ 宜奉願 上 候。」 

「尚々 千 蔵 こと 辞 安 様 犬に 御せ わ 被 下、 可也に とりつ 

づき ゐ申 候よ し、 忝奉存 候。 さだめて 時々 参上、 御せ 

わにな リ可申 候。 宜奉願 上 候。」 

此書牘 は 茶 山が 蘭 軒の 旅 況を蘭 軒の 父 信 階に 報じた 

もので、 此 主なる 三人 を 除く 外、 尚 六 個の 人物が 文中 


に 見えて ゐる。 話題に 上って ゐる もの は 通計 九 人で あ 

し ち 

る。 わたくし は 下に 少しく これ を 註して 置かう とお も 

ヽ 0 

その 百 八十 九 

わたくし は 蘭 軒の 大声 高 笑 の 事 を 言 つ て 、 菅茶山 の 

書牘を 引いた。 蘭 軒 は 文化 丙 寅に 長 崎に 住く 途次、 

かんなべ よぎ  のぶし な 

神 辺 を 過った。 茶 山が これ を 江戸に ある 蘭 軒の 父 信 階 

に 報じた 書 は即是 である。 書 を 裁した 茶 山 は 五十 九 歳、 

書 を 得た 信 階 は 六十 三 歳、 文中に 見えて ゐる蘭 軒 は 


へいとう 

平 頭 三十であった。 わたくし は是に 由って 「伊沢 長 安 

様」 と 呼ばれた 信 階が、 悴蘭軒 ほど 茶 山に 親しく はな 

いまでも、 折々 は 書信の 往復 を もした と 云 ふこと を 知 

る。 茶 山の 仮名文字 を 用ゐる こと 常よりも 稍 多かった 

の は、 老人の 読み 易き やうに との 心しら ひで はなから 

うか。 以上 わたくし は 第一 茶 山、 第二 信 階、 第三 蘭 軒 

の 三人の 事 を 註した。 即ち 発信 者、 受信者と 書中の 主 

人 公と である。 

まがりぶ ちけいろ 

第 四 「御 奉行 様」 は 曲淵景 露で ある。 「あまりにした 

しくな し 下され、 同行の てまへ すこしき のどくな るく 

らゐに 御 坐 候よ し。」 景 露が いかに 蘭 軒 を 優遇した か、 X 


想 見せられる。 且茶 山が これ を 報じて、 父 信 階 をして 

心 を 安ん せしめよう としたの は、 筆 を 下す 用意が 周到 

であった と 謂 ふべき である。 

次に 伊沢 氏の 人々 にして 茶 山の 問 安 を 被った もの は、 

第五 「御内 上様」 即信 階の 妻 曾 能 五十 七 歳、 第 六 「辞 

安 様 御内 政 様」 即蘭 軒の 妻 益 二十 四 歳で ある。 

次に 茶 山 は 第 七 第 八、 吾 家の 「妻 姪」 をして 蘭 軒に 

まみ 

見えし めた こと を 報じて ゐる。 蘭 軒の 長 崎 紀行に は、 

「茶 山 堂上 酒肴 を 具、 その 妻 及 男 養 助 歓待 恰も 一 親族 

の 家の ごとし」 と 書して ある。 わたくし は 前に 紀行 を 

もん でん  だん 

抄 して、 妻 は 門 田 氏、 男 養 助 は 万年と 註して 置いた。 


万年 は 茶 山の 弟汝 鞭の 子で、 茶 山の 養嗣子で ある。 そ 

れゅゑ 蘭 軒の 男と 書した の は 戸籍 上の 身分、 茶 山の 姪 

と 書した の は 血統 上の 身分で ある。 

最後に 第 九、 蘭 軒の 世話で 「可也に とり つづ きゐ 申 

候よ し」 と 云 ふ 「千 蔵」 が ある。 即ち 初め わたくしが 

その 何人た る を 知る に 苦んだ 頼 竹 里で ある。 竹 里 は 蘭 

軒の 江戸 を 発する とき、 遠く これ を 板 橋に 送った。 わ 

たくし は 富士川 游 さんの 言 を 引 いて、 頼 は 或は 伊沢 氏 

に 寄寓して ゐ たので はなから うかと 云った。 しかし 是 

あやま 

は錯 つて ゐた。 「さだめて 時々 参上 御せ わに 成 可 申 

候」 と 云って ある。 


茶 山が 蘭 軒 を 七日 巿に迎 へ、 神 辺に 伴 ひ 帰り、 更に 

送って 尾 道に 至った こと は、 長 崎 紀行の 詳記す る 所で 

ある。 茶 山 は 丙 寅 六月 十七 日 尾 道 油 屋の夜 宴の 後、 十 

八日に は 油屋で 「すこし 休息」 した。 その 

くわう え ふせき やう そんし や 

黄葉 夕陽 村 舎 に 帰った の は 「十八 日夜 也」 と 云って あ 

る。 蘭 軒が 「ぬた 本郷 駅、 松 下 屋木曾 右衛門の 家に 宿」 

した 夜で ある。 

茶 山 は 常に 神 辺 を 「神の ベ」 と 書して ゐる。 此書牘 

も 亦 同じで ある。 刊本 「筆の す さび」 の 如き は、 こと 

さらに 「かんの ベ」 と 傍註して ある。 按ずる に 文化 文 

政 頃の 備 後人 は 此の 如く 称へ てゐ たので あらう。 


その 百 九十 

わたくし は 上に 伊沢 分家の 口碑の 伝 ふる 所に 係る 蘭 

軒歿 時の 事 ニ条を 挙げた。 此 より 蘭 軒 平生の 事に して 

口碑に 存 ずる ものに 言及し ようとお も ふ。 

ひとつめ 

蘭 軒 は 近視であった さう である。 そして 蘭 軒が 一 目 

小僧に 遭った と 云 ふ 伝説が これに 伴って ゐる。 事 は 未 

あしなへ 

だ 蹇 にならぬ 前に あるから、 文化 癸 酉 三十 七 歳より 

前でなくて はならない。 

伝説に 曰く。 或 日 蘭 軒 は 一 病 者 を 往診して、 日が 暮 


れ てから 還った。 雨の 夜であった。 若党が 提灯 を 手に 

こんにゃく えんま  ぼうかい 

して 先に 立って 行った。 蒴篛 閻魔の 堂に 近い 某 街 を 過 

ぐる 時、 ※ 笠 〔# 「竹かん む リ\嫋 のつ くり」、 7 巻- 

わらべ  うしろ 

371- 上-?〕 を 被った 童子が 一 人 背後から 走って 来て、 蘭 

軒と 並んで 歩いた。 

に はか 

「小父さん。 こはく はない かい。」 遽に 童子が 問うた。 

蘭 軒 は 答へ なかった。 

童子 は 問 を 反覆した。 

若党が 童子 を 顧みて、 一 声 叫んで 傘と 提灯と を 投げ 

出した。 

「どうしたの だ」 と 蘭 軒が 問うた。 


まんなか 

「今お 側に ゐた 小僧 は 額の 正中に 大ぃ 目が 一 つし か あ 

りませんでした。 ああ、 気味が 悪い。 まだ そこらに ゐ 

はしません か。」 若党の 声 は 顫えて ゐた。 

「ばかな 事 を 言 ふな。 一 つ 目 小僧なん ぞと云 ふ ものが 

みそこな 

ある もの か。 お前が 見損った の だ。」 

「い、 え、 河童が 化けて 出た のです。 あの 閻魔 堂の 前 

の 川に は 河童が ゐ ます。」 

たか わら ひ 

蘭 軒 は 高 笑 をした。 「化物 話 を 聞いて ゐる うちに、 

目が 闇に 慣れて 来た。 思の 外 暗く は 無い。 まあ、 提灯 

が 燃えないで 好かった。 早く 提灯と 傘と を 拾って 一 し 

よに 来い。」 


若党 は 四辺 を 見廻した が、 見える 限の 処には 人影が 

無かった。 童子 もゐ なかった。 

以上が 伝説で ある。 伝説に は 解説が 附 いて ゐる。 河 

童が 一 つ 目 小僧に 化けて 出て 蘭 軒に 戯れた が、 伊沢 氏 

に は 近視の 遺伝が あって、 蘭 軒 は 童子の 面 を 見る こ 

と を 得なかった。 伊沢 氏の 近視 は 瞳孔の 太 だ 小いた 

めだと 云 ふので ある。 

瞳孔の 平均 径は人 毎に 異 つて ゐる。 しかし 其 広狭の 

ために 瞻視を 害する こと を 聞かない。 虹彩の 瞻視を 害 

する こと は、 後天の 変形に は 或は 有る が、 先天に は 恐 

く は 有る ま い。 


近視が 往々 遺伝す る こと は 固より である。 しかし 是 

は 虹彩 や 脈絡 膜の 病で は 無い。 伊沢 氏に 近視の 遺伝が 

あつたと 云 ふこと、 蘭 軒が 近視で あつたと 云 ふこと は、 

或は 事実で あらう か。 

河童が 存在す るか。 又 仮に 存在 するとして、 それが 

化ける か。 此等は 評論すべき 限で 無い。 額の 正中に 

一 目 を 開いて ゐる 畸形 は 胎生 学 上に 有り やうがない。 

要するに 一 つ 目 小僧 物語の 評 は 当時の 蘭 軒の 言に 尽 

きて ゐる。 「お前が 見損った の だ。」 

次に 鶏 肋と して 存じて 置きたい 一 話 は、 蘭 軒が 猫 を 

愛した と 云 ふ 事で、 その 蓄 つた 所の 桃花 猫と 呼ばれた 


猫の 伝 さへ 口碑に 遺って ゐる。 これより 伊沢 氏 桃花 猫 

の 伝に 入る。 

その 百 九十 一 

伊沢 分家の 口碑に 伝 ふる 所の 猫の 事 は、 聴く がま ま 

に 記 すれば 下の 如くで ある。 

蘭 軒の 愛蓄 する 所の 猫が あった。 毛色が 白に 紅 を 

帯びて ゐた。 所謂 桃花 鳥 色で ある。 それ ゆ ゑ 名 を 

桃花 猫と 命じた。 

或 時 蘭 軒が 病んで 久しき に瀰 つたので、 諸家の 寄す 


る 所の 見舞 物が 枕頭に 堆積 せられた。 蘭 軒は縟 中に あ 

つて 猫の 頭 を 撫でつつ 云った。 「余所から はこん なに 

お見舞が 来る に、 とき は 何も くれぬ か。」 

少焉 して 猫 は 一 尾の 比 目 魚 を銜へ て 来て、 蘭 軒の 

ふしど  かたはら 

臥所の 傍 に 置いた。 

くりや かた  さわ 

忽ち 厨の 方に 人の 罵 リ噪ぐ 声が 聞え た。 程近き 街 

う を や  ぬす 

の 魚屋が 猫に 魚 を 偸 まれて 勝手口に 来て 女中に 訴 へて 

ゐ るので あった。 

う を 

蘭 軒 は 魚の 価 を 償うた。 そして 猫に 謂った。 「人の 

家の 物 を 取って来 てはいけ ぬ。」 

次の 日に 猫 は 雉 を 捕へ て 来た。 蘭 軒の ia の 後に は 


つきやま 

仮 山が あって 草木が 茂って ゐた。 雉 は をり くそ こへ 

来る ことがあ つたの を、 猫が 視 つて ゐて捕 へたので あ 

る。 

あ ひつ 

魚 を 偸んだ と 雉 を 捕へ たとの 二つの 事が 相 踵いで 起 

つたので、 家人 は 猫が 人語 を 解す ると 以 為った。 是ょ 

リ猫は 家人の 畏れ 憚る 所と なった。 

猫 は 蘭 軒 歿後に も榛 軒に 畜 はれて ゐて、 十三 年の 後 

に 死んだ。 榛 軒の 妻 は 蘭 軒の 旧 門人 塩田 楊 庵に 猫 を 葬 

る こと を 託して、 金 二 朱 を 裏んで 寺に 布施せ しめた。 

楊 庵 は 金と 猫の 屍と を 持って、 本郷菊 坂の 長 泉 寺に 

住った。 長 泉 寺の 当時の 住職 は 楊 庵の 小 父であった。 


住職 は 不在であった。 楊 庵 は 寺の 僕に 猫を瘗 むる こ 

と を 謀り、 且 布施 金 二 朱 を 持って来 たこと を 告げた。 

楊 庵 は 十七 歳の 時 江戸に 来て、 此 寺に 寄宿し、 名医 

を 尋ねて 師事しょう として、 遂に 蘭 軒の 門に 入った の 

である。 僕 は 当時 寺に ゐ たので、 楊 庵と 親しかった。 

をし やう 

僕 は 楊 庵に 謂った。 「そのお 金 は 和 上様に 上げなくて 

はならない のでせ うか。」 

ほ、 ゑみ 

「さう さな」 と 楊 庵 は 云って、 顔に は 横着ら しい 微笑 

が 見えた。 「小父さん は 金 を 上げな くっても、 回向 を 

して 下さる かも 知れない。」 

「それ は 大丈夫です」 と、 僕が 受け合った。 


僕 は 程近い 天 魅 羅屋に 天 魅羅を 訛へ た。 そして 飯 を 

うづ  を は 

炊いた。 猫 を 瘗め畢 つた 時、 飯が 熟し 天 魅羅が 来た。 

二人 は 飽くまで 食った。 楊 庵 は 大食の 癖が あって、 酒 

を嗜 まなかった。 僕 は それ を 知って ゐ たので ある。 

楊 庵は榛 軒の 妻に 復命した。 「猫 は 長 泉 寺に 葬り ま 

した。 回向 は 小 父が いたす やうに 申して 置きました。 

しかし わたくし は 譃を衝 くこと が 嫌 だから 申します が、 

あの 二 朱 は 穴 を 掘らせた 男に 天 魅羅を 買って 食 はせ て、 

わたくし は 相伴 をいた しました。」 

蘭 軒 歿後 十三 年 は 天 保 壬 寅で ある。 榛 軒の 妻 は 当時 

継室 志 保に なって ゐた。 塩田 楊 庵 は 出 羽 国 山形の 


なぬか まち 

七日 町から、 文政 癸未に 江戸に 出て 長 泉 寺に 寓し、 尋 

で 蘭 軒の 門に 入った。 当時の 名 は 小 林玄瑞 であった。 

しう さん 

猫 を 葬った 壬 寅の 歳に は 神 田 松 坂 町の 流行 医 塩田 秀三 

リ やうさん 

の 養子に なって、 子 良 三 を もまう けて ゐた。 年は既 

に 三十 六 歳、 棒 軒より 少 きこと 三 歳であった。 楊 庵 は 

ひはんかん 

肥胖漢 で、 其 大食 は 師友 を 驚かした ものである。 渋 江 

抽斎は 楊 庵の 来る 毎に、 例 も 三百 文の 切 山椒 を 饗した。 

三百 文の 切 山椒 は 飯櫃の 蓋に 盛り上げる 程あった さう 

である。 

その 百 九十 一 一 


伊沢 分家の 口碑 は、 次に 蘭 軒に 潔癖が あつたと 伝へ 

てゐ る。 

へき  かんさい 

此癖は 既に 引いた※ 斎 〔# 「くさかんむり \ 姦」、 7 巻 

-374- 下 詩集 文政 壬 午の 詩に 就いて、 其 一 端 を 窺 ふ 

ことが 出来る。 「但於 間 事 有 遺恨。 宪箒 不能 手 掃 園。」 

蘭 軒 は 脚 疾の猶 軽微であった 時 は、 常に 手に 箒 を 把つ 

て 自ら 園 を 掃って ゐた。 僮 僕 をして 掃 はしむ るに 至つ 

また 

て、 復 意の 如くなる こと 能 はざる を憾ん だので ある。 

こまか 

わたくし は 更に 細に 詩集 を検 して、 箒 を 僮 僕の 手 

に委 ぬる ことが、 蘭 軒の ために # 何に 苦し かつ たかを 


想 見した。 文化 己巳 は 蘭 軒の 猶起 行す る こと を 得た 年 

である。 当時の 詩 中に 「掃 庭」 の 一 絶が ある。 「手 提宪 

箒 歩 庭 隅。 無 那春深 易 緑 蕪。 刈 掃 畏鏖花 草 去。 頃来不 

輙付園 奴。」 

蘭 軒 は 啻に 庭園の 潔なら む を 欲した のみで はな かつ 

た。 口碑に 拠る に 又 居室の 潔なら む を 欲した。 そして 

決して 奴婢 をして 居室 を 掃除せ しめなかった。 毎日 箒 

を 手に して 父の 室に 入る もの は 長子 榛軒 であった。 蘭 

しんみつ  いやしく 

軒は榛 軒の 性慎密 にして、 一 事 を も 苟 もせざる を 知 

つて、 これに 掃除 を 委ねた ので ある。 

たまく 

偶 榛 軒が 事あって 父の 未だ 起たざる に 出で 去る こ 


とが あると、 蘭 軒 は 甘んじて 塵埃 中に 坐して、 肯て三 

子 柏 軒 をして 兄に 代らし めなかった。 粗放なる 柏 軒 を 

あん へん  ほんかう 

して 案 辺の 物 を飜攪 せし むる は、 蘭 軒の 耐 ふること 能 

はざる 所であった。 

蘭 軒 は 又 潔 を 好む がた めに、 榛軒 をして 手 を 食饌の 

たと へ 

事に 下さし むる ことがあった。 例 之ば 蘭 軒 は 酒 を 飲む 

しば/ \ かずのこ  げぶ つ 

に、 数 青 魚鮞を 以て 下物と した。 そして 青 魚 鮞を洗 

ふに は、 必ず 榛 軒の 手 を 煩した。 

次に 口碑 は 蘭 軒の 花卉 を 愛した こと を 伝へ てゐ る。 

ふぢば かま 

吉野 桜の 事、 蘭 草の 事 は 既に 前に 見えて ゐる。 其 他 

人に 花木 を 乞うて 移し 栽 ゑた こと は、 その 幾度なる を 


知らない。 梅 を 栽 ゑ、 木犀 を 栽 ゑ、 竹 を 移し、 芭蕉 を 

移した こと は、 皆 吟詠に 見れ てゐ る。 又 文政 辛 巳と 

丁亥と に は、 平生 多く 詠 物の 詩 を 作らぬ のに、 草花 を 

詠ず る こと 前後 十六 種に 及んだ。 

就中 わたくしの 目に留ま つたの は、 つゆ 草の 詩で 

ある。 わたくし は 児 時 夙く 此草を 愛した。 吾郷 人の 所 

謂 かめ がらで ある。 頃日 「み、 ずの たは こと」 の 一節 

が 小学 教科書に 入 つ て 、 児童 に 此微物 の 愛すべ きを 教 

へて ゐる。 「何 仙 砕 碧玉。 化 作 小 蛾 児。 貪 露粘微 草。 

不 飛復不 移。 右鴨跖 草。」 わたくしの 家の 小 園に は 長 

原 止水さん の 贈った 苗が、 園丁の 虐待 を 被りつ、 も、 


今 猶跡を 絶たずに ゐる。 

蘭 軒 は 草花 を 詠 じ て、 往々 本草 家 の 面目 を 露す - J と 

が ある。 たうぎ ばう しの 詩の 如き は是 である。 「玉簪 

化 為 草。 漫向小 園 開。 嬌媚休 相 近。 毒 根刮骨 来。 右 玉 

簪 花。」 

最後に 口碑の 伝 ふる 所の 敗醬花 の 一 笑話 を 挙げる。 

蘭 軒 は 婢を上 原 全 八郎の 家に 遣 つ て 敗 醬花を 乞うた。 

口上 は 「お 約束の をみ なめし を 頂きに 参りました」 と 

云 ふので あった。 婢は 新に 田舎より 来て、 「めし」 を 「御 

膳」 と 呼ぶ こと を教 へられて ゐた。 それ ゆ ゑ 「をみ な 

ごぜん」 と 云った。 上 原の 妻 は 偶 山梔子の 飯 を 炊いで 


ゐ たので、 それ を 重箱に 盛って 持たせて 帰した。 

その 百 九十 三 

伊沢 分家の 口碑に 蘭 軒の 平生 を 伝 ふるもの は、 概ね 

上に 記す るが 如くで ある。 わたくし は 此にー 二 附記し 

て 置きたい。 其 一 は 蘭 軒の 筆蹟の 事で ある。 富士川 氏 

ぎ やう かふ  いうび 

所蔵の 自筆 本数 種 を 見る に、 細楷 と行狎 と皆遒 美で 

まさし  うんきの ひ 

ある。 塩田 真さん の談 に、 蘭 軒 は 人に 勧めて 雲麾碑 

を 臨せ しめたと 云 ふ。 平生 書に 心 を用ゐ たものと おも 

せう じリ やうさん 

はれる。 真さん は 小字 良 三、 楊 庵の 子で ある。 


わたくし は 金石文の 事 を 知らない。 若し 此に云 ふ 所 

に 誤が あったら、 人の 教を 得て 正す であらう。 雲麾将 

軍 は 李 氏、 名 は秀、 字 は 元秀、 范 陽の 人で、 唐の 玄宗 

の 開 元 四 年に 残した。 其 碑 は 李 星が 文 を 撰み 自ら 書し 

た。 然るに 李 置に 両の 雲麾の 碑が ある。 一は 李思訓 

の 碑に して 一 は此 碑で ある。 思 訓と秀 と は 同姓 同官で 

リゃ うき やう 

ある。 此碑は 良 郷ょリ 宛 平 県に、 宛 平 県より 順 天府 

に 入って、 信 国祠の 壁に 聱 せられて ゐる さう である。 

つまびら か 

其 拓本の 種類 等 はこれ を 審 にしない。 

其 二 は 蘭 軒が 医の 職 を 重んずる がた めに、 病弱の 

ていし  しりぞ  それがし 

弟子 を 斥けた 事で ある。 某 は 蘭 軒に 請 ふに、 其 子 


に 医を教 へむ こと を 以てした。 そして 云った。 「生れ 

つき 虚弱な 子で ございます。 武藝な ど は はかばかしく 

出来さう も ござり ませぬ。 お 医者 様になって 薬の 事 を 

心得て ゐ たら、 自身の ために も 便利 だら うと 存じ ま 

す。」 

蘭 軒 はこれ を 聞いて 眉を蹙 めた。 「それ は 悪い お 思 

附だ。 医 は 司 命の 職と 云って、 人の 死生の 繋る 所 だか 

ら、 其 任 は 重い。 医の 学ぶべき 事 は 極て 広大で、 これ 

を窮 むる に は 人に 超えた 力量がなくて はならない。 御 

子息が 御 病身なら、 何 か 医者で ない、 外の 職業 をお し 

こみな さるが 好い。」 


某は慙 謝して 退いた さう である。 蘭 軒の 病弱 は 其 形 

骸 にあって、 其 精神に はなかった。 蘭 軒 は 身 を 終 ふる 

まで 学問の ために 努力して、 毫も 退転し なかった ので 

ある。 

を は 

わたくし は 此に蘭 軒の 事蹟 を 叙し 畢 つて、 其 残 後の 

記録に 入らう とする。 わたくし は 境に 臨んで※ 斎 〔# 

「くさかんむり \ 姦」、 7 巻- 377 上^〕 詩集の 一 書 を 回顧す 

る。 詩集 はわた くしが 富士川 氏に 借り 得て、 今に 迨る 

まで 座右に 置き、 其 編 年の 体 例に 拠って、 我 文の 骨格 

を 構へ 成した 所の ものである。 

わたくし は 今 詩集 を 富士川 氏に 返さう とする。 そし 


まき  れいけつ 

て 今一 たび 其 巻 を繙閲 する。 卷は百 零 三 頁の 半紙 本で、 

けっすう  きゑん 

頁数 は森枳 園の 朱書す る 所で ある。 首に 「》 〔# 「くさ 

かんむ リ\ 姦」、 7 巻- 377- 上 斎 詩集、 伊沢 信恬」 と 題 

して ある。 印が 二つ ある。 上の もの は 「森 氏」 で枳園 

の 印、 下の もの は 「伊沢 氏 酌 源 堂 図書 記」 で 蘭 軒の 印、 

並に 朱 文 篆字で ある。 載す る 所の 詩 は、 五 古 一、 七 古 

一 、 五 律 六十 七、 七 律 百 零 三、 五 絶 十九、 七 絶 三百 九 

十七、 通計 五 百 八十 八 首で ある。 

わたくし は此に 「蘭 軒 文集」 の 事 を 附記す る。 此書 

は 蘭 軒の 文 稿 を綴輯 した もので、 完 書の 体 を 成さない。 

命題の 如き も、 巻首 及 小口 書、 題簽、 巻尾、 各 相異 


つて ゐる。 「蘭 軒 文集」 と 云 ひ、 「蘭 軒 文 草」 と 云 ひ、 

「蘭 軒 遺稿」 と 云 ふ、 皆 後人の 命ずる 所で ある。 九十 七 

頁の 半紙 本で、 首に 「森 氏」、 「伊沢 家書」 の 二 印が あ 

る。 並に 蒙 字 朱 文で ある。 載す る 所 は 序 十四、 跋 二十 

九、 書 二、 記 二、 考ー、 墓誌 三、 雑 二で、 その 重出す 

る もの を 除けば、 序 六、 跋 十八、 書 一、 記 一、 考ー、 

墓誌 一、 雑 二と なる。 通計 文 三十 篇 である。 わたくし 

は 此書を 伊沢 信 平さん に 借りて、 参照の 用に 供した。 

今 詩集 を 富士川 氏に 返す に 当って、 文集 を も 伊沢 宗家 

に 返し、 一 一家に 嘱す るに 此 副本な き 一 一書 を 愛護せ むこ 

と を 以てする。 


その 百 九十 四 

しんけんの ぶあつ 

蘭 軒が 歿した 後、 嫡子 榛軒信 厚が 伊沢 分家 を 継いだ。 

榛軒は 二十 六 歳 を 以て 主人と なった ので ある。 その 家 

督を 命ぜられた 月日の 如き は、 記載の 徴 すべき ものが 

たうす け  のぷ しな 

無い。 榛軒は 其 時に 至る まで 棠 助と 称し、 今 祖父 信 階 

の 称 を 襲いで 長 安と なった ので あらう。 

しつ  ます  さきだ 

蘭 軒の 室 飯 田 氏 益 は 夫に 先って 残した ので、 蘭 軒 

残 後に は 只 側室 佐 藤氏 さよが 残った だけで ある。 榛軒 

いくばく  し 

は 幾 も あらぬ に、 これに 貲を 与へ て 人に 嫁せ しめた。 


是に 於て 榛 軒の 新 家庭に は 妻 勇、 弟 柏 軒、 妹 長の 三 

人が あって、 主人 を 併せて 四 人 をな して ゐた 害で ある。 

むすめ 

勇の 生んだ 女 れん は 前年 戊 子 十二月 四日に 死に、 今 

年 己 丑に 入って より、 二月 二日に 榛 軒と 柏 軒との 間の 

同胞 常 三郎、 五日に 此三 子の 母 飯 田 氏 益、 三月 十七 日 

に 父 蘭 軒が 死んだ ので ある。 

蘭 軒の 門人 は 多く は 留まって 榛 軒の 教を受 くる こ 

また 

と、 なった。 門人 等は復 「若 先生」 と 呼ばず して 「先 

生」 と 呼ぶ ことと なった ので ある。 

蘭 軒の 遺 子 は 所謂 又 分家の 良 子 刀自 所蔵の 門人 録 

めぐむ  しょちよ 

に 八十 一人、 所謂 分家の 徳 さん 所 著の 歴世 略伝に 二 


十一 人が 載せて あって、 二 書に は 互に 出入が あり、 氏 

名の 疑似の ために 人物の 同異 を辨 ずるに 苦む もの も あ 

る。 今 重複 を 除いて 算す るに、 約 八十 二三 人と なる。 

しかし 蘭 軒 自筆の 勤 向 覚書に 僅に 門人 七 人の 氏名が 見 

えて ゐて、 その 門人 録及 歴世 略伝に 載す る もの 四 人、 

門人 録に 載せて、 歴世 略伝に 載せざる もの 二人、 二 書 

並に 載せざる もの 一 人で ある。 是に 由って 観れば、 門 

人録も 歴世 略伝 も、 猶 脱漏 ある こと を 免れぬ ものと 見 

える。 今 三 書を湊 合して、 新に 一 の 門人 録を 作る こと 

えん を  いかん 

は 容易で あるが、 読者の 厭悪 を 奈何と もし 難い。 

わたくし は此に 第 く 当時の 所謂 「蘭 門の 五哲」 を挙 


げる。 即ち 渋江抽 斎、 森枳 園、 岡 西 玄亭、 清川玄 道、 

山 田 椿 庭で ある。 蘭 軒の 歿後に、 榛 軒は抽 斎、 玄亭、 

椿 庭の 詩 養、 枳 園の 便 面、 玄 道の 短冊 を 一 幅に 装 ひ 成 

した ことがある。 此幅は 近年に 至る まで 徳 さんの 所に 

あつたが、 今 其 所在 を 知らない。 

それ はとに かく、 榛 軒の 世と なった 後 も、 医 を 学ぶ 

ものが 伊沢 分家の 門に 輻湊 した こと は、 当時の 俗謡に 

徴 して 知る ことが 出来る。 わたくし は 此に其 辞の 

卑俚を 嫌 はずして、 榛 軒の 女 曾 能 子 刀自の 記憶す る 所 

のとつ ちり とん 一 闋を録 する。 「医者に なるなら どこ 

よりも、 流行る 伊沢へ 五六 年、 読書 三年 匙 三月、 薬 判 


みや 丸薬 や、 頼まう どうれ の 取次 や、 それから 諸家へ 

代 脈に、 往 つて 鍛 ふが 医者の 腕、 それ を 為遂げ リゃ四 

枚 肩。 」 榛 軒が 父の 世の 家声 を墜 さなかつ たこと は 明 

である。 

此年 文政 十二 年に、 頼 氏で は 山陽が 五十に なリ、 其 

母 梅颸が 七十に なった。 「五十 児 有 七十 母、 此福 人間 

得応 難。 」 

伊沢 氏で は 此年榛 軒が 既に 云った 如く 二十 六、 弟 柏 

軒が 二十、 妹 長が 十六に なって ゐた。 榛 軒の 妻 勇 は 其 

よは ひ つまびら か  き せ 

歯を詳 にしない。 蘭 軒の 姉 正宗 院幾勢 は 五十 九で 

あった。 


その 百 九十 五 

文政 十三 年 は 天 保と 改元 せられた 年で、 蘭 軒 残 後 第 

一 年で ある。 榛軒 詩存に 「天 保 庚 寅 元日」 の 詩が ある。 

「妍々 旭日 上 疎櫺。 影 入 屠蘇 盃裏 馨。 梅自暖 烟生処 白。 

草 追 残雪 泮辺 青。 読 方 択薬宜 精 思。 射利 求 名豈役 形。 

唯宝儂 家伝 国璽。 明堂緘 灸宋雕 経。」 註に 日く。 「余 家 

旧蔵 北 宋槧本 明 堂緘灸 経。 是架中 第一 珍書。 故 及 之。」 

蘭 軒 手沢の 書に は 古い ものが 頗 多かった が、 大抵 

鈔 本であった。 それ ゆ ゑ 当時 最古の 刊本 として 


明 堂 緘灸経 を 推した ので あらう。 明 堂鹹灸 経と はい 

かなる 書か。 

北 宋太宗 の 太平 興国 七 年に、 尚 薬 奉 御 王 懐 隠 等に 

詔 して、 太平 聖 恵方 一 百卷を 撰ばし めた。 其 書 は 

淳化 三年に 成った。 太宗は 自ら これに 叙して、 「朕 尊 

居 億兆 之 上、 常以 百姓 為 心、 念 五 気 之 或乖、 恐 一 物 之 

失 所、 不尽 生理、 朕甚 憫焉、 所以 親閲 方 書、 俾令撰 集、 

溥天之 下、 各保遐 年、 同 我 生 民、 躋於寿 域、 今 編勒成 

一 百 巻、 命日 太平 聖 恵方、 仍令 彫刻 印 版、 徧施華 弟、 

凡爾生 霊、 宜知朕 意」 と 云って ゐる。 即ち 十 世紀の 書 

である。 


太平 聖 恵方の 完本 は、 躋寿 館に 永 正中の 鈔 本の 覆 

写本が あった。 其 刊本は 同 館に 七十 三、 七十 四、 七十 

たく は 

九、 八十、 八十 一の 五卷を 儲へ てゐ たのみで ある。 

然るに 此聖 恵方の 第 一 百 巻に 黄 帝 明 堂緘灸 経が 収め 

ち と 

てあつた。 是は素 唐 以前の 書で、 王 等が 採 リ用ゐ たの 

しゅぎ やう 

である。 既にして 人あって 古版 首 行の 「太平 聖 恵方」 

いち のぼ 

の 五 字 を 削り 去り、 単行本と して 市に 上せた。 故に 首 

行の 上に 空白 を 存じて ゐる。 此の 変改 せられた 北宋 

ざん ほん 

槧 本が 躋寿 館に 一 部、 伊沢 氏の 酌 源 堂に 一 部あった。 

彼 は 「長 門 光永 寺」 の 墨 印が あり、 此は 「吉氏 家蔵」 

の 印が あった。 経籍訪 古志に 「酌 源 堂 亦蔵此 本、 紙 墨 


頗精」 と 云って あるの が即 後者で、 榛 軒の 詩 中に 斥す 

所で ある。 今 其 所在 を 知らない。 

詩存 には此 春の 詩が 猶 十八 首あって、 就中 五 首 は 

まさ やす 

阿部 侯 正 寧に 次 韻した もの、 五 首 は 賜 題の 作で ある。 

まさ さよ 

榛 軒が 正 寧に 侍して 詩を賦 したの は、 蘭 軒が 正 精に 侍 

して 詩を賦 したと 相似て ゐる。 

此年 十月に 榛軒は 正 寧に 扈随 して 福 山に 往く ことと 

なった。 前年 来 江戸に 来て、 丸 山 邸に 住んで ゐる門 田 

朴斎は 「白 蛇 峰 歌」 を 作って これ を 送った。 「白 蛇 峰 上 

白雲 多。 峰 前 是我曾 棲処。 黍 山 最高 只此 峰。 勧 君吟屐 

穿 雲 去。 北 望 雲 州 与 伯 州。 独 有 角 盤 相対 侔。 臨 風 絶叫 


称 絶勝。 未輸 五岳 名山 遊。 吾 兄 在彼諳 山践。 恰好 前 導 

攀 丹梯。 別後 思 君復思 兄。 白雲 満山 夢不 迷。」 朴斎は 

兄 富 卿 を 前 導 者と して 榛 軒に 推薦した ので ある。 

福 山へ 立った 兄榛 軒と、 江戸に 留まった 弟 柏 軒との 

間に 取リ替 された 書牘 は、 集めて 一 巻と なし、 「荏 薇 問 

え ど  き び 

答」 と 題して ある。 荏 土と 黄 薇との 間に 取リ替 された 

からで あらう。 わたくし は此 書を徳 さんに 借りて、 

多少の 価値 ありと 認 むべ き 数条を 抄出す る。 

榛軒は 十月 十六 日の 暁に 江戸 を 発した。 同行した 僚 

あまとみ リ やうせ き  そうはく 

友 は 雨 富 良碩、 津山宗 伯であった。 留守 は 柏 軒で、 塩 

やう あん  げんず ゐ 

田 楊 庵、 当時の 称 小 林玄瑞 が嘱を 受けて 其 相談 相手に 


なった。 

榛 軒が 去った 直後に、 留守宅に 傷 寒 論 輪講の 発会が 

あった。 来会者 は 各 数 行の 文 を 書して 榛 軒に 寄せた。 

かんどく 

合作の 柬牘 である。 会 日 は 十月 二十日であった。 

はじめ  はん あん 

首に 柏 軒が 書した。 「磐 安 曰。 集まりし 人より 伝言 

左の 如し。 尤 各自 筆な リ。」 

次に 渋江抽 斎が 書した。 「道 純 敬 啓。 御 出立の 砌は 

参上、 得 拝眉、 大慶 不過之 候。 御 清 寧、 御 道中 種々 珍 

事 可 有 之、 奉恭羨 候。 廿日より 傷 寒 論 講釈 相始 候処、 

諸君 奇講甚 面白し。 輪講の 順 は 星 順にて、 長短に 拘ら 

ず 一条 づっ各 講ず。 書 余 後便 万々。 不具。 副 啓。 去 


る 十七 日 万笈堂 主人 頓死。」 英 平吉の 死んだ 日と、 其 

死が 頓死であった ことと が、 此 短文に 由って 知られる。 

此 合作 柬牘は 荏 薇 問答 中 最も 興味 あ る 文で あるから、 

わたくし は 下に 続抄 しょうと おも ふ。 

その 百 九十 六 

榛 軒の 留守に 会して 傷 寒 論 を 講じた 人々 の 合作 柬牘 

に は、 渋江抽 斎の 次に 岡 西 玄亭が 書いて ゐる。 「玄亭 

きんべん  ぎんが おも ふべ し 

謹啓。 御 道中 御 壮栄欣 ；、 吟哦可 想。」 

き， ん 

次に 森枳 園が 書いて ゐる。 「養 竹 啓。 今日は 駿河路 


と 奉※ 〔# 「てへ ん+ 婁」、 8 巻 各 上せ 指 候。 定而 不二 

は 大きから うと 奉存 候。 御上 益 御き げん 能 奉 恐悦 候。 

まづ 

大木 斎兵衛 歿す。 木 挽 町 先 は 居な りの 由、 路考 半分す 

ふきや  て 

け 也。 吹屋は 名代 七 枚に 而、 秀桂秀 調 関 三 常世 片巿半 

四 郎紫若 也。 中 村屋は 今迄 之 所へ 久来三 は ひり 候 由、 

先 評判 也。 いづれ 其 中正 説 可 申 上 候。 道中なん ぞ冬枯 

ながら 薬草 は 見当らず や、 御 心がけ 奉 願 候。 以上。 立 

之 再拝。」 

わたくし は始て 抽斎枳 園の 柬牘を 見た。 抽斎は 端 人 

の 語 をな し、 枳園は 才子の 語 をな す。 とり，^ に 面白 

い。 「定而 不二 は 大きから うと 奉存 候。」 一句 枳 園の 面 


目 を 見る。 忽 にして 好 劇 家、 忽 にして 本草 家、 端倪す 

ベから ざる ものが ある。 抽斎は 英平吉 の 死 を 報じ、 枳 

なんぴと 

園 は 大木 某の 死 を 報じた。 大木と は 何人で あらう か。 

次 は 山 田 椿 庭で ある。 「昌栄 啓上。 御 道中 無 滞 今に 

御着 可 相 成 奉 拝賀 候。 明年 御 帰 之 節 御 迎楽居 申 候。 並 

に 大勢の 踊の 拝見 仕度 候。 先 は 晩方、 是 迄に 御 坐 候。」 

当時 祝賀の 宴に は、 例と して 客が 踊り、 客が 茶番 をし 

たらしい。 

次 は 小 野富穀 である。 「道秀 敬白。 御 道中 弥無滞 被 

遊 御 坐 恐悦 奉存 候。 扨 御 出立 後 火事 沙汰 等 も 無 御 坐 第 

一 之 大悦に 御 坐 候。 乍 憚 御 如 才は御 坐 候 間 敷 候 得 共、 


御 道中 切 角 御 自愛 専一 奉存 候。 今日は 駿河路 の 由 不二 

の 絶景 奉 遠 察 候。 晚景は 尚 さらと 奉存 候。 鳥渡う かみ 

申 候。 いちめんに 不二の 裾野の 小春 哉。 御 一笑 可 被 下 

候。 頓 首。」 父 令 図と 倶に 白水 真人 を 尊崇して ゐた富 

穀が、 「火事 沙汰 等 も 無 御 坐、 第 一 之 大悦に 御 坐 候」 と 

云った の は 妙で ある。 

次 は 塩田 楊 庵、 当時の 称 小 林玄瑞 である。 「先生 御 

道中 無 御替奉 大慶 候。 下 拙 儀 番頭 留守いた し 候 間、 御 

案じ 被 成 まじく 候。」 

そうくわん  げんち やう  あんじゅん 

此 次に 有 馬 宗緩 、 田 村 元 長 、 海津 安純 が ある。 次 

けい みん  つまびら か 

の 景珉全 庵 は 其 氏 を 詳 にしない。 後の 榛 軒の 書に 


も、 「景 珉、 善 庵 は 勉学す る や」 と 云って ある。 

次に 石 川 良琢が 書いた。 「良 球。 御 道中 御き げんよ 

く。 朝夕 さむく 候。」 柏 軒の 親友で、 坦 率な 人であった 

と 見える。 

次に 村片古 疇が 書いた。 「相覧 敬白。 御 道中 御 賢 勝 

に 御 乗 輿 被 成、 珍重 奉存 候。 扨 御宿 元日々 早朝 不相変 

御見舞 申 上 候処、 御 番頭 様 朝 起 感心 仕 候。 一 昨日 雑 司 

しち 

谷 へ 参 申 候。 」 此下は 冊子の 綴 目に 隠れて 読む ことが 

出来なかった。 

「番頭」 玄瑞は 寄寓して 留守 をした ものと 見える。 雑 

司 谷 は 何の 謂なる を 知らない。 「賢 勝」 は 「健勝」 であ 


らう。 按ずる に 画師 村 片は曰 ごとに 見舞に 来たので、 

偶 輪講の 時に 来 合せて ゐて 書いた ので あらう。 村片 

は 傷 寒 論 を 講ず べき 人で はない。 

その 百 九十 七 

此年天 保 元年 十月 二十 一日 は、 福 山へ 立った 榛 軒が 

よち ゆ-つ 

始て 留守に 寄す る 書 を 作った 日で ある。 宇津の 山 輿 中 

にあって 筆 を 把る と 云って ある。 

榛軒は 最も 妻 勇の ために 心 を 労して ゐ たらしく、 柏 

軒に 嘱 して 「勇の 挙止に 気を附 けよ」 と 云って ゐる。 


又 「勇 をして 叔母 をいた はらしめ よ」 とも 云って ゐ る- 

つまます  ぢょ 

「叔母」 は 蘭 軒の 妻 益の 姉で、 飯 田 休 庵の 女、 杏 庵の 妻 

である。 此 人は榛 軒の 家に 寄寓して ゐ たらしい。 蘭 軒 

しゃう そう ゐん 

の 姉 正宗 院の事 は、 只 「溜池に 宜く 伝へ よ」 と 云って 

ある。 

一 一十 二日よ リー 一十三 日に 至る 間に 作った 榛 軒の 書に 

は、 「お 長の 不快い かが」 と 問うて ある。 妹 長が 病んで 

ゐ たと 見える。 

一 一十 四日の 榛 軒の 書 は 鳴 海 駅 丁字 屋吉 蔵の 家に 投じ 

た 夜に 作った ものである。 江戸より 伴 ひ 来った 僕弥助 

いとま 

に 暇 を 遣って 帰省せ しめた ことが 書いて ある。 又 「掖 


斎の 風邪い かが」 と 云って ある。 妹 長と 云 ひ、 狩谷掖 

斎と 云 ひ、 皆榛 軒が 江戸 を 発する 前に 病んで ゐ たので 

あらう。 

柏 軒の 書 は 多く 存じて ゐ ない。 其 一通 は此月 二十 六 

日に 掖 斎を訪 うた 事 を 報じた ものである。 掖斎は 病が 

新に & えて ゐた。 柏 軒 は 隋書を 講ぜむ こと を掖 斎に 請 

うた。 

二十 九日に は榛 軒が 既に 大坂 蔵屋敷に 著いて 書 を 発 

して ゐる。 再び 妹 長の 病 を 問 ふ 語が ある。 

此 月に 柏 軒の 兄に 贈った 一 紙の 文が ある。 尋常の 

柬牘 ではない。 柏 軒の 人となり を 知る に 便なる ものが 


あるから、 此に 全文 を 写す。 「俗情 険渉千 層 波。 時事 

危登百 尺 竿。 頼 有 西 窓 書 一 架。 暖風晴 日 閉門 看。 右于 

革寄陳 時応。 前 句 は 大兄の 身、 後 句 は 小人の 身に 有 之 

候。 大兄の 心配 は 身 を 安ん ずるに 地な き 程の 事、 察し 

て 言 ふこと 能 はず 候。 其に 引き かへ、 小人 暖衣飽食 は 

勿論、 外に あれば 朋友 親 信し、 内に あれば 姉妹 安和し、 

又 願の 通 病人 もな く、 十分の 清 間 を 得、 十分に 読書し、 

又 其 暇に 書房に て 雪 堂と 小 音に て 浅 間 を 語リ、 放言し、 

あぶ  しゃう じょく 

脚 炉足を 供り、 床禱の 上に 在て 茶菓 を 健啖し、 誠に 

無上の 歓楽、 宇宙の 内 何の 事 か 之に 如かむ、 実に 恐ろ 

しき 程の 事、 罰 にても 当ら むかと、 其のみ 苦にし 候。 


右に 付 小弟 次第に 譫語す、 宜しく 妄 聴し 給 はる 可く 候。 

先づ 大兄 は 先 大人の 子と 云 所から、 弱冠に して 登庸せ 

られ 候。 正大の 直言 をし、 罪 を 被り 帰されても 宜しく 

候。 しかし 是は 侍の 事に て、 帰されても 外に も 忠臣 あ 

る 故、 格別に 事を闕 かず、 立派の 忠臣 也。 私 愚案の 真 

の 忠臣 は、 大兄の 角力の やうに 致した きものな り、 何 

分に も 打っても はたいても、 地震が あらう が 雷が 落ち 

ようが、 粘り 附き 絡み 附き 放さず、 縦 令 親父の 名 を 汚 

す 役に立ず と 云 はれても、 なんでも 詬を 忍んで 主君の 

玉体 を 見届ける が理 長ず るかと 存じ 候。 即ち 腹です 

る 忠臣な り。 かやうな 事 は 千 百年 以前に 御存知 ゆ ゑ、 


言うても 言 はいでも の 事 を、 はれ、 やくたい もない。」 

たま/、  いさぎよ 

大要 謂 ふ。 士は 員数 多き が 故に、 偶 自ら 潔 くす る 

もの ある を 妨げない。 医は替 人な きが 故に、 必ず 隠忍 

して 其 任 を 全うしなくて はならない と 云 ふので ある。 

兄 を 諷して 此言を 作す を 見ても、 柏 軒の 機智の ある こ 

とが 知られる。 雪 堂の 誰なる か は 未だ 考 へない。 黒 沢 

雪 堂 は 六 年 前文 政 七 年に 六十 八 歳で 歿して ゐ るから、 

その 別人なる こと 勿論で ある。 或は 清水 浜臣 門の 堀 内 

雪 堂で はなから うか。 柏 軒 は 国学者に 交って 歌 を 詠ん 

だ 人で ある。 


その 百 九十 八 

じんび 

荏 薇 問答 は 此年天 保 元年 十一 月に 入って、 先づ 六日 

まさ やす 

の榛 軒の 書 を 載せて ゐる。 阿部 正 寧の 福 山城に 入る 前 

日の 書で ある。 書中 人の 目を惹 くもの は 唯 二 件 あるの 

みで ある。 其 一は 榛 軒の 妹 長の 病で、 榛軒は 「治療 を 

じんぜん  い 

清 川に 託せよ」 と 云って ゐる。 長が 荏苒と して 愈え な 

かった ことと、 榛 軒が 清川玄 道の 技倆に 信頼して ゐた 

ことと が 知られる。 其 二 は 七 世 巿川団 十郎の 評判で、 

榛軒は 「三 升の 評判 好き こと を 養 竹に 伝へ よ」 と 云つ 

てゐ る。 按ずる に 所謂 評判 は 団十郎 去 後の 評判で なく 


て はならない。 何故と 云 ふに 庚 寅の 歳に は、 団十郎 は 

早く 大坂を 立って、 京都、 古市 を 経て、 八月 中に 江戸 

に 還って ゐ たからで ある。 しかし 劇の 沿革 も 亦 わたく 

つまびら か 

しの 詳 にせざる 所で あるから、 若し 誤が あったら、 

其 道に 精し い 人の 教を乞 ひたい。 

七日に は 正 寧が 福 山城に 入った。 此 日の 榛 軒の 書 は 

親戚 故旧の 名 を 列記して、 柏 軒に 「致 声」 を嘱 したに 

過ぎない。 

十四日の 榛 軒の 書に は、 書 を 作る に 臨んで 眼前の 景 

を 叙した と 云 ふ 詩が ある。 「山城 寂々 五更 初。 愁緒千 

条不 展舒。 月 苦 風 寒 狐 叫処。 青 燈火下 写 家書。」 柏 軒 


がく こ 

をして 問 安せ しめた 二十 余人の 中に、 「小島 学 古」 が あ 

る。 

十九 日に は 江戸で 柏 軒が 劇 を 看て、 これ を 兄に 報じ 

た。 「木 挽 町の 芝居 見物、 三 升の 暫 なり」 と 云って ある。 

同行者 は 「渋 江 夫婦、 小 野 親子、 多 多羅、 有 馬、 てる、 

ちゃうむ すめ  たづ さ 

なべ 町 娘」 と 記して ある。 渋江抽 斎の 挈 へて 住つ 

た 妻 は 比 良 野 氏 威 能で、 前年 己 丑に 帰いで、 次年 辛 卯 

に は 死ぬ る 女で ある。 小 野 親子 は 令，. 図富穀 であらう。 

べん ふ  そうくわん 

多多 羅は辨 夫、 有 馬は宗 緩で あらう。 二人の 女の 誰 

なる を 知らない。 

二十四日に は 柏 軒が 兄に 狩谷掖 斎の 女 俊 の 病 を、 


「容態 宜 からず」 と 報じて ゐる。 

二十 六日に 榛 軒が 弟に 与 ふる 書 は、 未だ 俊の 病 を 知 

ら ざる もの、 如く、 却って 其 兄の 病 を 問うて ゐる。 r 少 

くわいし せう けい 

卿 不快 如何。」 榛 軒と 同 庚なる 懐之少 卿が 二十 七 歳、 俊 

が 二十 一 歳の 時で ある。 

二十 八日の 柏 軒の 書 は 俊の 「快方に 赴」 いた こと を 

報じて ゐる。 

十二月 十日の 榛 軒の 書に は 福 山の 人物評が ある。 中 

ぎ ざん  さんが かくべ ゑ 

に 学殖 ある もの は 「鈴 木宜 山、 三箇角 兵衛を 推す」 と 

云って ある。 宜 山と 並 称せられた 角兵衛 とはい かなる 

人 か。 浜 野 氏に 請うて 看る こと を 得た 由緒 書に 拠れば、 


角 兵衛、 初め 津之 助と 称す、 名 は 知 雄、 頼 雄の 孫、 

とき あきら  いんせい 

時朗 の 子で、 印西 流 弓術 を 以て 阿部 家に 仕へ、 此年六 

十九 歳に なって ゐた。 只異 とすべき は、 角 兵衛に 文事 

があった ことが 毫も 聞え てゐ ぬので ある。 榛 軒の 書に 

は 又 「周 迪は学 を 以て 勝れる ものに あらず」 と 云って 

ある。 周 迪は馬 ii 原 成 美で ある。 当 時宜 山 は 儒者 奥 詰、 

角兵衛 は使番 格、 周 迪は奥 医師であった。 書中に 又 「尾 

じゅんて き  らい 

道に 順迪の 墓を酹 す」 と 云 ふ ことがある。 順 迪とは 

誰で あらう か。 

以上 書し 畢 つた 時、 浜 野 氏の 報に 接した。 福 田 氏 所 

蔵の 「福 山 風雅 集 稿本」 の 詩人 姓名の 部に、 「三箇 知 雄、 


字 子 光、 号 箕洲、 俗称 角 兵衛」 と 云って ある。 此 稿本 

えぎ がくす ゐ 

は 江 木 鰐 水の 手より 出で たもの だと 云 ふ。 

二十 三日の 榛 軒の 書に は 「狩 谷お たか 大病の 由い か 

が」 と 云って ある。 前 月 二十 八日の 柏 軒の 書が 未だ 達 

せなかつ たと 見える。 書中 問 安が 門田朴 斎に 及んで ゐ 

る。 

き やうへ い  いふ さい  みよし 

頼 氏で は 此春杏 坪 が 邑宰を 辞して 三次 を 去った。 

年 は 七十 五で ある。 「何 同 老萼黏 枝 死。 好 趁乳鳩 呼子 

帰。」 杏 坪の 子 は 采 真舜燾 である。 

此年榛 軒 二十 七 歳、 柏 軒 二十 一歳、 長 十七 歳で あつ 

た。 蘭 軒の 姉 正宗 院は 六十 歳に なった。 榛 軒の 妻 勇の 


齢 は 不詳で ある。 

その 百 九十 九 

天 保 二 年 は 蘭 軒 歿後 第二 年で ある。 榛軒 は猶福 山に 

じんび 

あって 歳を迎 へた。 荏 薇 問答に 元旦に 弟 柏 軒に 与へ た 

書が ある。 「狩 谷お 高 快方 之 由 大慶」 の 語が ある。 前 

年 十一月 二十 八日の 弟の 書 を 得て、 被 斎の 女の 病の & 

まさ やす 

えた こと を 知った ので ある。 榛軒は 阿部 正 寧の 参 勤の 

日 割 を 記して ゐる。 「二月 六日 福 山 発、 二十 五六 日頃 

入府の 予定」 と 云 ふので ある。 


次に 十二 日の 榛 軒の 書が ある。 「岡 西 婚儀 相 済 候 趣 

欣賀 す」 の 文が ある。 妻を迎 へたの は 岡 西玄亭 で、 此 

をん な 

女が 玄庵、 養玄を 生んだ ので あらう。 養玄は 後に 伊 

沢 氏 梅を娶 つて 一女 初 を 挙げ、 梅 を 去って 再び 後藤 氏 

いつを 娶リ、 今の 俊太郎 さんと 風 間 篤次郎 さんと を 生 

ませた。 養玄の 後の 称が 即ち 岡 寛 斎であった。 

二月 六日に 榛 軒が 正 寧の 駕に扈 従して 福 山 を 発した 

こと は 記載 を闕 いて ゐる。 十二 日に は 既に 大 坂に 著し 

て 書 を 作って ゐる。 

此月 下旬の 江戸 著の 日 も 亦 伊沢 分家の 文書 中に 見え 

n 广 、 0 

な レ 


い つ あんけ ふ 

頼 氏で は、 山陽の 長子で 春 水の 後 を 襲いだ 聿庵 協が 

江戸 霞 関の 藩邸に 来て ゐた。 山陽 除 夕の 詩に、 「故 園 

鶴 髪 又 加年、 鴨 水 霞 関 並 各 天、 三処 相思 汝尤 遠、 寒燈 

ばいし  まさ 

応独不 成 眠」 と 云って ゐる。 梅 颸は広 島に あって 将に 

七十 三の 春を迎 へんと し、 山陽 は 京都、 聿庵は 江戸と、 

三人 「三 処」 に 分れて ゐ たので ある。 門田朴 斎の 集に 

も、 此年 「訪頼 承 緒 霞 関 僑 居 路上」 の 詩が ある。 

是年榛 軒 二十 八、 柏 軒 二十 二、 長 十八に なった。 蘭 

軒の 姉 正宗 院は 六十 一 であった。 榛 軒の 妻 勇の 年 を 知 

ら ない。 

天 保 三年 は 蘭 軒 歿後 第三 年で ある。 三月 六日に 柏 軒 


が 始て松 崎 慊堂を 見た。 わたくし は 上に 文政 辛 巳の 条 

に、 榛 軒が 慊堂、 掖 斎に 学び、 柏 軒が 被 斎に 学んだ 事 

を 言った。 今 柏 軒 は 其師掖 斎に 従って、 渋江抽 斎と 共 

に 兄の 師慊堂 を 羽 沢に 訪 うたので ある。 わたくし は此 

に 柏 軒の 日記 を 抄出す る。 日記 は此月 三日より 十八 日 

に 至る 十六 日間の 事を録 した もので、 良 子 刀自の 蔵す 

る 所に 係る。 

「天 保 三年 壬 辰 三月 六日。 随掖斎 先生。 与 抽斎兄 同 至 

羽根 沢。 見慊堂 先生。 其 居 在 長 谷 寺 之 南 十 町 許。 下阜 

径田。 又 上 高阜。 而深林 之 中。 即其 隠居 之処 也。 在 前 

丘 之 上 望 之。 与 其 居 相対。 茅 茨 七 八椽。 有 小楼。 上 室 


者 先生 之 斎。 前 園 有 方 池。 命于 童子 易 水。 下 室 者 門 生 

之 塾。 読誦 之 声 朗々。 掖斎 先生 贈 雁。 信 重 贈 酒。 抽斎 

亦 同。 飲酒 談笑 数 刻。 告別 而帰。 帰路 上前 丘。 後面大 

呼 火。 回 看慊堂 先生 与 両三 童子 同戯。 焼 園 中 之 草。 共 

哄笑。」 

せきけ い 

これ を 読んで わたくし は 石 経 山 房 当時の 状 を 想像す 

る こと を 得た。 塩 谷宕陰 撰の 行状に、 「買 山 幕 西 羽 沢 村、 

》 〔# 「弗 + リ つとう」、 8 巻- 15- 上 茅以 家焉、 所謂 石 

経 山 房 也」 と 云って あるの が是 である。 

わたくし は 嘗て 安井 小 太郎さ ん に 石 経 山 房 の 址が桑 

原 某の 居と なって ゐる こと を 聞いた。 そして 中 村秀樹 


さんに 請うて 其 詳 なる を 知らむ と 欲した。 中 村 氏 

の 報ずる 所に 拠れば、 其 地 は 「下 渋 谷 羽根 沢 二百 四十 

九 番地」 で、 現 住 者 は 海軍の 医官 桑原 荘吉 さんで ある。 

その 二百 

いへ せんせき  たと  へいせん 

西洋の 屋は甎 石 を 以て 築き 起す から、 縦 ひ 天災 兵燹 

を閲し て も、 崩壊し て 痕跡 を 留め ざ るに 至る こと は 無 

い。 それ ゆ ゑ 碩学 鴻 儒の 故 居に は往々 銅膀を 嵌して こ 

れを標 する。 我国の 木屋は 一 炬 にして 焚き 尽 され、 唯 

空地 を 遺す のみで ある。 頃日 所々 に 木 札を植 てて 故 跡 


を 標示す る ことが 行 はれて ゐ るが、 松崎慊 堂の 宅址の 

如き は 未だ 其 数に 入らない。 

青山 六 丁目より 電車 道 を 東に 折れて、 六本 木に 至る 

ちゃう こくじ 

道筋が ある。 蘭 軒 を 葬った 長 谷 寺は此 道筋の 北に あつ 

て、 慊 堂が 石 経 山 房の 址は其 南に ある。 長 谷 寺に 往く 

に は 高樹町 巡査 派出所の 角 を 北に 入る。 石 経 山 房の 址 

を訪 ふに は、 其 手前 雕塑家 菊 池 氏の 家の 辺より 南に 入 

る。 そして 赤十字 病院 正門の 西南 方に 至れば、 桑原 氏 

の 標札の ある 邸 を 見出す ことが 出来る。 

赤十字 病院 前 を 南に 行って 西側に、 雑貨 商大 久保増 

をぢ  はね， ざ はねお ひ 

太 郎と云 ふ叟が 住んで ゐる。 大久保 氏 は 羽 沢 根 生の 人 


で、 石 経 山 房の 址 がいかなる 変遷 を閲し たかを 知って 

ゐる。 松 崎 氏の 後、 文久 中に 佐 倉 藩士 木 村 軍 次 郎と云 

ふ ものが、 長 崎から 来て 住んだ。 隣人が 「木 村と 云 ふ 

人 は 裸馬に 乗って 歩く 人 だ」 と 云った。 恐く は 洋式の 

馬具 を 装った 馬に 騎 つたので あらう。 木 村が 去った 後 

に は 下 渋 谷の 某 寺の 隠居が 住んだ。 其 次 は 杉 田 勇右衛 

門と 云 ふ もので、 此に 住んで 土地の 売買 をした。 杉 田 

は薩 摩の 人 ださう であった。 其 次が 今 の 桑原 荘吉 さ ん 

だと 云 ふ。 桑原 氏 は 明治 十四 五 年の 頃此に 移り 来った 

ので ある。 

わたくし は 柏 軒の 此年天 保 三年 三月の 日記に 拠って、 


狩谷掖 斎、 渋江抽 斎、 柏 軒の 三人が 石 経 山 房を訪 うた 

事 を 記した。 按ずる に此 日記 は 柏 軒が 慊堂を 見て 感奮 

し、 其 感奮の 情が 他 をして 筆 を 把って 数日間の 記 を 作 

らしめ たので ある。 それ ゅゑ自 強して 息 まざらむ と 欲 

する 意が 楮 表に 溢れて ゐる。 下に 其数条 を続抄 する。 

三月 七日 は慊 堂を訪 うた 翌日で ある。 「此 日。 痘科 

鍵 之 会。 京 先生 看 観 世 一 代 能。 不在 家。」 京 先生 は 池 

田 京 水で、 其 家に 痘科鍵 を 講ずる 会が あつたと 見える。 

「八日。 余 甚嗜甘 旨。 甘 旨不去 側。 今 不食甚 嗜之甘 旨。 

而磨琢 志 意。 研究 経 籍。」 

「九日。 雨。 山 崎宗運 法眼 開 茶 宴。 君 侯 為賓。 直 庭先 


生 為 主 接賓。 以故 休講 傷 寒 論。 大兄 当直 上 邸。」 

多紀茵 ir が 傷 寒 論 を 講じ、 柏 軒が 聴 者 中に あった こと 

が此に 由って 知られる。 

「十日。 大兄 講外 台。」 榛軒は 外 台 秘要を 講じた。 

「十一 日。 就 浅 草 狩 谷 先生 之 居。 写通藝 録。」 通藝録 

は 「※ 〔# 「翕+ 欠」、 8 巻- 17- 上 程 瑤田易 疇 著、 嘉慶 

八 年自刊 本」 の 叢書で、 収 むる 所 二十 余 種に 至って ゐ 

る。 柏 軒の 写した の は 何の 書か。 

「十二 日。 煩悩。 不会于 池 田。」 亦 痘科鍵 を 聴くべき 

日であった のか。 

「十五 日。 大兄 講外 台。」 


「十六 日。 晴。 大兄 欲 伴 妹 拝 墓。 有事 不得 行。 故 小人 

代行。 谷村景 珉随。 岡 西 徳瑛、 成 田 竜 玄嘗有 約。 先 小 

人 至。 帰路 訪 溜池 筑前侯 邸 中 伯母 正宗 院。 不在 家。」 

蘭 軒の 三 週 年忌で ある。 榛 軒が 事に 阻 げられ て 墓に 詣 

さき 

ら なかった ので、 柏 軒が 代って 住った。 わたくし は 前 

に景 瑕の 氏が 不詳 だと 云った が、 此 日記に 谷 村 氏と し 

て ある。 然 らば 蘭 軒 門人 録の 「谷 村 敬 民、 狩 谷 縁者、 

大須」 と 同人で あらう。 

「十七 日。 祭考。 渋江抽 斎、 森、 山 田、 有 馬 等 来。」 

「十八 日。 如 羽根 沢慊堂 先生 之 家。 被 斎 先生 与 慊堂先 

生 読 李如圭 釈宮。 渋 江 全 善、 信 重 在 側聞 之。」 宋の 


リ じょけい  ぎれいし やくき う  けい ん 

李 如圭の 儀礼 釈宫 一巻 は 経苑、 武英殿 聚珍版 書 等に 収 

めら れてゐ る。 柏 軒の 日記 は此に 終る。 

その 二百 一 

わたくし は榛 軒が 初の 妻 横 田 氏 勇 を 去って、 後の 妻 

を 終れた のが、 前年 暮春より 此年天 保 三年に 至る 間に 

於て せられた かと 推す る。 榛軒は 前年 二月の 末に 福 山 

より江 戸に 帰った。 その 福 山に あった 時、 留守に 勇が 

じんび 

ゐ たこと は、 荏 薇 問答に 由って 証せられ る。 しかし 柏 

軒に 与 ふる 幾 通 かの 書に、 動もすれば 勇 を 信ぜず して、 


弟に これが 監視 を 託する が 如き 口吻が あった。 榛 軒が 

い くばく 

入府 後 幾 ならず して 妻 を 去った ものと 推す る 所以で 

ある。 

榛軒は 既に 前 妻 を 去った 後、 必ずや 久しき を 経ず し 

て 後妻 を娶 つたで あらう。 何故と 云 ふに、 後妻 は 特に 

捜索して 得た もので は 無く、 夙く 父 蘭 軒が 在世の 日よ 

むすめ 

り、 病 家と して 相識って ゐた 家の 女であった からで 

ある。 榛軒 再娶の 時は此 年より 遅れぬ ものと 推す る 所 

以 である。 

榛 軒の 後妻と は 誰ぞ。 飯 田 氏、 名 は 志 保で ある。 寛 

政 十二 年に 生れて、 此年 既に 三十 三 歳に なって ゐた。 


志 保 は夫榛 軒より 長ず る こと 四 歳で ある。 

伊沢 分家の 伝 ふる 所 を 聞けば、 志 保の 素性に は 一 条 

の 奇談が ある。 大 坂の 商賈 某が 信 濃 国 誠訪の 神職の 女 

を娶 つて 一 女 を 生ませた。 此 女が 長 じて 京都の 

てんやく のかみ 

典薬 頭 某の 婢 となった。 口碑に は 「朝廷のお 薬 あげ」 

と 云 ふこと になって ゐる。 わたくし はこれ を 典薬 頭と 

解した。 典薬 頭 某 は 先妻が 歿して、 継室 を納 れてゐ た。 

そして 嫡子 は 先妻の 出であった。 此 嫡子が 婢と 通じ 

て、 婢は 妊娠した。 

婢は大 坂の 商家に 帰って 女 梅 を 生んだ。 既にして 婢 

の 父 は 武蔵国 川 越の 人中 村 太 十の 次男 某 を 養って 子と 


し、 梅の 母 を 以て これに 配した。 梅の 母 は 更に 二 女 を 

生んだ。 る ゐと云 ひ、 松と 云 ふ。 当時 此家は 芝居 茶屋 

を 業と して ゐた。 

とも 

後 梅 は 継父、 生母、 異父 妹 二人と 偕に 江戸に 来た。 

想 ふに 梅の 外祖父 母た る大 坂の 商賈 夫妻 は 既に 歿して 

ゐ たこと であらう。 

梅の 一家 は 江戸に あって 生計に 窮し、 梅 は 木 挽 町の 

藝妓 となった。 

後 二 年に して 梅の 母 は 歿した。 梅の 異父 妹 二人 も 亦 

身の 振 方が 附 いた。 る ゐは浅 草 永住 町 蓮 光寺の 住職に 

嫁し、 松 は 川 越 在 今 市の 中 村 某に 養 はれた。 


是に 於て 梅 は 妓を罷 めて 名 を 志 保と 改め、 継父と 偕 

に 浅 草 新 堀端 善 照 寺 隠居 所に 住んだ。 

一 日 志 保 は 病んで 治 を 伊沢 氏に 請うた。 これが 榛軒 

の 志 保 を 見た 始 であった。 そして 榛軒は 遂に 志 保を娶 

るに 至った。 

志 保の 飯 田 氏と 称する は、 其 外祖母の 氏で ある。 其 

生 父 は 京都の 典薬 頭 某の 嫡子であった 害で ある。 

志 保 は 生 父の 遺物と して 一 の 印籠 を 母の 手より 受け 

てゐ た。 印籠 は 梨 地に 定紋 を 散らした もので、 根附は 

一角、 緖締は 珊瑚の 五分 珠 であった。 母 は 印籠 を 志 

保に 交付して 云った。 「是 はお 前の 父上の 記念の 品 だ。 


お前が 男子であった なら、 これ を 持たせて 京都のお 邸 

へ 還すべき であった。 女子であった ので、 お前 は 日蔭 

者に なった の だ。」 印籠 は 失 はれて、 定紋の 何であった 

か を 知らない。 

志 保 は 生 父 を 知らむ と 欲する 念が、 長ず るに 随 つて 

漸く 切に なった。 榛 軒に 嫁した 後年 を 経て、 夫の 友 小 

島 春 庵が 京都へ 往 つた。 春 庵 は 志 保に 何物 を齎し 帰る 

べき か を 問うた。 志 保 は 春 庵に 一 一物 を 得む こと を 請う 

た。 

その 二百 一 一 


わたくし は 此に蘭 軒の 嫡子 榛 軒の 新婦 飯 田 氏 志 保の 

素性に 就て 伊沢 分家 口碑の 伝 ふる 所 を 書き 続ぐ。 

まさ 

小島 春 庵が 将に 京都に 往 かむ とする 時、 志 保に 何物 

を齎し 帰るべき か を 問うた。 

初め 志 保 は 思 ふ 所 ある ものの 如く、 輒くロ を 開か 

なかった。 

春 庵 は 重て 問うた。 「そんなら 京都に お出な さった 

時、 一番お 好であった もの は 何でした か。」 

すゐた  くわ ゐ 

「それ は あの 吹 田から 出ます る 慈姑で ございました。」 

「宜しい。 お 安い 御用です。 そんなら 吹 田の 慈姑 は是 


非 持って 帰ります。 しかし それだけ では、 なんだか 物 

足りない やうです ね。 も 一 つ 何 かお 望な さって 下さ 

い。」 

志 保 は容を 改めて 云った。 「さう 仰れば 実はお 頼 申 

したい 事が ございます。 しかし こ れは 余り 御 無理な お 

願 かも 知れません から、 お 聴に 入れました 上で、 出来 

ぬ 事と 思 召しますなら、 御 遠慮なくお 断 下さい まし。」 

春 庵 は 耳を欹 てた。 

志 保 は 生 父の 誰なる か を 偵知せ むこと を 春 庵に 託し 

たので ある。 

春 庵 は 事の 成否 を危 みっつ も、 志 保の 請 を 容れて 別 


を 告げた。 

春 庵 は 年を踰 ゆるに 及ばず して 京都より 還った。 そ 

して 丸 山の 伊沢の 家を訪 うた。 背後に は大 いなる 水盤 

を舁 いた 人夫が 附 いて 来た。 春 庵 は 五十 三 駅 を 過ぐ る 

間、 特に 若党 一人 をして 慈姑 を 保護せ しめ、 昼 は 水 を 

澆ぎ、 夜 は 凍 を 防いで、 生ながら 致す こと を 得た ので 

ある。 しかし 志 保の 生 父の 誰なる か は、 遂に 知る こと 

が 出来なかった。 

分家 伊沢 口碑の 伝 ふる 所 は 此の 如くで ある。 

小島 春 庵の 入京 は 事実の 徴 すべき ものが ある。 わた 

くし は榛 軒の 前 妻の 伊沢 氏に ゐた 間の 最後の 消息と、 


榛 軒が 志 保を識 つた 時期と に本づ いて、 其 再 娶を此 年 

天 保 三年の 事と 推定した。 此 推定に して 誤らぬならば、 

後 十 年 天 保 十三 年に 小島 宝 素 は 日光 准 后宮 舜仁法 親王 

に扈随 して 京都に 往 つたので ある。 宝 素 は 秋 九月 三日 

に 江戸 を 発し、 十二月 十八 日に 江戸へ 還った。 

宝 素 入京の 事実 は、 初め これ を 長 井 金 風さん に 聞き、 

「日本 博物学 年表」 を閲 して 其 年 を 知り、 後に 宝 素の 裔 

小島 杲ー さんに 乞うて 小島 氏の 由緒 書 を借抄 する こと 

つまびら か 

を 得、 終に 其 月日 を も 詳 にす るに 至った ので ある。 

宝 素が 友人の 妻の ために、 遠く 摂 州の 慈姑 を 生 致し 

たの は、 伝 ふべき 佳話で ある。 嶺 南の 荔枝は 帝王の 驕 


奢 を 語り、 摂 州の 慈姑 は 友朋の 情誼 を 語る。 

志 保の 獲ん と 欲した 所の 二 物 は、 其 一が 至って、 其 

一 一が 至らなかった。 その 至らなかった もの は 志 保が 生 

そ もく 

父の 名で ある。 此志 保の 生 父 は 抑 誰で あらう か。 

その 二百 三 

蘭 軒 の 嫡 子榛軒 の 妻 志 保の 母 は、 京都の 典薬 頭 の 家 

に 仕へ てゐ て、 其 嗣子の 子 を 生んだ と 云 ふこと であつ 

た。 京都の 典薬 頭の 家 は 唯一 の 錦 小路 家 あるの みで あ 

る。 志 保の 生年 を 寛 政 十二 年 だとす ると、 わたくし は 


寛 政 十 一 年より 十一 一年に 至る 間の 錦 小路 家の 家族 を検 

せなくて はならない。 

わたくし は 錦 小路 家の 系譜 を 有せない。 しかし 

しょけ ち ふせ つき  うんし やうめ いかん 

諸家 知譜拙 記と 年々 の 雲上 明鑑 とに 徴 して 其 大概 を 

知る ことが 出来る。 

寛 政 十 一 年の 雲上 明 鑑には 「丹 家、 錦 小路 三位 頼理 

卿、 三十 三、 同 従三位 (下 闕)」 と 記して ある。 当主 

頼理は 三十 三 歳で 嫡子が 無い。 後に 頼 理の家 を 継ぐ も 

より を さ 

の は 頼 易で あるが、 頼 易 は享和 三年 生で、 此時は 未だ 

生れて ゐ なかった ので ある。 

あやま 

わたくし は 或は 口碑が 若 主人 を 嫡子と 錯 つたので、 


別に 致仕の 老 主人が あつたの ではない かと 疑った。 し 

かし 知譜拙 記に 拠る に、 頼 理の父 頼 尚 は 寛 政 九 年 十月 

八日に 卒した。 志 保の 母が 妊娠した 時には、 頼 理には 

父 もな く 子 もなかつ たので ある。 但頼 尚の 年齢に は 疑 

が ある。 知譜拙 記に は 「寛 政 九、 十、 八薨、 五十 五」 

と 記して あるが、 明 和、 安永、 天明より 寛 政の 初年に 

至る 雲上 明鑑、 雲上 明覧 等の 書を閲 すれば、 寛 政 九 年 

五十 五 歳は少 きに 失して ゐる らしい。 右の 諸 書 を 参照 

すれば、 頼 尚 は 寛 政 九 年 六十 三 歳であった 害で ある。 

頼 尚の 室 は、 拙 記に 拠る に、 北 小路 光香の 女、 日 野 

資 枝の 養女で、 即頼理 の 母で ある。 口碑に 先妻 後妻 云 


云の 事が あつたから、 次に 附記して 置く。 

要するに 志 保の 生 父 を 錦 小路 家に 求む る こと は 徒労 

なる が 如くで ある。 然 らば 去りて 何れの 処に向 ふべき 

しんろ 

であらう か。 わたくし は 未だ 其緘 路を尋 ぬる こと を 得 

ぬので、 姑く 此 研究 を 中止す る。 

小島 宝 素 は 志 保の 生後 四十 三年に 其 地に 就いて 求め 

たのに、 何の 得る 所 も 無かった。 今 志 保の 生後 百 十 余 

とさつ 

年に して、 これ を蠹 冊の 中に 求めむ は、 その 難 かるべ 

もとより 

きこと 固 である。 

榛 軒の 家に は 此年壬 辰に、 前記 以外に 事の 記す るに 

足る ものが 無い。 試に 榛軒 詩存に 就いて、 年号 干支 あ 


る もの を 求む るに 只榛 軒が 此秋 問津館 にあって 詩 を 

賦し たこと を 知る のみで ある。 此 「天 保 三 壬 辰 秋日 問 

津館 集」 の 七 律に 「経験 奇方囊 裏満、 校 謦古策 案 頭 多」 

の聯が ある。 又 結句の 註に、 「主人 近日 有 城 中 卜居 之 

挙」 の 語が ある。 是に 由って 観れば、 問津 館の 主人 は 

蘭 軒 父子と 同嗜 なる 医家で、 壬 辰の 歳に 江戸の 城外よ 

り巿 中に 移り 住んだ ものと 見える。 

くわう げん 

此年巿 野 氏で 光徳が 家督した。 迷 庵 光彦の 後、 光 

寿 を 経て 光徳に 至った の だから、 迷 庵より 第三 世で あ 

る。 

頼 氏で は 九月 二十 三日に 山陽が 五十 三 歳で 歿した。 


門田朴 斎の 「書 駒 夢 応人乗 鶴、 附驥情 孤 歳 在 辰」 に、 

壬 辰の 辰 字が 点 出せられ てゐ る。 山陽の 事蹟 は 近時 諸 

家の 討窮 して 余蘊な き 所で ある。 惟 其 臨終の 事に 至つ 

て は、 わたくしの 敢て言 はむ と 欲する 所の もの  一 二が 

ある。 

その 二百 四 

がくす ゐ 

先 づ江木 鰐 水 撰の 行状 を 読む に、 頼 山陽の 死 を 叙し 

しち 

て 下の 語 を 成して ゐる。 「天 保 元年 庚 寅。 患 胸痛。 久 

而愈。 三年 壬 辰 六月 十二 日。 忽発 咳嗽 喀血。 (中略。) 


時 方 著 日本 政 記。 乃 日夜 勉強 構 稿。 曰 我 必欲成 之而入 

地。 及 秋疾益 劇。 (中略。) 自始病 禁酒 不飲。 而客 至。 

為設 筵。 談笑 自若。 病既 革。 曰 我 死 方 逼矣。 然猶著 眼 

鏡。 手 政 記。 刪潤不 止。 忽顧 左右 曰。 且 勿暄。 我将仮 

寐。 乃閣 筆。 不脱 眼鏡 而瞑。 就撫 之。 則已逝 矣。」 森 

田 節 斎 は 書 を 鰐 水に 与へ て 云った。 「聞 之 其 内 子 小石 

氏 及牧信 侯。 云 晋戈所 状。 手 政 記。 不脱 眼鏡 而逝。 侍 

病牀。 未 嘗見此 事。」 鰐 水 は 答へ て 云った。 「先師 疾病- 

手 政 記。 不脱 眼鏡 而逝。 是石川 君達。 侍病牀 所見。 不 

可 有 誤。 将質之 君達。」 

山陽が 庚 寅より 胸疾 があって、 此年壬 辰 六月 十二 日 


より 喀血した ことに は、 誰も 異議 を 挾 むこと は 出来 

ない。 是は 山陽が 自ら 語って ゐ るからで ある。 その 小 

野 泉 蔵に 与 ふる 壬 辰 八月 十四日の 書に 曰く。 「小 子 も 

六月 十二 日より 発 症 咳 血 也。 初 は不咳 候へ ども、 去臘 

西方よ リ上候 時よ リ、 疫も痢 も 直れ ども 咳嗽 而已 のこ 

リ、 烟草 など 喉に 行 当 候 様に 存候 事、 此春 夏に 及び、 

依然 作輟、 到底 見此 症候。 如 痰 塊 之 血 五六 日 ほど 出、 

漸々 に収 り、 十五 六日 目 又 一度、 七月 二十 五日に 大発、 

吐赤沫 候。」 又 山陽が 最後に 手 を 政 記に 下した こと も 

争 はれない。 同じ 書に 曰く。 「彼 国 朝政 記 未 落成 だけ 

が 残念 故、 それに 昼夜 か、 り、 生前に 整頓いた し 置 度 


剰す 所 は 只 「不脱 眼鏡 而瞑」 の 一 条 である。 是は鰐 

水が 始て 言った。 節 斎 は 小石 氏 里 恵と 百 峰牧善 助と を 

証人に 立てて 此事 なしと 云った。 鰐 水 は 石 川 君達が 見 

たと 答へ た。 

此 争の 児戯に 類す る こと は 勿論で ある。 何故と 云 ふ 

に、 原 来 此の 如き 語 は 必ずしも 字の 如くに 解せなく 

て も 好い ので ある。 例 之ば 「手 不釈 巻」 の 語の 如き は、 

常に 見る 所で ある。 是は書 を 読んで 倦まざる を 謂 ふに 

過ぎない。 誰も 絶 待に 手から 書卷を 放たぬ 事と は 解せ 

ぬので ある。 山陽が 最後に 手 を 政 記に 下して、 「それ 


に 昼夜 か、 リ、 生前に 整頓」 しょうと した 以上 は、 r 猶 

著 眼鏡、 手 政 記、 刪潤不 止、 (中略、) 乃閣 筆、 不脱眼 

さまたげ  たま/ \ 

鏡而 瞑」 と 書す る も 或は 妨 なから う。 その 偶 物議 

を 生じた の は、 文が 臨終の 事 を 記す る ものた るが 故で 

ある。 

わたくし は 山陽が 絶息の 刹那に、 其 面 上に 眼鏡 を 装 

つて ゐ たか 否か を 争 ふこと を 欲せない。 わたくし は 惟 

正確なる 山陽 終焉の 記 を 得む と 欲する。 そして これ を 

得ん と 欲する がた めに、 今一 層 当時の テモ アン、 ォキ 

ユレ エルた る 里 恵と 石 川 牧のニ 生との 観察 を 精査せ む 

こと を 欲する。 


江 木 森 田の 争に は、 臨終の 一 問題に 於て、 江 木が 最 

後の 語 を 保有した。 その 「不脱 眼鏡 而瞑」 は、 今日に 

迄る まで、 動すべからざる ものと なって ゐる。 然るに 

江 木 も 森 田 も 目撃者で は 無い。 目撃者た る 里 恵 若く は 

石 川 若く は牧 は、 果して 何事 を も 伝へ て をらぬ か。 是 

まさ 

がわた くしの 当に 討究すべき 所で ある。 

その 二百 五 

がくす ゐ  かたはら 

江 木 鰐 水 は 頼 山陽 を 状した が、 山陽が 歿した 時 傍 

にあった もので は 無い。 それ ゆ ゑ わたくし は 傍に あつ 


たもの の 言 を 聞かむ こと を 欲する。 就中 わたくしの 

以て 傾聴すべし となす もの は 小石 氏 里 恵の 言で ある。 

江 木 森 田 二 生の 辨 難の 文を閲 する に、 森 田 節 斎 は 里 

恵の 言に 拠って 江 木の 文中 山陽の 終焉 を 叙す る 一 段 を 

あやま 

駁 して ゐる。 森 田に して 錯ら ざる 限 は、 里 恵 は 山陽 

が 眼鏡 を 著け て 政 記 を 刪定し、 筆を閣 き、 眼鏡 をば 脱 

せず して 逝いた と 云 ふこと を 否認して ゐ たやう である- 

然るに 晚 出の 森 田、 わたくしの 亡友 思 軒の 文に 一の 

錯誤が ある。 思 軒 はかう 云って ゐる。 「節 斎の 書に は 

鰐 水の 不脱 眼鏡 而瞑 を駁 して、 決して 此 事無しと いへ 

リ。 然れ ども 鰐 水 は 現に 之 を 小石 氏に 聞きたり といへ 


ば、 行状の 言 を 信と せざる ベから ず。」 鰐 水 は 小石 氏に 

聞いた と は 云 はない。 石 川 君達に 聞いた と 云った ので 

ある。 里 恵 は 原告 節 斎に 有利なる 証言 をな したのに、 

思 軒 は 誤 つ て 被告 鰐 水に 有利な る 証言 をな した ものと 

した。 

推す る に 是は思 軒の 記憶 の 誤、 若く は 筆写 の 誤で あ 

ぶんし あば 

らう。 わたくし は 亡友の 文 疵を扞 くに 意 ある もので は 

ない。 わたくし は 今 も猶思 軒の 文 を 愛好して ゐる。 わ 

たくし は 只 里 恵が いかに 山陽の 終焉 を 観察し たかを 明 

にせむ と 欲する が 故に、 已 むこと を 得ず して これに 言 

及した に過ぎない。 


里 恵 は 行状 中 「不脱 眼鏡 而瞑」 の 段 を 否認した らし 

い。 しかし 其 言 は 消極的で、 しかも 後人 は 間接に 節 斎 

の 口より これ を 聞く ので ある。 若し 此に 積極的 言明が 

あって、 直接に 里 恵に 由って 発表 せられて ゐる とした 

なら、 その 傾聴す るに 足る こと は 何人と 雖も 首肯す ベ 

きで あらう。 

然るに 此の 如き 里 恵の 言明 は儼存 して ゐる。 人の 珍 

蔵す る 所の 文書で もな く、 又 僻書で もない。 田 能 村 竹 

田の 屠 赤瑣々 録 中の 里 恵の 書牘 である。 

さキ J 

わたくし は 前に 里 恵の 山陽に 嫁した 年 を 言 ふに 当つ 

て、 既に 一た び これ を 引いた。 そして 今 再び これ を 引 


いて 煩 を 憚らない。 わたくし は敢て 貴重なる もの を 平 

凡なる ものの 裏よ リ 索め 出さう とする ので ある。 

書 牘は此 年 壬 辰閏十 一 月 一 一十 五日に 作られた もので 

ある。 即ち 山陽 歿後 第 九十 一日で ある。 里 恵 はこれ を 

あか まがせ き  しう すゐ ひろえよう 

赤 間 関の 秋水 広 江 鏞と其 妻と に 寄せた。 

わたくし は 今 全文 を此に 引く こと をな さない。 何故 

と 云 ふに、 屠 赤瑣々 録は 広く 世に 行 はれて ゐる 書で、 

何人も 容易に 検 する ことが 出来る からで ある。 此には 

山陽 終焉の 記を抄 する に 止める。 そして 原文の 誤字、 

仮名 違の 如き は、 特に 訂正して 読み 易き に 従 はしめ る。 

是は 文書の 真 形 を 伝へ むがた めに 写す のでな く、 既に 


世に 行 はれて ゐる 文書の 内容 を検 せむ がた めに 引く の 

だからで ある。 

その 二百 六 

二 筆 申 上 為 参 候。 (中略。) 扨久太 郎事此 六月 十二 日 

より ふと 大病に 取 あ ひ、 誠に はじめは、 ち も 誠に 少々 

にて 候へ ども、 新宫 にもけ しからぬ むづ かしく 申 候。 

久太郎 も かくご を 致し、 私 どもに もつ ねん \ 申して、 

ゅゐ ごん も 其 節より 申お かれて 候 やうな 事に て、 かく 

て も 何分と 申、 くすり をす、 め、 先々 天 だう 次第と 自 


分 も 申 ゐられ 候。 六月 十三 日より、 かねて 一 両年 心が 

それ 

けの ちょじゅつ ども、 いまだ さう かう ま、 にて、 夫 を 

塾 中に せき 五郎 子ゐ られ、 一 人に まかせ 候て かかせ、 

又 自身が なほし 候て うつさせ、 日本せ いきと 申 物に 候 ■ 

又な ほし、 其 間に 詩文 又 だいばつ、 みなみな はんに な 

リ候 やうに、 さっぱりと しらべ 申 候。 右せ きも 九月 廿 

三日 迄、 ばつ 文 迄 出来 上り 候。 廿三 日夕 七つ 前 迄、 五 

郎子 か、 りうつ し 候、 夫 を 又 見 申 候て 安心いた し、 半 

時た、 ぬ 内 ふし 被 申 候 所、 私む ね を さすり 居候。 うし 

ろに ゐるは 五郎 かと 申、 もはや 夫き リ にて 候。 くれ 六 

つどき に 候。」 


是が頼 山陽の 病 初より 死に 至る までの 事実で ある。 

終始 病牀に 侍して ゐた 小石 氏 里 恵 は 此の 如くに 観察し 

たので ある。 

山陽 は 此年壬 辰 六月 十二 日に 始て 喀血し、 翌十 三日 

もっぱら 

より 著述 を 整理す る ことに 著 手し、 関 五郎 をして 専 

これに 任ぜし め、 九月 二十 三日 申 刻に 至って 功 を 幾へ 

た。 その 主として 力 を 費した もの は 日本 政 記で、 旁 

詩文 題跋に 及んだ。 関 五郎 は 稿本 を師の 前に 堆積した _ 

山陽 はこれ を 見て 心 を 安んじ、 未だ 半時なら ぬに 横臥 

うしろ 

した。 里 恵 は 其 胸 を 撫でて ゐた。 山陽 は 里 恵に、 「背後 

にゐ るの は 五郎 か」 と 云った。 そして 死んだ。 時に 酉 


刻であった。 

試に 江 木 鰐 水の 行状 を 出して 再読す るに、 わたくし 

は 二者の 間に 甚だしき 牴牾 ある を 見ない。 鰐 水の 「且 

勿暄、 我将 仮寐」 は 里 恵の 「ふし 被 申 候」 と 符合す る。 

惟 鰐 水 は 「著 眼鏡」 と 云 ひ、 「不脱 眼鏡」 と 云 ひ、 又 「閣 

筆」 と 云って、 多く 具象的 文字 を用ゐ た。 里 恵の 聞い 

て 実に 非ず となす もの は、 或は 其 間に 存 したので はな 

からう か。 

それ は 兎 まれ 角 まれ、 今 根本 史料た る 価値 を 問 ふと 

き は、 里 恵の 書 牘は鰐 水の 行状の 上に ある。 後の 山陽 

の 死 を 叙す る もの は、 鰐 水 を 捨てて 里 恵 を 取らなくて 


はならない。 山陽の 最後の 語 は 「且 勿暄、 我将 仮寐」 

ではなくて、 「背後に ゐ るの は 五郎 か」 であった。 

わたくしの 次に 一 言 せんと 欲する は、 此 五郎の 事で 

ある。 山陽が 死に 瀕して 名 を 喚んだ 此 五郎の 事で ある。 

鍔 水 は師の 終焉 を 目撃した 人と して 石 川 君達 を 指 斥し、 

まさしん こう 

其 リヮル たる 森 田 節 斎 は 里 恵と 牧信 侯と を 指 斥した。 

近時 山陽の ために 伝 を 立てた 諸家の 云 ふ を 聞く に、 五 

郎は即 石 川 君達で、 石 川 君達 は即 後の 関 藤 藤 陰 ださう 

である。 果して 然 らば、 わたくしの 未だ 聞知せ ざる 牧 

の 観察 奈何 は 姑く 措き、 鰐 水 は 五郎の 言 を 伝へ たも 

ので、 iS 水 自己 は 只 修辞の 責を負 ふべき に 過ぎな い。 


わたくしの 今 問題と する 所は此 五郎で ある。 

その 二百 七 

まさ 

頼 山陽の 病んで 将に 死せ むと する 時、 関 五郎と 云 ふ 

かたはら 

ものが あって 其 傍 を 離れず、 山陽 最後の 著述 日本 政 

記の 如き は、 此 人が 専ら これが 整理に 任じた こと は、 

つまびら か 

未亡人 小石 氏 里 恵の 書牘に 詳 である。 

山陽が 遂に 此年壬 辰 九月 二十 三日 夕 酉 刻に 歿し、 越 

えて 一 一十 五日に 綾小路 千 本 通 西 へ 入 南側の 光林 寺に 葬 

られた 時の 行列に は、 棺の左 脇が 菅三 郎、 右 脇が 此関 


五郎であった。 菅は菅 茶 山の 養嗣子 菅 三維繩 である。 

さて 棺の 背後 を 右 継嗣 又 二 郎復、 左 其 弟 三 木 三郎醇 

が 並んで 歩いた。 次が 天 野 俊 平、 次が 広 島 頼 宗家の 継 

嗣余 一元 協 代 末 森三輔 であった。 光林 寺に 於け る 焼香 

の 順序 は 第一 復、 第二 醇、 第三 元 協 代 末 森、 第 四お 陽 

代菅 三、 第五 未亡人 里 恵 代 関 五郎であった。 其詳 なる 

は 木 崎 好尚さん の 書に 譲 つ て 略す る。 

山陽の 残 後 暫時の 間、 此関 五郎 は 未亡人 里 恵と 幼い 

かんどく 

嗣子 復 とに 代って 一 切の 簡牘を 作った。 曾て 森 田 思 軒 

の 引いた 十月 十八 日 復の小 野 泉 蔵、 同 寿 太 郎に与 ふる 

書の 如き は 其 一例で ある。 文中 里 恵の ために 分疏 して、 


「当方 後室 も 泉 蔵様始 家内 御 一 統へ宜 申 上 候 様 被 申 付 

候、 未 大喪 中 同人より は 何方へ も 書状 相 控罷在 候」 と 

云って ある。 

然るに 此関 五郎の 誰なる か は、 久しく 世に 知られず 

にゐ た。 明治 二十 六 年よ リニ 十七 年に 至る 間に 成った 

思 軒の 書に は、 猶 「関 何人に して 頼 氏 喪中の 事 を経紀 

する 殷々 此の 如くなる ぞ」 と 云って ある。 当時 山陽の 

事蹟に 最も 精し かった 思 軒 さへ、 関 五郎の 誰なる か を 

知らなかった ので ある。 

今 は 人 皆 関 五郎の 後の 関 藤 藤 陰た る こと を 知って ゐ 

る。 関 五郎が 日本 政 記の 校訂 者で あつたの を 思へば、 


その 藤 陰なる べき ことに は、 殆ど 疑を容 るる 地 を存ぜ 

ぬので ある。 わたくし は 小 野 節さん の 口から 親く 関 五 

郎の藤 陰なる こと を 聞いた。 節 は 上に 引いた 復に 代る 

書 を 受けた 泉 蔵 達の 裔で、 継嗣 順序より 云へば 其 孫 

に 当る 人で ある。 わたくし は 又 関 藤 国 助さん の 「関 五 

郎は藤 陰の 事に 候」 と 書した 柬牘 を目覩 した。 国 助 さ 

んは藤 陰の 女婿に して 其 継嗣なる 成 緒の 子で ある。 

既に 此の 如く なれば、 関 五郎の 身上に はも はや 問題 

とすべき もの は存 して をらぬ 害で ある。 しかし わたく 

し は猶関 五郎 を 以て 問題と しなくて はならない。 

先 「関 五郎」 と は 関 氏に して 通称 五郎で あるか。 そ 


れ とも 関 五郎と 云 ふ 三 字の 通称で あるか。 諸 山陽 伝 を 

閲す るに、 是 だに 未だ 確定 はして ゐ ない。 諸 書に は大 

抵 「通称 関 五郎」 として ある。 即ち 三 字の 通称で ある。 

若し 三 字の 通称であった なら、 山陽 は 何故に 「五郎」 

と 喚んだ か。 又復 等に 代る 書に 士人 たる 関 五郎が 何故 

に 其 氏 を 省いて、 単に 通称の み を 著した か。 後者の 如 

き は、 わたくし は 殆ど 有る ベ からざる 事 だと 思惟す る。 

且関 五郎に して 果して 藤 陰なら ば、 其 兄 

ふ をう せきとう リふ すけ まさみち 

鳧翁関 藤 立 介 政 方の 単 姓 関 を 称した のと、 藤 陰の 関 氏 

を 称した のと 同一 の 理由が あっての 事で はなから うか。 

是が 疑の 一 つで ある。 


その 二百 八 

せきとうとう い ん 

関 藤 藤 陰は備 中国 吉 浜の 社家 関 藤 左 京 政 信の 第 四 子 

で、 六 歳の 時 医師 石 川 順 介 直経に 養 はれ、 石 川 氏 を 冒 

した。 その 本姓に 復 したの は 維新 後の 事で ある。 

さかた にらう ろ 

阪谷朗 慮の 集中 「戊辰 秋 贈 石 川 藤 陰」 の 詩が あって、 

もと 

題の 下に 「石 川 今 称 関 藤」 と 註して ある。 知るべし、 

藤 陰 は 文化の 昔より 明治 紀元の 歳に 至る まで 石 川 氏 を 

あざな くんた つ 

称して ゐ たこと を。 藤 陰 名 は 成 章、 字 は 君達であった。 

みち やす 

以上の 事実 は朗廬 全集、 井上通泰 さんの 関鳧翁 伝、 


藤 陰 舎 遺稿 を 参酌した も ので ある。 

遺稿の 載す る 所の 詩文 を細検 する に、 維新 前の 自署 

は 皆 「石 川 成 章」 若く は 「石 川 章」 である。 頼 山陽に 

従 学した 間 も 亦 同じで ある。 一 として 関 藤氏 又は 関 氏 

と 称した もの を 見ない。 

さて 藤 陰の 通称 は 何で あつたか。 朗廬の 墓誌銘に は 

「称 淵 蔵、 中 称 和 介、 後 称 文 兵衛」 と 云って ある。 絶て 

五郎の 称が 無い。 矧ゃ関 五郎と 云 ふ 三 字の 称 は 見え 

ない。 

わたくし は 関 五郎の 文字 を、 未亡人 小石 氏 里 恵の 

ひろえし うす ゐ 

広 江 秋水の 妻に 与へ た 書に 於て 見る。 又 関 五郎と 云 ふ 


人の 頼復に 代って 作った 書の 自署に 於て 見る。 わたく 

しの 見る 所 は此に 止まる。 

虚心に して 思へば、 石 川 成 章と 関 五郎との 間に は 何 

等の 交渉 も 存在せ ぬので ある。 

強 ひて 二者 を 媒介す る もの を 求めた 後に、 わたくし 

は始て 日本 政 記の 校訂と 云 ふこと を 見出す。 里 恵の 書 

に 拠る に、 頼 山陽が 歿 前に 政 記の 校訂 を 託した の は 関 

五郎であった。 そして 政 記 は 後に 当時の 石 川 成 章の 補 

訂を 経て 世に 問 はれた。 関 五郎と 石 川 成 章との 間を媒 

介す る もの は 只 此のみ である。 

わたくし は 無用の 辨を なす もので は 無い。 わたくし 


は 問題な き処に 故 に 問題 を 構へ 成す もので は 無い。 

しかし わたくし は 一 の 証拠 を 得む こと を 欲する。 関 藤 

藤 陰が 石 川 氏 を 冒して ゐた 中間に、 暫く 関 氏 五郎 若く 

は 石 川 氏 関 五郎と 名告 つたと 云 ふ 一 の 証拠 を 得む こと 

を 欲する。 

人 はわた くしの 此言を 聞いて、 或は 近 出の 諸 山陽 伝 

を 以て これが 証に 充てよう とする であらう。 しかし 諸 

伝に 「通称 淵 蔵 又 関 五郎、 和 介、 後 文 兵衛」 と 云 ひ、 

「通称 を 淵 蔵、 中 ごろ 和 介 又は 関 五郎と 云 ひ、 後 文兵衛 

と改 む」 と 云 ふ 類 は、 朗廬の 文中 適宜の 処に 「関 五郎」 

の 三 字を插 入した るが 如くに 見える。 若し 是が插 入で 


あるならば、 わたくし は 何の 拠る ところがあって 插入 

せられ たかを 知らむ こと を 欲する。 若し 又 単に 日本 政 

記の 校訂 者が 関 五郎であった、 関 藤 藤 陰が 日本 政 記 を 

補訂して 世に 問うた と 云 ふ を 以て 插 入せられ たと する 

と、 わたくしの 問題 は 未解決の 儘に 存 する ことと なる 

であらう。 

日本 政 記の 校訂 者が 二人 以上あって、 或は 同時に、 

あ ひつ 

或は 相 踵いで これに 従事した と 云 ふこと も、 考 へられ 

ぬ こと は 無い。 是が 疑の 二つで ある。 

その 二百 九 


関 五郎が 石 川 成 章で はなから うかと は、 わたくしと 

雖も 思って ゐる。 石 川 は 此年壬 辰 五月に 頼 山陽に 従つ 

て彦 根に 赴いた。 そして 又 これに 従って 京都に 帰った。 

是が 山陽の 最終の 旅行であった。 石 川 は 詩稿の 末に か 

う 云って ゐる。 「既 自彦根 還。 此稿乞 正 於 山陽 先生。 

会 先生 罹疾。 不正 一 字而 没。」 次で 山陽の 歿した 翌年 

癸 巳の 元旦に も、 石 川 は 水 西 荘にゐ た。 「元日 水西荘 

賦呈 先師 霊前」 と 云 ふ 詩が ある。 是に 由って 観れば、 

頼 氏の 送葬の 時 も、 焼香の 時 も、 記録 上に 関 五郎の 占 

めて ゐる 地位 は、 恰も 是れ石 川の 当に 占むべき 地位で 


ある。 

然 らば わたくしが 関 五郎と 石 川 成 章との 同異の 間に 

疑 を 挾む の は、 或は スケプ シスの 過ぎた る もので はな 

からう か。 

さりながら 人が 「石 川 成 章 は 一 に 関 氏 五郎 若く は 石 

川 氏 関 五郎と 云った」 と 云って、 万事 解決 せられて ゐ 

お も  うけが 

ると 以為 ふの は、 わたくしの 肯ひ 難い 所で ある。 此 

裏に 新なる 発表 を 待って 方纔に 解決 せらるべき 何等か 

の 消息が 包蔵 せられて ゐる こと は、 わたくしの 固く 信 

ずる 所で ある。 わたくし は 最後に 敢て 言って 置く。 関 

五郎が 三 字の 通称で ない こと だけ は、 恐く は 殆ど 動す 


ベ からざる もので あらう と。 

山陽の 歿後 京都の 頼 氏に は、 三十 六 歳の 里 恵、 十 歳 

の復、 八 歳の 醇、 三 歳の 陽が 遺って ゐた。 諸 山陽 伝に 

は 児 玉 旗 山、 牧百 峰、 宫原節 庵が 江戸に ある 宗家の 当 

い つ あん げんけ ふ  たつ だう げん 

主 聿庵元 協と、 広 島に ある 達堂鉉 とに 与へ た 書 数 通、 

関 五郎が 復に 代って 小 野 氏に 寄せた 書 数 通、 里 恵が 小 

野 氏に 寄せた 書、 里 恵が 安井 氏に 寄せた 書、 梅 颸が後 

藤 松 陰に 与へ た 書 等 を 引いて、 当時の 状況が 記して あ 

る。 しかし わたくし は 里 恵の 広 江 夫妻に 与へ た 書が 前 

数 者に 較べて 最 重要で あると 信ずる。 それ ゆ ゑ 煩 を 厭 

しち 

はずして 下に 抄 する。 


「廿 三日 八つ 比に、 何かと あとの 所 も よくよく 申、 此 

方 なくなり 候ても、 何も か はり 候 事 はなく、 とんと/^ 

此儘 にて、 此所地 かり ゆ ゑ、 家 は 此方 家 ゆ ゑ、 ほそ，^ 

に 取つ、 V き、 二人の 子ども、 京に て 頼 二 けん 立て 候 や 

う、 夫 をた のしみ (に) 致すべく と 申、 かつゑぬ やう 

にいた し 置、 又 一 一郎 三 木 三郎、 内に 置 候へば やくにた、 

ずに なり 候 ゆ ゑ、 はん 料 出し 候ても、 外へ 遣し 候 やう 

申 置 候。 子どもが く 問いた し 候 間 は、 私 は 陽と 申 候 三 

ぼんぎ 

歳の むすめ そだて 候て、 らう 女つ かひ 候て、 三本 木に 

ほそ，^ とつ、 V け 申 候。 此方 はかね て 三本 木に て くら 

し 候へ ども、 子どもら が 代に なり 候へば、 町に て 家 か 


り、 町へ 参 候て、 店 出し 候 様 申 置 候。 (中略。) 五十 日 

たち、 又 二 郎は牧 の 方へ 遣し 申 候。 三 木三郎 はかよ ひ 

にて 児 玉へ 遣し をり 候へ ども、 是も いまだ さびしくて 

内に をり 候。 せっかく 此 せつ 遣し 候 (はむ) と存 候。 

(中略。) 国元に 余 一 と 申し 候 (は) 主人 一 ばん 子に て、 

是も 子どもら の げんざいの 兄に て、 いっかう 人 がらよ 

ろしく 候。 猶 さら 安心に て (候。) 書状 参り、 私 を 大事 

に 申 参 候 間、 ちからづよく 存候。 国元 母よりも、 ちか 

らおと しに 候へ ども、 まだ- (^あきらめ よろしき ゆ ゑ、 

私に たしかに 申 参、 安心 致 候。 来春 余 一が 下り 候 節、 

子ども 一人 は 国元に て 世話いた し 度と 申 参 候。 私が 三 


人 (世話いた し 候) は 誠にたい ぎに て、 又又 国元に て 

がく 問 世話になり 候へば、 大いに かた やすく 候。 何分 

来春 余 一見 えられ 候 を、 主人と 存待入 候。 (中略。) ま 

づく其 内に 三 歳 女子む づ かしき はう さう、 よほど あ 

や ふき 事、 やう やうと とりとめ 申 候。 かほ はやくたい 

にて、 夫 ゆ ゑ 御 返事 もいた し不申 候。 (中略。) 大坂後 

藤 春 蔵、 主人 病中に も 度々 上京、 見 まひに 見え 候。 大 

へんの せつ も、 同人 も 病気に 候へ ども、 おして 見えく 

れ、 ともいた し、 其 後 もちよ じゅつ はんかう 物た のみ 

主人 申 置 候 ゆ ゑ、 心に かけ 世話に いたし くれ、 かた じ 

けなき 事 (に 候。) 牧善 助、 小石 次女と えんぐみ、 此方 


五十 日た ち 候へば すぐに もら ひ 候。 すでに 霜月 廿 二日 

夜 こん 礼に て、 小石む すめ ゆ ゑ、 大 さかんにて 御座 候。 

ことの 外 をり あ ひと 承 候。 めで 度 事に 候。 小石 安心に 

御座 候。 児 玉三郎 も、 家内が 五月に もらへ 候。 いづこ 

(も) にぎ/ \ しき 事に 候。 どうぞ 児 玉 も はんじゃう 

候 やうと 存候。 左様いた し 候へば、 久太郎 もち かにて 

悦 申し 候 (はむ) とせつ かく 存 候。」 

その 二百 十 

じゅん 

わたくし は此年 壬辰閏 十一 月 二十 五日に 頼 山陽の 


未亡人 里 恵が 広 江 秋水 夫妻に 寄せた 書の 後半より 

尚々 書に 亘る文 を 節 略して 上に 挙げた。 括弧 内の 文字 

はわた くしの 修正 若く は 補足した ものである。 其 他 

ぎ じ 

譌字 仮名 違 等 は 直に 改めた。 若し 其 原形 を 知らむ と 欲 

する 人が あるなら、 屠 赤瑣々 録に 就て 検 して もら ひた 

い。 又 わたくし は 事実 を 討む るに 急なる がた めに、 翫 

味す るに 堪 へたる 抒情の 語 を も、 惜しげ なく 刪り 去つ 

た。 例 之ば 「猶 さら 此 せつ は 主人 (の) すきな すゐせ 

んの花 ども さき、 一 しほく おも ひ 出し 候て、 いく 度 

かく かなしみ 候」 の 類で ある。 水 西荘の 水仙 花 は 里 

恵 をして 感嗆 せし むる こと 甚 深であった と 見えて、 そ 


の 小 野 氏に 寄せた 一書に も、 これに 似た 語が ある。 森 

田 思 軒が 「人情の 極 至 亦 詩情の 極 至」 と 評した 語で あ 

る。 小 野 氏に 寄せた 書 は 「閏月 十日」 の日附 があって、 

広 江 夫妻に 寄す る ものに 先つ こと 十五 日で ある。 前 

書 を 裁した 時痘を 病んで ゐた 陽が、 後書 を 裁す る時既 

に 愈え てゐ る。 

広 江 夫妻に 寄す る 書 は 事実 を 蔵す る - J と 極て 富饒で 

ある。 それ ゆ ゑに わたくし は此 書に 史料と しての 大な 

る 価値 を 賦与す る。 それ ゆ ゑに わたくし は、 諸 山陽 伝 

中 山陽の 終焉 及 其 残 後の 事 を 叙す る 段 は、 此書牘 に 拠 

つ て 改訂 せらるべき ものなる こと を 信ずる。 


わたくしの 上に 引いた 文 は 山陽 歿後の 事に 限られて 

ゐる。 然るに 其 中に 見出さる る 事実の 多き ことよ。 

山陽 は 九月 二十 三日 未 刻の 比に 遺言 をした。 「水 西 

荘の地 は 借地で ある。 しかし そこに 建てて ある 家 は 頼 

氏の 所有で ある。 里 恵に は 費 を 節して 此 家に 住み、 

専ら 幼女 陽の 保育に 任じて もら ひたい。 復醇の 二 男子 

は 家に あって 安き に 慣れし むべき で は 無 い 。 食費 を 給 

して 人に 託して もら ひたい。 里 恵 は老婢 一人 を 役して、 

陽と 与に 水 西荘に 住み、 二 男児の 長ず る を 待ち、 京都 

巿 中に 移り 住む が 好い。」 是が 遺言 の 内容であった。 

里 恵 は 二子 一女と 倶に 五十 日の 喪 を 過した。 「五十 


日の あ ひ/ \ はか 参 二人 つれに て、 もふくに て 参 候。」 

わたくし は此 辺の 文 を 省いた が、 二 一人 つれに て」 は復 

醇の 二子 を挈 へて 往 つたので ある。 わたくし は 母子 

の 「三人 づれ」 と 解す る。 

五十 日の 後、 里 恵 は 復を牧 百 峰に 託した。 そして 醇 

をば 児 玉 旗 山の 許に 通学せ しめた。 是が十 一 月 十四日 

に 里 恵が 夫 の 遺言 を 履行した 始 である。 旗 山の 家に は 

五月 以来 新婦が ゐた。 百 峰 は復の 寄寓した 後 九日に し 

て i 小石 氏を迎 へた。 

閏 十一月に は 陽が 重い 疱瘡 を 病んで 僅に 生きた。 其 

直後に 小 野 氏に 寄せた 書が、 恐く は 里 恵の 未亡人と し 


ての 最初の 筆蹟で あらう。 此 時に 至る まで 頼 氏の 通信 

は 渾て関 五郎が 辨 じて ゐ たので ある。 

里 恵の 書中より 見出すべき 事実 は 未だ 尽きない。 わ 

たくし は 今少し 下に 解説 を 試みた い。 

その 二百 十 一 

此年 壬辰閏 十一 月 二十 五日に 頼 山陽の 未亡人 里 恵 

が 広 江 秋水 夫妻に 寄せた 書の 中より、 わたくし は 尚 下 

の 事 を 見出す。 

山陽の 歿後 中陰の 果の 日まで は、 里 恵 は 毫も 家内の 


事 を 変更せ ずに、 夫の 位牌に 仕へ てゐ た。 さて 五十 日 

を 過した 後、 遺言の 履行に 著 手し、 先づ 二人の 男児 を 

かんどく 

人に 託した。 次で 自ら 簡牘を も 作った。 しかし 里 恵が 

夫の 位牌に 仕 ふること は猶 旧に 依って ゐた。 「せめて 

と存、 誠に 大切に 百箇日 迄、 ちゅういん 中 同 やうに つ 

とめ 申 候。 日々 かう ぶつの しな を そな へ 申 候。」 語 は 

前に 省いた 中に ある。 

山陽 は 九月 二十 三日に 歿した。 さて 中陰 四十九日 は 

十一月 十二 日に 果て、 翌十 三日 を 以て 五十 日が 過ぎ去 

つた。 嗣子 復が牧 氏に 徒り、 其 弟 醇が児 玉 氏に かよ ひ 

ゆ ゑん  かみ 

始めた 日 を、 十四日と する 所以で ある。 次に 若し 上に 


云った 如く、 里 恵の 始て 自ら 裁した 書が 小 野 氏に 寄す 

る 書であった とすると、 里 恵 は 夫の 死して より 第 七十 

七日に 筆 を 把った ので ある。 其 時 幼女 陽 は 疱瘡の 回復 

期であった。 「はう さう 後 虫が 出」 云々 と 云って ある。 

次に 里 恵 は 書 を 広 江 氏に 寄せた 時、 醇を児 玉 氏へ 「せ 

つかく 此節遣 候 (はむ) と存 候」 と 云って ゐる。 是が 

夫の 死して より 第 九十 二日で ある。 此後 十二月 三日に 

至って、 百箇 日が 始て 終った。 

百箇 日の 間夫の 位牌に 仕へ た 里 恵の 情 は、 上に 引い 

た 書に いかにも 切実に 描き出されて ゐる。 「誠にく 

此せ つも 遠方へ ゆかれ 留守中と 存 候て、 日々 つとめ 申 


候。 左様な くば、 むね ふさがり、 やるせなく、 御 さつ 

し 可 被 下 候。」 わたくし は 事実 を録 する を 旨と したた 

めに、 此語を も 省いた。 わたくしの 判断 を 以てすれば、 

うんぬん 

人情の 極 至 は 水仙 花 云云の 語に 在らず して 此 語に 在る。 

いつ あん 

里 恵 は 次年 癸 巳の 春聿 庵の 江戸より 来る の を 待って 

ゐる。 聿庵は 二 弟の 中 一 人 を 安藝へ 率て 行く 害で ある。 

た V  はや 

此事は 啻に 上に 引いた 書に 見えて ゐる のみでな く、 蚤 

く 里 恵の 小 野 氏に 寄せた 書に も 見えて ゐる。 そして 小 

き やう へ い 

野 氏に 寄せた 書に は、 事が 杏 坪 の 意に 出で たやう に 

云って ある。 「此方 そばに 置 度と 広 島をぢ よりせ つか 

く 申 参 候。」 又 広 江 氏に 寄せた 書に は、 語が 杏 坪に 及ん 


でゐ ない。 余 一 より 「書状 参り」 の 下が、 「来春 余 一 が 

下り 候 節、 子ども 一人 は 国元に て 世話いた し 度と 申 参 

候」 と 承け て ある。 推す るに 聿 庵より は 直接に、 杏 坪 

より は 間接に 言って おこせた ので あらう。 

しほう ふく 

安藝へ 率て 行かれる 二人の 中の 一人 は、 支峰復 にな 

つまびら か 

つたら しい。 わたくし は 支 峰の 事蹟 を 詳 にせぬ が、 

幼時 一た び 安藝に 往 つて ゐ たさう である。 聿 庵の 帰郷 

は 少し 遅れて 夏に 入ったら しい。 梁 川 星巌の 贐 の 詩 

が ある。 「鵑啼 催 得発征 車。 留滞江 城両歳 余。 曾擬承 

歓為徳 逸。 豈図泣 血是皋 魚。 愁辺新 樹客衣 冷。 望 裏白 

雲 親 舎虚。 行 到 琵琶湖 水畔。 知 君 弔 影重欷 歐。」 詩 は 


いはく あんし ふ 

夷 白 庵 集 一 に 出で てゐ る。 

その 二百 十一 一 

さ うぢ  か は 

頼 山陽 残 後の 里 恵の 操 持 は 久しき を 経て 渝ら なか つ 

た。 後藤 松 陰 撰の 墓誌に、 「君既 寡、 子 皆 幼、 而 持操屹 

然、 凡 事 皆 遵奉 遺命、 夙夜 勤苦、 教育 二 孤、 終 致 其 成 

立」 と 云って ある。 弘化 三年 五月 二十 七日に、 京都 町 

奉行 伊奈 遠 江 守 忠告が 里 恵の 「貞操 奇特」 を 賞した こ 

と は、 世の 知る 所で ある。 是は里 恵 五十 歳、 復ニ 十四 

歳、 醇ニ 十二 歳の 時であった。 


水 西荘は 後に 人手に 落ちて、 春 処と云 ふ 画家が こ 

れに 居り、 次で 医師 安藤 精 軒の 出張所と なった。 

支 峰復は 安藤に 譲渡 を 請うた が 聴かなかった。 此時 

安藤が 梅 田 雲 浜の 門人であった ので、 梅 田の 未亡人が 

其 間に 周旋した。 以上の 事 は 上野 南 城の 話と して 森 田 

思 軒が 記して ゐる。 此 変遷の 年月 は 不詳で ある。 しか 

しわた くし は 偶然 水 西荘が 安藤の 有に 帰して ゐた 時の 

事 を 知って ゐる 〔# 「知って ゐる」 は 底本で は 「知つつ て 

ぐ わい きう  はせ ぶん 

ゐる 匕。 わたくしの 亡 弟 篤 次 郎の外 舅に 長 谷 文さん 

と 云 ふ 人が ある。 此長谷 氏 は 水 西荘を 安藤に 借りて、 

これに 居る こと 三年であった。 そして 篤 次郎の 未亡人 


久子は 水 西荘に 生れた さう である。 是に 由って 観れば 

明治 丁 丑 前後に は 荘が猶 安藤の 手に あった。 其 後の な 

リ ゆき は、 わたくし は 聞知し ない。 

此年天 保 三年に は榛軒 二十 九 歳、 妻 志 保 三十 三 歳、 

柏 軒 二十 三 歳、 長 十九 歳であった。 蘭 軒の 姉 正宗 院は 

六十 一 一歳に なった。 

蘭 軒 歿後の 第 四 年 は 天 保 四 年で ある。 榛 軒の 家に は 

事の 記すべき ものが 無い。 わたくし は 柏 軒の 雑記 中に 

於て、 柏 軒が 三月 十六 日に 正宗 院を 溜池に 訪 うて 逢 は 

なかった こと を 見出した。 正宗 院は猶 溜池の 比丘尼 長 

屋に did んでゐ たものと 見える。 


蘭 軒の 門人 森枳 園が 妻を娶 つたの は此 年で ある。 妻 

は 名 を 勝と 云って、 鼈甲 屋の 娘であった さう である。 

頼 氏で は 石 川 藤 陰が 元旦に 水西荘 にあって 詩 を賦し 

た。 「三面 遅 梅 未 著 花。 春風 吹 動 柳条 斜。 仙 遊 隔世 君 

知 否。 迎歳吾 猶在此 家。」 門 田 朴斎は 江戸に あって 儲 

君 阿部 正弘の 侍読 をして ゐ たが、 遠く 思 を 水 西 荘に馳 

せて、 「遙思 三面 闢窓 処、 寂寞 迎春 梅 影 疎」 と 云った。 

夏 五月に は 田 能 村 竹 田が 水西荘 に来リ 宿した。 「重 叩 

柴 門感曷 勝。 一 声 認得内 人※ 〔# 「應」 の 「心」 に 代えて 

「言」、 8 巻- 37- 下. rr」 剝啄の 声に 応ずる もの は、 門 生に 

あらず、 婢僕 にあらず、 未亡人 里 恵であった。 


此年蘭 軒 子女の 齢 は榛軒 三十、 柏軒廿 四、 長 一 一十で 

あった。 推す るに 長 は 既に 井戸 応 助に 嫁して ゐ たこと 

であらう。 榛 軒の 妻 志 保 は 三十 四 歳、 正宗 院は 六十 三 

歳に なった。 

天 保 五 年 は 蘭 軒 歿後 第五 年で ある。 他年 榛 軒の 嗣と 

なるべき 棠軒 淳良が、 四月 十四日に 因幡 国鳥 取の 城 

主 松 平 因幡 守 斉訓の 医官 田中淳 昌の 子と して 生れた。 

通称 は鏐 造で ある。 母の 名 は 八 百、 杉田玄 白の 女 だと、 

歴世 略伝に 云って ある。 玄 白と は 初代 玄白 翼で あらう 

たてべ  はく げんきん 

か。 玄白は 初め 子がなかった ので、 建 部 氏 伯 元 勤 を 養 

つて 嗣 とした。 其 後一 児 を 挙げたの が 立卿予 である。 


むすめ  きん  よ  ぢょ 

女の 事 は 伝に 見えない。 勤と 予 との 女の 事 も 亦 同じ 

である。 杉 田 氏の 系譜 を識る 人の 教を乞 ひたい。 

さく き やう へ い 

頼 氏で は此年 五月 朔に 杏 坪が 七十 九 歳で 広 島に 残 

まつく わん ひら 

した。 わたくし は 其 集の 末 卷を攤 いて 見た。 「黄葉 村 

南 人 去 後。 毎 逢 花 月 独 推敲。」 此恨は 蘭 軒に あって は 

僅に 一年 余で あつたが、 杏 坪に あって は 七 年の 久しき 

に 至った。 「旧歓 杳渺 多年 夢。 故 友 凄 寥残夜 星。」 

此年蘭 軒の 子女 は榛軒 三十 一、 柏 軒 二十 五、 長 二十 

一 であった。 蘭 軒の 姉 は 六十 四、 榛 斬の 継室 は 三十 五 

になった。 


その 二百 十三 

蘭 軒 歿後の 第 六 年 は 天 保 六 年で ある。 榛 軒の 家に は 

一 男子が 死して 一 女子が 生れた。 

男子 は 誰で あるか。 先 霊 名録に 曰く。 「疎 桐 禅 童子。 

信 厚義 子。 実 信 重 子。 母 藤 田 氏。 天 保 六 年 乙未閏 七月 

十七 日 歿。」 子 は 法 諡を疎 桐と 云った。 恐く は 未だ 

小字 を 命ずる に 及ばず して 夭した ので あらう。 疎 桐の 

生 父 は 柏 軒で ある。 柏 軒 は 後 狩 谷 氏 俊を娶 つた。 又 

一 妾 佐 藤氏 春を畜 つて ゐた。 しかし 疎 桐の 生れた の 

は 狩 谷 氏の 未だ 来り 嫁せ ざる 前で ある。 又 佐 藤氏 春の 


齢 を 推算す るに、 春 は 文政 八 年の 生で、 此 年甫て 十 

一歳であった。 わたくし は 藤 田 氏の 女の 何人なる を 知 

ら ぬが、 その 産む 所の 疎 桐が 柏 軒未娶 前の 子なる こと 

は 明で ある。 それ ゆ ゑに 兄 榛軒は 己の 子と して 公 に 

稟 したので あらう。 

女子 は 誰で あるか。 榛 軒の 継室 飯 田 氏 志 保の 始て生 

む 所で、 初め 名 を 柏と 命ぜられた。 即ち 大正 丁 巳に 至 

つて 八十 三 歳の 寿 を 保って ゐる曾 能 子 刀自で ある。 若 

し榛 軒の 先妻 勇の 出 なる れんより して 順位 を 論ずれ 

ば、 刀自 は 第二 女で ある。 わたくしの 此ょリ 下に 記す 

る 所 は、 刀自の 記憶に 負 ふ 所の ものが 極て 多い。 


此年 閏 七月 四日に 狩谷掖 斎が 六十 一 歳で 歿した。 

かう だう 

松 崎慊堂 撰の 墓誌に、 「天 保 乙 未、 遽焉嬰 病」 と 書して 

すこやか 

あるから、 前年 甲 午に 至る まで は 尚 健 であった と 見 

える。 他日 慊堂日 暦を閲 したら ば、 或は その 何の 病な 

る を 知る こと を 得る かも 知れない。 掖 斎の 残した の は ■ 

浅 草の 常 関 書院に 隠居して より 第 十九 年の 事で ある。 

津軽家 用達と して 世に 聞え て ゐた湯 島の 店に は、 当主 

懐 之が 三十 二 歳に なって ゐた箬 である。 懐 之の 妻 は 所 

むすめ 

謂 呉服屋 後藤の 女 で、 名 を ふくと 云った さう である。 

湯 島の 津軽屋 は大ぃ 店で、 留蔵、 音 三郎、 梅 蔵 三人 

かよ ひばんとう おの/、 

の 支配人 即通 番頭が 各 年給 百 五 十両であった。 渋 


江 保さん の 話に、 渋 江 氏の 若党 柴田清 助の 身元 引 請 人 

利兵衛 は、 本 町 四 丁目の 薬 店 大坂屋 の 通 番頭で、 年給 

二 十両であった。 大坂屋 では 是が 最高の 給 額で、 利 兵 

衛 一人が これ を 受け、 傍輩に 羨まれて ゐた。 渋 江抽斎 

さい  あねむこ  どひ や 

の 妻 五 百の 姉 夫 塗物 問屋 会 津屋宗 右衛門 方の 通 番頭 は 

首席 を 庄太郎 と 云って、 年給 四 十両であった。 五 百の 

里親 神 田柑屋 町の 鉄 物 問屋 日野屋 忠兵衛 方に は、 年給 

百 両の通 番頭 二人が あって、 善 助、 為助と 云った。 此 

日野屋 すら 相応の 大賈 であった。 此 等より 推せば、 通 

番頭 三人に 各 年に 百 五 十両 を 給した、 津軽 屋の大 さが 

想 見せられる。 且津軽 家 は 狩 谷に 千 石の 禄を 与へ た。 


リん まい  じゅべ い 

次年 五月 は廩 米中より 糯来三 俵 を 取って 柏餅 を 製し、 

おく 

津軽 藩士と 親戚 故旧と に 貽るを 例と して ゐ たさう であ 

る。 

被 斎の 死 は、 津軽屋 のために は 尋常 隠居の 死と して 

視 るべき ではなかった だら う。 懐 之 は 固より 凡庸 人で 

なかった ことが、 慊 堂の 「風 度 気象 能 肖 父」 を 以て 証 

せられて ゐる。 しかし 性 頗る 酒色 を 好んだ。 家に ある 

て さか づき  お  なら  げ ぶつ 

に 手 杯を釈 かず、 客 至れば 直に 前に 陳 ベた 下物 を撤 

かう かく  れいかう ざんし や 

せしめて、 新に 殽核を 命じた。 そして 吾 家に 冷 羹残炙 

を 供すべき 賤客は 無い と 云った さう である。 又 妻 後藤 

氏に 随 つて 来た 侍女に 姿 色が あつたので、 遂に 留めて 


妾と したと 言 ふ。 想 ふに 湯 島の 店は掖 斎の 董督に 待つ 

ある こと 鮮少でなかった だら う。 

その 二百 十四 

わたくし は 狩 谷懐 之が、 縦 令 多少 書 を 読ん でゐ たと 

しても、 必ずしも 大 商店 を 経営す る 力 をば 有せな かつ 

しば/ \ 

たものと 推す る。 父 掖斎は 浅 草に 隠居した 後 も、 屢 

湯 島に 往来して、 懐 之 を 庇※ 〔# 「广+ 陰」、 8 巻， 40- 上 

する こと を 怠らなかった であらう。 此年乙 未の 秋 

に は、 其 被 斎が 残した ので ある。 


わたくし は 嘗て 懐 之が： t を 喪った 後久し からず して 

下 谷 徒 町に 隠居し、 湯 島の 店 を 養子 三 右衛門に 譲り、 

三 右衛門が 離別 せられた 後、 重て 店主 人と なった こと 

が あると 聞いて ゐる。 此説は 懐 之に 自 知の 明が あって、 

早き を趁 うて 責任 ある 地位 を遯れ たものと も 解せられ 

る。 わたくし は 只 その 年月の 遅速 を 詳 にしない。 

懐 之の 養子 三 右衛門 は 二人 ある。 離縁 せられた 初の 

としま や 

三 右衛門 は 造酒 業 豊島屋 の 子であった。 離縁の 理由と 

して は、 所謂 天閹 であった らしく 伝 へられて ゐる。 其 

真偽 は 固より 知る ことが 出来ない。 後の 三 右衛門 は即 

ち 懐 之の 後 を 襲いだ 矩 之で、 本 斎 藤氏で ある。 


わたくし は 一 の 事実より 推して、 掖斎残 後に 懐 之が 

続いて 店主 人たり し 時代 は 甚だ 短く はなかった こと を 

ぢ よくに 

知る。 それ は 柏 軒の 女 国が、 初め 豊 鳥屋から 来た 三 右 

衛 門の 配と して 迎 へられ、 その 離縁 せられた 後、 遂に 

斎 藤氏から 来た 三 右衛門 矩 之に 嫁した と 云 ふ 事実で あ 

る。 

矩之は 天 保 十四 年生、 国 は弘化 元年 生で ある。 懐 之 

の 歿した 安政 三年に は、 矩 之が 十四 歳、 国が 十三 歳で 

さきだ 

あった。 矩 之に 先って 狩 谷 氏に 来た 豊島屋 の 子 三 右 

衛門 は、 縦し ゃ矩 之より 長 じて ゐた としても、 既に 国 

よは ひ 

を 配すべき 少年であった とすれば、 其 齢の 懸隔 は甚 


だ大 くはなかった だら う。 

是に 由って 観れば、 懐 之の 退 隠 は 安政の 初年より 早 

くはなかった だら う。 此年乙 未より 安政 紀元の 甲 寅に 

至る 間 は 二十 年で ある。 是が懐 之の 店主 人であった 害 

の 年数で ある。 彼 「怙を 喪って 久 からず して」 退 隠し 

たと 云 ふ 説 は、 稱 酌して 聞くべき である。 わたくし は 

後に 至って 又此 問題に 立ち 帰る であらう。 

掖 斎の 歿した 時、 其 妻 はどうして ゐ たか。 墓誌に は 

唯 「出 為 従 祖弟狩 谷 保 古嗣、 配以 第三 女」 の 句が ある 

のみで ある。 わたくし は此に 拠って 被 斎の 妻が 狩 谷 

保 古の 第三 女であった こと を 知る。 しかし 其 生残 を 明 


にす る こと を 得ない。 天 竜 寺に は掖 斎の 墓が あって、 

妻 狩 谷 氏の 墓 は 無い。 

わたくし は 頃日 料らず も掖 斎の 妻の 忌日 を 知る こと 

を 得た やうに おも ふ。 若し 他に 記録の 徴 すべき ものが 

無い とすると、 是も亦 掖斎伝 を 補 ふべき 重要なる 材料 

の 一 であらう。 

その 二百 十五 

わたくし は 此年天 保 乙 未に 狩谷掖 斎の 歿した 時、 其 

しば/ \ 

妻 はどうして ゐ たかと 問うた。 既に 屢 云った 如くに、 


い-つむ  けんもん 

わたくし は 被 斎の 詳伝の 有無 を 知らない。 しかし 見聞 

はう こ 

の 限 を 以てすれば、 其 妻であった 狩 谷 保 古の 第三 女 は 

生歿の 年月が 不詳で あるら しい。 

このごろ いち けみ 

然るに わたくし は 頃日 巿に閲 して 一 小冊子 を 獲た。 

藍界の 半紙 二十 六 枚の マ 二 ュスク リイで、 茶 表紙の 上 

て ふ  せん 

に 貼した 簽に 「糾 繩抄」 の 三 字が 題して ある。 内容 は 

享和 三年より 天 保 九 年に 至る までに 歿した 人の 忌日で、 

聴く に随 つて 書き 続いだ ものと 覚 しく、 所々 明に 墨色 

の 行 毎に 殊 なる を 認める。 

やしろ ひろ かた 

一 友人 は 筆蹟が 屋代弘 賢に 似て ゐ るが 故に、 或は 弘 

賢の 自筆 本で はなから うかと 云 ふ。 弘賢は 天 保 十二 年 


こと  りんち 

に 八十 四 歳で 歿した。 若し 友の 言の 如くならば、 輪 池 

が歿前 三年 即 八十 一 歳に 至る まで 点簿 した ことと なる 

であらう。 

さ-つじよう 

按ずる に 標題の 糾繩 は隋 書に 「若 不糾繩 、何以 粛厲」 

と 云って ある 如く、 ただす 義 である。 此を 以て 此 書に 

きってん 

名 づけた の は 不審で ある。 わたくし は 或は 糾 纏の 誤で 

はなから うかと 疑った。 しかし 詩人 等 は 屢礼繩 を用ゐ 

る こと 糾 纏の ごとくに して ゐる。 わたくし は 題簽 を 熟 

視 して ゐ るう ちに、 ふと 紙 下に 墨 影 あるに 心附 いた。 

すか  ぢき 

そして 日に 向って 透して 視た。 果して 茶 表紙に 直に 書 

いた 別の 三 字が あった。 此三字 は 「過去帳」 であるら 


しい。 推す るに 初め 過去帳と 題し、 後 忌んで 糾繩抄 と 

改めた もので あらう。 

此糾 繩抄の 文化 七 年 庚 午の 下に は 七 人の 名が ある。 

原文の 儘に 録 すれば、 下の 如くで ある。 「正月 廿 七日 

小 野 蘭 山 (八十 二 歳、 二月 発 喪) 細見 権十郎 (三月 十 

六日、 実は 八月 十四日、 号 秋 月 院道法 日 観 居士) 加 藤 

定四郎 (四月 十九 日朝) 太 田 備後守 殿 (六月 十七 日 於 

掛川 死去、 脚気 腫 之 由) 望 之 妻 (六月 十八 日朝) 吉川 

熊太郎 (七月 十四日 病死) おの ふ (八月。)」 括弧 内 は 

細 註の 文で ある。 

わたくし は此 「望 之 妻」 は掖 斎の 妻で あらう と 謂 ふ。 


果して 然 らば、 被 斎の 妻 狩 谷 氏 は 文化 七 年 庚 午 六月 十 

八日の 朝 歿した ことと なる であらう。 

被 斎の 墓誌に は 「育 一男 二 女、 男即懐 之、 (中略、) 

女 一 適 高 橋 某、 一 適 伊沢 信 重」 と 書して ある。 伊沢 分 

ばう し 

家の 口碑の 伝 ふる 所に 拠れば、 初め 狩 谷 保 古 は 望 之 を 

養 ふに 当って、 其 生 父 高 橋 高敏に 約す るに、 望 之の 子 

をして 高 橋 氏を嗣 がしむ る こと を 以てした。 それ ゆ ゑ 

掖 斎の 長女た かの は 高 橋 氏に 養 はるる ことと な つて ゐ 

た。 然るに ある 日長 女 次女 は相携 へて 浅 草の 観音に 詣 

でた。 家に 帰って、 長女 は 病臥し、 遂に 起たなかった。 

しゅん  か 

次女 はたか、 後の 名 は 俊で、 長 じて 後 柏 軒に 嫁した。 


誕生の 順序 は 第一 懐 之、 第二た かの、 第三た かで あつ 

たと 云 ふので ある。 

被 斎の 妻が 文化 七 年に 残した とすれば、 是は懐 之 七 

を さな 

歳、 たか 一 歳の 時で ある。 たかの は 懐 之より 穉く、 た 

かより 長 じて ゐ たこと を 知る のみで、 其 生残 年 を 

つまびら か 

詳 にしない。 当時 掖斎は 三十 六 歳であった。 被 斎 

の 妻 は 夫に 先つ こと 二十 五 年に して 既に 歿して ゐた。 

その 二百 十六 

ちょうし やくし 

此年乙 未に は 蘭 軒 門人 森枳 園の 家に 冢子約 之が 生れ 


た。 渋江抽 斎の 家で は 嫡子 恒 善が 既に 十 歳に なって ゐ 

やすよし 

て、 此年 第二 子 優 善が 生れた。 約 之と 優 善と は榛 軒の 

ぢ よかえ 

女 柏と 同 庚で、 若し 大正 丁 巳まで ながらへ てゐ たら、 

今の 曾 能 子 刀自と 倶に、 八十 三 歳に なって ゐる 害で あ 

る。 

此年榛 軒 三十 二、 妻 志 保 三十 六、 柏 軒 二十 六、 長 二 

十二、 志 保の 産んだ 柏 一歳であった。 

たけな は 

天 保 七 年に は 春の 未だ 闌 ならぬ うちに、 柏 軒が 狩 

谷掖 斎の 第二 女た か、 後の 名 俊を娶 つたら しい。 何 

故と 云 ふに、 柏の 初節句 即丙 申の 三月 三日に は、 たか 

が 家に ゐ たと 伝 へられて ゐ るからで ある。 


柏 軒た かの 夫婦 は 同 庚で ある。 そして 共に 二十 七 歳 

で 結婚した ことと おも はれる。 

たかは 善く 書 を 読んだ。 啻に 国文 を 誦する のみで は 

なく、 支那の 典籍に も 通じて ゐた。 現に 徳 さんの 姉 

良 子 刀自 は、 たかが 子に 授けむ がた めに 自ら 書した 

まう ぎう  ぼし だい 

蒙 求 を 蔵して ゐる。 拇指 大の 楷書で ある。 女文字に 至 

きこえ  れんめん さう 

つて は 当時 善書の 聞が あった。 連綿 草 を 交へ た 仮名 

の 散らし 書の 消息 数 通、 細字の 文 稿 一 一 三 卷も亦 良 子 刀 

自の 許に ある。 蘭 軒の 姉 正宗 院と云 ひ、 此 たかと 云 ひ、 

渋江抽 斎の 妻 五 百と 云 ひ、 仮名文の 美しき こと は 歎賞 

すべきで ある。 たかは 折々 父掖 斎に 代って 歌 を 書いた。 


そして 人 は その 孰れ か掖 斎に して 孰れ かたかなる を辨 

ずる こと を 得なかった。 たかは 歌 を 詠 じ、 文章 を 書い 

た。 

たかは 夙く 今少納 言と 称せられ、 又 単に 少納 言と 呼 

ばれた。 それ ゆ ゑ 後に 山 内 氏 五 百が 才名 を馳 せた 時、 

人が 五 百 を 新少納 言と 呼んだ。 たかの 少納 言に 対へ て 

呼んだ ので ある。 たかは 五 百より 長ず る こと 七 歳で あ 

つた。 渋 江 保さん は 両少納 言の 初て 相 見た 時の 事 を 母 

に 聞いて ゐる。 これ は 大勢で 川 崎の 大師に 詣 でた 時で、 

二人 を 紹介した の は 磯野 勝 五郎 即 後の 石川貞 白で あつ 

た。 五 百 は 後に 「思った 程 美しく はなかった」 と 云つ 


た。 たかは 背が 低かった さう である。 

たかは 諸藝に 通じて ゐて、 唯 音楽 を 解せなかった。 

はな はけんぎ や-つ たぐ ひ 

墙 検校の 類 であった と 見える。 

たかは 処女 時代に 黒 田家の 奥に 仕 ふること 三年で あ 

つた。 正宗 院の 曾て 仕へ た 家で ある。 君 侯のお 手が 附 

いとま 

いたと 云 ふ 虚説が 伝 へられた ために、 暇 を 乞うた さ 

うで ある。 

たかの 柏 軒に 嫁した の は、 自ら 薦めた の ださう であ 

ばん あん  にょう ぼ 

る。 「磐 安さん がわた し を 女房に 持って くれぬ かしら」 

と は、 たかの 屢 口にした 所であった。 推す るに 橋 わ 

たし は 石 川であった かも 知れない。 当時懐^^の家は富 


裕 であった。 然るに たかはみ づ から 択んで 一 諸 生た る 

柏 軒に 嫁した ので ある。 

保さん は 彼 「失 はれた る マ 二 ュスク リイ」 抽 斎日 乗 

に、 五六 枚の 記事の あった こと を 記憶して ゐる。 それ 

は 諸 友の 柏 軒た かの 華 爆を賀 した 詩歌であった。 中に 

f せつ 

は 狂歌 狂句 俗謡の 類で、 文字の 稍 褻に 亘 つた ものが 夾 

雑して ゐた。 女の しかけた 恋 だと 云 ふ 故であった らし 

ヽ 0 
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その 二百 十七 


わたくし は 渋江抽 斎の 日 乗に、 柏 軒と 狩 谷 氏た かと 

がふ きん 

の 合※ 〔# 「丞 \ 巳」、 8 巻- 45- 上る〕 を 祝す る 詩歌、 俳諧、 

俗謡が あって、 中には 稍 襄に亘 つた もの、 あった こと 

を 語った。 そして 是が たかの 自ら 薦めた 故で あったら 

かう む 

しいと 云った。 しかした かの 此の 如き 揶揄 を 被った 

に は、 猶 別に 原因が あるら しい。 

げんぎよ 

たかの 気質 は 男子に 似て ゐた。 言語に は 尋常 女子の 

ことば  きょそ 

敢て 口にせざる 詞が あり、 挙措に は 尋常 女子の 敢て 

作さざる 振舞が あった。 たかは 毎に 磯野 勝 五郎、 小 野 

ふこく  ともがら 

富穀の 輩 と 酒 を 飲んで 快談 した。 又 男子の 花信 を 伝 

ふる を 聞いて、 直に 起って 同じく 観む こと を 勧めた こ 


とも ある。 此等は 後年 柏 軒の 嗣子，. 磐の 聞き 伝へ てゐ 

て、 渋 江 保さん に 語った 所で ある。 是も亦 祝賀の 日に 

当って、 措辞の 忌憚な きを 致した 一 原因で あらう。 

これ を 読む もの は、 たかの 性行 中より、 彷彿と して 

所謂 新しき 女 の 面影 を 認む るで あらう。 後に 抽 斎に 嫁 

した 山 内 氏 五 百 も 亦 同じで ある。 此 二人 は 皆 自ら 夫 を 

択んだ 女で ある。 わたくし は 所謂 新しき 女 は 明治 大正 

おも 

に 至って 始て 出で たので はなく、 昔より 有った と 謂 ふ。 

となへ  へんせ き 

そして わたくしの 用 ゐる此 称 に は K 斥の 意 は 含まれ 

て をらぬ ので ある。 

柏 軒が 家 を 中 橋に 構へ たの も、 恐く は此 頃の 事で あ 


らう。 文書の 上に 於て は、 わたくし は 弘化四 年の 榛軒 

の湘陽 紀行 中に 始て中 橋の 家の 事 を 見出した。 しかし 

柏 軒が 中 橋に 別居した の は、 迎妻 のた めではなかった 

かとお も ふので ある。 そして 此 別居 はやが て 伊沢 氏の 

「又 分家」 の 成立と なった ことで あらう。 

わたくし は 此ょリ 曾 能 子 刀自の 記憶に 本づ いて、 此 

年 三月 三日の 事 を 語らう とお も ふ。 幼い 柏の 初節句で 

ある。 

榛 軒の 家に は 古くより 持ち 伝へ た 雛人形が あった。 

しかし 志 保は榛 軒に 請うて、 別に 新しき もの を 買 ふこ 

ととした。 さて 柏 軒と 倶に 内弟子 某 をした がへ て 家 を 


出た。 

留守 は 柏 軒の 妻た かであった。 忽ち 柏が 痙攣 を 起し 

た。 恐く は 腸 胃の 不調和 等に 因る 痙攣であった だら う。 

たかは 驚いて 家内の 人々 を 呼び 集へ、 治療 看護に 手 を 

尽 した。 

柏が 纔に 常に 復 した 時、 志 保 等 は 還った。 たかは 志 

保 を 玄関に 出で 迎 へて、 「あの、 お 留守に お 柏さん が」 

と 云 ひさして 泣き伏した。 此 女丈夫の 心根に も 優しい 

処 はあった ものと 見える。 

「柏が どうかいた しました か」 と 問うた 志 保 は、 心の 

うち 

裏に 若し や 死んだ ので は あるまい かと 疑って、 甚だし 


く 驚いた。 そしてた かの 語 を 継ぐ を 待って、 始て心 を 

安んじた さう である。 此事は 後年 志 保が 幾度と なく 柏 

に 語った。 

新なる 雛人形の ために は、 新なる 雛 棚が あつら へら 

れた。 榛軒は 大工に 命じて 幅 二 間、 高さ 一間の 階段 を 

造らし め、 特に これ を 堅牢に せむ こと を 求めた。 その 

出来て 来たの を 見れば、 数人が 践んで 升る こと を 得る 

程 堅牢であった。 此 雛段 は 久しく 伊沢の 家に あって、 

茶番な どの 催さる、 毎に、 これに 布 を 貼って 石段と し 

て 用 ゐられ たさう である。 

よ-つ 

此年 冬榛軒 は癰を 病んだ。 榛軒 詩存に 「天 保 七 年 丙 


申 冬 夜、 病癰 臥」 の 五 律が ある。 「病 夫 苦 長夜。 一 睡尚 

三更。 風 定林柯 寂。 月 升烏鵲 鳴。 倦 書背燈 影。 欹枕算 

鐘声。 愁緖遣 無地。 通宵誦 仏名。」 

その 二百 十八 

此年天 保 七 年 十 一 月 十四日に 池 田 京 水が 歿した。 柏 

軒が 京 水の 家に 就いて 痘科を 聴いた こと は、 上に 記し 

たるが 如くで ある。 又 蘭 軒 門人 渋江抽 斎が 同じく 京 水 

に 学んだ こと は 曾て 抽斎 の 事蹟 を 叙す る に 当って 言 つ 

て 置いた。 京 水 は 後に 一 たび 榛 軒の 女 柏の 夫と なる ベ 


き 全 安の 父で ある。 

わたくし は抽 斎の 事蹟 を 叙して、 始て 其師京 水に 言 

及した。 次で 此年丙 申に 先つ こと 二十 年 文化 丙 子に、 

京 水の 養父 錦 橋が 歿した 時、 わたくし は 再び 其 子 京 水 

の 事 を 語った。 わたくし は此に 養父と 書した。 錦 橋が 

京 水の 実父な り や 養父な リゃ は、 曩 にわた くし は 決す 

る こと を 得ずに、 疑問と して 残して 置いた。 しかも わ 

たくし は 実父 説に 重き を 置いて、 養父 説 をば 一 説と し 

て 併せ 存 して 置いた。 是は錦 橋が 幕府に 対して 実子と 

申し立て、 ゐ たらしかった 故であった。 今 わたくし は 

かきあげ 

錦 橋が 確に 寛 政 十一 一年の 書 上に 京 水 を 以て 実子と なし 


てゐ たこと を 知って ゐる。 そして 又 それが 虚構で あつ 

たこと を も 知って ゐる。 

わたくし は 初に 京 水 を 語った 時と、 再び 京 水 を 語つ 

た 時との 間に、 錦 橋の 宗家の 後裔た る 池 田 鑑三郎 さん 

と 相 見た。 是が 研究 上稍大 なる 進歩であった こと は 勿 

論で ある。 

しかし わたくしの 主として 知らむ と 欲した の は、 父 

錦 橋に あらず して 子 京 水で ある。 鑑三郎 は 嫡子 京 水 

善 直の 廃せられ た 後、 其 父 錦 橋の 門人 中より 出で て 

宗家 を 継 い だ 霧渓晋 の 後裔で ある。 鑑三郎 に 縁って 分 

家 京 水の 事 を 知る こと は 困難であった。 


わたくし は 百方 捜索して 京 水の 後裔 を識ら むとした。 

しかし 久しく 何の 得る 所 も 無かった。 

然るに わたくし は 本 伝に 錦 橋の 死 を 記した 後、 今 京 

水の 死 を 記す る 前、 即ち 再び 京 水 を 説いた 時と 三た び 

京 水 を 説く 時との 間に、 図らずも 京 水の 後裔と 相 見た。 

わたくしの 錦 橋の 死 を 記した 文が 新聞に 連載せられ 

てゐた 頃の 事で ある。 当時 品 川に 住んで ゐて、 町役場 

に 出入す る 一 知人が わたくしに 書 を 寄せた。 「高著 伊 

沢 蘭 軒 新聞に て 拝読 致 居候 処、 痘科池 田 京 水と 申 者の 

事蹟に 御 不審の 箇条 有 之 候と 相 見え 候。 然るに 貴 説に 

右京 水の 一 子と 相 成 居候 全 安の 名、 当 町役場の 書類 中 


に 有 之 候。 但し 此池田 全 安 は 現存 者に して 或は 時代相 

違なら むかと も 被存、 若し 同名異人 なるとき は、 無用 

の 穿鑿に 可 有 之 候へ 共、 兎も角も 左に 宿所 姓名 抄出、 

御 一 報 申 上 候。」 此 書の 末に 「南 品 川 獵師町 三十 九 番地 

池 田 全 安」 と 低 書して あった。 わたくし は 此に書 を 裁 

した 知人の 名 を 公 にす る 必要 を 認めない。 わたくし 

は 永く 其 人が わたくしの 研究 上 頗る 重大なる 資料 を 得 

る 媒 をな した こと を 忘れぬ であらう。 

わたくし は 直に 池 田 全 安と 云 ふ 人を訪 ふこと に 決意 

して、 先 づ書を 贈って 先方の 都合 を 問 ひ 合せた。 然る 

に 全 安さん は 書 を 以て 答へ ずに、 自ら わたくしの 家に 


たづね て 来た。 

その 二百 十九 

一 知人が わたくしに 品 川に 池 田 全 安と 云 ふ 人の ある 

こと を 報じた。 それ は 池 田 京 水の 子と 名 を 同じう して 

ゐ るが 故であった。 わたくし は 其 人を訪 はむ と 欲して 

書 を 寄せた。 そして 其 人の 忽ち 刺 を 通ず るに 会った。 

わたくし は 伊沢 分家の 語る 所 を 聞いて、 全 安が 嘉永 

二 年に 二十 余 歳で 婿入 をした こと を 知って ゐた。 若し 

客が 其 人 だとす ると、 九十 歳 前後に なって ゐ なくて は 


ならない。 此の 如き 長寿の 人 も 固より 絶無で は 無い。 

しかし 容易に 未知の 人 を 訪問し はせ ぬで あらう。 

又 客が 若し 池 田 京 水の 族 人で なかったら、 わたくし 

の 書 を 得て、 わたくし を 見ようと はせ ぬで あらう。 

推す るに 客 は 京 水の 子 全 安の 名 を 襲いだ もので はな 

からう か。 わたくし は 咄嗟の 間に 此の 如く 思量した。 

そして 客 を 引見した。 

座に 入り 来った の は、 洋服 を 著た 偉丈夫で ある。 

軀幹 長大に して、 筋骨が 逞しい。 打 見る ところ は、 僅 

に 四十 歳を踰 えた かとお も はれる。 

わたくし は 此方より 訪 ふべき 人に 訪 はれた ので ある 


から、 先 づ其枉 顧の 好意 を 謝した。 そして 京 水との 親 

属 関係 を 問うた。 

「京 水 はわた くしの 祖父で ございます」 と 客 は 答へ た。 

「さやう でした か。 それで は あなた は 御 尊父 様のお 名 

をお 襲ぎ なさい ましたので すね。 失礼ながら 御 実子で 

お出な さいます か。」 

「い、 え、 わたくし は 加 賀の金 沢の もので、 池 田家へ 

養子に 参った のです。」 

「御 尊父 様 は。」 

「父 は 明治 十四 年に 亡くなりました。」 

わたくしの 推測 は 偶 中した。 客 は 京 水の 孫であった。 


京 水の 子 全 安に 養 はれて、 其 名 を 襲いだ ものであった。 

わたくし は 客に 池 田 京 水に 関する 研究の 経過 を 告げ 

た。 向島 嶺松 寺に あった 京 水の 墓 は、 曾て 富士川 游さ 

んが往 弔した のに、 寺が 廃せられ て、 他の 池 田 氏の 諸 

墓と 共に 踪跡を 失した 事、 諸 墓の 中 池 田 宗家に 係る 錦 

橋 以下 数人の 墓石 は、 其 末裔 鑑三郎 さんに 由って 処分 

せられ、 其 法諡は 一 石に 併せ 刻せられ て、 現に 上野 共 

同 墓地に 存 する 事、 然るに 分家の 一 なる 京 水の 一 族の 

墓 は 其 なりゆき を 知る こと を 得なかった 事 等で ある。 

わう ばくぜん さっき 

わたくし は 江戸 黄 檗禅剎 記の 事 を も 客に 告げた。 禅 

剎 記に 嶺松寺 を 載せ、 併て 池 田 氏の 墓に 及んで ゐるこ 


と は、 人あって わたくしに 教 へた。 その 錦 橋の 墓誌 を 

録 して ゐる こと は 推知 せられる。 しかし 京 水の 墓誌 は 

さき 

有らう か 無から うか。 わたくし は 前に 再び 池 田 氏の 事 

を 説いた 時、 疑を存 して 置いた。 後 渋 江 保さん は 上野 

図書館 を訪ふ 序に、 わたくし のために 禅剎 記を閲 して 

くれた。 錦 橋の 墓誌 は 収められて ゐて、 京 水の もの は 

収められて ゐ なかった ので ある。 わたくし は 客に 此憾 

を も 語った。 

その 二百 一 一十 


わたくし は 池 田 京 水の 孫 全 安さん を 引見して、 先づ 

わたくしの 京 水の 事蹟 を 探 討した 経過 を 語った。 わた 

くしの 談は 探墓談 であった。 是 はわた くしが 京 水 墓誌 

の 全文と 其 撰者と を 知らむ こと を 欲した 故で ある。 

京 水の 孫 全安即 二世 全 安 は、 わたくしに 向島 嶺松寺 

にあった 池 田 分家の 諸 墓の なりゆき を 告げた。 わたく 

し は 京 水の 子と 孫と が 同名なる を 以て、 以下 彼 を 初代 

全 安と 書し、 此を 二世 全 安と 書して 識別し 易から しむ 

る マ j ととす る。 

池 田 分家 は 宗家 即錦 橋の 家に あつ て 廃嫡 せられた 京 

ずゐ ちゃうち よくら い 

水に 由って 創立 せられた。 京 水の 後 は 嫡男 瑞長直 頼 


が 襲いだ。 瑞 長の 弟 初代 全 安 は 一 たび 伊沢 分家に 婿入 

して 離縁せられ、 後 更に 分立して 一家 を 成した。 伊沢 

氏の 例に 倣って 言へば、 初代 全 安の 家 は 「又 分家」 で 

ある。 今 二世 全 安の わたくしに 告げた 所の 諸 墓の なり 

ゆき は、 此 分家と 又 分家との 諸 墓の なりゆき である。 

嶺松 寺の 廃 せらる るに 当って、 二世 全 安 は 祖父 京 水 

の 卑属た る 池 田 分家 並に 又 分家の 両家の 諸 墓 を 処分せ 

しめ、 一 石 を 巣 鴨 共同墓地に 立て、 「池 田家 累世 之 墓」 

と 題した。 是は 宗家の 裔 鑑三郎 さんが 錦 橋 霧渓ー 系の 

合 墓 を 上野 共同墓地に 立てた と 同時の 事で ある。 嶺松 

寺 池 田 氏の 諸 墓 は 此時ニ 地に 分ち 徒され、 その 宗家に 


係 かる もの は 鑑三郎 に 由って 上野へ 遣られ、 その 分家 

と 又 分家と に 係 かる もの は 二世 全 安に 由って 巣 鴨へ 遣 

られ たので ある。 

是に 於て わたくし は 向島 弘福寺 主の 言 ふ 所の 無根 拠 

でなかった こと を 知った。 寺 主 は 巣 鴨に 移された 墓の 

事 を 聞いて、 上野に 移された 墓の 事 を 聞かなかった の 

である。 

然 らば わたくしが 巣 鴨 に 尋ねて 往 つた 時、 毫も 得る 

所な くして 帰った の は 何故で あつたか。 墓地の 管理 を 

する 家の 女 は、 わたくしに 墓に は 皆 檀家 あり、 檀家に 

池 田 氏な きを 以て 答へ たのであった。 そして 女 はわた 


くし を 欺かなかった。 二世 全 安 は 嘗て 一 たび 池 田 両分 

家の 合 墓 を 巣 鴨に 立て、 後 又 これ を 雑 司 谷 共同墓地に 

徒した。 わたくしの 巣 鴨に 往 つたの は此遷 徒の 後で あ 

つた。 

今 は 錦 橋 霧渓ー 系の 合 墓が 上野に あり、 京 水 瑞長系 

と 京 水 全 安 系と の 両系 の 合 墓が 雑 司 谷 にある ので ある。 

そして 京 水の 墓誌 は 永遠に ii 滅し てし まった。 其 全 

文 を 読み、 其 撰者の 誰なる を 知らむ と 欲する わたくし 

の 望の 糸 は此に 全く 断ち切られ たので ある。 

その 二百 一 一十 一 


わたくしが 池 田 京 水 墓誌の 全文 を 読 み 又 其 撰者 の 誰 

なる を 知らむ と 欲した の は、 京 水の 身上に 疑 ふべき 事 

があって、 わたくし はこれ が 解決 を 墓誌に 求めた ので 

ある。 

然るに 墓誌 を 刻した 嶺松寺 中の 石 は、 合 墓が 巣 鴨に 

立てられた と共に 処分 せられて、 墓誌の 文章 は 此に滅 

わう ばくぜん さ つき 

びた。 又 わたくしの 望 を 繋いで ゐた 江戸 黄 檗禅剎 記 も 

京 水の 墓誌 をば 載せ てゐ ない。 

幸に 我 客 二世 全 安さん は、 別に 京 水 身上の 疑 を 解く 

に 足るべき 文書 を 蔵して ゐた。 それ は 京 水 自筆の 巻物 


である。 

此 巻物 は 「文政 四 年 冬 十一月 九日 朝より 夜の 子の刻 

に 至る の 間 調薬 看病の 暇に 書、 名※ 〔# 「大 \ 淵」、 8 巻 

-52- 上 字 河 澄、 号 京 水、 一 号 酔醒、 又 号 生 酔 道 人、 

しも くわ あ ふ 

仏諡 可用 宗経」 と 云 ふ 奥 書が あって、 下に 華 押が ある。 

又 他の 箇所に は 「善 直 誌」 と署 して ある。 文政 四 年 は 

京 水 三十 六 歳の 時で、 巻 子 中の 記載に 拠る に、 京 水 は 

上野 三枚 橋の 畔の 家に あって 書した ので ある。 しか 

し 京 水 は此時 全巻 を 書した ので は 無い。 彼 「善 直 誌」 

と署 した 部分の 如き は、 これに 先って 書した ものと 

覚 しく、 又 これに 後れて 追 書した 文字 は 天 保 六 年 七月 


二日に 及んで ゐる。 即ち 終焉に 先つ こと 僅に 一年で あ 

る。 

此 巻物の 内容 は 極て 豊富で ある。 わたくし をして 奈 

何に 其 梗概 を 読者に 伝 ふべき かに 惑 はしむ る 程 豊富で 

ある。 わたくし は此に 内容の 梗概に 筆 を 著け むと する 

に 臨んで、 先づ 読者に 一事 を 告げて 置きたい。 それ は 

わたくしの 曾て 懐いて ゐた 疑が、 未だ 全く は 解けぬ ま 

でも、 半 以上 此に 由って 解けた と 云 ふ 事で ある。 此 

巻物が 略 わたくし を属饜 せしめた と 云 ふ 事で ある。 

わたくしの 筆 を 著く る こと を 難ん ずるの は、 此卷物 

の 内容が 啻に 豊富なる のみで はなく、 又 極て 複雑して 


ゐて、 その 入り乱れた 糸の 千 筋 を 解き ほぐす に、 許 多 

の 思慮 を 要する からで ある。 此卷物 は 首に 「参 正 池 田 

家譜」 と 題して あって、 其 体裁より 言へば 系図で ある。 

しかし 単に 系図と して 看ても、 全巻に は 三種の 系図 を 

包容して ゐる。 

第 一 は 初代 池田瑞 仙が 寛 政 十一 一年 庚申 四月に 幕府に 

呈 した 系図で ある。 わたくし は 早く 此に その 頗る 杜撰 

の ものであった こと を ことわって 置く。 今 便宜上 これ 

を 錦 橋 本と 名 づける。 第二 は 初代 池田瑞 仙の 曾祖父 

嵩 山 正直、 初代 瑞仙は 誤って これ を 祖父と した。 此嵩 

せいしゅん  すゐづ 

山 正直の 弟 成 俊 の 玄孫 水 津氏某 女の 有して ゐた 所の 


系図で ある。 是は 体裁の 整 はぬ もので ありながら、 書 

法 真率に して 牽強の 痕 がない。 今 これ を 水津 本と 名づ 

ける。 第三 は 京 水が 水 津本を 用 ゐて錦 橋 本 を 訂正した 

系図で、 所謂 参 池 田 家譜で ある。 今 これ を 京 水 本と 

名 づける。 

さき 

わたくし は 前に 再び 京 水 を 説いた 時、 初代 瑞 仙の 宗 

家 を 襲いだ 霧 渓晋の 姻家窪 田 氏 所蔵の 「池 田 氏 系図」 

を 引用した。 今より して 看れば、 是は前 三本と は 全く 

別で、 錦 橋 本の 本づく 所で ある。 初代 瑞 仙の 曾祖父 嵩 

みぞ はさ 

山 正直の 妹が 溝 挾 氏に 嫁した。 其 裔溝挾 瀬 兵 衛が此 系 

図 を 有して ゐた。 初代 瑞仙は 系図 を 幕府に 呈せ むがた 


めに、 これ を借抄 したので ある。 今 これ を 溝 挾 本と 名 

づける。 

その 二百 一 一士 一 

池 田 京 水 自筆の 巻物の 事 を 叙して、 わたくし は 池 田 

氏 系図の 三本が 其 中に 収めて あると 云った。 しかし 巻 

物の 内容 中尊 重すべき もの は、 独り 系図の みで はない。 

かきあげ 

第一に 初代 瑞 仙の 伝が ある。 是は寛 政 庚申の 書 上で、 

極て 杜撰な もので は あるが、 京 水の 校註 あるが 故に 尊 

い。 第二に 京 水 自家の 履歴が ある。 li? くも 京 水 を 知 


ら むと 欲する もの は、 此に 由らざる こと を 得ない。 第 

三に 系図 錦 橋 本の 書 後が ある。 是は数 行の 文で は ある 

が、 一読 人 をして 震慄 せし むべき ものが ある。 第 四に 

系図 水津 本の 序 記が ある。 若し 紙背に 徹する 眼光 を以 

て 読む とき は、 其 中に 一 箇の 薄命なる 女子の 生涯が 髮 

髴 として 現れる であらう。 此 女子の 運命 は 実に 小説よ 

りも奇 である。 

わたくし は 初め 一 一世 池 田 全 安さん の 手よ リ此 巻物 を 

受けて 披閲 した 時、 京 水の 轤軻 不遇の 境界 をお も ひ 遣 

つて、 嗟歎す る こと 良久し かった。 わたくし は 借留数 

月に して、 全文 を 手抄した。 


記事 は此 より 巻物の 梗概に 入る。 梗概 は 原本の 次第 

に拘ら ずに、 年月 を逐 うて 記す る。 錦 橋の 祖先の 事 は 

努めて 省略し、 錦 橋の 事 も 亦 これに 準じ、 京 水の 事に 

至って 稍詳 叙す る 積で ある。 

系図 は 京 水 本に 従へば 生 田頼宗 から 起って ゐる。 

あめの こやね のみこと 

天 児 屋根 命 二十 二世の 孫が 藤 原 鎌足で、 鎌足 十四 世の 

孫が 忠実で ある。 忠実の 子が 悪 左府頼 長、 頼 長の 子が 

兼 長、 兼 長の 子が 生 田頼宗 である。 

頼 宗は蒲 冠者 範 頼に 仕へ た。 頼宗の 女は範 頼の 子 

頼 信 を 生んだ。 頼宗 はこれ を 養って 嗣 となした。 嫡孫 

承祖 である。 錦 橋 本 は此頼 信より 起って ゐる。 此 故に 


生 田 氏 は 京 水 本に 従へば 藤 原 氏と なり、 錦 橋 本に 従へ 

ば 清 和 源氏と なる ので ある。 しかし 此 遠祖の 事 は、 わ 

たくし はこれ を 批評の 範囲 外に 置く。 

すう ざん まさな ほ 

頼 信 十六 世の 孫が 嵩 山 正直で ある。 此世数 は 京 水 本 

に 従って 記し、 復た諸 本の 異同 を 問 はない。 亦 わたく 

しの 評する こと を敢 てせ ぬ 所 だからで ある。 

嵩 山 正直 は 始て池 田 氏 を 称した。 明 人 戴 笠の 痘科を 

伝へ たと 称する もの は此嵩 山で ある。 此 授受の 年月に 

は 疑が ある。 嵩 山 は 戴 笠が 岩 国に 淹留 して ゐた 時、 其 

治 法 を 伝へ たと 云 ふ。 然るに 戴 笠の 岩 国に 来たの は、 

僧と なって 独立と 号した 後で、 寛 文中の 事と なる らし 


い。 嵩 山の 残 年 万 治 二 年と 云 ふに 契 はない。 戴 笠 は 或 

は 万 治 元年に 江戸に 来た 前に、 既に 一 たび 岩 国に 往っ 

たで あらう か。 京 水 は 疑を存 して ゐる。 

まさとし  き やう せん まさあき 

嵩 山 正直の 子 は 正 俊、 正 俊の 子 は 杏仙 正 明、 正 明の 

子 は 即ち 錦 橋で ある。 是は京 水 本に 従った もので、 錦 

橋 本 は 正 俊 を 脱して ゐる。 

その 二百 一 一十三 

わたくし は 池 田 京 水の 祖先 を 説いて 鼻祖より 京 水の 

養父 錦 橋に 至った。 其 間に 生じた 所の 旁 系 は 一 々挙ぐ 


る こと を 要せない。 しかし 彼 系図 水津 本と 溝 挾 本との 

来歴 を 明に せむ がた めに、 此に水 津溝挾 両家の 事 を 略 

記す る。 

生 田 氏の 始祖 頼宗の 子が 頼 信で、 頼 信の 子が 頼 氏で 

ある。 頼 氏の 弟に 信 吉と云 ふ ものが あって、 水 津重時 

の 家 を 継いだ。 生 田 氏の 支流に 水津氏 ある こと は此に 

始まる。 降って 嵩 山 正直の 父 信 重 は、 実は 信吉 十二 世 

の 孫 水津信 道の 子であった。 次に 正直の 弟 を 

杏朴成 俊と 云 ひ、 これが 信 道 五世の 孫 光の 養子と な 

つて 水津 氏に 復り、 成 俊の 子に 成豊、 正 俊が あって、 

兄 成 豊は水 津氏を 継ぎ、 弟 正 俊が 又 養 はれて 嵩 山の 子 


となった ので ある。 成 豊の孫 を 水津官 蔵と 云 ふ。 系図 

水 津本を 有して ゐ たの は此官 蔵の 女で ある。 是が旁 系 

水津 氏で ある。 

次に 溝 挾 氏 は 嵩 山 正直の 妹、 成 俊の 姉が 住いて 嫁し 

た。 是は京 水 本の 記す る 所で ある。 これに 反して 溝 挾 

本に 従へば、 此女は 正直の 妹に あらず して 成 俊の 子 成 

豊の 妹で ある。 此 女の 所 出が 溝 挾 氏を嗣 いで ゐる。 是 

は 旁 系 溝 挾 氏で ある。 

わたくし は 此ょリ 京 水 自筆の 卷 物に 拠って、 初代 瑞 

仙の 事蹟 を覆検 する。 しかし 巻物の 収 むる 所の 錦橋瑞 

かきあげ 

仙 寛 政 庚申の 書 上 は、 極て 杜撰なる 文書で ある。 わた 


くし は 曾て 再び 京 水 を 語った 時、 錦 橋の 養子 二世 瑞仙 

直 卿の 実子 三世 瑞仙直 温の 先祖 書 を 引き、 此 先祖 書 

中 錦 橋の 条は錦 橋 自己の 書 上 を用ゐ たもので あらう と 

云った。 わたくしの 此 推定 は 誤らなかった。 しかし 錦 

橋 書 上と 直 温 先祖 書の 錦 橋の 条と は、 広 略 犬に 相異 

なって ゐる。 そして 錦 橋 書 上 は 其 文 愈 長う して 其 矛 

盾の 痕は愈 著しい。 直 温 は 祖父 書 上の 矛盾の 大 なる 

もの を 刪り 去った と 謂 ふ も 可なる 程で ある。 然るに 京 

水 は 別に 養父 錦 橋の 文 を 校訂すべき 材料 を 有せな かつ 

たと 見えて、 其 矛盾の 所 はこれ に 評註 を 加へ たに 過ぎ 

ない。 


錦 橋 初代 瑞仙は 小字 を 幾 之 助と 云った。 名 は 善郷、 

一 の 名 は 独 美、 字 は 善 卿、 錦 橋 は 其 号、 瑞仙は 其 通称 

であった。 わたくし は 前に 錦 橋が 公文に 字 善 卿 を 書し 

たの を怪ん だ。 京 水 はこれ を辨 じて ゐる。 「善 郷。 或 

作 善 卿 者。 以字混 名乗 也。」 

錦 橋の 年齢 は 京 水の 記載 を 得て 一 層の 紛糾 を 加へ て 

来る。 系図 京 水 本の 下に 「実 以元文 元年 生、 一 伝享保 

二十 年生」 と 註して ゐる。 按ずる に 所謂 「一 伝」 は 錦 

橋の 養嗣子 直 卿 撰の 行状、 嶺松 寺の 墓表 等と 符 する。 

江戸 黄 檗禅剎 記を閲 する に、 墓表 は 「文政 戊 寅 仲夏、 

江 都 侍医 法眼 杉 本 良 仲 温 撰、 孝子 池 田 晋直卿 謹書 併 建 


之」 と署 してあって、 全く 直 卿 撰 行状に 依拠して 草し 

たもので ある。 既に 行状 を 読んだ もの は、 墓表 中より 

殆ど 一 の 新 事実 を も 発見す る ことが 出来ぬ ので ある。 

その 二百 一 一十 四 

かきあげ 

錦 橋 初代 池 田瑞仙 は、 系図 諸 本 及 書 上に 拠る に、 寛 

保 二 年 壬 戌に 怙を 喪った。 書 上 は此を 「八 歳」 の 時 だ 

として ゐる。 実は 七 歳で ある。 此 より 錦 橋 は 

まき もとば うせんおう  とうく わ 

横 本 坊詮応 に 就いて 痘科を 学んだ。 書 上に 詮応を r 叔 

父」 と 称して ある。 系図 錦 橋 本に 従へば、 詮応は 嵩 山 


ぢょ みぞ はさ 

の 孫で ある。 京 水 本に 従へば 信 重の 女、 溝 挾 氏 室に 瀬 

のぶ ゆき  のぶよし 

兵衛 某と 信 之との 二子が あり、 信 之に 信吉 と詮応 との 

二子が あった。 即ち 信 重の 曾孫、 錦 橋の 従 祖父で ある。 

錦 橋 は 書 上に 拠る に、 二十歳に して 桑原 玄 仲に 雑 病 

の 治 術 を 受けた。 二十歳 は 宝 暦 五 年で ある。 しかし 前 

の 「八 歳」 の 誤 を 承け 来った とすると、 宝 暦 四 年 十九 

歳の 時と なる であらう。 

錦 橋 は 書 上に 拠る に、 二十 八 歳に して 母と 共に 安藝 

国に 住った。 行状に 此を宝 暦 十二 年 壬 午の 事と して ゐ 

る。 享保 二十 年生と して 推算した ものである。 前例に 

従って 訂正 すれば、 宝 暦 十二 年 二十 七 歳の 時の 事と な 


る。 

錦 橋 は 安藝より 大 坂に 移った。 書 上 は此を 「寛延 三 

庚 午年」 として ゐる。 非常なる アナクロ  ニス ム である。 

京 水が 「按此 年 善郷年 十五な リ、 未 郷里 を 離ざる の 前 

にあり、 恐く は 年号 書 損 あるべし」 と 註した。 養子 

霧渓は 行状に 「安永 丁酉 冬 (中略) 年 四十」 と 書した。 

何の 拠 あっての 事 か 不詳で ある。 安永 六 年 丁酉に 

錦 橋 は、 享保 二十 年生と して 四十 三、 正 説 元 文 元年 生 

として 四十 二に なって ゐた。 わたくし は 錦 橋の 大 坂に 

往 つたの は、 安永 三年より 前でなくて はならぬ と 思 ふ 

が、 其 理由 は 下に 挙げよう。 


錦 橋 は 書 上に 「天明 八 戊 午年 人 始て曼 公の 術 ある 事 

をし る」 と 云った。 大坂 にあって 人に 信ぜら る、 に 至 

つたこと を 謂 ふので ある。 「戊 午」 は 戊 申の 誤で あらう。 

正 説 元 文 生と して 五十 三 歳の 時で ある。 

錦 橋 は 書 上に 「寛 政 二 辛亥 京都 痘瘡 犬に 流行、 予家 

治 痘之術 ある 事 を 聞て 請 邀る者 あり、 因て 暫く 京都に 

寓」 と 云って ゐる。 辛亥 は 寛 政 三年で、 元 文 生と して 

五十六 歳の 時で ある。 霧渓は 「寛 政 壬 午 (中略) 年 五 

十五」 と 改めた。 その 拠る 所 を 知らない。 寛 政 四 年 壬 

午 は享保 生と して 五十八、 正 説 元 文 生と して 五十 七で 

ある。 


錦 橋 は 書 上に 拠る に、 「寛 政 八 丙 辰 十二月 廿 六日」 に 

江戸の 召命 を 受け、 翌年 入府した。 行状に は 入府の 時 

を 「丁 巳 正月 (中略) 年 六十 四」 として ゐる。 享保生 

とすれば 六十 三、 正 説 元 文 生と すれば 六十 一 一で ある。 

錦 橋の 歿日は 京 水が 下の 如くに 書して ゐる。 「今按 

文化 十三 年 丙子閏 八月 左 之 地面 拝領 仕度 願 出 候処、 同 

九月 十九 日 柳 原 岩 井町 代地 高 坂 茂 助 上り 地 七 拾 八 坪 余 

願 之 通 被 仰 付 候 旨、 植村駿 河 守 殿御 書附を 以て 被 仰 渡 

候。 此 実は 先人 御 死去 之 後な り。 実は 同月 六日 死。」 

此 文化 丙 子 九月 六日の 残 日 は 霧 渓も亦 正しく 書して ゐ 

る。 しかし 年 「八十 三」 は 誤で ある。 享保 生と すれば 


八十 二、 正 説 元 文 生と すれば 八十 一で ある。 

要するに 錦 橋 書 上の 原文に 従へば、 年次と 錦 橋の 年 

たま/ \ 

齢と は 一 も 符合せ ぬので ある。 霧渓撰 行状 中 その 偶 

符合して ゐ るの は、 享保乙 卯 生と 云 ふこと と、 宝 暦 壬 

午 二十 八 歳と 云 ふこと との 二で ある。 そして 此乙 卯と 

壬 午と は 錦 橋が 書せ ずして、 霧 渓が始 て 書した もので 

ある。 

その 二百 一 一十 五 

池 田 京 水 自筆の 卷物 はわた くしの 新に 獲た 資料で あ 


る。 わたくし は此に 由って 痘科池 田 氏 累世の 事蹟 を 覆 

検し、 錦 橋 初代 瑞 仙の 死に 至った。 

錦 橋の 妻の 事 は 書 上に 見えない。 養嗣子 霧渓 撰の 行 

状に 至って、 始て 「君 在于 京師 時、 娶佐井 氏、 而無 子」 

ちょく をん ぜんしゃ 

と 云って ある。 霧 渓の子 直 温の 繕 写した 過去 帖には 

「芳松 院殿緑 峰 貞操 大姉、 同人 (初代 瑞仙) 妻、 佐 井 氏、 

実 菱谷氏 女、 嘉永元 戊 申年 十二月 六日 卒、 葬 于同寺 (嶺 

松 寺)」 と 書して ある。 名 は 後に 引くべき 京 水の 文に 

沢と 書して ある。 

錦 橋の 京都に 入った 年 を、 寛 政 辛亥 だとす ると、 当 

時 菱谷沢 は 二十 七 歳であった。 沢の 錦 橋に 嫁した 時、 


夫 は 六十に 近かった。 沢 は 佐 井 某 を 仮親と して 嫁した 

ので ある。 寛 政 丁 巳に 錦 橋が 江戸に 入った 時、 夫 は 六 

十二、 妻 は 三十 三であった。 錦 橋が 文化 丙 子に 八十 一 

歳で 歿した 時、 妻 沢 は 五十二に なって ゐた。 沢 には子 

は 無かった。 わたくし は 後に 京 水の 事 を 言 ふに 至 つ て、 

此 婦人の 事 を 一 顧し なくて はならない。 

錦 橋の 家 は 何処で あつたか。 錦 橋 自己 は 何の 記載 を 

も 遺して ゐ ない。 行状に 拠る に、 大坂 では 「西 堀江 隆 

平 橋 南涯」 に 住んだ。 京都で は 「東 洞院」 に寓 した。 

江戸の 居処は 墓誌に 杉 本 仲 温が 書して ゐる。 仲 温は自 

まじ はり 

己と 錦 橋との 交 を 叙す るに 当って、 霧渓の 行状に 拠 


ら なかった。 是が 墓誌に 見えて ゐる 唯一 の 新 事実 だと 

云っても 好から う。 「其 始来江 都 也。 住 市中。 後 厭 其 

煩囂。 卜居 駿河 台。 屋後築 小楼。 楼下陳 酒 尊。 楼上貯 

痘疹 書。 (中略。) 常 謂 人 曰。 有酒盈 尊。 有 書 插架則 足 

矣。 其 他 無 所 求。」 江戸に 来て 先づ 行李 を 卸した 家 は 

「巿 中」 と 云って ある。 恐く は 下町であった だら う。 

次で 駿河 台に 遷 つた。 即ち 年々 武鑑に 記された 住所で 

やなぎ はらい はゐ ちゃう 

ある。 その 地面 を 柳 原 岩 井町に 拝領した の は 瞑目し 

た 後であった。 

錦 橋 は 誰 を識り 誰に 交った か。 その 江戸に 於る 交際 

は 書 上と 墓誌と に徴 して 知る ことが 出来る。 書 上に 拠 


るに、 錦 橋 は 始て躋 寿 館に 住って 逢った 人々 を 列記 

して、 「多紀 永寿 院、 同 安長、 吉田快 庵、 野間玄 球、 千 

田玄 知、 山 本 楊 庵、 曲直 瀬正隆 等」 と 云って ゐる。 武 

鑑を検 する に、 多紀 永寿 院は 「法 印、 奥 御 医師、 御 役 

あんち やう 

料 二百 俵、 向 柳 原、」 同 安長 は 「法眼、 奥 御 医師、 向 

柳 原、 父 永寿 院」 と 云って ある。 永寿 院は 藍渓 元徳、 

安長 は 桂 山元 簡 である。 錦 橋が デビュウ として 痘書を 

講じた 時、 其 差 図 をした の は藍渓 であった。 其 他の 

人々 中 吉田快 庵 「法眼、 奥 御 医師、 御 役 料 二十 人 扶持、 

両国 若松 町、」 千 田玄知 「表 御 医師、 後 寄 合、 二百 俵、 

駿河 台、」 此 二者 は 武鑑に 見えて ゐる。 野 間 玄球は 「野 


間 安 節、 寄 合 御 医師、 二百 俵、 舆服 橋、」 山 本 楊 庵 は 「山 

本 宗英、 法眼、 奥 御 医師、 御 役 料 一 一十 人 扶持、 小川 町、」 

曲直 瀬 正隆は 「曲直 瀬 養 安院、 寄 合 御 医師 奥 詰、 千 九 

百 石、 神 田 橋 外」 であらう か。 しかし 錦 橋の 親しく 交 

つたの は 前記の 数人ではなくて、 杉 本 仲 温、 渋 江 至 公 

である。 杉 本 仲 温 は 「表 御番 医師、 後 奥 詰、 下 谷 御成 

小路」 と、 武鑑に 見えて ゐる。 渋 江 至 公 は 必ずや 武鑑 

の 「渋 江 長 伯、 寄 合 御 医師 奥 詰、 後 奥 詰 御 医師、 三百 

俵 十 人 扶持、 新道 一 番町」 であらう。 並に 錦 橋が 奥 詰 

医師と なった 後の 同僚で ある。 仲 温 は 「池 田 錦 橋 先生、 

蒙召自 京師 至焉、 与 余 同僚 于内班 者 十 年矣」 と 云 ひ、 


又 「渋 江 至 公 及予、 与 先生 交最 深」 と 云って ゐる。 

その 二百 一 一十 六 

わたくし は 既に 池 田 京 水 自筆の 巻物に 拠って、 錦 橋 

初代 瑞仙、 其 妻、 其 僚友の 事 を 叙した。 妻 には子が 無 

ちょく をん 

かった。 宗家 を 継いだ 三世 瑞仙直 温 の 親類 書 錦 橋の 

条に は、 末に 「善 卿 総領、 池 田 瑞英善 直、 母 は 家 女」 

と 記し、 其 廃嫡、 其 全快と 別宅 住 ひとの 事、 其 死が 註 

して ある。 是が直 温に 由って 書かれた 京 水の 事蹟で あ 

き やう せん まさあき 

る。 錦 橋 は 池 田 杏仙 正 明の 実子で あつたに、 「家 女」 


に 子 を 産ませた と 云 ふ は、 何の 義 なること を 知らない。 

錦 橋の 養嗣子に して 直 温の 生 父なる 霧渓 は、 養父の 

行状に かう 云って ゐる。 「嘗游 于藝華 時。 妾挙 一男 二 

女。 男 曰 善 直。 多病 不能 継 業。 二 女 皆 夭。」 錦 橋の 子 

を 問へば、 其 妾 を 併せ 問 はざる こと を 得ない。 此には 

京 水 を 生んだ ものが 「家 女」 ではなくて 妾 だとして あ 

る。 そして 此 妾に は猶ニ 女が あつたと して ある。 

直 温の 繕 写した 所の 過去 帖に は、 「憐 山院粛 徳玄俊 

居士、 信 卿、 瑞仙 弟、 京 水 父、 同 (寛 政) 九 丁 巳 八月 

二日、 (中略) 六十 歳」 と 云 ひ、 「宗経 軒 京 水瑞英 居士、 

五十 一 歳、 初代 瑞仙 長男、 実 玄俊信 卿 男、 天 保 七 丙 申 


十一月 十四日」 と 云って ある。 此には 京 水が 錦 橋の 弟 

玄俊信 卿の 実子、 錦 橋の 養子 だとして ある。 錦 橋が 「家 

女」 に 産ませた 子で もな く、 妾に 産ませた 子で もない。 

わたくし は 嘗て 再び 京 水 を 説いた 時、 以上の 諸説 を 

並べ 挙げて 疑を存 して 置いた。 しかし 三 説 中 妾の 子と 

する 霧渓の 説に 重き を 置いた の は、 父 霧渓の 行状 を 結 

撰した のが、 子 直 温の 過去 帖を繕 写した より 古いから 

である。 何ぞ 料ら む、 京 水 自筆の 巻物に 拠る に、 直 温 

の 過去 帖には 一 の 虚構 だに なくして、 其 他の 文書 は 皆 

虚構で あらう と は。 京 水が 池田玄 俊の 子で、 玄 俊が 錦 

橋 初代 瑞仙 の 弟であった こと は、 今や 争 ふ ベ か らざ る 


事実と なった。 

わたくし は此 より 玄俊京 水 父子の 伝に 入る ことと す 

お まや サ 

る。 是は 未だ 曾て 世に 公 にせられざる 事実で ある。 

周 防 国玖珂 郡通津 村に 住んで ゐた池 田 杏仙 正 明に 三 

男 一女が あった。 男子 は 幾 之 助、 久之 助、 丹 蔵の 三人 

で、 長 は 後の 初代 瑞仙、 仲は玄 俊で ある。 季は 夭折し 

た。 長 は 元 文 元年に 生れ、 仲 は 中 一年 隔てて 元 文 三年 

に 生れた。 

の ぶ さ と 

久之 助、 名 は 信郷、 長 じて 玄 俊と 称した。 号 は 文 孝 

堂と 云った。 

玄俊は 天明 二 年 壬 寅 四十 五 歳に して 故郷 を 離れ、 八 


月 二日に 大 坂に 至り、 二十 一日に 夜 舟に 乗り込んで、 

二十 二日 巳 刻に 伏 見に 著き、 それより 京都 東 洞 院姉小 

路に 住む ことと なった。 

玄 俊の 都に 上った の は 医術 を 修めむ がた めであった。 

はや 

故郷に ある 時 夙く 医業 をな し、 殊に 家学の 痘 科に は 精 

通して ゐ たので、 京都に 来てから は 本道と 産科との 師 

を 求めた。 本道の 師は 清水 荘 介と 云って、 新 町 通 丸太 

町 下る 西側に 住んで ゐた。 此人は 後名 を祥 助と 改め、 

家 も 同じ 町の 東側に 移った。 玄 俊は此 人に 就いて、 主 

に 傷 寒の 治 法 を 学んだ。 産科の 師は 賀川玄 吾で、 四条 

通 東洞院 西へ 入る 所に 住んで ゐた。 産 論の 著者 玄悦の 


さんろん よく  げんて き 

孫、 産 論 翼の 著者 玄迪の 子で ある。 

その 二百 一 一十 七 

さきだ 

玄 俊が 京都に 上る に 先って、 其 兄 幾 之 助は大 坂に 

来て ゐた。 それが 何年で あつたか 不明で ある こと は、 

既に 云った 如くで ある。 推す るに 明 和 安永の 間の 事で 

あらう。 幾 之 助 は 当時 早く 瑞 仙と 称して ゐ たので あら 

う。 家 は 京 水の 記載に 拠れば 平野 町であった。 霧渓は 

「西 堀江 隆平橋 南涯」 と 記して ゐ るが、 是は同 一 の 家 を 

指す ものと 見る ことが 出来よう。 玄 俊が 京都に 上った 


時、 大 坂に ゐた瑞 仙 は 四十 七 歳、 玄俊は 四十 五 歳で あ 

つた。 

京都の 玄俊は 独身で あつたが、 大 坂の 瑞仙は 妻が あ 

むすめ 

つて 九 歳になる 女 を 一人 連れて ゐた。 わたくし は 池 

田 宗家 三世 瑞仙直 温の 書いた 過去 帖の 正確な こと を、 

種々 の 方面より 看て 知った から、 今此に 拠って 初代 瑞 

仙の 妻の 事 を 記す る。 瑞仙は 早く 安永 三年に 妻が あつ 

て 長女 千代 を 生ませて ゐる。 安永 二 年若く は 三年に 大 

坂に ゐて 妻が あった こと は 明白で ある。 此妻は 

しゃう ぎ やう じ むすめ 

正 行 寺の 女であった。 此妻は 次で 安永 五 年に 次女 を 

生んだ。 そして 八 年に 死んだ。 過去 帖の 「釈妙 仙 信女」 


である。 九 年に 次女が 死んだ。 過去 帖の 「智瑞 童女」 

である。 玄 俊が 京都に 上った 時 連れて ゐ たの は 後妻で、 

千代の ために は 継母であった。 推す るに 霧渓 二世 瑞仙 

の 所謂 「嘗游 于藝華 時、 妾挙 一男 二 女、 (中略) 一 一女 皆 

夭」 の 文中、 妾と 一男と は虚 で、 二 女 は 実であった。 

めと 

玄俊は 京都に 来た 翌年、 天明 三年に 妻を娶 つた。 近 

くリ もと ごほリ  ひで 

江 国 栗 太 郡 草 律の 人 宇 野太 H 右衛門の 姉 秀と云 ふ もの 

であった。 婚姻 をした の は 春の 初であった だら う。 此 

年の 内に 長男が 生れた。 

天明 四 年に 玄 俊の 長男 は 夭して、 次男が 生れた。 翌 

五 年に 次男 も 亦 死んだ。 次で 六 年 五月 五日に 三男が 生 


れた。 名 は貞之 介であった。 是が 後の 京 水で ある。 貞 

之 介の 母 秀は此 月 二十 六日に 死んだ。 恐く は 産後の 病 

であった だら う。 法 rf! は 光岳 林 明 信女、 五条 高 倉の 宗 

仙 寺に 葬られた。 此法 ハ諡 は 正しく 宗家 三 世 瑞仙直 温の 

書いた 過去 帖に 載せて ある。 そして 「三十 六 歳」 と 注 

して ある。 此に 由って 観れば 宇 野 氏 秀は宝 暦 元年 生で、 

三十 三 歳に して 玄 俊に 嫁した ので ある。 京 水の 貞之介 

は 父 五十一、 母 三十 六の 時の 子で ある。 

貞之介 は恃を 失った 直後に、 伯父 瑞 仙の 養子に せら 

れて大 坂に 住った。 自筆の 巻物に 「善郷 養て 兄弟 二人 

を祐 ると 云 意 を 用て 祐 二と 改む」 と 云って ある。 「兄 


弟 二人 を祐 る」 と は、 玄俊は 家に 女子が 無い ので、 

せきし 

赤子 を 兄に 託して 祐 けられ、 兄 瑞仙は 男子が 無い ので、 

貞之 介の 祐ー 一 を 獲て 祐 けられた と 云 ふ 意で あらう。 瑞 

仙 は 後妻が あり、 先妻の 生んだ 長女 千代 も 既に 十四 歳 

になって ゐ たので、 貞之 介の 世話 をす る こと は 容易で 

あった だら う。 

その 二百 二十 八 

げんしゅん 

京 部 東 洞院姉 小路に 住んで ゐる池 田玄俊 の 三男 祐 

二 は、 母 宇 野 氏秀が 死んで、 大坂 平野 町の 伯父 池田瑞 


仙に 養 はれた。 時に 天明 六 年で、 玄俊は 長男、 次男が 

共に 夭折して、 祐ニは 其 一人子で あつたが、 家に 女の 

手がなかった ので ある。 これに 反して 瑞 仙の 家に は 

こうさい  むすめ 

後妻が あり、 又 十四 歳になる 先妻の 女 千代が ゐて、 当 

歳の 祐 二の 世話 をす る 便が あった。 

ちと 

中 一年 置いて、 天明 八 年に 祐ニは 始て生 父の 許に 来 

た。 京 水 自筆の 巻物に、 「里 帰の 祝の 為に 入京」 と 書し 

て ある。 是が 正月 二十 九日で あつたと 推測 せられる。 

何故と 云 ふに、 其 次に 「大火に 因て 次の 日再大 坂に 帰 

つ ごもり 

る」 と 書して あるから である。 「大火」 と は 正月 晦日の 

どんぐりの つじ 

団栗 辻の 火事なる ことが 明で ある。 三 歳の 祐 二の 此 


往復 は、 定て 養母が 連れて 住き 連れて 復 つたこと で 

あらう。 

わたくし は玄 俊の 姉 小路の 家 は 必ず 焼けた ものと 思 

ふ。 そして 次の 移転の 記事 を 以て、 火 後の 新居 を 謂つ 

たものと する。 「其 後 信 郷居を 御池 通 車屋 町 西に 入 北 

側より 二 軒 目に 卜す。」 鰥夫 玄俊は 恐く は此 家に 独居 

して ゐた であらう。 しかし 土 著の 人の 信任 は 厚かった 

ものと 見える。 「其 町の 年寄 役 を 兼ぬ」 と 云って ある 

からで ある。 

このところ  かきあげ 

わたくし は 此所 に瑞 仙の 書 上 を 参照し なくて はな 

ら ない。 「時 天明 八 戊 午年 人 始て曼 公の 術 ある こと を 


知る」 と 云 ふ 文で ある。 是に 由って 観れば、 周 防 国 か 

ら 出た 池 田 氏 兄弟 は、 兄は大 坂に あって 技術 を 以てし、 

弟 は 京都に あって 徳望 を 以てし、 同時に 地方の 信任す 

る 所と なった ので ある。 此時兄 は 五十 三、 弟 は 五十一 

であった。 

で 改元の 年 を 中に 置いて、 寛 政 二 年に 瑞 仙の 後妻 

が 死んだ。 此人も 亦 先妻と 同じく 名 は 伝 はらぬ が、 

諡が伝 はって ゐる。 三世 瑞仙直 温の 書した 過去 帖に、 

「釈 寿慶 信女、 同 (瑞 仙) 後妻、 寛 政 一 一 庚 戌 十月 廿 四日」 

と 云って あるの が是 である。 瑞 仙の 家 は 主人 五十 五 歳、 

長女 千代 十七 歳、 養子 祐ニ五 歳の 三人 世帯と なった。 


わたくし は瑞 仙の 後妻の 死 を 此に插 叙して 置いて、 

さて 京 水の 記に 戻る。 「時 寛 政 二 年 善 郷居を 京に 移す 

の 志 あるに 因て、 先 づ善直 を 信郷が 家に 贈」 と 云 ふ 文 

よし さと 

である。 瑞仙 善郷は 自ら 京都に 入らむ と 欲して、 先づ 

のぶ さと くるまや まち 

養子 祐ー 一 を 弟玄俊 信郷の 車屋 町の 家に 遣った ので ある。 

京 水の 記 は 次に 「同 (寛 政) 三年 善 郷女於 千代 を 従 

え、 共に 信郷が 家に 寓 する こと 半年 を尽 し、 始て居 を 

油 小路の 裏店に 求」 と 云って ある。 

瑞 仙が 祐ニを 車屋 町に 遣った の は、 誰に 託して 遣つ 

たか 知らぬ が、 其 時 は 後妻 寿 慶の歿 日より 後で あらう。 

十月 二十四日より 後 であらう。 瑞仙は 二 年の 暮 近くな 


つて、 先 づ祐ニ を 京へ 遣り、 三年に 入って 自分 も 千代 

を 率て 京に 入リ、 弟の 家に 寄寓した。 そして 此ょリ 半 

うらだな 

年 を 過した 後、 即ち 三年の 秋の 頃 京都 油 小路の 裏店に 

住む ことと なった。 

是が瑞 仙の 書 上に 「寛 政 二 年 辛亥 (中略) 請 邀る者 

あり、 因て 暫く 京都に 寓」 すと 云 ひ、 二世 瑞仙晋 撰の 

行状に 「後 君 厭 浪華 市井 之 囂麈、 寛 政 壬 子 秋、 游于京 

師」 と 云って ある 事蹟の 真相で ある。 「辛亥」 は 二 年に 

あらず して 三年、 「壬 子」 は 四 年で ある。 

その 二百 一 一十 九 


わたくし は 池田玄 俊の 事蹟 を 叙して、 寛 政 三年に 玄 

俊が 京都 車屋 町に 住んで ゐた処 へ、 兄瑞 仙が 大 坂から 

徒って 来て、 半年 余の 後 油 小路の 裏店 を僦 りた 事 を 言 

つた。 翌四 年に は瑞 仙が 播磨 国に 遊歴した。 留守 は 十 

八 歳の 長女 千代と 六 歳の 祐ニ とであった から、 玄 俊が 

世話 をした ことで あらう。 京 水の 記に、 「明年 (寛 政 四 

年) 播州に 遊び、 大に 弟子 を 得て 帰る」 と 云って ある。 

かなし 

五 年に は瑞 仙の 家に 哀 むべき 出来事が あった。 過 

去帖に 拠る に、 瑞 仙の 長女 千代 は此年 七月 二十 一 日に 

歿した ので ある。 「釈 智秀 信女、 同 (瑞 仙) 長女、 同 (寛 


政) 五 癸丑 七月 廿 一日、 二十歳」 と 記す る ものが 是で 

ある。 瑞仙は 先妻 妙 仙に 二 女が あって 皆 早世し、 後妻 

寿慶は 子 を 産まず し て 死んだ。 

六 年に は瑞 仙が 家 を 移した。 京 水の 記に、 「間 之 町 

に 僑 居」 すと 云って ある。 

七 年に は瑞 仙が 又 家 を 移した。 同じ 記に、 「東 洞院 

丸太 町 下る 処に 卜居」 すと 云って ある。 入京 以来 第三 

の 居 宅で ある。 霧渓は 行状に かう 書して ゐる。 「後 君 

厭 浪華 市井 之囂 塵。 寛 政 壬 子 秋。 游于 京師。 愛 其 地 之 

佳麗 雄 勝。 遂 寓居 于東洞 院。」 実は 瑞 仙の 東 洞 院に住 

ん だの は、 四 年 壬 子の 後三年の 事で ある。 


と うく わ 

八 年は瑞 仙が 江戸の 召命 を 受けた 年で ある。 痘科を 

以て 立た うと 志した 平生の 望 は此に 遂げられた。 時に 

かきあげ 

年 六十 一 であった。 書 上に 拠る に、 幕府の 命 は 十二月 

二十 六日に 京都 所 司 代に 由って 伝 へられた ので ある。 

初め 池 田 氏の 戴 氏に 承け た痘科 は、 瑞仙も 玄俊も 共に 

これ を 伝習して ゐた。 そして 瑞 仙が 此に 由って 立た う 

と 志し たがために、 玄 俊は痘 科を棄 て、 顧みなかった 

の ださう である。 京 水の 記に かう 云って ある。 「信郷 

大方 科 を 業と して、 兼て 痘科 を修 たれ ども、 兄 善郷専 

ら痘科 を 業と する に 及て、 自ら 譲て 偏に 大方 を修 む。」 

九 年 は 喘 仙 入府の 年で ある。 書 上に 拠る に、 瑞仙は 


正月 三日に 京都 を 発し、 十三 日に 江戸に 著した。 その 

寄 合 医師 を 命ぜられ、 高 一 一 百 俵 を 受けた の は 三月 五日 

である。 此時瑞 仙が 京都に 留めて 置いた 家族 は、 独り 

養子 祐ニ のみではなかった。 瑞 仙に は 妻が あったらし 

レ 

此事は 三世 瑞 仙の 先祖 書初 代瑞 仙の 条に 削り 去られ 

てゐ て、 京 水の 写し 伝へ た 庚申 書 上に 見えて ゐる。 「同 

年 (寛 政 九 年) 五月 廿 一 日、 私儀 新規 被 召 出 候に 付、 

京都に 罷在候 家内 之 者 共、 此度呼 下 度 候 段 奉 願 候処、 

早速 願 之 通 堀 田 摂津守 殿 被 仰 渡 候。 同 八月 六日 当 著 仕 

候。 悴杏春 儀 は 其 節 病気に 付、 快 気 次第と 被 仰 付 候。 


同年 十 一 月 四日 当 著 仕 候。」 所謂 「家内 之 者 共」 と は 名 

を 斥 さ、 V る 人と 杏 春と で、 名 を 斥 さ  >  る 人 は 八月 六 

日に 先づ 至り、 杏 春 は 十一月 四日に 後れて 至った。 杏 

春は祐 二で ある。 京 水 は 「善郷 (中略) 実子の 届に 言 

上す るに 及て 杏 春と 称す」 と 自記して ゐる。 名 を 斥 

ひした に うぢ さは 

さ、 V る 人 は 即ち 佐 井 氏、 実は 菱谷氏 沢で ある。 沢は瑞 

仙の 三人 目の 妻で ある。 「当 著」 は 初め わたくし は 当 

地 著の 脱文 かと 以 為った が、 その 重出す る を 見る に、 

到 著の 誤で あらう。 

その 二百 三十 


池 田 瑞仙は 自己が 寛 政 九 年 正月 十三 日に 江戸に 著き、 

妻 沢が 八月 六日に、 養子 杏 春が 十一月 四日に 継いで 至 

つた。 

めと 

瑞 仙が 三人 目の 妻 沢を娶 つ た の は 何時で あ つた か 知 

ら ぬが、 其 二人目の 妻 寿 慶が寛 政 二 年に 死んだ 後、 三 

年に 大 坂より 京都に 徒った 時には、 京 水の 記に 「女 於 

千代 を 従え」 と 云って ある 如く、 妻 は 無かった。 此ょ 

り 後 九 年に 至る 間に 瑞仙は 沢を娶 つた。 猶 細に 考 へて 

見る に、 此 婚姻 は 油 小路の 家に 於て せられた ので もな 

あ ひの まち 

く、 間 之 町の 家に 於て せられた ので もな く、 長女 千代 


が 死して より 後 時 を 経て、 東 洞院の 家に 於て せられた 

ので はなから うか。 

又 養子 祐 二の 名が 杏 春と 改められ たの も、 月日 を 明 

にせぬ が、 京 水の 自記に 拠る に、 父瑞 仙が 江戸に 於て 

実子と して 届け出でた 時であった らしい。 即ち 入府 後 

であった らしい。 

此 推定に して 誤らぬならば、 瑞 仙の 三人 目の 妻 沢 は 

寛 政 七 年若く は 八 年に、 養子 祐 二の ゐる 処へ迎 へられ 

たので ある。 沢 は 三十 一歳 若く は 三十 二 歳で、 祐ニは 

十 歳 若く は 十一 歳であった。 次で 瑞 仙が 召されて 江戸 

に 来り、 沢と 祐ニ改 杏 春と を迎へ 取った。 是が瑞 仙 六 


十二、 沢 三十 三、 杏 春 十二の 時で ある。 

瑞 仙が 六十 一 一歳 を 以て 江戸に 召された 時、 弟 玄俊は 

い く はく 

六十 歳 を 以て 京都に 居残り、 幾 も あらぬ に 死んだ。 

京 水の 記に はかう 云って ある。 「寛 政 九 年善郷 江戸に 

至る の 故 を 以て、 帯刀 免許の 命 を 蒙り、 町 年寄 を 兼る 

こと を 辞して 後、 東 洞 院の善 郷が居 宅に 移り、 同年 八 

月 二日 死、 宗仙 寺に 葬る、 法名 隣 山粛徳 信士。」 

是に 由て 観る に、 玄俊信 郷は兄 瑞仙善 郷が寛 政 九 年 

三月 五日に 幕府の 医官と なった 後、 帯刀 を 允され、 御 

池 通 車屋 町の 年寄 役 を 辞し、 東洞院 なる 兄の 旧宅に 移 

り、 八月 二日に 死んだ ので ある。 


玄 俊の 京都に 客死した の は、 兄瑞 仙に 別れた 後で あ 

る。 しかし わたくしの 推測す る 所 を 以てすれば、 実子 

祐ニ改 杏 春は猶 未だ 京都 を 離れなかった であらう。 仮 

に 杏 春が 江戸に 至る に、 養父 瑞 仙と 同じ 日子 を 費した 

ものと する。 瑞仙は 正月 二日に 発 程して 十三 日に 入府 

した。 其 間 十一 日で ある。 今 杏 春の 江戸に 至った 十一 

月 四日より 溯る こと 十 一 日なる とき は、 丁 巳の 十月 は 

大な るが 故に、 十月 二十 三日と なる。 此日 は、 丁 巳の 

八月 は大、 九月 は 小なる が 故に、 生父玄 俊の 死後 八十 

日 を 過した 時で ある。 想 ふに 杏 春 は 生 父の 病 を瞻、 其 

とぶ らひ 

葬 を 送り、 故旧の 援助 を 得て 後事 を 営み、 而る後 京 


都 を 離れた ことで あらう。 

瑞仙は 其 書 上に、 養子 杏 春の 妻 沢より 遅れた 原因 を 

杏 春の 病に 帰して ゐる。 「悴杏 春 儀 は 其 節 病気に 付 快 

を さな 

気 次第と 被 仰 付 候。」 穉ぃ杏 春 は 果して 病んで ゐ たか。 

或は その 病んで ゐ たもの は 杏 春に あらず して、 生父玄 

俊で あつたか。 

その 二百 三十 一 

寛 政 九 年に 江戸に 来て、 冬に 至る までに 家族 を 京都 

から 呼び 迎 へた 池 田瑞仙 は、 初め 暫く 市中に 住んで、 


次で 居 を駿河 台に 卜し、 翌十年 二月 六日に は 奥 詰 医師 

のぼ 

に陞 せられた。 瑞 仙の 家 は 此の 如く 栄達の 途を 進んで 

行って、 余所目に は 平穏 事な きが 如くに 見えて ゐた。 

しかし 其 裏面に は 幾多の 葛藤が あった ものと 看な く 

て はならない。 わたくし は 後より して 前 を 顧み、 果ょ 

りして 因 を 推し、 錦橋瑞 仙の 妻 沢 を 信任す る ことが 稍 

過ぎて ゐ たので はない かと 疑 ふ。 其 家に 出入す る 佐々 

木 文 仲と 云 ふ もの をして、 余りに 深く 内事に 干渉す る 

に 至ら しめたの ではない かと 疑 ふ。 佐々 木 は 恐く は洋 

人の 所謂 「家庭の 友」 に 類した 地位 を 占む るに 至った 

ので あらう。 そして 佐々 木と 沢との 関係 は、 遂に 養子 


杏 春 をして これが 犠牲たら しめたの であらう。 

わたくし は 嘗て 杏 春 即京 水が 、 霧渓撰 の 錦 橋 行状に 

於ても、 富士川 氏の 写した 京 水 墓誌の 一 段に 於ても、 

虚弱 者と して とりあつか はれて をり、 又 文中 読者 をし 

て その 無学 無能 を 想 はしめ むと する が 如き 語気 ある を 

見て、 此 間に 或 秘密が 伏 蔵して ゐ はせ ぬかと 疑った。 

今や わたくし は 京 水 自筆の 巻物 を閲 する こと を 得て、 

此 間の 消息 を 明に した。 駿河 台の 池 田 氏に は 正に 一 の 

悲 壮 劇が あった。 そして 其 主人公 は 京水即 当時の 杏 春 

であった。 

池 田の 家の 床下に 埋蔵 せられて ゐた 火薬 は 終に 爆発 


した。 それ は 京 水 廃嫡 一件で ある。 

三世 瑞仙直 温の 先祖 書に はかう 云って ある。 「病気 

に而 末々 御 奉公 可 相 勤 体 無 御 坐 候に 付、 総領 除 奉 願 候 

処、 享和三 亥年 八月 十二 日 願 之 通 被 仰 付 候。」 しかし 今 

こまか 

細に 検 すれば、 此 一件 は瑞 仙が 嫡子 を 廃した ので は 

なく、 杏 春が 継嗣 を 辞した ので ある。 且此 事の あった 

年 は、 享和 三年 癸 亥で はなく、 享和 元年 辛 酉で ある。 

按ずる に 癸 亥 は 事後に 官裁を 仰いだ 年で あらう。 

京 水 自筆の 巻物 中 参 正 池 田 家譜 善 直の 条に は、 「享 

和 元年 病に 依て 嗣を 辞す るの 後瑞 英と改 む」 と 書して 

ある。 嗣を 辞した のと、 杏 春 を 瑞英と 改めた のと は、 


辛 酉の 出来事で ある。 当時 養父 錦 橋 六十 六、 養母 沢 三 

十七、 杏 春の 瑞英 十六であった。 

此 一 件の 詳 なる は、 京 水 瑞英の 家に 「生祠 記」 一 巻 

があって 具に 載せて あった さう である。 京 水 は 「辞 

嗣の 始末 は生祠 記に 詳也」 と 云 ひ、 又 「行状 別に 生祠 

記 一 巻 あり、 門人 等録 する 所な リ、 其 言 頗る 過誉 なり 

と雖 も、 未た 必 しも 偽な し、 故に 子孫 其 書に 就て 余が 

始終 を 見る へき 者な リ」 と 云って ゐる。 生祠記 は惜む 

らく は 佚した。 少 くも 池 田 全 安さん の 家に は存 して ゐ 

ない。 

生 祠記は 既に 佚した。 しかし 京 水 は 養父の 幕府に 呈 


した 系図 を 写して、 其 後に 数 行の 文 を 書した。 わたく 

し は此書 後に 由って 生祠 記の 内容の 一 端 を 知る こと を 

得た。 京 水の 辞嗣は 霧渓の 受嗣と 表裏 をな して ゐて、 

其 内情 は 下の 如くで ある。 

「右 直郷 (霧渓 二世 瑞仙晋 ) は 初 佐 佐 木 文 仲の 弟子な 

リ。 文 仲 は 於 沢の 方に 愛せられて、 遂に 余 を 追て 嗣と 

ならむ の 志 起り、 種々 謀計せ しか ど、 余 辞嗣の 後に も 

養子の 事 (文 仲 自ら 養子と なる 事) 成らず、 終に 直郷 

に定 りたり。 其 間 山 脇道 作の 男 玄智、 瑞貞と 云、 堀 本 

一甫の 男 某、 田 中 俊 庵の 男、 瑞亮と 云、 皆 一旦 は 養子 

となれ ども、 何れも 於 沢の 方と 文 仲に 追 出されたり。 


善 直 (京 水 瑞英) 誌。」 

その 二百 三十 一 一 

わたくし は 池 田 京 水、 当時 初代 瑞 仙の 養嗣子 杏 春が 

宗家 を 継ぐ こと を 辞した 内情 を 語った。 杏 春 は 養母 沢 

に 悪 まれて 家 を 出で た。 沢 は 佐 佐 木 文 仲と 云 ふ ものと 

謀って、 杏 春 をして 去らし めた。 それ は 沢が 文 仲 をし 

て 杏 春に 代らし めようと したので ある。 佐 佐 木 文 仲の 

何人なる か は、 わたくし は 未だ 考 へない。 しかし 既に 

霧 渓の師 であった と 云へば、 杏 春より 長 じて ゐ たこと 


は 勿論で あらう。 又霧渓 よりも 長 じて ゐた であらう。 

霧 渓は杏 春より 長ず る こと 二 歳であった。 

杏 春の 去った 後、 沢 は 夫に 文 仲 を 養 はむ こと を 勧め 

たで あらう。 しかし 夫 瑞仙は 聴かずに、 養子 を 他家に 

ま 

求めた。 先づ山 脇道 作の 子が 来り、 次に 堀 本 一甫の 子 

が 来り、 最後に 田 中 俊 庵の 子が 来った。 そして 三人 皆 

沢に 斥 けられた。 

武鑑 を検 する に、 山 脇道 作 は 「法眼、 寄 合 御 医師、 

五十人 扶持、 京 住居」 と 云って ある。 堀 本 一甫 は 「奥 

御 医師、 御 口 科、 二百 俵 十 人 扶持、 築地 中 町」 と 云つ 

て ある。 独り 田 中 俊 庵と 云 ふ ものが 当時の 幕府 医官 中 


に 見えぬ が、 わたくし は 前 二人が 官医 であるより 推し 

て、 田 中 も亦官 医で あらう とお も ふ。 わたくし は是は 

しゅん せん 

田 中 俊 川 を 謂った もので あらう とお も ふ。 田 中 俊 川 

は 武鑑に 「表 御番 医師、 百 五十 俵、 芝 田 七 丁目」 と 云 

つて ある。 「芝 田」 は 芝の 田 町で あらう。 

山 脇、 堀、 田 中 三 氏の 子が 相 踵いで 逐 はれた 後に、 

かみ ひさかた むら 

当時 籍を瑞 仙の 門人 中に 列して ゐた 上野 国 上 久方 村 医 

師村岡 善 左 衛門常 信悴善 次郎が 養子に せられた。 即ち 

霧渓ニ 代瑞仙 直郷、 又の名 は晋 である。 

霧渓 はいかに して 池 田 宗家に 留まる こと を 得た かと 

云 ふに、 是は 沢が 夫の 到底 文 仲 を 養 ふに 意な きを 見て、 


文 仲 を 家に 迎ふ る ^ 」 と を 断念し、 霧 渓を養 ふ - J と を賛 

成した からで ある。 霧 渓は文 仲の 旧 弟子であった。 天 

明 四 年生の 霧渓は 当時 十八 歳に なって ゐた。 その 公 

に稟 して 養嗣子と せられた の は、 此 より 十五 年の 後、 

文化 十三 年 三月で ある。 瑞 仙の 死に 先つ こと 六 箇月 

である。 霧渓は 既に 三十 三 歳に なって ゐた。 

わたくし は 此に杏 春の 生父玄 俊の 師の 一 人が 京都の 

産科医 賀川玄 吾であった こと を 回顧す る。 池田瑞 仙が 

きょ ご 

杏 春 去 後に 霧渓 をして 家 を 継が しめたの は、 玄 吾の 生 

げんて き 

父 初代 玄悦が 玄吾去 後に 岡 本玄迪 をして 家 を 継がし め 

たと、 其迹が 甚だ 相 類して ゐる。 玄 吾と 杏 春との 間に 


は、 実子と 養子との 別 は あるが、 その 父の 後妻に 悪 ま 

れ たこと は 同じで ある。 又 杏 春が 他年 一家 を 樹立して 

宗家と 相 譲ら ざ るに 至った こと も、 其 生 父の 廃 儲で あ 

つた 有斎玄 吾と 相似て ゐる。 

わたくし は 此ょリ 池 田 宗家 を 去った 後の 杏 春 改 瑞 

英の 事蹟 を 記述し ようとお も ふ。 即ち 未だ 曾て 公に せ 

られ たことの ない 京 水 実 伝で ある。 

その 二百 三十 三 

駿河 台の 池田瑞 仙の 邸 を 辞し 去った 京 水 瑞英に は 帰 


るべき 家が 無かった。 其 自記に 拠る に、 瑞英は 「神 田 

明 神 下金 沢 町の 裏店に 僑 居」 した。 前後の 状況より 推 

すに、 瑞英は 町医者と して 此に 開業した らしい。 其 人 

うらだな 

は 十六 歳の 青年で ある。 其 家 は 裏店で ある。 わたくし 

は その 自信の 厚かった に 驚かざる こと を 得ない。 

翌享和 二 年に 「弟子 始て従 ひ、 始て本 庄近江 守 殿 男 

子 を 診」 した。 瑞英の 業 は 約 一 年に して 緒に 就いた。 

是が 「病弱 不能 継 業」 と 云 はれた 人で ある。 弟子 は 其 

学識 を 信じて 来附 し、 病 家 は 其 技術 を 信じて 請 待した。 

驚 かざらむ と 欲しても 得られぬ ので ある。 武鑑 を検す 

るに 本 庄近江 守 は 「御 詰 並、 一 万 石、 小川 町」 と 云つ 


て ある。 時に 瑞英は 十七 歳であった。 

「同 三年 阿部 主計 頭 殿、 後備 中 守 嫡子 運 之 助 殿 を 診 ひ、 

主計 頭に 謁す。 此善直 諸侯に 見の 始 なり。」 阿部 

かぞ への かみ  まさきよ  まさと も 

主計 頭 は 即ち 棕軒侯 正 精で ある。 当時 父 伊勢 守 正 倫が 

つめな み 

詰 衆、 正 精 は 詰 並で、 本 庄とは 同僚であった。 邸宅 も 

亦 同じ 小川 町に あった。 瑞英は 本 庄の子 を 治して 功が 

あつたので、 棕軒も 亦 其 子の ために これ を邀 へたので 

はなから うか。 運 之 助 は 寛 政 八 年に 真 野 竹亭が 易の 

まさた ゾ 

「純粋 精 也」 より 取って 正 粋の 名を献 じた 棕 軒の 嫡男 

あ ひつ 

である。 正 倫、 正 精、 正 粋の 三人 は 相 踵いで 運 之 助と 

称した。 京 水の 自記 中 「診」 の 字 は 「みま ふ」 と訓ま 


せた ので あらう。 瑞英 十八 歳の 時の 事で ある。 

「文化 元年 武州浦 和 伊勢屋 清 蔵の 家に 寓 す。」 是も亦 

技 を售ら むがた めの 旅であった だら う。 瑞英此 年 十九 

歳であった。 

「同 二 年 江戸に 帰リ、 同 八月 甲 州に 入、 弟子 三十 六 人 

従 ふ。」 瑞英の 声望 は 破竹の 勢 を 以て 長 じた。 此年ニ 

十 歳であった。 

「同 六 年 同国 石 和に 於て 同所 小 林 総 右衛門の 女 を 妻と 

いさわ  ぢょ 

す。」 甲斐 国 石 和の 小 林 氏の 女 は 名 を 常と 云った。 当 

時瑞英 二十 四 歳、 常 は 寛 政 六 年生で 十六 歳であった。 

「同 七 年長 男 雄 太郎を 生。」 参 正 池 田 家譜に 云く。 「文 


化 七 年 七月 十六 日、 生 於 甲 州 石 和 小 林 総 右衛門 家。」 又 

云く。 「雄 次と 名 を 善 郷ょリ 賜る を 以て、 行々 雄 を 名 

と 為 ものな リ。」 錦橋瑞 仙が 名 を 雄 次と 命じ、 後 其 雄の 

字 を 取って 雄 太郎と 云った ので あらう。 是に 由って 観 

れば、 伯母 沢 は 瑞英を 悪んでも、 伯父 瑞仙は 姪 瑞英と 

の 交 を 絶たずに ゐて、 名 を 従 孫に 命じた と 見える。 

雄 太郎は 後の 瑞長直 頼で ある。 此 年瑞英 二十 五 歳。 

「同 八 年帰于 江戸。 再 神 田 岩 井町 代地に 僑 居す。」 瑞 

英は 文化 八 年 二十 六 歳に して、 妻 常と 長男 雄 太 郎とを 

率て 江戸に 還った。 此 文の 「再」 の 字の 上に は、 或は 

「同 九 年」 の 三 字 を 脱して ゐる かも 知れない。 家 を 岩 


井町 代地に 移した の は、 八 年でなくて 九 年で あつたか 

しち 

も 知れない。 何故と 云 ふに、 自記に は此 下に 直に 「盤 

次郎 生」 と 書して ある。 次男 盤 次郎の 生れた の は 文化 

九 年で、 此人は 後 斎 藤氏 を 冒し、 天 保 五 年に 二十 三 歳 

を 以て 終った。 「同 九 年」 の 三 字 は 若し 「再」 の 字の 上 

しち 

に 脱して ゐ ぬなら ば、 「僑 居す」 の 下に 脱して ゐ なくて 

はならぬ ので ある。 

その 二百 三十 四 

わたくし は 京 水 池 田 瑞英の 事蹟 を、 其 自記に 拠って 


続抄 する。 文化 九 年に は 瑞英の 次男 盤 次 郎が神 田 岩 井 

町 代地の 家に 生れた。 生 日 は 「七月 份日」 である。 「盤 

次 郎の名 は 杉 本 仲 温の 贈る 所な り」 と 云って ある。 是 

は 錦 橋 初代 瑞 仙の 墓表 を 撰んだ 杉 本で ある。 杉 本 は 霧 

渓 二世 瑞 仙を識 つて ゐて、 これが ために 錦 橋の 墓表 を 

撰び、 又瑞 英を識 つて ゐて、 其 次男に 命名した。 瑞英 

は 二世 瑞 仙と 善くなかった 形迹が あるが、 杉 本 は 其 間 

に 立って、 瑞英に 好意 を 表して ゐ たらしい。 

わたくし は此 関係 を 証す るに 足る 一 の 奇なる 事実 を 

発見した やうに おも ふ。 杉 本 は 既に 云った 如く、 霧渓 

撰の 行状に 本づ いて 錦 橋の 墓表 を 作った。 そして 錦 橋 


の 事蹟に は、 行状と 墓表との 間に 一 も相殊 なること が 

無い。 独り 文中 瑞英善 直 を 出す に 至って、 杉 本 は 行状 

に 無き 所の 一 句を插 入した。 行状に は 「男 曰 善 直、 多 

病 不能 継 業」 と 云って ある。 墓表に は 「先生 有 子 善 直、 

才敏而 好学、 多病 而 不能 継 其 業、 以其 門人 直 卿 為嗣」 

と 云って ある。 杉 本 は 己の 意志より して 「才 敏而 好学」 

の 句 を 添へ たので ある。 わたくし は 初め 墓表 を 読んだ 

時、 此 句に 躓いて 歩を駐 めた。 そして 霧 渓の嘱 を 受け 

て 撰 文した 杉 本が、 何故に 此句を 添へ たかを 疑った。 

今にして 思へば、 瑞英と 親善に して 其 子に 命名す る 杉 

本 は、 此句を 著け ざる こと を 得なかった ので あらう。 


杉 本が 既に 此句を 著け たと き、 霧渓も 此の 公平なる 回 

護に 対して、 敢て 抗議 をな さなかつ たので あらう。 

盤 次郎の 生れた 時、 瑞英は 二十 七 歳であった。 

「同 (文化) 十 年 居 を 浅 草 誓願 寺 門前町に 移す。」 是が 

瑞英ー 一十 八 歳の 時で ある。 

「十一 年 三男 桓三郎 生。 十月 二日 舅 死す るに 依て、 同 

八日 甲 州に 至る。 十月 廿 九日 帰 于 江戸。」 三男 桓三郎 

の 生れた の は、 参 正 池 田 家譜に 拠る に、 「七月 七日」 で 

いさわ  ぐ わい き-つ 

ある。 十月 二日に は 甲斐 国 石 和に 於て、 瑞英の 外 舅 

小 林 総 右衛門が 死んだ。 瑞英は 八日に 石 和へ 住って、 

一 一十 九日に 江戸に 還った。 妻 常 は定て 同行した ことで 


あらう。 

ちと 

家譜 桓三郎 の 下に 「幼名 宮村隆 円の 贈る 所 也」 と 云 

つて ある。 宫 村の 名 は 幕府の 官医 中に 見えない。 桓三 

郎は 後一 たび 玄英と 称し、 終に 祖父 玄 俊の 称 を 襲いだ。 

三男 桓三郎 が 生れ、 外 舅 小 林の 歿した のが、 瑞英ニ 

十九 歳の 時で ある。 

文化 十二 年 八月に 瑞英は 家 を 下 谷 三枚 橋 「御先 手 組 

屋敷」 に 買った。 是は 次年の 記に、 「去年 八月、 善 直 因 

戸田 氏 之 恵、 此 三枚 橋の 家 を 得たり」 と 云って ある。 

「此 三枚 橋の 家」 と 云った の は、 文政 四 年に 三枚 橋の 家 

にあって 此記を 作った からで ある。 「戸田 氏」 通称 は 


勘 介で ある。 其 詳 なること は 未だ 考 へない。 

その 二百 三十 五 

わたくし は 京 水 池 田 瑞英の 事蹟 を 叙して 文化 十三 年 

に 至った。 四 男 藤 四郎の 生れた 年で ある。 家譜に 「七 

月 廿日 生、 同 壬 八月 三日 死」 と 書して ある。 法諡は 「奇 

さき 

藤 童子」 である。 九月 六日に は 前の 養父た る 伯父 錦 橋 

初代 瑞 仙が 死んだ。 瑞英に 代って 錦 橋の 後 を 襲いだ 霧 

渓 二世 瑞 仙は此 年 正月 二十 六日に 養子 願 を 出し、 三月 

十一 日に 願 済と なり、 十二月 二十 七日に 「跡 式 無 相違 


被 下 置」 と 云 ふこと となった。 瑞英は 三十 一歳、 二世 

瑞仙 は卅三 歳の 時で ある。 初代の 未亡人 沢 は 五十二 歳 

であった。 

なほき ち 

文政 元年に は 瑞英の 五男 直吉が 生れた。 家譜に 拠る 

に 「六月 廿 五日」 生で、 「戸田 勘 介 幼名 を 贈」 と 記して 

ある。 又 自記に 「同年 次男 斎 藤氏え 養子」 と 云って あ 

る。 斎 藤氏 は 家譜に 「松 浦 大和 守 殿 医師 斎 藤 民 俊」 と 

ひかる 

記して ある。 松 浦 大和 守 皓は平 戸松 浦 氏の 支 封で 一 

万 石の 諸侯で ある。 次男 盤 次 郎は此 より 斎 藤 俊英と 称 

ずゐ せつ 

し、 後又瑞 節と 改めた。 瑞英 三十 三 歳の 時で ある。 

「同 (文政) 二 年、 病気 全快 之 届 を 出す。」 全快 届 は 前 


びほう 

に 初代 瑞 仙の 出した 「総領 除」 の 弥縫で ある。 二世 瑞 

仙の 手に 由って 出された ことで あらう。 当時の 事情 を 

推測す るに、 京 水 瑞英の 学術 は 漸く 世間の 認 むる 所と 

なって、 官辺に もこれ をして 書 を 医学 館に 講ぜし めむ 

とする 議が 起った ので、 二世 瑞仙 は此 届出 をな さざる 

こと を 得なかった ので あらう。 京 水の 自記に、 「全快 

届の 始末 は 本末 記 一巻に 詳 なり」 と 云って あるが、 其 

書 は 今 伝 はらない。 瑞英 三十 四 歳の 時で ある。 

「同 (文政) 三年 再 医学 館に 出。」 此 自記の 文 はわた く 

し をして 二つの 事 を 推定せ しむる。 瑞英 は享和 元年 十 

六 歳で、 猶杏 春と 称して ゐた 時、 早く 既に 躋寿館 に 勤 


仕して ゐ たと 云 ふ 事が 其 一 である。 躋寿 館に 於る 当時 

の 職 は 素読の 師 であった だら う。 又 今に 迨 つて 「医学 

館に 出」 と 云 ふ は、 講書の ためで あると 云 ふ 事が 其 二 

である。 

そう りゃう のぞきね が ひずみ 

三世 瑞仙直 温の 親類 書に は、 京 水の 総領 除 願 済 

の 事 を 記した 次に、 「然る 処年を 経、 追々 丈夫に 罷成、 

医業 出精 仕 候に 付、 文政 三 (庚) 辰年 三月 療治 為 修行 

別宅 為 致 度 段 奉 願 候処、 願 之 通 被 仰 付」 と 云って ある。 

是は 病気に 依って 廃嫡 せられた 瑞英 は、 旧に 依って 瑞 

仙の 家に あるべき 害なる が 故に、 幕府に 其 現住所 を 公 

認せ むこと を 請うた ので あらう。 又此 公認 は瑞英 をし 


て躋寿 館に 勤 仕せ しむる に 必要で あつたので あらう。 

親類 書に は 前年の 全快 届 を も 載せず、 此 年の 躋寿館 勤 

仕の 事 を も 載せない。 或はお も ふに、 此 別宅 願 は 全快 

届に 伴った もので、 事 は 前年に あつたので はなから う 

か。 「文政 三」 は 「文政 二」 の 誤で はなから うか。 しか 

し 「辰」 の 字が あるので、 此に録 して 置く。 

家譜に 拠る に、 此年瑞 英の六 男 末吉が 生れた。 「八 

月廿 一 日 生」 と 云って ある。 

躋寿館 再勤 仕と 六 男の 出生と は瑞英 三十 五 歳の 時の 

事で ある。 

次年 は 文政 四 年で、 京 水 瑞英が 自記の 筆 を 把った 年 


である。 此時 二世 瑞 仙の 家と 瑞英の 家との 間に、 板木 

問題と 云 ふ 事が 起った。 

その 二百 三十 六 

わたくし は 文政 四 年 京 水 池 田 瑞英が 三十 六 歳に な つ 

た 時に、 瑞英の 家と 宗家た る 霧渓ー 一世 瑞 仙の 家との 間 

に、 板木 問題と 云 ふ 事が 起った と 云った。 京 水 自記の 

文に かう 云って ある。 「同 (文政) 四 年、 痘科辨 要 板木 

を、 家元の 弟子 養子 二世 医官 直郷、 通称 は 先代の 名 を 

襲 ひ、 是 家禄 を 保つ 身に て、 此 板木 を 売 物に 出す に 就 


て、 善 直 方へ 購 取る 一 件 は、 余が 遺言 録 一 巻 中に 詳な 

リ。」 

問題の 大要 は此 文に 由って 推知す る ことが 出来る。 

錦 橋 初代 瑞仙は 痘科辨 要 を 著した。 其 書 上に は 「同 (文 

化) 八 (辛) 未年 八月 十二 日、 痘科辨 要 十 巻 著述 出 板 

に 付 献上 仕 候」 と 云って ある。 此 板木 は 家に 伝へ て あ 

つた。 それ を 霧渓が 売った。 瑞英は 商 費の 手より これ 

を 買 ひ 取った と 云 ふので ある。 その 詳細なる 事情に 至 

つて は、 京 水の 「遺言 録」 が 佚 亡した ために、 今 知る 

ことが 出来ない。 

当時 霧渓は 養父 錦 橋の 職禄を 襲ぎ、 駿河 台より 柳 原 


岩 井町の 賜 邸に 遷り、 名 位 を 占め、 恩栄を 荷って ゐた。 

それが 板木 を 売って、 技 を 售りロ を 糊して ゐる京 水 を 

して 購 はしめ た。 京 水 憤慨の 状 は 自記の 数 句の 中に 

も 見れ てゐ る。 

わたくし は此に 註して 置きたい 事が ある。 それ は 三 

種の 書の 佚 亡で ある。 第一 は生祠 記で、 京 水の 門人が 

師の 宗家の 継嗣 を 辞した 事 を 記した ものである。 第二 

は 本末 記で、 京 水が 自ら 全快 届の 事 を 記した もので あ 

る。 第三 は此 遺言 録で、 京 水が 自ら 板木 買 戻の 事 を 記 

した ものである。 わたくしの 京 水に 関する 研究 は、 其 

自筆の 巻物 を 見る こと を 得、 僅に 右三 種の 書の 名目 を 


知る に 至って、 早く 既に 著き 進歩 をな した。 しかし 若 

いんめつ 

し 三種の 書が 未だ 全く 湮滅せ ずに ゐて、 他日 一 たび 発 

見せられ、 わたくしが これ を目睹 する こと を 得たなら 

び けんせん いう 

ば、 微顕闡 幽の真 目的 は 此に始 て 達せられる であらう。 

此年 十一 月 十九 日 は 京 水 瑞英が 往事 を 自記した 日で 

ある。 「朝より 夜の 子の刻に 至る の 間、 調薬 看病の 暇 

に 書」 と 云って ある。 「看病」 は 恐く は 病 客 を 診す る義 

で、 家に 病む ものが あって 看護す る義 では あるまい。 

しち 

此ょリ 下 は 巻物に 年月 を逐 うた 記事が 無い から、 京 水 

の 後日に 家譜 中に 補記した 所 を 拾 ひ 集めて、 年月に 従 

つて これ を 次第す る。 


文政 六 年に は 一 女子が 生れた。 即ち 瑞英の 長女で あ 

る。 その 名の 記載 を闕 いて ゐ るの は、 後 三 歳に して 夭 

したため であらう。 生 日 は 「十月 十一 日」 である。 瑞 

英三 十八 歳の 時で ある。 

文政 八 年に は 七 男が 生れた。 「全 吉、 文政 八 (乙) 酉 

九月 七日 出生、 阿部 侯 長 臣町野 平 介、 初 名 多 膳、 幼名 

を 贈」 と 記して ある。 此全吉 が 後に 全 安と 改称した。 

榛 軒の 女 柏の 初の 婿、 わたくしの 相識る こと を 得た 二 

世 全 安の 養父で ある。 全 安の 名 附親町 野 は 恐く は 福 山 

まさきよ 

侯 正 精の 臣 であらう。 しかし 武鑑に は 見えない。 

「霜月 廿 八日」 に 二 年 前に 生れた 長女が 死んだ。 法諡 


「含 章 童女」 である。 全吉が 生れ、 含 章が 死んだ の は、 

瑞英 四十 歳の 時で ある。 

その 二百 三十 七 

わたくし は 京 水 池 田 瑞英の 事蹟 を 叙す るに、 文政 四 

年に 至る 前半 は 其 自記の 文に 拠る こと を 得た。 しかし 

後半の 資料 はこれ を 参 正 池 田 家譜 中 所々 に 散見す る 細 

註に 仰がざる こと を 得ない。 わたくしの 続紹の 文は既 

に 八 年に 及んで ゐた。 

文政 九 年に は 瑞英の 長男が 籍を 躋寿館 に 置いたら 


しい。 家譜に 「文政 壬 戌入于 医学 館」 と 云って ある。 

壬 戌 は 恐く 丙 戌の 誤で あらう。 此年 長男 雄 太郎は 十八 

なほより 

歳であった。 既に 直 頼と 名のり、 瑞 長と 称して ゐた害 

である。 父瑞英 四十 一歳の 時で ある。 

十 年に は 次女 俶が 生れた。 家譜に 「文政 十 丁亥 八月 

十五 朝 出生、 名俶、 よし、 小久原 権九郎 奥方 幼名 を 贈 

らる」 と 云って ある。 字書 を検 する に 「俶」 に は 

しゃう リく のせつ たれき のせつ 

昌六 切 と他歴 切との 二 音が あって、 彼に は 「又 善 也」 

と釈 して ある。 小久 原の 何人なる か は 未だ 考 へない。 

此 年瑞英 四十 一 一歳であった。 

十二 年に は 八 男 剛十郎 が 生れた。 家譜に 「文政 己 丑 


十一月 七日 生、 幼名 浅 岡 益 寿 贈と ころ」 と 云って ある。 

浅 岡の 何人なる かも 亦 未だ 考 へない。 此 年瑞英 四十 四 

歳であった。 

めと 

天 保 元年に は 長男 瑞 長が 妻 を娶 つた。 家譜に 「妻 青 

木貞勝 妹、 文政 庚 寅 八月 嫁 来」 と 云って ある。 庚 寅 は 

改元の 年であった。 又 六 男 末吉の 縁談が あって、 成ら 

ずして 罷ん だ。 「文政 庚 寅 松 浦 肥 前 守 殿 医師 嵐 山 某え 

縁談 之処、 同年 破談 致す、 後 改て程 安と 称」 と 云って 

ある。 当時の 肥 前 国 平 戸の 城主 松 浦 肥 前 守 は 

てうさん たいふ ひろし  ぐ わい きう  ていあん 

朝 散 大夫熙 であった。 瑞 長の 外 舅 青木と、 程 安の 養 

や  あらし やま 

父たら むとして 寝んだ 嵐 山 との 事 は 未だ 考 へない。 


此 年瑞英 四十 五 歳であった。 

三年に は 八 男 剛十郎 が 四 歳に して 夭した。 「天 保 壬 

辰 十一 月 十七 日卒、 (中略) 仏諡 玄剛」 と 云って ある。 

此 年瑞英 四十 六 歳であった。 

四 年に は瑞 長の 長男 敬太郎 直が 生れた。 「天 保 四 癸 

巳 四月 二日 誕生、 母 青木 氏 女」 と 云って ある。 瑞英の 

初孫で ある。 此 年瑞英 四十 七 歳であった。 

五 年に は 六月 十三 日に 九 男 政 之 助が 生れ、 越て 十五 

日に 次男 斎藤瑞 節が 死んだ。 彼 は 「天 保 五 甲 午 六月 十 

三 暁 子 誕生」 と 云 ひ、 此は 「天 保 五 甲 午 六月 十五 日卒、 

葬 于本所 法 恩 寺 内 善行 寺、 法名 夏山 院日周 信士、 年 二 


十三」 と 云って ある。 二世 全 安さん の 家の 過去帳に は、 

「本 所 報恩 寺 中祥善 寺」 に 作って ある。 善行 寺 若く は 

祥善寺 は 養家 斎 藤氏の 菩提 所で あらう。 諸子 中 此人は 

嶺松 寺に 葬られ ざるが 故に、 わたくし は 特に 寺 名を抄 

出した。 此墓は 或は 今猶存 して ゐる かも 知れない。 此 

年瑞英 四十 八 歳であった。 

六 年に は 六月 二十 二日に 瑞 長の 長男 敬 太郎が 死し、 

七月 朔に其 次男が 生れ、 二日に 死した。 彼 は 「天 保 六 

乙 未 六月 廿 二日 卒、 (中略) 仏諡知 幼」 と 云 ひ、 此は 「天 

保 乙 未 七月 朔生、 二日 卒、 仏諡泡 影」 と 云って ある。 

泡 影の 死が 京 水 自筆の 巻物の 最後の 記載で ある。 此年 


瑞英 四十 九 歳であった。 

七 年 十 一 月 十四日に 京 水 瑞英は 五十 歳で 歿した。 

法 諡宗経 軒 京 水瑞英 居士で ある。 文政 四 年の 自記に 

「仏諡 可用 宗経」 と 云って あった。 此 諡 に は 僧侶の 

撰んだ 文字 は 一 字 も 無い。 跡に は 九 子 二 女 を 生んだ 四 

十三 歳の 妻 常、 二十 七 歳の 嫡子 瑞長、 二十 三 歳の 三男 

生田玄 俊、 十九 歳の 五男 直吉、 十七 歳の 六 男 程 安、 十 

二 歳の 七 男 全 安、 十 歳の 次女 俶、 三 歳の 九 男 政 之 助が 

遺った 害で ある。 三男 玄俊は 父 京 水が 祖先の 氏 を 襲が 

しめた もので あらう。 


その 二百 三十 八 

わたくし は 池 田 京 水 自筆の 巻物 を 得て、 錦 橋 初代 瑞 

仙の 祖先、 錦 橋 自己 乃至 其 子孫の 事蹟 を覆検 し、 就中 

錦 橋の 弟 文 孝堂玄 俊と、 其 実子に して 一 たび 伯父 錦 橋 

に 養 はれ、 後 廃せられ て 自立した 京 水瑞英 との 事蹟 は、 

お ほやけ 

その 未だ 曾て 世に 公 にせられなかった 史実なる が 故 

を 以て、 特に これ を 細 叙した。 

然るに 彼 巻物の 内容に して、 わたくしの 此に 補記せ 

ざるべからざる ものが 猶ー つ ある。 それ は 巻物の 主要 

部分た る 参 正 池 田 家譜の 来歴で ある。 初め 京 水 は 伯父 


錦 橋の 幕府に 呈 した 系図 即ち 錦 橋 本 系図 を 蔵して ゐた。 

文化 十三 年、 伯父 錦 橋の 残す る 年に 至って、 京 水 は 料 

すゐづ ぼん 

らずも 系図の 一 異本 を 観た。 即水津 本 系図で ある。 京 

水 は 此水津 本 を用ゐ て、 錦 橋 本に 訂正 を 加へ、 新に 参 

正 池 田 家譜 を 編した。 即京水 本 系図で ある。 

此 故に 参 正 池 田 家譜の 来歴 を 語らむ とする に は、 溯 

つて 水津 本の 来歴 を 語らなくて はならない。 

既に 云った 如く、 池 田 氏 は 古く 水津 氏と 聯繫 して ゐ 

ょリ うぢ  のぶよし 

る。 錦 橋 十八 世の 祖頼 氏の 弟 信吉は 水津重 時の 家 を 継 

いだ。 降って 錦 橋の 高祖父 信 重 は、 実は 信吉 十二 世の 

孫 水津信 道の 子であった。 信 重の 子 嵩 山 正直の 弟 


き やう ぼくな リ とし  ひかる 

杏 朴成俊 は、 信 道 五世の 孫 光の 養子と なって 水津氏 

に復 り、 成 俊の 子 成 豊は水 津氏を 継ぎ、 其 弟 正 俊が 又 

養 はれて 嵩 山の 子と なった。 即ち 錦 橋の 祖父で ある。 

水津 本に 成豊の 子が 信 成、 信 成の 子が 官蔵 となって 

ゐて、 京 水 本 はこれ を 襲用して ゐる。 

然るに 水津 本の 序に、 京 水 は 官蔵を 「富 小路 殿御 内 

斎 藤 平蔵悴 也」 と 書して ゐる。 今 再び 水津 本を検 する 

に、 水津 光の 弟 政 之 助が 今 出 川 家の 家人 斎 藤 帯刀の 養 

子と なって、 子 平 蔵 を まう けた。 推す るに 此平 蔵が 富 

小路 家に 仕へ て、 子 官蔵を まう け、 官 蔵が 信 成の 後に 

一 たび 絶えた 水 津氏を 冒した ので あらう。 同じ 序文に 


かう 云って ある。 「平 蔵の 実子 なれ ども、 斎 藤氏 を 称 

へず、 水 津を称 候 は 本家 相続の 心なるべし。」 

官蔵は 同じ 序に 拠る に、 名 を 「官大 夫と 改、 武家 奉 

公の 望 有て、 相模国 何某と いふ 剣術 名誉 之 人 をた より、 

弟子と なって 兵法 免許 をも受 たれ ども、 不仕 合に て 可 

然 奉公 在 付 も 無 之、 再度 帰京して 近衛 公に 奉公」 した。 

官 蔵の！^ は 序に、 「今 出 川 殿御 奉公人に て、 生国 は大 

津成 よし」 と 云って ある。 此妻は 一女 を 生んで 残した。 

「寛 政 九 年 死去、 其 月 は 不覚、 法名 は 円浄、 七日の 忌日 

なり」 と 云って ある。 「不覚」 と は 其 女が 記憶して をら 

ぬ を 謂 ふ。 


むすめ は、 

官 蔵の 女 は恃を 失った 後 十一 年、 「文化 五 甲子 夏 故 

ありて 此 江戸に 来」 た。 然るに 女が 江戸に 来た 後三年、 

文化 八 年に 官蔵は 歿した。 そして 水津 系図 を 女に 譲つ 

た。 「形見と て 此ー軸 を 大事に せよ と 被 申 遺」 と 云つ 

て ある。 推す るに 官蔵は 京都に あって、 近衛 家の 家人 

として 残し、 系図 を 江戸へ 送った ので あらう。 

此 女が 京 水に 邂追 する ので ある。 

その 二百 三十 九 

さかのぼ 

わたくし は 京 水 本 系図の 来歴より 拆 つて 水 津本系 


図の 来歴に 及び、 水津 本が 京都で 歿した 水津官 蔵の 手 

むすめ 

より、 江戸に ゐる 女の手に わたった こと を 言った。 

京 水が 官 蔵の 女に 遭 つ て 水津本 を借抄 したの は 文化 

十三 年で ある。 京 水 は水津 本の 序に かう 云って ゐる。 

「文化 十三 年水津 家系図 を 所持の 女人に 逢て、 (中略、) 

其 一 軸 を 仔細 申 聞て 仮受写 畢。」 

京 水 は 序に 此 女の 末路 を 叙して 云った。 「此 女の 身 

分 世話 を も 致 遣 可 申 心底 之処、 元来 風と 所持の 一 軸の 

表書 を 見 たるま、 に懇に 申懸候 迄にて、 昨今の 事 なれ 

ば、 猶折も 可 有 之と 思 ひ 居候 処、 女子 不幸に して 病死、 

其 後 右一 軸の 事 申て 看病 之 者 等へ 尋 候へ 共、 一切 分り 


不申 候。 但此女 不幸に して 遊女と なり 候て、 終に 死し 

たり。」 

以上が 京 水の 水津 本に 序して、 斎 藤 平 蔵、 水津官 蔵、 

水 津氏某 女の 三世の 事 を 記した 文の 梗概で ある。 わた 

くしの 文 は 京 水の 原文に 比すれば、 稍 長き を 加へ た。 

或は わたくし は 初より 原文 を 写し出した 方が 好かった 

かも 知れない。 しかし わたくし は 京 水の 文の 解し 難き 

に 苦んだ 故に、 読者 をして 同一 の 苦 を 嘗めし むる に 忍 

びなかった ので ある。 

京 水 は 水 津本を 重視し、 これ を藉リ 来って 錦 橋 本の 

あやま リ たゾ 

愆 を繩 さう とした。 水 津本は 記載 素樸に して 矯飾の 


痕が 無い。 京 水の 重視した のも尤 である。 しかし 水津 

本と 雖も、 多少の 疑 ふべき 所がない でもない。 池 田 氏 

は 信 重より 霧渓晋 若く は 京 水に 至る までが 六 世、 水津 

氏の 信 重の 兄 信 武ょリ 斎 藤 平 蔵に 至る まで も 亦 六 世で 

ある。 然るに 後者の 水津官 蔵に 至る まで は 九 世で ある。 

今 その 各 世の 寿命の 俯 短 を細検 せむ とする に、 残 年 及 

年歯の 記 註 不完全な るが ために 能 はない。 しかし わた 

くし は 強 ひて 深く 此等世 系の 問題に 立ち入る こと を 欲 

せぬ ので ある。 

わたくし は 最後に 水津官 蔵の 女の 薄命と、 その 京 水 

との 奇遇 を 一顧して 置きたい。 京 水の 文に 由って、 覊 


旅の 女の 語った 所 を 窺 ふに、 女の 父官 蔵が 早く 既に 

せんめい  けみ 

辦 命の 苦 を 閲し尽 したら しい。 そして 其 女に 至って は 

実 に 言 ふに 忍びざる 悲惨の 境に 沈 倫した ので ある。 仮 

に 此女は 母の 死んだ 年に 生れた ものと すると、 その 怙 

〔# ルビの 「ち、」 は 底本で は 「ちち 匕 を 失った のが 十五 

歳、 羈旅に 死した のが 二十歳で ある。 実は 此ょリ 多少 

長 じて ゐ たので あらう。 女に して 若し 偶 京 水に 邂追 

しなかったら、 其 祖先 以来の 事 は 全く 闇黒の 裏に 葬り 

去られて、 誰 一人 顧みる もの も あるまい。 知らず、 水 

津本 系図の 一 軸 は 何者が 奪 ひ 去った か。 

わたくしの 京 水 自筆の 卷物 中より 得た 資料 は 概ね 此 


に 尽きた。 わたくし は 最後に 此に附 載す るに 黄檗 山の 

錦 橋が 碑の 事 を 以てしたい。 

その 二百 四十 

蘭 軒 残 後の 叙事 中、 わたくし は 天 保 七 年 池 田 京 水の 

死 を 語って、 其 養 孫 二世 全 安さん の 蔵す る 京 水 自筆の 

巻物の 事に 及んだ。 そして 其 末に 黄檗 山に ある 京 水の 

伯父 錦 橋が 碑の 事を附 する ことと する。 

錦 橋 は 江戸 駿河 台の 家に 残して 向島 嶺松 寺に 葬られ 

た。 然るに 嶺松 寺の 廃絶した 時、 錦 橋の 墓 はこれ に雕 


つてあった 杉 本 仲 温 撰の 墓表と 共に 湮滅し、 錦 橋 は 惟 

法 諡を谷 中 共同墓地 にある 一 基の 合 墓 上に 留め、 杉 本 

の 文 は 偶 江戸 黄 檗禅剎 記 中に 存 して ゐる こと、 既に 

云った 如くで ある。 

しかし 錦 橋の ために 立てられた 石 は、 独 リ嶺松 寺の 

墓碼 のみではなかった。 わたくし は黄檗 山に 別に 錦 橋 

の 碑の ある こと を 聞いた。 そして 其 石 面に 何事が 刻し 

て あるか を 知らむ と 欲した。 

あるひ 

一 日 京都より 一 枚の 葉書と 一 封の 書状と が 来た。 先 

づ 葉書 を 読めば、 並 河 総次郎 さんが わたくしに 黄檗の 

錦 橋 碑の 事 を 報ずる 文であった。 「先日 檗 山に 参り 候 


節、 錦 橋 先生の 墓に も詣 候。 墓 は 檗山竜 興院の 墓地、 

独立の 墓の 側 に 立 居候。 前面に は 錦 橋 池 田 先生 墓、 

(此 一 字 不明) 弟子 近藤玄 之、 佐 井 聞 庵、 竹 中文輔 奉祀、 

右側に は 文化 十三 年 丙 子 九月 六日と 有 之 候。 其 他 何も 

刻し 無 之 候。 竜 興 院には 位牌 も 有 之 候へ ども、 何事 も 

つ  >  き あ ひ 

承知 不致 居候。 同 院主 は 拙 家 続 合に て、 錦 橋 先生の 

伝記 等 一 見 致 度 様 申 居候。」 

次に わたくし は 封書 を 彼いた。 是は弟 潤 三郎が 同じ 

錦 橋 碑の 事 を 報じた 書であった。 「好天気に て 休館 (京 

都 図書館の 休業) なる を 幸 十 時 頃よ リ黄檗 なる 錦 橋 

の 墓 を 探りに 出掛 候。 若し 碑文 にても あらば、 手拓し 


て 御 送 申 度、 其 用意 も 致 候。 先 づ寺務 所を訪 ひ、 墓の 

所在 を 問 はむ と、 刺 を 通じ 候処、 僧俗 二人 玄関に 出 候。 

僧 は 名 を 聞きし こと ある 学僧に て、 倉 光治 文師に 候。 

俗の 方 は 昔日 兄 上に 江戸 黄 檗禅剎 記の 事 を 報ぜし 吉永 

卯 三 郎君に 候。 吉永は 恰も好し 昨日 門 司より 来りた る 

由に て、 奇遇 を 喜 候。 さて 二人に 案内 を 請 ひて 墓の 所 

に 至る に、 墓 は 尋常の 棹 石に て、 高さ 二 尺 七寸、 横 一 

尺、 趺は 二重に 候。」 弟 は 此に刻 文 を 写して ゐ るが、 上 

の 並 河 氏の 報ずる 所と 同じ 事故 略す る。 年月日 を 刻し 

て ある 右側 は 「向って 右」 ださう である。 「墓前に 幅 一 

尺 ニ寸、 高さ 七寸の 水盤 を 安んじ、 其 前面に は 横に 「錦 


橋 先生 墓前 置」 と 刻し、 左側 面に 「玄之 猶子 南都 仲 元 

益 拝」 と 刻し 有 之 候。 誌銘 なきに 失望 致 候へ ども、 墓 

の 模様 大概 記して 差 上 候。 寺務 所に 帰りて 暫く 談話し、 

吉永 君に は 兄 上の 研究 を 援助せられ 候 様 頼 置 候。」 

黄檗 山の 錦 橋 碑の 事 は、 此並河 氏と 弟との 報に 由つ 

て詳 にす る こと を 得た。 墓碣と 水盤と に 名 を 列して ゐ 

る 四 人の 弟子 は、 皆 京都 奈良 等の 人で、 中に も 佐 井 聞 

庵 は 恐く は 錦 橋の 三人 目の 妻 沢の 仮親 佐井圭 斎の 族で 

いうし  ちゅう げんえき 

あらう。 自ら 猶子と 称する 仲 元 益が 「南都」 と 書して 

ゐるを 見れば、 近 藤玄之 も亦奈 良の 人 かと 推せられ る。 

吉永 氏が 弟と 檗 山に 相 見た のも奇 とすべく、 並 河 氏 


の 書が 弟の 書と 共に 至った のも奇 とすべき である。 

その 二百 四十 一 

わたくし は 蘭 軒 歿後の 事 を 叙して 天 保 七 年に 至り、 

池 田 京 水が 此 年に 残した と 云った。 是は柏 軒を始 とし 

て、 蘭 門の 渋 江抽斎 等が 痘科を 京 水に 学び、 又 後に 至 

つて 京 水の 七 男 全 安が 一 たび 榛 軒に 養 はれて 子と なる 

が 故で ある。 

わたくし は 京 水 を 説き、 其 父 文 孝堂玄 俊、 其 伯父 錦 

橋、 錦 橋の 妻 沢、 錦 橋の 養嗣子 霧渓 等に 及び、 これが 


ために 多くの 辞 を 費した。 是は曩 に 錦 橋 等の 事 を 説 

いて、 未解決の 問題 を貽 して 置いた ので、 新に 得た 材 

料に 由って これが 解決 を 試ようと したため である。 

今 錦 橋 初代 瑞 仙の 家 を 池 田 氏の 宗家と すれば、 京 水 

の 家 は 其 分家で ある。 分家 は 宗家の 霧渓ー 一世 瑞 仙が 幕 

府に京 水の 「別宅 願」 を呈 して 聴許 せられた 日に 成立 

した。 しかし 京 水 は 京都に 於て 一 たび 絶えた 文 孝 堂の 

後 を 襲いだ ものと 看做す も 亦 可で あらう。 

京 水 歿して、 嫡子 瑞長直 頼が 分家 を 継いだ。 宗家 三 

世 瑞仙直 温 繕 写の 過去 帖及ー 一世 全 安 儲 蔵の 過去帳に 拠 

るに、 此瑞 長の 後に 猶 一人の 喘 長が あったら しく、 


法 諡用ゐ る 所の 文字より 推す るに、 初の 瑞長は 天渓と 

号し、 後の 瑞長は 三 紅と 号したら しい。 しかし 此 分家 

の存滅 はわた くしの 未だ 考 へぬ 所で ある。 

わたくしの 識る 所の 二世 全 安の 家は此 分家と 別で あ 

るら しい。 初代 瑞長直 頼の 弟 初代 全 安 は、 後に 一 たび 

伊沢 氏に 養 はれて 離縁せられ、 此に始 て 家 を 成した。 

伊沢 氏の 例 を 以て 言へば、 即ち 「又 分家」 である。 

ひそか おも  せいしき 

是 故に わたくし は 竊に謂 ふ。 彼生祠 記、 本末 記、 遺 

言 録の三 書 は、 或は 伝へ て瑞 長の 家に あつたの ではな 

からう か。 初代 全 安が これ を 二世 全 安に 伝へ なかった 

の は、 これが ためで はなから うか。 


此 推測に して 誤らぬならば、 そこに かう 云 ふ ポッシ 

ピリ テェが 生ずる。 即ち 瑞 長の 裔 は今猶 何処に か 存続 

して ゐて、 三種の 佚書 も そこに 埋 伏して ゐ ると 云 ふ 場 

合で ある。 わたくし は 初に 宗家の 裔 鑑三郎 さん を 尋ね 

得て、 次に 「又 分家」 の裔 二世 全 安さん を 尋ね 得た。 

そして 二 家 は會て 相識らなかった ので ある。 此ょリ 類 

推 すれば、 其 中間なる 分家の 裔も 亦、 鑑三郎 にも 識ら 

れず、 二世 全 安に も 識られ ずして、 何処に か 現存して 

ゐ はすまい か。 

京 水と 其 近戚遠 族との 事 は 一 応此に 終る。 わたくし 

しち 

は此 より 下に 伊沢 氏に 縁故 ある 家々 に 於け る、 此年天 


保 七 年の 出来事 二三 を 記す。 

宝 素 小島 春 庵 は 前年 天 保 六 年に 奥 詰に 進められ、 此 

年の 暮に 法眼に 叙せられ た。 是が其 一 である。 

まさ やす 

阿部 家で は此年 十二月 二十 五日に 正 寧が 致仕し、 正 

弘が 十万 石の 福 山 藩主と なった。 是が其 二で ある。 

はし 

わたくし は 此に天 保 丙 申の 記事 を 終らむ として、 端 

なく 近 藤 俊 吾さん の 書 を 獲た。 そして 榛 軒の 嘗て 催し 

た 尚 歯 会が 此 年に 於て せられた こと を 知った。 尚 歯 会 

の 事 は、 わたくし も 夙く 知って ゐ たが、 未だ その 何れ 

の 年に 繋くべき ものなる か を 知らなかった ので ある。 


その 二百 四十 一 一 

伊沢 氏 の 尚 歯 会 は 蘭 軒が 曾 て 催さ むと 欲して 果 さず 

に 歿した ものである。 既にして 蘭 軒の 賓客 中に 加 ふべ 

かりし 狩 谷 掖斎も 亦 歿した。 それ ゆ ゑ 榛軒は 此年天 保 

丙 申の 九月 十日に 急に これ を 催して 亡父の 志 を 遂げた 

ので ある。 

此 日に 丸 山の 榛 軒の 家に 来り 会した 老人の 誰々 なる 

か は、 今 知る ことが 出来ない。 初め わたくし は 只 松 崎 

かう だう 

慊 堂が 客 中に あった だら うと 云 ふこと を 推測して ゐ た。 

それ は慊 堂の 会に 赴く こと を 約した 書が 文 淵 堂の 


花 天 月 地中に 収められて ゐ るからで ある。 此慊 堂の 書 

は 会に 先つ こと 五日に 裁した ものである。 想 ふに 慊堂 

は 必ずや 約 を 履んで 席に 列した ことで あらう。 

既に 云った 如く、 此 会の 年月日 は 近 藤氏の 教 ふる 所 

である。 そして わたくし は 啻に 此に 由って 会の 年月日 

を 知る こと を 得た のみで はなく、 又 客 中に 館 柳 湾の あ 

つたの を 知る こと を 得た。 

近 藤氏の 抄 して 寄せた の は、 「柳 湾 漁唱詩 第三 集」 で 

ある。 「伊沢 朴甫宅 尚 歯 会。 故 友 伊沢 蘭 軒 嘗擬招 親交 

中 高年者、 設尚歯 之 宴、 未果 而歿、 狩 谷 掖斎在 其 数 中、 

而亦尋 物故 矣、 今 兹天保 丙 申 秋 九月 十日、 賢嗣 朴甫設 


宴 召集、 蓋 終 其 先 志 也、 余 亦 与 之、 座間賦 一 律、 似朴 

甫及掖 斎 後之少 卿。 雨 晴楓葉 菊花 天。 招集 高堂 開綺 筵。 

尚 歯 漫誇頭 似 雪。 延齢共 酌 酒 如 泉。 新 詩吟 就 徒 為爾。 

旧事 談来已 惘然。 不 見当 時盧与 狄。 衰顔 慚対両 青年。 

自註、 延齢備 州 酒名、 是日 席上 侑 之、 盧狄謂 蘭軒掖 斎、 

二人 皆 少於余 十数 歳。」 両 青年 は 蘭 軒の 子 信 厚、 被 斎の 

子 懐 之で、 懐 之 は 主人 信 厚 を 助けて 客 を もてなし たこ 

とで あらう。 

柳 湾が 蘭 軒と 往来した こと は、 此詩引 を 除いても 尚 

証跡が ある。 某の 年 正月 十六 日に、 柳 湾 は 蘭 軒 等と 雑 

司 谷の 十 介 園と 云 ふ 所に 遊んで 梅 を 看た。 其 時 蘭 軒 は 


柳 湾に 謂った。 「宅の 庭に は 雑木が 多い が、 あれ を 皆 

伐ら せて 梅 を 栽 ゑようかと おも ふ」 と 云った。 翌日 雪 

めぐむ 

中に 柳 湾 は 詩を賦 して 蘭 軒に 寄せた。 徳 さんの 蔵す 

る 詩 養 は 下の 如き ものである。 「正月 十六 日、 伊沢 先 

生 及 諸子 同 遊 雑 谷 十 介 園、 園 中 野 梅 万 余 株、 花 盛 開、 

鬮韻得 八 庚。 十 里 城 西 試聴 鶯。 村 園 花満玉 瑩々。 共 言 

今 歳歓遊 好。 先 卜 梅郊爛 縵晴。 又 得 三 肴。 百樹 梅花 照 

暮郊。 花 間 吟酔倒 長匏。 村翁 也 解留連 意。 折 贈 黄昏 月 

一 梢。 翌日 大雪、 戯呈 伊沢 先生、 又 用 前 韻。 料峭 春寒 

歇 囀鶯。 満林飛 雪 鎖 晶瑩。 天 公為 掩仙遊 跡。 不便 俗人 

躡 嫩晴。 昨日 尋梅酔 晴郊。 今朝 対 雪 酌 寒匏。 満 園雑樹 


君 休 伐。 留看瑤 花 綴 万 梢。 (自註) 先生 謂 余日、 欲悉伐 

家 園 雑樹、 而植 梅花。 館 機 再拝 具 草、 笑 政。」 引 首 印 は 

「石 香 斎」、 名の 下の 二 印 は 「館 機」、 「梅花 深処」 であ 

る。 尚 歯 会に 列した 年、 柳 湾 は 七十 五 歳であった。 慊 

堂 遺文の 二 序を閲 する に漁唱 詩の 初 集 一 一 集 は 当時 既に 

刊 せられて ゐた。 

わたくし は 此ょリ 尚 歯 会の 今 一 人の 客 松崎慊 堂の 事 

を 言 はう とお も ふ。 

その 二百 四十 三 


わたくし は 此年天 保 丙 申 九月 十日に 榛 軒の 催した 尚 

歯 会の 事 を 言って、 其 客の 一 人た る 館 柳 湾の 詩 を 挙げ 

た。 当日の 客 は 幾人で あつたか 知らぬ が、 わたくしの 

かう だう 

知る 限 を 以てすれば、 柳 湾 を 除 非して 只 一 の 松 崎慊堂 

あるの みで ある。 

わたくし は 未だ 慊 堂の 此 会に 赴いた 確証 を 得ない。 

わたくし は 唯 会に 先つ こと 五日に、 慊 堂が これに 赴く 

こと を 約した の を 知って ゐる のみで ある。 そして 慊堂 

が 必ず 此約を 履んだ だら うと 推す るので ある。 

くわ てんげ つち 

わたくし は 先づ慊 堂の 書 を 花 天 月 地中に 得て これ を 

読み、 後に 近 藤氏に 由って 柳 湾の 詩 を 見た。 会 日の 「重 


陽 明日」 即ち 九月 十日で あるべき こと は、 慊 堂が 既に 

云って ゐる。 しかし その 丙 申 九月 十日なる こと は、 柳 

湾が 独り これ を 言って ゐ るので ある。 啻に 然るの みな 

らず、 厳密に 言へば、 九月 十日 を 期した 会が 果して 期 

の 如くに 行れた と 云 ふこと も、 又 柳 湾が 独リ 伝へ てゐ 

るので ある。 

慊 堂の 書に 拠る に、 初め 榛軒は 慊堂を 請 じ、 慊堂は 

ほゾ  おもんぱか 

略 これ を諾 した。 唯 或は 雨 ふらむ こと を 慮 つて 

けんよ 

云々 した。 榛軒は 肩 輿 を 以て 迎 へようと した。 是に於 

て 慊堂は 書 を 裁して 肩 輿 を 辞した ので ある。 是 がわた 

せき どく 

くしの 目睹 した 唯一 の慊 堂の 尺牘 である。 


「手 教 拝読。 秋冷 盈至 之処、 益 御清穆 起居 奉賀 候。 

然者兼 而御話 御 坐 候 老人 会、 弥 重陽 明日 御 催に 付、 

拙 子 も 罷出候 様 先日 令弟 御 入 之 所、 不在に 付 不得拝 答。 

此間 小島 子 来臨、 因 而御答 相 頼、 乍然 雨天 なれば 老人 

に は定而 迷惑 可 仕と 可 有 御 坐 心得に 而、 雨天の 事 申 上 

候。 雨天に 而皆々 被 参 候 事に 御 坐 候 得ば 曾而不 苦、 

草 能 布韈尤 妙に 御 坐 候。 遠方 竹 輿な ど 被 下 候に は及不 

申、 此儀は 堅 御 断 申 上 候。 但 止宿 之 事 は此節 奈何 可 有 

御 坐、 此は 臨時 之 事と 奉存 候。 此 段匇匇 奉答 仕 候。 頓 

首。 九月 端 五。 松崎慊 堂、 伊沢 長 安 様。 尚 以竹輿 之 事 

はくれ，^ も 御 断 申 上 候 也。」 


「令弟」 は 柏 軒で ある。 榛軒は 初め 慊堂 を請ぜ むがた 

めに、 弟 を 羽 沢へ 遣った ので ある。 慊 堂の 初の 答を榛 

軒に 取り次いだ 「小島 子」 は 宝 素 か 抱 沖 か。 「老人に は 

定而 迷惑 可 仕と 可 有 御 坐 心得」 は 稍 解し 難い。 しかし 

末の 「止宿 之 事 は此節 奈何 可 有 御 坐」 と 対照して 其義 

を 暁る ことが 出来る。 老人 は 多分 迷惑す る だら うとお 

も ふ 懸念より 云々 したと 謂 ふので ある。 推す るに 此 

「可 有 御 坐」 は慊堂 特有の 語で はなから うか。 

慊 堂の 書 は 紅色の 巻紙に 写して ある。 字体 勁に して 

潤で ある。 絶て 老人の 作る 所に 似ない。 

尚 歯 会の 年、 慊堂は 六十 六 歳であった。 


わたくし は 未だ 慊堂日 暦の 丙 申の 部を閲 する こと を 

得ない。 伊沢 氏 尚 歯 会に 来 集した 館 松 崎 以外の 老人の 

誰々 なる かが、 或は 日 暦 中に 見出され はせ ぬ だら うか。 

わたくし は そこに 一 縷の 望を繫 いで 置く。 

かえ 

此年 伊沢 氏で は榛軒 三十 三、 妻 志 保 三十 七、 長女 柏 

しゅん 

二つ、 柏 軒 二十 七、 妻 俊 も 同じく 二十 七、 蘭 軒の 遺 女 

長 二十 三、 蘭 軒の 姉 正宗 院六 十六であった。 

その 二百 四十 四 

天 保 八 年 は 蘭 軒 残 後 第 八 年で ある。 此 年の 元旦 は、 


阿部 家に 於て は、 新 主 正 弘の襲 封 初 度の 元旦であった。 

正弘は 江戸 邸に 於て 家臣に 謁を賜 ふこと 例の 如くで あ 

つたが、 其 間に 少しく 例に 異なる ものが あって、 家臣 

の 視聴 を 驚かした。 

おもて 

先例 は 藩主 出で て 席に 就き、 前列の 重臣 等の 面 を 

見 わたし、 「めでたう」 と 一 声 呼ぶ のであった。 然るに 

まな じリ 

正弘は 阵 を 放って 末 班まで 見 わたし、 「いづれ もめ 

でた う」 と 呼んだ。 新に 添加せられ たの は、 唯 「いづ 

れも」 の 一語の みであった。 しかし 事々 皆 先例に 遵 

ふ 当時に あって は、 此 一語 は 能く 藩士 をして 驚き 且喜 

ばし めた さう である。 想 ふに 榛軒 も亦此 挨拶 を 受けた 


一 人で あらう。 是は松 田 道 夫さん の 語る 所で、 渡辺修 

ニ郎 さんの 「阿部 正弘 事蹟」 に 見えぬ が 故に 書いて 置 

く。 伊勢 守 正 弘は此 時 十九 歳であった。 

伊沢 氏に は此年 特に 記すべき 事が 少ぃ。 己む ことな 

くんば 夏季 榛軒 等が 両国に 遊んだ 話が ある。 是は 昔の 

柏、 今の 曾 能 子 刀自が 三 歳の 時の 事と して 記憶して ゐ 

るので ある。 

川 開の 夕であった。 榛軒は 友人 門弟 等 を 率て 住いて 

遊んだ。 其 時 門弟の 一 人が 柏 を 負うて 従った。 一 行 は 

あ を やぎ 

茶屋 青柳に 入って 藝者小 房 等 を 呼んで 飲んだ。 

一 行の 中に 石川貞 白が ゐた。 貞白は 本姓 磯野、 名 は 


元亮、 俗称 勝 五郎で ある。 石 川 は 家に 帰って 妓の宴 

に 侍した こと を秘 して ゐた。 

翌日 伊沢の 乳母が 柏 を 伴って 石 川に 住った。 忽ち 柏 

が 云った。 「をぢ さん、 きの ふ は 面白う ございま したね- 

かつつ あんの 前 だが おや そかね。」 

何さん の 前 だが、 おや、 そかね と 歌 ふの は、 当時 柳 

橋の 流行であった。 石 川 は 頭 を 接いて 笑った。 「どう 

も 内証事 は 出来ない もの だ。」 是が 記事の 一 である。 

く リ  つまびら か 

榛 軒の 三女 久利 は此 年に 生れた が、 其 月日 を 詳 

いくばく  むすめ 

にしない。 久利は 後 幾 もな くして 世 を 早う する 女 

である。 是が 記事の 二で ある。 


渋 江 氏で は 此年抽 斎が 小島 成 斎に 急 就篇を 書せ しめ 

て 上 木した。 抽 斎の 跋は 七月に 成った。 前 漢書 藝文志 

に徴 する に、 古の 小学の 書に は、 史※ 篇 〔# 「竹かん む 

リ\ 「擂」 の 「雨」 に 代えて 「亞」 から 下の 横棒 を 取り、 縦 

棒 二 本 は 下まで つなげた もの を あてる」、 「籀」 の 本字、 8 巻 

さう きつ  ゑんれ き  はんしゃ うへん 

-91- 上. 蒼頡七 章、 爰歴、 博学 七 章、 蒼 頡篇、 凡 将篇、 

急 就篇、 元 尚篇、 訓纂篇 等が あった。 急 就篇は 「元 帝 

(漢) 時、 黄 門 令史游 作」 と 云って ある。 抽斎は 古 抄本 

に 拠って 定本 を 作った ので ある。 其詳 なること は経籍 

訪 古志に 見えて ゐる。 成 斎 は 又 「急 就篇 文字 考」 を も 

著した。 わたくし は 嘗て 渋 江 氏 板 成 斎 正 楷の急 就篇を 


寓目した が、 今 其 書が 手許に 無い から、 跋文 を 引く こ 

と を 得ない。 此年抽 斎 三十 三 歳、 成 斎 四十 二 歳で あつ 

た。 

森 氏で は枳 園が 此年禄 を 失って 江戸 を 去った。 枳園 

やう しんやくし  ゐ 

は 祖母、 母、 妻 勝、 三 歳の 子 養 真 約 之の 四 人 を 率て 相 

模 国に 赴いた。 

リ やうさん 

塩田 氏で は 此年楊 庵の 子 良 三が 生れた。 父 楊 庵 は 

三十 一 歳であった。 

ぢょ 

此年榛 軒 三十 四、 妻 志 保 三十 八、 女 柏 三つ、 女久利 

一 つ、 柏 軒と 妻 俊と は 二十 八、 蘭 軒の 女 長 二十 四、 蘭 

軒の 姉 正宗 院六 十七であった。 


その 二百 四十 五 

天 保 九 年 は 蘭 軒 残 後 第 九 年で ある。 わたくし は先づ 

先 霊 名録に 拠って 蘭 軒の 妻 益の 姉の 死 を 記せなくて は 

ぢょ  じんび 

ならない。 飯 田 休 庵の 女、 杏 庵の 妻で、 荏 薇 問答の 榛 

軒 書中に 所謂 「叔母」 である。 此 女子 は 四月 四日に 六 

十五 歳で 残した。 

次に 偶然 伝 へられて ゐる柏 軒 剃髪の 日 は、 此年 八月 

朔 であった。 良 子 刀自 所蔵の 文書 中に 一 枚の 詠草が あ 

つて、 端に 「天 保 九 年 八月 朔日、 信 重 祝 髪 之 時 所 詠 之 


歌」 と 題して ある。 彼いて 観る に、 前に 旋頭歌 一首が 

ある。 「初 落髪 而 作歌 一首。 

ゆめ さかの をし へ まなびて そる に は あらず くろかみ はは やす さの をのみ ことなら ひて 

努 釈迦 之 教学 氐曾流 仁 波 非 黒髪 者 速 須佐之 男 命 習 氐。」 

後に 三十 一 字の 歌 三 首が ある。 「尚 方術 而 作歌 三 首。 

くしの わざから のえ ひとのこ とまな びその さき は ひ はすべ かみに のむ 

久之乃 業 唐 之 吉人之 言 真 奈毗其 幸 者須倍 迦美爾 能武。 

こ、 のた び ひ ぢをを りても いやす、 みあ はれく すりし のかみ となら まく 

九 度 肱 折 氐毛弥 進 阿波 礼 久須利 師之上 登奈良 末久。 

からく にのくす リの わざ はなら へど も そこ ひう ご かぬ やまと だまし ひ 

迦羅久 邇之薬 之 業者 習 雖底日 宇 固 加 奴 倭 魂。」 末に 「伊 

沢 磐 安」 と署 して ある。 

伊沢 氏に 於て は 父兄 皆 詩を賦 したのに、 独り 柏 軒 は 

歌 を 詠 じた。 そして 其 歌 は 倭 魂 を 詠 じ、 皇国 を 漢土の 

上に 置き、 仏教 を排 した 作で ある。 是は 後に 説くべき 


此 人の 敬神と 併せ 考 ふべき である。 

次に 渡 辺 氏の 阿部 正弘 事蹟 中此 年の 下に 榛 軒の 名が 

見えて ゐる。 「天 保 九 年 九月 朔日、 (正 弘) 奏者 番を命 

せらる。 是を 就職の 始 とす。 (中略。) 此頃 頭瘡を 病み、 

家居して 療養す る こと 四十 余日に 至る。 一 日 医師 等 其 

臥床 を 他 室に 移さん とし、 誤りて 其 頭に 触る。 正弘覚 

えず 嗚呼 痛し と 叫ぶ。 医師 等 驚き 怖れて 謂 ふ。 平常 寛 

仁 大度の 主 公と 雖も、 今日は 必ず 憤怒 を 発せら る 、 な 

ら むと。 退きて 罪 を 待つ。 正弘 医長 伊沢 長 安 を 召し 曰 

く。 予今 誤りて 痛と 叫びし も、 実は 痛みた るに あらず。 

顧 ふに 彼 必ず 憂心 あるべ し。 汝 能く 告げて 安 意せ しむ 


べしと。 既にして 又 独語して 曰く。 平生 自ら 戒めて 斯 

る 事な からしめ むと す。 今日は 事 意外に 出づ。 図らず 

此の 如き 語 を 発したり と。 伊沢 等 其の 他人の 過失 を咎 

めず して 自ら 反省した る を 見て、 転 感涙に 咽び たり。」 

是に 由って 観る に、 榛軒長 安の 地位 は 衆 医の 上に あつ 

たらしい。 

森 氏で 枳 園が 祖母 を 浦賀に 失った のは此 年の 事 かと 

おも はれる。 其 祖母の 遺骨の 事に 関して 一 条の 奇談が 

ある。 枳園 は相模 国に 逃れた 後、 時々 微行して 江戸に 

入り、 伊沢 氏 若く は 渋 江 氏に 舎った。 祖母の 死んだ 時 

は、 遺骨 を 奉じて 江戸に 来り、 榛 軒を訪 うて 由 を 告げ 


た。 榛軒は 金を貽 つて 檢葬 の資 となした。 枳園 は急需 

あるが た めに 其 金 を 費し、 又 遺骨 を 奉じて 浦 賀に帰 つ 

た。 

月を踰 えて 枳園は 再び 遺骨 を 奉じて 入府し、 又榛軒 

の 金 を 受け、 又 これ を 他の 費途に 充て、 又 遺骨 を 奉じ 

て 浦賀に 帰った。 

此の 如くす る こと 三た びに 及んだ ので、 榛軒 一策 を 

定め、 自ら 金 を 懐に して 家 を 出で、 枳園 をして 遺骨 を 

奉じて 随ひ 行かし めた。 そして 遺骨 を 目白の 寺に 葬つ 

たさう である。 目白の 寺と は 恐く は 音 羽 洞 雲 寺で あら 

ふくぎう しんとく 

う。 枳 園の 祖父 伏 牛 親 徳の墓 も 亦 洞 雲 寺に あつたから 


である。 洞 雲 寺 は 池 袋 丸 山に 徙 されて 現存して ゐる。 

洞 雲 寺の 森 氏の 塋 域に、 天 保 九 年 戊戌に 歿した 「清 

光 院繁室 貞昌大 姉」 の 墓が ある。 わたくし は 此が枳 園 

の 祖母で あらう とお も ふ。 

此年榛 軒 三十 五、 妻 志 保 三十 九、 女 柏 四つ、 同久利 

二つ、 柏 軒と 妻 俊と は 二十 九、 蘭 軒の 女 長 二十 五、 蘭 

軒の 姉 正宗 院六 十八であった。 

その 二百 四十 六 

天 保 十 年 は 蘭 軒 歿後 第 十 年で ある。 五月 二十 八日に、 


蘭 軒の 父に して 榛 軒の 祖父なる 信 階の 三十 三回忌が 営 

めぐむ 

まれたら しい。 徳 さんの 蔵す る 一枚の 色紙が ある。 

「伊沢ぬ し 祖父 君の 三十 三年の 忌に、 あ ひしれ る 人々 

をつ どへ 給へ る をり に、 おのれ もかず ま へられければ- 

三世 かけて むつび あ ふまでお いせず ばむ かし をし のぶ 

け ふに あはめ や。 こ は 祖父 君より して かたみに 心へ だ 

てぬ 中 なれば なりけ リ。 定 良。」 是は蘭 軒の 詩 中に 見 

えて ゐる 木村駿 卿で ある。 此人 は弘化 三年に 歿した 

つまびら か 

が、 未だ 其 生年 を 詳 にしない。 

七月 二十日に 榛 軒の 次女 久 利が 三 歳に して 残した。 

はふし しげん ぜんどう によ 

法 諡示幻 禅 童女で ある。 


ちんてい 

九月 一 一十 七日に 蘭 軒の 門人 山 田 椿 町が 蘭 軒 医 話 を 繕 

写して これに 序した。 

リ やうさん 

わたくし は 前に 塩田 良 三 の 生れた こと を 記した か 

ら、 此に柏 軒 門下に して 共に 現存して ゐる松 田 道 夫の 

此 年に 生れた こと を 併記して 置く。 後に 叙すべき 柏 軒 

の 事蹟 は、 二 氏の 談話に 負 ふ 所の ものが 多い。 

此年榛 軒 三十 六、 妻 四十、 女 柏 五つ、 柏 軒と 妻 俊と 

が 三十、 蘭 軒の 女 長 二十 六、 蘭 軒の 姉 正宗 院六 十九で 

あった。 

天 保 十 一 年 は 蘭 軒 歿後 第 十 一 年で ある。 棒 軒に 「天 

ことば 

保 十一 庚 子 元旦」 の 七 絶が ある。 今 其 辞 を 略す る。 


三月に 榛 軒が 古文 孝経 を 伊勢の 宫崎 文庫に 納めた。 

徳 さん は 其 領券を 蔵して ゐる。 「謹領 古文 孝経 孔子 伝 

一 冊。 右弘 安二 年 古写本 影摹。 阿部 賢 侯 蔵 板。 賢侯跋 

而梓 行。 今茲 献納 大神宮 文庫。 伏 惟。 崇学 尚古 之 余。 

施 及 斯挙。 豈無洪 休 神明 維享。 書生 等 亦倶拝 賜。 不勝 

欣戴之 至。 遵例 標録。 以垂千 祀矣。 是為 券。 天 保 十一 

年 庚 子 三月。 豊宫崎 文庫 書生。 伊沢 長 安雅 伯。」 

わたくし は榛 軒の 妻 志 保が 始て 柏に 仮名文字 を 授け 

たの は此 頃であった かと 謂 ふ。 女中 等 は 志 保の 子を教 

ふることの 厳なる を 見て、 「お 嬢 様 はお かはい さう だ」 

と 云った さう である。 柏の 最も うれしかった 事と して 


後年に 至る まで 記憶して ゐ るの は、 此頃大 久保主 水の 

店から 美しい 菓子 を 贈られた ことで ある。 大久保 氏 は 

前に 云った 如く 蘭 軒の 祖父 信 政の 妻の 里方で あ つ た。 

阿部 家 では 此年 五月 十九 日に 正 弘が 寺社 奉行 見習に 

せられ、 十 一 月 八日に 寺社 奉行に せられた。 

巿野 氏で は此年 光寿が 残して 光徳が 後 を 襲いだ。 又 

迷 庵の 弟 光忠が 歿した ので、 その 創立した 分家 は 光長 

の 世と なった。 

小島 成 斎 は此年 貧困の ために 蔵書 を 売った。 「余 今 

年 四十 五、 貧窶 尤甚、 多年 研究 経籍、 一 旦沽 却、 以為 

養家 之資、 因賦 一 絶。 研 経 精密 計 家 疎。 不解 人生 有 与 


無。 堪笑如 今 貧 且窶。 初 知 四十 五 年 愚。」 

此年榛 軒 三十 七、 妻 志 保 四十 一、 女 柏 六つ、 柏 軒と 

妻 俊と は 三十 一、 長 二十 七、 正宗 院 七十であった。 

天 保 十二 年、 蘭 軒 歿後 第 十二 年で ある。 此 年に は榛 

軒詩存 中年 号 干支 ある 作が 三 首あって、 皆 七 絶で ある。 

其 一。 「天 保 十二 辛 丑 小 天台 暁 行 口占。 不知 身 在 百花 

中。 袖 抉 薫々 一 路風。 柳 処桜辺 天 欲 曙。 白 模糊 接碧濛 

朧。」 其 二と 三と は 「天 保 十二 辛 丑 途上 口占」 と 題して 

ある。 今 これ を 略す る。 

柏 軒の 長女 洲は此 年に 生れた。 是ょリ 先 長男 棠 助が 

しゅん 

生れた が、 其 年月 を詳 にしない。 並に 狩 谷 氏 俊の 出 


である。 

池 田 氏で は此年 八月 八日に 一 女が 残した。 二世 全 安 

さんの 蔵す る 過去帳に、 「真 法 童女、 俗名 於芳」 と 書し 

て ある。 或は 参 正 池 田 家譜の 俶と 同人で はなから うか。 

此年榛 軒 三十 八、 妻 志 保 四十 二、 女 柏 七つ、 柏 軒と 

妻 俊と は 三十 二、 女洲ー つ、 蘭 軒の 女 長 二十 八、 蘭 軒 

の 姉 正宗 院 七十 一 であった。 

その 二百 四十 七 

天 保 十三 年 は 蘭 軒 残 後 第 十三 年で ある。 此秋 小島 春 


庵 宝 素が 京都に 住って、 歳の 募に 帰って来た。 榛 軒の 

妻 志 保 はこれ に 生 父の 誰なる か を 討ね むこと を 請うた 

が、 此探 討に は 何の 効果 も 無かった。 事 は 上に 詳記し 

て ある。 此年榛 軒 三十 九、 妻 志 保 四十 三、 女 柏 八つ、 

柏 軒と 妻 俊と が 三十 三、 これに も 既に 棠 助と 洲 との 一 

男 一女が あって、 洲は 二つであった。 長 は 二十 九、 正 

宗院は 七十 二であった。 

天 保 十四 年 は 蘭 軒 歿後 第 十四 年で ある。 秋 冬の 交に、 

主家 阿部 家と 伊沢 氏と に賀 すべ き 事が あつ た。 彼 は 

じゅん  まさひろ 

閏 九月 十一 日に 正弘が 老中に 列せられ たこと である。 

二十 五 歳の 老中であった。 此は 十月に 榛 軒が 躋寿 館の 


講師に せられた ことで ある。 館の 講 筵が 公開 せられて、 

陪臣 医、 町 医の 住いて 聴く こと を 得る に 至った 時に、 

此 任命 を 見た ので ある。 榛軒は 四十 歳であった。 

りうしょう けんの ぶしな ぜ いし 

十一月 二十 八日に、 榛軒は 祖父 隆升軒 信階筑 仕の 

記念 会 を 催した。 信 階が 福 山 侯に 仕へ てより 五十 年に 

めぐむ  さ だよ し 

なって ゐ たので ある。 徳 さんの 蔵す る 所の 木 村定良 

の 文 を 此に録 する。 

「福 山の 君に つかへ たまへ る 伊沢ぬ し、 くす しの わざ 

にたけ たま へれば、 こたび 医学 館に て、 其す ぢの ふみ 

を 講説すべき よし、 お ほやけ のお ほせ ごと か、 X ふりた 

まへ る は、 いと/ \ めでたき ことにな む ありけ る。 さ 


る はお ほ ぢの君 福 山の 殿に めされ 給 ひて より、 五十 年 

を 経ぬ と※ 〔# 変体仮名 ぞ、 8 巻- 96- 下刁 r ことし 十一 

月廿 八日 は その 日と て、 人々 をつ どへ ていに しへ をし 

のび、 はた 今 も かく 其 わざの さかえ 行 こと を よろこ ぼ 

ひて、 さか ほが ひせる 時、 おのれ も 祖父 君より して、 

父君 今の あるじまで、 心へ だてぬ おも ふ どち なれば と 

て、 かずま へられ たれば、 た、 へま ゐら する うた。 家 

の かぜ ふきった へ つ 、 三代まで も 世に 名高 かるわざ ぞ 

くす しき。 定 良。」 

徳 さんの 蔵す る 文書に 徴す るに、 信階筮 仕の 日 は 十 

一月 二十 八日ではなくて、 十月 二十 八日で あったらし 


い。 其 一。 「以 手紙 致 啓上 候。 然者懸 御 目 度 義有之 候 

間、 明廿 八日 四時 留守居 役 方え 御 出 可 被 成 候。 以上。 

十月 廿 七日。 阿部 伊勢 守 内海 塩庄 兵衛、 関 平 次 右衛門。 

伊沢 玄庵 様。」 其 二。 「覚。 伊沢 玄庵。 右 百 三十 石 被 下 

置、 表 御 医師 本科 被 召 出 候。 但物成 渡 方 之 儀、 年々 御 

家中 並 之 通 被 成 下 候。 右 之 通 被 申 渡 候、 以上。 十月 廿 

七日。」 記念 会 は 或は 榛 軒が 講師 を 命ぜられてから 

発意して 催した ものなる が 故に、 一 箇月 を 繰り下げた 

ので はなから うか。 

榛軒詩 存を検 する に、 「天 保 十四 癸 卯 歳晩 偶成」 の 七 

絶、 「天 保 十四 癸 卯 除夜」 の 七 律 各 一 が ある。 今 除夜 


の 七 律 を 此に抄 する。 「老駭 年 光容 易疾。 把 觴翦燭 又 

迎春。 三世 垂箴睦 親族。 一 生 守 拙 養 天真。 方今 才士無 

非譎。 自古 達人 多是 貧。 依 旧 増加 書 酒 債。 先生 漫触内 

君嗔。 」 

頼 氏で は此年 山陽の 母 梅颸が 八十 四 歳で 残した。 山 

せきとう とういん 

陽に 遅る る こと 十一 年であった。 関 藤 藤 陰の 石 川 文 兵 

衛が福 山 藩に 仕へ たの も、 亦此年 十一月 五日で ある。 

さき 

わたくし は 前に 藤 陰の 身上に 関する 問題 を 提起した。 

ちと 

藤 陰 は 本 関 藤氏であった。 その 石 川 氏 を 冒した の は、 

文化 九 年 六 歳の 時で ある。 藤 陰の 石 川 氏 を 称する こと 

は此 より 後明 治の 初に 至った。 その 山陽 門人た る 時に 


草した 詩文に も、 亦 石 川 成 章の 自署 を 留めて ゐる。 成 

章 は 藤 陰の 名で ある。 然るに 山陽 病 残の 前後に 頼 氏に 

寓 して ゐて、 山陽の 命 を 受けて 其 著述 を 校訂し、 山陽 

の易簀 する に 及んで、 後事 を 経営した 関 五郎と 云 ふ も 

のが ある。 藤 陰と 此関 五郎と は 同一 人で あるら しい。 

只 その 同一人た る 確証が 無い。 且藤 陰と 関 五郎と が果 

して 同一人な らば、 殆 六十 年の 久しき 間 石 川 氏 を 称し 

て ゐた藤 陰が、 何故に 其 中間に 於て 忽ち 関 氏 を 称し、 

忽ち 又 石 川 氏に 復し たか。 一 説に 関 五郎 は 関 氏 五郎に 

非ず して、 石 川 氏 関 五郎で あると 云 ふ。 しかし 士 人た 

る 関 五郎が 何故に 自署に 其 氏 を 省いた か。 是が 問題の 


大要で ある。 

わたくし は 今 藤 陰 解 褐の事 を 記す るに 当って、 此問 

題 を再検 しょうと おも ふ。 それ は 藤 陰の 孫 国 助さん が 

このごろ  ひら 

頃日 其 蔵 儲の 秘を 発いて わたくしに 示した からで ある。 

その 二百 四十 八 

文化の 初よ リ 明治の 初に 至る まで、 石 川 氏 を 称して 

とういんせ いしゃう 

ゐた藤 陰 成 章と、 頼 山陽の 易簀 前後に 水 西 荘に寓 し 

て ゐた関 五郎と が、 同一人で あると 云 ふこと に は、 初 

より 犬なる プロ バビリ テェが ある。 しかし 証拠が 無い。 


まし 

矧てゃ 確証と すべき もの は 無い。 又 試みに 石 川 成 章 は 

何故に、 何時より 何時に 至る まで 関 五郎と 称した かと 

問 はむ に、 何人も これに 答 ふること が 出来ない。 

此 時に 当って 藤 陰の 孫 国 助さん が 所蔵 の 文書 を 写し 

てわたく しに 寄 示した の は、 実に 感謝すべき 事で ある。 

しょ どく 

文書 は 書牘ー 一通で、 其 他に 封筒 一 枚と 書籍 一 巻と が あ 

る。 わたくし は 左に 逐次に これ を録 する ことと する。 

しも  は 

第 一 の 書牘の 全文 は 下の 如くで ある。 「 一 昨夜 者大 

- つつ をさん じ そろ さて 

酔、 久々 にて 散鬱 候。 偖 三 木 三 郎君 事、 昼 後 は 日々 

あとく り 有 之 候 様、 公より 御 加 鞭 被 下 候 様 奉 希 候。 後 

室より は 被 申 候ても 不聞 者に 御 坐 候。 此義乍 御 面倒 奉 


煩 候。 不 一 。 三郎。 五郎 様。」 

此書 はいかに 看るべき であらう か。 単に 謄本の みに 

就いて 判断し 得らるべき もの を此に 註す る。 三 郎は児 

きざん 

玉 旗 山、 五郎 は 関 五郎で、 書 は 旗 山の 関 五郎に 与へ た 

ものである。 「あとく り」 は 復習で ある。 旗 山 は醇の 

午後に 復習せ ざる を 憂へ て、 関 五郎に これ を 督励せ む 

こと を 請うた。 何故に 午前の 受業を 説かず して、 午後 

の 復習 を 説いて ゐ るか。 午前 は 旗 山が 自ら 授 読して ゐ 

るからで ある。 

書に は 月日が 無い。 しかし 右の 判断に して 誤らぬ 限 

は、 旗 山の これ を 裁した 月日 は 略 知る ことが 出来る。 


山陽が 残して 五十 日 を 経た 後、 未亡人 里 恵 は 醇を旗 山 

の 家に 通学せ しめた。 書は此 日より 後に 作られた。 即 

ち 天 保 三年 十一月 十四日より 後に 作られた。 次で 里 恵 

は 同年 閏 十一 月 二十 五日に 書 を 広 江 秋水 夫妻に 与へ 

て、 「せっかく 此 せつ (児 玉 方へ) 遣 候 (はむ) と存 候」 

と 云った。 里 恵に して 期の 如く 醇を旗 山の 家に 託した 

とすると、 書は閏 十一月の 末より 前に 作られた。 

此 書の 関 藤氏に 伝 はって ゐ るの は、 明に 関 五郎の 藤 

陰た るべ き プロ バビリ テェを 加 ふるもの である。 

わたくし は 又 特に 旗 山が 「三 郎」 と 自署して、 藤 陰 

を 呼ぶ に 「五郎」 を 以てした のに 注目す る。 五郎 は既 


に 山陽の 口にする 所に して、 又 旗 山の 筆に する 所で あ 

る。 五郎 は 恐く は 二字の 通称で あらう。 関 五郎 は 関 氏 

五郎で あらう。 縦 ひ師が 弟子 を 呼ぶ としても、 又 朋友 

が 相 呼ぶ としても、 何 五郎の 称 を 省いて 五郎と なすこ 

と はなさ さう である。 

らいき やう へ い 

第二の 書 牘は頼 杏 坪の 関 五郎に 与へ たもので、 其 

文 は 極て 短く、 口上書と 称すべき 際の ものである。 「何 

おん はなむけ 

ぞ御贐 に 差 上 度 候へ 共有 合不 申、 此鄙著 二 冊 致 呈上 

候。 御 粲留被 成 可 被 下 候。 八月 十 一 日。 杏 坪。 関 五郎 

様。」 

此 書に は 国 助さん の 考証が ある。 「此 手紙 は 天 保 四 


年 頼 塾 を去リ 帰省、 九月 江戸 昌平 黌に 遊学す る 前、 広 

島に 赴け る 時の 事と 推定す」 と 云 ふので ある。 仮に 関 

五郎 を 以て 藤 陰と するとき は、 わたくし は此 考証に 異 

議を 挾むべき 所以 を 見ない。 

わたくし は此 書の 関 藤氏に 伝 はって ゐるを 見て、 藤 

陰の 関 五郎た る プロ バビリ テェが 更に 加 はる こと 一 層 

なる を 思 ふ。 

書は猶 わたくしに 一 の 新 事実 を教 へる。 それ は 関 五 

郎が 若し 藤 陰なら ば、 藤 陰 は 京都 を 離れた 後に も 暫く 

此称を 持続して ゐ たと 云 ふこと である。 


その 二百 四十 九 

わたくし は 上に 関 藤 国 助さん の 所蔵の 書牘ー 一通 を挙 

げた。 それ は 児 玉 旗 山と 頼 杏 坪と が 関 五郎に 与へ たも 

のであった。 そして わたくし は此を 以て 関 五郎の 藤 陰 

成 章た る プロ バビリ テェの 加 はった こと を 承認した。 

しかし 此を 以て 関 五郎の 藤 陰た る 証拠と せむ に は、 少 

しく 物 足らぬ 心地が する。 況ゃ此 を 以て 確証と すべき 

では あるまい。 何故と 云 ふに、 人の 関 五郎に 与へ た 書 

が 関 藤氏の 家に 伝 は つ てゐ ると 云 ふだけ の 事実 は 明で 

あるが、 藤 陰が 同門の 人の 受けた 簡牘を 蔵して ゐ たと 


云 ふこと も考 へられぬ こと は 無い からで ある。 わたく 

し は 只 関 五郎が 藤 陰で あるら しいと 云ふプ ロバ ビリテ 

ェの、 疇 昔に 比して 分明に 其 大さを 加へ たこと を認む 

るに 過ぎない。 

わたくし は 猶望を 将来に 属する。 わたくしの 求む る 

所の 証拠 は、 縦 ひ 今 藤 陰の 裔 孫の手に 無くと も、 他日 

何処から か 現れて 来 はすまい かと 云 ふので ある。 証拠 

と は 奈何なる もので あるか。 関 五郎の 藤 陰なる ことが、 

藤 陰 自己 若く は 其 友人の 口 若く は 筆に 藉 つて 説かれて 

ゐる もの を 謂 ふ。 わたくし は猶 進んで かう 云 ふこと が 

知りたい。 当時の 石 川 成 章が 何等かの 故が あって、 某 


の 年 某の 月日に 関 氏 を 称し、 又 五郎と 称し、 次で 某の 

年 某の 月日に 元の 石 川 氏に 復 したと 云 ふこと が 知りた 
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国 助さん の わたくしに 示した 所の もの は猶ー 一種 ある。 

それ は 上の 書牘ー 一通に 比すれば 価値の 少 いもので は あ 

しち 

るが、 わたくし はこれ を 下に 記して 置く。 

其 一は 一 枚の 空 封筒で ある。 「京 寺 町 本能 寺 前 大和 

や 喜 三郎様 御内 石 川 関 五郎 様。 状 ちん 相 済。 秋 山 伊 

豆。」 此秋山 伊豆 は 藤 陰に 文章の 添削 を 乞うた ことの 

ある 人 ださう である。 

わたくし は 上に 児 玉 旗 山の 書 を 見て、 重て 関の 氏に 


して、 五郎の 二字の 通称なる べき こと を 言った。 今此 

封筒 はこれ が 反証に 充 つべき が 如くで ある。 しかし わ 

たくし は 此の 如き 反証 を認 むる こと を 得ない。 わたく 

し はかう 判断す る。 石 川 成 章 は ある 時 忽ち 関 氏 五郎と 

名告 つた。 秋 山 伊豆 は 相識の 間で はあった が、 山陽 旗 

山の 如く 親しくなかった ので、 関の 氏なる を 知らず、 

錯 つて 「関 五郎」 と 云 ふ 三 字の 通称と なした。 秋 山 は 

恐く は 後に 続出した 三 字 通称 説の 元祖で あらう と。 

今一 つ は 頼 山陽の 「南北朝 論」 である。 此 書に は篠 

崎 小 竹の 跋 があって、 「天 保 四 年 癸 巳 八月、 小 竹 散人篠 

崎弼 書」 と署 して ある。 そして 此跋は 愈 人 をして 藤 


陰の 関 五郎なる べき を 想 はしめ る。 「子 成 喀血。 自知 

不起。 昼夜※ 〔# 「てへ ん+ 參」、 8 巻- 101- 上. ru 筆。 綴 

記 其 政 記 十数 巻。 衆 医沮不 聴。 君達 侍 奉。 随綴随 写。 

子 成 喜 曰。 此子 助成 吾 業者 矣。 因授此 稿。 稿 在 君達。 

乃 伝道 之 衣鉢。」 此数句 は、 試に 嘗て 引いた 山陽の 未 亡 

人里 恵の 書牘を 取って 対比す るに、 殆ど 人に 迫って 

成 章 君達 の 関 五郎なる ベ きを 認めざる こと 能 は ざら 

しめむ とする。 里 恵の 書中に 見えて ゐる関 五郎の 所為 

と、 小 竹の 跋文 中に 見えて ゐる 君達の 所為と は、 殆ど 

別人の 事と は 見做され ぬので ある。 

さき 

わたくし は 前に 云った。 政 記 校訂の 事 を 以て 関 五郎 


と 藤 陰と を 結び 附 くる 糸と する は、 余りに 薄弱で ある 

と 云った。 小 竹の 此跋 は此糸 をして 太から しめ 強から 

しむる もので、 是も亦 他の 方面より 関 五郎が 藤 陰で あ 

るら しいと 云ふプ 口 バ ビ リテェ を 加 ふ る ものと せざる 

こと を 得ない。 其 価値 は 固より 彼 空 封筒 の 比で は 無い。 

以上 記し 畢 つた 時、 浜 野 氏 は 江 木 鰐 水の 日記 を抄し 

て 寄 示した。 「天 保 四 年 客 中日 記。 四月 十六 日、 石 川 

五郎 伴 頼 三 木三郎 及高槻 慶次郎 来。 午後 余 与 五郎。 訪 

後藤 世 張。 不在。 遂航遊 天 保 山。 及晚 帰。 又 遊 新 町 

帰。」 五郎 は 果して 石 川 氏であった、 藤 陰であった。 鰐 

水 は此に 新なる 称と 故の 氏と を 併せ 用ゐ たので ある。 


わたくし は 遂に 一 の 証拠 を 得た。 

その 二百 五十 

わたくし は 此年天 保 癸 卯に 関 藤 藤 陰が 解褐 した こと 

を 記して、 藤 陰と 関 五郎との 同異の 問題 を覆検 した。 

そして 二人の 同 一 人物なる 証拠 を 江 木 鰐 水の 日記 中に 

獲た。 

此年狩 谷 氏で は 懐 之が 四十 歳に なって、 後に 其養嗣 

子と なる ベ き 三 右衛門 矩 之が 斎 藤氏の 家に 生れた。 

此年榛 軒 は 既に 云った 如く 四十 歳に なった。 歳晩 偶 


成の 絶句 は 「四十 余 年 一 場 夢」 を 以て 起って ゐ るが、 

ぢ よかえ 

余の 字 は 全く 余って ゐる。 妻 志 保 は 四十 四、 女 柏 は 九 

つであった。 柏 軒 夫妻 は 共に 三十 四、 女洲 三つで あつ 

た。 長 は 三十、 正宗 院は 七十 三に なった。 

弘化 元年 は 蘭 軒 歿後 十五 年で ある。 榛 軒に 「天 保 十 

五 年 甲 辰 元旦」 の 七 律が ある。 「暁 拝 新年 謁我 公。 帰 

来始見 旭光 紅。 梅花 千 点 玉 皆 球。 黄鳥 一 声簧 未ェ。 践 

事 唯 期 伝世 業。 虚名 却怕墜 家風。 坐賓 尊酒両 盈満。 尽 

在 君恩 優渥 中。」 

正月 五日に 榛軒 兄弟 は 蘭 門の 人々 と共に 本庄 村に 遊 

んだ。 榛軒詩 存に五 古 ー篇が ある。 「天 保 十五 年 甲 辰 


正月 五日、 同 渋 江 六 柳、 小 野 抱 経、 石 川 二 陶曁家 弟 柏 

軒、 遊本庄 村、 恒吉、 道悦 ニ童跟 随焉、 用 靖節斜 川 韻- 

潜 雨膏潤 物。 及 晨俄爾 休。 幸 有 旧 日 約。 相伴 作 春 遊。 

童子 疲 遠道。 買 舟拆平 流。 風 加 堤 上 柳。 水暖渚 辺鷗。 

停 棹 拝 関廟。 散策 歩 草 丘。 傾 尽瓢中 酒。 礼数罷 献酬。 

酔 歓良無 極。 山 境 亦 同不。 心 交 如 我輩。 四海 皆 良 儔。 

縁是生 太平。 未知 干戈 憂。 一生 如此 酔。 名利 又 何 求。」 

本庄 村と は 何処か、 又 其 地に 関 帝廟の あり やなし や 

も、 わたくし は 未だ 考 へない。 同 遊 者の 渋 江 六 柳は抽 

斎で ある。 小 野 抱 経 は富穀 である。 抱 経と 号した に は 

笑 ふべき 来歴が あるが、 事の 襄に亘 る を 忌んで 此に記 


さない。 石 川 二 陶は貞 白で あらう。 二 童 中 恒吉は 未詳 

であるが、 道悦は 富穀の 子で、 此時九 歳であった。 陶 

淵 明の 遊 斜川詩 は 「開 歳倐 五日、 吾生 行 帰休」 云々 を 

以て 起る。 晋 安帝の 隆 安五 年 辛 丑 正月 五日の 作で ある。 

たま/、 

本荘 村の 遊が 偶 正月 五日であった ので、 榛軒は 其 韻 

を用ゐ たので あらう。 辛 丑 は 淵 明 三十 七 歳の 時で あつ 

た。 

九月 十四日に 榛軒は 中 川に 遊んだ。 「天 保 十五 甲 辰 

季秋 十四日、 与 諸子 同 遊 中 川 七 首」 の 詩が 詩存 中に あ 

る。 其 体 は 七 絶で ある。 暖ぃ 小春日和であった。 「風 

光 恰是小 陽春。」 お茶の水から 舟に 乗って 出た。 「若水 


あづまの もリ 

渓頭買 小船。」 吾妻 森で 陸に 上って 蓑 笠 を 買った。 「吾 

妻 祠畔境 尤幽。 出艇間 行野塢 頭。 筍 笠 莎蓑村 店 買。 先 

生将学 釣魚 流。」 網 を 打た せ、 獲を殽 にして 飲んだ。 

さかさ ゐ  あんふん 

「漁師 撤 網篁師 割。」 逆 井で 門人 安 分 某の 家に 立ち寄つ 

て、 里芋の 煮染を 菜に して 飯 を 食った。 恒吉等 は 庭の 

柿 を 取って 食った。 「過 逆 井 安 分 生家」 と 註した 一 首に、 

「芋 魁 香 飯 当 鶏 黍」、 「童子 争 把 紅 柿 実」 の 句が ある。 以 

上 わたくし は 単に 事実 を徴 すべ き 句 を 摘んだ。 

榛軒 は此中 川の 遊に 先って、 多摩川へ 鮎 漁に 住った 

らしい。 又 中 川の 遊の 後に、 病に 臥したら しい。 詩存 

に 「病中 偶成」 の 七 古が あって、 其 初 六 句に かう 云つ 


て ある。 「玉 川 香魚 中 川 鯉。 罟風網 雨 得 佳 期。 両日 勝 

遊 協 素 願。 報酬 併算酒 千巵。 如何 天稟 蒲柳 質。 風 寒 相 

襲 似 兵 師。」 推す るに 病 は 感冒であった だら う。 

此年柏 軒の 次女 国が 生れた。 後に 狩谷矩 之に 嫁す る 

むすめ 

女 である。 

池 田 氏で は 此年京 水の 五男 直吉が 歿した。 二世 全 安 

さんの 蔵す る 過去帳に 「六月 十一 日、 本源 院 真直 居士、 

俗名 直吉」 と 記して ある。 

此年榛 軒 四十 一 、 妻 志 保 四十 五、 女 柏 十、 柏 軒 及 妻 

俊 三十 五、 女洲 四つ、 国 一 つ、 長 三十 一、 正宗 院 七十 

四であった。 


その 二百 五十 一 

弘化ニ 年 は 蘭 軒 歿後 第 十六 年で ある。 榛 軒に 元旦の 

作が あって、 詩存 中に 見えて ゐる。 「弘化 二 乙 巳 元旦 

偶成。 随例 今朝 祭 恵方。 団欒 尽酔幾 巡觴。 僕 歓婢笑 皆 

愚樸。 此是 儂家大 吉祥。」 

三月 十七 日に 蘭 軒 第 十七 回忌の 法会が 営まれた。 

真野陶 後の 句が ある。 「蘭 軒先 生 十七 回忌。 花の 下に 

ょリ ひろ 

酔うて 笑 ふ を 手 向 哉。」 陶後頼 寛は屢 改称した 人で ある。 

な 力す け 

群 蔵、 仲介、 幸 次郎、 佐 次 兵衛と 三た びまで 改めた の 


である。 其 孫 幸 作さん の 蔵す る 文書に 徴す るに、 陶後 

まさと も 

は 安永 七 年 八月 十三 日に 阿部 伊勢 守 正 倫の 家臣 

ちくてい ょリ ゆき 

竹 亭頼恭 の 嫡男と して 生れた。 「寛 政 六 年 三月 九日、 

非常 之 節 御 寄 場に 差 出。 七 年 二月 九日、 御供 番 不足 之 

場に 被 召 出、 二人 扶持 被 下 置。 九 年 十二月 廿 三日、 御 

宛 介 十二 石 被 成 下。 寛 政 十一 年 十二月 十七 日、 御簾 番 

下馬 纏 被 仰 付。 享和 元年 六月 廿 八日、 御 広間 番被仰 付。 

文化 元年 七月 十三 日、 罷 出候而 罷帰不 申、 行 衛不相 知。 

(以上 正 倫 代。) 文化 六 年 八月 十六 日、 帰 住 被 差 許。 七 

年 十月 五日、 御供 番無足 之 場に 御 雇 形 被 召 出、 二人 扶 

持 被 成 下。 文化 九 年 五月七日、 佐 竹 右 京大 夫 様 御 家来 


小 倉亘妹 縁談 願 之 通 被 仰 付。 十 年 十二月 十七 日、 十二 

石 御 直し 被 成 下。 十一 年 九月 十三 日、 御簾 番 下馬 纏 兼 

被 仰 付。 十四 年 四月 十二 日 父 群 左衛門 (頼 恭) 病死、 

六月 五日、 亡父 跡 式 無 相違 被 成 下、 御 広間 番被仰 付。 

(以上 正 精 代。) 文政 十 年 六月 廿 八日、 大手 勤番 被 仰 付。 

七月 十七 日、 大手 御 帳面 調 被 仰 付。 (以上 正 寧 代。) 天 

保 九年閏 四月 廿 八日、 大手 勤番 加 番面番 被 仰 付。 六月 

十 一 日、 大手 勤番 水 之 手 被 仰 付。 天 保 十三 年 六月 廿七 

日、 上下 格大 殿様 (正 寧) 附奥勤 被 仰 付。 (以上 正弘 

代。)」 蘭 軒 第 十七 回忌の 時 は、 陶後は 六十 八 歳で、 

お ほとの まさ やす づき かみしも かく 

大殿 正寧附 上下 格 奥 勤であった。 


小島 氏で は此年 十月 十三 日に、 宝 素の 子 春 沂が躋 寿 

館の 素読の 師を 命ぜられた。 

此年寿 阿弥が 七十 七の 寿 宴 を 催した。 蘭 軒の 歿後に、 

寿 阿弥 は 毎月 十七 日に 伊沢 氏を訪 うて 読経した。 それ 

故 榛軒は 寿 宴の 配 物 として 袱紗 数百 枚 を 寄附した。 

袱紗 は 村 片相覧 に 亀 を 画かせ、 寿 阿弥 をして 歌 を 題せ 

しめた ものであった。 書画 は 白 綸子に 写させ、 それに 

緋 綸子の 裏 を 著け た。 

頼 氏で は此年 山陽の 女 陽が 十六 歳で 早世した。 跡に 

は復と 醇 との 二子が 遺った ので ある。 

此年榛 軒 四十 二、 妻 志 保 四十 六、 女 柏 十一、 柏 軒 及 


妻 俊 三十 六、 女洲 五つ、 国 二つ、 蘭 軒の 女 長 三十 二、 

蘭 軒の 姉 正宗 院七 十五であった。 

弘化 三年 は 蘭 軒 歿後 第 十七 年で ある。 此 丙午の 歳に 

は 伊沢 氏に 事の 記すべき ものが 無 い 。 只 曾 能 子 刀自が 

わたくし にかう 云 ふ 事 を 語った。 「十一 か 十二に なつ 

た 頃の 事で ございました。 わたくし は 丸 山の 宅の 縁に 

おもちゃ を 出して 遊んで ゐて、 どうかして それ を 置い 

たま、 奥に はいり ますと、 跡へ 内弟子の 中の 若い 人達 

が 出て 来て、 わたくしの おもちゃ を 持って 遊びます。 

その 賑やかな 声 を 聞いて、 わたくしが 縁に 出ます と、 

弟子 達 は 皆 逃げて しま ひます。 わたくし は 本意な く 思 


つて、 或 時 父に 想 へました。 すると 父 はかう 申し ま 

した。 それ は、 お前、 喜ばなくて はならない 事 だ、 柏 

ちゃんの やうな 小い 子 を、 門人が 師匠の 子と して 敬つ 

て、 遠慮して 引き 下る の だ。 お前 は いつまでも 今の や 

うに、 門人に 遠慮 を させて 育たなくて はならない と 申 

しました。」 

此年榛 軒 四十 三、 妻 志 保 四十 七、 女 柏 十二、 柏 軒 及 

妻 俊 三十 七、 女洲 六つ、 国 三つ、 其 他 長 は 三十 三、 正 

宗院は 七十 六であった。 

その 二百 五十一 一 


弘化四 年 は 蘭 軒 残 後 第 十八 年で ある。 榛軒 詩存に 

「丁 未 早春 途上 詠 所見」 の 七 絶と、 「丁 未 上 元 後一 日、 

ことば 

次 豆 日 小 集 韻、 兼 似 柏 軒」 の 五 律と が ある。 今 其 辞 を 

略す。 

六 七月の 交に 榛軒は 暇 を 賜って 函嶺に 遊んだ。 徳 

さんの 蔵す る 所の 「湘陽 紀行」 一巻が ある。 其 書に は 

年号 もな く 干支 もない が、 渋 江 保さん が此 年の 著 だと 

すが はリ うはく 

云 ふこと を 鑑定した。 何故と 云 ふに、 書中に 須川隆 白 

よは ひ  つねよ し 

の 齢 を 二十歳と して ある。 須川は 保の 兄恒 善より は 

わか 

少 きこと 二 歳であった。 其 二十歳 は 丁 未の 歳と なる の 


である。 前に わたくし は 蘭 軒の 長 崎 紀行の 全文 を 載せ 

たが、 榛 軒の 此 紀行 は 要 を 摘む に 止める。 彼 は 蘭 軒の 

手 定本であった ために 割愛す るに 忍びなかった が、 此 

せんじ 

は 草々 筆 を 走らせて 辞に 詮次 なく、 且 首尾 全から ぬた 

めに 字句 をいた はる こと を 要せぬ ので ある。 

はくじ 

六月 「廿 四日、 晴、 暑甚 し。 暁 六 時 細君 柏 児 を 伴 ひ、 

須川隆 白 二十歳、 田 中屋忠 兵衛、 僕吉蔵 をした がへ 出 

立す。 (中略。) 中 橋に て 小憩し、 (中略、) 日 野 屋に立 

やと 

寄、 (中略、) 本 芝に て 肩 輿 を 倩 ひ、 柏 児と 交互に 乗る。 

(中略。) 佐美津 川崎屋 にて 昼食、 酒 旨 魚鮮、 風光 朗敞、 

す> がもリ  あぶるべし 

風 涼 最多。 (中略。) 鈴 森に て少 息す。 炎熱 可 供。 六 


郷を 渡り、 (中略、) 生 麦に て 酢 を 食し 酒 を 飲む。 家 は 

左側 (なり。) 加 奈川宿 奈古屋 に 投宿す。 妓四人 来 終夜 

喧噪す。 婢徳の 妓と同 枕 (せむ こと) を抽 斎に 強 ふる 

事 (あり、) 絶倒す。」 括弧 内の 文字 は 読み 易から しめ 

むがた めに、 わたくしが 加へ た。 「中 橋」 は 柏 軒の 家で 

ある。 佐美津 は胶津 である。 曾 能 子 刀自の 言に 従へば、 

奈古屋 に 舎った 此夜、 妓を 畏れて 遁れ 避けた もの は、 

渋江抽 斎、 山 田 椿 町、 須川隆 白の 三人であった。 此中 

はじめ 

須川は 年甫て 二十であった から、 羞恥の ために 独 臥 

したので あらう。 抽 斎と 椿 庭と は 平生 謹厳 を 以て 門人 

等に 憚られて ゐ たの ださう である。 


あひな かばす  てんう 

r 廿 五日、 陰晴 相 半。 (中略。) 柏 軒、 ニ陶、 天 宇と 

別る。」 弟 柏 軒、 石 川 ニ陶、 天 宇の 三人 は 送って 此に至 

り、 始て 別れ 去った ので ある。 天 宇 は 渋 江 保さん の 言 

に 拠る に、 抽 斎の 別号 ださう である。 「程 谷 駅 中より 

左に折れ、 金 沢 道に かかる。 肩 輿 二 を 倩 ひ、 三 里 半の 

山路 屈曲 高低 を 経歴す。 左右 瞿麦 百合の 二 花 紅白 粧点 

す。 能 見 堂 眺望 不待 言。 樹陰 涼爽 可愛。 立 夫の 教 にて、 

町屋村 入口に て 初て 柳 を 見る。 相 州 中 人家 柳 を 栽る を 

忌む。 自 土地に 少しと 云 ふ。」 立 夫は枳 園の 字で 

ある。 阿部 家を逐 はれて、 当時 尚相模 国に 住んで ゐた。 

推す るに 微行して 江戸に 入り、 榛 軒の 案内 者と して 此 


ぁづ まや 

に 来て ゐ るので あらう。 「瀬戸 橋畔 東屋 酒楼 にて 飲す。 

たま/、  とんに 

(中略。) 楼上風 涼 如 水。 微雨 偶 来り、 風光 頓 変り、 

水 墨の 画の ごとし。 隆白 小柴の 伯父 を訪 ふ。 待つ 間に 

一 唾す。 隆白 帰。 雨 亦晴。 又 出て 日 荷 上人 を 拝し、 朝 

比奈 切通の 上に て 憩 ひ、 崖 間の 清 泉 を 掬し 飲む。 此辺 

野 葛 多し。 枝 柄 天神 祠前を 過ぐ。 日 欲暮、 疲倦甚 しく、 

(住いて 詣る こと 能 はざる が 故に) 遙 拝す。 雪下 大沢 

専助旅 店に 投宿す。 終夜 濤 声。 不得 眠。」 一 行は既 

に 鎌 倉に 入った ので ある。 枝 柄 天神 は 荏 柄 天神に 作る 

べきで ある。 前日の 記 中より わたくしの 省略した の は、 

遠近 種々 の 地まで 送って 来た 人名 等で あつたが、 此日 


の 記に 至って は、 駕籠 賃が ある。 又 酒店 東屋の 献立が 

頗る 細かに 書いて ある。 悉く 写し出す こと を 欲せざる 

所以で ある。 

その 二百 五十 三 

わたくし は 弘化丁 未の 榛 軒の 旅 を 叙して、 湘陽 紀行 

六月 二十 五日の 条に 至った。 榛軒は 此日鎌 倉 雪下に 投 

宿した のであった。 

「廿 六日、 晴、 風 、 午 時微過 雨。 (中略) 江 島に 到 

り、 橘屋 武兵衛 酒店に て 午餐 を辨じ (中略) 藤 沢の 宿 


に 到る。」 

「廿 七日、 晴。 駅の 出口に て 立 夫に 別る。 (中略。) 小 

田 原 入口に て 午餐す。 (中略。) 夕方 宮下奈 良屋に 投宿 

す。」 枳園は 別れて 僑 居に 帰った ので あらう。 寿 蔵 碑 

に 拠れば 津久井 県で あらう か。 函嶺の 第 一 日で ある。 

「廿 八日、 晴。 塩 柏 を 伴 ひ、 隆白吉 蔵 をした がへ、 木 

おひさ 

賀松 坂屋寿 平治寓 宿の 於 久の病 を 診し、 (中略、) 一宿 

す。 (中略。) 隆白ニ 僕は宫 下に 留守す。」 榛 軒は宫 下に 

行李 を 置いて、 木 賀の病 家を訪 ひ、 松 坂屋に 舎った。 

函嶺の 第二 日で ある。 

「廿 九日、 晴。 午後 木賀 より 帰る。」 宫 下に 復 つたので 


ある。 函嶺の 第三 日で ある。 

つ ごも リ  だう がし ま 

「晦日、 晴。 暑甚。 隆白を 伴 ひ、 底 倉 堂 島 等 遊行す。」 

函嶺の 第 四日で ある。 

「七月 朔日、 晴。 (中略。) 蘆 湯に 行く。」 函嶺の 第五 日 

である。 

「二日、 雨。 (中略。) 木賀 古島 久婦の 病を訪 ふ。 宿主 

松 坂 屋寿平 治より 養 麦 麵条を 贈。」 「宿主」 と 云 ふより 

推す に、 再び 木賀に 舎った ので あらう。 「古島 久婦」 の 

四 字 は 解し 難い。 前の 「松 坂屋寿 平治寓 宿の 於久」 と 

し ま 

同じ 人なる こと は 明で ある。 揣 摩して 言へば、 画師 

村 片相覧 は 古島と 号した。 其 妻 を久と 云った。 久が病 


んで 函嶺に 来リ 浴して ゐた。 木 賀の松 坂 屋は其 旅寓で 

ある。 しかし 此 推測の 当れ り や 否や は、 わたくしの 能 

く 保す る 限で ない。 函嶺の 第 六日で ある。 

あめ をき く れ うらい なし 

「三日、 雨。 (中略。) 終日 聴 雨、 無聊 頼。」 木 賀に留 

まって ゐ たもの か。 函嶺の 第 七日で ある。 

「四日、 晴。 山 花 (山 ぁぢ さゐ) を 折り、 渓水 にて 茶 

を 煮 (霜の 花)、 墨 形 落雁 (古 疇 所 贈)、 並に 香華 燈 

燭を 以て 掖翁を 祭る。 夕方 盃を 酌む。 日野両 老人、 浦 

安二 女、 主人 平 治 等 也。」 上の 両 括弧 は 自註で ある。 「霜 

の 花」 は 茶の 銘 であらう。 「古 疇」 は、 若し 上の 推測の 

如く だとす ると、 病 婦久の 夫で あらう。 是 日は掖 斎の 


第 十三 回忌であった。 浦と 安と は 二 女の 名で ある。 初 

め 江戸 を 発した 日に、 「日 野 屋に立 寄る」 の 文が あった。 

「日 野屋両 老人、 浦 安一 一女」 は 江戸の 尾 張 町の 日 野屋の 

家族で あらう。 「主人 平 治」 は 松 坂 屋寿平 治で ある。 

その 「主人」 と 云 ふ を 見れば、 榛 軒の 松 坂屋に 舎って 

ゐ たこと が 知られる。 函嶺の 第 八日で ある。 

「五日、 晴、 残 炎甚。 (中略。) 宮城 野より 明 神 嶽へ上 

リ、 最上 寺に 参詣。 上路 屈曲、 深 谷 危径、 一 人 も 逢 ふ 

人な し。 途中 桃 を 里に 運ぶ 老人に 逢 ふ。 数 顆を買 ひ、 

すゐ しゃう 

水漿に 代て 渴を 医す。 山上に 小 田 原 在の 民 馬 を牽来 

り 草 を^る。 満山 あせび、 ぶな、 うつ木に て 大木 はな 


せきち やうせ い 

し。 最上 寺 下 リロに 石 長生 多し。 一丁 程大 石の 

みちを さしはさむ  こつに しんす 

挾 路 所 あり。 右の 方に 聊の寒 泉 あり。 氷寒沁 骨。 

最上 寺に て 茶 を 乞、 行 厨 を 開く。 近辺 紙 辛 多し。 帰 

路 山上に て 冷酒 一杯 を 飲む。 (中略。) 此日塩 柏 葦 湯に 

行。 木賀の 辺に て 逢 伴 帰。」 わたくし は榛 軒の 父 蘭 軒 

と 同じく 本草に 通じて ゐ たこと を 示さむ がた めに、 多 

く 上文 を 刪らなかった。 榛 軒の 妻子 を 伴 ひ 帰った 家 は、 

木賀の 松坂屋 ではなくて、 宮 下の 奈良屋 である。 函嶺 

の 第 九日で ある。 

その 二百 五十 四 


わたくしの 抄 する 所の 弘化丁 未の 湘陽 紀行 は、 既に 

七月 五日 榛 軒が 函嶺 宫下奈 良屋に 舎った 日に 至 つて ゐ 

た。 榛軒は 山中に ある こと 既に 九日であった。 

「六日、 晴。 奈良屋 出立。 (中略。) 湯元の 福 住 九 蔵の 

家に 投宿す。」 宫 下より 湯元に 遷 つたの が、 函嶺の 第 十 

日であった。 

「七夕、 晴。 渓石を 拾 ひ、 新 筆墨に て 五彩 養に 書し、 

二 星に 供す。 塩 柏 隆白忠 兵衛を 送り 三枚 橋に 到り 別る。 

くれ あ ひ  かざまつ リ  たいまつ 

(中略。) 暮合福 住 を 出で、 風 祭より 松明に て (道 を 照 

さし あ ひ 

し、) 小 田原大 清水 家に 投宿す。 元 小 清水 泊の 所、 指 合 


にて、 隣家に て 食事 を辨 じ、 一 宿す。」 山中に ある こと 

十日の 後、 此 日先づ 妻子 をして 帰途に 就かし め、 尋で 

やど 

山 を 下って 小 田 原に 舎った ので ある。 榛軒 詩存に 「山 

水自 画賛」 の 七 絶が ある。 「分 松寸 石雲烟 冷。 政是山 

渓欲暁 時。 記 来 当日 函関 路。 三枚 橋 辺 別 女児。」 転 結 

は此 日の 朝の 事 を用ゐ たもので ある。 

まつまん 

「八日、 晴。 松 万と 共に 磯 浜に 行、 驗網を 見る。 (舟に 

乗らむ とする に、) 波高 (して) はたさず。」 松 万は榛 

軒 を 福 住に 訪 うた 知人で ある。 紀行 は此に 終る。 わた 

くし は榛 軒と 其 家族との 江戸に 還った 日 を 知らない。 

九月 十六 日に 榛軒は 菊 を 岡 西 氏に 贈った。 詩存に 


「弘化 四 丁 未 九月 十六 日、 贈 菊花 於 岡 西 玄亭及 次子 貞 

次郎」 の 七 絶が ある。 「分 贈 君 家 同 癖 童」 の 結句より 推 

すに、 貞次郎 は 玄亭の 次男で、 中 ごろ 岡 西 養 玄と云 ひ、 

後に 岡 寛 斎と 云った 人で ある。 わたくし は 此詩を 読ん 

で、 始て寛 斎の 小字 を 貞次郎 と 云った こと を 知った。 

天 保 十 年生の 贞次郎 は此時 僅に 九 歳であった。 「同 癖」 

の 二字 は 人 をして 其 夙 慧を想 見せしめる。 

詩存に は尚此 頃の 作と 覚 しき 七 絶 一 首が 載せて ある。 

其 題 「途上 口占」 の 下に 「弘化 四 丁 未」 と 註して ある。 

「鎮在 綿 衾 梧 枕 中。 孤 節 試 歩 出城 東。 金剛 寺畔幽 渓路。 

頼 有 残楓ー 樹 紅。」 


十月に も 亦 一 絶が ある。 「同年 (丁 未) 初冬 偶成」 が 

即是 で、 瓶に 菊花 を插 して 茶に 一 i-^ ると 云って ある。 

つ いたち 

十二月 朔 に 榛軒は 初て 徳川家 慶に 謁した。 伊沢 氏 

では 此時 阿部 正弘が 家臣の 恩 を 受けた の を 謝する ため 

に、 老中 以下の 諸 職 を 歴訪した と 伝へ てゐ る。 此ょリ 

後の 武鑑に は 「御 目 見 医師、 本郷 阿部 内、 伊沢 長 安」 

の 名が 載せられて ゐる。 

尋で 阿部 家で は榛軒 を目附 格に 進め、 禄附石 を 加増 

した。 従来 百 二十 石であった ので、 此 より 百 五十石に 

なった。 医官に 禄を与 ふること が 多き に 過ぎて、 其 技 

術の 低下 を 見る は、 当時 武家の 通 患であった。 それ ゆ 


ゑ 阿部 家の 如き は 特に 医官の 禄を微 にして ゐた。 榛軒 

の 百 五十石 は 最高の 給 額であった さう である。 因に 

云 ふ。 岡 西 玄亭の 家 は 百 石、 森枳 園の 家 は 三十 人 扶持 

であった。 

榛軒は 既に 目 見 医師の 班に 加 はった ので、 登城す る 

ことと なった。 其 供 廻の 費 は 阿部 家が 供給した さう 

である。 

榛軒 詩存に は尚此 月に 「丁 未杪冬 病中 述懐」 の 七 律 

が ある。 是は 頗る 榛軒 当時の 境界 を 窺 ふに 足る 作で、 

此 詩と 曾 能 子 刀自の 記憶す る 一 話と を 対照 するとき は、 

人 をして 坐 に榛 軒の 畏敬すべき を 覚えし むる ので あ 


る。 

その 二百 五十 五 

わたくし は 榛軒弘 化 丁未杪 冬の 詩と、 曾 能 子 刀自の 

記憶す る 一 話と を此に 併せ 録 する。 詩に 云く。 「邇来 

量 減 病 酲頻。 孤 枕 小 屛日相 親。 囊物常 無 半 文 儲。 盆 梅 

頼 報 一 分 春。 家中 長短 宜封 口。 世上 嘲 戯足省 身。 遠大 

思 懐 灰燼 了。 遂為 売薬 白 頭 人。」 

次に 刀自の 語る 所 はかう である。 刀自が 十三 歳の 時 

の 事であった。 父 榛軒は 数日 来 感冒の ために 引き籠つ 


てゐ て、 大晦 を 寝て 募した。 そこへ 石川貞 白が 訪ね 

うん ゐ  さま 

て 来たが、 其 云為に は 周章の 状が 著かった。 そして 榛 

すな は 

軒に 窮を救 はむ こと を 請うた。 榛軒は 輒ち応 へずし 

て、 貞白 をして 一 組の 歌が るた を 書せ しめた。 貞白は 

力みし も 

已 むこと を 得ず して 筆 を 把った が、 此時 上下の 句 二百 

枚 を 書く の は、 言 ふべ からざる 苦痛であった。 しかし 

を は  はう ざん け ふ 

書き 畢 つた 比 は、 貞 白が 稍 落 著いた。 榛軒は 方 纔篋を 

探って、 金 三 十両 を 出して わたした。 貞白は 驚喜して 

これ を 懐に して 去った と 云 ふので ある。 

しん  ま 

推す るに 榛軒 は貞 白の 神 定まる を 候って 金 を 授けた 

ので あらう。 自ら 「囊物 常 無 半 文 儲」 を 歎じつ、 も、 


友 を 救 ふが ために は、 三十 金 を 投じて 惜む 色が なかつ 

た。 此 三十 金 は 必ずや 事 ある 日の ために 蔵して ゐて、 

敢て 自家の ために 徒費し なかった もので あらう。 榛軒 

の 生涯 は 順境 を 以て 終始した ので、 その 人と 為 を 知る 

べき 事実が 少ぃ。 わたくしが 刀自の 此ー 話に 重き を 置 

く 所以で ある。 

此 年猶榛 軒詩存 中に 「賀関 氏子」 の 七 絶が ある。 関 

某の 誰なる か は 未詳で あるが、 榛軒は 其 子の 「廟堂 器」 

たらむ こと を 期して ゐる。 

北 条霞亭 の 養嗣子 進 之が 始て 仕籍に 列し、 舎 を 福 山 

に 賜った の も亦此 年で ある。 会々 進 之の 妻 山路 氏由嘉 


ねんそ 

が 病んで 歿した。 跡に は 十 歳の 子 念祖が 遺った。 

此年榛 軒 四十 四、 妻 志 保 四十 八、 女 柏 十三、 柏 軒と 

妻 俊と は 三十 八、 女洲 七つ、 国 四つであった。 蘭 軒の 

女 長 は 三十 四、 蘭 軒の 姉 正宗 院は 七十 七であった。 

嘉永 元年に は榛 軒詩存 に、 「弘化 五 戊 申 初春 偶成」 の 

七 絶が ある。 「去 歳漫蒙 債鬼 窘。 囊中払 尽半文 無。 先 

生 私有 遊 春 料。 柑子 一双 酒 一 壺。」 丁未杪 冬の 頷聯と 

併せ 読んで 伊沢 氏の 清貧 を 想 ふ。 

次に 詩 中 月日の 徴 すべき もの は、 「嘉永 元 戊 申 十二 

月朔夜 作」 の 七 絶で ある。 「畏縮 去年 今日 栄。 野人 浪 

上玉 京 城。 酔 濃 客 散 三更 後。 一 枕 水 声睡味 清。」 詩 は 


何れの 地に あって 作られ たかを 知らぬ が、 末 句の 水 声 

に は 山中に 宿したら しい 趣が ある。 

柏 軒 身上に は此年 種々 の 事が あったら しい。 先づ事 

の 重大に して 蹟の 明確なる ものより 言 はむ に、 柏 軒 は 

十月 十六 日に 「医学 館 医書 彫刻 取扱 手伝」 を 命ぜられ 

た。 次に わたくし は 側室 佐 藤氏 春の 柏 軒に 仕へ たのが 

此 年より せられた であらう と 推測す る。 次年 己 酉の 四 

月に は 春が 嗣子 磐 を 生んで ゐ るからで ある。 

その 二百 五十六 


わたくし は 柏 軒が 妾 佐 藤氏 春 を納れ たのが、 此年戊 

申の 事で あらう と 言った。 正妻 狩 谷 氏 俊 は 丙 申に 来り 

嫁して ょリ、 此に 至る まで 十三 年 を 経て ゐて、 其 間に 

長男 棠助、 長女 洲、 次女 国、 三女 北の 一 子 三女 を 生ん 

だ。 此四 人の 中 能く 長 育した もの は、 只 国 一人の みな 

るが 故に、 余の 三人の 生 歿は家 乗に 詳密なる 記載 を闕 

いて ゐる。 

柏 軒が 春 を納れ たの は、 俊の 請に 従った の だと 伝へ 

ら れてゐ る。 推す るに 女丈夫に して 妬 忌の 念の なかつ 

ひす ゐ 

た 俊 は、 四 人の子 を 生んだ 後、 身の 漸く 疲顇 する を 憂 

へ て此請 をな したので あらう。 


春 は 明治 六 年に 其 子 磐の 公 に呈 した 書類に、 「文 

政 八 年 六月 十九 日 生、 東京 府 平民 狩 谷 三 右衛門 叔母」 

と 記して ある。 当時の 三 右衛門 は矩 之で あるが、 其 親 

つまびら か  つか 

族 関係の 詳 なる を 知らない。 始て柏 軒に 事へ た 時 

の 春の 歯 は 二十 四 歳で ある。 

此年 伊沢 氏の 親交 ある 人々 の 中、 寿 阿弥が 死に、 森 

枳 園が 阿部 家に 帰参す る こと を 許された。 

寿 阿弥の 入寂 は 八月 二十 九日であった。 其詳 なるこ 

と は 別に 著す 所の 「寿 阿弥の 手紙」 に 譲って 贅 せない。 

わたくし は 此に曾 能 子 刀自の 記憶 一 条を 補記して 置く。 

「寿 阿弥 さ んは 背の 高い 大 坊主 で ござ いました。 顔 立 


は 立派で、 鼻が 大 そう 高う ございました。 鼠 木綿の 著 

物 を 著て、 お天気の 曰 も 雨の 降る 曰 も、 足駄 を 穿いて 

歩きました。 浅 草で 亡くなる 前に、 わたくし も 病気 見 

舞に 連れて行かれました。」 

森 根 園の 阿部 家に 帰参した の は 五月で ある。 此 帰参 

が 主として 伊沢 氏の 助を藉 りて 成就し、 又 渋 江 抽斎等 

も 力 を 其 間に 尽し たこと は、 既に 抽斎 伝に 記した 如く 

である。 

此年榛 軒 四十 五、 妻 志 保 四十 九、 女 柏 十四、 柏 軒と 

妻 俊と は 三十 九、 女洲 八つ、 国 五つ、 蘭 軒の 女 長 三十 

五、 蘭 軒の 姉 正宗 院七 十八であった。 


嘉永ニ 年に は榛 軒に 元旦の 詩が あるが、 詩存 中に 載 

せられない。 わたくし は 良 子 刀自 所蔵の 掛 幅に 於て 

これ を 読む こと を 得た。 「笑迎 四十 六 年 春。 椒酒三 杯 

気 愈 伸。 弟 有 悌兮児 有 孝。 奉斯懶 病不材 人。 己 酉 元日 

口占。 源 信 厚。」 

四月 は 丸 山の 榛 軒が 家に も、 中 橋の 柏 軒が 家に も 事 

のあった 月で ある。 

ぢ よかえ 

榛軒は 十七 日に 女 柏の ために 婿を迎 へた。 婿 は 池 田 

京 水の 七 男 全 安で ある。 文政 八 年生の 全 安 は 二十 五 歳 

になって ゐた。 渋 江 保さん が此 時父抽 斎の 榛 軒に 物 を 

贈った 書の 下書 を 蔵して ゐる。 二 筆 啓上 仕 候。 今般 


全 安 様 御 事、 伊沢 家 へ 御 養子 御 熟談 相 整 重畳 愛 度奉存 

候。 右 御 祝儀 申納 度、 真綿 一 台 進上 仕 候。 聊表志 之 印 

迄に 御座 候。 御 祝 受被下 候ば、 本懐 之 至奉存 候。 恐惶 

謹言。」 

柏 軒の 家で は 九日に 妾 春が 次男 鉄 三郎を 生んだ。 後 

とく あん  リ つてき  ばん あん 

徳 安と 改称し、 立嫡 せられて 父の 後 を 襲ぎ、 磐 安と 云 

ひ、 維新の 時に 及んで 磐と 称した。 

を さな 

穉 い 鉄 三 郎は春 を 「春 や」 と 呼び、 春 も 亦 鉄 三郎を 

てき ぼ 

「若様」 と 呼んだ が、 維新 後の 磐 は 春を嫡 母と して 公に 

届け、 これに 孝養 を尽 した。 


その 二百 五十 七 

榛 軒詩存 中に 尚 此年己 酉 四月の 作と 認べ きものが あ 

る。 それ は 「嘉永 二 己 酉 偶成、 次 高 束 子 韻」 の 七 絶 三 

首で ある。 わたくし は此に その 四月の 作た るを徴 すべ 

きもの 一 を節録 する。 「点滴 声 中送尽 春。 麦秋 寒 犯 病 

酲身。 矮屛孤 枕 昏昏 臥。 羨望 多餐 健歩 人。」 既に 元日 

の 詩に 「懶 病」 と 云 ひ、 今又此 詩が ある。 榛軒 は此頃 

心身の 違和 を 覚えて ゐ たと おも はれる。 

五月に は榛 軒の 女婿 全 安が 離縁に なった。 そして 柏 

は 不幸に して 妊娠して ゐた。 全 安の 伊沢 氏 を 去った の 


は、 医術 分科の 上に 於て、 養父 榛 軒と 志す 所 を 異にし 

たの だと 伝 へられて ゐる。 全 安は此 より 自立して 池 田 

氏の 「又 分家」 を 成した。 即ち 宗家 霧渓瑞 仙晋、 分家 

天渓瑞 長、 又 分家 全 安で ある。 

小島 氏で は此年 四月 十五 日に、 春 庵 宝 素の 子 春 祈 抱 

沖が 躋寿館 の 寄宿 寮 頭取に なった。 尋で 閏 四月 二十 

九日に 宝 素が 歿し、 七月 三日に 抱 沖が 家督相続 をし、 

十月 一 一十 八日に 奥 医師に なった。 

此年榛 軒 四十 六、 妻 志 保 五十、 女 柏 十五、 柏 軒並 妻 

俊 四十、 女洲 九つ、 国 六つ、 男 鉄 三郎ー つ、 蘭 軒の 女 

長 三十 六、 蘭 軒の 姉 正宗 院七 十九であった。 柏 軒の 妾 


春 は 二十 五であった。 

嘉永 三年 は 蘭 軒 歿後 第一 一十 一 年で ある。 伊沢 家に は 

三 事の 記すべき ものが あった。 其 一は 榛 軒が 日光 山に 

遊んだ こと、 其 二 は 正宗 院が 八十の 賀 をした こと、 其 

三は榛 軒の 女 柏が 全 安の 遺子 梅 を 生んだ ことで ある。 

日光 山の 遊 は 榛軒詩 存に七 絶 五 首が 見えて ゐる。 榛 

軒は是 より 先、 既に 此 山に 登った ことがある らしい。 

「売 酒 老翁 旧 相 知。 竹 欄 沿 例 先 把 辰。」 庚 戌の 此遊は 夏 

の 初で、 途上 四月 八日に 某 寺を訪 うた。 「紫屋 紅軒尽 

是花。 禅 房 新造 小 龕 家。 媼翁各 伴 児孫 去。 競 酌 香 湯灌 

みち 

釈迦。」 途に 藤の 花の 盛に 開いて ゐ るの を も 観た。 「水 


奔渓石 白 如 噴。 風 擺藤花 紫 欲 篩。」 五 首の 題 は 「嘉永 三 

庚 戌 日光 道中 口占」 である。 

阿部 正弘 事蹟 を 按ずる に、 下の 如き 記事が ある。 「此 

年 (嘉永 二 年) 九月、 日光 東照宮 其 他の 修繕工 事 総 奉 

行 を 命ぜら る。 翌年 (三年) 三月、 勝手 掛 勉励の 労 を 

賞せられ、 且つ 東照宮 修繕の 為に 日光に 発向す るを以 

て、 葵 章 鞍 覆 を 賜 はる。 四月、 日光に 赴き、 十 余日に 

して 帰る。」 是に 由って 観れば、 榛軒庚 戌の 遊 は 正弘に 

随行した ものと 見える。 

次に 正宗 院の 八十の 賀は、 わたくし は 今 二 物の 存す 

る あるに 由って 知った。 徳 さん は 小島 成 斎の 書 幅 を 


蔵して ゐる。 全 唐紙に 「如 南山 寿、 不騫不 崩」 の 八 字 

が 二 行に 大書して ある。 末に は 「奉賀 正宗 院君 八秩、 

知 足」 と 著して ある。 禿 筆 を 用ゐて 作った 草体が 奔放 

を 極めて ゐる。 引 首 印と 知 足の 下の 印ー顆 とが ある。 

是 がー つで ある。 今一 つ は 清 川 安 策の 五 古で、 是は文 

淵 堂の 花 天 月 地中に 収められて ゐる。 

その 二百 五十八 

わたくし は 此年庚 戌の 正宗 院 八十の 賀に、 清 川 安 策 

の 五 古が あつたと 云った。 今 これ を 下に 写し出す。 


「賀正 宗尼君 八十 初 度、 漫賦十 韻 以代戯 話。 天 錫無疆 寿- 

譬諸松 栢栄。 繁枝庇 百 草。 心堅而 操貞。 昔日 絶世 累。 

晩節 傲 玄英。 窮陰無 衰態。 足以慰 物情。 仙 鶴 棲 其 上。 

有雛揚 家声。 二字 誰 所 命。 称 其宗之 正。 請 看 甘 冽 酒。 

与 君 同 美名。 老後 最多 福。 奉 養有両 甥。 松 下聞 鶴唳。 

筵 間 金 尊盈。 雲 仍遶膝 坐。 交起挙 賀觥。 梧 陰 廃叟拝 

具。」 花 天 月 地の 同卷 中に 榛 軒に 此詩を 寄せた 時の 

そへ しょ  かへ そろ  たは こと 

添書が あって、 「口上 茶番に 代 候 例の 譫言」 とこと わつ 

て ある。 此 書状に は 愷と署 して あり、 又 詩 養 にも 「清 

川」 と 「愷」 との 二 印が ある。 日附は 「蜡月 十二 日」 

である。 徳 さんに 質す に、 清川玄 策、 名 は隱、 号 は 梧 


陰又藹 軒で あつたと 云 ふ。 蘭 軒 門人 録に 「清 川玄 道、 

初 安 索、 江戸」 (安 は玄、 索 は 策 か) と あり、 榛軒 門人 

録に 「清 川 安 策、 岡」 と ある。 梧 陰 は 前者で あらう か。 

榛軒 詩存に 唱和の 詩 数 首が あって、 皆 「清 川 安 策」 と 

のみ 書して あるが、 それ は 後者で あらう。 渋 江 保さん 

の 言に 従へば、 清 川愷に 二子が あって、 兄 を 玄策徴 と 

あん さく そん 

云 ひ、 弟 を 安 策 孫と 云った。 此 孫が 順 養子と なった さ 

うで ある。 按ずる に 梧 陰 は 蘭 門の 玄 道で 榛 門の 安 策の 

よは ひ はるか 

父で はなから うか。 梧 陰の 齢 は 迥に榛 軒より 長 じて 

ゐ たらしい。 

曾 能 子 刀自の 語る 所に 拠れば、 正宗 院の賀 筵 は 十一 一 


月 中 三日間 引き続いて 開かれた さう である。 果して 然 

らば 十一、 十二、 十三 日で あらう。 梧 陰の 詩 は 其 中の 

日に 贈られた ので ある。 又 刀自の 言 を 聞く に、 榛軒は 

此賀筵 を 催す に 当って 黒 田家に 請 ひ、 正宗 院を丸 山の 

家に 遷 らしめ たさう である。 丸 山の 家の 図に 正宗 院の 

居室の あった こと は 前に 云った 如くで ある。 

わたくし は 上に 此年三 事の 記すべき ものが あつたと 

云って、 榛 軒の 日光 山の 遊、 正宗 院の 八十の 賀、 梅の 

誕生 を 挙げた。 梅は榛 軒の 初に 迎 へた 女婿 全 安の 柏に 

むすめ 

生ませた 女で ある。 わたくし は 其 生 日 を 知らぬ が、 

全 安の 伊沢 氏 を 冒して ゐた 期間より 推す に、 庚 戌 三月 


より は 遅れなかった だら う。 

最後に わたくし は榛 軒詩存 中より、 「嘉永 三 庚 戌 冬 

夜 直舎即 事」 の 詩 を 抄出す る。 「酔 醒人散 三更 後。 独 

擁銅炉 臥 官楼。 撃 柝響時 寒 愈 急。 宿 鶴 鳴 処月将 浮。 尋 

得 残 酒尋残 夢。 憶 来 旧 詩 憶 旧 遊。 世事 初 知 消 気力。 笑 

看 半 点暁燈 油。」 

此年榛 軒 四十 七、 妻 志 保 五十 一 、 女 柏 十六、 孫 女 梅 

一 つ、 柏 軒並 妻 俊 四十 一、 女洲 十、 国 七つ、 柏 軒の 妾 

春 二十 六、 蘭 軒の 女 長 三十 七、 蘭 軒の 姉 正宗 院 八十で 

あった。 

嘉永四 年 は 蘭 軒 残 後 第一 一十一 一年で ある。 榛 軒に 元旦 


の 詩が ある。 「嘉永 四 辛亥 元旦、 与 塾 中 諸子 同 分 韻 得 肴、 

近日 諸子 学術 頗進、 後 句 及 之。 団欒 児女 迎新 歳。 更献 

椒杯又 進 肴。 恰恰山 禽呼屋 角。 暉暉 旭日 上 梅 梢。 青洲 

従事 頻 通好。 白水 真人 久 絶交。 諸子 精 研尤可 喜。 先生 

自此酔 東郊。」 榛 軒詩存 巻首の 詩で ある。 尋で 「嘉永 四 

辛亥 初春 偶成」 の 詩が ある。 「飽食暖衣 愧此 身。 又 逢 

四十 八 青春。 少年 宿志 渾 灰燼。 遂作 尋常 白 首 人。」 此 

詩の 転 結 は 四 年前杪 冬の 七 律 第 七 八と 殆 全く 同じで あ 

る。 皆 稿 を 留めざる 矢ロ肆 筆の 作で ある。 「遠大 思 懐 

灰燼 了。 遂為 売薬 白 頭 人。」 

たかた き 

十月 一 一十 四日に 榛軒は 福 山の 執政 高 滝 某 を 旅館に 訪 


うた。 「嘉永 四 辛亥 十月 廿 四日、 与 立 夫 魯直酔 梅 家 弟 

柏 軒、 同訪高 滝大夫 旅館、 此日大 夫遊篠 池、 有 詩 次 韻。 

昔年 今日 訪君 家。 記 得 林 泉 清 且嘉。 亡友 共算 暁星 没。 

問 齢 同 歎 夕陽 斜。 詩 題 檠上奇 於 壁。 酒 満尊中 何 当 茶。 

酔 渴頻思 蜜柑 子。 一 一千 里 外 福 山※ 〔# 「「貝 + (やね \ 示)」、 

8 巻- 118- 上る r」 高滝大 夫の 称 は樸斎 詩鈔、 藤 陰 舎 遺稿 

等に 累 見して ゐる。 武鑑に 「年寄、 高 滝 左 仲」 と 云 ふ 

は此人 か。 樸 斎に 「弔 高 滝 常 明君 墓」 の 詩が ある。 

常 明 は 左 仲の 名で はなから うか。 同行者 立 夫 は森枳 園、 

魯直は 岡 西玄亭 である。 酔 梅 は 未だ 考 へない。 


その 二百 五十 九 

此年嘉 永 辛亥の 十 一 月に 榛 軒の 女 柏が 長刀の 伝授 を 

受けた。 当時 長刀の 師に呈 した 誓約書の 副本 は、 今猶 

曾 能 子 刀自が 蔵して ゐる。 其 文 は 今人の 見て 奇異と す 

べき ものなる が 故に、 此に 写し出す こと、 する。 「誓 

約 之覚。 巴 流 長刀 目録 御 伝授 之 儀、 聊 他見 他言 仕 間 敷 

候 事。 御 相伝 被 下 候 上 は、 御 指南 之 条条堅 相 守、 稽古 

半に 而相止 申 間 敷、 且 他流と 藝替不 仕 候。 右 

あ ひそむ くにおいて は  ベ つして 

於 相 背 者、 秋 葉 大権 現 摩利支 尊 天、 別而 鬼神 之 御 罰 

相 蒙 可 申 候 也。 仍 誓約 如 件。 嘉永四 年 歳次 辛亥 十 


ます ま 

一 月。 伊沢 柏。 喜 多 村增馬 殿。」 

昔 妙齢に して 長刀 を鍊 習した 柏が 今 曾 能 子 刀自と し 

しば/ \ 

て 健在せ る こと は、 わたくしの 既に 屢 云った 如くで 

ある。 啻に 然るの みならず、 毎に 柏が 長刀の 対 手 をし 

た 少年 も、 今猶 健在して ゐる。 それ は 当時の 塩田 

りゃうさん  しん 

良 三 で、 即今の 塩田 真さん である。 辛亥の 歳に は 柏 

が 十七、 良 三が 十五であった。 

十二月 十三 日に 蘭 軒の 姉 幾 勢、 黒 田家の 奥に 仕へ た 

せ よ ち ぜん 

時の 名 世代、 薙染 後の 称 正宗 院が 八十 一歳 を 以て 丸 山 

おうな 

の 家に 歿した。 前年 庚 戌 十二月の 寿 筵 は此媼 をして 

いたく 疲れし めた。 正宗 院は此 より 垂れ 籠め ての み 日 


を 送って ゐ たが、 遂に 寿 筵 後 満一年に して 残した ので 

ある。 正宗 院は 遺言に 依って、 黒 田家の 菩提 所 広尾祥 

雲 寺 境内 霊 泉 寺の 塋 域に 葬ら れ た 。 昨年 黒 田 伯爵 家 の 

家 乗 編纂に 従事して ゐる 中島 利 一郎さん は、 わたくし 

のために 正宗 院の 墓に 詣 でて、 墓石の 刻 文 を 写して 贈 

つた。 正面 中央に は 「正宗 院湛然 妙 総 禅定 尼、」 右側 面 

に は 「瑤 津院殿 侍女、 俗名 世代、 福 山 伊沢 長 安信 階 女、 

嘉永四 年 辛亥 十二月 十三 日 死、」 左側 面に は 「福 山 伊沢 

長 安信 厚、 筑前 伊沢 道 盛 信 全」 と 刻して ある。 此 文中 

道 盛 信 全 は 蘭 軒の 生 父 信 階の 養父 信 政より、 信栄、 一 

なかつぎ  しんび 

時 中継たり し 信 階、 B 美 〔# ルビの 「しんび」 は 底本で は 


「しんぴ 匕 を 経て 信 全に 至る、 伊沢 宗家の 当主で、 辛亥 

に は 六十 九 歳であった。 

正宗 院の 歿した 時、 石川貞 白の 手 向けた 歌が ある。 

「正宗 院 のみ まかり 給 ひける とき 禅の 心 を。 わきがた 

きをし へ の 外の 道 なれ どけ ふぞ まことに 君 は ゆ くらむ- 

元 亮。」 

此年榛 軒 四十 八、 妻 志 保 五十二、 女 柏 十七、 全 安の 

女 梅 二つ、 柏 軒並 妻 俊 四十 二、 女洲 十一、 国 八つ、 男 

鉄三郎 二つ、 蘭 軒の 女 長 三十 八、 柏 軒の 妾 春 二十 七で 

あった。 

まさ 

嘉永五 年 は 蘭 軒 残 後 第一 一十三 年で、 其 嗣子 榛 軒の 応 


に 世 を 去るべき 年で ある。 詩存に 元旦の 絶句が ある。 

「嘉永 五 壬 子 元旦。 喜 鶴 声々 対 旭 飛。 陶然 酔 美 弄 晴暉。 

頼 依 信 友悌弟 力。 不待 来年 知 了 非。」 此日榛 軒 は 又 門 

人 黒 川 雲 岱に次 韻した。 「嘉永 五 壬 子 元旦、 和 黒 川 生 韻。 

三百 六十 第一 辰。 風 声 日影 共 新 新。 節 遅 今日 尚 冬季。 

人 意 酔 中既識 春。」 門人 録を検 する に、 黒 川 は 「棚 倉」 

と 註して ある。 わたくし は榛軒 詩存の 或は 永遠に 印刷 

せられ ざるべき を 思 ふが 故に、 作者の 世 を 去る 年の 詩 

は 悉く 存録 する ことと した。 上の 二 首の 如き も、 其 巧 

拙 を 問 ふこと なく、 遺蹟に 乏しい 榛 軒の 所作と して、 

わたくし はこれ を 尊重す るので ある。 


その 二百 六十 

此年嘉 永 壬 子の 冬 は 伊沢 氏に 於て 事 多き 季節 であつ 

た。 初に 中 橋 又 分家の 慶事が あった。 柏 軒 は 十月 七日 

に躋寿 館の 講師 を 命ぜられ たので ある。 

同月 下旬に 榛 軒が 病に 罹った。 或は 是 より 先に 病 を 

発して、 此 旬に 入って 増 悪した のか も 知れない。 徳 

さんの 蔵す る 所の 病牀の 日記 は、 「十月 廿ー 日、 熱、 嘔、 

脈 数、 椿 庭 診、 柏 軒 診」 を 以て 筆 を 起して ある。 椿 庭 

は 山 田 昌栄業 広で ある。 弟 柏 軒 も 亦 中 橋から 来リ診 


した。 

r 廿 二日。 乾 嘔甚。 夜 信 重 診。」 弟が 夜に 入って 来た。 

r 廿 三日。 薬 下。 嘔少 止。」 

r 廿 四日。 嘔少 止。 壮熱。 午後 直 庭 診。 晚 清吉老 診。」 

たき さいてい 

多紀茵 庭が 来診した。 「清 吉老」 は 未だ 考 へない。 

つ じもとす う あん 

r 廿 五日。 壮熱如 前。 3 松 庵 診。 晚汗微 出。」 辻 元崧庵 

が 来診した。 此 年の 武鑑に 「辻 元 磁庵、 奥 御 医師、 二 

百 俵 高、 御 役 料 三十 人 扶持、 下 谷 長者 町」 と 記して あ 

る。 

てん はう 

r 廿 六日。 嘔止。 熱 少衰。 夜 与 立 夫議転 方。」 転 方 は 

榛 軒が 自ら これ を森枳 園に 諮 つ た ので あらう。 


r 廿 七日。 招請 椿庭議 方。」 薬方 は 原本に 註して あるが、 

今 総て 省略す る。 

r 廿 八日。 清吉老 診。」 

r 廿 九日。 煩 熱。 心 下鞭満 甚。」 

「十一月 三日。 良 安と 信 重に 刀 を 贈る。 信 重の もの は 

後 鉄 三郎に 与へ しむ。」 良 安は榛 軒が 女 柏に 配せ むと 

して ゐる 青年 田中錢 造で ある。 田 中 氏 は 当時 松 川 町に 

住んで ゐた。 良 安 は 六 歳に して 父 を 失った 孤 であつ 

じゅんし やう 

たと 云 ふから、 父淳 昌は天 保 十 年に 歿した であらう。 

榛軒 詩存に 「嘉永 五 壬 子 冬 月 示 良 安」 と 云 ふ 詩が ある。 

「医家 稽古 在 求 真。 千古 而来 苦乏 人。 万巻 読書 看破 去。 


応知四 診妙微 神。」 或は 此 日の 作で はなから うか。 此 

年 十月 は 小であった から、 二十 九日の 後記 事の 無い 日 

は、 十一月 朔と 二日と である。 

「四日。 御 食 進。 夜中 も 一 度 御 食事 有 之。 此夜 養子 婚 

儀。」 合※ 〔# 「丞 \ 巳」、 8 巻- 121- 上.？ U の 日は榛 軒の 心 

を 安ん ぜ むがた めに 急に せられた ので あらう。 此 日に 

良 安 は 十九 歳に して 伊沢 良 安と なった。 即ち 後の 棠軒 

である。 媒 は 梧 陰 清 川 安 策であった。 「棠軒 公私 略」 

に は 「嘉永 五 年 壬 子 十一 月 四日、 養家に 引 移、 整 婚儀、 

名 改良 安、 時府君 在蓐」 と 記して ある。 是に 由って 観 

れば、 良 安は榛 軒の 命じた 名で ある。 


「五日。 楽真院 来診。 養子 来り、 恭しと 挨拶 あり。」 楽 

むかう やなぎ はら 

真 院は茵 庭で ある。 此 年の 武鑑 を検 する に、 向 柳 原 

の多紀 宗家 は 「多紀 安常、 父 安良、 御 医師 方 子息」 と 

あんり やう  げ うこ げんきん  たう へんげん きつ 

記して ある。 安良 は 暁 湖 元昕、 其 子 安常 は 棠辺元 佶 

である。 元 佶 は 実は 暁 湖の 季弟 である。 矢の 倉の 多紀 

分家 は 「多紀 楽 真院法 印、 父 安長、 奥 御 医師、 二百 俵 

高、 御 役 料 二百 俵、 両国 元 矢の 倉」、 「多紀 安琢、 父 楽 

真院、 御 医師 方 子息」 と 記して ある。 安長 は 桂 山元 簡、 

楽 真 院は直 庭 元 堅、 安 琢は雲 従元琰 である。 「養子 来 

リ、 恭しと 挨拶 あり」 と 云 ふより 推す に、 榛 軒が 田 中 

淳昌の 遺子 を迎 へて 女婿と した 時、 直 庭 は 其 間に 周旋 


したと 見える。 

「六日。 昨夜 発熱。 汗 出。 怔忡有 之。 但 小水 快 利。 椿 

庭 来診。 」 

「七日。 夜 安眠。」 

「八日。 清吉 老来 診。 言談 過る 故、 終夜 不眠。」 

「九日。 3 松老 診。 夜 快眠。 四時 熱 退。」 

「十日。 椿 庭 診。 鹿 庭 診。 清吉老 診。 岡 西、 成 田 来。」 

岡 西 は 蘭 軒 門人 録に 「岡 西 玄亭、 藩、 」 榛軒 門人 録に 「岡 

西玄 庵、 福 山」 が あり、 成 田 は 彼に 「成 田 元 倩、 藩、」 

此に 「成 田 竜玄、 九 鬼」 が ある。 「藩」 は 福 山 藩で ある。 

岡 西 玄亭は 渋江抽 斎の 妻徳の 兄で、 当時 尚 存命して ゐ 


た。 玄庵は 玄亭の 長男、 岡 寛 斎の 兄で、 此年 十八 歳で 

あった。 問 安の ために 来たの は、 父子 暫れ なる を 知ら 

ない。 成 田の 事 は 不明で ある。 

その 二百 六十 一 

わたくし は 嘉永壬 子の 冬榛 軒が 致死の 病に 染まった 

こと を 語って、 当時の 病牀 日記 を抄 し、 十一月 十日の 

条に 至った。 今 其 後 を 書き 続ぐ。 

「十 一 日夜 不寐。 推 枕 軒 安安 信 厚 居士。 先生 自命。 竜 

穏寺主 許可。 古き 帳を大 川に 沈めし む。」 榛軒は 自ら 


不起 を 知った ので、 法諡を 撰んで 識る 所の 僧に 請うて 

閲 せしめた。 又 文書 中 後に 貽さ ざら むこと を 欲する も 

のがあった ので、 遺言して 処分せ しめた。 人の 秘事 を 

与り 知る こと は、 懺悔 を 聴く カトリック 教の僧 を 除い 

て は、 医師 状師が 最も 多いで あらう。 殊に 医 を 以て 主 

に 事へ、 又 幾多の 貴人 を 診した 榛 軒の 記録 中に、 人の 

ために 諱 むべき 事の あつたの は怪 むに 足らない。 榛軒 

かんさう  や 

が 簿冊を 河に 沈めさせ たの は、 恐く は 諫草を 焚く 意に 

外なら なかった であらう。 

「十二 日。 不眠。 晚心 胸下満 痛。 ■。」 

「十三 日。 上より 岡 西 玄亭を 以て 慰問せられ、 又 飯 菜 


を 賜 ふ。 上 原 全 八郎の 調理な り。」 「上」 は 阿部 侯正弘 

である。 

「十四日。 天地 は 我心な り、 又 草木の 花 は 我心な リ、 

桜花 蓮 花の 開く ごとに 我 を 祭れと 云 ふ。」 亦榛軒 遺言 

の 一 部で ある。 

「十五 日。 晚誦 曰。 繁華 四十 九 年 夢。 化 作 寒天 一 夜 

霜。」 榛軒 辞世の 句で ある。 「天」 は 原 「風」 に 作って 

あるが、 恐く は 誤で あらう。 

病牀 日記 は 十六 日の 記を闕 いて ゐる。 しかし 此 日の 

巳 刻に 榛軒は 絶息した 害で ある。 棠軒 公私 略に 「同 (十 

一 月) 十六 日朝 四時 過 遂に 御 卒去 被 遊 候、 尤 発表 は翌 


十七 日 差 出」 と 記して ある。 

此日榛 軒 門人の 一 人であった 塩田 良 三が 躋寿 館に 於 

て 医学 出精の 賞詞 を 受けた。 良 三は榛 軒に 師事し、 其 

歿後に 柏 軒の 門下に 転じた 人で ある。 

当時の 良 三、 今の 真さん は 渋 江 保さん に 下の 如く 語 

つた。 「わたくしの 十六 歳の 時であった。 十一月 十五 

日に、 旧主人 宗対馬 守の 重役から、 御用 有 之、 明 十六 

日朝 四時 出頭す る やうに と 云って 来た。 十六 日に 邸へ 

往 くと、 医学 館へ 往 けと 云 ふこと であった。 医学 館に 

出て 見る と、 多紀 安良、 安 球が 列座して ゐて、 安良の 

申 渡が あった。 其 口上 は 講書 聴聞 久々 出精 一段 之 事に 


候と 云 ふ 文 言であった。 わたくし は それ を 承って、 そ 

れ から 宗家の 留守居 役 同道で 所々 へ 礼 廻に 住った。 老 

中、 若年 寄、 医学 館 世話役 五 人、 手伝 四 人、 俗事 役 三 

人の 邸宅 を 廻った ので ある。 官医 だけの 氏名 を 言 へ ば 、 

世話役 は 多紀楽 真院、 野 間 寿 昌院、 多紀 安良、 辻元崧 

庵、 喜 多 村 安正、 手伝 は 谷 辺 道玄、 船橋 宗禎、 坂 尚 安、 

多紀安 球であった。 礼 廻が 済んで から、 わたくし は榛 

軒先 生の 宅へ 住った。 わたくし は 切 角 先生に 喜んで 貰 

はう と 思って 往 つたのに、 先生 はもう 亡くなって をら 

れた。 丁度 わたくしが 宗の 邸へ 出頭した 時 瞑目せられ 

たのであった。」 


当時の 宗対馬 守は義 和であった。 多紀の 三人 は 宗家 

の 安良が 暁 湖 元昕、 分家の 楽 真 院が茵 庭 元 堅、 安琢が 

うんじ ゆうげんえん 

雲 従元琰 である。 

やすよし 

渋 江 保さん の 云 ふに は、 此 賞詞 は 其 仲兄 優 善が 共に 

受けて、 礼 廻 を も 共に 済ませた の ださう である。 真 さ 

んは 渋江抽 斎と 其 長子 六堂恒 善との 教をも 受けて ゐた 

ので、 優 善と は 親善であった。 

その 二百 六十 二 

榛 軒の 喪 は 此年嘉 永 壬 子 十 一 月 十七 日に 発せられた _ 


ちゃう こくじ  かみ 

遺骸 は 麻布 長 谷 寺に 葬られた。 墓 は 上に 記した 如く、 

父 蘭 軒の 墓と 比んで 立って ゐる。 

とぶ らひ 

葬 の 日 は 伝 はらない。 会葬者 は 甚だ 衆く 過半 は 医 

師で 総髪 又は 剃髪であった。 途に此 行列に 逢った 市人 

等 は、 「あれ は 御大 名の 御 隠居のお 葬 だら う」 と 云った 

さう である。 

此 日長 谷 寺に は 阿部 家の 命に 依って 黒白の 幕が 張ら 

れた。 大目 附 以上の もの、 葬に 準ぜられ たので ある。 

会葬者に は 赤飯に 奈良漬、 味噌 漬を 副へ た辨 当が 供せ 

られ た。 初め 伊沢 氏で 千 人前 を 準備した が、 剰す 所 は 

いくばく 

幾 もなかつ たさう である。 


輓詩は 只 一首の み 伝 はって ゐる。 誠 園と 著した 作で 

ある。 「余 多病、 託 治 於 福 山 侍医 伊沢 一 安久 矣、 今 聞 其 

訃音、 不堪 痛惜 之 至、 悵然有 詠。 天地 空留医 国名。 何 

図 一 夜 玉 山 傾。 魂 帰 冥 漠茫無 跡。 耳底 猶聞笑 語 声。」 

「誠 園 稿」 と 書して、 「爵」 「守 真」 の 二 印が ある。 引 首 

は 「天 楽」 である。 初め わたくし は その 何人なる を 知 

ら なかった が、 偶 寧 静閣集 を 読んで 誠 園の 陸 奥 国 白 

やすたか 

川 郡 棚 倉の 城主 松 平 周 防 守康爵 である こと を 知った。 

一安 は榛 軒の 晩年の 称で ある。 和歌 は 石川貞 白の 作 一 

首が ある。 「あ ひお も ふ 君が 木 葉と 散りし より 物寂し 

くもなり まさりけ リ。 元 亮。」 


曾 能 子 刀自の 語る を 聞けば、 此日 俳優 巿川 海老 蔵と 

其 子 巿川三 升と が、 縮緬 羽 一 一重 を 以て 白蓮 花 を 造らせ 

て 贈った さう である。 海老 蔵 は 七 代 目、 三 升 は 八 代 目 

団十郎 である。 然るに 文 淵 堂 所蔵の 花 天 月 地を閲 する 

に、 榛 軒の 病死 前後の 書牘三 通が ある。 其 一は 榛 軒の 

病中に 父子 連署して 榛 軒の 妻 志 保に 寄せた もので、 「御 

見舞の しるし 迄に」 菓子 を 贈る と 云って ある。 末に 「霜 

月 九日、 白 猿 拝、 三 升 拝、 井沢 御新造 様」 と 書して あ 

る。 其 一 一は 八 代 目 一 人が^  〔# 「貝 + 冒」、 8 巻- 125- 上 

を 送る 文で、 「此 品い かが 敷 候へ ども 御霊前へ 奉呈 上 

度如斯 御座 候」 と 云 ひ、 末に 「廿 二日、 団栗、 伊沢 様」 


と 書して ある。 其 三 は 又 父子 連署して 造花 を 贈る 文で、 

榛軒を 葬った 日を徴 する に 足る もの かと 推せられ るか 

ら、 此に 全文 を録 する。 「舌代。 蒙 御免 書中 を 以伺上 

仕 候。 向寒 之砌に 御座 候 得 共、 益 御機嫌 宜敷御 住居 

被 為 在、 大慶 至極 奉存 候。 扨 旦那 様 御 病中 不奉御 伺う 

ち、 御 養生 不相叶 御 死去 被 遊 候との 御 事 承り 驚 入 候。 

野 子ども 朝暮之 歎き 難 尽罷在 候。 別而 尊君 様 御 方々 御 

愁傷 之 程 如何 計歟御 察し 奉 申 上 候。 随而甚 恐 入 候 得 共 

おそ まつ 

御蠱 末なる 造花 御霊前 様 へ 御 備被下 置 候 は V 、 親子 共 

おんく やみの しるし  これ を けんじた てまつ リ たく 

本望 之 至に 御座 候。 只 御 悔之印 迄に 奉 献之度 如 

此に 御座 候 以上。 霜月 廿 二日。 巿川白 猿。 巿川三 升。 


伊沢 様 御新造 さま。」 八 代 目の 一 人で※ 〔# 「貝+ 冒」、 

8 巻- 125- 上 を 送った のと 同日で ある。 しかし 造花 

が 二十 二日に 送られた とすると、 此ー 一十 二日が 即 葬の 

日で はない かとお も はれる ので ある。 

一 一十三 日に 榛 軒が 生前に あつら へて 置いた 小刀の 捲 

ふち かしら つばと もれん え ふ 

が 出来て 来た。 鞘の 蒔絵が 蓮 花、 縁 頭 鍔 共 蓮 葉の 一 

本 指であった。 榛軒は 早晩 致仕して、 貴顕の 交 を 断ち、 

此 小刀 を 佩び、 小 若党 一人 を 具して 貧 人の 病 を 問 はう 

と 云って ゐ たさう である。 是は曾 能 子 刀自の 語る 所で 

ある。 


その 二百 六十 三 

此年嘉 永 壬 子の 十二月 十三 日 は 蘭 軒の 姉、 榛軒柏 軒 

の 伯母 正宗 院の 一 週 年忌であった。 伊沢 氏 は尚榛 軒の 

喪に 居った から、 親戚と 極て 親しかった 人々 とが 集つ 

て 法要 を 営んだ に 過ぎなかった であらう。 「あらがね 

の 土 あたたかし 冬 籠、 七十 五歳陶 後」 と 書した 懐紙が 

徳 さんの 蔵 儲 中に ある。 

此 年森枳 園が 屠蘇の 方 を 印刷して 知友に 頒 つた。 亦 

十二月 中の 事で ある。 枳 園の 考証す る 所に 従へば、 屠 

蘇 は 本 唐 代の 俗間 方で ある。 其 配合の 最古なる もの は 


宋板 外台秘 要に 出で てゐ る。 枳園 は紀州 藩の 医官 竹 田 

某の 蔵す る 所の 宋板外 台 中 屠蘇の 方 を 載す る 一 頁 を 影 

刻した ので ある。 新年に 屠蘇 酒 を 飲む こと は、 今猶広 

く 世間に 行 はれて ゐ るから、 此に 古方の 薬品、 分量、 

製法 を略抄 して 置く。 「歳旦 屠蘇 酒 方。 大黄 十五 銖。 

白 1^ 十 銑。 桔梗 十五 銑、 蜀椒 十五 銖汗。 烏 頭 三 銖炮。 

菝葜 六銖。 桂 心 十五 銖。 右 七味 叹咀。 絳囊 盛。 以 十二 

月 晦日。 日中 懸沈 井中。 令 至塑。 正月 朔日平 暁。 出 薬 

置 酒 中。」 

此 年に は 今一 つの 記すべき 事が ある。 それ は 塩田 真 

さんの 語る 所で、 榛軒 等が 七 代 目 団十郎 の 勧進帳 を 観 


たと 云 ふ 一 事で ある。 塩田 氏の 語る を 聞く に、 此 勧進 

帳 は 七 代 目 団十郎 の 所謂 一 世 一 代 名残 狂言で あったら 

しい。 これ を此 年に 繫 くる 所以で ある。 

塩田 氏 はかう 云った。 「わたくし は 伊沢 榛軒、 同 柏 軒、 

ほうか いし 

渋江抽 斎、 森枳 園、 小島 成 斎、 石塚豊 芥子の 人々 と 寿 

海老 人の 勧進帳 を 観た こと を 記憶して ゐる。 此人々 は 

所謂 眼鏡 連で、 毎に 土間の 三 四 を 打ち抜いて 見物した。 

是は本 近眼から 起った 事で ある。 榛軒柏 軒の 兄弟 は 父 

蘭 軒の 如く 近眼であった。 抽斎は 伊沢 兄弟 程甚 しく は 

なかった が、 是も亦 近眼であった。 此 日に は抽 斎の 悴 

優 善、 清 川 安 策、 わたくし などの 青年 も 仲間 入 をして 


住った。」 

「勧進帳 は 中幕であった。 そして わたくし 共の 最も 看 

んと 欲した の も亦此 中幕であった。 幕の 開く 前に、 寿 

海老 人の 口上が あった。 例の 如く まさかりいて ふに 柿 

かみしも  かづら 

色の 上下で 出て、 一通 口上 を 述べ、 さて 仮 髪 を 脱いで 

坊主頭に なって、 此度此 通 頭 を 円め ましたから、 此頭 

ときん 

に 兜 巾 を 戴いて 辨慶を 勤めて 御覧に 入れます と 云 つ 

た。」 

「さていよ く 勧進帳の 幕が 開いた。 三 升の 富 樫、 

さ る ざ う 

猿 蔵の 義 経で、 寿 海が 辨慶 に扮 したので ある。 猿 蔵と 

云った の は 三 升の 弟で、 後の 九 代 目 団十郎 の 兄で あ 


る。」 

「眼鏡 連 は いづれ も 見 巧者の 事 だから、 熱心に 看て ゐ 

たま/ \ 

た。 わたくし は 偶 彼 木場の 隠居と なった 四 代 目団十 

郎の 勧進帳の 正本 を 持って ゐ たので、 それ を 持って 

住って ゐた。 そこで 土間で 其 本 を 儺いて、 舞台と 見較 

ベ てゐ た。」 

「幕 を 引く と 直に、 眼鏡 連の 土間へ、 寿 海老 人の 使が 

来た。 其 口上 は、 只今 舞台から 拝見いた しました が、 

大 そう 古い 本 をお 持に なって 入らつ しゃる やうで ござ 

います。 暫時 あの 本 を 借して 戴く こと は 出来ますまい 

かと 云 ふこと であった。 わたくし は 喜んで ffil して 遣つ 


た。」 

「芝居が はねて、 一同 茶屋の 二階へ 帰って ゐ ると、 そ 

こへ 又 寿 海の 使が 来て 本 を 還した。 口上 は、 結構な 御 

本 をお 貸 下さ つ て 難 有う.、 ^ j ざいます、 お 蔭を以 ちま し 

て、 藝の 上に 種々 心附 きました 事が ございます、 自身 

参上いた してお 返 申すべき でございますが、 打 出し 

早々 多用で ございま すので、 使 を 以てお 返 申します と 

云 ふこと であった。 そして 使 は 大きい 菓子 折 を 出し 

た。」 

「わたくし も 少し 驚いた が、 先輩の 人々 も 顔 を 見合せ 

て、 何事 か 思案せられ るら しかった。 さて 榛軒 先生が 


わたくしに、 塩田、 此 返事 はどうす ると 問 はれた。」 

その 二百 六十 四 

わたくし は此に 塩田 氏の 観 劇談 を 書き 続ぐ。 それ は 

わたくしの 此年嘉 永 壬 子の 事 だと 以為ふ 談 である。 

塩田 氏 は 既に 七 代 目 団十郎 の 寿 海老 人が 己に 四 代目団 

十郎の 演じた 勧進帳の 正本 を 返す 時、 菓子 折 を 添へ て 

茶屋の 二階に 送り、 同行の 師榛 軒が これに 報復す る 所 

以を 問うた こと を 語って、 さて かう 云った。 

「其 時 わたくし は 別に どうしょうと 云 ふ 定見 もなか つ 


たので、 榛軒 先生に、 さやう でございます、 どういた 

した もので ございませ うかと 反問した。 先生 は 云 はれ 

た。 どう だ、 其 本 を 寿 海に 遣らん かと 云 はれた。 わた 

くし はすぐ に 承諾した。 そこで 一行の 先輩の 間に、 こ 

れを 贈る にどう 云 ふ 形式 を 以てする が 好い かと 云 ふ 評 

議 があって、 結局 折り返して 使に 本 を 持たせて 還す の 

は 面白くない、 幸 同行 清 川 安 策の 父 玄道は 寿 海を療 

治して ゐ るから、 これに 託して 寿 海の 宅へ 送って 遣る 

が 好い と 云 ふこと になった。 そこで 寿 海の 使 をば、 菓 

子 折の 礼を言って 帰した。」 

「わたくし は 其 夜 一行と 別れる 時、 正本 を 安 策に 託し 


た。 数日の 後、 安 策 はわた くしに 寿 海の 玄 道に S ぼった 

ことば 

詞を 伝へ た。 御 本 は 有難く 頂戴いた します。 お 若い 

方が わたくしの 藝を 古い 本に 引き 較べ て 看て 下さった 

御 心 入に、 わたくし は 深く 感激いた しました。 今後 は 

塩田 様 も 折々 宅へ お 遊に お出 下さる やうに と 云 ふこと 

であった。」 

やすよし 

「わたくし は 或 日 渋江抽 斎の 次男 優 善と 一 しょに 寿 海 

の 宅を訪 うた。 優 善 は 前年 以来 矢 島 氏 を 称して ゐた。 

二人が 住って 見る と、 寿 海の 宅で は 丁度 大功 記の 稽古 

が 始まって ゐた。 俳優 は 春 永 坂 東 竹 三郎、 光秀 四 代 目 

坂東彦 三郎、 蘭 丸 巿川猿 蔵であった。 竹 三 郎は四 代 目 


彦三郎 の 養子で、 後の 五代 目 彦三郎 である。 四 代目彦 

三郎は 後の 亀 蔵で ある。 二人共 明治の 初まで ながらへ 

てゐた 人で ある。」 

「わたくし 共 は 暫く 稽古 を 見て ゐた。 すると 猿 蔵の 蘭 

ひこ さ 

丸が 鉄扇で 彦 三の 光秀 を 打擲した 後、 其 扇 を ぼんと 投 

げた。 寿 海 は それ を 見て 苦々 しい 顔 をして 云った。 猿。 

その 投様 はなんだ。 まるで 息 抜が して ゐる。 おれが 遣 

つて 見せう と 云った。 そして 扇 を 取って 起って 投げて 

見せた。 なる 程 いかにも 力が 籠って ゐた。 此時彦 三が 

寿 海に 問うた。 若し 其 鉄扇が 離れた 処に 落ちて ゐ たら、 

どうして 取り上げ たもので せう。 春 永の 引っ込んだ 跡 


で、 ゐ ざり 寄って 取り上げ たもので せう かと 問うた。 

寿 海の 答 はかう であった。 いや、 それ は 見苦しくて 行 

けない。 春 永の 前に 平伏す る 時、 見物の 気の 附 かぬ 位 

す あう 

鉄扇の 方へ ゐざリ 寄って、 平伏しし なに 素 襖の 袖で 鉄 

扇 を搔き 寄せれば わけはない。 さう して 置いて 頭 を 上 

げる時 鉄扇 を 取り上げ るが 好い と 云 ふので あった。」 

「稽古が 済んで から、 わたくし 共 は 寿 海と 話 をした。 

其 間に わたくし は 寿 海に 問うた。 舞台で は 随分 長い間 

坐って お出でせ うが、 痹 がきれ る やうな 事 はあり ま 

せんかと 問うた。 これ は 父 楊 庵が 二十 四 貫 八 百 目の 体 

で、 主君の 前に 伺 侯して ゐて、 いつも 痹 がきれ て 困る 


と 云って ゐ たからで ある。 寿 海 は 答へ た。 それ は痹の 

きれぬ やうに して ゐ ます。 足の 拇指 さへ 動して ゐれば • 

痹 はきれ ませぬ と 答へ た。 わたくし は 帰って 父に 伝授 

したが、 其 後 父 は痹に 悩まされる ことが なくなった。」 

その 二百 六十 五 

わたくし は 塩田 氏の 観 劇談 を 此年嘉 永 壬 子の 事と し 

た。 それ は 寿 海の 剃髪して 演じた 勧進帳が 其 名残 狂言 

らしく おも はれ、 名残 狂言の 勧進帳が 壬 子の 年に 演ぜ 

られ たと 聞いて ゐ るからで ある。 しかし 今 わたくしの 


手元に は 演劇 史料と なるべき 書 は 殆ど 一 部 も 無い。 寿 

海の 名残 狂言の 年 は 果して 壬 子で あつたか。 壬 子なら 

ば 其 何月で あつたか。 名残 狂言の 中幕に 勧進帳 を 出し 

た 後に、 四 世 薪水が 果して 大功 記 を 演じた か。 凡そ 此 

等の 事 は、 極めて 知り 易 かるべき もので ありながら、 

わたくし はこれ を検 する こと を 得ない。 

わたくし は 姑 く此に 二三の 推測 を 附記して 置く。 

其 一 は 勧進帳の 演ぜられた 劇場で ある。 彼 勧進帳が 若 

し 寿 海の 名残 狂言であった なら、 是は 塩田 氏の 談を書 

き 取った 渋 江 氏の 云 ふ 如く、 必ずや 河原 崎 座であった 

だら う。 


其 一 一は 彼 勧進帳が 壬 子の 年の 何れの 月に 演ぜられた 

かと 云 ふこと である。 これ を 観た 一行に 榛 軒が 加 はつ 

てゐ たこと をお もへば、 その 九月 以前なる べき こと は 

勿論で ある。 榛軒は 十月に 大病に 罹って、 十一月に 歿 

したから である。 爰に寿 海の 榛 軒に 与へ た 一通の 書牘 

くわ てんげ つち 

があって、 是も亦 文 淵 堂の 花 天 月 地中に 収められて ゐ 

る。 其 文 はかう である。 「新春の 御 祝儀 万々 歳 御 目 出 

度、 兼々 御 揃 被 遊 御機嫌 様 宜しく 入らせられ 大寿 至極 

恐悦 奉 申 上 候。 誠に 昨年の 御蔭に て 子 も 親もう ち 揃 ひ、 

本の 目 出た き 春に 出勤 仕 候。 有難々々 御 厚礼 奉 申 上 候。 

扨 又 父子へ 御 肴 料と して 金 五 百 疋御祝 ひ 被 下、 恐 


入々々 頂戴 仕 候。 坂の 若 先生 昨日 わざ/ \ 御 持参 被 成 

被 下 奉 恐 入 候。 十三 日に 初日 出 申 候。 ことに 此 度は悴 

まく あ ひ 

事 朝より 出つ づけに て、 幕間 も 取 込 居り 候 間、 失礼な 

がら 老筆 にて 御礼の 御 受申上 候。 且又 先達より 悴が 

そま つ 

一 寸申上 置 候よ し、 甚だ 蠱 末の ささ 折 奉 御覧 入 候。 御 

笑 味 奉 願 上 候。 どうか 此度は 是非々々 御 見物 願 上 候。 

甚子 自慢 も 恐 入 候が、 大役 首尾 能 相 勤 居 申 候。 乍 恐 御 

悦被遊 可 被 下 候。 何と ぞく 御 奥様へ も 山々 よろしく 

願 上 候。 可 祝。 十五 日。 寿 海老 人 白 猿 拝。 井沢 先生 

様。」 文の 首に 「新春の 御 祝儀」 と 云 ふより 見れば、 

「十三 日」 は 正月 十三 日で ある。 榛 軒が 金を餽 つて 賀し、 


寿 海が 必ず 来り 観む ^ 」 と を 請 ふ を 見れば、 此 興行 は廉 

ある 興行でなくて はならない。 「子 も 親もう ち 揃 ひ 本 

の 目 出た き 春に 出勤 仕 候」 は 富 樫辨慶 で、 「甚子 自慢 も 

恐 入 候が、 大役 首尾 能 相 勤 居 申 候」 は 其 富 樫で はな か 

らう か。 若し 然 らば 寿 海の 名残 狂言の 勧進帳 は、 壬 子 

の 年の 春 狂言で、 其 初日 は 正月 十三 曰であった だら う。 

又 寿 海 は 辛亥の 年に 病んで 榛 軒の 療治 を 受けた ものと 

おも はれる。 金 を 寿 海の 家に 齎 した 「坂の 若 先生」 と 

は 誰か。 若し 柏 軒なら ば、 何故に 「坂」 と 云 ふか。 或 

は 「若 先生」 は 清 川 安 策で、 父玄道 あるが 故に 云った 

もの か。 


以上 記し 畢 つた 後、 近世 日本 演劇 史と 歌舞伎 新報と 

を 小島 政ニ郎 さんに 借りて 看た。 七 世 団十郎 は 壬 子の 

九月と 十一月と に 勧進帳 を 演じた。 新報に 拠る に、 一 

世 一代 は 前者であった。 然れば 団十郎 父子の 正月に 演 

じた 狂言 は 別で ある。 四 世 薪水の 大功 記の 事 は 演劇 史 

さかのぼ 

に 見えない。 是等は 根本 資料に 拆 つて 検 せなくて は 

ならない。 

尋で 小島 氏は豊 芥子の 歌舞伎 年代記 続編 嘉永五 年の 

下に、 四 世 薪水の 大功 記が 「十一月 七日より 顔 見 世」 

になった と 云って ある こと を 報じた。 しかし 蘭 丸 は 猿 

蔵でなくて 巿蔵 になって ゐ たさう である。 是に 於て 壬 


子 九月に 榛 軒が 勧進帳 を 観、 十月 若く は 十 一 月 初に 塩 

田、 矢 島が 寿 海の 家を訪 うたこと が 明なる に 至った。 

その 二百 六十 六 

わたくし は 此年嘉 永 壬 子 十 一 月 十六 日に 榛 軒の 歿し 

たこと を 叙し、 次に 編 日の 記 を 続いで 歳暮に 至り、 最 

後に 壬 子年 間の 事に して 月日 を詳 にせざる 塩田 氏の 観 

劇談に 及んだ。 然るに わたくしの 獲た 所の 資料 中には、 

もと 

榛軒 に関する 事蹟に して 年月日の 下に 繋くべからざる 

すうた 

もの、 若く は 年月日 不詳なる ものが 数多 有る。 そして 


其 大半 は 曾 能 子 刀自の 記憶す る 所で ある。 榛軒は 蘭 軒 

の 継嗣で あるのに、 同藩の 人々 と雖 も、 その 平生 を悉 

して ゐる ものが 無い。 是には 後に 記すべき 弟 柏 軒に 比 

する に、 其 生涯の 波瀾に 乏しかった の も、 一原 因 をな 

して ゐる だら う。 又 蘭 軒 は 著述 を 喜ばなかった と は 云 

ひながら、 猶 若干の 文字 を 後に 貽 したのに、 榛 軒に 至 

つて は 殆ど 全く 筆墨 を 弄せなかった の も、 一原 因 をな 

して ゐる だら う。 榛 軒の 人となりの 知り 難い こと 既に 

此の 如くで ある。 わたくしの 獲た 所の 零砕の 資料 も、 

これ を 思へば 軽々 しく 棄 てられぬ ので ある。 

しかし 此 資料 はわた くし をして 頗る 整理に 艱 ましめ 


る。 わたくし は已 むこと を 得ず して 一 種の 序次な き 序 

次 を 立てた。 そして 先づ 年中行事より 筆 を 著け る。 

榛 軒の 世に は 新年の 発会が 盛であった。 来り 会す る 

もの は 約 百 人であった。 時刻 は 午前より 夜に 及んだ。 

午 は 飯 を 饗し、 夕 は 酒殽を 饗した。 少壮 者 は往々 夜 宴 

の 開かる る を 待ち兼ねて、 未の 下 刻 頃より 「もう 日が 

しゅぜん 

暮れた」 と 叫びつつ、 板戸 を 鎖し 蠟燭を 燃やし、 酒饌 

の 出 づるを 促した。 

會能子 刀自 は 当時の 献立 を 記憶して ゐる。 例 之ば 午、 

こかぶ  たら  なます 

吸物 摘 入、 小 蕪菁、 椎茸、 平 昆布、 大口 魚、 艙、 千 六 

本 貝の 柱、 猪口 はり/ \、 焼物 生 鮭 粕漬、 夕、 吸物 牡 


蠣 海苔、 口 取蒲鋅 卵橘飩 青海苔 を 塗した る 牛蒡 鯛の 小 

ひらめ まぐろ  お ほひら た ひめん  うまに  う ど 

串、 刺身 比 目 魚 黒 鰻、 大平 鯛麵、 旨 煮 烏賊 牛蒡 土 当 帰、 

概 此 類であった。 午 は 少壮 者が 健啖 を 競 ふので、 特 

に 多く 準備した。 

宴を撤 する に 先だって 総 踊と 云 ふ ことがある。 客が 

一斉に 起 舞す るので ある。 床板 は屢 踏み破られた。 

三月 上巳の 節句 は 天 保 丙 申の 条に 記した。 

五月 十三 日に は 関 帝 を 祭った。 関 帝 は 蜀の関 羽で、 

明の 万 暦 中に 「協 天 護国 忠義 大帝」 の 号 を 贈られた の 

ださう である。 榛 軒の 書斎に は 三位の 神 像が 安置して 

あった。 関 羽、 菅原道 真、 加 藤 清 正で ある。 


像に は 皆 来歴が ある。 関 帝の 原像 は 本 所 五百羅漢 寺 

の 門に あった。 榛軒は 彫工 運 長と 云 ふ ものに 命じて 摹 

刻せ しめた。 按ずる に 文 淵 堂の 花 天 月 地に、 榛 軒が 七 

代 目巿川 団十郎 所蔵の 関 帝 像 を 還した 時の 団十郎 の 文 

が ある。 或は 榛軒 はこれ を 借りて 家蔵の 像に 補 刀 を 加 

へしめ たので はなから うか。 文 はかう である。 「拝見 

仕 候。 如 仰 梅 天 不正 之 儀に 御 坐 候。 陳者関 帝 御 返却 被 

下、 糙に 謹領仕 候。 遠方 御 人 遣 奉 恐 入 候。 只今 講釈 中 

貴 報 耳 早々 申 上 候。 後刻 拝趨 万々 可 申 上 候。 頓首。 即 

日。 寿 海。 榛軒 先生 奉復。 ニ陳。 賤 姪へ よろしき 御 品 

御 恵投、 大に難 有 御 厚礼 申 上 候。 喜 気 満面 御 遠 察 可 被 


下矣。 I 

■ つち 

関 帝 は 厨子の 裏に 安置 せられた。 此 厨子に も 亦 来歴 

があって、 像に 比すれば 更に 奇 である。 

その 二百 六十 七 

わたくし は榛 軒の 毎 歳 五月 十三 日に 祭った 関 帝 像の 

来歴 を 語って、 未だ 其 厨子の 縁起に 及ばなかった。 厨 

子に は 四 具足が 添へ て ある。 香炉、 花瓶、 燭台、 酒爵 

である。 厨子と 云 ひ、 什器と 云 ひ、 皆 川 村 伝 右衛門と 

云 ふ 人の 贈る 所で ある。 伝 右衛門 は 今の 第三 十三 銀行 


頭取 川 村 伝さん の 祖父で ある。 

せん 

什器 は 青銅で 錡 たもので、 酌 源 堂の 文が 鐫 して ある。 

せきさい 

其 酒爵は 聖堂に 於て 釈 菜に 用ゐる もの を模 したので あ 

る。 川 村 氏 は 長 崎の 工人に 命じて 此什 具を錶 造せ しめ 

た。 然るに これ を 載せて 長 崎より 江戸に 至る 舟 は 覆没 

した。 

一 年の 後、 川 村 氏 は 既に 什器の 事 を 忘れて ゐ ると、 

は >  J  もと 

或 日 品 川へ 一 の E が 漂着した。 幸に 封緘 故の 如くで、 

上に 題した 宛名 も滅 えなかった ので、 此ェパ ァヴは 川 

村 氏の 手に 達した。 川 村 氏 は E を携 へて 榛 軒の 所に 至 

り、 共に 開いて 検す るに、 四 器 一 も 毀損せ ずに ゐた。 


関 帝 像、 厨子、 什器、 皆 現に 徳 さんの 家に ある。 

関 帝 祭器の 漂 著 は 事 既に 奇 である。 しかし 此に猶 一 

奇 事の 附 載すべき ものが ある。 榛軒は 関 帝 を 祭る 日に、 

先づ本 所の 五百羅漢 寺に 詣 つて 原像 を 拝し、 次で 家に 

還って 摹像を 祭る を 例と した。 某 年に 本 所に 住って 関 

帝の 前に 拝 跪し、 さて 身 を 起さむ とすると、 手に 一 物 

が 触れた。 取り上げて 見れば 小柄であった。 更に 熟視 

すれば、 欐 上の 象嵌 は 関 帝であった。 遺失者 を訪 ぬる 

道 もない ので、 榛軒は 持って 帰った。 此 小柄 は 後 請 ふ 

人が あって 譲り 与へ た。 

しつぼく 

榛軒は 関 帝 を 祭る 日に、 客に 卓子 料理 を 饗した。 円 


卓の 一 脚に 機関が あって 回転す る やうに してあった。 

中央に 円い 皿 一枚、 周 匝に 扇形の 皿 八 枚 を 置いた。 扇 

形の 皿に は 各 別種の 殽を 盛って あって、 客 は 卓を旋 

廻して 好む 所の 殽を 取る ことが 出来た。 

わたくし は 前に 棒 軒の 書斎に、 関 帝 を 除く 他、 菅公 

と 加 藤 肥 州との 像が 安置して あつたと 云った。 菅公像 

は 太宰府 天 満宫の 飛 梅を材 として 刻した もの、 又 加 藤 

くわん じ やう 

肥 州 像 は 熊 本より 勧 請し 来った ものであった。 

七月の 盂蘭盆会に は 毎 歳 大燈籠 を 貼らせ、 榛 軒が 自 

ら 達磨 を 画いた。 

歳暮が 近づけば 屠蘇 を 調合す る。 其 準備 は 十二月の 


半に 始まる。 調合の 日 は 二十日で ある。 是 日に は 柏 軒 

も 来り、 外 弟子 も 来り、 塾生と 共に 調合して、 朝より 

夕に 至る。 其 室に は 女子の 入る こと を 許さない。 幕府 

と 阿部 家と に献 ずる もの は、 薬 袋に 題す る 屠 字の 右 肩 

に 朱点 を 施して 樣 雑す る こと 莫か らしめ た。 調合 畢れ 

ば、 柏 軒が 門人 等 を 神田大 横町の 薔麦店 今宫へ 率て 往 

き、 薷麦を 振舞った。 大抵 其 員数 は 三十 人 許であった。 

此ょ リー 行 は 神 田 明 神社に 参詣し、 各人 三十 二 文の 

玩具 を 買って 丸 山の 家に 持って 帰った。 翌朝 闔 家の も 

のが 一斉に 起き 出で、 諸 弟子の 遺る 所の 玩具 を 観て 笑 

ひ 興じた。 


その 二百 六十 八 

わたくし は榛 軒の 世に 於け る 伊沢 氏の 年中行事 を 叙 

して 歳暮に 至った。 

歳暮に は 幕府と 阿部 家と から 金 を 賜 はった。 幕府 は 

たまもの 

躋寿 館に 書 を 講ずる がた めに 賞す るので、 其 賜 は 毎 

年 銀 五 枚であった。 

幕府の 賞 を 受けた 日に は、 榛軒 は往々 書 を 買って 人 

そのこ  かえ  ひめか  >  み 

に 贈った。 曾 能 子 刀自 は 柏と 呼ばれた 当時 姫 鏡、 女 

大学、 女 孝経 等 を もらった こと を 記して ゐる。 


某 の 年 榛軒は 藩主 の 賞 を 受け て 帰る とき、 途に 鳥屋 

よぎ  たま/ \  しゃも 

の 前 を 過った。 偶 鳥屋の 男の 暹羅 鶏の 頸 を 捩らう と 

して ゐ るの を 見て 榛軒は それ を 抑止し、 受 くる 所の 金 

まみ 

を 与へ、 鶏 を 抱いて 帰った。 黒 縮緬の 羽織が 泥土に 塗 

れた。 鶏 は 翌日 浅 草 観音の 境内に 放った。 

歳暮に は 受賞の 祝宴と 冬至の 宴と があった。 某 年の 

歳暮の 宴に、 客の 未だ 到らざる 前、 榛軒は 料理人 上 原 

全八郎 と共に 浴した。 浴し 畢 つて 榛軒は 犢鼻襌 を 著け、 

だま リ 

跳躍して 病人 溜の 間 を 過ぎ、 書斎に 入った。 上 原 も 

亦 主人に 倣って、 襌を 著け、 跳躍して 溜の 間に 入った。 

然るに 榛 軒の 既に 去って、 上 原の 未だ 来らざる に 当つ 


て、 治 を 請 はむ がた めに 訪 うた 一 夫人が 盛妝 して 坐し 

てゐ た。 上 原 は 驚いて 退いた。 榛軒は 衣 を 整へ て 出で 

て 夫人 を 見て 云った。 「只今 は 執事が 失礼 をいた しま 

した。 平生 疎忽な 男で。」 

年中行事 は此に 終る。 わたくし はこれ に 継ぐ に 神仏 

の 事 を 以てする。 榛軒は 神 を 敬し 仏 を 礼した。 詩 中に 

も 経 を 誦すと 云って ゐる。 又 遺言に 誦経の 事の あった 

の も 上に 記した 如くで ある。 其 居室に 関 帝、 菅公、 加 

藤 肥 州 等を祀 つて ゐ たこと は、 年中行事に 載せた。 此 

いよ， いちじる 

敬神の 傾向が 弟 柏 軒に 至って 愈 著くな つたこと は 

後に 言 ふ， J ととす る。 


榛軒は 啻に 関 帝 等の 像 を 居室に 安置した のみならず、 

又 庭に 小祠を 建てて ゐた。 祠には 八幡 大 菩薩と 摩利支 

天と を祀 り、 礎 下に は冑が 埋めて あった。 其 名 を 甲 蔵 

稲荷 社と 云った の は、 人家の 祀る 所の 神が 多く は 稲荷 

であって、 甲胄の 二字 は 古来 転倒して 用 ゐられ てゐた 

からで ある。 祭日に は 白山 神社の 神職 を 招いた。 神饌 

は 酒、 餅、 赤飯、 竹 麦 魚、 蜜柑、 水、 塩の 七 種で あつ 

もと 

た。 素 此祠は 阿部 家に 於て 由緒 ある ものであった ので、 

祭日に は 阿部 侯の 代 拝 者が 来た。 

猶此に 附記すべき 事が ある。 それ は榛 軒の 家に 白木 

の 唐櫃に 注 連 繩を結 ひ 廻した ものが 床の間に 飾って あ 


つたこと である。 櫃の 中には 後小松 帝の 宸翰 二種と 同 

帝の 供御に 用 ゐられ た 鶴 亀の 文 ある 土器と が 蔵して あ 

つた。 宸翰 は 大字の 掛 幅と 色紙と であった。 是は素 

榛 軒の 祖父 信 階の 師武田 長 春院の 家に 伝へ てゐた 物で 

あつたが、 武田氏 は 家 道 漸く 衰 へて、 これ を 商 費の 手 

に 委ねむ とした。 其時榛 軒が 金 を武田 氏に 与へ て 請 ひ 

受け、 他日 買 戻 を 許す と 云 ふ 条件 を附 して 置いた ので 

ある。 後榛 軒の 養子 棠軒は 家 を 福 山に 徒す 時、 此櫃を 

L. は ほ 

柏 軒の 家に 託した。 柏 軒の 嗣 磐の 世に 至って、 世変 

に 遭って 其 所在 を 失った。 

榛 軒が 常に 追 遠の 念に 厚い 嗣子 を 養 はむ こと を 欲し 


てゐ たの も、 此の 如き ピエ テェの 性より 出で たもので 

ある。 幸に 養子 良 安 は 祖先 を 敬す る こと を 忘れな かつ 

た。 

その 二百 六十 九 

榛 軒の i 事 中 わたくし は 次に 講 学の 事 を 書く。 しか 

し其受 業の 師は 前に 載せた から 今 省く。 

榛軒は 毎月 一 六の 両日 躋寿 館に 住いて 書 を 講じた。 

塾生 中 午 食の 辨当を 持って 随従した もの は、 柴田常 庵、 

あめのみ やり やうつ う 

柴田 修徳、 高 井元 養、 島 村 周 庵、 清 川 安 策、 雨宫良 通、 


三 好泰令 等であった。 皆榛軒 門人 録に 見えて ゐる 人々 

である。 

榛 軒の 家に 医書 を 講ずる 会 を 開いた の は、 毎月 九の 

日で あつたと 云 ふ。 天 保 壬 辰 三月の 柏 軒の 日記に、 九 

日に 多紀直 庭が 傷 寒 論 を 講ずる こと を 休み、 榛 軒が 

じ やうち よく 

上 直した と 云って ある。 直 庭 を 丸 山に 迎 へたので あ 

らう か。 又此 三月に は榛 軒が 十日 十五 日に 外 台 秘要を 

講じて ゐる。 按ずる に 講書の 日 は 必ずしも 年々 同一 で 

はなかった かも 知れない。 

榛 軒の 家に は、 月 六 斎に 塾生の ために 開く 講 筵が あ 

ろす け 

つた。 渡 辺 魯輔を 請 じて 経書 を 講ぜし め、 井口 栄達 を 


請 じて 本草 を 講ぜ しめたの である。 渡 辺 氏、 名 は魯、 

一 の 名 は 正風、 樵 山と 号した。 松崎慊 堂の 門人で ある。 

当時 麻布 六本 木に 住んで ゐた。 明治 六 年に 五十 三 歳 を 

以て 歿した と 云 ふより 推せば、 榛 軒の 残した 嘉永壬 子 

あ ふぎば し 

に は 三十 二 歳であった。 井口 は 扇 橋 岡 部 藩の 医官で 

あつたと 云 ふ。 わたくし は此 人の 事を詳 にせぬ が、 日 

し ち 

本 博物学 年表 嘉永ニ 年の 条に 下の 記事が ある。 「泉 州 

岸 和 田 侯 小 野 蘭 山の 本草 綱目 啓蒙に 図な きを 慨し、 侍 

医 井口 三 楽に 命じて 図譜を 編輯せ しめ、 本草 綱目 啓蒙 

図 譜山草 部 四卷を 刻す。」 按ずる に 栄達 は此三 楽で あ 

らう。 然 らば 岡 部 藩と は 武蔵岡 部の 安部 氏の 藩で はな 


くて、 和 泉 岸 和 田の 岡 部 氏の 藩で あらう。 武鑑 を検す 

るに、 岡 部 氏の 上屋敷 は 山 王 隣、 中 屋敷 は 霞 関、 下屋 

敷 は 渋 谷で ある。 扇 橋 は 恐く は 葵 橋 の 誤で あらう。 

まち か， V み 

扇 橋 は 当時の 町 鑑を検 する に、 現在の 深 川 扇 橋 を 除 

く 外、 一 も 載せて ないから である。 

渡 辺の 経義は 塾生 等が 喜んで 聴いた が、 井口の 本草 

はさう でなかった。 井口 は 老人で、 説く 所の 事 も 道理 

を 推論す るので なく、 物 類 を 列 叙す るので あつたから • 

塾生 等 は 倦んで 坐睡 する ことがあった。 或 時 井口 は 其 

不敬 を 難詰して、 講を 終へ ずして 席 を 起った。 塾生 等 

は 驚き 謝して 纔 に 井口の 怒 を 解く こと を 得た。 


ぢ よかえ 

榛軒は 毎旦女 柏の ために 古今 集 を 講じた。 又 柏に 画 

を 学ばせた。 是は躋 寿 館に 往く 日毎に、 柏 をして 轎に 

同乗せ しめ、 館に 至って 轎を 下る 時、 柏 を轎の 中に 遺 

し、 画師の 家に 舁き往 かしめ たので ある。 画師 はな ほ 

》 〔# 変体仮名え、 8 巻- 138- 上 ぶんめいと 云 ふ 人で、 

旗本の 次男で あつたと 云 ふ。 わたくし は 天 保 以後の 画 

家中に 就いて 此名を 討ね たが 見当らなかった。 又 旗本 

中に 就いて 其 氏 を 求めた が 得なかった。 只 古い 分限 帳 

に 直 井 氏の 二 家が ある。 其 邸 は 一 は 「御浜 之 内」、 一 は 

「湯 島 天神 下」 である。 皆 三 四十 俵 取の 家で ある。 画 

家 ぶんめい は 或は 直 井 氏で はなから うか。 


その 二百 七十 

榛 軒の 逸事 は此 より 医業に 関する 事に 入る。 榛軒は 

流行 医で、 四 枚 肩の 轎を 飛ばして 病 家 を 歴訪した。 其 

轎が 当時の 流行歌に さへ 歌 はれた こと は 既に 上に 記し 

た。 

榛軒は 初め 轎丁四 人と 草履 取 二人と を 抱へ てゐ た。 

しばん \ 

しかし 阿部 邸内の 仲間 等が 屢 喧嘩して、 累を 主人に 

及ぼす ことが 多かった ので、 榛軒は 抱の 数 を 減じて こ 

れを 避けよう とした。 そこで 草履 取の み を 留めて、 轎 


丁 は 総て 駕籠 屋忠兵 衛と云 ふ ものに 請負 はせ る ことと 

した。 

曾 能 子 刀自の 記憶して ゐる 仲間の 話が ある。 某の 年 

の暮の 事であった。 伊沢 氏で は餅搗 をした 翌日 近火に 

しる ひと  いとま 

遭った。 知人が 多く 駆け 附 けた 中に、 数日 前に 暇 を 

遣った 仲間が 一 人 交って ゐた。 火 は 幸に 伊沢の 家を延 

焼す るに 及ばなかった。 其 次の 日に 仲間の 請 宿の 主人 

が 礼を言 ひに 来た。 「昨日 はお 餅 を 沢山 頂戴いた して 

難 有う ございます。 手前 共で はま だ 手 廻り 兼ねて 搗か 

ずに ゐ ましたので、 大勢の 子供が 大喜 をいた しました」 

と 云った ので ある。 榛 軒が 餅 を 調べて 見させる と、 ま 


だ 切らずに 置いた 熨 餅が 足らなかった。 逐 はれた 仲間 

が 背中に 入れて 還った のであった。 

榛軒は 病 家 を 択んで 治 を 施した。 富貴の 家 は 努めて 

避け、 貧賤の 家に は 好んで 近づいた。 毎に 「大名と 札 

差の 療治 はせ ぬ 事 だ」 と 云った。 しかし 榛 軒が 避けむ 

と 欲して 避く る こと を 得ずに 出入した 大名の 家 は、 彼 

の 輓詩を 寄 せ た 棚 倉 侯 の 外に 数多あった こと は 勿論で 

ある。 又 札 差 を 嫌った の は、 札 差に 豪奢の 家が 多 かつ 

ちなみ 

たからで ある。 因に 云 ふ。 旗本 伊沢 氏の 如き は榛軒 

がた めに は 宗族であった。 所謂 「総本家」 であった。 

しかし 榛軒は 絶て 往訪 せずにし まった。 


俳優 は 当時 病 家と して 特別の 地位 を 占めて ゐた。 俳 

優 は 河原者と して 賤者 である。 目 見 以上の 官医は 公に 

これ をみ まふ こと を 得ない。 然れ ども 医に して 技を售 

ら むこと を 欲する もの は 皆 俳優の 家に 趨 つた。 

榛軒は 例と して 俳優の 請に は 応ぜなかった。 「立派 

な 腕の ある 医者が 幾ら も あ つて 見に 往 つ て 遣る の だか 

ら、 何も 己が 往 くに は 及ばない」 と 云って ゐた。 只巿 

川 団十郎 父子の 病んだ 時 だけ は此 例に 依らなかった。 

団十郎 は 即七代 目と 八 代 目と である。 七 代 目 団十郎 は 

人格 も 卑しから ず、 多少 文字 をも識 つて ゐて、 榛軒は 

友と して 遇して ゐ たので、 其 継嗣に も 親近した ので あ 


る。 

榛 軒は巿 川の 家を訪 ふに、 先 づ轎に 乗って 堀 田 原に 

住んで ゐる 門人 坂上玄 丈の 家に 住き、 そこより 徒歩し 

て巿 川の 家に 至った。 徳 さんの 云 ふに は、 前に 引い 

た 七 代 目の 書牘に 「坂の 若 先生」 と 云 ふの は、 此玄丈 

の子玄 真で はなから うかと 云 ふこと である。 巿 川の 家 

では 七 代 目 も 八 代 目 も 数 榛 軒の 治 を 受けた。 河原 崎 

くるび やう 

権 之 助の 女ち かが 佝僂病に 罹った 時 も、 此 縁故 あるが 

ために 榛 軒が 診療した。 権 之 助 は 九 代 目 団十郎 の 養父 

である。 

榛 軒の 貧 人を療 した 事に 就いては 種々 の 話が あるが、 


今一 例 を 挙げる。 福 山 藩士に 稲生 某と 云 ふ ものが あつ 

むか 

た。 其 妻が 難産 をして 榛 軒が 邀 へられた。 榛軒は 忽ち 

あわた  かえ 

遽 だしく 家に 還って、 妻 志 保に 「柏の 著 換を皆 出せ」 

お ほぶろ しき  つ 、 

と 命じ、 これ を 大揪に 裏んで 随ひ 来った 僕に わたし 

た。 是は 柏が 生れて 日 を 経ざる 頃の 事であった。 稲生 

氏 は 小禄ではなかった が 家が 貧しかった。 それに 三 子 

が 生れた のであった。 曾 能 子 刀自 は 云 ふ。 「わたくし 

は 赤子の 時に 著の 身 著の 儘に せられた のです が、 其 後 

もさう 云 ふ 事が 度々 あつたので ございます。」 

その 二百 七十 一 


たま/ \ 

治を榛 軒に 請うた 病 家中、 其 名の 偶 曾 能 子 刀自の 

記憶に 存 して ゐる ものが 二三 ある。 それ は榛 軒が 其 家 

に 往来した 間に、 特に 記憶すべき 事が あつたから であ 

る。 

高 束 翁 助 は 不眠 を 患へ た。 榛軒 はこれ に 薬 を 与へ た 

時、 翁 助の 妻 を 戒めて 云った。 「是は 強い 薬です から、 

ど ぅぞ 分量 を 間違 へない やうに し て 下さ い」 と 云った- 

はげ 

然るに 或 夜 翁 助 は 興奮 不安の 状が 常より 劇しかった の 

ひそか 

で、 妻 は 竊に薬 を 多 服せ しめた。 翁 助の 興奮 は 増 悪 

した。 後に は 「己の 著 物に は 方々 に 誠が ある」 と 叫ん 


で 狂奔し、 動もすれば 戸外に 跳り 出で むとした。 妻 は 

榛 軒の 許に 馳せ 来って 救 を 乞うた。 榛軒は 熟々 聴いた 

後に、 其 顔 を 凝視して 云った。 「薬の 分量 を 間違へ は 

しません でせ うね。」 翁 助の 妻 は 吃りつつ 答へ た。 「ま 

ことに 済みませんが、 今晩はい つもより 病気が ひどく 

起り ましたので、 少し 余分に 飲ませました。」 榛軒は 色 

を 作した。 「大方 そんな 事 だら うと 思 ひました。 あな 

たは わたくし を 信ぜないで、 わたくしの 言附を 守らな 

を は 

いのです から、 此上は 療治 をお 断 申します。」 云 ひ畢っ 

て 榛軒は 座 を 起った。 翁 助の 妻 は 泣いて 罪 を 謝した。 

榛軒は 将来 を飭 めた 後に 往診した。 榛軒は 門人に 薬 


量の 重んぜ ざるべ からざる を 説く に、 毎に 高 束の 事 を 

挙げて 例と した。 

わたくしの 福 田 氏に 借りた 文書に 徴す るに、 「慶応 

四 戊辰 五月 改東 席順」 中 「御者 頭 格 御附御 小姓 頭 高 束 

応助 六十 三」 と 云 ふ ものが ある。 応助 は即翁 助で あら 

う。 是に 由って 観れば、 高 束 は 文化 三年 生で、 榛 軒よ 

リ少 きこと 二 歳であった。 

中 井 肥 後 は 銀細工 人で 幕府の 用達 をして ゐた。 家 は 

湯 島に あった。 中 井 は 嘗て 治を榛 軒に 請うて 其 病が & 

えた。 そして 謝恩の ために 銀器 数 種 を 贈った。 榛軒は 

固辞して 受けなかった。 中 井が 其 故 を 問うた 時、 榛軒 


は 云った。 「兎角 さう 云 ふ 物 は 下人に 悪心 を 起させる 

本になります。」 しかし 榛軒は 必ずしも 病 家の 器物 を 

贈る こと を 拒んだ ので はない。 蒔 絵師 菱田寿 作 は 病の 

癒えた 時、 蒔絵の 杯 を 贈った が、 榛軒 はこれ を 受けた。 

ほそき かう い  たやす 

細 木 香 以が治 を 請うた 時、 榛軒は 初め 輒く 応ぜな 

かった。 しかし 切に 請うて 己まぬ ので、 遂に 門人 石 川 

ほじ ゆん 

甫淳 をして 治療せ しめた。 石 川 は榛軒 門人 録に 「棚 倉」 

と 註して ある。 陸 奥 国 白 川 郡 棚 倉の 城主 松 平 周 防 守 

やすたか 

康爵の 家来で ある。 此 人は榛 門の 最古 参であった さう 

である。 或 日 細 木は榛 軒の 妻 志 保 を 請 じて 観劇せ しめ 

た。 榛 軒が 異議 を 挾 まなかつ たので、 志 保 は 住いて 


ふた ま 

観た。 桟敷 二 間 を 打ち抜いて 設けた 席であった。 細 木 

は 接待の 事 を 挙げて 石 川に 委ね、 自分 は 午の 刻の 比に 

ちなみ 

桟敷に 来て 挨拶し、 直に 又 去った。 因に 云 ふ、 当時 富 

豪に して 榛 軒に 治 を 請うた ものに は、 鈴 木 十 兵衛、 三 

河屋権 右衛門 等が あつたが、 皆 謹 厚な 人物で、 細 木の 

如く 驕奢ではなかった。 

笹屋 千代 も亦榛 軒の 病 家であった。 榛 軒の 歿後に 重 

めぐむ 

患に 罹り、 棠軒良 安の 治 を 受けて 残した。 徳 さんの 

蔵す る 所の 「茶番 忠臣蔵 六 段 目 役割 台詞」 と 云 ふ 小冊 

子が ある。 是は 千代の 病が 一時 快方に 向った 時、 床 楊 

の 祝の ために 立案せられ たもの ださう である。 わたく 


し は此に 一 のキュ リオ ジテェ として 其 役割 を抄 する。 

「母 石川貞 白、 おかる 飯 田 安 石、 勘 平 伊沢 良 安、 一 文字 

屋森養 真、 猫師 井戸 勘 一郎、 与 一 兵 衛上原 全 八 郎。」 石 

川貞 白、 名 は 元亮、 本姓 は 磯野 氏で ある。 石 川の 通称 

は 諸 文書に 或は 貞 白に 作り、 或は 貞 伯に 作って あって 

一定し ない。 津山 未亡人の 説に 従へば 当に 貞 白に 作る 

べきで ある。 又 其 名 「元 亮」 は 同じ 人の 云 ふ を 聞く に 

1  かみ 

「もと あきら」 と訓 ませた ものら しい。 上に 引いた 

とうせき じゅん 

東 席順 に 「御 広間 番格奥 御 医師 石 川貞白 五十八」 と 云 

つて ある。 然 らば 石 川 は 文化 八 年生で、 榛 軒より 少き 

こと 七 歳であった。 飯 田 安 石 は榛軒 門人 録に 見えて ゐ 


る。 東 席順に 「表 御 医師 無 足 飯 田 安 石 四十 五」 と 云つ 

て ある。 然 らば 文政 七 年生であった。 此 人の 事 は猶後 

に 再 記す るで あらう。 森 養 真は枳 園の 子 約 之で ある。 

東 席順に 「御 広間 番格奥 御 医師 無 足 森 養 真 三十 四」 と 

云って ある。 その 天 保 六 年生であった こと は 既に 記し 

た。 井戸 勘 一 郎は柏 軒の 嗣子 t 磐 の 「親類 書」 に徴 する 

に、 蘭 軒の 女 長の 夫 井戸 応 助の 子で ある。 肩書に 「御 

先手 福 田 甲斐 守 組 仮 御 抱 入」 と 云って ある。 上 原 全 八 

郎は 阿部 家の 料理人で ある。 東 席順に 「総 無 足 料 頭上 

原 全八郎 五十六」 と 云って ある。 然 らば 文化 十 年生で 

榛 軒より 少 きこと 九 歳であった。 「料 頭」 は 料理人 頭歟。 


その 二百 七十 一 一 

わたくし は 既に 榛 軒の 逸事 中医 治に 関する 事 を録し 

た。 そして 其 末に 口碑の 伝 ふる 所の 病 家 を 列挙した。 

此 より は榛 軒の 友 及榛軒 時代に 伊沢 氏に 出入した 人々 

の 事 を 言 はう とお も ふ。 

森枳 園は榛 軒の ために は 父の 遺 弟子で ある。 蘭 門の 

諸子 は 蘭 軒の 在世中 若 先生 を 以て 榛軒を 呼び、 その 歿 

する に 至って、 先生と 改め 呼んだ こと は 既に 云った 如 

せいねんしゃ 

くで ある。 そして 青年 者 は 真に 榛 門に 移った。 しかし 


年歯の 榛 軒と 相 若く もの は、 前より 友と して 相 交って 

ゐ たので、 其 関係 は 旧に 依った。 枳 園の 如き は 其 一人 

である。 枳 園は榛 軒より 少 きこと 僅に 三 歳であった。 

曾 能 子 刀自 は 二人の 間の 一事 を 記憶して ゐる。 或 日 

棒 軒 は 本 所の 阿部 邸に 宿直した。 其 翌日 は枳 園の 来リ 

代るべき 日であった。 交代 時刻 は 辰の刻であった。 然 

るに 枳園は 来なかった。 榛軒は 退出す る こと を 得ずに、 

午餐 を 喫した。 枳園は 申の 刻に 至って 纔に 至り、 深 

く稽緩 の 罪 を 謝した。 

榛軒は 帰途に 上って、 始めて 此日徳 川 将軍の 「お 成」 

のために 交通 を 遮断せられ たこと を 聞き 知った。 枳園 


は 罪 を 謝する に 当って、 絶て これ を 口に 上せなかった。 

榛軒は 後に 人に 謂った。 「森 は 実に 才子 だ。 若し あ 

の 時お 成で 道が 塞がって 遅れた と 云ったら、 己 はきつ 

と なぜお 成の 前に 出掛けなかった と 云った に 違ない。 

いひ わけ 

森 は分疏 にならぬ 分疏 など はしない。 実に 才子 だ」 と 

云った。 

枳 園が 禄を 失って 相 摸に 居た 時、 榛 軒が 渋 江 抽斎等 

と共に 助力し、 遂に 江戸に 還る こと を 得しめ たこと は 

上に 見えて ゐる。 

渋 江抽斎 も亦榛 軒が 友と して 交った 一 人で ある。 そ 

して 榛 軒より 少 きこと 僅に 一歳であった。 曾 能 子 刀自 


はかう 云 ふこと を 記憶して ゐる。 或 日 柏 軒、 抽斎、 枳 

園 等が 榛 軒の 所に 集って 治療の 経験談に § の 移る を 

忘れた ことがある。 此時 終始 緘黙して ゐ たの は 抽斎ー 

を さな  かえ 

人であった。 それが 穉ぃ 柏の 注意 を惹 いた。 客 散ず 

る 後に、 柏 は 母に 問うた。 「渋 江さん は なぜ あんなに 

黙って お出な さるので せう。」 母 は 答へ た。 「さう さね- 

あの方 は静な 方な の だよ。 それに 今日はお 医者の 話ば 

かし 出た のに、 あの方 は どっち かと 云 ふと 儒者の 方で 

お出な さるから ね。」 

金輪 寺 混 外 は 蘭 軒の 友で、 蘭 軒 残 後に は榛 軒と 交つ 

しば- <^ 

た。 榛軒は 数 王子の 金輪 寺を訪 うた。 曾 能 子 刀自 は 


かう 云 ふこと を 記憶して ゐる。 某 年に 榛軒は 王子 権現 

の 祭に 招かれて 金輪 寺に 住った。 祭に 田楽 舞が あった。 

混 外 は 王子 権現の 別当であった ので、 祭 果てて 後に、 

舞の 花 笠 一 蓋を榛 軒に 贈った。 

榛軒は 花 笠 を轎に 懸けさせて 寺 を 出た。 さて 丸 山 を 

さして 帰る と、 途上 近 村の 百姓ら しい ものが 大勢 轎を 

囲んで 随ひ 来る のに 心附 いた。 榛軒は 初め その 何の 故 

なる を 知らなかった。 

行く こと 数 町に して 轎 丁が 肩 を換 へた。 其 時 衆人 中 

より 一人の 男が 進み出て 榛 軒に 「お 願が ございます」 

と 云った。 その 言 ふ 所 を 聞けば 花 笠 を 請 ふ のであった。 


当時 此 祭の 花 笠 を 得て 帰れば、 其 村 は 疫癘 を 免れる と 

伝 へられて ゐ るので あった。 

寿 阿弥の 事 は 上に 見えて ゐ るから 省く。 曾 能 子 刀自 

の 言に 拠れば、 長唄の 「初子」 は 寿 阿弥の 作で ある。 

その 二百 七十 三 

わたくし は 上に 榛 軒の 友人 並 知人の 事 を 列 叙した。 

然るに 嘗て 曾 能 子 刀自に 聞く 所に して 全く 棄 つるに 忍 

びざる ものが、 尚 二三 ある。 姑く 其 要 を 摘んで 此に 

附 して 置く。 実は 鶏 肋で ある。 


村 片相覧 は 福 山 藩の 画師で、 蘭 軒の 父 信 階の 像、 蘭 

軒の 像 等 を 画いた。 相 覧が榛 軒の 世に 於て 伊沢 氏に 交 

る こと 極て 親しかった こと は、 榛 軒が 福 山に 住って ゐ 

た 間、 毎日 留守 を 巡検した と 云 ふ 一 事に 徴 しても 明で 

ある。 

相 覧の号 を 古 疇と 云った こと は、 既に 云った 如く、 

荏 薇 問答に 見えて ゐる。 世に 行 はれて ゐる 画人 伝の 類 

には此 人の 名 を 載せない。 只 海内 偉帖に 「村片 相覧、 

画、 福 山 藩、 丸 山 邸 中」 と 云って あるの みで ある。 

相 覧の子 を 周覧と 云った。 父 は 子を教 ふるに 意 を 用 

ゐ なかった。 周覧 は 狭斜に 出入し、 悪疾に 染まって 


み 、しひ  うと 

聾 になり、 終に 父に 疎ん せられた。 榛軒は 為に 師を 

択んで 従 学せ しめ、 家業 を 襲ぐ こと を 得しめ た。 會能 

子 刀自 は 家に 周覧の 画いた 屛風 のあった こと を 記憶し 

てゐ る。 意匠 を 河 東 節の 歌曲 「小袖 模様」 に 取った も 

のであった。 わたくしの 福 田 氏に 借りた 明治 二 年の 

「席順」 に 「第五 等 格、 村片巿 蔵、 三十 九」 と 「第 七 等 

席、 村片平 蔵、 廿六」 とが ある。 榛 軒の 歿した 嘉永五 

年に は、 天 保 二年生の 巿 蔵が 二十 二 歳、 弘化 元年 生の 

平 蔵が 九 歳であった。 周覧の 子で はなから うか。 初に 

少時の 失 行 を 云云して、 後に 其 人の 後の 誰なる を推窮 

する は 憚るべき が 如くで あるが、 周覧の 能く 過 を 改め 


身 を 立てた 人なる を 思へば、 必ずしも 忌むべき ではな 

からう か。 

むすめ 

魚屋 与 助 は 伊沢 氏に 出入した 魚 商で ある。 女が 三 

まっき くき や う  か う ぶ 

人あって、 名 を 松 菊 京と 云った。 与 助の 妻 は 酒 を 被 

つて 大言 する 癖が あって、 「女が 三人 あるから、 一 人 五 

百両と 積っても 千 五 百両が もの は ある」 と 云った。 松 

は榛 軒の 妻 志 保に 事へ て、 柏の 師匠の 許に 通 ふ 供 をし 

た。 後日 本 橋 甚左衛 門 町の 料理店 百 尺の 女中に なって、 

金を貯 へた。 京 は 常 磐 律の 上手で、 後 小 料理屋 を 出し 

かたち 

た。 此 二人 は 美人であった。 菊 は目疾 のために 容を 

損 ひ、 京の 家に 厄介に なった。 力士 岩 木 川の 京に 生ま 


せた 子が、 後の 横綱 小 錦 八十 吉 である。 

初代 善 好は榛 軒に 愛せられて、 伊沢 氏の 宴席に 招か 

れ、 手品な ど を 演じた。 「日蓮の 故 迹に名 ある &禾ゅ 

ゑ 出す 薬 さへ 妙に 利くな り」 と 云 ふ 狂歌 を 詠んだ こと 

が ある。 封 巾 間を罷 めて 後、 鍋屋 横町に 待合 茶屋 を 出し 

た。 当時 赤 城 横町 は 日蓮に 賽 する ものの ために 賑ひ、 

鍋屋 横町 は 人 行が 稀であった。 善 好 は 客が 少 いので 困 

窮し、 榛 軒の 救助 を 得て 存活 した さう である。 わたく 

し は 封 E 間の 歴史 を詳 にせぬ が、 初代 善 好と は 所謂 桜 川 

善 好で あらう か。 桜 川 善 好は甚 好の 弟子、 甚好は 

慈悲 成の 弟子 だと 云 ふ。 当時の 狭斜の 事蹟に 精し い 人 


の教を 待つ。 

榛 軒の 友人 知人の 事 は此に 終る。 次に わたくし は榛 

軒の 門人の 事 を 記さう とお も ふ。 榛軒 門人 録には 四十 

五 人の 名が 載せて ある。 しかし 今 其 行状 を詳 にすべき 

もの は 甚だ 少ぃ。 わたくし は已 むこと を 得ず して、 只 

たま /(\ 

偶 曾 能 子 刀自の 話頭に 上った もの を 叙 列す る ことと 

する。 

榛軒は 門人 を 待つ こと 頗 厚かった。 曾 能 子 刀自 は 

かう 云 ふこと を 記憶して ゐる。 或 日 榛軒は 塾生の 食器 

の 汚れて ゐ たの を 見て 妻に 謂った。 「女中に 善く 言つ 

あら- 

て 聞せ て、 もっと 膳 椀 を 綺麗に 灘は せる やうに せい。 


諸 生 も 内へ 帰れば、 皆 立派な 檀那 だからな。」 

その 二百 七十 四 

わたくし は榛 軒の 門人の 事 を 書き 続ぐ。 門人 中には 

往々 十一 二 歳より 十五 六 歳に 至る 少年が あった。 清 川 

安 策、 柴田常 庵、 三好泰 令、 雨宫良 通、 島 村 周 庵、 

前 田 安貞、 高 井元 養 等が 即是 である。 

丸 山の 家の 後 園に は 梅林が あった。 梅が 子 を 結ぶ 毎 

に、 少年 等 はこれ を 摘み取り、 相擲 つて 戯 とした。 

当時 未だ 曾て 梅 子の 黄なる を 見る に 及ばなかった ので 


ある。 既にして 榛 軒が 歿し、 弟子が 散 じた。 伊沢 氏で 

えんざう 

は 年毎に 後 園の 梅を醃 蔵して 四 斗 樽 一 一 つ を 得た。 

榛軒は 少年 弟子の ために 明 卯の 刻に 書 を 講じた。 冬 

に 至る と、 弟子 中 虚弱なる もの は 寒 を 怯れ た。 そして 

これ を 伊沢 氏の 寒稽古と 謂った。 

そん 

清 川 安 策 孫 は 豊後国 岡の 城主 中 川 氏 の 医官 清 川玄道 

愷の 次男であった。 玄道は 蘭 門の 一 人で、 其 長男が 徴、 

次男が 孫で ある。 

伝 ふる 所に 従へば、 父 玄道は 人と なって 後久し く 志 

を 得ずに、 某 街の 裏店に 住んで ゐた。 家に 兄弟 十八 人 

があって、 貧困 甚だしかった。 しかし 玄道は 高く 自ら 


標 置して、 土人の 家に は 門がなくて はならぬ と 云 ひ、 

裏店の 入口に 小い 門 を 建てた。 又 歳旦に は 礼服が なく 

て はならぬ と 云って、 柳 原の 古 著屋で 紋服 を 買って 著 

た。 

未だ 幾 ならぬ に 玄道は 立身した。 その 目 見 医師の 

班に 加 はった の は 年月 を詳 にせぬ が、 躋寿 館の 講師に 

任ぜられ たの は 天 保 十四 年 十一月 十六 日で ある。 即ち 

榛 軒と 年 を 同じう して 登 館した ので ある。 武鑑 を検す 

るに、 目 見 医師 清川玄 道の 家 は 「木 挽 町」 であった。 

目 見 医師 玄 道の 次男 安 策 孫 は 医を榛 軒に 学び、 後 兄 

徴の 死す るに 至って 玄 道と 称した。 維新 後 其 技 大いに 


售れ て、 一時 多く 浅田宗 伯に 譲らなかった。 徳 さん 

す *s 

は 少時 医 を此玄 道に 学んだ。 清 川 氏の 裔は今 大津に 居 

ると 云 ふ。 

うん あん 

柴田常 庵 は 柴田芸 庵 の 子 だと 云 ふ。 柴田氏 は 古く 幕 

とうかう げんた い ちくけ いげんたい 

府に 仕へ て、 林 家の 文集に 東皐 元泰、 竹 渓元岱 の 墓誌 

らくなん げんしゅん 

が ぁリ、 大槻 磐渓の 寧静閣 集に 洛南元 春 の 墓誌が ある- 

又 武鑑 を検 する に、 麴 町の 元泰、 三十 間 堀の 元 春、 木 

挽 町の 芸 庵が ある。 皆 同族なる が 如くで あるが、 今 

遽 に 其親属 関係 を詳 にす る こと を 得ない。 

常 庵は少 うして 榛 軒に 従 学し、 其 内弟子と なった。 

当時 常 庵 は 家に 継母が あって、 常 庵 を 遇する こと 甚だ 


薄く、 伊沢 氏に 寓す るに 及んでも、 衾揚を 有せな かつ 

た。 榛軒は 悉 くこれ を 仮 給した。 

常 庵 は※ 巧 〔# 「にんべん + 環の つくり」、 8 巻- 147- 下 

w〕 なる 青年であった。 或 時 塾 を 出で て 還らざる こと 

いさう  ひら  てん 

数日であった。 そして 其 衣 箱を披 けば、 典し 尽 して 復 

一物 を 留めず、 伊沢 氏の 借す 所の 衾 禱も亦 無かった。 

榛軒は 人 を 派して 捜索し、 遂に 常 庵の 蕨 駅の 娼家に 

ある を 知って 率て 帰った。 そして 書斎の 次の 三 畳の 間 

に 居らせた。 数日の 後、 常 庵 は 又 逃げた。 榛軒は 再び 

率て 帰り、 三 畳の 間に 居らせ、 清 川 安 策に 其 次の 二 畳 

の 間にあって 監視す る こと を 命じ、 纔に其 逃亡 を 阻 


ぐる こと を 得た。 時に 常 庵 は 年甫て 十四であった。 

常 庵 は 長 じて 幕府の 医官と なった。 其 叔母 は 清川玄 

道の 妻で ある。 

常 庵 は 医官と なった 後 も、 筵 席に 液めば 必ず 踊った。 

「綱 は 上意」 が 其お はこであった。 維新の 後、 常 庵 は 狂 

言 作者と なって 竹柴寿 作と 称し、 五代 目 坂 東 彦三郎 に 

随従して ゐた。 妻は大 坂の 藝妓 であった。 常 庵 改寿作 

の 死んだ 時、 甲斐性の ある 妻 は 立派な 葬儀 を 営んで 人 

に 称 讚せられ た。 

常 庵の 同族 三十 間堀柴 田の 裔は 俳優と な つ て 中 村 福 

寿と 称し、 後 廃業して 舆 軍港に 料理店 を 開いて ゐ ると 


云 ふ。 

その 二百 七十 五 

もと あきら 

石川貞 白、 本 磯野 氏、 名 は 元亮、 通称 は 勝 五郎で あ 

つた。 文化 八 年生で、 榛 軒よ リ少 きこと 七 歳であった 

かみ 

こと は 上に 見えて ゐる。 父 某が 阿部 家に 仕へ て 武具 を 

管して ゐ ると、 其 同僚が 官物を 典して 銭 を 私した ので、 

連坐 せられて 禄を 失った。 当時 貞白は 既に 妻が あった。 

むすめ 

妻 は 公卿の 女であった。 貞白は 父母、 妻、 一 弟 二 妹、 

一 子と 共に 小島 宝 素の 邸に 寄寓した。 


貞白は 素 頗 医薬の 事を識 つて ゐ たので、 表 向榛軒 

の 門人と なり、 剃髪して 技 を售る ことと なった。 その 

石 川 氏 を 冒し、 貞 白と 称した のは此 時で ある。 

貞 白が 開業の 初に、 榛軒 は本郷 界隈の 病 家 数十 軒 を 

譲り 与へ て、 其 一時の 急 を 救った。 一家 八 人 は 此に由 

つて 饑渴を 免れた。 

ひんる 

渋 江 保さん は 当時の 貞 白の 貧 窶を 聞知して ゐる。 貞 

白 は 嘗て 人に 謂った。 「己の 内で は 子供が 鰊鮞を 漬け 

た 跡の 醬油を 飯に 掛けて、 饅飯 だと 云 つ て 食 つて ゐる」 

と 云った。 又 或 日 貞白は 柏 軒の 子 鉄 三郎を 抱いて 市に 

おもちゃ 

往き、 玩具 を 買って 遣らう と 云った。 貞白は 五十 文 か 


ら百 文まで 位の 物 を 買 ふ 積で ゐた。 すると 鉄 三 郎が鍾 

馗の 仮面 を 望んだ。 其 価 は三両 であった。 貞白は 妻の 

かみの もの 

頭 飾 を 典して これ を 償うた。 柏 軒 は 後に 聞き 知って 

気の毒が り、 典物 を 受け 出して 遣った。 鉄 三 郎は榛 軒 

の歿 年に 四 歳に なって ゐた。 

貞白は 機敏であった。 その 伊沢 分家、 同 又 分家、 渋 

ぁづか 

江 氏 等と 交って、 往々 諸家の 内事 を 与 り 聞いた こと は、 

わたくしの 既に 屢 記した 所で ある。 

貞白は 学 を 好んで 倦まなかった。 医学より して 外、 

国語学に 精し く、 歌 文 を 作った。 榛 軒の 家に 開かれた 

源氏物語の 講 筵に は、 寿 阿弥と 此人 とが 請せられ た。 


又 善書であった。 夜 書 を 読んで 褥に 臥せず、 疲る、 と 

き は 頭に 羽織 を 被って 仮寐 した。 

貞白は 酒 を嗜ん だ。 そして 動もすれば 酔うて 事 を 誤 

いまし 

つた。 榛軒 は屢儆 めた が 功が 無かった。 終に 「己が 

廃め るから 一し よに 廃め るが 好い」 と 云って、 先づ自 

ら 湯 島 の 天 満宫 に 祈誓 して 酒 を 断った。 貞 白は大 い に 

慙ぢ てこれ に 倣った。 

貞 白の 弟 は 或 旗下の 家の 用人が 養って 嗣 とした。 二 

妹 は 一 は慧、 一 は痴 であった。 

渋 江 恒善は 抽斎全 善の 長男で ある。 榛軒 門人 録には 

「渋 江 道 陸」 として 載せて ある。 塾生であった。 性 謹 


厚に して、 人の 嬉笑す る を 見て は 顰蹙して 避けた。 同 

窓の 須川隆 白 は、 同じ 弘前 藩の 子弟であった ので、 常 

に 恒善を 推 重し、 寝具の 楊 卸、 室内の 掃除 は 自ら これ 

に 任じ、 恒 善に 手 を 下させなかった。 此 人の 事 は抽斎 

伝に 詳 である。 

須川隆 白は弘 前の 人で、 伊沢 氏 塾生の 一 人であった。 

美丈夫で あつたが、 首 を 棹る 癖が あった。 榛軒 歿後に 

は 渋江抽 斎に 従 学した。 

隆白は 後津軽 家の 表 医師に 任ぜられ、 金 十八 両六人 

扶持 を 受けた。 禄 米に 換算 すれば 約 九十 俵で ある。 渋 

江 恒善は 同家に 仕へ、 三人 扶持 を 受けて ゐる うち、 不 


幸に して 早世した ので ある。 

その 二百 七十 六 

渡 辺 昌盈も 亦、 渋江恒 善、 須川隆 白と 同じく、 弘前 

藩の 子弟で、 伊沢 氏の 塾に 寓 して ゐた。 榛軒 門人 録に 

は此 人の 名が 「昌 栄」 に 作って ある。 わたくし は 今 同 

藩 出身の 渋 江 保さん の 書す る 所に 従 ふ。 

昌盈は 其 本姓 を 知らない。 渡 辺 氏に 養 はるる とき、 

川村屋 金次郎 とい ふ ものが 仮親と なった。 是は津 軽 家 

つき や  か はきん 

用達た る舂屋 で、 所謂 川 金で ある。 


榛軒は 頗る 昌盈を 優待した。 そして これ をして 久し 

ちと 

く 塾 頭たら しめた。 門人 録には 福 岡の 森隆 仙の 下に 塾 

頭と 註して ある。 渡 辺と 森との 塾 頭 は 孰 か 先、 孰 か 

後なる を 知らない。 

すう あん 

或 時 小島 宝 素と 辻元崧 庵と が榛 軒に 告げて 云った。 

このごろ 

頃日 坊間に 酌 源 堂の 印の ある 書籍 を 見る ことがある。 

文庫の 出納 を 厳に する が 好い と 云った。 榛軒は 蔵書 を 

しょ ゐ 

検 して 数 部の 喪失 を 知った。 そして その 何人の 所為な 

る を 探る に 及んで、 これ を沽 つた ものの 昌盈 なる を 知 

つた。 

昌盈は 懼れて 救 を 川 金に 請うた。 川 金 は 書籍の 猶書 


估の 手に ある もの を 買 ひ 戻して 伊沢 氏に 還した。 

昌盈は 後津軽 家の 表 医師と な つ て禄 三十 人 扶持 を 食 

んだ。 安政 乙 卯の 地震の 日に、 津軽 家の 本 所 上屋敷の 

たま/ \ 

当直 は 須川隆 白に 割り当てられて ゐた。 偶 須川は 事 

ちょくしゃつ ひ 

に 阻 げられ て、 昌盈 をして 己に 代らし めた。 直 舎 潰 

えて、 昌盈 はこれ に 死した。 

さき 

飯 田 安 石 も 亦 門人 録に 見えて ゐる。 わたくし は 前に 

やま ひすみ やか  おく 

榛 軒が 病 革 であった 時、 物 を 安 石に 貽 つたこと を 

記した。 そして 当時 未だ 此 人の 身上 を詳 にしなかった 

ので ある。 

めぐむ 

わたくし は 後に 徳 さんに 聞いた 所 を 以て 此に 補記 


まさ 

しょうと おも ふ。 しかし その 応に補 ふべき 所の もの は、 

啻に 安 石の 上の みで はない。 わたくし は 先づ榛 軒の 妻 

志 保の 経歴 を 補って、 而る 後に 安 石に 及ばなくて はな 

ら ない。 

飯 田 氏 志 保の 未だ 榛 軒に 嫁せ ざるに 当って、 曾て 一 

たび 藝妓 たりし こと は 前記に 見えて ゐる。 しかし 此記 

ろうく わ い 

に は 漏 挂の憾 があった。 志 保 は 妓を罷 めた 後、 榛軒 

に 嫁した 前に、 既に 一 たび 従 良した ことがある。 

志 保の 初の 夫 を 綿 貫 権左衛 門と 云った。 綿 貫 は 長 門 

国 萩 藩の 留守居であった。 志 保 は 一 子 を 挙げた 後、 故 

あって 綿 貫と 別れた。 そして 其 子 を 練 馬 村 内 田 久右衛 


門の 家へ 里子に 遣った。 

数年の 後、 志 保 は此子 をして 母方の 飯 田 氏 を 冒さし 

めた。 此 子が 即飯田 安 石で ある。 

安 石 は 十二 歳に して 榛 軒の 門に 入った。 是 故に 安 石 

は 名 は 門人で あつたが、 実は 志 保の 連子であった。 榛 

軒が 臨終に 物を貽 つた 所以で ある。 

今 按ずる に、 安 石の 生年 文政 七 年より 推せば、 志 保 

は 文政 六 年の 頃 綿 貫が 許に ゐて、 七 年に 安 石 を 生み、 

中二 年 を 隔てて、 十 年に 榛 軒に 嫁した ので あらう。 安 

よは ひ 

石 入門の 年 は、 其 齢が 十二で あつたと 云 ふよ リ考ふ 

力え 

るに、 天 保 六 年、 即 柏の 生れた 年であった らしい。 


わたくし は 曾 能 子 刀自の 安 石に 関して 語る 所 を 聞い 

た。 其 事 は猥瑣 にして 言 ふに 足らぬ が、 幕末の 風俗 を 

察する 一端と もなる べきが 故に、 姑く 下に 録存 する。 

しんこ  き  そしり 

榛※ 〔# 「木+ 苦」、 8 巻- 151- 下 U 翦る なきの 誚 は 甘ん 

じ受 くる 所で ある。 

その 二百 七十 七 

榛 軒の 妻 志 保の 連子たり、 榛 軒の 門人た る 飯 田 安 石 

の 逸事に して、 曾 能 子 刀自の 記憶す る 所の もの はかう 

である。 


森 枳園は 毎年 友人 及 弟子 を 率て 江戸の 近郊へ 採 薬に 

住った。 大抵 其方 向 は 王子 附近で、 王子の 茶 を 買って 

帰り、 又 帰途に 白山の 砂場で 薷麦を 喫する を 例と した。 

渋 江 保さん など も 同行した ことがある。 

某 年に 飯 田 安 石が 此夥に 加 はった。 安 石 は 朝 急いで 

塾 を 出る 時、 偶 脇差が 見えなかった。 

其 頃 伊沢の 家に は屢 茶番の 催が あった。 狩 谷懐 之の 

茶番に 用ゐた 木刀 は、 髹※ 〔# 「革+ 室」、 8 巻- 152- 上 

金環、 実に 装飾の 美 を 極めた もので、 懐 之 はこれ を 伊 

沢 氏に あ づけて 置いた。 安 石 は 倉皇 これ を 佩びて 馳せ 

去った。 


此夕採 薬の 一 行中に 加 はった 伊沢の 塾生 は 皆 還った 

に、 独り 安 石が 帰らなかった。 榛軒は 木刀の 事 を 聞い 

て 大いに 痛心した。 当時の 制度 は、 木刀 を 佩びて 途に 

死す る もの は、 骸を 非人に 交付す る ことにな つて ゐ 

たからで ある。 

榛軒は 人 を 四方に 派して 捜索せ しめた。 そして 終に 

板 橋 駅の 妓楼に 於て 安 石 を 獲た。 

さかのう へげん ぢ やう 

坂 上玄丈 も亦榛 門の 一人で、 門人 録 中に 載せて あ 

る。 此人は 弘化甲 辰に 渋江抽 斎と 共に 躋寿館 講師に 任 

せられ 又 これと 共に 将軍家 慶に 謁した。 武鑑に は 目 見 

もと 

医師の 下に 其 名が 見えて ゐて、 扶持 高 住所 等 は 未 刻の 


儘に なって ゐる。 

榛 軒の 門人の 事 は此に 終る。 

次に わたくし は榛 軒の 資性に 関して 二三の 追記 を 做 

さう とお も ふ。 榛軒は 廉潔であった。 そして 毎に かう 

云った。 「己 は 柏の ために 金 を 遺して 遣る こと は 出来 

ない。 縦し 出来る にしても、 それ は 己の 望む 所では 無 

のこ  わざ は ひ 

い。 金を貽 すの は 鬼 角 駚 を貽 すと 同じ 事になる。 そ 

の 代に 己 は 子孫の ために 陰徳 を 積んで 置く」 と 云った。 

すく 

朋友の 窮を拯 ひ、 貧 人の 病を療 したの は此 意より 出で 

たので ある。 

或 日 榛軒は 混 外 を 金輪 寺に 訪 うた 帰途、 道灌 山に 登 


つて 月 を 観た。 僕吉 蔵と 云 ふ ものが 随 つて ゐた。 榛軒 

は 吉蔵を 顧みて 云った。 「好い 月ぢ やない か。 お前 は 

どうお も ふ。」 吉蔵は 答へ て 云った。 「へえ。 さやう で 

ございま すね。 です が、 檀那、 此 月で 包 か 何 かが 道に 

落ちて ゐる のが 見附 かって、 それ を 拾って 見る と、 金 

の 百両も はいって ゐ たら、 猶 結構で ございませう。」 榛 

いとま 

軒 は 聴いて 不興 気に 黙って ゐた。 さて 翌日 吉 蔵に 暇 

を 出した。 家人が 驚いて 故 を 問うた 時、 榛軒は 云った。 

「月 を 観る 間 も 利 慾の 念 を 忘れて ゐられ ぬ 男 は、 己の 

家に は 居 かれない。」 

吉蔵 のこれ を 聞いた 時の 驚 は 更に 甚だしかった。 是 


より 先吉 蔵は榛 軒の 愛する 所の 青磁の 大 花瓶 を 破った 

ことがある。 其 時は吉 蔵が 暇の 出る 覚悟 をして ゐた。 

しかし 榛軒は 殆ど 知らざる ものの 如くであった。 今忽 

ち 暇の 出た のは吉 蔵の ために は 不可思議で あつたので 

ある。 

榛軒は 生涯 著述す る こと を 欲せなかった。 是は父 蘭 

軒の 遺風 を 襲いだ もので、 弟 柏 軒 も 亦 同じであった。 

しかし 蘭 軒は猶 詩文 を嗜 み、 意 を 筆 札に 留めた。 榛軒 

たま/ \ 

に 至って は、 偶 詩 を 作っても 稿 を 留めず、 往々 旧作 

を 忘れて 自ら 踏襲した。 書は榛 柏の 昆 皆 拙であった。 

榛軒は 少時 少しく 法帖 を 臨した が、 幾 ならぬ に 廃し 


た。 柏 軒 は 未だ 曾て 臨書した ことがなかった。 要する 

に 二人 は 書 を 読んで 中に 養 ふ 所が あっても、 これ を 技 

に 施して 自ら 足れり とし、 敢て 立言して 後に 貽さ うと 

はしなかった ので ある。 

その 二百 七十 八 

わたくし は榛 軒の 資性 を 語って、 既に 其 寡欲と 多く 

文事に 意 を用ゐ ざる ことと を 挙げた。 或は 思 ふに 之 一 一 

者 は 並に 皆 求む る所少 きに 帰す る もので、 後者 は 声誉 

を 求めざる の 致す 所であった かも 知れな い。 


わたくし は 尚 曾 能 子 刀自に 数 事 を 聞いた。 それ は榛 

軒の 一種 特殊なる 心理状態より 出で たもの らしい。 わ 

たくし は微 しく これに 名づ くる 所以に 惑 ふ。 俚言の 無 

頓著は 此事を 指す に 宜しき が 如くで ある。 しかし 此語 

に は 稍 指す 所の 事の 形式 を 取って、 其 内容 を 遺す 憾が 

ある。 已 むこと なくば 坦 率と でも 云 はう か。 

あるひ  まさ やす 

一 日 榛軒は 阿部 侯 正 寧に 侍して ゐた。 正 寧 は 卒然 昵 

近の 少年 を 顧みて 云った。 「良 安 は 犬ぶ 髪が 伸びて ゐ 

はん ざ ふ 

る やう だ。 あれ を 剃って 遣れ」 と 云った。 少年 は K  、 

盥 など を 持ち出して、 君 前に 於て 剃刀 を榛 軒の 頭に 

加へ た。 そして 剃る に 時 を 費す こと 頗る 多かった。 既 


にして 剃り 畢 つたので、 榛軒は 退出した。 

家に 帰る と、 家人が 榛 軒の 頭 を 見て、 皆 失笑した。 

頭上の 剃痕は 断続して ゐて、 残す 所の 毛が 文様 をな し、 

すち  力 は ほり 

三条の 線と 蝙蝠の 形と が 明に 認められ たからで ある。 

家人 は 鏡 を 取り出して 榛軒 にわたした。 榛軒は 自ら 

照して 又 大いに 笑った。 剃 者の 刀 を 行る のが 常に 異な 

つて ゐて も、 榛軒は 毫も 心附 かずに ゐ たので ある。 是 

が 一 つで ある。 

榛軒は 庚 寅の 年に 侯に 扈随 して 福 山に 住った 時、 午 

か ぴ  うる ほ 

後屢轎 中に 仮寐 した。 そして 涎が 流れて 襟 を※ 〔# 

「さんず い +  (一  \  (幺 + 幺) \ 土)」、 8 巻- 154- 下山〕 した。 


よだれかけ  かご のぼ 

榛軒は 自ら 白 布を截 つて 诞衣を 製し、 轎に 上る 毎に 

これ を腮 下に 懸けた。 一 日 侯 は 急に 榛軒を 召した。 榛 

軒 は 誕衣を 脱する こと を 忘れて 侯の 前に 進み出た。 

上下 皆 笑った。 榛軒纔 に 悟って 徐に诞 衣 を 解いて 懐 

にし、 恬 たる 面目が あった。 是が 二つで ある。 

榛軒は 晚餐後 巿中を 漫歩す る を 例と した。 其 時往々 

骨董 店の 前に 歩を駐 め、 器玩の 意に 投 ずる もの あれば 

購 うて 還った。 

榛軒は 此の 如き 物 を 買 ふに、 その 用に 中る と 否と を 

問 はず、 又 物の 大小 を 問はなかった。 さて 或は 携へ帰 

り、 或は 搬し 至らし めた 後、 放置して 顧みない。 時に 


出して 門人 等に 与へ る ことがある。 

門人 等 は 拝謝して 受ける。 しかし 受けた 後に 用途に 

しばん \ 

窮 する ことが 数 である。 

あるひ 

一 日 門人 某 は 受けた 物の 処置に 窮 した。 わたくし は 

その 何の 器で あつたか を 知らぬ が、 定て 甚だ 大き か 

つた だら うと 推す る。 又 某の 名 を 知らぬ が、 定て 率直 

な 人であった だら うと 推す る。 某は榛 軒に 問うた さう 

である。 「此間 先生に 戴いた 物 は、 どうも 内で はどう 

にもいた し やうが，、， /ざいません。 先生に は 済みません 

が、 あれ は棄 てて しまっても 宜しう ございませ うか。」 

榛 軒は恬 として 答へ た。 「さう か。 いらな けり や あ 


棄 てるが 好い。」 是が 三つで ある。 わたくしの 以て 坦 

率と なす 所の もの は 概 此類 である。 

その 二百 七十 九 

わたくし は榛 軒の 逸事 を 書き 続ぐ。 そして 今 此に榛 

軒の 植物 を 愛した 事 を 語らう とお も ふ。 

榛 軒が 蘭 軒 遺愛 の 草木 を 保護す る に 意 を用ゐ たこと 

は 言 ふまで もない。 彼吉野 桜を始 として、 梅が あり、 

まさ やす 

木犀が あり、 芭蕉が あった。 某 年の 春 阿部 侯 正 寧 は 使 

を 遣 はして 吉野 桜の 一 枝 を 乞うた。 榛軒は 命 を 奉ぜな 


かった。 そして 使者と 共に 主に 謁し、 叩頭して 罪 を 謝 

した。 

榛 軒の 蓮 を 愛した こと は、 遺 言 を 読んで 知る ベ き で 

ある。 丸 山の 地 は 池 を 穿ち 水を貯 ふるに 宜しくな いの 

だいぐ わ ぼん  う 

で、 榛軒は 大瓦盆 数十に 蓮を藝 ゑて 愛翫 した。 平生 用 

ゐた硯 が 蓮 葉 形の もので あつたの も、 又 酒器に 蓮 を 画 

かせて 用ゐ たの もこれ がた めで ある。 

榛軒は 書斎と 客間と に 插花を 絶やさなかった。 本郷 

はなそう  きりばな 

の 花 総と 云 ふ ものが 隔日に 截花を 持って来 たので ある。 

榛軒は 父の 本草 趣味 を 伝へ、 森枳園 等に 勧奨せられ 

て、 多く 薬草 を 栽培した。 就中 人参 は 阿部 侯の 命 を 


奉じて 栽 ゑた ので ある。 

榛軒も 亦枳園 等と 同じく、 子弟 を 率て 近郊へ 採 薬に 

出た。 曾 能 子 刀自 は 当時の 一 笑話 を 記憶して ゐる。 或 

日 採 薬の 途上に 甘酒 売が 道 を 同じう して 行く に 会うた。 

随行の 少年 輩が 一 人 飲み 二人 飲み、 遂に 先 を 争って 群 

リ飲 むに 至った。 行き 行きて 岐路に 逢 ふこと 数 であ 

つたが、 甘酒 売 は 別れ 去らない。 甘酒の 签は 此夥の 

かう ちゅう 

行 厨 の 如くに なった。 

をと こ 

榛軒は 酒 を 売る 漢 子に 問うた。 「貴様 は 一体 何処へ 

往 くの だ。」 

「へえ。 つい 此 先の 方へ 参ります。」 


榛 軒は屢 問うた が、 漢 子の 答 ふる 所 は 旧に 依った。 

「へえ。 つい 此 先の 方へ 参ります。」 

同行 数 里に して 甘酒 売の 別れ 去った の は、 板 橋駅附 

近であった。 そして 其 釜 は 既に 空虚であった。 

いんぜん 

次に わたくし は 少しく 榛 軒の 飲 饌の事 を 記さう とお 

も ふ。 採 薬 途上の 甘酒 は、 恰も好し、 トラ ンシシ ヨン 

の 用 をな した。 

榛軒は 病 家 を訪ふ 時、 家 を出づ るに 臨んで 妻 志 保 を 

して 薄茶 一 碗 を 点せし めた。 

榛軒は 客 を 饗する 時、 毎に 上 原 全 八郎を 呼んで 調理 

せしめた。 上 原 は 阿部 家の 料理人で ある。 膾を 作る 


にも 箸 を 以てした 人で ある。 渋 江 保さん の 語る を 聞け 

ば、 抽斎は 客 を 饗する 時、 毎に 料理店 百 川の 安と 云 ふ 

男 を 雇った さう である。 彼 は 貴族的で、 此は 平民 的で 

あった。 

飲 饌の事 は 未だ 尽きない。 わたくし は 曾 能 子 刀自に 

豚 料理の 話 を 聞き、 又 保さん に 蒲 焼の 話 を 聞いた。 そ 

れは 下に 略記す るが 如くで ある。 

その 二百 八十 

わたくし は榛軒 i 事 中 飲 饌の事 を 記して 其 半に 至つ 


た。 剰す 所 は 豚 料理の 話が あり、 又 鰻 飯の 話が ある。 

豚 は 当時 食 ふ 人が 少 かった。 忌む ものが 多く、 嗜む 

ものが 少 いので、 供給の 乏しかった こと は 想 ひ 遣られ 

ちんしう 

る。 豚 は珍羞 であった。 

あるひ 

一 日薩摩 屋敷の 訳 官能 勢 甚十郎 と 云 ふ ものが 榛 軒に 

豚 を 贈った。 榛軒は 家に ゐ なかった。 妻 志 保 は 豚 を 忌 

む 多数 者の 一人であった ので、 直ちに 飯 田 安 石に これ 

を棄 つる こと を 命じた。 安 石 は 豚肉 を 持って 出た。 

榛軒は 家に 帰って これ を 聞き、 珍羞を 失った こと を 

惜ん だ。 榛軒は 豚 を嗜む 少数者の 一 人であった からで 

ある。 


志 保 は 己の 処置の 太 早計で あつたの を 悔いて、 安 石 

に 何処へ 棄て たかと 問うた。 

安 石 は 反問した。 「若し 先生が 召し上が るので あつ 

たので は ございま せんか。」 

「さうな のです よ。 それで 何処へ ぉ棄 なすった かとお 

尋す るので す。」 

「さう です か。 それなら 御 安心 下さい まし。 あなたが 

みため 

棄て ろと 仰 やい ましたから、 あの 稷の 下の 五味 溜に 棄 

てた に は 相違 ございません。 しかし あの 綺麗な 肉 を 五 

ふ き 

味の 中に 棄 てるのが 惜しかった ので、 欵 冬の 葉 を 沢山 

取って 下に 鋪 いて、 其 上に 肉 を そっと 置きました。 そ 


して 肉の 上に も欵 冬の 葉 を 沢山 載せて 置きました。」 

榛軒は 傍 より 聞いて 大いに 喜んだ。 そして 安 石に 

取って来る こと を 命じた。 既に 夜に 入って ゐ たので、 

安 石 は 提燈を 点けて 往 つて 取って来た。 肉 は 毫も 汚れ 

てゐ なかった。 

こんろ 

榛軒は 妻の 忌む こと を 知って ゐ たので、 庭前に 涼炉 

を 焚いて 肉を烹 た。 そして 塾生と 共に 飽くまで 啖 つた。 

榛軒は 鰻の 蒲 焼 を嗜ん だ。 渋 江 保さん は 母 山 内 氏 

li- 百の 語る を 聞いた。 榛軒は 午餐 若しくは 晩餐の ため 

に抽 斎の 家に 立ち寄る ことがあった。 さう 云 ふ 時には 

未だ 五 百の 姿 を 見ざる に、 早く 大声に 呼ぶ を 例と した。 


「又 御 厄介になります。 鰻 は あつら へて 置きました。 

もう 一 軒往 つて 来ます。 どうぞお 粥 は 来から 願 ひま 

す。」 五 百に 炊かせた 粥に 蒲 焼 を 添へ て 食 ふの が、 榛軒 

の 適と する 所であった。 酒 は 或は 飲み 或は 飲まな かつ 

た。 

さまた 

此の 如き 時、 榛 軒は抽 斎の 読書 を碍 ぐる こと を 欲 

かたはら 

せなかつ たので、 五 百 をして 傍 にあら しめ、 抽斎を 

して 書斎に 退かしめ た。 

わたくし は 此条を 終る に 臨んで、 烟 草の 事 を 附記す 

る。 

きょ 

榛軒 は喫烟 した。 そして 常に 真鍮の 烟管 十本 許 を 蔵 


して ゐて、 其 ーを携 へて 病 家を訪 うた。 人が 其 故 を 問 

ふと、 榛軒 はかう 云った。 「銀烟 管な ど は 失 ふまい と 

思 ふと 気骨が 折れる。 真鍮に は それが 無い。 縦し 何処 

かに 置き 遺れ て 取りに 往く にしても、 無造作に 問 ふこ 

とが 出来る。 問 はれた もの も 亦、 無い 時 無い と 云 ふに 

気 兼 をし なくて 済む。」 

榛 軒の 逸事 は此に 終る。 

その 二百 八十 一 

わたくし は 此に榛 軒の 記 を 終へ て、 借りて ゐた 所の 


榛軒 詩存を 富士川 游 さんに 返さう とお も ふ。 此書は 清 

川 安 策の 自筆 本で、 序 を 併せて 半紙 二十 五 頁より 成つ 

てゐ る。 収 むる 所の 詩 は 五 古 一首、 七 古 一首、 五 律 十 

五 首、 七 律 十二 首、 七 絶 百 十八 首、 計 百 四十 七 首で あ 

る。 

序 は 編 録者安 策の 撰む 所で、 巻 初の 一 頁を塡 めて ゐ 

る。 わたくし は此 書の 刊行 せらるべき シ ヤンス は、 

※斎 〔# 「くさかんむり \ 姦」、 8 巻- 159- 上 七 U 詩集に 比し 

て 更に 小なる を 知る が 故に、 今 序の 全文 を 抄出す る。 

「先師 榛軒 先生。 刀圭 之 暇。 毎 遇 心 愉而意 会。 輒発之 

声 詩。 其 所 吟詠 頗多。 而未 曾留稿 也。 孫 在 塾 日。 或 得 


之 侍 坐 之 傾聴。 或 得 之 壁 上之漫 題。 或 得 之 扇 頭 紙 尾。 

或 得 之 同門 諸子 之 伝誦。 随得 随録。 無復 次第。 積年 之 

久。 得 百 有余 首。 今^；^安政戊午十 一 月 十六 日。 実 当 先 

生 七回忌 辰矣。 追憶 往事。 宛然 在 目。 殆不勝 懐旧 之 歎 

也。 乃 浄写 為 一 冊。 私 名 曰榛軒 詩存。 雖未足 為 全豹。 

亦 足以窺 先生 風 騒 之 一 斑 也已。 嗚呼 先生 不欲 存。 而孫 

存之。 縦 令 得罪于 地下。 亦 所 不敢辞 也。 其 巻末 存余紙 

者。 以備続 得 云。 安政 五 年 歳次 戊 午 仲冬 之 月。 清 川 孫 

誌。」 

文中に 「孫」 と 称し、 末に 「清 川 孫 誌」 と署 して あ 

る。 清 川 安 策、 名 は 孫であった。 


「先生 不 欲存。 而孫存 之。」 門人の 師の 書に 序す る 文 

に は、 多く これに 類す る 語 を 見る。 しかし 其 語 は 他 書 

にあって は 矯飾に 過ぎぬ が、 此榛 軒詩存 にあって は 真 

実で ある。 

所謂 「巻末 存余 紙」 の 余 紙 は 九 頁あって、 別に 清 川 

の 序の 後に 空白 六 頁が ある。 恐く は 諸 友の 題言 を 求め 

むと 欲した もので あらう。 紙 は 医 心 方 を 写さむ がた め 

に 特製した 烏 糸 欄 紙で ある。 

「随得 随録。 無復 次第。」 是も 亦往々 他 書の 序跋 中に 

見る ことの ある 語で ある。 しかし 書 を 著す もの は 故 

に 審美学 者の 所謂 無秩序 中の 秩序 を 求め、 参差錯 落の 


趣 を 成して 置きながら、 這 般の語 を 以て 人 を 欺く ので 

ある。 惟清 川の 此八字 は 実録で ある。 巻首の 詩 は嘉永 

四 年 辛亥 元旦の 作、 巻尾の 詩 は 天 保 元年 庚 寅 三月 晦 

の 作で、 二者の 中間に も 亦 絶て 安 排の痕 を 見ない。 そ 

の 年月 を 知るべき もの は、 百 四十 七 首 中 六十 二 首 ある 

のみで ある。 

此 書に は 詩 引に 二十 一人の 名が 見えて ゐて、 其 過半 

は 氏名 を 明に する ことが 出来る。 多く は 蘭 門 若く は榛 

門の 子弟で ある。 其 他 儒に 渡 辺 樵 山が あり、 歌人に 木 

村定 良が ある。 わたくし は 上に 樵 山の 事 を 記した 後、 

其 父の 誰なる と 其 生誕の 何年なる と を 知る こと を 得た。 


慊 堂日歴 文政 六 年の 下に 渡辺蘅 園の 二子 を 挙げて、 「魯 

助 三 歳、 百 助 一歳」 と 云って ある。 樵 山 魯助は 文政 四 

年生で、 榛 軒の 歿した 壬 子に 三十 二 歳に なって ゐ たこ 

と は 確で ある。 父蘅 園は慊 堂の 親友で ある。 

此 書に は 二箇所に 「森 氏」 の篆 印が ある。 枳 園の 家 

の 印 記で ある。 又 第一 頁の 欄外に 「万延 元 庚申 冬 月 一 

やう しんやくし 

校了 約 之 侵 遅」 と 書して ある。 「浸 遅」 は 養 真 約 之の 

あざな 

字 か。 わたくし は 嘗て 森 氏 旧蔵の 楊子 方言に、 「嘉永 

壬 子 無 射 初 四夜聿 俯塾燈 下書、 句読 一過 了、 源 約 之 辛 

隄志」 と 書した の を 見た ことがある。 「侵 遅」 又 「辛 陽」 

にも 作った もの か。 猶考 ふべき である。 按ずる に 約 之 


が 方言 を 校した の は 偶 此年壬 子で、 約 之 は 十八 歳で 

あった。 

わたくし は 以上の 記 を 留めて 置いて、 此書を 富士川 

氏に 返す ことと する。 

此年嘉 永 壬 子に は 未亡人 志 保 五十 三、 棠軒良 安 十九、 

妻 柏 十八、 柏 軒並 妻 俊 四十 三、 妾 春 二十 八、 鉄 三郎四 

つ、 女洲 十二、 国 九つ、 安一 つ、 蘭 軒の 遺 女 長 三十 九、 

全 安の 女 梅 三つであった。 

その 二百 八十 一 一 


嘉永六 年 は 蘭 軒 残 後 第一 一十 四 年で ある。 正月 十三 日 

に 棠軒良 安 は 家督相続 をした。 「跡 式 無 相違 大御目 付 

触 流 被 仰附」 と、 棠軒 公私 略に 云って ある。 

二月 一 一十 二日 棠軒は 亡父の 遺した 阿部 家の 紋服 を 著 

る こと を稟 請した。 公私 略に 載す る 「口上 之覚」 はか 

うで ある。 「亡父 一 安 拝領 仕 候 御 紋附類 私 著 用 仕度 奉 

願 上 候 以上。」 禀請 は 二十 七日に 裁可 せられた。 

三月 二十 六日に 里 開 をした。 公私 略に 「里 開、 松 川 

じゅんし やう 

町 実家へ 行」 と 云って ある。 田中淳 昌の 未亡人 杉 田 

氏 八 百の 許へ 往 つたので ある。 

四月 六日に 棠 軒の 生母 杉 田 氏が 歿した。 公私 略に か 


う 云って ある。 「六日 午後 実母 公 得 卒中 風、 昏睡 不醒、 

吐 濁 唾 煤 色。 夕刻 遂に 御 卒去 被 遊 候。」 八日に 喪が 発 

せられた。 「表 発 は 八日 差 出す。」 

五月に 棠軒は 阿部 正弘の 侍医と なった。 是は 歴世 略 

伝に 拠る ので ある。 想 ふに 棠軒 当時の 身分 は 表 医師で、 

此時奥 詰な どの 命 を 拝した もの か。 公私 略に は 記載 を 

闕 いて ゐる。 

当時 阿部 伊勢 守 正弘は 老中に 列せられ てより 既に 十 

一年 を 経て ゐた。 勝手 掛 として 幕府の 財政 を 行 ふこと 

十 年、 海岸 防禦 事務 取扱、 後の 所謂 海防 掛 として 外交 

の衝に 当る こと 九 年に して、 齢 は 三十 五 歳であった。 


前年 壬 子の 暮に正 弘は封 一万 石 を 加 へられ、 此月備 

後及備 中に 於て 込 高 共 一 万千 七 百 六十 六 石 一 斗 一 一 合 七 

勺 九 秒 を 給せられ た。 公私 略に 「五月 三日 御 加増 御 祝 

金七両 頂戴 被 仰附」 と 云 ふ ものが 即是 である。 

米国の 少将 ペリの 率た 艦隊 は 前年 壬 子 十月 十三 日 

( 一 八 五 二 年 十 一 月 一 一十 四日) に 抜錨し、 前 月 十九 日 ( 一 

八 五三 年 五月 二十 六日) に琉 球那覇 港に 著し、 此月ニ 

十六 日 (七月 二日) に 那覇港 を 発して 浦賀に 向った。 

その 浦賀に 入った の は 翌月 三日 (七月 八日) である。 

棠 軒が 侍医の 命 を 拝した の は、 米 艦隊の 浦賀に 入る 前 

月で ある。 


此月 五月 十四日に 棠軒は 妻 柏、 柏 軒の 妻 俊、 狩 谷 

懐 之、 小 野富穀 等と 向島に 遊んだら しい。 わたくし は 

良 子 刀自の 蔵す る 狩 谷 氏 俊の 遺稿に 拠って 言 ふので あ 

る。 遺稿 は 月日が 書して あって、 年が 書して ない。 し 

かし 柏の 妊娠の 事が 言って あるので、 此 年なる ことが 

知られる。 胎内の 子 は 次年 甲 寅の 初に 生るべき 棠 軒の 

ぢょ ちゃう 

女 長で ある。 狩 谷懐 之 を 「せう との 君」 と 書して ある- 

次 月 六月 十日に は 江戸 湾に 来 艦の 砲声が 轟き、 江戸 巿 

中 は 早鐘 を 打つ とも 知らずに、 一行 は 向島に 遊んだ の 

である。 

九月 十三 日に 棠軒は 山 田 昌栄の 門人と なった。 公私 


略に 「山 田昌栄 先生へ 入門」 と 云って ある。 昌栄は 蘭 

門の 椿 庭 業 広で、 家塾 は本郷 害岐坂 上に あった。 

棠軒は 蘭学 首唱者の 家に 育った 杉 田 氏 八 百の 生む 所 

でありながら、 当時 新に 師を択 ぶに 洋 医に 就かず して 

椿 庭に 従った。 しかし その 伊沢 氏の 養嗣子た る を 思へ 

ば、 是 も亦怪 むに 足らない。 叔父 柏 軒の 洋医 方に 対す 

る 態度 は 下に 見えて ゐる。 此条と 参照す べきで ある。 

且棠 軒の 主 正 弘は四 年 前に 洋医 方に 対する 態度 を 明 

にして ゐる。 「近来 蘭 医 増加 致し、 世上 之 を 信用す る 

者 多く 之 ある 由 相 聞え 候。 右 は 風土 も 違 候 事に 付、 御 

医師 中 は 蘭 方 相 用 候 儀 御 制禁仰 出され 候 間、 其 意 を 得、 


堅く 相 守るべき 事。」 是は己 酉 五月に 令した ものである。 

「横 浜 開港 五十 年史」 はこれ を 引いて 正 弘を隨 として 

ゐ るが、 渡 辺 修次郎 さん は 「川路 聖謨之 生涯」 を 引い 

てこれ を 反駁した。 「聖謨 は 西洋の 科学 術藝を 歎賞し 

たれ ども、 此頃 日本に 行 はれし 西洋 家の 医師に 未だ 十 

分の 信用 を 置かず、 是れ 洋式 医師の 未だ 経験に 乏しき 

輩 多き のみならず、 西洋に 於け る 斯学の 真訣 未だ 全 く 

伝らざる に 由来せ しなり とぞ、 阿部 勢 州 又 其 後 小 栗 上 

州な ども 亦 斯る説 ありし と 聞け リ」 の 文で ある。 

小 栗 上 州 は 上野 介忠 順で ある。 

此年棠 軒 二十、 妻 柏 十九、 全 安の 女 梅 四つ、 柏 軒並 


妻 俊 四十 四、 妾 春 二十 九、 子 鉄三郎 五つ、 女洲 十三、 

国 十、 安一 一つであった。 

その 二百 八十 三 

安政 元年 は 蘭 軒 歿後 第二 十五 年で ある。 前年 癸丑 十 

一 月 十三 日に 徳川家 定に 将軍 宣下が あって、 阿部 正弘 

は 将軍 宣下 用掛を 勤めた。 外交 は ペリの 来 艦隊の 去つ 

た 後、 プ ウチヤ チイ ヌの露 艦隊が 癸丑 七月 十八 日を以 

て 長 崎に 入り、 次で ペリの 艦隊が 此年甲 寅 正月 十日 を 

以て 再び 浦賀 沖に 来た。 正弘 等の 浦賀に 派した 応接 掛 


の 中には、 蘭 軒 等の 総本家の 当主、 此 稿の 首 に 載せた 

みま さかの かみ まさよし 

伊沢 美 作 守 政 義が加 はって ゐた。 一行の 首席 は 

ふくさい リんゐ  リ うらう まつざき じゅんけん 

復 斎林艟 で、 随員に は 柳浪松 崎純俟 があった。 此折 

衝の 結果 は 日米 間に 締結 せられた 下田 条約で、 尋で日 

英、 日露の 条約 も 亦此甲 寅の 年に 成った ので ある。 

ちゃう 

棠 軒の 家に は 正月に 長女 長が 生れた。 公私 略に 「甲 

寅 正月 廿四 日朝 卯 中 刻 女子 出産、 名 長」 と 云って ある。 

後に 津山 碧山に 嫁した 長子 刀自で ある。 

其 他に は棠 軒の 分家に も、 柏 軒の 又 分家に も 特に 記 

すべき 事が 無い。 しかし 塩田 真さん の 語る 所に 拠れば、 

当時の 此ー 一家の 平和なる 生活 を 窺 ふに 足る ものが ある。 


塩田 氏 はかう 云った。 「いつの 事で あつたか、 小 野 

の 家に 子供の 祝 事が あって、 茶番の 催 をした ことがあ 

る。 狂言 名 題 は 其 頃 河原 崎 座で 興行して ゐ たものに 依 

つた。 河原 崎 座 は 天地人に 象って、 天 は 天 一 坊、 地 は 

地雷 太郎、 人 は 人 麿お 六であった。 天 ー坊は 当時の 河 

竹 新 七が 小団 次の ために 書 卸した ものであった。 こち 

らは其 天地 だけ を 取って、 人 麿お 六の 代に 忠臣蔵 三 段 

目の 道行 を 出す ことにした。 此 催の 発起人 は 柏 軒で、 

しくみ 

狂言 為 組 は 矢 島と わたくしとの 受 持であった。 平生 か 

ら矢島 は 河 竹の 差 図 を 受け、 わたくし は 桜 田 治 助の 差 

しゃう ほん 

図 を 受けて ゐ たので、 此時矢 島が 河 竹へ 正本 を 借り 


に 住った。 然るに 河 竹 は、 いかに 心安い 間で も、 興行 

中の 正本 を 貸す こと は 出来ぬ と 云って ことわった。 是 

は尤の 事な ので、 わたくし 共 は 諦めた。 河原 崎 座の 狂 

言 は 二人共 度々 見た が、 なか/ \ 白 を 諳 じ尽 すわけ 

に は 行かぬ ので、 それから 毎日 二人で 立 見に 住った。 

さて 仕組に 掛かって、 天ー坊 はお 三 婆 殺しと 横 田 川 巡 

礼 殺しと を 出し、 地雷 也 は 妙 高山と 地獄 谷と を 出し、 

それにお 軽 勘 平の 道行 を 出して、 此 道行に 落を附 ける 

ことにした。 本 はどう やら 出来 上って、 それから 役割 

をす る ことにな つた。 稽古の 場所 は始 から 極まって ゐ 

て、 丸 山の 伊沢で ある。 これ は榛軒 在世の 時からの 慣 


例で、 榛軒は 役 を 引き受け たこと はない が、 柏 軒 は 其 

なかま 

頃から わたくし 共の 夥 に はいった。」 

塩田 氏の 談話 は 未だ 尽きぬ が、 わたくし は 此に註 を 

さしはさ 

插 みたい。 此 茶番が 此年甲 寅に 催された と 云 ふこと 

は、 天 ー坊書 卸の 年と 云 ふより 推す ことが 出来る。 作 

者 河 竹 新 七 は 後の 黙 阿弥で、 所謂 天地人に 象った 作 は 

あづまく だり 

「吾 蠕 下 五十三次」 である。 此年新 七 は、 三月に 中 村 座 

しのぶ 

から 転じて 来て、 忍の 総 太 を 演じた 四 代目巿 川小団 

みやこどり ながれの しらなみ 

次に 接近した。 所謂 「都鳥 廓 白浪」 である。 次が 八 

月 狂言の 「吾 蠕 下 五十三次」 で、 天 一 坊 は小団 次、 地 

雷 也 は嵐璃 寛、 お 六 は 坂 東し うかであった。 


だう えいれいと 

小 野 氏 は 渋 江 氏の 親戚で ある。 当時 道瑛令 図が 猶 

すこやか  ほんかう 

健 であった。 抽 斎の 祖父 本皓の 実子で、 甲 寅に は 七 

十二 歳に なって ゐた。 令 図の 嫡子 道 秀富穀 は 四十 八 歳、 

富 穀の子 道悦は 十九 歳であった。 「子供の 祝 事」 と は 

恐く は 道悦の 子女の 七五三な どであった だら う。 

やすよし 

茶番の 為 組 をした 矢 島は抽 斎の 次男 優 善で、 三年 前 

辛亥に 矢 島 玄碩の 末期 養子と なった ので ある。 甲 寅に 

リ やうさん 

は 二十歳、 当時 良 三と 称して ゐた 談話 者 塩田 氏より 

長ず る こと 一 一歳であった。 

その 二百 八十 四 


わたくし は 塩田 氏の 語る 所の 茶番の 事 を 此年甲 寅の 

下に 繫 けた。 茶番 は 小 野 令 図 一家の ために 催された も 

ので、 恐く は 令 図の 曾孫の 七五三な どの 祝であった だ 

らう。 狂言の 種 は 河 竹 新 七 作の 吾 蠕 下 五十三次よ リ取 

つて、 これに 忠臣蔵 を 接続し、 矢 島 優 善と 塩田 氏と が 

筆 を 把った。 稽古の 場所 は棠 軒の 家であった。 塩田 氏 

は 下の 如くに 語 を 続いだ。 

「是は 素人 狂言の 常で、 実は 本職の 役者の 間に も 動 も 

すれば 免れぬ 事 だが、 都合 好く 運んで 来た 茶番の 準備 

が 役割の 段に 至って 頓挫した。 新 七の 筋 立から 取った 


もの は、 前に 云った 通、 天 ー坊と 地雷 也と であるが、 

其 天 一 坊に 殺される お 三 婆 は 誰に 持って行っても 引き 

げんえい 

受けぬ 役であった。 初め 一 同 は 此役を 上 原 元 永に 持つ 

て 行った。 それ は 上 原が 婆 面 をして ゐ るから と 云 ふわ 

けであった。 しかし 元 永 は 聴かない。 次に 上 原 全八郎 

なリか はてい あん 

に 持って行った。 是も 聴かない。 次に 成川貞 安と 云 ふ 

男に 持って行った。 是は 伊沢の 当主 良 安の 里と 同じ 町 

に 住んで、 外科で 門戸 を 張って ゐる 医者であった。 或 

年 清川玄 道の 家の 発会に 住った 帰に、 提灯の 火が 簑 

やけど 

に 移って 火傷 をして、 ひどく 醜い 顔に なった。 此 男な 

ら 異議 は あるまい と 云 ふので 持って行 つたので ある。 


然るに 成 川 は 云った。 己 は 勿論 この 顔で 好い 役 をし よ 

うと は 思 はない。 しかしお 三 婆 だけ は 御免 を 蒙る。 ど 

ぅぞ 山賊の 子分に でもして くれと 云った。 お 三 婆の 役 

が こんなに 一同に 嫌 はれた の は、 婆になる のがつ らい 

上に、 絞め殺されなくて はならぬ からであった。 此時 

わたくし は 決心して かう 云った。 宜しい。 そんなに 皆 

が 嫌 ふなら、 お 三 婆 は 己が 引き受けよう。 しかし 己 は 

条件 を附 ける。 己 は 婆になる 代に、 跡の 役 は 極 好い 役 

でなくて は 勤めない と 云った。 わたくし はかう 云って、 

くわん のんきう じ 

とうく 婆 殺しの 次の 巡礼 殺しの 場に 出る 観音 久次実 

は 大岡越 前 守 を 貰 ひ、 又 忠臣蔵で はお 軽 を 貰った。 さ 


て 茶番が 原 来 小 野の ために 催される の だから、 道悦に 

花 を 持たせて、 天 一 坊と 忠臣蔵の 勘 平と を 割り当てた。 

上 原 元 永 は 地雷 太郎 になった。 柏 軒、 全八郎 などに も 

それ，^ 端役が 附 いた。 次 は 振附の 問題であった。 そ 

れは 忠臣蔵 三段目に 清 元の 出 語 を 出す から、 是非 入用 

なので ある。 幸 柏 軒の 病 家に 藤 間 しげと 云 ふ 踊の 師 

匠が あつたので、 それ を 頼んだ。 これで 稽古に は 取り 

掛かる ことが 出来た。 一 同 毎日 丸 山の 伊沢の 家に 集つ 

て 熱心に 稽古 をした。 そして 旁ら 小 野の 家に 舞台 を 

急造し、 小道具、 衣裳な ど を 借り出す ことに 尽力した。 

やげん ぽリ 

小 野 は 工面が 好くて、 薬研 堀の 家 は 広かった ので、 万 


事 都合が 好かった が、 只 一 つ 難儀な 事に は、 座敷の 向 

が 花道 を 向 つ て 右に 附 けねば ならぬ やうに な つて ゐた。 

是 はどうに も 改め やうがない ので、 其 儘で 我慢す る こ 

とに した。 残る 所 は 小道具、 衣裳の 借 出し だけで あ 

る。」 

塩田 氏の 談話 は 未だ 尽きない。 談は此 より 小道具、 

衣裳 借 出しの 手段、 茶番 当日の 出来 栄に 入る。 

その 二百 八十 五 

やすよし  リ やうさん 

柏 軒が 此年甲 寅に 首唱して、 矢 島 優 善、 塩田 良 三 の 


二人が 計画し、 小 野 令 図の 家の 祝の ために 催す 茶番の 

事 は、 塩田 氏の 語る 所が 猶 残って ゐる。 それ は 小道具、 

衣裳の 借 出しと 当日 上場の 効果と である。 塩田 氏 はか 

う 云った。 

「茶番 は 其 頃 随分 度々 したので、 小道具、 衣裳 を 借り 

出す 経験 もあった。 それ はわた くし 共が 矢場 辰と 云 ふ 

男を識 つて ゐて、 かう 云 ふ 事 は 大抵 此 男に 頼んで 辨ず 

るので あった。 矢場 辰 は 両国 来 沢 町の 鈴 木 亭と云 ふ 寄 

席の 主人で ある。 此 寄席 は 昼 場に 松林 伯 円の 講釈 を 出 

して ゐた。 わたくし 共 は 昼 場の 定連 であった ので、 矢 

場 辰と 心安くな つた。 矢場 辰に 一人の 娘が あって、 其 


頃 年 は 十六であった。 それが 女 芝居の 座頭 をして ゐた。 

原 来 両国に 小屋 掛の 芝居が 二つあって、 てりば と 称へ 

ら れてゐ た。 其 一 つ は 女 芝居で、 後に 巿川 を名告 つた 

岩 井久 米 八な ども 此 芝居に 出て ゐた。 矢場 辰の 娘が 座 

頭 をして ゐ たの は 此 芝居で ある。 わたくし 共 は 茶番 を 

する 時、 大抵 矢場 辰に 頼んで 此女 芝居から 小道具、 衣 

裳な ど を 借り出した。 そこで 今度の 茶番に も此 手段 を 

用ゐ た。 舞台 を 設けた 小 野の 家 は 薬研 堀 だから、 借り 

た 品物 を 夜 運ぶ に は、 道の 近いの が 好い 都合であった。 

薬研 堀の 小 野の 邸 は、 丁度 今 七色 蕃椒 屋の ある 地所の 

あさぎ まく 

真 向であった。 借りた 品物の 中には 切 落の 浅葱 幕 や 下 


座の 大 大鼓な どまで 揃って ゐた。 しかし 中には 手製 を 

しなくて はならぬ 品 もあった。 譬 へばお 三 婆 を 殺す 時 

に 用ゐる まるたな どで ある。 是は 細い 竹に 藁 を 被せて、 

其 上 を 紙 貼に した。 又 衣裳に も 女 芝居から 借りた 品で 

間に合 はぬ ものが あった。 譬 へばお 軽の 長襦拌 である。 

忠臣蔵に 茶番の 落を附 ける の だから、 お 軽に も 何 か 変 

つた 長 襦袢 を 著せたかった。 そこで 所々 を 問 ひ 合せて、 

とうく 緋 縮緬の 長 襦祥の 背中に 大きな 黄色い 斑の 出 

来たの を 手に入れた。 さていよ く 当日に なった。 最 

初の 天 一 坊は 頗る 真面目に 出来た。 しかし 其 真面目の 

ために 茶番と しての 面白味が 殺 がれた。 次に お 軽 勘 平 


道行の 場と なった。 是は 初より 滑稽 たっぷりに 為 組ん 

だもので、 役人 替名も 良 三のお だる、 道悦 のわん 平と 

してあった。 勿論 滑稽 は先づ 隠して 置いて 後に 顕 した。 

あたり 

落人 も 見る かやの 歌の 辺 は、 真面目な 著附で 出た 二 

しぐさ  ことば 

人が 真面目な 科 をして ゐた。 さて、 詞に色 を や 残す 

ら むで、 二人が 抱き合 ふと、 そこへ 山賊が 大勢 出る。 

ねこま 

うぬ 等 は 猫 間の 落人 だら う、 ふざけた 真似 を しゃがる 

むきみし ぼリ 

なと 云って、 二人の 衣類 を 剥ぐ。 わん 平 は剝身 絞の 襦 

祥と 鬱金 木綿の 越 中 揮と になり、 お だる は 例の 長襦祥 

一 つになる。 そしてお だる はわ ざと 後 向に なって、 黄 

色い 斑 を 見せる。 山賊 はわん 平 を剝ぐ 時、 懐から 出た 


白旗 を 取り上げ、 こ りやこれ 猫 間の 白旗 云々 の 白 を 

言 ふ。 是が 次の 地雷 太 郎と弓 之 助との だんまりの 種に 

なる ので ある。 此 場のお だるわん 平が 剥がれる 処は大 

受 であった。」 

その 二百 八十 六 

塩田 氏 は 此年甲 寅に 小 野 令 図の 家に 催された 茶番の 

事 を 語る こと 前記の 如くであった。 茶番が 此の 如く 当 

時の 士 人の 家に 行 はれた の は、 文明 史上の 事実で ある。 

何れの 国 何れの 世に も、 民間 藝術は ある。 茶番と 称す 


る 擬劇も 亦 其 一 である。 わたくし は その 由って 来る 所 

が 知りたい。 

わたくし は此に 民間 藝術 史上より 茶番 を 概説す る 余 

地 を 有せない。 しかし わたくし は少 くも 茶番 を 小 野の 

家に 演じた 人々 が、 いかにして 其 技 を 伝へ たかと 云 ふ 

こと を 問 ひたい。 

わたくし は 塩田 氏に 聞いた。 当時 吉 原の 封 巾 間に 鳥 羽 

屋喜 三次と 云 ふ ものが あって、 滑稽 踊と 茶番と に 長 じ 

てゐ た。 喜 三次 は 其 技 を 天 野 藤 兵 衛と云 ふ ものに 伝へ 

た。 天 野 は 身分が 幕府の 同心で、 常に 狭斜に 往来す る 

ものであった。 柏 軒 は 屡々 此藤兵 衛を其 家に 招いて、 


酒 間に 技 を 演ぜし めた。 「野呂 松の 切 破」、 「山 王 祭」、 

なま ゑ ひ  をん な ゆ のぞき 

ニニ 人生 酔」、 「女湯 視」 等 は その 好んで 演ずる 所で あ 

やすよし  リ やうさん 

つた。 矢 島 優 善、 塩田 良 三等の 茶番 は 藤 兵 衛ょリ 出 

でた の ださう である。 柏 軒の 家と は 中 橋の 家で あらう。 

柏 軒の 丸 山の 家 を 離れて 中 橋に 住んだ 年月日 は 記載せ 

ら れてゐ ぬが、 わたくし は 既に 云った 如く、 仮に 天 保 

丙 申の 歳と して ゐ るので ある。 

茶番に も 文献が ある。 その 詳 なること はわた く 

しの 知らざる 所で あるが、 或は 思 ふに 茶番の 書の 如き 

は、 概して 多く 存 して をらぬ ので はなから うか。 わた 

くし は 又 塩田 氏に 聞いた。 当時 本 所に 谷川 又 と 云 ふ 


えき さ い 

医者が あった。 又 斎の 子が 亦 斎で、 家業 を 嫌 ひ、 篆刻 

を 学び、 後に は 所謂 戯作者の 群に 投じ、 雑書 を 著して 

自ら 紫 軒 道 人と 著した。 此紫 軒の 著す 所に 「茶番 頓智 

論」 二 巻が あって 刊行 せられた。 書中に は 塩田 良 三の 

作 も 収められて ゐた。 其 一は 豊臣秀 頼が 石 清水 八幡宮 

ちょ 

に詣 でた 時、 明智 光秀の 女が これ を 刺さう とすると 云 

ふ 筋の 作であった さう である。 

わたくし は 小 野の 家の 茶番が、 河原 崎 座の 吾 蠕 下 五 

十三 次 興行と 同時であった こと を 言 つ た 。 然 らば 茶番 

の 時 は 即ち 八月 狂言の 時で、 八月 狂言の 時 は 即ち スタ 

ァ リングの 率 ゐた英 艦隊の 長 崎に 来舶 して ゐた 時で あ 


る。 人 或は その * 楽 戯嬉の 時に あらざる を 思って、 茶 

番の彼 人々 の 間に 催された のを怪 むで あらう。 しかし 

それ は 民衆 心理 を 解せ ざる ものである。 上に 病弱なる 

ほか  せま 

将軍家 定を 戴き、 外より は 列強の 来り 薄る に 会しても、 

もと 

府 城の 下に 遊廓 劇場の 賑 つたこと は 平日の 如く、  士庶 

の 家に 飲讁 等の 行 はれた こと も 亦 平日の 如くであった 

だら う。 近く 我国 は 支那と 戦 ひ 露西亜と 戦った が、 其 

間 民衆 は 戯嬉を 忘れなかった。 啻に 然るの みならず、 

出征軍 陣営 中の 演劇 は 到る 処に 盛であった。 わたくし 

は 従 征途 上に 暫く 広 島に 駐ま つた ことがある。 其 時 

人々 が 争って 厳 島に 遊んだ。 「生きて 還る かどう か 知 


れ ないから、 厳 島で も 観て 置かう」 と 云った ので ある。 

わたくし は 同行 を 辞して、 「厳 島 を 観て 死ぬ る も、 観ず 

に 死ぬ る も、 大した 違 は 無い やう だ」 と 云って、 人々 

に嗤 はれた。 

その 二百 八十 七 

此年甲 寅に 森枳 園が 躋寿 館の 講師に せられた。 枳園 

は 是ょリ 先嘉永 紀元 戊 申に 阿部 侯に 召還せられ、 其 年 

館の 校正 方に なって ゐた。 館に ある こと 七 年に して 講 

師の命 を 拝した ので ある。 


枳 園の 妻 勝 は 夫の 受けた 沙汰 書 を 持って 丸 山の 伊沢 

氏を訪 ひ、 これ を榛 軒の 位牌の 前に 置いて 泣いた。 夫 

たまもの 

の 今日 ある は 亡き 榛 軒の 賜 だとお もった からで ある。 

榛 軒の 歿した 時、 棠軒は 父の 遺物と して、 両掛入 薬籠 

と 雨具 一 式と を枳 園に 贈った さう である。 

此年渋 江 氏で は抽 斎の 長男 恒 善が 歿した。 榛 軒の 門 

人 録には 「渋 江 道 陸」 として 載せて ある。 矢 島 優 善の 

兄で ある。 

もん でん ぼくさ い 

門田朴 斎の 江戸より 福 山に 帰った の も亦此 年で ある。 

四月に 丸 山の 阿部 邸 を 発して 五月に 福 山に 著いた。 

此年棠 軒 二十 一、 妻 柏 二十、 女 長 一 つ、 全 安の 女 梅 


五つ、 柏 軒並 妻 俊 四十 五、 妾 春 三十、 鉄三郎 六つ、 洲 

十四、 国 十一、 安三つ であった。 蘭 軒の 遺 女に して 井 

戸 氏に 嫁した 長 は 四十 一 、 榛 軒の 未亡人 志 保 は 五十 五 

であった。 

安政 二 年 は 蘭 軒 歿後 第二 十六 年で ある。 二月 十七 日 

に 中 橋の 家に 柏 軒の 第五 女 琴が 生れた。 佐 藤氏 春の 出 

である。 柏 軒の 女 は洲、 国、 北、 安、 琴の 順序に 生れ 

て、 北に 至る まで は 正室 狩 谷 氏 俊の 出、 安より 以下が 

春の 出で ある。 

十月 二日 は 江戸の 大地震の 日で ある。 棠軒 公私 略に 

「十月 二日 夜、 東都 大地震、 四面 火 起」 と 記して ある。 


「四面 火 起」 と は 丸 山の 阿部 邸に あって 記した もので 

ある。 阿部 正 弘は竜 口 用 邸に ゐた。 屋 舎が 倒れて 正 

弘の 夫人 松 平氏 謐 子の 侍女 七 人 はこれ に 死した。 正弘 

夫妻 は 幸に 恙なき こと を 得て、 正弘は 直に 登城した。 

当夜 第一 の 登城 者であった。 是は 正弘が 平素 紋附の 

寝 衣 を 用 ゐてゐ たので、 重臣 某の 曾て 正弘 より 賜った 

継 上下 を 捧げた の を 著て、 迅速に 支度 を 整 ふること を 

得た からで ある。 正 弘は用 邸よ リ丸山 邸内の 誠 之 館に 

遷 つた。 此誠之 館 は 二 年 前 癸丑の 歳に 落成した 学校で 

ある。 福 山に ある 同名の 藩学 は 江戸に 遅る、 こと 一 年、 

甲 寅の 歳に 落成した。 


中 橋の 柏 軒が 家で は 前 月より 妻 俊が 病み 臥して ゐた。 

つど  むすめ 

二日 は 講書の ために 人々 の 集 ふべき 夜であった。 女 

安の 風邪に 侵されて ゐ たの を、 早く 寝させむ ために、 

「森の 祖母 君」 を附 けて 二階へ 遣った。 地震 は 此時起 

お ほば ぎみ 

つたので ある。 森の 祖母 君 は 俊の 病 を 看護し に 来て ゐ 

もリ ぜんおうき ようちゅう 

た 人 だと 云 ふ。 森 全 応恭忠 の 妻、 枳 園の 母で はな か 

らう か。 

地震の 起った 時 「丸 山の 姉 君」 が 傍に ゐ たと 俊 は 云 

ふ。 按ずる に 志 保 は 夫 を 喪った 後、 柏 軒の 家に 寓 して 

ゐ たと 見える。 

俊 は 「童 一 人」 を 率て 轎に 乗り、 湯島の狩谷懐^^方 


へ 避難した さう である。 按ずる に 柏 軒と 妾 春と は 中 橋 

に 留ま リ、 春 は 安、 琴の 二 女 を 保護して ゐた であらう。 

童 は 鉄三郎 である。 森の 祖母 君 は 徒歩して 俊の 轎の 

後 に 従った。 

その 二百 八十 八 

わたくし は 安政 乙 卯の 歳の 地震 を 叙して、 当時の 柏 

軒が 中 橋の 家の 事に 及んだ。 此条は 柏 軒の 妻 狩 谷 氏 俊 

の 記に 拠った ものである。 良 子 刀自 所蔵の 俊が 遺文 中 

首尾 略 全き もの は、 此記を 除く 外、 遊 記 ニ篇、 小説 二 


篇が あるの みで ある。 わたくし は 今 地震の 記の 全文 を 

此に 写す ことと する。 是は掖 斎が 家 女に 生ませた 才女 

のかた みで ある。 

「長月の 半より いたう 悩みて、 生く ベう も あらぬ 程な 

りしに、 神無月に なりて は、 しばし おこたり ざまに な 

もた  す ひのみ 

りぬ。 され ど枕擡 ぐる こと も懶 くて、 湯な ども 吸 呑て 

ふ 物よ リ臥 しながら 飲みて、 厠に 往 かむ にも、 人の 肩 

に 掛かりて、 一人に は 背 を 押さへ られつつ、 虫な どの 

はふ さまして 行きぬ。」 

ゆ ふ  たかどの 

「夕つ かた 娘の 風の 心地に、 いと 寒し と 云へば、 楼 

ふすま かづ 

へ往 きて 衾 被き て 寝よ と 云 ひし かど、 一人 往か むは 


さう ざう し、 誰に まれ 共に 往 きて よと 云 ふ。 森の 

祖母 君此頃 わが 悩み とらむ とて、 しばし 留ま リゐ給 

ひしが、 今宵 講釈の あれば、 夜 も 更けな む、 われ こそ 

共に 往 きて 寝め とて、 楼に 登り 給 ひぬ。」 

「亥 過る 比、 天地 も 砕けぬ ばかりの おどろく しき 音 

して 地震 ふに、 枕 上 の燈火 倒れ やせむ と 心許なく、 臥 

したる ままに や をら 手 を 伸べ つつ 押さへ ぬ。 され ど 油 

皿 はとく ゆり 落されて、 押さへ たる 我 手に 当り、 畳の 

上に 落ち、 あたりへ 油 散りたり。」 

「此時 女子 一人 走り 来て、 心た しかに 持ち 給へ、 まざ 

いらくく と 云 ひっつ 我 上に 倒れ 臥し ぬれば、 あな 苦 


し、 そこ 退きね、 疾く/ \ と 云へ ど、 え も 起き 上らで 

ゐ たり。 そこへ 又 一人 肥え ふとりた る 女の 走リ 来て、 

阿弥陀 仏の 御名 を唱 へつつ、 又 倒れ かかり ぬれば、 い 

よ、 重りて 苦し さ 言 はむかた なし。 され ど 戸障子の は 

づ るる 音に や、 あまりに おそろしき 音 すれば、 物も覚 

えず。 今の 間に 家 も 崩れ、 有限の 人 こ、 にて 死 ぬらむ 

ぼ さち 

かと、 目 を閉ぢ つつ、 大慈大悲の 観世音 菩薩と 声高う 

唱 へぬ。 今 を 限の 命な めり、 かくて 世 も 尽き ぬらむ と 

おも ひゐ たり。」 

「そこへ 誰に か あらむ 火 点して 来ぬ るに、 あたり を 見 

あんどう 

やれば、 おのれ は 落ちた る 行 燈の油 皿 を 何のた めに か、 


しかと 握りたり。 その上に 若き 女 どもの いみ じう 肥え 

たるが 二人まで 倒れ か、 りて ゐ たり。 さて 人 ご、 ち附 

きて 見れば、 家の しりへの 方に、 柑屋の 物干す 料なる 

広く 明きた る 地の あれば、 そこ を さして 我先にと 往く 

なり。 我に も 疾く往 きね、 揺 返しと 云 ふこ ともあれば 

危し、 疾 くくと そ、 のかせ ど、 風いた う 吹きて 寒げ 

なれば、 悩める 身の 風に 当りて 悩まさり て 死なむ も、 

こ、 にて 押し潰されむ も 同じ 命な り、 動く こと も懶け 

れば、 此儘 にて あらせて よと 打 詫ぶ。」 

「そがう ちに 火 出来ぬ と 聞きて、 そはい づ くの あたり 

ならむ と 問へば、 かしこ こ、 三十 六 所 も あらむ と 云 


ふに 胸つ ぶれぬ。 とても かくても 命の 尽る 期なる べし 

と 覚悟して ぞゐ たりけ る。」 

「家 あるじ、 病 者の 心地 や 悪しから む、 振出して ふ 薬 

飲ませば やと、 常に 薬 合する かたに 往 くに、 こ はいか 

に 棚 落ちて 箱 どもの 薬ち リ，^ になり、 百味 簞笥 とい 

ふ もの さへ 倒れ ぬれば、 常に 病 者の もとへ 持 行く 薬箱 

とうで て 合する もめ づ らし。」 

「童子 ども も 人に 負 はれて、 しりへ なる 広き 方へ 往き 

ぬ。 火 はいよ、 烈しくな リ もて ゆきて、 東 も 西 も 一 つ 

らに空 赤くな り て、 火の 子の ちり ぼ ふさ ま 梨 地と いふ 

ものの やうに ぞ見 ゆる。 いよ、 身 動 さむと もえ 思 はず 


なりて、 衾 かづきて 臥し ゐ たり。 傍 に は 森 氏の 袓 

母君、 丸 山の 姉 君い ます。 家のう ちに は猶 老いた る も 

を さな 

の穉 きもの あまた あり。 火 近うな りて 物の 焼く る 音 

おそろし きに、 大路 も 人 多くな りて 所 狭く、 ようせず 

あやまち 

ば 過 も ありぬべし、 疾く 逃ぐ る こそよ かなれ と 人々 

云 ふ。」 

「さらばと て やう/^ 床の 内より は ひ 出で て 駕籠に 乗 

る。 童 一 人 共に 乗りぬ。 先づ門 を出づ るに、 物の 燃 

ゆる 音のお そろし ければ、 あたり をば よくも 見やらず- 

広小路に 出で ぬ。 ふと 駕籠の 窓より 見出だす に、 赤き 

火 黒き 烟 入り乱れて、 物音 すさまじければ、 心 も そら 


になり て 物 も 覚えで ぞ 行く。 」 

その 二百 八十 九 

お ほ-ち 

「大路の さま 静 になり ぬれば、 例の 窓より 見やる に、 

をと こ をみ な 

こ、 は 道行く 人はなくて、 男女お のれく が 家居の 

前に 畳 敷き かさね、 調度め くもの 夜の 物な ど 見 上ぐ る 

とも 

までに 積み あげ、 そが 中に こぞ リゐ て、 蠟燭 など 点し 

たり。 そが 傍 に 同じさました るが 火桶に 火な どお こ 

いでき 

しつ、、 隣れ る 人 酒の 出来た るに ま ゐらず やな ど 云 ふ。 

今 は 走り ぁリ きて 火 消さむ と はかる ものなくて、 おの 


れ くが ゐる所 守りての みある なるべし。 されば 街 

いと 静 にて、 穉 きもの 老いた る もの、 歩む に、 心 もと 

なき こと は あら じと、 少し は 心お ちゐ ぬ。」 

「暫くして 大路に いみ じき 雨の 降 るら む やうに、 さ 

わ/ \ と 水 音 立つ る は 何なら むと、 例の 窓より 見やる 

に、 家 ごとに 火の 事の 用に と湛へ 置きた る 水 桶 倒れ、 

水の 溢る、 なり。」 

「駕籠 舁 くもの の 云 ふ。 日 比 悩み 給へ るに、 かく 揺り 

もて 行けば、 いかに 苦しと 思 召 すらむ。 強 ひて ねり も 

て 行かむ とお もへ ど、 しづ 心なくて、 いつしか 足疾く 

なリ ぬと 云 ふ。 いな、 心地 は此日 比よりも さわ やきぬ _ 


心 遣な せ そ。 疾く 走り 行きて、 とみに 帰りね。 家の 焼 

け 失せな む も 心 もとな し。 疾く 帰りて 調度 持 出して よ 

とそ、 のかし 走らす。 駕籠 舁 くもの 心え て 急ぎ 行けば ■ 

身 はいたう 揺ら るれ ども、 日 比に は 似ず、 胸の いたき 

こと さ へ に 忘 れゐた リ。」 

「又 こ、 はいか ならむ とさし 視き 見る に、 空 は 皆 一 つ 

らに 赤うな リ、 右左の 小路 は いづこ も/ \ 火 燃 ゆるさ 

ま、 目の あたりに 見えて おそろし。 かかれば 老いた る 

御 方の いかに 心 もとな く 歩み 苦しう お ぼ すらむ と 見や 

るに、 手拭 被りつつ、 脛 あら はに 端折りて、 ささやか 

なる もの を 負 ひつ つ 来 給 ふさ ま 苦しげ にも あらず、 常 


の 道 歩み 給 ふさ まなる がいと 怜 し。」 

「筋 違の 広き 大路に は、 所 狭き まで 畳 積み かさね、 屛 

風 戸障子な どもて おのが じ、 囲 ひたり。 中に 衾 かづ 

きて 臥した る は、 わが ごとき 病 者なら むと おもへば、 

あはれ 湯な ど あらば 飲ませ まほし とぞ おも ふ。 こ、 は 

しも 火の見 ゆる ことなければ、 少し は 心 落ち ゐ ぬ。」 

「湯 島なる 故 さとに 来て 見れば、 表なる 塗 籠 はいたう 

揺り 崩され、 屋根な りし 瓦 落ちつ もり、 壁の 土と 共に 

山の 姿な せり。 されば 常に 駕籠 舁き 入る、 玄関め く 方 

へ往 かむ こと 難く、 さりと てこ、 にあるべき ならねば ■ 

先づ 案内 をぞ こふ。」 


「従者 出来て、 こ はよ くぞ来 まし、、 此日比 悩み 給 ふ 

と 聞きつ るに、 み 心地 はいかに など 問 ひっつ、 駕籠の 

戸引き あけつ。 さて を さなき もの 危し、 誰ぞ 抱き 取り 

てよ と 云 ふに、 又 一人 出来て 童 を 抱き 取りぬ。 さき 

なる が 我 手 を 取りて 云 ふ。 かしこ こ、 の 崩れ 損 はれ 

て、 歩み 行く こと 難き 道と なりたれば、 わびしう ぞぉ 

ぼ すらむ。 家 あるじ は疾く 庭の あなたなる 茶の湯 もの 

する 囲に 移りて ぞ おはす る。 いざ こなたへ とて、 手 を 

取りて 扶け 起し、 わが 供なる ものに、 はきものの 用意 

や あると 問 ふ。 か、 る さわがしき 中 を 逃げ まど ひ 来ぬ 

れば、 心づ かざりき と 云 ふ。 さらばと て そこら 捜しつ 


つ、 いたう 古り たる、 むづ かしげなる 福 草履と かいふ 

める 物 捜し 得て 穿 かす。」 

「われ は 辛う して 虫な どの はふが ごと 行く に、 常 は 

平 なる 方 も、 壁 崩れて 土な ど 高うな りて 歩み 苦し。 

しばし ありて 囲に 来ぬ。 せう との 君、 娘な ど 共に ゐた 

リ。 か、 る あやしき 中 を 逃れ 来た まひし ことのめ でた 

さよな ど 云 ふ。 され ど老 たる 人々 の、 待て どく 来 給 

はねば、 心お ちゐ で、 など かくは 遅き、 心 もとな きこ 

とかな と 繰返しく 云へば、 さお も ひ 給 はば 迎 へに 人 

遣らば やとて、 人な ど 呼ぶ 程に、 二人の 老人 娘と 共に 

恙も あらで 到り 着き ぬれば、 怜 しさ 譬 へむ に 物な かり 


き。」 

その 二百 九十 

「ゎづ かに 畳 三枚ば かリ辅 ける、 ささやかなる 所に、 

九 人 押し合 ひて ゐ たり。 あかし さへ 置き たれば、 い 

せば 

よ、 狭き に、 を さなき もの ねむたし とて、 並み ゐる 

正中に 足踏み 伸して 臥す。 その 思 ふ 事 なげに 心地 よげ 

に 見 ゆる を、 人々 羨む も を かし。」 

「せう との 君、 かかる 折 は 酒飲みて 心た しかに せで や 

はと、 手う ち 叩き 人 呼びて、 酒 もて こと 云 ふ。 従者の 


怪しげに さう ぞ きたる が、 大坂漬 とい ふ 香の物の な 

まくし きを 添へ て、 酒 一壺 もて 来ぬ。 せう との 君、 

これなくて はと 飲みて、 丸 山の 姉 君に まゐら す。 姉 君、 

うれ 

こよな ぅ怜 し、 さきより これ 欲しう おも ひたる にと て、 

心地 よげ に 飲み 給 ひ、 常 はえ まゐら ぬまだし き 大根 ま 

ゐるも を かし。 かれい ひ を 結びた る を ももて 来 ぬれば、 

童ら おのが 頭よりも お ほき やかなる を 取りて、 顔 も 

かくれぬ ばかりにして 食 ふ。 こも また を かし。」 

「かくて ある 程に、 小石 川の 火 燃え ひろ ごり ぬれば、 

こ、 まで 焼て 来 もやせむ とて、 人々 立ち さわぎ 罵る。 

われ そ を 聞く に 胸つ ぶれ、 わが 住む 中 橋 あたり はいか 


に、 今 は 灰に やなり ぬらむ と、 人々 に 問へ ど、 こ、 の 

危 ければ、 誰も 往 きて 見ず、 いかにな りし か 知らむ や 

うなし と 云 ふ。 心 もとな さ 言 はむかた なし。」 

「せめて は 目の 及ばむ 程の さま 見ば やとて、 後手の あ 

かり 障子 あくれば、 吉原下 谷 本 所 あたりの 火 一 つらに 

なりて、 黒き 烟 のうちに 焰 立ちのぼる さま、 地獄の 絵 

見る 心地す。 あはれ、 いつの 程に か 此火は 消えな むと 

心 もとな し。 立ちつ ゐっ 幾度と なく 障子 あけて 見る に、 

かなた 薄くな リ もて ゆく と 見れば、 こなた 又 濃くな り 

て、 さらに 消ぬべき 気色 もな し。」 

「後に は 頭 もいた く、 问 となう 心地 悪しければ、 しば 


し 休まむ とする に、 いと 狭き 所に 人 多く ゐれ ば、 足 踏 

みのば さむ やう もな し。 壁に 倚り ゐて 傍 を 見れば、 

森の 祖母 君 宵よりの いたつ きに や 疲れ 給 ひけむ、 かか 

る 騒がしき 中に して、 ゐ ながらに 眠りて、 物 も 知らで 

ぞ おはす る。 うらやましの 祖母 君 や。」 

柏 軒の 妻 狩 谷 氏 俊の 記 は此に 終る。 わたくし は 上に 

「首尾 略 全き もの」 と 云った。 しかし 此 記の 如き も、 俊 

は猶 書き 続が むとして 果 さなかつ たもので あらう。 前 

に 引いた 所の 嘉永 癸丑に 向島に 遊んだ 記 もこれ に似て、 

真の 終結に 至らず して 筆を閣 いた ものである。 次年 

丙 辰に 富 岡に 遊んだ 記 も 亦 さう である。 これに 反し 


て 小説 ニ篇は 完璧で ある。 其 一 は 貧家の 妻が 夫の 恋 を 

お ほみ せ 

遂げし めむ がた めに 金 を 儲へ、 終に 夫 を吉原 大店のお 

職に 逢 はせ たと 云 ふ 物語で ある。 是は 当時の サン チマ 

ン タリス ムに 影響 せられた 作に 過ぎない。 布置に 意 を 

用ゐ て、 夫の 死後に 未亡人が 遺物 を 持って お 職の 許 を 

訪ふ さまが 写されて ゐる。 しかし 特色に は 乏しい。 其 

それ 

二 は 某の 大名屋敷の 奥 女中の 部屋の 怪異 を 記した もの 

である。 是は 自叙 体で、 習作め いた 叙 法が 用ゐて ある。 

そして 全く モラルが 無い。 反面より 言へば、 モ ォパッ 

しび やう 

サンが トルストイに 指撾 せられた やうな ft 病が ある。 

是が とかく モラルの 石に 躓き 易い 近 人の 快 く 此作を 


読過す る こと を 得る 所以で ある。 

その 二百 九十 一 

わたくし は 上に 柏 軒の 妻 狩 谷 氏 俊が、 安政 乙 卯の 地 

震の 時、 中 橋の 家より 湯 島なる 兄 懐 之の 家へ 避難した 

ちなみ 

記を抄 し、 因に 俊が 遺文 数 種の 事 を 言った。 

しゃう えい 

此 地震に は 又 既に 記した 榛軒 門人 渡 辺 昌盈 が 死ん 

ゆきつぐ 

だ。 渡 辺 は 陸 奥国弘 前の 城主 津軽越 中 守 順 承に 仕へ て 

表 医師と なり、 三十 人 扶持 を 受けて ゐた。 此日津 軽 家 

ちょく 

隠居 附 たる を 以て 柳 島の 下屋敷に 直 して ゐて 遭難し 


たので ある。 隠居 は 出 羽 守 信 順で ある。 渡 辺は弘 前人 

の 江戸に あって 此 地震に 死した 三人 中の 一 人であった 

みつめ  えいさん 

と 云 ふ。 他の 二人 は 本 所 三 目の 上屋敷に ゐた 井上 栄三 

を さな ご 

の 母と 穉子 とであった。 栄 三の 母 は 子 を 抱いて 死んで 

ゐた。 其 他 同じ 上屋敷の 平 井東 堂の 家で は婢が 一 人 死 

んだ。 平 井の 事 は 前に 渋 江 抽斎伝 中に 記した。 後に 大 

沼 枕 山の 同人 集を閲 する に、 東 堂の 名が 同人 中に 見え 

てゐ る。 是は 当時 知る に 及ばなかった から、 今 補記し 

て 置く。 

柏 軒 門下に 松 田 道 夫さん の 来り 投じた の は、 恐く は 

此年 であらう。 松 田 氏 は 十七 歳の 時 入門した と 云 ふか 


ら である。 柏 軒の 門人 は 初め 中 橋に 移り 住んだ 時、 僅 

に 三 四 人であった。 既にして 松 田 氏の 入門した 頃 は、 

諸 藩の 子弟に して 来り 学ぶ ものが 頗 多かった。 塾生 

中の 主なる もの は掛 川の 宮崎健 斎、 上田の 小島 順貞、 

対 馬の 塩田 良 三、 弘 前の 小 野道 悦、 福 山の 内 田 養 三、 

斎 木 文 礼、 岡 西 養玄、 家 守 某、 備 中国 松 山の 柳 井 柳 仙、 

久留 米の 平 川 良衛、 棚 倉の 石 川 良 宅、 上野 国 高 林の 松 

本文 粋、 新 発 田の 寺 崎 某、 山形の 志 村玄叔 等で、 其 他 

猶津 山、 忍、 庄内 等の 子弟が あった。 此中 既に 一た び 

本篇に 出で たもの は 塩田、 小 野、 岡 西の 三人で ある。 

塩田 良 三 は 蘭 門の 楊 庵が 子、 今の 真さん である。 小 野 


道 悦は蘭 門の 道 秀富穀 が 子、 岡 西 養 玄は蘭 門の 玄亭徳 

瑛が 子で ある。 榛軒 門人 録に 岡西玄 庵が あるが、 是は 

玄亭の 子、 養玄の 兄で、 後 癲癇の ために 業 を 廃した 人 

である。 柏 門の 養玄は 後の 岡 氏 寛 斎で ある。 

松 田 氏の 云 ふに は、 柏 軒に 従 遊した 諸 藩の 子弟 中、 

特に 柏 軒に 学ぶ こと を 藩主に 命ぜられ たものと、 自ら 

択んで 柏 軒を師 とした ものと があった。 松 田 氏 は 其 母 

が 福 山の 士太田 兵 三郎の 姉であった ので、 名望 ある 柏 

軒に 見えて 贄を 執る に 至った の ださう である。 

松 田 氏 は 現存せ る 柏 門の 一 人で、 わたくし は 柏 軒の 

事蹟 を 叙す るに、 多く 此 人の 語る 所に 拠らう とお も ふ。 


それ ゆ ゑ わたくし は此に その 未だ 柏 門に 入らざる 前の 

経歴 を 略記す る。 

おぎ ふ 

松 田 道 夫の 父 は 美 濃 国 恵 那郡岩 村の 城主 松 平 (大 給) 

能 登 守 乗蘊の 医官で、 江戸 定府 になって ゐた。 道 夫に 

むすめ  め あは 

姉が あって、 父 は 此女を 医に 妻し、 家業 を 継がし め 

ようとして ゐた。 それ ゆ ゑ 道 夫 は 儒たら むこと を 志し 

て、 同藩の 佐 藤 一 斎に 師事し、 旁ら 林述 斎の 講 筵に 列 

した。 既にして 一 斎 は 幕府に 召され、 高足 若 山 勿 堂が 

藩 文学の 後 を 襲いだ。 勿 堂 は 阿波の 農家の 子で 学 を 好 

み、 一斎の 門下に あって は 顔 淵の 目が あった。 勿 堂 は 

一斎が 「勿 視勿聴 勿 言 勿 動」 に 取って 命じた ので ある。 


此 より 後 一 斎 は 唯 月に 一 たび 松 平 邸に 来って 経 を 講ず 

るの みであった。 道 夫 は 既に 学庸を 一斎に 聴いて ゐた 

ので、 論孟 はこれ を 勿 堂に 聴いた。 当時 道 夫 は 父と 共 

に 本 所 三 目の 松 平家 中 屋敷に 住み、 勿 堂 は 鍛冶 橋 内の 

上屋敷に ゐ たので、 道 夫 は 本 所より 神 田へ 通って 学ん 

だ。 道 夫 は 又 同時に 横 網 町の 朝 川 善 庵、 薬研 堀の 萩原 

りょくや  とつ あん 

緑野、 引 舟 通の 大橋訥 庵に も 従 遊した。 此の 如くに し 

て 十七 歳に 至った 時、 父 は 道 夫に 家業 を 継ぐ こと を 命 

じたので ある。 道 夫の 母の 弟 太 田 兵 三 郎は小 此木伴 七、 

鵜川庄 三と 共に 江戸の 阿部 邸に あって 勘定 奉行 を 勤め 

てゐ た。 


その 二百 九十 一 一 

此年 安政 乙 卯に、 頼 氏で は 山陽の 未亡人 里 恵が 歿し 

た。 年 五十 九で ある。 後藤 松 陰の 墓表に、 里 恵が 修し 

て 梨釙に 作って ある。 初め わたくし は 松 陰が 文 を 撰ぶ 

に 当って、 文字 を雅馴 ならしめ むとして 改めた もの か 

と 疑った。 後山 陽の 書牘を 見る に、 梨 影の 二字 は 山陽 

が 早く 用 ゐてゐ た。 

此年乙 卯に 榛 門の 柴田常 庵の 同族、 三十 間 堀の 洛南 

にす ぎえ い 

柴田元 春が 歿した。 わたくし は 今 仁杉英 さんの 教を受 


けて、 稍 幕 医柴田 氏の 事蹟 を詳 にす る こと を 得た から、 

此に其 概略 を 補 叙しょう とお も ふ。 

江戸の 啞科柴 田 氏は麴 町の 柴田を 以て 宗家と する。 

なう そ  ちょくけ う  ちょくぎ 

曩祖、 名 は 直教と 云った。 直教の 子が 直 儀、 直 儀の 子 

が 賢、 賢の 二子が 元 泰元徳 である。 

ちょく ゐ あざな  し をん  とうかう 

元泰、 名 は 直 為、 字 は 子 温、 東皐と 号した。 曾祖父 

直教が 早く 寛 永貞享 間に 名 を 成し、 直 為に 至 つ て 幕府 

に 仕へ た。 林述 斎の 墓誌に、 「遂以 天明 四 年、 賜謁 大廷、 

尋而執 技 出入 城 中 者 数年、 至享和 元年、 擢入西 城 医院、 

叙 法眼 位」 と 云って ある。 述 斎の 家 は此 人の 病 家で あ 

つた。 元 泰直為 は 文化 六 年 十一月 二十四日 七十 二 歳で 


歿した。 

げんたいち よくけん  あざな 

元泰直 為の 後 を 襲いだ ものが 元 岱直賢 である。 字 

えいけ い  かきう  きくをう 

は 英卿又 可久、 竹渓と 号した。 鞠 翁 は 其 致仕 後の 称で 

ある。 林復 斎が 其 官歴を 叙して ゐる。 「文化 五 年 九月 

襲 家秩。 為西闈 侍医。 別 賜 二百 苞。 十二月 叙 法眼。 会 

文恭 大君 有 榴房之 福。 群 公子 更 不予。 輒召君 調。 則 多 

奏効。 是以 恩眷殊 渥。 天 保 十 年 十 一 月 告老。 奉職 凡 三 

十二 年。 仍賜 二百 苞為 養老 資。 致仕 之 後。 特旨 時 朝 内 

廷。 異数 也。 (中略。) 弘化ニ 年 十月 十四日 即世。 距生 

安永 六 年 九月 廿ー 日。 享寿 六十 有 九。」 多 子の 将軍 文 

恭公は 徳川家 斉 である。 鞠 翁 は 致仕 後に は 画 を 作った 


ことが 墓誌に 見えて ゐる。 復 斎の 家 は 元 岱の病 家で あ 

つた。 

元岱直 賢の 後 を 襲いだ ものが 直 養で ある。 直 賢に 

素直 道、 直 温の 二子が あって、 其 次の 第三 子が 直 養 

である。 長 直 道 は 早世し、 仲 直 温 は 「蔭 仕西闈 侍医、 

叙 法眼、 又 先歿」 と 云って ある。 直 養の 嗣は、 仁 杉 氏 

の 言に 拠る に、 又 元泰と 称したら しい。 以上が 麴 町の 

柴田 系で ある。 

うん あん 

元泰直 為の 弟元徳 に孫芸 庵が あった。 是を木 挽 町の 

柴田 とする。 芸 庵の 妹が 清川玄 道に 適いた。 

芸 庵の 後 を 襲いだ ものが 榛 門の 常 庵で ある。 常 庵に 


養子 長 川が あつたが、 不幸に して 早世した ので、 芸庵 

の 第二 子、 常 庵の 弟 陽 庵が 長 川の 後 を 承け た。 維新の 

後忠 平と 改称して 骨董 店 を 開いた の は此陽 庵で ある。 

忠 平の 子 は 鉛 太で ある。 以上が 木 挽 町の 柴田 系で ある。 

げんしゅん まさを 

元岱直 賢の 弟に 元 春 正 雄が あって 分家した。 正 雄、 

字 は 君 偉、 号は洛 南で ある。 大槻 磐渓の 墓誌に かう 

云って ある。 「寛 政 十 年 四月 十五 日生于 江戸 銀座 街。 

幼 而学於 井 四 明 翁。 文政 二 年 卜居 於卅間 濠。 天 保 十四 

年 六月 擢為 医員。 賜 俸 三十 口。 七月 進 侍医。 幷官禄 四 

百苞。 十二月 陞 法眼。 歴仕 二 朝 十三 年。 安政 二 年 十一 

月 九日 終 於 家。 享年 五十八。 (節 録。 )」 磐 渓は此 人と 


せいもん 

同じく 井門より 出で た。 元 春 は 嘗て 傷 寒 論 排簡を 著し、 

又 詩を賦 し、 墨 竹 を 作った。 

元 春 正 雄の 後 を 襲いだ ものが 元 美 正 美で ある。 正 美、 

字 は 子 済、 後 元 春の 称 を 襲いだ。 正 美の 養嗣子 元 春 は、 

実は 正 美の 弟 道順の 子で ある。 以上が 卅間 堀の 柴田系 

である。 

此年棠 軒 二十 二、 妻 柏 二十 一、 女 長 二つ、 全 安の 女 

梅 六つ、 柏 軒並 妻 俊 四十 六、 妾 春 三十 一、 男 鉄 三郎七 

つ、 女洲 十五、 国 十二、 安四つ、 琴 一 つであった。 蘭 

軒の 女 長 は 四十 二、 榛 軒の 未亡人 志 保 は 五十六に なつ 

た。 琴 は 慶応ニ 年 九月 二日に 夭折した。 


その 二百 九十 三 

安政 三年 は 蘭 軒 歿後 第一 一十 七 年で ある。 二月 二日に 

蘭 軒の 女 長が 四十 三 歳で 歿した。 蘭 軒の 女 は 天津、 

ちば う  ちゃう じゅん  ま ち 

智貌、 長、 順、 万 知の 五 人で、 長 は 第三 女であった。 

長の 夫は棠 軒の 親類 書に 「御先 手 井手 内蔵 組 与力 井戸 

応助」 と 云って ある。 長の 一子 勘 一郎 は 同じ 親類 書に 

「御先 手 福 田 甲斐 守 組 仮 御 抱 入」 と 云って ある。 長の 

二 女 は 同書に 「陸軍 奉行 並 組 別 手 組 出 役 井戸 源 三郎支 

配 関 根 鉄 助 妻」 と 云 ひ、 又 「娘 一 人父応 助手 前罷在 候」 


と 云って ある。 

長 は 谷 中正 運 寺に 葬られた。 先 霊 名録に 「究竟 室 妙 

等大 姉、 葬于谷 中正 運 寺」 と 云って ある。 按ずる に 正 

運 寺 は 井戸 氏の 菩提 所で あつたの だら う。 

柏 軒が 阿部 侯の 医官と な つ たの は此 年で あるら しい。 

歴世 略伝に 「安政 丙 辰 阿部 公 侍医」 と 云って ある。 伊 

勢 守正弘 三十 八 歳の 時で ある。 しかし 任命 を徴 すべき 

文書 等 は 一 も存 して ゐ ない。 

只 良 子 刀自 所蔵の 文書 中に 柏 軒が 阿部 家に 於け る 

「初 番入」 の 記 及 当直 日 割が あった。 わたくし はこれ 

を抄 して 置いた が、 今 其 冊子 を 人に 借した。 初番 入の 


記に は 年次 もな く 干支 もなかつ たこと を 記憶す る。 し 

かし 少 くも 月日 は 知る こと を 得られようと おも ふ。 

伊沢 氏よ リ は 既に 棠 軒が 入って 阿部 家 の 医官と なつ 

てゐ る。 然るに 今 又 柏 軒を徴 すに 至った の は、 正弘が 

治療の 老手 を 得む と 欲した もの か。 

柏 軒の 妻 俊の 遺文 を検 する に、 此年 五月 十八 日に 

富 岡 永代 寺に 詣 でた 記が ある。 永代 寺に は 成 田山不 

動 尊の 開帳が あった。 武江 年表に 拠る に 開帳 は 三月 二 

十日より 五月 二十日に 至る 間であった らしい。 「同 (三 

月) 廿日より 六十 日の 間、 下 総 国 成 田 山 不動 尊、 深 川 

永代 寺に 於て 開帳」 と 云って ある。 丙 辰 は 三月 小、 四 


月大、 五月 小であった。 俊の 詣で たの は閉帳 二日 前で 

あった。 記 中に 棠 軒の 妻 柏の 妊娠の 事が 見えて ゐて、 

俊 等が 開帳 の 初より 参詣 を 志して ゐ ながら、 次第に 遅 

れた 事が 言って ある。 

八月 九日に 棠 軒の 二 女 良が 生れた。 現存して ゐる良 

子 刀自で ある。 棠軒 公私 略に 「八月 九日 朝、 女子 出生、 

名 良」 と 云って ある。 

此 八月 は 大風 雨の あった 月で ある。 公私 略に 「同月 

(八月) 廿 五日、 東都 大風 雨、 且暴 潮、 損処甚 多」 と 云 

つて ある。 武江 年表に 云く。 「八月 廿 三日 微雨、 廿四 

日廿 五日 続て 微雨、 廿 五日 募て 次第に 降し きり、 南風 


烈しく、 戌の 下 刻より 殊に 甚 しく、 近来 稀なる 大風 雨 

にて、 喬木 を 折り 家屋 塀 墙を損 ふ。 又 海 嘯に より 逆浪 

漲りて 大小の 船 を 覆し 或は 岸に 打 上、 石垣 を 損じ、 洪 

波 陸へ 溢 漲して 家屋 を 傷 ふ。」 半 蔵 門 渡 櫓、 築地 西 本 

願 寺 本堂、 浅 草 蔵 前 閻魔 堂、 本 所 霊山 寺 本堂が 壊れ、 

永代 橋、 大川 橋が 損じた。 

蘭 軒 医 談の始 て 刻せられ たの は此 月で ある。 森枳園 

の 序に かう 云って ある。 「余 以天保 間。 遊于相 陽。 (中 

略。) 偶 探 書笼。 得 幼時 侍 蘭 軒先 生 所 筆記 医談 若干 条。 

遂録成 冊子。 未遑校 字。 抛 在 架 中。 近日 有 頻請伝 写 者。 

因訂訛_^?{複。 活字 刷 印以貽 之。 併 示 同人 云。 安政 丙 辰 


仲秋。 書 於 江戸 城 北 駒 来 里 華 佗 巷 之 温 知 薬 室。 福 山 森 

立 之。」 署名の 傍 に 「立 之」 「竹 窓 主人」 の 二 印が あ 

る。 枳園は 一 に 竹 窓と も 号した と 見える。 駒 米 里 は 駒 

込、 華柁 巷は片 町で あらう。 時に 枳園 五十 歳であった。 

蘭 軒医談 一 巻 は 「伊沢 氏 酌 源 堂 図書 記」 の 印 ある 刊本 

と、 「森 氏 開 万 冊府之 記」 の 印 ある 稿本と、 並に 皆富士 

川 氏が 蔵して ゐる。 

その 二百 九十 四 

わたくし は 安政 丙 辰に 蘭 軒 医 談の校 刻せられ たこと 


を 記した。 此書は 所謂 随筆の 体 を 成して ゐて、 所載の 

物 類の 範囲 は 頗る 博大で ある。 わたくし は 読過の 際に 

一 事の 目を惹 くに 会した。 それ は楸は 何の 木なる かと 

云 ふ 問題で ある。 

楸は 詩人 慣用の 字で ある。 「松 楸」 の 語の 如き は、 彼 

「松 栢」 の 語と 同じく、 諸家の 集に 累 見して ゐる。 然る 

にわた くし は楸の 何の 木なる か を 審 にしない。 

蘭 軒 医 談に楸 字の 異説が ある。 しかし それが わたく 

し の 目を惹 いたに は 自ら 来由が ある。 

ぼう さ い 

数年 前に わたくし は 亀田鵬 斎の 書 幅 を 獲た。 鵬斎は 

韓昌黎 の 詩 を 書して ゐる。 「幾 歳 生成 為 大樹。 一朝 纏 


繞困長 藤。 誰 人 与 脱 青 蘿帔。 看 吐 高 花 万万 層。」 わた 

くし はこれ を 壁 上に 掲 ぐる こと 数日間であった。 此詩 

はわた くしの 未知の 詩であった。 大樹の 何の 木なる か 

も 亦 わたくしの 未だ 知らざる 所であった。 

しかし 此詩 はわた くしに 奇なる 感を作 さしめ た。 そ 

れは 大樹 は 唐朝に して 長 藤 は 宦官 だと 謂った ので ある。 

平生 わたくし は 詩 を 読んで 強 ひて 寓意 を尋窮 する こと 

を 好まない。 それ ゆ ゑ 三百 篇の 註を始 として、 杜 詩の 

註 等に 至 つ て も、 註 家の 言に 附 会の 痕 あるに 逢 ふ 毎に、 

わたくし は 数 巻 を 抛って 読む こと を 廃め た。 独リ韓 

の此詩 はわた くし をして 唐 代 宦官の 禍を思 はしめ て已 


まなかった。 

わたくし は 終に 此詩を 諳記した。 しかし 未だ 謂 ふ 所 

あるひ 

の 何の 木なる を 知らなかった。 一日 わたくし は、 ふと 

これ を 知らむ こと を 欲して、 二三の 類書 を閲 した。 そ 

しゃ ゐん ずゐ 

して 五 車韻瑞 中に 於て 此詩を 見た。 憾 むらく は 引く 所 

は 題に 及ばぬ ので、 わたくし は 遂に 大樹の 何の 木なる 

を 知る ことが 出来なかった。 

けんの く 

わたくし は 人に 昌黎集 を 借りて 閲 した。 巻 九に 「楸 

樹」 の 詩 三 首が あって、 鵬 斎の 書す る 所 は 其 一 であつ 

た。 わたくし は 進んで 楸の 何の 木なる か を 討ね た。 

此 問題 は 頗 困難で ある。 説 文に 拠れば 楸は 梓で あ 


る。 爾 雅を検 すれば、 ※ 〔# 「稻」 の 「禾」 に 代えて 「木」、 

8 巻- 184- 下 Ju、 ※ 〔# 「木+ 臾」、 8 巻- 184- 下 ※ 〔# 

「木 +懷 のつ くり」、 8 巻- 184- 下 槐、 檟、 楸、 椅、 梓 

等が 皆 相 類した ものら しく、 此数者 は 専門家でなくて 

は 辨識し 難い。 

今 蘭 軒 医 談を閲 する に、 「楸は あかめが し はなり」 と 

云って ある。 そして 辞書に は 古の あづさが 即今の あか 

めが し はだと 云って ゐる。 わたくし は此に 至って 稍 答 

解の 端緒 を 得た るが 如き 思 をな した。 それ は 「楸、 古 

言 あづさ、 今 言 あかめが し は」 となる からで ある。 

しかし 自然の 植物が 果して 此の 如くで あらう か。 又 


若し 此の 如くならば、 梓 は 何の 木で あらう か。 わたく 

し は 植物学の 書に 就いて 捜索した。 一、 楸は カタル パ、 

ブン ゲイで ある。 二、 あづさ は カタル パ、 ケンプ フエ 

リ、 きさ さげで ある。 (以上 紫葳 科。) 三、 あかめが し 

はは マル 口 ッス、 ャポ ニクス である。 (大戟 科。) 是に 

於て 切 角の 発明が 四 花 八 裂 をな してし まった。 そして 

梓の 何の 木なる か は 容易に 検出せられ なかった。 畢竟 

自然 学 上の 問題 は 机上に 於て 解決 せらるべき もので は 

ない。 

是に 於て わたくし は 去って 牧野 富太郎 さん を敲 いた。 


その 二百 九十 五 

わたくし は 蘭 軒 医談楸 字の 説より 発足して ラビ リン 

トスの 裏に 入り、 身 を 脱する こと を 得ざる に 至り、 救 

を 牧野 氏に 求めた。 幸に 牧野 氏 はわた くし を教 ふる 労 

をし 

を慳 まなかった。 

「 一 、 楸は 本草 家が 尋常き ささげと して ゐる。 カタル 

けんしよ 

パ属の 木で ある。 博物館 内に ある。」 わたくし は 賢所 

参集 所の 東南に も 一 株あった かと 記憶す る。 

ニー、 あかめが し はは 普通に 梓と して ある。 上野 公園 

入口の 左側 土 堤の 前、 人力車の 集る 処に 列植 して ある。 


マル 口 ッス属 の 木で ある。」 

ニー 一、 あづさ は 今 名よ ぐ そみ ねばり 又み づめ、 学名べ 

くわ ぼく ぞく 

ッラ、 ウル ミフ ォ リアで、 樺 木属の 木で ある。 西 は 九 

州より 東北 地方まで も 広く 散布せ る 深山の 落葉 木で、 

皮 を 傷 くれば 一 種の 臭気が ある。 是が昔 弓 を 作った 材 

で、 今も秩 父で は あづさと 称して ゐる。 漢名 は 無い。」 

問題は^^gに渙 釈したらしぃ。 わたくし は 牧野 氏の 

書 牘を抄 する に 当って、 植 学名の 末の 人名 を 省略した。 

原文 は 横文で 一 々人名が 附 してあった ので ある。 

わたくし は 事の 次に 言って 置く。 昔の 漢医方 時代 

に は 詩 や 離 騒の 動植を 研究した 書が 多く 出で た。 我 万 


葉 集の 動植の 考証の 如き も 亦 同じで ある。 然るに 西 学 

が 東漸して 文化の 大に 開けた 今の 世に、 絶て 此 種の 書 

の 出 づるを 見ぬ のは憾 むべき である。 仄に 聞けば 今の 

博物学の 諸 大家 は 所謂 漢名 和名 の 詮議 は 無用 だ と 云つ 

てゐる さう である。 漢名 和名の 詮議が 博物学 に 貢献す 

る 所の 少 いこと は 勿論で あらう。 しかし 詩 を 読み、 離 

騒 を 読み、 万葉集 を 読む もの は、 その 詠ず る 所の 何の 

草、 何の 木、 何の 禽、 何の 獣で あつたか を 思 はずに は 

ゐられ ない。 今より 究め 知る ことの 出来る 限 は 究め 知 

りたい ものである。 漢名 和名の 詮議が 無用 だとす る 説 

は、 これ を 推し 拡 めて 行く と、 古典 は 無用 だとす る 説 


に 帰着す るで あらう。 今の 博物学の 諸 大家の 説に 慊 

ざる 所以で ある。 

わたくし は 右の 詩、 離 騒、 万 葉 等の 物 名 を 考究す る 

さきだ 

に 先って、 広く 動植 金石の 和漢 名 を 網羅した 辞書 を 

編纂す る ことの 必要 を 思 ふ。 其 体裁 は 略 松 村 氏の 植物 

名彙、 小 藤氏 等の 鉱物 字彙の 如くに して、 これに 索引 

の 完全なる もの を附 すべきで あらう。 物 名 は その 学名 

ある もの はこれ を 取る こと、 植物 名彙の 例の 如き を 便 

とする。 否 る もの は 英独名 を 取る こと 鉱物 字 彙の如 

くすべし や 否や、 此には 商量の 余地が ある。 索引 は 二 

もつ ば きんげん 

書 皆羅馬 字の 国語 を 以てして あるが、 彼 は 純 ら今言 


の 和名に 従 ひ、 此は 所謂 漢語が 過半 を 占めて ゐる。 是 

は 通用 語の 然 らしむ る 所で ある。 わたくし は此 よりし 

て 外、 漢字の 索引 を 以て 闕く ベから ざる ものと する。 

その 二百 九十 六 

此年丙 辰に 狩 谷 氏で は 三 平 懐 之が 残した。 七月 二十 

日に 五十 三 歳で 残した ので ある。 継嗣 は 三 右衛門 矩之 

である。 矩之は 本 斎 藤氏で、 父 を 権 右衛門と 云った。 

其 質 店 三 河屋は 当時 谷 中 善 光寺 坂 下に あつたが、 今猶 

本郷 一丁目に 存続して ゐる。 権 右衛門に 三 子が あった。 


長 は 源 之 助、 仲 は 三 右衛門 矩之、 季は 家を嗣 いだ 権 右 

衛門 である。 

矩 之の 兄 源 之 助 は、 清 元 延寿 太夫で ある。 延寿 太夫 

か ヘリみ ち 

は 初代が 文政 八 年中 村 座よりの 帰途に、 乗物 町 和 国 

橋で 人に 殺された 岡本吉 五郎、 二 代が 吉 五郎の 子 

巳 三次 郎、 後に 所謂 名人 太 兵衛、 三代が 安政 四 年に 地 

震に 遭って 死んだ 町田繁 次郎、 四 代が 矩 之の 兄 源 之 助 

である。 「舌 切 心中」 の 為損じ をした ので 名高く、 明治 

三十 七 年に 至る まで 生存し、 七十 二 歳の 寿を享 けた。 

今の 延寿 太夫 は 五代 目で ある。 丙 辰に は 源 之 助 二十 四 

歳、 矩之 十四 歳であった。 


岡 西 氏で は 七月に 玄亭の 父 栄玄が 歿し、 十一月に 玄 

亭が 歿した。 継嗣 は 十八 歳の 養玄 であった。 後に 伊沢 

"ちょせ い  かえ  むすめ  めと 

氏の 初の 女婿 全 安と 柏との 間に 生れた 女 梅を娶 るの 

は 此養玄 である。 

此年棠 軒 二十 三、 妻 柏 二十 一一、 女 長 三つ、 良 一 つ、 

全 安の 女 梅 七つ、 柏 軒並 妻 俊 四十 七、 妾 春 三十 二、 男 

鉄三郎 八つ、 女洲 十六、 国 十三、 安五つ、 琴 二つ、 榛 

軒 未亡人 志 保 五十 七であった。 

安政 四 年 は 蘭 軒 歿後 第二 十八 年で ある。 此年 伊沢 氏 

の 主家に 代替が あった。 

かう 

阿部 伊勢 守 正 弘は三 四月の 交 病に 罹り、 五月 以後に 


は 時々 登城せ ぬ 日が あり、 閏 五月 九日より 竜 口 用 邸 

に 引き籠り、 六月 十七 日 午 下 刻に 瞑した。 享年 三十 九 

歳で ある。 正弘は 盛年に して 老中の 首席に 居り、 独り 

外交の 難局に 当リ、 後年 勝 安芳 をして、 「開国 首唱の 功 

も亦此 人に 帰せざる を 得ず」 と 云 はしめ た。 攘夷論の 

まち/、 

猶 盛であった 当時、 毀誉の 区々 であった のは怪 むに 足 

ら ない。 

正 弘の病 は 終始 柏 軒が 単独に これが 治療に 任じた。 

正 弘は柏 軒に 信頼して 疑 はず、 柏 軒 も 亦 身命 を 賭して 

せめ つく 

其 責を竭 したので ある。 

越 前 国 福 井の 城主 松 平 越 前 守 慶永は 匙 医 半 井 仲 庵 を 


して 正 弘の病 を 問 はしめ、 蘭 医 方 を用ゐ しめよう とし 

ゆきえ 

た。 福 井 藩 用人 中根靱 負の 記に かう 云って ある。 「蘭 

家の 御 薬 勧め まゐら すべきよ し (中略) 伊勢 殿へ 勧め 

給 ひし かど、 とやかくと いひの がれ 給 ひて、 遂にう け 

ひき 給 は ざり けり。 後に 聞けば、 近年 蘭 法の 医 流大に 

開け 来に ける 折、 此 侯まで も 信用し 給 ひなば、 天下一 

般に蘭 家に もな りなん 勢 なれば、 さて は 又 其 弊害 あら 

むこと を 深く 遠く 慮 リ給 ひて、 蘭 家の 長処は 心得 

給 ひに けれ 共、 余 は よしあしに は よらず、 天下の ため 

に 蘭 家の 薬 は 服し 難しとの たま ひける となん。」 

ちまた 

当時 政治が 鎖国 開国の 岐に 臨んで ゐた 如くに、 医 


方 も 亦 漢方 洋 方の 岐に 臨んで ゐた。 正弘は 彼に 於て 概 

みま さかの かみ まさよし 

ね 開国 論に 左袒 し、 伊沢 美 作 守 政義の 洋行の 議をさ 

へ容れ た。 それ は 幕政の 局に 当って 財況其 他の 実情 を 

知悉し、 夷の 攘 ふべ からず、 戦の 交 ふべ からざる こと 

を 知って ゐ たからで ある。 しかし 此に 於て は 漢方よ リ 

洋 方に 遷る こと を肯ぜ なかった。 それ は 洋方を 取ら 

ざるべ からざる 境界に 身 を 居く に 及ばなかった からで 

ある。 正弘は 固より 保守の 人であった。 勢に 駆らる る 

にあら では、 故き を棄 てて 新しき に 就かなかった ので 

ある。 

しかし わたくしの 見る 所 を 以てすれば、 正 弘の病 は 


洋医 方の 能く 治す る 所ではなかった らしい。 正 弘の病 

は 癌であった らしい。 上に 引いた 中 根の 記に 「痞※ 〔# 

「やまいだれ + 鬲」、 8 巻- 188- 下 の 症」 と 云って あるの 

が 其 証の 一 である。 又 病 を 発して より 未だ 幾 ならぬ 

に、 全身 痩 削して 相貌が 変じた と 伝 へられて ゐる のが 

其 証の 二で ある。 

その 二百 九十 七 

わたくし は 安政 丁 巳の 歳 老中 阿部 伊勢 守 正 弘-捐 館 

の 事 を 記して、 其 病を療 した ものが 終始 柏 軒 一人で あ 


つたと 云った。 柏 軒 門人に して 現存して ゐる松 田 道 夫 

さん は 当時の 事 を 語って かう 云った。 

「柏 軒先 生 は 豪邁な 人であった。 しかし 良徳公 (正 弘) 

に 仕へ て は 謹慎であった。 其 頃 わたくしに 云 ふに は、 

公方 様に はま だ 近づいた ことが ないから 知らぬ が、 老 

中 若年 寄の 人達の 中には、 己の こ はいと 思った 人 は 無 

い、 こ はいの は 内の 殿様ば かりだ、 前に 出る と 自然と 

体が 小くなる やうな 気がする と 云 ふこと であった。」 

「その 良徳 公が 大患に 罹られて、 先生が 一 人で 療治し 

たの だから、 先生の 苦心 は 一通ではなかった。 しかも 

先生が 一 人で 療治した と 云 ふの は、 今 謂 ふ 主治医で あ 


つたと 云 ふ 意味で はない。 実際 匙 を 執る ものが 先生 一 

人であった ので ある。」 

「公が 病の ために 引き籠られてから は、 将軍家 を始、 

列 侯 諸 役人の 見舞が 引き も 切らぬ ので、 毎日 容態 書 を 

作って 置いて 見せなくて はならなかった。 先生 は それ 

を わたくしに 命じた。 わたくし は 毎日 一 尋に 余る 容態 

書 を 作った。」 

「容態 は 次第に 険悪に 赴いた。 かう 云 ふ 時、 医者 を 取 

リ換 へて 見て はどう かと 云 ふ議の 起る の は、 上下 共同 

じ 事で ある。 公の 場合に も 亦 此議が 起った。 水 戸 老公 

(斉昭 ) 越 前 侯 (慶 永) がその 主なる ものであった。 水 


戸 老公 は 攘夷 家であった から、 蘭 医 を 薦めようと はせ 

られ なかった。 しかし 越 前 侯 は 蘭 医に 療治 させようと 

して あらゆる 手段 を竭 された。」 

「しかし 良 徳公は 嘗て 一 たび 蘭 方 を用ゐ ぬと 云 ふ 法令 

を 布いて、 終世 其 意見 を 変ぜずに しま はれた 人で ある _ 

縦し や 蘭 方に 長の 取るべき があって も、 世 を 挙げて 漢 

方に 背き 蘭 方に 向 はしむ る は 危険 だと 思惟し、 自ら 範 

を 天下に 示さう とせられ たので ある。」 

「公 は 上に 居って 此の 如くに 思惟 せられた。 そして 柏 

軒先 生 は 下に 居って 公の 意 を 体し、 自己の 態度 を 確定 

して 動かなかった。 先生 はかう 云った。 我 医 方 は漢医 


方から 出た もので は あるが、 和漢の 風土 性情の 相 異な 

るが ために、 今 は 日本の 医 方に なって ゐる ものである。 

老中が 病んで 日本 医 方が これ を 治す る ことが 出来ずに、 

万一 蘭 医 方の 力 を藉る ことがあったなら、 それ は 日本 

医 方 を 辱む る ものである。 日本 医 方 を 辱む る は 国威 を 

墜す 所以で ある。 公の 病 は 仮令 何人 をして 治せし めよ 

うと も、 治すべき もので はない。 蘭 方 医と 雖も 同じで 

ある。 更に 思 ふに 蘭 方に 若し これ を 治す る 薬が あって 

も、 公 はこれ を 服せ ずして 死なれた 方が 好い。 公の 一 

身 は 重し と雖 も、 国威に は 代 へられない。 わたくし は 

あは 

公と 心 を 同せ て 蘭 方 医 をして 公の 病牀に 近づかし めぬ 


やうに しょうと おも ふ。 公に して 諱 むべ からざる あつ 

て、 わたくしが 責を問 はれる 日に は、 わたくし は 割腹 

して 謝する 積で ある。 天地神明 も 照覧 あれ、 わたくし 

の 心事 は 公明正大 であると、 先生 は 云った。」 

その 二百 九十 八 

松 田 氏 は 語 を 続いだ。 

「病中の 主君 良徳公 (阿部 正弘) とこれ を療 する 柏 軒 

先生と は、 此の 如く 心 を 同じう して 蘭 方 医の 近づく を 

防いだ。 しかし 此 主従が 防ぎお ほせた に は、 阿部 家の 


用人 藤 田 与 一 兵衛の 応対 折衝 も 与 かって 力が あった。 

藤 田 は 心の 利いた 人で、 能く 公の 意 を 体して 列 侯 諸 有 

司の 慫慂を 拒んだ。」 

「大抵 新に 医者 を 薦めよう とする もの は、 細に 病因 病 

候 を 質して、 従前 療治して ゐる 医者の 言に 疑 を 挾 み、 

病 者 若く は 其 周囲の ものに 同一 の 疑 を 起さし めようと 

する。 それ ゆ ゑに 先生 は 特に 意 を 容態 書に 留め、 記載 

に 遺漏な からしめ むこと を 期した。 病因に 至って は 初 

より 別に これ を 一 紙に 書して 人に 示した。 其 大要 はか 

うであった。 米 使 渡来 以還 政務の 多端なる こと は 古 

より 無き 所で ある。 其 上 乙 卯の 地震が あり、 丙 辰の 洪 


水が あった。 此の 如く 内憂外患 並び 蔑った 日に、 公 は 

局に 当って 思 を 労した。 公の 病 は此鬱 懐の 致す 所で あ 

る。 此 病因 書の 体裁 は 叙事と 云 はむ より は 議論と 云 ふ 

べき もので、 多く 素 問が 引いて あった。 わたくし (松 

田 道 夫) は此 書の 草本 を 蔵して ゐ たので、 頃日 捜索し 

て 見た が、 未だ 発見し ない。」 

「既にして 公の 病 は 革 になった。 一 日 先生 は 高弟 一 

同 を 集めて 諭す 所があった。 当時 既に 独立して 家 を 成 

して ゐた清 川 安 策の 如き も、 此 日に は 特に 召喚せられ 

た。」 

「先生 はかう 云った。 此 度の 主君の 大患 は 初より 救 治 


の 見込が 無い。 然るに 拙者 は 独り これが 治療に 任じ、 

絶て 人に 諮らない。 是は 若し 一人に 諮る とき は、 二人 

つ  ぁづか 

三人が 踵いで 来り、 蘭 方 医 も 亦 与り 聞かむ と 欲する 

に 至らむ こと 必然であった からで ある。 今や 主君の 病 

は 革に なった。 問責の 拙者が 身上に 及ぶ こと 数日 を 出 

でぬ であらう。 拙者 は 日本 医 方 を 辱め ざら むがた め、 

国威 を墜さ ざら むがた めに 敢て此 に 出た。 それ ゆ ゑに 

やま  いか > 

心中 毫も 疚しき 所が 無い。 しかし 諸子の 見る 所 は 奈何 

であるか。 諸子 はかくても 猶籍を 拙者の 門下に 置く こ 

と を 厭 はない かと 云った。」 

ことば 

「わたくし 共 (松 田 等) は 同音に、 先生のお 詞 は御尤 


と 存 ずる、 先生 を棄 てて 去らむ こと は 思 ひも 寄ら な い 

と 答へ た。」 

よろこび  あら は 

「先生 はこれ を 聞いて、 喜色に 形れ て 云った。 諸 

子の 頼もしい 詞を 承って 安堵した。 諸子 は 縦 ひ^ 何な 

る 事に 遭遇す ると も、 従容と して これに 処し、 妄に言 

動す る こと 無く、 天下 をして 柏 軒 門下の 面目 を 知らし 

むる 様に 心掛ける が 好い。 且 今日 諸子に 告 ぐる 所 は 決 

して 婦女子 をして 知らし めざる 様に して 貰 ひたいと 云 

つた。」 

「わたくし 共 は 粛然として 先生に 拝辞した。 実に 此日 

の 会合 は 悲壮 言語に 絶して ゐて、 今に るまで 忘れる 


ことが 出来ない。」 

その 二百 九十 九 

阿部 正 弘は丁 巳の 歳に 病んで 治 を 柏 軒に 託し、 死に 

至る まで 蘭 方 医 をして 診せ しめなかった。 柏 軒 も 亦 正 

弘の意 を 体して 蘭 方 医の 来り 近づく を 防いだ。 柏 軒 は 

蘭 方 医 を 延くを 以て、 日本 医 方 を 辱む る ものと なし、 

国威 を墜す ものと なした ので ある。 

柏 軒の 蘭 方を排 したの は 家学 を 奉じた ので ある。 し 

かし 正弘が 既に 講武 所に 於て 洋式 操 兵の 術 を 伝習せ し 


め、 又 人 を 海外に 派遣して 視察せ しむる こと を議 しな 

がら、 独り 西洋の 医 方を排 したの は 何故で あらう か。 

わたくし は 正 弘の蘭 方を排 したの は、 榛 軒に 聴いた 

ので はなから うかと 以為 ふ。 徳 さんの 蔵す る 所の 榛 

じ や-つし よ  けんきん 

軒の 上書が ある。 是は献 芹と 題した 一 小冊子で、 年 

月日 を 記せぬ が、 文中に 嘉永 辛亥に 書いた 証拠が ある _ 

「既に 一 昨年 御 医師 中え 被 仰 出 候 御 書付 之 中風 土 之 違 

候 と 申 御文 面尤 緊要 の 御 格言と 奉存 候」 の 語が 即是で 

ある。 所謂 「 一 昨年」 は 禁令の 出た 己 酉の 歳で、 「風土 

の 違」 は 令 中 「風土 も 違 候 事に 付、 御 医師 中 は 蘭 方 相 

用 候 儀 御 制禁仰 出され 候」 云々 の 句で ある。 上書 は此 


の 如く 禁令の 出た 後に 作られて はゐ るが、 榛 軒の 進言 

は 恐く は此 上書に 始まった ので はなから う。 或は 榛軒 

は 前に 進言す る 所が あ つ て、 己 酉の 禁令 は 此に縁 つ て 

発せられた かも 知れぬ ので ある。 

若し 正 弘が榛 軒に 聴いた とすると、 榛 軒の 説 は 禁令 

の 前後に 差異が あるべき ではない から、 禁令 後の 上書 

に 就いて 正弘の 前に 聞いた 所の 奈何 を 窺 ふこと が 出来 

る 害で ある。 

わたくし は 此に榛 軒の 蘭 方を排 する 論 を 一 顧しょう 

とお も ふ。 人 は 或は 昔日の 漢方医の 固陋の 言 は 聞く に 

足らずと なすで あらう。 しかし 漢医 方の 廃れ、 洋医方 


の 行 はるる に 至った の は、 一 の 文化の 争で、 其 経過に 

は 必ずしも 一 顧の 価がない こと はなから う。 

榛軒は 伊勢 安斎と 桂 川桂嶼 とに 依 傍して 立言した。 

安斎 は 其 随筆 中に 云った。 蘭 医 は 五十 年後に 大 に用ゐ 

ら るるで あらう。 それ は 快速と 新奇と を 好む 人情に 投 

ずるから であると 云った。 桂嶼は 嘗て 榛 軒に 告げて 云 

つた。 西洋の 学者 及 日本 往時の 洋学 者 は 精細で、 日本 

今時の 洋学 者 は 粗漏で ある。 彼 は 真に 西洋の 書 を 読み、 

此は 僅に 飜 訳書 を 読む が 故で ある。 真 の 蘭学 者 は 和漢 

の 学力 を 以て 蘭 書に 臨まなくて はならぬ と 云った。 榛 

軒 は 蘭 方の 快速と 新奇と に 惑され むこと を 惧れ、 又飜 


訳書 を 読んで 自ら 足れり とする 粗漏なる 学者に 誤られ 

むこと を 憂へ た。 

た „ 、ゆき  かはぢ としあき 

「川路 聖謨之 生涯」 に 正弘、 小栗忠 順、 川路 聖謨 等の 

説と して、 洋医は 経験 乏しく、 且 西洋に 於る 此 学の 

真訣 未だ 伝 はらざる が 故に 洋医方 は 信じ 難しと 云って 

あるの は、 榛 軒が 引く 所の 桂嶼の 説と 全く 同じで ある。 

しかし 榛軒は 啻に 一 知 半解の 洋医 方を排 したの みで 

はなく、 又 洋医方 そのもの をも排 した。 

その 三百 


わたくし は 阿部 正 弘が蘭 医 方を排 したの は榛 軒に 聴 

いた ものら しいと 謂って、 榛 軒の 上書 を 引いた。 榛軒 

は 先 づ桂川 桂嶼と 所見 を 同じう して、 晚出 蘭学 者の 飜 

訳書に 由って 彼 邦 医 方の 一 隅 を 窺 ひ、 膚浅 粗漏 を 免れ 

ざる を 刺った。 しかし 榛 軒の 言 は此に 止まらない。 榛 

軒 は 蘭 医 方 そのもの をも排 して ゐる。 

榛軒は 西洋 諸国 を 以て 「天 度 地 気の 中正 を 得ざる 国」 

となし、 随 つて 彼の 「人情 も 中正 を 得」 ざる ものと な 

した。 それ ゆ ゑ 其 医 方 を 「中正 を 得た る 皇国」 に 施す 

こと を 欲せなかった。 今 言 を 以て 言へば、 天 度 地 気 は 

クリマで ある。 風土で ある。 人 晴は民 性で ある。 医薬 


の 風土 民 性に 従 つ て 相 異なる ベ き は、 実に 榛 軒の 言の 

如くで ある。 しかし それ は 微細なる アン ヂ カションの 

差で ある。 適応の 差で ある。 憾 むらく は榛 軒は此 がた 

めに 彼の 医学の 全体 を排 せむ とした。 

正弘の 発した 禁令に、 「風土 も 違 候 事に 付 (中略) 蘭 

方 相 用 候 儀 御 制禁仰 出され 候」 と 云って あるの は、 榛 

軒の 此 説と 符合す る。 

榛軒は 進んで 蘭 医 方の 三 弊 事 を あげて ゐる。 一 は 解 

剖、 二 は 薬方の 酷烈、 三 は 種痘で ある。 

榛軒は 内景を 知る こと を 要せず と は 云はなかった。 

蘭 方 医 は 内景を 知る こと を 過重す ると 謂った。 「原 来 


人身と 申 者 (中略) 陰陽 二 気の 神 機と 申 者に て 生活 仕 

候。」 故に 「神 機 も 無き 死人の 解体」 は 過重すべき では 

ない と 云 ふので ある。 神 機 説 は ヰ タリス ム である。 ヰ 

タリス ムは 独り 素 問に 有る のみで はなく、 西洋 古代の 

医学に も 亦 有った。 自然科学の 発展 は ヰ タリス ムを打 

破した ので ある。 

榛軒は 解剖す る こと を 非と したので はなく、 寧 

屢 解剖す る こと を 非と した。 二度 解体 仕 候 而内景 

の理を 究め 候 上、 実物 実地 を 得 候而、 書に 述、 図に 伝 

候 得 者、 其 上に て は 度々 解体に も 及 申 間 敷」 と 云った。 

是は 内景が 一 剖 観の 窮め 尽 すべきで ない こと を 思 はな 


かった ので ある。 又 外科の 屍 に 就いて 鍊 習すべき を 

も 思はなかった ので ある。 

しかし 榛 軒の 解剖 を 悪む 情に は 尊敬すべき ものが あ 

る。 「夫 刑 は 罪の 大小に 従て 夫々 に処 せらる るな リ。 

既に 其 刑に 処 せら るれば、 屍 は 無罪 同然な リ。 夫 故 非 

人に 被 命、 屍 を 暴露せ ぬ 様 にせさせた まふなら はしな 

リ。 其 屍体 を 再 割 解して 薩 粉の 如くな せば、 是刑を 重 

ぬる 道理に て、 仁人 君子の 為ざる 所な り。 其の 為に 忍 

びざる こと を (なし、 ) 魚 鳥 を 屠 候 同様 之 心得に て、 嬉々 

談笑、 公然と 人 天 を 憚らざる 所行 (あるが 故に、) 其不 

仁の 悪習 自然と 平日の 所行に も 推移り 染 著す」 云々。 


屠 者に は 忍 人が 多い。 解剖 家 外科医の 此 弊に 陥ら ざ る 

こと を 得る の は、 別に 修養す る 所があって、 始て 能く 

然るので ある。 要するに 医の 解剖す るは已 むこと を 得 

ざるに 出づ る。 榛 軒の 説の 如き は、 藹然 たる 仁人の 言 

である。 決して 目す るに 固陋 を 以てすべき ではない。 

榛 軒の 蘭 医薬 方の 酷烈 を 非難し、 又 種痘 を 非難した 

こと は、 下に 抄 する 如くで ある。 

その 三百 一 

榛軒は 蘭 医 方の 三 弊 事 を 挙げた。 其 一 は 解剖で、 榛 


しば/ \ 

軒が 解剖 重んずる に 足らずと なし、 屢 解剖す る こと 

を 要せず となした の は 過って ゐる。 しかし その 解剖 を 

悪む 情に は 尊敬すべき 所が ある。 

其 二 は 蘭 医 方の 酷烈 を 非難す るので あった。 榛軒は 

蘭 方 医 「天に 逆 ふる 猛烈 酷 毒 之 薬 を 用」 ゐ ると 云った。 

其 意 「天命 は 実に 人工の 得て 奪 ふべ からざる 理」 にし 

て、 「越 人 能く 死人 を 生す にあらず、 此れ 自ら 生くべき 

者、 越 人 能 これ を 起た しむ」、 独り 蘭 方 医 は敢て 天に 逆 

はむ とすと 云 ふに あった。 然 らば その 天と 云 ひ、 天命 

と 云 ふ は、 何 を 以て 知る か。 「脈理 を 以て 予め 死 を 知り、 

天命の 及ばざる を 知」 ると 云 ふので あった。 


しかし 洋医 方の 診断学 も 亦 心臓 機能 を 等間視 して は 

ゐ ない。 洋 薬の 漢 薬に 比して 強烈な の は、 彼 は 製煉物 

を 用ゐ、 此は 天産物 を 用ゐる 差に あって、 強烈 なれば 

其 量を微 にす る。 榛 軒の 非難 は 洋医方 を 知らざる に 坐 

する ものであった。 

とうさ ■ つ 

其 三 は 種痘 を 非難す るので あった。 榛軒は 痘瘡 を以 

て 先天の 「胎毒」 が 天 行の 「時 気」 に 感触して 発する 

ものと なした。 胎毒と は 性欲の 結果で ある。 胎毒 は 外 

発すべき ものである。 しかし その外 発 は 時 を 得なくて 

はならない。 若し 「時 を またず、 人工に て 無理に 発動」 

せし むる とき は、 毒 は 「旧に K て 蟄伏」 する。 種 直 は 


「一時 苟且」 の 術に 過ぎぬ と 云 ふので あった。 

榛軒 痘瘡の 説 は、 池 田 錦 橋の 「天 行 之※ 〔# 「さんず 

ぃ+ 診の つくり」、 8 巻- 195- 下 気、 与 蘊蔵之 遺 毒、 相 

触激而 発」 と 云 ふに 近似して ゐる。 そして その 胎毒 遺 

てんき 

毒 を視る こと は 重く、 時 気※ 気 〔# 「さんず ぃ+診 のつ 

くり」、 8 巻- 195- 下 s^u を視る こと は 軽かった。 痘瘡 は 

主として 外より 入る もので なく、 主として 内より 発す 

る ものと して 視られ た。 それ ゆ ゑに 種痘の 天然痘より 

おそ 

微 なる を 見て、 余 毒の 遺 残せむ こと を惧れ た。 

せんえき 

此の 如き 見解 は 固より 近時 闡明 せられた 染疫 免疫の 


事実と 相容れない。 しかし 榛軒は 種痘 を 悪むべし とな 

すより は、 寧 種痘 の 新奇 を畏る べしと なした ので ある。 

そして 上に 引いた 伊勢 安斎の 所見と 同じく、 西洋人の 

げんいく  おもんぱか 

此 新奇 を 以て 銜鬻 し、 邦人 を 欺瞞せ むこと を 慮 つ 

たので ある。 

榛軒は 云った。 「人間界 上下 賢愚 一同に、 子孫 を 愛 

惜 せざる はなく、 痘疹を 憂懼せ ざる はなし。 其の 愛惜 

憂懼の 心 を、 後患 はしらず、 一 時 苟且の 種痘に て、 掃 

ふが ごとく 忘れた るが ごとくせ しめば、 愈 (中略) 蛮 

夷の 法 を 慕 ふに 至らむ。 (中略) 禍乱は 凡愚の 下民よ 

り 生ずる 理 にて、 既に 清朝 下民の 阿片 を嗜 み、 一 統心 


酔 仕 候より、 道 光の 変乱 を 招き 生じ 申 候。 (中略。) 下 

民の 異教 を 信じ 乱 を 生じ 候 事 は、 和漢の 歴史に 昭々 

明々 と 之 あり。」 「蛮 夷 は 僻遠の 地に 在て (中略) 産物 

具 全せ ず (中略)、 天下 融通 交易と 号し、 外国 を 伺 ふな 

ど、 飽か ざれば 止まず とも 申 候。」 「往古 耶蘇の 天主教 

を 以て 愚民 を 誘引 仕 候 首 初 は、 先づ 婦人 小児よ リなづ 

け、 世に 希なる 沙 糖を嘗 させ、 目に 見なれ ざる 彩帛を 

与え、 婦人 小児の 歓心 を 得て、 扨 其 夫 其 親の 意 を迎へ 

(中略)、 千 百 人の 心 をして 煽動 変乱せ しむ。 是蛮 夷の 

他の 邦 を 伺 ひ 奪 ふ 第 一 義の計 策と 仕 候 由 (中略)、 大害 

の 成る に 至りて は、 何 如と もせむ 方な き理に 御座 候。」 


ニー 百年 来 諸 蛮 を 禁止した まひし 神智、 今日に 至り 実 

に 申 もお ろかなる 事に て、 敬服 仕 候 事に 奉存 候。」 榛軒 

は その 鎖国 攘夷論 者た る 立脚地よ りして、 これ を 小に 

して は 種痘 を排 し、 これ を大 にして 洋医 方を排 した。 

若し 阿部 正 弘が榛 軒に 聴いた とすると、 それ は榛軒 

の 説が 保守主義 者た る 正弘の 旨に 称った ので あらう。 

正弘が 政治に 於て 既に 已 むこと を 得ず して 鎖国 説を棄 

てつつ も、 医 方に 於て 猶榛 軒に 聴いた の は、 其 思想の 

根柢が 保守 にあった からで あらう。 

その 三百 一 一 


阿部 正 弘が丁 巳の 歳に 病んだ 時、 柏 軒 は 死 を 決して 

単独に これが 治療に 任じた。 既にして 正弘は 逝いた。 

とがめ 

そして 柏 軒 は 何の 咎を も受 くる ことなく、 只 奥 医師 

へん  へんちつ 

より 表 医師に K せられた のみであった。 此貶黜 は 阿部 

家の 医官が 其 主の 病 を 治して、 主の 館を捐 つるに 会 

ふごと に、 例と して 行 はれた もの ださう である。 果し 

て然 らば 柏 軒 は 真に 何の 咎をも 受けなかった ので ある。 

正 弘の病 は 当時の 社会に あって は 一 大事 件であった。 

是は 正弘が 外交の 難局に 当って、 天下の 目 を 属する 所 

なりあき そばよう にん あじま 

となって ゐ たからで ある。 水 戸 老公 斉昭は 側 用人 安島 


弥次 郎に与 ふる 書に、 「何 を 申 も 夷狄 は 迫 リ居リ 候へば、 

勢 州 は 大切の 人」 と 云 ひ、 福 井 侯 慶永も 亦、 「唯今 彼 人 

世 を 早 ふせば、 天下の 勢 も 如何に 変り 行なら むか、 公 

私に つき 憂 はしき 事の 限に ぞ ある」 と 云った ことが、 

ゆきえ 

用人 中根靱 負の 記に 見えて ゐる。 

それ ゆ ゑ 世上に 正弘の 病に 関して、 種々 の 流言 蜚語 

が 行 はれた のは怪 むに 足らない。 諸 書の 伝 ふる 所 は 渡 

辺 氏の 「阿部 正弘 事蹟」 に 列記して あるが、 要は 正弘 

が 政局に 艱み、 酒色 を 縦 ままに して 自ら 遣った と 云 

ふに ある。 わたくし は此に 一 例と して 徳川斉 昭の言 を 

引く。 「中 納言咄 にて は、 御城 坊主 杯 は 十五の 新 妾出 


来 候 故 云云、 酒 も 登城 前より 二 升 位づ、 用 候よ し 云々、 

(中略、) 沙汰に は 妾 も 数人 有 之 杯と 承り 候、 (中略、) 

全 右 等 は 人の 悪口と 存 候へ 共、 衰へ候 儀 は 無 相違 相 聞 

え 申 候。」 是は 上に 引いた 安島に 与 ふる 書に 見えて ゐる。 

よし あ つ 

中 納言は 当主 慶篤 である。 

しかし 正弘が 酒色 を 縦 ま、 にした と 云 ふ は、 斉昭の 

云った 如く 「人の 悪口」 であった。 渋 江 保さん の 話に、 

くわ でん 

其 父 抽斎は 阿部 侯 惑溺の 説 は 訛伝 だと 云った さう であ 

る。 保さん は 母に 聞いた ので ある。 渡 辺 氏の 如き は 反 

証 を 挙げて 辯駁 して ゐる。 

わたくし は 既に 云った 如く、 正 弘の病 を 癌であった 


と 看て ゐる。 癌 は ェクス セスに 因す る もので はない。 

たゾ  うんぬん 

当時の 流言 は 啻に 正 弘の病 を 云云した のみならず、 

又 其 死 を 云云した。 わたくし は 其 一例と して 「嘉永 明 

治 年間 録」 の 文 を 引く。 「巷説 阿部 正弘 遺体 西 福 寺 門 

内に 入る、 此時 暴に 大 雷雨、 雷 震の 為に 西 福 寺 焼失せ 

リ、 此人亜 船 航海の 時に 当りて 死 を 極め、 北条 氏が 元 

使 を 斬る の 志 を 継がば、 執政の 功且 主家 征夷の 職と 共 

に 中興の 大行 立つべし、 今 疾病に 死す、 是れ天 後人 懲 

悪の ため 正 弘が命 を 断す 云云。」 渡 辺 氏 はこれ を 引いて、 

雷雨の みの 事実なる こと を 言って ゐる。 正 弘の浅 草 

しん ぼリ ばた 

新 堀端 西 福 寺に 葬られた の は、 丁 巳 七月 三日であった。 


以上 略記す る 所 は 正弘の 病と 死と に関する 当時の 流 

言で ある。 此等は 同 世の 人が 既に 其 非 を 知って ゐた。 

矧ゃ渡 辺 氏の 史筆の 如き ものが あって、 遺憾な く 辯 

駁 して ある。 これに 反して 正弘の 病を療 した 伊沢 氏に 

関する 流言 は、 今に 至る まで 猶 これ を 信じて ゐる もの 

が ある。 わたくし はこれ を 辯 じて 置かなくて はなら な 

ヽ 0 

レ 

その 三百 三 

安政 丁 巳の 歳に 阿部 正弘が 病死した 時、 流言 は 其 病 


を 以て 嗜酒 好色の 致す 所と なし、 又 天 その 攘夷 を敢て 

せざる を 悪 み、 送葬の 日に 雷火 を 降して 寺院 を爇 くと 

そむ 

云った。 此 等の 説の 事実に 乖 いて ゐる こと は、 渡 辺 氏 

の辨 正す るが 如くで ある。 流言 は 又 正 弘を療 した 伊沢 

氏に 被 及して 僻遠の 地に は今猶 これ を 信ずる ものが あ 

るら しい。 

くちき  しょ どく 

わたくし は朽木 三助と 云 ふ 人の 書牘を 得た。 朽木氏 

ふか やす ごほリ  あはね 

は 備後国 深 安 郡 加 茂 村 粟根の 人で、 書 は 今年 丁 巳 一 

月 十三 日の 裁す る 所であった。 朽木氏 は 今 は 亡き人で 

あるから、 わたくし は 其 遺文 を 下に 全録 する。 

「謹啓。 厳寒 之 候 筆 硯益御 多祥 奉賀 候。 陳者 頃日 伊沢 


辞 安の 事蹟 新聞紙に 御 連載 相 成 候 由 伝承、 辞 安の 篤学 

世に 知られ ざり しに、 御 考証に 依って 儒 林に 列す るに 

至 候 段、 闡幽の 美挙と 可 申、 感佩仕 候 事に 御座 候。」 

「 然 処 私 兼て 聞 及 居候 一 事 有 之、 辞 安の 人と 為に 疑 

を！^ 居候。 其 辺の 事 既に 御 考証 御 論評 相 成 居候 哉不 

存 候へ 共、 左に 概略 致 記載 入 御覧 候。」 

「米 使 渡来 以降 外交の 難局に 当ら れ候 阿部 伊勢 守正弘 

やむ をえざる 

は、 不得已 事情の 下に 外国と 条約 を 締結す るに 至られ 

候へ 共、 其 素志 は 攘夷に 在りし 由に 有 之 候。 然るに 井 

かもんの かみな ほす け 

伊 掃 部 頭 直弼は 早くより 開国の 意見 を 持せられ、 正弘 

の 措置 はかばかし からざる を慨 し、 侍医 伊沢 良 安 をし 


ち どく 

て 置 毒せ しめられ 候。 良 安の 父 辞 安、 良 安の 弟 磐 安、 

皆此 機密 を 与 かり 知り、 辞 安 は 事 成る の 後、 井伊 家の 

保護の 下に、 良 安、 磐 安 兄弟 を彦 根に 潜伏せ しめ 候。」 

「右の 伝説 は 真偽 不明に 候へ 共、 私の 聞 及 候 儘 を 記載 

候 者に 有 之 候。 若し 此事 真実に 候 は、 V、 辞 安 仮令 学問 

に 長け 候と も、 其 心 術 は 憎むべき 極に 可 有 之 候。 何 

卒 詳細 御 調査 之 上、 直筆 無諱御 発表 相 成 度奉存 候。 

私に 於ても 御 研究に 依り、 多年の 疑惑 を 散ず る こと を 

得 候 は、 V、 幸 不過之 候。 頓 首。」 

わたくし はこれ を 読んで 大に 驚いた。 或は 狂人の 

しょ ゐ 

所為 かと 疑 ひ、 或は 何人 かの 悪謔に 出で たらしく も 思 


つた。 しかし 筆跡 は 老人なる が 如く、 文章に 真率なる 

処が ある。 それ ゆ ゑ わたくし は 直に 書 を 作って 答へ 

た。 大要 は 阿部 正弘の 病死 は 蘭 軒 辞 安の 残 後 十八 年、 

榛軒長 安の 歿後 五 年の 事であって、 正弘の 病を療 した 

のは榛 軒に あらず して 柏 軒 磐 安で ある、 父子 三人 皆彦 

根に 居った ことがない、 此 説の 虚伝なる こと は 論を須 

たぬ と 云 ふので あった。 わたくし は朽木 氏の 存在 を 疑 

つて、 答 書の 或は 送還せられ むこと を 期して ゐた。 

何ぞ 料ら む、 数 週の 後に 朽木 氏の 訃音が 至った。 朽 

しゃう ぜん 

木 氏 は 生前 にわた くしの 答 書 を 読んだ。 そして 遺言 

して 友人 をして わたくしに 書 を 寄せし めた。 「御蔭 を 


以て 伝説に 時代相 違の ある こと を 承知した。 大阪 毎日 

新聞 を 購読して、 記事の 進陟を 待って ゐる うち、 病気 

が 重体に 陥った。 柏 軒の 阿部 侯を療 する 段 を 読まず し 

て 死す るの が 遺憾 だ」 と 云 ふので あった。 

按ずる に朽木 氏の 聞き 伝へ た 所 は、 丁 巳の 流言が 

なご リ  へきすう 

余波 を 僻陬に 留めた もので あらう。 

その 三百 四 

わたくし は 丁 巳の 歳 六月 十七 日に 阿部 正 弘が柏 軒の 

治療 を 受けて 世 を 去った こと を 記した。 中 一日 を 隔て 


て、 未だ 喪 を 発せられ ざるに、 棠 軒が 駿府に 赴く 命 を 

拝した。 正 弘の喪 は 二十 七日に 至って 始めて 発せられ 

たので ある。 

棠軒 公私 略に かう 云って ある。 「丁 巳 六月 十九 日 隼 

人様 駿府 御加番 御供 在 番被仰 付。」 隼 人と は 誰か。 わ 

たくし は 浜 野 氏に 請うて 旧記 を検 して もらった。 

まさくに すゑ  せう じ 

正弘六 世の 祖備中 守 正 邦の 季の 子に 小字 を 百 之 助と 

云 ふ 人が あった。 後の 隼 人正容 である。 正 徳五年 正月 

まさよし 

に 父 正 邦が みまかり、 三月に 兄 伊勢 守 正 福が 所領の 内 

五 千 俵 を 割いて 正容に 与へ た。 是が福 山 阿部の 分家で 

ゆきえ まさよ リ  まさとし 

ある。 分家 二世 は 靱負正 依、 三世 は 長 門 守 正 利、 四 世 


は靱負 正溥、 五世 は 隼 人 正 純で ある。 丁 巳 六月に 駿府 

加 番の命 を 受けた の は、 此正 純で ある。 

七月 二十 五日に 棠軒良 安 は 春 安と 改称した。 公私 略 

に 「七月 廿 五日、 春 安と 改名、 願 之 通 被 仰 付」 と 云つ 

て ある。 

八月 十三 日に 阿部 本家に 於て 賢 之 助が 家督相続 をし 

た。 賢 之 助 は 致仕 正 寧の 長男で、 即 伊予 守 正教で ある。 

先代 正 弘は棕 軒 正 精の 六 男で、 正 寧の 弟であった から、 

正教 は 叔父の 後 を 承け たので ある。 

九月 二十 一 日に 棠軒は 阿部 正 純に 扈随 して 江戸 を 発 

した。 公私 略に 「九月 廿ー 日 御発駕 御供いた し 候」 と 


云って ある。 

十月 十五 日に 中 橋 伊沢 分家に 慶事が あった。 柏 軒が 

将軍家 定に 謁した ので ある。 此 年の 武鑑に は 目 見 医師 

の 下に 「まき 丁 伊沢 磐 安」 と 載せて ある。 横町 は即中 

橋の 居 を 斥して 言った ので ある。 

謁見の 日の 服装 従者の 事が、 良 子 刀自 所蔵の 雑記に 

「芸庵 君 口授」 と 題して 載せて ある。 わたくし は 当時 

の 幕府 医官の 風俗 を 徴証せ むがた めに 此に 抄出す る。 

「御 目 見当 日。 帯 無地 黒 琥拍、 織 出 截棄。 手 巾白曬 布。 

懐中 刀 紫 覆紗。 侍 麻 上下。 両箱持 背後へ 寄せ 一本 差。」 

うん あん 

芸 庵と は 誰で あらう か。 奥 医師 木 挽 町の 柴田芸 庵 は 安 


政 元年に 至る まで 武鑑に 見えて ゐて、 二 年 以後 刪ら れ 

てゐ る。 或は 致仕して ゐ たもの か。 其 他 原 氏に して 世 

芸 庵と 称した ものが あるが、 恐く は 別人で あらう。 猶 

考 ふべき である。 

松 田 氏に 聞けば、 柏 軒 をして 幕府の 医官たら しめむ 

とする は、 兄榛 軒の 極力 籌 画する 所であった。 榛軒 

は 父 蘭 軒の 柏 軒 を 愛した こと を 知って ゐて、 柏 軒 を 幕 

おも 

府に薦 むる は 父に 報 ゆる 所以 だと 謂った ので ある。 壬 

せいじゅくわん 

子の 歳に 榛軒は 弟の 躋寿館 の 講師 を 拝す る を 見て 死 

んだ。 尋で榛 軒 歿後 四 年 丙 辰の 歳に、 柏 軒 は 福 山の 医 

官 となった。 しかし 是は柏 軒の 願 ふ 所で もな く、 又榛 


軒の 弟の ために 謀った 所で もなかった。 賦性 豪邁なる 

柏 軒 は 福 山に 奉職す る こと を 欲せず、 兄 も 亦 これ を 弟 

に 強 ふること を 欲せなかった ので ある。 丙 辰の 筮仕は 

すうた  ほ だ 

柏 軒が 数多の 小事 情に 絆され て、 忍んで 命 を 奉じた の 

であった。 既にして 此 年に 至り、 柏 軒 は 将軍に 謁した。 

こうてい 

是は 亡兄 画策の 功 程が 一 歩 を 進む る こと を 得た の だと 

云 ふこと である。 

その 三百 五 

しゅん 

此年丁 巳 十二月 十三 日に、 柏 軒の 妻 俊が 四十 八 歳 


つまびら か 

で 歿した。 俊の 病 は 今 これ を 詳 にす る ことが 出来 

やま ひ おこ 

ぬが、 此冬疾 の 作った 初に、 俊 は 自ら 起つべからざる 

を 知って、 辞世の 詩歌 を 草し、 これ を 渋江抽 斎の 妻 

せ 百に 似した。 五 百 は 歌 を 詠 じて 慰藉した。 抽斎は 

屢 俊の 病 を 問うた が、 或 日 帰って 五 百に si つた。 「お 

俊さん はもう 長く は 持つまい。 昨日まで は 死ぬ る 死ぬ 

ると 云って ゐ たのに、 今日は 病気が 直ったら どうす る 

のかう する のと 云った。 あれ は 悪い 兆候 だ」 と 云った。 

俊 は 一 一三 日の 後に 死んだ さう である。 

ぢょ 

俊 は 既に 記した 如く 狩谷掖 斎の 女で、 才名 一時に 高 

かった。 其 性行 は 概ね 上の 婚 嫁の 条に云 ふ 所に 尽きて 


ゐる。 わたくし は此に 俊の 一 奇癖 を 補記す る。 それ は 

俊が 森枳 園と 同じく 蛞 S を 嫌って、 闇 中に 蛞爐 を識っ 

たと 言 ふこと である。 

ずゐ せんしん 

此年池 田 氏の 宗家で 一 一世 瑞仙晋 が 七十 七 歳で 歿した。 

武鑑に 「寄 合 御 医師、 二百 表、 下 谷 新 屋敷、 池田瑞 仙」 

と 記す る ものが 是 である。 新 屋敷と は 柳 原 岩 井町 代地 

であらう。 武鑑 は 同時に 「御 目 見 医師、 下 谷 三枚ば し、 

池田瑞 長」 を 載せて ゐる。 是が京 水の 嫡男 天渓直 頼で 

あらう。 三枚 橋の 家 は 京 水の 旧居で ある。 

小島 氏で は 春、 祈 抱 沖 が此年 閏 五月 八日に 残して、 

弟 春 澳瞻淇 が 順 養子と なった。 瞻淇の 日記 を閲 する に、 


柏 軒 は 五月 二十 八日、 森枳 園は閏 五月 二日に 往訪した。 

彼 は 死 前 十日、 此は 六日であった。 春 沂は此 年の 武鑑 

に 「寄 合 御 医師、 百 表、 日本 橋榑正 町」 と 記して ある。 

瞻淇の 家督相続 は 次年 戊 午 三月に 至って 許された。 

多紀氏 宗家で は 暁 湖 元 昕が此 年 十月 一 一十 七日に 歿し 

たう へんげん きつ  のち  つ 

て、 弟 棠辺元 佶が 順 養子と して 後 を 襲いだ。 元 昕は此 

年の 武鑑 奥 医師の 下に 「多紀 安良 法眼、 父 安元、 二百 

表、 向 柳 原」 と 記して ある。 安元 は 柳 元 胤で ある。 

元 佶 は 医師 子息の 下に 「多紀 安常、 父 安良」 と 記して 

ある。 分家で は 直 庭 元 堅が 此年 二月 十三 日に 残して、 

子 雲 従 元 琰が嗣 いだ。 浅 田 栗 園の 輓 詩が ある。 「杏林 


領袖 漸麈 糸。 想 見 先生 崛起 時。 学禁 異端 攘醜 虜。 術 開 

正路 泝軒 岐。 人 帰 黄土 書 徒 貴。 春 満青郊 鳥 自悲。 従是 

滔々 天下 者。 中流 砥柱更 依 誰。」 わたくしの 所蔵の 丁 

巳の 武鑑 は、 元 堅の 歿した 二月の 後に 成った もので、 

唯 奥 医師の 下に 「多紀 安琢、 父 楽 春院、 二百 表、 元 矢 

の くら」 を 載す るの みで ある。 安琢 は元琰 で、 其 父 楽 

春 院は元 堅で ある。 

松 田 氏に 聞く に、 柏 軒が 後に 重用せられ たの は、 多 

紀茵 庭と 辻 元 冬嶺と の 歿後に 出で たためで あつたと 云 

つまびら か 

ふ。 冬嶺の 事蹟 は、 わたくし は 未だ 詳 なる を 知ら 

ない。 しかし わたくし は 冬嶺が 安政 三年 八十 歳、 若く 


は 四 年 八十 一 歳で 歿した かと 推測す る。 

何 を 以て 謂 ふか。 武鑑 は 安政 三年に 「辻 元 為春 院法 

印、 奥 御 医師、 三十 人 扶持、 下 谷 長者 町」 と 書して ゐ 

るの が、 最後の 記載で ある。 四 年 以後の 武鑑に は 

為春 院の名 を 見ない。 大沼枕 山の 同人 集 は 辻 元の 詩 二 

首 を 収めて ゐる。 第二 編 上に 「自 述」 の 詩が ある。 r 懸 

車 乞 骨 尋常 事。 百 歳 致 身 吾 所期。 欲 与 梅花 立 氷雪。 鉄 

肝 吾自耐 支持。」 第三 編 上に 「今 茲乙卯 余 年 七十 九、 新 

正 生※ 〔# 「齒 + 兒」、 8巻-203-下^^〕 乃賦」 の 詩が ある。 

「照々 初日 満天 霞。 梅 柳 渡 江迎歳 華。 別 有 春風 仙老 至。 

耳 毛 添 緑※ 〔# 「齒+ 兒」、 8 巻- 203- 下 s^u 生 芽。」 乙 卯 は 


安政 二 年で、 冬嶺が 七十 九 歳であった。 わたくし は此 

に 拠って 其 年歯 を算 した。 同人 集に 従へば、 冬嶺、 名 

すう あざな さんしょう 

は崧、 字 は 山 松であった。 磁庵は 其 通称、 後に 為春 

院の号 を 賜 はった。 

その 三百 六 

わたくし は 此年丁 巳に 両多紀 氏に &替 のあった 事 

を 言った。 宗家 は 暁 湖 を 失 ひ、 分家 は 直 庭 を 失った の 

である。 松 田 氏の 談に 拠れば、 後に 柏 軒の 幕府に 重用 

せられた の は 、鹿 庭と 辻 元冬嶺 との 歿後に 筮，. 仕した か 


ら ださう である。 わたくし は 武鑑と 大沼枕 山の 同人 集 

と を 引いて、 冬 嶺の歿 年 を 推測し、 安政 丙 辰 八十 歳 若 

しく は 丁 巳 八十 一 歳で あらう と 言った。 

香 亭雅談 に 拠る に、 冬 嶺は山 本 北山の 門人で、 

けいぎ じゅく  ひんる 

奚疑 塾に あった 頃 は 貧窶甚 しかった。 その 始て 幕府に 

仕へ たの は嘉永 中の 事で、 此ょリ 弟子 大に 進み、 病 客 

も亦蜩 集した さう である。 

是に 由って 観れば、 冬嶺の 名を顕 したの は 七十 歳 後 

の 事で ある。 丁 巳 以後の 武鑑に は、 寄 合 医師の 下に 「辻 

元復 庵」 の 名が 見えて ゐる。 恐く は是が 冬嶺の 後で あ 

らう。 


真 野 氏で は 此年丁 巳に 陶後頼 寛が 八十 歳で 残した。 

ちくた うよ リ なほ  ち、 

継嗣 は 竹陶頼 直で、 估 を 失った 時 三十 八 歳であった。 

頼 直 は 弘化四 年より 阿部 正弘の 近習 を 勤めて ゐた。 一 

載の 間に 父 を 失 ひ 又 主 を 喪った ので ある。 

げんしゅく リ やうが い 

志 村 玄叔良 愷が柏 軒の 門に 入った の は 此年丁 巳で 

あった。 出 羽 国 山形の 藩士で、 当時の 主君 は 水 野 左 近 

た， V きょ 

将監忠 精であった。 良 愷は天 保 九 年生で 二十歳に なつ 

てゐ たので ある。 是 は良愷 さんの 渋 江 氏に 語った 所で 

ある。 

かえ  ぢょ ちゃう  よし 

此年棠 軒 二十 四、 妻 柏 二十 三、 女 長 四つ、 良 二つ、 

全 安の 女 梅 八つ、 柏 軒 四十 八、 子 鉄三郎 九つ、 女洲十 


七、 国 十四、 安 六つ、 琴 三つ、 妾 春 三十 三、 榛軒未 亡 

人 志 保 五十八であった。 

安政 五 年 は 蘭 軒 残 後 第二 十九 年で ある。 棠 軒が 九月 

二十四日に 駿府 より江 戸に 帰 著した。 事 は棠軒 公私 略 

に 見えて ゐる。 

小島 氏で 此年 春澳が 家督相続 をした こと は 前に 云 

つた 如くで ある。 

渋 江 氏 で 此年蘭 門 の 高足であった 抽斎全 善が 五十 四 

歳で 歿した。 流行の 暴瀉に 罹って、 八月 二十 九日に 瞑 

したので ある。 柏 軒は抽 斎の 病み 臥して より 牀の 傍 

を 離れなかった。 後抽 斎の 未亡人 五 百 は、 当時 柏 軒が 


「目 を 泣き腫らし、 額に 青筋 を 出して ゐた」 状 を 記憶し 

てゐ て、 屡 人に 語った さう である。 

森 氏で 此年枳 園が 将軍家 茂に 謁見した。 其 日 は 十二 

月 五日であった。 

徳川家で 此 年の 初に 将軍家 定が 渋江抽 斎と 同じ 病に 

さきだ 

罹リ、 抽 斎に 先って 薨 じたの は、 世の 知る 所で ある。 

故に 年の 末に 森 枳園を 引見した 将軍 は家定 ではなくて 

家 茂で ある。 枳 園の 寿 蔵 碑に 誤って 家定に 作って ある 

こと は、 嘗て 抽斎 伝に 辯 じて 置いた。 

まさのり 

阿部 家で は 新 主 伊予 守 正教が 八月に 入国した。 わた 

くし は 其 供 廻の 誰々 であつ たかを 知らぬ が、 医官 中 


に 伊沢 氏の 無かった こと は 明で ある。 正教の 福 山に 著 

したの は 八月 二十 九日で あつたに、 柏 軒 は 二十 二日に 

抽 斎の 臨終 を 見届け、 棠軒は 九月 二十四日に 纔に駿 

府 より 帰った からで ある。 

此年棠 軒 二十 五、 妻 柏 二十 四、 女 長 五つ、 良 三つ、 

全 安の 女 梅 九つ、 柏 軒 四十 九、 子 鉄三郎 十、 女洲 十八、 

国 十五、 安七つ、 琴 四つ、 妾 春 三十 四、 榛軒 未亡人 志 

保 五十 九であった。 

安政 六 年 は 蘭 軒 歿後 第三 十 年で ある。 八月 一 一十 二日 

に 柏 軒が 幕府の 奥 詰 医師 を 拝し、 二百 俵 三十 人 扶持 を 

給せられ た。 己 未の 武鑑 を検 すれば 「奥 詰 御 医師、 三 


十 人 扶持、 まき 丁、 伊沢 磐 安」 と 記して ある。 亡兄 榛 

軒の 柏 軒 を 幕府に 薦めた 志 は此に 始て酬 いられた ので 

ある。 

その 三百 七 

かみ 

柏 軒 は 上に 記す るが 如く、 安政 己 未に 幕府の 奥 詰 医 

師を 拝した。 躋寿 館の 講師と なって より 既に 八 年、 

前 将軍に 謁見して より 既に 三年であった。 柏 軒 をして 

そばう 

幕府の 医官たら しめむ とする ことが、 亡兄 榛 軒の 素 望 

力み 

であった こと も、 わたくし は 又 上に 記した。 


これに 反して 丙 辰に 始て 阿部 侯 正弘に 仕へ たの は、 

榛 軒の 遺志で もな く、 又 柏 軒 自己の 願 ふ 所で もなかつ 

たさう である。 しかし 正 弘は柏 軒 を 獲た 次年 丁 巳に、 

偶 篤疾に 罹って、 遂に 柏 軒の 治 を 受けて 世 を 去った。 

そして 阿部 家 は 伊予 守 正教の 世と なった。 

渋 江 保さん は 母に かう 云 ふ 事 を 聞いた。 正教の 世と 

なつてから、 阿部 家の 一 女が 病んで 柏 軒の 治 を 受けた。 

あるひ 

一 日 柏 軒 はこれ を 診して 退き、 「今日の 御 容態 は 大分 

宜しい」 と 云った。 然るに 女の 病 は 程なく 増 悪して 死 

に 至った。 是 より 正教 は 柏 軒 を 疎んじ、 柏 軒の 立場 は 

頗 危殆に 赴いた。 恰も好し、 幕府の 任命が 下って、 


柏 軒 は 幸に して 苦境 を 脱する こと を 得た と 云 ふので あ 

る。 

此談の 伝 ふる 所 は 頗 明確 を闕 いて ゐる。 阿部 家の 

一女 は その 誰なる を 詳 にしない。 正 弘の世 を 去つ 

た 丁 巳 六月 十七 日より 柏 軒の 奥 詰 を 拝した 己 未 八月 廿 

二日に 至る 間に 夭した 人 は 戊 午 六月 五日に 亡くなった 

正 寧の 女 操 子 四 歳、 法諡麗 樹院が あるの みで ある。 

わたくしの 此談を 記す るの は、 柏 軒の 気質 を 証す る 

が 如き を覚 ゆるから である。 此談は 柏 軒が 予後 を 誤 つ 

たこと を 伝へ てゐ る。 予後 を 誤る こと は 豪邁なる 医の 

免れ 難い 所で ある。 気象 豪邁なる とき は、 技術に 諳鍊 


して ゐて も、 予後 を 説く に 臨んで 用意の 周 全を闕 く。 

あやま リ 

誤 に 陥り 易い 所以で ある。 

柏 軒 は 幕府に 仕へ て 頭 初より 奥 詰 を 拝した。 松 田 氏 

が 柏 軒の 多紀茵 庭、 辻 元 冬 嶺の残 後に 出た の を、 其 重 

用 せらる、 一 因と して ゐる こと は 既に 云った。 しかし 

松 田 氏 は 又 かう 云って ゐる。 幕府 は 医家 中に 於て 多紀 

氏 を 重視して ゐた。 柏 軒 は 幼より 多紀茵 庭の 講 筵に 列 

して ゐて、 多紀 氏の 準 門人で ある。 それ ゆ ゑ その 任用 

せられた の は、 多紀 氏の 余沢で ある。 柏 軒 は 一面 多紀 

氏 累世の 余沢 を 被り、 一 面 茵庭残 後多紀 両家の 当主が 

皆 弱冠であった ために 群 を 抜いて 立身す る 便 を 得た の 


だと 云って ゐる。 是は 首肯すべき 論で ある。 

柏 軒 は 奥 詰 医師に 任ぜられた 頃、 中 橋よ リぉ 玉が 池 

に 居 を 移したら しい。 文 淵 堂 所蔵の 花 天 月 地に、 小島 

成 斎の 柏 軒に 与へ た 書が あって、 日附は 九月 二十 二日 

である。 そして 書中に は 柏 軒の 仕 宦と移 居との 事が 併 

せ 記して ある。 わたくし は此 新居 を 以てお 玉が 池 二 六 

横町の 家と なすので ある。 

その 三百 八 

柏 軒 は 己 未の 歳 八月 一 一十 二日に 幕府の 奥 詰 医師と な 


つた。 わたくし は その 中 橋より お 玉が 池に 移 居した の 

を、 任官と 略 同じ 頃の 事と 以為 ふ。 それ は 小島 成 斎の 

九月 一 一十一 一日の 尺牘に 拠って 言 ふので ある。 

ますく  しかれば  せん リっ 

「 倍 御 壮健 奉敬賀 候。 然者無 申 訳 御 無音 戦 栗 之 至 奉 

存候。 御 引 移 並 御 召 出の 御 祝儀 参上 可 仕 候処、 公私 

そうばう  はなはだ もって 

※忙 〔# 「聰 のつ くり」、 8 巻- 207- 下 „9r 甚 以 御疎濶 

まかりす ぎ ふ ほんく わい  ひきこし 

罷過、 不 本懐 奉 存候。 此節 参上 可 仕 候 所、 引越 公私の 

キーよ-つ しょ-つ 

さわぎ 又々 延引、 重々 恐 悚之 至奉存 候。 御 祝 物 進呈 

仕 候。 不日 拝謁 万々 賀儀 可申陳 候。 且又 机 永々 恩借 奉 

感謝 候。 是亦面 上 可 申 上 候。 乍 憚 令閨 君え も 御 致 声 奉 

願 候。 草々 頓首。 九月 廿 二日。 小島 五一。 伊沢 磐 安 様 


侍史。」 

わたくし は 移 居と 任官と が 略 時 を 同じう する 如く 謂 

ふと 云った。 文中 「御 引 移 並 御 召 出」 と 云 ふより 観れ 

さきだ 

ば、 或は 移 居が 任官に 先って ゐ たかとも 推せられ る。 

しかし 己 未の 武鑑に 「まき 丁」 と 記して あるの は、 猶 

中 橋の 横町 を 斥して 言 ふ ものの 如くで ある。 姑く 疑 

を存 して 置く。 

又 「引越 公私の さわぎ」 と 云 ふより 観れば、 成 斎 も 

亦 此書を 作る 直前に 移 徒した かと 推せられ る。 渋 江 保 

さん は 当時 成 斎に 就いて 筆 札 を 学んで ゐて、 成 斎が 柏 

軒の 子 鉄 三郎を 待つ に、 其 父の 仕宦 前後ぎ 薄 を 異にし 


たこと を 記憶して ゐる。 成 斎 は 幕府 医官の 子 を 遇する 

に、 疇 昔に 殊 なる 礼 を 以てした ので ある。 渋 江 氏は此 

事 を 語って、 成 斎 は 「今の 神 田淡路 町に あった 阿部 侯 

上屋敷 内 自宅の 二階 三 室 を 教場と して」 ゐ たと 云 ふ。 

是は 武鑑 「阿部 伊予 守 正教」 の条に 「上、 昌平 橋 内、 

大手より 十六 町」 と 記す る 屋敷で ある。 成 斎 は 何処へ 

徒った ので あらう か。 或は 同じ 屋敷の 内の 移転な どで 

あらう か。 是も 亦猶考 ふべき である。 

成 斎が 柏 軒の 机 を 借りて 久しく 還さなかった と 云 ふ 

も、 故 ありげ な 事で ある。 恐く は 尋常の 什 具で はな か 

らう。 長子 刀自の 話に、 狩谷掖 斎が 京都 加 茂 神社の 


供物台 を 得て 蘭 軒に 贈り、 伝へ て榛 軒、 柏 軒、 磐、 津 

山 碧山、 長 門の 人 矢 島 屯に 至った ものが あると 云 ふ。 

恐く は是 であらう。 

柏 軒 はお 玉が 池の 新居 を 営む に 当って、 頗る 其 工費 

を辨 ずるに 苦んだ。 塩田 真さん の 語る 所 は 下の 如くで 

ある。 

「柏 軒先 生の 家計 は 常に 裕 でなかった。 先生 自己が 理 

財に 疎かった こと は 勿論で あるが、 夫人 狩 谷 氏 も 亦 決 

して 細事に 意 を 用ゐて 周到なる こと を 得る 人で はな か 

つた。 先生 は 貧なら ざる こと を 欲すと 雖も、 奈何と も 

する ことが 出来なかった ので ある。 わたくし (塩田 氏) 


の 見た所 を 以てすれば、 家政の 按排 は 主に 側室お 春 さ 

んの手 裏にあって、 此女は 先生 をして 貧甚 しきに 至る 

こと を 免れし めた やうで ある。 お 玉が 池の 新宅 は、 わ 

たくしの 親戚の 所有の 空地 を 借りて 建築した もので あ 

つた。 其 費用 は 種々 の 工夫に 由って 辨じ たもので ある。 

わたくし は 或 日 先生の 使に 海賊 橋 辺の 商家に 住って、 

金 六十 五両を 借りた。 海賊 橋 は 今 謂 ふ 海運 橋で ある。 

わたくし は 金 を 懐に して 四日 巿を 過ぎた。 偶 絵草紙 

屋の 店に 新 板の 役者 絵が 懸けて あった。 わたくし は 

好 劇 癖が あつたので、 歩を駐 めて 視た。 さて 二三 町 行 

つて 懐 を 探る と、 金が 無かった。 わたくし は 遺失した 


くびす めぐら 

かと 疑って、 踵を旋 して 捜し 索め た。 しかし 金は遂 

さき  す リ 

に 見えなかった。 前に 絵草紙 を 看た 時、 掏摸に 奪 ひ 去 

られ たので ある。 わたくし は已 むこと を 得ず して 家に 

還り、 救 を 父 楊 庵に 求めた。 父 はわた くしの ために 金 

を 償うて くれた。 金 は 柏 軒先 生が 番匠 某に 与 ふる 手 

附 金であった。」 

その 三百 九 

わたくし は 安政 丁 巳に 柏 軒が お 玉が 池の 新居 を 営ん 

リ やうさん 

だ こと を 記して、 塩田 良 三の 途に 工費 を 失った 話に 


及んだ。 

此家は 今 川 越に ある 安部 大蔵さん が 目撃して 記憶し 

てゐ る。 安部 氏の 園 田宗義 さんに 寄せた 書牘 にかう 云 

つて ある。 「伊沢 磐 安の 宅 は迂生 二十歳の 頃に 見し 所 

を 記憶す。 神 田お 玉が 池巿橋 邸の 東 横町に て、 俗に 二 

六 横町と 称へ し処 なり。 門 長屋 ありて、 小身の 旗本の 

屋敷 かと 覚 ゆる 構へ なり。 医師の 家と して は 当時の 風 

俗よ リ視て 可な り 立派なる ものな りし。」 

わたくし は 渋 江抽斎 伝に 柏 軒が お 玉が 池に 移って、 

新宅 開きの 宴 を 張った こと を 記した。 彼 保さん の 姉 

み き  ぢょ やす 

水木と 柏 軒の 女 安と が 長歌の 老松 を 歌 ひ、 幕 医 柴田常 


庵が 衣 を 脱して 「棚の 達磨」 を 踊った 夕の 事で ある。 

今 按ずる に、 此宴は 柏 軒が 始 てお 玉が 池に 移った 年 

に 張られた もので はない。 何故と 云 ふに、 移転 を 丁 巳 

の 歳であった とする 限 は、 渋 江 氏の 記憶に アナクロ 二 

スムを 生ずる からで ある。 渋 江 氏 は 宴 を 辞して 帰る 途 

上に 力士 小 柳の 横死 を 聞いた。 小 柳の 横死 は 文 久壬戌 

の 四月であった。 即丁 巳より して 五 年の 後、 柏 軒の 京 

都に 住った 前年で ある。 推す るに 柏 軒 は 壬 戌に 至って 

お 玉が 池の 家に 座敷の 建 増な ど をした であらう。 さう 

して 座敷 開きの 宴な ど を 催した であらう。 只 其 事が 

たまく 

偶 伊沢 氏の 文書に 載せられて をらぬ だけで ある。 


丸 山の 棠 軒が 家に は、 此年 九月 一 一十 一 日に 嫡男 棠助 

が 生れた。 棠軒 公私 略に 「己 未 九月 廿 一 日夕 男子 出生、 

名棠 助」 と 云って ある。 即今の 徳 さんで ある。 是は 

小島 成 斎が 書 をお 玉が 池の 柏 軒に 寄せた 前日の 出来事 

である。 

九月 一 一十 八日に 棠軒は 福 山 藩の 医学 助教に せられた。 

公私 略に 前条の 記事に 接して、 「同月 廿 八日 医学 助教 

被 仰 付」 と 云って ある。 按ずる に 丸 山 邸内の 誠 之 館に 

於て 医書 を 講じた ので あらう。 

十月 九日に 棠軒は 又 阿部 正教の 奥 医師に せられた。 

公私 略に 「十月 九日 奥 御 医師 被 仰 付」 と 云って ある。 


一 一十三 日に 棠軒は 先 侯 正弘の 遺子 某を療 する こと を 

命ぜられた。 公私 略に 「同月 (十月) 廿 三日 清 心院様 

御子 様 御用 相 心得 候 様 被 仰 付」 と 云って ある。 清心院 

は 糸魚 川 藩主 松 平日 向 守 直 春の 女、 福 井 藩主 松 平 越 前 

守慶 永の 養女、 正弘の 後妻 謐 子で、 此 夫人に は 男 四 人、 

女 七 人の子が あった。 そして 後に 正桓に 配せられ た 第 

六 女 寿 子 を 除く 外、 皆 早世した。 「御子 様」 は 未だ その 

誰で あつたか を考 へない。 

池 田 氏で は此年 四月 朔に 分家 京 水の 継嗣 天 渓瑞長 

が 歿した。 法 諡養源 軒 天 渓瑞長 居士で ある。 其 後 を 襲 

いだ もの は 恐く は 三 紅 二世 瑞長 であらう。 武鑑 は 二 年 


前 丁 巳に 至る まで 宗家の 「御 寄 合 医師、 池田瑞 仙」 と 

共に、 分家の 「御 目 見 医師、 下 谷 三枚 橋、 池田瑞 長」 

また 

を 載せて ゐて、 前年 戊 午 以後に は復 分家 を 載せない。 

ちょく をん 

戊 午 以後 宗家の 主 瑞仙は 三世 直 温 である。 

伊沢 氏の 相識 中尚此 年に は 百々 桜顚が 死し、 七世巿 

みき さ ぶ らう じゅん 

川 団十郎 が 死んだ。 頼 氏で は 三樹三 郎醇が 前年 攘夷 を 

およ 

策して 幕吏の 逮ぶ 所と なり、 此年 江戸に 斬せられ た。 

「身 臨 湯 鑊家無 信。 夢 破 鯨濤剣 有声。」 

此年棠 軒 二十 六、 妻 柏 二十 五、 子 棠助ー つ、 女 長 六 

つ、 良 四つ、 全 安の 女 梅 十、 柏 軒 五十、 子 鉄三郎 十一、 

女洲 十九、 国 十六、 安八つ、 琴 五つ、 妾 春 三十 五、 榛 


軒 未亡人 志 保 六十であった。 

その 三百 十 

万延 元年 は 蘭 軒 残 後 第三 十一 年で ある。 二月 二十 一 

のぼ  たま/、 

日に 柏 軒が 奥 医師に 陞 つた。 わたくし は 偶 此年 庚申 

の 正月に 出た 武鑑と 三月に 出た 武鑑と を 蔵して ゐる。 

彼に は猶 「奥 詰 御 医師、 三十 人 扶持、 中橋埋 地、 伊沢 

磐 安」 と 載せ、 此には 既に 「奥 御 医師 (二百 俵 高、 御 

役 料 二百 俵) 三十 人 扶持、 お 玉が 池、 伊沢 磐 安」 と 載 

せて ある。 前者 は 誤って 旧宅 を 記した もので あらう。 


五月 九日に 棠軒は 阿部 正教に 扈随 して 福 山に 赴く こ 

と を 命ぜられ、 八月 五日に 江戸 を 発した。 棠軒 公私 略 

に 「五月 九日 御 帰 城 御供 在 番被仰 付、 八月 五日 御 発駕、 

尤中 山道 御旅 行」 と 云って ある。 

九月に 棠軒は 福 山より 鳥 取に 住った。 伯母 を訪 うた 

ので ある。 公私 略に かう 云って ある。 「九月 廿 九日、 

於 福 山鳥 取 表 伯母 君 (田 中 喜 三 母) 対面 願 之 通 被 仰 付、 

但 日数 往来 之 外 七日 之 御 暇。」 

森枳園 は此年 「本草 経 薬 和名 放」 を 草した。 其 稿本 

は 井上 頼 国の 旧蔵であって、 今 無窮 会に 保管 せられて 

すゑ しも 

ゐる。 末に 下の 識語が ある。 「万延 元年 庚申 小春 二十 


八 夜 三更 燈下収 筆、 養 竹 翁 五十 四 歳。」 是は浜 野 氏の 會 

て 寓目す る 所で ある。 

池 田 氏で は此 年初 代 全 安の 妻が 残した かとお も はれ 

る。 わたくし は 過去帳 五月 十日の 条 にある 「遊 蝶院得 

夢 定見 大姉、 池 田 全 安 妻、 俗名 蝶」 を 以て 初代 全 安の 

妻と なすので ある。 

菅 氏で は此年 七月 三日に 菅三 惟繩が 没した。 継嗣 

は 今の 普賢さん で、 実は 門田樸 斎の 第 四 子で ある。 

此年棠 軒 二十 七、 妻 柏 二十 六、 子棠助 二つ、 女 長 七 

つ、 良 五つ、 全 安の 女 梅 十一、 柏 軒 五十一、 子 鉄三郎 

十二、 女洲 二十、 国 十七、 安 九つ、 琴 六つ、 妾 春 三十 


六、 榛軒 未亡人 志 保 六十 一 であった。 

文久 元年 は 蘭 軒 歿後 第三 十一 一年で ある。 二月 三日に 

柏 軒が 法眼に 叙せられ た。 宣旨は 現に 良 子 刀自の 許に 

ある。 「上 卿 日 野中 納言、 万 延ニ年 二月 三日 宣旨、 磐 安、 

宜叙法 橋、 奉 蔵人 右 中 辨兼左 衛門権 佐 藤原豊 房。」 「上 

卿 日 野中 納言、 万 延ニ年 二月 三日 宣旨、 法 橋 磐 安、 宜 

叙 法眼、 奉 蔵人 右 中 辨兼左 衛門権 佐 藤原豊 房。」 按ずる 

に 初 叙の 法眼 は 例が 無い ので、 先づ法 橋に 叙し、 同日 

に 又 法眼に 叙せられ たので あらう。 日 野中 納言 は資宗 

卿、 右 中 辨兼左 衛門権 佐 豊房は 清閑 寺 家で ある。 

わたくし は 柏 軒に 杖 を 許された の は此月 十七 日で あ 


らうと 謂 ふ。 柏 軒の 覚書 は 下の 如くで ある。 「二月 十 

七日、 真 菜 板 橋 瀬 尾昌玄 宅へ 参り、 森 兄に 会す。 昌玄 

取扱に て、 昨日 御城 内 杖 相 用 之 願、 不 苦と 御附札 を以 

て 被 仰 付 候 趣 被 申。 森 兄と 同道、 備前町 有 馬宗智 宅へ 

参り、 目 付 松 平 次 郎兵衛 宅を尋 ぬ。 田 村 小路な リ。 田 

村 小路へ 参る。 十徳著 用、 昨夜 清 川より 借りし 袋 杖 を 

持たせ、 玄関に 通り、 御礼 申 置く。 帰宅、 先考 真迹 を 

拝す。 児 信実、 立 賢、 安 石、 良 栄を携 へ、 長 谷 寺の 墓 

を 拝し、 祥雲寺 正宗 院の墓 を 拝し、 同 寺 良 栄父平 川 養 

乙の 墓 を 拝す。 (前年 江戸 勤番 中 歿す。) 酒 半 升 を 買 ひ、 

掛 茶屋に て 飲む。 氷 川 神社 を 拝す。 信 濃 養 麦 索 麪を先 


人 先 兄 真迹 前に 供し、 宴 を 開く。」 

按ずる に 目 付 松 平 次 郎兵衛 は 安政 六 年よ リ文久 元年 

に 至る 武鑑に 見えて ゐる。 「御 目 付 衆、 松 平次郎 兵衛、 

父次郎 兵衛、 千 二百 石、 あたごの 下、 安政 五 午 八月よ 

せの をし やう げん 

リ、 馬」 と 記して あるので ある。 瀬 尾 昌玄は 「御 目 見 

医師、 い、 だ 丁まない たばし、 瀬尾昌 玄、」 森 は 「御 目 

見 医師、 こま 込 追分、 森 養 竹、」 並に 辛 酉の 武鑑に 見え 

てゐ る。 「信実」 は 鉄 三郎の 名で あらう。 立 賢 は榛軒 

門人 録に 「竹 内 立 賢、 津山」 と 記して ある。 安 石 は 飯 

田 安 石、 良 栄は平 川良栄 である。 平 川 は 歴世 略伝の 柏 

軒 門弟の 部に 載せて ある。 


その 三百 十 一 

此年 文久辛 酉に 柏 軒の 第三 子 平 三郎が 生れた。 夭折 

した 棠 助と 鉄三郎 との 弟で、 後 宗家に 養 はれて 黒 田家 

に 仕へ た。 生 日 は 二月 二十四日、 母 は 側室 佐 藤氏 春で 

ある。 現存せ る 信 平さん は此 平三郎 である。 

棠軒は 前年 庚申に 其 主 阿部 正教に 扈随 して 福 山に 至 

リ、 淹留 して 夏の 初に 及んだ。 既にして 正教 は 重患に 

罹り、 棠軒は 其 病状 を 将軍 徳川家 茂に 報ぜむ がた めに 

江戸に 遣 さるる ことと なった。 四月 二十 一 日に 命を受 


け、 翌 二十 二日に 福 山 を 発した ので ある。 

棠軒 公私 略に 此事を 記して かう 云って ある。 「四月 

廿 一 日 於 福 山在番 御免被 仰 付。 但 当時 君 上 御 不例、 大 

君 殊之外 御 案じ 被 遊 候に 付、 御 容体 申 上 之 為め、 御 参 

府前被 差 立 候 事。 故に 東 著 之 上 御謁に は、 今度 江戸 表 

御用 有 之、 御 参 府前被 差 立 云云 被 仰 渡。 道中 下 路も旅 

行 被 仰 付、 御手 当 も 在 番立帰 之 振と 同じから ず。 同 二 

十二 日、 福 山 発足 之 事。」 

五月 十五 日に 棠軒は 江戸に 着いた。 で 二十 二日に 

正教の 室 溝 口 氏の 命 を 受け、 正教の 駕を川 崎 駅に 迎へ 

た。 


公私 略に かう 云って ある。 「五月 十五 日、 帰 著。 同 

月 二十 二日、 殿様 御 参府之 節、 御 容態 為 伺、 川 崎 宿 迄 

被 差 立 候 様、 御前 様より 被 仰 付 候 旨、 治 左 衛門殿 被 仰 

二十 七日に 正教 は 二十 三 歳に して 世 を 去った。 法諡 

して 恭徳院 と 云 ふ。 室 は 新 発 田 藩主 溝 口 主 膳 正直 溥の 

ぢょ 

女で、 子 は 無かった。 棠軒は 遺物 「黒紹 御 羽織」 並 金 

帛を 賜った。 

以上 は 表 向の 記載で ある。 按ずる に 正教の 死 は棠軒 

の 福 山 を 発する 前にあって、 家臣 は 遺骸 を 護って 入府 

したので はなから うか。 


中二 月 を 隔てて、 八月に 養嗣子 鈽次郎 が 家督相続 を 

かぞ への かみ まさかた  せきとう/ \ いん 

した。 即 主計 頭 正方で ある。 関 藤々 陰が 「十四 歳 襲 封」 

と 云って ゐる。 正方 は 伊予 守 正 寧 庶出の 第三 子で 正教 

の 弟で ある。 十五 日に 棠軒 等に 金 を 賜った。 「御 相続 

御礼 被 仰 上 候に 付 為 御 祝」 云々 と 記して ある。 

此 年多紀 宗家で は棠 辺が 和 宫の東 下を迎 へま つらむ 

がた めに 京都に 往 つた。 浅 田 栗 園の これ を 送った 詩が 

ある。 「家 世 医 風誰復 争。 欽君盛 選 入京 城。 一 堂 秋気 

群蠅 退。 万里 晴天 独 鶴 横。 丹 吐 祥雲護 仙蹕。 筆 駆妖霧 

対 朝纓。 此回知 続 先人 績。 揚得日 東扁鵲 名。」 

此年 石塚豊 芥子が 六十 三 歳で 残した。 豊 芥子の 行状 


は 略 渋 江抽斎 伝に 見えて ゐる。 

此年棠 軒 二十 八、 妻 柏 二十 七、 子棠助 三つ、 女 長 八 

つ、 良 六つ、 全 安の 女 梅 十二、 柏 軒 五十二、 子 鉄三郎 

十三、 平 三郎ー つ、 女洲 二十 一、 国 十八、 安 十、 琴 七 

つ、 妾 春 三十 七、 榛軒 未亡人 志 保 六十 二であった。 

文 久ニ年 は 蘭 軒 歿後 第三 十三 年で ある。 「五月 廿三 

日 暁 卯 刻、 女子 出生、 名 乃 夫」 と、 棠軒 公私 略に 見え 

てゐ る。 

七月 四日に 柏 軒の 長女 洲が 二十 一 一歳で 麻疹に 罹って 

歿した。 洲は 身の 丈 低く、 容貌 醜く、 其 賦性 も 遅鈍で 

あつたので、 此 時に 至る まで 名 を 問 ふ もの もなかった 


ので ある。 

洲の 残した 時 は、 此年壬 戌の 麻疹 流行が 猖獗を 極め 

すこやか 

てゐ て、 お 玉が 池の 家に も 健 な ものが 一 人 も 無 かつ 

リ やうさん  きねつ 

た。 門人 塩田 良 三 は 肌 熱 頭痛 を 覚えつつ も、 単身 

れんさう 

檢 葬の 事に 当り、 強 ひて 紋服に 十徳を 襲ね て柩の 後に 

ちゃう こくじ 

随 つた。 さて 送って 長 谷 寺に 至って、 曰暮 にお 玉が 池 

に 還った。 良 三 は此時 疲労の 甚し きを 覚えた ので、 纔 

を は  た ふ 

に 十徳を 脱ぎ 畢り、 未だ 紋服 を 脱ぐ に 及ばず して 僵れ 

臥した。 

その 三百 十一 一 


わたくし は 文 久壬戌 七月 七日に 柏 軒の 長女 洲が 流行 

とぶら ひ 

の 麻疹に 罹って 死んだ こと を 記し、 葬 を 送って 帰つ 

た 塩田 良 三が 紋服 を 脱ぎ 更 ふるに 及ばず して 僵れ 臥し 

たと 云った。 

良 三 は 人事 を 省せ ざる こと 幾 時なる を 知らなかった- 

ふと 醒覚 したと き は、 もう 更闌 けて ゐる らしかった。 

隣室に 人の 語る 声が する。 諦聴 すれば 主人 柏 軒と 父 楊 

庵と である。 

なんしょう 

「何分 難 証で 困った ものです」 と 柏 軒が 云 ふ。 

「下剤 を 用ゐて 見て はいかが でせ う。」 これ は 父が 危 


みっつ 問 ふので あった。 

「いや。 下剤 は 好い が、 たった 此間湿 毒 を 下す と 云つ 

て 用 ゐた迹 で、 まだ 体が 回復して ゐ ないから、 此上用 

ゐる わけに は 行きますまい。」 柏 軒 は 父の 議を 納れな 

かった。 

しばらく  しもべ 

少焉 して 父 は 辞して 帰った。 間もなく 僕が 煎薬 を 

茶碗に 注いで 持って来た。 此時良 三 は 苦悶に 堪へ ぬの 

で、 危険 を 冒して 下剤 を 服せ むこと を 欲した。 そこで 

僕に 別に 一 碗の 熱湯 を 持ち 来れと 命じ、 自ら 起って 調 

だいわう ひと つまみ 

合 所に 住き、 大黄 一 撮 を 取り 来って 熱湯 中に 投じ、 頓 

しゃう せい  のぼ 

服して 臥した。 既にして 上圊 両度であった。 再び 上 


ころ ほひ 

つた 比 に は、 もはや 起 行す る ことが 出来ぬ ので、 

蒲 伏して 往 反した。 そして 昏々 として 唾った。 

再び 覚めて 見れば、 燈 火が 減して ゐた。 しかし 良 三 

さう ひきょう ふく  ぞく りふだい  はだへ 

は 自ら 双 臂胸腹 を 摩して、 粟粒 大の 物が 膚に 満ちて 

ゐ るの を 知った。 夜が 明けた。 良 三 は 紅 疹の簇 り 発 

したの を 見て 喜に 耐 へず、 大声に 「先生」 と 叫んだ。 

ねまき 

柏 軒 は 寝 衣の 儘で 来て 見た。 そして 良 三の 大黄 を 服 

した こと を 聞き、 一 面に は その 奇功を 奏した のを歓 び、 

一 面に は 将来の ために 軽挙 を 戒めた。 

十一月 二十 三日に、 棠軒は 全 安の 女 梅 を 養女と して、 

岡 西 養玄に 嫁す る こと を 許された。 翌月 二十 一日に 上 


原 全八郎 が媒妁 して 梅 を 岡 西 氏に 送った。 棠軒 公私 略 

にかう 云って ある。 「十一 月廿 三日、 厄介 女 梅 事、 此度 

自分 養女に 致し、 岡 西 養玄ぇ 縁談、 願 之 通 被 仰 付。」 「同 

月 (十二月) 廿 一日、 梅 女 岡 西へ 嫁入 整 婚儀、 上 原 全 

八郎媒 人、 里 開 舅 入 同日 也。」 

まれ  いとけ な 

梅 は 世に 希なる 美人であった。 幼 くして 加 賀中納 

なりやす  しりぞ  それがし 

言 斉泰の 奥に 仕へ たが 程なく 黜 けられた。 某と 私 

通した からで ある。 梅 は 暫くお 玉が 池の 柏 軒の 許に 潜 

はじめ 

んでゐ て、 此に 至って 養玄に 嫁した。 年甫て 十三で 

あった。 

とうこん 

養玄は 後の 岡 寛 斎で ある。 才学 はあった が、 痘痕の 


ために 容を 毀ら れ、 婦を 獲る ことが 難かった。 それ 

ゆ ゑ 忍んで 行 なき 梅を娶 つたの ださう である。 

棠軒は 此年福 山に 徒る こと を 命ぜられ、 次年に 至つ 

て 徒った。 伊沢 分家 は 丸 山 阿部 邸内の 蘭 軒の 旧宅 を棄 

てて 去る ことにな つたので ある。 公私 略に 「十二月 四 

日、 来春 早々 福 山 表 引越 被 仰 付」 と 云って ある。 

伊沢 本家で は 此年閏 八月 十八 日に 信 全が 八十 一 歳 

だう せいしんそう 

で 歿した。 当主 は 二十 八 歳の 道 盛信崇 であった。 

その 三百 十三 


せいさ いち そく 

此年壬 戌に 福 山 藩の 小島 氏で 成 斎 知 足が 残した。 継 

嗣は 第二 子 信 之で ある。 成 斎の 墓表 は 二あって、 一は 

せきとう とういん 

海 保 漁村が 撰び、 一 は 関 藤 藤 陰が 撰んだ。 駒 籠 長 元 寺 

あま 

中の 石に 刻まれて ゐて、 世人の 普ね く 知る 所の もの は 

前者で ある。 歿日は 十月 十八 日、 年 は 六十 七、 病の 「風 

痹」 であった こと は 漁村の 文に 見えて ゐる。 二子 三女 

があって、 長子 は 夭した。 

此年棠 軒 二十 九、 妻 柏 二十 八、 子棠助 四つ、 女 長 九 

つ、 良 七つ、 全 安の 女 梅 十三、 柏 軒 五十 三、 子 鉄三郎 

十四、 平三郎 二つ、 女 国 十九、 安 十一、 琴 八つ、 妾 春 

三十 八、 榛軒 未亡人 志 保 六十 三であった。 


文久 三年 は 蘭 軒 歿後 第三 十四 年で ある。 正月 二十日 

将軍 徳川家 茂 は 柏 軒に 上洛の 供 を 命じた。 家 茂 は 前年 

壬 戌 八月の 召に 応じて 往 くので ある。 

此時柏 軒 は 端な く 一  の 難関に 逢 著した。 それ は 所謂 

柏 軒の 乗船 問題で ある。 松 田 氏は此 間の 消息 を 語って 

下の 如く 云って ゐる。 

r 柏 軒先 生 は 多紀直 庭、 辻 元 冬嶺等 の 没後に 幕府の 擢 

用 を 蒙り、 職 は 奥 医師たり、 位 は 法眼に 叙せられ、 又 

巿 中に 病 家 千 戸 を 有し、 貴顕 富豪の 治 を 請 ふ もの 多く、 

お 玉が 池 明 誠 堂の 門に は 車馬の 跡が 絶えなかった。 先 

生が 蘭 医 方の 漸く 盛なる 時に 当って、 識らず 知らず の 


間に 身に 漢医方 存亡 の 責を負 ふ が 如くなる に 至った の 

は、 勢 已 むこと を 得なかった ので ある。」 

「徳川 十四 代将 軍 (家 茂) が 上洛の 供 を 命じた 奥 医師 

ゐ せん ゐん  もとやす そうたつ 

は 戸塚 静寿院 法 印、 竹 内 渭川院 法 印、 本 康宗達 法眼、 

みかみ 

三 上 快 庵 法眼と 先生と で、 これに 奥 外科 見習 村 山 伯 元 

が 副へ てあつた。 戸塚、 竹 内 はジィ ボルト 門下の 蘭 方 

た， V きょ 

医で ある。 そして 老中の 有力者 水 野 和 泉 守 忠精は 蘭 方 

医 を 信用して ゐ た。」 

「老中 水 野 は 奥 医師に 汽船 咸臨 丸に 陪乗す る こと を 命 

じた。 水 野 は 先生が 一 切の 西洋 機巧に 触 接しない の を 

熟知して ゐて此 命 を 下した。 先生 は 岐路に 立った。 屈 


従して 汽船に 乗らむ か 又 水路 を 行く こと を 辞せむ かと 

云 ふ 岐路で ある。 若し 水路 を 行く こと を 辞 するとき は ■ 

うば  おそれ 

職を褫 はれる 虞が ある。 先生 は少 くも 水 野が 必ず 職 

おも 

を褫 ふだら うと 惟った。」 

さき 

「先生 は 前に 単独に 阿部 侯の 治療に 当った 時の 如く、 

又 門人 中の 重立った もの を 会して 意見 を 問うた。」 

たけのう ちり ふけん 

「門人 は 硬軟 二 派に 分れた。 竹 内 立 賢 等 は 先生に 忍 

んで 汽船に 乗らむ こと を 勧めた。 是は 先生が 若し 職 を 

失 ふと、 官医 中には 漢方医の 有力者が 無くなる からで 

ある。 これに 反して わたくし 共 は 云った。 先生 決して 

さか 

汽船に お 乗な さるな。 若し 旨に 忤 つて 職 を 免ぜられる 


と 云 ふこと になったら、 野に 下って 漢医 方の 興隆 をお 

謀な さるが 宜しい と 云った。 先生 は 初より 老中の 言 

に 従 ふ 意がなかった ので、 わたくし 共の 言 を 聞いて 大 

に 喜んだ。」 

「先生 は 意 を 決して 上船 を 辞せむ とした。 しかし その 

抗 命に 類す る こと を 避けむ がた めに、 多紀 安塚、 津軽 

玄 意の 名 を 以て 歎願 書を呈 する ことにした。」 

松 田 氏の 此談 話中に 見えて ゐる 随行 医官の 名の 中に、 

猶奥 医師 林 洞 海 法眼が 漏れて ゐる。 洞 海、 名 は彊、 

あざな けんけい 

字 は 健 卿、 万延 元年 幕府に 召され、 次年に 侍医の 班に 

列せられ た。 その 上洛 扈随の 一員であった こと は 志 村 


良愷 さんが 記憶して ゐる。 是も 亦洋方 医で ある。 

其 他此行 に は 扈随 の 侯伯 にして 医官 を 率 て 行く も の 

が 多かった。 一 橋 中 納言慶 喜の 下に 清 川 安 策 孫の 養嗣 

子 温の 生 父 水 谷 丹 下の あつたな どが 其 一 例で ある。 

その 三百 十四 

癸 亥の 歳 将軍 徳川家 茂が 上洛した 時、 柏 軒 は 随行 を 

命ぜられた。 そして 汽船 咸臨 丸に 乗らなくて はなら な 

かった。 是は 西洋の 機巧 を 憎む 柏 軒の 忍ぶ こと 能 は ざ 

る 所であった。 わたくし は 上に 柏 軒が 奥 医師の 地位 を 


賭して 上船 を 辞せむ と 欲した こと を 記した。 此 乗船 問 

題 は 松 田 氏の 語る 所で あるが、 伊沢 良 子 刀自 は 当時 多 

紀 安琢、 津軽玄 意の 柏 軒が ために 草した 歎願 書 を 蔵し 

てゐ るから、 わたくし は此に 抄出して 松 田 氏の 談を補 

はう とお も ふ。 

ぞんじよ りたて まつらず 

「磐 安儀 此度 不奉存 寄 、 御 上洛 御供 被 仰 付 難 有 仕 

合奉存 候。 且 御船に て 御供 仕 候 様 被 仰 付、 是亦 重畳 難 

有 仕 合奉存 候。 」 

「然るに 当人 乗船 致 候 得 者、 兼而 眩暈 之 気味に 而 難儀 

致 候 得 共、 乗船 御供 被 仰 付 候と 申 候 者、 格別 之 儀と 奉 

存候 間、 中々 御 断 之 願 者 難 申出 黙止 居候 得 共、 先月 末 


当月 初 両度 之 乗 様し に、 御 医師 中に 者指而 難儀 之 者 も 

は  おうぎ やく 

無 御 坐 候 得 共、 御 小姓 御 納戸 之 中に 者、 船中 眩暈 嘔逆 

に而 難儀 之 人 も 有 之 候 様 承 及 候。 当人 格別 病身と 申に 

者 無 之 候 得 共、 平生 船中 は 勿論 総而 動揺 致 候 事 強 候 節 

せっしゃ 

嘔吐 致、 甚に至 候而者 嘔吐 之 上 泄瀉致 候 持病 御 坐 候。 

左 候 得 者 乗船 仕 候 得 者 持病 差 起 候 者 必然 之 儀と 奉存 候。 

当人 病気に 而者 船中に 而 乗組 之 内に 病気 之 者 御 坐 候 共、 

はたまた 

中々 療治 致 候 事 難 相 成、 将亦 上陸 之 後も必 疲労 仕 候而、 

御用 有 之 候 共 相 勤 候 儀無覚 束奉存 候。 」 

「当時 御上に 者 御 一体 御 強健に 被 為 在 候而、 且蘭科 御 

療治 御 薬 差 上 候 事故、 漢科之 者 御供 不仕候 共、 御用 之 


御 間不欠 儀と 奉 存候得 共、 誠に 万々 一 之 御 備に 漢科之 

者 御供 被 仰 付 候 儀と 奉存 候。 」 

「然るに 当人 船中に 而 嘔吐 且泄瀉 等 相 煩候而 者、 船中 

病 用 相 勤 候 儀 難 相 成 者 勿論、 又 上陸 致 候 而も 万々 一 急 

速 之 御用 御 坐 候 共、 相 勤 候 儀 不相成 候而者 乗船に 而御 

せんなき ぎ 

供 仕 候 も無詮 儀と 奉存 候。 且 当人 御供 被 仰 付 難 有奉存 

候 本意 も不相 立、 深 奉 恐 入 候 間、 右 之 段 御 憐察被 下、 

可 相 成 儀に 御 坐 候 得 者、 乗船 御供 御免被 仰 付、 陸地に 

おんさき 

而 御先に 罷越、 兼 而被仰 出 候 日限に、 出立 上京 為 致 度 

奉存 候。 此段 偏に 奉 願 候。 二月 日。 多紀永 春院。 津 

軽 良 春 院。」 


此 草案に は 宛名 は 書して ない。 しかし 医師 は 若年 寄 

支配であった から、 若年 寄 用番に 宛て、 出す 積で あつ 

たの だら う。 

歎願 書 はわた くしが 松 田 氏の 談を 記す るに 当って、 

さしはさ 

其 中間に 插 ん だもので ある。 松 田 氏 は 乗船 問題の 談 

の 末に かう 云った。 「然るに 柏 軒先 生の 此 心配 は 無用 

になった。 それ は 幕府の 議が 中途に 変じて、 舟 を用ゐ 

ずに 陸路 を 行く ことにな つたから である。 今より 回顧 

して 見れば、 奇異の 感 がする が、 汽船に 乗る は 屈従で 

むしろ 

ある、 寧 地位 を 賭しても 乗る こと を 辞す るが 好い と、 

先生 も 真面目に 考へ、 わたくし 共 も 真面目に これに 賛 


同した ので ある。」 

さきだ 

柏 軒が 将軍に 随 つて 江戸 を 発する に 先って、 次に 

起った 一問 題 は、 門人 中 誰が 柏 軒に 随行すべき かと 云 

ふ 事であった。 

是は柏 軒が 何人 を 率て 行かう としたかの 問題で はな 

くて、 門人 中 主要なる ものが 師 のために 謀って 何人 を 

して 随従せ しめよう としたかの 問題で ある。 わたくし 

は 松 田 氏の これに 関して 語る 所 を 下に 記さう とお も ふ。 

その 三百 十五 


柏 軒が 癸 亥の 歳に 将軍家 茂に 随 つて 上洛した 時、 

かう そくていし 

高足 弟子の 間に 誰 を 師に附 けて 京都へ 遣らう かと 云 ふ 

おもんぱか 

問題が 起った。 中に も 松 田 氏 は 深く 慮 る 所が あつ 

て、 必ず 志 村 玄叔を 遣らう とお もった。 その 語る 所 は 

かう である。 

「わたくし は 柏 軒先 生 随行 者の 問題が 起った 時、 是非 

共 志 村 玄叔を 遣らう とお もった。 それ は 先生 一 身の 安 

おも 

危に繫 る 事情より 念 ひ 到った ので ある。」 

「前に も 云った やうに、 将軍の 一行に は 蘭 方 医と 漢方 

あひな かば 

医と が 相 半して ゐた。 其 人物の 貫目より 視て も、 両 

たやす けんち 

者 は輒く 軒輊すべからざる ものであった。 然るに 老 


中の 有力者た る 水 野 和 泉 守 忠精は 蘭 方 を 尊崇して ゐた。 

若し 旅 中に 事が あって、 蘭 方 医と 漢方医と が 見る 所 を 

異にする と、 柏 軒先 生 は 自ら 危殆の 地位に 立って 其衝 

に 当らなくて はならぬ のであった。」 

「平生 江戸に あって は、 先生に は 学殖 ある 友人 も あり、 

声望 ある 病 家 も ある。 縦 ひ 事 端の 生ずる ことがあって 

も、 救援す る ことが 難く はない。 これに 反して 一 旦京 

都に 入って は、 先生 は 孤立して しま ふ。 わたくし はこ 

れ を懼れ た。」 

「わたくしの 疑懼 は、 若し 先生が 小心の 人で あったら、 

さ 程ではなかった だら う。 わたくし は 先生の 豪邁の 気 


象 を 知って ゐ たので、 そのい かに 此 間に 処 すべき か を 

思 ふ 毎に、 肌に 粟 を 生じた ので ある。」 

「わたくしの 志 村 玄叔を 簡んで 随行せ しめよう とした 

の は、 志 村 をして 此 間に 周旋せ しめようと したので あ 

る。 志 村 は 山形 藩 医で ある。 水 野 泉 州に 謁して 事 を 言 

ふこと も 容易で あり、 又 泉 州 左右の 人々 をも識 つて ゐ 

る。 此 人が 先生の 傍 にゐ たら、 万一 事 端の 生ずる こ 

とが あっても、 先生 を 救 解す る ことが 出来ようと おも 

つたので ある。」 

「しかし 先生 は 果して 志 村 を 率て 行く であらう か。 わ 

たくし は頗 これ を危ん だ。 何故と 云 ふに、 剛強の 人 


たけのう ちリ ふけん 

は 柔順の 人 を 喜ぶ。 先生の 門下に は 竹 内 立 賢 の 如き 

寵児が ある。 独り 先生と 先生の 家人と が これ を 愛する 

のみならず、 丸 山 伊沢の 眷族 さへ 一 人と して 称 讚せ ぬ 

もの はない。 又 粗 豪の 人 は 瑣事に 手 を 下す こと を 嫌つ 

て、 敏捷の 人 を 得て これに 任ぜし めようと する。 同門 

りゃうさん 

の 塩田 良 三の 如き は 其 適材で ある。 塩田が 侍して ゐ 

れば、 先生 は 手 を 袖に して 事を辨 ずる ことが 出来る。 

わたくし は そこへ 遽 に 志 村を薦 むる ことの 難き を 思 

つた。」 

「されば とて 先生に 向って、 あからさまに 泉 州の 威権 

を 説き、 蘭 方 医の 信用 を 説く こと は 出来ない。 若し 此 


の 如き 言説 を 弄したら、 先生 は 直に わたくし を 叱して 

却け たで あらう。」 

「わたくし は 焦心 苦慮して 日 を 送った。 既にして 先生 

あるひ 

出発の 期 は 迫った。 わたくし は 一日 先生に 伺候して、 

先生お 供に は 誰 をお 連になります かと 問うた。」 

「塩田 を 連れて 往 く。」 

「さやう でございます か。 成程、 塩田が 参るなら、 先 

生の 御 不自由の ないやう に、 お 世話 をいた す 事で ござ 

いませう。 しかし わたくし はお 願が ございます。 それ 

は 外で も ございま せんが、 今一 人 志 村 をお 連 下さい ま 

せんか。 あの 男 は 兼て 一 度 京に 上りたい と 申して をり 


ました。 此 度の やうな 機会 はな かく 得られません か 

ら。」 

「志 村 か。 さう さな あ。 まあ、 今度 は 止に して もら は 

う。」 

「先生 はかう 云 ふ 時に 窮追して 捉 へる ことの 出来ぬ 人 

だから、 わたくし は 黙って 退いた。」 

その 三百 十六 

わたくし は 松 田 氏の 談を 書き 続ぐ。 松 田 氏 は 癸 亥 

の 歳に 柏 軒が 上洛す る 時、 思 ふ 所 あ つて 志 村 玄叔を 率 


て往 かしめ ようとし たが、 一た び 説いて 却 けられた。 

松 田 氏の 談の 続き はかう である。 

「わたくし は 柏 軒先 生に 再説す る ことの 難いの を 知つ 

てゐ た。 しかし 志 村 を 一 行中 闕く ベから ざる 人物 だと 

以 為った から、 日 を 隔てて 又 先生 を訪 うた。 其 日 はま 

だ 払暁であった ので、 先生 は衡 中に ゐた。 わたくし は 

枕元に 進んで 云った。」 

「先生、 此間も 一寸 申し ましたが、 志 村 を 京都へ お 連 

下さる わけに はま ゐリ ますまい か。」 

「なに、 志 村 は 今度 は 連れて 往か ぬと 云った ぢ やない 

か。 かう 云って 先生 は 跳ね起きた。 顔に は 怒の 色が 


見れ てゐ た。 わたくし は 又 黙って 退いた。」 

「しかし 滞京 中 万一 の 事が あった 時、 先生と 老中 水 野 

和 泉守忠 精との 間 を 調停す る ことの 出来る もの は、 志 

村 を 除いて は 一人 もない。 わたくし は 縦し や 先生の 怒 

に 触れて 破門の 辱 を 受けよう とも、 今一度 説いて 

見ようと おもった。」 

「わたくし は 次の 日に 三た び 先生 を訪 うて 云った。 先 

生、 まことに くどい 事 を 申す やうで ございま すが、 わ 

たくし は 是非 先生に 志 村 を 連れて 住って 戴きた うご ざ 

いますと 云った ので ある。」 

「わたくし は 先生の 激怒 を 期待して ゐた。 然るに 先生 


は 暫く わたくし を 凝視して ゐて、 さて 云った。 ひどく 

熱心 だな。 まあ、 どうにかなる だら う。 わたくし は 拝 

謝して 席 を 起った。」 

「わたくし は 先生の 出立の 直前に お 玉が 池の 家に 住つ 

て、 そっとお 春さん に 問うた。 お供 は 誰に 極まり まし 

たかと 問うた。 お 連な さるの は 良 三さん と玄叔 さんだ 

さう でございますと、 お 春さん は 答へ た。」 

「当時 わたくし は 推薦の 功 を 奏した こと を 喜んだ。 し 

せいじ  げきと 

かし 世事 は逆覩 すべから ざる ものである。 柏 軒先 生 は 

京都に 客死して、 わたくしの 薦めた 志 村 は 僅に 塩田と 

とち 

倶に 病牀に 侍し、 又 後事 を 営んだ に 過ぎなかった。」 


柏 軒が 将軍 徳川家 茂に 扈随 して 江戸 を 発し、 東海道 

を 西 上した の は 二月 十三 日であった。 此旅は 頗 緩慢 

なる 旅であった。 第一 日 は 川 崎 泊、 第二 日 は 戸塚 泊 等 

で、 日程 六 七 里 を 例と した さう である。 史家の 手に は 

定て 正確なる 記録が ある ことで あらう。 わたくし は 柏 

軒の 遺す 所の 文書と 松 田 氏 等の 記憶と に 拠って、 此に 

旅程の 梗概 を 写す ことと する。 

松 田 氏の 語る を 聞く に、 一 行が 吉 原に 宿った 時、 客 

はなはだ  もとやす そうたつ 

舎 は 医師 を 遇する ことが 甚 薄かった ので、 本 康宗達 

の 門人が 大に 不平 を 鳴らした。 柏 軒の 門人 塩田 良 三 は 

温 言 を 以て 慰めた が、 容易く 聴かなかった。 其 時 塩田 


が 狂歌 を 詠んだ。 「不自 (不二) 由 を 辛抱す るが (駿 河) 

の 旅 なれば 腹 (原) 立つ こと はよ しはら (吉 原) にせ 

また 

よ。」 本康の 門人 も 遂に 笑って 復 言はなかった。 

その 三百 十七 

わたくし は 癸 亥の 歳に 将軍家 茂 上洛の 供に 立った 柏 

軒の 旅 を 叙して 駿河路 に 至り、 吉 原に 宿った 夕、 柏 門 

の 塩田 良 三が 狂歌 を 詠 じて、 本康宗 達の 門人 を 宥め 賺 

した 事 を 言った。 しかし 柏 軒 等の 吉 原に 宿した 日 を 

つまびら か 

詳 にしない。 


次に わたくし は 柏 軒が 二月 一 一十三 日に 藤 枝 を 発し、 

大堰川 を 渡り、 遠 江国掛 川に 宿した こと を 知って ゐる。 

それ は 良 子 刀自が 下の 如き 書牘を 蔵して ゐ るからで あ 

ふぢえ だ じゅく をた ち  と >  こほりな く 

る。 「今廿 三日 藤 枝 宿 立、 巳 時頃大 井川 無 滞 一統 

相 済 候。 目出度 存候。 斎主、 立 賢、 敬 順、 安 策、 常 庵 

様、 塾 中 一 統善御 頼 可 被 成 候。 尚 於 柏 於 国 其 外 宜可申 

ばん あんかけ が は じゅくに おいてし よす 

候。 二月 廿 三日。 磐 安 於 掛川宿 書。 徳 安え。」 「斎 

主」 はお 玉が 池 明 誠 堂の 塾 頭 か。 立 賢 は 竹 内 氏、 敬 順 

は 松 田 氏 道 夫、 安 策 は 清 川 氏 孫、 常 庵 は柴田 氏で ある。 

わたくし は此 書に 由って、 柏 軒の 冢子鉄 三 郎が癸 亥の 

歳に 既に 「徳 安」 と 称して ゐ たこと を 知る。 


次に わたくし は 二十 七日に 柏 軒が 岡 崎 を 発し、 宮駅 

に 宿し、 二十 八日に 宮駅を 発し、 桑 名に 宿した こと を 

はじめ しも 

知って ゐる。 それ は 柏 軒 自筆の 「神道 録」 の 首に 下の 

文が あるから である。 「二月 廿 七日。 大樹 公 発 岡 崎。 

随行 宿于宮 駅。 詣熱田 大神宮 八 剣宮。 廿 八日。 発宫 駅。 

舟 渡 佐 渡 川。 至 桑 名。 入 伊勢 国 也。」 神道 録も亦 良 子 

刀自の 蔵す る 所で ある。 

次に わたくし は 三月 四日に 柏 軒が 大津を 発して 入京 

した こと を 知って ゐる。 是は柏 軒 自筆の 日記に 見えて 

ゐる。 日記 も 亦 良 子 刀自の 蔵 儲 中に ある。 わたくし は 

下に これ を 抄出す る。 


「文久 癸 亥三 月 四日 暁 寅 時、 大津 御旅館 御 発駕、 (中 

略) 三 条大橋 御 渡、 三条 通より 室町 通へ 上り、 ニ条通 

を 西へ、 御城 大手 御門より 中 御門へ 御 入、 御 玄関より 

御上り」 云々。 是は 将軍家 茂 入京の 道筋で ある。 以下 

柏 軒 自己の 動静に 入る。 「石 之 間より 上り、 御 医師 部 

おのが リょ しゅく えびすが は ど ほり 

屋へ 通り、 九つ 時宗 達と 交代して、 己 旅 宿 夷川 通 

堀川 東へ 入る 町 玉屋 伊兵衛 持 家へ 著く。 町 役 両人 馳走 

まづ のし  を はつ 

す。 先展 昆布 を 出す。 浴後 昼食 畢 て、 先 当地 之 

産土神 下 之 御霊へ 参詣、 (中略) 北 野天 満宮へ 参詣、 (中 

略) 貝 川 橋 を 渡り、 平野 神社 を 拝む。 境内 桜花 多く、 

遊 看の 輩 男女 雑 閙。」 志 村 玄叔、 今の 名良愷 さんの 


語る 所に 拠れば、 旅寓は 「夷川 町 染物屋の 別宅」 であ 

つたと 云 ふ。 按ずる に 玉屋 は 染物屋 か。 

「五日。」 是日は 記事が 無い。 

でみ づ  つもり 

「六日。 快 庵、 宗達、 伯 元と 出水 中山津 守宅訪 ふ。 内 

室、 子息 豊後 介に 対面。」 中 山 氏の 事 は 未だ 考 へない。 

「七日。 今日 卯 上刻 御供 揃、 巳 中 刻 御 出、 先 施薬 院へ 

御 入、 御 装束 召換、 巳 時と 申て 午の 時 御 参内 あり、 

入 夜 還 御。」 

「八日。 比 敷 山へ 登る。 良 三 を 伴うて 宅 を 出。 (中 

略。) 亥 時 頃 旅 宿へ 還る。」 

「九日。 (上略。) 雨中 松 尾 神社へ 参る。 (下略。)」 


「十日。 雨。 内命 ありて 尾 張 大納言 殿御 見舞 申す。 

(中略。) 御 医師に 逢うて 御 容態 を 申し、 御 薬方 を 相談 

たま はる 

し、 御菓子 御茶 二 汁 五 菜の 御 膳 を 被 下、 白銀 十 枚 を 被 賜。 

直に 登城して 御用 掛 伊豆 殿まで 其 趣 を 申 上る。 今夜 宿 

もちのり 

番。」 「尾 張 大納言」 は茂徳 である。 「伊豆 殿」 は 側 衆 坪 

内 伊豆守 保 之 か。 

しも かみの やしろ 

「十 一 日。 雨。 賀茂下 上 之 社に 行幸 あり。 将軍家 供 

奉。」 

「十二 日。」 是日は 記事が 無い。 

みお や 

「十三 日。 下賀 茂御祖 神社へ 参る。 (中略。) 上賀茂 

わきい かづち 

別 雷 大神宮へ 参る。 (中略。) 門の 前の 壞屋 にて 酒 を 


飲む。」 

「十四日。 当番。」 

その 三百 十八 

わたくし は 京都に 在る 柏 軒の 日記 を抄 して、 文久癸 

亥三 月 十四日に 至った。 此 より 其 後 を 書き 続ぐ。 

「十五 日。 玄叔を 率て 先 大仏 を 観、 (中略) 稲荷 社に 参 

詣、 (中略) 社の 門の 前 石川屋 にて 酒 を 飲。」 

「十六 日。 愛宕 参。 (下略。)」 

「十七 日。 先考 正 忌日 精進。 終日 旅 宿に 居る。」 


柏 軒の 日記 は 十八 日より 一 一十 八日に 至る 十 一 日間の 

闕 文が ある。 此 間に 江戸 丸 山の 伊沢 棠軒は 家 を 挙げて 

途に 上った。 棠軒は 前年 壬 戌 十二月 四日に 福 山に 移る 

こと を 命ぜられ、 癸 亥三 月 一 一十 二日に 発軔 したので あ 

る。 棠軒 公私 略に 「三月 廿 二日、 妻子 及 飯 田 安 石 家内 

之 者 召 連、 福 山え 発足」 と 云って ある。 

此頃 京都に 於て は、 一旦 将軍 帰 東の 沙汰が あって、 

や  しょ どく 

其 事が 又 寝んだ と 見える。 良 子 刀自 所蔵の 柏 軒の 書牘 

が ある。 「御 発 駕も廿 一日 之処御 延引、 廿 三日 も 御 延引、 

未だ 日限 被 仰 出 無 之 候。 何れ 当月 内に は 御 発 駕と存 候。 

(下略。) 三月 廿 四日。 磐 安。 徳 安郎へ。」 本文 末 段 は 柏 


軒が 徳 安に 出 迎の事 を 指図した もの ゆ ゑ 省略した。 

わたくし は此 より 復柏 軒の 日記に 還る。 

r 廿 九日。 石 清水 八幡宮に 参リ 拝む。 (下略。)」 

「卅 日。 雨。」 

「卯月 朔日。 雨。 新日吉 神社、 佐 女 牛 八幡 宫両 所へ 参 

る。 (下略。)」 

「二日、 寅 日。 朝 雨、 昼より 晴る。 大樹 公 巳 刻 御 参内 

なり。 御供 揃 五つ 半時、 其 少しく 前 伯 元 等と 御先に 施 

おんな ほし 

薬 院へ御 入に て、 午の 半 刻 頃 二た 綾の 御 直 衣に て 御 参 

内、 引続き 一 橋 中 納言殿 も 御 参内 あり。 御 饗応 ありて、 

主上、 時宫、 前 関白 殿、 関白 殿、 大樹 公、 近衛 殿へ は 


吸物 五 種、 御 肴 七 種、 配膳の 公卿 は 吸物 三種、 肴 五 種 

なりと ぞ。 大樹 公へ は 天盃 を 賜り 御馬 を 賜る。 御盃台 

は 柳 箱、 松 を 著け、 松に 鬚 籠 を 桂く。 夜 戌の 半 刻 頃 御 

退出に て、 亥 刻 前 施薬 院を御 立ち、 伯 元 等と 亥 刻に 旅 

宿へ 帰る。 (下略。)」 「主上」 は 孝 明 天皇、 「時 宮」 は皇 

た  >  ひろ 

太子、 「前 関白」 は 近衛 前 左大臣 忠熙、 「関白」 は 鷹 司 

前 右大臣 輔熙、 「近衛」 は 近衛 大納言 忠房 である。 

「三日、 卯 日。 天晴れ 熱し。 廬 山寺の 元三 大師 御堂へ 

参る。」 是日柏 軒が 塩田 良 三 を 伏 見へ 遣って、 竹 内 立 賢 

に 会談せ しめ、 江戸の 近況 を 知った こと は、 次に 引く 

べき 書牘に 見えて ゐる。 


柏 軒の 日記 は此に 終る。 

四日に は 柏 軒が 郷に 寄す る 書 を 作った。 此書 は富士 

川 氏の 蔵す る 所で ある。 「公方 様 益 御 安泰に 被 為 在、 

難 有事に 御 坐 候。 次に 手前 壮健 平安に 候。 其 地 も 静謐 

に 相 成 様 承知 候。 何分 公方 様 御 事 禁庭様 御 首尾 大に 

よろしく 

宜 被 為 在に 付、 御 発 駕も御 延に相 成 候御容 子、 来る 

十 一 日 石 清水 八幡宮に 行幸 有 之、 公方 様 御供 奉 被 遊 候。 

右 相 済 候 は >  中旬 頃 御 発 駕も可 有 之 哉、 旋 と不存 候。 

こと は み すこやかに 

手前 事 者 身 健、 心中 平安 喜 楽、 其 地 之 事 者 常 敬 策 三 

子 被 相 守、 毫も 案思不 申、 但其 地に 而怖畏 致 居候と 案 

思 候。 乍 併 兼 与 大小 神祇、 乍 恐 同心 合意 候 間、 一 切災 


害不加 正直 忠信 之 人 祈願 仕 候 間、 其 地 吾 一 家に 不限、 

知識 正 真忠心 善意 善行 之 者 被災 害 事 者 決 無 之、 一 統莫 

有 怖畏存 候。 吾 一 家 之 外 者、 狩 谷、 川 村、 清 川、 其 外 

え 御 伝 示 可 被 給 候。 唯 一 途に正 真 忠信に 奉 神 奉 先 接 人 

憐物関 要に 候。 尚 後便 可 申 候。 去る 先月 廿 九日 石 清 

こ 、ろ を やすんじ 

水 参詣 致、 別而難 有感信 致、 別而 家内 之 事大 安 心 

候。 尚 後便 可 申 候。 目出度 以上。 卯月 四日。 磐 安。 常 

庵 殿。 敬 順 殿。 安 策 殿。 徳 安殿。 昨 三日 良 三往伏 見、 

そのち のよう す をつ くし 

立 賢に 逢、 悉 其地容 子、 承知 候。 以上。」 

その 三百 十九 


せき どく  えんけい 

わたくし は 日記 尺牘 等に 拠 つ て 柏 軒の 癸 亥淹京 中の 

事 を 叙し、 四月 四日に 至った。 

中 一 日 を 隔て、 五日 は 柏 軒が ニ条の 城に 宿直した。 

日 割 は 六日で あつたの を、 繰り上げて もらった。 

是は前 月 一 一十 二日に 江戸 を 発して 福 山に 向ふ棠 軒と 

会見せ むがた めに、 六日に 伏 見に 赴く 地 をな したので 

ある。 

六日に は 柏 軒が 暇 を 乞うて 伏 見に 往き、 棠軒を 見た 

しも 

らしい。 此ニ 日間の 事 は 下の 書牘が これ を 証す る。 書 

牘は良 子 刀自の 蔵す る 所で ある。 「手紙 披見、 


不 勝大悦 候。 去月 十八 日出 立と 承知、 其後廿 二日 出立 

ちゃうけ い あ ひまち  い つ ちゃうけん せむ とほつ しそろ 

と 承知、 其 日数より 長 頸 相 遅、 必欲 一長 見 候。 

数 大津迄 人 遣 候。 必 一 見、 既に 今日 当番、 繰 合 昨夜 

相 勤 置 程に 相見渴 望。 従是僕 直に 伏 見 迄 参 候。 路費乏 

少困入 察 候 得 共、 何 如 様 共 可 致、 誰か 少 病気と 称し、 

枉て 今夜 者 伏 見に 滞留 可 被致存 候。 いろく 書た きこ 

と あれ ども、 心中 動気 致、 筆 まわらず、 いづれ 面 上目 

出度 可 申、 以上。 四月 七日。 磐 安。 春 安殿。」 棠軒良 安 

は 六 年 前より 春 安と 称して ゐ たので ある。 

中 三日 を 隔てて 十一 日に は、 孝 明 天皇が 石 清水 八幡 

宫に 行幸せ させ 給 ひ、 将軍家 茂 は 供奉し まゐら する 害 


であった。 わたくしの 手許に は 当時の 史料と すべき 文 

書が 無い。 しかし 聞く 所に 従へば、 此 行幸 は 天皇が 家 

茂に 節 刀 を 賜 ひ 攘夷 を 誓 はしめ ようと 思 召した ので あ 

つた。 それ ゆ ゑ 家 茂 は 病と称して 供奉せ ず、 一橋 中納 

言慶喜 をして 代らし め、 慶喜も 亦 半途より 病と称して 

還った さう である。 此日柏 軒の * 簿中 にあり しゃ 否 を 

知らない。 

十九 日に 棠 軒が 福 山に 著き、 船 町 竹 原屋六 右衛門の 

家に 僦 居した。 事 は棠軒 公私 略に 見えて ゐる。 

一 一十 一 日に 将軍家 茂が 大 坂に 住き、 柏 軒 は扈随 した。 

五月 十一 日に 家 茂が 京都に 還り、 柏 軒 は 又随ひ 帰つ 


た。 大坂 往復の 事 は 良 子 刀自 所蔵の 柏 軒が 書牘に 見え 

てゐ る。 「 去 四月 廿ー 日に 大坂 表に 被 為 入、 右 御供 致、 

当 五月 十 一 日に 還 御に 相 成、 御供に 而 帰京 致 候。 昨 十 

三日 御 参内 可 有 之 害 之 所、 些御 時候 中に 而御 延引に 相 

成 候。 此御 参内に 而 多分 御 暇 出、 近々 還 御に 可 相 成と 

存候。 (中略) 乍 去 御 出勤 迄 は 五六 日 も 間 可 有 之。 乍 

然 多分 御 暇 出 候 事と 存候。 (下略) 五月 十四日。」 自署 

もな く 宛名 もない。 しかし 恐く は 柏 軒が 徳 安に 与へ た 

もので あらう。 家 茂 帰 東の 望 は そら だのめ であった。 

かしま まちし もい ち 

六月 十八 日に 福 山に ある 棠 軒が 神 島 町 下巿須 磨屋安 

四郎の 家に 徒った。 


柏 軒の 病に 罹った の は、 恐く は是 月の 事で あらう。 

何故と 云 ふに、 次 月の 初に は 其 病が 既に 重くな つて、 

遺書 を さ へ 作る に 至 つ てゐ るからで ある。 

七月 七日に 柏 軒 は 京都の 旅 宿に 病み 臥し、 自ら 起た 

ざる こと を揣 つて 身 後の 事 を 書き 遺した。 此書は 現に 

しち 

良 子 刀自が 蔵して ゐる。 わたくし は 下に 其 全文 を 写し 

出す ことと する。 

その 三百 一 一十 

柏 軒 は 癸 亥の 歳に 将軍家 茂に 扈随 して 京都に 住き、 


淹留中 病に 罹り、 七月 七日に 自ら 不起 を 知って 遺書 を 

作った。 其 文 はかう である。 「文久 三年 癸 亥 七月 七日 

の、 病中 乍 臥 書す。 吾 は 御 国 魂 を 主と す。 若 吾 身 終ば、 

真に 吾 を 祭る 時 は、 先 第 一 古事記 を 読め。 次に 孝経 論 

語 を 読誦せ よ。 是は 真に 吾 を 祭る 時の 事 也。 其 余 は 今 

の 俗に 随て、 七七日、 月 忌、 年忌に 僧 を 請、 仏典 を 読 

は 不可 廃。 次に 忌日 吾 を 祭る 時 は 孝経 第 一 、 次に 論語、 

忌日 広く 吾 を 祭らむ と 思 はば、 内 経 素 問、 内 経 霊枢、 

次に 甲乙 経、 第三 は 通俗に 随て、 請僧誦 仏経。 是は大 

過なる ベから ず。 但所 好 は 普 門 品 也。 是は 吾平 生 所 

知。 千 巻の 経 を 読誦す る も、 生前に 不知 は 馬の 耳に 風 


也。 普 門 品の 次 は 仏祖 三 経 也。」 文中 古事記、 孝経、 論 

語、 素 問、 霊枢、 法華経 普 門 品 は 註す る こと を 須ゐぬ 

であらう。 甲乙 経 は 医 統正脈 中に 収められて ゐ る緘灸 

甲乙 経 十二 巻で ある。 仏祖 三 経 は 第一 四十 二 章 経、 第 

きざ ん 

ニ遺教 経、 第三 濃山警 策で ある。 

すみやか 

十五 日より 病 は 革 になった。 当時 治療に 任じた 医 

家 五 人が 連署して 江戸に 送った 報告書 を此に 抄出す る。 

十五 日 後。 「小腹 御 硬満、 時々 滴々 と 二 勺 不足 位 之 御 

便通 有 之、 尤 竹筒 相 用 候 程 之 は 通じ 無 之、 始終 W 紗に 

てし めし 取 申 候。 御 食 気 更に 不被為 在、 氷 餅 之 湯少々 

づ つ 強て 差 上候而 已。」 


十七 日朝。 「翌暁 迄 二 勺 不足 之 は 通じ 十一 度 有 之、 

其 間 多分 御 昏睡。 」 

十八 日。 「御 疲労 相 募、 始終 御 昏睡、 御 小水 は 通じ 日 

之 内 六 度、 夜に 入り 七 度 被 為 在。」 

十九 日。 「七つ 半時 頃より 御 呼吸 御 短 促に 被 為成、 

卯 之 上刻 御 差 重 被 遊 候。」 柏 軒 は 遂に 五十 四 歳に して 

歿した ので ある。 

此 記事 はわた くし をして 柏 軒が 萎縮腎よ リ 来た 尿 閉 

に 死した こと を 推測せ しめる。 

「明日 迄 御 病牀之 儘に 仕置。 御 召は官 服。 御 袴 御 寸法 

通り、 御 帯 共 晒 布に て 仕 立。 御 肌 著 御 椎子は 新き 御 有 


合 為 召。 御 沐浴 明晩 仕。 (中略。) 一 と 先高 倉 五条 下る 

処曹洞 派 禅 院宗仙 寺へ 御 棺御移 申 上。 (中略。) 御棺ニ 

重に 仕 立、 駕籠に て宗仙 寺へ 御 送 申 上 候。 (中略。) 徳 

安 様 御 著 之 上 御 火葬 可 仕 心得に 御 坐 候。 御 剃髪 は 藤 四 

郎へ申 付 候。 七月 十九 日。 多 峰 安 策。 湖南 正路。 西 田 

玄同。 塩田 良 三。 志 村 玄叔。 柴田定 庵 様。 松 田 敬 順 

様。」 「明日」 は 二十日、 「明晩」 は 二十日 夕で ある。 連 

著の 初 三人 中 安 策 は 本の 清 川 氏 孫で、 柏 軒の 病 を 聞い 

て 上京した ので ある。 他の 二人 は 未だ 考 へない。 報告 

書 は 良 子 刀自の 蔵す る 所で ある。 

宗仙 寺に 於け る 秉炬の 語と 覚 しきものが、 同じ 刀自 


〔# 「刀自」 は 底本で は 「刀 目 匕 の 蔵 儲 中に ある。 「文 質 

彬々 行 亦 全。 有 忠有信 好 称 賢。 官晋 法眼 能 医業。 洛奉 

君 台 無 等 肩。 兹惟 新捐館 文行院 忠信 居士。 真 機 卓爾。 

本体 如然。 生 也 依 因。 五十 四 年 前在武 陵。 体得 医家 道。 

薬 与 病 者。 命延愈 客。 死 也 任 縁。 五十 四 年後 在洛 陽。 

帰 入 如来 禅。 形蔵宗 仙。 影顕長 谷。 直 得。 其 文 行 也。 

文 彩 縦横。 行 触 相応。 其 忠信 也。 忠勇 発達。 信 厚 確焉。 

或 時 看 読 仏祖 三 経 等。 具 無 修無証 仏祖 行李 之 眼。 或 時 

諳誦 観音 普 門 品。 得 耳 根 円 通観 音妙智 之玄。 到 這 裏 非 

真 非 仮。 木 人 夜半 拍手 舞。 非凡 非聖。 石 女 天明 和 曲暄。 

正与麼 時。 帰 家穏坐 底作麼 生。 露。 普陀 山上 真如 月。 


影 浴 清流 長 谷 鮮。」 「形 蔵宗 仙、 影顕長 谷」 は 柏 軒の 墓 

が 京都の 宗仙 寺と 江戸の 長 谷 寺と にある を 謂った もの 

である。 

その 三百 一 一十 一 

此年 文久癸 亥の 歳 七月 二十日、 棠軒は 福 山に あって 

柏 軒の 病 を 聞き、 上京の 許 を 阿部 家に 請 ひ、 直に 裁可 

を 得た。 即 京都に 於て 柏 軒の 遺骸 を宗仙 寺に 送った 日 

である。 

二十 一 日に 棠軒は 福 山 を 発した。 


二十 六日の 朝 棠軒は 入京した。 推す るに 柏 軒の 遺骸 

は是日 荼毘に 付せられ たこと であらう。 柏 軒の 墓 は 京 

都の 宗仙 寺に 建てられ、 後 又 江戸に 建てられた。 法語 

の 「形 蔵宗 仙、 影顕長 谷」 は 既に 云った 如く 此事を 指 

すので ある。 京都の 墓に は 「伊沢 磐 安 法眼 源 信 道 之 墓」 

と 題して ある さう である。 按ずる に 柏 軒の 名 は 初め 

信 重であった。 後 信 道と 改めた ので あらう。 

八月 廿ー 日に 公に 稟 して 柏 軒の 喪 を 発した。 

を は 

九月 十九 日に 棠軒は 柏 軒の 後事 を 営み 畢 つ て 京都 を 

発した。 

十月 三日に 棠軒は 福 山に 帰り 着いた。 わたくし は棠 


軒 公私 略 中此往 反に 関する 文 を此に 引く。 

「七月 廿日 夕、 柏 軒先 生 京師 旅寓 より、 御 同人 御大 病 

に 付、 繰 合 早々 上京 可 致 旨、 安 策より 申 越 候に 付、 願 

書 差 出 候処、 即刻 願 之 通 勝手次第 被 仰 付、 翌朝 発足、 

廿六 日朝 京 著 之処、 去 十九 日 御 卒去 之 由、 八月 廿 一 日 

発 喪 相 成、 九月 十九 日 京 発、 十月 三日 福 山 帰 著。」 

えき さく  えびすが は 

柏 軒 易 簀の処 は 夷川 の 玉屋 伊兵衛の 家であった だ 

らう。 何故と 云 ふに、 柏 軒が 淹京中 宿舎 を 変更した こ 

と を 聞かぬ からで ある。 柏 軒 は 三月 四日より 七月 十九 

日に 至る まで 京都に 生活して ゐた。 三月 大、 四月 大、 

五月 小、 六月 犬であった から、 百 三十 六日 間であった。 


此間 貧窮 は 例に 依って 柏 軒に 纏繞 して ゐ たらしい。 松 

田 氏の 語る 所に 従へば、 塩田 良 三は師 のために 大 坂の 

親戚に 説いて 金 三百 両を 借り、 僅に 費用 を辨 ずる こと 

を 得た と 云 ふこと である。 

しも 

松 田 氏 は 又 柏 軒の 死に 関して 下の 如く 語った。 「わ 

たくし は 癸 亥の 歳に 柏 軒先 生の 京都に あって 歿した の 

は、 死所 を 得た もの だと 云 ふこと を 憚らない。 後年 先 

生の 嗣子 磐 君が 困窮に 陥った 時 わたくしに、 父が も 

つと 長く 生きて ゐて くれたら、 こんな 目に は 逢 ふまい 

と 謂った ことがある。 わたくし は 答へ て、 いや、 さう 

でない、 先生 は あの 時に 亡くなられ ておし あはせ であ 


つたと 云った。」 

「竹 内 立 賢 も 維新 後に わたくし にかう 云 ふ 事 を 言った。 

それ は 柏 軒先 生が 若し 生きながら へ て此 聖代に 遭 はれ 

た ら差詰 神祇官 の 下で 大少 副の 中 を 拝せられ るの だつ 

たにと 云った ので ある。 わたくし は 其 時 も 答へ て 云つ 

た。 いや、 さう でない。 なる 程 先生 は 敬神の 念の 熱烈 

であった こと は 比類 あるまい。 しかし 官職の 事 は 自ら 

別で、 敬神 者が 神祇官に 登庸せられ ると 云 ふわけ に は 

行かない。 先生 は 矢 張 あの 時 亡くなられて 好かった の 

だと 云った。」 

「わたくしの 柏 軒先 生 は 死所 を 得た もの だと 云 ふの は、 


そちく 

抑 理由の ある 事で ある。」 

その 三百 一 一十一 一 

わたくし は 柏 軒が 死所 を 得た と 云 ふ 松 田 氏の 談話 を 

記して、 未だ 本題に 入らなかった。 松 田 氏 は 下の 如く 

に 語り 続けた。 

「柏 軒先 生が 多紀直 庭、 辻 元 冬 嶺の残 後に 出で、、 異 

数の 抜擢 を 蒙った 幸運の 人であった こと は、 わたくし 

さき 

の 前に 云った 如くで ある。 又 その 公衆に 対する 地位 も、 

父 蘭 軒、 兄榛 軒の 余沢 を 受けて、 太 だ 優れて ゐた。 先 


生が お 玉が 池 時代に 有して ゐた千 戸の 病 家 は、 先生 を 

こはく 

して 当時 江戸 流行 医の 巨擘たら しむる に 足る もので あ 

つた。」 

「しかし 先生 を 幸運の 人と なすの は、 偏に 目 を 漢医方 

の 上に のみ 注いだ 論で ある。 若し 広く 時勢 を 観る とき 

きたい 

は、 先生の 地位 は 危殆 を 極めて ゐた。 それ は 蘭 医 方が 

既に 久しく 伝来して ゐて、 次第に 領域 を 拡張し、 次第 

に 世間に 浸漸 し、 漢医 方の 基礎 は 到底 撼揺を 免る ベ か 

ら ざるに 至った からで ある。」 

「蘭 医 方、 広く 云へば 洋医方 は 終局の 勝者であった。 

此 時に 当って、 敗残の 将が孤 塁に 拠る やうに、 稍 久し 


く漢医 方の ために 地盤の 一 隅 を 占有した 人が ある。 彼 

浅 田 栗 園の 如き は即是 である。 若し 柏 軒先 生が 此に至 

るまで 生存して ゐ たら、 能く 身 を 保つ こと 栗 園に 等し 

きこと を 得た であらう か。 わたくし は 甚だ これ を危 

む。」 

「わたくしの 見る 所 を 以てすれば、 豪邁なる 柏 軒先 生 

は 恐く は彼慧 巧なる 栗 園 を 学ぶ ， 」 と を 得な かった であ 

らう。 又 操守す る 所の 牢固であった 柏 軒先 生が、 彼 時 

と 推し 移って 躊躇す る ことなく、 気脈 を 栗 園に 通じて 

能く 自ら 支持した 清川玄 道と 大に趣 を 異にすべ き は 論 

を須 たない。 先生 は 玉砕すべき 運命 を 有して ゐた 人で 


ある。 わたくしが 先生 を 以て 死所 を 得た となす の は、 

これが ためで ある。」 

「独り 先生 を然 りと する のみで はない。 先生の 門下に 

うなじ 

は 一 人と して 新興の 洋医 方の 前に 項 を 屈した もの は 

無い。 塩田 だって、 わたくし だって、 医と して は 最後 

に 至る まで 漢医 方を棄 てなかった。 わたくし は郷 人に 

勧誘 せられて、 維新 第二 年 (己巳) に 岩 村 藩の 権大参 

事に なって 医 を 廃した。」 

以上 は 松 田 氏が 柏 軒の 癸 亥 七月 十九 日淹京 中の 死 を 

以て 所 を 得た ものと する 論断で ある。 わたくし は此ょ 

り 柏 軒の 学術 を 一 顧しょう とお も ふ。 是も亦 主として 


松 田 氏と 塩田 氏との 言に 拠らざる こと を 得ない。 

科学の 迹は 述作に 由って 追尋 する より 外に 道が 無い。 

然るに 伊沢 氏 は 蘭 軒 以下 書 を 著さなかった。 是は蘭 軒 

の 遺風であった。 それ ゆ ゑ 柏 軒 所 著の 書と 云 ふ もの も 

亦 絶無で ある。 

わたくし は此 事に 関する 松 田 氏の 言 を 下に 記さう と 

おも ふ。 是は蘭 軒の 条に 云った 所と 多少 重複す る こと 

を 免れぬ が、 柏 軒の 学 を 明に する に は、 ，. 勢 伊沢 家学 

の源統 より 説き 起さ、 X る こと を 得ぬ ので ある。 

その 三百 一 一十三 


松 田 氏 は 柏 軒 医学の 伝統 を 説く こと 下の 如くで ある。 

「支那の 医学 は 唐 代 以後 萎靡して 振はなかった。 唐宋 

元 明 清の 医家に は 真に 大家と 称する に 足る ものが 莫ぃ。 

けい ざんさい てい  あ ひつ 

それ ゆ ゑに 我国の 多紀 氏に、 桂 山 直 庭の 父子が 相 腫い 

で 出で たの は、 漢医 方の 後 勁と すべきで ある。 肥 後に 

けんぼく きんざん  けうし 

村 井 氏が あって、 見朴琴 山の 橋 梓 相承け て 関西に 鳴つ 

たが、 多紀 氏の 該博に 視れ ば、 尚 一籌を輸して ゐ た。」 

「伊沢 蘭 軒 は多紀 父子と 世 を 同う して 出で、 父子が 等 

身の 書 を 著す を 見て、 これと 長 を 争 ふこと を 欲せな か 

あやまち  こと 

つた。 且 述作の 事た る、 功 あれば 又 過 が ある。 言 一 


たび 口より 発し、 文 一た び 筆に 上る とき は、 いかなる 

博聞 達識 を 以てしても、 醇 中に 疵を交 ふること を 免 

れ ない。 蘭 軒 は多紀 氏の 書 を 読んで、 善書 も 亦往々 人 

を 誤る こと ある を 悟った。 是が 伊沢 氏の 不立 文字の 由 

つて 来る 所で ある。」 

「蘭 軒 は 此の 如くに 思惟して 意 を 述作に 絶ち、 全力 を 

竭 して 古書の 研鑽に 従事した。 そして その 体得す る 所 

はこれ を 治療に 応用した。 古書 中 蘭 軒の 最も 思 を 潜め 

たの は 内 経で ある。 それ ゆ ゑに 彼 素問識 霊枢識 に編録 

せられた 多紀 氏の 考証の 如き も、 蘭 軒が ために は 一 の 

階梯た るに 過ぎなかった。 是が 伊沢 氏の 家学で、 榛軒 


柏 軒の 二子 はこれ を 沿 襲した。」 

以上 は 松 田 氏の 言で ある。 わたくし はこれ に 参す る 

に 塩田 氏の 言 を 以てして、 榛軒柏 軒 兄弟の 研鑽の 迹を 

尋ねる。 塩田 氏 はかう 云って ゐる。 「榛軒 柏 軒の 兄弟 

は、 渋江抽 斎、 小島 抱 沖、 森枳 園の 三人と 共に、 狩 谷 

被 斎の 家に 集って 古書 を 校 読した。 其 書 は 多 紀茵庭 を 

介して 紅葉 山 文庫より 借り 来った ものである。 当時 一 

書の 至る 毎に、 諸子 は 副本 六部 を 製した。 それ は 善書 

の 人 を 倩って 原本 を 影 写せ しめたの である。 此 六部 は 

伊沢 氏 兄弟 一部、 渋 江、 小島、 森、 狩 谷 各一部で あつ 

た。」 


「わたくし は 当時の 抄 写に 係る 素 問 を 蔵して ゐた。 是 

本 は 伊沢 氏の 遺物で、 朱墨の 書 入が あった。 墨書 は榛 

なりゆき 

軒、 朱書 は 柏 軒で ある。 同時に 写された 書中 其 発 落 を 

詳 にすべき もの は、 狩 谷 氏の 本が 巿に鬻 がれ、 渋 江 氏 

の 本が 海底に 沈んだ と 云 ふの みで ある。 小島 氏、 森 氏 

の 本 はどうな つた か、 一 も 聞く 所が 無い。」 

「頃日 三輪 善 兵 衛と云 ふ 人が 書籍 館 を 起して、 わたく 

しに 古 医書 を 寄附せ むこと を 求めた。 わたくし は 旧蔵 

の 書籍 を 出して 整理した。 其 時宍戸 某と 云 ふ 人が 来て 

見て、 中の 素 問 を抽き 出し、 金 三十 円に 換 へて 持ち去 

つた。 即ち 榛軒柏 軒の 手 入 本で ある。 後に 聞けば、 宍 


戸 某 をして これ を購ひ 求めし めた もの は 富士川 游 君で 

あった さう である。」 以上が 塩田 氏の 言で ある。 

わたくし は 上に 榛 軒が 蘭 軒 手沢本の 素 問 霊 枢を柏 軒 

に 与へ たこと を 記した。 按ずる に 伊沢 氏に は 蘭 軒 手沢 

本と 榛柏 手沢本との 二種の 内 経が 遺って ゐた 害で ある。 

若し 後者が 果して 富士川 氏の 有に 帰したなら、 其 本 は 

必ずや 現に 京都大学 図書館に 預託 せられて ゐる であら 

う。 他日 富士川 氏 を 見たら 質して 見よう。 

その 三百 一 一十 四 


わたくし は 柏 軒の 学術 を 語って、 其 家学に 関する 松 

田 塩田 二 氏の 言 を 挙げた。 松 田 氏の 蔵す る 所に 柏 軒の 

筆蹟が あるが、 亦 その内 経を崇 尚す る 学風 を 見る ベ 

きで ある。 「文久 辛 酉。 嘗読健 斎 医学 入門。 至 其 陰 隙 

中 説。 有大 所感。 今 亦 至大 有 所得。 其 説 云。 吾 之未受 

中気 以生之 前。 則 心 在 於 天。 而為 五行 之 運行。 吾之既 

受 中気 以生之 後。 則 天 在 吾心。 而為五 事 之 主宰。 嘗自 

号 曰 天心 居士。」 医学 入門 は 明の 李 挺の 著す 所で、 古今 

の 医 説 を 集録し、 二百 八 門 を 立てた ものである。 そし 

て 其 陰陽 五行 説の 本 づく所 は 素 問霊枢 である。 此 書が 

明の 虞 博の 著した 医学 正伝と 共に 舶載 せられた 時、 


いまお ほぢ  けい  ふるばやし けんぎ 

今 大路 一渓 は 正伝 を 取り、 古林 見宜は 入門 を 取った。 

所謂 李 朱 医学 は此 よりして 盛に 行 はれた。 李と は 

東 垣 李杲、 朱と は丹渓 朱震亨 である。 入門に は 内傷に 

東 垣、 雑 病に 丹渓が 採って ある。 昌平 学校 は 古林の 東 

辟 後に 起した 所の 医 黌の址 ださう である。 健 斎 は 李 挺 

の 号で あらう か。 医学 入門 自序の 印 文に 此ー 一字が 見え 

てゐ る。 

伊沢 氏の 学風 は 李 朱 医学の 補血 益 気に 偏した もので 

はなかった。 惟 井上 金 蛾の 所謂 「廃 陰陽、 排 五行、 去 

素 霊 諸家、 直講張 仲景書 者」 たる こと を 欲せなかった 

ので ある。 


わたくし は此に 一 言せ ざるべからざる 事が ある。 そ 

れは 我家の 医学で ある。 吾 王 父 白 仙綱浄 は 雷 て 藩学の 

医 風に 反抗して 論争した。 当時の 津和野 藩 医官 は 上下 

悉く 素 問 学者であった。 綱浄は 独り 五行 配当の 物理に 

背き、 同僚の 学風の 実際に 切実なら ざる を 論じ、 張 仲 

景の 一 書 を 以て 立論の 根拠と し、 自ら 「疾医 某」 と 称 

して 自家の 立脚地 を 明に した。 しかし 綱浄は 古典 素 問 

を排 したので はなく、 素 問 学の 流 弊を排 したので あつ 

た。 尋で吾 父 は 蘭 医 方に 転じ、 わたくし は輓近 医学 を 

修めた ので ある。 

柏 軒の 治 病 法 は 概ね 観聚方 等に 従って 方を処 し、 こ 


れに 五六 種の 薬 を 配した。 それ ゆ ゑ 一方に 十 種 以上の 

薬 を 調合す る を 例と した。 是は明 清 医家の 為す 所に 倣 

つたので ある。 観 聚方は 多紀桂 山の 著す 所で、 文化 二 

年に 刊行 せられた。 

柏 軒の 技が 大に 售れ て、 侯伯の 治 を 請 ふ ものが 多 か 

つたこと は 上に 云った 如くで ある。 渋 江 保さん は 嘗て 

わたくしに 柏 軒と 津軽 家との 関係 を 語った。 津軽家 は 

順 承の 世に 柏 軒 を 招請し、 承 昭も亦 其 薬 を 服した。 柏 

軒の 歿後に 其 後 を 襲いだ もの は 塩田 楊 庵であった。 当 

時津軽 家の 中小 姓に 板 橋 清左衛 門と 云 ふ ものが あった。 

金 五 両三 人 扶持の 小禄 を 食み、 常に 弊衣 を 着て ゐ るの 


に、 君命 を 受けて お 玉が 池へ 薬 取に 住く 時 は、 津軽家 

の 上下 紋服 を 借りて 着て、 若党 草履 取 をした がへ、 鋏 

箱 を 持たせて 行った。 板 橋 は 無邪気な 漢で、 薬 取の 

任 を 帯る 毎に、 途次 親戚 朋友の 家 を 歴訪して 馬 牛の 

襟 裾 を 誇った さう である。 松 田 氏の 云 ふ を 聞く に、 細 

川 家 も 亦 柏 軒の 病 家であった。 

柏 軒の 相貌 は 生前に 肖像 を 画かし めなかった ので、 

今 これ を 審 にし 難い。 曾 能 子 刀自の 云 ふに は、 榛 

柏の 兄弟 は 兄が 痩 長で、 弟が 肥大であった。 父 蘭 軒に 

i: たの は、 兄ではなくて 弟で あつたと 云 ふ。 

松 田 氏 はかう 云って ゐる。 「柏 軒先 生 は 十 年 前の 信 


平 君に 似て ゐた。 あれ を 赭顔に すると、 先生 そつく 

りで あつたの だ。 先年 わたくし は 磐の 名義 を 以て、 

長 谷 寺に 於て 先生の 法要 を 営んだ ことがある。 其 時 門 

人 等が 先生に 遺 像の 無い のを憾 として、 油 画 を 作らせ 

ようとした。 それに は 信 平 君 を 粉本と して 画かせ、 わ 

しゅい  こくせ う 

たくしに その 殊 異なる 処を 指撾 せしめ、 屢 改めて 酷 肖 

に 至って 已 むが 好い と 云 ふこと になった。 此 画像 は 稍 

真に 近い ものと なった。」 渋 江 保さん の 云 ふに は、 此法 

要は 恐く は 明治 三十 一 一年 柏 軒 三十 七回忌に 営まれた も 

ので あらう と 云 ふ。 

松 田 氏 は 又 云った。 「柏 軒先 生の 面貌に は 覇気が あ 


つた。 これに 反して 渋 江抽斎 先生 は 丈 高く 色白く、 余 

リ 瘠せて はゐ なかった が、 仙人の 如き 風貌であった。」 

その 三百 一 一十 五 

柏 軒が 父 蘭 軒、 兄榛 軒と 同じく 近視であった こと は、 

既に 上の 松 田 氏 観 劇談に 見えて ゐる。 柏 軒の 子 徳安磐 

にも 此 遺伝が あった さう である。 最も 奇 とすべき は、 

柏 軒 近視の 証として、 彼 蘭 軒が 一 目 小僧に 逢った と 云 

ふに 似た 一 話が 伝 へられて ゐる ことで ある。 それ はか 

うで ある。 


浜 町に 山伏 井戸と 云 ふ 井が あった。 某の 年に 此 井の 

ほと リ よな/ \ ばけもの 

畔に 夜々 怪物が 出る と 云 ふ 噂が 立った。 或晚柏 軒が 

多紀茵 庭の 家から 帰り 掛かる と、 山伏 井戸の 畔で 一 人 

ことば 

の 男が 道 連に なった。 そして 柏 軒に 詞を 掛けた。 

「檀那。 今夜 はなんだ か 薄 気味の 悪い 晚ぢゃ ああり ま 

せんか。」 

柏 軒 は 「何故」 と 云って 其 男 を 顧みて、 又 徐に歩 を 

移した。 

しばらく 

男 は少焉 して 去った。 

次の 夜に 同じ 所 を 通る と、 又 道 連の 男が 出て 来て、 

前夜と 同じ 問 を 発した。 然るに 柏 軒の 言動 は 初に 変ら 


なかった。 

三た び 目の 夜に は 男 は 出て 来なかった。 是は 来掛か 

る 人に 彼 問 を 試みて、 怖るべき 面貌 を 見せた ので ある 

が、 柏 軒 は 近視で 其 面貌 を 見なかった。 男 は 獺 の怪 

であった と 云 ふので ある。 渋 江 保さん は 此話を 母 五 百 

に 聞き、 後 又 兄 矢 島 優 善に も 聞いた さう である。 

柏 軒 は 絶て 辺幅 を 修めなかった。 渋 江 保さん の 云 ふ 

を 聞く に、 柏 軒 は 母 五 百 を訪ふ 時、 跳躍して 玄関より 

上リ、 案内 を 乞 ふこと なしに 奥に 通った。 幼 き 保の 

廊下に 遊嬉 する を 見る 毎に、 戯に 其臂を 執って これ を 

噬む勢 をな した。 保 は 遠く 柏 軒の 来る を 望んで 逃げ 躱 


れ たさう である。 

柏 軒 は 酒色 を 慎まなかった。 毎に 門人に 戯れて、 「己 

も 少ぃ時 は 無頼漢であった」 と 云った ので ある。 又 門 

こと  ひそか 

人 平 川 良 栄は柏 軒の 言と して 竊 に 人に 語って 云 ふに、 

「先生 はいつ か 興に 乗じて、 己の 一 番 好な もの は 女、 次 

はなし 

は 酒、 次 は談、 次 は 飯 だと 仰った ことがある」 と 云つ 

そしり 

た。 好色の 誚は榛 柏の 兄弟 皆 免れなかった が、 二人 

は 其 挙措に 於て 犬に 趣 を 殊にして ゐた。 榛軒は 酒肆妓 

館に 入って 豪遊した。 しかし 家庭に 居って は 謹厳 自ら 

持して ゐた。 これに 反して 柏 軒 は 家に あって 痛飲 豪語 

した。 少 かった 頃に は 時に 仕 女に 私した こと さへ あつ 


た。 是は曾 能 子 刀自の 語った 所で ある。 

柏 軒 は 家人 を 呼ぶ に、 好んで 洋 人の 所謂 ノン、 ド、 

むすこ  むすめ やす 

カレ ッスを 以てした。 息 鉄 三郎を 鉄砲と 云 ひ、 女 安 

を 「やち やん こ」 と 云 ひ、 琴 を 「おこち やん」 と 云つ 

た 類で ある。 是は柏 軒の 直情径行 礼法に 拘ら ざる 処ょ 

へき ひ 

リ 来て ゐる。 此 癖は延 いて 其子徳 安に 及び、 徳安は 矢 

島 優 善の 妻 鉄 を 呼んで 「おて ちゃん」 と 云った。 これ 

に反して 渋江抽 斎の 如き は 常に 其 子 を 呼ぶ に、 明に 専 

むすめた-つ 

六と 云 ひ、 お 陸と 云った。 女棠に 至って は、 稍 呼び 難 

きが 故に、 特に 棠 嬢と 称した。 

柏 軒 は 江戸 市中の 祭礼 を 観る こと を 喜んだ。 是は渋 


江抽 斎と 同嗜 であった。 松 田 氏 はかう 云って ゐる。 

「柏 軒先 生や 抽斎 先生の 祭礼 好に は、 わたくし 共 青年 

は 驚いた。 柏 軒先 生の 家が 中 橋に あった 頃 は、 最も 山 

王 祭 を 看る に 宜しく、 又 狩 谷 翁の 家 は 明 神 祭 を 看る に 

宜しかった。 山車の 出る 日に は、 両 先生 は 前夜より 泊 

リ 込んで ゐて、 斥候 を 派して 報 を 待った。 距離が 尚 

遠く、 大鼓の 響が 未だ 聞えぬ に、 斥候 は 帰って、 只今 

山車が 出ました と 報ずる。 両 先生 は 直に 福 草履 を 穿い 

て馳せ 出で、 山車 を迎 へる。 そして 山車の 背後に 随っ 

て 歩く ので ある。 車上の 偶人、 装飾 等より 離の 節奏に 

至る まで、 両 先生 は 仔細に 観察す る。 そして 前年との 


優劣、 その 何故に 優り、 何故に 劣れる か を推窮 する。 

わたくし 共 は 毎に 両 先生の 帰って 語る の を 聞いて、 所 

謂 大人 者 不失其 赤子 之 心 者 也と は、 先生方の 事 だと 思 

つた。」 以上が 松 田 氏の 言で ある。 わたくし は 偶 松 

崎慊堂 文政 甲 申の 日 暦を閲 して、 「十五 日 (六月) 晴、 

熱、 都下 祭 山 王、 結綵 六十 余 車、 扮戯女 舞 数十 百 輩、 

満城奔 波 如 湧」 の 文が 目に留まった。 慊堂も 亦 祭礼 好 

の 一 人ではなかった だら うか。 

その 三百 二十 六 


柏 軒の 一 大 特色 は その 敬神 家た るに あった。 兄榛軒 

の 丸 山の 家に は 仏壇が あり、 又 書斎に 関 帝、 菅公、 加 

藤 肥 州の 三 神 位が 設けて あつたに 過ぎぬ が、 柏 軒の 中 

橋の 家、 後のお 玉が 池の 家に は、 毎 室に 神棚が あった。 

棚 は 白木 造で、 所謂 神体 を 安置せ ず、 又 一切の 神符 

の 類 を も陳ぜ なかった。 只 神燈を 燃し、 毎旦 塾生の 一 

人 をして 神酒 を 供へ しめた。 松 田 道 夫 は 塾 頭た る 間、 

を は 

常に 此 任に 当って ゐた。 神酒 を 供へ 畢れ ば、 主人 は逐 

次に 巡拝した。 

柏 軒の 神 を 拝す る 時間 は 頗 長かった。 塾生 中には 

ふく ひ  こと 

師を 迷信な りと して 腹 誹し、 甚 しきに 至って は 言に 出 


し、 其 声の 師の 耳に 達する を も 厭 はぬ ものが あった。 

家の 玄関に は昧爽 より 轎 丁が 来て 待って ゐて、 主人の 

神 を 拝して 久しく 出で ざる を もどかしが リ、 塾生 を 呼 

んで 「もしく、 内の 神主さん の 高 間が 原 はま だ 済み 

ません かい」 などと 云った。 柏 軒は此 等の 事 を 知って 

ゐて、 毫も 意に 介せ なかった。 

柏 軒 は 江戸の 巿街を 行く にも、 神社の 前 を 過ぐ る 毎 

に 必ず 拝した。 公事 を 帯びて 行く のでない と、 必ず 鳥 

ひろまへ 

居 を 潜リ広 前に 進んで 拝した。 又 祭日 等に、 ことさら 

に 参詣 するとき は、 幣 を 供 ふること を懈ら なかった- 

癸 亥の 年に 西 上した 時には、 柏 軒 は 駅に 神社 あるに 


逢へば 必ず 幣を献 り、 神職に 金 を 贈った。 「神道 録」 は 

断片に 過ぎぬ が、 当時 柏 軒が 所感 を 叙述した もので あ 

る。 京都に 入った 後、 公事に 遑 ある 毎に 諸 神社 を歴 

訪し たこと は、 上に 引く 所の 日記に も 見えて ゐる。 

柏 軒が 京都に ゐて 江戸の 嗣子 徳 安並に 門人 等に 与へ 

た 書に、 「兼 与 大小 神祇 乍 恐 同心 合意 候 間、 一 切 災害 不 

加 正直 忠信 之 人 祈願 仕 候 間、 其 地 吾一 家に 不限、 知識 

正 真、 忠心 善意 善行 之 者、 被災 害 事 者 決 無 之、 (中略) 

唯 一 途に正 真 忠信に 奉 神 奉 先 接 人 憐物関 要に 候」 と 云 

つて ある。 その 信念の いかに 牢固で あつたか を徴 する 

に 足る ので ある。 此書は 上に 其 全文 を 引いて 置いた。 


柏 軒は屢 神の 託宣 を 受けた と 称した。 松 田 氏 は 其 一 

例 を 記憶して ゐて 語った。 「柏 軒先 生 は 毎年 八月 二十 

五日に 亀 井戸の 天満 宫に詣 でた。 其 日に は 門人 数人 を 

したがへ、 神 田 川より 舟に 乗って 住った。 小 野 富穀の 

如き は 例と して 随従した。 安政 三年 八月 二十 五日に 門 

あ ひひ きゐ 

人数 人が 先生の 終日 家に 帰らぬ を 予期して、 相 率て 

仮宅に 遊んだ。 わたくし も此横 著者の 一 人であった。 

然るに 此 日に は 先生 は 亀 井戸に 住かずに、 書斎に 籠つ 

て 日 を 暮らした。 是は 天神の 託宣に 依って 門 を 出で な 

かった ので ある。 此日は 二日 前より 雨が 少しづつ 降つ 

てゐ たが、 夜に 入って 暴風雨と なった。 江戸の 被害 は 


前年の 地震に 譲らず、 亀 井戸 辺で は 家が 流れ 人が 溺れ 

た。」 

柏 軒 は 又 人の 病 を 治して 薬方の 適応 を 知る に 苦み、 

神に 祈禱 して 決する ことがあった。 

その 三百 一 一十 七 

わたくし は此 より 柏 軒の 門人の 事 を 言 はう とお も ふ _ 

しかし 蘭 軒 門人 録、 榛軒 門人 録は良 子 刀自 所蔵の 文書 

中に 存 して ゐて、 独 柏 軒の ものの みが 無い。 歴世 略伝 

に は 只 九 人の 名が 載せて ある。 「門弟。 松 田 道 夫、 塩 


田 真、 志 村 玄叔、 平 川 良栄、 清 川 安 策、 岡 西養玄 (後 

岡 寛 斎)、 成 田 元 章、 斎 木 文 礼、 内 田 養 三 (岡 西 以下 福 

山 藩。)」 

此 等の 門人 中 主として 師家の ために 内事に 任じた も 

の は 清 川、 志 村、 塩田の 三人で、 外事に 任じた もの は 

松 田で あつたと 云 ふ。 

清 川 安 策 孫の 事 は 既に 榛 門の 一 人と して 上に 載せて 

ある。 しかし わたくし は 後に 堀江 督 三さん を 介し、 孫 

の 継嗣 魁 軒さん に 就いて 家 乗を閲 する こと を 得た から、 

此に其 梗概 を 補 叙す る。 

蘭 門の 清 川 愷は家 世より 言へば 孫の 祖父、 実は 孫の 


父であった。 是は 既に 云った 如く 孫が 所謂 順 養子と な 

つたから である。 

あざな きつじん あいとん 

愷、 字は吉 人、 靄墩、 靄 軒、 梧 陰 等の 号が あった。 

を さなな 

居る 所に 名け て 誠 求 堂と 云った。 本復 本 氏、 小字 を武 

平と 云った。 

愷の生 父 稷本玄 昌も亦 医 を 業と した。 愷は其 次男と 

して 寛 政 四 年に 生れた。 文化 元年 十三 歳の 時 愷の兄 

い-つし ゆん 

友 春 に 汚行が あ つ て、 父玄昌 はこれ を 恥ぢて 自刃した。 

いさぎよし 

愷は 兄の 許に ある を 屑 とせず して 家 を 出で、 経学 

の 師嘉陵 村 尾 源 右衛門と 云 ふ ものに 倚った。 村 尾は愷 

をして 犬 塚 某の 養子たら しめた。 某の 妻愷を 悪んで 虐 


遇する こと 甚 しかった。 愷は犬 塚 氏 を 去り、 鎌 倉の 寺 

院に寓 し、 写経して 口 を 糊した。 

愷は此 時に 至る まで 家業 を 修めなかった が、 一日 医 

とならむ とする 志 を 立て、 始て蘭 軒の 門に 入った。 

蘭 軒は愷 をして 清 川 金 馬の 養子たら しめた。 時に 文 

化 十三 年、 愷は 二十 五 歳に して 昌 蔵と 改称し、 後又玄 

策、 玄 道と 称した。 

文政 十 年、 愷三 十六 歳の 時 嫡男 徴が 生れた。 初の 

妻 宝生 氏の 出で ある。 此年愷 は 中風の ために 右 半身 不 

随 になり、 且 一 目 失明した。 按ずる に 後年 蘭 軒の 姉 正 

宗院の 寿 宴のと き、 愷の 伊沢 氏に 寄せた 書は此 病の 事 


を 知った 後、 始て 十分に 会得す る ことが 出来る ので あ 

る。 

天 保 五 年 徴が八 歳に なった ので、 愷 はこれ をして 佐 

藤 一斎に 従 遊せ しめた。 九 年徴は 十二 歳に して 榛 軒の 

門人と なった。 是年 又愷の 次男 孫が 生れた。 継室 柵 子 

の 出で ある。 柵 子、 後 道 子と 云 ふ。 柴田芸 庵の 妹で あ 

る。 按ずる に 渋 江 氏の 伝 ふる 所の 愷が窮 時の 逸事 は、 

文政の 初より 天 保の 初に 至る 間の 事で あらう。 

十 年 七月 一 一十 八日 愷は 四十 八 歳に して 将軍家 慶に謁 

した。 行 歩 不自由の 故 を 以て 城内に 竹 杖 を 用ゐる こと 

を 許された。 


十四 年次 男 孫 六 歳に して 長 戸 得 斎の 門に 入った。 

弘化ー 一年 嫡男 徴 十九 歳に して 豊後 岡の 城主 中 川 修理 

大夫 久昭に 仕へ、 四 年 二十 一歳に して 侍医と なった。 

嘉永 元年 孫 十一 歳に して 榛 軒の 門に 入った。 五年榛 

軒が 歿して、 孫 は 十五 歳に して 柏 軒の 門に 転じた。 按 

ずるに 徴と 孫と は皆榛 門に ゐ たのに、 門人 録は徴 を 佚 

して、 独り 孫 を 載せて ゐる。 又 按ずる に 孫 は 小字 を昌 

蔵と 云 ひ、 後 安 策と 改めた が、 此 改称 は 早く 榛軒 在世 

の 時に 於て せられた。 魁 軒さん の 蔵 幅に 榛 軒の 柏 軒に 

与へ た 書が ある。 「昨日 御 相談 昌蔵 命名 之 儀、 愈 安 策 

に 仕 候。 安全 之 策 急に 出 所見え 不申 候。 賈誼 伝に 者 治 


安 策と 見え 申 候。 先認指 上申 候。 (中略。) 桑 軒と も 御 

相談 可 被 下 候。 (中略。) 燈巿後 一 日。」 桑 軒 は 未だ 考へ 

ない。 或は 徴の号 棗 軒 を 一 に 桑 軒に も 作った もの か。 

その 三百 一 一十 八 

わたくし は 柏 軒 門人 清 川 安 策 孫の 事 を 記して、 清 川 

氏の 家 乗 を 抄出し、 嘉永五 年に 愷の 次男た る 孫が 師榛 

軒 を 失って、 転じて 柏 軒の 門に 入った と 云った。 当時 

父愷は 六十 歳、 嫡男に して 岡 藩に 仕へ た徴は 二十 六 歳、 

次男 孫 は 十五 歳であった。 


こ つ そ 

安政 三年に は 孫が 右 脚の 骨疽に 罹って、 起 行す る こ 

との 出来ぬ 身と なった。 此ょリ 孫 は 戸 を 閉ぢて 書 を 読 

むこと 数年であった。 

四 年 徴が躋 寿 館に 召されて 医 心 方 校刊の 事に 参与し 

た。 時に 年 三十 一 であった。 

六 年 七月 九日 愷が 六十 八 歳に して 歿した。 是ょリ 先 

愷は 向島 小 梅 村に 隠れ 棲んで 吟詠 を 事と して ゐた。 現 

に 梅 村 詩集 一巻が あって 家に 蔵せられ てゐ る。 愷は再 

むすめえ い 

び娶 つた。 前 妻 宝生 氏 には子 徴、 女栄 があって、 栄は 

むすこ そん 

鳥 取の 医官 田 中 某に 嫁した。 継室 柴田 氏に は 息 孫、 

むすめみ き 

女 幹が あって、 幹 は 新 発 田の 医官 宫崎 某に 嫁した。 


按ずる に栄の 嫁す る 所の 田 中 氏は棠 軒の 生家で ある。 

是に 由って 観れば、 木 挽 町の 柴田 氏と 云 ひ、 鳥 取の 田 

中 氏と 云 ひ、 実は 皆棠 軒の 姻戚で ある。 

十一月 徴が 父の 称 玄道を 襲いだ。 その 受 くる 所の 秩 

禄は 二十 五 人 扶持であった。 岡 藩主 久昭は 夙く 父愷に 

所謂 出入 扶持 十 人 扶持 を 給して ゐ たので、 徴は弘 化 丁 

未に 侍医 を 拝して 受けた 十五 人 扶持に 加 ふるに 父の 出 

入 扶持 を 以てせられ、 今の 禄を 得る に 至った ので ある。 

愷の 出入 扶持に は猶 参河吉 田の 松 平 伊豆守 信 古の 給す 

る 五 人 扶持、 上野 高 崎の 松 平 右京亮 輝聡の 給す る 二人 

うたの かみた > あき 

扶持、 播磨姫 路の酒 井 雅楽 頭 忠顕の 給す る 若干 口が あ 


つた。 

ききう  たみね 

徴が 箕裘を 継ぐ に 当って、 孫 は 出で て 多 峰 氏 を 冒し 

た。 時に 年 二十 二で、 脚疽は 既に 癒えて ゐた。 是は熱 

海 の 澡 浴が 奇功を 奏した ので ある。 

文 久ニ年 孫 は 日本 橋 南 新 右衛門 町に 開業した。 是は 

当時 幕府の 十 人 衆たり し 河 村 伝 右衛門の 出力に 頼った 

の だと 云 ふ。 時に 年 二十 五であった。 

既にして 次年 癸 亥に 至り、 柏 軒が 京都の 旅寓に 病ん 

だ。 孫 は 報 を 得て 星馳 入洛し、 師の 病牀に 侍した ので 

あった。 当時 江戸に ある 兄 清 川 玄道徴 は 三十 七 歳、 京 

都に ある 弟 多 峰 安 策 孫 は 二十 六 歳であった。 


松 田 氏の 語る 所に 拠れば、 松 田 氏より 長ず る こと 一 

歳の 孫 は、 平生 柏 軒の 最も 愛する 所で、 嘗て 女 国を以 

てこれ に 配せ むとした が、 事に 阻 げられ て果 さず、 国 

は 遂に 去って 狩谷矩 之に 適いた の だと 云 ふ。 

孫 は 京都に あって 喪に 居る こと 数日で あつたが、 忽 

ち江 戸の 生母 柴田 氏が 重患に 罹った こと を 聞いた。 帰 

るに 及んで、 母の 病 は 稍 退いて ゐた。 次年 元 治 紀元 甲 

子 四月 五日に 異母 兄徴が 歿し、 # で慶応 紀元 乙 丑 八月 

に 母 も 亦 歿した。 徴は年 を 響く る こと 僅に 三十 八で あ 

つた。 

しはつ  き やうう 

徴、 字 は 子潑、 棗 軒、 杏※ 〔# 「こざとへ ん+ 烏」、 8 


を さなな て-つ 

巻- 246- 上.？ r 月 海、 済 斎の 諸 号が あった。 小字 は 釣 八、 

長 じて 玄 策と 称し、 後 玄道を 襲いだ。 妻 三 村 氏に 子 道 

いとけ な 

栄、 女 鉄が あつたが、 徴の 残した 時には 皆 尚 幼 かつ 

た。 是に 於て 孫 は 多 峰 氏を棄 て、 生家に 復り、 所謂 順 

養子と なった。 甲子 二十 七 歳の 時の 事で ある。 

その 三百 一 一十 九 

わたくし は 柏 軒 門人の 主なる もの を 列 叙せ むと 欲し 

て、 先 づ清川 安 策 孫 を 挙げ、 其 家 乗を抄 して 慶応 紀元 

の 歳に 至った。 


慶応 紀元に 列 侯の 采 地に 就く ものが あって、 孫の 主 

君 中 川 久昭も 亦 豊後竹 田に 赴いた。 当時 孫 は 母 柴田氏 

の猶 世に 在る 故 を 以て 扈随 する こと を 得なかった。 孫 

はこれ がた めに 一 旦藩籍 を 除かれた。 

明治 二 年 六月 久昭の 東京に 移った 時、 孫 は 復籍して 

三人 扶持 を 受けた。 i で 廃藩の 日に 至って、 禄 十二 石 

を 給せられ、 幾 もな くこれ を 奉還した。 

六 年 二月 孫の 家が 火け、 悉く 資財 を 失 ひ、 塩田 真に 

救 はれて 僅に 口 を 糊した。 

九 年 五月 孫行矣 館の 副 長と なった。 館 は 柳 橋に あつ 

た。 古川 精 一 の 経営す る 所の 病院で、 其 長 は 浅 田 栗 園 


であった。 栗 園、 初の 名 は 直 民、 字は識 二、 後に 名 は 

惟 常、 字 は 識此と 改めた。 祖先 は 源の 頼 光より 出で、 

乙 葉 氏 を 称した が、 摂津 国より 信 濃 国に 徒り、 内蔵 助 

長 政と 云 ふ 者が 筑摩郡 内 田 郷浅田 荘に城 を 構へ て 浅 田 

氏と なった。 後 石 見守 長 時に 至って 松 本の 西南 栗 林 村 

とうさ いせいき 

に 居り、 東 斎 正 喜に 至って 始て医 を 業と した。 東 斎の 

さいあん ゐ かい 

子 を 済 庵 惟 諧と云 ふ。 文化 十二 年 五月 二十 三日 済 庵の 

子に 栗 園 惟 常が 生れた。 栗 園 は 少時 京都に 遊び、 中 西 

深 斎の 家に 寓 して 東 洞 派の 医学 を 修め、 天 保 七 年 二十 

二 歳に して 江戸に 開業し、 文久 元年 四十 七 歳に して 将 

軍 家 茂に 謁し、 慶応ニ 年 五十二 歳に して 家 茂の 侍医と 


なった。 江戸に あって は 初め 本康宗 円に 識ら れ、 宗円 

これ を 多紀鹿 庭、 小島 宝 素、 喜 多 村栲窓 等に 紹介した。 

住所 は 初め 通 三 丁目で あつたが、 晚年牛 込 横 寺 町に 移 

つた。 此年栗 園 六十 二 歳、 孫 三十 九 歳であった。 

十 年 東京 府が孫 を 医会の 幹事に 任じた。 

十一 年 八月 孫 博^ 病院の 医員と なった。 博 済 は 両替 

町に あった 脚気 病院の 名で、 院長 は 又 栗 園であった。 

十一 一年 三月 孫 温 知 舎 副都講 となった。 舎 は漢医 方の 

学校であった。 

十四 年 八月 孫 栗 園と 倶に 滋宫 尚 薬 奉 御と なった。 

滋宮 は韶子 内親王で ある。 


十六 年 三月 孫の 家が 再び 火け た。 四月 新居が 落せら 

れた。 是月孫 本 町 温 知 医黌の 医学 教諭と なり、 これに 

属する 温 知 病院の 副 長と なった。 其 長 は 例の 如く 栗 園 

が これに 任じた。 九 月滋 宮薨ぜ させ 給 ふ 故 を 以て 尚 薬 

の 職 を 解かれた。 

ちゃう 

十九 年 孫 左 脛に 疔を 生じ、 十月 四日 四十 九 歳に し 

て 残した。 孫、 字 は 念祖、 菖軒 又は 六菖と 号した。 

小字 は昌 蔵、 長 じて 安 策、 後玄 道と 称した。 孫 は玄道 

の 称 を 襲ぐ に 当って、 自ら 戯れて 犬玄 道と 云った。 継 

嗣は 今の 魁 軒さん である。 名 は 温、 字 は 子 良、 通称 は 

たんげ かう しゃ 

玄道、 春雨、 杏花の 別号が ある。 実は 水 谷 丹 下 高 射の 


子で、 小字 を舜 三と 云った。 文久 三年 正月に 生れ、 明 

治 七 年 十二 歳に して 估 を 失 ひ、 九 年 十四 歳に して 孫の 

門に 入り、 孫の 残す るに 臨んで、 遺命に 依って 家 を 継 

ぢ よ 

いだ。 時に 年 二十 四であった。 妻 は 徴の女 鉄で ある。 

孫の 室 酒 井 氏 には子が 無かった。 

菖軒 孫の 浅 田 栗 園と 親善であった こと は、 孫の 履歴 

ぜんしう 

に徴 して 知る ことが 出来る。 孫 は 新 都 善售の 漢方医と 

して 栗 園と 並 称せられた。 柏 軒 門人 中 或は 孫が 伊沢 氏 

を 去り 浅 田 氏に 就いた と 云 ふ もの、 あつたの は、 恐く 

は此に 胚胎して ゐ るので あらう。 栗 園詩存 に、 「次 清 

川菖軒 七月 三日 剃髪 詩 韻 却 寄」 の 七 絶が ある。 「銀 海 


聞 君晦転 明。 南 薫 一 夜 掃 雲 軽。 洋風 難 化 心頭 月。 古 鏡 

磨 来 旧 影 清。」 玄道は 剃髪 前 目疾に 罹って ゐ たと 見える。 

松 田 氏の 語る を 聞く に、 孫が 疔を 生じて 重態に 陥つ 

た 時、 松 田 氏 は 名 古屋の 裁判所 長に なって ゐ たが、 書 

を 寄せて 治 を洋方 医に 託せむ こと を慫慂 した。 しかし 

未だ 報復 を 得 ざ る に 、 訃音が 早く 至った さう である。 

わたくし は 此に清 川 氏の 家に 伝 ふる 所の 一 事 を附載 

したい。 それ は 柏 軒の 妻 狩 谷 氏 俊の 病の 事で ある。 俊 

は 処女たり し 時 労 咳 を 病んで 愷の治 を 受けた。 当時 日 

毎に 容態 書 を 寄せて 薬 を 乞うた が、 其 文に 諧謔の 語が 

多かった。 中に 「お、 せつな 咳の み 出で て 影 薄く 今や 


死ぬ らん 望 之の 子 は」 の 狂歌が あった。 「逢坂の 関の 

清水に 影 見えて 今や 引 くらむ 望月の 駒」 のパ 口 ヂィで 

ある。 後年 致死の 病 はこれ と は 別で、 崩 漏 症で あつ 

たらしい。 今 謂 ふ 子宮癌で あらう か。 其 証 は 当時の 歌 

の 四 五の 句に、 「花の しべ 石な むる 此身 は」 と 云 ふの が 

くわず ゐ せき 

あった。 漢薬花 蕊石は 崩 漏の 薬で ある。 

その 三百 三十 

柏 軒 門人 中 清 川 安 策 孫の 事 は 既に 記した。 次に 挙ぐ 

べき は 志 村玄叔 である。 


玄叔、 名 は良愷 である。 その 天 保 九 年に 生れ、 安政 

四 年に 柏 軒の 門に 入った こと は 上に 見えて ゐる。 文久 

三年 柏 軒に 随 つて 京都に 赴き、 その 病 を 得る に 及んで、 

同行の 塩田、 踵いで 至った 清 川即当 蒔の 多 峰と 倶に看 

えき さく 

護に カを竭 し、 易簀の 日に 至る まで 牀辺を 離れな かつ 

たこと も 亦 同じで ある。 

頃日 渋 江 保さん はわた くしの ために 志 村 氏 を 原 宿に 

お とづれ、 柏 軒 在世の 時の 事 を 問うた。 渋 江 氏 は 初見 

の 挨拶 をした が、 主人 は 手 を 揮って 云った。 「いや。 

あなた は 初対面のお 客で はない。 わたくし (良 愷) は 

柏 軒先 生の 門人で はあった が、 受 業の 恩 は 却ってお 父 


上抽斎 先生に 謝せなくて はならない。 柏 軒先 生 は 講書 

の 日 を 定めて ゐて も、 病 家の 歴訪すべき ものが 多 かつ 

たので、 日 残 後に 至って 帰り、 講説 は 縦 ひ 強て 諸 生の 

求に 応じても、 大抵 粗枝大 葉に 過ぎなかった。 時と し 

て は 座に 就いて 卷を攤 かずに、 今日は 疲れて ゐ るから 

書物より は 酒に しょうと 云って、 酒肴 を 饗した。 清 川 

安 策の 如き は 午 過に 来て 待って ゐて、 酒 を 飲んで 空し 

く 帰る のを憾 とした。 そこで わたくし 共 は 柏 軒先 生 

の 許 を 請うて、 抽斎 先生の 講 筵に 列した。 抽斎 先生 は 

毎月 六 度 乃至 九 度の 講義 日 を 定めて 置いて、 決して 休 

まなかった。 わたくし 共 は 寒暑 を 問 はず、 午 食後に 中 


橋の 塾 を 出て、 徒歩して 本 所へ 住った。 夏の 日に はわ 

たくし 共 は往々 聴講 中に 眠 を 催した。 すると 抽斎 先生 

は、 大分 諸君 は 倦んで 来た やう だ、 少し 休んで 茶で も 

の  しばらく 

喫む が 好い と 云って、 茶菓 を 供した。 少焉 して、 さあ、 

睡魔が 降伏したら、 もう 少し 遣らう と 云って 講説した。 

酒 を 饗する こと は 稀であった。 当時 わたくし 共 は萱堂 

のお 世話になり、 あなた を も 抱いたり 負ったり した こ 

とが ある。 抽斎 先生の 亡くなった 後 も、 二三 年 は 本 所 

のお 宅 をお 尋 したから、 わたくし は あなたの 四 五 歳の 

頃までの 事 を 知って ゐる。 萱堂は 近頃 如何です。」 渋 

江 氏 は 母 山 内 氏の 死 を 告げた。 志 村 氏 は 嗟歎す る こと 


良久し かった。 

志 村 氏 は 語 を 継いで 云った。 「柏 軒先 生 を 除いて、 

わたくしの 恩 を 承け たの は抽斎 先生と 枳園 先生と であ 

る。 実地に 就いて 本草 を 研究しょう とする に、 柏 軒先 

生 は 病 家に 忙殺 せられて、 容易に 採 薬に 住かなかった。 

そこで わたくし 共 は枳園 先生の 採 薬に 随行した。 わた 

くし 共 は抽斎 先生 をば 畏敬した が、 枳園 先生と なると 

すこぶる かふきん 

頗 狎 近の 態度に 出で た。 しかし 此人 はわた くし 共 青 

年 を 儕輩と して 遇し、 毫も わたくし 共の 不遜 を 咎めな 

かった。 枳園 先生の 本草 は 紙上の 学問ではなかった か 

ら、 わたくし 共が 草木の 実物に 就いて 難詰す るに、 毎 


に 応答 流る る 如くであった。 想 ふに 是は相 州に 流浪し、 

山野 を跋 履した 時、 知見 を 広く した 故であった だら 

う。」 

渋 江 氏 は 進んで 柏 軒の 事 を 問うた。 志 村 氏の 答 は 下 

の 如くであった。 

その 三百 三十 一 

志 村 氏 は 渋 江 氏に 語った。 「わたくし (志 村 良愷) は 

十四 歳で 柏 軒先 生の 門に 入った。 丁度 安政 四 年で、 十 

月に 先生が 将軍に 謁見し、 十二月に 夫人 狩 谷 氏 を 失つ 


た 年で ある。 夫人 は 字を識 り、 書 を 善くした が、 平生 

は 裁縫 を 事と して ゐた。 只 客に 酒 を 供す る 毎に、 献酬 

の 間 善く 飲み 善く 談 じた。 夫人の 亡くなった 時、 先生 

がかう 云った。 可哀 さう にお 俊 は 己が お 目 見 をした お 

蔭で、 酒 を 飲み過ぎて 死期 を 早めた の だと 云った。 是 

は 十月の 半以 来賀 客が 絡繹 として 絶えなかった ので、 

夫人が 日夜 酒杯に 親んだ こと を 謂った ので ある。 勿論 

先生の 戯謔 では あるが、 夫人 は 酒量が あつたから、 多 

少 これが ために 病 を 重く した かも 知れない。」 

「柏 軒先 生の 嗜好と して わたくしの 記憶して ゐ るの は、 

照葉狂言 である。 先生 はわた くし 共 を 中 橋の 佐 野 松へ 


つれて 往 くこと 度々 であった。 しかし 此癖好 は 恐く は 

源 を抽斎 先生に 発した ものであった らしい。 抽斎 先生 

は 佐 野 松の 主な 顧客であった。」 

「柏 軒先 生 は 金銭の 事に 疎かった。 豪邁の 人であった 

故で あらう。 秩禄 二百 俵、 役 料 二百 俵、 合計 四百 俵の 

なや 

収入が あつたのに、 屡 財政に 艱 むこと があった らしい。 

此の 如き 時、 先生 は 金 を 借りた。 しかし 期に 至って 還 

す こと をば 怠らなかった。 夫人 存命中 は 狩 谷 氏が 貸 主 

で 、 其 後 は 側室 お 春さん の 弟が 貸 主 であった やうで あ 

る。 お 春さん の 弟 は 浅 草の 穀屋 であった。」 

「文 久 三年 将軍家 茂 上洛の 時、 柏 軒先 生が 随員の 命 を 


受けて、 嵐 船に 乗る こと を 嫌った の は、 当時の 人の 皆 

知る 所であった。 是 議論が 平生 洋風 を 悪む 処 から 発し 

たこと は 勿論で ある。 しかし 先生 は猶 別に 思 ふ 所が あ 

つたら しい。 先生 は 将軍の 海 船に 乗る の を 策の 得た る 

もので ない と 謂った ので ある。 わたくし は 先生が かう 

云った の を 聞いた。 将軍の 御 上洛 は 陸路より する を 例 

とする。 発 著の 間 二十日 を 費す。 是は閫 外の 任に あ 

る ものが 軽 しく 動かざる を 示す の だ。 朝廷で 事の 易 

きに 慣れられて、 ちょいと 将軍 を 呼べと 仰る、 畏 つて 

直に 馳せ 参ず る ことと なる の は 宜しくない。 此の 如き 

は 啻に 将軍の 威信 を墜 すの みで はなく、 朝 権 も 亦随っ 


一 一と 

て 軽くなる の だと 云った ので ある。 先生 は 言 を 左右に 

託して 水路 扈随を 免れむ こと を 謀った。 そのうち 大奥 

より 陸行の 議が 出て、 事が 寝む こと を 得た。」 

「わたくしが 柏 軒先 生の 一行に 加 へられた の は、 松 田 

道 夫が わたくしに 水 野閣老 (忠 精) と 先生との 間 を 調 

こと 

停せ しめようと 謀った ためであった。 先生 は 松 田の 言 

を きれた。 しかし 先生 は それ 程 我 藩主 を 畏れて はゐな 

かった。 或 時 先生 は満を 引いて かう 云った。 なに、 水 

野 侯 一人が 政事 をして ゐ るので はない から、 お前 達 は 

心配す るな、 それより は 酒で も 飲めと 云った ので あ 

る。」 


その 三百 三十 一 一 

志 村 氏の 渋 江 氏に 語った 所の 柏 軒 事蹟 は 未だ 尽きな 

い。 「癸 亥の 年に 将軍家 茂に 扈随 して 江戸 を 発した 医 

かう はん 

官数 人中、 行 伴の 最多かった の は 柏 軒先 生で ある。 大 

抵 医官 は 一 門人 若く は 一 僮 僕 を 有する に 過ぎなかった 

のに、 独り 先生の 下に は 塩田 良 三と わたくし (志 村 良 

けうて い 

愷) とが ゐて、 又 若党 一人、 轎丁四 人が ゐた。 それ ゆ 

ゑに 途次に 費す 所 も 亦 諸 医官に 倍雍 した。」 

「途上に ある 間 も、 京都に 留まって ゐる間 も、 わたく 


し は 塩田と 議 して 業務 を 分掌した。 塩田 は 主に 出納の 

事に 当り、 わたくし は 主に 診療の 事に 当った ので あ 

る。」 

「病人に は 二種 類が あった。 一は 同行の 旗本 家人 等で、 

一 は 駅々 の 民庶、 入京 後 は 洛中の 巿人 である。 然るに 

柏 軒先 生 は毎旦 将軍に 謁し、 退出 後 も亦頗 多事で あつ 

■ つ 力 ヾ 

たので、 多く はわた くしが 代って 脈 を 候 ひ 方を処 した。 

又 淹京間 は 請に 応じて 往診す る ことが 日に 数次で、 是 

は 皆 わたくしの 負担であった。」 

「わたくし は 特に 某日の 一 往診 を牢 記して 忘れない。 

それ は 柏 軒先 生が 既に 病に 罹って 引き籠つ てから 後の 


事であった。 わたくし は 某 病 家に 往診した。 其 家 は 濠 

に 沿うて 迂回して 纔に 達すべき 街に あった。 往 くこ 

と 未だ 半なら ざるに、 大 雷雨の 至る に 会した。 わたく 

し は 心に かう おもった。 此の 如き 日に 遠路 を 行く は 人 

情の 難しと する 所で ある。 然るに 自分 は 労 を 憚らず し 

て 住く。 是は 確に 先生の 一 讚詞に 値する とお もった。 

さて 事 果てて 後、 還って 先生 を 見る と、 先生 は 色懌ば 

ざる 如くであった。 そして かう 云った。 足下 は 無情な 

をと こ 

漢だ。 己が 雷 を 嫌 ふこと は 知って ゐる 害で はない か。 

かう して 病気で 寝て ゐ るのに、 あの 大 雷が 鳴った の だ 

から、 足下 は どこに ゐても 急で 帰って来て くれさうな 


もの だ。 何 をぐ づ，^ して ゐ たと 云った。 なる 程 先生 

が 生得 雷 を 嫌 ふこと は、 わたくし は 熟く 知って ゐた。 

それに 嘗て 躋寿 館に ゐて 落雷に 逢って から は、 これ を 

嫌 ふこと が益甚 しくな つて ゐ たので ある。 しかし わた 

くし は 往診の 途上で は 少しも これに 想 ひ 及ばなかった 

ので ある。 わたくし は 先生の 言 を 聞いて、 その 平生の 

豪快なる に 似ず、 嫌悪が 畏怖と なった こと を 思 ひ、 又 

わたくしの 如き ものに 倚 依す る ことの 深厚な こと を 思 

ひ、 覚えず 涙 を 堕した。」 

「柏 軒先 生の 亡くなった 後、 わたくし は猶 伊沢 氏に 留 

まって ゐて、 後事 を 経営し、 次年 元 治 元年に 至って 始 


て 去った。 わたくしの 先生に 従 遊した の は 前後 七 年で、 

伊沢 氏に ゐ たの は 八 年で ある。」 

「伊沢 氏 を 去った 後、 わたくし は 江戸に あって 医 を 業 

いくばく 

として ゐた。 幾 もな く 王政 維新の 時が 来た。 わたく 

し は 山形 へ 移住す ベ き 命 を 受けた が、 忽ち 藩主 水 野の 

家が 江 州に 移 封せられ、 わたくしの 移住 は 沙汰 止に な 

つた。 当時 わたくし は 青山の 水 野 邸に ゐ たが、 後 土地 

家屋 を 買って 遷 つた。 それが 此家 である。」 

志 村良愷 さんの 談話 は此に 終る。 柏 軒が 躋寿 館に あ 

つて 落雷に 逢った こと は、 わたくし は 既に 渋 江 抽斎伝 

に 記した。 水野忠 精の 邸 第 は 武鑑に 「上、 三 田 二 丁目、 


下、 青山 長寿 丸、 同、 本 所 菊 川 町、 同 青山 窪 町」 と 云 

つて ある。 今の 志 村 氏の 家 は 千 駄谷村 旧 原 宿 町で ある。 

その 三百 三十 三 

わたくし は 柏 軒の 門人 中より 既に 清 川、 志 村 二 家の 

事を抽 いて 略叙した。 次 は 塩田 良 三で ある。 良 三、 後 

まさし 

の 名 は 真で ある。 わたくしが 蘭 軒の 稿 を 起した 時 は 

猶 世に あつたが、 今 は 亡くなった。 

塩田 真 は 既に 屢此 伝記に 出で た 人物で ある。 祖父 は 

小林玄 端、 父 は玄瑞 であった。 玄瑞は 出 羽 国 山形より 


江戸に 来て 蘭 門に 入り、 塩田 秀 三の 家 を 継ぎ、 楊 庵と 

改称した。 その 塩田 氏に 養 はる、 に 当って、 これが 仮 

親と なった もの は 清 川 玄道愷 であった。 

塩田 氏の 家系より 言へば、 高祖 文 隣軒自 敬、 曾祖楊 

庵、 祖父 秀三、 父 楊 庵で ある。 遠祖 は 平の 宗 盛の 臣塩 

田 陸 奥 守 惟賢で、 八 島の 戦が 敗れた 時、 宗 盛の 子 を 抱 

いて 奥州に 逃れた と 伝 へられて ゐる。 其裔自 敬が 始て 

三春に 於て 医 を 業と し、 其 子 初代 楊 庵が 江戸 本 石 町に 

開業し、 後お 玉が 池に 移った。 楊 庵の 女婿 を秀 三と 云 

ふ。 三春の 番匠佐 藤 某の 子で、 郷 にあって は自 敬に 学 

び、 江戸に あって は 経 を 太 田 錦 城に 受け、 医 を 初代 楊 


庵に 問うた。 秀三は 諸家の 出入 扶持 を享 けたが、 

就中 宗家の 十五 人 扶持が 最多かった。 小林玄 瑞は此 

秀 三の 女婿と なって 二世 楊 庵と 称した ので ある。 

良 三 真 は 天 保 八 年に 生れた。 師柏軒 を 失った 時 二十 

七 歳であった。 

けいじ ゆん みちを 

次 は 松 田 敬 順 道 夫で ある。 その 出自、 その 入門 等 は 

既に 記した。 此に は先づ 一 事の 補 叙すべき ものが ある。 

それ は 松 田の 渋江抽 斎に 於け る 関係で ある。 松 田は籍 

を 柏 門に 置きながら、 抽 斎の 講 筵に 列せ むこと を 願 ひ、 

人 を 介して 住いて 聴いた。 柏 軒 は 聞いて 大に 怒った。 

「抽 斎の 講を 聴く は 至極 好い、 しかし 己の 門人で あつ 


て 己の 友人に 交 を 求める のに、 他人 を 介す ると は 何事 

だ」 と 云った ので ある。 松 田 は 過 を 謝して 師の怒 を 解 

くこと を 得た。 抽 斎の 書 を 講ずる は、 友と 談 ずるが 如 

くであった。 難句に 遭 ふ 毎に、 起って 架上より 数 巻の 

書 を抽き 出し、 対照して 徒に 示し、 疑義 は 強て 決する 

ことなく、 研鑽の 余地 を 留めて 置いた。 来聴 者の 悦服 

した 所以で ある。 

安政 戊 午に 抽 斎が 歿し、 万延庚 辰に 立 石 選 銘の議 が 

起った。 時に 友人 弟子 中に 二 説が あった。 一は 津軽人 

をして 銘 せしめむ と 云 ひ、 一 は 故人の 親友 をして 銘せ 

しめむ と 云った ので ある。 柏 軒 等 は 後 説 を 持して、 遂 


に 勝った。 既にして 海 保 漁村の 志銘は 成った。 友人 弟 

子等 は是を 読んで 其 大要の 宜しき を 得た る を 認めた。 

就中 柏 軒 は 起 首の 「嗚呼 問 其 名 則 医 也」 以下 四十 九 字 

を激 称して、 漁村の 肺腑 中より 出で たものと した。 し 

かし 諸人の 間に は 異議 も亦頗 多かった。 遂に 漁村に 改 

刪 を 請 ふべき もの 数条を 記した。 さて 此を 誰に 持たせ 

て 漁村の 許へ 遣らう かと 云 ふこと になる と、 衆 皆趦趄 

した。 当時 漁村 は 文章 を 以て 一 世に 雄視 して ゐ たから 

である。 幸に 松 田 は 漁村に 親んで ゐ たので、 此を 持つ 

て 伝 経 廬を訪 ひ、 遂に 定稿を 獲て 帰った。 


その 三百 三十 四 

わたくし は 柏 軒の 門人 を 列 叙して 松 田 敬 順 道 夫に 至 

つた。 柏 軒の 世 は 今 を距る こと 遠から ぬた めに、 わた 

くし は 柏 軒の 事 を 記す るに 臨んで、 門人の 生存者 三人 

を 得た。 志 村、 塩田、 松 田の 三 氏が 是 である。 就中 松 

田 氏の 談話 はわた くし をして 柏 軒の 人となり を 知らし 

めた 主なる 資料であった。 松 田 氏の 精確なる 記 性と 明 

快なる 論断と が微 つたなら、 わたくし は 或は 一 堆の故 

紙に 性 命 を噓き 入る、 こと を 得なかった かも 知れない。 

医を罷 めた 後の 松 田 氏 は 法官と して 猶 世人の 記憶に 


存 して ゐ るで あらう。 しかし 此 人の 生涯 は 余りに 隔絶 

したる 前後 両半截 をな すがため に、 殆ど その 同名異人 

なる か を 疑 ふ 人の なき を 保し 難い。 わたくし は 下に 姻 

戚 荒木 三 雄さん の書牘 を節録 して、 彼 「洋 医の 軍門に 

降らなかった」 柏 軒 門人 松 田 氏が いかに 豹変した るか 

を 示す。 「貴 著 伊沢 蘭 軒 中 松 田 道 夫君の 事 を 記載 有 之、 

始て同 君の 前 生活 を 知る こと を 得、 一 驚 を 喫 候。 判事 

松 田 道 夫君 は 昔年 津 山の 昌谷 千里、 先考 荒木 博臣 等と 

同じく 名 を 法曹界に 馳 せし 者に して、 某 探偵 談には 松 

田 君を擬 する に 今 大岡を 以てした る を 見し こと 有 之 候- 

同 君 最後の 職 は 東京 控訴院 部長と 記憶いた し 候。 昌谷 


逝き、 先考 も 亦 逝き、 今や 存 する もの は 唯 松 田 君 ある 

のみに 候。 昌 谷の 遺子 は 現に 樺 太 長官た る 昌谷彰 君 

に 有 之 候。 松 田 君 は 令息 道 一 君と 共に 湯 島 三組 町の 家 

に 住し 居られ 候。 道 一 君 は 久しく 外務 書記官に して、 

このごろ 

政務 局 第二 課長たり しが、 頃日 駐 外の 職に 転ぜられ 

候。」 

次 は 岡 西、 成 田、 斎 木、 内 田の 諸人で ある。 此数者 

中 岡 西 氏 は 既に 渋 江抽斎 伝に 見え、 又 上文に も 見えて 

ゐる。 今 新に 考へ 得た る 所 二三 を 補 ふに 止める。 

岡 西 養玄は 明治 二 年の 席順に 「第 六 等 席、 十三 人扶 

持、 書 教授 試補、 岡 西 養玄、 三十 一」 と 云って ある。 


然 らば 天 保 十 年生で あらう。 「養 玄」 の 右に 「待 蔵」 と 

細 書して ある。 然 らば 維新 後一 たび 岡 西 待 蔵と 称し、 

後 更に 岡 寛 斎と 称した もの か。 寛 斎の 死 は 明治 十七 年 

十月 十九 日に 於て したと 云 ふ。 然 らば 享年 四十 六で あ 

つた。 

成 田 成 章 は 同席 順の 「第 六 等 席、 八 人 扶持、 成田玄 

昌、 三十 七」 か。 然 らば 天 保 四 年生で ある。 

斎 木 文 礼 は 同席 順に 「第 六 等 席、 八 人 扶持、 斎 木 文 

礼、 二十 七」 と 云って ある。 然 らば 天 保 十四 年生で あ 

る。 

内 田 養 三 は 戊辰の 東 席順に 「奥 御 医師、 内 田 養 三、 


三十 五」 と 云って ある。 然 らば 天 保 五 年生で ある。 

わたくし は 最後に 柴田 氏の 事を附 載して 置きたい。 

其 一 柴田常 庵 は 上に 榛 門の 一 員と して 事蹟の 概略 を 載 

せた。 其 二 は 柴田方 庵で ある。 方 庵の 事 は 歴世 略伝に 

見えない。 わたくし は 塩田 氏の 語る を 聞いて 始て方 庵 

しも  にす ぎ 

の 名 を 知った。 下に 仁 杉 氏の 云 ふ 所と 合せ 考 へて 方 庵 

の 何人なる か を 明に しょう。 

その 三百 三十 五 

塩田 氏と 仁 杉 氏との 談話 を 参照す るに、 柴田方 庵の 


事蹟に は 矛盾す る 所が 多い。 是は 塩田 氏の 記憶のお ぼ 

ろけ なりし 故であった らしい。 故に 清 川 魁 軒に 聴いて 

正した。 

方 庵 は 柴田芸 庵の 末弟であった。 準 柏 門の 人で、 啞 

科 を 業と した。 晚年采 女 町の 清 川 邸内に 住んで、 浄瑠 

璃に 耽って ゐた。 妻 は 初なる ものが 品 川の 妓、 後なる 

ものが 吉 原の 妓で 子が 無かった。 それ ゆ ゑ兄芸 庵の 第 

三 子 円 庵 を 養って 子と したが 早世した。 明治 十一 年 九 

月 方 庵 は 六十 一歳に して 残し、 其 家 は 絶えた。 芸 庵の 

弟妹 は赛 石、 柵 、 修庵、 方 庵の 順序で、 柵 は 清川惶 

の 妻で ある。 是が方 庵の 清 川 邸に 住んだ 所以で ある。 


塩田 氏 は 方 庵と 楊 庵と を 混同した。 楊 庵は芸 庵の 末 

子、 小字 八 六、 後の 称忠 平で ある。 骨董 店 を 海賊 橋に 

開き、 後箔屋 町に 移って 業務 を 拡張した。 明治 三十 八 

年 八月 七日に 友人 某を訪 ひて 談話す る 際、 卒然 病 を 発 

して 歿した。 子 は※ 太 〔# 「金+ 公」、 8 巻- 257- 上^ U で 

現に 沼 津にゐ る。 塩田 氏 は 方 庵が 忠 平と 改称した と 

以 為って ゐ たので ある。 芸 庵の 子女 は 常 庵、 成 庵、 円 

庵、 梅、 多 喜、 国、 千、 忠 平であった。 仁 杉 t かさん は 

多 喜の 子で、 其 妻 は 常 庵の 女 歌で ある。 

柏 軒の 残した 文久癸 亥に 妾 春が 末子 孫祐を 生んだ。 

主人の 京都に ある 間に、 お 玉が 池の 家に 生れた ので あ 


らう。 

門 田家で 此年朴 斎が 再び 出で て 誠 之 館 教官 兼 侍読と 

なった。 

此年棠 軒 三十、 妻 柏 二十 九、 子棠助 五つ、 女 長 十、 

良 八つ、 乃 夫 二つ、 全 安の 女 梅 十四、 柏 軒の 子 徳安十 

五、 平三郎 三つ、 孫祐ー つ、 女 国 二十、 安 十二、 琴 九 

つ、 柏 軒の 妾 春 三十 九、 榛軒 未亡人 志 保 六十 四で あつ 

た。 

元 治 元年 は 蘭 軒 歿後 第三 十五 年で ある。 九月 二十 七 

日に 榛軒 未亡人 飯 田 氏 志 保が 歿した。 年 六十 五で ある。 

棠軒 公私 略に、 「九月 廿七 日朝 五 時 母上 御 卒去、 翌日 発 


表、 十月 十二 日 忌 引 御免被 仰 付」 と 云って ある。 

十一 月 三日に 棠軒は 阿部 正方の 軍に 従って 福 山 を 発 

した。 所謂 長 州 征伐の 第一 次で、 出兵 三十 六 諸侯の 一 

はじめ  さきだ 

人た る 正方 は 年甫て 十六、 発 程に 先つ こと 二日に 始 

て 元服の 式 を 挙げたの である。 公私 略の 文 は 下の 如く 

である。 「十 一 月朔 日、 御前 髪 被 為 執 候 為 御 祝、 金 二百 

疋被成 下。 十一月 三日、 征長御 出馬 御供 被 仰 付、 出立 

す。」 毛 利 家が 所謂 俗 党の 言 を 用 ゐて罪 を 謝し、 此役は 

中途に して 寝んだ。 

十二月 一 一十 四日に 棠軒は 正方に 扈随 して 福 山 を 発し、 

江戸に 向った。 公私 略に、 「十二月 十四日 御参府 御供 


在 番被仰 付、 同廿 四日 御 発駕」 と 云って ある。 

慶応 元年 は 蘭 軒 歿後 第三 十六 年で ある。 正月 一 一十一 一 

日に 棠軒は 阿部 正方に 随 つて 江戸に 著いた。 二月 十八 

日に 棠 軒の 女 乃 夫が 福 山に あって 痘瘡に 死した。 年 僅 

に 四 歳で ある。 三月 二十四日に 女 加 禰が福 山に 生れた。 

五月 十一 日に 棠軒は 正方に 随 つて 江戸 を 発し、 閏五 

月 八日に 福 山に 著いた。 六月 七日に 岡 西 養 玄が妻 梅 を 

去った。 梅 は 柏の 生んだ 先夫 全 安の 女で、 時に 十六 歳 

であった。 十九 日に 棠軒は 誠 之 館 医学 世話 を 命ぜられ 

つ . - みきく あん 

た。 同僚 は 鼓 菊 庵、 桑田 恒三 である。 十一月 二十 四 

日に 棠軒は 再び 正方の 軍に 従って 福 山 を 発した。 時に 


幕府の 牙 営は大 坂に あった。 是ょリ 先 将軍家 茂 は 六月 

に 上京し、 次で 大坂 城に 入った ので ある。 以上 は 公私 

略の 記す る 所に 拠る。 今 煩 を 厭うて 本文 を 引く に 及ば 

ない。 

梅の 末路 はわた くしの 詳 にせぬ 所で あるが、 後 t 幾 

ならず して 生 父 池 田 全 安の 許に 歿した と 云 ふこと であ 

る。 

鼓 菊 庵 は 明治 二 年の 席順に 「第 六 等 席、 十 人 扶持、 

御 足 五 人 扶持、 鼓 菊 庵 五十 四」 と 云って ある。 然 らば 

文化 十三 年生で 乙 丑に は 五十 歳に なって ゐた。 桑田 恒 

三 は 同席 順の 「第 六 等 席、 九 人 扶持、 書記 頭取、 桑田 


恒庵 六十」 ではなから うか。 恒 庵の 庵 字の 右に 「介」 

と 細 書し て ある。 若し 恒庵 若く は 恒 介が 即恒 三なら ば、 

恒三は 文化 七 年生で、 乙 丑に は 五十六 歳に なって ゐた。 

或は 謂 ふに 恒三 は恒 庵の 子であった かも 知れない。 

正方の 出兵 は 所謂 長 州 征伐の 第一 一次で ある。 

此年棠 軒 三十 二、 妻 柏 三十 一、 子棠助 七つ、 女 長 十 

二、 良 十、 加 画一 つ、 全 安の 女 梅 十六、 柏 軒の 子徳安 

十七、 平三郎 五つ、 孫祐 三つ、 女 国 二十 二、 安 十四、 

琴 十一、 柏 軒の 妾 春 四十 一であった。 

その 三百 三十 六 


慶応ー 一年 は 蘭 軒 歿後 第三 十七 年で ある。 棠軒は 阿部 

お ほち ごほリ かすぶ ち 

正方の 軍に あって、 進んで 石 見国邑 智郡粕 淵に 至った。 

時に 六月 十三 日であった。 正方 は此 より 軍を旋 し、 

七月 一 一十三 日に 福 山に 還った。 将軍家 茂の 大坂 城に 薨 

じた 後 三日で ある。 棠軒 公私 略に かう 云って ある。 

「六月 十三 日 粕淵駅 迄 御 進 相 成、 七月 廿 三日 御 帰陣相 

成 候。」 此役 正方 は 軍 中に 病んだ。 同書に 「御 出張 先よ 

リ御 不例 被 為 在 候」 と 云って ある。 九月 二日に 柏 軒の 

女 琴が 十一 一歳に して 早世した。 法諡 して 意 楽 院貞芳 と 

云 ふ。 江戸で 将軍家 茂 の 遺骸 を增上 寺に 葬った 月で あ 


る。 次で 十二月 五日に 慶 喜が 将軍 を 拝した。 良 子 刀自 

所蔵の 「丙 寅 三次 集」 は棠 軒が 自ら 此 年の 詩歌 を 編し 

たもので ある。 「芋 一 一 庵主 人 稿、 棠軒 三十 四 歳」 と 著し 

て ある。 繕 写が 次年に 於て せられた 故に 此の 如く 著し 

たもので あらう。 

慶応 三年 は 蘭 軒 歿後 第三 十八 年で ある。 五月 二十 八 

日に 棠 軒の 一 女が 夭した。 公私 略に 「五月 廿八 日夜 四 

時錄女 死去、 翌日 表 発、 六月 朔 遠慮 引 御免被 仰 付」 と 

云って ある。 「錢」 は 即加禰 であらう。 然 らば 此女は 

三 歳に して 死した ので ある。 十一月 二十 二日に 正方が 

卒し、 一 一十三 日に 棠軒は 手 島 七兵衛 と共に 福 山 を 発し 


て 江戸に 急行した。 将軍 慶 喜の 政務 を 朝廷に 奉還した 

翌月で ある。 十二月 朔に 二人 は 丸 山 邸に 著いた。 次で 

五日に 江戸 を 発し、 二十 六日に 福 山に 帰 著した。 公私 

略の 文 はかう である。 「十一月 廿ニ 日夕 七 半時 御 絶 脈 

被 遊。 同夜 四時 御用 有 之 出府 被 仰 付。 尤早 打に 而 旅行 

可 仕 旨。 翌暁六 時 手 島 七兵衛 同道 発足。 十二月 朔日暁 

七 時 丸 山 邸え 著。 十二月 三日 於 江戸 表 御用 相 済 候に 付、 

勝手次第 出立 可 致 様、 且又 出府 大儀に 被 思 召、 為御褒 

美 金 二百 疋被成 下 候 旨 被 仰 渡。 同 五日 江戸 発足。 同廿 

六日 福 山 着船。」 十二月 廿ー 日に 棠 軒の 子 紋次郎 が 生 

れた。 父の 江戸より 帰る 途上に ある 時 生れた ので ある。 


正方の 死 は 藤 陰 舎 遺稿 丁 卯の 詩 題に も 「十 一 月廿ー 一 

日 公 上 不諱」 と 書して ある。 棠軒 等の 往反 は、 福 山に 

あった 諸 老臣が 喪を秘 して 使 を 派し、 継嗣の 事 を 江戸 

邸の 人々 に 謀った ので はなから うか。 手 島 七 兵 衛は明 

治 二 年の 席順に 「第 四 等 格、 五十 俵、 御 足 四十 俵、 手 

島 七 兵衛、 六十」 と 云って ある。 丁 卯に は 五十八 歳で 

あった。 

あづま うぢ きん 

池 田 分家で 此年 六月 十一 日に 瑞長妻 東 氏 金が 歿し 

た。 此瑞長 は その 天渓 なる か 三 紅なる かを詳 にしない。 

姑 く録 して 後考に 資する。 

此年棠 軒 三十 四、 妻 柏 三十 三、 子棠助 九つ、 紋次郎 


一 つ、 女 長 十四、 良 十二、 柏 軒の 子徳安 十九、 平三郎 

七つ、 孫祐 五つ、 女 国 二十 四、 安 十六、 柏 軒の 妾 春 四 

十三であった。 

明治 元年 は 蘭 軒 残 後 第三 十九 年で ある。 正月 九日 長 

州 藩の 兵が 福 山城 を 襲 ひ、 棠軒は 入城した。 是ょリ 先 

三日に 伏 見の 戦が 開かれ、 七日に 徳川慶 喜 を 征討す る 

令が 発せられた。 公私 略に かう 云って ある。 「正月 九 

日長 藩 二 千 人 許 御城 下え 推参、 及 発炮。 即刻 出勤。 但 

妻子 は 手 城 村 九 丁目 百姓 延 平方え 為 立 退。」 

さかた にらう ろ  せきとう とういん  しも 

阪谷朗 廬は関 藤々 陰の 此 日の 挙措 を 叙して 下の 如く 

云って ゐる。 「明治 元年 正月。 伏 水 之 変 発 也。 王師 討 


徳川 氏。 長 藩 兵 勤王。 以 阿部 氏 為 徳川氏 旧属。 路次卒 

囲 福 山城。 時 正方 君卒未 葬。 而変起 匇卒。 先 護柩。 巨 

弾 洞 其 室 者 二。 銃声 如 雷霆。 先生 与 諸 老臣。 制 壮士 不 

動。 分 出 諸 門。 衣袴不 甲。 直衝飛 丸。 入 敵軍。 往復 辯 

論。 遂明 名義。 確立 誓約。」 

藤 陰の 石 川 文 兵衛が 志士の 間に 知られた の は、 此ー 

挙があった ためで ある。 わたくし は 前に 載せた 藤 陰の 

別称 問題に 関して 此に 一事 を 補って 置きたい。 わたく 

し は 藤 陰が 一時 関 氏 五郎と 云った 時、 交の 疎き もの は 

誤って 三 字の 通称 関 五郎と なした と 云って、 秋 山 伊豆 

を 挙げた。 しかし 此 錯誤 は 当時 交 の 疎からざる ものと 


雖も、 これに 陥ったら しい。 木 崎 好尚さん は 篠崎小 竹 

らいいつ あん 

の 「不可 忘」 を抄 して 寄せ、 安東 忠次郎 さん は 頼聿庵 

の 野 本 第一 一郎に 与 ふる 書 を 写して 贈った。 皆 三 字の 通 

称と して 視てゐ るので ある。 因に 云 ふ。 秋 山 伊豆、 名 

あざな  せう じ  なみえ 

は 惟恭、 字 は 仲 礼、 小字 は浪 江、 長 じて 伊豆と 称した。 

ちわきの や 

巌山、 千 別 舎の 号が ある。 讚 岐国那 珂郡櫛 梨 村の 人、 

文久 三年 四月 十日 五十 七 歳に して 歿した。 わたくし は 

永 田嘉ー さんの 手に 藉 つて 秋 山の 墓誌銘 を 獲た。 

三月 十七 日に 棠軒は 福 山 を 発して 広 島に 往き、 五月 

まさたけ 

二十日に 儲 君 正桓を 奉じて 還った。 公私 略の 文 はかう 

である。 「同月 (三月) 十六 日 広 島 表 御用 有 之、 早々 被 


差 立 候 旨 被 仰 渡。 (中略。) 翌十 七日 乗船。 五月 廿日 新 

君 御供 著。」 五月 一 一十 八日に 正方の 喪 は 発せられ、 七月 

二十 三日に 正 桓が家 を 継いだ。 正桓、 実は 藝州 藩主 浅 

野 茂 長の 弟 (懋昭 ) の 子で、 当時 年 十八であった。 

八月 九日に 棠軒は 家 を深津 郡吉津 村に 移した。 九月 

廿 一 日に 正 桓が津 軽 藩 を 応援せ むがた めに 兵 を 出し、 

棠軒も 亦 従軍した。 時に 改元の 令 出で、 後 十三 日、 車 

駕東 幸の 途上に あり、 奥 羽の 戦 は 既に 半 局 を 結んで 

ゐた。 

その 三百 三十 七 


わたくし は 蘭 軒の 養孫棠 軒が 明治 紀元 九月 廿 一 日に、 

まさたけ 

福 山 藩主 阿部 正 桓に随 つて 福 山 を 発し、 東北の 戦地に 

向った こと を 記した。 棠 軒の 事蹟 は此に 至る まで 棠軒 

公私 略に 見えて ゐる。 然るに 公私 略に は此 所に 紙 二 枚 

が 裂き 棄て てあつて、 其 下 は 己巳 六月の 記に 接して ゐ 

る。 幸に 別に 「函楣 軍 行 日録」 があって 此闕を 補 ふこ 

とが 出来る。 亦棠 軒の 手記で、 徳 さんの 蔵す る 所で 

ある。 

按ずる に 当時 津軽承 昭を援 ふ 令 は 福 山、 宇 和 島、 吉 

田、 大野の 四 藩に 下った。 福 山の 兵 は 此日辆 の 港に 次 


つた。 「九月 廿 一 日、 晴、 朝 五 時 揃。 (中略。) 夕 七 時 前 

辆湊 著。 」 

棠軒は 発する に 臨んで、 留別の 詩 を 作った。 「示 平安。 

数百 精兵 護 錦旗。 順風 解纜 到 天涯。 分 襟 今日 吾 何 道。 

応記ー 一翁 垂示 詩。」 冢子棠 助 は 既に 平安と 称して ゐた。 

すゐし 

二 翁 垂示の 詩と は 蘭軒榛 軒の 作 を 謂 ふ。 「示 二 児。 富 

貴 功名 不可 論。 只 要 児 輩 読書 繁。 能 教文種 長 無 絶。 便 

是吾家 好 子孫。 蘭 軒。」 「示 良 安。 医家 稽古 在 求 真。 千 

古 而来 苦乏 人。 万巻 読書 看破 去。 応知四 診妙微 神。 榛 

軒。」 

わたくし は棠 軒の 行 を 送った 人々 の 名を録 する。 伊 


沢 分家の 交際の 範囲 を徴 すべきが ためで ある。 「福 山 

出立 前 見 立 人 伊藤 誠 斎、 安 石、 玄高、 全 八郎、 洞 谷、 

金 八郎、 乙 平。 (中略。) 辆著之 上 省 吾 来訪。 柏原忠 蔵、 

拡等来 飲。」 伊藤 誠 斎 は 己巳の 席順に 「第 七 等 格、 十 石 

二人 扶持、 側 茶、 伊藤 誠 斎、 五十二」 と 云って ある。 

茶道の 家で あらう か。 因に 云 ふ。 福 山の 伊藤 氏に は 別 

ゐ てい  と うが いちやう いん 

に 仁 斎の 末裔が ある。 仁 斎 維楨の 子が 東涯長 胤、 

ばいうち やうえ い  らん や！ ん くわい そ  ちく はこう かう 

梅 宇 長英、 梅 宇の 子が 蘭畹 懐祖、 蘭畹の 子が 竹坡 弘亨、 

ろてい リ やうへ い ろがん リ やういう  ちくた ぅリ やうし 

竹坡の 子が 蘆 汀 良炳、 蘆 岸 良 有、 蘆 岸の 子が 竹 塘良之 

である。 同じ 席順に 「第 六 等 席、 十五 人 扶持、 伊藤 楊 

蔵、 三十 四」 と 云 ふの が 此竹塘 で、 其 子 琢弥は 京都の 


宗家 を 継いで 歿し、 球 弥の兄 顧 也さん は 現に 幼 姪の 

後見 をして ゐる。 安 石 は 飯 田 安 石で ある。 玄高は 公私 

略 癸 亥十 一 月 七日の 条に 「成 田竜玄 次男 玄高 入門」 と 

云って ある。 全 八郎は 料理人 上 原 全八郎 である。 洞 谷 

は 上の 席順に 「第 六 等 席、 十三 人 扶持、 吉田洞 谷、 四 

十二」 と 云って ある。 画師で ある。 乙 あ、 省 吾 は 席順 

に、 「第 八 等 格、 廿俵 二人 扶持、 渡 会 乙 平、 廿 六」、 「第 

七 等 席、 三 両三 人 扶持、 島 省 吾、 廿五」 が あるが、 果 

して 其 人な り や 否 を 知らない。 金 八郎、 柏 原 忠蔵は 未 

だ考 へない。 拡の事 は 下に 出す。 

棠 軒と 同行した 医師 は 五 人であった。 「御 医師 小 子 


及 天 富 良碩、 斎 木 文 礼、 石 川 厚 安、 藤 田 松 軒 (同人 一 

昨日 三 口 表 御 医師 見習)、 其外辆 医師 生 ロ拡、 合 六 人」 

と 云って ある。 上の 席順に 「第 六 等 席、 天 富 良碩、 廿 

六」 「第 六 等 席、 八 人 扶持、 斎 木 文 礼、 廿七」 「第 七 等 

席、 十二 石、 石 川 厚 安、 廿六」 「第 七 等 格、 准 医 補、 藤 

田 松 軒」 「第 七 等 格、 准 医 補、 生 ロ拡」 と 云って ある。 

いくち ひろめ  あざな 

此 中生 ロ拡は 文事 を 以て 世に 知られて ゐる。 拡、 字 

は充 夫、 酔 仙と 号した。 文久 元年に 近世 詩 林 一 卷を刻 

し、 末に 七 律 ー篇を 載せて ゐる。 「抄 近時 諸家 詩畢有 作- 

選 楼弄筆 寄 幽娯。 一 巻 新詩収 美腴。 縦 有 蟹 螯兼蛤 柱。 

何 曾 燕 石 混※ 〔# 「虫+ 賓」、 8 巻- 263- 下 „i 珠。 雄篇 河 


嶽 英霊 集。 名句 張 為賓主 図。 多少 世間 同好 士。 為 吾 能 

ちゃう ゐ 

諒苦 心無。」 第 六の 張 為が 主客 図の 典故 は 唐詩 紀 事に 

やど 

見えて ゐる。 棠 軒が 同行の 医師 は 皆辆 の 善行 寺に 舎つ 

た。 

二十 二日に 福 山より 来て、 棠軒を 善行 寺に 訪ぅ たも 

の は 「貞 白、 養玄、 安 石、 元 民、 全 八郎、 洞 谷、 雄 蔵 

等」 である。 貞白は 石 川、 養 玄は岡 西で ある。 元 民 は 

席順に 「第 六 等 席、 九 人 扶持、 准、 皆 川 元 民、 三十 七」 

と 云って ある。 雄 蔵 は 席順の 「第 七 等 席、 十二 石 二人 

扶持、 鵜 川 雄 蔵、 廿六」 か。 其 他 は 前に 註して ある。 

十月 二日に 棠軒 は英船 モナ 号に 搭 して 辆を 発した。 


「廿 九日 (九月) 晴、 御 軍艦 著津、 英船 モナ。 (中略。) 

二日 (十月) 晴。 午後 乗艦、 同 八 半時 出帆。」 

その 三百 三十 八 

わたくし は棠 軒が 戊辰の 年に 従軍して、 十月 二日に 

とも 

備後国 鞘 を 発した こと を 記した。 日録に は 歴史上 多少 

の 興味が ある 故、 稍 詳に此 に 写し出さ うとお も ふ。 し 

かし 原文の 瑣事 を 叙す る ことの 繁密 なる に 比すれば、 

僅に 十の 一 を存 する に過ぎない。 

「三日。 朝 四時 長 州 馬 関へ 下碇。 不 上陸。 八 半時 同所 


出帆。」 

つよく 

「四日。 雨。 風 勁、 浪又 高。」 

「五日。 漸晴。 午 時 越 前 敦賀湊 へ 著 船。 夕 上陸 御免。 

かな きん 

買物ち よき 金 二分 二 朱、 金 巾 筒 じゅばん 同一 分、 陣中 

えびす づきん 

胴乱 同一 一分 一 朱、 戎 頭巾 同 一 分、 つり 百 文。」 当時の 軍 

需品の 巿価を 知るべき を 以て、 特に 数 句 を存録 する。 

「六日。 晴。 於 同所 大野 侯 御 人数 乗組。」 越 前 国大 野 

郡 大野の 城主 土 井利 恒の 兵が 上船した ので ある。 

「七日。 晴。 総隊 上陸。 船 御 普請 相 成。 御 医師 円教寺 

へ 一 泊。」 船に 損 所 ある を 発見して、 修繕した ので ある。 

「八日。 晴。 艦 造作 御 出来に 付、 朝 四時 乗船。 八 半時 


出帆。」 

「九日。 半晴。 午後 雨。」 

「十日。 風雨。 夕 初雪。 村 上 領夏島 沖へ 碇泊。」 

たちまち あられ 

「十一 日。 晴。 乍 霰。 朝 四時 夏 島 出帆。 夜 九 時 頃 

羽 州 秋 田 近海へ 碇泊。」 

「十二 日。 晴。 朝 土 崎湊へ 著。 秋 田へ 一 里 半。」 

「十三 日。 晴。 又 雪。 風頗 急、 浪尤 高。 舟川湊 (相距 

る 九 里) へ 退 帆。 総 御 人数 上陸、 漁家へ 止宿。」 車駕入 

京の 日で ある。 

「十四日。 雪。 逗留。」 

「十五 日。 晴。 夕 雨。 同断。」 


「十六 日。 晴。 後 雨。 船 直。」 

くもる 

「十七 日。 雨 巳 刻より 止。 陰。 逗留。 箱 館 表出 兵 

被 為 蒙 仰。」 是は稷 本武揚 等が 北海道に 向った 故で 

ある。 武 揚は是 より 先 幕府の 軍艦 奉行であった ので、 

ひ きゐ 

八月 十九 日 軍艦 数隻 を 率 て 品 川 湾 を 脱出し、 途次 館 山、 

寒 沢に 泊し、 北海道 を 占領せ むと 欲して 先 づ室蘭 附近 

に 向った ので ある。 「世上 誰 知 鉄石 衷。 乗楂欲 去引剛 

風。 茫茫 千古 誰 成 匹。 源 九郎逃 入海 夷。」 

「十八 日。 晴。 はた/ \ 魚 漁猶甚 盛。」 

「十九 日。 晴。 午後 陰。 暮雨。 昼 九 時より 乗船。 夕 

七 半時 出帆。」 


せいせつ あひな かばす ひるどき 

「二十日。 晴雪相 半。 午 時 箱 館府へ 着船。 暮時 上陸。 

町 宿銭 屋与 兵衛宅 へ 落 著。 」 

r 廿ー 日。 雪。 又晴。 脱走 船 南部 沖へ 七 艘相見 候に 付、 

斥候 一 小隊 尻 沢 村 (半里) へ 御 差 出 相 成。 御 医師 一 人 

二日お き 交代。 斎 木 出張。 伊藤 屋佐治 兵衛へ 宿替。 メ 

リ ヤス 糯粋 股引 金 ニ両ニ 朱。」 箱 館 戦史 及稷本 武揚伝 

の 詳細なる もの はわた くしの 手許に ない。 文 淵 堂 所蔵 

の 一 戸 隆次郎 著 「稷 本武 楊子」 に 拠れば、 武揚 等の 諸 

艦 は 「十一 月 二十日 夜に 乗じて 函館を 距る十 里なる 鷲 

木 港に 入る」 と 云って ある。 「十一月」 は 「十月」 の 誤 

なること 明で ある。 


r 廿 二日。 半 陰。 尻 沢 村 出張 之 御 人数 大野 村 (五 里) 

迄 進発。」 一 戸の 記に 拠れば、 武揚は 「人 見 勝 太郎、 本 

多幸 七郎の 両人に 命じ、 (中略) 五稜 廓に」 向 はしめ た。 

二 一人 命 を 聞いて 茅 部嶺を 越え、 大野まで 至」 ると、 「津 

軽の 兵 一 一 百 人人 見 勝 太 郎等の 大野 村に 在る を 聞いて 夜 

襲」 した。 福 山 藩 兵の 進発 は此 時の 事 か。 

「廿 三日。 雨。 賊徒 上陸 之 由に 付、 二 小隊 七重 村 (二 

里) 迄 御 差 出 相 成。 石 川 厚 安 右へ 出張。 亀屋 武兵衛 (山 

巿) 宅へ 病院 移転。 夜 五 時 過大 御 目 付 山 岡 氏より、 春 

安 亮碩松 軒 亀 田 表 御 本営へ 明日 繰 込 相 成 候 旨 申 来。」 

病院 は 初 伊藤 屋に 置かれた もの か。 山 岡、 名 は 源左衛 


門、 二十 七 歳。 後 運 八と 称す。 亀 田 表 は 亀 田 村 五稜 廓 

である。 二 尸の 記に、 「土方 歳 三 は 一軍に 将 として、 星 

恂 太郎、 春 日 左衛門 等と (中略) 川 吸 峠を踰 えて 函館 

に 入り、 大野に 陣取りけ る 時、 彰義隊 の 残党 等 も 来つ 

て 土方が 隊に 合し、 七重 村の 官兵を 襲」 ふと 云って あ 

る。 福 山 藩 兵の 七重 村に 入った の は此時 か。 

r 廿 四日。 晴雪相 半。 午後 亀 田へ 出張 之処。 途中 津軽 

むきし リ そ き の 

迄 引退 之 事に 相 成。 今朝より 大野 村 及 大川村 戦争 有 

リ あらず 

之、 兵隊 十 人 許り 即死、 怪我人 数人 有 之、 官軍 不利。」 

一 戸の 記に、 「土方 等 直ちに 七重 村 を 占領し ぬ、 清水 谷 

府知事 は 官軍の 利 あらざる を 見て、 五稜 廓 を 逃れ出で、 


函 館に 赴き、 普魯 西の 蒸 汽船に 乗って 津 軽に 赴」 くと 

しみ づ だに きんなる 

云って ある。 箱 館 府知事 清水 谷 公考 は武揚 等の 上陸に 

先だって 五稜 廓に 入って ゐた。 当時 公考 二十 四 歳。 

r 廿 五日。 晴。 暁 七 時 頃 土 州 軍艦へ 乗 込 之処、 行 違 ひ 

にて 又々 異 船へ 乗 替、 暮時箱 館 湊ょリ 出帆。」 

「廿 六日。 晴。 昼 八 時 津軽領 青森湊 着船。 総 御 人数 上 

やどる 

陸。 中 村 屋三郎 宅へ 宿。」 

「廿 七日。 半晴。 夕 微雨。」 

「廿 八日。 雨。」 一 戸の 記に 拠れば、 武揚 等の 五稜 廓よ 

リ松 前に 向った 日で ある。 

くもる 

「廿 九日。 陰。」 


つ ごも リ 

「晦日。 晴。」 

「十一 月朔 日。 晴。 月 賜金 ニ両、 外 一 両。 天朝より 御 

酒代 恩賜 配分 金 二分と 銭 百 六十 文。」 当時の 戦時 給養 

である。 一 戸の 記に 拠れば、 是日武 揚等は 松 前 藩 兵 を 

尻 内に 破った。 

「二日。 晴。 午前より 陰。 油 川 村 (相 距るー 里) へ 五 

小隊 御 差 出 相 成。 自分 並 藤 田 子 同所へ 出張 被 仰 付、 午 

刻 青 森 出立、 夕 七 時 油 川 村 著、 菊 屋重助 宅へ 落 著。」 油 

川 村、 一 名大 浜、 青 森に 次ぐ 埠頭であった。 二 尸の 記 

に 拠れば、 武揚 等の 福 島 湾に 迫った 日で ある。 

「三日。 半晴。 夜 雪。 当所 住居 抽斎 門人 成 田 祥民面 


会。」 

「四日。 半 晴。」 

「五日。 陰。」 一 戸の 記に 拠れば、 武 楊と 事を倶 にす る 

大鳥圭 介 等が 松 前の 城 を 陥れ、 城 将田村 量吉の 自殺し 

た 日で ある。 城 は 嘉永ニ 年 徳川家 慶の 築かし めた 所謂 

福 山城で ある。 

「六日。 晴。」 

その 三百 三十 九 

棠 軒が 戊辰 従軍の 日記 は 既に 十一 月 六日に 至って ゐ 


た。 福 山の 兵 は 箱 館より 退いて 青 森に 至り、 棠 軒が 属 

する 所の 一 部隊 は 油 川 村に 次して ゐ るので ある。 

ほどなく 

「七日。 陰。 朝 青 森 湊へ賊 艦 ニ艘来 著、 無 程 退 帆、 夜 

六 時 頃 津軽領 平 館 (八 里) へ 右 賊艦相 廻、 十四 五 人 上 

陸いた し 候 由 風聞 有 之。」 

「八日。 陰。 冬至。」 

「九日。 晴。 夜雨。」 

「十日。 雨。」 

「十 一 日。 陰。」 

せ つちゅう 

「十二 日。 晴。」 一戸の 記に 拠れば、 武揚 等の 雪中 

え ざし 

江 刺に 入った 日で ある。 松 前の 陥い つた 時、 藩主 松 前 


徳広は 江 刺に ゐて、 敵 兵の 至る 前に 熊 石に 逃れた。 

「十三 日。 陰。」 

「十四日。 半晴。 夜 雪。」 

「十五 日。 雪。 文 礼，. 子 御用に て 新 城 宿より 爰元 通行。」 

一 戸の 記に 拠れば、 武揚 等の 兵が 館の 寨を 陥れた 日で 

ある。 

「十六 日。 雪。」 

「十七 日。 雪。 榛軒 先生 十七 回忌に 付、 雑煮 餅 一統へ 

振舞。 文 礼 子 青 森より 帰途 立 寄 一 泊。」 

「十八 日。 半晴。 夕 雪。」 

「十九 日。 雪。」 


せいせつ あひな かばす 

「廿日。 晴雪相 半。 弘前 侯より 岡 田 総督 始、 人夫 迄 

之 御 祈禱、 於 当所 上 林 中 林 下 林 三 所 被 仰 付。 右に 付 中 

林 神明 社 参詣。」 岡 田、 名 は 創、 後 吉顕、 旧称 伊右衛 

門、 二十 七 歳。 

r 廿 一 日。 同断。」 一 戸の 記に 拠れば、 武揚 等の 兵が 熊 

石に 至って 敵 を 見ず、 五稜 廓に 引き返した 日で ある。 

r 廿 二日。 同断。」 

r 廿 三日。 微晴。 寒 入。 松 前 侯 同 城 戦争 有 之、 引 払 

之 上、 一 昨夜 平 館 著 船、 昨夕 蟹 田 村 御 逗留 之 由。 右に 

おんみ まひと して 

付 為 御見舞 御 使者 (天 宇 門、 磯 貫 一 郎) 被 遣 候 間、 小 

ま をし だん せらる 

子 同行 被 差遣 候 旨、 副 長 被 申談。 暁 八 時 過 油 川 宿 出 


立、 朝 五 半時 頃 蟹 田 村 著 之処、 松 前 侯 昨夕 御 参 著 無 之、 

今夕 御 来 泊に 相 成、 御見舞 相 勤。」 天 宇 門、 二十 二 歳。 

磯 貫 一 郎、 四十 歳。 

「廿 四日。 微晴。 夜雨。 朝 五 時 過 蟹 田 村 出立、 馬上に 

而昼九 半時 頃 油 川 帰 宿。」 

「廿 五日。 雪。」 

r 廿 六日。 半晴半 雪。」 

r 廿 七日。 同断。」 

「廿 八日。 微晴。 清水 谷 様より 兵隊へ 為 慰労 御酒 四 合 

づ つ、 御 肴 代金 一 朱と 三百 五十 四文づ つ 被 成 下。 石 川 

厚 安 青 森 行に 而 前後 立 寄 一 泊。 江 木 老人 爰許 逗留 中 病 


院 同宿。」 箱 館 府知事 清水 谷 公考、 前日より 青 森 口 総督 

兼任。 江 木 老人 は 鰐水繁 太郎、 五十 九 歳。 

r 廿 九日。 微晴。 江 木 老人 築城 掛 御免 内 願に 付 容体 書 

ベ つして とぜん を しらず 

差 出す。 老人 云。 好 書家、 旅 中別而 不知 徒然、 生涯 妻 

子に 勝る 之徳 ありと 云。 名 話な リ。」 

「晦日。 微 晴。」 

「十二月 朔日。 微 晴。」 

「二日。 同断。 夜 雪。」 

「三日。 微 晴。」 

「四日。 晴。 夜雨。 雷鳴。 月 賜金 ニ両 受取。」 

「五日。 陰。」 


「六日。 雪。 文 礼 子 青 森へ 御用に 而罷 越、 帰路 一泊。」 

「七日。 晴。 夕 雪。 会議所よ リ為 寒中 慰労 生 牛 一 疋兵 

隊へ 頂戴 相 成、 今日 屠 肉 配分。」 

「八日。 雪。」 是 日車駕 東京 を 発す。 

「九日。 雪。 午後 止。」 

「十日。 晴。」 

「十一 日。 晴。 松 軒 子 青 森へ 行。 天 富 亮碩亦 青 森 行に 

而立 寄。 」 

「十二 日。 晴。 午後 陰。 本陣 大菊屋 へ 病院 転 寓。」 

「十三 日。 晴。 斎 木石 川 新 城より 兵隊 同道に 而来。」 

「十四日。 晴。 夜 雪。」 


「十五 日。 晴。」 

「十六 日。 斎 木石 川 来 一 宿。」 

その 三百 四十 

棠軒 従軍 日記の 戊辰 十一 一月 十六 日 を 以て 前 稿 は 終つ 

てゐ た。 此 より 其 後 を 抄出す る。 

「十七 日。 晴。 弘前侯 為 御 見廻 当所 御 通行、 総 兵隊へ 

つ ぐ あき 

為 御 土産 御酒 御 肴 被 成 下。」 弘前侯 は津軽 承昭、 一 一十 八 

歳。 

「十八 日。 風雪。」 


「十九 日。 風 飛 雪。 松 平民 部 大輔様 箱 館 討 手 被 為 蒙 

仰 候 旨 廻状 到来。」 松 平民 部 大輔、 名 は 昭武、 前 月 二十 

四日に 箱 館の 賊を 討つ こと を 命ぜられ、 二十 五日 兄 

よし あつ  つ 

慶 篤の 後 を 襲いで 水 戸 藩主と なった。 

「廿日。 微 雪。」 

「廿 一日。 晴。」 

「廿 二日。 晴。 節分。」 

「廿 三日。 晴。 当所 病人 多 之処、 松 軒 子 四 五日 不快に 

すけと して  じゅら い 

付、 当分 之 内 為助 斎 木 文 礼 御 呼 寄に 相 成、 午後 入来。」 

「廿 四日。 晴。」 

r 廿 五日。 晴。 昨日 総督より 洋医可 心 掛之命 有 之。」 


蘭 軒の 養 孫、 榛 軒の 養子 は 遂に 洋医 方に 従 ふべき 旨 を 

さと 

喩 された。 

くちる 

r 廿 六日。 陰。」 

r 廿 七日。 晴。 会津 仙台侯 始御 処置 有 之 候 由 

始而入 耳。」 松平容 保、 伊達 慶 邦の 処分 は是月 七日に 於 

てせられ た。 

「廿 八日。 晴。」 

r 廿 九日。 雪。 来 正月 分 雑用 金ニ両 受取。」 

此年 所謂 又 分家の 伊沢 氏で は、 徳 安が 既に 磐 安と 改 

称して ゐた。 又 其 全家が 十二月 中 相模国 「余 綾 郡 山 下 

村 百姓 仙次郎 方」 に寓 して ゐた。 是は良 子 刀自 所蔵の 


駿藩 留守居より 辨 官に呈 した 文書に 徴 して 知るべき で 

ある。 

此年棠 軒 三十 五、 妻 柏 三十 四、 子 平安 十、 紋次郎 二 

つ、 女 長 十五、 良 十三、 柏 軒の 子 磐 安二 十、 平 三郎八 

つ、 孫祐 六つ、 女 国 二十 五、 安 十七、 柏 軒の 妾 春 四十 

四であった。 

明治 二 年 は 蘭 軒 歿後 第 四十 年で ある。 棠軒は 歳 を 青 

森 附近 油 川 村の 陣中に 迎へ た。 

「正月 元日。 半晴。 中 林 神明 宫社 参。」 

「二日。 陰。 夜雨。 成 田氏弘 前へ 出立に 付、 書状 認渋 

江 小 野 両氏へ 送る。」 成田祥 民に 託して 書 を 渋 江 氏、 小 


野 氏に 寄せた。 渋 江 氏に は抽斎 未亡人が 子女と 倶にゐ 

た。 

「三日。 晴。 風。」 

「四日。 陰。」 

「五日。 雨。」 

「六日。 陰。」 

「七日。 晴。 午後 陰。」 

「八日。 九日。 十日。 雪。 風。」 

「十 一日。 晴。」 

「十二 日。 晴。 昨日 成 田氏弘 前より 帰来、 渋 江 小 野 返 

書 来。 当 藩 上 原元英 来。」 上 原 は 弘前藩 医で ある。 


せいせつ あひな かばす  きんきし かう せう ろく 

「十三 日。 晴雪相 半。 金 匱私講 抄録 卒業。」 

「十四日。 晴雪相 半。」 

「十五 日。 晴雪相 半。 昨冬 箱 館 表 俄 之 引 楊に 付、 格別 

之以 御仁 恵 総 人数 へらせいた 洋服 一枚 づっ、 天朝より 

恩賜 被 仰 付。」 

「十六 日。 雪。」 

「十七 日。 十八 日。 晴。」 

こ と 

「十九 日。 晴。 清水 谷 様 爰許御 巡 見 有 之 総督 御 召に 而、 

一 統無 怠慢 在 陣之段 神妙 之 至、 尚宜 敷と 御 口上 有 之 候 

由。 今朝 於 青森大 病院、 罪人 解体に 付、 斎 木 藤 田 昨夜 

より 罷越、 今夕 又 一 宿。」 官衙に 於け る 解剖 は、 或は 此 


等を始 とする ので はなから うか。 

「廿日。 晴。 斎 木 藤 田 青 森より 帰 宿。 石 川 厚 安来 一 宿- 

今日 病院 大工 棟梁 越後 屋 新兵 衛 へ 転陣。 」 

「廿 一 日。 雨。」 

すこし はる 

「廿 二日。 微晴。 夜 雪。」 

「廿 三日。 廿 四日。 半 晴。」 

r 廿 五日。 風雪。 石亀 村に 於て 大操練 御覧 有 之。」 

「廿 六日。 微 晴。」 

r 廿 七日。 陰。 夜雨。 午刻より 新 城 村 病院へ 行、 日暮 

帰 寓。， - 

r 廿 八日。 風雨。」 


r 廿 九日。 晴。 広 江 氏 不快に 付、 昨日より 病院に 引 

取。」 広 江 氏、 通称 繁三 郎、 三十 八 歳、 席順に 「建築」 

の 肩書が ある。 

「晦日。 晴雪相 半。」 

「二月 朔日。 晴。」 

「二日。 陰。 夜雨。 斎 木 子 青 森 行 一宿。 広 江 病人 相談 

也。」 

「三日。 雨。 大病 院深 瀬祥春 来。 広 江 一 診。 石 川 厚 安 

来 一宿。」 

「四日。 雨。」 

「五日。 陰。 斎 木 氏 青 森へ 行。 当日 大 病院に 而御 進撃 


之砌 医局 用意 之 薬種 並 道具 等 申 合。 」 

すこしく もる 

「六日。 微 陰。」 

その 三百 四十 一 

棠軒 従軍 日記 は 己巳 二月 六日に 至って ゐた。 その 青 

森 附近 油 川 村に 淹留 する こと 既に 百日に 垂 として ゐ 

る。 

「七日。 晴。 於 青 森 岡 田 総督 不快に 付、 為 見舞 可罷越 

趣 堀 副 督被申 渡 候。 朝より 行。 藤 田 子 私用に て 同行。 

黄昏 帰寓。 月 賜金 ニ両 受取。」 堀 氏、 通称 兵左衛 門、 三 


十 歳。 

あめかぜ 

「八日。 雨風。 夜 雪。」 

「九日。 雨風。」 

せいせつ あひな かばす 

「十日。 晴雪相 半。」 

すこし はる 

「十 一日。 微晴。 斎 木 氏 青 森 行 一 宿。」 

「十二 日。 晴。 石 川 厚 安来 一 宿。」 

「十三 日。 晴。 藤 田 氏 新 城へ 行。」 

「十四日。 夜来 雨。 朝より 半 晴。」 

「十五 日。 風。 小雪。」 

「十六 日。 微晴。 深 瀬祥春 来。 藤 井 重 次郎来 飲。 亮碩 

子 来、 又 飲。」 藤 井 十 次郎、 軍事 方、 四十 五 歳。 


「十七 日。 雪。 午後 雨。 豊田 鎌三郎 より 被 招 行 飲。」 

豊田は 席順に 「簿」 字の 肩書が ある。 

「十八 日。 雨風。」 

「十九 日。 晴。 風。」 

しかの みならず 

「二十日。 微晴。 此夕右 脇 下 打撲、 痛甚、 加 之 咳 痰 

に而 平臥。 此間文 礼 子弘前 御用 行に 付、 渋 江 小 野 両氏 

尋訪相 頼、 並に 菓子 折 進物す。 生 口 拡青森 行に 而 前後 

立 寄。」 

二月 一 一十 一 日より 三月 六日に 至る 病臥 中の 記が 闕け 

てゐ る。 二月 は大 であった から、 十六 日間で ある。 「此 

間」 以下 は 十六 日間の 事 を 約 記した ものである。 


「三月 七日。 微晴。 夜雨。 半 愈に 而浴 湯。 亮碩子 来 一 

宿。」 車駕の 再び 京都 を 発した 日で ある。 

「八日。 漸 晴。」 

「九日。 陰。 夕晴。 文 礼 子 青森大 病院へ 行。 広 江 病人 

相談 也。 然処 途中 面会 同道 引返。 厚 安来。 夜 広 江に 而 

飲。 同人 明日 中 野 屯所へ 帰陣。 自分 同道 相 達す。」 

「十日。 晴。 夕 雨。 雷鳴。 広江繁 三郎附 添、 且又 打撲 

やう じ やうと して 

為 養生 温泉 行 御 聞 済、 朝より 出立。 津軽 坂に て 午 飯。 

夕 七 時 中 野 村長 谷川 総 右衛門へ 著。 終日 乗 輿。」 津軽 坂、 

そとが はま ない ぐん 

一名 鶴 坂、 外 浜と 内 郡との 界 である。 

「十 一 日。 晴。 中 野 村 逗留。」 


「十二 日。 晴。 午刻より 中 野 出立。 黒 石 城下 通りより 

浅瀬 石村大 病院へ 立 寄 一 宿。 生 口 生 対面。」 

「十三 日。 晴。 浅瀬 石 村より 温湯 村 温泉 行。 庄屋 重 次 

郎へ 逗留。 生 口 子より 急報 来る。 左の 如し。 軍艦 青 森 

港へ 到 著 候に 付、 即刻 同所へ 可罷越 趣。」 軍艦と は北征 

軍艦 八隻の 内で あらう。 

「十四日。 雨。 夕晴。 爰許 今朝 出馬、 黒 石 通り、 中 野 

村 迄 帰 程、 様子 相尋 候処、 五 七日 内に は 出 艦 手 箬難及 

由に 付、 午刻より 又々 弘 前行 相 催す。 藤 崎 村に 而継 馬、 

夕 七 半時 過弘前 城下 下 土手 伊勢屋 甚太郎 方 著、 直 小 野 

たづね とぶら ひゆき のむ 

氏 尋訪行 飲。」 


「十五 日。 晴。 渋 江 氏へ 行 飲。 午刻よ リ弘前 出立、 夕 

七 時 頃 中 野 村へ 著 一 泊。」 渋 江 氏で は抽斎 未亡人が 棠 

軒 を 饗した ので ある。 

「十六 日。 晴。 午刻より 中 野 村 発。 帰 程 新 城 病院へ 寄。 

暮時 帰寓。 」 

「十七 日。 晴。 昨夕より 秋 月 辰 三 不快に 付 病院 入。」 

席順に 「秋 月 辰 三、 廿六」 とあって 「箱」 字の 肩書が 

ある。 役 後 箱 館に 留まった 印で ある。 

「十八 日。 雨風。」 

「廿日。 晴。」 

「廿 一 日。 晴。 青 森 御 薬用 行、 夕 帰 寓。」 御 薬用 は 薬物 


を 補充す る 謂で あらう。 

「廿 二日。 晴。」 

r 廿 三日。 夜来 風雨。」 

「廿 四日。 陰。」 

「廿 五日。 晴。」 東京より 北航して 宫古 湾に 入った 軍 

艦と 武揚 等の 軍艦と 衝突した 日で ある。 中 根 香亭は 

「朝 延大発 軍艦 北征、 我 艦 要撃 之于宫 古、 敗而 還、 於是 

五稜 廓 為本 営、 列 戦艦 於函館 港、 分遣 諸 隊於松 前 江 差 

室 蘭、 以備 敵」 と 記して ゐる。 

その 三百 四十 一 一 


己巳 三月 一 一十 五日 後の 棠軒 従軍 日記 は 下の 如くで あ 

る。 

やう やくほ ころび 

「二十 六日。 晴。 近日 梅花 及 桜桃 李 椿 等 漸旋、 時 

や、 だん をお ぼ ゆ 

気 稍 覚暖。 夕刻 東京 廻り 軍艦 六艘青 森へ 入港。」 東 

京 廻りと は 東京から 廻され たと 云ふ義 であらう。 

「二十 七日。 陰 雨。」 

「二十 八日。 晴。 厚 安子 来 一宿。」 車駕の 再び 東京に 

入った 日で ある。 

「二十 九日。 晴。 斎 木石 川 同道 青 森 御 薬用 行。」 

「四月 朔日。 陰。」 


「二日。 晴。 午後 急 雨。」 

「三日。 晴。 午後 雨。」 

むかひち 

「四日。 晴。 明 五日 向 地へ 御 進撃 相 成、 御 家 兵隊 三百 

人 御 繰 出、 松 前 口 青木 氏 手厚 安、 厚沢 辺 口 堀 氏 手 亮碩、 

熊 石 村 根 陣岡田 総督 手 文 礼 出張 被 仰 付、 拙者 松 軒 其 儘 

油 川 居残。」 青木 氏 通称 勘 右衛門、 後 源 蔵、 二十 三 歳。 

堀 氏 通称 兵左衛 門、 後 精一、 三十 歳。 岡 田 創 は 前に 注 

して ある。 

「五日。 晴。 午後 微雨。 月給 金 受取。 十二 字 揃、 天 富 

斎 木石 川 出立す。 尤 青 森 迄。」 

「六日。 晴。 午後 雨。 午刻 許 青 森より 進撃 艦 八艘出 


「七日。 八日。 陰。」 

「九日。 晴。」 此日江 刺の 戦が あった。 下に 註す る。 

「十日。 陰。 夜 四時 軍 監ょリ 御 談左之 通。 昨 九日 向 

地より 戦 状 申 越、 只今 青 森 表よ リ申 来。 九日 八 字 官軍 

音 辺へ 著。 小 戦 有 之、 夫より 江 差 之 賊徒 追撃、 厚 浅 部 

口 迄 進軍、 尤大炮 三、 玉 薬 二十 四 五 箱 分捕、 賊徒 一人 

生 捕 有 之 候 趣。 右に 付 残 兵 御 都合 次第 早速 御 差 出に 相 

成 も 難 計、 兼而手 害いた し 置 候 様。」 軍監、 斎 藤甚右 

衛門、 三十 八 歳。 中 根 香亭は 九日の 戦 を 下の 如く 叙し 

てゐ る。 「四月 九日。 敵 艦 九隻。 舳艫相 銜至乙 部。 江 


差 兵来邀 戦。 敵 分 兵 攻江差 取 之。 我 兵 聞 之。 敗 入 松 前。 

敵 又 分 兵 二股 木 古内。 土方 歳 三 拒 二股。 大鳥圭 介 拒 木 

古内。 戦尤 烈。」 一 戸の 記に 拠れば 江 刺の 兵 は 三 木 軍 

司の 率る 所であった。 

「十 一 日。 晴。」 一 戸の 記に 拠れば、 是日 伊庭 八 郎秀穎 

等 は 江剌を 回復せ むと 欲して 果 さなかった。 香亭 はか 

う 云って ゐる。 「先 是秀穎 率 遊撃隊 在 松 前。 欲復江 差。 

与諸隊 合力。 進撃 敵根武 田。 散兵 山野 大破 之。 追 北 数 

里。 敵 焼 茂 草村而 走。 会 本営 之 令 至。 二股 木 古内 急矣。 

当 退 松 前 応機援 之。 乃 収兵還 松 前。」 秀穎は 伊庭 軍兵 

衛秀 業の 長子で ある。 後に 星 亨を剌 した 想 太 郎は秀 穎 


の 末弟で ある。 

「十二 日。 晴。 藤 田 子 中 野 村 行 一宿。」 

「十三 日。 陰。 夕 雨。 明日 残 兵 御 繰 出 相 成 可 申、 尤拙 

者 居残、 病人 手厚 可 致 旨、 松 軒 出張 被 仰 付。 同人 中 野 

村より 夜半 帰 寓。」 一戸の 記に 拠れば、 官軍と 大鳥圭 介 

きこな い 

の 兵と 再び 幾 古内に 戦った 日で ある。 

「十四日。 雨。 朝 五 時 残 兵 青 森 迄 出張。」 一戸の 記に 

拠れば、 是日名 古屋、 津軽、 松 前の 諸 藩 兵が 土方 歳 三、 

古屋作 左衛門 等の 兵と 戦った。 伊庭 も 亦 兵 を 出した。 

「十五 日。 晴。 諸 藩 出張 之 兵 大半 青 森より 乗船 渡海 之 

事。 御 薬用に 而青森 行。」 


「十六 日。 晴。」 一 戸の 記に 拠れば、 武揚等 は此日 再び 

江 剌を復 せむ として 清 部 村に 至り、 春 日 艦の 砲撃 を受 

けて 退いた。 

「十七 日。 晴。」 官軍の 松 前 を 占領した 日で ある。 一 

戸の 記に かう 云って ある。 「官軍 海陸より 並び 進んで 

松 前 城に 迫る。 稷本 子の 兵 退き、 折 戸に 拠る。 官軍の 

別隊 山道より 折 戸の 後方に 出で て夾 撃す。 模本 子の 兵 

敗る。 官艦は 松 前 を 砲撃す。 稷本軍 弾丸 尽き、 却いて 

福 島 一 渡 尻 内 幾 古内 等 を 保有す。」 (節 録。) 香 亭の云 ふ 

を 聞く に、 官 兵の 折 戸 を 迂回した 時、 岡 田 斧吉、 本山 

小 太郎が 戦死した。 「秀穎 聞 小太郎 死。 歎 曰。 余今而 


始失 一 臂 矣。」 

「十八 日。 晴。 昨 十七 日 昼 九 時 松 前 落城 之 吉報 有 之 候 

由。」 

「十九 日。 陰。」 香 亭の云 ふ を 聞く に、 是日 官軍が 伊庭 

の 福 島の 営 を 襲った。 伊庭 は 肩と 腹と を 傷 けられた。 

「遠近 要害。 概為敵 有。 我 水陸 兵力 漸蹙。 所 保 五稜 廓 

及辨天 千代 岡 二 砲墩而 已。」 

「廿日。 晴。」 

「廿 一 日。 微雨。」 

「廿 二日。 雨。」 

「廿 三日。 陰。」 一戸の 記に、 「春 日 東 二 艦 矢 不来富 川 


の陣を 砲撃し、 別に 二股 を も攻」 むと 云って ある。 

「廿 四日。 晴。」 

「廿 五日。 微雨。」 二 尸の 記に かう 云って ある。 「東 春 

日長 陽 陽春 丁 卯の 五 艦函館 港に 向 ふ。 模本 子等 回天 蟠 

竜 千代 田 三 艦 を 以て 迎へ戦 ふ。 稷本 子等の 艦佯り 退く _ 

官艦 追撃す。 辨天 砲台の 弾丸 雨注す。 官艦 退く。」 (節 

r 廿 六日。 陰 雨。」 武揚 等の 兵の 矢不 来に 敗れて、 五稜 

廓に 退いた 日で ある。 

r 廿 七日。 陰。 朝より 青 森 御 薬用 行。」 

「廿 八日。 陰。」 


「廿 九日。 晴。」 

「五月 朔日。 晴。 入梅。」 

「二日。 晴。」 二 尸の 記に 云く。 「官軍 七重 浜 及 大野 邑 

に 進む。 模本の 軍 夜 七重 浜 を 襲 ふ。 官軍 追分に 退く。」 

(節 録。) 

「三日。 陰。 夕 雨。」 二 尸の 記に 拠る に、 武揚 等の 兵が 

官軍 を 大野に 夜襲して 克 たなかった 日で ある。 

きく ぢ ゆう 

「四日。 雨。 病院 新兵 衛 方より 菊 重 方へ 再 移転。」 両 

軍 艦隊の 箱 館 港に 戦った 日で ある。 夜 森本弘 策が 千代 

田 を 坐礁せ しめた。 

「五日。 雨。」 両軍 艦隊の 大森 浜に 戦 ひ、 官 兵の 大川村 


を 占領した 日で ある。 

「六日。 雨。 去廿 九日 木 子 内 及 二股 之賊 敗走、 官軍 大 

野 有 川 迄 進撃 相 成 候 由。」 

「七日。 漸 晴。」 武揚 等の 艦隊 中蟠竜 回天の 二 艦が 機 

関 を 毀 つた。 

「十 一 日。 晴。 午刻よ リ中野 村 行。 広 江 氏 不快に 付て 

ほと 、 ぎす をき く 

也。 一宿。 途中 津軽坂 聴 子規。」 是日武 揚等は 遂に 

自ら 諸 艦 を 焚いた。 

「十二 日。 陰。 夕 微雨。 朝飯 後 中 野 村 出立。 途中 落馬、 

左 脇 打撲。 午後 帰 寓。」 是日 官軍が 五稜 廓 を 砲撃した。 

香亭の 文に 曰く。 「甲鉄艦 発 大礮。 撃 五稜 廓。 屋瓦尽 


振。 将士 多 死。 秀穎 在蓐。 毎 聞 砲声。 欲 起 而仆。 創滋 

劇。 遂絶。 年 二十 七。」 

「十三 日。 晴。 去 十日より 箱館府 戦争 有 之、 賊徒 敗走、 

軍艦に 而も 戦争 有 之、 是亦 官軍 大勝 利。 松 軒 子 之 書状 

安野 呂 より 来る。」 

その 三百 四十 三 

し ち 

棠軒 従軍 日記の 己巳 五月 十三 日 後の 文 は 下の 如くで 

ある。 

くもる 

「十四日。 朝 陰。 午後 晴。 昨日 当 藩 医師 芳賀玄 仲 来。 


御 旗 向 地へ 御 廻し に 相 成、 江 木 軽 部 等 近日 渡海 之 事。」 

当 藩は津 軽で ある。 旗 を 向 地に 廻す と は 岡 田 総督の 彼 

岸に 航 する 謂で あらう。 江 木 氏、 繁 太郎。 軽 部 氏、 半 

左衛 門、 四十 五 歳。 

「十五 日。 陰。 午後 晴。 御 勝手 方 中 野 村 引 払、 当所 本 

陣へ転 陣。」 岡田航 赴の 準備で ある。 二 尸の 記に 拠れば、 

是日辨 天 砲台の 戌 兵 降り、 官軍の 将校 田 島 敬 蔵、 中 山 

良 三相 次いで 武 楊に 降 を 勧めた。 武揚 はこれ を 斥け 

中 山に 託して 「万国 海 律 全書」 ニ卷を 官軍に 贈った。 

くびす 

兵卒の 逃れ 去る もの 踵 を 接した。 

「十六 日。 晴。 月給 金ニ両 受取。」 二 尸の 記に 拠れば、 


くるしま  ちょが を か 

是日来 島 頼 三の 隊が 千代 岡 を 攻撃し、 大鳥圭 介 等 退い 

きょた か 

て 五稜 廓に 入った。 官軍の 参謀 黒 田 清 隆は海 律 全書 を 

受けて、 酒 五 樽を武 楊に 贈った。 

「十七 日。 朝 陰。 午後 晴。 風。 今夜 四時 御 旗 向 地へ 御 

渡海 之 事。」 一 戸の 記に 拠れば、 田 島 敬 三 は是日 再び 往 

いて 武揚を 説いた。 武揚は 遂に 黒 田 了 介、 中 山 良 三と 

千代 岡に 会見して 開城 を 約した。 

「十八 日。 陰。 風。 小雨。 近日 軽 寒、 

や 、にぐ わつ のきこうと あ ひに たリ 

稍 与 二月 気候 相似。」 一 戸の 記に 拠れば、 武揚は 是日松 

平 太郎、 荒 井 郁之助、 大鳥圭 介 等と 与に 出で て 降った。 

う た  ひ きゐ 

前 田 雅楽 は 兵 二 小隊 を 率て 廓に 入り、 兵器 軍 糧の授 


受に 任じた。 砲 二十 門、 銃 千 六 百 挺、 来 五 百 俵で ある。 

将卒の 降る もの 千 余人であった。 武揚は 天 保 七 年 八月 

二十 五日に 生れた。 一戸が 文久 元年 二十 七 歳に して 和 

蘭に 留学した と 云 ふ を 見れば、 一年の 違算が ある。 二 

十七 歳 は 二十 六 歳の 誤で あらう。 戊辰の 年に は 武揚は 

三十 三 歳であった。 

「十九 日。 微雨。 午後 晴。 廿日。 廿 一日。 晴。 向 地 敵 

さんぬ る 

軍 去 十七 日 愈 降伏、 箱 館 府御平 治 相 成 候に 付、 残 御 

人数 及 輜重ー 切 渡海 可 致 旨。 尤 病人 三人 (秋 月 辰 三、 

小山 忠三郎 及 人夫 富 五郎) 戦 事 手負大 病院へ 御 預に相 

まとめの ため 

成。 為 纏 磯 貫 一 郎、 藤 田 松 軒 御 差 越しに 相 成 候。」 十 


七日 は武揚 等の 開城 を 約した 日で ある。 小山 忠三郎 は 

力み 

周旋 方で ある。 其 他 は 上に 注して ある。 

r 廿 二日。 陰。 夜 微雨。 早朝 油 川 菊 重 方 出立。 青 森 辰 

巳屋へ 一 旦著、 大 病院へ 三人 之 病 者 頼 行。 其 後 往吉屋 

あしく 

藤 右衛門へ 落着。 風波 悪 敷、 船不 出帆。」 

「廿 三日。 晴。 午後 雨。 午後 八 時 青 森 港 出帆、 夜 五 時 

過 箱 館 著 船。」 

「廿 四日。 微雨。 朝 上陸。 大病 院 下宿 和 島屋 某へ 著。 

本 藩 兵隊 東京 府迄引 揚可申 旨。 尤 明朝 十字 乗船 之 事。 

けんじ いくち ひろめ 

斎 藤 勘 兵衛、 河 野 乾 二、 生 口 拡病者 為 纏 居残 被 仰 付。」 

斎 藤 勘 兵衛、 二十 七 歳。 席順に 「撃 小 長」 の 肩書が あ 


る。 鷹撃隊 小隊 長の 略 ださう である。 河 野 乾 二 「軍事 

方」 の 肩書が ある。 

r 廿 五日。 晴。 後 微雨。 朝 十字 英船 アラビア ン 乗船。 

夕 四 字 箱 館 港 出帆。」 

「廿 六日。 雨。 廿 七日。 午後 晴。 廿 八日。 晴。 夜 十 一 

字 横 浜 港 迄 著 船。 無 程 出帆。」 

r 廿 九日。 晴。 朝 四時 頃 品 川 著 船。 鮫津川 崎屋へ 上陸。 

夫々 分散。 病院 は 脇 本陣 広 島 屋太兵 衛へ落 著。 御上 当 

時 御在府 に而、 一統へ 御意 有 之 並に 為陣服 料金 三両 

宛 被 成 下。 尤典式 伊木 巿十郎 御 使者 也。」 席順に は 「典 

式 伊木 巿左衛 門、 三十 八」 と 云って ある。 


「六月 朔日。 微雨。 従 天朝 一 同へ 御酒 御 肴 被 下 置。 午 

刻より 長 谷 寺、 祥雲寺 参詣。」 

「二日。 雨。 於 丸 山 邸 岡 田 総督 始夫卒 迄 御酒 御 吸物 被 

成 下。 於 福 山 当 二月 紋次郎 痘死之 由。」 棠軒は 始てニ 

子 紋次郎 の 死 を 聞知した ので ある。 紋次郎 は 二 歳に し 

て 夭した。 

「三日。 四日。 雨。 五日。 陰。 夜 又 雨。 大 殿様より 一 

同へ 御酒 御 肴 被 成 下。 当所 かま や 川 崎ゃ両 所に 而開 

まさ やす 

宴。」 大殿は 四 代 前の 正 寧で ある。 

「六日。 雨。 七日。 陰。 夕 雨。 午後 二字 大坂艦 乗組 延 

I 。  I 

弓 」 


「八日。 雨。 午後 漸晴。 朝 五 時 過大 坂 艦 乗組、 十字 品 

川 浦 出帆。 岡 田 総督 御用に 而、 堀副督 修業 被 願、 青木 

氏 薄手 負に 付、 斎 木 文 礼 御用 有 之 逗留。」 青木 氏、 勘 右 

衛門。 

「九日。 晴。 午後 微雨。 艦 中。 十日。 晴。 夕 七 時半 過 

ともの つ  ぜんぎ やう じ 

辆津 着船 上陸。 善行 寺 一 泊。」 

「十 一 日。 晴。 朝 五 半時 辆津 出立。 水 呑 村 昼食。 安 石、 

ぢ びき 

吟 平迎。 地 引より 総隊 行列 午後 八 半時 着。 鉄 御門 前へ 

一等 官御 出迎。 夫より 御宮 拝礼、 神酒 頂戴 之 上 引取。」 

安 石 は 飯 田 安 石で ある。 吟平は 辛 未の 日録に 見えて ゐ 

る 稷本吟 平 か。 


その 三百 四十 四 

棠軒は 戊辰 九月 一 一十 一 日に 福 山 を 発して 北征の 軍に 

従 ひ、 己巳 六月 十一 日に 還った。 わたくし は 当時 これ 

を 郷里に 迎 へた 人々 を検 して 見ようと おも ふ。 先づ飯 

田 安 石が 中途に 出迎 へ た ^ J と は 既に 言 つ た。 次に 家に 

帰った 日に 来リ賀 した もの は、 「元 民、 玄昌、 玄高、 養 

竹、 養 真、 養玄、 泰安、 菊 庵、 立 造、 玄察、 金左衛 門、 

洞 谷、 理安、 策、 恒三、 雄 之 介、 祐道、 勘 兵衛、 桑 名 

屋、 豊七 等」 と 書して ある。 翌日の 客 中より 重出 者 を 


除けば、 「東 安、 銑 三郎、 高山、」 「孫 太郎、 顕 太郎、 安 

貞」 が ある。 其 次の 日の 客に 「成 安、 全 八 郎」、 「貞 白」、 

「平 蔵」 が ある。 

此中桑 名屋、 豊 七の 二人 は、 安 石と 倶に 出迎 へた 吟 

しえき  たぐ ひ 

平と 同じく、 出入 商人 若く は 厠 役の 類 であらう。 今 

文書に 就いて 其 他の もの を 挙げる。 元 民 は 「九 人 扶持、 

准、 皆 川 元 民、 三十 七、」 玄昌は 「八 人 扶持、 准、 成 田 

玄昌、 二十 六、」 玄高は 門人 「成 田竜玄 次男 玄 高、」 養 

竹 は 「十 人 扶持、 御 足 八 人 扶持、 医、 森 養 竹、 六十 四、」 

養 真 は 「五十 俵、 森 養 真、 三十 五、」 養玄は 「十三 人扶 

持、 書 教授 試補、 岡 西 養 玄改待 蔵、 三十 一 、」 泰 安 は 「十 


人 扶持、 御 足 十 人 扶持、 医、 鼓泰 安、 五十 九、」 菊 庵 は 

「十 人 扶持、 御 足 五 人 扶持、 医、 鼓 菊 庵、 五十 四、」 立 造 

は 「十 人 扶持、 御 足 三人 扶持、 執、 松 尾 立 造、 三十 九、」 

玄察は 「十 人 扶持、 御 足 三人 扶持、 補、 谷本玄 察、 四 

十、」 金 左 衛門は 「百 四十 石 八十 俵、 内、 藤 田 金左衛 門、 

三十 五、」 若く は 「百 三十 石、 御宮 掛、 大林 金左衛 門、 

四十 七、」 洞 谷 は 「十三 人 扶持、 吉田洞 谷、 四十 二、」 

リ あん  さく 

理安は 「八 人 扶持、 准、 村上理 庵、 四十 三、」 策 は 「九 

人 扶持、 御 足 三人 扶持、 准、 巿岡 策、 四十 二、」 恒三は 

「九 人 扶持、 桑田 恒庵 改恒 介、 六十、」 若く は 其 子、 雄 

之 介 は 「五十 俵、 巿令、 内 田 雄 之 介、 四十 五、」 祐道は 


「医、 横田祐 道、」 勘 兵衛は 「十八 俵、 渡 辺 勘 兵衛、 三 

十一 、」 東 安 は 「十八 人 扶持、 医、 三 好 東 安、 四十 九、」 

たかや ま 

銑 三郎は 「五十 俵、 大森銑 三郎、 三十、」 高山 は 「二百 

二十 石、 高山 郷作、 三十 一 、」 孫 太郎は 「五十 俵、 三 富 

孫 太郎、 一 一十 八、 」 顕太郎 は 門人 「町 医師、 柳井顕 太郎、 」 

安貞 は 「二十 俵 二人 扶持、 前 田 安貞、 三十 二、」 成 安 は 

「十二 石 二人 扶持、 医、 三 好 成 安、 二十 三、」 全 八郎は 

「十四 石 三人 扶持、 御 料理人 頭、 上 原 全 八郎、 五十 七、」 

貞白は 「十 人 扶持、 御 足 四 人 扶持、 補、 石川貞 白、 五 

十九、」 平 蔵 は 「村片 平 蔵、 二十 七」 であらう。 此中疑 

ふべき ものが あるが、 煩 を 避けて 細論し ない。 戊辰 席 


順の 年齢 は 一年 を 加へ た。 肩書の 省 文中に はわた くし 

が 自ら 解せ ずして、 漫然 抄 写した ものが 二三 ある。 

わたくし は 最も 注意すべき 人物と して、 養 竹 立 之、 

養 真 約 之の 森 氏 父子 及 岡 西 養玄を 表出し、 又 伊沢 分家 

に 縁故 最 深き 人物と して、 石 川 貞白及 上 原 全 八 郎を指 

点し、 此に賀 客の 記 を 終へ ようとお も ふ。 飯 田 安 石の 

棠軒 養母の 所 生なる こと は、 重て 註す る こと を 須ゐぬ 

であらう。 

棠軒は 凱旋の 月 十四日に 藩の 「医官」 を 拝した。 是 

は 早く 三月 二十 五日に、 同 班の ものと 共に 命ぜられた 

が、 出征 間であった ので、 此に 至って 始て 命を領 した 


ので ある。 六月 十四日に は、 棠 軒が 偶 目 を 病んで ゐ 

たので、 森枳 園が 代って 登衙 した。 事 は棠軒 公私 略と 

函榍軍 行 日録と に 重 見して ゐる。 只 前者が 目 疾の事 を 

言 はぬ だけで ある。 

按ずる に此 任命 は 制度の 変更より 生じた 形式に 過ぎ 

なかった であらう。 何故と 云 ふに、 事実に 於て 医官た 

る こと は 既に 久しかった からで ある。 

中 一日 を 隔てて 六月 十六 日に、 棠軒は 世 禄の命 を 拝 

した。 是も亦 早く 前年 戊辰の 冬に 命ぜられ たので ある。 

「伊沢 春 安。 其方 儀 是迄被 下 置 候 禄高 之 内 五十石 世禄 

に 被 仰 付、 其 余 は 御 足 高に 被 仰 付 候。」 公私 略と 軍 行 日 


録 とが 同文で ある。 

その 三百 四十 五 

棠軒 は北征 より 還って 後、 日記の 筆 を 絶たなかった。 

軍 行 日録の 余 紙 ある 限 はこれ を 用 ゐて稿 を 継ぎ、 その 

尽くる に 及んで 別に 「棠軒 日録」 ニ卷を 作った。 棠軒 

の 日記 は 軍 行 日録より 以下 凡三卷 ある。 わたくし は此 

より 後、 材を棠 軒 公私 略と 棠軒 日録と に 取る ことと す 

る。 

上文 は 己巳 六月 十四日に 棠 軒が 藩 の 医官 を 拝す るに 


終った。 わたくし は 先づ其 後の 日記 中より 目に留まつ 

た 件々 を 抄出す る。 

r 廿 七日。 (六月。) 晴。 江 木 老人 来。」 是は鰐 水が 戦後 

初 度の 来訪であった らしい。 日記に 見えて ゐる 森枳園 

父子、 岡 西 養玄の 往来の 如き は 此に抄 せない。 其 往来 

殆虚 日な きが 故で ある。 養玄は 嘗て 一 たび 柏の 所 生の 

ぢょ  めと 

女 梅を娶 つて、 後に これ を 出した ものである。 然るに 

伊沢 岡 西 一 一家の 人々 は殆細 故意に 介す るに 足らずと な 

す ものの 如くで ある。 推す るに 是は 人材 を 重んずる 蘭 

軒の 遺風に 出づる ものであった らしい。 養玄は 後の 岡 

寛 斎で ある。 


「廿 九日。 陰。 去 十七 日 於 東京 府 殿様 福 山 藩 知事 

お ほせ を かう むらせられ そろ  ごしう ぎと して 

被 為 蒙 仰 候に 付、 右 為 御 祝儀 御 帳 可罷出 之処、 当 病 

不参。 」 阿部 正桓が 藩主より 藩 知事に 更 任せられ たの 

である。 後 七夕の 条に 「当日 御 祝儀 御 帳 出勤」 と 記し 

て ある。 

七月 九日に 棠軒 は深津 郡吉津 村に 移住せ むこと を 請 

うて 允され た。 按ずる に 棠軒は 早く 前年 戊辰 八月 九日 

に吉津 村に 移った。 此に謂 ふ 「移住」 は 其 地 を 永住の 

所と する 意で あらう。 福 山 県に は是 より 先 甲子の 歳に 

屋敷 割の 事が あつたので、 棠軒は 同 班と 連署して 下の 

願書 を呈 した。 「元 治 元年 甲子 歳。 屋敷 拝領 被 仰 付 候 


様 被 仰 出 候に 付、 私共 業 柄 之 事故、 町 場 近き 屋敷 拝領 

仕度 奉 内 願 候 以上。 五月 廿 九日。 成 田 竜玄。 伊沢 春 安 _ 

石川貞 白。」 棠軒 は今此 「拝領 屋敷」 として 吉津 村の 地 

を 乞 ひ 得た ので あらう。 日録に 云く。 「九日。 (七月。) 

晴。 午後 驟雨。 月番 中に 付、 以養真 内 願 差 出 如 左。 口 

上 之覚。 私儀 御領 分深津 郡吉津 村え 在宅 仕度 奉 内 願 候 

以上。 七月 九日。 伊沢 春 安。 右 鼠 半切 相認中 折半 分 上 

包。 右 即刻 内 願 之 通 勝手次第 被 仰 渡 候 旨、 督事 官吉左 

衛門 殿、 造酒 之 丞殿被 申談候 由、 養 真より 申 来る。」 吉 

左 衛門は 三 浦 氏、 三十 歳。 造酒 之 丞は渡 辺 氏、 年齢 不 

羊。 


同じ 日 (七月 九日) の 記に 猶 「岡より 被 招、 洞 谷 同 

道行 飲」 の 文が あって わたくしの 目を惹 いた。 岡 西 養 

はや 

玄は 蚤く 此時岡 氏に 改めて ゐ たらしい。 己巳 席順に 養 

いうば う  た- V 

玄の右 傍に 「待 蔵」 と 註した の を 見る に、 啻に 縦線 を 

以て 養玄の 二字 を抹 して ゐる のみならず、 線 は 上 「西」 

字に も 及んで ゐる。 按ずる に 岡 西 養玄は 己巳に 一 たび 

岡 待 蔵と 称し、 次で 岡 寛 斎と 改めた ので ある。 洞 谷 は 

画師 吉田 氏で、 上に も 見えて ゐる。 

「十一 日。 (七月。) 晴。 吉津へ 行、 家作 大工に 為 積。 

飯 島 金 五郎 引 請に 而、 銀 札 三 貫目、 月 一歩 二 之 利 足 を 

加へ、 当暮迄 借用、 養 竹 証人 也。」 当時の 銀 相場 金 一 両 


銀 十八 匁 を 以てすれば、 三 貫目 は 百 六十 六両 余で ある。 

是が 関西 地方 当時の 家屋 建築費で ある。 しかし わたく 

し は 此の 如き 計算に 慣れぬ から、 此 数字に は 誤な きを 

保し 難い。 

その 三百 四十 六 

棠軒 日録 己巳 七月の 条に は、 次に 冢子 平安の 教育の 

事が 見えて ゐる。 「十二 日。 (七月。) 晴。 馬場に 行。 

平安 誠 之 館 稽古 一 件 頼。」 馬場 保 之 助は此 年の 席順 第 

五 等 席に 載せて あって、 「教授」 の 肩書が ある。 平安 は 


今の 徳 さんで、 当時 十 歳であった。 

いとく 

次に 日録に 始て意 篤と 云 ふ ものの 来訪が 書して ある。 

「十五 日。 雨。 意 篤 来。」 按ずる に 川 村 意 得 重 善の 子、 

しげあき  しんす けたい  けい ざう しげ ぷみ 

長 を 重 監と云 ひ、 仲 を 新 助 退と 云 ひ、 季を敬 蔵 重文と 

て る  しげ さ だ  しげ かた 

云 ふ。 重文の 妹 天留の 夫が 意 篤 重貞、 重貞の 子が 重 固 

あざな  しんし 

である。 退、 字 は 進 之、 悔 堂と 号す。 霞 亭北条 譲の 養 

嗣子で ある。 蘭 軒と 霞亭 との 親善であった こと は 上に 

見えて ゐる。 今此 文に 由って、 蘭 軒の 養孫棠 軒と 霞亭 

いもうとむこ 

の 養子 悔 堂の 妹 婿との 交際が 証せられ るので ある。 

意 篤 は 己巳 六十 一 一歳であった。 以下 意 篤との 往来 は 省 


「十七 日。 陰。 普請 取掛 延引、 明日より 相 始。」 深津 

郡吉津 村の 構築で ある。 

「十八 日。 陰。 平安 誠 之 館へ 今日より 出す。 尤 手跡 学 

問 共。」 嫡子の 就学で ある。 

r 廿 三日。 午後 雨。 高 束に 行。 お 長 縁談の 一 件 御 奥 御 

うけた ま はりあ はせ 

都合 承 合 。」 棠 軒の 女 長 は 当時 十六 歳であった。 

此 文より 推せば、 長 は 阿部 家の 奥に 仕へ てゐ たのに、 

めと 

これ を娶ら むと 欲する ものが あって、 棠軒は 長が ため 

に 暇 を 乞 はう として ゐ たので はなから うか。 高 束応助 

は 己巳 六十 四 歳であった。 阿部 家 奥 向の 事 を 管して ゐ 

たもの か。 


まい ばら 

r 廿 五日。 晴。 馬屋 原、 上 原、 石 川へ 寄、 吉津 見廻り。」 

馬屋 原 玄益は 席順に 拠る に 己巳 三十 八 歳で、 生年 は 天 

保 三年で ある。 蘭 軒の 詩 を 贈った 成 美 伯 好の 子で、 当 

時 江戸に あった ものと 推せられ る。 棠軒は 其 留守宅 を 

訪 うたので ある。 

「廿 六日。 雨。 昨日 箱 館 残リ御 人数 帰 著。 岡 田、 斎 藤、 

青木 在 其 内。 有 祝 行。 家作 料 三 貫目 被 成 下、 会計 局よ 

り 受取。」 北征の 時の 総督 岡 田 創 以下が 前日 福 山に 還 

つたので ある。 吉津村 構築の 費用 は 阿部 家より 給 せら 

れて、 棠軒は 債 を 償 ふこと を 得た。 

r 廿 九日。 晴。 殿様 於 東京 天杯 御 頂戴 被 為 蒙 仰 候 


御 祝儀 五 時より 四時 迄 之 内 出仕 御 帳 有 之。」 阿部 正桓 

の 朝恩 を 蒙 つたの を賀 する ので ある。 

「九日。 (八月。) 晴。 吉 辰に 付 普請場へ 引 移。 引越 

御 達 月番へ 差 出す。」 吉津 村の 新居に 移った ので ある。 

手伝 人中に 飯 田 安 石 夫妻、 森 養 真、 岡 待 蔵 等の 名が あ 

る。 公私 略の 文 は 日録と 同じで ある。 

「十四日。 雨。 殿様 御 帰 藩 被 遊 候に 付、 朝 五 半時 揃 総 

出仕、 午刻 御 著。 馬屋 原、 内野 御供。」 阿部 正 桓が福 山 

に 還った ので ある。 馬屋 原の 事 は 上に 註した。 内 田 亦 

医官で ある。 席順に 「八 人 扶持、 補、 内 田 養 三、 三十 

六」 と 云って ある。 


「十九 日。 晴。 当直。 当 春より 殿 直に 不及、 宅 心得 

に 相 成。 尤 他出 無用。 当 朝 拝 診 可 罷出之 事。」 棠軒勤 

仕の 状況 を 見るべき である。 

「廿 一 日。 晴。 石川大 夫へ 行。 過日 帰 著に 付。」 

藤 陰 成 章で あらう。 己巳 席順に 「二百 石、 御 足 百 石、 

上議 員、 関 藤 文 兵衛、 六十 三」 と 云って ある。 藤 陰 舎 

遺稿に 拠る に、 藤 陰 は此年 正月 東京に 往 つた。 又 東京 

を 発する 前 不争斎 正 寧が 宴 を 本 所 石 原 邸に 賜うた。 家 

乗に は 「七月 廿 一 日 東京発、 八月 十八 日 福 山 著、 廿四 

日 執政 を罷 め、 波 平行 安 作 刀 一 振 を 賜 ふ」 と 云って あ 

る。 


「三日。 (九月。) 晴。 渡 辺 省 診。 文兵衛 殿へ 寄 一 診。」 

棠軒は 渡 辺 氏 を 往診す る 次 に、 藤 陰の 病 を 診した。 

渡 辺 氏の 事は是 より 先 八月 十日の 条に、 「渡 辺 母公不 

快 之 由 申 来、 午後 見舞 行」 と 云って ある。 その 「母 公」 

と 云 ふより 見れば、 病 者 は 席順の 「大 監察、 渡 辺 造酒 

丞、 五十 七」 の 母で あらう。 藤 陰 は 東京より 帰った 直 

後に 病んだ と 見える。 

その 三百 四十 七 

わたくし は棠軒 日録 己巳 九月の 条 を続抄 する。 


r 廿 二日。 (九月。) 晴。 三 沢 順 民 病死 之 由 申 来。 養玄 

くやみに ゆく 

同道 悔 行。」 三 沢 は 己巳 席順に 「十 人 扶持、 准、 三 沢 

順 民、 廿九」 と 云って ある。 その 壮年に して 歿した こ 

と を 知るべき である。 蘭 軒と 菅茶 山との 往復に 見えた 

玄 閑の 後で、 蘭 医 方に 転じた と 云 ふ は此人 か。 棠軒は 

寛 斎と 共に 住いて 弔した。 

r 廿 五日。 晴。 去 冬 箱 館 戦争 為 御 褒美、 今般 知事 様へ 

永世 六 千 石 下賜 趣、 右 為 御 祝儀 御 帳罷出 候。」 禄を 阿部 

正 桓に賜 はった ので ある。 

「二日。 (十月。) 晴。 文 兵 衛殿省 診。」 二た び 関 藤 藤 陰 

を 往診した ので ある。 


「十九 日。 徳児携 手 城 浦より 釣 舟 遊行。」 冢子 平安の 

徳 と 改称した ことが 始て此 に 見えて ゐる。 

「廿日。 晴。 関 藤へ 行。」 此 訪問 は 病 を 診せ むがた め 

なり や 否や を 知らない。 関 藤氏の 家 乗に 拠れば、 藤 陰 

は 戊辰 十二月 三日に 本姓に 復し、 中岡才 助に 石 川 氏 を 

よしの リ 

譲った の だと 云 ふ。 才助は 後の 陸軍 歩兵 大尉 石 塚 敬 儀 

である。 原 来棠軒 日録に は殆日 ごとに 「石 川へ 行」、 「石 

川へ 寄」 等の 文が ある。 是は 石川貞 白で ある。 そして 

事の 藤 陰に 係る もの は、 初より 必ず 石 川大夫 若く は 文 

兵衛 殿と 書して あった。 わたくし は 読んで 此に 至って 

始て関 藤の 文字に 逢 著した ので ある。 


「廿ー 日。 晴。 徳児携 へ 角力 見物。 陣幕 土俵 入 並 五 人 

掛リ有 之。」 陣幕 久 五郎が 技 を 福 山に 演じた ので ある。 

「廿 二日。 晴。」 是日棠 軒の 訪問した 六 家の 中に、 又 関 

藤が ある。 第 四 次の 往診で ある。 

r 廿 七日。 晴。 御 隠居 様 御 不快 被 為 入御 容体 書 於 御 家 

従 詰 所 拝見。 養 竹 為 御見舞 東京へ 早 打に 而被遣 候 旨。 

まさ やす 

右に 付 同家 へ 行。」 阿部 正 寧が 東京 石 原 邸に 於て 病んだ。 

森枳 園が 問 候 のために 東京へ 急行した。 棠軒 はこれ を 

聞いて 家従 詰 所に 住き、 老 侯の 病況書 を閲 し、 後 森 氏 

を訪 うたので ある。 下に 枳園発 程の 記事の ない の を 見 

れば、 枳 園は此 日に 福 山 を 発した ものと 見える。 枳園 


は 時に 年 六十 四であった。 

「十三 日。 (十一 月。) 夜来 雨。」 棠 軒の 此 日に 訪 うた 三 

家の 中に 「真 野」 が ある。 己巳 席順に 「八十 俵、 真 野 

ちくていよ リ ゆき 

兵 助、 五十」 と 云って ある。 蘭 軒に 交った 竹 亭頼恭 に 

たう ごよ りひろ  ょリ なほ を さなな 

は 孫、 陶後頼 寛 には子で、 名 は 頼 直、 小字 松 三郎、 竹 

陶と 号した。 今の 幸 作さん の 父で ある。 

いは ひに ゆきのむ 

「十八 日。 晴。 三 沢 礼 介 家督 被 仰 付。 右 祝 行 飲。」 

じゅん みん  つ 

礼 介 は 順 民 の 後 を 襲いだ ので あらう。 

r 廿 三日。 晴。 大 殿様 為 御 看病 東京へ 御 発 駕被遊 候に 

付、 為 御機嫌 伺 朝 六 時 出勤。 五 半時 過 早 打に 而御出 被 

遊 候。 立 造 御供。」 正 寧の 病 を瞻ん がた めに、 正 桓が東 


京へ 急行した。 随行の 医官 は 松 尾 立 造であった。 

「廿 四日。 晴。」 是日棠 軒の 歴訪した 五家の 中に 又 関 

藤が ある。 第五 次の 往診 か。 

かえた ぎ やう 

「七日。 (十二月。) 晴。 柏 他行。」 曾 能 子 刀自の 未だ 名 

を更 めて をらぬ ことが 知られる。 

「十一 日。 陰。 三 沢 玄閑ー 周忌に 付 観音 寺 仏参。」 此 

玄閑は 恐く は 順 民の 父、 礼 介の 祖父で あらう。 戊辰 十 

二月 十一 日に 歿して、 観音 寺に 葬られた と 見える。 

「十四日。 晴。 狩 谷より 書状 到来。」 当時 掖斎望 之の 

養 孫に して、 懐 之の 養子なる 矩 之が 二十 七 歳であった。 

矩之は 維新 後明 治 五六 年頃に 至る まで 津軽 家の 本 所 横 


川 邸に 僦 居して ゐ たさう である。 書状 は 或は 此 家に 移 

つた 後に 発した もの か。 

たてまつ 

「廿 八日。 晴。 屠蘇 献上。」 屠蘇 を 上 る 家例 は 未だ 

廃せられ ずに ゐる。 

此年棠 軒 三十 六、 妻 柏 三十 五、 子徳十 一 、 女 長 十六、 

良 十四、 磐 安二 十一、 平三郎 九つ、 孫祐 七つ、 姉 国 二 

十六、 安 十八、 柏 軒の 妾 春 四十 五であった。 

その 三百 四十 八 

明治 三年 は 蘭 軒 歿後 第 四十 一 年で ある。 棠軒は 歳 を 


福 山に 迎 へた。 藩主 阿部 正 桓は四 代 前の 不争斎 正 寧の 

病を瞻 むがた めに、 東京に 淹留 して ゐた。 「正月 元日。 

晴。 夕 微雨。 御 留守中に 付、 御 祝儀 御帳罷 出。」 

「二日。 晴。 江 木 老人、 洞 谷、 養玄来 飲。」 江 木 鰐 水 は 

既に 六十 一 歳に なって ゐた。 

ひや うぢ 

「十日。 晴。」 来客 四 人中に 「兵 治」 が ある。 己巳 席順 

一 本に 「真 野 兵 治」 が ある。 竹陶兵 助が 改称した ので 

はなから うか。 

おんかみ 

「十七 日。 晴。 御上 東京より 御 帰 藩 被 遊 候に 付、 四 半 

時 平服に 而 出仕。 松 尾へ 寄。 同人 御供に 而帰 著に 付。」 

正桓と 医官 松 尾 立 造と が 福 山に 還った ので ある。 


「廿 三日。 晴。 月番 心 篤より 通用。 御 隠居 様 御 不快 為 

御 看病 東京 府 出府 被 仰 付。 尤養竹 交代、 支度 出来次第 

之 旨。」 河 村 意 篤が 正 桓の命 を 伝へ、 棠軒 をして 森枳園 

と 交代して 東京に 赴き、 正 寧に 侍せし むる ことと なつ 

たので ある。 公私 略に 同文の 記が ある。 

r 廿 七日。 微雨。 午後 晴。」 是日棠 軒の 往訪した 七 家 

の 中に 関 藤が ある。 想 ふに 藤 陰の 病 は 既に 愈え てゐた 

ので あらう。 以下 関 藤氏との 往反は 故 あるに あらざる 

限 は復抄 せぬ ことと する。 

r 廿 九日。 晴。 明日 乗船に 付、 御 暇 乞に 出。」 将に福 山 

を 発して 東京に 向 はむ とする ので ある。 「お 長 三 夜 之 


御 暇 被 下下 宿。」 わたくし は 前に 棠 軒の 女 長 は 阿部 家 

の 奥に 勤めて ゐ るら しいと 云った が、 果して さう であ 

つた。 是 日の 記に 来客 二十 一人の 名が あって、 中に 「藤 

陰 翁」 が ある。 関 藤氏の 号 は 日録に は 始て此 に 見えて 

ゐる。 

「二月 朔日。 晴。 出帆 之処船 都合に 而 延引。」 

おん ひろしき 

「三日。 晴。 お 長 御 広 敷へ 上る。」 広 敷 は 奥 向、 台所 向 

を 通じて 称へ た 語で ある。 三 夜の 暇 は此に 果てた。 

「明日 愈 乗船 治 定。」 

「四日。 晴。 乗船の 積に 付、 飯 田に 而相 待。 明日に 延 

引に 付、 一 先 帰宅。」 


「五日。 晴。 今夜 辆喜 一六 船へ 乗船に 治定。 夜 四 半時 

出 宅。 八 時 頃 乗組 出帆。 御 貸 人中 間 治 三郎召 連、 

リ やうが け  てし ろ 

両掛 一 荷、 主従 夜具 持 込。 此夜手 城 沖 碇泊。」 送って 

埠頭に 至った ものの 名 は 省く。 

「十日。 晴。 風。 兵 庫 著、 夜半 入津。」 

「十六 日。 晴。 午前 米国 紐 育 船 著津。 明日 右 船へ 乗組 

出帆 之 事。 船賃 二人分 洋銀 二十 枚、 此 代金 札 二十 ニ両、 

外に 三 歩 手数料。」 洋銀 相場 並に 船賃 を 知らむ がた め 

に抄 したので ある。 

「十七 日。 陰。 午後 雨。 夕 七 時 乗組。」 

「十八 日。 晴。 暁 七 時 過 神 戸 港 出帆。」 


「十九 日。 晴。 午 時 横 浜 港へ 著 船。 夕 七 時 前 小舟 一 艘 

借 切、 品 海 迄 乗船。 夜 九 時 前 品 川 石 泉へ 著、 一宿す。」 

「廿日。 晴。 朝 五 時 石 泉より 乗船、 永代 橋 迄、 又 同所 

より 乗替、 石 原 御屋敷へ 四時 過 著 船。 森、 三 好 在番部 

屋へ 落着、 御附御 家従へ 罷出。 午後 丸 山 邸へ 御 屈 行、 

津山 にて 飲。」 以上 明治 初年 福 山 東京 間の 旅程 を 見る 

べきで ある。 公私 略 は 但発著 を 記して、 途次の 事 を 載 

せない。 三 好 氏 は 通称 東 安、 枳園 と共に 正 寧に 侍して 

ゐ たので ある。 津山 氏の 事 は 下に 記す。 

その 三百 四十 九 


上に 記す るが 如く、 庚 午 二月 二十日に 棠軒は 東京 本 

所 石 原の 阿部 家 別邸に 著き、 丸 山 本邸へ 届けに 住き、 

先 づ津山 氏を訪 うた。 津山氏 は 三年の 後に 棠 軒の 女 長 

の 嫁すべき 家で ある。 

津山氏 当時の 主人 を 英琢と 云 ふ。 戊辰 席順に 「表 御 

医師 無 足、 十二 人 扶持、 津山英 球、 二十 九」 と 云って 

ある。 庚 午に は 三十 一歳に なって ゐた。 棠 軒よ リ少き 

こと 六 歳で ある。 棠 軒が 遠く 福 山より 来て、 先 づ其家 

を訪 うたの を 見れば、 恐らく は 親しき 友で あらう。 是 

へ きざん 

が 後に 棠 軒の 女婿と なるべき 碧山で ある。 


碧山 英琢の 家に は、 当時 七十 四 歳の 老父 忠琢成 器が 

猶堂 にあった。 忠球は 本 伊藤 氏、 寛 政 九 年に 上 総国巿 

原 郡 高 根 村に 生れた。 父を義 勝と 云 ふ。 五十川 節 堂の 

撰んだ 墓誌に、 「諱義 勝 第二 子、 幼 孤、 長 来 江戸、 従樗 

園 杉 本 翁 学 医、 業 成、 嗣福山 侯 侍医 津山 氏、 既而 名声 

大起、 累得 俸廿五 口」 と 云って ある。 忠琢は 福 山の 津 

ちょ， 95 ん 

山 氏の 養子と なった ので ある。 其師杉 本氏樗 園、 名 は 

リ やう あざな ちゅう をん  じ  しけい 

良、 字 は 仲 温、 一字 は 子 敬で ある。 池 田 錦 橋と 親し 

く 交り、 その 歿する に 及んで 墓表 を 撰み、 廃嫡の 子 京 

水 を 憐んで 交を渝 へなかった の は即此 人で ある。 わた 

くし は 後に 安積 艮 の樗 園の 平生 を 記した の を 見た。 


樗 園と 良 斎と は、 少時 同く 柔術 を 松 宮柳囿 に 学び、 昵 

むこと 兄弟の 如くであった。 艮 斎は樗 園の 事 を 叙して、 

「君 有膂 力、 技 亦 抜群、 雖髡顱 依 様、 而髪 五分、 以示勇 

猛状、 時 或 酔 後 夜行、 途次 往々 顚踣 人以為 快」 と 云つ 

てゐ る。 後 二人 は 相 約して 志 を 立て、 節 を 折って 書 を 

読んだ の ださう である。 わたくし はこれ を 読んで、 京 

水が 否運に 遭った 時、 樗 園の 義侠に 負 ふ 所の あった こ 

と を 想 見す る。 又 中 根 香亭の 記す る 所 を 見る に、 樗園 

は 善く 琴 を 鼓した。 其 伝統 は 僧 心 越、 杉 浦 琴 川、 幸 田 

しんえ き しゅく だに くう，.， |\ しんがく かんそう 

親 益、 宿 谷 空々 、 新 楽 閑叟、 杉本樗 園で ある。 今樗園 

が 碧山の 父の 師 たる を 言 ふに 当って、 、聊 前記の 及ば 


ざる 所 を 補って 置く。 

さて 碧山の 父 忠琢を 養って 子と した 所謂 「福 山 侯 侍 

医津山 氏」 と は 誰か。 福 田 氏 は その 長子 刀自に 聞く 所 

の もの を 書して、 特に わたくしに 寄せて くれた。 津山 

よし あつ  こうはく 

宗伯、 名は義 篤、 初 厚 伯と 称した。 宝 暦 五 年の 生で あ 

る。 幕府の 医官 山崎宗 運に 師事し、 宗字を 贈られて 宗 

伯と 改めた と 云 ふ。 按ずる に宗 運は宗 円で はなから う 

か。 明 和 武鑑に 「寄 合 医師、 二百 俵、 元 誓願 寺、 山 崎 

まさとち 

宗円」 が ある。 宗伯は 阿部 正 倫に 仕へ て、 三た び駕に 

随 つて 福 山に 赴いた。 菅茶 山と は 親善で あつたと 云 ふ。 

茶 山より 少 きこと 七 歳、 蘭 軒 の 父 信 階よ リ少き こと 十 


一歳であった。 宗伯は 相貌 魁 梧で、 克く 九十 余 歳の 寿 

を 保った さう である。 是が 碧山の 養 祖父で ある。 

碧山の 父 忠琢は 養父 宗 伯の 後 を 承け て 阿部 家の 侍医 

となった。 節 堂が 「歴事 六 公」 と 書して ゐる。 六 公と 

は 正 精、 正 寧、 正弘、 正教、 正方、 正桓 であらう。 然 

はや  きょ 

らば 忠琢は 蚤く 十五 歳 許に して 正 精に 仕へ たものと 見 

える。 正 精の 死 は 文化 九 年忠球 十六 歳の 時に 於て した 

からで ある。 

か ヘリ やま  めと 

忠球は 帰 山 氏を娶 つて 四 子 六 女 を 挙げた。 長男 伊 

之 助の 生れた の は、 文政 九 年忠琢 三十 歳の 時で ある。 

伊之助、 名 は 義淳、 後義 方と 改めた。 経 を 安積 良 斎に 


学び、 又 筆 札 を 善くし、 章 斎と 号した。 僧と なって 越 

後 国 蒲 原 郡 見附 在 小 栗 山村 真言 宗 不動 院に 住し、 明治 

さきだ 

二 年 二月 十三 日に 父に 先って 寂した。 時に 年 四十 四。 

棠 軒の 碧山 を 東京に 訪 うた 前年で ある。 是が 碧山の 長 

兄で ある。 

その 三百 五十 

わたくし は津山 碧山の 家 世 を 略叙して、 祖父 宗伯義 

篤、 父 忠球成 器、 長兄 章斎義 方の 名 を 挙げた。 章 斎に 

しゅひ 

は 安積 良 斎の 手批を 経た 詩稿が 家に 蔵して ある。 わた 


くし は 其 詩を録 せずに、 中に 見えて ゐる 応酬の 人物 を 

抄出す る。 先づ 諸侯に は 柳 川 侯が あって、 章 斎 は 其 如 

意亭に 遊ぶ こと 数次であった。 柳 川 侯 は 立花鑑 寛で あ 

る。 士 人に は 小島 成 斎、 岡 西 玄亭、 皆 川 順 庵、 今 川 某、 

とく ふ  かはぞ へげん せん  たまき 

児 島 某、 杉 本望 雲、 岡田徳 夫、 河 添 原 泉、 中 耕 斎、 玉 置 

季吉が あり、 僧侶に は 鳳誉、 渓巌、 綜 雲が ある。 又師 

艮 斎の 家に 住って 作った 詩、 佐 藤 一斎の 筆蹟の 後に 題 

した 詩 も ある。 

章 斎に 次で 生れた 忠 球の 次男 宗琢 は、 十七 歳に して 

早世した。 碧山の 仲兄で ある。 

次で 天 保 十一 年に 碧山が 生れた。 小字 は英 三郎、 中 


ごろ 行 三、 後英 球と 称した。 忠琢 四十 四 歳の 時の 子で、 

その 生れた 時 章 斎 は 十五 歳であった。 宗琢は 何歳で あ 

つた か 不詳で ある。 

碧山 は 幼時 句読 を庄 原文 助に 受けた。 後 経 を 安積 艮 

斎、 海 保 漁村に 学び、 説 文 を 岡本况 斎に 学び、 又 筆 札 

を 小島 成 斎に 学んだ。 

庚 午 二月 一 一十 日に 三十 七 歳の 棠 軒が、 七十 四 歳の 忠 

琢と 三十 一 歳の 碧山と に 会した こと は 既に 云った 如く 

である。 わたくし は此ょ リ棠軒 日録 を続抄 する。 

「廿ー 日。 晴。 大君 初 而拝診 被 仰 付。」 大君 は 不争斎 

正 寧で ある。 


「廿 二日。 晴。 番入。 以来 隔日 当番 可 相 勤 旨。 養 竹 出 

府 御免、 支度 出来次第 帰 藩 被 仰 付。 伊東 大典 医 伺に 罷 

出、 初而面 謁す。」 枳園養 竹は棠 軒の 来りし が 故に 福 山 

に 帰る こと を 許された。 伊東 大典 医は冲 斎玄樸 であら 

えん あざな  みう まや 

う。 名 は 淵、 字 は 伯 寿、 本 御厩 氏、 肥 前の 人で ある。 

蘭 医 方をジ イボ ルドに 受けた。 幕府 は 安政 五 年に 冲斎 

等 を 挙げ 用ゐ るに 及んで、 前に 阿部 正弘が 老中た る 時 

に 下した 禁令 を 廃した さう である。 事 は 松 尾 香草の 近 

世 名医 伝に 見えて ゐる。 冲斎は 庚 午の 年に 七十 一歳に 

なって ゐた。 

「廿 三日。 晴。 風。 養 竹 当分 之 内 御 差 留被仰 付。 同人 


だん はんけ うてん  て のむ 

同道 団坂薔 店に 而 飲。」 枳園は 一 旦福 山に 帰る こと を 

許された のに、 又 抑留 せられた。 団坂養 店 は 団子 坂の 

藪 養 麦で ある。 

「五日。 (三月。) 雨。 森 同道 狩 谷へ 行 飲。 当時 弘前邸 

内 屋敷 住居な り。」 狩谷矩 之が 当時 既に 本 所 横 川 邸に 

移って ゐ たこと が、 此に 由って 証せられ る。 

すこし はる 

「十二 日。 陰。 午後 微晴。 森 氏 御用 相 済 近日 帰 藩 可 

致 旨 被 仰 付。」 

「十六 日。 微雨。 森 氏 午後 当 邸 を 出立 帰 藩 之 事。」 枳 

はう ざん 

園が 方纔 江戸 を 発した ので ある。 

つ ごもり 

「晦日。 雨。 御 扶持 受取、 五 人 半 扶持、 来 八 斗 二 升 五 


合、 代金 九 両三 分 銭 一 貫 八 百 九十 三 匁、 雑用 代金 一 分 

二 朱。」 此 文と 前日の 「御内々 月給 金五両 受取」 と 云 ふ 

文と を 合せ 考 へて、 阿部 家の 棠軒 に対する 待遇 を 知る 

べきで ある。 前日の 文 は 特に 抄 せずに 置いた。 

「六日。 (四月。) 陰。 静岡 分家より 書状 到来、 去月 三 

日 井戸 妙 女 病死 之 旨 申 来。」 蘭 軒の 女 長の 夫 井戸 応助 

むすめ 

に 子 勘 一郎と 女 二人と があって、 後者 中 姉 は 関 根 氏 

に 嫁し、 妹は徳 安の 許に ゐ たこと が文久 三年の 徳 安の 

親類 書に 見えて ゐる。 妙 は此妹 か。 然 らば 当時 徳安改 

磐 安の 一家 は静 岡に 徒って ゐ たので あらう。 是 より 先 

「駿州 分家」 の 語 は 既に 日録に 見えて ゐた。 


その 三百 五十 一 

わたくし は棠軒 日録 を抄 して 既に 庚 午 四月 六日に 至 

つて ゐた。 此 より 其 稿 を 続ぐ。 

「十五 日。 晴。 今 川 橋大久 保に 行。」 蘭 軒の 父 信 階の 

養母に して 信 政の 妻であった 伊佐の 生家、 菓子 商大 久 

保 主 水 は 庚 午の 歳に 猶店を 今 川 橋に 持続して ゐて、 棠 

軒 は 当時の 主 水と 往来して ゐ たので ある。 是日棠 軒 は 

福 山の 家人の 書 を 得た。 書 は 「三月 十九 日出」 であつ 

た。 福 山の 書信が 東京に 達した の は 二十 六日 後で あつ 


た。 わたくし は その 余りに 遅き に 驚いた が、 是は 異例 

であった。 後に は 四月 廿 二日に 福 山 を 発した 書が 五月 

朔に 達して ゐる。 即ち 八日 後で ある。 

「十一 日。 (五月。) 夕 雨。 知事 様 御 事 去る 五日 福 山 

まさたけ 

表 御 発 船 被 遊、 昨夕 丸 山 邸へ 御 著 被 遊 候。」 阿部 正桓の 

入京で ある。 後 三日、 十四日に 「御上 大君 為 御機嫌 御 

まさ やす 

伺 御 出 被 遊 候」 の 文が ある。 正 寧 を 石 原に 省した ので 

ある。 

まう しきた る 

「七日。 (六月。) 微晴。 権少 参事 村 上半 蔵より 申 来 

如 左 。 然者 貴様 儀 御 隠居 様 御 不快 為 御 看病 出府 被 仰 

付 候処、 更に 在 番被仰 付 候 旨、 創 殿 被 仰 渡 候 間、 


御談申 候、 以上。 六月 七日。 尚々 御 隠居 様 御 看病 之 儀、 

三 好 東 安 同様 申 合 御 介抱 申 上 候 様 被 仰 付 候。」 棠 軒の 

逗留が 在番の 名義に 改められ たので ある。 村 上半 蔵 は 

己巳 席順に 「百 三十 石」 と 註して ある。 創 は 岡 田 氏。 

「十九 日。 晴。 浅 田 宗伯伺 出。」 正 寧が 浅 田 栗 園 を 

請 じたので ある。 以下 復抄 せない。 

「廿 三日。 夕 雨。 玄道 来。」 棠軒は 入京 以来 殆日 ごと 

に 清 川 氏と 往来して ゐる。 しかし 「玄 道」 の 称 は始て 

此に 見えて ゐる。 故の 安 策が 父の 称 を 襲いだ ので ある。 

r 廿 九日。 夕 雨。 雷鳴。 今日より 詰 切 被 仰 付。」 正 寧 

すみやか 

の 病 革 なる が 故で ある。 


「七月 朔日。 晴。 暮六時 御 絶 脈 被 遊 候。」 正 寧の 捐 館ん 

である。 年 六十 二。 正 精の 子、 正弘の 兄、 正教 正方の 

父で ある。 

「三日。 雨。 冷気 甚。 暮時御 入棺。」 正 寧の 斂 である。 

「五日。 微雨。 御 隠居 様 昨 卯 上刻 御 逝去 被 遊 候に 付、 

為 伺 御機嫌 今 五日 四時よ リ九時 迄 之 内、 改 服に 而出 

仕 可 致 旨。 丸 山 御 住居へ 出御 謁並 手札 差 出。」 正 寧の 

発 喪で ある。 

やう-  さいふく じじ はい まか リ いづ 

「十日。 晴。 夜雨。 今朝 御 出棺。 西 福 寺 自拝罷 出。」 

正 寧の 葬 である。 西 福 寺 は 浅 草 新 堀端。 

「十三 日。 晴。」 是日棠 軒 は 長 谷 寺に 詣 でた。 其 記に 


「鳥居 坂へ 寄、 午 飯」 の 文が ある。 宗家 伊沢 は 幕政の 時 

うつ  しんそ-つ 

より 居 を 徒さずに ゐ るので あった。 当主 信崇は 三十 一 

歳であった。 

「五日。 (八月。) 雨。 常 徳院様 御 三十 五日 御 当日に 付、 

かな きん 

御 遺物 頂戴 被 仰 付。 如 左。 金 巾 御 紋付御 小袖 一 つ、 

さらし  べつだん として 

曬御紋 付 一 つ、 為 別段 唐 桟御袴 地 一 つ、 唐 更紗 御 布 

団地 一 つ、 計 四 品、 於 御 納戸 頂戴。」 常 徳院は 正 寧の 

法諡 である。 

「十二 日。 晴。」 来客 中に 「矢 島 元碩」 が ある。 「元 碩」 

やすよし 

は 玄碩に 作るべき で、 渋 江抽斎 の 子 優 善が 養父 の 称 を 

襲いだ ので ある。 日録に 優 善の 事 を 記す る始 である。 


優 善 は 当時 三十 六 歳であった。 

「十三 日。 晴。」 是日 阿部 家に 画幅の 払 下があって、 棠 

あた ひ 

軒 は 数 幅 を 買った。 明治 初年の 書画の 価 を 知らむ が 

ために 其 一 一 ーを抄 する。 「探 幽雲山 一 軸 代金 一両 二分、 

常 信 花鳥 一 軸 代金 三分。」 

r 廿 五日。 晴。 家書 及 飯 田 書状 来る。 本 月 三日 男子 出 

生 之 由。」 公私 略に 「名、 三郎」 と 云って ある。 

r 廿 七日。 晴。 此日 初而乗 人力車。」 東京に 人力車の 

行 はれた 始 であらう。 

その 三百 五十一 一 


庚 午 八月 一 一十 七日 後の 棠軒 日録 を続抄 する。 

まう しさた る 

r 廿 二日。 (九月。) 微雨。 福 山 内 田 養 三より 申 来 

左 如 。 自分 事 御 家内 医官、 東 安 同 補、 先達 而被仰 付 候 

由。 尤 医官 次席 之 事。 権 少村上 氏より 申 来 如 左。 自分 

事 在 番被仰 付 置 候処、 御免被 仰 付 候 旨。」 棠軒は 家内 医 

官を 拝し、 三 好 東 安 は 家内 医官 補 を 拝した ので ある。 

家内 医官と は 阿部 家の 家庭 医師 を 謂 ふか。 内 田 養 三 は 

福 山に ある 同僚で ある。 棠軒は 同時に 在番を 解かれた。 

三 好 は 是ょリ 先、 是月 六日に 在番を 解かれ、 次 日 二十 

三日に 東京 を 発して 福 山に 向 ふこと とな つて ゐた。 


「権少 村 上」 は権少 参事 村 上半 蔵の 略で ある。 此ニ事 

は棠軒 公私 略 も 亦 これ を 載せて ゐる。 

r 廿 九日。 晴。 道中 御手 当 金 一 一十 八両 一 分 一 朱と 銭 五 

百 三十 三 匁 受取。 明後朔 日出 帆 決定。」 

「十月 朔日。 晴。 朝 六 時 石 原 御門 前より 川崎屋 船に 乗 

組、 南 新 堀 万屋 正兵 衛 方へ 一 先 落 著、 黄昏 和歌 山蒸汽 

明 光丸へ 乗組。 船賃 九両 茶代 金 二百 疋。」 

「二日。 晴。 今朝 五 時 前 出帆。」 

「四日。 晴。 暁 七 時 浪華 天 保 山 沖へ 著。 天明より 小舟 

一艘 雇、 土 佐 堀 御蔵 屋敷へ 著。」 

「五日。 微晴。 時雨。 藩邸より 伏 見 夜 船賃 受取。 夕 


刻 煙草屋 藤 助 一 六 船 利徳丸 へ 乗組、 新 堀 迄 出帆。 」 

「六日。 晴。 夜 微雨。 今朝 新 堀 出帆。」 

「八日。 晴。 夕 七 時 福 山 木綿 橋へ 著 船 上陸。 安 石、 洞 

谷、 待 蔵、 徳 児等迎 来。」 此 旅行 は 公私 略に 只 発 著 を 記 

する のみで ある。 

「十三 日。 雨。 九月 八日 岡 山奥 小 野 崎 姉 君 御 病死 之 旨 

おんと ゾ けさし いだし 

今日 御 達 差 出、 一日 之 遠慮 引いた し 候。」 公私 略に 同 

文が ある。 只 小 野 崎 を 「斧 崎」 に 作って ある。 棠 軒の 

姉 は 田 中 氏 か。 

「十五 日。 (閏 十月。) 晴。 日暮 雨。 殿様 昨夜 辆津へ 

御 著 船 被 遊、 今 九 時 御 帰 藩 被 遊 候に 付、 平服に 而御祝 


儀 出勤。」 阿部 正 桓の帰 藩で ある。 

ない ぐわん  おぼえ 

「十七 日。 晴。 内 願 差 出 左 之 通。 覚。 私 拝領 仕 候 御 

めぐむ 

紋附類 悴徳へ 著 用 為 仕度 奉 内 願 候、 以上。 私 拝領 仕 

候 木綿 御 紋附御 羽織 異父 兄 飯 田 安 石 へ 相 譲 申 度 奉 内 願 

候。 以上。 両通共 勝手次第 之 旨、 御 頭 乾 三 殿 

まう しだんせられ そろ 

被申談 候。」 乾 三 は 己巳 席順に 「吉沢 乾 三」 と 記して 

ある。 

「十日。 (十一 月。) 晴。 午後 雨。 微雪。 三 児 種痘。」 三 

児 は 三郎、 当歳。 種痘 は 遂に 伊沢 氏に 入った。 

ゆきのむ かう ざう きょか 

「七日。 (十二月。) 晴。 津 山へ 行 飲。 行 三挙家 一昨日 

引越 著に 付。」 津山 碧山 は 当時 行 三と 称した。 父忠琢 


も 共に 福 山に 来たので ある。 五十川 節 堂の 文に 「扈君 

夫人、 移 居 福 山、 時 君 (忠琢 ) 既 致仕、 而有此 命、 蓋 

特典 也」 と 云 ふ は、 此 時の 事で あらう。 是に 由って 観 

れば、 津山 氏の 移 徙は忠 球が 召された 故で ある。 君 夫 

人 は 正 弘の第 六 女に して 正桓の 初の 室 寿 子 か。 寿 子 は 

当時 一 一十 一 歳であった。 

その 三百 五十 三 

庚 午 十二月 七日 後の 棠軒 日録 を続抄 する。 

「十八 日。 陰。 藩 庁 御 制度 御 変革 諸 官員御 減 省に 


付而 者、 御 家政 向 も 右に 准 じ 御 減 省、 且御 家禄 之 内 御 

減数 之 儀 も 有 之、 依而 免職 被 仰 付。 三 好 東 安、 自分、 

津山忠 球、 右に 付 金 三百 疋づ つ 頂戴 被 仰 付。」 棠 軒が 三 

好、 津山 と共に 所謂 家内 医官 を罷 めら れ たので ある。 

おん ひとべ らし 

「廿 八日。 晴。 御 奥 御 改革 御 人 減に 付、 長女 御 暇 被 

下 下宿。 」 棠軒 の 女 長が 阿部 家 の 奥より 下げられ たの 

である。 棠軒 公私 略 は棠軒 自己の 事 を 載せて、 其 女の 

事 を 載せない。 

此年棠 軒 三十 七、 妻 柏 三十 六、 子 平安 十二、 女 長 十 

七、 良 十五 (以上 福 山)、 磐容 一十一 一、 弟 平三郎 十、 孫 

祐 八つ、 姉 国 二十 七、 安 十九、 柏 軒の 妾 春 四十 六 (以 


上静 岡) であった。 

明治 四 年 は 蘭 軒 歿後 第 四十 二 年で ある。 棠軒 一家 は 

又 年 を 福 山に 迎 へた。 

「正月 元日。 晴。」 此 日の 記事 中 「春 雄 来」 の 句が ある。 

春 雄 は森枳 園の 子 約 之 の 維新 後 の 称なる ことが 其 墓表 

に 由って 証せられ る。 時に 約 之 は 三十 七 歳であった。 

「六日。 晴。」 「七日。 晴。」 此 二日の 間に、 棠軒は 四十 

二 家 を 廻 礼して ゐる。 其 中 酒 を 饗した 家が 八 軒で、 其 

せきとうとう いん 

一 は 関 藤 藤 陰の 家で ある。 

ゑ りんどう によ 

「十七 日。 (二月。) 雨。 夕晴。 慧瑰 童女 七回忌、 得 悟 

童子 来廿 八日 三回忌 之処取 越、 法事 執行、 今日 迨夜 也。 


大賢 尼 来 読経。 」 按ずる に 慧璘 は棠軒 の 女 信の 法諡 で 

ち と 

ある。 信 は慶応 紀元 二月 十八 日に 夭した。 迨夜は 原 

荼毘 前夜で あるが、 俗間に は 法要の 前夜 を 謂 ふ。 此に 

は 後の 義に 用ゐて ある。 得 悟は棠 軒の 子 紋ニ郎 の法諡 

である。 紋ニ郎 の 夭折 は、 軍 行 日録に 徴す るに、 戊辰 

の 三月であった。 そして 記事に 其 日 を 佚して ゐた。 今 

本文に 由って その 戊辰 二月 一 一十 八日に 夭した こと を 知 

るべき である。 

も つ とも 

「七日。 (四月。) 晴。 棠 軒と 改名 願書 差 出す。 尤 当 

用 内 田 養 三 取 計。」 所謂 改名 は 道 号 を 以て 通称と しょ 

のぶき よ  こく けん 

うとした の であらう。 春 安信 淳に は棠 軒、 小棠 軒、 谷 軒、 


尚 軒、 芋 二 庵の 諸 号が あった。 以上 は 歴世 略伝の 載す 

る 所で ある。 又 海 紅の 号が あったら しい。 軍 行 日録に 

「海 紅 主人 伊沢 春 安」 と署 して ある。 

「八日。 陰。 午後 吉 田へ 会合。 主人、 貞白及 小島 金 八 

郎 並に 尚 同伴、 山 六 船に 而讚岐 金 刀 比羅宮 参詣。 夜 

四時 過 乗船、 夜半 出船。 尤 同日 安 石より 御 届 取 計。」 棠 

軒 は 福 山 を 発して 讚 岐象頭 山に 向った ので ある。 一行 

あるじ 

凡 五 人であった。 吉 田の 主人 は 洞 谷で あらう。 貞白は 

石 川 氏で ある。 小島 金 八郎は 戊辰 席順に 「料」 の 肩書 

が ある。 恐く は 料理人で あらう。 年 は 辛 未 三十 歳で あ 

つた。 尚 は 小字 誠 之 助、 飯 田 氏の 嗣子で ある。 棠軒は 


まラ 

発する に 臨んで、 飯 田 安 石 をして 県庁に 稟 さしめ た。 

「九日。 晴。 暮六時 多 度 律へ 著 船。 夫より 乗馬に 而 

みやま  ときに  とも や 

御山 迄 行。 時 三更 前 辆屋久 右衛門に 一 泊。」 

とちき-つ 

「十日。 晴。 朝 登山。 輛久に 而午飯 之 上乗 船、 初更 頃 

出帆。」 

「十一 日。 雨。 午後 八 半時 過 著 船。 夜 六 半時 頃 帰宅。」 

公私 略の 記事 は此に 終る。 此ょリ 下 は 日録 を抄 する こ 

と を 得る のみで、 復公 私 略 を 参照す る ， J と を 得な い 。 

その 三百 五十 四 


明治 辛 未 四月 十 一 日 後の 棠軒 日録 を続抄 する。 

せきとう 

「廿 六日。 晴。 関 藤へ 行。 政太郎 病死 之 悔。」 わたく 

し は 関 藤 藤 陰の 詳伝 を 知らない。 しかし 其 長子 政太郎 

にな か は  めと 

は、 文化 四 年生れ の 藤 陰が 蜷川 氏を娶 つて、 弘化 三年 

四十 歳の 時に まう けた ものである。 明治 二 年の 席順に 

は 「二百 石、 御 足 百 石、 関 藤 文 兵衛、 六十 三」 と 云 ひ、 

「十二 石、 関 藤 政 太郎、 廿三」 と 云って ある。 辛 未に 政 

よは ひ 

太郎が 早世した とすると、 其 齢 は 二十 五 歳で、 父の 六 

さかた にら-つろ 

十五 歳の 時に 終った ので ある。 阪 谷朗廬 撰の 墓誌に は、 

「配蜷 川 氏、 先歿、 有 二 男、 長 曰 政 太郎、 成立 受譲継 家、 

不幸 早世、 次子 亦 先 夭」 と 云って ある。 然 らば 藤 陰 は 


当時 既に 致仕して、 政 太郎は 戸主と なって ゐ たので あ 

る。 

「十三 日。 (五月。) 晴。 午後 微雨。 関 帝 祭祀。 安 石 夫 

かっぱう す 

婦来 割烹。」 関 帝 を 祭る こと は、 維新 後に も 未だ 廃せ 

られ ずに ゐた。 飯 田 安 石と 其 妻と が 来て 鹿 厨の 事 を 

つかさど 

掌 つた。 

「晦日。 晴。 柏 飯 田へ 行。」 曾 能 子 刀自 は猶 柏と 称し 

てゐ た。 飯 田 は 安 石の 家で ある。 

「三日。 (六月。) 土用 入。 晴。 午後 微雨。 森 春 雄 今暁 

病死 之 由 申 来る。」 森 枳園立 之の 子 約 之で ある。 年 は 

このごろ 

三十 七に な つて ゐた。 浜 野 氏 は 頃日 福 山賢忠 寺の 墓 を 


訪 うた。 「文 定院斉 穆元信 居士、 明治 四 年 未 六月 三日、 

森 春 雄 約 之 墓」 と 刻して ある さう である。 

くやみに ゆく 

「六日。 晴。 夕 森へ 悔 行。」 子 を 喪った 枳園 夫妻 を 

訪 うたので ある。 

「三日。 (七月。) 岡 山より 姉 君 遺物 到来。」 前年 九月 八 

日に 歿した 棠 軒の 姉が あった 事 は 上に 見えて ゐる。 

「四日。 晴。 驟雨 雷鳴。 於 会計 六 箇月 分 扶持 銀 受取。 

札 三 貫 四百 十六 匁 四 分 也。」 当時 棠 軒の 受けた 俸 銭で 

ある。 

「十五 日。 雨。 朝より 晴。 盆 踊 瞥見。」 猶盆 踊の 俗が 

すた 

廃れずに ゐた。 


「十九 日。 雨。 此日 祖母 一週 忌 造 夜 也。」 祖母と は 誰か。 

ます 

文政 十一 一年 二月 五日に 歿した 蘭 軒の 妻 飯 田 氏 益に あら 

ざる こと は 明で ある。 儻くは 生家の 祖母 か。 前年の 日 

録は 記載 を闕 いて ゐる。 

「廿日。 陰。 示 幻 童女 三十 三回忌。」 天 保 己 亥に 残し 

た榛 軒の 女久 利で ある。 

「廿 三日。 晴。 知事 様 御免 職。」 阿部 正 桓が福 山 藩 知 

事を罷 めら れ たので ある。 

r 廿 九日。 晴。 午後 驟雨。 夜 又 雨。 午前より 森へ 行。 

此日 平野 亀三郎 同家へ 養子 願 済 引 移、 夕 又 平野へ 

さ とびらき 

里 開。」 森 枳園は 平野 氏 亀 三郎を 養って 子と した。 亀 


三 郎の生 父 は 杉 右衛門と 称した。 己巳 席順に 「五十 五 

俵、 平野 杉 右衛門、 四十 八」 と 云って ある。 是ょリ 先 

七月 七日の 条に 「森、 平野、 再 森へ 行、 養子 一件」 の 

文が あり、 又 八日の 条に 「杉 右衛門 来、 森へ 行、 森 養 

子 一件」 の 文が あった。 是に 由って 観れば、 媒妁者 は 

棠 軒であった。 按ずる に 亀 三 郎は春 雄の 長女く わう に 

迎 へられた 婿で ある。 

「廿ー 日。 (八月。) 雨。 夕晴。 飯 田ます 女 河 合 銀ニ郎 

へ 縁談。 今日 吉 辰に 付 引 移、 右に 付 飯 田へ 行 飲。」 ます 

女 は 安 石の 女で あらう 歟。 河 合 氏の 事 は 未だ 考 へない。 

しも  いう を-つ 

或は 下に 見えて ゐる友 翁の 子 か。 


その 三百 五十 五 

明治 辛 未 八月 一 一十 一 日 後の 棠軒 日録 を続抄 する。 

かたん \ さま 

「十九 日。 (九月。) 晴。 明 廿日 前 知事 様 方々 様 東京 

おん ひきこし  て  あそばさる 

御 引越に 而御 発駕被 遊。 石 川 御供に 而 出立に 付 暇 乞 

に 行 飲。」 阿部 正 桓が福 山より 東京に 遷リ、 石川貞 白が 

随従す るので ある。 

みぎ は 

「廿日。 晴。 又 微雨。 御 発駕御 延引 相 成 候。 右 者 六 郡 

の 村民 一 揆 強訴、 市中 乱暴、 其 上 浜 野 両家 及 津川高 島 

等 焼 立 候に 付。」 浜 野 章吉、 浜野徳 蔵、 津川徳 太郎、 高 


わう しん あざな  いねい  きざん 

島 鉄 之 助の 家 か。 章吉、 名 は 王臣、 字は以 寧、 箕山又 

猶 賢と 号した。 災 に 遭 ふ もの は 皆 其 族 人で あったら 

しい。 擾乱の 由来 等 は 不詳で ある。 

やむをえず 

「廿 一 日。 晴。 不得已 強訴 之 者 打 払 之 令 出、 近郷 迄 兵 

隊罷出 警衛 相 成 候。 」 

いまだ おだやか ならず もっとも 

r 廿 四日。 晴。 未 穏。 尤 御城 内相 詰 候 非 役 之 

面々 一 旦 引取に 相 成 候。」 

「十一 日。 (十月。) 晴。 風。 午後 止。 河 合 友 翁 来。 森 

よろこびに ゆきのむ 

亀三郎 家督 被 仰 付、 悦行 飲。」 按ずる に 枳園養 竹 は 

早く 致仕し、 春 雄が 家督相続 をして ゐ たので、 今 亀 三 

郎は春 雄の 後 を 襲いだ ので あらう。 友 翁 は 或は 飯 田 安 


石の 女婿 銀 二 郎の生 父 か。 

「二日。 (十一月。) 石 川 明日 御供 出立に 付 行 飲。」 阿部 

正桓 東行の 日が 再び 卜せられ たので ある。 

「三日。 晴。 前 知事 様 御 初 方々 様 方 東京 為 御 引越 午後 

御 乗船。 右に 付 川 場 迄 御 見送 出。」 正桓は 遂に 家を挙 

げて福 山 を 発した。 

しらせき たる 

「四日。 晴。 養 竹 妻 病死 之 由、 以金沢 源ニ郎 為知 来。 

くやみに ゆく 

即刻 悔 行。」 

「五日。 晴。 森 葬送に 付、 早朝より 行。」 枳 園の 妻 勝 は 

三日に 歿し、 棠軒は 四日に 訃を 得て 住いて 弔し、 五日 

に 送葬した。 墓 は 福 山 東 町賢忠 寺に ある。 浜 野 氏 は 墓 


表 を 写した。 「貞荘 院敬徳 明慧大 姉、 明治 四 年 十 一 月 

三日、 森 立 之 妻。」 

かぜ さむき こと はなはだし 

「七日。 (十二月。) 晴。 風 寒甚。 石 川貞三 昨夜 

帰 著に 付、 悦行 飲。」 貞蔵、 初の 称 厚 安、 貞 白の 子で あ 

る。 

此年 八月 十三 日に 静岡 にある 柏 軒の 子孫 祐が九 歳に 

して 夭し、 翌 十四日に 大 在家 村 天 徳院に 葬られた。 

法諡 白露 清 光 禅 童子で ある。 良 子 刀自 所蔵の 文書 中に、 

しょよう どめ 

孫祐 葬儀の 時の 「諸 用留」 一 冊が ある。 孫祐の 死は棠 

軒 日録の 辛 未の 部に 見えない。 或は 訃音が 至らな かつ 

たもの か。 


此年棠 軒 三十 八、 妻 柏 三十 七、 子 平安 十三、 三郎ニ 

つ、 女 長 十八、 良 十六 (以上 福 山)、 磐 安二 十三、 弟 平 

三郎 十一、 姉 国 二十 八、 安二 十、 柏 軒の 妾 春 四十 七で 

あった。 

明治 五 年 は 蘭 軒 歿後 第 四十 三年で ある。 棠軒は 又 年 

を 福 山に 迎 へた。 「正月 元日。 晴。 御 祝儀 非 役 之 面々 

無 之。 已廃三 朝 古典 刑。 曾 無 賀客至 山扃。 唯 余 一 事猶 

依 旧。 独 坐 焚 香 読 孝経。」 

ゆ ふべ あめ 

「二日。 (二月。) 陰。 夕 雨。 貞蔵 来。 貞白 午刻 東京 

より 帰着 之 由。 右に 付悦行 飲。」 

「二十 二日。 晴。 断髪す。」 按ずる に 棠軒は 剃髪せ ず 


にゐ たので、 今 俗に 随 つて 断髪した ので あらう。 

「二十 三日。 晴。 養 竹 明日 吉野発 途之由 申 来。 

さかなき つ てもち ゆきのむ 

肴 切手 持 行 飲。」 森 枳園吉 野の 遊で ある。 此事は 

とういん しゃ  しも 

藤 陰 舎 遺稿に も 見えて ゐ るから、 少しく 下に 補 叙し よ 

うとお も ふ。 時に 枳園は 年 六十 六であった。 

その 三百 五十六 

わたくし は棠軒 日録 を抄 して 明治 壬 申に 至り、 二月 

一 一十三 日が 森枳 園の 吉 野へ 立つ 前日 だと 云った。 藤 陰 

舎 遺稿に 七 絶 一首が ある。 「送 人遊芳 野、 此詩送 高 田 


聾 翁、 森 養 竹 者、 二人 非 同行、 前後 一 二日、 相 継 発 程。 

欲看芳 山万樹 桜。 旅装 纔挈 一 瓢行。 宛然 先輩 尋花 去。 

栢笠 飄飄 菅笠 軽。 自註、 芭蕉、 宣 長。」 高 田 氏の 名 は 遺 

まき ちょうけん 

稿 丙 子の 巻に 重 見して ゐる。 「寄 高 田 聾 翁」 と 題す る 

ものが 是 である。 己巳 席順の 「廿ニ 俵 三人 扶持、 高 田 

段 兵衛、 六十 六」 である。 段 兵衛、 後段 右衛門と 称し 

き やうう  ろう をう 

た。 号 は 杏塢、 晩に 聾 翁と 云 ふ。 一 時 藤 井 松林、 吉田 

東 里と 倶に福 山の 三 画史と 呼ばれた。 

やくし  さいかつ 

枳園は 前年 辛 未の 夏 実子 約 之 を 失 ひ、 冬 妻 勝 を 失 ひ、 

家 を 養嗣子 亀 三郎に 託して 此 遊の 途に 上った ので ある。 

枳 園の 此 遊に は 必ず 詩文が あつたで あらう。 しかし 一 


として 世に 伝 はった ものが 無い。 

くわえい  かえ 

r 廿 五日。 (三月。) 晴。 花 影 童女 五十 回忌に 付、 柏 賢 

忠寺 参詣。」 花 影 は 文政 六 年 三月 二十 五日に 夭した 蘭 

ぢょ じゅん 

軒 庶出の 女 順で ある。 

「十一 日。 (五月。) 雨。 徳 今日より 岡へ 遣す。 十八 

史略 講義 聴聞 也。」 徳 のために 十八 史略 を 講じた 岡 氏 

は 岡 待 蔵、 後の 寛 斎で あらう。 徳 時に 年 十四であった。 

「廿 四日。 雨。 昨日 安 石 隠居 願 済。」 飯 田 安 石 は 壬 申 

五月 二十 三日に 致仕した ので ある。 時に 年 四十 九で あ 

つた。 

r 廿 二日。 (七月。) 晴。 待 蔵 事 寛 斎 来。」 岡 待 蔵が 新に 


寛 斎と 改称した のは此 時で ある。 時に 年 三十 四。 

r 廿 九日。 (八月。) 雨。 成 田竜玄 昨夜 物故、 今日 葬送、 

徳 代参 遣す。」 成 田 竜 玄が壬 申 八月 一 一十 八日の 夜に 歿 

したので ある。 

きょつ ごもり 

「三日。 (九月。) 陰。 河 合へ 行。 去 晦日 友 翁 妻 病死 之 

悔。」 河 合 友 翁の 妻が 壬 申 八月 三十日に 歿した。 飯 田 

安 石の 女婿 銀 一 一郎の 生母で あらう。 

r 廿 四日。 晴。 岡 寛 斎 近日 東京 出府に 付、 於 飯 田 宅 別 

杯 相 催す。」 寛 斎の 祖 筵が 飯 田 安 石の 家に 於て 開かれ 

たので ある。 

r 廿 五日。 晴。 森へ 行 飲。 同家 年内 東京 転移に 付、 一 


切 相談 也。」 枳 園の 家族が 将に 東京に 移り 住まむ とす 

るので ある。 

よしほ 

「廿 六日。 晴。 今暁 岡 寛 斎 出府 乗船 之処、 夜汐に 延引 

之 由、 再 行 飲。」 寛 斎 は 壬 申 九月 一 一十 六日の 夜 福 山 を 発 

して 東上した ので ある。 

めぐむけ いもうし よ 

「廿 八日。 晴。 徳 啓蒙 所 夜会に 出す。」 啓蒙 所 は 学校 

の 名 か。 

「十六 日。 (十一 月。) 晴。 夜雨。 柏 断髪す。」 曾 能 子 刀 

自が 三十 八 歳に して 断髪した。 恐く は 病の 故であった 

だら う。 

r 廿ー 日。 晴。 冬至。 東京 森 養 竹より 書状 到来。」 是 


より 先是月 五日の 下に 「森へ 行、 同家 引越 一条に 付、 

大黒 屋直 右衛門 方へ 行」 の 文が あり、 次年 一月に 至る 

まで 屢 「森へ 行」 の 文が ある。 按ずる に枳 園は吉 野に 

遊んで より 後、 復福 山に 帰らず して、 東京に 入り、 今 

家族 を迎へ 取らう とする ので ある。 寿 蔵 碑に 「明治 五 

年 壬 申 二月 辞 福 山、 漫遊 諸 州、 五月 至東京、 是月廿 七 

日 補 文部省 十 等 出仕」 と 云って ある。 時に 枳園は 六十 

六 歳に なって ゐた。 

「二日。 (十二月。) 晴。 夜雨。 今般 大 陰暦 御 廃し、 太 

陽暦 御 採用に 付、 明 三日より 一 月 第 一 日と 御 改正 被 仰 

出。」 


いはほ 

静 岡の 伊沢 氏で は、 此年 四月に 磐 安が 磐と 改称し、 

又 七月に 東京に 遊学し、 塩田 氏に 寓 した。 良 子 刀自 所 

蔵の 文書に、 「明治 五 年 七月 東京 第 一 大区十 一 小 区 東 

松 下町 三十 七 番地 ェ部省 七 等 出仕 塩田 真 方 寄留」 の 文 

りゃうさん  まさし 

が ある。 塩田 良 三 は 既に 真と 改称して、 ェ部 省に 仕 

へ てゐ た。 

此年棠 軒 三十 九、 妻 柏 三十 八、 子徳 十四、 三郎 三つ、 

女 長 十九、 良 十七 (以上 福 山)、 磐 二十 四、 弟 平 三郎十 

二、 姉 国 二十 九、 安二 十一、 柏 軒の 妾 春 四十 八 (以上 

静岡) であった。 


その 三百 五十 七 

明治 六 年 は 蘭 軒 歿後 第 四十 四 年で ある。 棠軒は 又 年 

を 福 山に 迎 へた。 一月よ リニ 月に 至る 間に は、 只棠軒 

の 妻 柏が 一 たび 病んで 後 愈え たこと ( 一 月 二十 六日)、 

江 木 鰐 水が 棠軒 を訪ひ ( 一 月 五日)、 又棠 軒が 江 木 氏 を 

よぎ 

過った こと 二 月 十日)、 棠 軒が 屢森枳 園の 留守 を 顧み 

たこと ( 一 月 五日、 七日、 八日) 等が わたくしの 目に 

とま 

留 つたの みで ある。 

三月 以下に は 良 子 刀自 所蔵の 文書 中に、 磐安改 磐の 

日記の 断簡 があって、 棠軒 日録と 両存 して ゐる。 わた 


くし は 一 一 者 を 併せ 抄 する ことと する。 

三月 二日。 磐が 東京 を 発して 静 岡に 向った。 家族 を 

迎へ 取らむ がた めで ある。 当時 磐の 身分 は 「静岡県 貫 

属 士族」 で、 其 戸籍 は 「静岡 第 五大 区 百姓 安右衛門 方 

同居」 であった。 俸禄 は 「現 来 十八 斗」 であった。 家 

族 は 「母 春、 妹 安、 弟 平 三郎」 と 云って ある。 姉 国 は 

狩谷矩 之の 妻で ある 故、 家族 中に 算 してない。 亡父 柏 

軒の 妾 春 は 既に 磐の 母と して 事 ふる 所と なって ゐる。 

磐 は 東京 を 発する に 至る まで、 「南 紺屋 町 佐 藤 勘兵衛 

方」 に 寄寓して ゐた。 

五日。 磐は静 岡に 著いた。 


九日。 磐 は 全家の 東京に 寄留せ むこと を 静岡県 庁に 

稟？ si し、 兼て 静 岡に 於け る 「留守 心得」 を 指定した。 

東京に 於け る 寄留 先 は 「第二 大区 十五 小 区 麻布 南 日 窪 

町 医師 伊沢 信崇 方」 即 所謂 鳥居 坂の 宗家で ある。 当時 

信 崇は年 三十 四であった。 

静 岡に 於け る 留守 心得 は 「舆服 町  一 丁目 多 喜 後家 ひ 

さ 方比留 正方」 である。 

十三 日。 磐 は 家族 を 率て 静岡を 発し、 「富 士郡前 田 

村 加 藤 要 蔵 方」 に 宿した。 

十四日。 磐 一行 は 前 田 村 を 発し、 「三 島 駅 世 古六大 

夫 方」 に 宿した。 


十五 日。 一 行 は 三 島 を 発し、 「小 田 原 駅 三 河屋」 に 宿 

した。 

と...' ま 

十六 日。 母 春、 妹 安 は 小 田 原に 駐 つて、 磐 等 は 藤 沢 

あ ひお ひや 

に 至り、 相 生屋に 宿した。 

十七 日。 磐 等 は 藤 沢 を 発し、 東京 鳥居 坂の 宗家に 担 

つた。 

ぜんか 

一 一十 二日。 磐 は 全家の 塩田 真の 許に 寄留せ むこと を、 

「第 一 大区十 一 小 区 扱 所」 に稟 請した。 

二十四日。 磐 は 「電信 寮 自費 修行 願」 を 作って 塩田 

真に 託した。 電信 技手たら むと 欲した ので ある。 


二十 八日。 「仙 次 郎小田 原より 母 及 妹 を送リ 来る。」 

仙 次郎は 磐の 曾て 寓 した 相 模国山 下 村 農家の 主人で あ 

らう。 春、 安の 二 女 は 塩田の 家に 著いた ので あらう。 

四月 一日。 「平 三郎 鳥居 坂 本家 信崇の 養子と なり、 

名 を 信 平と 改 む。」 磐の 弟の 宗家に 入った のは此 時で 

ある。 当時 養父 信崇 三十 四 歳、 養子 信 平 十三 歳で あつ 

た。 

三日。 「全家 麻布 南 日 窪 町 町 医 伊沢 信崇方 へ 寄留す 

との 届 を 小 区役所に 出す。」 寄留 籍が 塩田 氏より 鳥居 

坂 伊沢 氏に 移された ので ある。 

三 四月の 間、 棠軒 日録に は 事の 抄す るに 足る ものが 


無い。 強て 求 むれば、 津山 碧山 (四月 廿 二日) 岡 寛 斎 

(同 二十 九日) が棠 軒を訪 うた 事が ある。 寛 斎 は 四月 

一 一十 七日に 東京より 福 山に 住った。 

その 三百 五十八 

わたくし は 此ょリ 明治 癸 酉 五月 以後の 棠軒 日録 を抄 

する 

つか は  さんぬ る 

「五月 一 日。 晴。 長女 河 合へ 遣す。 去 十七 日 友 翁 

旅 中 病死 之 悔。」 友 翁 は 飯 田 安 石の 女婿 銀 二 郎の生 父 

であった らしい。 然 らば 銀 一 一郎 は 前年 壬 申 九月 三日に 


生母 を 失 ひ、 今 又 生 父 を 失った ので あらう。 旅 中と は 

% ：れの 地に あつたの か 不詳で ある。 

「六日。 晴。 河 合 友 翁 葬送に 付、 名代 徳 遣す。」 

「十四日。 晴。 津 山忠琢 病死 之 旨 為知 来。 夕 観音 寺 葬 

送 見 立 行。」 棠 軒の 女 長の 婿と なるべき 碧山の 生 父で 

ある。 五十川 翻 堂 撰の 墓誌に、 「年 七十 七、 以 疾卒、 葬 

吉津村 観音 寺、 富 明治 六 年 五月 十三 日」 と 云って ある。 

按ずる に 歿日は 十三 日、 葬 日 は 十四日であった だら う。 

墓誌に 又 かう 云って ある。 「君 豪放。 不肯為 小廉曲 謹。 

以投 衆人 耳目。 而於 医事 則 好古 法。 微密 精到。 不与今 

世 医 同流。 謂 苟為而 止 者 非 医 也。 傍 好 刀剣 書画 法帖。 


亦必以 古。 往々 傾 貲不顧 云。 (中略。) 初良徳 公之 疾。 

衆 医 不以為 意。 独 君 憂 之。 屢上医 案。 不省。 後 果若其 

言。 以是人 皆 服 君 卓見。」 良 徳公は 阿部 正弘 である。 

忠琢の 歿後に は 妻 帰 山 氏が 遺った。 忠琢は 己が 古法 

帖を 好んだ ので、 子 碧山 をして 小島 成 斎の 門に 入らし 

めた ので あらう。 

「十五 日。 晴。 津 山へ 悔 行。」 

ま の  まねかれ ゆきのむ 

「廿 二日。 晴。 真 野よ リ被招 行 飲。 此日陶 後 十七 回 

忌。」 真 野 竹 亭の子 陶後頼 寛 は 安政 四 年 四月 廿 三日に 

歿した から、 陽暦の 忌日 は 五月 十九 日で ある。 按ずる 

に 改暦 後、 月 を 変へ て 日 を 変へ ずに 五月 一 一十三 日と し、 


所謂 造 夜に 客 を 招いた ので あらう。 当時の 主人 は陶後 

ちくた う ひやう すけ 

の 子に して 幸 作の 父なる 竹 陶兵助 五十 四 歳で ある。 

r 廿 七 日。 晴。 慧観 童女 七 回 忌 迨 夜。 貞 白 

きたり いんかつ はんす  かね 

来飲且 飯。」 慧 観は棠 軒の 女錢 である。 慶応 三年 五 

月 一 一十 八日に 夭した。 

「十三 日。 (六月。) 晴。 風。 吉 田へ 行、 同道 飯 田へ 寄。 

同家へ 過日 河 合同 居 也。」 飯 田 安 石 は 女婿 河 合 銀ニ郎 

の 家族 を迎 へて 同居せ しめた。 吉田は 画師 洞 谷で ある。 

八月に は棠 軒の 妻 柏が 大に 病んだ。 

「十四日。 時々 雨。 夜 大雨。 四 五日 来お 柏 持病 脳痛不 

出来 之処、 今暁 尤甚。 四肢 厥冷、 脈 伏 寒 戦に 至る。」 此 


より 医師 石川貞 白、 飯 田 安 石、 三 好 東 安、 河 村 意 篤、 

内 田 養 三等が 来り 診し、 又 正覚 院と云 ふ ものが 来て 

ます 

加持し、 安 石の 女に して 河 合に 嫁した お 升、 「吉田 老母」 

等が 夜伽の ために 来り 宿した。 吉田 老母 は 洞 谷の 母で 

あらう。 「廿ー 日。 陰 雨。 柏 子 脳 痛 十八 日 来漸々 緩和 

に 赴く。」 「三十 一 日。 晴。 吉田 老母 今日 迄 逗留 之処、 

今夕より 帰宅。」 柏の 病 は 愈え たので ある。 

「六日。 (九月。) 洞 谷 来 飲。 同人 悴直 今日より 入学。」 

吉田洞 谷の 子 直が 棠 軒の 弟子と なった。 棠軒 弟子の 入 

門 は 公私 略に も 日録に も 多く 見えて ゐる。 直の 事 は 洞 

谷の 子なる を 以て 特に 抄出す る。 按ずる に 所謂 入門 者 


は 概 皆 医で あらう。 しかし 直 は 必ず 医と なった とも 

云 ひ 難い。 同月 十二 日に 「今日より 外史 講釈 相始 む」 

の 文が あるから である。 外史の 日本 外史なる こと は 勿 

論で ある。 後に 聞けば、 直 は 幾 ならず して 吉田氏 を 

ま へ ばら 

去り、 一 たび 甲斐 氏 を 冒し、 遂に 本姓 前 原に 復 して 終 

つた。 前 原 氏 は 神辺菅 氏の 隣で、 是が 直の 生家で あつ 

た。 

その 三百 五十 九 

此ょリ 明治 癸 酉 九月 十二 日 後の 棠軒 日録 を続抄 する。 


r 廿 二日。 晴。 真 野竹陶 (兵 助 事) 病死 之 趣 為知 来。 

即 葬送 寺へ 行。」 「廿 三日。 晴。 真 野へ 悔 行。」 「廿六 

日。 陰。 微雨。 夕 微晴。 真 野へ 被 招 行 飲。 当日 初日 

迨夜 也。」 真 野 竹 陶は竹 亭には 孫、 陶後 には子で、 今の 

幸 作さん に は 父で ある。 残 日 は 九月 廿ー 日、 寿 は 五十 

六で ある。 

「五日。 (十月。) 晴。 三 沢へ 行。 お 長 縁談の 返事。」 「廿 

一 日。 晴。 吉 辰に 付、 長女 津山 碧山 方へ 結納 取替。 三 

沢 老母 周旋。」 「十七 日。 (十一月。) 長女 津 山へ 縁談 之 

願 戸 長へ 差 出す。」 「十八 日。 晴。 三 沢へ 行。」 「二十日。 

ときにはれ ときに あめ  かねつけ  ひん 

時晴 時雨。 長女 鉄將 水染。 三 沢 老母 賓 たり。 吉田 老母、 


お 糸 を 招く。」 「廿 三日。 晴。 長女 縁談 願 過日 戸 長 迄 申 

さ の ごとき 

出 置。 願面 如 左よ し。 縁談 願。 私 長女 長。 当 酉 二十 

歳。 第二 大区小 十五 区 三百 五 十八番 屋敷 士族 津山 碧山 

まう しあ はせ たく 

妻に 縁談 申 合 度 此段奉 願 候 也。 年月日。 第二 大区小 

そうせきしょう 

何 区 何番 士族、 伊沢 某、 印。 右に 付 昨日 送籍 証 一 紙受 

取、 今日 野 村 方 迄 差遣す。」 「廿 五日。 晴。 津山 氏へ 長 

よそう 

女 道具 送り 遣す。 房 助 卯三郎 両人に て 三度に 舁 送す。」 

「廿 六日。 晴。 長女 津山 碧山へ 暮時出 宅に 而 嫁す。 引 

めぐむ  しう とい リに ゆく 

続 自分 及徳 同家へ 舅 入 行。 夜 四時 前 開く。 安 石、 

お 糸、 三 沢 老母、 吉田 老母、 石 川お きく 等 来。 寛 斎 来。」 

「廿 八日。 晴。 午後 陰。 夜半 雨。 杉山津 山へ 寄、 吉田 


へ 行。」 「十日。 (十二月。) 晴。 夜半 雨。 長女 里 開き。 

碧山、 文 女、 喜 代 女 及 三 沢 老母、 其外貞 白、 洞 谷、 寛 

斎、 吉田 老母、 お 糸、 旧婢 たけ、 卯 三 郎等 来大 飲。」 「十 

五日。 晴。 内祝 之 赤飯 配る。」 「廿日。 晴。 長女 来 宿。」 

是が棠 軒の 女 長の 津山 碧山に 嫁した 顛末で ある。 わた 

くし は 明治 初年 婚礼の 一例と して、 特に 詳 にこれ を抄 

した。 

なかう ど  じゅん みん 

媒人は 三 沢 順 民 であらう か。 少 くも 三 沢 氏が 所謂 

橋 渡 をした こと は 明で ある。 三 沢 老母 は 順 民の 母、 吉 

田 老母 は 洞 谷の 養母、 糸 は 飯 田 安 石の 妻、 きく は 石 川 

貞 白の 妻、 野 村 徳太郎 は 碧山の 姉ち かの 夫で ある。 戊 


辰 東 役 高に 「御 通掛新 番組、 野村徳 太郎、 廿ー」 と 云 

つて ある。 文、 喜 代 は津山 氏の 家族で あらう。 卯 三郎、 

房 助、 たけ は 奴婢で ある。 

此婚 嫁は棠 軒が その 愛する 所の 女 を 出して、 親む 所 

の 友に 嫁した ので ある。 只 俗に 随ひ礼 を 具へ たに 過ぎ 

なかった であらう。 

長子 刀自の 福 田 氏に 語る を 聞く に、 碧山に は 先妻 

武 藤氏が あって、 一女 を 遺して 歿した。 津山直 次郎は 

此女 のために 迎 へられた 婿で、 大正 五 年 十二月 十五 日 

に 歿し、 其 長子 は図按 家に なって ゐる さう である。 

十月 以後、 棠 軒の 女 長が 于 帰の 事の あった 旁 に、 


尚 二 事の 記すべき ものが ある。 棠 軒が 冢子徳 のた め 

もと 

に 算術の 師 を択ん だのが 其 一 である。 十月 六日の 下に 

云く。 「徳 今夕より 中 村 某へ 遣す、 算術。」 阿部 正弘の 

継室 謐 子の 死が 其 二で ある。 十月 十八 日の 下に 云く。 

「去 五日 清 心 院様御 逝去 被 遊 候 由。」 十一 月 六日の 下に 

云く。 「小 鼓へ 行。 過日 清 心 院様御 逝去 之 御機嫌 伺 取 

計 之 一礼。」 十一 月廿 二日の 下に 云く。 「清 心 院様御 四 

十九 日 御 相当に 付 兼 而勤仕 之 者 申 合 於 定福寺 少分之 御 

供養 申 上。」 十二月 二十 六日の 下に 云く。 「清 心 院様為 

御 遺物 金 二百 疋被成 下 候 趣、 三 富 氏より 貞白 受取 持 

参。」 謐子は 糸魚 川の 松 平日 向 守 直 春の 女、 越 前の 松 平 


越 前守慶 永の 養女で、 正桓の 夫人 寿 子 は 其 出で ある。 

小 鼓 は 己巳 席順の 「十 人 扶持、 御 足 五 人 扶持、 鼓 菊 庵、 

五十 四」 で、 同席 順の 「十 人 扶持、 御 足 十 人 扶持、 鼓 

お ほつ >み むか 

泰安、 五十 九」 の 大鼓に 対へ て 言 ふので あらう か。 猶 

「鼓 兆 安、 鼓定」 と 云 ふ もの も 同席 順に 見えて ゐる。 三 

富 氏 は 己巳 席順に 「百廿 石、 御附奥 家老、 御 家従、 三 

富 甚左衛 門、 五十八」 と 云って ある。 

その 三百 六十 

わたくし は棠軒 日録 を抄 して 明治 癸 酉の 歳暮に 至 つ 


た。 

此年は 伊沢 氏と 旧好 ある 人々 の 中で、 門田朴 斎と 渡 

辺 樵 山との 歿した 年で ある。 朴 斎の 死 は 行状に 拠る に 

一 月 十一 日 戌 牌で、 年を饗 くる こと 七十 七であった。 

墓表 は 小 野 湖山が 撰んだ。 其 末に 銘に 代へ て 絶命の 

詞が 刻して ある。 「父母 教吾学 仲 尼。 滔々 天下 変 為 夷。 

病而 不死 亦 良 苦。 待尽 青山 埋骨 時。」 朴 斎の 生涯 は 西 

洋嫌を 以て 終始して ゐる。 棠 軒が 此 人の 死を録 せなか 

つたの を 見れば、 棠 軒と 門 田 氏との 間に は 親交が 成り 

立って ゐ なかった かも 知れない。 

渡 辺 樵 山 は 十二月 十八 日に 東京 渋 谷 村に 残した。 年 


五十 三であった。 わたくし は 上に 榛 軒が 此人を 請 じて 

経 を 講ぜし めた こと を 記し、 後に 慊堂日 暦 中よ リ、 其 

父の 蘅 園と 号した こと を 検出して 補った。 しかし 安井 

息 軒が 樵 山の 墓に 銘し たこと を 知らずに ゐた。 それ は 

たま，， （\ 

息 軒 遺稿が 偶 これ を 載せて をらぬ 故で ある。 

頃日 事実 文 編 を繙閲 して、 図らずも 息 軒 撰の 墓碑銘 

みなもとの とぼる 

を 発見した。 樵 山の 系 は 源 融 の 曾孫 渡 辺 綱から 出 

でて ゐる。 「父 諱昶。 字 奎輔。 以医仕 膳 所 侯。 娶才戸 

氏。 生君于 江戸 鱸 坊之僑 居。」 按ずる に 慊堂日 暦の 蘅 

園 は此昶 である。 昶は 或は 「とほる」 と訓 ませた もの 

ぜ ぜ  やすと ほ 

ではなから うか。 膳 所 侯 は 本 多 隠岐 守康融 である。 


「鱸 坊」 は 今の 京 橋 区 鈴 木 町で ある。 本 多 家の 上屋敷 

が 南 八丁 堀に あつたから、 蘅園は 鈴 木 町に 住んで ゐた 

ので ある。 

「年甫 十 一 。 奎輔 得疾。 自知 不起。 托君 及弟撲 輔於慊 

堂 松 崎 先生。 輿 疾帰近 江。 未 幾歿。 二 孤 皆 有才。 先生 

愛 之。 視 猶子。 嘗贈之 詩 曰。 吾 園 梅 百樹。 汝独可 超凡。 

及慊堂 先生 歿。 以 遺命 守 羽 沢草廬 三年。 既而 卜居 青山。 

生徒 漸進。 万延 庚申 九月。 釈 褐於紀 藩。 (中略。) 元 治 

甲子。 幕府 有 召 見 之 命。 三月 謁ニ条 城。 (中略。) 慶応 

乙 丑。 参 枢機。 (中略。) 明年 十一 月遷 小姓 頭。 明治 戊 

辰。 拝 奥 祐筆 組頭。 累遷 参政。 三年 五月。 免 参政。」 


せきけ い 

葡 園が 樵 山と 其 弟と を 松崎慊 堂の 石 経 山 房に 託して 近 

はくす け 

江に 帰った の は、 天 保 二 年で ある。 弟 僕 輔は嫌 堂 日 暦 

の 百 助で ある。 慊 堂の 残した 弘化 元年より 三年 間 石 経 

山 房 を 守って ゐた とすると、 樵 山 は 二十 四 歳よ リニ 十 

はね ざ わ 

七 歳に 至る 間 羽 沢に ゐ たので ある。 さて 弘化四 年中に 

樵 山 は 青山に 徒った であらう。 万延 元年 紀州 藩に 仕へ 

た 時 は、 樵 山 は 四十 歳であった。 紀州藩 は 猶中納 言 

茂 承の 世であった。 元 治 元年に 将軍家 茂に 謁した 時 は、 

樵 山 は 四十 四 歳であった。 

とし だて 

若し 此年 立に して 誤らぬならば、 樵 山が 経 を 伊沢 氏 

に 講じた 月日 は、 羽 沢 時代より 青山 時代に 及んで ゐる 


害で ある。 

わたくし は 此に狩 谷 氏 移 居の 事 を 附記したい。 一説 

に 狩谷矩 之が 本 所 横 川の 津軽 邸より 上野 広小路に 移つ 

たの は、 明治 五六 年で あつたと 云 ふ。 しかし 是は稍 後 

の 事であった らしい。 猶 下に これに 言及し ようとお も 

ヽ 0 

此年棠 軒 四十、 妻 柏 三十 九、 子徳 十五、 三郎 四つ、 

女 長 二十、 良 十八 (以上 福 山)、 磐 二十 五、 弟 平 三郎十 

三、 姉 国 三十、 妹 安二 十二、 柏 軒の 継室 春 四十 九 (以 

上 東京) であった。 


その 三百 六十 一 

明治 七 年 は 蘭 軒 歿後 第 四十 五 年で ある。 棠軒は 又 歳 

を 福 山に 迎 へた。 一月 中には 事の 記すべき ものが 無い。 

めぐむ 

二月 十一 日に 子徳 を 算術の 師村田 某の 許へ 遣った。 

「十三 日。 晴。 一昨日より 徳村田 某へ 数学 稽古に 行。」 

せきとうとう い ん 

是月棠 軒 は 書 を 東京に ある 関 藤 藤 陰に 寄せた。 「廿三 

日。 (二月。) 陰。 午後 晴。 阿部 近日 東京 出立に 付、 分 

家、 清 川、 森、 関 藤 (菓子 料 二百 疋添) 等へ 書状 出す。」 

藤 陰 は 二 年 前の 冬より 東京に 来て ゐ たので ある。 癸 酉 

歳旦の 詩の 引に、 「余 自壬申 冬、 来 在 藩主 阿部 氏 本 所 横 


網 邸」 と 云って ある。 阪 谷朗廬 はかう 云って ゐる。 「会 

廃藩 命 下。 正桓 君例以 華族。 移住 東京。 而家制 不定。 

衆 以為非 招 先生 不可。 強以 賓師委 重。 先生 弗 得 辞。 曰 

骸骨 竟有 宿縁 於 東 地歟。 便復移 家。 経理 画 一 。 更選人 

授之。 絶交 閑居。 賦詩自 楽。」 想 ふに 棠 軒の 書 を 寄せ 

た 時には、 藤 陰 は 既に 閑散の 身と なって ゐた であらう。 

まさつ ら 

棠 軒の 書 を 託した 阿部 は 阿部 正 貫で ある。 己巳 席順の 

「百 八十 石、 家扶、 阿部 小 重郎、 四十 三」 と 同人で あら 

うか。 分家 磐、 清 川 安 策、 森枳 園との 間に は、 此 前後 

がんぎよ  はぶ 

に 雁 魚の 往復が あつたが、 省いて 抄 せなかった。 

五月に 棠 軒が 子徳を 算術の 師関 某の 許に 遣った。 


「九日。 (五月。) 徳 今夕より 関へ 数学 入門。」 三た び師 

を更 へたので あらう か。 是 月の 末に 東京に ある 藤 陰が 

書を棠 軒に 寄せた。 其 文 はかう である。 

「清 和 之 時候と 申 内、 稍 薄 暑 も 催 候処、 貴 宅 御 揃 愈 御 

多祥 被 成 御 坐 候条、 拝賀 之 至。 僕 老耄相 增候得 共、 先 々 

頑健 罷在 候。 乍 憚 御 省 慮 可 被 下 候。 扨 当 春 阿部 正 貫 出 

京 之 節 は、 御 懇切 御文 通 被 下、 殊に 無 存掛御 肴 料 二 

方 金 御 恵贈 被 遣、 辱 拝受、 乍 去 御 過 厚之 事 奉 恐 入 候。 

先以御 近況 過日 阿部より 承 候。 爰元之 光景 は此節 同人 

より 御 承知と 奉存 候。 同人 爰元 出立 之 節 は、 必 御礼 一 

書 可 差上存 居候 処、 其 出立 間際 種々 多事 取 込、 遂に 


そのぎ をよ くせず ほんいに そむき  なに かど 

不能 其 儀、 背 本意 恐縮 之 至に 候。 右 便 之 節 何 角 は 差 

上度存 候に、 差 向 思 付 も 無 之、 東京 近来の 模様、 新版 

うけた まはリ つく 

書冊 之 出来 候 事、 次へ々々 と 中々 承 尽 され も不 申、 

右 様 多き 内に は、 見る も 無益と 申 品 も 多分 有 之、 其 内 

に 思 候に、 医事 関係 之 書 なれば、 自然 可 然もの も 可 有 

之 哉 共存 候へ ども、 当今 之 儀 西洋 家 之 品、 時好に 投候 

品而已 多く、 勿論 拙老 宅に 引込罷 在候而 己に 而は、 

外 間 新版 物 を 聞 見 (候 事) も 少なく、 仍而思 ひ 候に、 

東京 繁昌 記なる 者 は 馬鹿々々 しき、 何 之 役に も不相 立、 

子弟 之 教育に は 勿論 不相成 候へ ども、 只々 貴兄 久々 東 

京 を 御覧 無 之 故、 此 文明開化 やら 何やら 不相 分、 太平 


やら 不 太平の 本 やら 不相分 之 実景 を 御 慰に 御 目に 掛度 

と存、 折節 阿部 出立 之 頃 は 第二 編 之 分 出版 未だ 成就 

致切不 申、 近日 中に 必 売出し 初り 可 申 由 承 込 候 故、 

幸便 なれ ども 何も 得 不差上 候 也。 此度 明後日 出立に 而 

河 村 大造立 帰りに 帰省 致 候 由 幸便 を 得 候に 付、 不取敢 

此ニ冊 呈上 仕 候。 御 笑納 可 被 下 候。 M (々も 東京 現今 之 

光景 如此 かと 御覧 御 一笑に付し 候 迄 之 心得に 候。 呉々 

も 馬鹿々々 敷 書に 而は御 坐 候 也。 乍 末 行 御 家内 皆様へ 

こ ひねが ひ あげたて まつ リ そろ  ご はう ちょう もく き 

宜御伝 声 奉 希 上 候。 時下 御 保 重 黙 祈 之 至。 先 は 

幸便 不取敢 乍 延引 先般 之 御礼 兼如此 候。 頓首。 五月 三 

十 一 日。 関 藤 藤 陰。 伊沢 棠軒 様。」 


その 三百 六十 二 

わたくし は 明治 甲 戌 五月 三十 一 日に 関 藤 藤 陰が 棠軒 

くわ てんげ つち  もと 

に 与へ た 書を抄 した。 是は文 淵 堂の 花 天 月 地中よ リ討 

め 来った 婪 尾の 獲で ある。 藤 陰の 簡牘は 語路が 錯綜 

して、 往々 紛糾 解くべからざる に 至り、 句読 を 施し 難 

くな つて ゐる。 又歇 後の 文が 多い。 しかし 幅広く 長の 

つ ま 

促った 文字が、 石 を 積む が 如くに 重畳して あって、 極 

て 読み 易い。 文中 「何 角 は 差 上 度」 は 読んで 「何 か 差 

上 度」 と 作すべき である。 或は 方言 歟。 


此 書が 二月 一 一十三 日の 棠 軒の 書に 答へ たもの なるこ 

ま 

と は、 説明 を須 たずして 明で ある。 棠 軒の 書を齎 した 

まさ つ ら 

阿部 正 貫 は、 福 山より 東京に 至り、 直に 又 東京より 福 

山に 帰った。 藤 陰 はこれ に 復書を 託せむ としたが、 

しょ どく 

書牘 に 添 ふべき 新刊書が 未だ 巿に 上らなかった ので 果 

さなかった。 次で 河村大 造が 東京より 福 山に 往 くに 会 

して、 藤 陰 は 此書を 託した。 河 村 は 己巳 席順に 「十二 

石 二人 扶持、 河村大 造、 二十 三」 と 云って ある。 後の 

重 固で ある。 

藤 陰の 書 牘に添 へ て棠 軒に 贈った 新刊書 は 東京 繁昌 

記で ある。 藤 陰 は 初 二 両編を 併せ 贈らう とした。 然る 


に 阿部の 帰 藩 は 二 編の 出で むと 欲して 未だ 出で ざる 間 

であった。 六月の 初に 河 村が 東京 を 発する 前に、 藤 陰 

まさ ゎづか  あがな 

は 方に 纔に ニ篇を 贖 ひ 得た ので ある。 

東京 繁昌 記 はわた くしの 架上に 無い。 わたくし は 其 

初 編 一 一 編が 何時 何れの 書肆より 発行せられ たかを 知ら 

むと 欲して、 文 淵 堂 主 を 煩 はして 検 して もらった。 「初 

はつ だ 

編 は 紀元 二 千 五 百 三十 四 年 四月、 二 編 は 同年 六月 発 兌 

けいしゃう かく 

と 有 之 候。 明治 七 年に 候。 書肆 は 銀座 三 丁目 奎章閣 

山城 屋政吉 に 候。 政吉は 日本 橋 通 二 丁目 稲田 佐 兵衛の 

分家に て、 塩谷宕 陰の 門人に 候。 維新 後 古本 商 頭取に 

なり、 後 市会議員、 巿 参事 員、 衆議院議員に 選ばれ、 


鉄管 事件に 遭 逢して 引退し、 月 島に 住んで 古版本 を蒐 

集す る を 楽と し、 希 覯の書 数千 巻 を 蔵す るに 至 候。 其 

蔵 儲 は今悉 si 久原 家の 有に 帰し 居候。」 按ずる に 初 編 

の 「四月」 は 恐く は 再三 版で あらう。 藤 陰 は 六月 発 兌 

の 二 編 を、 早く も 五月 末日に 贖 ひ 得た ので ある。 

藤 陰 は 東京 繁昌 記 を 評し、 旁 明治 初年の 社会に 論 

及して、 「文明開化 やら 何やら 不相 分、 太平 やら 不 太平 

.IP と 

の 本 やら 不相分 之 実景」 と 云った。 罵り 得て 痛快で あ 

る。 

わたくし は 端な く 藤 沢 東※ 〔# 「田 + 亥」、 8 巻， 316- 上 

の 江戸 繁昌 記 評 を 憶 ひ 起した。 東※ 〔# 「田+ 亥」、 


8 巻- 316- 上.？〕 は 初 三 編 を 読んで 寺門静 軒の 才を 愛した。 

「其 辞不唯 艷麗。 亦 能 俊抜 焉。 其 識不唯 該博。 亦 能 卓 

超焉。 乃 謂 斯人実 一世 之 雄。」 既にして 太平 志 を 読み、 

又 四 編 五 編 を 読んで 文 品の 低下に 驚いた。 「豈 半塗而 

天 奪之才 乎。 抑 始有所 倩。 後 失 其 人 乎。」 東京 繁昌 記 

は 則 初より して 疎 拙であった。 「呉々 も 馬鹿 馬鹿 敷 

書に 而は御 坐 候 也。」 

藤 陰の 書牘と 繁昌 記と は 六月 七日に 棠 軒の 手に 到つ 

た。 「七日。 (六月。) 晴。 三 富 甚左衛 門 来。 東京 関 藤 

先生より 書状 及 開化 繁昌 誌 二 冊 到来、 右 持参 之 事。」 藤 

陰の 書と 贈 と は 河村大 造より 三 富 甚左衛 門 を 経て 


棠 軒に 達した ので ある。 阿部 家の 家従 三 富の 事 は 既に 

上に 出で てゐ る。 

その 三百 六十 三 

わたくし は此 より 甲 戌 六月 七日に 棠 軒が 関 藤 藤 陰の 

贈 を 得た 後の 日録 を抄 する。 

棠軒は 六月 八日に 家禄 「十四 石 七 斗」 を 奉還せ むこ 

と を 請うて、 十五 日に 許された。 「八日。 (六月。) 微雨。 

組頭 熊 田 某へ 行。 終身 禄 奉還 一件 也。 爰許戸 長 吉津へ 

右 願書 出す。」 「十五 日。 雨。 午後 晴。 終身 禄 奉還 之 儀 


御 聞 届 相 成 候 段 戸 長より 申 来。」 熊 田 は 己巳 席順の 二 一 

十 俵 三人 扶持、 熊 田 保 平、 五十」 若く は 「二十 俵 三人 

扶持、 物産 役、 熊 田 臨 蔵、 四十 六」 であらう か。 吉津 

は 小 八郎と 称した。 

七月に 棠軒は 子 徳 を 算術の 師前川 某の 許に 遣った。 

r 廿 三日。 (七月。) 晴。 風。 徳 数学 前 川へ 入門。」 四た 

び 其 師を更 へたので あらう か。 前 川 は 未だ 考 へない。 

十月に 棠軒は 「公債 証書 買 上 願」 を 呈出した。 「九日 _ 

(十月。) 晴。 去 七日 出願 書 戸 長へ 出。 十日 進呈。 同 十 

一 日 御 聞 届。」 七日に 戸 長 役場に 出し、 十日に 県庁に 達 

し、 十一 日に 裁可せられ たので ある。 日録に は 全文が 


載せて あるが、 今 略す る。 「高 百 円に 付 八十 円に」 買 ひ 

上げて もら ひたいと 請うた ので ある。 宛名 は 「小 田 県 

権 令 矢 野 光儀 殿」 と 書して ある。 光儀 は 竜渓文 雄さん 

の 父 ださう である。 是月棠 軒 は 外史の 講義 を 終った。 

r 廿 八日。 陰。 夜雨。 外史 講義  一 了。」 

十 一 月 十五 日に は棠 軒が 養父 榛 軒の 二十 三回 祭 を 行 

つた。 「十五 日。 (十 一 月。) 晴。 風。 時々 雨。 当日 府 

君 二十 三回 祭。 飯 田 夫婦、 貞白、 東 安、 半、 全 八郎招 

請 飲。」 その 「祭」 と 云 ふより 推す に、 此 年より 神 祭の 

式に 遵 ふこと としたら しい。 十五 日は歿 日の 前日で 

ある。 来客 中 「半」 は 服 部 氏、 是 より 先 七月 中に 「半 


来」 (十五 日) の 文が ある。 

二十 八日に 棠軒は 県庁に 赴いて 家禄に 換 へた 「金 百 

二十 四 円 二 銭 五 厘」 を 要請した。 「二十 六日。 (十一 

月。) 陰。 微雨。 午後 晴。 来廿 八日 小 田 県に 而 家禄 奉 

還 金 御 渡しに 付 受取 証書。」 (文 は 略す る。) 「廿 八日。 

晴。 小 田 県へ 奉還 金 為 受取、 未明より 人力車に 而 行。」 

県庁が 此 日に 金 を 交付し なかった こと は、 後の 記に 徴 

して 知る ベ きで ある。 

十二月の 日録に は抄 すべき 事が 無い。 此年棠 軒 は 

「明治 甲 戌 集」 と 題した 詠草 一巻 を 遺して ゐる。 「父君 

の 一 一十三 回忌に。 はたち あまり 三と せ 経 ぬれ ど 今も猶 


さなが ら見 ゆる 父の 面影。」 詠 艸は良 子 刀自の 蔵す る 

所で ある。 

此年 磐の 一 家 は 東京に あって 寄留の 所 を 変へ た。 良 

子 刀自 所蔵の 文書に、 「明治 七 年 八月 十日 第 一 大区十 

四 小 区 小 網 町 四 丁目 五番 地 借 店に 寄留 替を なす」 と 云 

ふ 文が ある。 

此年 東京に ある 森枳 園が 「蘭 軒 遺稿」 一 巻 を 刊行し 

た。 時に 枳園は 年 六十 八であった。 富士川 氏 は 三種の 

本 を 蔵して ゐる。 第一 は 漢文に 国文 を 交へ た 草稿 二 巻 

で、 蘭 軒が 末に 下の 語 を 書して ゐる。 「右 之 通に 先々 

かたづけ 候へ ども、 如何 可 有 御 坐 や。 御 削 正 奉 願 上 候- 


医籍 考には 御 説 も 御 坐 候 事に や。 委細 御 教示 奉 願 上 候- 

信恬 拝。 鹿 庭先 生。」 第二 は 旧稿 中の 国文 を 漢訳した 

もので、 是も亦 ニ卷を 成して ゐる。 第三 は 枳園校 刻の 

本 一巻で ある。 巻首に 下の 文が ある。 「伊沢 信恬。 字 

澹甫。 号 蘭 軒 又※ 〔# 「くさかんむり \ 姦」、 8 巻- 318- 上 

斎。 通称 曰 辞 安。 其 著書 有数 十 種。 遺稿 為 其 一 。 

而 二十 年 前 刊行 半 成。 適 世事 紛冗。 西遷東 移。 舟 車 運 

漕。 桜槧多 亡失。 今 所 拾 摘 二十 条。 僅々 存九畹 之 余香 

爾。 明治 甲 戌 第 十月。 枳園森 立 之。 (印 二。 日立 之。 

お ほよ そ  けつ 

日 壬 申 道士。)」 全巻 凡 四十 九 頁で ある。 「伊沢 氏 酌 

源 堂 図書 記」 の 印 記が ある。 


此年棠 軒 四十 一、 妻 柏 四十、 子徳 十六、 三郎 五つ、 

女 長 (津山 碧山 妻) 二十 一、 良 十九 (以上 福 山)、 磐 一 一 

十六、 弟 信 平 (宗家 養子) 十四、 姉 国 (狩 谷矩之 妻) 

三十 一、 妹 安二 十三、 柏 軒の 継室 春 五十であった。 

その 三百 六十 四 

明治 八 年 は 蘭 軒 歿後 第 四十 六 年で ある。 棠軒は 旧に 

依って 歳 を吉津 村の 家に 迎 へた。 「家家 臘尽 時。 内感 

たは むれ 

歳 華 移。 安 識郷人 羨。 全 依祖考 慈。」 戯 に 「家内 安全」 

の 字 を 句 首に 用ゐて 作った ものである。 


一 月 二十四日に 棠軒は 家禄に 換 へた 金 を 受けた。 

ニー 十四日。 二 月。) 晴。 於 小 田 県 公債 証書 買 上代 御 

渡 相 成に 付、 受取に 出頭 可 致 之処、 差 合に 付 為 名代 尚 

差 出、 金 百 一 一十 五 円、 一 一分 引に 而金百 円 受取 候 事。」 (節 

録。) 名代 「尚」 は 上に も 見えた 飯 田 安 石の 子で ある。 

すゑ を 

二月 十五 日に 棠 軒の 子季 男が 生れた。 「十五 日。 (二 

月。) 陰。 午後 雨。 夜 九 字 安産、 男子 出生。」 「廿ー 日。 

晴。 出生 七夜 季 男と 名く。 出産 之 届出す。」 

三月 二十 九日に 森枳 園の 許より 「いろは 字 原考」 二 

冊が 来た。 「廿 九日。 (三月。) 陰。 東京 森より いろは 

字 原 考ニ冊 到来。」 いろは 字 原 考は枳 園の 著す 所で、 其 


刊行の 事 は 下に 引く 書牘に 見えて ゐる。 此書は 世間に 

多く 存せ ぬらしく、 わたくし は 未だ 寓目し ない。 又 国 

書 解題 を検 したが 見えなかった。 

五月 八日に 棠軒は 「姫 路鳥取 行」 の途に 上った。 是 

は 姫路に 妹婿 土方 伴 六 正 旗を訪 ひ、 鳥 取に 顕忠寺 中の 

兄 田中悌 庵が 墓を展 したの ださう である。 

「八日。 (五月。) 晴。 今夜 姫 路鳥取 行 乗船。 但安石 同 

伴 夜 四つ 時 前 四つ 樋より 竹忠 船へ 乗 込。 直 出帆。」 

「九 日。 晴。 昼 九つ時 頃 讚 州 多 度津湊 へ 著 船。 

金 刀 比羅宫 参拝。 夜 五つ 時 頃 人車に 而帰 船。」 

「十日。 晴。 多度津 碇泊。」 


よし ま  でさき 

「十 一 日。 晴。 暁 出帆。 暫時 与 島へ 碇休。 夕 出崎碇 

泊。」 

「十二 日。 晴。 夜 大風。 暁 出帆。 小豆 島へ 碇泊。」 

「十三 日。 風雨。 同所 碇泊。」 

てんめい  いつみな と 

「十四日。 晴。 天明 出帆。 午刻 頃 播州 伊津 湊へ著 船。 

同所より 姫 路迄四 里 半。 此ょリ 上陸。 三 所 川 あり。 

いづれ 

何も 昨 雨に 而 出水。 暮 時姫路 城内 桐の 馬場 土方に 

著。」 土方 伴 六 は 酒井忠 邦の 倉 奉行であった。 贈 遺 を 

記す る 文中に 「お 柳」、 「お 作」 の 名が あり、 又 「お 作 

きんめい 

婿 山 本 又巿、 今 名 もちよし」 と 云って ある。 棠 軒の 妹 

にして 伴 六の 妻なる 烈に 柳、 作、 久の 三女が あった。 


柳 は 坂 本 氏に 適き、 作 は 山 本 氏に 適き、 久は長 野 氏に 

適いた。 

「十五 日。 晴。 逗留。」 

「十六 日。 晴。 午刻より 土方 出立。 手 尾 迄 伴 六 亀 児 送 

ぶんべい しきさい はし ざき せん ぼん  みかづき 

来。 夫より 分袂。 飾 西、 觜崎、 千 本、 三日月 也。 觜崎 

より 人車に 而暮過 三日月 駅 石 川 吉兵衛 へ 著。」 亀 児と 

は 誰か。 伴 六の 女 久が長 野 氏に 嫁して 生んだ 四 子 は、 

義雄、 亀 次郎、 悦 三郎、 信吉 である。 亀 次 郎は今 参謀 

本部 陸地 測量 部 技師で ある。 亀 児は此 人で あらう。 

「十七 日。 晴。 朝飯より 出立。 人車に 而平福 迄、 当駅 

より 小 原 迄、 夫より 坂 根 迄 人車 行。 此日駒 帰 迄 


大難 坂 也。 夫より 知 津駅迄 下り坂。 当駅 桝屋善 十郎へ 

著。」 

「十八 日。 晴。 朝飯より 出立。 用が 瀬 迄 小 坂 五六 あり。 

当駅より 人車に 而 布袋 村 迄、 夫より 歩行、 午後 一 時 頃 

味 野 村へ 著。」 

まねかれ ゆきのむ 

「十九 日。 雨。 信慶 実家 森 本 善 次 郎へ被 招 行 飲。」 信 

慶は 田中悌 庵の 養子で ある。 此ょリ 日々 招宴 遊 宴 等が 

ある。 

r 廿 七日。 晴。 朝 微雨。 夕 陰。 とめ 女 召 連、 天明 味 

野 出立。 上 之 茶屋 迄 同人 駕 行。 当所 迄信慶 (中略) 

送 来。 夫より 人車 三乗、 用が 瀬よ リ駕 一挺、 知 津に而 


午 支度。 夫より 歩行。 野原 駅 松見屋 某へ 著。 甚 蟲。」 

みちとし 

とめ 女 は 田中悌 庵の 第 七 女で 今の 木 下 大尉 通敏 さんの 

母で ある。 

r 廿 八日。 夜来 雨。 午前 九 時 頃 出立。 風雨。 関 本 駅と 

め 乗 輿。 水 島 善四郎 止宿。」 

「廿 九日。 雨。 午後より 漸晴。 早 昼 支度に 而 出立。 と 

め駕 行。 櫓 村より 歩行。 夕 七つ 時 津山京 町 大笹屋 に 著。 

大家 也。」 

「三十日。 晴。 朝飯より 人車 三乗に 而 出立。 亀の甲よ 

リ 歩行。 又 弓 削より 人車。 福 渡より 駕 一挺。 夕 七 時 

前 間の 宿久 保に 而藤原 沢 次郎へ 著。」 


「三十 一 日。 晴。 朝飯より 駕ー 挺為舁 出立。 高 田より 

歩行。 足 守より 中原 迄 人車。 又 岡 田より 人車に 而夕八 

半時 頃 矢 掛駅小 西屋善 三郎へ 著。」 

「六月 一日。 晴。 午前 十 時 頃 出立。 駕 一 挺高屋 迄。 同 

所より 人車 三乗。 暮時 帰宅。」 

その 三百 六十 五 

棠軒は 明治 乙 亥 六月 一 日に 鳥 取から 吉津 村の 家に 帰 

つた。 

日録 は此 より 下 十一 月 九日に 至って 絶えて ゐる。 其 


間 記すべき もの は棠 軒の 子 三郎の 死が あるの みで ある。 

「四日。 (十月。) 晴。 昨夜より 三 児 不快 不出来に 付、 安 

石 同道 水 呑 辺 釣 行 約之処 止。 午後 三時 遂に 死去。 即夜 

十 時 出 葬。」 「九日。 晴。 純 法 童子 初七日 逮夜 之処、 挙 

家 痢 疾に付 招 客 略す。」 純 法 童子 は三郎 の法諡 である。 

庚 午 八月 二十 五日の 生であった から、 六 歳に して 歿し 

たので ある。 文中 「挙家 痢疾」 の 四 字 は 注目に 値する。 

按ずる に 当時 痢が 備後 地方に 行 はれて、 棠 軒の 家族 は 

皆 これに 感染し、 三郎が 独り 先 づ殖れ たので はなから 

うか。 

棠 軒が 日録の 筆 を 絶った 次の 日、 乙 亥十 一月 十日に 


東京に ある 森枳 園が 書を棠 軒に 与へ た。 下に これ を 節 

ほかんつ かまつ リ 

録 する。 「昨年来 蘭 軒 医談遺 板に 付て 補刊 仕、 前の 

板 下書 候 梶原平 兵衛も 既に 残 後、 不得已 拙筆に て 補 板 

仕 候。 (中略。) 外に 以呂波 字源 考ー 冊、 詩 史顰ー 冊、 

共に 上 木 仕 候。 (中略。 ) 巿野 光彦 の 家、 跡 方 もな く 断 

絶の 様子。 町人の 学者 はわ づか三 右衛門と いへ る 

川柳 点 も、 掖斎翁 は 誰も 知れ ど、 迷 庵 は 誰も 知らず、 

因て 之 を 刻し 世に 公に せば、 少年、 抽 斎と 同じく 升 堂 

したる 報恩の 一 端に も 可 相 成 乎と、 拙筆 を 以て 刊行 仕 

候。 (中略。) 巻首の 四 大字 は東久 世通禧 公、 次 は 養 素 

さきみ つ  おぎ ふ き が い 

軒 柳 原 大納言 前 光 公、 愛 古堂 磐渓、 秋 月 公、 大給亀 崖 


公 (即松 平 縫 殿 頭の 事 也)、 跋は片 桐 玄理と 申せし 家塾 

ごぞんじの もの 

に 居りし 御存之 者、 今 文部の 督 学寮に 出仕いた し 居 申 

候。 僕 も 壬 申 以来 文部へ 出仕、 間もなく 被 免、 医学 校 

へ 出、 編 書 課に 在、 亦 免官、 朝野 新聞に 入、 成 島 柳 北 

あ ひま じはリ 

と 相 交、 夫より 工学 寮の 本朝 学課 長と なり、 十月 来 

又々 被 免、 此節は 閑 無事、 書肆の 頼に 付、 真 片仮名の 

雑書 編成 仕 居候。 (中略。) 狩 谷此節 上野 広小路へ 御 引 

越、 是亦 平安 也。 (中略。) 喜 多 村 安正 類 中 を 発す。 関 

藤 藤 陰 も 亦 発す。 塩田 良 三 益 盛なる 勢、 この 驥尾に 

附て矢 島 玄碩、 井口 栄 春の 類 も 官員様 大出来 也。 阿 

まさたか  まさたけ 

部 正 学 公 も 御 出府 之処、 其 節正桓 公に 随従して、 日光 


へ 参詣いた し 候 故、 遂に 不得相 見、 残念 至極に 奉存候 _ 

(中略。) 出府 にても 何も 別段 之 事 も 無 之、 先 旧習 は 追々 

脱し 候 様に は 候へ ども、 とかく 日本と 唐 好きに て、 中々 

あ ひか はらず 

不相易 一寸 も 引け は 取不申 候。」 (下略。) 

枳園は 既に 蘭 軒 医 談を校 刻して、 又 自著 以呂波 字源 

考、 巿野迷 庵 撰 詩 史顰を 校 刻した。 蘭 軒 医談の 筆ェは 

梶原 平兵衛 で、 其 補 筆は枳 園の 手に 成った。 以呂波 字 

源考 がわた くしの 未見の 書なる こと は 上に 云った 如く 

である。 詩 史顰も 亦 未だ 読まぬ が、 渋 江 氏 は 曾て これ 

つまびら か 

を 蔵して ゐ たと 云 ふ。 其 序 跋の事 は 本文に 詳 であ 

る。 


くわう げん 

「巿野 光彦の 家、 跡 方 もな く 断絶の 様子。」 迷 庵 光彦 

くわう じゅ  くわう とく 

の 子 は 光寿で 天 保 十一 年に 歿し、 光寿の 子 光徳 は 父 

さきだ 

に 先 つて 天 保 三年に 歿し、 光徳の 子 源 三郎、 後の 称 寅 

しょかう 

吉は 当時 亀 島 町に 住して ゐた。 所謂 断絶 は 書 香の 絶え 

た 事 を 謂 ふ ものと 看る ベ きで ある。 

しょ どく 

- J の 書牘 には猶 注すべき 事が ある。 

その 三百 六十 六 

明治 乙 亥十 一 月 十日に 森枳 園が 棠 軒に 与へ た 書 は、 

既に 注す る 所 を 除いて、 猶枳 園の 壬 申 以後の 内外 生活 


を 後に 伝 ふるもの として 尊重し なくて はならない。 内 

生活 は 末の 「日本と 唐 好き」 の 一節に 由って 忖度 せら 

れる。 外 生活 は 早く 寿 蔵 碑に、 「五月 至東京、 是月廿 七 

日 補 文部省 十 等 出仕、 爾後 或 入 医学 校 為 編 書、 或入ェ 

学寮 為講 辯」 の 句が あるが、 これ を此 書の 「壬 申 以来 

文部へ 出仕」 云々 の 一節に 較 ぶれば、 広 略 日 を 同じう 

して 語る ベ からざる ものが ある。 わたくし 共 は 此書を 

見て、 枳 園が 己 卯に 大蔵省に 仕 ふるに 先 つて、 文部省 

出仕、 医学 校 編修、 朝野 新聞記者、 工学 寮 課長 を 順次 

に 経歴した こと を 知った。 是は 未だ 嘗て 公に せられな 

かった 新 事実で ある。 


次に 此 書中より 見出され たの は、 狩谷掖 斎の 養孫矩 

之が 本 所 横 川より 上野 広小路に 徒った 時期で ある。 わ 

たくし は 上に 此移 居が 明治 五六 年の 交で あつたと 云 ふ 

一説 を 挙げた。 枳 園の 「此 節」 は 三年 前 若く は 二 年 前 

を 謂った もので はなさ さう である。 矩之は 或は 乙 亥に 

入って より 後に 徒った ので はなから うか。 曾 能 子 刀自 

は此 広小路の 家 を 記憶して ゐる。 大抵 今 杉 山 勧工場の 

ある 辺の 裏 通に あって、 土蔵 造の 三階で あつたと 云 ふ。 

わたくし は此に 一 の 疑問 を 提起す る。 それ は 狩 谷 

従 之の 事で ある。 掖斎望 之の 後 は 其 子 懐 之、 懐 之の 養 

子矩 之、 矩 之の 子 三 市で、 三 市さん は 現に 小石 川区宫 


下町に 住んで ゐる。 然るに 安政 中より 維新に 至る まで 

の 間に、 狩 谷 従 之と 云 ふ ものが あって、 文雅 人名録の 

あざな ぜんけい 

類に 載せられて ゐる。 従 之 は 字 を 善 卿と 云 ひ、 通称 

S う-., (\ しう 

を 三 右衛門と 云 ひ、 融々 又 周 二と 号した。 家 は 神 田 明 

神前に あった。 人名録の 肩に は 「画」 と 記して ある。 

その 名に 「之」 字 を 用 ひ、 字に 「卿」 字 を 用ゐ、 「三 右 

衛門」 とさへ 称する を 見れば、 人 をして 望 之の 族た る 

こと を 想 はしめ る。 望 之の 家 は 三 右衛門 望 之、 三 平 懐 

之、 三 右衛門 矩之、 三巿 である。 従 之の 氏名 字号 通称 

は 相似た る こと も 亦 甚だしい ではない か。 

試に 其 時代の 同異 を 推す に、 三 右衛門 従 之 は 三 平 懐 


之が 歿し、 三 右衛門 矩 之が 嗣 いだ 頃から 世に 聞え 始め 

た。 しかし 矩之は 当時 十四 五 歳の 少年であった から、 

従 之 は 必ず これより 長 じて ゐた であらう。 又 矩之は 本 

所の 津軽 邸内に 蟄 して ゐ たのに、 従 之 は 昔 望 之の 住ん 

だ 湯 島 を距る こと 遠から ぬ 神 田 明 神前に 門戸 を 張って 

画師 をして ゐ たので ある。 語を換 へて 言へば、 安政 以 

後に は 二人の 狩 谷 三 右衛門が 並存して ゐて、 被 斎の 

て き そ ん 

嫡孫に 係る もの は 隠れて 世に 知られず、 却て 彼 三右衛 

門 従 之が 名 を 藝苑に 列して ゐた。 

さき 

わたくし は 曩に従 之の 名 を 挙げて 三巿 さんに 問うた。 

しかし 三巿 さん は 夢に だに 知らなかった と 云 ふ。 父と 


同 世 同氏 同 称の 人が あった こと は、 三巿 さんの 家に 於 

て は 曾て 話題に だに 上らなかった と 見える。 

世上に 若し 従 之の 何者なる を 知った 人が あるならば、 

どうぞ 事の 真相 を 発表して わたくしの 疑を釈 いて もら 

ひたい。 

その 三百 六十 七 

森 枳園乙 亥十 一月 十日の 書に は、 猶関藤 藤 陰が 喜 多 

るゐ ちゅうふう 

村 安正と 同時に 類 中風 を 発した 事が 言って ある。 又 

塩田 良 三、 矢 島 玄碩の 仕宦を 評した 一 句が ある。 良 三、 


しん  やすよし 

後の 真と 云 ひ、 渋 江 優 善、 当時の 矢 島と 云 ひ、 並に 皆 

枳 園の 平素 甚だ 敬 重せ ざる 所であった。 それ ゆ ゑに 枳 

園 は 劇 を 評する 語 を藉り 来って、 「官員 様 大出来 也」 と 

云った ので ある。 

まさたか 

書中に は 又 阿部 正 学の 東京に 来た 事が ある。 正 学、 

通称 は 直 之丞、 これと 日夕 往来した 棠軒 は、 其 日記に 

「直 吉」 と 書して ゐる。 是は 維新 後の 称で ある。 素 福 

山 侯の 分家で、 正 学 は 前に 棠軒を 率て 駿府 加番に 赴い 

はいと まさず み 

た 隼 人 正 純の 継嗣で ある。 枳 園は此 人の 入京した 時、 

た ま /|\  まさたけ 

偶 阿部 宗家の 正桓 に扈随 して 日光に 往 つて ゐ たので、 

せき どく 

相 見る に 及ばなかった。 以上 は 枳園尺 牘の註 脚で ある。 


上に 云った 如く、 枳 園の 此書を 裁した 十一 日 は、 棠 

軒の 筆 を 日録に 絶った 十日の 翌日で ある。 棠軒は 何故 

に 筆 を 絶った か。 

按ずる に 棠軒は 病の ために 日録 を罷 めた ので ある。 

此事 実は 下に 引く 清川玄 道の 書牘に 見えて ゐる。 十一 

月 四日に は 幼児 三郎が 死んだ。 九日に は 日記に 「挙家 

痢疾」 の 語が ある。 そして 棠軒は 実に 此月 十六 日を以 

て 歿して ゐる。 日録 を罷 めた 後 僅に 六日で ある。 

わたくし は此に 於て 想像す る。 三 郎は痢 を 病んで 死 

んだ。 次で 全家が 痢 を 病んだ。 棠軒も 亦 これに 感染し 

て 死んだ。 わたくし は 此の 如くに 想像す る。 


棠軒は 乙 亥の 歳 十一 月 十六 日に 四十 二 歳に して 歿し 

た。 「病死 御 届。 第二 大区深 津郡小 二十 一区 吉津村 三 

百 二十 七 番地、 士族、 伊沢 棠軒。 右 之 者 十一月 十七 日 

病死 仕 候。 此段御 届 奉 申 上 候、 以上。 明治 八 年 十 一 月。 

右 長男、 伊沢 徳。 小 田 県 参事 益 田包義 殿。」 喪 は 次 日に 

発せられ たので ある。 

尋で棠 軒 未亡人 柏 は 徳 の 家督相続 を 県庁に 禀請し 

た。 「家督相続 御 願。 第二 大区 深津 郡小廿 一区 吉津村 

三百 二十 七 番地、 士族、 伊沢 棠軒亡 長男、 伊沢 徳。 右 

者 先般 御 届 仕 居候 通、 棠軒 病死 仕 候に 付、 跡 相続 之 儀 

者 書面 之 者に 被 仰 付 被 成 下 度、 此段奉 願 候、 以上。 明 


治 八 年 十 一 月。 伊沢 徳母、 かよ。 小 田 県 参事 益 田包義 

殿。」 徳は 時に 十七 歳であった。 

棠軒生 前に 枳 園の 寄せた 書 は、 果して 棠 軒の 閲読 を 

経た かどう か 不詳で ある。 棠軒 歿後に 清川玄 道の 徳に 

与へ た 書 は、 猶徳 さんの 蔵 儲 中に ある。 「尊大 君 事 十 

一 月 十日 夜半より 御 発病 (中略)、 同月 十七 日 遂に 御 遠 

行 之 趣 (中略)、 御 愁傷 之 程 奉 恐察 候。 三 郎君に も 十月 

四日 痢 症に て 御 遠 行 之 由、 重々 の 御 愁傷 紙上 

おんく やみつきが たきぎ 

御 悔難尽 儀に 被存 候。 母堂 君久々 御 不快 之 趣 (中略)、 

ご はう せつい のリ たてまつ リ そろ 

折角 御 保 摂奉禱 候。 (中略。) 手前 方 にても、 八月 十 

七日 長女と ゑ 病死、 (中略)、 虚労 症に て 遂に 下 泉殆当 


惑罷在 候。 (中略。) 御 従弟、 横 浜 住居 之お とし 殿 及 旧 

おんしら せ 

門下 之 仁に も (中略) 御 為知 申 上 候 事に 御 坐 候。 (中 

略。) 養母 始宮崎 姉 共 も 宜敷申 上 候 様 申出 候。 (下略。) 

十二月 五日 認。 清川玄 道。 伊沢 徳 様。」 伊沢 清 川 両家 

の 親族の 名 は 今 一 々注せない。 

此年徳 十七、 母 柏 四十 一、 姉 長 (津山 碧山 妻) 二十 

二、 良 二十、 弟 季男ー つ (以上 福 山)、 磐 二十 七、 母 春 

五十 一 、 弟 信 平 (宗家 養嗣子) 十五、 姉 国 (狩 谷矩之 

妻) 三十 二、 妹安廿 四であった。 

その 三百 六十 八 


わたくし は 蘭 軒 歿後の 事 を 叙して 養孫棠 軒の 歿した 

あるじ めぐむ 

明治 乙 亥の 年に 至った。 所謂 伊沢 分家 は 今の 主 人徳 

さんの 世と なった ので ある。 以下 今に 迨 るまでの 家族 

を は 

の婚嫁 生歿を 列記して 以て 此稿 を畢 らうと おも ふ。 

明治 九 年 三月 七日、 徳の 幼弟季 男が 生れて 二 歳に し 

て 夭した。 

十一 年徳が 東京に 入った。 時に 年 二十。 

十二 年 徳が母 柏 を 東京に 迎 へた。 

よし  いはほ 

十三 年 四月 四日 徳の姉 良が 所謂 又 分家の 磐 に 嫁し 

た。 磐 三十 二、 良 二十 五の 時で ある。 


十四 年 九月 三十日 磐の 長子 信 一 が 生れた。 

十七 年 十二月 二十日 磐の 長女 曾 能が 生れた。 磐が 陸 

軍 士官学校 御用 掛 とな つ て 仏語 を 士官 学生に 授 くる， J 

ととな つたの は此 年で ある。 時に 磐 年 三十 六。 わたく 

し は 前に 磐が 電信 術 を 修めた こと を 記した。 しかし 終 

にこれ を 業と する に は 至らなかった らしい。 既にして 

磐 は 力 を 仏語 を 学習す る ことに 専 にした。 上に 引い 

た 枳園乙 亥の 書中、 「御 分家 磐 様に も 日々 の 様に 御 出、 

洋学 勉強 之 事 感心 仕 候、 近々 何れへ 歟 任官 相 成 可 申な 

れど、 何分 数 齟齬いた し、 未だ 間 暇に 御 坐 候」 の 一 節 

は、 磐が 干禄の 端緒 を 窺 ふに 足る ものである。 


は の  めと  ぜん はう 

二十 年 徳が羽 野 氏 かね を娶 つた。 磐の 第二 子 善芳が 

十月 一 一十 八日に 生れて 三十日に 夭した。 

二十 一 年 磐が 下 総 国 佐 倉に 徒った。 東京 今 川 小路の 

家より 佐 倉 新 町 芝 本 久兵衛 方に 移った ので ある。 是は 

佐 倉に ある 陸軍 将校に 仏語 を 授けむ がた めであった。 

時に 年 四十。 

二十 二 年徳の 長女た かよが 生れた。 磐の 第二 女 かつ 

が 十月に 生れて 十二月 十三 日に 夭した。 

一 一十三 年 八月 磐が 佐 倉の 寓を撤 して 赤 羽に 舎った。 

当時 狩谷矩 之が 赤 羽に ゐて東 道主 人 をな したので ある。 

. さ い あう  ざ い う 

在 桜 日記、 在 羽 日記が 良 子 刀自の 許に ある。 「桜」 はさ 


くら、 「羽」 は あかば ねで ある。 時に 磐 四十 二、 矩之四 

十八、 国 四十 七。 信 平 は ボストンに 遊学して ゐた。 年 

三十。 

二十 八 年徳の 長子 精が 三月 二十 二日に 生れ、 二十 六 

日に 夭した。 

三十 年徳の 第一 一女ち よが 九月 三十日に 巣 鴨の 監獄 役 

宅に 生れた。 徳は 監獄の 吏と なって ゐ たので ある。 磐 

のぶ はる 

の 三女 ふみが 一 月 一 一十 九日に、 第二 子 信 治が 十月 三十 

日に 生れた。 

三十 三年 二月 四日 磐の 第三 子 玄隆が 生れて 夭した。 

尋で 五月 十 一 日に 長子 信 一 が 二十歳に して 世 を 早う し 


く-つ あ 

た。 「灯に 独り 書 を 読む 寒さ 哉。 空 阿。」 空 阿 は 磐で あ 

る。 

三十 五 年 二月 二十 二日 徳の 第二 子 信 匡が 生れた。 磐 

の 母 春が 十一 月 二十四日に 七十 八 歳に して 歿した。 

「折 もよ し 母の みとり を 冬 籠。 磐 五十 四 歳。」 此年 六月 

十九 日 宗家 を 継いだ 信 平が 宮内省 医局 御用 掛を 拝した。 

三十 八 年 十一 月 二十四日 磐が 五十 七 歳に して 歿した。 

四十 年 二月 一 一十 五日 徳の 第三 子 信 道が 生れた。 

四十 一 年 八月 三十日 徳の妻 かねが 四十 一 歳に して 牛 

込 区富久 町の 家に 歿した。 

四十 三年 八月 一 一十三 日徳の 第三 子 信 道が 四 歳に して 


夭した。 

し. p  くぼ 

大正 四 年 七月 十三 日 信 治の 叔母、 狩谷矩 之の 未亡人 

国が 七十 二 歳に して 歿した。 是 より 先 三十 三年 一月 五 

日に 矩之は 残した ので ある。 

五 年 信 治の 叔母 安が 六十 五 歳に して 歿した。 安 は 下 

野 国の 茶 商須藤 辨吉の 妻であった。 

此間 明治 十 年に 池 田 氏で 京 水の 三男 田玄 俊、 小字 

桓三郎 が 摂津国 伊丹に 歿し、 十三 年に 小島 氏で 

しゅんい くせんき 

春 澳瞻淇 が 歿し、 十四 年に 池 田 氏で 初代 全 安が 歿し、 

十八 年に 森 氏で 枳 園が 歿し、 又 石 川 氏で 貞 白が 歿し、 

しゅんき 

三十 一年に 小島 氏で 春 祈 未亡人が 歿し、 三十 三年に 狩 


谷 氏で 既 記の 如く 矩 之が 歿した。 

今茲 大正 六 年に 東大 久保 にある 伊沢 分家で は徳 五十 

九、 母 柏 改曾能 八十 三、 姉 長 (在 福 山津山 碧山 未亡人) 

六十 四、 子 信 匡 十六、 女た かよ 二十 九、 ちょ 二十 一、 

赤 坂 区 氷 川 町 清水 氏寓 伊沢 又 分家で は 信 治 一 一十一、 母 

良 六十 二、 姉 その (清水 夏 雲 妻) 三十 四、 ふみ 二十 一、 

麻布 鳥居 坂 町の 宗家 を 継いだ 叔父 信 平 五十 七で ある。 

以上が 蘭 軒 末葉の 現存 者で ある。 

その 三百 六十 九 


わたくし は 伊沢 蘭 軒の 事蹟 を 叙して 其 子孫に 及び、 

最後に 今茲丁 巳に 現存せ る 後裔 を 数へ た。 わたくし は 

さき  を は 

前に 蘭 軒 を 叙し 畢 つた 時、 これに 論賛 を附 せなかった 

ことば 

如くに、 今 叙述 全く 終った 後 も、 復 総評の ために 辞 を 

費さぬ であらう。 是 はわた くしの 自ら 擇んだ 所の 伝記 

の 体 例が、 然る こと を 期せず して 自ら 然 らしむ るので 

ある。 

わたくし は 筆 を 行る に 当って 事実 を 伝 ふること を 

もっぱら  つとめ  わた 

専 にし、 努て 叙事の 想像に 渉る こと を 避けた。 客 

ほしい 

観の 上に 立脚す る こと を 欲して、 復 主観 を 縦 ま、 に 

そむ 

する こと を 欲せなかった。 その 或は： KIlw- に 背きた るが 


如き 迹 ある もの は、 事実に 欠陥 あるが 故に 想像 を藉り 

て補塡 し、 客観の 及ばざる 所 あるが 故に 主観 を 倩って 

充足した に過ぎない。 若し 今 事の 伝 ふべき を 伝へ 畢っ 

て、 言 讚 評に 亘る こと を敢 てしたならば、 是は 想像の 

馳騁、 主観の 放肆 を 免れざる 事と なる であらう。 わた 

くし は 断乎と して これ を 斥ける。 

蘭 軒 は 何者で あつたか。 榛軒 柏軒将 何者で あつたか。 

是は 各人が わたくしの 伝 ふる 所の 事実の 上に、 随意に 

建設す る こと を 得べき 空中の 楼閣で ある。 善悪 智愚 

醇醯 功過、 あらゆる 美 剌褒砭 "は 人々 の 見る 所に 従って 

自由に 下す こと を 得る 判断で ある。 


わたくし は 果して 能く 此の 如き 余地 遊 隙 を 保留して 

筆 を 行る こと を 得た か。 若し 然 りと 云 は、 X、 わたくし 

は 成功した ので ある。 若し 然ら ずして、 わたくしが 識 

らず 知らず の 間に、 人に 強 ふるに 自家の 私見 を 以てし ■ 

束縛し、 阻礙 し、 誘引し、 懐柔したならば、 わたくし 

は 失敗した ので ある。 

史筆の 選択 取 舎せ ざる こと 能 はざる は 勿論で ある。 

選択 取 舎 は 批評に 須っ ことがある。 しかし 此 不可避の 

批評 は 事実の 批評で ある。 価値の 判断で は 無い。 二者 

を 限 劃す る こと は、 果して 操觚 者の 能く 為す 所で あら 

うか、 将 為す こと 能 はざる 所で あらう か。 わたくし は 


その為し 得べき ものなる こと を 信ずる。 

わたくし は 上に 体 例と 云った。 しかし 是は 僭越の 語 

である。 体 例 を 創す る は 凡庸 人の 力の 及ぶ 所では 無い。 

わたくしが 体 例と 云った の は、 自家の 出発点 を 明に せ 

むがた めに、 姑く 妄に 命名した 所に 過ぎない。 わた 

あきた 

く し は 古今 幾多 の 伝記 を 読ん で 慊 らざ る ものが あつ 

た 故に、 竊に 発起す る 所があって、 自ら 揣ら ずして こ 

れに著 手した。 是 はわた くしの 試験で ある。 

わたくし は此 試験 を 行 ふに 当って、 前に 渋江抽 斎よ 

リ 始め、 今 又 次ぐ に 伊沢 蘭 軒 を 以てした。 抽斎 はわた 

くしの 偶 邂 追した 人物で ある。 此 人物 は 学界の 等閑 


視 する 所で ありながら、 わたくしに 感動 を 与 ふること 

が 頗 犬であった。 蘭 軒は抽 斎の 師 である。 抽 斎より 

して 蘭 軒に 及んだ の は、 流に 溯って 源 を 討ね たので あ 

る。 わたくし は 学界の 等閑 視 する 所の 人物 を 以て、 幾 

多価 値の 判断に 侵蝕せられ ざる 好き 対象と なした。 わ 

たくし は 自家の 感動 を受 くる こと 大 なる 人物 を 以て、 

著作 上の 耐忍を 培 ふに 宜しき 好き 資料と なした。 

以上 はわた くしが 此の 如き 著作 を敢 てした 理由の 一 

面で ある。 

その 三百 七十 


わたくし は 渋江抽 斎、 伊沢 蘭 軒の 二人 を 伝して、 極 

力 客観 上に 立脚せ むこと を 欲した。 是 がわた くしの 敢 

て 試みた 叙 法の 一 面で ある。 

わたくしの 叙 法に は猶ー の 稍 人に 殊 なる ものが ある 

とお も ふ。 是は 何の 誇 尚すべき 事で もない。 否、 全 

く 無用の 労であった かも 知れない。 しかし わたくし は 

抽斎を 伝 ふるに 当って 始て此 に 著 力し、 蘭 軒 を 伝 ふる 

に 至って わたくしの 筆 は 此方 面に 向って 前に 倍す る 発 

展を 遂げた。 

一人の 事蹟 を 叙して 其 死に 至って 足れり とせず、 其 


人の 裔 孫の いかにな リ ゆく か を追蹤 して 現今に 及ぶ こ 

とが 即ち 是 である。 

前人の 伝記 若く は 墓誌 は 子 を 説き 孫 を 説く を 例と し 

てゐ る。 しかし それ は 名字 存没等 を 附記す るに 過ぎな 

い。 わたくし はこれ に反して 前代の 父祖の 事蹟に、 早 

く 既に 其 子孫の 事蹟の 織リ 交ぜられて ゐ るの を 見、 其 

糸 を 断つ こと をな さず して、 組織の 全体 を 保存せ むと 

欲し、 叙事 を 継続して 同 世の 状態に 及ぶ ので ある。 

わたくし は此叙 法が 人に 殊 なって ゐ ると 云った。 し 

かし 此叙 法と 近似した る もの は 絶無で は 無い。 昔魏収 

は魏 書を修 むる に 当って、 多く 列伝 中 人物の 末裔 を 載 


せ、 後に 趙 翼の 難ず る 所と なった。 しかし 収は 曲筆し 

て 同 世の 故旧に 私 したので ある。 一 種隨 劣なる 目的 

を 有して ゐ たので ある。 わたくしの 無 利害の 述作と は 

いませき てんぱう 

違 ふ。 近 ごろ 今 関天彭 さんの 先 儒 墓田録 は物徂 徠の裔 

を 探り 巿野迷 庵の 胤 を 討ね て、 窮め 得らるべき 限を窮 

めて ゐる。 惟 今 関 氏の 文 は 短く、 わたくしの 文 は 長き 

を 異なりと する。 

是は 文の 体 例の 然 らしむ る 所で ある。 彼 は 地誌に 類 

する 文 を 以て 墳墓 を 記し、 此は 人の 生涯 を 叙す る 伝記 

をな して ゐ るからで ある。 

そして 此 にわた くしの 自ら 省みて 認めざる こと を 得 


ざる 失錯が 胚胎して ゐる。 即ち 異例の 長文が 人 を 倦ま 

しめた ことで ある。 

わたくしの 伝記が 客観に 立脚した と、 系 族 を 沿 討し 

たとの 二方 面 は、 必ずしも 其 成功 不成功 を 問 はず、 又 

必ずしも 其 有用 無用 を 問 はない。 わたくしの 文が 長き 

がた めに 人の 厭悪 を 招いた こと は、 争 ふべ からざる 事 

実で ある。 そして 此事 実は わたくし をして 自家の 失錯 

を 承認せ しむる に 余 ある ものである。 

人 はわた くしの 文の 長き に 倦んだ。 しかし 是は 人の 

蘭 軒 伝 を 厭悪した 唯一 の 理由で は 無い。 蘭 軒 伝 は 初 未 

だ 篇を累 ねざる に 当って、 早く 既に 人の 嘲罵に 遭った。 


無名の 書牘 はわた くし を 詰責して 已 まなかつ たので あ 

る。 

書牘 はわた くしの 常識な きを 責めた。 その 常識な し 

とする に は 二 因が ある。 無用の 文 を 作る となす ものが 

其 一、 新聞紙に 載すべからざる もの を 載す となす もの 

が 其 二で ある。 此 二つの もの は 実は 程度の 差が あるに 

過ぎない。 新聞紙の ために 無用な りと すると、 絶 待に 

無用な りと するとの 差で ある。 

わたくし は 今 自家の 文の 有用 無用 を 論ずる こと を 忌 

避す る。 わたくし は敢て 嘲 を 解かう と はしない。 し 

かし 此書牘 を 作った 人々 の 心理状態 はわた くしの 一 顧 


の 値 ありと なす 所の ものである。 

その 三百 七十 一 

大抵 新聞紙 を 読む に は、 読んで 首より 尾 に 至る も 

ので は 無い。 一 二 面 を 読んで 三面 を 読まぬ 人が ある。 

三面 を 読んで  一 二 面 を 読まぬ 人が ある。 新作 小説 を 読 

む もの は 講談 を 読まない。 講談 を 読む もの は 新作 小説 

を 読まない。 読まざる 所の もの は 其 人の 無用と する 所 

である。 しかし 其 人 は 己に 無用なる ものが 或は 人に 有 

用なる ものた るべき を 容認す る こと を吝 まない。 此故 


に 縦 令 おしろいの 広告が 全紙 面を塡 むと も、 粉 白 を 傅 

くるに 意な きものが これ を 咎めようと はせ ぬので ある- 

事情 此の 如く なれば、 人の 蘭 軒 伝 を 無用と する は、 

果して 啻に 自己の これ を 無用と する のみで はなく、 こ 

れを 有用と する ものの 或は 世上に 有る ベ きを だに 想像 

する ことが 出来ぬ が 故で あらう か。 

彼 蘭 軒 伝 を 無用と する ものの 書牘を 見る に、 問題 は 

全く 別 所に 存 する やうで ある。 書 牘は皆 詬訾毒 罵 の 語 

はくし  こと 

をな して ゐる。 是 は此篇 を藐視 する 消極の 言で はなく 

て、 此篇を 嫉視す る 積極の 言で ある。 

此嫉悪 は 果して 何れの 処 より 来る か。 わたくし は 其 


情 を 推す る ことの 甚 難から ざるべき を 思 ふ。 凡そ 更新 

を 欲する もの は 因襲 を 悪む。 因襲 を 悪む こと 甚 しけれ 

ば、 歴史 を 観る こと を 厭 ふこと となる。 此の 如き 人 は 

更新 を 以て 歴史 を 顧慮して 行 ふべき ものと はなさない。 

今の 新聞紙に は 殆ど 記事の 歴史に 渉る ものが 無い。 そ 

の 偶 これ ある は 多く 售れ ざる 新聞紙で ある。 

蘭 軒 伝の 世に 容れ られぬ は、 独り 文が 長く して 人 を 

倦まし めた 故で は 無い。 実は その 往事 を 語る が 故で あ 

る。 歴史なる が 故で ある。 人 は 或は 此篇の 考証 を 事と 

したの を、 人に 厭 はれた 所以 だと 謂って ゐる。 しかし 

若し 考証の 煩 を 厭 ふなら ば、 其 人 はこれ を藐視 して 已 


むべき で、 これ を 嫉視す るに 至るべき では 無い。 

以上の 推 窮は略 反対者の 心理状態 を悉 した もので あ 

らうと おも ふ。 わたくし は猶 進んで 反対者が 蘭 軒 伝 を 

読まぬ 人で 無くて、 これ を 読む 人であった こと を 推す 

る。 読まぬ もの は 怒る 害がない。 怒 は彼虚 舟に も 比す 

ベ き 空白の 能く 激し 成す 所で はない からで ある。 

わたくしの 渋江抽 斎、 伊沢 蘭 軒 等 を 伝した のが、 常 

識 なきの 致す 所 だと 云 ふこと は、 必ずや 彼書牘 の 言 の 

如くで あらう。 そして わたくし は 常識な きがため に、 

初より 読者の 心理状態 を 閑却した ので あらう。 しかし 

わたくし は 学殖な きを 憂 ふる。 常識な きを 憂へ ない。 


天下 は 常識に 富める 人の 多き に堪 へない。 

わたくし は 筆を擱 くに 臨んで、 先づ此 等の 篇を載 

かさ  ばう しょば うご  を 

せて 年を累 ね、 謗 書 旁 午の 間に わたくし をして 稿を畢 

ふること を 得しめ た 新聞社に 感謝す る。 次に わたくし 

は 彼笥を 傾けて 文書 を 借し、 柬を 裁して 事実 を 報じ、 

ちぐわん 

編述を 助成した 諸 友と、 此 等の 稿 を 読んで 著者の 痴頑 

を 責めなかった 少数の 未見の 友と に 感謝す る。 

最後に わたくし は 渋 江 伊沢 等 諸 名家 の 現存せ る 末裔 

の 健康 を 祝す る。 (終。) 


底本 ： 「鷗外 選集 第 7 卷」 岩波 書店 

1979  (昭和 S) 年 5 月^日 第 ー 刷 発行 

「鷗外 選集 第 8 巻」 岩波 書店 

1979  (昭和 S) 年 6 月^日 第 ー 刷 発行 

初出 ： 「大阪 毎日 新聞」 「東京 日日 新聞」 

1916  (大正 5) 年 6 月； 1917  (大正 6) 年 9 

月 

》 「讚」 と 「讚」、 「辞」 と 「辭」 の 混在 は 底本 通りに 

しました。 

せん ほん  またせん ぼん 

※ 「専 本」 と 「復専 本」 が あり 「せん ほん」 か 「せん 

ぼん」 かの 判断に 迷い ましたが、 断定 的な 注記 を 行う 


ことに 困難 を 感じました ので、 そのままに しました。 

また、 「卓子 料理」 も 「しつぼく」 が 正しい ので はない 

かと 思い ましたが これ も 判断が つかず そのままに しま 

した。 
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